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視
座

巻
頭
言

東
北
観
光
の
躍
進
に
期
待
す
る

舩
山
龍
二

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
評
議
員
）

丸
岡 

泰

（
石
巻
専
修
大
学
）

石
巻
専
修
大
学

「
旅
の
図
書
館
」

特
集
関
連
の

蔵
書
紹
介

大
隅
一
志

（
旅
の
図
書
館
）

丸
岡
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ

とい
う
こ
と

21

10

20

面
白
い
、楽
し
い
が
、原
動
力
!
〜
相
馬
市
松
川
浦
の
取
り
組
み

井
島
順
子（
相
馬
市
）×

久
田
浩
之（
亀
屋
旅
館
）

　
　
み
ん
な
前
向
き
に
頑
張
っ
て
る
よ
ー

管
野
貴
拓（
ホ
テ
ル
み
な
と
や
）＋
菊
地
基
文（
清
昭
丸
）

震
災
で
あ
ら
た
め
て
気
づ
い
た
温
泉
地
、旅
館
の
可
能
性

〜
い
わ
き
湯
本
温
泉 

古
滝
屋
の
挑
戦 

里
見
喜
生（
古
滝
屋
）

　
　
「
み
ん
な
前
向
き
に
生
き
て
る
よ
！
」・
小
井
戸
英
典（
旅
館
こ
い
と
）

高
校
生
が
伝
え
る 

ふ
く
し
ま
食
べ
る
通
信

椎
根
里
奈（
あ
す
び
と
福
島
）×

伊
藤
英
聖（
福
島
高
校
）×

熊
谷
惇
乃（
安
積
高
校
）

「
新
し
い
出
会
い
・心
を
寄
せ
る
」観
光
の
時
代へ

女
川
町「
民
間
主
導
の
公
民
連
携
」に
よ
る
復
幸
ま
ち
づ
く
り

石
巻「
10
年
経
ち
、責
任
が
重
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」

齋
藤
敏
子（
石
巻
観
光
ボ
ラ
ン
ティ
ア
協
会
）

南
三
陸
町「
観
光
ま
ち
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
」

宮
川 

舞（
南
三
陸
町
）×

及
川
和
人（
南
三
陸
町
観
光
協
会
）

唐
桑
町「
観
光
を
通
じ
て
地
域
の
人
が
自
信
を
持
っ
た
。そ
れ
が一
番
嬉
し
い
」

三
上
忠
文（
唐
桑
町
観
光
協
会
）×

三
浦
正
和（
唐
桑
観
光
ガ
イ
ド
の
会
）×

熊
谷 

羊（
唐
桑
町
観
光
協
会
）

み
ん
な
同
じ
方
向
性
が
見
え
てい
た
・
阿
部
喜
英（
女
川
み
ら
い
創
造
）

こ
う
す
れ
ば
良
かった
と
い
う
後
悔
は
ない
・
青
山
貴
博（
女
川
町
）

人
がつ
な
がって
活
力
が
生
み
出
さ
れ
ていった
・
新
田 

太（
女
川
町
）

次
の
世
代
に
渡
し
て
や
り
た
い
町
が
で
き
た
・
遠
藤
琢
磨（
女
川
町
観
光
協
会
）

復
興
は
終
わ
り
、次
の
局
面
を
迎
え
た
・
磯
部
哲
也（
女
川
町
商
工
会
）

寺
崎
竜
雄（
J
T
B
F
）

震
災
後
10
年
間
の

東
北
に
お
け
る
観
光
復
興
の
取
組
と

コロ
ナ
後
の
観
光
振
興
の
方
向
性

国
立
公
園
か
ら
臨
む
震
災
復
興

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
記
録
、将
来
展
望

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
・
相
澤
久
美（
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
）

浦
戸
諸
島
・
遠
藤
勝（
遠
藤
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

櫻
庭
佑
輔（
環
境
省
）

亀
山
秀
一（
国
土
交
通
省
）

紺
野
純
一

（
東
北
観
光
推
進
機
構
）

東
日
本
大
震
災 

三
陸
鉄
道
の
10
年

宮
古
市
の
観
光
復
興

「
女
将
の
お
話
の
時
間
」か
ら

「
女
将
と
の
対
話
の
時
間
」へ

「
人
と
人
が
出
会
う
場
を

作
る
こ
と
が
僕
の
仕
事
で
す
」

楠
田
拓
郎（
た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
） 

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、

震
災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓
、

被
災
地
が
得
た
も
の
と
は

広
田
純
一（
岩
手
大
学
）

中
村
一
郎（
三
陸
鉄
道
）

松
浦
宏
隆（
宮
古
市
）

岩
崎
昭
子（
宝
来
館
） 

「
地
域
・社
会
が
一
体
で
取
り
組
む

歴
史
的
建
築
物
の
活
用
」
伊
藤
清
花（
ノ
オ
ト
） 

『
自
分
た
ち
で
生
命
を
守
った
村
』
菊
地
武
雄 

著

溝
尾
良
隆（
立
教
大
学
） 
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当
財
団
は
、こ
の
10
年
間
、

東
日
本
大
震
災
の
発
生
直
後
よ
り

直
接
・
間
接
的
に
被
災
地
に
関
わ
り
続
け
て
き
た
。

震
災
か
ら
5
年
の
節
目
に
は
、

「
観
光
文
化
2
2
9
号（
2
0
1
6
年
4
月
号
）」に
お
い
て
、

復
興
の
現
場
で
活
動
す
る
方
々
の
声
を
通
し
て

観
光
の
意
義
と
可
能
性
の
考
察
を
試
み
た
。

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
5
年
が
経
ち
、こ
の
間
、

観
光
の
ト
レ
ン
ド
も
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、

被
災
地
は
ど
の
よ
う
に
観
光
に
向
き
合
い
、

観
光
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

今
回
の「
観
光
文
化
2
4
9
号
」で
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
節
目
に
、

現
場
の
声
に
あ
ら
た
め
て
耳
を
傾
け
、

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
お
け
る
観
光
や
交
流
の
実
情
、

観
光
振
興
が
果
た
し
た
役
割
の
概
括
を
試
み
た
。



　東
日
本
大
震
災
の
当
時
の
様
子
が
、テ
レ
ビ
や
新
聞
で

再
現
さ
れ
改
め
て
息
を
の
む
恐
怖
と
絶
望
感
が
甦
っ
て
き

た
。自
然
と
人
々
の
暮
ら
し
が
調
和
し
て
幾
星
霜
、営
々
と

築
き
あ
げ
て
き
た
風
土―

個
性
的
な
港
町
や
美
し
い
農
村

が
一
瞬
で
壊
滅
し
た
。そ
れ
で
も
被
災
地
の
人
々
の
冷
静

沈
着
、秩
序
あ
る
態
度
は
世
界
の
賞
賛
を
浴
び
た
。こ
れ
も

ま
た
東
北
が
生
ん
だ
風
土
で
あ
る
。

　爾
来
十
年
。イ
ン
フ
ラ
整
備
、街
づ
く
り
、産
業
の
復
旧

復
興
へ
の
ご
労
苦
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。観
光
復

興
も
急
を
要
し
、ま
た
継
続
的
に
取
り
組
む
べ
き
最
重
要

課
題
で
あ
っ
た
。行
政
と
業
界
の
連
携
の
も
と
風
評
被
害

打
破
の
様
々
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
応
援

ツ
ア
ー
か
ら
始
ま
り
、将
来
に
つ
な
が
る
創
造
的
復
興
へ

向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
。特
に
特
筆
す
べ
き
は
以
下
の

三
点
で
あ
る
。

　そ
の
第
一
は「
東
北
観
光
推
進
機
構
」や
各
県
、各
観
光

地
が
D
M
O
機
能
を
高
め
た
こ
と
で
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ
の

固
有
の
資
源
や
産
業
を
活
か
し
て
様
々
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
、語
り
部
ツ
ア
ー
な
ど
付
加
価
値
の
あ
る
旅
行

が
創
造
さ
れ
た
。副
次
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
画
も

あ
り
多
く
の
東
北
フ
ァ
ン
を
生
み
出
し
た
。第
二
は
相
互

の「
絆
」が
深
ま
り「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
ー
ル
」は
じ
め
、

桜
街
道
、酒
蔵
、震
災
遺
構
伝
承
館
、祭
り
な
ど
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
が
進
み
広
域
・
ル
ー
ト
観
光
が
形
に
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。第
三
に
各
県
の
官
民
の
意
欲
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
チ
ャ
ー
タ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
誘
致
な
ど
に
よ
り
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
飛
躍
的
に
伸
び
、過
去
最
高
を
更
新
し
続

け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

巻頭言

　残
念
な
が
ら
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
時

頓
挫
し
て
い
る
が
方
向
性
は
変
ら
な
い
。む
し
ろ
こ
れ
を

奇
貨
と
し
二
地
域
居
住
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
は
今
ま
で
の
国
内
旅
行
の
在
り
方
を
根
本
か

ら
変
え
る
格
好
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
。そ
の
解
は
、密

を
避
け
、ゆ
っ
た
り
、個
別
に
、多
様
に
過
ご
す
旅
行
へ
の

切
り
替
え
で
あ
る
。観
光
資
源
を
更
に
磨
き
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
駆
使
し
て
世
界
標
準
の
滞
在
型
観

光
地
を
め
ざ
す
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
。

　2
0
1
4
年
東
北
観
光
推
進
機
構
は
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

制
定
し
内
外
に「T

O
H

O
K

U

」を
発
信
し
た
。復
興
を
象

徴
す
る
不
死
鳥
の
絵
を
あ
し
ら
い
、キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

はT
reasu

re-lan
d
 T

O
H

O
K
U

 Jap
an

で
あ
る
。か

つ
て
E
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
元
米
国
駐
日
大
使
は
山
形
県
を

〝
山
の
向
こ
う
の
も
う
一
つ
の
日
本
〞と
表
現
し
た
が
、こ

れ
は
東
北
全
体
の
多
彩
な
原
風
景
的
風
土
を
意
味
す
る
。

期
せ
ず
し
て
、世
界
的
人
気
の
旅
行
雑
誌「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ

ネ
ッ
ト
」と
地
理
学
雑
誌「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
」が
2
0
2
0
年
の
世
界
推
奨
旅
行
先
に
東
北
を
上
位

に
紹
介
し
た
。そ
の
評
価
項
目
は
豊
か
な
自
然
、歴
史
伝

統
、お
も
て
な
し
、祭
り
や
食
な
ど
文
化
遺
産
、ア
ク
セ
ス

の
便
な
ど
に
加
え
震
災
後
の
観
光
復
興
の
目
覚
ま
し
い

姿
で
あ
る
。

　4
月
か
ら
東
北
6
県
が
初
め
て
一
体
と
な
っ
た
デ
ィ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
る
。「T

O
H

O
K
U

」

ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
す
る
時
が
到
来
し
た
。東
北
各
地
の
祭

り
の
よ
う
に
一
気
の
爆
発
を
期
待
す
る
。

東北観光の躍進に期待する

舩山龍二
（ふなやま・りゅうじ）

昭和15年、山形市生まれ。東京教育大学（現筑波大学）理学部卒。昭和37年財団法人日本交通公社（現株式会社JTB）入社。経
営企画室長、取締役九州営業本部長、常務取締役人事部長などを経て平成8年代表取締役社長、平成14年代表取締役会長、平
成20年から令和2年まで相談役。国土交通省交通政策審議会委員、観光立国推進有識者懇談会委員、日本ツーリズム産業団体
連合会（現日本観光振興協会）会長、山形観光アカデミー学長など多数の公職を務める。立教大学特任教授のほか主要大学でも
出講。現在、公益財団法人日本交通公社評議員。 

～「TOHOKU」ブランドを磨き発信する時～
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特
集東

日
本
大
震
災
か
ら

　年
10

〜
環
境
省

　グ
リ
ーン
復
興
プロ
ジェク
ト
の
10
年
〜

巻
頭
言

東
北
観
光
の
躍
進
に
期
待
す
る
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目次

亀
山
秀
一

（
国
土
交
通
省 

東
北
運
輸
局
長
）

紺
野
純
一

（
一
般
社
団
法
人
東
北
観
光
推
進
機
構 

専
務
理
事
推
進
本
部
長
）

寺
崎
竜
雄

（
理
事
・
観
光
地
域
研
究
部
長
）

里
見
喜
生

（
古
滝
屋
16
代
目
当
主
）

相
澤
久
美（
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
常
務
理
事
）

阿
部
喜
英（
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

青
山
貴
博（
女
川
町
総
務
課
公
民
連
携
室
長
）

舩
山
龍
二（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
評
議
員
）

新
田 

太（
女
川
町
産
業
振
興
課 

課
長
補
佐
）

遠
藤
琢
磨（
女
川
町
観
光
協
会
事
務
局
長
）

磯
部
哲
也（
女
川
町
商
工
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
役
）

三
上
忠
文（
唐
桑
町
観
光
協
会
会
長
）×

三
浦
正
和（
唐
桑
観
光
ガ
イ
ド
の
会
副
会
長
）×

熊
谷 

羊（
唐
桑
町
観
光
協
会
）

宮
川 

舞（
南
三
陸
町
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
）×

及
川
和
人（
南
三
陸
町
観
光
協
会
事
務
局
長
）

井
島
順
子（
相
馬
市
復
興
支
援
員
）×
久
田
浩
之（
亀
屋
旅
館
4
代
目
）
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①「
地
域
・
社
会
が

一
体
で
取
り
組
む

歴
史
的
建
築
物
の

活
用
」を

開
催

活
動
報
告

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー： 

伊
藤
清
花
氏

（
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
代
表
理
事
）

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
・
第
10
回

石
巻
専
修
大
学

震
災
は
不
幸
な

出
来
事
だ
っ
た
が
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
た

出
会
い
と
交
流
が
、

被
災
地
で
学
ぶ
学
生
と
私
の
励
み
と
な
り
、

財
産
と
な
っ
た

連
載

丸
岡
ゼ
ミ

震
災
後

　年
間
の
東
北
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終
わ
り
、次
の
局
面
を
迎
え
た
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（出典：2010年分は国総研資料第603号より、
2019年分は東北運輸局調べ）

表 1 東北の国際航空定期便の就航状況
（2010年及び2019年）

（4月時点）

韓国 17便 10便
台湾 2便 26便
中国 9便 6便
グアム 2便 ‒ 便
タイ ‒ 便 3便
合計 30便 45便

2010年
（12月時点）
2019年
単位：週便数

オーストラリア
タイ

シンガポール
アメリカ
台湾
香港
中国

その他

韓国

図 1 東北の市場別外国人宿泊者の推移（2010～2020年）

（出典：観光庁宿泊旅行統計）

（千人泊）

※従業者数10人以上の施設における延べ宿泊者数。 
※2020年は第２次速報値。
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　2
0
2
0
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、東
北
も
そ
の
機
会

を
活
用
し
て
世
界
に
向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。し
か
し
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
蔓
延
が
東
北
の

観
光
に
震
災
を
上
回
る
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど

の
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、観
光
は
一
か
ら
の

出
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。で
は
、震
災
後
10
年

間
の
観
光
復
興
へ
の
努
力
は
水
泡
に
帰
し
た
の

か
と
い
う
と
、決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。東
北
観

光
関
係
者
の
10
年
間
の
努
力
が
地
盤
と
な
る
か

ら
こ
そ
、コ
ロ
ナ
後
の
観
光
の
未
来
図
が
描
け

る
の
だ
と
思
う
。本
稿
は
、10
年
間
の
取
組（
主

と
し
て
東
北
運
輸
局
が
行
っ
て
き
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
振
興
の
取
組
）を
振
り
返
る
と
と
も
に
、コ

ロ
ナ
後
の
東
北
観
光
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え

る
も
の
で
あ
る
。

　2
0
1
9
年
、東
北
観
光
は
一
つ
の
大
き
な
目

標
を
達
成
し
た
。年
間
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
1
5
0
万
人
泊
で
あ
る
。こ
れ
は
2
0
1
6
年

に
2
0
2
0
年
の
目
標
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で

あ
る
が
、1
年
前
倒
し
で
達
成
さ
れ
た
。震
災
前

の
2
0
1
0
年
に
51
万
人
だ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
大
き
な
進
展
で
あ
る（
図
1
）。

　東
北
運
輸
局
は
東
北
観
光
推
進
機
構
、東
北

6
県
、日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）等
と
連

携
し
て
、各
市
場
に
お
け
る
広
告
宣
伝
、旅
行
博

へ
の
参
加
、メ
デ
ィ
ア
招
請
を
通
じ
た
露
出
、旅

行
会
社
招
請
を
通
じ
た
ツ
ア
ー
造
成
等
、東
北

全
体
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
き
た
。2
0
1
1
年
7
月
か
ら

は
、Fa

ceb
o
o
k

やY
o
u
T
u
b
e

等
の
S
N
S

や
動
画
を
通
じ
て
、東
北
へ
の
潜
在
的
旅
行
者

に
向
け
て
直
接
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　具
体
的
に
は
、主
に
国
内
向
け
で
あ
る
が
、

2
0
1
2
年
3
月
か
ら
2
0
1
3
年
3
月
ま

で
、東
北
全
体
を
博
覧
会
会
場
に
見
立
て
て
、東

北
の
観
光
振
興
を
盛
り
上
げ
る
国
民
運
動
の
促

進
を
目
的
と
す
る
東
北
観
光
博
を
開
催
し
た
。

続
い
て
2
0
1
3
年
7
月
か
ら
2
0
1
4
年
3

月
に
は
被
災
3
県
を
中
心
と
し
て
情
報
発
信
と

送
客
強
化
に
取
り
組
む
東
北
物
語
事
業
を
実
施

し
た
。2
0
1
4
年
12
月
に
は
震
災
復
旧
に
際

し
て
多
く
の
支
援
を
頂
い
た
台
湾
の
台
北
で
日

本
東
北
六
県
感
謝
祭
を
開
催
し
、東
北
か
ら
観

光
関
係
者
1
5
0
名
が
訪
台
し
て
来
場
者
4
万

人
に
対
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

東
北
に
と
っ
て
最
大
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
で

あ
る
台
湾
で
は
こ
の
後
も
2
0
1
9
年
ま
で
毎

年「
日
本
東
北
遊
楽
日
」を
開
催
し
て
い
る
。更

に
、復
興
庁
が
東
北
観
光
復
興
元
年
と
位
置
づ

け
た
2
0
1
6
年
に
は
、6
県
知
事
と
東
北
観

光
推
進
機
構
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
開
始

さ
れ
、2
0
1
6
年
台
北
、2
0
1
7
年
香
港
、

2
0
1
8
年
大
連
、2
0
1
9
年
バ
ン
コ
ク
で

実
施
さ
れ
た
。2
0
1
9
年
12
月
に
は
、米
国
か

ほ
か
、仙
台
は
大
連
と
も
結
ば
れ
、仙
台
|
バ
ン

コ
ク
線
も
2
0
1
9
年
10
月
に
5
年
7
か
月
ぶ

り
に
運
航
が
再
開
さ
れ
た
。ク
ル
ー
ズ
船
も
青

森
、秋
田
を
中
心
に
着
実
に
寄
港
回
数
が
増
え

る
と
と
も
に
、大
船
渡
や
宮
古
に
も
寄
港
す
る

よ
う
に
な
っ
た（
表
1
、図
2
）。

運
輸
局
は
、こ
れ
ら
の
D
M
O
の
人
材
育
成（
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修
の
実
施
、専
門
家
派
遣

等
）、D
M
O
が
行
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り（
ア
ウ
ト
ド
ア
、ナ
イ
ト
タ

イ
ム
等
）や
受
入
環
境
整
備（
多
言
語
対
応
、バ

リ
ア
フ
リ
ー
、観
光
案
内
所
等
）を
支
援
し
て
き

た
。　震

災
前
の
東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、秋
の

紅
葉
が
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て
い
た
が
、

2
0
1
6
年
4
月
に
出
さ
れ
た「
東
北
観
光
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
提
言
」も
踏
ま
え
て
、雪
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
、中
国
、台
湾
や
東

南
ア
ジ
ア
向
け
に
は
雪
を
体
験
す
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
や
雪
景
色
そ
の
も
の（
雪
遊
び
、樹
氷
、

雪
見
温
泉
、雪
の
下
の
イ
チ
ゴ
狩
り
等
）を
、欧

米
豪
向
け
に
は
上
質
な
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
売

り
込
む
こ
と
に
よ
り
、冬
季
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
も
順
調
に
増
加
し
た
。ま
た
、東
北
の
特
色
あ

る
魅
力
と
し
て
、各
地
の
桜
、サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ

ン
ゴ
等
の
果
物
狩
り
、夏
祭
り
等
も
積
極
的
に

P
R
し
た（
図
3
）。

　東
北
の
観
光
関
係
者
が
連
携
し
た
こ
れ
ら
の

取
組
に
よ
り
、今
だ
に
風
評
が
残
り
震
災
前
水

準
を
回
復
し
て
い
な
い
韓
国
を
除
く
多
く
の
市

場
で
は
、観
光
地
と
し
て
の
東
北
の
認
知
度
が

向
上
し
、着
実
に
訪
問
者
数
も
増
加
し
た
。取
組

の
成
果
は
、欧
米
の
有
力
な
旅
行
雑
誌
に
お
い

て
東
北
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
に
も
現
れ
て
い

る
。Lo

n
ely
 P
la
n
et

のB
est in

 T
ra
vel 

2
0
2
0

、Natio
n
al G

eo
grap

h
ic

の2
0
2
0
 

B
est T

rip
s

に
東
北
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
ほ
か
、英
国G

u
a
rd
ia
n

紙
で
は
2
0
2
0

年
に
行
く
べ
き
20
の
場
所
の
一
つ
と
し
て
福
島

県
が
選
出
さ
れ
た
。Br

itis
h
 T
r
a
v
e
l 

W
riters G

u
ild

は
国
際
ツ
ー
リ
ズ
ム
賞
の
欧

州
域
外
部
門
の
一
つ
と
し
て
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
を
選
ん
で
い
る
。（
風
評
は
科
学
的
根
拠

で
は
な
く
感
情
的
・
精
神
的
な
部
分
が
大
き
い

が
、払
拭
の
た
め
の
努
力
を
地
道
に
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
）。

1

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
長
。東
京

大
学
法
学
部
卒
業
後
、1
9
8
8
年

運
輸
省（
現
国
土
交
通
省
）入
省
。国

土
交
通
省
総
合
政
策
局
総
務
課
企

画
官
、
日
本
政
府
観
光
局

（
J
N
T
O
）ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所

長
、観
光
庁
国
際
交
流
推
進
課
長
、J
N
T
O
事
業
連
携

推
進
部
長
、同・海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
、国
連
世
界

観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）ス
ペ
イ
ン
本
部
事
務
局
長
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、J
N
T
O
理
事
長
代
理
等
を
経
て
2
0
2
0

年
7
月
か
ら
現
職
。他
、University of Bath （U.K.

）, 
M
aster of Science in Developm

ent Studies

、

N
ew
 York U

niversity （U
.S.A.

）, M
aster of 

Science in Tourism
 and Travel M

anagem
ent

亀
山
秀
一（
か
め
や
ま
・
し
ゅ
う
い
ち
）

「
震
災
後
10
年
間
の

東
北
に
お
け
る
観
光
復
興
の
取
組
と

コロナ
後
の
観
光
振
興
の
方
向
性
」

　こ
う
し
た
取
組
は
、通
常
の
観
光
庁
・
東
北
運

輸
局
予
算
、各
自
治
体
や
D
M
O
の
予
算
に
加

え
、観
光
庁
の
東
北
観
光
復
興
対
策
交
付
金（
5

年
間
で
1
4
6
億
円
）、復
興
庁
の「
新
し
い
東

北
」交
流
拡
大
モ
デ
ル
事
業（
5
年
間
で
20
億

円
）、J
N
T
O
の
東
北
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
特
別

予
算（
年
10
億
円
）等
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た

が
、震
災
後
10
年
を
経
過
す
る
2
0
2
0
年
度

を
も
っ
て
、観
光
庁
の
福
島
県
観
光
関
連
復
興

支
援
事
業（
年
3
億
円
）を
除
き
、こ
れ
ら
の
特

別
措
置
は
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、東

北
も
そ
の
他
の
地
域
と
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン

グ
で
の
観
光
振
興
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ま
さ
に
、そ
の
矢
先
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
襲
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　2
0
2
0
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
蔓
延
は
東
北
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国
、世

界
全
体
の
観
光
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
。い
ず
れ

コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
確
実
に
観
光
は
戻
る
で

あ
ろ
う
が
、そ
れ
が
い
つ
に
な
る
の
か
は
現
段

階
で
は
定
か
で
は
な
い
。ま
た
、観
光
の
姿
は
前

と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。東
北
は
東
日
本
大

震
災
の
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
る
べ
く
頑
張
っ

て
き
た
訳
で
あ
る
が
、今
や
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

全
て
の
観
光
地
が
改
め
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
も
同
然
で
あ
り
、東
北
に
と
っ
て
は
、そ

こ
か
ら
い
か
に
一
歩
先
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
重
要
で
あ
る
。そ
の
点
で
、東
北
に
は
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
。そ
れ
は
コ
ロ
ナ
後
の
観

光
の
姿
が
東
北
に
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、観
光
ト
レ
ン
ド
は
大
き

く
変
わ
っ
た
。衛
生
対
策
・
感
染
予
防
対
策
が
い

の
一
番
に
挙
げ
ら
れ
、三
密
を
避
け
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
、団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行
へ
の

動
き
が
一
層
強
ま
り
、ア
ウ
ト
ド
ア
や
健
康
・

ウ
ェ
ル
ネ
ス
、持
続
可
能
性
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
で
、上
述
し
た
雪
を

含
む
東
北
の
自
然
と
そ
の
中
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
は
大
き
な
武
器
に
な
る
。雪
に
つ
い
て
は
、

中
国
は
2
0
2
2
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
て
お

り
、ス
キ
ー
を
目
的
と
し
た
訪
日
が
大
き
な
ト

レ
ン
ド
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。ハ
イ
キ

ン
グ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
難
易
度
に
応
じ
て
老

若
男
女
が
楽
し
め
、か
つ
地
域
の
自
然
や
文
化

を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
世
界
中
で
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、東
北
に
は
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
や
宮
城
オ
ル
レ
を
筆
頭
に
、沢

山
の
素
晴
ら
し
い
ル
ー
ト
が
あ
る
。エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、環

境
省
が
取
り
組
ん
で
い
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、十
和
田
八
幡
平
国
立
公

園
が
全
国
8
つ
の
対
象
地
域
の
一
つ
に
選
ば

れ
、景
観
向
上
、利
用
施
設
の
改
善
、上
質
な
宿

泊
施
設
の
誘
致
、多
言
語
に
よ
る
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
開
発
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、自
然
、文
化
の
う
ち
2
つ
以
上
の

内
容
を
含
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
今
後
の
拡
大
が
予
想
さ

れ
て
い
る
が
、東
北
は
ま
さ
に
そ
れ
ら
の
宝
庫

で
あ
る
。

　し
か
し
、単
に
自
然
が
あ
る
、ハ
イ
キ
ン
グ
ル

ー
ト
が
あ
る
、文
化
が
あ
る
、と
い
う
だ
け
で

は
、旅
行
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
十
分
で
は

な
く
、か
つ
地
域
に
経
済
効
果
が
あ
る
と
も
限

ら
な
い
。従
っ
て
、東
北
の
有
望
な
観
光
資
源
に

付
加
価
値
を
付
け
、商
品
と
し
て
消
費
者
に
提

示
す
る
と
と
も
に
、地
域
に
お
金
を
落
と
し
て

も
ら
う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。例

え
ば
、自
然
や
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
旅
行
者

の
知
的
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

ガ
イ
ド
が
ハ
イ
キ
ン
グ
に
同
行
す
る
、農
産
物

や
工
芸
品
等
の
地
域
産
品
を
積
極
的
に
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
に
取
り
入
れ
る
、地
域
住
民
と
の
交

流
の
機
会
を
設
け
る
等
、自
ら
の
持
つ
観
光
素

材
に
一
味
二
味
足
す
こ
と
で
、旅
行
者
は
よ
り

深
く
地
域
を
知
る
こ
と
が
で
き
、満
足
度
が
高

ま
り
、地
域
に
は
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
。更
に

は
、そ
こ
に
旅
行
者
と
住
民
の
関
係
性
が
生
ま

れ
、口
コ
ミ
や
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
る
。

　こ
の
よ
う
な
地
域
へ
の
経
済
効
果
を
生
み
出

す
観
光
、地
域
・
住
民
あ
っ
て
の
観
光
、住
民
と

旅
行
者
の
交
流
を
促
す
観
光
が
、持
続
可
能
な

観
光
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。観
光
庁
は

2
0
0
8
年
の
発
足
時
か
ら「
住
ん
で
よ
し
、訪

れ
て
よ
し
の
国
づ
く
り
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
て
い
る
が
、ま
さ
に
持
続
可
能
な
観
光
と

い
う
方
向
性
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　持
続
可
能
な
観
光
と
い
う
と
日
本
で
は
環
境

面
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、環
境
、社
会
文
化
、経
済
の
3
つ
の
側
面
か

ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。環
境
面
で
は
地
域
の

自
然
環
境
を
守
る
と
と
も
に
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
削
減
、C
O
2
対
策
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
も
重
要
で
あ

る
。社
会
文
化
の
側
面
で
は
、地
域
文
化
が
観
光

に
よ
っ
て
変
質
す
る
こ
と
を
防
ぎ
つ
つ
、暮
ら

し
や
生
活
文
化
を
上
手
く
旅
行
者
に
提
示
す
る

と
と
も
に
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
よ
る

住
民
生
活
へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。そ
し
て
経
済
面
で
は
、雇
用
や
旅
行
消
費

を
通
じ
て
地
域
が
裨
益
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。い
ず
れ
も
地
域
・
住
民
あ
っ
て
の
観
光
、地

域
・
住
民
の
た
め
の
観
光
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、こ
う
し
た
方
向
性
を
東
北
の
方
々
と
共
有

し
、そ
れ
に
資
す
る
取
組
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。ま
た
、持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）

の
一
つ
の
核
で
あ
る
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン（
包

摂
性
）推
進
の
観
点
か
ら
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、文

化
や
宗
教
、L
G
B
T
等
へ
の
配
慮
も
重
要
で

あ
る
。こ
れ
ら
の
取
組
は
社
会
的
に
も
重
要
で

あ
る
が
、観
光
に
お
い
て
は
誘
客
の
観
点
か
ら

も
有
意
に
な
り
得
る
。

　持
続
可
能
な
観
光
に
対
す
る
関
心
度
は
日
本

で
ま
だ
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に

あ
る
が
、世
界
で
は
旅
行
先
や
宿
泊
施
設
を
選

ぶ
重
要
な
基
準
の
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

R
esp
o
n
sib
le T

ra
veller

と
い
う
言
葉
も

あ
る
よ
う
に
、旅
行
者
自
身
が
旅
行
先
を
楽
し

み
つ
つ
も
、そ
こ
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与

え
な
い
、あ
る
い
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与

え
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、今
後
旅
行
先
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
に
は

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
へ
の
努
力
と
ア
ピ

ー
ル
も
重
要
で
あ
る
。一
方
、地
域
と
し
て
持
続

可
能
な
観
光
を
目
指
す
上
で
は
、個
人
旅
行
化

が
進
む
中
、地
域
が
目
指
す
方
向
性
に
共
鳴
す

る
旅
行
者
を
選
ん
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と

い
う
視
点
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

　観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
持
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、商
品
化
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
か
る
べ

く
値
付
け
を
し
、販
売
ル
ー
ト
に
し
っ
か
り
載

せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。世
界
の
旅
行
者
は

質
の
高
い
、満
足
度
の
高
い
体
験
に
相
応
の
価

格
を
払
う
こ
と
は
当
然
と
考
え
て
い
る
の
で
、

日
本
的
感
覚
に
縛
ら
れ
ず
、世
界
の
同
種
の
コ

ン
テ
ン
ツ
と
比
較
し
な
が
ら
適
切
な
価
格
を
検

討
し
た
い
。地
域
に
根
ざ
し
た
観
光
商
品
が
き

ち
ん
と
し
た
値
段
で
売
れ
る
こ
と
は
、地
域
経

済
へ
の
利
益
の
還
流
と
観
光
へ
の
再
投
資
、観

光
関
係
者
や
住
民
の
自
信
と
喜
び
に
つ
な
が

り
、ひ
い
て
は
持
続
可
能
な
観
光
に
も
資
す
る

も
の
で
あ
る
。

　一
方
、東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
東
北
の

太
平
洋
沿
岸
部
に
お
い
て
は
、復
興
・
伝
承
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。三
陸
か
ら

福
島
県
沿
岸
に
か
け
て
は
震
災
遺
構
や
伝
承
施

設
が
連
な
る
。震
災
伝
承
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
は
2
7
1
か
所
を
震
災
伝
承
施
設
と
し
て
登

録
し
、（
一
財
）3
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
推
進
機
構
が

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、三
陸
鉄
道
、被
災
し
た
宿
泊
施
設
、地
域

N
P
O
等
も
伝
承
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で

い
る
。復
興
・
伝
承
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、震
災
の
記

憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、語
り
部
や
ガ
イ

ド
を
通
じ
て
震
災
の
経
験
を
学
び
、防
災
意
識

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
お

り
、教
育
旅
行
や
企
業
研
修
に
も
適
し
て
い
る

た
め
、今
後
の
東
北
観
光
の
一
つ
の
核
と
な
り

得
る
と
考
え
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
中
で
、国
内
旅
行

の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。特
に
、観
光

庁
のG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
事
業
や
各
県
等
に
よ
る

住
民
向
け
の
旅
行
費
用
補
助
を
契
機
と
し
て
、

居
住
地
域
の
近
く
を
旅
行
し
、身
近
な
観
光
魅

力
を
再
発
見
す
る
、い
わ
ゆ
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
拡
大
し
た
。こ
の
こ
と
は
新
た
な
観

光
需
要
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
価
値

の
認
識
に
よ
る
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸

成
に
も
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。こ
の
市

場
は
こ
れ
ま
で
余
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、東
京
を
中
心
と
す
る
大
都
市
圏
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
加
え
て
、継
続
し
て
取
り
組
む
価
値

が
あ
る
と
考
え
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
は
働
き
方
が
見
直
さ
れ
る
き
っ
か

け
と
な
り
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ブ
レ
ジ
ャ
ー

が
真
剣
に
検
討
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。東
北

は
関
東
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、自
然
環
境

に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
地

と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。既
に
、東
北

各
地
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、施
設
整
備
や
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。と
は
い
え
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
先

進
的
な
I
T
企
業
の
社
員
で
は
な
い
、一
般
の

会
社
員
が
自
由
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ

う
に
な
る
に
は
、少
し
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ

う
。ま
ず
は
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
吟
味
し
た
上
で
、

企
業
合
宿
や
研
修
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、地
域

が
提
供
で
き
る
価
値
を
明
確
に
し
て
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、タ
ッ
チ
レ

ス
の
動
き
も
加
速
さ
せ
た
。観
光
に
お
い
て
も

観
光
客
受
入
の
場
面
で
こ
れ
ら
を
促
進
す
る
と

も
に
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
お
け
る
新
し

い
技
術
の
活
用
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
予
約
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
、オ
ン

ラ
イ
ン
化
と
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
効
果
最
大
化

等
を
一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　2
0
1
3
年
6
月
、私
が
観
光
庁
で
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
復
興
を
担
当
し
て
い
る
時
、東
北
支

援
の
一
環
と
し
て
、日
A
S
E
A
N
観
光
当
局
者

会
議
を
い
わ
き
市
で
開
催
し
、そ
の
後
会
津
、山

形
、宮
城
を
視
察
し
て
も
ら
っ
た
。A
S
E
A
N

か
ら
の
参
加
者
は
、被
災
者
の
ス
ト
ー
リ
ー
と

と
も
に
、私
た
ち
に
は
当
た
り
前
に
存
在
し
て

い
る
緑
の
山
々
が
続
く
景
色
が
い
ち
ば
ん
印
象

的
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。外
の
目
で
改
め
て

自
ら
の
地
域
を
見
て
み
る
こ
と
の
重
要
性
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
よ
り
、東
北
の
人
々
も
東
北
の
魅

力
を
再
発
見
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。日

本
で
は
田
舎
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
謙
遜
も
あ
っ

て「
う
ち
に
は
何
も
な
い
」と
言
う
傾
向
が
あ
る

気
が
す
る
。一
方
、私
が
2
0
1
9
年
ま
で
3
年

間
赴
任
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
で
は
、ど
ん
な
小

さ
な
村
の
人
も「
私
の
村
の
オ
リ
ー
ブ
や
ハ
ム

は
最
高
で
、景
色
が
き
れ
い
で
、空
気
も
水
も
美

味
し
い
か
ら
遊
び
に
来
な
い
と
損
だ
」と
言
う
。

世
界
の
旅
行
メ
デ
ィ
ア
は
既
に
東
北
に
注
目
し

て
い
る
。私
た
ち
も
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
を
行
い
、自
信
と
誇
り
を
持
っ
て「
東
北
に
来

て
」と
言
っ
て
い
き
た
い
。

　東
北
の
観
光
は
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
影

響
を
受
け
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

更
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。し
か
し
、遠
く
な

い
将
来
に
コ
ロ
ナ
は
収
束
し
、観
光
は
戻
っ
て

く
る
。今
は
コ
ロ
ナ
に
耐
え
つ
つ
、コ
ロ
ナ
後
を

見
据
え
た
取
組
を
着
実
に
進
め
る
時
期
で
あ

る
。幸
い
な
こ
と
に
、今
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で

の
6
か
月
に
わ
た
っ
て
、J
R
グ
ル
ー
プ
、自
治

体
、東
北
観
光
推
進
機
構
等
の
協
働
に
よ
る
東

北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実

施
さ
れ
る
。同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
震
災
後
10
年

を
念
頭
に
コ
ロ
ナ
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
が
、結
果
的
に
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
復

活
の
狼
煙
を
上
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
機
会
に
な

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。東
北
運
輸
局
と
し
て

も
、東
北
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
引
き
続
き
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。東
北
の
観
光
は
東

日
本
大
震
災
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
か
ら
き
っ
と
立
ち
上
が
る
。東
北
観
光
の

ロ
ゴ（
2
0
1
6
年
制
定
）に
あ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
の
よ
う
に
。

らS
o
c
ie
ty
 o
f A
m
e
ric
a
n
 T
ra
v
e
l 

W
riters

（
全
米
旅
行
記
者
協
会
）に
所
属
す
る

40
名
を
招
請
し
て
、東
北
各
地
の
自
然
と
文
化

を
体
験
取
材
し
て
も
ら
い
、様
々
な
露
出
に
つ

な
げ
た
。

　従
来
、東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
は
、各
県
等
が
そ
れ
ぞ
れ
に
行
う
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、「
東
北
」と
い
う
地
域
名
や
ブ
ラ

ン
ド
の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
て
、東
北
運

輸
局
と
東
北
観
光
推
進
機
構
が
中
心
と
な
っ

て
、各
自
治
体
や
D
M
O（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）と
連
携
し
、東
北
を
一
体
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、東
北
域
内

を
周
遊
す
る
ル
ー
ト
や
旅
行
商
品
の
開
発
を
行

っ
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

観
光
客
誘
致
と
と
も
に
、誘
客
に
必
要
な
東
北

と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
際
航
空
路
線
の
充
実
や
国

際
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ

た
。台
北
と
は
仙
台
、花
巻
、青
森
が
結
ば
れ
た

　一
方
、観
光
地
づ
く
り
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
づ

く
り
に
は
、各
地
の
D
M
O
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。東
北
で
は
、広
域
連
携
D
M
O
で
あ

る
東
北
観
光
推
進
機
構
を
は
じ
め
、地
域
連
携

D
M
O
、地
域
D
M
O
あ
わ
せ
て
35（
う
ち
候
補

法
人
5
）が
観
光
庁
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、東
北

2
．コ
ロ
ナ
前
ま
で
の

着
実
な
観
光
復
興

1
．は
じ
め
に

「震災後10年間の東北における観光復興の取組とコロナ後の観光振興の方向性」1

4

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



（出典：2010年分は国総研資料第603号より、
2019年分は東北運輸局調べ）

表 1 東北の国際航空定期便の就航状況
（2010年及び2019年）

（4月時点）

韓国 17便 10便
台湾 2便 26便
中国 9便 6便
グアム 2便 ‒ 便
タイ ‒ 便 3便
合計 30便 45便

2010年
（12月時点）
2019年
単位：週便数

オーストラリア
タイ

シンガポール
アメリカ
台湾
香港
中国

その他

韓国

図 1 東北の市場別外国人宿泊者の推移（2010～2020年）

（出典：観光庁宿泊旅行統計）

（千人泊）

※従業者数10人以上の施設における延べ宿泊者数。 
※2020年は第２次速報値。
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　2
0
2
0
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、東
北
も
そ
の
機
会

を
活
用
し
て
世
界
に
向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。し
か
し
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
蔓
延
が
東
北
の

観
光
に
震
災
を
上
回
る
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど

の
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、観
光
は
一
か
ら
の

出
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。で
は
、震
災
後
10
年

間
の
観
光
復
興
へ
の
努
力
は
水
泡
に
帰
し
た
の

か
と
い
う
と
、決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。東
北
観

光
関
係
者
の
10
年
間
の
努
力
が
地
盤
と
な
る
か

ら
こ
そ
、コ
ロ
ナ
後
の
観
光
の
未
来
図
が
描
け

る
の
だ
と
思
う
。本
稿
は
、10
年
間
の
取
組（
主

と
し
て
東
北
運
輸
局
が
行
っ
て
き
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
振
興
の
取
組
）を
振
り
返
る
と
と
も
に
、コ

ロ
ナ
後
の
東
北
観
光
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え

る
も
の
で
あ
る
。

　2
0
1
9
年
、東
北
観
光
は
一
つ
の
大
き
な
目

標
を
達
成
し
た
。年
間
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
1
5
0
万
人
泊
で
あ
る
。こ
れ
は
2
0
1
6
年

に
2
0
2
0
年
の
目
標
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で

あ
る
が
、1
年
前
倒
し
で
達
成
さ
れ
た
。震
災
前

の
2
0
1
0
年
に
51
万
人
だ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
大
き
な
進
展
で
あ
る（
図
1
）。

　東
北
運
輸
局
は
東
北
観
光
推
進
機
構
、東
北

6
県
、日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）等
と
連

携
し
て
、各
市
場
に
お
け
る
広
告
宣
伝
、旅
行
博

へ
の
参
加
、メ
デ
ィ
ア
招
請
を
通
じ
た
露
出
、旅

行
会
社
招
請
を
通
じ
た
ツ
ア
ー
造
成
等
、東
北

全
体
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
き
た
。2
0
1
1
年
7
月
か
ら

は
、Fa

ceb
o
o
k

やY
o
u
T
u
b
e

等
の
S
N
S

や
動
画
を
通
じ
て
、東
北
へ
の
潜
在
的
旅
行
者

に
向
け
て
直
接
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　具
体
的
に
は
、主
に
国
内
向
け
で
あ
る
が
、

2
0
1
2
年
3
月
か
ら
2
0
1
3
年
3
月
ま

で
、東
北
全
体
を
博
覧
会
会
場
に
見
立
て
て
、東

北
の
観
光
振
興
を
盛
り
上
げ
る
国
民
運
動
の
促

進
を
目
的
と
す
る
東
北
観
光
博
を
開
催
し
た
。

続
い
て
2
0
1
3
年
7
月
か
ら
2
0
1
4
年
3

月
に
は
被
災
3
県
を
中
心
と
し
て
情
報
発
信
と

送
客
強
化
に
取
り
組
む
東
北
物
語
事
業
を
実
施

し
た
。2
0
1
4
年
12
月
に
は
震
災
復
旧
に
際

し
て
多
く
の
支
援
を
頂
い
た
台
湾
の
台
北
で
日

本
東
北
六
県
感
謝
祭
を
開
催
し
、東
北
か
ら
観

光
関
係
者
1
5
0
名
が
訪
台
し
て
来
場
者
4
万

人
に
対
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

東
北
に
と
っ
て
最
大
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
で

あ
る
台
湾
で
は
こ
の
後
も
2
0
1
9
年
ま
で
毎

年「
日
本
東
北
遊
楽
日
」を
開
催
し
て
い
る
。更

に
、復
興
庁
が
東
北
観
光
復
興
元
年
と
位
置
づ

け
た
2
0
1
6
年
に
は
、6
県
知
事
と
東
北
観

光
推
進
機
構
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
開
始

さ
れ
、2
0
1
6
年
台
北
、2
0
1
7
年
香
港
、

2
0
1
8
年
大
連
、2
0
1
9
年
バ
ン
コ
ク
で

実
施
さ
れ
た
。2
0
1
9
年
12
月
に
は
、米
国
か

ほ
か
、仙
台
は
大
連
と
も
結
ば
れ
、仙
台
|
バ
ン

コ
ク
線
も
2
0
1
9
年
10
月
に
5
年
7
か
月
ぶ

り
に
運
航
が
再
開
さ
れ
た
。ク
ル
ー
ズ
船
も
青

森
、秋
田
を
中
心
に
着
実
に
寄
港
回
数
が
増
え

る
と
と
も
に
、大
船
渡
や
宮
古
に
も
寄
港
す
る

よ
う
に
な
っ
た（
表
1
、図
2
）。

運
輸
局
は
、こ
れ
ら
の
D
M
O
の
人
材
育
成（
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修
の
実
施
、専
門
家
派
遣

等
）、D
M
O
が
行
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り（
ア
ウ
ト
ド
ア
、ナ
イ
ト
タ

イ
ム
等
）や
受
入
環
境
整
備（
多
言
語
対
応
、バ

リ
ア
フ
リ
ー
、観
光
案
内
所
等
）を
支
援
し
て
き

た
。　震

災
前
の
東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、秋
の

紅
葉
が
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て
い
た
が
、

2
0
1
6
年
4
月
に
出
さ
れ
た「
東
北
観
光
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
提
言
」も
踏
ま
え
て
、雪
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
、中
国
、台
湾
や
東

南
ア
ジ
ア
向
け
に
は
雪
を
体
験
す
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
や
雪
景
色
そ
の
も
の（
雪
遊
び
、樹
氷
、

雪
見
温
泉
、雪
の
下
の
イ
チ
ゴ
狩
り
等
）を
、欧

米
豪
向
け
に
は
上
質
な
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
売

り
込
む
こ
と
に
よ
り
、冬
季
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
も
順
調
に
増
加
し
た
。ま
た
、東
北
の
特
色
あ

る
魅
力
と
し
て
、各
地
の
桜
、サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ

ン
ゴ
等
の
果
物
狩
り
、夏
祭
り
等
も
積
極
的
に

P
R
し
た（
図
3
）。

　東
北
の
観
光
関
係
者
が
連
携
し
た
こ
れ
ら
の

取
組
に
よ
り
、今
だ
に
風
評
が
残
り
震
災
前
水

準
を
回
復
し
て
い
な
い
韓
国
を
除
く
多
く
の
市

場
で
は
、観
光
地
と
し
て
の
東
北
の
認
知
度
が

向
上
し
、着
実
に
訪
問
者
数
も
増
加
し
た
。取
組

の
成
果
は
、欧
米
の
有
力
な
旅
行
雑
誌
に
お
い

て
東
北
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
に
も
現
れ
て
い

る
。Lo

n
ely
 P
la
n
et

のB
est in

 T
ra
vel 

2
0
2
0

、Natio
n
al G

eo
grap

h
ic

の2
0
2
0
 

B
est T

rip
s

に
東
北
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
ほ
か
、英
国G

u
a
rd
ia
n

紙
で
は
2
0
2
0

年
に
行
く
べ
き
20
の
場
所
の
一
つ
と
し
て
福
島

県
が
選
出
さ
れ
た
。Br

itis
h
 T
r
a
v
e
l 

W
riters G

u
ild

は
国
際
ツ
ー
リ
ズ
ム
賞
の
欧

州
域
外
部
門
の
一
つ
と
し
て
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
を
選
ん
で
い
る
。（
風
評
は
科
学
的
根
拠

で
は
な
く
感
情
的
・
精
神
的
な
部
分
が
大
き
い

が
、払
拭
の
た
め
の
努
力
を
地
道
に
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
）。

1

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
長
。東
京

大
学
法
学
部
卒
業
後
、1
9
8
8
年

運
輸
省（
現
国
土
交
通
省
）入
省
。国

土
交
通
省
総
合
政
策
局
総
務
課
企

画
官
、
日
本
政
府
観
光
局

（
J
N
T
O
）ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所

長
、観
光
庁
国
際
交
流
推
進
課
長
、J
N
T
O
事
業
連
携

推
進
部
長
、同・海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
、国
連
世
界

観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）ス
ペ
イ
ン
本
部
事
務
局
長
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、J
N
T
O
理
事
長
代
理
等
を
経
て
2
0
2
0

年
7
月
か
ら
現
職
。他
、University of Bath （U.K.

）, 
M
aster of Science in Developm

ent Studies

、

N
ew
 York U

niversity （U
.S.A.

）, M
aster of 

Science in Tourism
 and Travel M

anagem
ent

亀
山
秀
一（
か
め
や
ま
・
し
ゅ
う
い
ち
）

「
震
災
後
10
年
間
の

東
北
に
お
け
る
観
光
復
興
の
取
組
と

コロナ
後
の
観
光
振
興
の
方
向
性
」

　こ
う
し
た
取
組
は
、通
常
の
観
光
庁
・
東
北
運

輸
局
予
算
、各
自
治
体
や
D
M
O
の
予
算
に
加

え
、観
光
庁
の
東
北
観
光
復
興
対
策
交
付
金（
5

年
間
で
1
4
6
億
円
）、復
興
庁
の「
新
し
い
東

北
」交
流
拡
大
モ
デ
ル
事
業（
5
年
間
で
20
億

円
）、J
N
T
O
の
東
北
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
特
別

予
算（
年
10
億
円
）等
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た

が
、震
災
後
10
年
を
経
過
す
る
2
0
2
0
年
度

を
も
っ
て
、観
光
庁
の
福
島
県
観
光
関
連
復
興

支
援
事
業（
年
3
億
円
）を
除
き
、こ
れ
ら
の
特

別
措
置
は
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、東

北
も
そ
の
他
の
地
域
と
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン

グ
で
の
観
光
振
興
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ま
さ
に
、そ
の
矢
先
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
襲
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　2
0
2
0
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
蔓
延
は
東
北
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国
、世

界
全
体
の
観
光
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
。い
ず
れ

コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
確
実
に
観
光
は
戻
る
で

あ
ろ
う
が
、そ
れ
が
い
つ
に
な
る
の
か
は
現
段

階
で
は
定
か
で
は
な
い
。ま
た
、観
光
の
姿
は
前

と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。東
北
は
東
日
本
大

震
災
の
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
る
べ
く
頑
張
っ

て
き
た
訳
で
あ
る
が
、今
や
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

全
て
の
観
光
地
が
改
め
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
も
同
然
で
あ
り
、東
北
に
と
っ
て
は
、そ

こ
か
ら
い
か
に
一
歩
先
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
重
要
で
あ
る
。そ
の
点
で
、東
北
に
は
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
。そ
れ
は
コ
ロ
ナ
後
の
観

光
の
姿
が
東
北
に
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、観
光
ト
レ
ン
ド
は
大
き

く
変
わ
っ
た
。衛
生
対
策
・
感
染
予
防
対
策
が
い

の
一
番
に
挙
げ
ら
れ
、三
密
を
避
け
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
、団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行
へ
の

動
き
が
一
層
強
ま
り
、ア
ウ
ト
ド
ア
や
健
康
・

ウ
ェ
ル
ネ
ス
、持
続
可
能
性
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
で
、上
述
し
た
雪
を

含
む
東
北
の
自
然
と
そ
の
中
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
は
大
き
な
武
器
に
な
る
。雪
に
つ
い
て
は
、

中
国
は
2
0
2
2
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
て
お

り
、ス
キ
ー
を
目
的
と
し
た
訪
日
が
大
き
な
ト

レ
ン
ド
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。ハ
イ
キ

ン
グ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
難
易
度
に
応
じ
て
老

若
男
女
が
楽
し
め
、か
つ
地
域
の
自
然
や
文
化

を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
世
界
中
で
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、東
北
に
は
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
や
宮
城
オ
ル
レ
を
筆
頭
に
、沢

山
の
素
晴
ら
し
い
ル
ー
ト
が
あ
る
。エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、環

境
省
が
取
り
組
ん
で
い
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、十
和
田
八
幡
平
国
立
公

園
が
全
国
8
つ
の
対
象
地
域
の
一
つ
に
選
ば

れ
、景
観
向
上
、利
用
施
設
の
改
善
、上
質
な
宿

泊
施
設
の
誘
致
、多
言
語
に
よ
る
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
開
発
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、自
然
、文
化
の
う
ち
2
つ
以
上
の

内
容
を
含
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
今
後
の
拡
大
が
予
想
さ

れ
て
い
る
が
、東
北
は
ま
さ
に
そ
れ
ら
の
宝
庫

で
あ
る
。

　し
か
し
、単
に
自
然
が
あ
る
、ハ
イ
キ
ン
グ
ル

ー
ト
が
あ
る
、文
化
が
あ
る
、と
い
う
だ
け
で

は
、旅
行
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
十
分
で
は

な
く
、か
つ
地
域
に
経
済
効
果
が
あ
る
と
も
限

ら
な
い
。従
っ
て
、東
北
の
有
望
な
観
光
資
源
に

付
加
価
値
を
付
け
、商
品
と
し
て
消
費
者
に
提

示
す
る
と
と
も
に
、地
域
に
お
金
を
落
と
し
て

も
ら
う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。例

え
ば
、自
然
や
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
旅
行
者

の
知
的
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

ガ
イ
ド
が
ハ
イ
キ
ン
グ
に
同
行
す
る
、農
産
物

や
工
芸
品
等
の
地
域
産
品
を
積
極
的
に
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
に
取
り
入
れ
る
、地
域
住
民
と
の
交

流
の
機
会
を
設
け
る
等
、自
ら
の
持
つ
観
光
素

材
に
一
味
二
味
足
す
こ
と
で
、旅
行
者
は
よ
り

深
く
地
域
を
知
る
こ
と
が
で
き
、満
足
度
が
高

ま
り
、地
域
に
は
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
。更
に

は
、そ
こ
に
旅
行
者
と
住
民
の
関
係
性
が
生
ま

れ
、口
コ
ミ
や
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
る
。

　こ
の
よ
う
な
地
域
へ
の
経
済
効
果
を
生
み
出

す
観
光
、地
域
・
住
民
あ
っ
て
の
観
光
、住
民
と

旅
行
者
の
交
流
を
促
す
観
光
が
、持
続
可
能
な

観
光
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。観
光
庁
は

2
0
0
8
年
の
発
足
時
か
ら「
住
ん
で
よ
し
、訪

れ
て
よ
し
の
国
づ
く
り
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
て
い
る
が
、ま
さ
に
持
続
可
能
な
観
光
と

い
う
方
向
性
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　持
続
可
能
な
観
光
と
い
う
と
日
本
で
は
環
境

面
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、環
境
、社
会
文
化
、経
済
の
3
つ
の
側
面
か

ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。環
境
面
で
は
地
域
の

自
然
環
境
を
守
る
と
と
も
に
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
削
減
、C
O
2
対
策
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
も
重
要
で
あ

る
。社
会
文
化
の
側
面
で
は
、地
域
文
化
が
観
光

に
よ
っ
て
変
質
す
る
こ
と
を
防
ぎ
つ
つ
、暮
ら

し
や
生
活
文
化
を
上
手
く
旅
行
者
に
提
示
す
る

と
と
も
に
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
よ
る

住
民
生
活
へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。そ
し
て
経
済
面
で
は
、雇
用
や
旅
行
消
費

を
通
じ
て
地
域
が
裨
益
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。い
ず
れ
も
地
域
・
住
民
あ
っ
て
の
観
光
、地

域
・
住
民
の
た
め
の
観
光
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、こ
う
し
た
方
向
性
を
東
北
の
方
々
と
共
有

し
、そ
れ
に
資
す
る
取
組
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。ま
た
、持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）

の
一
つ
の
核
で
あ
る
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン（
包

摂
性
）推
進
の
観
点
か
ら
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、文

化
や
宗
教
、L
G
B
T
等
へ
の
配
慮
も
重
要
で

あ
る
。こ
れ
ら
の
取
組
は
社
会
的
に
も
重
要
で

あ
る
が
、観
光
に
お
い
て
は
誘
客
の
観
点
か
ら

も
有
意
に
な
り
得
る
。

　持
続
可
能
な
観
光
に
対
す
る
関
心
度
は
日
本

で
ま
だ
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に

あ
る
が
、世
界
で
は
旅
行
先
や
宿
泊
施
設
を
選

ぶ
重
要
な
基
準
の
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

R
esp
o
n
sib
le T

ra
veller

と
い
う
言
葉
も

あ
る
よ
う
に
、旅
行
者
自
身
が
旅
行
先
を
楽
し

み
つ
つ
も
、そ
こ
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与

え
な
い
、あ
る
い
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与

え
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、今
後
旅
行
先
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
に
は

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
へ
の
努
力
と
ア
ピ

ー
ル
も
重
要
で
あ
る
。一
方
、地
域
と
し
て
持
続

可
能
な
観
光
を
目
指
す
上
で
は
、個
人
旅
行
化

が
進
む
中
、地
域
が
目
指
す
方
向
性
に
共
鳴
す

る
旅
行
者
を
選
ん
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と

い
う
視
点
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

　観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
持
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、商
品
化
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
か
る
べ

く
値
付
け
を
し
、販
売
ル
ー
ト
に
し
っ
か
り
載

せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。世
界
の
旅
行
者
は

質
の
高
い
、満
足
度
の
高
い
体
験
に
相
応
の
価

格
を
払
う
こ
と
は
当
然
と
考
え
て
い
る
の
で
、

日
本
的
感
覚
に
縛
ら
れ
ず
、世
界
の
同
種
の
コ

ン
テ
ン
ツ
と
比
較
し
な
が
ら
適
切
な
価
格
を
検

討
し
た
い
。地
域
に
根
ざ
し
た
観
光
商
品
が
き

ち
ん
と
し
た
値
段
で
売
れ
る
こ
と
は
、地
域
経

済
へ
の
利
益
の
還
流
と
観
光
へ
の
再
投
資
、観

光
関
係
者
や
住
民
の
自
信
と
喜
び
に
つ
な
が

り
、ひ
い
て
は
持
続
可
能
な
観
光
に
も
資
す
る

も
の
で
あ
る
。

　一
方
、東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
東
北
の

太
平
洋
沿
岸
部
に
お
い
て
は
、復
興
・
伝
承
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。三
陸
か
ら

福
島
県
沿
岸
に
か
け
て
は
震
災
遺
構
や
伝
承
施

設
が
連
な
る
。震
災
伝
承
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
は
2
7
1
か
所
を
震
災
伝
承
施
設
と
し
て
登

録
し
、（
一
財
）3
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
推
進
機
構
が

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、三
陸
鉄
道
、被
災
し
た
宿
泊
施
設
、地
域

N
P
O
等
も
伝
承
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で

い
る
。復
興
・
伝
承
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、震
災
の
記

憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、語
り
部
や
ガ
イ

ド
を
通
じ
て
震
災
の
経
験
を
学
び
、防
災
意
識

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
お

り
、教
育
旅
行
や
企
業
研
修
に
も
適
し
て
い
る

た
め
、今
後
の
東
北
観
光
の
一
つ
の
核
と
な
り

得
る
と
考
え
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
中
で
、国
内
旅
行

の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。特
に
、観
光

庁
のG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
事
業
や
各
県
等
に
よ
る

住
民
向
け
の
旅
行
費
用
補
助
を
契
機
と
し
て
、

居
住
地
域
の
近
く
を
旅
行
し
、身
近
な
観
光
魅

力
を
再
発
見
す
る
、い
わ
ゆ
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
拡
大
し
た
。こ
の
こ
と
は
新
た
な
観

光
需
要
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
価
値

の
認
識
に
よ
る
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸

成
に
も
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。こ
の
市

場
は
こ
れ
ま
で
余
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、東
京
を
中
心
と
す
る
大
都
市
圏
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
加
え
て
、継
続
し
て
取
り
組
む
価
値

が
あ
る
と
考
え
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
は
働
き
方
が
見
直
さ
れ
る
き
っ
か

け
と
な
り
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ブ
レ
ジ
ャ
ー

が
真
剣
に
検
討
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。東
北

は
関
東
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、自
然
環
境

に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
地

と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。既
に
、東
北

各
地
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、施
設
整
備
や
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。と
は
い
え
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
先

進
的
な
I
T
企
業
の
社
員
で
は
な
い
、一
般
の

会
社
員
が
自
由
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ

う
に
な
る
に
は
、少
し
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ

う
。ま
ず
は
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
吟
味
し
た
上
で
、

企
業
合
宿
や
研
修
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、地
域

が
提
供
で
き
る
価
値
を
明
確
に
し
て
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、タ
ッ
チ
レ

ス
の
動
き
も
加
速
さ
せ
た
。観
光
に
お
い
て
も

観
光
客
受
入
の
場
面
で
こ
れ
ら
を
促
進
す
る
と

も
に
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
お
け
る
新
し

い
技
術
の
活
用
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
予
約
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
、オ
ン

ラ
イ
ン
化
と
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
効
果
最
大
化

等
を
一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　2
0
1
3
年
6
月
、私
が
観
光
庁
で
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
復
興
を
担
当
し
て
い
る
時
、東
北
支

援
の
一
環
と
し
て
、日
A
S
E
A
N
観
光
当
局
者

会
議
を
い
わ
き
市
で
開
催
し
、そ
の
後
会
津
、山

形
、宮
城
を
視
察
し
て
も
ら
っ
た
。A
S
E
A
N

か
ら
の
参
加
者
は
、被
災
者
の
ス
ト
ー
リ
ー
と

と
も
に
、私
た
ち
に
は
当
た
り
前
に
存
在
し
て

い
る
緑
の
山
々
が
続
く
景
色
が
い
ち
ば
ん
印
象

的
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。外
の
目
で
改
め
て

自
ら
の
地
域
を
見
て
み
る
こ
と
の
重
要
性
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
よ
り
、東
北
の
人
々
も
東
北
の
魅

力
を
再
発
見
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。日

本
で
は
田
舎
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
謙
遜
も
あ
っ

て「
う
ち
に
は
何
も
な
い
」と
言
う
傾
向
が
あ
る

気
が
す
る
。一
方
、私
が
2
0
1
9
年
ま
で
3
年

間
赴
任
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
で
は
、ど
ん
な
小

さ
な
村
の
人
も「
私
の
村
の
オ
リ
ー
ブ
や
ハ
ム

は
最
高
で
、景
色
が
き
れ
い
で
、空
気
も
水
も
美

味
し
い
か
ら
遊
び
に
来
な
い
と
損
だ
」と
言
う
。

世
界
の
旅
行
メ
デ
ィ
ア
は
既
に
東
北
に
注
目
し

て
い
る
。私
た
ち
も
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
を
行
い
、自
信
と
誇
り
を
持
っ
て「
東
北
に
来

て
」と
言
っ
て
い
き
た
い
。

　東
北
の
観
光
は
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
影

響
を
受
け
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

更
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。し
か
し
、遠
く
な

い
将
来
に
コ
ロ
ナ
は
収
束
し
、観
光
は
戻
っ
て

く
る
。今
は
コ
ロ
ナ
に
耐
え
つ
つ
、コ
ロ
ナ
後
を

見
据
え
た
取
組
を
着
実
に
進
め
る
時
期
で
あ

る
。幸
い
な
こ
と
に
、今
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で

の
6
か
月
に
わ
た
っ
て
、J
R
グ
ル
ー
プ
、自
治

体
、東
北
観
光
推
進
機
構
等
の
協
働
に
よ
る
東

北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実

施
さ
れ
る
。同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
震
災
後
10
年

を
念
頭
に
コ
ロ
ナ
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
が
、結
果
的
に
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
復

活
の
狼
煙
を
上
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
機
会
に
な

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。東
北
運
輸
局
と
し
て

も
、東
北
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
引
き
続
き
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。東
北
の
観
光
は
東

日
本
大
震
災
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
か
ら
き
っ
と
立
ち
上
が
る
。東
北
観
光
の

ロ
ゴ（
2
0
1
6
年
制
定
）に
あ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
の
よ
う
に
。

らS
o
c
ie
ty
 o
f A
m
e
ric
a
n
 T
ra
v
e
l 

W
riters

（
全
米
旅
行
記
者
協
会
）に
所
属
す
る

40
名
を
招
請
し
て
、東
北
各
地
の
自
然
と
文
化

を
体
験
取
材
し
て
も
ら
い
、様
々
な
露
出
に
つ

な
げ
た
。

　従
来
、東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
は
、各
県
等
が
そ
れ
ぞ
れ
に
行
う
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、「
東
北
」と
い
う
地
域
名
や
ブ
ラ

ン
ド
の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
て
、東
北
運

輸
局
と
東
北
観
光
推
進
機
構
が
中
心
と
な
っ

て
、各
自
治
体
や
D
M
O（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）と
連
携
し
、東
北
を
一
体
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、東
北
域
内

を
周
遊
す
る
ル
ー
ト
や
旅
行
商
品
の
開
発
を
行

っ
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

観
光
客
誘
致
と
と
も
に
、誘
客
に
必
要
な
東
北

と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
際
航
空
路
線
の
充
実
や
国

際
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ

た
。台
北
と
は
仙
台
、花
巻
、青
森
が
結
ば
れ
た

　一
方
、観
光
地
づ
く
り
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
づ

く
り
に
は
、各
地
の
D
M
O
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。東
北
で
は
、広
域
連
携
D
M
O
で
あ

る
東
北
観
光
推
進
機
構
を
は
じ
め
、地
域
連
携

D
M
O
、地
域
D
M
O
あ
わ
せ
て
35（
う
ち
候
補

法
人
5
）が
観
光
庁
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、東
北

2
．コ
ロ
ナ
前
ま
で
の

着
実
な
観
光
復
興

1
．は
じ
め
に

「震災後10年間の東北における観光復興の取組とコロナ後の観光振興の方向性」1
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（出典：観光庁宿泊旅行統計）※従業者数１０人以上の施設における延べ宿泊者数。　

2019年

2010年

（東北クルーズ振興連携会議調べ）

日本船社図 2 東北の港湾のクルーズ船寄港実績（2010～2020年）

図 3 東北の外国人延べ宿泊者数（2010年及び2019年）
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0

　2
0
2
0
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、東
北
も
そ
の
機
会

を
活
用
し
て
世
界
に
向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。し
か
し
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
蔓
延
が
東
北
の

観
光
に
震
災
を
上
回
る
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど

の
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、観
光
は
一
か
ら
の

出
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。で
は
、震
災
後
10
年

間
の
観
光
復
興
へ
の
努
力
は
水
泡
に
帰
し
た
の

か
と
い
う
と
、決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。東
北
観

光
関
係
者
の
10
年
間
の
努
力
が
地
盤
と
な
る
か

ら
こ
そ
、コ
ロ
ナ
後
の
観
光
の
未
来
図
が
描
け

る
の
だ
と
思
う
。本
稿
は
、10
年
間
の
取
組（
主

と
し
て
東
北
運
輸
局
が
行
っ
て
き
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
振
興
の
取
組
）を
振
り
返
る
と
と
も
に
、コ

ロ
ナ
後
の
東
北
観
光
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え

る
も
の
で
あ
る
。

　2
0
1
9
年
、東
北
観
光
は
一
つ
の
大
き
な
目

標
を
達
成
し
た
。年
間
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
1
5
0
万
人
泊
で
あ
る
。こ
れ
は
2
0
1
6
年

に
2
0
2
0
年
の
目
標
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で

あ
る
が
、1
年
前
倒
し
で
達
成
さ
れ
た
。震
災
前

の
2
0
1
0
年
に
51
万
人
だ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
大
き
な
進
展
で
あ
る（
図
1
）。

　東
北
運
輸
局
は
東
北
観
光
推
進
機
構
、東
北

6
県
、日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）等
と
連

携
し
て
、各
市
場
に
お
け
る
広
告
宣
伝
、旅
行
博

へ
の
参
加
、メ
デ
ィ
ア
招
請
を
通
じ
た
露
出
、旅

行
会
社
招
請
を
通
じ
た
ツ
ア
ー
造
成
等
、東
北

全
体
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
き
た
。2
0
1
1
年
7
月
か
ら

は
、Fa

ceb
o
o
k

やY
o
u
T
u
b
e

等
の
S
N
S

や
動
画
を
通
じ
て
、東
北
へ
の
潜
在
的
旅
行
者

に
向
け
て
直
接
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　具
体
的
に
は
、主
に
国
内
向
け
で
あ
る
が
、

2
0
1
2
年
3
月
か
ら
2
0
1
3
年
3
月
ま

で
、東
北
全
体
を
博
覧
会
会
場
に
見
立
て
て
、東

北
の
観
光
振
興
を
盛
り
上
げ
る
国
民
運
動
の
促

進
を
目
的
と
す
る
東
北
観
光
博
を
開
催
し
た
。

続
い
て
2
0
1
3
年
7
月
か
ら
2
0
1
4
年
3

月
に
は
被
災
3
県
を
中
心
と
し
て
情
報
発
信
と

送
客
強
化
に
取
り
組
む
東
北
物
語
事
業
を
実
施

し
た
。2
0
1
4
年
12
月
に
は
震
災
復
旧
に
際

し
て
多
く
の
支
援
を
頂
い
た
台
湾
の
台
北
で
日

本
東
北
六
県
感
謝
祭
を
開
催
し
、東
北
か
ら
観

光
関
係
者
1
5
0
名
が
訪
台
し
て
来
場
者
4
万

人
に
対
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

東
北
に
と
っ
て
最
大
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
で

あ
る
台
湾
で
は
こ
の
後
も
2
0
1
9
年
ま
で
毎

年「
日
本
東
北
遊
楽
日
」を
開
催
し
て
い
る
。更

に
、復
興
庁
が
東
北
観
光
復
興
元
年
と
位
置
づ

け
た
2
0
1
6
年
に
は
、6
県
知
事
と
東
北
観

光
推
進
機
構
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
開
始

さ
れ
、2
0
1
6
年
台
北
、2
0
1
7
年
香
港
、

2
0
1
8
年
大
連
、2
0
1
9
年
バ
ン
コ
ク
で

実
施
さ
れ
た
。2
0
1
9
年
12
月
に
は
、米
国
か

ほ
か
、仙
台
は
大
連
と
も
結
ば
れ
、仙
台
|
バ
ン

コ
ク
線
も
2
0
1
9
年
10
月
に
5
年
7
か
月
ぶ

り
に
運
航
が
再
開
さ
れ
た
。ク
ル
ー
ズ
船
も
青

森
、秋
田
を
中
心
に
着
実
に
寄
港
回
数
が
増
え

る
と
と
も
に
、大
船
渡
や
宮
古
に
も
寄
港
す
る

よ
う
に
な
っ
た（
表
1
、図
2
）。

運
輸
局
は
、こ
れ
ら
の
D
M
O
の
人
材
育
成（
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修
の
実
施
、専
門
家
派
遣

等
）、D
M
O
が
行
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り（
ア
ウ
ト
ド
ア
、ナ
イ
ト
タ

イ
ム
等
）や
受
入
環
境
整
備（
多
言
語
対
応
、バ

リ
ア
フ
リ
ー
、観
光
案
内
所
等
）を
支
援
し
て
き

た
。　震

災
前
の
東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、秋
の

紅
葉
が
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て
い
た
が
、

2
0
1
6
年
4
月
に
出
さ
れ
た「
東
北
観
光
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
提
言
」も
踏
ま
え
て
、雪
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
、中
国
、台
湾
や
東

南
ア
ジ
ア
向
け
に
は
雪
を
体
験
す
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
や
雪
景
色
そ
の
も
の（
雪
遊
び
、樹
氷
、

雪
見
温
泉
、雪
の
下
の
イ
チ
ゴ
狩
り
等
）を
、欧

米
豪
向
け
に
は
上
質
な
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
売

り
込
む
こ
と
に
よ
り
、冬
季
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
も
順
調
に
増
加
し
た
。ま
た
、東
北
の
特
色
あ

る
魅
力
と
し
て
、各
地
の
桜
、サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ

ン
ゴ
等
の
果
物
狩
り
、夏
祭
り
等
も
積
極
的
に

P
R
し
た（
図
3
）。

　東
北
の
観
光
関
係
者
が
連
携
し
た
こ
れ
ら
の

取
組
に
よ
り
、今
だ
に
風
評
が
残
り
震
災
前
水

準
を
回
復
し
て
い
な
い
韓
国
を
除
く
多
く
の
市

場
で
は
、観
光
地
と
し
て
の
東
北
の
認
知
度
が

向
上
し
、着
実
に
訪
問
者
数
も
増
加
し
た
。取
組

の
成
果
は
、欧
米
の
有
力
な
旅
行
雑
誌
に
お
い

て
東
北
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
に
も
現
れ
て
い

る
。Lo

n
ely
 P
la
n
et

のB
est in

 T
ra
vel 

2
0
2
0

、Natio
n
al G

eo
grap

h
ic

の2
0
2
0
 

B
est T

rip
s

に
東
北
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
ほ
か
、英
国G

u
a
rd
ia
n

紙
で
は
2
0
2
0

年
に
行
く
べ
き
20
の
場
所
の
一
つ
と
し
て
福
島

県
が
選
出
さ
れ
た
。Br

itis
h
 T
r
a
v
e
l 

W
riters G

u
ild

は
国
際
ツ
ー
リ
ズ
ム
賞
の
欧

州
域
外
部
門
の
一
つ
と
し
て
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
を
選
ん
で
い
る
。（
風
評
は
科
学
的
根
拠

で
は
な
く
感
情
的
・
精
神
的
な
部
分
が
大
き
い

が
、払
拭
の
た
め
の
努
力
を
地
道
に
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
）。

　こ
う
し
た
取
組
は
、通
常
の
観
光
庁
・
東
北
運

輸
局
予
算
、各
自
治
体
や
D
M
O
の
予
算
に
加

え
、観
光
庁
の
東
北
観
光
復
興
対
策
交
付
金（
5

年
間
で
1
4
6
億
円
）、復
興
庁
の「
新
し
い
東

北
」交
流
拡
大
モ
デ
ル
事
業（
5
年
間
で
20
億

円
）、J
N
T
O
の
東
北
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
特
別

予
算（
年
10
億
円
）等
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た

が
、震
災
後
10
年
を
経
過
す
る
2
0
2
0
年
度

を
も
っ
て
、観
光
庁
の
福
島
県
観
光
関
連
復
興

支
援
事
業（
年
3
億
円
）を
除
き
、こ
れ
ら
の
特

別
措
置
は
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、東

北
も
そ
の
他
の
地
域
と
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン

グ
で
の
観
光
振
興
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ま
さ
に
、そ
の
矢
先
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
襲
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　2
0
2
0
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
蔓
延
は
東
北
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国
、世

界
全
体
の
観
光
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
。い
ず
れ

コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
確
実
に
観
光
は
戻
る
で

あ
ろ
う
が
、そ
れ
が
い
つ
に
な
る
の
か
は
現
段

階
で
は
定
か
で
は
な
い
。ま
た
、観
光
の
姿
は
前

と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。東
北
は
東
日
本
大

震
災
の
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
る
べ
く
頑
張
っ

て
き
た
訳
で
あ
る
が
、今
や
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

全
て
の
観
光
地
が
改
め
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
も
同
然
で
あ
り
、東
北
に
と
っ
て
は
、そ

こ
か
ら
い
か
に
一
歩
先
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
重
要
で
あ
る
。そ
の
点
で
、東
北
に
は
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
。そ
れ
は
コ
ロ
ナ
後
の
観

光
の
姿
が
東
北
に
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、観
光
ト
レ
ン
ド
は
大
き

く
変
わ
っ
た
。衛
生
対
策
・
感
染
予
防
対
策
が
い

の
一
番
に
挙
げ
ら
れ
、三
密
を
避
け
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
、団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行
へ
の

動
き
が
一
層
強
ま
り
、ア
ウ
ト
ド
ア
や
健
康
・

ウ
ェ
ル
ネ
ス
、持
続
可
能
性
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
で
、上
述
し
た
雪
を

含
む
東
北
の
自
然
と
そ
の
中
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
は
大
き
な
武
器
に
な
る
。雪
に
つ
い
て
は
、

中
国
は
2
0
2
2
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
て
お

り
、ス
キ
ー
を
目
的
と
し
た
訪
日
が
大
き
な
ト

レ
ン
ド
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。ハ
イ
キ

ン
グ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
難
易
度
に
応
じ
て
老

若
男
女
が
楽
し
め
、か
つ
地
域
の
自
然
や
文
化

を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
世
界
中
で
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、東
北
に
は
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
や
宮
城
オ
ル
レ
を
筆
頭
に
、沢

山
の
素
晴
ら
し
い
ル
ー
ト
が
あ
る
。エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、環

境
省
が
取
り
組
ん
で
い
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、十
和
田
八
幡
平
国
立
公

園
が
全
国
8
つ
の
対
象
地
域
の
一
つ
に
選
ば

れ
、景
観
向
上
、利
用
施
設
の
改
善
、上
質
な
宿

泊
施
設
の
誘
致
、多
言
語
に
よ
る
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
開
発
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、自
然
、文
化
の
う
ち
2
つ
以
上
の

内
容
を
含
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
今
後
の
拡
大
が
予
想
さ

れ
て
い
る
が
、東
北
は
ま
さ
に
そ
れ
ら
の
宝
庫

で
あ
る
。

　し
か
し
、単
に
自
然
が
あ
る
、ハ
イ
キ
ン
グ
ル

ー
ト
が
あ
る
、文
化
が
あ
る
、と
い
う
だ
け
で

は
、旅
行
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
十
分
で
は

な
く
、か
つ
地
域
に
経
済
効
果
が
あ
る
と
も
限

ら
な
い
。従
っ
て
、東
北
の
有
望
な
観
光
資
源
に

付
加
価
値
を
付
け
、商
品
と
し
て
消
費
者
に
提

示
す
る
と
と
も
に
、地
域
に
お
金
を
落
と
し
て

も
ら
う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。例

え
ば
、自
然
や
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
旅
行
者

の
知
的
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

ガ
イ
ド
が
ハ
イ
キ
ン
グ
に
同
行
す
る
、農
産
物

や
工
芸
品
等
の
地
域
産
品
を
積
極
的
に
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
に
取
り
入
れ
る
、地
域
住
民
と
の
交

流
の
機
会
を
設
け
る
等
、自
ら
の
持
つ
観
光
素

材
に
一
味
二
味
足
す
こ
と
で
、旅
行
者
は
よ
り

深
く
地
域
を
知
る
こ
と
が
で
き
、満
足
度
が
高

ま
り
、地
域
に
は
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
。更
に

は
、そ
こ
に
旅
行
者
と
住
民
の
関
係
性
が
生
ま

れ
、口
コ
ミ
や
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
る
。

　こ
の
よ
う
な
地
域
へ
の
経
済
効
果
を
生
み
出

す
観
光
、地
域
・
住
民
あ
っ
て
の
観
光
、住
民
と

旅
行
者
の
交
流
を
促
す
観
光
が
、持
続
可
能
な

観
光
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。観
光
庁
は

2
0
0
8
年
の
発
足
時
か
ら「
住
ん
で
よ
し
、訪

れ
て
よ
し
の
国
づ
く
り
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
て
い
る
が
、ま
さ
に
持
続
可
能
な
観
光
と

い
う
方
向
性
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　持
続
可
能
な
観
光
と
い
う
と
日
本
で
は
環
境

面
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、環
境
、社
会
文
化
、経
済
の
3
つ
の
側
面
か

ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。環
境
面
で
は
地
域
の

自
然
環
境
を
守
る
と
と
も
に
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
削
減
、C
O
2
対
策
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
も
重
要
で
あ

る
。社
会
文
化
の
側
面
で
は
、地
域
文
化
が
観
光

に
よ
っ
て
変
質
す
る
こ
と
を
防
ぎ
つ
つ
、暮
ら

し
や
生
活
文
化
を
上
手
く
旅
行
者
に
提
示
す
る

と
と
も
に
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
よ
る

住
民
生
活
へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。そ
し
て
経
済
面
で
は
、雇
用
や
旅
行
消
費

を
通
じ
て
地
域
が
裨
益
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。い
ず
れ
も
地
域
・
住
民
あ
っ
て
の
観
光
、地

域
・
住
民
の
た
め
の
観
光
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、こ
う
し
た
方
向
性
を
東
北
の
方
々
と
共
有

し
、そ
れ
に
資
す
る
取
組
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。ま
た
、持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）

の
一
つ
の
核
で
あ
る
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン（
包

摂
性
）推
進
の
観
点
か
ら
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、文

化
や
宗
教
、L
G
B
T
等
へ
の
配
慮
も
重
要
で

あ
る
。こ
れ
ら
の
取
組
は
社
会
的
に
も
重
要
で

あ
る
が
、観
光
に
お
い
て
は
誘
客
の
観
点
か
ら

も
有
意
に
な
り
得
る
。

　持
続
可
能
な
観
光
に
対
す
る
関
心
度
は
日
本

で
ま
だ
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に

あ
る
が
、世
界
で
は
旅
行
先
や
宿
泊
施
設
を
選

ぶ
重
要
な
基
準
の
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

R
esp
o
n
sib
le T

ra
veller

と
い
う
言
葉
も

あ
る
よ
う
に
、旅
行
者
自
身
が
旅
行
先
を
楽
し

み
つ
つ
も
、そ
こ
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与

え
な
い
、あ
る
い
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与

え
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、今
後
旅
行
先
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
に
は

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
へ
の
努
力
と
ア
ピ

ー
ル
も
重
要
で
あ
る
。一
方
、地
域
と
し
て
持
続

可
能
な
観
光
を
目
指
す
上
で
は
、個
人
旅
行
化

が
進
む
中
、地
域
が
目
指
す
方
向
性
に
共
鳴
す

る
旅
行
者
を
選
ん
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と

い
う
視
点
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

　観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
持
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、商
品
化
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
か
る
べ

く
値
付
け
を
し
、販
売
ル
ー
ト
に
し
っ
か
り
載

せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。世
界
の
旅
行
者
は

質
の
高
い
、満
足
度
の
高
い
体
験
に
相
応
の
価

格
を
払
う
こ
と
は
当
然
と
考
え
て
い
る
の
で
、

日
本
的
感
覚
に
縛
ら
れ
ず
、世
界
の
同
種
の
コ

ン
テ
ン
ツ
と
比
較
し
な
が
ら
適
切
な
価
格
を
検

討
し
た
い
。地
域
に
根
ざ
し
た
観
光
商
品
が
き

ち
ん
と
し
た
値
段
で
売
れ
る
こ
と
は
、地
域
経

済
へ
の
利
益
の
還
流
と
観
光
へ
の
再
投
資
、観

光
関
係
者
や
住
民
の
自
信
と
喜
び
に
つ
な
が

り
、ひ
い
て
は
持
続
可
能
な
観
光
に
も
資
す
る

も
の
で
あ
る
。

　一
方
、東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
東
北
の

太
平
洋
沿
岸
部
に
お
い
て
は
、復
興
・
伝
承
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。三
陸
か
ら

福
島
県
沿
岸
に
か
け
て
は
震
災
遺
構
や
伝
承
施

設
が
連
な
る
。震
災
伝
承
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
は
2
7
1
か
所
を
震
災
伝
承
施
設
と
し
て
登

録
し
、（
一
財
）3
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
推
進
機
構
が

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、三
陸
鉄
道
、被
災
し
た
宿
泊
施
設
、地
域

N
P
O
等
も
伝
承
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で

い
る
。復
興
・
伝
承
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、震
災
の
記

憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、語
り
部
や
ガ
イ

ド
を
通
じ
て
震
災
の
経
験
を
学
び
、防
災
意
識

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
お

り
、教
育
旅
行
や
企
業
研
修
に
も
適
し
て
い
る

た
め
、今
後
の
東
北
観
光
の
一
つ
の
核
と
な
り

得
る
と
考
え
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
中
で
、国
内
旅
行

の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。特
に
、観
光

庁
のG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
事
業
や
各
県
等
に
よ
る

住
民
向
け
の
旅
行
費
用
補
助
を
契
機
と
し
て
、

居
住
地
域
の
近
く
を
旅
行
し
、身
近
な
観
光
魅

力
を
再
発
見
す
る
、い
わ
ゆ
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
拡
大
し
た
。こ
の
こ
と
は
新
た
な
観

光
需
要
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
価
値

の
認
識
に
よ
る
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸

成
に
も
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。こ
の
市

場
は
こ
れ
ま
で
余
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、東
京
を
中
心
と
す
る
大
都
市
圏
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
加
え
て
、継
続
し
て
取
り
組
む
価
値

が
あ
る
と
考
え
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
は
働
き
方
が
見
直
さ
れ
る
き
っ
か

け
と
な
り
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ブ
レ
ジ
ャ
ー

が
真
剣
に
検
討
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。東
北

は
関
東
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、自
然
環
境

に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
地

と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。既
に
、東
北

各
地
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、施
設
整
備
や
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。と
は
い
え
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
先

進
的
な
I
T
企
業
の
社
員
で
は
な
い
、一
般
の

会
社
員
が
自
由
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ

う
に
な
る
に
は
、少
し
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ

う
。ま
ず
は
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
吟
味
し
た
上
で
、

企
業
合
宿
や
研
修
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、地
域

が
提
供
で
き
る
価
値
を
明
確
に
し
て
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、タ
ッ
チ
レ

ス
の
動
き
も
加
速
さ
せ
た
。観
光
に
お
い
て
も

観
光
客
受
入
の
場
面
で
こ
れ
ら
を
促
進
す
る
と

も
に
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
お
け
る
新
し

い
技
術
の
活
用
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
予
約
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
、オ
ン

ラ
イ
ン
化
と
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
効
果
最
大
化

等
を
一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　2
0
1
3
年
6
月
、私
が
観
光
庁
で
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
復
興
を
担
当
し
て
い
る
時
、東
北
支

援
の
一
環
と
し
て
、日
A
S
E
A
N
観
光
当
局
者

会
議
を
い
わ
き
市
で
開
催
し
、そ
の
後
会
津
、山

形
、宮
城
を
視
察
し
て
も
ら
っ
た
。A
S
E
A
N

か
ら
の
参
加
者
は
、被
災
者
の
ス
ト
ー
リ
ー
と

と
も
に
、私
た
ち
に
は
当
た
り
前
に
存
在
し
て

い
る
緑
の
山
々
が
続
く
景
色
が
い
ち
ば
ん
印
象

的
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。外
の
目
で
改
め
て

自
ら
の
地
域
を
見
て
み
る
こ
と
の
重
要
性
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
よ
り
、東
北
の
人
々
も
東
北
の
魅

力
を
再
発
見
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。日

本
で
は
田
舎
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
謙
遜
も
あ
っ

て「
う
ち
に
は
何
も
な
い
」と
言
う
傾
向
が
あ
る

気
が
す
る
。一
方
、私
が
2
0
1
9
年
ま
で
3
年

間
赴
任
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
で
は
、ど
ん
な
小

さ
な
村
の
人
も「
私
の
村
の
オ
リ
ー
ブ
や
ハ
ム

は
最
高
で
、景
色
が
き
れ
い
で
、空
気
も
水
も
美

味
し
い
か
ら
遊
び
に
来
な
い
と
損
だ
」と
言
う
。

世
界
の
旅
行
メ
デ
ィ
ア
は
既
に
東
北
に
注
目
し

て
い
る
。私
た
ち
も
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
を
行
い
、自
信
と
誇
り
を
持
っ
て「
東
北
に
来

て
」と
言
っ
て
い
き
た
い
。

　東
北
の
観
光
は
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
影

響
を
受
け
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

更
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。し
か
し
、遠
く
な

い
将
来
に
コ
ロ
ナ
は
収
束
し
、観
光
は
戻
っ
て

く
る
。今
は
コ
ロ
ナ
に
耐
え
つ
つ
、コ
ロ
ナ
後
を

見
据
え
た
取
組
を
着
実
に
進
め
る
時
期
で
あ

る
。幸
い
な
こ
と
に
、今
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で

の
6
か
月
に
わ
た
っ
て
、J
R
グ
ル
ー
プ
、自
治

体
、東
北
観
光
推
進
機
構
等
の
協
働
に
よ
る
東

北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実

施
さ
れ
る
。同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
震
災
後
10
年

を
念
頭
に
コ
ロ
ナ
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
が
、結
果
的
に
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
復

活
の
狼
煙
を
上
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
機
会
に
な

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。東
北
運
輸
局
と
し
て

も
、東
北
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
引
き
続
き
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。東
北
の
観
光
は
東

日
本
大
震
災
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
か
ら
き
っ
と
立
ち
上
が
る
。東
北
観
光
の

ロ
ゴ（
2
0
1
6
年
制
定
）に
あ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
の
よ
う
に
。

らS
o
c
ie
ty
 o
f A
m
e
ric
a
n
 T
ra
v
e
l 

W
riters

（
全
米
旅
行
記
者
協
会
）に
所
属
す
る

40
名
を
招
請
し
て
、東
北
各
地
の
自
然
と
文
化

を
体
験
取
材
し
て
も
ら
い
、様
々
な
露
出
に
つ

な
げ
た
。

　従
来
、東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
は
、各
県
等
が
そ
れ
ぞ
れ
に
行
う
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、「
東
北
」と
い
う
地
域
名
や
ブ
ラ

ン
ド
の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
て
、東
北
運

輸
局
と
東
北
観
光
推
進
機
構
が
中
心
と
な
っ

て
、各
自
治
体
や
D
M
O（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）と
連
携
し
、東
北
を
一
体
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、東
北
域
内

を
周
遊
す
る
ル
ー
ト
や
旅
行
商
品
の
開
発
を
行

っ
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

観
光
客
誘
致
と
と
も
に
、誘
客
に
必
要
な
東
北

と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
際
航
空
路
線
の
充
実
や
国

際
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ

た
。台
北
と
は
仙
台
、花
巻
、青
森
が
結
ば
れ
た

　一
方
、観
光
地
づ
く
り
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
づ

く
り
に
は
、各
地
の
D
M
O
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。東
北
で
は
、広
域
連
携
D
M
O
で
あ

る
東
北
観
光
推
進
機
構
を
は
じ
め
、地
域
連
携

D
M
O
、地
域
D
M
O
あ
わ
せ
て
35（
う
ち
候
補

法
人
5
）が
観
光
庁
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、東
北

3
．コ
ロ
ナ
後
の

観
光
振
興
の
方
向
性

「震災後10年間の東北における観光復興の取組とコロナ後の観光振興の方向性」1

6

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



（出典：観光庁宿泊旅行統計）※従業者数１０人以上の施設における延べ宿泊者数。　

2019年

2010年

（東北クルーズ振興連携会議調べ）

日本船社図 2 東北の港湾のクルーズ船寄港実績（2010～2020年）

図 3 東北の外国人延べ宿泊者数（2010年及び2019年）
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0

　2
0
2
0
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、東
北
も
そ
の
機
会

を
活
用
し
て
世
界
に
向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。し
か
し
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
蔓
延
が
東
北
の

観
光
に
震
災
を
上
回
る
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど

の
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、観
光
は
一
か
ら
の

出
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。で
は
、震
災
後
10
年

間
の
観
光
復
興
へ
の
努
力
は
水
泡
に
帰
し
た
の

か
と
い
う
と
、決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。東
北
観

光
関
係
者
の
10
年
間
の
努
力
が
地
盤
と
な
る
か

ら
こ
そ
、コ
ロ
ナ
後
の
観
光
の
未
来
図
が
描
け

る
の
だ
と
思
う
。本
稿
は
、10
年
間
の
取
組（
主

と
し
て
東
北
運
輸
局
が
行
っ
て
き
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
振
興
の
取
組
）を
振
り
返
る
と
と
も
に
、コ

ロ
ナ
後
の
東
北
観
光
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え

る
も
の
で
あ
る
。

　2
0
1
9
年
、東
北
観
光
は
一
つ
の
大
き
な
目

標
を
達
成
し
た
。年
間
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
1
5
0
万
人
泊
で
あ
る
。こ
れ
は
2
0
1
6
年

に
2
0
2
0
年
の
目
標
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で

あ
る
が
、1
年
前
倒
し
で
達
成
さ
れ
た
。震
災
前

の
2
0
1
0
年
に
51
万
人
だ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
大
き
な
進
展
で
あ
る（
図
1
）。

　東
北
運
輸
局
は
東
北
観
光
推
進
機
構
、東
北

6
県
、日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）等
と
連

携
し
て
、各
市
場
に
お
け
る
広
告
宣
伝
、旅
行
博

へ
の
参
加
、メ
デ
ィ
ア
招
請
を
通
じ
た
露
出
、旅

行
会
社
招
請
を
通
じ
た
ツ
ア
ー
造
成
等
、東
北

全
体
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
き
た
。2
0
1
1
年
7
月
か
ら

は
、Fa

ceb
o
o
k

やY
o
u
T
u
b
e

等
の
S
N
S

や
動
画
を
通
じ
て
、東
北
へ
の
潜
在
的
旅
行
者

に
向
け
て
直
接
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　具
体
的
に
は
、主
に
国
内
向
け
で
あ
る
が
、

2
0
1
2
年
3
月
か
ら
2
0
1
3
年
3
月
ま

で
、東
北
全
体
を
博
覧
会
会
場
に
見
立
て
て
、東

北
の
観
光
振
興
を
盛
り
上
げ
る
国
民
運
動
の
促

進
を
目
的
と
す
る
東
北
観
光
博
を
開
催
し
た
。

続
い
て
2
0
1
3
年
7
月
か
ら
2
0
1
4
年
3

月
に
は
被
災
3
県
を
中
心
と
し
て
情
報
発
信
と

送
客
強
化
に
取
り
組
む
東
北
物
語
事
業
を
実
施

し
た
。2
0
1
4
年
12
月
に
は
震
災
復
旧
に
際

し
て
多
く
の
支
援
を
頂
い
た
台
湾
の
台
北
で
日

本
東
北
六
県
感
謝
祭
を
開
催
し
、東
北
か
ら
観

光
関
係
者
1
5
0
名
が
訪
台
し
て
来
場
者
4
万

人
に
対
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

東
北
に
と
っ
て
最
大
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
で

あ
る
台
湾
で
は
こ
の
後
も
2
0
1
9
年
ま
で
毎

年「
日
本
東
北
遊
楽
日
」を
開
催
し
て
い
る
。更

に
、復
興
庁
が
東
北
観
光
復
興
元
年
と
位
置
づ

け
た
2
0
1
6
年
に
は
、6
県
知
事
と
東
北
観

光
推
進
機
構
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
開
始

さ
れ
、2
0
1
6
年
台
北
、2
0
1
7
年
香
港
、

2
0
1
8
年
大
連
、2
0
1
9
年
バ
ン
コ
ク
で

実
施
さ
れ
た
。2
0
1
9
年
12
月
に
は
、米
国
か

ほ
か
、仙
台
は
大
連
と
も
結
ば
れ
、仙
台
|
バ
ン

コ
ク
線
も
2
0
1
9
年
10
月
に
5
年
7
か
月
ぶ

り
に
運
航
が
再
開
さ
れ
た
。ク
ル
ー
ズ
船
も
青

森
、秋
田
を
中
心
に
着
実
に
寄
港
回
数
が
増
え

る
と
と
も
に
、大
船
渡
や
宮
古
に
も
寄
港
す
る

よ
う
に
な
っ
た（
表
1
、図
2
）。

運
輸
局
は
、こ
れ
ら
の
D
M
O
の
人
材
育
成（
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修
の
実
施
、専
門
家
派
遣

等
）、D
M
O
が
行
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り（
ア
ウ
ト
ド
ア
、ナ
イ
ト
タ

イ
ム
等
）や
受
入
環
境
整
備（
多
言
語
対
応
、バ

リ
ア
フ
リ
ー
、観
光
案
内
所
等
）を
支
援
し
て
き

た
。　震

災
前
の
東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、秋
の

紅
葉
が
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て
い
た
が
、

2
0
1
6
年
4
月
に
出
さ
れ
た「
東
北
観
光
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
提
言
」も
踏
ま
え
て
、雪
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
、中
国
、台
湾
や
東

南
ア
ジ
ア
向
け
に
は
雪
を
体
験
す
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
や
雪
景
色
そ
の
も
の（
雪
遊
び
、樹
氷
、

雪
見
温
泉
、雪
の
下
の
イ
チ
ゴ
狩
り
等
）を
、欧

米
豪
向
け
に
は
上
質
な
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
売

り
込
む
こ
と
に
よ
り
、冬
季
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
も
順
調
に
増
加
し
た
。ま
た
、東
北
の
特
色
あ

る
魅
力
と
し
て
、各
地
の
桜
、サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ

ン
ゴ
等
の
果
物
狩
り
、夏
祭
り
等
も
積
極
的
に

P
R
し
た（
図
3
）。

　東
北
の
観
光
関
係
者
が
連
携
し
た
こ
れ
ら
の

取
組
に
よ
り
、今
だ
に
風
評
が
残
り
震
災
前
水

準
を
回
復
し
て
い
な
い
韓
国
を
除
く
多
く
の
市

場
で
は
、観
光
地
と
し
て
の
東
北
の
認
知
度
が

向
上
し
、着
実
に
訪
問
者
数
も
増
加
し
た
。取
組

の
成
果
は
、欧
米
の
有
力
な
旅
行
雑
誌
に
お
い

て
東
北
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
に
も
現
れ
て
い

る
。Lo

n
ely
 P
la
n
et

のB
est in

 T
ra
vel 

2
0
2
0

、Natio
n
al G

eo
grap

h
ic

の2
0
2
0
 

B
est T

rip
s

に
東
北
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
ほ
か
、英
国G

u
a
rd
ia
n

紙
で
は
2
0
2
0

年
に
行
く
べ
き
20
の
場
所
の
一
つ
と
し
て
福
島

県
が
選
出
さ
れ
た
。Br

itis
h
 T
r
a
v
e
l 

W
riters G

u
ild

は
国
際
ツ
ー
リ
ズ
ム
賞
の
欧

州
域
外
部
門
の
一
つ
と
し
て
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
を
選
ん
で
い
る
。（
風
評
は
科
学
的
根
拠

で
は
な
く
感
情
的
・
精
神
的
な
部
分
が
大
き
い

が
、払
拭
の
た
め
の
努
力
を
地
道
に
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
）。

　こ
う
し
た
取
組
は
、通
常
の
観
光
庁
・
東
北
運

輸
局
予
算
、各
自
治
体
や
D
M
O
の
予
算
に
加

え
、観
光
庁
の
東
北
観
光
復
興
対
策
交
付
金（
5

年
間
で
1
4
6
億
円
）、復
興
庁
の「
新
し
い
東

北
」交
流
拡
大
モ
デ
ル
事
業（
5
年
間
で
20
億

円
）、J
N
T
O
の
東
北
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
特
別

予
算（
年
10
億
円
）等
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た

が
、震
災
後
10
年
を
経
過
す
る
2
0
2
0
年
度

を
も
っ
て
、観
光
庁
の
福
島
県
観
光
関
連
復
興

支
援
事
業（
年
3
億
円
）を
除
き
、こ
れ
ら
の
特

別
措
置
は
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、東

北
も
そ
の
他
の
地
域
と
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン

グ
で
の
観
光
振
興
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ま
さ
に
、そ
の
矢
先
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
襲
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　2
0
2
0
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
蔓
延
は
東
北
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国
、世

界
全
体
の
観
光
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
。い
ず
れ

コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
確
実
に
観
光
は
戻
る
で

あ
ろ
う
が
、そ
れ
が
い
つ
に
な
る
の
か
は
現
段

階
で
は
定
か
で
は
な
い
。ま
た
、観
光
の
姿
は
前

と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。東
北
は
東
日
本
大

震
災
の
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
る
べ
く
頑
張
っ

て
き
た
訳
で
あ
る
が
、今
や
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

全
て
の
観
光
地
が
改
め
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
も
同
然
で
あ
り
、東
北
に
と
っ
て
は
、そ

こ
か
ら
い
か
に
一
歩
先
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
重
要
で
あ
る
。そ
の
点
で
、東
北
に
は
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
。そ
れ
は
コ
ロ
ナ
後
の
観

光
の
姿
が
東
北
に
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、観
光
ト
レ
ン
ド
は
大
き

く
変
わ
っ
た
。衛
生
対
策
・
感
染
予
防
対
策
が
い

の
一
番
に
挙
げ
ら
れ
、三
密
を
避
け
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
、団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行
へ
の

動
き
が
一
層
強
ま
り
、ア
ウ
ト
ド
ア
や
健
康
・

ウ
ェ
ル
ネ
ス
、持
続
可
能
性
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
で
、上
述
し
た
雪
を

含
む
東
北
の
自
然
と
そ
の
中
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
は
大
き
な
武
器
に
な
る
。雪
に
つ
い
て
は
、

中
国
は
2
0
2
2
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
て
お

り
、ス
キ
ー
を
目
的
と
し
た
訪
日
が
大
き
な
ト

レ
ン
ド
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。ハ
イ
キ

ン
グ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
難
易
度
に
応
じ
て
老

若
男
女
が
楽
し
め
、か
つ
地
域
の
自
然
や
文
化

を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
世
界
中
で
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、東
北
に
は
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
や
宮
城
オ
ル
レ
を
筆
頭
に
、沢

山
の
素
晴
ら
し
い
ル
ー
ト
が
あ
る
。エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、環

境
省
が
取
り
組
ん
で
い
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、十
和
田
八
幡
平
国
立
公

園
が
全
国
8
つ
の
対
象
地
域
の
一
つ
に
選
ば

れ
、景
観
向
上
、利
用
施
設
の
改
善
、上
質
な
宿

泊
施
設
の
誘
致
、多
言
語
に
よ
る
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
開
発
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、自
然
、文
化
の
う
ち
2
つ
以
上
の

内
容
を
含
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
今
後
の
拡
大
が
予
想
さ

れ
て
い
る
が
、東
北
は
ま
さ
に
そ
れ
ら
の
宝
庫

で
あ
る
。

　し
か
し
、単
に
自
然
が
あ
る
、ハ
イ
キ
ン
グ
ル

ー
ト
が
あ
る
、文
化
が
あ
る
、と
い
う
だ
け
で

は
、旅
行
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
十
分
で
は

な
く
、か
つ
地
域
に
経
済
効
果
が
あ
る
と
も
限

ら
な
い
。従
っ
て
、東
北
の
有
望
な
観
光
資
源
に

付
加
価
値
を
付
け
、商
品
と
し
て
消
費
者
に
提

示
す
る
と
と
も
に
、地
域
に
お
金
を
落
と
し
て

も
ら
う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。例

え
ば
、自
然
や
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
旅
行
者

の
知
的
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

ガ
イ
ド
が
ハ
イ
キ
ン
グ
に
同
行
す
る
、農
産
物

や
工
芸
品
等
の
地
域
産
品
を
積
極
的
に
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
に
取
り
入
れ
る
、地
域
住
民
と
の
交

流
の
機
会
を
設
け
る
等
、自
ら
の
持
つ
観
光
素

材
に
一
味
二
味
足
す
こ
と
で
、旅
行
者
は
よ
り

深
く
地
域
を
知
る
こ
と
が
で
き
、満
足
度
が
高

ま
り
、地
域
に
は
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
。更
に

は
、そ
こ
に
旅
行
者
と
住
民
の
関
係
性
が
生
ま

れ
、口
コ
ミ
や
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
る
。

　こ
の
よ
う
な
地
域
へ
の
経
済
効
果
を
生
み
出

す
観
光
、地
域
・
住
民
あ
っ
て
の
観
光
、住
民
と

旅
行
者
の
交
流
を
促
す
観
光
が
、持
続
可
能
な

観
光
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。観
光
庁
は

2
0
0
8
年
の
発
足
時
か
ら「
住
ん
で
よ
し
、訪

れ
て
よ
し
の
国
づ
く
り
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
て
い
る
が
、ま
さ
に
持
続
可
能
な
観
光
と

い
う
方
向
性
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　持
続
可
能
な
観
光
と
い
う
と
日
本
で
は
環
境

面
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、環
境
、社
会
文
化
、経
済
の
3
つ
の
側
面
か

ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。環
境
面
で
は
地
域
の

自
然
環
境
を
守
る
と
と
も
に
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
削
減
、C
O
2
対
策
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
も
重
要
で
あ

る
。社
会
文
化
の
側
面
で
は
、地
域
文
化
が
観
光

に
よ
っ
て
変
質
す
る
こ
と
を
防
ぎ
つ
つ
、暮
ら

し
や
生
活
文
化
を
上
手
く
旅
行
者
に
提
示
す
る

と
と
も
に
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
よ
る

住
民
生
活
へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。そ
し
て
経
済
面
で
は
、雇
用
や
旅
行
消
費

を
通
じ
て
地
域
が
裨
益
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。い
ず
れ
も
地
域
・
住
民
あ
っ
て
の
観
光
、地

域
・
住
民
の
た
め
の
観
光
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、こ
う
し
た
方
向
性
を
東
北
の
方
々
と
共
有

し
、そ
れ
に
資
す
る
取
組
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。ま
た
、持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）

の
一
つ
の
核
で
あ
る
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン（
包

摂
性
）推
進
の
観
点
か
ら
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、文

化
や
宗
教
、L
G
B
T
等
へ
の
配
慮
も
重
要
で

あ
る
。こ
れ
ら
の
取
組
は
社
会
的
に
も
重
要
で

あ
る
が
、観
光
に
お
い
て
は
誘
客
の
観
点
か
ら

も
有
意
に
な
り
得
る
。

　持
続
可
能
な
観
光
に
対
す
る
関
心
度
は
日
本

で
ま
だ
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に

あ
る
が
、世
界
で
は
旅
行
先
や
宿
泊
施
設
を
選

ぶ
重
要
な
基
準
の
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

R
esp
o
n
sib
le T

ra
veller

と
い
う
言
葉
も

あ
る
よ
う
に
、旅
行
者
自
身
が
旅
行
先
を
楽
し

み
つ
つ
も
、そ
こ
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与

え
な
い
、あ
る
い
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与

え
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、今
後
旅
行
先
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
に
は

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
へ
の
努
力
と
ア
ピ

ー
ル
も
重
要
で
あ
る
。一
方
、地
域
と
し
て
持
続

可
能
な
観
光
を
目
指
す
上
で
は
、個
人
旅
行
化

が
進
む
中
、地
域
が
目
指
す
方
向
性
に
共
鳴
す

る
旅
行
者
を
選
ん
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と

い
う
視
点
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

　観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
持
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、商
品
化
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
か
る
べ

く
値
付
け
を
し
、販
売
ル
ー
ト
に
し
っ
か
り
載

せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。世
界
の
旅
行
者
は

質
の
高
い
、満
足
度
の
高
い
体
験
に
相
応
の
価

格
を
払
う
こ
と
は
当
然
と
考
え
て
い
る
の
で
、

日
本
的
感
覚
に
縛
ら
れ
ず
、世
界
の
同
種
の
コ

ン
テ
ン
ツ
と
比
較
し
な
が
ら
適
切
な
価
格
を
検

討
し
た
い
。地
域
に
根
ざ
し
た
観
光
商
品
が
き

ち
ん
と
し
た
値
段
で
売
れ
る
こ
と
は
、地
域
経

済
へ
の
利
益
の
還
流
と
観
光
へ
の
再
投
資
、観

光
関
係
者
や
住
民
の
自
信
と
喜
び
に
つ
な
が

り
、ひ
い
て
は
持
続
可
能
な
観
光
に
も
資
す
る

も
の
で
あ
る
。

　一
方
、東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
東
北
の

太
平
洋
沿
岸
部
に
お
い
て
は
、復
興
・
伝
承
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。三
陸
か
ら

福
島
県
沿
岸
に
か
け
て
は
震
災
遺
構
や
伝
承
施

設
が
連
な
る
。震
災
伝
承
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
は
2
7
1
か
所
を
震
災
伝
承
施
設
と
し
て
登

録
し
、（
一
財
）3
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
推
進
機
構
が

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、三
陸
鉄
道
、被
災
し
た
宿
泊
施
設
、地
域

N
P
O
等
も
伝
承
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で

い
る
。復
興
・
伝
承
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、震
災
の
記

憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、語
り
部
や
ガ
イ

ド
を
通
じ
て
震
災
の
経
験
を
学
び
、防
災
意
識

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
お

り
、教
育
旅
行
や
企
業
研
修
に
も
適
し
て
い
る

た
め
、今
後
の
東
北
観
光
の
一
つ
の
核
と
な
り

得
る
と
考
え
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
中
で
、国
内
旅
行

の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。特
に
、観
光

庁
のG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
事
業
や
各
県
等
に
よ
る

住
民
向
け
の
旅
行
費
用
補
助
を
契
機
と
し
て
、

居
住
地
域
の
近
く
を
旅
行
し
、身
近
な
観
光
魅

力
を
再
発
見
す
る
、い
わ
ゆ
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
拡
大
し
た
。こ
の
こ
と
は
新
た
な
観

光
需
要
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
価
値

の
認
識
に
よ
る
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸

成
に
も
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。こ
の
市

場
は
こ
れ
ま
で
余
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、東
京
を
中
心
と
す
る
大
都
市
圏
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
加
え
て
、継
続
し
て
取
り
組
む
価
値

が
あ
る
と
考
え
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
は
働
き
方
が
見
直
さ
れ
る
き
っ
か

け
と
な
り
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ブ
レ
ジ
ャ
ー

が
真
剣
に
検
討
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。東
北

は
関
東
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、自
然
環
境

に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
地

と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。既
に
、東
北

各
地
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、施
設
整
備
や
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。と
は
い
え
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
先

進
的
な
I
T
企
業
の
社
員
で
は
な
い
、一
般
の

会
社
員
が
自
由
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ

う
に
な
る
に
は
、少
し
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ

う
。ま
ず
は
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
吟
味
し
た
上
で
、

企
業
合
宿
や
研
修
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、地
域

が
提
供
で
き
る
価
値
を
明
確
に
し
て
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、タ
ッ
チ
レ

ス
の
動
き
も
加
速
さ
せ
た
。観
光
に
お
い
て
も

観
光
客
受
入
の
場
面
で
こ
れ
ら
を
促
進
す
る
と

も
に
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
お
け
る
新
し

い
技
術
の
活
用
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
予
約
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
、オ
ン

ラ
イ
ン
化
と
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
効
果
最
大
化

等
を
一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　2
0
1
3
年
6
月
、私
が
観
光
庁
で
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
復
興
を
担
当
し
て
い
る
時
、東
北
支

援
の
一
環
と
し
て
、日
A
S
E
A
N
観
光
当
局
者

会
議
を
い
わ
き
市
で
開
催
し
、そ
の
後
会
津
、山

形
、宮
城
を
視
察
し
て
も
ら
っ
た
。A
S
E
A
N

か
ら
の
参
加
者
は
、被
災
者
の
ス
ト
ー
リ
ー
と

と
も
に
、私
た
ち
に
は
当
た
り
前
に
存
在
し
て

い
る
緑
の
山
々
が
続
く
景
色
が
い
ち
ば
ん
印
象

的
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。外
の
目
で
改
め
て

自
ら
の
地
域
を
見
て
み
る
こ
と
の
重
要
性
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
よ
り
、東
北
の
人
々
も
東
北
の
魅

力
を
再
発
見
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。日

本
で
は
田
舎
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
謙
遜
も
あ
っ

て「
う
ち
に
は
何
も
な
い
」と
言
う
傾
向
が
あ
る

気
が
す
る
。一
方
、私
が
2
0
1
9
年
ま
で
3
年

間
赴
任
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
で
は
、ど
ん
な
小

さ
な
村
の
人
も「
私
の
村
の
オ
リ
ー
ブ
や
ハ
ム

は
最
高
で
、景
色
が
き
れ
い
で
、空
気
も
水
も
美

味
し
い
か
ら
遊
び
に
来
な
い
と
損
だ
」と
言
う
。

世
界
の
旅
行
メ
デ
ィ
ア
は
既
に
東
北
に
注
目
し

て
い
る
。私
た
ち
も
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
を
行
い
、自
信
と
誇
り
を
持
っ
て「
東
北
に
来

て
」と
言
っ
て
い
き
た
い
。

　東
北
の
観
光
は
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
影

響
を
受
け
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

更
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。し
か
し
、遠
く
な

い
将
来
に
コ
ロ
ナ
は
収
束
し
、観
光
は
戻
っ
て

く
る
。今
は
コ
ロ
ナ
に
耐
え
つ
つ
、コ
ロ
ナ
後
を

見
据
え
た
取
組
を
着
実
に
進
め
る
時
期
で
あ

る
。幸
い
な
こ
と
に
、今
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で

の
6
か
月
に
わ
た
っ
て
、J
R
グ
ル
ー
プ
、自
治

体
、東
北
観
光
推
進
機
構
等
の
協
働
に
よ
る
東

北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実

施
さ
れ
る
。同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
震
災
後
10
年

を
念
頭
に
コ
ロ
ナ
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
が
、結
果
的
に
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
復

活
の
狼
煙
を
上
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
機
会
に
な

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。東
北
運
輸
局
と
し
て

も
、東
北
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
引
き
続
き
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。東
北
の
観
光
は
東

日
本
大
震
災
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
か
ら
き
っ
と
立
ち
上
が
る
。東
北
観
光
の

ロ
ゴ（
2
0
1
6
年
制
定
）に
あ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
の
よ
う
に
。

らS
o
c
ie
ty
 o
f A
m
e
ric
a
n
 T
ra
v
e
l 

W
riters

（
全
米
旅
行
記
者
協
会
）に
所
属
す
る

40
名
を
招
請
し
て
、東
北
各
地
の
自
然
と
文
化

を
体
験
取
材
し
て
も
ら
い
、様
々
な
露
出
に
つ

な
げ
た
。

　従
来
、東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
は
、各
県
等
が
そ
れ
ぞ
れ
に
行
う
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、「
東
北
」と
い
う
地
域
名
や
ブ
ラ

ン
ド
の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
て
、東
北
運

輸
局
と
東
北
観
光
推
進
機
構
が
中
心
と
な
っ

て
、各
自
治
体
や
D
M
O（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）と
連
携
し
、東
北
を
一
体
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、東
北
域
内

を
周
遊
す
る
ル
ー
ト
や
旅
行
商
品
の
開
発
を
行

っ
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

観
光
客
誘
致
と
と
も
に
、誘
客
に
必
要
な
東
北

と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
際
航
空
路
線
の
充
実
や
国

際
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ

た
。台
北
と
は
仙
台
、花
巻
、青
森
が
結
ば
れ
た

　一
方
、観
光
地
づ
く
り
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
づ

く
り
に
は
、各
地
の
D
M
O
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。東
北
で
は
、広
域
連
携
D
M
O
で
あ

る
東
北
観
光
推
進
機
構
を
は
じ
め
、地
域
連
携

D
M
O
、地
域
D
M
O
あ
わ
せ
て
35（
う
ち
候
補

法
人
5
）が
観
光
庁
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、東
北

3
．コ
ロ
ナ
後
の

観
光
振
興
の
方
向
性

「震災後10年間の東北における観光復興の取組とコロナ後の観光振興の方向性」1
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　2
0
2
0
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、東
北
も
そ
の
機
会

を
活
用
し
て
世
界
に
向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。し
か
し
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
蔓
延
が
東
北
の

観
光
に
震
災
を
上
回
る
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど

の
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、観
光
は
一
か
ら
の

出
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。で
は
、震
災
後
10
年

間
の
観
光
復
興
へ
の
努
力
は
水
泡
に
帰
し
た
の

か
と
い
う
と
、決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。東
北
観

光
関
係
者
の
10
年
間
の
努
力
が
地
盤
と
な
る
か

ら
こ
そ
、コ
ロ
ナ
後
の
観
光
の
未
来
図
が
描
け

る
の
だ
と
思
う
。本
稿
は
、10
年
間
の
取
組（
主

と
し
て
東
北
運
輸
局
が
行
っ
て
き
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
振
興
の
取
組
）を
振
り
返
る
と
と
も
に
、コ

ロ
ナ
後
の
東
北
観
光
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え

る
も
の
で
あ
る
。

　2
0
1
9
年
、東
北
観
光
は
一
つ
の
大
き
な
目

標
を
達
成
し
た
。年
間
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
1
5
0
万
人
泊
で
あ
る
。こ
れ
は
2
0
1
6
年

に
2
0
2
0
年
の
目
標
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で

あ
る
が
、1
年
前
倒
し
で
達
成
さ
れ
た
。震
災
前

の
2
0
1
0
年
に
51
万
人
だ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
大
き
な
進
展
で
あ
る（
図
1
）。

　東
北
運
輸
局
は
東
北
観
光
推
進
機
構
、東
北

6
県
、日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）等
と
連

携
し
て
、各
市
場
に
お
け
る
広
告
宣
伝
、旅
行
博

へ
の
参
加
、メ
デ
ィ
ア
招
請
を
通
じ
た
露
出
、旅

行
会
社
招
請
を
通
じ
た
ツ
ア
ー
造
成
等
、東
北

全
体
と
し
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
き
た
。2
0
1
1
年
7
月
か
ら

は
、Fa

ceb
o
o
k

やY
o
u
T
u
b
e

等
の
S
N
S

や
動
画
を
通
じ
て
、東
北
へ
の
潜
在
的
旅
行
者

に
向
け
て
直
接
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　具
体
的
に
は
、主
に
国
内
向
け
で
あ
る
が
、

2
0
1
2
年
3
月
か
ら
2
0
1
3
年
3
月
ま

で
、東
北
全
体
を
博
覧
会
会
場
に
見
立
て
て
、東

北
の
観
光
振
興
を
盛
り
上
げ
る
国
民
運
動
の
促

進
を
目
的
と
す
る
東
北
観
光
博
を
開
催
し
た
。

続
い
て
2
0
1
3
年
7
月
か
ら
2
0
1
4
年
3

月
に
は
被
災
3
県
を
中
心
と
し
て
情
報
発
信
と

送
客
強
化
に
取
り
組
む
東
北
物
語
事
業
を
実
施

し
た
。2
0
1
4
年
12
月
に
は
震
災
復
旧
に
際

し
て
多
く
の
支
援
を
頂
い
た
台
湾
の
台
北
で
日

本
東
北
六
県
感
謝
祭
を
開
催
し
、東
北
か
ら
観

光
関
係
者
1
5
0
名
が
訪
台
し
て
来
場
者
4
万

人
に
対
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

東
北
に
と
っ
て
最
大
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
で

あ
る
台
湾
で
は
こ
の
後
も
2
0
1
9
年
ま
で
毎

年「
日
本
東
北
遊
楽
日
」を
開
催
し
て
い
る
。更

に
、復
興
庁
が
東
北
観
光
復
興
元
年
と
位
置
づ

け
た
2
0
1
6
年
に
は
、6
県
知
事
と
東
北
観

光
推
進
機
構
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
開
始

さ
れ
、2
0
1
6
年
台
北
、2
0
1
7
年
香
港
、

2
0
1
8
年
大
連
、2
0
1
9
年
バ
ン
コ
ク
で

実
施
さ
れ
た
。2
0
1
9
年
12
月
に
は
、米
国
か

ほ
か
、仙
台
は
大
連
と
も
結
ば
れ
、仙
台
|
バ
ン

コ
ク
線
も
2
0
1
9
年
10
月
に
5
年
7
か
月
ぶ

り
に
運
航
が
再
開
さ
れ
た
。ク
ル
ー
ズ
船
も
青

森
、秋
田
を
中
心
に
着
実
に
寄
港
回
数
が
増
え

る
と
と
も
に
、大
船
渡
や
宮
古
に
も
寄
港
す
る

よ
う
に
な
っ
た（
表
1
、図
2
）。

運
輸
局
は
、こ
れ
ら
の
D
M
O
の
人
材
育
成（
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修
の
実
施
、専
門
家
派
遣

等
）、D
M
O
が
行
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り（
ア
ウ
ト
ド
ア
、ナ
イ
ト
タ

イ
ム
等
）や
受
入
環
境
整
備（
多
言
語
対
応
、バ

リ
ア
フ
リ
ー
、観
光
案
内
所
等
）を
支
援
し
て
き

た
。　震

災
前
の
東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、秋
の

紅
葉
が
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て
い
た
が
、

2
0
1
6
年
4
月
に
出
さ
れ
た「
東
北
観
光
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
提
言
」も
踏
ま
え
て
、雪
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
、中
国
、台
湾
や
東

南
ア
ジ
ア
向
け
に
は
雪
を
体
験
す
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
や
雪
景
色
そ
の
も
の（
雪
遊
び
、樹
氷
、

雪
見
温
泉
、雪
の
下
の
イ
チ
ゴ
狩
り
等
）を
、欧

米
豪
向
け
に
は
上
質
な
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
売

り
込
む
こ
と
に
よ
り
、冬
季
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
も
順
調
に
増
加
し
た
。ま
た
、東
北
の
特
色
あ

る
魅
力
と
し
て
、各
地
の
桜
、サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ

ン
ゴ
等
の
果
物
狩
り
、夏
祭
り
等
も
積
極
的
に

P
R
し
た（
図
3
）。

　東
北
の
観
光
関
係
者
が
連
携
し
た
こ
れ
ら
の

取
組
に
よ
り
、今
だ
に
風
評
が
残
り
震
災
前
水

準
を
回
復
し
て
い
な
い
韓
国
を
除
く
多
く
の
市

場
で
は
、観
光
地
と
し
て
の
東
北
の
認
知
度
が

向
上
し
、着
実
に
訪
問
者
数
も
増
加
し
た
。取
組

の
成
果
は
、欧
米
の
有
力
な
旅
行
雑
誌
に
お
い

て
東
北
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
に
も
現
れ
て
い

る
。Lo

n
ely
 P
la
n
et

のB
est in

 T
ra
vel 

2
0
2
0

、Natio
n
al G

eo
grap

h
ic

の2
0
2
0
 

B
est T

rip
s

に
東
北
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
ほ
か
、英
国G

u
a
rd
ia
n

紙
で
は
2
0
2
0

年
に
行
く
べ
き
20
の
場
所
の
一
つ
と
し
て
福
島

県
が
選
出
さ
れ
た
。Br

itis
h
 T
r
a
v
e
l 

W
riters G

u
ild

は
国
際
ツ
ー
リ
ズ
ム
賞
の
欧

州
域
外
部
門
の
一
つ
と
し
て
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
を
選
ん
で
い
る
。（
風
評
は
科
学
的
根
拠

で
は
な
く
感
情
的
・
精
神
的
な
部
分
が
大
き
い

が
、払
拭
の
た
め
の
努
力
を
地
道
に
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
）。

　こ
う
し
た
取
組
は
、通
常
の
観
光
庁
・
東
北
運

輸
局
予
算
、各
自
治
体
や
D
M
O
の
予
算
に
加

え
、観
光
庁
の
東
北
観
光
復
興
対
策
交
付
金（
5

年
間
で
1
4
6
億
円
）、復
興
庁
の「
新
し
い
東

北
」交
流
拡
大
モ
デ
ル
事
業（
5
年
間
で
20
億

円
）、J
N
T
O
の
東
北
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
特
別

予
算（
年
10
億
円
）等
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た

が
、震
災
後
10
年
を
経
過
す
る
2
0
2
0
年
度

を
も
っ
て
、観
光
庁
の
福
島
県
観
光
関
連
復
興

支
援
事
業（
年
3
億
円
）を
除
き
、こ
れ
ら
の
特

別
措
置
は
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、東

北
も
そ
の
他
の
地
域
と
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン

グ
で
の
観
光
振
興
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ま
さ
に
、そ
の
矢
先
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
襲
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　2
0
2
0
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
蔓
延
は
東
北
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国
、世

界
全
体
の
観
光
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
。い
ず
れ

コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
確
実
に
観
光
は
戻
る
で

あ
ろ
う
が
、そ
れ
が
い
つ
に
な
る
の
か
は
現
段

階
で
は
定
か
で
は
な
い
。ま
た
、観
光
の
姿
は
前

と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。東
北
は
東
日
本
大

震
災
の
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
る
べ
く
頑
張
っ

て
き
た
訳
で
あ
る
が
、今
や
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

全
て
の
観
光
地
が
改
め
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
も
同
然
で
あ
り
、東
北
に
と
っ
て
は
、そ

こ
か
ら
い
か
に
一
歩
先
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
重
要
で
あ
る
。そ
の
点
で
、東
北
に
は
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
。そ
れ
は
コ
ロ
ナ
後
の
観

光
の
姿
が
東
北
に
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、観
光
ト
レ
ン
ド
は
大
き

く
変
わ
っ
た
。衛
生
対
策
・
感
染
予
防
対
策
が
い

の
一
番
に
挙
げ
ら
れ
、三
密
を
避
け
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
、団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行
へ
の

動
き
が
一
層
強
ま
り
、ア
ウ
ト
ド
ア
や
健
康
・

ウ
ェ
ル
ネ
ス
、持
続
可
能
性
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
で
、上
述
し
た
雪
を

含
む
東
北
の
自
然
と
そ
の
中
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
は
大
き
な
武
器
に
な
る
。雪
に
つ
い
て
は
、

中
国
は
2
0
2
2
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
て
お

り
、ス
キ
ー
を
目
的
と
し
た
訪
日
が
大
き
な
ト

レ
ン
ド
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。ハ
イ
キ

ン
グ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
難
易
度
に
応
じ
て
老

若
男
女
が
楽
し
め
、か
つ
地
域
の
自
然
や
文
化

を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
世
界
中
で
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、東
北
に
は
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
や
宮
城
オ
ル
レ
を
筆
頭
に
、沢

山
の
素
晴
ら
し
い
ル
ー
ト
が
あ
る
。エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、環

境
省
が
取
り
組
ん
で
い
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、十
和
田
八
幡
平
国
立
公

園
が
全
国
8
つ
の
対
象
地
域
の
一
つ
に
選
ば

れ
、景
観
向
上
、利
用
施
設
の
改
善
、上
質
な
宿

泊
施
設
の
誘
致
、多
言
語
に
よ
る
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
開
発
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、自
然
、文
化
の
う
ち
2
つ
以
上
の

内
容
を
含
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
今
後
の
拡
大
が
予
想
さ

れ
て
い
る
が
、東
北
は
ま
さ
に
そ
れ
ら
の
宝
庫

で
あ
る
。

　し
か
し
、単
に
自
然
が
あ
る
、ハ
イ
キ
ン
グ
ル

ー
ト
が
あ
る
、文
化
が
あ
る
、と
い
う
だ
け
で

は
、旅
行
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
十
分
で
は

な
く
、か
つ
地
域
に
経
済
効
果
が
あ
る
と
も
限

ら
な
い
。従
っ
て
、東
北
の
有
望
な
観
光
資
源
に

付
加
価
値
を
付
け
、商
品
と
し
て
消
費
者
に
提

示
す
る
と
と
も
に
、地
域
に
お
金
を
落
と
し
て

も
ら
う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。例

え
ば
、自
然
や
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
旅
行
者

の
知
的
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

ガ
イ
ド
が
ハ
イ
キ
ン
グ
に
同
行
す
る
、農
産
物

や
工
芸
品
等
の
地
域
産
品
を
積
極
的
に
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
に
取
り
入
れ
る
、地
域
住
民
と
の
交

流
の
機
会
を
設
け
る
等
、自
ら
の
持
つ
観
光
素

材
に
一
味
二
味
足
す
こ
と
で
、旅
行
者
は
よ
り

深
く
地
域
を
知
る
こ
と
が
で
き
、満
足
度
が
高

ま
り
、地
域
に
は
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
。更
に

は
、そ
こ
に
旅
行
者
と
住
民
の
関
係
性
が
生
ま

れ
、口
コ
ミ
や
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
る
。

　こ
の
よ
う
な
地
域
へ
の
経
済
効
果
を
生
み
出

す
観
光
、地
域
・
住
民
あ
っ
て
の
観
光
、住
民
と

旅
行
者
の
交
流
を
促
す
観
光
が
、持
続
可
能
な

観
光
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。観
光
庁
は

2
0
0
8
年
の
発
足
時
か
ら「
住
ん
で
よ
し
、訪

れ
て
よ
し
の
国
づ
く
り
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
て
い
る
が
、ま
さ
に
持
続
可
能
な
観
光
と

い
う
方
向
性
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　持
続
可
能
な
観
光
と
い
う
と
日
本
で
は
環
境

面
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、環
境
、社
会
文
化
、経
済
の
3
つ
の
側
面
か

ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。環
境
面
で
は
地
域
の

自
然
環
境
を
守
る
と
と
も
に
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
削
減
、C
O
2
対
策
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
も
重
要
で
あ

る
。社
会
文
化
の
側
面
で
は
、地
域
文
化
が
観
光

に
よ
っ
て
変
質
す
る
こ
と
を
防
ぎ
つ
つ
、暮
ら

し
や
生
活
文
化
を
上
手
く
旅
行
者
に
提
示
す
る

と
と
も
に
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
よ
る

住
民
生
活
へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。そ
し
て
経
済
面
で
は
、雇
用
や
旅
行
消
費

を
通
じ
て
地
域
が
裨
益
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。い
ず
れ
も
地
域
・
住
民
あ
っ
て
の
観
光
、地

域
・
住
民
の
た
め
の
観
光
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、こ
う
し
た
方
向
性
を
東
北
の
方
々
と
共
有

し
、そ
れ
に
資
す
る
取
組
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。ま
た
、持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）

の
一
つ
の
核
で
あ
る
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン（
包

摂
性
）推
進
の
観
点
か
ら
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、文

化
や
宗
教
、L
G
B
T
等
へ
の
配
慮
も
重
要
で

あ
る
。こ
れ
ら
の
取
組
は
社
会
的
に
も
重
要
で

あ
る
が
、観
光
に
お
い
て
は
誘
客
の
観
点
か
ら

も
有
意
に
な
り
得
る
。

　持
続
可
能
な
観
光
に
対
す
る
関
心
度
は
日
本

で
ま
だ
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に

あ
る
が
、世
界
で
は
旅
行
先
や
宿
泊
施
設
を
選

ぶ
重
要
な
基
準
の
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

R
esp
o
n
sib
le T

ra
veller

と
い
う
言
葉
も

あ
る
よ
う
に
、旅
行
者
自
身
が
旅
行
先
を
楽
し

み
つ
つ
も
、そ
こ
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与

え
な
い
、あ
る
い
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与

え
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、今
後
旅
行
先
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
に
は

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
へ
の
努
力
と
ア
ピ

ー
ル
も
重
要
で
あ
る
。一
方
、地
域
と
し
て
持
続

可
能
な
観
光
を
目
指
す
上
で
は
、個
人
旅
行
化

が
進
む
中
、地
域
が
目
指
す
方
向
性
に
共
鳴
す

る
旅
行
者
を
選
ん
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と

い
う
視
点
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

　観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
持
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、商
品
化
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
か
る
べ

く
値
付
け
を
し
、販
売
ル
ー
ト
に
し
っ
か
り
載

せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。世
界
の
旅
行
者
は

質
の
高
い
、満
足
度
の
高
い
体
験
に
相
応
の
価

格
を
払
う
こ
と
は
当
然
と
考
え
て
い
る
の
で
、

日
本
的
感
覚
に
縛
ら
れ
ず
、世
界
の
同
種
の
コ

ン
テ
ン
ツ
と
比
較
し
な
が
ら
適
切
な
価
格
を
検

討
し
た
い
。地
域
に
根
ざ
し
た
観
光
商
品
が
き

ち
ん
と
し
た
値
段
で
売
れ
る
こ
と
は
、地
域
経

済
へ
の
利
益
の
還
流
と
観
光
へ
の
再
投
資
、観

光
関
係
者
や
住
民
の
自
信
と
喜
び
に
つ
な
が

り
、ひ
い
て
は
持
続
可
能
な
観
光
に
も
資
す
る

も
の
で
あ
る
。

　一
方
、東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
東
北
の

太
平
洋
沿
岸
部
に
お
い
て
は
、復
興
・
伝
承
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。三
陸
か
ら

福
島
県
沿
岸
に
か
け
て
は
震
災
遺
構
や
伝
承
施

設
が
連
な
る
。震
災
伝
承
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
は
2
7
1
か
所
を
震
災
伝
承
施
設
と
し
て
登

録
し
、（
一
財
）3
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
推
進
機
構
が

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、三
陸
鉄
道
、被
災
し
た
宿
泊
施
設
、地
域

N
P
O
等
も
伝
承
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で

い
る
。復
興
・
伝
承
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、震
災
の
記

憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、語
り
部
や
ガ
イ

ド
を
通
じ
て
震
災
の
経
験
を
学
び
、防
災
意
識

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
お

り
、教
育
旅
行
や
企
業
研
修
に
も
適
し
て
い
る

た
め
、今
後
の
東
北
観
光
の
一
つ
の
核
と
な
り

得
る
と
考
え
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
中
で
、国
内
旅
行

の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。特
に
、観
光

庁
のG
o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
事
業
や
各
県
等
に
よ
る

住
民
向
け
の
旅
行
費
用
補
助
を
契
機
と
し
て
、

居
住
地
域
の
近
く
を
旅
行
し
、身
近
な
観
光
魅

力
を
再
発
見
す
る
、い
わ
ゆ
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
拡
大
し
た
。こ
の
こ
と
は
新
た
な
観

光
需
要
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
価
値

の
認
識
に
よ
る
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸

成
に
も
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。こ
の
市

場
は
こ
れ
ま
で
余
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、東
京
を
中
心
と
す
る
大
都
市
圏
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
加
え
て
、継
続
し
て
取
り
組
む
価
値

が
あ
る
と
考
え
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
は
働
き
方
が
見
直
さ
れ
る
き
っ
か

け
と
な
り
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ブ
レ
ジ
ャ
ー

が
真
剣
に
検
討
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。東
北

は
関
東
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、自
然
環
境

に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
地

と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。既
に
、東
北

各
地
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、施
設
整
備
や
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。と
は
い
え
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
先

進
的
な
I
T
企
業
の
社
員
で
は
な
い
、一
般
の

会
社
員
が
自
由
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ

う
に
な
る
に
は
、少
し
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ

う
。ま
ず
は
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
吟
味
し
た
上
で
、

企
業
合
宿
や
研
修
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、地
域

が
提
供
で
き
る
価
値
を
明
確
に
し
て
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、タ
ッ
チ
レ

ス
の
動
き
も
加
速
さ
せ
た
。観
光
に
お
い
て
も

観
光
客
受
入
の
場
面
で
こ
れ
ら
を
促
進
す
る
と

も
に
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
お
け
る
新
し

い
技
術
の
活
用
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
予
約
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
、オ
ン

ラ
イ
ン
化
と
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
効
果
最
大
化

等
を
一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　2
0
1
3
年
6
月
、私
が
観
光
庁
で
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
復
興
を
担
当
し
て
い
る
時
、東
北
支

援
の
一
環
と
し
て
、日
A
S
E
A
N
観
光
当
局
者

会
議
を
い
わ
き
市
で
開
催
し
、そ
の
後
会
津
、山

形
、宮
城
を
視
察
し
て
も
ら
っ
た
。A
S
E
A
N

か
ら
の
参
加
者
は
、被
災
者
の
ス
ト
ー
リ
ー
と

と
も
に
、私
た
ち
に
は
当
た
り
前
に
存
在
し
て

い
る
緑
の
山
々
が
続
く
景
色
が
い
ち
ば
ん
印
象

的
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。外
の
目
で
改
め
て

自
ら
の
地
域
を
見
て
み
る
こ
と
の
重
要
性
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
よ
り
、東
北
の
人
々
も
東
北
の
魅

力
を
再
発
見
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。日

本
で
は
田
舎
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
謙
遜
も
あ
っ

て「
う
ち
に
は
何
も
な
い
」と
言
う
傾
向
が
あ
る

気
が
す
る
。一
方
、私
が
2
0
1
9
年
ま
で
3
年

間
赴
任
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
で
は
、ど
ん
な
小

さ
な
村
の
人
も「
私
の
村
の
オ
リ
ー
ブ
や
ハ
ム

は
最
高
で
、景
色
が
き
れ
い
で
、空
気
も
水
も
美

味
し
い
か
ら
遊
び
に
来
な
い
と
損
だ
」と
言
う
。

世
界
の
旅
行
メ
デ
ィ
ア
は
既
に
東
北
に
注
目
し

て
い
る
。私
た
ち
も
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
を
行
い
、自
信
と
誇
り
を
持
っ
て「
東
北
に
来

て
」と
言
っ
て
い
き
た
い
。

　東
北
の
観
光
は
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
影

響
を
受
け
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

更
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。し
か
し
、遠
く
な

い
将
来
に
コ
ロ
ナ
は
収
束
し
、観
光
は
戻
っ
て

く
る
。今
は
コ
ロ
ナ
に
耐
え
つ
つ
、コ
ロ
ナ
後
を

見
据
え
た
取
組
を
着
実
に
進
め
る
時
期
で
あ

る
。幸
い
な
こ
と
に
、今
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で

の
6
か
月
に
わ
た
っ
て
、J
R
グ
ル
ー
プ
、自
治

体
、東
北
観
光
推
進
機
構
等
の
協
働
に
よ
る
東

北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実

施
さ
れ
る
。同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
震
災
後
10
年

を
念
頭
に
コ
ロ
ナ
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
が
、結
果
的
に
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
復

活
の
狼
煙
を
上
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
機
会
に
な

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。東
北
運
輸
局
と
し
て

も
、東
北
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
引
き
続
き
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。東
北
の
観
光
は
東

日
本
大
震
災
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
か
ら
き
っ
と
立
ち
上
が
る
。東
北
観
光
の

ロ
ゴ（
2
0
1
6
年
制
定
）に
あ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
の
よ
う
に
。

らS
o
c
ie
ty
 o
f A
m
e
ric
a
n
 T
ra
v
e
l 

W
riters

（
全
米
旅
行
記
者
協
会
）に
所
属
す
る

40
名
を
招
請
し
て
、東
北
各
地
の
自
然
と
文
化

を
体
験
取
材
し
て
も
ら
い
、様
々
な
露
出
に
つ

な
げ
た
。

　従
来
、東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
は
、各
県
等
が
そ
れ
ぞ
れ
に
行
う
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、「
東
北
」と
い
う
地
域
名
や
ブ
ラ

ン
ド
の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
て
、東
北
運

輸
局
と
東
北
観
光
推
進
機
構
が
中
心
と
な
っ

て
、各
自
治
体
や
D
M
O（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）と
連
携
し
、東
北
を
一
体
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、東
北
域
内

を
周
遊
す
る
ル
ー
ト
や
旅
行
商
品
の
開
発
を
行

っ
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

観
光
客
誘
致
と
と
も
に
、誘
客
に
必
要
な
東
北

と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
際
航
空
路
線
の
充
実
や
国

際
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ

た
。台
北
と
は
仙
台
、花
巻
、青
森
が
結
ば
れ
た

　一
方
、観
光
地
づ
く
り
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
づ

く
り
に
は
、各
地
の
D
M
O
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。東
北
で
は
、広
域
連
携
D
M
O
で
あ

る
東
北
観
光
推
進
機
構
を
は
じ
め
、地
域
連
携

D
M
O
、地
域
D
M
O
あ
わ
せ
て
35（
う
ち
候
補

法
人
5
）が
観
光
庁
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、東
北

4
．終
わ
り
に

8

2
2
2
2
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2
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2
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2
22
2
22
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陸
復
興
国
立
公
園
」を
指
定
し
た
。そ
の
国
立
公

園
を
足
掛
か
り
に
復
興
事
業
に
臨
も
う
と
す
る

「
環
境
省
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
開

始
さ
れ
る
。

 

国
立
公
園
か
ら

震
災
復
興
に
臨
む

　
三
陸
地
域
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
関
東
か
ら

の
主
要
な
交
通
手
段
は
、八
戸
、盛
岡
、仙
台
の

新
幹
線
駅
を
基
点
と
し
、半
分
く
ら
い
の
三
陸

の
町
は
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
２
時
間
近
い
車
両

で
の
ア
ク
セ
ス
を
経
て
よ
う
や
く
至
る
。道
路

事
情
の
改
善
が
進
ん
で
い
る
現
在
で
も
岩
手
県

太
平
洋
岸
に
は
東
京
駅
か
ら
5

時
間
以
上
か
か
る
。そ
の
よ
う

な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
地
域
が
、

震
災
に
よ
り
社
会
イ
ン
フ
ラ
が

ズ
タ
ズ
タ
に
な
り
、生
活
の
場

が
奪
わ
れ
、被
災
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ（
集
落
）の
一
部
は
離
散

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
震
災
復
興
と
い
う
命
題
に
対

峙
し
た
時
、規
制
に
よ
り
自
然

を
保
護
す
る
こ
と
を
軸
と
す
る

国
立
公
園
に
一
体
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
、と
私
は
思
っ
た
。

観
光
イ
ン
フ
ラ
の
一
部
を
自
然

公
園
法
に
基
づ
く
公
共
事
業
に

よ
り
復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
が
、観
光
施
設
の
復
旧

が
、大
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い

る
地
域
産
業
の
復
活
と
連
動
し

な
け
れ
ば
復
興
に
な
ら
な
い
。

見
て
い
た
。午
後
5
時
頃
、事
務
所
の
あ
る
福
江

港
に
戻
る
と
潮
位
変
動
が
あ
り
、午
後
5
時
半

頃
に
40
㎝
の
津
波
が
到
達
し
た
と
記
憶
し
て
い

る
。波
止
場
の
高
さ
に
至
る
す
ん
で
の
と
こ
ろ

で
海
は
下
が
っ
て
い
っ
た
。3
日
後
の
3
月
14

日
、私
の
人
生
そ
の
後
10
年
を
決
め
る
人
物
と

出
会
う
。加
藤
則
芳
と
い
う
作
家
で
あ
る
。環
境

省
自
然
環
境
局
が
担
う「
国
立
公
園
」に
関
す
る

取
材
を
行
い
、本
を
書
い
て
い
る
人
で
あ
っ
た
。

「
世
界
の
国
立
公
園
制
度
の
開
祖
」で
あ
る
ジ
ョ

ン
・
ミ
ュ
ー
ア（
ア
メ
リ
カ
1
8
3
8
〜
1
9
1

4
）の
研
究
者
で
も
あ
る
。

　
氏
は
、私
の
上
司
で
あ
る
神
田
修
二
の
依
頼

で
、こ
れ
ま
た
環
境
省
の
施
策
で
あ
る「
九
州
自

然
歩
道
」の
再
生
と
、そ
の
五
島
列
島
へ
の
延
伸

に
関
し
、私
を
指
導
す
べ
く
横
浜
か
ら
五
島
列

島
に
来
て
い
た
。氏
は
少
し
前
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い

う
病
を
発
症
し
て
い
た
。筋
肉
が
委
縮
し
、歩
け

な
く
な
り
、喋
れ
な
く
な
り
、最
後
は
呼
吸
が
で

き
な
く
な
る
、治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

難
病
で
あ
る
。氏
は
覚
束
な
い
足
取
り
で
杖
を

突
き
な
が
ら
五
島
列
島
の
島
々
を
巡
っ
た
。九

州
自
然
歩
道
の
延
伸
が
計
画
さ
れ
て
い
る
箇
所

を
説
明
す
る
と
、氏
は
遠
い
目
を
し
な
が
ら
、あ

そ
こ
を
ず
ー
っ
と
島
の
北
端
ま
で
い
く
ト
レ
イ

ル（
歩
く
道
）が
で
き
た
ら
い
い
と
言
っ
た
。五

島
の
島
に
は
最
果
て
の
趣
が
あ
り
、そ
れ
が
醸

し
出
す
雰
囲
気
が
歩
く
旅
の
魅
力
を
高
め
て
く

れ
る
、と
。氏
の
視
線
が
指
し
示
す
先
が
何
な
の

か
、そ
の
時
の
私
に
は
見
え
な
か
っ
た
。氏
は
、

五
島
列
島
の
島
民
向
け
に
、長
距
離
自
然
歩
道

＝
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、と

い
う
講
演
を
行
っ
た
。氏
が
半
年
間
か
け
て
歩

い
た
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
3
5
0
0
㎞
の

紹
介
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。講
演
後
の
夜
に
氏

は
私
に
言
っ
た
。「
長
距
離
自
然
歩
道
は
、地
元

の
人
々
が
関
わ
っ
て
こ
そ
存
在
し
う
る
も
の
。

地
元
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
。」氏
が

言
っ
た
言
葉
の
意
味
を
、私
は
理
解
ど
こ
ろ
か

心
に
留
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、そ
の
翌

1
9
7
7
年
生
ま
れ
。環
境
省
十
和

田
八
幡
平
国
立
公
園
管
理
事
務
所

国
立
公
園
保
護
管
理
企
画
官
。北
海

道
函
館
市
出
身
。 

高
校・大
学
で
は

山
岳
部
に
所
属
し
、北
ア
ル
プ
ス
な

ど
の
山
々
を
踏
破
。「
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
」の
構
想
が
生
ま
れ
た
2
0
1
1
年
当
時
は
本

省
の
国
立
公
園
課
に
在
籍
。「
良
い
ト
レ
イ
ル
づ
く
り
の
た

め
に
は
自
分
の
足
で
調
査
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」と
、11
年

11
月
か
ら
13
年
3
月
に
か
け
て
、の
べ
47
日
間
を
か
け
て

青
森
県
八
戸
市
蕪
島
か
ら
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
ま
で

を
歩
く
。13
年
4
月
か
ら
は
東
北
地
方
環
境
事
務
所
に
勤

務
し
、東
北
の
地
で
ト
レ
イ
ル
づ
く
り
に
奔
走
。2
0
2
0

年
4
月
か
ら
現
職
。

櫻
庭
佑
輔（
さ
く
ら
ば
・
ゆ
う
す
け
）

国
立
公
園
か
ら
臨
む
震
災
復
興

写真：さっぱ船クルーズ（田野畑）

日
に
お
別
れ
し
た
。私
は
こ
の
時
、Ａ
Ｌ
Ｓ
を
患

っ
た
人
が
ど
の
よ
う
に
衰
え
る
の
か
知
ら
な
か

っ
た
。氏
が
活
動
で
き
る
時
間
が
ど
の
く
ら
い

残
さ
れ
て
い
る
の
か
、氏
の
覚
悟
が
い
か
ほ
ど

の
も
の
か
、そ
の
時
は
つ
い
ぞ
知
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。氏
と
の
出
会
い
の
数
日
後
、私
は
五
島

列
島
か
ら
東
京
へ
の
転
勤
を
言
い
渡
さ
れ
た
。

　
東
京
に
赴
任
す
る
と
、環
境
省
自
然
環
境
局

内
に
は
既
に「
震
災
復
興
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

の
芽
が
生
ま
れ
て
い
た
。私
が
引
越
の
荷
物
を

ま
と
め
て
い
る
間
に
、氏
は
五
島
列
島
か
ら
戻

っ
て
ほ
ぼ
日
を
置
か
ず
に
環
境
省
を
訪
れ
、自

ら
の
構
想
を
自
然
環
境
局
に
提
案
し
て
い
た
。

2
0
1
1
・
5
・
18
に
は
、環
境
省
か
ら
三
陸
復

興
国
立
公
園（
仮
称
）と
三
陸
海
岸
ト
レ
イ
ル

（
仮
称
）を
進
め
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。私
が

氏
と
出
会
っ
て
か
ら
、2
か
月
あ
ま
り
の
間
に

「
震
災
復
興
の
国
立
公
園
と
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

は
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。人
生
の
終
わ
り
を

意
識
し
て
い
た
加
藤
氏
の
尋
常
な
ら
ざ
る
情
熱

と
、震
災
復
興
と
い
う
日
本
社
会
の
そ
の
後
数

十
年
に
わ
た
る
命
題
が
奇
跡
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
結
び
つ
い
た
。

地
域
制
国
立
公
園
を
つ
ら
ぬ
く

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」

　
日
本
の
国
立
公
園
は「
地
域
制
」と
い
う
制
度

の
下
、国
土
の
5
・
8
%
を
占
め
る
面
積
に
展
開

し
て
い
て
、国
立
公
園
の
中
に
た
く
さ
ん
人
が

住
み
、生
活
し
て
い
る
。一
方
の「
営
造
物
」と
い

う
制
度
の
、例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
は
、

国
や
州
が
土
地
を
所
有
し
て
い
て
、一
般
の
人

は
住
ん
で
い
た
と
し
て
も
わ
ず
か
で
あ
り
、人

口
密
度
は
極
め
て
低
い
。旅
に
お
い
て
地
域
住

民
と
接
す
る
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、出
会

う
、出
会
わ
な
い
の
ど
ち
ら
も
意
味
が
あ
る
こ

と
だ
が
、と
て
も
大
き
な
違
い
で
も
あ
る
。

　
震
災
復
興
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」は
、日
本
の
中
で
南
北
に
最
も

長
い
国
立
公
園
を
歩
い
て
旅
す
る
と
い
う
提
案

で
あ
る
。欧
米
の
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス（
手
つ
か
ず
の

原
生
的
な
自
然
環
境
）を
行
く
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
と
異
な
り
、荒
ぶ
る
自
然
と
人
の
住
ま
う
空

間
の
狭
間
を
旅
す
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
。

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
多
く
の
部
分
が
、人
が
生
活

に
使
っ
て
い
る
か
、か
つ
て
使
っ
て
い
た
道
を

地
域
住
民
と
共
に
復
活
さ
せ
て
繋
げ
た
道
で
あ

る
。道
を
つ
く
っ
た
の
は
今
昔
の
住
民
で
あ
り
、

道
を
歩
い
て
出
会
う
の
は
今
を
生
き
て
い
る
住

民
と
そ
の
方
々
の
生
活
場
面
で
あ
る
。震
災
も

そ
こ
か
ら
の
復
興
の
過
程
も
、今
を
生
き
る
地

域
の
人
々
の
生
活
の
中
に
あ
る
。余
所
者
が
震

災
と
は
何
だ
っ
た
か
の
か
を
知
り
た
い
の
で
あ

れ
ば
、被
災
地
を
歩
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。被

災
地
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
震
災
と
い
う
出
来

事
だ
け
で
は
な
い
。2
0
1
1
・
3
・
11
に
至
る

ま
で
も
生
活
で
あ
り
、そ
こ
か
ら
の
復
興
の
み

ち
の
り
も
生
活
で
あ
り
、そ
の
先
を
想
像
す
る

こ
と
も
生
活
で
あ
る
。そ
の
生
活
の
場
が
、復
興

国
立
公
園
で
も
あ
る
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
は
、国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
国
内
第

一
級
の
景
観
地
を
め
ぐ
る
だ
け
で
な
く
、そ
こ

に
住
ま
う
人
々
が
、強
烈
な
自
然
の
力
と
折
り

合
い
を
付
け
つ
つ
、先
祖
代
々
営
み
を
続
け
て

き
た
、人
と
自
然
と
の
共
生
の
地
を
巡
る
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
。

 

震
災
復
興
の
目
指
す
も
の

　
三
陸
の
被
災
地
は
、関
東
圏
以
西
か
ら
は
遠

い
エ
リ
ア
で
あ
り
、震
災
以
前
か
ら
高
齢
化
・
過

疎
が
進
み
続
け
て
い
る
。震
災
に
よ
り
人
口
減

少
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、被
災
し
、土
地
の
嵩
上
げ
を
行
っ
た（
町
の

復
旧
を
一
か
ら
や
り
直
し
た
）地
域
に
お
い
て

は
、震
災
前
と
比
較
し
、人
口
４
割
減
と
言
わ
れ

て
い
る
。新
規
定
住
人
口
≧
流
出
人
口
を
目
指

す
が
、日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
高
齢
化
・
過

疎
化
が
進
ん
で
お
り
、人
口
減
少
の
構
造
的
土

台
が
あ
る
前
提
で
の
目
標
設
定
と
戦
略
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
現
代
は
、流
通
す
る
情
報
量
の
増
大
と
と
も

に
、情
報
を
持
っ
た
個
人
が
独
自
に
判
断
・
選
択

す
る
社
会
に
な
っ
て
お
り
、自
身
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
条
件
の
良
い
と
こ
ろ
を
選
択
し
て
人
が

住
ま
う
と
い
う
考
え
方
が
少
し
ず
つ
浸
透
し
て

き
て
い
る
。地
方
が
取
り
組
む「
交
流
人
口
の
拡

大
」は
、人
口
分
散
の
効
果
を
受
け
取
る
た
め
の

足
掛
か
り
と
な
り
う
る
。

　
交
流
人
口
拡
大
は
三
段
階
あ
る
と
考
え
る
。

一
つ
目
は
、余
所
か
ら
来
ら
れ
る
方
に
そ
の
地

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
段
階
で
あ
る
。観
光
目
的

な
ど
で
来
訪
し
当
地
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
、地

域
住
民
と
交
流
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
指
す
。

二
つ
目
は
、募
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
地

域
活
動
に
協
力
す
る
段
階
で
あ
る
。多
く
の
余

所
者
は
こ
の
段
階
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
触

れ
る
。三
つ
目
は
、当
地
に
住
む
こ
と
を
考
え
る

ほ
ど
、当
地
に
魅
力
を
感
じ
、地
域（
近
所
の
人
、

仕
事
、住
ま
い
な
ど
）を
見
て
回
り
、深
く
知
ろ

う
と
す
る
段
階
で
あ
る
。こ
こ
ま
で
交
流
の
段

階
が
進
め
ば
、定
住
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も
実

現
性
が
出
て
く
る
。災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の

作
業
で
は
、二
つ
目
の
段
階
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。災
害
の
応
援
に
来
て

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
有
難
い
の
は
、労
働

力
と
し
て
大
事
な
の
で
は
な
く
、当
地
を
応
援

し
て
く
れ
る
気
持
ち
が
あ
り
、さ
ら
に
そ
の
先

に
交
流
を
継
続
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
有
難
い
の
で
あ
る
。

　
交
流
人
口
の
拡
大
は
、経
済
活
動
や
ビ
ジ
ネ

ス
に
結
び
付
け
て
、経
済
効
果
云
々
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、日
本
の
高
齢
化
・
過
疎
化
が

進
む
地
域
に
と
っ
て
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新

陳
代
謝
へ
の
好
影
響
こ
そ
期
待
し
た
い
。世
の

中
は
様
変
わ
り
し
、生
ま
れ
た
土
地
で
生
き
て

終
え
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
時
代
、労
働
者

と
し
て
大
人
に
な
る
と
都
会
へ
出
る
人
が
多
く

存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
の
時
代
、先
祖

代
々
の
土
着
と
い
う
要
素
が
少
な
く
な
っ
た
か

ら
こ
そ
自
ら
が
求
め
る
住
み
よ
い
有
利
な
土
地

へ
自
ら
の
判
断
で
移
住
し
て
い
く
現
代
へ
。

　
国
立
公
園
は
お
お
む
ね
高
齢
化
・
過
疎
化
が

進
む「
日
本
の
田
舎
」に
あ
る
。直
接
的
に
定
住

人
口
を
獲
得
す
る
ほ
ど
の
経
済
循
環
を
生
み
出

し
て
い
な
い
が
、交
流
人
口
拡
大
の
初
端
で
も

あ
る
観
光
促
進
に
対
し
て
は
一
部
役
割
を
担
っ

て
い
る
。ま
た
、国
立
公
園
は
定
住
人
口
を
生
み

出
す
上
で
重
要
な
要
素
、具
体
的
に
は「
水
」「
空

気
」「
朝
と
昼
と
夕
と
夜
」「
四
季
」「
食
材
」「
心
洗

わ
れ
る
景
観
」「
社
会
制
約
の
少
な
い
時
間
の
流

れ
」「
限
ら
れ
た
、け
れ
ど
そ
れ
な
り
に
深
い
近

所
づ
き
あ
い
」な
ど
、現
代
人
が
生
き
る
場
所
と

し
て
敢
え
て
選
択
し
う
る
環
境
条
件
を
提
示
し

て
お
り
、そ
れ
を
欲
す
る
方
々
に
と
っ
て
は
好

物
件
地
で
あ
る
。加
え
て
、そ
れ
ら
自
然
環
境
が

も
た
ら
す
効
果
が
極
力
壊
れ
な
い
よ
う
国
が
開

発
制
限
を
課
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、国
立

公
園
は
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
で
安
全
な「
生
き
る
に

足
る
環
境
」を
提
供
す
る
有
効
な
社
会
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

震
災
復
興
11
年
目

　
2
0
1
1
・
3
・
14
‐
15
と
加
藤
氏
と
2
日
の

時
間
を
共
有
し
、私
と
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
関

わ
り
が
始
ま
っ
た
。氏
が
見
て
い
た
風
景
は
、私

に
は
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
が
、

私
は
少
し
ず
つ
、氏
の
後
追
い
を
す
る
こ
と
で

路
傍
の
石
の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
い
く
道
の
り

の
途
中
に
あ
る
。一
方
で
、氏
は
あ
の
日
、我
々

が
足
掛
け
9
年
で
1
0
2
5
㎞
の「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
予
想

し
な
か
っ
た
と
思
う
。10
年
前
に
氏
が
言
っ
た

こ
と
が
、発
展
の
途
上
と
は
い
え
、今
、実
現
し

て
い
る
。注
が
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
膨
大
さ
を

思
う
と
、た
だ
た
だ
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
震
災
復
興
と
は
何
で
あ
る
の
か
。そ
れ
は
震

災
復
興
と
い
う
命
題
の
下
、あ
ま
た
の
人
々
が

意
思
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
社
会
へ
の
貢
献
活

動
、ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
地
域
を
癒
す
活
動
の

総
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、震
災
復
興
の
先
に

お
い
て
は
、地
域
を
再
生
・
活
性
さ
せ
て
い
く
取

り
組
み
と
し
て
続
い
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
主
役
は
、地
域
に
住
ま
う
人
々
で
あ
り
、地

域
を
訪
れ
る
余
所
者
で
も
あ
る
。三
陸
復
興
国

立
公
園
、み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、そ
の

方
々
が
交
わ
る
た
め
の
舞
台
装
置
で
あ
り
続
け

て
ほ
し
い
。「
地
域
か
ら
声
が
沸
き
上
が
る
よ
う

な
ト
レ
イ
ル
に
し
よ
う
。」加
藤
氏
の
言
葉
が
耳

に
響
き
続
け
る
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
と

の
関
わ
り
が
11
年
目
を
迎
え
た
こ
の
春
、私
は

震
災
復
興
を
振
り
返
り
感
慨
に
ふ
け
る
心
持
ち

に
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
。

※「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」の
概
要
は
、

『
観
光
文
化
2
4
3
号
』に
掲
載
し
た
、

櫻
庭
氏
の
講
演
記
録「
第
17
回
た
び
と
し
ょcafe

東
北
1
0
0
0
km
を
つ
な
ぐ〝
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
〞」の

記
事
参
照
。

https://w
w
w
.jtb.or.jp/w

p-content/uploads/2
0
1
9
/

1
0
/bunka2

4
3
.pdf

国
立
公
園
の
機
能

　
国
立
公
園
は
自
然
公
園
法
に
基
づ
い
て
指
定

さ
れ
、そ
の
法
律
の
第
１
条
に
は
、「
優
れ
た
自

然
の
風
景
地
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、そ
の
利

用
の
増
進
を
図
り
、も
っ
て
国
民
の
保
健
、休
養

及
び
教
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」と

書
か
れ
て
い
る
。「
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」と
言
っ
て
い
る
あ
た
り
、国
立
公
園
の
仕
組

み
だ
け
で
事
を
成
す
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
取
組

と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
効
果
を
発
揮
す
る
制
度
と

推
察
さ
れ
る
。国
民
み
な
さ
ま
に
ゆ
っ
く
り
休

ん
で
健
康
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
、自
然
の
成

り
立
ち
を
発
見
・
学
習
し
た
り
、頭
と
心
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
閃
き
を
鋭
く
し
た
り
、人
生
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
お
手
伝
い
す
る
。そ
れ
は

美
し
く
保
護
さ
れ
た（
場
合
に
よ
っ
て
は
管
理

さ
れ
た
）風
景「
地
」で
こ
そ
実
現
で
き
る
こ
と

だ
、と
国
立
公
園
は
主
張
し
て
い
る
。

　
風
景
の
保
護
で
は
な
く
、風
景「
地
」の
保
護
。

「
エ
リ
ア
」の
保
護
だ
と
い
う
こ
と
は
、制
度
の

重
要
な
観
点
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
日
本
の
国

立
公
園
は
、風
景
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
主
目
的

と
す
る
管
理
が
な
さ
れ
、国
立
公
園
が
面
的
に

広
が
っ
て
い
る
こ
と
の
実
を
十
分
に
活
用
し
て

い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。写
真
で
見
る
国

立
公
園
は
い
つ
も
風
景
で
あ
る
が
、国
立
公
園

が
提
供
し
て
い
る
も
の
は
空
間
で
あ
る
。そ
の

場
に
身
を
置
か
な
い
と
、空
間
の
素
晴
ら
し
さ

は
理
解
で
き
な
い
か
ら
、国
立
公
園
が
ど
れ
だ

け
素
敵
な
の
か
は
、実
は
写
真
で
は
わ
か
ら
な

い
。国
立
公
園
は
、他
者
の
関
与
に
埋
め
尽
く
さ

れ
た
管
理
空
間
で
は
な
く
、思
い
思
い
遊
ぶ
た

め
の
自
由
な
空
間
で
あ
る
。「（
決
し
て
勝
手
で

は
な
く
）ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
自
由
」の
下
に
行

動
す
る
こ
と
で
、時
間
と
空
間
を
使
い
、環
境
と

自
己
認
識
を
総
体
化
さ
せ
る
作
用
を
も
た
ら
す
。

例
え
る
な
ら
修
験
者
修
行
の
入
門
あ
た
り
で
遊

ぶ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。風
景
地
を
保

護
す
る
た
め
の
規
制
や
取
組
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
同
時
に
、利
活
用
に
関
す
る
発
想
と
そ

れ
に
基
づ
く
取
組
は
、空
間
的
な
認
識
に
基
づ

き
、多
様
で
、多
面
的
で
、か
つ
柔
軟
で
あ
る
べ

き
だ
。

震
災
復
興
の
た
め
の

国
立
公
園
の
指
定

　
当
時
の
厚
生
省
国
立
公
園
部
は
、昭
和
30
年

に
岩
手
県
普
代
村
か
ら
釜
石
市
ま
で
の
太
平
洋

沿
岸
部
を「
陸
中
海
岸
国
立
公
園
」に
指
定
し
た
。

当
地
に
4
年
間
駐
在
し
た
私
の
こ
の
国
立
公
園

に
対
す
る
印
象
は
、海
に
せ
り
出
し
た「
崖
だ
ら

け
」の
国
立
公
園
と
い
う
も
の
だ
。崖
地
が
多
い

た
め
、そ
の
場
所
自
体
の
利
用
可
能
性
は
限
ら

れ
、展
望
台
な
ど
か
ら
眺
望
し
て
、美
し
い
と
感

嘆
す
る
。展
望
台
か
ら
眺
望
で
き
な
い
場
所
も

た
く
さ
ん
あ
り
、海
に
出
帆
す
る
こ
と
で
初
め

て
地
形
の
壮
大
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

津
波
の
被
害
を
受
け
た
エ
リ
ア
は
、陸
中
海
岸

国
立
公
園
の
範
囲
よ
り
も
さ
ら
に
は
る
か
長
大

で
あ
っ
た
。日
本
で
最
も
古
い
地
質
帯
の
一
つ

で
あ
る
北
上
山
地
と
太
平
洋
の
コ
ン
タ
ク
ト
ラ

イ
ン
に
崖
地
や
リ
ア
ス
の
地
形
が
続
く
海
岸
線

が「
三
陸
海
岸
」で
あ
る
と
の
地
理
地
形
学
的
な

考
え
方
に
基
づ
き「
陸
中
海
岸
国
立
公
園
」か
ら

南
北
の
沿
岸
域
に
範
囲
を
延
伸
す
る
形
で「
三

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
支
援
す
る
な
ど
、国

立
公
園
の
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
た
前
例
を
聞

い
た
こ
と
が
な
い
。ほ
と
ん
ど
の
行
政
機
関
に

と
っ
て
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
は「
前
例

が
な
い
」取
り
組
み
の
連
続
で
あ
っ
た
と
思
う
。

私
の
震
災
復
興
は
じ
ま
り

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
時
間
、私
は
長

崎
県
五
島
列
島
、福
江
島
の
美
し
い
砂
浜
に
居

た
。西
海
国
立
公
園
の
管
理
を
す
る
離
島
の
事

務
所
に
一
人
で
勤
務
し
て
お
り
、巨
大
地
震
が

発
生
し
た
こ
と
も
知
ら
ず
、東
シ
ナ
海
に
向
け

て
角
度
を
落
と
す
途
中
の
ま
だ
明
る
い
西
日
を

2

〜

環

境

省

グ

リ

ー

ン

復

興

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

10

年

〜

国立公園から臨む震災復興2

第249号 May 20219

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



図 1 三陸復興国立公園の構成図

図 2 全国の長距離自然歩道

図 3 九州自然歩道ポータル

陸
復
興
国
立
公
園
」を
指
定
し
た
。そ
の
国
立
公

園
を
足
掛
か
り
に
復
興
事
業
に
臨
も
う
と
す
る

「
環
境
省
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
開

始
さ
れ
る
。

 

国
立
公
園
か
ら

震
災
復
興
に
臨
む

　
三
陸
地
域
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
関
東
か
ら

の
主
要
な
交
通
手
段
は
、八
戸
、盛
岡
、仙
台
の

新
幹
線
駅
を
基
点
と
し
、半
分
く
ら
い
の
三
陸

の
町
は
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
２
時
間
近
い
車
両

で
の
ア
ク
セ
ス
を
経
て
よ
う
や
く
至
る
。道
路

事
情
の
改
善
が
進
ん
で
い
る
現
在
で
も
岩
手
県

太
平
洋
岸
に
は
東
京
駅
か
ら
5

時
間
以
上
か
か
る
。そ
の
よ
う

な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
地
域
が
、

震
災
に
よ
り
社
会
イ
ン
フ
ラ
が

ズ
タ
ズ
タ
に
な
り
、生
活
の
場

が
奪
わ
れ
、被
災
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ（
集
落
）の
一
部
は
離
散

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
震
災
復
興
と
い
う
命
題
に
対

峙
し
た
時
、規
制
に
よ
り
自
然

を
保
護
す
る
こ
と
を
軸
と
す
る

国
立
公
園
に
一
体
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
、と
私
は
思
っ
た
。

観
光
イ
ン
フ
ラ
の
一
部
を
自
然

公
園
法
に
基
づ
く
公
共
事
業
に

よ
り
復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
が
、観
光
施
設
の
復
旧

が
、大
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い

る
地
域
産
業
の
復
活
と
連
動
し

な
け
れ
ば
復
興
に
な
ら
な
い
。

見
て
い
た
。午
後
5
時
頃
、事
務
所
の
あ
る
福
江

港
に
戻
る
と
潮
位
変
動
が
あ
り
、午
後
5
時
半

頃
に
40
㎝
の
津
波
が
到
達
し
た
と
記
憶
し
て
い

る
。波
止
場
の
高
さ
に
至
る
す
ん
で
の
と
こ
ろ

で
海
は
下
が
っ
て
い
っ
た
。3
日
後
の
3
月
14

日
、私
の
人
生
そ
の
後
10
年
を
決
め
る
人
物
と

出
会
う
。加
藤
則
芳
と
い
う
作
家
で
あ
る
。環
境

省
自
然
環
境
局
が
担
う「
国
立
公
園
」に
関
す
る

取
材
を
行
い
、本
を
書
い
て
い
る
人
で
あ
っ
た
。

「
世
界
の
国
立
公
園
制
度
の
開
祖
」で
あ
る
ジ
ョ

ン
・
ミ
ュ
ー
ア（
ア
メ
リ
カ
1
8
3
8
〜
1
9
1

4
）の
研
究
者
で
も
あ
る
。

　
氏
は
、私
の
上
司
で
あ
る
神
田
修
二
の
依
頼

で
、こ
れ
ま
た
環
境
省
の
施
策
で
あ
る「
九
州
自

然
歩
道
」の
再
生
と
、そ
の
五
島
列
島
へ
の
延
伸

に
関
し
、私
を
指
導
す
べ
く
横
浜
か
ら
五
島
列

島
に
来
て
い
た
。氏
は
少
し
前
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い

う
病
を
発
症
し
て
い
た
。筋
肉
が
委
縮
し
、歩
け

な
く
な
り
、喋
れ
な
く
な
り
、最
後
は
呼
吸
が
で

き
な
く
な
る
、治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

難
病
で
あ
る
。氏
は
覚
束
な
い
足
取
り
で
杖
を

突
き
な
が
ら
五
島
列
島
の
島
々
を
巡
っ
た
。九

州
自
然
歩
道
の
延
伸
が
計
画
さ
れ
て
い
る
箇
所

を
説
明
す
る
と
、氏
は
遠
い
目
を
し
な
が
ら
、あ

そ
こ
を
ず
ー
っ
と
島
の
北
端
ま
で
い
く
ト
レ
イ

ル（
歩
く
道
）が
で
き
た
ら
い
い
と
言
っ
た
。五

島
の
島
に
は
最
果
て
の
趣
が
あ
り
、そ
れ
が
醸

し
出
す
雰
囲
気
が
歩
く
旅
の
魅
力
を
高
め
て
く

れ
る
、と
。氏
の
視
線
が
指
し
示
す
先
が
何
な
の

か
、そ
の
時
の
私
に
は
見
え
な
か
っ
た
。氏
は
、

五
島
列
島
の
島
民
向
け
に
、長
距
離
自
然
歩
道

＝
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、と

い
う
講
演
を
行
っ
た
。氏
が
半
年
間
か
け
て
歩

い
た
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
3
5
0
0
㎞
の

紹
介
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。講
演
後
の
夜
に
氏

は
私
に
言
っ
た
。「
長
距
離
自
然
歩
道
は
、地
元

の
人
々
が
関
わ
っ
て
こ
そ
存
在
し
う
る
も
の
。

地
元
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
。」氏
が

言
っ
た
言
葉
の
意
味
を
、私
は
理
解
ど
こ
ろ
か

心
に
留
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、そ
の
翌

アジア、その極東　みちのく潮風トレイル

日
に
お
別
れ
し
た
。私
は
こ
の
時
、Ａ
Ｌ
Ｓ
を
患

っ
た
人
が
ど
の
よ
う
に
衰
え
る
の
か
知
ら
な
か

っ
た
。氏
が
活
動
で
き
る
時
間
が
ど
の
く
ら
い

残
さ
れ
て
い
る
の
か
、氏
の
覚
悟
が
い
か
ほ
ど

の
も
の
か
、そ
の
時
は
つ
い
ぞ
知
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。氏
と
の
出
会
い
の
数
日
後
、私
は
五
島

列
島
か
ら
東
京
へ
の
転
勤
を
言
い
渡
さ
れ
た
。

　
東
京
に
赴
任
す
る
と
、環
境
省
自
然
環
境
局

内
に
は
既
に「
震
災
復
興
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

の
芽
が
生
ま
れ
て
い
た
。私
が
引
越
の
荷
物
を

ま
と
め
て
い
る
間
に
、氏
は
五
島
列
島
か
ら
戻

っ
て
ほ
ぼ
日
を
置
か
ず
に
環
境
省
を
訪
れ
、自

ら
の
構
想
を
自
然
環
境
局
に
提
案
し
て
い
た
。

2
0
1
1
・
5
・
18
に
は
、環
境
省
か
ら
三
陸
復

興
国
立
公
園（
仮
称
）と
三
陸
海
岸
ト
レ
イ
ル

（
仮
称
）を
進
め
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。私
が

氏
と
出
会
っ
て
か
ら
、2
か
月
あ
ま
り
の
間
に

「
震
災
復
興
の
国
立
公
園
と
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

は
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。人
生
の
終
わ
り
を

意
識
し
て
い
た
加
藤
氏
の
尋
常
な
ら
ざ
る
情
熱

と
、震
災
復
興
と
い
う
日
本
社
会
の
そ
の
後
数

十
年
に
わ
た
る
命
題
が
奇
跡
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
結
び
つ
い
た
。

地
域
制
国
立
公
園
を
つ
ら
ぬ
く

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」

　
日
本
の
国
立
公
園
は「
地
域
制
」と
い
う
制
度

の
下
、国
土
の
5
・
8
%
を
占
め
る
面
積
に
展
開

し
て
い
て
、国
立
公
園
の
中
に
た
く
さ
ん
人
が

住
み
、生
活
し
て
い
る
。一
方
の「
営
造
物
」と
い

う
制
度
の
、例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
は
、

国
や
州
が
土
地
を
所
有
し
て
い
て
、一
般
の
人

は
住
ん
で
い
た
と
し
て
も
わ
ず
か
で
あ
り
、人

口
密
度
は
極
め
て
低
い
。旅
に
お
い
て
地
域
住

民
と
接
す
る
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、出
会

う
、出
会
わ
な
い
の
ど
ち
ら
も
意
味
が
あ
る
こ

と
だ
が
、と
て
も
大
き
な
違
い
で
も
あ
る
。

　
震
災
復
興
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」は
、日
本
の
中
で
南
北
に
最
も

長
い
国
立
公
園
を
歩
い
て
旅
す
る
と
い
う
提
案

で
あ
る
。欧
米
の
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス（
手
つ
か
ず
の

原
生
的
な
自
然
環
境
）を
行
く
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
と
異
な
り
、荒
ぶ
る
自
然
と
人
の
住
ま
う
空

間
の
狭
間
を
旅
す
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
。

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
多
く
の
部
分
が
、人
が
生
活

に
使
っ
て
い
る
か
、か
つ
て
使
っ
て
い
た
道
を

地
域
住
民
と
共
に
復
活
さ
せ
て
繋
げ
た
道
で
あ

る
。道
を
つ
く
っ
た
の
は
今
昔
の
住
民
で
あ
り
、

道
を
歩
い
て
出
会
う
の
は
今
を
生
き
て
い
る
住

民
と
そ
の
方
々
の
生
活
場
面
で
あ
る
。震
災
も

そ
こ
か
ら
の
復
興
の
過
程
も
、今
を
生
き
る
地

域
の
人
々
の
生
活
の
中
に
あ
る
。余
所
者
が
震

災
と
は
何
だ
っ
た
か
の
か
を
知
り
た
い
の
で
あ

れ
ば
、被
災
地
を
歩
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。被

災
地
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
震
災
と
い
う
出
来

事
だ
け
で
は
な
い
。2
0
1
1
・
3
・
11
に
至
る

ま
で
も
生
活
で
あ
り
、そ
こ
か
ら
の
復
興
の
み

ち
の
り
も
生
活
で
あ
り
、そ
の
先
を
想
像
す
る

こ
と
も
生
活
で
あ
る
。そ
の
生
活
の
場
が
、復
興

国
立
公
園
で
も
あ
る
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
は
、国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
国
内
第

一
級
の
景
観
地
を
め
ぐ
る
だ
け
で
な
く
、そ
こ

に
住
ま
う
人
々
が
、強
烈
な
自
然
の
力
と
折
り

合
い
を
付
け
つ
つ
、先
祖
代
々
営
み
を
続
け
て

き
た
、人
と
自
然
と
の
共
生
の
地
を
巡
る
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
。

 

震
災
復
興
の
目
指
す
も
の

　
三
陸
の
被
災
地
は
、関
東
圏
以
西
か
ら
は
遠

い
エ
リ
ア
で
あ
り
、震
災
以
前
か
ら
高
齢
化
・
過

疎
が
進
み
続
け
て
い
る
。震
災
に
よ
り
人
口
減

少
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、被
災
し
、土
地
の
嵩
上
げ
を
行
っ
た（
町
の

復
旧
を
一
か
ら
や
り
直
し
た
）地
域
に
お
い
て

は
、震
災
前
と
比
較
し
、人
口
４
割
減
と
言
わ
れ

て
い
る
。新
規
定
住
人
口
≧
流
出
人
口
を
目
指

す
が
、日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
高
齢
化
・
過

疎
化
が
進
ん
で
お
り
、人
口
減
少
の
構
造
的
土

台
が
あ
る
前
提
で
の
目
標
設
定
と
戦
略
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
現
代
は
、流
通
す
る
情
報
量
の
増
大
と
と
も

に
、情
報
を
持
っ
た
個
人
が
独
自
に
判
断
・
選
択

す
る
社
会
に
な
っ
て
お
り
、自
身
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
条
件
の
良
い
と
こ
ろ
を
選
択
し
て
人
が

住
ま
う
と
い
う
考
え
方
が
少
し
ず
つ
浸
透
し
て

き
て
い
る
。地
方
が
取
り
組
む「
交
流
人
口
の
拡

大
」は
、人
口
分
散
の
効
果
を
受
け
取
る
た
め
の

足
掛
か
り
と
な
り
う
る
。

　
交
流
人
口
拡
大
は
三
段
階
あ
る
と
考
え
る
。

一
つ
目
は
、余
所
か
ら
来
ら
れ
る
方
に
そ
の
地

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
段
階
で
あ
る
。観
光
目
的

な
ど
で
来
訪
し
当
地
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
、地

域
住
民
と
交
流
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
指
す
。

二
つ
目
は
、募
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
地

域
活
動
に
協
力
す
る
段
階
で
あ
る
。多
く
の
余

所
者
は
こ
の
段
階
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
触

れ
る
。三
つ
目
は
、当
地
に
住
む
こ
と
を
考
え
る

ほ
ど
、当
地
に
魅
力
を
感
じ
、地
域（
近
所
の
人
、

仕
事
、住
ま
い
な
ど
）を
見
て
回
り
、深
く
知
ろ

う
と
す
る
段
階
で
あ
る
。こ
こ
ま
で
交
流
の
段

階
が
進
め
ば
、定
住
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も
実

現
性
が
出
て
く
る
。災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の

作
業
で
は
、二
つ
目
の
段
階
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。災
害
の
応
援
に
来
て

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
有
難
い
の
は
、労
働

力
と
し
て
大
事
な
の
で
は
な
く
、当
地
を
応
援

し
て
く
れ
る
気
持
ち
が
あ
り
、さ
ら
に
そ
の
先

に
交
流
を
継
続
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
有
難
い
の
で
あ
る
。

　
交
流
人
口
の
拡
大
は
、経
済
活
動
や
ビ
ジ
ネ

ス
に
結
び
付
け
て
、経
済
効
果
云
々
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、日
本
の
高
齢
化
・
過
疎
化
が

進
む
地
域
に
と
っ
て
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新

陳
代
謝
へ
の
好
影
響
こ
そ
期
待
し
た
い
。世
の

中
は
様
変
わ
り
し
、生
ま
れ
た
土
地
で
生
き
て

終
え
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
時
代
、労
働
者

と
し
て
大
人
に
な
る
と
都
会
へ
出
る
人
が
多
く

存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
の
時
代
、先
祖

代
々
の
土
着
と
い
う
要
素
が
少
な
く
な
っ
た
か

ら
こ
そ
自
ら
が
求
め
る
住
み
よ
い
有
利
な
土
地

へ
自
ら
の
判
断
で
移
住
し
て
い
く
現
代
へ
。

　
国
立
公
園
は
お
お
む
ね
高
齢
化
・
過
疎
化
が

進
む「
日
本
の
田
舎
」に
あ
る
。直
接
的
に
定
住

人
口
を
獲
得
す
る
ほ
ど
の
経
済
循
環
を
生
み
出

し
て
い
な
い
が
、交
流
人
口
拡
大
の
初
端
で
も

あ
る
観
光
促
進
に
対
し
て
は
一
部
役
割
を
担
っ

て
い
る
。ま
た
、国
立
公
園
は
定
住
人
口
を
生
み

出
す
上
で
重
要
な
要
素
、具
体
的
に
は「
水
」「
空

気
」「
朝
と
昼
と
夕
と
夜
」「
四
季
」「
食
材
」「
心
洗

わ
れ
る
景
観
」「
社
会
制
約
の
少
な
い
時
間
の
流

れ
」「
限
ら
れ
た
、け
れ
ど
そ
れ
な
り
に
深
い
近

所
づ
き
あ
い
」な
ど
、現
代
人
が
生
き
る
場
所
と

し
て
敢
え
て
選
択
し
う
る
環
境
条
件
を
提
示
し

て
お
り
、そ
れ
を
欲
す
る
方
々
に
と
っ
て
は
好

物
件
地
で
あ
る
。加
え
て
、そ
れ
ら
自
然
環
境
が

も
た
ら
す
効
果
が
極
力
壊
れ
な
い
よ
う
国
が
開

発
制
限
を
課
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、国
立

公
園
は
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
で
安
全
な「
生
き
る
に

足
る
環
境
」を
提
供
す
る
有
効
な
社
会
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

震
災
復
興
11
年
目

　
2
0
1
1
・
3
・
14
‐
15
と
加
藤
氏
と
2
日
の

時
間
を
共
有
し
、私
と
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
関

わ
り
が
始
ま
っ
た
。氏
が
見
て
い
た
風
景
は
、私

に
は
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
が
、

私
は
少
し
ず
つ
、氏
の
後
追
い
を
す
る
こ
と
で

路
傍
の
石
の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
い
く
道
の
り

の
途
中
に
あ
る
。一
方
で
、氏
は
あ
の
日
、我
々

が
足
掛
け
9
年
で
1
0
2
5
㎞
の「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
予
想

し
な
か
っ
た
と
思
う
。10
年
前
に
氏
が
言
っ
た

こ
と
が
、発
展
の
途
上
と
は
い
え
、今
、実
現
し

て
い
る
。注
が
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
膨
大
さ
を

思
う
と
、た
だ
た
だ
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
震
災
復
興
と
は
何
で
あ
る
の
か
。そ
れ
は
震

災
復
興
と
い
う
命
題
の
下
、あ
ま
た
の
人
々
が

意
思
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
社
会
へ
の
貢
献
活

動
、ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
地
域
を
癒
す
活
動
の

総
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、震
災
復
興
の
先
に

お
い
て
は
、地
域
を
再
生
・
活
性
さ
せ
て
い
く
取

り
組
み
と
し
て
続
い
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
主
役
は
、地
域
に
住
ま
う
人
々
で
あ
り
、地

域
を
訪
れ
る
余
所
者
で
も
あ
る
。三
陸
復
興
国

立
公
園
、み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、そ
の

方
々
が
交
わ
る
た
め
の
舞
台
装
置
で
あ
り
続
け

て
ほ
し
い
。「
地
域
か
ら
声
が
沸
き
上
が
る
よ
う

な
ト
レ
イ
ル
に
し
よ
う
。」加
藤
氏
の
言
葉
が
耳

に
響
き
続
け
る
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
と

の
関
わ
り
が
11
年
目
を
迎
え
た
こ
の
春
、私
は

震
災
復
興
を
振
り
返
り
感
慨
に
ふ
け
る
心
持
ち

に
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
。

※「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」の
概
要
は
、

『
観
光
文
化
2
4
3
号
』に
掲
載
し
た
、

櫻
庭
氏
の
講
演
記
録「
第
17
回
た
び
と
し
ょcafe

東
北
1
0
0
0
km
を
つ
な
ぐ〝
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
〞」の

記
事
参
照
。

https://w
w
w
.jtb.or.jp/w

p-content/uploads/2
0
1
9
/

1
0
/bunka2

4
3
.pdf

国
立
公
園
の
機
能

　
国
立
公
園
は
自
然
公
園
法
に
基
づ
い
て
指
定

さ
れ
、そ
の
法
律
の
第
１
条
に
は
、「
優
れ
た
自

然
の
風
景
地
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、そ
の
利

用
の
増
進
を
図
り
、も
っ
て
国
民
の
保
健
、休
養

及
び
教
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」と

書
か
れ
て
い
る
。「
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」と
言
っ
て
い
る
あ
た
り
、国
立
公
園
の
仕
組

み
だ
け
で
事
を
成
す
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
取
組

と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
効
果
を
発
揮
す
る
制
度
と

推
察
さ
れ
る
。国
民
み
な
さ
ま
に
ゆ
っ
く
り
休

ん
で
健
康
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
、自
然
の
成

り
立
ち
を
発
見
・
学
習
し
た
り
、頭
と
心
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
閃
き
を
鋭
く
し
た
り
、人
生
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
お
手
伝
い
す
る
。そ
れ
は

美
し
く
保
護
さ
れ
た（
場
合
に
よ
っ
て
は
管
理

さ
れ
た
）風
景「
地
」で
こ
そ
実
現
で
き
る
こ
と

だ
、と
国
立
公
園
は
主
張
し
て
い
る
。

　
風
景
の
保
護
で
は
な
く
、風
景「
地
」の
保
護
。

「
エ
リ
ア
」の
保
護
だ
と
い
う
こ
と
は
、制
度
の

重
要
な
観
点
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
日
本
の
国

立
公
園
は
、風
景
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
主
目
的

と
す
る
管
理
が
な
さ
れ
、国
立
公
園
が
面
的
に

広
が
っ
て
い
る
こ
と
の
実
を
十
分
に
活
用
し
て

い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。写
真
で
見
る
国

立
公
園
は
い
つ
も
風
景
で
あ
る
が
、国
立
公
園

が
提
供
し
て
い
る
も
の
は
空
間
で
あ
る
。そ
の

場
に
身
を
置
か
な
い
と
、空
間
の
素
晴
ら
し
さ

は
理
解
で
き
な
い
か
ら
、国
立
公
園
が
ど
れ
だ

け
素
敵
な
の
か
は
、実
は
写
真
で
は
わ
か
ら
な

い
。国
立
公
園
は
、他
者
の
関
与
に
埋
め
尽
く
さ

れ
た
管
理
空
間
で
は
な
く
、思
い
思
い
遊
ぶ
た

め
の
自
由
な
空
間
で
あ
る
。「（
決
し
て
勝
手
で

は
な
く
）ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
自
由
」の
下
に
行

動
す
る
こ
と
で
、時
間
と
空
間
を
使
い
、環
境
と

自
己
認
識
を
総
体
化
さ
せ
る
作
用
を
も
た
ら
す
。

例
え
る
な
ら
修
験
者
修
行
の
入
門
あ
た
り
で
遊

ぶ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。風
景
地
を
保

護
す
る
た
め
の
規
制
や
取
組
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
同
時
に
、利
活
用
に
関
す
る
発
想
と
そ

れ
に
基
づ
く
取
組
は
、空
間
的
な
認
識
に
基
づ

き
、多
様
で
、多
面
的
で
、か
つ
柔
軟
で
あ
る
べ

き
だ
。

震
災
復
興
の
た
め
の

国
立
公
園
の
指
定

　
当
時
の
厚
生
省
国
立
公
園
部
は
、昭
和
30
年

に
岩
手
県
普
代
村
か
ら
釜
石
市
ま
で
の
太
平
洋

沿
岸
部
を「
陸
中
海
岸
国
立
公
園
」に
指
定
し
た
。

当
地
に
4
年
間
駐
在
し
た
私
の
こ
の
国
立
公
園

に
対
す
る
印
象
は
、海
に
せ
り
出
し
た「
崖
だ
ら

け
」の
国
立
公
園
と
い
う
も
の
だ
。崖
地
が
多
い

た
め
、そ
の
場
所
自
体
の
利
用
可
能
性
は
限
ら

れ
、展
望
台
な
ど
か
ら
眺
望
し
て
、美
し
い
と
感

嘆
す
る
。展
望
台
か
ら
眺
望
で
き
な
い
場
所
も

た
く
さ
ん
あ
り
、海
に
出
帆
す
る
こ
と
で
初
め

て
地
形
の
壮
大
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

津
波
の
被
害
を
受
け
た
エ
リ
ア
は
、陸
中
海
岸

国
立
公
園
の
範
囲
よ
り
も
さ
ら
に
は
る
か
長
大

で
あ
っ
た
。日
本
で
最
も
古
い
地
質
帯
の
一
つ

で
あ
る
北
上
山
地
と
太
平
洋
の
コ
ン
タ
ク
ト
ラ

イ
ン
に
崖
地
や
リ
ア
ス
の
地
形
が
続
く
海
岸
線

が「
三
陸
海
岸
」で
あ
る
と
の
地
理
地
形
学
的
な

考
え
方
に
基
づ
き「
陸
中
海
岸
国
立
公
園
」か
ら

南
北
の
沿
岸
域
に
範
囲
を
延
伸
す
る
形
で「
三

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
支
援
す
る
な
ど
、国

立
公
園
の
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
た
前
例
を
聞

い
た
こ
と
が
な
い
。ほ
と
ん
ど
の
行
政
機
関
に

と
っ
て
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
は「
前
例

が
な
い
」取
り
組
み
の
連
続
で
あ
っ
た
と
思
う
。

私
の
震
災
復
興
は
じ
ま
り

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
時
間
、私
は
長

崎
県
五
島
列
島
、福
江
島
の
美
し
い
砂
浜
に
居

た
。西
海
国
立
公
園
の
管
理
を
す
る
離
島
の
事

務
所
に
一
人
で
勤
務
し
て
お
り
、巨
大
地
震
が

発
生
し
た
こ
と
も
知
ら
ず
、東
シ
ナ
海
に
向
け

て
角
度
を
落
と
す
途
中
の
ま
だ
明
る
い
西
日
を

将来自然歩道で競技が行われることがあれば、不幸なことだ
が、そのときはちゅうちょなく一番遅かった人に賞を与える
（アパラチアントレイル構想者ベントン・マッケイの言葉）

（みちのく潮風トレイル）

国立公園から臨む震災復興2
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図 1 三陸復興国立公園の構成図

図 2 全国の長距離自然歩道

図 3 九州自然歩道ポータル

陸
復
興
国
立
公
園
」を
指
定
し
た
。そ
の
国
立
公

園
を
足
掛
か
り
に
復
興
事
業
に
臨
も
う
と
す
る

「
環
境
省
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
開

始
さ
れ
る
。

 

国
立
公
園
か
ら

震
災
復
興
に
臨
む

　
三
陸
地
域
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
関
東
か
ら

の
主
要
な
交
通
手
段
は
、八
戸
、盛
岡
、仙
台
の

新
幹
線
駅
を
基
点
と
し
、半
分
く
ら
い
の
三
陸

の
町
は
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
２
時
間
近
い
車
両

で
の
ア
ク
セ
ス
を
経
て
よ
う
や
く
至
る
。道
路

事
情
の
改
善
が
進
ん
で
い
る
現
在
で
も
岩
手
県

太
平
洋
岸
に
は
東
京
駅
か
ら
5

時
間
以
上
か
か
る
。そ
の
よ
う

な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
地
域
が
、

震
災
に
よ
り
社
会
イ
ン
フ
ラ
が

ズ
タ
ズ
タ
に
な
り
、生
活
の
場

が
奪
わ
れ
、被
災
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ（
集
落
）の
一
部
は
離
散

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
震
災
復
興
と
い
う
命
題
に
対

峙
し
た
時
、規
制
に
よ
り
自
然

を
保
護
す
る
こ
と
を
軸
と
す
る

国
立
公
園
に
一
体
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
、と
私
は
思
っ
た
。

観
光
イ
ン
フ
ラ
の
一
部
を
自
然

公
園
法
に
基
づ
く
公
共
事
業
に

よ
り
復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
が
、観
光
施
設
の
復
旧

が
、大
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い

る
地
域
産
業
の
復
活
と
連
動
し

な
け
れ
ば
復
興
に
な
ら
な
い
。

見
て
い
た
。午
後
5
時
頃
、事
務
所
の
あ
る
福
江

港
に
戻
る
と
潮
位
変
動
が
あ
り
、午
後
5
時
半

頃
に
40
㎝
の
津
波
が
到
達
し
た
と
記
憶
し
て
い

る
。波
止
場
の
高
さ
に
至
る
す
ん
で
の
と
こ
ろ

で
海
は
下
が
っ
て
い
っ
た
。3
日
後
の
3
月
14

日
、私
の
人
生
そ
の
後
10
年
を
決
め
る
人
物
と

出
会
う
。加
藤
則
芳
と
い
う
作
家
で
あ
る
。環
境

省
自
然
環
境
局
が
担
う「
国
立
公
園
」に
関
す
る

取
材
を
行
い
、本
を
書
い
て
い
る
人
で
あ
っ
た
。

「
世
界
の
国
立
公
園
制
度
の
開
祖
」で
あ
る
ジ
ョ

ン
・
ミ
ュ
ー
ア（
ア
メ
リ
カ
1
8
3
8
〜
1
9
1

4
）の
研
究
者
で
も
あ
る
。

　
氏
は
、私
の
上
司
で
あ
る
神
田
修
二
の
依
頼

で
、こ
れ
ま
た
環
境
省
の
施
策
で
あ
る「
九
州
自

然
歩
道
」の
再
生
と
、そ
の
五
島
列
島
へ
の
延
伸

に
関
し
、私
を
指
導
す
べ
く
横
浜
か
ら
五
島
列

島
に
来
て
い
た
。氏
は
少
し
前
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い

う
病
を
発
症
し
て
い
た
。筋
肉
が
委
縮
し
、歩
け

な
く
な
り
、喋
れ
な
く
な
り
、最
後
は
呼
吸
が
で

き
な
く
な
る
、治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

難
病
で
あ
る
。氏
は
覚
束
な
い
足
取
り
で
杖
を

突
き
な
が
ら
五
島
列
島
の
島
々
を
巡
っ
た
。九

州
自
然
歩
道
の
延
伸
が
計
画
さ
れ
て
い
る
箇
所

を
説
明
す
る
と
、氏
は
遠
い
目
を
し
な
が
ら
、あ

そ
こ
を
ず
ー
っ
と
島
の
北
端
ま
で
い
く
ト
レ
イ

ル（
歩
く
道
）が
で
き
た
ら
い
い
と
言
っ
た
。五

島
の
島
に
は
最
果
て
の
趣
が
あ
り
、そ
れ
が
醸

し
出
す
雰
囲
気
が
歩
く
旅
の
魅
力
を
高
め
て
く

れ
る
、と
。氏
の
視
線
が
指
し
示
す
先
が
何
な
の

か
、そ
の
時
の
私
に
は
見
え
な
か
っ
た
。氏
は
、

五
島
列
島
の
島
民
向
け
に
、長
距
離
自
然
歩
道

＝
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、と

い
う
講
演
を
行
っ
た
。氏
が
半
年
間
か
け
て
歩

い
た
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
3
5
0
0
㎞
の

紹
介
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。講
演
後
の
夜
に
氏

は
私
に
言
っ
た
。「
長
距
離
自
然
歩
道
は
、地
元

の
人
々
が
関
わ
っ
て
こ
そ
存
在
し
う
る
も
の
。

地
元
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
。」氏
が

言
っ
た
言
葉
の
意
味
を
、私
は
理
解
ど
こ
ろ
か

心
に
留
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、そ
の
翌

アジア、その極東　みちのく潮風トレイル

日
に
お
別
れ
し
た
。私
は
こ
の
時
、Ａ
Ｌ
Ｓ
を
患

っ
た
人
が
ど
の
よ
う
に
衰
え
る
の
か
知
ら
な
か

っ
た
。氏
が
活
動
で
き
る
時
間
が
ど
の
く
ら
い

残
さ
れ
て
い
る
の
か
、氏
の
覚
悟
が
い
か
ほ
ど

の
も
の
か
、そ
の
時
は
つ
い
ぞ
知
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。氏
と
の
出
会
い
の
数
日
後
、私
は
五
島

列
島
か
ら
東
京
へ
の
転
勤
を
言
い
渡
さ
れ
た
。

　
東
京
に
赴
任
す
る
と
、環
境
省
自
然
環
境
局

内
に
は
既
に「
震
災
復
興
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

の
芽
が
生
ま
れ
て
い
た
。私
が
引
越
の
荷
物
を

ま
と
め
て
い
る
間
に
、氏
は
五
島
列
島
か
ら
戻

っ
て
ほ
ぼ
日
を
置
か
ず
に
環
境
省
を
訪
れ
、自

ら
の
構
想
を
自
然
環
境
局
に
提
案
し
て
い
た
。

2
0
1
1
・
5
・
18
に
は
、環
境
省
か
ら
三
陸
復

興
国
立
公
園（
仮
称
）と
三
陸
海
岸
ト
レ
イ
ル

（
仮
称
）を
進
め
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。私
が

氏
と
出
会
っ
て
か
ら
、2
か
月
あ
ま
り
の
間
に

「
震
災
復
興
の
国
立
公
園
と
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

は
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。人
生
の
終
わ
り
を

意
識
し
て
い
た
加
藤
氏
の
尋
常
な
ら
ざ
る
情
熱

と
、震
災
復
興
と
い
う
日
本
社
会
の
そ
の
後
数

十
年
に
わ
た
る
命
題
が
奇
跡
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
結
び
つ
い
た
。

地
域
制
国
立
公
園
を
つ
ら
ぬ
く

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」

　
日
本
の
国
立
公
園
は「
地
域
制
」と
い
う
制
度

の
下
、国
土
の
5
・
8
%
を
占
め
る
面
積
に
展
開

し
て
い
て
、国
立
公
園
の
中
に
た
く
さ
ん
人
が

住
み
、生
活
し
て
い
る
。一
方
の「
営
造
物
」と
い

う
制
度
の
、例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
は
、

国
や
州
が
土
地
を
所
有
し
て
い
て
、一
般
の
人

は
住
ん
で
い
た
と
し
て
も
わ
ず
か
で
あ
り
、人

口
密
度
は
極
め
て
低
い
。旅
に
お
い
て
地
域
住

民
と
接
す
る
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、出
会

う
、出
会
わ
な
い
の
ど
ち
ら
も
意
味
が
あ
る
こ

と
だ
が
、と
て
も
大
き
な
違
い
で
も
あ
る
。

　
震
災
復
興
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」は
、日
本
の
中
で
南
北
に
最
も

長
い
国
立
公
園
を
歩
い
て
旅
す
る
と
い
う
提
案

で
あ
る
。欧
米
の
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス（
手
つ
か
ず
の

原
生
的
な
自
然
環
境
）を
行
く
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
と
異
な
り
、荒
ぶ
る
自
然
と
人
の
住
ま
う
空

間
の
狭
間
を
旅
す
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
。

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
多
く
の
部
分
が
、人
が
生
活

に
使
っ
て
い
る
か
、か
つ
て
使
っ
て
い
た
道
を

地
域
住
民
と
共
に
復
活
さ
せ
て
繋
げ
た
道
で
あ

る
。道
を
つ
く
っ
た
の
は
今
昔
の
住
民
で
あ
り
、

道
を
歩
い
て
出
会
う
の
は
今
を
生
き
て
い
る
住

民
と
そ
の
方
々
の
生
活
場
面
で
あ
る
。震
災
も

そ
こ
か
ら
の
復
興
の
過
程
も
、今
を
生
き
る
地

域
の
人
々
の
生
活
の
中
に
あ
る
。余
所
者
が
震

災
と
は
何
だ
っ
た
か
の
か
を
知
り
た
い
の
で
あ

れ
ば
、被
災
地
を
歩
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。被

災
地
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
震
災
と
い
う
出
来

事
だ
け
で
は
な
い
。2
0
1
1
・
3
・
11
に
至
る

ま
で
も
生
活
で
あ
り
、そ
こ
か
ら
の
復
興
の
み

ち
の
り
も
生
活
で
あ
り
、そ
の
先
を
想
像
す
る

こ
と
も
生
活
で
あ
る
。そ
の
生
活
の
場
が
、復
興

国
立
公
園
で
も
あ
る
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
は
、国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
国
内
第

一
級
の
景
観
地
を
め
ぐ
る
だ
け
で
な
く
、そ
こ

に
住
ま
う
人
々
が
、強
烈
な
自
然
の
力
と
折
り

合
い
を
付
け
つ
つ
、先
祖
代
々
営
み
を
続
け
て

き
た
、人
と
自
然
と
の
共
生
の
地
を
巡
る
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
。

 

震
災
復
興
の
目
指
す
も
の

　
三
陸
の
被
災
地
は
、関
東
圏
以
西
か
ら
は
遠

い
エ
リ
ア
で
あ
り
、震
災
以
前
か
ら
高
齢
化
・
過

疎
が
進
み
続
け
て
い
る
。震
災
に
よ
り
人
口
減

少
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、被
災
し
、土
地
の
嵩
上
げ
を
行
っ
た（
町
の

復
旧
を
一
か
ら
や
り
直
し
た
）地
域
に
お
い
て

は
、震
災
前
と
比
較
し
、人
口
４
割
減
と
言
わ
れ

て
い
る
。新
規
定
住
人
口
≧
流
出
人
口
を
目
指

す
が
、日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
高
齢
化
・
過

疎
化
が
進
ん
で
お
り
、人
口
減
少
の
構
造
的
土

台
が
あ
る
前
提
で
の
目
標
設
定
と
戦
略
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
現
代
は
、流
通
す
る
情
報
量
の
増
大
と
と
も

に
、情
報
を
持
っ
た
個
人
が
独
自
に
判
断
・
選
択

す
る
社
会
に
な
っ
て
お
り
、自
身
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
条
件
の
良
い
と
こ
ろ
を
選
択
し
て
人
が

住
ま
う
と
い
う
考
え
方
が
少
し
ず
つ
浸
透
し
て

き
て
い
る
。地
方
が
取
り
組
む「
交
流
人
口
の
拡

大
」は
、人
口
分
散
の
効
果
を
受
け
取
る
た
め
の

足
掛
か
り
と
な
り
う
る
。

　
交
流
人
口
拡
大
は
三
段
階
あ
る
と
考
え
る
。

一
つ
目
は
、余
所
か
ら
来
ら
れ
る
方
に
そ
の
地

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
段
階
で
あ
る
。観
光
目
的

な
ど
で
来
訪
し
当
地
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
、地

域
住
民
と
交
流
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
指
す
。

二
つ
目
は
、募
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
地

域
活
動
に
協
力
す
る
段
階
で
あ
る
。多
く
の
余

所
者
は
こ
の
段
階
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
触

れ
る
。三
つ
目
は
、当
地
に
住
む
こ
と
を
考
え
る

ほ
ど
、当
地
に
魅
力
を
感
じ
、地
域（
近
所
の
人
、

仕
事
、住
ま
い
な
ど
）を
見
て
回
り
、深
く
知
ろ

う
と
す
る
段
階
で
あ
る
。こ
こ
ま
で
交
流
の
段

階
が
進
め
ば
、定
住
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も
実

現
性
が
出
て
く
る
。災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の

作
業
で
は
、二
つ
目
の
段
階
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。災
害
の
応
援
に
来
て

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
有
難
い
の
は
、労
働

力
と
し
て
大
事
な
の
で
は
な
く
、当
地
を
応
援

し
て
く
れ
る
気
持
ち
が
あ
り
、さ
ら
に
そ
の
先

に
交
流
を
継
続
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
有
難
い
の
で
あ
る
。

　
交
流
人
口
の
拡
大
は
、経
済
活
動
や
ビ
ジ
ネ

ス
に
結
び
付
け
て
、経
済
効
果
云
々
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、日
本
の
高
齢
化
・
過
疎
化
が

進
む
地
域
に
と
っ
て
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新

陳
代
謝
へ
の
好
影
響
こ
そ
期
待
し
た
い
。世
の

中
は
様
変
わ
り
し
、生
ま
れ
た
土
地
で
生
き
て

終
え
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
時
代
、労
働
者

と
し
て
大
人
に
な
る
と
都
会
へ
出
る
人
が
多
く

存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
の
時
代
、先
祖

代
々
の
土
着
と
い
う
要
素
が
少
な
く
な
っ
た
か

ら
こ
そ
自
ら
が
求
め
る
住
み
よ
い
有
利
な
土
地

へ
自
ら
の
判
断
で
移
住
し
て
い
く
現
代
へ
。

　
国
立
公
園
は
お
お
む
ね
高
齢
化
・
過
疎
化
が

進
む「
日
本
の
田
舎
」に
あ
る
。直
接
的
に
定
住

人
口
を
獲
得
す
る
ほ
ど
の
経
済
循
環
を
生
み
出

し
て
い
な
い
が
、交
流
人
口
拡
大
の
初
端
で
も

あ
る
観
光
促
進
に
対
し
て
は
一
部
役
割
を
担
っ

て
い
る
。ま
た
、国
立
公
園
は
定
住
人
口
を
生
み

出
す
上
で
重
要
な
要
素
、具
体
的
に
は「
水
」「
空

気
」「
朝
と
昼
と
夕
と
夜
」「
四
季
」「
食
材
」「
心
洗

わ
れ
る
景
観
」「
社
会
制
約
の
少
な
い
時
間
の
流

れ
」「
限
ら
れ
た
、け
れ
ど
そ
れ
な
り
に
深
い
近

所
づ
き
あ
い
」な
ど
、現
代
人
が
生
き
る
場
所
と

し
て
敢
え
て
選
択
し
う
る
環
境
条
件
を
提
示
し

て
お
り
、そ
れ
を
欲
す
る
方
々
に
と
っ
て
は
好

物
件
地
で
あ
る
。加
え
て
、そ
れ
ら
自
然
環
境
が

も
た
ら
す
効
果
が
極
力
壊
れ
な
い
よ
う
国
が
開

発
制
限
を
課
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、国
立

公
園
は
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
で
安
全
な「
生
き
る
に

足
る
環
境
」を
提
供
す
る
有
効
な
社
会
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

震
災
復
興
11
年
目

　
2
0
1
1
・
3
・
14
‐
15
と
加
藤
氏
と
2
日
の

時
間
を
共
有
し
、私
と
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
関

わ
り
が
始
ま
っ
た
。氏
が
見
て
い
た
風
景
は
、私

に
は
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
が
、

私
は
少
し
ず
つ
、氏
の
後
追
い
を
す
る
こ
と
で

路
傍
の
石
の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
い
く
道
の
り

の
途
中
に
あ
る
。一
方
で
、氏
は
あ
の
日
、我
々

が
足
掛
け
9
年
で
1
0
2
5
㎞
の「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
予
想

し
な
か
っ
た
と
思
う
。10
年
前
に
氏
が
言
っ
た

こ
と
が
、発
展
の
途
上
と
は
い
え
、今
、実
現
し

て
い
る
。注
が
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
膨
大
さ
を

思
う
と
、た
だ
た
だ
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
震
災
復
興
と
は
何
で
あ
る
の
か
。そ
れ
は
震

災
復
興
と
い
う
命
題
の
下
、あ
ま
た
の
人
々
が

意
思
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
社
会
へ
の
貢
献
活

動
、ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
地
域
を
癒
す
活
動
の

総
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、震
災
復
興
の
先
に

お
い
て
は
、地
域
を
再
生
・
活
性
さ
せ
て
い
く
取

り
組
み
と
し
て
続
い
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
主
役
は
、地
域
に
住
ま
う
人
々
で
あ
り
、地

域
を
訪
れ
る
余
所
者
で
も
あ
る
。三
陸
復
興
国

立
公
園
、み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、そ
の

方
々
が
交
わ
る
た
め
の
舞
台
装
置
で
あ
り
続
け

て
ほ
し
い
。「
地
域
か
ら
声
が
沸
き
上
が
る
よ
う

な
ト
レ
イ
ル
に
し
よ
う
。」加
藤
氏
の
言
葉
が
耳

に
響
き
続
け
る
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
と

の
関
わ
り
が
11
年
目
を
迎
え
た
こ
の
春
、私
は

震
災
復
興
を
振
り
返
り
感
慨
に
ふ
け
る
心
持
ち

に
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
。

※「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」の
概
要
は
、

『
観
光
文
化
2
4
3
号
』に
掲
載
し
た
、

櫻
庭
氏
の
講
演
記
録「
第
17
回
た
び
と
し
ょcafe

東
北
1
0
0
0
km
を
つ
な
ぐ〝
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
〞」の

記
事
参
照
。

https://w
w
w
.jtb.or.jp/w

p-content/uploads/2
0
1
9
/

1
0
/bunka2

4
3
.pdf

国
立
公
園
の
機
能

　
国
立
公
園
は
自
然
公
園
法
に
基
づ
い
て
指
定

さ
れ
、そ
の
法
律
の
第
１
条
に
は
、「
優
れ
た
自

然
の
風
景
地
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、そ
の
利

用
の
増
進
を
図
り
、も
っ
て
国
民
の
保
健
、休
養

及
び
教
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」と

書
か
れ
て
い
る
。「
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」と
言
っ
て
い
る
あ
た
り
、国
立
公
園
の
仕
組

み
だ
け
で
事
を
成
す
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
取
組

と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
効
果
を
発
揮
す
る
制
度
と

推
察
さ
れ
る
。国
民
み
な
さ
ま
に
ゆ
っ
く
り
休

ん
で
健
康
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
、自
然
の
成

り
立
ち
を
発
見
・
学
習
し
た
り
、頭
と
心
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
閃
き
を
鋭
く
し
た
り
、人
生
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
お
手
伝
い
す
る
。そ
れ
は

美
し
く
保
護
さ
れ
た（
場
合
に
よ
っ
て
は
管
理

さ
れ
た
）風
景「
地
」で
こ
そ
実
現
で
き
る
こ
と

だ
、と
国
立
公
園
は
主
張
し
て
い
る
。

　
風
景
の
保
護
で
は
な
く
、風
景「
地
」の
保
護
。

「
エ
リ
ア
」の
保
護
だ
と
い
う
こ
と
は
、制
度
の

重
要
な
観
点
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
日
本
の
国

立
公
園
は
、風
景
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
主
目
的

と
す
る
管
理
が
な
さ
れ
、国
立
公
園
が
面
的
に

広
が
っ
て
い
る
こ
と
の
実
を
十
分
に
活
用
し
て

い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。写
真
で
見
る
国

立
公
園
は
い
つ
も
風
景
で
あ
る
が
、国
立
公
園

が
提
供
し
て
い
る
も
の
は
空
間
で
あ
る
。そ
の

場
に
身
を
置
か
な
い
と
、空
間
の
素
晴
ら
し
さ

は
理
解
で
き
な
い
か
ら
、国
立
公
園
が
ど
れ
だ

け
素
敵
な
の
か
は
、実
は
写
真
で
は
わ
か
ら
な

い
。国
立
公
園
は
、他
者
の
関
与
に
埋
め
尽
く
さ

れ
た
管
理
空
間
で
は
な
く
、思
い
思
い
遊
ぶ
た

め
の
自
由
な
空
間
で
あ
る
。「（
決
し
て
勝
手
で

は
な
く
）ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
自
由
」の
下
に
行

動
す
る
こ
と
で
、時
間
と
空
間
を
使
い
、環
境
と

自
己
認
識
を
総
体
化
さ
せ
る
作
用
を
も
た
ら
す
。

例
え
る
な
ら
修
験
者
修
行
の
入
門
あ
た
り
で
遊

ぶ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。風
景
地
を
保

護
す
る
た
め
の
規
制
や
取
組
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
同
時
に
、利
活
用
に
関
す
る
発
想
と
そ

れ
に
基
づ
く
取
組
は
、空
間
的
な
認
識
に
基
づ

き
、多
様
で
、多
面
的
で
、か
つ
柔
軟
で
あ
る
べ

き
だ
。

震
災
復
興
の
た
め
の

国
立
公
園
の
指
定

　
当
時
の
厚
生
省
国
立
公
園
部
は
、昭
和
30
年

に
岩
手
県
普
代
村
か
ら
釜
石
市
ま
で
の
太
平
洋

沿
岸
部
を「
陸
中
海
岸
国
立
公
園
」に
指
定
し
た
。

当
地
に
4
年
間
駐
在
し
た
私
の
こ
の
国
立
公
園

に
対
す
る
印
象
は
、海
に
せ
り
出
し
た「
崖
だ
ら

け
」の
国
立
公
園
と
い
う
も
の
だ
。崖
地
が
多
い

た
め
、そ
の
場
所
自
体
の
利
用
可
能
性
は
限
ら

れ
、展
望
台
な
ど
か
ら
眺
望
し
て
、美
し
い
と
感

嘆
す
る
。展
望
台
か
ら
眺
望
で
き
な
い
場
所
も

た
く
さ
ん
あ
り
、海
に
出
帆
す
る
こ
と
で
初
め

て
地
形
の
壮
大
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

津
波
の
被
害
を
受
け
た
エ
リ
ア
は
、陸
中
海
岸

国
立
公
園
の
範
囲
よ
り
も
さ
ら
に
は
る
か
長
大

で
あ
っ
た
。日
本
で
最
も
古
い
地
質
帯
の
一
つ

で
あ
る
北
上
山
地
と
太
平
洋
の
コ
ン
タ
ク
ト
ラ

イ
ン
に
崖
地
や
リ
ア
ス
の
地
形
が
続
く
海
岸
線

が「
三
陸
海
岸
」で
あ
る
と
の
地
理
地
形
学
的
な

考
え
方
に
基
づ
き「
陸
中
海
岸
国
立
公
園
」か
ら

南
北
の
沿
岸
域
に
範
囲
を
延
伸
す
る
形
で「
三

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
支
援
す
る
な
ど
、国

立
公
園
の
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
た
前
例
を
聞

い
た
こ
と
が
な
い
。ほ
と
ん
ど
の
行
政
機
関
に

と
っ
て
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
は「
前
例

が
な
い
」取
り
組
み
の
連
続
で
あ
っ
た
と
思
う
。

私
の
震
災
復
興
は
じ
ま
り

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
時
間
、私
は
長

崎
県
五
島
列
島
、福
江
島
の
美
し
い
砂
浜
に
居

た
。西
海
国
立
公
園
の
管
理
を
す
る
離
島
の
事

務
所
に
一
人
で
勤
務
し
て
お
り
、巨
大
地
震
が

発
生
し
た
こ
と
も
知
ら
ず
、東
シ
ナ
海
に
向
け

て
角
度
を
落
と
す
途
中
の
ま
だ
明
る
い
西
日
を

将来自然歩道で競技が行われることがあれば、不幸なことだ
が、そのときはちゅうちょなく一番遅かった人に賞を与える
（アパラチアントレイル構想者ベントン・マッケイの言葉）

（みちのく潮風トレイル）
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陸
復
興
国
立
公
園
」を
指
定
し
た
。そ
の
国
立
公

園
を
足
掛
か
り
に
復
興
事
業
に
臨
も
う
と
す
る

「
環
境
省
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
開

始
さ
れ
る
。

 

国
立
公
園
か
ら

震
災
復
興
に
臨
む

　
三
陸
地
域
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
関
東
か
ら

の
主
要
な
交
通
手
段
は
、八
戸
、盛
岡
、仙
台
の

新
幹
線
駅
を
基
点
と
し
、半
分
く
ら
い
の
三
陸

の
町
は
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
２
時
間
近
い
車
両

で
の
ア
ク
セ
ス
を
経
て
よ
う
や
く
至
る
。道
路

事
情
の
改
善
が
進
ん
で
い
る
現
在
で
も
岩
手
県

太
平
洋
岸
に
は
東
京
駅
か
ら
5

時
間
以
上
か
か
る
。そ
の
よ
う

な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
地
域
が
、

震
災
に
よ
り
社
会
イ
ン
フ
ラ
が

ズ
タ
ズ
タ
に
な
り
、生
活
の
場

が
奪
わ
れ
、被
災
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ（
集
落
）の
一
部
は
離
散

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
震
災
復
興
と
い
う
命
題
に
対

峙
し
た
時
、規
制
に
よ
り
自
然

を
保
護
す
る
こ
と
を
軸
と
す
る

国
立
公
園
に
一
体
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
、と
私
は
思
っ
た
。

観
光
イ
ン
フ
ラ
の
一
部
を
自
然

公
園
法
に
基
づ
く
公
共
事
業
に

よ
り
復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
が
、観
光
施
設
の
復
旧

が
、大
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い

る
地
域
産
業
の
復
活
と
連
動
し

な
け
れ
ば
復
興
に
な
ら
な
い
。

見
て
い
た
。午
後
5
時
頃
、事
務
所
の
あ
る
福
江

港
に
戻
る
と
潮
位
変
動
が
あ
り
、午
後
5
時
半

頃
に
40
㎝
の
津
波
が
到
達
し
た
と
記
憶
し
て
い

る
。波
止
場
の
高
さ
に
至
る
す
ん
で
の
と
こ
ろ

で
海
は
下
が
っ
て
い
っ
た
。3
日
後
の
3
月
14

日
、私
の
人
生
そ
の
後
10
年
を
決
め
る
人
物
と

出
会
う
。加
藤
則
芳
と
い
う
作
家
で
あ
る
。環
境

省
自
然
環
境
局
が
担
う「
国
立
公
園
」に
関
す
る

取
材
を
行
い
、本
を
書
い
て
い
る
人
で
あ
っ
た
。

「
世
界
の
国
立
公
園
制
度
の
開
祖
」で
あ
る
ジ
ョ

ン
・
ミ
ュ
ー
ア（
ア
メ
リ
カ
1
8
3
8
〜
1
9
1

4
）の
研
究
者
で
も
あ
る
。

　
氏
は
、私
の
上
司
で
あ
る
神
田
修
二
の
依
頼

で
、こ
れ
ま
た
環
境
省
の
施
策
で
あ
る「
九
州
自

然
歩
道
」の
再
生
と
、そ
の
五
島
列
島
へ
の
延
伸

に
関
し
、私
を
指
導
す
べ
く
横
浜
か
ら
五
島
列

島
に
来
て
い
た
。氏
は
少
し
前
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い

う
病
を
発
症
し
て
い
た
。筋
肉
が
委
縮
し
、歩
け

な
く
な
り
、喋
れ
な
く
な
り
、最
後
は
呼
吸
が
で

き
な
く
な
る
、治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

難
病
で
あ
る
。氏
は
覚
束
な
い
足
取
り
で
杖
を

突
き
な
が
ら
五
島
列
島
の
島
々
を
巡
っ
た
。九

州
自
然
歩
道
の
延
伸
が
計
画
さ
れ
て
い
る
箇
所

を
説
明
す
る
と
、氏
は
遠
い
目
を
し
な
が
ら
、あ

そ
こ
を
ず
ー
っ
と
島
の
北
端
ま
で
い
く
ト
レ
イ

ル（
歩
く
道
）が
で
き
た
ら
い
い
と
言
っ
た
。五

島
の
島
に
は
最
果
て
の
趣
が
あ
り
、そ
れ
が
醸

し
出
す
雰
囲
気
が
歩
く
旅
の
魅
力
を
高
め
て
く

れ
る
、と
。氏
の
視
線
が
指
し
示
す
先
が
何
な
の

か
、そ
の
時
の
私
に
は
見
え
な
か
っ
た
。氏
は
、

五
島
列
島
の
島
民
向
け
に
、長
距
離
自
然
歩
道

＝
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、と

い
う
講
演
を
行
っ
た
。氏
が
半
年
間
か
け
て
歩

い
た
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
3
5
0
0
㎞
の

紹
介
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。講
演
後
の
夜
に
氏

は
私
に
言
っ
た
。「
長
距
離
自
然
歩
道
は
、地
元

の
人
々
が
関
わ
っ
て
こ
そ
存
在
し
う
る
も
の
。

地
元
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
。」氏
が

言
っ
た
言
葉
の
意
味
を
、私
は
理
解
ど
こ
ろ
か

心
に
留
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、そ
の
翌写真：自宅療養中の加藤則芳氏と環境省トレイルメンバー2012年

日
に
お
別
れ
し
た
。私
は
こ
の
時
、Ａ
Ｌ
Ｓ
を
患

っ
た
人
が
ど
の
よ
う
に
衰
え
る
の
か
知
ら
な
か

っ
た
。氏
が
活
動
で
き
る
時
間
が
ど
の
く
ら
い

残
さ
れ
て
い
る
の
か
、氏
の
覚
悟
が
い
か
ほ
ど

の
も
の
か
、そ
の
時
は
つ
い
ぞ
知
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。氏
と
の
出
会
い
の
数
日
後
、私
は
五
島

列
島
か
ら
東
京
へ
の
転
勤
を
言
い
渡
さ
れ
た
。

　
東
京
に
赴
任
す
る
と
、環
境
省
自
然
環
境
局

内
に
は
既
に「
震
災
復
興
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

の
芽
が
生
ま
れ
て
い
た
。私
が
引
越
の
荷
物
を

ま
と
め
て
い
る
間
に
、氏
は
五
島
列
島
か
ら
戻

っ
て
ほ
ぼ
日
を
置
か
ず
に
環
境
省
を
訪
れ
、自

ら
の
構
想
を
自
然
環
境
局
に
提
案
し
て
い
た
。

2
0
1
1
・
5
・
18
に
は
、環
境
省
か
ら
三
陸
復

興
国
立
公
園（
仮
称
）と
三
陸
海
岸
ト
レ
イ
ル

（
仮
称
）を
進
め
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。私
が

氏
と
出
会
っ
て
か
ら
、2
か
月
あ
ま
り
の
間
に

「
震
災
復
興
の
国
立
公
園
と
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

は
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。人
生
の
終
わ
り
を

意
識
し
て
い
た
加
藤
氏
の
尋
常
な
ら
ざ
る
情
熱

と
、震
災
復
興
と
い
う
日
本
社
会
の
そ
の
後
数

十
年
に
わ
た
る
命
題
が
奇
跡
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
結
び
つ
い
た
。

地
域
制
国
立
公
園
を
つ
ら
ぬ
く

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」

　
日
本
の
国
立
公
園
は「
地
域
制
」と
い
う
制
度

の
下
、国
土
の
5
・
8
%
を
占
め
る
面
積
に
展
開

し
て
い
て
、国
立
公
園
の
中
に
た
く
さ
ん
人
が

住
み
、生
活
し
て
い
る
。一
方
の「
営
造
物
」と
い

う
制
度
の
、例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
は
、

国
や
州
が
土
地
を
所
有
し
て
い
て
、一
般
の
人

は
住
ん
で
い
た
と
し
て
も
わ
ず
か
で
あ
り
、人

口
密
度
は
極
め
て
低
い
。旅
に
お
い
て
地
域
住

民
と
接
す
る
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、出
会

う
、出
会
わ
な
い
の
ど
ち
ら
も
意
味
が
あ
る
こ

と
だ
が
、と
て
も
大
き
な
違
い
で
も
あ
る
。

　
震
災
復
興
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」は
、日
本
の
中
で
南
北
に
最
も

長
い
国
立
公
園
を
歩
い
て
旅
す
る
と
い
う
提
案

で
あ
る
。欧
米
の
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス（
手
つ
か
ず
の

原
生
的
な
自
然
環
境
）を
行
く
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
と
異
な
り
、荒
ぶ
る
自
然
と
人
の
住
ま
う
空

間
の
狭
間
を
旅
す
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
。

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
多
く
の
部
分
が
、人
が
生
活

に
使
っ
て
い
る
か
、か
つ
て
使
っ
て
い
た
道
を

地
域
住
民
と
共
に
復
活
さ
せ
て
繋
げ
た
道
で
あ

る
。道
を
つ
く
っ
た
の
は
今
昔
の
住
民
で
あ
り
、

道
を
歩
い
て
出
会
う
の
は
今
を
生
き
て
い
る
住

民
と
そ
の
方
々
の
生
活
場
面
で
あ
る
。震
災
も

そ
こ
か
ら
の
復
興
の
過
程
も
、今
を
生
き
る
地

域
の
人
々
の
生
活
の
中
に
あ
る
。余
所
者
が
震

災
と
は
何
だ
っ
た
か
の
か
を
知
り
た
い
の
で
あ

れ
ば
、被
災
地
を
歩
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。被

災
地
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
震
災
と
い
う
出
来

事
だ
け
で
は
な
い
。2
0
1
1
・
3
・
11
に
至
る

ま
で
も
生
活
で
あ
り
、そ
こ
か
ら
の
復
興
の
み

ち
の
り
も
生
活
で
あ
り
、そ
の
先
を
想
像
す
る

こ
と
も
生
活
で
あ
る
。そ
の
生
活
の
場
が
、復
興

国
立
公
園
で
も
あ
る
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
は
、国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
国
内
第

一
級
の
景
観
地
を
め
ぐ
る
だ
け
で
な
く
、そ
こ

に
住
ま
う
人
々
が
、強
烈
な
自
然
の
力
と
折
り

合
い
を
付
け
つ
つ
、先
祖
代
々
営
み
を
続
け
て

き
た
、人
と
自
然
と
の
共
生
の
地
を
巡
る
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
。

 

震
災
復
興
の
目
指
す
も
の

　
三
陸
の
被
災
地
は
、関
東
圏
以
西
か
ら
は
遠

い
エ
リ
ア
で
あ
り
、震
災
以
前
か
ら
高
齢
化
・
過

疎
が
進
み
続
け
て
い
る
。震
災
に
よ
り
人
口
減

少
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、被
災
し
、土
地
の
嵩
上
げ
を
行
っ
た（
町
の

復
旧
を
一
か
ら
や
り
直
し
た
）地
域
に
お
い
て

は
、震
災
前
と
比
較
し
、人
口
４
割
減
と
言
わ
れ

て
い
る
。新
規
定
住
人
口
≧
流
出
人
口
を
目
指

す
が
、日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
高
齢
化
・
過

疎
化
が
進
ん
で
お
り
、人
口
減
少
の
構
造
的
土

台
が
あ
る
前
提
で
の
目
標
設
定
と
戦
略
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
現
代
は
、流
通
す
る
情
報
量
の
増
大
と
と
も

に
、情
報
を
持
っ
た
個
人
が
独
自
に
判
断
・
選
択

す
る
社
会
に
な
っ
て
お
り
、自
身
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
条
件
の
良
い
と
こ
ろ
を
選
択
し
て
人
が

住
ま
う
と
い
う
考
え
方
が
少
し
ず
つ
浸
透
し
て

き
て
い
る
。地
方
が
取
り
組
む「
交
流
人
口
の
拡

大
」は
、人
口
分
散
の
効
果
を
受
け
取
る
た
め
の

足
掛
か
り
と
な
り
う
る
。

　
交
流
人
口
拡
大
は
三
段
階
あ
る
と
考
え
る
。

一
つ
目
は
、余
所
か
ら
来
ら
れ
る
方
に
そ
の
地

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
段
階
で
あ
る
。観
光
目
的

な
ど
で
来
訪
し
当
地
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
、地

域
住
民
と
交
流
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
指
す
。

二
つ
目
は
、募
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
地

域
活
動
に
協
力
す
る
段
階
で
あ
る
。多
く
の
余

所
者
は
こ
の
段
階
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
触

れ
る
。三
つ
目
は
、当
地
に
住
む
こ
と
を
考
え
る

ほ
ど
、当
地
に
魅
力
を
感
じ
、地
域（
近
所
の
人
、

仕
事
、住
ま
い
な
ど
）を
見
て
回
り
、深
く
知
ろ

う
と
す
る
段
階
で
あ
る
。こ
こ
ま
で
交
流
の
段

階
が
進
め
ば
、定
住
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も
実

現
性
が
出
て
く
る
。災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の

作
業
で
は
、二
つ
目
の
段
階
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。災
害
の
応
援
に
来
て

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
有
難
い
の
は
、労
働

力
と
し
て
大
事
な
の
で
は
な
く
、当
地
を
応
援

し
て
く
れ
る
気
持
ち
が
あ
り
、さ
ら
に
そ
の
先

に
交
流
を
継
続
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
有
難
い
の
で
あ
る
。

　
交
流
人
口
の
拡
大
は
、経
済
活
動
や
ビ
ジ
ネ

ス
に
結
び
付
け
て
、経
済
効
果
云
々
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、日
本
の
高
齢
化
・
過
疎
化
が

進
む
地
域
に
と
っ
て
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新

陳
代
謝
へ
の
好
影
響
こ
そ
期
待
し
た
い
。世
の

中
は
様
変
わ
り
し
、生
ま
れ
た
土
地
で
生
き
て

終
え
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
時
代
、労
働
者

と
し
て
大
人
に
な
る
と
都
会
へ
出
る
人
が
多
く

存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
の
時
代
、先
祖

代
々
の
土
着
と
い
う
要
素
が
少
な
く
な
っ
た
か

ら
こ
そ
自
ら
が
求
め
る
住
み
よ
い
有
利
な
土
地

へ
自
ら
の
判
断
で
移
住
し
て
い
く
現
代
へ
。

　
国
立
公
園
は
お
お
む
ね
高
齢
化
・
過
疎
化
が

進
む「
日
本
の
田
舎
」に
あ
る
。直
接
的
に
定
住

人
口
を
獲
得
す
る
ほ
ど
の
経
済
循
環
を
生
み
出

し
て
い
な
い
が
、交
流
人
口
拡
大
の
初
端
で
も

あ
る
観
光
促
進
に
対
し
て
は
一
部
役
割
を
担
っ

て
い
る
。ま
た
、国
立
公
園
は
定
住
人
口
を
生
み

出
す
上
で
重
要
な
要
素
、具
体
的
に
は「
水
」「
空

気
」「
朝
と
昼
と
夕
と
夜
」「
四
季
」「
食
材
」「
心
洗

わ
れ
る
景
観
」「
社
会
制
約
の
少
な
い
時
間
の
流

れ
」「
限
ら
れ
た
、け
れ
ど
そ
れ
な
り
に
深
い
近

所
づ
き
あ
い
」な
ど
、現
代
人
が
生
き
る
場
所
と

し
て
敢
え
て
選
択
し
う
る
環
境
条
件
を
提
示
し

て
お
り
、そ
れ
を
欲
す
る
方
々
に
と
っ
て
は
好

物
件
地
で
あ
る
。加
え
て
、そ
れ
ら
自
然
環
境
が

も
た
ら
す
効
果
が
極
力
壊
れ
な
い
よ
う
国
が
開

発
制
限
を
課
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、国
立

公
園
は
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
で
安
全
な「
生
き
る
に

足
る
環
境
」を
提
供
す
る
有
効
な
社
会
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

震
災
復
興
11
年
目

　
2
0
1
1
・
3
・
14
‐
15
と
加
藤
氏
と
2
日
の

時
間
を
共
有
し
、私
と
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
関

わ
り
が
始
ま
っ
た
。氏
が
見
て
い
た
風
景
は
、私

に
は
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
が
、

私
は
少
し
ず
つ
、氏
の
後
追
い
を
す
る
こ
と
で

路
傍
の
石
の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
い
く
道
の
り

の
途
中
に
あ
る
。一
方
で
、氏
は
あ
の
日
、我
々

が
足
掛
け
9
年
で
1
0
2
5
㎞
の「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
予
想

し
な
か
っ
た
と
思
う
。10
年
前
に
氏
が
言
っ
た

こ
と
が
、発
展
の
途
上
と
は
い
え
、今
、実
現
し

て
い
る
。注
が
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
膨
大
さ
を

思
う
と
、た
だ
た
だ
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
震
災
復
興
と
は
何
で
あ
る
の
か
。そ
れ
は
震

災
復
興
と
い
う
命
題
の
下
、あ
ま
た
の
人
々
が

意
思
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
社
会
へ
の
貢
献
活

動
、ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
地
域
を
癒
す
活
動
の

総
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、震
災
復
興
の
先
に

お
い
て
は
、地
域
を
再
生
・
活
性
さ
せ
て
い
く
取

り
組
み
と
し
て
続
い
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
主
役
は
、地
域
に
住
ま
う
人
々
で
あ
り
、地

域
を
訪
れ
る
余
所
者
で
も
あ
る
。三
陸
復
興
国

立
公
園
、み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、そ
の

方
々
が
交
わ
る
た
め
の
舞
台
装
置
で
あ
り
続
け

て
ほ
し
い
。「
地
域
か
ら
声
が
沸
き
上
が
る
よ
う

な
ト
レ
イ
ル
に
し
よ
う
。」加
藤
氏
の
言
葉
が
耳

に
響
き
続
け
る
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
と

の
関
わ
り
が
11
年
目
を
迎
え
た
こ
の
春
、私
は

震
災
復
興
を
振
り
返
り
感
慨
に
ふ
け
る
心
持
ち

に
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
。

※「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」の
概
要
は
、

『
観
光
文
化
2
4
3
号
』に
掲
載
し
た
、

櫻
庭
氏
の
講
演
記
録「
第
17
回
た
び
と
し
ょcafe

東
北
1
0
0
0
km
を
つ
な
ぐ〝
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
〞」の

記
事
参
照
。

https://w
w
w
.jtb.or.jp/w

p-content/uploads/2
0
1
9
/

1
0
/bunka2

4
3
.pdf

国
立
公
園
の
機
能

　
国
立
公
園
は
自
然
公
園
法
に
基
づ
い
て
指
定

さ
れ
、そ
の
法
律
の
第
１
条
に
は
、「
優
れ
た
自

然
の
風
景
地
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、そ
の
利

用
の
増
進
を
図
り
、も
っ
て
国
民
の
保
健
、休
養

及
び
教
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」と

書
か
れ
て
い
る
。「
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」と
言
っ
て
い
る
あ
た
り
、国
立
公
園
の
仕
組

み
だ
け
で
事
を
成
す
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
取
組

と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
効
果
を
発
揮
す
る
制
度
と

推
察
さ
れ
る
。国
民
み
な
さ
ま
に
ゆ
っ
く
り
休

ん
で
健
康
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
、自
然
の
成

り
立
ち
を
発
見
・
学
習
し
た
り
、頭
と
心
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
閃
き
を
鋭
く
し
た
り
、人
生
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
お
手
伝
い
す
る
。そ
れ
は

美
し
く
保
護
さ
れ
た（
場
合
に
よ
っ
て
は
管
理

さ
れ
た
）風
景「
地
」で
こ
そ
実
現
で
き
る
こ
と

だ
、と
国
立
公
園
は
主
張
し
て
い
る
。

　
風
景
の
保
護
で
は
な
く
、風
景「
地
」の
保
護
。

「
エ
リ
ア
」の
保
護
だ
と
い
う
こ
と
は
、制
度
の

重
要
な
観
点
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
日
本
の
国

立
公
園
は
、風
景
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
主
目
的

と
す
る
管
理
が
な
さ
れ
、国
立
公
園
が
面
的
に

広
が
っ
て
い
る
こ
と
の
実
を
十
分
に
活
用
し
て

い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。写
真
で
見
る
国

立
公
園
は
い
つ
も
風
景
で
あ
る
が
、国
立
公
園

が
提
供
し
て
い
る
も
の
は
空
間
で
あ
る
。そ
の

場
に
身
を
置
か
な
い
と
、空
間
の
素
晴
ら
し
さ

は
理
解
で
き
な
い
か
ら
、国
立
公
園
が
ど
れ
だ

け
素
敵
な
の
か
は
、実
は
写
真
で
は
わ
か
ら
な

い
。国
立
公
園
は
、他
者
の
関
与
に
埋
め
尽
く
さ

れ
た
管
理
空
間
で
は
な
く
、思
い
思
い
遊
ぶ
た

め
の
自
由
な
空
間
で
あ
る
。「（
決
し
て
勝
手
で

は
な
く
）ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
自
由
」の
下
に
行

動
す
る
こ
と
で
、時
間
と
空
間
を
使
い
、環
境
と

自
己
認
識
を
総
体
化
さ
せ
る
作
用
を
も
た
ら
す
。

例
え
る
な
ら
修
験
者
修
行
の
入
門
あ
た
り
で
遊

ぶ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。風
景
地
を
保

護
す
る
た
め
の
規
制
や
取
組
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
同
時
に
、利
活
用
に
関
す
る
発
想
と
そ

れ
に
基
づ
く
取
組
は
、空
間
的
な
認
識
に
基
づ

き
、多
様
で
、多
面
的
で
、か
つ
柔
軟
で
あ
る
べ

き
だ
。

震
災
復
興
の
た
め
の

国
立
公
園
の
指
定

　
当
時
の
厚
生
省
国
立
公
園
部
は
、昭
和
30
年

に
岩
手
県
普
代
村
か
ら
釜
石
市
ま
で
の
太
平
洋

沿
岸
部
を「
陸
中
海
岸
国
立
公
園
」に
指
定
し
た
。

当
地
に
4
年
間
駐
在
し
た
私
の
こ
の
国
立
公
園

に
対
す
る
印
象
は
、海
に
せ
り
出
し
た「
崖
だ
ら

け
」の
国
立
公
園
と
い
う
も
の
だ
。崖
地
が
多
い

た
め
、そ
の
場
所
自
体
の
利
用
可
能
性
は
限
ら

れ
、展
望
台
な
ど
か
ら
眺
望
し
て
、美
し
い
と
感

嘆
す
る
。展
望
台
か
ら
眺
望
で
き
な
い
場
所
も

た
く
さ
ん
あ
り
、海
に
出
帆
す
る
こ
と
で
初
め

て
地
形
の
壮
大
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

津
波
の
被
害
を
受
け
た
エ
リ
ア
は
、陸
中
海
岸

国
立
公
園
の
範
囲
よ
り
も
さ
ら
に
は
る
か
長
大

で
あ
っ
た
。日
本
で
最
も
古
い
地
質
帯
の
一
つ

で
あ
る
北
上
山
地
と
太
平
洋
の
コ
ン
タ
ク
ト
ラ

イ
ン
に
崖
地
や
リ
ア
ス
の
地
形
が
続
く
海
岸
線

が「
三
陸
海
岸
」で
あ
る
と
の
地
理
地
形
学
的
な

考
え
方
に
基
づ
き「
陸
中
海
岸
国
立
公
園
」か
ら

南
北
の
沿
岸
域
に
範
囲
を
延
伸
す
る
形
で「
三

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
支
援
す
る
な
ど
、国

立
公
園
の
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
た
前
例
を
聞

い
た
こ
と
が
な
い
。ほ
と
ん
ど
の
行
政
機
関
に

と
っ
て
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
は「
前
例

が
な
い
」取
り
組
み
の
連
続
で
あ
っ
た
と
思
う
。

私
の
震
災
復
興
は
じ
ま
り

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
時
間
、私
は
長

崎
県
五
島
列
島
、福
江
島
の
美
し
い
砂
浜
に
居

た
。西
海
国
立
公
園
の
管
理
を
す
る
離
島
の
事

務
所
に
一
人
で
勤
務
し
て
お
り
、巨
大
地
震
が

発
生
し
た
こ
と
も
知
ら
ず
、東
シ
ナ
海
に
向
け

て
角
度
を
落
と
す
途
中
の
ま
だ
明
る
い
西
日
を

N
P
O
法
人
み
ち
の

く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ

事
務
局
長
・
常
務
理

事
。一
級
建
築
士
事
務

所
主
宰
の
か
た
わ
ら
、

2
0
1
1
年
N
P
O

法
人
震
災
リ
ゲ
イ
ン
設
立
。代
表
理
事
と

し
て
防
災
・
減
災
の
新
聞『
震
災
リ
ゲ
イ
ン

プ
レ
ス
』の
発
行
の
他
、書
籍
の
編
集
、映

画
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
行
う
。み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
運
営
の
計
画
策
定
に
携
わ
り
、

2
0
1
7 

年
N
P
O 

法
人
み
ち
の
く
ト

レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
を
設
立
。2
0
2
0
年
、ハ

イ
カ
ー
ら
と（
一
社
）ト
レ
イ
ル
ブ
レ
イ
ズ
ハ

イ
キ
ン
グ
研
究
所
を
設
立
し
、各
地
の
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
の
敷
設・振
興
を
応
援
し
て
い

る
。 相

澤
久
美（
あ
い
ざ
わ・く
み
）

よ
り
利
用
は
停
滞
し
ま
し
た
。

　
ト
レ
イ
ル
周
辺
の
方
々
か
ら
不
安

の
声
が
聞
か
れ
た
の
で
、４
月
に
歩

行
を
控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

を
だ
し
ま
し
た
。ト
レ
イ
ル
の
管
理

は
沿
線
の
関
係
者
ら
と
広
域
連
携
の

も
と
で
行
っ
て
い
ま
す
。自
治
体
の

意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、民
間
で
運

営
し
て
い
る
6
つ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施

設
と
も
相
談
し
、6
月
に
は
こ
の
お

願
い
を
解
除
し
ま
し
た
。ハ
イ
カ
ー

た
ち
は
理
解
を
示
し
て
く
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。現
在
も
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
の
お
願
い
は
継
続
し
て
い

ま
す
が
、全
線
を
通
し
て
歩
い
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
人
に
は
、公
式

マ
ッ
プ
を
見
る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
。

各
サ
テ
ラ
イ
ト
に
お
け
る
公
式
マ
ッ

プ
の
配
布
数
と
、郵
送
に
よ
る
部
数

を
合
わ
せ
る
と
、全
線
開
通
直
後
は

月
6
0
0
0
部
で
し
た
が
、秋
の
台

風
時
は
1
5
0
0
部
に
減
少
。そ
の

後
、1
月
と
2
月
は
3
0
0
0
部
ま

で
回
復
し
た
も
の
の
、4
月
か
ら
6

月
に
か
け
て
は
1
0
0
0
部
に
と
ど

ま
り
し
た
。6
月
か
ら
7
月
に
は

3
0
0
0
部
、10
月
に
は
4
0
0
0

部
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
に
入
り
、全
線
踏
破
を
目
指

し
た
い
と
い
う
方
か
ら
の
申
し
込
み

は
多
く
な
り
、1
0
0
名
を
超
え
る

方
が「
全
線
踏
破
挑
戦
者
」に
登
録
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。30
名
以
上
の
方

か
ら
既
に
歩
き
切
っ
た
と
い
う
報
告

を
受
け
ま
し
た
。登
録
せ
ず
に
歩
い

た
人
も
10
名
以
上
は
い
ま
す
。長
い

ル
ー
ト
な
の
で
、ひ
と
り
ひ
と
り
の

情
報
は
得
に
く
い
の
で
す
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
登
山
道
の
閉
鎖
な
ど
も
あ
り
、

盛
岡
な
ど
の
内
陸
か
ら
沿
岸
部
に
訪

れ
た
と
い
う
人
も
い
た
よ
う
で
す
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
楽
し
む

　
ト
レ
イ
ル
の
歩
き
方
と
し
て
、一

気
に
全
線
を
歩
き
切
る「
ス
ル
ー
ハ

イ
カ
ー
」と
、何
度
か
に
分
け
て
歩
こ

う
と
す
る「
セ
ク
シ
ョ
ン
ハ
イ
カ
ー
」

が
い
ま
す
。セ
ク
シ
ョ
ン
ハ
イ
カ
ー

も
、全
て
歩
け
ば
ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー

と
呼
ば
れ
ま
す
。一
気
に
歩
く
ス
ル

ー
ハ
イ
カ
ー
の
中
に
は
、海
外
の
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
経
験
者
も
お
り
、

多
く
は
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
で
テ
ン
ト

泊
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。一

方
で
、セ
ク
シ
ョ
ン
ハ
イ
カ
ー
は
、ほ

と
ん
ど
が
民
間
の
宿
に
泊
ま
り
ま
す
。

ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー
も
食
料
の
調
達
や

洗
濯
の
た
め
に
、数
日
に
1
度
は
宿

を
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
を
歩
く
に
は
、と
に
か
く
長

い
時
間
が
必
要
で
す
。全
線
歩
く
と

　
私
は
、活
動
の
拠
点
を
東
京
に
お

き
つ
つ
、災
害
専
門
の
媒
体
の
取
材

を
東
北
で
行
い
な
が
ら
、被
災
地
支

援
を
願
う
国
内
外
の
企
業
と
被
災
地

を
つ
な
ぐ
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
縁
が
あ
っ
て「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」に
関
わ
る
よ
う
に
な

り
、ト
レ
イ
ル
全
体
の
管
理
・
運
営
を

担
う「
N
P
O
法
人
み
ち
の
く
ト
レ

イ
ル
ク
ラ
ブ
」を
仲
間
と
設
立
し
ま

し
た
。い
ま
も
、東
京
と
東
北
を
行
き

来
し
な
が
ら
、ト
レ
イ
ル
運
営
を
通

し
て
ハ
イ
カ
ー
と
地
元
の
人
た
ち
を

つ
な
ぐ
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
線
開
通
か
ら
今
日
ま
で
の

利
用
動
向

　
2
0
1
9
年
6
月
の
全
線
開
通
以

降
、「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」を

歩
く
人
は
少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し

た
。海
外
か
ら
の
訪
問
客
、国
内
在
住

の
外
国
人
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多

く
な
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、そ
の
年

10
月
の
台
風
19
号
に
よ
り
、2
0
0

か
所
以
上
の
不
通
区
間
で
き
ま
し
た
。

年
明
け
に
は
40
か
所
ほ
ど
に
ま
で
復

旧
し
、よ
う
や
く
、と
い
う
雰
囲
気
に

な
っ
た
時
に
、今
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に

な
る
と
40
日
か
ら
60
日
ほ
ど
の
滞
在

に
な
り
ま
す
。東
北
観
光
と
い
う
く

く
り
で
み
る
と
60
日
は
と
て
も
長
い
。

　
加
え
て
、通
し
で
歩
く
と
少
な
く

と
も
一
人
20
〜
30
万
円
は
か
か
る
よ

う
で
す
。そ
の
間
、東
北
で
生
活
し
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、食
べ
て
、飲
ん
で
、

寝
て
の
日
常
生
活
分
の
支
出
が
伴
い

ま
す
。ま
た
、ト
レ
イ
ル
を
歩
く
だ
け

で
な
く
、時
々
周
辺
観
光
も
楽
し
む

の
で
、薄
く
広
く
そ
の
地
域
に
消
費

を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。2

か
月
程
度
の
生
活
費
が
現
地
で
消
費

さ
れ
る
の
で
、経
済
効
果
は
高
く
、特

定
の
場
所
だ
け
で
な
く
、ま
ん
べ
ん

な
く
波
及
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
18
歳
の
娘
も
テ
ン
ト
を
背
負

い
歩
き
切
り
ま
し
た
。貯
め
た
お
小

遣
い
の
中
か
ら
30
万
円
ほ
ど
使
っ
た

そ
う
で
す
。2
ヶ
月
分
の
体
験
談
の

全
て
を
聞
き
終
わ
る
に
は
、し
ば
ら

く
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、と

て
も
多
く
の
方
に
親
切
に
し
て
も
ら

っ
た
よ
う
で
す
。ト
レ
イ
ル
か
ら
町

ま
で
車
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
り
、お

う
ち
に
泊
め
て
い
た
だ
い
た
り
、食

事
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
り
。東
北
の

方
々
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　
転
職
の
合
間
に
70
日
か
け
て
歩
い

た
人
の
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、何
よ

り
も
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
心

に
残
っ
た
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
、彼
は
三
陸
に
移
住
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
職
員
の
う
ち
の
2
人
も
ト

レ
イ
ル
を
歩
き
、移
住
し
て
き
た
者

た
ち
で
す
。今
後
、東
北
へ
の
移
住
促

進
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
歩
き
終
え
た
ハ
イ
カ
ー
た
ち
の
話

に
は
、ど
の
風
景
が
素
晴
ら
し
か
っ

た
と
い
う
こ
と
よ
り
、誰
と
会
い
、ど

の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
か
、と

い
う「
地
元
の
方
と
の
交
流
」の
話
題

が
多
い
で
す
。ハ
イ
カ
ー
を
好
意
的

に
む
か
え
、サ
ポ
ー
ト
す
る
地
元
の

人
た
ち
は
、米
国
東
部
を
縦
断
す
る

ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
な
ど
で
は
、

「
ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
で
も
、自
然
発
生
的
に「
ト
レ
イ
ル

エ
ン
ジ
ェ
ル
」が
生
ま
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
と
の

交
流

　
2
0
1
2
年
の
取
り
組
み
か
ら
8

年
。ハ
イ
カ
ー
の
姿
が
増
え
、地
元
の

人
た
ち
か
ら
も
徐
々
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
ま

す
。地
域
の
方
に
は「
大
き
な
バ
ッ
ク

パ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
る
人
た
ち
を

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
聞
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。震
災
直
後
、復

興
初
期
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
が
多
く
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

い
ま
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。か
わ

っ
て
徐
々
に
、東
北
を
歩
く
旅
人
が

増
え
て
い
ま
す
。国
道
や
町
な
か
の

道
も
ル
ー
ト
に
指
定
し
て
い
る
の
で
、

ハ
イ
カ
ー
は
目
に
つ
き
や
す
い
。み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
広
告
塔
の

役
割
を
担
い
、地
域
に
徐
々
に
浸
透

し
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　
地
元
の
人
た
ち
が
協
力
的
で
あ
る

こ
と
は
、と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
こ
そ
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
醍
醐

味
だ
と
思
い
ま
す
。ク
レ
ー
ム
は
あ

ま
り
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。「
台
風
時

に
危
険
な
の
で
引
き
留
め
た
。そ
れ

で
も
行
っ
て
し
ま
っ
た
。危
な
い
か

ら
地
元
の
行
政
に
伝
え
た
」「
道
迷
い

す
る
人
が
多
く
て
自
分
の
敷
地
に
迷

い
込
ん
で
く
る
か
ら
、目
印
を
つ
け

た
ほ
う
が
い
い
」な
ど
の
声
が
あ
り

ま
す
が
、ク
レ
ー
ム
で
は
な
く
、ハ
イ

カ
ー
を
心
配
し
て
の
連
絡
ば
か
り
で

す
。安
全
は
自
己
管
理
が
前
提
の
ハ

イ
キ
ン
グ
と
、親
切
心
か
ら
く
る
管

理
側
へ
の
進
言
の
間
に
あ
る
出
来
事

で
す
が
、地
域
の
目
が
あ
る
こ
と
は

と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
み
ん
な
が
ト
レ
イ
ル
や
ハ
イ

カ
ー
を
気
に
か
け
、安
心
安
全
に
楽

し
く
地
域
を
歩
い
て
欲
し
い
、と
願

う
こ
と
が
、ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
地

域
計
画
と
し
て
そ
の
地
に
根
付
く
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ハ
イ
カ
ー
の
中
に
は
、「
震
災
直
後

に
、自
分
は
な
に
も
し
な
か
っ
た
」こ

と
が
潜
在
的
に
心
の
負
い
目
に
な
っ

て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。「
道
が

で
き
た
か
ら
歩
き
に
い
け
る
。歩
く

こ
と
で
少
し
で
も
東
北
を
応
援
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う
話
を
ハ
イ

カ
ー
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、ハ
イ
カ
ー
を
温
か
く
迎

え
る
地
元
の
人
た
ち
が
増
え
て
、親

切
な「
軽
ト
ラ
の
お
じ
さ
ん
」が
た
く

さ
ん
い
る
よ
う
で
す（
笑
）。お
茶
っ

こ
を
だ
し
て
く
れ
る
お
ば
ち
ゃ
ん
も

い
ま
す
。ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
宿
所

と
し
て
提
供
す
る
人
も
い
ま
す
。ハ

イ
カ
ー
が
歩
い
て
く
る
と
、つ
か
ま

え
て「
よ
っ
て
い
け
！
」と
言
い
、プ

レ
フ
ァ
ブ
に
案
内
し
、冷
蔵
庫
の
ビ

ー
ル
は
無
料
。周
辺
の
自
慢
の
景
勝

地
を
案
内
し
て
く
れ
た
り
、お
風
呂

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
。他
の

ハ
イ
カ
ー
が
遊
び
に
来
た
り
す
る
の

で
、う
っ
か
り
数
週
間
滞
在
し
て
し

ま
う
ハ
イ
カ
ー
も
い
る
よ
う
で
す
。

住
民
の
方
が
、自
分
流
の
ト
レ
イ
ル

エ
ン
ジ
ェ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。有

名
に
な
っ
た
エ
ン
ジ
ェ
ル
た
ち
の
噂

話
も
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て

ハ
イ
カ
ー
た
ち
は
、歩
き
終
わ
る
と

ま
た
そ
の
場
所
に
遊
び
に
行
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
に
は
、復
興
過
程

で
多
く
の
方
が
訪
れ
た
の
で
、外
部

の
方
と
の
交
流
に
慣
れ
て
い
る
、と

い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ト
レ
イ
ル
は
海
岸
線
を
通
っ
て
い
ま

す
が
、オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
な
漁
業

者
の
方
も
多
く
、外
来
者
と
の
交
流

に
は
抵
抗
が
な
い
と
聞
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。「
震
災
後
に
い
ろ
ん
な
人

が
来
て
、復
興
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
恩
返
し
だ
」と
い
う
方
も
い
る

よ
う
で
す
。も
と
も
と
親
切
な
人
も
、

す
ご
く
多
い
と
感
じ
ま
す
。

震
災
を
語
り
継
ぐ

　「
震
災
の
記
憶
を
残
す
こ
と
は
大

切
だ
と
思
う
。で
も
、地
域
の
中
だ
け

で
語
り
継
ぐ
の
は
難
し
い
。ひ
と
り

ひ
と
り
が
、全
く
異
な
る
体
験
を
し
て

い
る
し
、捉
え
方
も
違
う
の
で
、地
域

の
中
で
も
、ま
た
家
族
と
す
ら
震
災
の

話
を
す
る
こ
と
が
躊
躇
さ
れ
る
。で
も
、

外
か
ら
き
た
旅
人
に
は
話
す
こ
と
が

で
き
る
」と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。

語
る
こ
と
に
よ
り
、心
が
解
か
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。か
つ
て
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
聞
き
役
に
な
っ
て
く
れ
て
も

い
ま
し
た
。い
ま
は
そ
の
役
割
の
一
端

を
ハ
イ
カ
ー
が
担
え
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。ト
レ
イ
ル
を
歩
い
た

一
人
ひ
と
り
か
ら
少
し
ず
つ
伝
わ
り
、

全
国
に
持
ち
帰
ら
れ
、災
害
へ
の
備
え

が
少
し
で
も
進
む
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ト
レ
イ
ル
の
運
営
計
画
策
定
時
に
関

係
者
で
つ
く
っ
た「
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
憲
章
」に
は
、「
震
災
の
記
憶
を

語
り
継
ぐ
道
に
し
ま
す
」と
い
う
一
文

が
あ
り
ま
す
。ト
レ
イ
ル
は
震
災
の
記

憶
を
語
り
継
ぐ
装
置
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、同
時
に
東
北
の
復
興
に
貢
献
で
き

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。全
国
的
に
過

疎
・
高
齢
化
が
す
す
み
ま
す
が
、ト
レ

イ
ル
は
、地
域
振
興
の
一
旦
も
担
え
る
。

交
流
人
口
は
着
実
に
増
加
し
、経
済
効

果
も
確
実
に
発
揮
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た

頃
、ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
カ
タ
カ

ナ
で
未
知
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に

あ
た
り
、環
境
省
の
皆
さ
ん
が
と
て
も

苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ

り
ま
せ
ん
。よ
く
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着

い
た
と
思
い
ま
す
。ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

づ
く
り
は
、広
域
連
携
事
業
。み
ち
の

く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
４
県
28
市
町
村

が
一
本
に
つ
な
が
り
協
働
し
て
い
る

事
業
で
す
。内
外
多
種
多
様
な
方
々
が

関
わ
り
得
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
の

で
す
。大
手
企
業
が
ト
レ
イ
ル
全
線
に

わ
た
り
清
掃
活
動
を
し
た
い
と
申
し

出
て
く
だ
さ
る
の
も
、ト
レ
イ
ル
と
い

う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る
か
ら

こ
そ
で
す
。地
域
は
あ
り
の
ま
ま
に
、

特
別
な
こ
と
を
し
な
く
と
も
、単
に
ハ

イ
カ
ー
に
一
言
声
を
か
け
る
だ
け
で
、

ト
レ
イ
ル
事
業
に
参
加
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。旅
人
は
、地
域
の
人
に
声

を
掛
け
ら
れ
る
だ
け
で
嬉
し
い
と
聞

き
ま
す
。旅
の
醍
醐
味
は
人
と
の
出
会

い
だ
と
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、

環
境
省
さ
ん
が
仕
掛
け
て
く
れ
た
地

域
全
体
で
取
り
組
む
復
興
事
業
で
あ

り
、持
続
可
能
な
地
域
計
画
だ
と
考
え

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
れ
が
結

果
、持
続
可
能
な
観
光
地
と
し
て
世
界

に
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
も
繋
が
る
は

ず
。み
ん
な
で
育
て
て
い
く
道
で
す
。

ハ
イ
カ
ー
、自
治
体
、内
外
の
民
間
企

業
、地
元
住
民
た
ち
が
、地
域
の
暮
ら

し
を
守
り
な
が
ら
、震
災
を
語
り
な
が

ら
、少
し
ず
つ
育
て
る
1
0
0
年
、

2
0
0
年
と
続
く
道
。地
域
の
方
々
が
、

自
ら
の
住
う
地
域
と
、こ
の
ト
レ
イ
ル

を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
、こ
の
ト
レ
イ
ル
の
持
続
可
能
性
に

つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。み
ん
な

が
関
わ
り
、復
興
と
こ
れ
か
ら
の
東
北

の
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
と
、「
歩
く
旅
」の
文
化

が
、こ
の
東
北
の
地
に
根
付
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。  （
談
）

聞
き
手
：
寺
崎
竜
雄

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

〜
地
域
の
暮
ら
し
を
守
り
、震
災
を
語
り
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
育
て
る
1
0
0
年
、2
0
0
年
と
続
く
道
〜
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陸
復
興
国
立
公
園
」を
指
定
し
た
。そ
の
国
立
公

園
を
足
掛
か
り
に
復
興
事
業
に
臨
も
う
と
す
る

「
環
境
省
グ
リ
ー
ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
開

始
さ
れ
る
。

 

国
立
公
園
か
ら

震
災
復
興
に
臨
む

　
三
陸
地
域
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
関
東
か
ら

の
主
要
な
交
通
手
段
は
、八
戸
、盛
岡
、仙
台
の

新
幹
線
駅
を
基
点
と
し
、半
分
く
ら
い
の
三
陸

の
町
は
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
２
時
間
近
い
車
両

で
の
ア
ク
セ
ス
を
経
て
よ
う
や
く
至
る
。道
路

事
情
の
改
善
が
進
ん
で
い
る
現
在
で
も
岩
手
県

太
平
洋
岸
に
は
東
京
駅
か
ら
5

時
間
以
上
か
か
る
。そ
の
よ
う

な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
地
域
が
、

震
災
に
よ
り
社
会
イ
ン
フ
ラ
が

ズ
タ
ズ
タ
に
な
り
、生
活
の
場

が
奪
わ
れ
、被
災
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ（
集
落
）の
一
部
は
離
散

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
震
災
復
興
と
い
う
命
題
に
対

峙
し
た
時
、規
制
に
よ
り
自
然

を
保
護
す
る
こ
と
を
軸
と
す
る

国
立
公
園
に
一
体
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
、と
私
は
思
っ
た
。

観
光
イ
ン
フ
ラ
の
一
部
を
自
然

公
園
法
に
基
づ
く
公
共
事
業
に

よ
り
復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
が
、観
光
施
設
の
復
旧

が
、大
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い

る
地
域
産
業
の
復
活
と
連
動
し

な
け
れ
ば
復
興
に
な
ら
な
い
。

見
て
い
た
。午
後
5
時
頃
、事
務
所
の
あ
る
福
江

港
に
戻
る
と
潮
位
変
動
が
あ
り
、午
後
5
時
半

頃
に
40
㎝
の
津
波
が
到
達
し
た
と
記
憶
し
て
い

る
。波
止
場
の
高
さ
に
至
る
す
ん
で
の
と
こ
ろ

で
海
は
下
が
っ
て
い
っ
た
。3
日
後
の
3
月
14

日
、私
の
人
生
そ
の
後
10
年
を
決
め
る
人
物
と

出
会
う
。加
藤
則
芳
と
い
う
作
家
で
あ
る
。環
境

省
自
然
環
境
局
が
担
う「
国
立
公
園
」に
関
す
る

取
材
を
行
い
、本
を
書
い
て
い
る
人
で
あ
っ
た
。

「
世
界
の
国
立
公
園
制
度
の
開
祖
」で
あ
る
ジ
ョ

ン
・
ミ
ュ
ー
ア（
ア
メ
リ
カ
1
8
3
8
〜
1
9
1

4
）の
研
究
者
で
も
あ
る
。

　
氏
は
、私
の
上
司
で
あ
る
神
田
修
二
の
依
頼

で
、こ
れ
ま
た
環
境
省
の
施
策
で
あ
る「
九
州
自

然
歩
道
」の
再
生
と
、そ
の
五
島
列
島
へ
の
延
伸

に
関
し
、私
を
指
導
す
べ
く
横
浜
か
ら
五
島
列

島
に
来
て
い
た
。氏
は
少
し
前
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い

う
病
を
発
症
し
て
い
た
。筋
肉
が
委
縮
し
、歩
け

な
く
な
り
、喋
れ
な
く
な
り
、最
後
は
呼
吸
が
で

き
な
く
な
る
、治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

難
病
で
あ
る
。氏
は
覚
束
な
い
足
取
り
で
杖
を

突
き
な
が
ら
五
島
列
島
の
島
々
を
巡
っ
た
。九

州
自
然
歩
道
の
延
伸
が
計
画
さ
れ
て
い
る
箇
所

を
説
明
す
る
と
、氏
は
遠
い
目
を
し
な
が
ら
、あ

そ
こ
を
ず
ー
っ
と
島
の
北
端
ま
で
い
く
ト
レ
イ

ル（
歩
く
道
）が
で
き
た
ら
い
い
と
言
っ
た
。五

島
の
島
に
は
最
果
て
の
趣
が
あ
り
、そ
れ
が
醸

し
出
す
雰
囲
気
が
歩
く
旅
の
魅
力
を
高
め
て
く

れ
る
、と
。氏
の
視
線
が
指
し
示
す
先
が
何
な
の

か
、そ
の
時
の
私
に
は
見
え
な
か
っ
た
。氏
は
、

五
島
列
島
の
島
民
向
け
に
、長
距
離
自
然
歩
道

＝
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、と

い
う
講
演
を
行
っ
た
。氏
が
半
年
間
か
け
て
歩

い
た
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
3
5
0
0
㎞
の

紹
介
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。講
演
後
の
夜
に
氏

は
私
に
言
っ
た
。「
長
距
離
自
然
歩
道
は
、地
元

の
人
々
が
関
わ
っ
て
こ
そ
存
在
し
う
る
も
の
。

地
元
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
。」氏
が

言
っ
た
言
葉
の
意
味
を
、私
は
理
解
ど
こ
ろ
か

心
に
留
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、そ
の
翌写真：自宅療養中の加藤則芳氏と環境省トレイルメンバー2012年

日
に
お
別
れ
し
た
。私
は
こ
の
時
、Ａ
Ｌ
Ｓ
を
患

っ
た
人
が
ど
の
よ
う
に
衰
え
る
の
か
知
ら
な
か

っ
た
。氏
が
活
動
で
き
る
時
間
が
ど
の
く
ら
い

残
さ
れ
て
い
る
の
か
、氏
の
覚
悟
が
い
か
ほ
ど

の
も
の
か
、そ
の
時
は
つ
い
ぞ
知
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。氏
と
の
出
会
い
の
数
日
後
、私
は
五
島

列
島
か
ら
東
京
へ
の
転
勤
を
言
い
渡
さ
れ
た
。

　
東
京
に
赴
任
す
る
と
、環
境
省
自
然
環
境
局

内
に
は
既
に「
震
災
復
興
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

の
芽
が
生
ま
れ
て
い
た
。私
が
引
越
の
荷
物
を

ま
と
め
て
い
る
間
に
、氏
は
五
島
列
島
か
ら
戻

っ
て
ほ
ぼ
日
を
置
か
ず
に
環
境
省
を
訪
れ
、自

ら
の
構
想
を
自
然
環
境
局
に
提
案
し
て
い
た
。

2
0
1
1
・
5
・
18
に
は
、環
境
省
か
ら
三
陸
復

興
国
立
公
園（
仮
称
）と
三
陸
海
岸
ト
レ
イ
ル

（
仮
称
）を
進
め
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。私
が

氏
と
出
会
っ
て
か
ら
、2
か
月
あ
ま
り
の
間
に

「
震
災
復
興
の
国
立
公
園
と
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

は
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。人
生
の
終
わ
り
を

意
識
し
て
い
た
加
藤
氏
の
尋
常
な
ら
ざ
る
情
熱

と
、震
災
復
興
と
い
う
日
本
社
会
の
そ
の
後
数

十
年
に
わ
た
る
命
題
が
奇
跡
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
結
び
つ
い
た
。

地
域
制
国
立
公
園
を
つ
ら
ぬ
く

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」

　
日
本
の
国
立
公
園
は「
地
域
制
」と
い
う
制
度

の
下
、国
土
の
5
・
8
%
を
占
め
る
面
積
に
展
開

し
て
い
て
、国
立
公
園
の
中
に
た
く
さ
ん
人
が

住
み
、生
活
し
て
い
る
。一
方
の「
営
造
物
」と
い

う
制
度
の
、例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
は
、

国
や
州
が
土
地
を
所
有
し
て
い
て
、一
般
の
人

は
住
ん
で
い
た
と
し
て
も
わ
ず
か
で
あ
り
、人

口
密
度
は
極
め
て
低
い
。旅
に
お
い
て
地
域
住

民
と
接
す
る
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、出
会

う
、出
会
わ
な
い
の
ど
ち
ら
も
意
味
が
あ
る
こ

と
だ
が
、と
て
も
大
き
な
違
い
で
も
あ
る
。

　
震
災
復
興
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」は
、日
本
の
中
で
南
北
に
最
も

長
い
国
立
公
園
を
歩
い
て
旅
す
る
と
い
う
提
案

で
あ
る
。欧
米
の
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス（
手
つ
か
ず
の

原
生
的
な
自
然
環
境
）を
行
く
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
と
異
な
り
、荒
ぶ
る
自
然
と
人
の
住
ま
う
空

間
の
狭
間
を
旅
す
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
。

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
多
く
の
部
分
が
、人
が
生
活

に
使
っ
て
い
る
か
、か
つ
て
使
っ
て
い
た
道
を

地
域
住
民
と
共
に
復
活
さ
せ
て
繋
げ
た
道
で
あ

る
。道
を
つ
く
っ
た
の
は
今
昔
の
住
民
で
あ
り
、

道
を
歩
い
て
出
会
う
の
は
今
を
生
き
て
い
る
住

民
と
そ
の
方
々
の
生
活
場
面
で
あ
る
。震
災
も

そ
こ
か
ら
の
復
興
の
過
程
も
、今
を
生
き
る
地

域
の
人
々
の
生
活
の
中
に
あ
る
。余
所
者
が
震

災
と
は
何
だ
っ
た
か
の
か
を
知
り
た
い
の
で
あ

れ
ば
、被
災
地
を
歩
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。被

災
地
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
震
災
と
い
う
出
来

事
だ
け
で
は
な
い
。2
0
1
1
・
3
・
11
に
至
る

ま
で
も
生
活
で
あ
り
、そ
こ
か
ら
の
復
興
の
み

ち
の
り
も
生
活
で
あ
り
、そ
の
先
を
想
像
す
る

こ
と
も
生
活
で
あ
る
。そ
の
生
活
の
場
が
、復
興

国
立
公
園
で
も
あ
る
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
は
、国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
国
内
第

一
級
の
景
観
地
を
め
ぐ
る
だ
け
で
な
く
、そ
こ

に
住
ま
う
人
々
が
、強
烈
な
自
然
の
力
と
折
り

合
い
を
付
け
つ
つ
、先
祖
代
々
営
み
を
続
け
て

き
た
、人
と
自
然
と
の
共
生
の
地
を
巡
る
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
。

 

震
災
復
興
の
目
指
す
も
の

　
三
陸
の
被
災
地
は
、関
東
圏
以
西
か
ら
は
遠

い
エ
リ
ア
で
あ
り
、震
災
以
前
か
ら
高
齢
化
・
過

疎
が
進
み
続
け
て
い
る
。震
災
に
よ
り
人
口
減

少
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、被
災
し
、土
地
の
嵩
上
げ
を
行
っ
た（
町
の

復
旧
を
一
か
ら
や
り
直
し
た
）地
域
に
お
い
て

は
、震
災
前
と
比
較
し
、人
口
４
割
減
と
言
わ
れ

て
い
る
。新
規
定
住
人
口
≧
流
出
人
口
を
目
指

す
が
、日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
高
齢
化
・
過

疎
化
が
進
ん
で
お
り
、人
口
減
少
の
構
造
的
土

台
が
あ
る
前
提
で
の
目
標
設
定
と
戦
略
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
現
代
は
、流
通
す
る
情
報
量
の
増
大
と
と
も

に
、情
報
を
持
っ
た
個
人
が
独
自
に
判
断
・
選
択

す
る
社
会
に
な
っ
て
お
り
、自
身
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
条
件
の
良
い
と
こ
ろ
を
選
択
し
て
人
が

住
ま
う
と
い
う
考
え
方
が
少
し
ず
つ
浸
透
し
て

き
て
い
る
。地
方
が
取
り
組
む「
交
流
人
口
の
拡

大
」は
、人
口
分
散
の
効
果
を
受
け
取
る
た
め
の

足
掛
か
り
と
な
り
う
る
。

　
交
流
人
口
拡
大
は
三
段
階
あ
る
と
考
え
る
。

一
つ
目
は
、余
所
か
ら
来
ら
れ
る
方
に
そ
の
地

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
段
階
で
あ
る
。観
光
目
的

な
ど
で
来
訪
し
当
地
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
、地

域
住
民
と
交
流
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
指
す
。

二
つ
目
は
、募
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
地

域
活
動
に
協
力
す
る
段
階
で
あ
る
。多
く
の
余

所
者
は
こ
の
段
階
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
触

れ
る
。三
つ
目
は
、当
地
に
住
む
こ
と
を
考
え
る

ほ
ど
、当
地
に
魅
力
を
感
じ
、地
域（
近
所
の
人
、

仕
事
、住
ま
い
な
ど
）を
見
て
回
り
、深
く
知
ろ

う
と
す
る
段
階
で
あ
る
。こ
こ
ま
で
交
流
の
段

階
が
進
め
ば
、定
住
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も
実

現
性
が
出
て
く
る
。災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の

作
業
で
は
、二
つ
目
の
段
階
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。災
害
の
応
援
に
来
て

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
有
難
い
の
は
、労
働

力
と
し
て
大
事
な
の
で
は
な
く
、当
地
を
応
援

し
て
く
れ
る
気
持
ち
が
あ
り
、さ
ら
に
そ
の
先

に
交
流
を
継
続
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
有
難
い
の
で
あ
る
。

　
交
流
人
口
の
拡
大
は
、経
済
活
動
や
ビ
ジ
ネ

ス
に
結
び
付
け
て
、経
済
効
果
云
々
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、日
本
の
高
齢
化
・
過
疎
化
が

進
む
地
域
に
と
っ
て
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新

陳
代
謝
へ
の
好
影
響
こ
そ
期
待
し
た
い
。世
の

中
は
様
変
わ
り
し
、生
ま
れ
た
土
地
で
生
き
て

終
え
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
時
代
、労
働
者

と
し
て
大
人
に
な
る
と
都
会
へ
出
る
人
が
多
く

存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
の
時
代
、先
祖

代
々
の
土
着
と
い
う
要
素
が
少
な
く
な
っ
た
か

ら
こ
そ
自
ら
が
求
め
る
住
み
よ
い
有
利
な
土
地

へ
自
ら
の
判
断
で
移
住
し
て
い
く
現
代
へ
。

　
国
立
公
園
は
お
お
む
ね
高
齢
化
・
過
疎
化
が

進
む「
日
本
の
田
舎
」に
あ
る
。直
接
的
に
定
住

人
口
を
獲
得
す
る
ほ
ど
の
経
済
循
環
を
生
み
出

し
て
い
な
い
が
、交
流
人
口
拡
大
の
初
端
で
も

あ
る
観
光
促
進
に
対
し
て
は
一
部
役
割
を
担
っ

て
い
る
。ま
た
、国
立
公
園
は
定
住
人
口
を
生
み

出
す
上
で
重
要
な
要
素
、具
体
的
に
は「
水
」「
空

気
」「
朝
と
昼
と
夕
と
夜
」「
四
季
」「
食
材
」「
心
洗

わ
れ
る
景
観
」「
社
会
制
約
の
少
な
い
時
間
の
流

れ
」「
限
ら
れ
た
、け
れ
ど
そ
れ
な
り
に
深
い
近

所
づ
き
あ
い
」な
ど
、現
代
人
が
生
き
る
場
所
と

し
て
敢
え
て
選
択
し
う
る
環
境
条
件
を
提
示
し

て
お
り
、そ
れ
を
欲
す
る
方
々
に
と
っ
て
は
好

物
件
地
で
あ
る
。加
え
て
、そ
れ
ら
自
然
環
境
が

も
た
ら
す
効
果
が
極
力
壊
れ
な
い
よ
う
国
が
開

発
制
限
を
課
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、国
立

公
園
は
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
で
安
全
な「
生
き
る
に

足
る
環
境
」を
提
供
す
る
有
効
な
社
会
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

震
災
復
興
11
年
目

　
2
0
1
1
・
3
・
14
‐
15
と
加
藤
氏
と
2
日
の

時
間
を
共
有
し
、私
と
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
関

わ
り
が
始
ま
っ
た
。氏
が
見
て
い
た
風
景
は
、私

に
は
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
が
、

私
は
少
し
ず
つ
、氏
の
後
追
い
を
す
る
こ
と
で

路
傍
の
石
の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
い
く
道
の
り

の
途
中
に
あ
る
。一
方
で
、氏
は
あ
の
日
、我
々

が
足
掛
け
9
年
で
1
0
2
5
㎞
の「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
予
想

し
な
か
っ
た
と
思
う
。10
年
前
に
氏
が
言
っ
た

こ
と
が
、発
展
の
途
上
と
は
い
え
、今
、実
現
し

て
い
る
。注
が
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
膨
大
さ
を

思
う
と
、た
だ
た
だ
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
震
災
復
興
と
は
何
で
あ
る
の
か
。そ
れ
は
震

災
復
興
と
い
う
命
題
の
下
、あ
ま
た
の
人
々
が

意
思
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
社
会
へ
の
貢
献
活

動
、ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
地
域
を
癒
す
活
動
の

総
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、震
災
復
興
の
先
に

お
い
て
は
、地
域
を
再
生
・
活
性
さ
せ
て
い
く
取

り
組
み
と
し
て
続
い
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
主
役
は
、地
域
に
住
ま
う
人
々
で
あ
り
、地

域
を
訪
れ
る
余
所
者
で
も
あ
る
。三
陸
復
興
国

立
公
園
、み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、そ
の

方
々
が
交
わ
る
た
め
の
舞
台
装
置
で
あ
り
続
け

て
ほ
し
い
。「
地
域
か
ら
声
が
沸
き
上
が
る
よ
う

な
ト
レ
イ
ル
に
し
よ
う
。」加
藤
氏
の
言
葉
が
耳

に
響
き
続
け
る
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
と

の
関
わ
り
が
11
年
目
を
迎
え
た
こ
の
春
、私
は

震
災
復
興
を
振
り
返
り
感
慨
に
ふ
け
る
心
持
ち

に
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
。

※「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」の
概
要
は
、

『
観
光
文
化
2
4
3
号
』に
掲
載
し
た
、

櫻
庭
氏
の
講
演
記
録「
第
17
回
た
び
と
し
ょcafe

東
北
1
0
0
0
km
を
つ
な
ぐ〝
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
〞」の

記
事
参
照
。

https://w
w
w
.jtb.or.jp/w

p-content/uploads/2
0
1
9
/

1
0
/bunka2

4
3
.pdf

国
立
公
園
の
機
能

　
国
立
公
園
は
自
然
公
園
法
に
基
づ
い
て
指
定

さ
れ
、そ
の
法
律
の
第
１
条
に
は
、「
優
れ
た
自

然
の
風
景
地
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、そ
の
利

用
の
増
進
を
図
り
、も
っ
て
国
民
の
保
健
、休
養

及
び
教
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」と

書
か
れ
て
い
る
。「
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」と
言
っ
て
い
る
あ
た
り
、国
立
公
園
の
仕
組

み
だ
け
で
事
を
成
す
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
取
組

と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
効
果
を
発
揮
す
る
制
度
と

推
察
さ
れ
る
。国
民
み
な
さ
ま
に
ゆ
っ
く
り
休

ん
で
健
康
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
、自
然
の
成

り
立
ち
を
発
見
・
学
習
し
た
り
、頭
と
心
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
閃
き
を
鋭
く
し
た
り
、人
生
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
お
手
伝
い
す
る
。そ
れ
は

美
し
く
保
護
さ
れ
た（
場
合
に
よ
っ
て
は
管
理

さ
れ
た
）風
景「
地
」で
こ
そ
実
現
で
き
る
こ
と

だ
、と
国
立
公
園
は
主
張
し
て
い
る
。

　
風
景
の
保
護
で
は
な
く
、風
景「
地
」の
保
護
。

「
エ
リ
ア
」の
保
護
だ
と
い
う
こ
と
は
、制
度
の

重
要
な
観
点
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
日
本
の
国

立
公
園
は
、風
景
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
主
目
的

と
す
る
管
理
が
な
さ
れ
、国
立
公
園
が
面
的
に

広
が
っ
て
い
る
こ
と
の
実
を
十
分
に
活
用
し
て

い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。写
真
で
見
る
国

立
公
園
は
い
つ
も
風
景
で
あ
る
が
、国
立
公
園

が
提
供
し
て
い
る
も
の
は
空
間
で
あ
る
。そ
の

場
に
身
を
置
か
な
い
と
、空
間
の
素
晴
ら
し
さ

は
理
解
で
き
な
い
か
ら
、国
立
公
園
が
ど
れ
だ

け
素
敵
な
の
か
は
、実
は
写
真
で
は
わ
か
ら
な

い
。国
立
公
園
は
、他
者
の
関
与
に
埋
め
尽
く
さ

れ
た
管
理
空
間
で
は
な
く
、思
い
思
い
遊
ぶ
た

め
の
自
由
な
空
間
で
あ
る
。「（
決
し
て
勝
手
で

は
な
く
）ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
自
由
」の
下
に
行

動
す
る
こ
と
で
、時
間
と
空
間
を
使
い
、環
境
と

自
己
認
識
を
総
体
化
さ
せ
る
作
用
を
も
た
ら
す
。

例
え
る
な
ら
修
験
者
修
行
の
入
門
あ
た
り
で
遊

ぶ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。風
景
地
を
保

護
す
る
た
め
の
規
制
や
取
組
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
同
時
に
、利
活
用
に
関
す
る
発
想
と
そ

れ
に
基
づ
く
取
組
は
、空
間
的
な
認
識
に
基
づ

き
、多
様
で
、多
面
的
で
、か
つ
柔
軟
で
あ
る
べ

き
だ
。

震
災
復
興
の
た
め
の

国
立
公
園
の
指
定

　
当
時
の
厚
生
省
国
立
公
園
部
は
、昭
和
30
年

に
岩
手
県
普
代
村
か
ら
釜
石
市
ま
で
の
太
平
洋

沿
岸
部
を「
陸
中
海
岸
国
立
公
園
」に
指
定
し
た
。

当
地
に
4
年
間
駐
在
し
た
私
の
こ
の
国
立
公
園

に
対
す
る
印
象
は
、海
に
せ
り
出
し
た「
崖
だ
ら

け
」の
国
立
公
園
と
い
う
も
の
だ
。崖
地
が
多
い

た
め
、そ
の
場
所
自
体
の
利
用
可
能
性
は
限
ら

れ
、展
望
台
な
ど
か
ら
眺
望
し
て
、美
し
い
と
感

嘆
す
る
。展
望
台
か
ら
眺
望
で
き
な
い
場
所
も

た
く
さ
ん
あ
り
、海
に
出
帆
す
る
こ
と
で
初
め

て
地
形
の
壮
大
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

津
波
の
被
害
を
受
け
た
エ
リ
ア
は
、陸
中
海
岸

国
立
公
園
の
範
囲
よ
り
も
さ
ら
に
は
る
か
長
大

で
あ
っ
た
。日
本
で
最
も
古
い
地
質
帯
の
一
つ

で
あ
る
北
上
山
地
と
太
平
洋
の
コ
ン
タ
ク
ト
ラ

イ
ン
に
崖
地
や
リ
ア
ス
の
地
形
が
続
く
海
岸
線

が「
三
陸
海
岸
」で
あ
る
と
の
地
理
地
形
学
的
な

考
え
方
に
基
づ
き「
陸
中
海
岸
国
立
公
園
」か
ら

南
北
の
沿
岸
域
に
範
囲
を
延
伸
す
る
形
で「
三

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
支
援
す
る
な
ど
、国

立
公
園
の
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
た
前
例
を
聞

い
た
こ
と
が
な
い
。ほ
と
ん
ど
の
行
政
機
関
に

と
っ
て
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
は「
前
例

が
な
い
」取
り
組
み
の
連
続
で
あ
っ
た
と
思
う
。

私
の
震
災
復
興
は
じ
ま
り

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
時
間
、私
は
長

崎
県
五
島
列
島
、福
江
島
の
美
し
い
砂
浜
に
居

た
。西
海
国
立
公
園
の
管
理
を
す
る
離
島
の
事

務
所
に
一
人
で
勤
務
し
て
お
り
、巨
大
地
震
が

発
生
し
た
こ
と
も
知
ら
ず
、東
シ
ナ
海
に
向
け

て
角
度
を
落
と
す
途
中
の
ま
だ
明
る
い
西
日
を

N
P
O
法
人
み
ち
の

く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ

事
務
局
長
・
常
務
理

事
。一
級
建
築
士
事
務

所
主
宰
の
か
た
わ
ら
、

2
0
1
1
年
N
P
O

法
人
震
災
リ
ゲ
イ
ン
設
立
。代
表
理
事
と

し
て
防
災
・
減
災
の
新
聞『
震
災
リ
ゲ
イ
ン

プ
レ
ス
』の
発
行
の
他
、書
籍
の
編
集
、映

画
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
行
う
。み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
運
営
の
計
画
策
定
に
携
わ
り
、

2
0
1
7 

年
N
P
O 

法
人
み
ち
の
く
ト

レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
を
設
立
。2
0
2
0
年
、ハ

イ
カ
ー
ら
と（
一
社
）ト
レ
イ
ル
ブ
レ
イ
ズ
ハ

イ
キ
ン
グ
研
究
所
を
設
立
し
、各
地
の
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
の
敷
設・振
興
を
応
援
し
て
い

る
。 相

澤
久
美（
あ
い
ざ
わ・く
み
）

よ
り
利
用
は
停
滞
し
ま
し
た
。

　
ト
レ
イ
ル
周
辺
の
方
々
か
ら
不
安

の
声
が
聞
か
れ
た
の
で
、４
月
に
歩

行
を
控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

を
だ
し
ま
し
た
。ト
レ
イ
ル
の
管
理

は
沿
線
の
関
係
者
ら
と
広
域
連
携
の

も
と
で
行
っ
て
い
ま
す
。自
治
体
の

意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、民
間
で
運

営
し
て
い
る
6
つ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施

設
と
も
相
談
し
、6
月
に
は
こ
の
お

願
い
を
解
除
し
ま
し
た
。ハ
イ
カ
ー

た
ち
は
理
解
を
示
し
て
く
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。現
在
も
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
の
お
願
い
は
継
続
し
て
い

ま
す
が
、全
線
を
通
し
て
歩
い
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
人
に
は
、公
式

マ
ッ
プ
を
見
る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
。

各
サ
テ
ラ
イ
ト
に
お
け
る
公
式
マ
ッ

プ
の
配
布
数
と
、郵
送
に
よ
る
部
数

を
合
わ
せ
る
と
、全
線
開
通
直
後
は

月
6
0
0
0
部
で
し
た
が
、秋
の
台

風
時
は
1
5
0
0
部
に
減
少
。そ
の

後
、1
月
と
2
月
は
3
0
0
0
部
ま

で
回
復
し
た
も
の
の
、4
月
か
ら
6

月
に
か
け
て
は
1
0
0
0
部
に
と
ど

ま
り
し
た
。6
月
か
ら
7
月
に
は

3
0
0
0
部
、10
月
に
は
4
0
0
0

部
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
に
入
り
、全
線
踏
破
を
目
指

し
た
い
と
い
う
方
か
ら
の
申
し
込
み

は
多
く
な
り
、1
0
0
名
を
超
え
る

方
が「
全
線
踏
破
挑
戦
者
」に
登
録
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。30
名
以
上
の
方

か
ら
既
に
歩
き
切
っ
た
と
い
う
報
告

を
受
け
ま
し
た
。登
録
せ
ず
に
歩
い

た
人
も
10
名
以
上
は
い
ま
す
。長
い

ル
ー
ト
な
の
で
、ひ
と
り
ひ
と
り
の

情
報
は
得
に
く
い
の
で
す
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
登
山
道
の
閉
鎖
な
ど
も
あ
り
、

盛
岡
な
ど
の
内
陸
か
ら
沿
岸
部
に
訪

れ
た
と
い
う
人
も
い
た
よ
う
で
す
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
楽
し
む

　
ト
レ
イ
ル
の
歩
き
方
と
し
て
、一

気
に
全
線
を
歩
き
切
る「
ス
ル
ー
ハ

イ
カ
ー
」と
、何
度
か
に
分
け
て
歩
こ

う
と
す
る「
セ
ク
シ
ョ
ン
ハ
イ
カ
ー
」

が
い
ま
す
。セ
ク
シ
ョ
ン
ハ
イ
カ
ー

も
、全
て
歩
け
ば
ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー

と
呼
ば
れ
ま
す
。一
気
に
歩
く
ス
ル

ー
ハ
イ
カ
ー
の
中
に
は
、海
外
の
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
経
験
者
も
お
り
、

多
く
は
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
で
テ
ン
ト

泊
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。一

方
で
、セ
ク
シ
ョ
ン
ハ
イ
カ
ー
は
、ほ

と
ん
ど
が
民
間
の
宿
に
泊
ま
り
ま
す
。

ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー
も
食
料
の
調
達
や

洗
濯
の
た
め
に
、数
日
に
1
度
は
宿

を
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
を
歩
く
に
は
、と
に
か
く
長

い
時
間
が
必
要
で
す
。全
線
歩
く
と

　
私
は
、活
動
の
拠
点
を
東
京
に
お

き
つ
つ
、災
害
専
門
の
媒
体
の
取
材

を
東
北
で
行
い
な
が
ら
、被
災
地
支

援
を
願
う
国
内
外
の
企
業
と
被
災
地

を
つ
な
ぐ
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
縁
が
あ
っ
て「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」に
関
わ
る
よ
う
に
な

り
、ト
レ
イ
ル
全
体
の
管
理
・
運
営
を

担
う「
N
P
O
法
人
み
ち
の
く
ト
レ

イ
ル
ク
ラ
ブ
」を
仲
間
と
設
立
し
ま

し
た
。い
ま
も
、東
京
と
東
北
を
行
き

来
し
な
が
ら
、ト
レ
イ
ル
運
営
を
通

し
て
ハ
イ
カ
ー
と
地
元
の
人
た
ち
を

つ
な
ぐ
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
線
開
通
か
ら
今
日
ま
で
の

利
用
動
向

　
2
0
1
9
年
6
月
の
全
線
開
通
以

降
、「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」を

歩
く
人
は
少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し

た
。海
外
か
ら
の
訪
問
客
、国
内
在
住

の
外
国
人
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多

く
な
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、そ
の
年

10
月
の
台
風
19
号
に
よ
り
、2
0
0

か
所
以
上
の
不
通
区
間
で
き
ま
し
た
。

年
明
け
に
は
40
か
所
ほ
ど
に
ま
で
復

旧
し
、よ
う
や
く
、と
い
う
雰
囲
気
に

な
っ
た
時
に
、今
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に

な
る
と
40
日
か
ら
60
日
ほ
ど
の
滞
在

に
な
り
ま
す
。東
北
観
光
と
い
う
く

く
り
で
み
る
と
60
日
は
と
て
も
長
い
。

　
加
え
て
、通
し
で
歩
く
と
少
な
く

と
も
一
人
20
〜
30
万
円
は
か
か
る
よ

う
で
す
。そ
の
間
、東
北
で
生
活
し
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、食
べ
て
、飲
ん
で
、

寝
て
の
日
常
生
活
分
の
支
出
が
伴
い

ま
す
。ま
た
、ト
レ
イ
ル
を
歩
く
だ
け

で
な
く
、時
々
周
辺
観
光
も
楽
し
む

の
で
、薄
く
広
く
そ
の
地
域
に
消
費

を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。2

か
月
程
度
の
生
活
費
が
現
地
で
消
費

さ
れ
る
の
で
、経
済
効
果
は
高
く
、特

定
の
場
所
だ
け
で
な
く
、ま
ん
べ
ん

な
く
波
及
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
18
歳
の
娘
も
テ
ン
ト
を
背
負

い
歩
き
切
り
ま
し
た
。貯
め
た
お
小

遣
い
の
中
か
ら
30
万
円
ほ
ど
使
っ
た

そ
う
で
す
。2
ヶ
月
分
の
体
験
談
の

全
て
を
聞
き
終
わ
る
に
は
、し
ば
ら

く
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、と

て
も
多
く
の
方
に
親
切
に
し
て
も
ら

っ
た
よ
う
で
す
。ト
レ
イ
ル
か
ら
町

ま
で
車
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
り
、お

う
ち
に
泊
め
て
い
た
だ
い
た
り
、食

事
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
り
。東
北
の

方
々
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　
転
職
の
合
間
に
70
日
か
け
て
歩
い

た
人
の
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、何
よ

り
も
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
心

に
残
っ
た
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
、彼
は
三
陸
に
移
住
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
職
員
の
う
ち
の
2
人
も
ト

レ
イ
ル
を
歩
き
、移
住
し
て
き
た
者

た
ち
で
す
。今
後
、東
北
へ
の
移
住
促

進
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
歩
き
終
え
た
ハ
イ
カ
ー
た
ち
の
話

に
は
、ど
の
風
景
が
素
晴
ら
し
か
っ

た
と
い
う
こ
と
よ
り
、誰
と
会
い
、ど

の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
か
、と

い
う「
地
元
の
方
と
の
交
流
」の
話
題

が
多
い
で
す
。ハ
イ
カ
ー
を
好
意
的

に
む
か
え
、サ
ポ
ー
ト
す
る
地
元
の

人
た
ち
は
、米
国
東
部
を
縦
断
す
る

ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
な
ど
で
は
、

「
ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
で
も
、自
然
発
生
的
に「
ト
レ
イ
ル

エ
ン
ジ
ェ
ル
」が
生
ま
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
と
の

交
流

　
2
0
1
2
年
の
取
り
組
み
か
ら
8

年
。ハ
イ
カ
ー
の
姿
が
増
え
、地
元
の

人
た
ち
か
ら
も
徐
々
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
ま

す
。地
域
の
方
に
は「
大
き
な
バ
ッ
ク

パ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
る
人
た
ち
を

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
聞
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。震
災
直
後
、復

興
初
期
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
が
多
く
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

い
ま
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。か
わ

っ
て
徐
々
に
、東
北
を
歩
く
旅
人
が

増
え
て
い
ま
す
。国
道
や
町
な
か
の

道
も
ル
ー
ト
に
指
定
し
て
い
る
の
で
、

ハ
イ
カ
ー
は
目
に
つ
き
や
す
い
。み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
広
告
塔
の

役
割
を
担
い
、地
域
に
徐
々
に
浸
透

し
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　
地
元
の
人
た
ち
が
協
力
的
で
あ
る

こ
と
は
、と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
こ
そ
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
醍
醐

味
だ
と
思
い
ま
す
。ク
レ
ー
ム
は
あ

ま
り
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。「
台
風
時

に
危
険
な
の
で
引
き
留
め
た
。そ
れ

で
も
行
っ
て
し
ま
っ
た
。危
な
い
か

ら
地
元
の
行
政
に
伝
え
た
」「
道
迷
い

す
る
人
が
多
く
て
自
分
の
敷
地
に
迷

い
込
ん
で
く
る
か
ら
、目
印
を
つ
け

た
ほ
う
が
い
い
」な
ど
の
声
が
あ
り

ま
す
が
、ク
レ
ー
ム
で
は
な
く
、ハ
イ

カ
ー
を
心
配
し
て
の
連
絡
ば
か
り
で

す
。安
全
は
自
己
管
理
が
前
提
の
ハ

イ
キ
ン
グ
と
、親
切
心
か
ら
く
る
管

理
側
へ
の
進
言
の
間
に
あ
る
出
来
事

で
す
が
、地
域
の
目
が
あ
る
こ
と
は

と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
み
ん
な
が
ト
レ
イ
ル
や
ハ
イ

カ
ー
を
気
に
か
け
、安
心
安
全
に
楽

し
く
地
域
を
歩
い
て
欲
し
い
、と
願

う
こ
と
が
、ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
地

域
計
画
と
し
て
そ
の
地
に
根
付
く
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ハ
イ
カ
ー
の
中
に
は
、「
震
災
直
後

に
、自
分
は
な
に
も
し
な
か
っ
た
」こ

と
が
潜
在
的
に
心
の
負
い
目
に
な
っ

て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。「
道
が

で
き
た
か
ら
歩
き
に
い
け
る
。歩
く

こ
と
で
少
し
で
も
東
北
を
応
援
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う
話
を
ハ
イ

カ
ー
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、ハ
イ
カ
ー
を
温
か
く
迎

え
る
地
元
の
人
た
ち
が
増
え
て
、親

切
な「
軽
ト
ラ
の
お
じ
さ
ん
」が
た
く

さ
ん
い
る
よ
う
で
す（
笑
）。お
茶
っ

こ
を
だ
し
て
く
れ
る
お
ば
ち
ゃ
ん
も

い
ま
す
。ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
宿
所

と
し
て
提
供
す
る
人
も
い
ま
す
。ハ

イ
カ
ー
が
歩
い
て
く
る
と
、つ
か
ま

え
て「
よ
っ
て
い
け
！
」と
言
い
、プ

レ
フ
ァ
ブ
に
案
内
し
、冷
蔵
庫
の
ビ

ー
ル
は
無
料
。周
辺
の
自
慢
の
景
勝

地
を
案
内
し
て
く
れ
た
り
、お
風
呂

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
。他
の

ハ
イ
カ
ー
が
遊
び
に
来
た
り
す
る
の

で
、う
っ
か
り
数
週
間
滞
在
し
て
し

ま
う
ハ
イ
カ
ー
も
い
る
よ
う
で
す
。

住
民
の
方
が
、自
分
流
の
ト
レ
イ
ル

エ
ン
ジ
ェ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。有

名
に
な
っ
た
エ
ン
ジ
ェ
ル
た
ち
の
噂

話
も
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て

ハ
イ
カ
ー
た
ち
は
、歩
き
終
わ
る
と

ま
た
そ
の
場
所
に
遊
び
に
行
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
に
は
、復
興
過
程

で
多
く
の
方
が
訪
れ
た
の
で
、外
部

の
方
と
の
交
流
に
慣
れ
て
い
る
、と

い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ト
レ
イ
ル
は
海
岸
線
を
通
っ
て
い
ま

す
が
、オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
な
漁
業

者
の
方
も
多
く
、外
来
者
と
の
交
流

に
は
抵
抗
が
な
い
と
聞
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。「
震
災
後
に
い
ろ
ん
な
人

が
来
て
、復
興
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
恩
返
し
だ
」と
い
う
方
も
い
る

よ
う
で
す
。も
と
も
と
親
切
な
人
も
、

す
ご
く
多
い
と
感
じ
ま
す
。

震
災
を
語
り
継
ぐ

　「
震
災
の
記
憶
を
残
す
こ
と
は
大

切
だ
と
思
う
。で
も
、地
域
の
中
だ
け

で
語
り
継
ぐ
の
は
難
し
い
。ひ
と
り

ひ
と
り
が
、全
く
異
な
る
体
験
を
し
て

い
る
し
、捉
え
方
も
違
う
の
で
、地
域

の
中
で
も
、ま
た
家
族
と
す
ら
震
災
の

話
を
す
る
こ
と
が
躊
躇
さ
れ
る
。で
も
、

外
か
ら
き
た
旅
人
に
は
話
す
こ
と
が

で
き
る
」と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。

語
る
こ
と
に
よ
り
、心
が
解
か
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。か
つ
て
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
聞
き
役
に
な
っ
て
く
れ
て
も

い
ま
し
た
。い
ま
は
そ
の
役
割
の
一
端

を
ハ
イ
カ
ー
が
担
え
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。ト
レ
イ
ル
を
歩
い
た

一
人
ひ
と
り
か
ら
少
し
ず
つ
伝
わ
り
、

全
国
に
持
ち
帰
ら
れ
、災
害
へ
の
備
え

が
少
し
で
も
進
む
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ト
レ
イ
ル
の
運
営
計
画
策
定
時
に
関

係
者
で
つ
く
っ
た「
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
憲
章
」に
は
、「
震
災
の
記
憶
を

語
り
継
ぐ
道
に
し
ま
す
」と
い
う
一
文

が
あ
り
ま
す
。ト
レ
イ
ル
は
震
災
の
記

憶
を
語
り
継
ぐ
装
置
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、同
時
に
東
北
の
復
興
に
貢
献
で
き

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。全
国
的
に
過

疎
・
高
齢
化
が
す
す
み
ま
す
が
、ト
レ

イ
ル
は
、地
域
振
興
の
一
旦
も
担
え
る
。

交
流
人
口
は
着
実
に
増
加
し
、経
済
効

果
も
確
実
に
発
揮
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た

頃
、ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
カ
タ
カ

ナ
で
未
知
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に

あ
た
り
、環
境
省
の
皆
さ
ん
が
と
て
も

苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ

り
ま
せ
ん
。よ
く
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着

い
た
と
思
い
ま
す
。ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

づ
く
り
は
、広
域
連
携
事
業
。み
ち
の

く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
４
県
28
市
町
村

が
一
本
に
つ
な
が
り
協
働
し
て
い
る

事
業
で
す
。内
外
多
種
多
様
な
方
々
が

関
わ
り
得
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
の

で
す
。大
手
企
業
が
ト
レ
イ
ル
全
線
に

わ
た
り
清
掃
活
動
を
し
た
い
と
申
し

出
て
く
だ
さ
る
の
も
、ト
レ
イ
ル
と
い

う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る
か
ら

こ
そ
で
す
。地
域
は
あ
り
の
ま
ま
に
、

特
別
な
こ
と
を
し
な
く
と
も
、単
に
ハ

イ
カ
ー
に
一
言
声
を
か
け
る
だ
け
で
、

ト
レ
イ
ル
事
業
に
参
加
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。旅
人
は
、地
域
の
人
に
声

を
掛
け
ら
れ
る
だ
け
で
嬉
し
い
と
聞

き
ま
す
。旅
の
醍
醐
味
は
人
と
の
出
会

い
だ
と
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、

環
境
省
さ
ん
が
仕
掛
け
て
く
れ
た
地

域
全
体
で
取
り
組
む
復
興
事
業
で
あ

り
、持
続
可
能
な
地
域
計
画
だ
と
考
え

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
れ
が
結

果
、持
続
可
能
な
観
光
地
と
し
て
世
界

に
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
も
繋
が
る
は

ず
。み
ん
な
で
育
て
て
い
く
道
で
す
。

ハ
イ
カ
ー
、自
治
体
、内
外
の
民
間
企

業
、地
元
住
民
た
ち
が
、地
域
の
暮
ら

し
を
守
り
な
が
ら
、震
災
を
語
り
な
が

ら
、少
し
ず
つ
育
て
る
1
0
0
年
、

2
0
0
年
と
続
く
道
。地
域
の
方
々
が
、

自
ら
の
住
う
地
域
と
、こ
の
ト
レ
イ
ル

を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
、こ
の
ト
レ
イ
ル
の
持
続
可
能
性
に

つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。み
ん
な

が
関
わ
り
、復
興
と
こ
れ
か
ら
の
東
北

の
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
と
、「
歩
く
旅
」の
文
化

が
、こ
の
東
北
の
地
に
根
付
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。  （
談
）

聞
き
手
：
寺
崎
竜
雄

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

〜
地
域
の
暮
ら
し
を
守
り
、震
災
を
語
り
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
育
て
る
1
0
0
年
、2
0
0
年
と
続
く
道
〜
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よ
り
利
用
は
停
滞
し
ま
し
た
。

　
ト
レ
イ
ル
周
辺
の
方
々
か
ら
不
安

の
声
が
聞
か
れ
た
の
で
、４
月
に
歩

行
を
控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

を
だ
し
ま
し
た
。ト
レ
イ
ル
の
管
理

は
沿
線
の
関
係
者
ら
と
広
域
連
携
の

も
と
で
行
っ
て
い
ま
す
。自
治
体
の

意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、民
間
で
運

営
し
て
い
る
6
つ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施

設
と
も
相
談
し
、6
月
に
は
こ
の
お

願
い
を
解
除
し
ま
し
た
。ハ
イ
カ
ー

た
ち
は
理
解
を
示
し
て
く
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。現
在
も
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
の
お
願
い
は
継
続
し
て
い

ま
す
が
、全
線
を
通
し
て
歩
い
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
人
に
は
、公
式

マ
ッ
プ
を
見
る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
。

各
サ
テ
ラ
イ
ト
に
お
け
る
公
式
マ
ッ

プ
の
配
布
数
と
、郵
送
に
よ
る
部
数

を
合
わ
せ
る
と
、全
線
開
通
直
後
は

月
6
0
0
0
部
で
し
た
が
、秋
の
台

風
時
は
1
5
0
0
部
に
減
少
。そ
の

後
、1
月
と
2
月
は
3
0
0
0
部
ま

で
回
復
し
た
も
の
の
、4
月
か
ら
6

月
に
か
け
て
は
1
0
0
0
部
に
と
ど

ま
り
し
た
。6
月
か
ら
7
月
に
は

3
0
0
0
部
、10
月
に
は
4
0
0
0

部
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
に
入
り
、全
線
踏
破
を
目
指

し
た
い
と
い
う
方
か
ら
の
申
し
込
み

は
多
く
な
り
、1
0
0
名
を
超
え
る

方
が「
全
線
踏
破
挑
戦
者
」に
登
録
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。30
名
以
上
の
方

か
ら
既
に
歩
き
切
っ
た
と
い
う
報
告

を
受
け
ま
し
た
。登
録
せ
ず
に
歩
い

た
人
も
10
名
以
上
は
い
ま
す
。長
い

ル
ー
ト
な
の
で
、ひ
と
り
ひ
と
り
の

情
報
は
得
に
く
い
の
で
す
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
登
山
道
の
閉
鎖
な
ど
も
あ
り
、

盛
岡
な
ど
の
内
陸
か
ら
沿
岸
部
に
訪

れ
た
と
い
う
人
も
い
た
よ
う
で
す
。

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
楽
し
む

　
ト
レ
イ
ル
の
歩
き
方
と
し
て
、一

気
に
全
線
を
歩
き
切
る「
ス
ル
ー
ハ

イ
カ
ー
」と
、何
度
か
に
分
け
て
歩
こ

う
と
す
る「
セ
ク
シ
ョ
ン
ハ
イ
カ
ー
」

が
い
ま
す
。セ
ク
シ
ョ
ン
ハ
イ
カ
ー

も
、全
て
歩
け
ば
ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー

と
呼
ば
れ
ま
す
。一
気
に
歩
く
ス
ル

ー
ハ
イ
カ
ー
の
中
に
は
、海
外
の
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
経
験
者
も
お
り
、

多
く
は
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
で
テ
ン
ト

泊
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。一

方
で
、セ
ク
シ
ョ
ン
ハ
イ
カ
ー
は
、ほ

と
ん
ど
が
民
間
の
宿
に
泊
ま
り
ま
す
。

ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー
も
食
料
の
調
達
や

洗
濯
の
た
め
に
、数
日
に
1
度
は
宿

を
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
を
歩
く
に
は
、と
に
か
く
長

い
時
間
が
必
要
で
す
。全
線
歩
く
と

　
私
は
、活
動
の
拠
点
を
東
京
に
お

き
つ
つ
、災
害
専
門
の
媒
体
の
取
材

を
東
北
で
行
い
な
が
ら
、被
災
地
支

援
を
願
う
国
内
外
の
企
業
と
被
災
地

を
つ
な
ぐ
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
縁
が
あ
っ
て「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」に
関
わ
る
よ
う
に
な

り
、ト
レ
イ
ル
全
体
の
管
理
・
運
営
を

担
う「
N
P
O
法
人
み
ち
の
く
ト
レ

イ
ル
ク
ラ
ブ
」を
仲
間
と
設
立
し
ま

し
た
。い
ま
も
、東
京
と
東
北
を
行
き

来
し
な
が
ら
、ト
レ
イ
ル
運
営
を
通

し
て
ハ
イ
カ
ー
と
地
元
の
人
た
ち
を

つ
な
ぐ
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
線
開
通
か
ら
今
日
ま
で
の

利
用
動
向

　
2
0
1
9
年
6
月
の
全
線
開
通
以

降
、「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」を

歩
く
人
は
少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し

た
。海
外
か
ら
の
訪
問
客
、国
内
在
住

の
外
国
人
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多

く
な
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、そ
の
年

10
月
の
台
風
19
号
に
よ
り
、2
0
0

か
所
以
上
の
不
通
区
間
で
き
ま
し
た
。

年
明
け
に
は
40
か
所
ほ
ど
に
ま
で
復

旧
し
、よ
う
や
く
、と
い
う
雰
囲
気
に

な
っ
た
時
に
、今
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に

な
る
と
40
日
か
ら
60
日
ほ
ど
の
滞
在

に
な
り
ま
す
。東
北
観
光
と
い
う
く

く
り
で
み
る
と
60
日
は
と
て
も
長
い
。

　
加
え
て
、通
し
で
歩
く
と
少
な
く

と
も
一
人
20
〜
30
万
円
は
か
か
る
よ

う
で
す
。そ
の
間
、東
北
で
生
活
し
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、食
べ
て
、飲
ん
で
、

寝
て
の
日
常
生
活
分
の
支
出
が
伴
い

ま
す
。ま
た
、ト
レ
イ
ル
を
歩
く
だ
け

で
な
く
、時
々
周
辺
観
光
も
楽
し
む

の
で
、薄
く
広
く
そ
の
地
域
に
消
費

を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。2

か
月
程
度
の
生
活
費
が
現
地
で
消
費

さ
れ
る
の
で
、経
済
効
果
は
高
く
、特

定
の
場
所
だ
け
で
な
く
、ま
ん
べ
ん

な
く
波
及
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
18
歳
の
娘
も
テ
ン
ト
を
背
負

い
歩
き
切
り
ま
し
た
。貯
め
た
お
小

遣
い
の
中
か
ら
30
万
円
ほ
ど
使
っ
た

そ
う
で
す
。2
ヶ
月
分
の
体
験
談
の

全
て
を
聞
き
終
わ
る
に
は
、し
ば
ら

く
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、と

て
も
多
く
の
方
に
親
切
に
し
て
も
ら

っ
た
よ
う
で
す
。ト
レ
イ
ル
か
ら
町

ま
で
車
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
り
、お

う
ち
に
泊
め
て
い
た
だ
い
た
り
、食

事
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
り
。東
北
の

方
々
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　
転
職
の
合
間
に
70
日
か
け
て
歩
い

た
人
の
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、何
よ

り
も
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
心

に
残
っ
た
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
、彼
は
三
陸
に
移
住
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
職
員
の
う
ち
の
2
人
も
ト

レ
イ
ル
を
歩
き
、移
住
し
て
き
た
者

た
ち
で
す
。今
後
、東
北
へ
の
移
住
促

進
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
歩
き
終
え
た
ハ
イ
カ
ー
た
ち
の
話

に
は
、ど
の
風
景
が
素
晴
ら
し
か
っ

た
と
い
う
こ
と
よ
り
、誰
と
会
い
、ど

の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
か
、と

い
う「
地
元
の
方
と
の
交
流
」の
話
題

が
多
い
で
す
。ハ
イ
カ
ー
を
好
意
的

に
む
か
え
、サ
ポ
ー
ト
す
る
地
元
の

人
た
ち
は
、米
国
東
部
を
縦
断
す
る

ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
な
ど
で
は
、

「
ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
で
も
、自
然
発
生
的
に「
ト
レ
イ
ル

エ
ン
ジ
ェ
ル
」が
生
ま
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
と
の

交
流

　
2
0
1
2
年
の
取
り
組
み
か
ら
8

年
。ハ
イ
カ
ー
の
姿
が
増
え
、地
元
の

人
た
ち
か
ら
も
徐
々
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
ま

す
。地
域
の
方
に
は「
大
き
な
バ
ッ
ク

パ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
る
人
た
ち
を

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
聞
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。震
災
直
後
、復

興
初
期
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
が
多
く
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

い
ま
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。か
わ

っ
て
徐
々
に
、東
北
を
歩
く
旅
人
が

増
え
て
い
ま
す
。国
道
や
町
な
か
の

道
も
ル
ー
ト
に
指
定
し
て
い
る
の
で
、

ハ
イ
カ
ー
は
目
に
つ
き
や
す
い
。み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
広
告
塔
の

役
割
を
担
い
、地
域
に
徐
々
に
浸
透

し
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　
地
元
の
人
た
ち
が
協
力
的
で
あ
る

こ
と
は
、と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
こ
そ
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
醍
醐

味
だ
と
思
い
ま
す
。ク
レ
ー
ム
は
あ

ま
り
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。「
台
風
時

に
危
険
な
の
で
引
き
留
め
た
。そ
れ

で
も
行
っ
て
し
ま
っ
た
。危
な
い
か

ら
地
元
の
行
政
に
伝
え
た
」「
道
迷
い

す
る
人
が
多
く
て
自
分
の
敷
地
に
迷

い
込
ん
で
く
る
か
ら
、目
印
を
つ
け

た
ほ
う
が
い
い
」な
ど
の
声
が
あ
り

ま
す
が
、ク
レ
ー
ム
で
は
な
く
、ハ
イ

カ
ー
を
心
配
し
て
の
連
絡
ば
か
り
で

す
。安
全
は
自
己
管
理
が
前
提
の
ハ

イ
キ
ン
グ
と
、親
切
心
か
ら
く
る
管

理
側
へ
の
進
言
の
間
に
あ
る
出
来
事

で
す
が
、地
域
の
目
が
あ
る
こ
と
は

と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
み
ん
な
が
ト
レ
イ
ル
や
ハ
イ

カ
ー
を
気
に
か
け
、安
心
安
全
に
楽

し
く
地
域
を
歩
い
て
欲
し
い
、と
願

う
こ
と
が
、ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
地

域
計
画
と
し
て
そ
の
地
に
根
付
く
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ハ
イ
カ
ー
の
中
に
は
、「
震
災
直
後

に
、自
分
は
な
に
も
し
な
か
っ
た
」こ

と
が
潜
在
的
に
心
の
負
い
目
に
な
っ

て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。「
道
が

で
き
た
か
ら
歩
き
に
い
け
る
。歩
く

こ
と
で
少
し
で
も
東
北
を
応
援
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う
話
を
ハ
イ

カ
ー
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、ハ
イ
カ
ー
を
温
か
く
迎

え
る
地
元
の
人
た
ち
が
増
え
て
、親

切
な「
軽
ト
ラ
の
お
じ
さ
ん
」が
た
く

さ
ん
い
る
よ
う
で
す（
笑
）。お
茶
っ

こ
を
だ
し
て
く
れ
る
お
ば
ち
ゃ
ん
も

い
ま
す
。ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
宿
所

と
し
て
提
供
す
る
人
も
い
ま
す
。ハ

イ
カ
ー
が
歩
い
て
く
る
と
、つ
か
ま

え
て「
よ
っ
て
い
け
！
」と
言
い
、プ

レ
フ
ァ
ブ
に
案
内
し
、冷
蔵
庫
の
ビ

ー
ル
は
無
料
。周
辺
の
自
慢
の
景
勝

地
を
案
内
し
て
く
れ
た
り
、お
風
呂

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
。他
の

ハ
イ
カ
ー
が
遊
び
に
来
た
り
す
る
の

で
、う
っ
か
り
数
週
間
滞
在
し
て
し

ま
う
ハ
イ
カ
ー
も
い
る
よ
う
で
す
。

住
民
の
方
が
、自
分
流
の
ト
レ
イ
ル

エ
ン
ジ
ェ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。有

名
に
な
っ
た
エ
ン
ジ
ェ
ル
た
ち
の
噂

話
も
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て

ハ
イ
カ
ー
た
ち
は
、歩
き
終
わ
る
と

ま
た
そ
の
場
所
に
遊
び
に
行
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
に
は
、復
興
過
程

で
多
く
の
方
が
訪
れ
た
の
で
、外
部

の
方
と
の
交
流
に
慣
れ
て
い
る
、と

い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ト
レ
イ
ル
は
海
岸
線
を
通
っ
て
い
ま

す
が
、オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
な
漁
業

者
の
方
も
多
く
、外
来
者
と
の
交
流

に
は
抵
抗
が
な
い
と
聞
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。「
震
災
後
に
い
ろ
ん
な
人

が
来
て
、復
興
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
恩
返
し
だ
」と
い
う
方
も
い
る

よ
う
で
す
。も
と
も
と
親
切
な
人
も
、

す
ご
く
多
い
と
感
じ
ま
す
。

震
災
を
語
り
継
ぐ

　「
震
災
の
記
憶
を
残
す
こ
と
は
大

切
だ
と
思
う
。で
も
、地
域
の
中
だ
け

で
語
り
継
ぐ
の
は
難
し
い
。ひ
と
り

ひ
と
り
が
、全
く
異
な
る
体
験
を
し
て

い
る
し
、捉
え
方
も
違
う
の
で
、地
域

の
中
で
も
、ま
た
家
族
と
す
ら
震
災
の

話
を
す
る
こ
と
が
躊
躇
さ
れ
る
。で
も
、

外
か
ら
き
た
旅
人
に
は
話
す
こ
と
が

で
き
る
」と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。

語
る
こ
と
に
よ
り
、心
が
解
か
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。か
つ
て
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
聞
き
役
に
な
っ
て
く
れ
て
も

い
ま
し
た
。い
ま
は
そ
の
役
割
の
一
端

を
ハ
イ
カ
ー
が
担
え
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。ト
レ
イ
ル
を
歩
い
た

一
人
ひ
と
り
か
ら
少
し
ず
つ
伝
わ
り
、

全
国
に
持
ち
帰
ら
れ
、災
害
へ
の
備
え

が
少
し
で
も
進
む
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ト
レ
イ
ル
の
運
営
計
画
策
定
時
に
関

係
者
で
つ
く
っ
た「
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
憲
章
」に
は
、「
震
災
の
記
憶
を

語
り
継
ぐ
道
に
し
ま
す
」と
い
う
一
文

が
あ
り
ま
す
。ト
レ
イ
ル
は
震
災
の
記

憶
を
語
り
継
ぐ
装
置
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、同
時
に
東
北
の
復
興
に
貢
献
で
き

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。全
国
的
に
過

疎
・
高
齢
化
が
す
す
み
ま
す
が
、ト
レ

イ
ル
は
、地
域
振
興
の
一
旦
も
担
え
る
。

交
流
人
口
は
着
実
に
増
加
し
、経
済
効

果
も
確
実
に
発
揮
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た

頃
、ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
カ
タ
カ

ナ
で
未
知
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に

あ
た
り
、環
境
省
の
皆
さ
ん
が
と
て
も

苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ

り
ま
せ
ん
。よ
く
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着

い
た
と
思
い
ま
す
。ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

づ
く
り
は
、広
域
連
携
事
業
。み
ち
の

く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
４
県
28
市
町
村

が
一
本
に
つ
な
が
り
協
働
し
て
い
る

事
業
で
す
。内
外
多
種
多
様
な
方
々
が

関
わ
り
得
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
の

で
す
。大
手
企
業
が
ト
レ
イ
ル
全
線
に

わ
た
り
清
掃
活
動
を
し
た
い
と
申
し

出
て
く
だ
さ
る
の
も
、ト
レ
イ
ル
と
い

う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る
か
ら

こ
そ
で
す
。地
域
は
あ
り
の
ま
ま
に
、

特
別
な
こ
と
を
し
な
く
と
も
、単
に
ハ

イ
カ
ー
に
一
言
声
を
か
け
る
だ
け
で
、

ト
レ
イ
ル
事
業
に
参
加
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。旅
人
は
、地
域
の
人
に
声

を
掛
け
ら
れ
る
だ
け
で
嬉
し
い
と
聞

き
ま
す
。旅
の
醍
醐
味
は
人
と
の
出
会

い
だ
と
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、

環
境
省
さ
ん
が
仕
掛
け
て
く
れ
た
地

域
全
体
で
取
り
組
む
復
興
事
業
で
あ

り
、持
続
可
能
な
地
域
計
画
だ
と
考
え

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
れ
が
結

果
、持
続
可
能
な
観
光
地
と
し
て
世
界

に
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
も
繋
が
る
は

ず
。み
ん
な
で
育
て
て
い
く
道
で
す
。

ハ
イ
カ
ー
、自
治
体
、内
外
の
民
間
企

業
、地
元
住
民
た
ち
が
、地
域
の
暮
ら

し
を
守
り
な
が
ら
、震
災
を
語
り
な
が

ら
、少
し
ず
つ
育
て
る
1
0
0
年
、

2
0
0
年
と
続
く
道
。地
域
の
方
々
が
、

自
ら
の
住
う
地
域
と
、こ
の
ト
レ
イ
ル

を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
、こ
の
ト
レ
イ
ル
の
持
続
可
能
性
に

つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。み
ん
な

が
関
わ
り
、復
興
と
こ
れ
か
ら
の
東
北

の
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
と
、「
歩
く
旅
」の
文
化

が
、こ
の
東
北
の
地
に
根
付
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。  （
談
）

聞
き
手
：
寺
崎
竜
雄
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1
9
6
3
年
生
ま
れ
。

塩
竈
市
浦
戸
野
々
島

出
身
。島
の
中
学
校
を

卒
業
後
、野
々
島
に
住

み
続
け
な
が
ら
仙
台

市
内
の
高
校
に
通
学
。

塩
竈
市
内
に
就
職
し
た
際
も
島
か
ら
通
勤

し
て
い
た
。1
9
9
2
年
に
船
舶
機
械
の
販

売・修
理
を
行
う
株
式
会
社
遠
藤
マ
リ
ン
サ

ー
ビ
ス
を
設
立
。東
日
本
大
震
災
後
は
、無

料
渡
船
の
船
長
と
し
て
も
勤
務
。野
々
島
感

動
支
援
隊
と
し
て
、浦
戸
の
良
さ
を
伝
え
る

た
め
に
日
々
奮
闘
し
て
い
る
。

遠
藤 

勝（
え
ん
ど
う・ま
さ
る
）

す
。〝
だ
ん
べ
っ
こ
〞と
は
、小
型
の
船

を
指
す
地
元
の
言
葉
で
、浦
戸
の
漁

師
さ
ん
た
ち
が
日
常
的
に
使
っ
て
い

る
船
で
す
。こ
の
船
に
観
光
客
の
方

を
乗
せ
て
、大
き
な
遊
覧
船
で
は
行

け
な
い
よ
う
な
島
の
す
み
ず
み
ま

で
、浦
戸
の
自
然
や
歴
史
に
つ
い
て

お
話
し
し
な
が
ら
案
内
し
て
い
ま

す
。〝
五
升
ボ
ラ
〞と
呼
ば
れ
る
手
掘

り
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
抜
け
た

り
、牡
蠣
の
養
殖
場
を
見
学
し
て
も

ら
っ
た
り
な
ど
、小
さ
な
船
だ
か
ら

こ
そ
、す
ぐ
近
く
に
浦
戸
を
感
じ
ら

れ
る
こ
と
が
最
大
の
魅
力
で
す
。浦

戸
の
人
た
ち
に
と
っ
て
船
は
日
常
の

足
で
す
。そ
の
船
か
ら
島
を
眺
め
る

こ
と
で
、島
の
人
た
ち
の
目
線
で
浦

戸
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　個
人
の
お
客
さ
ん
を
受
け
入
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、塩
竈
市
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。市
で
は
、浦
戸
の
特
産
品
で

あ
る
牡
蠣
む
き
体
験
や
海
苔
す
き
体

験
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、こ
こ

に
だ
ん
べ
っ
こ
船
に
よ
る
島
め
ぐ
り

を
組
み
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、大
変
好

評
で
し
た
。

　最
近
で
は
、野
々
島
の
漁
業
組
合

長
に
養
殖
場
を
貸
し
て
も
ら
っ
て
、

観
光
の
お
客
さ
ん
用
に
ワ
カ
メ
の
養

殖
も
始
め
ま
し
た
。牡
蠣
む
き
体
験

や
海
苔
す
き
体
験
に
参
加
し
た
こ
と

の
あ
る
方
が
、リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
ワ
カ
メ
狩
り
体
験
に
参
加
し
て
く

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　宮
城
県
塩
竈
市
浦
戸
諸
島
は
、日

本
三
景
の
一
つ
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
有

人
の
島
々
。4
島
5
地
区（
桂
島
、石

浜
、野
々
島
、寒
風
沢
、朴
島
）か
ら
な

る
島
々
に
、牡
蠣
や
海
苔
と
い
っ
た

浅
海
漁
業
な
ど
を
営
み
な
が
ら
、約

3
5
0
人
の
人
び
と
が
暮
ら
し
て
い

る
。こ
の
地
で
、東
日
本
大
震
災
以
前

か
ら
観
光
に
取
り
組
む
遠
藤
勝
氏

に
、現
在
の
取
り
組
み
や
今
後
に
向

け
た
想
い
を
伺
っ
た
。

小
船
に
よ
る
島
め
ぐ
り

　私
は
野
々
島
で
生
ま
れ
、野
々
島

で
育
ち
ま
し
た
。本
業
は
船
舶
機
械

の
販
売
・
修
理
で
す
。4
つ
の
島
に
分

か
れ
て
い
る
浦
戸
諸
島
に
は
、島
同

士
の
行
き
来
の
た
め
に
誰
で
も
利
用

で
き
る
無
料
の
渡
船
が
運
航
さ
れ
て

い
る
の
で
す
が
、こ
の
渡
船
の
船
長

と
し
て
も
働
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、震
災
前
か
ら
、観
光
に
よ
っ

て
島
を
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
、

野
々
島
感
動
支
援
隊
と
し
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　そ
の
代
表
的
な
取
り
組
み
が
、だ

ん
べ
っ
こ
船
に
よ
る
島
め
ぐ
り
で

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

と
だ
ん
べ
っ
こ
船

　こ
う
し
た
取
り
組
み
を
基
に
、

2
0
1
9
年
6
月
か
ら
は
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
渡
船
の
運
航
も
始

め
ま
し
た
。

　み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、浦

戸
諸
島
の
島
々
も
通
る
よ
う
に
ル
ー

ト
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

宮
戸
島（
宮
城
県
東
松
島
市
）と
浦
戸

の
寒
風
沢
を
結
ぶ
区
間
に
は
既
存
の

航
路
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ

で
、ト
レ
イ
ル
の
開
通
に
あ
わ
せ
て
、

ト
レ
イ
ル
専
用
の
渡
船
が
運
航
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。普
通
に

船
を
走
ら
せ
れ
ば
わ
ず
か
5
分
の
短

い
距
離
で
す
が
、せ
っ
か
く
の
機
会

な
の
で
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と

島
を
案
内
し
て
い
ま
す
。コ
ー
ス
は
、

普
段
の
島
め
ぐ
り
と
同
じ
で
す
。

　ト
レ
イ
ル
を
歩
く
方
は
全
国
か
ら

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
中
高
年
の
方
が
多
い
印
象

で
す
。ど
の
方
も
、仙
台
か
ら
わ
ず
か

1
時
間
半
の
場
所
に
、こ
ん
な
別
世

界
が
あ
る
こ
と
に
感
動
さ
れ
ま
す
。

都
会
か
ら
近
い
便
利
な
場
所
に
あ
り

な
が
ら
、静
か
な
湾
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
に
驚
か
れ
ま
す
。私
自
身
も

様
々
な
場
所
へ
旅
行
し
ま
す
が
、ど

ん
な
土
地
と
比
べ
て
も
浦
戸
は
と
て

も
落
ち
着
く
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、た
だ
美
し
い
だ
け
で
は
な
く
、

豊
か
な
歴
史
の
積
み
重
ね
が
あ
る
こ

と
が
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　ト
レ
イ
ル
の
渡
船
は
、名
取
市
閖

上
に
あ
る
名
取
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー

が
お
客
さ
ん
か
ら
の
予
約
を
受
け
付

け
、浦
戸
側
の
だ
ん
べ
っ
こ
船
長
会

の
世
話
役
で
あ
る
自
分
が
ト
レ
イ
ル

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、他

の
船
長
た
ち
の
都
合
を
聞
い
て
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。現
在
、こ

の
船
長
会
の
メ
ン
バ
ー
は
自
分
を
含

め
て
4
名
で
す
。

　お
客
さ
ん
か
ら
は
一
人
に
つ
き

3
0
0
0
円
の
乗
船
料
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。予
約
が
あ
っ
た
時
は
、な

る
べ
く
自
分
以
外
の
船
長
に
割
り
振

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。今
は
ま
だ

ま
だ
規
模
の
小
さ
い
活

動
で
す
が
、少
し
ず
つ

実
績
を
積
み
重
ね
て
一

つ
の
収
入
源
に
育
て
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、協

力
者
の
拡
大
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

船
長
と
し
て
の

や
り
が
い
と

自
然
の
力

　自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
島
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
え
る
の
は
と
て
も

嬉
し
い
こ
と
で
す
。船

長
と
し
て
の
一
番
の
や

り
が
い
は
、お
客
さ
ん

と
の
交
流
で
す
。1
時

間
も
か
け
て
じ
っ
く
り

と
島
を
め
ぐ
り
、た
く

い
ま
す
。た
だ
、時
に
厳
し
い
顔
を
見

せ
る
自
然
も
、全
体
的
に
見
れ
ば
恩

恵
の
方
が
勝
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
が
、

今
も
沿
岸
部
に
住
み
続
け
て
い
る
理

由
で
す
。

　み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、決

し
て
楽
な
区
間
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。で
も
、時
に
厳
し
く
も
優
し
い

自
然
に
包
ま
れ
る
こ
と
で
、都
会
の

人
も
心
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
は
、い
い
出
会
い
を
も

た
ら
し
て
く
れ
た
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら

　こ
う
し
た
島
め
ぐ
り
の
他
、子
ど

も
向
け
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
体
験
も

行
っ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、塩
竈
市

や
近
隣
自
治
体
の
教
育
委
員
会
か
ら

の
要
望
を
受
け
、学
校
の
体
験
学
習

の
受
け
入
れ
を
行
う
機
会
も
増
え
て

い
ま
す
。

　塩
竈
市
の
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、浦

戸
を
知
ら
な
い
子
は
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
人
を
受
け

入
れ
る
こ
と
よ
り
も
、ま
ず
は
周
辺
地

域
の
人
に
浦
戸
を
愛
し
て
も
ら
う
こ

と
が
、息
の
長
い
活
動
の
た
め
に
と
て

も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　現
在
の
最
大
の
課
題
は
後
継
者
の

育
成
で
す
。実
績
を
積
み
重
ね
て
、若

い
世
代
に
こ
の
仕
事
を
引
き
継
い
で

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。島
を
思

う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、島
外
出
身
の
人

で
あ
っ
て
も
問
題
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。塩
竈
市
で
は
、牡
蠣
や
海
苔

養
殖
の
後
継
者
育
成
に
力
を
い
れ
て

い
ま
す
が
、こ
う
し
た
取
り
組
み
と
も

連
携
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、島
に
は
常
設
の
食
事
処
が

あ
り
ま
せ
ん
。快
適
な
ト
イ
レ
も
不

足
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、行
政
と
も

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
愛
す
る
島
の
未
来
の

た
め
に
、少
し
ず
つ
着
実
に
前
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
門
脇
茉
海

自
然
に
生
か
さ
れ
、

自
然
を
生
か
す

〜
浦
戸
諸
島（
宮
城
県
塩
竈
市
）〜

さ
ん
の
話
を
す
る
う
ち
に
、お
客
さ

ん
も
自
分
も
す
っ
か
り
心
を
開
き
、

心
か
ら
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。こ
れ
に
は
、自
然
の
持

つ
力
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
で
は
、浦
戸
も
津

波
の
大
き
な
被
害
を
受
け
、私
も
津

波
か
ら
命
か
ら
が
ら
逃
げ
延
び
た
身

で
す
。自
然
の
力
を
前
に
人
間
は
本

当
に
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
で
、自
分
は

自
然
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
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す
。〝
だ
ん
べ
っ
こ
〞と
は
、小
型
の
船

を
指
す
地
元
の
言
葉
で
、浦
戸
の
漁

師
さ
ん
た
ち
が
日
常
的
に
使
っ
て
い

る
船
で
す
。こ
の
船
に
観
光
客
の
方

を
乗
せ
て
、大
き
な
遊
覧
船
で
は
行

け
な
い
よ
う
な
島
の
す
み
ず
み
ま

で
、浦
戸
の
自
然
や
歴
史
に
つ
い
て

お
話
し
し
な
が
ら
案
内
し
て
い
ま

す
。〝
五
升
ボ
ラ
〞と
呼
ば
れ
る
手
掘

り
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
抜
け
た

り
、牡
蠣
の
養
殖
場
を
見
学
し
て
も

ら
っ
た
り
な
ど
、小
さ
な
船
だ
か
ら

こ
そ
、す
ぐ
近
く
に
浦
戸
を
感
じ
ら

れ
る
こ
と
が
最
大
の
魅
力
で
す
。浦

戸
の
人
た
ち
に
と
っ
て
船
は
日
常
の

足
で
す
。そ
の
船
か
ら
島
を
眺
め
る

こ
と
で
、島
の
人
た
ち
の
目
線
で
浦

戸
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　個
人
の
お
客
さ
ん
を
受
け
入
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、塩
竈
市
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。市
で
は
、浦
戸
の
特
産
品
で

あ
る
牡
蠣
む
き
体
験
や
海
苔
す
き
体

験
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、こ
こ

に
だ
ん
べ
っ
こ
船
に
よ
る
島
め
ぐ
り

を
組
み
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、大
変
好

評
で
し
た
。

　最
近
で
は
、野
々
島
の
漁
業
組
合

長
に
養
殖
場
を
貸
し
て
も
ら
っ
て
、

観
光
の
お
客
さ
ん
用
に
ワ
カ
メ
の
養

殖
も
始
め
ま
し
た
。牡
蠣
む
き
体
験

や
海
苔
す
き
体
験
に
参
加
し
た
こ
と

の
あ
る
方
が
、リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
ワ
カ
メ
狩
り
体
験
に
参
加
し
て
く

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　宮
城
県
塩
竈
市
浦
戸
諸
島
は
、日

本
三
景
の
一
つ
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
有

人
の
島
々
。4
島
5
地
区（
桂
島
、石

浜
、野
々
島
、寒
風
沢
、朴
島
）か
ら
な

る
島
々
に
、牡
蠣
や
海
苔
と
い
っ
た

浅
海
漁
業
な
ど
を
営
み
な
が
ら
、約

3
5
0
人
の
人
び
と
が
暮
ら
し
て
い

る
。こ
の
地
で
、東
日
本
大
震
災
以
前

か
ら
観
光
に
取
り
組
む
遠
藤
勝
氏

に
、現
在
の
取
り
組
み
や
今
後
に
向

け
た
想
い
を
伺
っ
た
。

小
船
に
よ
る
島
め
ぐ
り

　私
は
野
々
島
で
生
ま
れ
、野
々
島

で
育
ち
ま
し
た
。本
業
は
船
舶
機
械

の
販
売
・
修
理
で
す
。4
つ
の
島
に
分

か
れ
て
い
る
浦
戸
諸
島
に
は
、島
同

士
の
行
き
来
の
た
め
に
誰
で
も
利
用

で
き
る
無
料
の
渡
船
が
運
航
さ
れ
て

い
る
の
で
す
が
、こ
の
渡
船
の
船
長

と
し
て
も
働
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、震
災
前
か
ら
、観
光
に
よ
っ

て
島
を
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
、

野
々
島
感
動
支
援
隊
と
し
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　そ
の
代
表
的
な
取
り
組
み
が
、だ

ん
べ
っ
こ
船
に
よ
る
島
め
ぐ
り
で

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

と
だ
ん
べ
っ
こ
船

　こ
う
し
た
取
り
組
み
を
基
に
、

2
0
1
9
年
6
月
か
ら
は
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
の
渡
船
の
運
航
も
始

め
ま
し
た
。

　み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、浦

戸
諸
島
の
島
々
も
通
る
よ
う
に
ル
ー

ト
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

宮
戸
島（
宮
城
県
東
松
島
市
）と
浦
戸

の
寒
風
沢
を
結
ぶ
区
間
に
は
既
存
の

航
路
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ

で
、ト
レ
イ
ル
の
開
通
に
あ
わ
せ
て
、

ト
レ
イ
ル
専
用
の
渡
船
が
運
航
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。普
通
に

船
を
走
ら
せ
れ
ば
わ
ず
か
5
分
の
短

い
距
離
で
す
が
、せ
っ
か
く
の
機
会

な
の
で
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と

島
を
案
内
し
て
い
ま
す
。コ
ー
ス
は
、

普
段
の
島
め
ぐ
り
と
同
じ
で
す
。

　ト
レ
イ
ル
を
歩
く
方
は
全
国
か
ら

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
中
高
年
の
方
が
多
い
印
象

で
す
。ど
の
方
も
、仙
台
か
ら
わ
ず
か

1
時
間
半
の
場
所
に
、こ
ん
な
別
世

界
が
あ
る
こ
と
に
感
動
さ
れ
ま
す
。

都
会
か
ら
近
い
便
利
な
場
所
に
あ
り

な
が
ら
、静
か
な
湾
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
に
驚
か
れ
ま
す
。私
自
身
も

様
々
な
場
所
へ
旅
行
し
ま
す
が
、ど

ん
な
土
地
と
比
べ
て
も
浦
戸
は
と
て

も
落
ち
着
く
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、た
だ
美
し
い
だ
け
で
は
な
く
、

豊
か
な
歴
史
の
積
み
重
ね
が
あ
る
こ

と
が
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　ト
レ
イ
ル
の
渡
船
は
、名
取
市
閖

上
に
あ
る
名
取
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー

が
お
客
さ
ん
か
ら
の
予
約
を
受
け
付

け
、浦
戸
側
の
だ
ん
べ
っ
こ
船
長
会

の
世
話
役
で
あ
る
自
分
が
ト
レ
イ
ル

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、他

の
船
長
た
ち
の
都
合
を
聞
い
て
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。現
在
、こ

の
船
長
会
の
メ
ン
バ
ー
は
自
分
を
含

め
て
4
名
で
す
。

　お
客
さ
ん
か
ら
は
一
人
に
つ
き

3
0
0
0
円
の
乗
船
料
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。予
約
が
あ
っ
た
時
は
、な

る
べ
く
自
分
以
外
の
船
長
に
割
り
振

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。今
は
ま
だ

ま
だ
規
模
の
小
さ
い
活

動
で
す
が
、少
し
ず
つ

実
績
を
積
み
重
ね
て
一

つ
の
収
入
源
に
育
て
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、協

力
者
の
拡
大
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

船
長
と
し
て
の

や
り
が
い
と

自
然
の
力

　自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
島
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
え
る
の
は
と
て
も

嬉
し
い
こ
と
で
す
。船

長
と
し
て
の
一
番
の
や

り
が
い
は
、お
客
さ
ん

と
の
交
流
で
す
。1
時

間
も
か
け
て
じ
っ
く
り

と
島
を
め
ぐ
り
、た
く

い
ま
す
。た
だ
、時
に
厳
し
い
顔
を
見

せ
る
自
然
も
、全
体
的
に
見
れ
ば
恩

恵
の
方
が
勝
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
が
、

今
も
沿
岸
部
に
住
み
続
け
て
い
る
理

由
で
す
。

　み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、決

し
て
楽
な
区
間
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。で
も
、時
に
厳
し
く
も
優
し
い

自
然
に
包
ま
れ
る
こ
と
で
、都
会
の

人
も
心
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
は
、い
い
出
会
い
を
も

た
ら
し
て
く
れ
た
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら

　こ
う
し
た
島
め
ぐ
り
の
他
、子
ど

も
向
け
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
体
験
も

行
っ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、塩
竈
市

や
近
隣
自
治
体
の
教
育
委
員
会
か
ら

の
要
望
を
受
け
、学
校
の
体
験
学
習

の
受
け
入
れ
を
行
う
機
会
も
増
え
て

い
ま
す
。

　塩
竈
市
の
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、浦

戸
を
知
ら
な
い
子
は
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
人
を
受
け

入
れ
る
こ
と
よ
り
も
、ま
ず
は
周
辺
地

域
の
人
に
浦
戸
を
愛
し
て
も
ら
う
こ

と
が
、息
の
長
い
活
動
の
た
め
に
と
て

も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　現
在
の
最
大
の
課
題
は
後
継
者
の

育
成
で
す
。実
績
を
積
み
重
ね
て
、若

い
世
代
に
こ
の
仕
事
を
引
き
継
い
で

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。島
を
思

う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、島
外
出
身
の
人

で
あ
っ
て
も
問
題
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。塩
竈
市
で
は
、牡
蠣
や
海
苔

養
殖
の
後
継
者
育
成
に
力
を
い
れ
て

い
ま
す
が
、こ
う
し
た
取
り
組
み
と
も

連
携
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、島
に
は
常
設
の
食
事
処
が

あ
り
ま
せ
ん
。快
適
な
ト
イ
レ
も
不

足
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、行
政
と
も

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
愛
す
る
島
の
未
来
の

た
め
に
、少
し
ず
つ
着
実
に
前
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
門
脇
茉
海

さ
ん
の
話
を
す
る
う
ち
に
、お
客
さ

ん
も
自
分
も
す
っ
か
り
心
を
開
き
、

心
か
ら
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。こ
れ
に
は
、自
然
の
持

つ
力
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
で
は
、浦
戸
も
津

波
の
大
き
な
被
害
を
受
け
、私
も
津

波
か
ら
命
か
ら
が
ら
逃
げ
延
び
た
身

で
す
。自
然
の
力
を
前
に
人
間
は
本

当
に
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
で
、自
分
は

自
然
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
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写真：東北の四季動画

災
前
の
2
0
1
0
年
の
東
北
6
県
の
外
国
人

延
べ
宿
泊
者
数
は
50
万
人
泊
だ
っ
た
が
、

2
0
1
1
年
に
は
震
災
の
影
響
で
18
万
人
泊

ま
で
落
ち
込
み
、震
災
前
の
水
準
に
回
復
し
た

の
が
2
0
1
5
年
の
52
万
人
泊
と
、5
年
ほ
ど

の
期
間
を
要
し
た
。

　2
0
1
6
年
3
月
に
は
、「
明
日
の
日
本
を
支

え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議
」に
お
い
て
、

2
0
2
0
年
に
東
北

6
県
の
外
国
人
延
べ

宿

泊

者

数

を

2
0
1
5
年
の
3
倍

と
な
る
1
5
0
万
人

泊
に
す
る
と
い
う
政

府
目
標
が
掲
げ
ら
れ

た
。東
北
観
光
復
興

対
策
交
付
金
を
活
用

し
て
各
種
事
業
を
展

開
し
、特
に
戦
略
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
東
北
の
美
し

い
四
季
の
動
画
を
作

成
し
ネ
ッ
ト
で
配
信

し
、再
生
回
数
が
合

計
7
0
0
0
万
回
を

超
え
る
実
績
が
あ
っ

た
。海
外
か
ら
見
た

「
T
O
H
O
K
U
＝

東
日
本
大
震
災
」と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
軽

減
し
、豊
か
な
自
然

や
歴
史
・
精
神
文
化

な
ど
東
北
の
魅
力
を

前
面
に
ア
ピ
ー
ル
す

て
い
る
。2
0
1
6
年
7
月
の
仙
台
空
港
民
営

化
の
成
果
も
あ
り
、仙
台
―
台
北
便
の
増
便

（
2
0
1
6
年
冬
ダ
イ
ヤ 

仙
台
―
台
北
11
便
／

週
↓
2
0
1
9
年
冬
ダ
イ
ヤ
19
便
／
週
）、

2
0
1
9
年
10
月
の
仙
台
―
バ
ン
コ
ク
便
の
復

便
、11
月
の
仙
台
―
大
連
便
の
就
航
と
、継
続
し

た
交
流
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
着
実
に
成

果
を
あ
げ
て
き
た
。東
北
全
体
で
見
て
も
、青
森

空
港
の
青
森
―
台
北
便
の
就
航
、花
巻
空
港
の

花
巻
―
台
北
便
、花
巻
―
上
海
便
の
就
航
と
国

際
定
期
便
を
着
実
に
増
や
し
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
官
民
一
体
と
な
っ
た
オ
ー
ル
東
北

の
取
組
み
に
よ
り
2
0
1
9
年
の
外
国
人
延
べ

宿
泊
者
数
は
1
6
8
万
人
泊
と
な
り
、1
年
前

倒
し
で
政
府
目
標
を
達
成
し
た
。全
国
的
に
訪

日
旅
行
者
数
が
増
加
す
る
な
か
で
全
国
に
占
め

る
東
北
の
シ
ェ
ア
は
震
災
前
の
2
0
1
0
年

1
・
9
％
か
ら
2
0
1
1
年
1
・
3
％
へ
と
減
少

し
た
が
、2
0
1
9
年
は
1
・
7
％
と
な
り
、震

災
前
に
水
準
に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
き
た
。

　2
0
1
9
年
に
は
欧
米
の
有
力
メ
デ
ィ
ア

「Lonely P
lanet

」「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
」に
よ
り「
T
O
H
O
K
U
」が
世
界
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
選
出
さ
れ
世
界
的
に

東
北
へ
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　国
内
の
延
べ
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
1
年
以
降
3
2
0
0
万
人
泊
前
後
と
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
き
た
。教
育
旅
行
は
、震

災
の
風
評
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
た
が
、各
県

の
観
光
連
盟
等
と
連
携
し
、首
都
圏
や
中
部
、関

西
、九
州
、そ
し
て
新
幹
線
開
業
を
契
機
に
北
海

道
へ
も
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。北

海
道
か
ら
仙
台
ま
で
新
幹
線
に
乗
車
し
バ
ス
で

福
島
に
入
る
行
程
や
、台
湾
等
海
外
か
ら
の
来

訪
な
ど
、新
た
な
動
き
も
出
て
い
る
。地
元
で
は

農
家
民
泊
な
ど
東
北
ら
し
い
受
入
態
勢
が
整
っ

て
い
る
ほ
か
、震
災
や
原
発
事
故
の
教
訓
を
学

ぶ「
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」な
ど
、新
た
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
後
世
へ
継
承
す
る
た

め
、太
平
洋
沿
岸
各
地
に
震
災
伝
承
施
設
が
整

備
さ
れ
る
と
と
も
に
、岩
手
県
、宮
城
県
、福
島

県
で
国
営
追
悼
・
記
念
施
設
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。東
北
に
は
震
災
遺
構
や
語
り
部
な

ど
の「
震
災
・
防
災
」学
習
を
始
め
、「
自
然
・
環

境
」、「
農
林
漁
業
・
民
泊
」、「
歴
史
・
文
化
」と
生

き
る
力
を
学
べ
る
探
求
学
習
素
材
が
豊
富
に
あ

り
、修
学
旅
行
先
と
し
て
の
魅
力
は
大
き
い
。太

平
洋
沿
岸
に
約
1
0
0
0
キ
ロ
の「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」が
整
備
さ
れ
、欧
米
メ
デ
ィ
ア

に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
2
0
1
9
年
3
月
に
は
山
田
線
宮
古
〜

釜
石
間
が
J
R
東
日
本
よ
り
移
管
さ
れ
三
陸
鉄

道
リ
ア
ス
線
と
し
て
全
線
開
業
し
た
。沿
線
の

釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
会
場
の
一
つ
と
な
っ
た
。

2
0
2
0
年
3
月
に
は
J
R
常
磐
線
が
全
線
復

旧
し
、復
興
道
路
の
三
陸
沿
岸
道
路
の
全
通
も

間
近
に
迫
っ
て
い
る
。復
興
し
た
イ
ン
フ
ラ
も

大
き
な
力
と
し
な
が
ら
、交
流
人
口
拡
大
に
つ

な
げ
て
き
た
。

　震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
伸

長
の
流
れ
を
受
け
、2
0
2
0
年
は
復
興
五
輪

と
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

3

一
般
社
団
法
人
東
北
観
光
推
進
機

構
専
務
理
事
推
進
本
部
長
。

1
9
6
8
年
日
本
国
有
鉄
道（
現

J
R
グ
ル
ー
プ
）入
社
。び
ゅ
う
プ
ラ

ザ
仙
台
所
長
、福
島
駅
長
、仙
台
駅

長
な
ど
を
歴
任
後
、仙
台
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
株
式
会
社
専
務
取
締
役
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

仙
台
総
支
配
人
な
ど
を
経
て
、2
0
1
5
年
か
ら
現
職
。

東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会

事
務
局
長
も
務
め
る
。

紺
野
純
一（
こ
ん
の
・
じ
ゅ
ん
い
ち
）

「
東
日
本
大
震
災
か
ら

　年
の
記
録
、将
来
展
望
」

10ッ
ク
を
契
機
に
、東
北
観
光
の
更
な
る
飛
躍
の

年
と
す
る
べ
く
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
観
光
業
界
を
直

撃
し
、大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。観
光
は
非
常

に
裾
野
が
広
い
産
業
で
あ
り
、地
域
全
体
に
影

響
が
及
ぶ
。

　こ
の
た
め
、2
0
2
0
年
春
の
緊
急
事
態
宣

言
の
解
除
後
は
、感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
な

が
ら
、ま
ず
は
各
県
の
施
策
に
よ
る
県
内
観
光

流
動
、7
月
か
ら
は
東
北
・
新
潟
の
自
治
体
や
関

係
事
業
者
と
連
携
し
た「
東
北
・
新
潟
応
援
！
絆

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　〜
旅
を
楽
し
も
う
〜
」に
よ

る
域
内
観
光
流
動
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
。9

月
に
は
7
県
知
事
及
び
2
市
長（
仙
台
市
・
新
潟

市
）と
共
同
で「
東
北
・
新
潟
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
発
出
し
、「
新
し
い
生
活
様
式
」や「
新
し
い
旅

の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」な
ど
の
感
染
防
止
対
策
を
行

っ
た
上
で
、域
内
の
住
民
に
東
北
・
新
潟
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
旅
に
出
か
け
る
こ
と
呼
び
か
け

て
き
た
。

　2
0
2
0
年
の
延
べ
宿
泊
者
数
を
見
る
と
、

訪
日
外
国
人
の
宿
泊
者
数
は
3
月
以
降
激
減

し
、外
国
人
の
宿
泊
者
数
は
40
万
人
泊
ま
で
落

ち
込
ん
だ
。国
内
の
宿
泊
者
数
も
3
月
以
降
減

少
し
、Go

T
o

ト
ラ
ベ
ル
に
よ
り
10
月
・
11
月
は

前
年
並
み
に
回
復
し
て
き
た
が
、感
染
の
再
拡

大
に
伴
うG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
の
停
止
や
1
月
の

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
よ
り
首
都
圏
等
か
ら

の
観
光
流
動
が
減
少
し
、12
月
以
降
は
再
び
大

き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。

　一
方
、東
北
に
は
四
季
に
代
表
さ
れ
る
豊
か

な
自
然
と
、縄
文
時
代
か
ら
続
く
そ
の
土
地
土

地
に
根
付
い
た
文
化
や
生
活
が
あ
り
、コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
東
北
の
豊
か
な
観
光
資
源
を
再
評

価
す
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
向

け
て
は
、ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
言
わ
れ
る
新
た

な
常
態
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、全

て
の
面
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
層
加
速
す
る
中
、

旅
行
者
の
旅
の
意
識
の
変
化
を
捉
え
、新
し
い

生
活
様
式
に
対
応
し
た
、新
し
い
旅
行
形
態
を

創
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。コ
ロ
ナ

前
後
で
変
わ
ら
な
い
の
は
、こ
う
し
た
観
光
の

課
題
に
対
し
て
単
県
で
は
な
く
、広
域
で
連
携

し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ

る
。　国

は
地
域
経
済
を
支
え
る
観
光
の
再
生
の
た

め
に
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の「
新
た
な
旅
の
ス

タ
イ
ル
」の
普
及
・
定
着
を
推
進
し
て
お
り
、全

国
各
地
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
致
競
争
が
激

化
し
て
い
る
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
一
つ
の
新

た
な
旅
行
形
態
と
な
る
が
、国
内
の
人
口
が
減

少
し
て
い
く
中
、持
続
可
能
な
東
北
観
光
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、長
期
滞
在
を
促
進
し
、旅
行

需
要
の
平
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、旅
行
単
価

を
高
め
る
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
を
創
出
し
、

東
北
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　東
北
は
他
の
地
方
に
比
べ
て
人
口
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
が
速
い
た
め
、税
収
の
減
少
、担
い
手
の

高
齢
化
・
後
継
者
の
不
足
、地
方
公
共
交
通（
二

次
交
通
）の
縮
小
等
、単
県
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
に
早
期
に
直
面
し
て
い
く
た
め
、特
に
将

来
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
見
据
え
た
広
域
連

携
に
よ
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
重
要
度
が
更
に

増
し
て
く
る
。

　ま
た
、域
内
各
地
に
誕
生
し
て
い
る
D
M
O

（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
に
活
力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。こ
れ
ま
で
も
行
政
や
各
D
M
O
、旅
行

業
界
、観
光
業
界
の
方
々
と
定
期
的
に
会
議
を

行
い
、デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て

は
広
域
で
の
デ
ー
タ
収
集
・
活
用
や
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
誘
客
戦
略
の
立
案
な
ど
、成
果
が
出

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
を
収
集
し
発
信
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
し
、情
報
発
信
と
旅
行
商
品
化
を
進
め
て

い
る
。人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、東
北
全
体
を
俯

瞰
で
き
る
観
光
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
す

る「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
塾
」は
4
年
間
で
約
1
5
0

名
の
修
了
生
を
輩
出
し
て
い
る
。今
後
も
コ
ロ

ナ
に
対
応
し
た
新
し
い
観
光
需
要
の
創
出
に
向

け
て
、オ
ー
ル
東
北
の
体
制
で
広
域
連
携
の
取

組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目
を
迎
え
る

2
0
2
1
年
に
、4
〜
9
月
の
半
年
間
、J
R
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
大
型
観
光
企
画「
東
北
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
D
C
）」を

実
施
す
る
。D
C
は
、地
域（
自
治
体
、観
光
関
係

者
、住
民
な
ど
）と
J
R
グ
ル
ー
プ
が
協
働
で
取

り
組
む
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
り
、地

域
の
観
光
開
発
を
行
い
、集
中
的
な
広
告
宣
伝

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
全
国
か
ら
観
光

誘
客
を
図
り
、地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は「
巡
る
た
び
、出
会
う

旅
。東
北
」。6
県
を
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
・
ル
ー

ト
で
周
遊
し
、旅
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
奥
深
さ

を
感
じ
る
東
北
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。

　東
北
D
C
期
間
中
に
し
か
体
験
で
き
な
い
特

別
企
画
と
し
て
、東
北
6
県
を
周
遊
し
な
が
ら

収
集
す
る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、各

県
で
期
間
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い

る
。　D

C
期
間
中
の
5
月
22
日
、23
日
に
山
形
市

で
開
催
さ
れ
東
北
6
県
の
夏
祭
り
が
参
加
す
る

「
東
北
絆
ま
つ
り
」や
、7
月
22
日
〜
8
月
7
日

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
情
報
発
信
拠
点「
東
北

ハ
ウ
ス
」と
も
連
携
す
る
。

　国
の
機
関
や
航
空
会
社
、高
速
道
路
会
社
、金

融
、流
通
、商
工
団
体
等
、観
光
・
旅
行
の
み
な
ら

ず
幅
広
い
組
織
・
企
業
と
連
携
し
て
展
開
し
、多

く
方
々
に
東
北
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、東

北
に
訪
れ
る
き
っ
か
け
を
作
り
出
し
て
い
く
。

　ま
た
、東
北
D
C
を
応
援
す
る「
T
O
H
O
K
U

サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
て
い
る
。東
北
6
県
に
お

住
ま
い
の
方
に
は「W

elcom
e to T

O
H
O
K
U

隊
」と
し
て
、東
北
を
訪
れ
た
お
客
さ
ま
へ
の
お
も

て
な
し
を
宣
言
・
実
践
い
た
だ
き
、東
北
6
県
以
外

に
お
住
い
の
方
に
は「T

O
H
O
K
U
 Fan

」と
し
て
、

東
北
の
魅
力
を
周
囲
や
S
N
S
な
ど
で
発
信
し
て

い
た
だ
く
仕
組
み
で
あ
る
。一
緒
に
東
北
を
盛
り

上
げ
る
べ
く
、ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　震
災
か
ら
10
年
と
い
う
節
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
あ
り
、か
つ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
で
疲
弊
し
た
東
北
観
光
を
回
復
さ
せ
、

さ
ら
に
は
今
後
の
持
続
可
能
な
東
北
観
光
を
実

現
し
て
い
く
た
め
の
最
初
の
き
っ
か
け
と
な
る

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
た
い
。D
C
を

契
機
と
し
た
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
、こ
の

東
北
D
C
で
培
わ
れ
た
東
北
6
県
が
一
体
と
な

っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
す
る
体
制
、幅
広

い
組
織
・
企
業
と
の
連
携
や「
T
O
H
O
K
U
サ

ポ
ー
タ
ー
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
仕
組
み
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
東
北
へ
の
観
光
誘
客
及
び
東

北
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
レ
ガ
シ
ー
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。東
北
D
C
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承

し
、広
域
連
携
の
取
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
、将
来
に
わ
た
っ
て
交
流
人
口
だ
け
で
な

く
関
係
人
口
も
含
め
た
東
北
へ
の
人
の
流
れ
を

創
出
す
る
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
し
て
い
く
。東

北
内
外
の
様
々
な
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
て
、

今
後
の
東
北
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　東
北
観
光
推
進
機
構
は
、観
光
産
業
振
興
と

東
北
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

東
北
6
県
と
新
潟
県
の
官
民
の
関
係
団
体
に
よ

り
2
0
0
7
年
に
設
立
さ
れ
た
。広
域
連
携
に

よ
り
国
内
外
か
ら
の
誘
客
に
取
り
組
み
、

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、特
に

J
N
T
O（
日
本
政
府
観
光
局
）や
東
北
運
輸
局

と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、オ
ー
ル
東
北
で

観
光
の
力
に
よ
る
震
災
か
ら
の
復
興
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　震
災
直
後
、地
震
、津
波
、原
発
事
故
と
い
う

未
曽
有
の
災
害
に
よ
り
観
光
を
含
め
た
イ
ン
フ

ラ
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
状
況
に
お
い

て
、観
光
復
興
へ
向
け
て
ま
ず
地
元
が
取
り
組

ん
だ
の
は
、震
災
か
ら
1
カ
月
余
り
の
4
月
23

日
か
ら
3
カ
月
間
、青
森
県
が
J
R
グ
ル
ー
プ

と
連
携
し
て
展
開
し
た「
青
森
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
D
C
）」で
あ
っ
た
。自

粛
ム
ー
ド
も
あ
る
中
、観
光
の
力
で
被
災
地
の

元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
、予
定
通
り
の
開
催
に

踏
み
切
っ
た
。

　4
月
29
日
に
は
東
北
新
幹
線
が
全
線
復
旧

し
、ま
た
、プ
ロ
野
球
の
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
と
サ
ッ
カ
ー
J
リ
ー
グ
の
ベ
ガ
ル

タ
仙
台
が
震
災
後
初
め
て
、本
拠
地
の
仙
台
で

試
合
を
行
っ
た
。7
月
16
、17
日
は
仙
台
市
で
、東

北
6
県
の
祭
り
を
集
め
た「
東
北
六
魂
祭
」が
初

め
て
開
か
れ
、2
日
間
で
約
37
万
人
が
集
ま
っ

た
。電
気
も
つ
か
な
い
、先
が
見
え
な
い
状
況
が

長
く
続
く
な
か
、「
観
光
に
は
地
域
を
元
気
に
す

る
力
が
あ
る
」「
こ
れ
か
ら
必
ず
元
気
に
な
れ
る
」

と
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
東
北
を
勇
気
づ
け
た
。

　そ
の
後
、2
0
1
1
年
の
青
森
D
C
以
降
も

東
北
6
県
で
D
C
が
開
催
さ
れ
、2
0
1
2
年

い
わ
て
D
C
、2
0
1
3
年
仙
台
・
宮
城
D
C
、

秋
田
D
C
、2
0
1
4
年
山
形
D
C
、2
0
1
5

年
ふ
く
し
ま
D
C
、2
0
1
6
年
北
海
道
新
幹

線（
新
青
森
〜
新
函
館
北
斗
）開
業
の
年
に
青
森

県
・
函
館
D
C
と
続
い
て
き
た
。「
東
北
六
魂
祭
」

も
東
北
6
県
の
県
庁
所
在
地
持
ち
回
り
で
毎
年

開
催
さ
れ
、2
0
1
7
年
か
ら
は
新
た
に「
東
北

絆
ま
つ
り
」と
し
て
、観
光
の
力
で
の
復
興
を
後

押
し
し
て
き
た
。

　ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、

U
N
W
T
O（
国
連
世
界
観
光
機
関
）の
世
界
観

光
会
議
や
W
T
T
C（
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
議
会
）グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ミ
ッ
ト
、国
連
防
災
世

界
会
議
な
ど
、国
際
級
の
会
議
が
仙
台
を
中
心

に
相
次
い
で
開
催
さ
れ
た
。

　震
災
後
5
年
ぐ
ら
い
の
期
間
は
、復
興
へ
の

道
筋
を
付
け
る
、風
評
被
害
を
払
拭
す
る
、と
い

う
こ
と
に
地
元
で
は
大
き
な
力
が
注
が
れ
た
。

こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
と
し
て
、国
内
外
か

ら
の
観
光
客
の
誘
致
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
た

め
の
土
台
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

　こ
の
間
の
旅
行
者
数
の
状
況
を
み
る
と
、震

1
．観
光
の
力
に
よ
る

震
災
か
ら
の
復
興

る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　ま
た
、各
県
知
事
や
経
済
界
な
ど
東
北
の
官

民
ト
ッ
プ
が
一
体
と
な
っ
て
重
点
市
場
を
訪
問

す
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
2
0
1
6
年
8
月
か

ら
台
湾
、香
港
、大
連
、バ
ン
コ
ク
と
毎
年
実
施

し
て
き
た
。単
県
で
の
事
業
に
比
べ
て
現
地
の

対
応
や
メ
デ
ィ
ア
の
反
応
は
想
像
以
上
に
好
評

で
、そ
の
後
の
誘
客
や
路
線
就
航
に
つ
な
が
っ
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表 1 外国人延べ宿泊者数推移（東北6県）

2020年東北6県150万人泊の目標を前倒しで達成!

2010

50

18

168

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

（単位：万人泊）

（出典：観光庁宿泊旅行統計）※従業員数10名以上の施設の数値

全国シェア
1.9%

3倍の　目標値

東北復興
対策
交付
金、ト
ップ

セー
ルス
等

官民一体
となっ

たオ
ール
東

北
の
取
組

1.1%

1.7%

「東日本大震災から10年の記録、将来展望」3

マスクケース

絆キャンペーンポスター 感染防止対策のポスター

東北新潟共同メッセージ

災
前
の
2
0
1
0
年
の
東
北
6
県
の
外
国
人

延
べ
宿
泊
者
数
は
50
万
人
泊
だ
っ
た
が
、

2
0
1
1
年
に
は
震
災
の
影
響
で
18
万
人
泊

ま
で
落
ち
込
み
、震
災
前
の
水
準
に
回
復
し
た

の
が
2
0
1
5
年
の
52
万
人
泊
と
、5
年
ほ
ど

の
期
間
を
要
し
た
。

　2
0
1
6
年
3
月
に
は
、「
明
日
の
日
本
を
支

え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議
」に
お
い
て
、

2
0
2
0
年
に
東
北

6
県
の
外
国
人
延
べ

宿

泊

者

数

を

2
0
1
5
年
の
3
倍

と
な
る
1
5
0
万
人

泊
に
す
る
と
い
う
政

府
目
標
が
掲
げ
ら
れ

た
。東
北
観
光
復
興

対
策
交
付
金
を
活
用

し
て
各
種
事
業
を
展

開
し
、特
に
戦
略
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
東
北
の
美
し

い
四
季
の
動
画
を
作

成
し
ネ
ッ
ト
で
配
信

し
、再
生
回
数
が
合

計
7
0
0
0
万
回
を

超
え
る
実
績
が
あ
っ

た
。海
外
か
ら
見
た

「
T
O
H
O
K
U
＝

東
日
本
大
震
災
」と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
軽

減
し
、豊
か
な
自
然

や
歴
史
・
精
神
文
化

な
ど
東
北
の
魅
力
を

前
面
に
ア
ピ
ー
ル
す

て
い
る
。2
0
1
6
年
7
月
の
仙
台
空
港
民
営

化
の
成
果
も
あ
り
、仙
台
―
台
北
便
の
増
便

（
2
0
1
6
年
冬
ダ
イ
ヤ 

仙
台
―
台
北
11
便
／

週
↓
2
0
1
9
年
冬
ダ
イ
ヤ
19
便
／
週
）、

2
0
1
9
年
10
月
の
仙
台
―
バ
ン
コ
ク
便
の
復

便
、11
月
の
仙
台
―
大
連
便
の
就
航
と
、継
続
し

た
交
流
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
着
実
に
成

果
を
あ
げ
て
き
た
。東
北
全
体
で
見
て
も
、青
森

空
港
の
青
森
―
台
北
便
の
就
航
、花
巻
空
港
の

花
巻
―
台
北
便
、花
巻
―
上
海
便
の
就
航
と
国

際
定
期
便
を
着
実
に
増
や
し
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
官
民
一
体
と
な
っ
た
オ
ー
ル
東
北

の
取
組
み
に
よ
り
2
0
1
9
年
の
外
国
人
延
べ

宿
泊
者
数
は
1
6
8
万
人
泊
と
な
り
、1
年
前

倒
し
で
政
府
目
標
を
達
成
し
た
。全
国
的
に
訪

日
旅
行
者
数
が
増
加
す
る
な
か
で
全
国
に
占
め

る
東
北
の
シ
ェ
ア
は
震
災
前
の
2
0
1
0
年

1
・
9
％
か
ら
2
0
1
1
年
1
・
3
％
へ
と
減
少

し
た
が
、2
0
1
9
年
は
1
・
7
％
と
な
り
、震

災
前
に
水
準
に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
き
た
。

　2
0
1
9
年
に
は
欧
米
の
有
力
メ
デ
ィ
ア

「Lonely P
lanet

」「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
」に
よ
り「
T
O
H
O
K
U
」が
世
界
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
選
出
さ
れ
世
界
的
に

東
北
へ
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　国
内
の
延
べ
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
1
年
以
降
3
2
0
0
万
人
泊
前
後
と
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
き
た
。教
育
旅
行
は
、震

災
の
風
評
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
た
が
、各
県

の
観
光
連
盟
等
と
連
携
し
、首
都
圏
や
中
部
、関

西
、九
州
、そ
し
て
新
幹
線
開
業
を
契
機
に
北
海

道
へ
も
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。北

海
道
か
ら
仙
台
ま
で
新
幹
線
に
乗
車
し
バ
ス
で

福
島
に
入
る
行
程
や
、台
湾
等
海
外
か
ら
の
来

訪
な
ど
、新
た
な
動
き
も
出
て
い
る
。地
元
で
は

農
家
民
泊
な
ど
東
北
ら
し
い
受
入
態
勢
が
整
っ

て
い
る
ほ
か
、震
災
や
原
発
事
故
の
教
訓
を
学

ぶ「
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」な
ど
、新
た
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
後
世
へ
継
承
す
る
た

め
、太
平
洋
沿
岸
各
地
に
震
災
伝
承
施
設
が
整

備
さ
れ
る
と
と
も
に
、岩
手
県
、宮
城
県
、福
島

県
で
国
営
追
悼
・
記
念
施
設
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。東
北
に
は
震
災
遺
構
や
語
り
部
な

ど
の「
震
災
・
防
災
」学
習
を
始
め
、「
自
然
・
環

境
」、「
農
林
漁
業
・
民
泊
」、「
歴
史
・
文
化
」と
生

き
る
力
を
学
べ
る
探
求
学
習
素
材
が
豊
富
に
あ

り
、修
学
旅
行
先
と
し
て
の
魅
力
は
大
き
い
。太

平
洋
沿
岸
に
約
1
0
0
0
キ
ロ
の「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」が
整
備
さ
れ
、欧
米
メ
デ
ィ
ア

に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
2
0
1
9
年
3
月
に
は
山
田
線
宮
古
〜

釜
石
間
が
J
R
東
日
本
よ
り
移
管
さ
れ
三
陸
鉄

道
リ
ア
ス
線
と
し
て
全
線
開
業
し
た
。沿
線
の

釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
会
場
の
一
つ
と
な
っ
た
。

2
0
2
0
年
3
月
に
は
J
R
常
磐
線
が
全
線
復

旧
し
、復
興
道
路
の
三
陸
沿
岸
道
路
の
全
通
も

間
近
に
迫
っ
て
い
る
。復
興
し
た
イ
ン
フ
ラ
も

大
き
な
力
と
し
な
が
ら
、交
流
人
口
拡
大
に
つ

な
げ
て
き
た
。

　震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
伸

長
の
流
れ
を
受
け
、2
0
2
0
年
は
復
興
五
輪

と
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
契
機
に
、東
北
観
光
の
更
な
る
飛
躍
の

年
と
す
る
べ
く
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
観
光
業
界
を
直

撃
し
、大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。観
光
は
非
常

に
裾
野
が
広
い
産
業
で
あ
り
、地
域
全
体
に
影

響
が
及
ぶ
。

　こ
の
た
め
、2
0
2
0
年
春
の
緊
急
事
態
宣

言
の
解
除
後
は
、感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
な

が
ら
、ま
ず
は
各
県
の
施
策
に
よ
る
県
内
観
光

流
動
、7
月
か
ら
は
東
北
・
新
潟
の
自
治
体
や
関

係
事
業
者
と
連
携
し
た「
東
北
・
新
潟
応
援
！
絆

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　〜
旅
を
楽
し
も
う
〜
」に
よ

る
域
内
観
光
流
動
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
。9

月
に
は
7
県
知
事
及
び
2
市
長（
仙
台
市
・
新
潟

市
）と
共
同
で「
東
北
・
新
潟
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
発
出
し
、「
新
し
い
生
活
様
式
」や「
新
し
い
旅

の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」な
ど
の
感
染
防
止
対
策
を
行

っ
た
上
で
、域
内
の
住
民
に
東
北
・
新
潟
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
旅
に
出
か
け
る
こ
と
呼
び
か
け

て
き
た
。

　2
0
2
0
年
の
延
べ
宿
泊
者
数
を
見
る
と
、

訪
日
外
国
人
の
宿
泊
者
数
は
3
月
以
降
激
減

し
、外
国
人
の
宿
泊
者
数
は
40
万
人
泊
ま
で
落

ち
込
ん
だ
。国
内
の
宿
泊
者
数
も
3
月
以
降
減

少
し
、Go

T
o

ト
ラ
ベ
ル
に
よ
り
10
月
・
11
月
は

前
年
並
み
に
回
復
し
て
き
た
が
、感
染
の
再
拡

大
に
伴
うG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
の
停
止
や
1
月
の

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
よ
り
首
都
圏
等
か
ら

の
観
光
流
動
が
減
少
し
、12
月
以
降
は
再
び
大

き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。

　一
方
、東
北
に
は
四
季
に
代
表
さ
れ
る
豊
か

な
自
然
と
、縄
文
時
代
か
ら
続
く
そ
の
土
地
土

地
に
根
付
い
た
文
化
や
生
活
が
あ
り
、コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
東
北
の
豊
か
な
観
光
資
源
を
再
評

価
す
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
向

け
て
は
、ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
言
わ
れ
る
新
た

な
常
態
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、全

て
の
面
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
層
加
速
す
る
中
、

旅
行
者
の
旅
の
意
識
の
変
化
を
捉
え
、新
し
い

生
活
様
式
に
対
応
し
た
、新
し
い
旅
行
形
態
を

創
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。コ
ロ
ナ

前
後
で
変
わ
ら
な
い
の
は
、こ
う
し
た
観
光
の

課
題
に
対
し
て
単
県
で
は
な
く
、広
域
で
連
携

し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ

る
。　国

は
地
域
経
済
を
支
え
る
観
光
の
再
生
の
た

め
に
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の「
新
た
な
旅
の
ス

タ
イ
ル
」の
普
及
・
定
着
を
推
進
し
て
お
り
、全

国
各
地
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
致
競
争
が
激

化
し
て
い
る
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
一
つ
の
新

た
な
旅
行
形
態
と
な
る
が
、国
内
の
人
口
が
減

少
し
て
い
く
中
、持
続
可
能
な
東
北
観
光
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、長
期
滞
在
を
促
進
し
、旅
行

需
要
の
平
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、旅
行
単
価

を
高
め
る
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
を
創
出
し
、

東
北
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　東
北
は
他
の
地
方
に
比
べ
て
人
口
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
が
速
い
た
め
、税
収
の
減
少
、担
い
手
の

高
齢
化
・
後
継
者
の
不
足
、地
方
公
共
交
通（
二

次
交
通
）の
縮
小
等
、単
県
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
に
早
期
に
直
面
し
て
い
く
た
め
、特
に
将

来
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
見
据
え
た
広
域
連

携
に
よ
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
重
要
度
が
更
に

増
し
て
く
る
。

　ま
た
、域
内
各
地
に
誕
生
し
て
い
る
D
M
O

（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
に
活
力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。こ
れ
ま
で
も
行
政
や
各
D
M
O
、旅
行

業
界
、観
光
業
界
の
方
々
と
定
期
的
に
会
議
を

行
い
、デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て

は
広
域
で
の
デ
ー
タ
収
集
・
活
用
や
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
誘
客
戦
略
の
立
案
な
ど
、成
果
が
出

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
を
収
集
し
発
信
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
し
、情
報
発
信
と
旅
行
商
品
化
を
進
め
て

い
る
。人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、東
北
全
体
を
俯

瞰
で
き
る
観
光
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
す

る「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
塾
」は
4
年
間
で
約
1
5
0

名
の
修
了
生
を
輩
出
し
て
い
る
。今
後
も
コ
ロ

ナ
に
対
応
し
た
新
し
い
観
光
需
要
の
創
出
に
向

け
て
、オ
ー
ル
東
北
の
体
制
で
広
域
連
携
の
取

組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目
を
迎
え
る

2
0
2
1
年
に
、4
〜
9
月
の
半
年
間
、J
R
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
大
型
観
光
企
画「
東
北
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
D
C
）」を

実
施
す
る
。D
C
は
、地
域（
自
治
体
、観
光
関
係

者
、住
民
な
ど
）と
J
R
グ
ル
ー
プ
が
協
働
で
取

り
組
む
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
り
、地

域
の
観
光
開
発
を
行
い
、集
中
的
な
広
告
宣
伝

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
全
国
か
ら
観
光

誘
客
を
図
り
、地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は「
巡
る
た
び
、出
会
う

旅
。東
北
」。6
県
を
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
・
ル
ー

ト
で
周
遊
し
、旅
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
奥
深
さ

を
感
じ
る
東
北
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。

　東
北
D
C
期
間
中
に
し
か
体
験
で
き
な
い
特

別
企
画
と
し
て
、東
北
6
県
を
周
遊
し
な
が
ら

収
集
す
る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、各

県
で
期
間
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い

る
。　D

C
期
間
中
の
5
月
22
日
、23
日
に
山
形
市

で
開
催
さ
れ
東
北
6
県
の
夏
祭
り
が
参
加
す
る

「
東
北
絆
ま
つ
り
」や
、7
月
22
日
〜
8
月
7
日

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
情
報
発
信
拠
点「
東
北

ハ
ウ
ス
」と
も
連
携
す
る
。

　国
の
機
関
や
航
空
会
社
、高
速
道
路
会
社
、金

融
、流
通
、商
工
団
体
等
、観
光
・
旅
行
の
み
な
ら

ず
幅
広
い
組
織
・
企
業
と
連
携
し
て
展
開
し
、多

く
方
々
に
東
北
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、東

北
に
訪
れ
る
き
っ
か
け
を
作
り
出
し
て
い
く
。

　ま
た
、東
北
D
C
を
応
援
す
る「
T
O
H
O
K
U

サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
て
い
る
。東
北
6
県
に
お

住
ま
い
の
方
に
は「W

elcom
e to T

O
H
O
K
U

隊
」と
し
て
、東
北
を
訪
れ
た
お
客
さ
ま
へ
の
お
も

て
な
し
を
宣
言
・
実
践
い
た
だ
き
、東
北
6
県
以
外

に
お
住
い
の
方
に
は「T

O
H
O
K
U
 Fan

」と
し
て
、

東
北
の
魅
力
を
周
囲
や
S
N
S
な
ど
で
発
信
し
て

い
た
だ
く
仕
組
み
で
あ
る
。一
緒
に
東
北
を
盛
り

上
げ
る
べ
く
、ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　震
災
か
ら
10
年
と
い
う
節
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
あ
り
、か
つ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
で
疲
弊
し
た
東
北
観
光
を
回
復
さ
せ
、

さ
ら
に
は
今
後
の
持
続
可
能
な
東
北
観
光
を
実

現
し
て
い
く
た
め
の
最
初
の
き
っ
か
け
と
な
る

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
た
い
。D
C
を

契
機
と
し
た
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
、こ
の

東
北
D
C
で
培
わ
れ
た
東
北
6
県
が
一
体
と
な

っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
す
る
体
制
、幅
広

い
組
織
・
企
業
と
の
連
携
や「
T
O
H
O
K
U
サ

ポ
ー
タ
ー
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
仕
組
み
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
東
北
へ
の
観
光
誘
客
及
び
東

北
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
レ
ガ
シ
ー
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。東
北
D
C
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承

し
、広
域
連
携
の
取
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
、将
来
に
わ
た
っ
て
交
流
人
口
だ
け
で
な

く
関
係
人
口
も
含
め
た
東
北
へ
の
人
の
流
れ
を

創
出
す
る
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
し
て
い
く
。東

北
内
外
の
様
々
な
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
て
、

今
後
の
東
北
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　東
北
観
光
推
進
機
構
は
、観
光
産
業
振
興
と

東
北
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

東
北
6
県
と
新
潟
県
の
官
民
の
関
係
団
体
に
よ

り
2
0
0
7
年
に
設
立
さ
れ
た
。広
域
連
携
に

よ
り
国
内
外
か
ら
の
誘
客
に
取
り
組
み
、

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、特
に

J
N
T
O（
日
本
政
府
観
光
局
）や
東
北
運
輸
局

と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、オ
ー
ル
東
北
で

観
光
の
力
に
よ
る
震
災
か
ら
の
復
興
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　震
災
直
後
、地
震
、津
波
、原
発
事
故
と
い
う

未
曽
有
の
災
害
に
よ
り
観
光
を
含
め
た
イ
ン
フ

ラ
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
状
況
に
お
い

て
、観
光
復
興
へ
向
け
て
ま
ず
地
元
が
取
り
組

ん
だ
の
は
、震
災
か
ら
1
カ
月
余
り
の
4
月
23

日
か
ら
3
カ
月
間
、青
森
県
が
J
R
グ
ル
ー
プ

と
連
携
し
て
展
開
し
た「
青
森
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
D
C
）」で
あ
っ
た
。自

粛
ム
ー
ド
も
あ
る
中
、観
光
の
力
で
被
災
地
の

元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
、予
定
通
り
の
開
催
に

踏
み
切
っ
た
。

　4
月
29
日
に
は
東
北
新
幹
線
が
全
線
復
旧

し
、ま
た
、プ
ロ
野
球
の
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
と
サ
ッ
カ
ー
J
リ
ー
グ
の
ベ
ガ
ル

タ
仙
台
が
震
災
後
初
め
て
、本
拠
地
の
仙
台
で

試
合
を
行
っ
た
。7
月
16
、17
日
は
仙
台
市
で
、東

北
6
県
の
祭
り
を
集
め
た「
東
北
六
魂
祭
」が
初

め
て
開
か
れ
、2
日
間
で
約
37
万
人
が
集
ま
っ

た
。電
気
も
つ
か
な
い
、先
が
見
え
な
い
状
況
が

長
く
続
く
な
か
、「
観
光
に
は
地
域
を
元
気
に
す

る
力
が
あ
る
」「
こ
れ
か
ら
必
ず
元
気
に
な
れ
る
」

と
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
東
北
を
勇
気
づ
け
た
。

　そ
の
後
、2
0
1
1
年
の
青
森
D
C
以
降
も

東
北
6
県
で
D
C
が
開
催
さ
れ
、2
0
1
2
年

い
わ
て
D
C
、2
0
1
3
年
仙
台
・
宮
城
D
C
、

秋
田
D
C
、2
0
1
4
年
山
形
D
C
、2
0
1
5

年
ふ
く
し
ま
D
C
、2
0
1
6
年
北
海
道
新
幹

線（
新
青
森
〜
新
函
館
北
斗
）開
業
の
年
に
青
森

県
・
函
館
D
C
と
続
い
て
き
た
。「
東
北
六
魂
祭
」

も
東
北
6
県
の
県
庁
所
在
地
持
ち
回
り
で
毎
年

開
催
さ
れ
、2
0
1
7
年
か
ら
は
新
た
に「
東
北

絆
ま
つ
り
」と
し
て
、観
光
の
力
で
の
復
興
を
後

押
し
し
て
き
た
。

　ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、

U
N
W
T
O（
国
連
世
界
観
光
機
関
）の
世
界
観

光
会
議
や
W
T
T
C（
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
議
会
）グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ミ
ッ
ト
、国
連
防
災
世

界
会
議
な
ど
、国
際
級
の
会
議
が
仙
台
を
中
心

に
相
次
い
で
開
催
さ
れ
た
。

　震
災
後
5
年
ぐ
ら
い
の
期
間
は
、復
興
へ
の

道
筋
を
付
け
る
、風
評
被
害
を
払
拭
す
る
、と
い

う
こ
と
に
地
元
で
は
大
き
な
力
が
注
が
れ
た
。

こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
と
し
て
、国
内
外
か

ら
の
観
光
客
の
誘
致
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
た

め
の
土
台
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

　こ
の
間
の
旅
行
者
数
の
状
況
を
み
る
と
、震

2
．コ
ロ
ナ
禍
を
ふ
ま
え
た

今
後
の
取
組
み

る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　ま
た
、各
県
知
事
や
経
済
界
な
ど
東
北
の
官

民
ト
ッ
プ
が
一
体
と
な
っ
て
重
点
市
場
を
訪
問

す
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
2
0
1
6
年
8
月
か

ら
台
湾
、香
港
、大
連
、バ
ン
コ
ク
と
毎
年
実
施

し
て
き
た
。単
県
で
の
事
業
に
比
べ
て
現
地
の

対
応
や
メ
デ
ィ
ア
の
反
応
は
想
像
以
上
に
好
評

で
、そ
の
後
の
誘
客
や
路
線
就
航
に
つ
な
が
っ
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表 1 外国人延べ宿泊者数推移（東北6県）

2020年東北6県150万人泊の目標を前倒しで達成!

2010

50

18

168

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

（単位：万人泊）

（出典：観光庁宿泊旅行統計）※従業員数10名以上の施設の数値

全国シェア
1.9%

3倍の　目標値

東北復興
対策
交付
金、ト
ップ

セー
ルス
等

官民一体
となっ

たオ
ール
東

北
の
取
組

1.1%

1.7%

「東日本大震災から10年の記録、将来展望」3

マスクケース

絆キャンペーンポスター 感染防止対策のポスター

東北新潟共同メッセージ

災
前
の
2
0
1
0
年
の
東
北
6
県
の
外
国
人

延
べ
宿
泊
者
数
は
50
万
人
泊
だ
っ
た
が
、

2
0
1
1
年
に
は
震
災
の
影
響
で
18
万
人
泊

ま
で
落
ち
込
み
、震
災
前
の
水
準
に
回
復
し
た

の
が
2
0
1
5
年
の
52
万
人
泊
と
、5
年
ほ
ど

の
期
間
を
要
し
た
。

　2
0
1
6
年
3
月
に
は
、「
明
日
の
日
本
を
支

え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議
」に
お
い
て
、

2
0
2
0
年
に
東
北

6
県
の
外
国
人
延
べ

宿

泊

者

数

を

2
0
1
5
年
の
3
倍

と
な
る
1
5
0
万
人

泊
に
す
る
と
い
う
政

府
目
標
が
掲
げ
ら
れ

た
。東
北
観
光
復
興

対
策
交
付
金
を
活
用

し
て
各
種
事
業
を
展

開
し
、特
に
戦
略
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
東
北
の
美
し

い
四
季
の
動
画
を
作

成
し
ネ
ッ
ト
で
配
信

し
、再
生
回
数
が
合

計
7
0
0
0
万
回
を

超
え
る
実
績
が
あ
っ

た
。海
外
か
ら
見
た

「
T
O
H
O
K
U
＝

東
日
本
大
震
災
」と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
軽

減
し
、豊
か
な
自
然

や
歴
史
・
精
神
文
化

な
ど
東
北
の
魅
力
を

前
面
に
ア
ピ
ー
ル
す

て
い
る
。2
0
1
6
年
7
月
の
仙
台
空
港
民
営

化
の
成
果
も
あ
り
、仙
台
―
台
北
便
の
増
便

（
2
0
1
6
年
冬
ダ
イ
ヤ 

仙
台
―
台
北
11
便
／

週
↓
2
0
1
9
年
冬
ダ
イ
ヤ
19
便
／
週
）、

2
0
1
9
年
10
月
の
仙
台
―
バ
ン
コ
ク
便
の
復

便
、11
月
の
仙
台
―
大
連
便
の
就
航
と
、継
続
し

た
交
流
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
着
実
に
成

果
を
あ
げ
て
き
た
。東
北
全
体
で
見
て
も
、青
森

空
港
の
青
森
―
台
北
便
の
就
航
、花
巻
空
港
の

花
巻
―
台
北
便
、花
巻
―
上
海
便
の
就
航
と
国

際
定
期
便
を
着
実
に
増
や
し
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
官
民
一
体
と
な
っ
た
オ
ー
ル
東
北

の
取
組
み
に
よ
り
2
0
1
9
年
の
外
国
人
延
べ

宿
泊
者
数
は
1
6
8
万
人
泊
と
な
り
、1
年
前

倒
し
で
政
府
目
標
を
達
成
し
た
。全
国
的
に
訪

日
旅
行
者
数
が
増
加
す
る
な
か
で
全
国
に
占
め

る
東
北
の
シ
ェ
ア
は
震
災
前
の
2
0
1
0
年

1
・
9
％
か
ら
2
0
1
1
年
1
・
3
％
へ
と
減
少

し
た
が
、2
0
1
9
年
は
1
・
7
％
と
な
り
、震

災
前
に
水
準
に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
き
た
。

　2
0
1
9
年
に
は
欧
米
の
有
力
メ
デ
ィ
ア

「Lonely P
lanet

」「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
」に
よ
り「
T
O
H
O
K
U
」が
世
界
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
選
出
さ
れ
世
界
的
に

東
北
へ
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　国
内
の
延
べ
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
1
年
以
降
3
2
0
0
万
人
泊
前
後
と
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
き
た
。教
育
旅
行
は
、震

災
の
風
評
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
た
が
、各
県

の
観
光
連
盟
等
と
連
携
し
、首
都
圏
や
中
部
、関

西
、九
州
、そ
し
て
新
幹
線
開
業
を
契
機
に
北
海

道
へ
も
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。北

海
道
か
ら
仙
台
ま
で
新
幹
線
に
乗
車
し
バ
ス
で

福
島
に
入
る
行
程
や
、台
湾
等
海
外
か
ら
の
来

訪
な
ど
、新
た
な
動
き
も
出
て
い
る
。地
元
で
は

農
家
民
泊
な
ど
東
北
ら
し
い
受
入
態
勢
が
整
っ

て
い
る
ほ
か
、震
災
や
原
発
事
故
の
教
訓
を
学

ぶ「
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」な
ど
、新
た
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
後
世
へ
継
承
す
る
た

め
、太
平
洋
沿
岸
各
地
に
震
災
伝
承
施
設
が
整

備
さ
れ
る
と
と
も
に
、岩
手
県
、宮
城
県
、福
島

県
で
国
営
追
悼
・
記
念
施
設
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。東
北
に
は
震
災
遺
構
や
語
り
部
な

ど
の「
震
災
・
防
災
」学
習
を
始
め
、「
自
然
・
環

境
」、「
農
林
漁
業
・
民
泊
」、「
歴
史
・
文
化
」と
生

き
る
力
を
学
べ
る
探
求
学
習
素
材
が
豊
富
に
あ

り
、修
学
旅
行
先
と
し
て
の
魅
力
は
大
き
い
。太

平
洋
沿
岸
に
約
1
0
0
0
キ
ロ
の「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」が
整
備
さ
れ
、欧
米
メ
デ
ィ
ア

に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
2
0
1
9
年
3
月
に
は
山
田
線
宮
古
〜

釜
石
間
が
J
R
東
日
本
よ
り
移
管
さ
れ
三
陸
鉄

道
リ
ア
ス
線
と
し
て
全
線
開
業
し
た
。沿
線
の

釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
会
場
の
一
つ
と
な
っ
た
。

2
0
2
0
年
3
月
に
は
J
R
常
磐
線
が
全
線
復

旧
し
、復
興
道
路
の
三
陸
沿
岸
道
路
の
全
通
も

間
近
に
迫
っ
て
い
る
。復
興
し
た
イ
ン
フ
ラ
も

大
き
な
力
と
し
な
が
ら
、交
流
人
口
拡
大
に
つ

な
げ
て
き
た
。

　震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
伸

長
の
流
れ
を
受
け
、2
0
2
0
年
は
復
興
五
輪

と
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
契
機
に
、東
北
観
光
の
更
な
る
飛
躍
の

年
と
す
る
べ
く
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
観
光
業
界
を
直

撃
し
、大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。観
光
は
非
常

に
裾
野
が
広
い
産
業
で
あ
り
、地
域
全
体
に
影

響
が
及
ぶ
。

　こ
の
た
め
、2
0
2
0
年
春
の
緊
急
事
態
宣

言
の
解
除
後
は
、感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
な

が
ら
、ま
ず
は
各
県
の
施
策
に
よ
る
県
内
観
光

流
動
、7
月
か
ら
は
東
北
・
新
潟
の
自
治
体
や
関

係
事
業
者
と
連
携
し
た「
東
北
・
新
潟
応
援
！
絆

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　〜
旅
を
楽
し
も
う
〜
」に
よ

る
域
内
観
光
流
動
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
。9

月
に
は
7
県
知
事
及
び
2
市
長（
仙
台
市
・
新
潟

市
）と
共
同
で「
東
北
・
新
潟
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
発
出
し
、「
新
し
い
生
活
様
式
」や「
新
し
い
旅

の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」な
ど
の
感
染
防
止
対
策
を
行

っ
た
上
で
、域
内
の
住
民
に
東
北
・
新
潟
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
旅
に
出
か
け
る
こ
と
呼
び
か
け

て
き
た
。

　2
0
2
0
年
の
延
べ
宿
泊
者
数
を
見
る
と
、

訪
日
外
国
人
の
宿
泊
者
数
は
3
月
以
降
激
減

し
、外
国
人
の
宿
泊
者
数
は
40
万
人
泊
ま
で
落

ち
込
ん
だ
。国
内
の
宿
泊
者
数
も
3
月
以
降
減

少
し
、Go

T
o

ト
ラ
ベ
ル
に
よ
り
10
月
・
11
月
は

前
年
並
み
に
回
復
し
て
き
た
が
、感
染
の
再
拡

大
に
伴
うG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
の
停
止
や
1
月
の

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
よ
り
首
都
圏
等
か
ら

の
観
光
流
動
が
減
少
し
、12
月
以
降
は
再
び
大

き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。

　一
方
、東
北
に
は
四
季
に
代
表
さ
れ
る
豊
か

な
自
然
と
、縄
文
時
代
か
ら
続
く
そ
の
土
地
土

地
に
根
付
い
た
文
化
や
生
活
が
あ
り
、コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
東
北
の
豊
か
な
観
光
資
源
を
再
評

価
す
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
向

け
て
は
、ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
言
わ
れ
る
新
た

な
常
態
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、全

て
の
面
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
層
加
速
す
る
中
、

旅
行
者
の
旅
の
意
識
の
変
化
を
捉
え
、新
し
い

生
活
様
式
に
対
応
し
た
、新
し
い
旅
行
形
態
を

創
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。コ
ロ
ナ

前
後
で
変
わ
ら
な
い
の
は
、こ
う
し
た
観
光
の

課
題
に
対
し
て
単
県
で
は
な
く
、広
域
で
連
携

し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ

る
。　国

は
地
域
経
済
を
支
え
る
観
光
の
再
生
の
た

め
に
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の「
新
た
な
旅
の
ス

タ
イ
ル
」の
普
及
・
定
着
を
推
進
し
て
お
り
、全

国
各
地
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
致
競
争
が
激

化
し
て
い
る
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
一
つ
の
新

た
な
旅
行
形
態
と
な
る
が
、国
内
の
人
口
が
減

少
し
て
い
く
中
、持
続
可
能
な
東
北
観
光
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、長
期
滞
在
を
促
進
し
、旅
行

需
要
の
平
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、旅
行
単
価

を
高
め
る
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
を
創
出
し
、

東
北
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　東
北
は
他
の
地
方
に
比
べ
て
人
口
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
が
速
い
た
め
、税
収
の
減
少
、担
い
手
の

高
齢
化
・
後
継
者
の
不
足
、地
方
公
共
交
通（
二

次
交
通
）の
縮
小
等
、単
県
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
に
早
期
に
直
面
し
て
い
く
た
め
、特
に
将

来
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
見
据
え
た
広
域
連

携
に
よ
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
重
要
度
が
更
に

増
し
て
く
る
。

　ま
た
、域
内
各
地
に
誕
生
し
て
い
る
D
M
O

（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
に
活
力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。こ
れ
ま
で
も
行
政
や
各
D
M
O
、旅
行

業
界
、観
光
業
界
の
方
々
と
定
期
的
に
会
議
を

行
い
、デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て

は
広
域
で
の
デ
ー
タ
収
集
・
活
用
や
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
誘
客
戦
略
の
立
案
な
ど
、成
果
が
出

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
を
収
集
し
発
信
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
し
、情
報
発
信
と
旅
行
商
品
化
を
進
め
て

い
る
。人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、東
北
全
体
を
俯

瞰
で
き
る
観
光
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
す

る「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
塾
」は
4
年
間
で
約
1
5
0

名
の
修
了
生
を
輩
出
し
て
い
る
。今
後
も
コ
ロ

ナ
に
対
応
し
た
新
し
い
観
光
需
要
の
創
出
に
向

け
て
、オ
ー
ル
東
北
の
体
制
で
広
域
連
携
の
取

組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目
を
迎
え
る

2
0
2
1
年
に
、4
〜
9
月
の
半
年
間
、J
R
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
大
型
観
光
企
画「
東
北
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
D
C
）」を

実
施
す
る
。D
C
は
、地
域（
自
治
体
、観
光
関
係

者
、住
民
な
ど
）と
J
R
グ
ル
ー
プ
が
協
働
で
取

り
組
む
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
り
、地

域
の
観
光
開
発
を
行
い
、集
中
的
な
広
告
宣
伝

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
全
国
か
ら
観
光

誘
客
を
図
り
、地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は「
巡
る
た
び
、出
会
う

旅
。東
北
」。6
県
を
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
・
ル
ー

ト
で
周
遊
し
、旅
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
奥
深
さ

を
感
じ
る
東
北
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。

　東
北
D
C
期
間
中
に
し
か
体
験
で
き
な
い
特

別
企
画
と
し
て
、東
北
6
県
を
周
遊
し
な
が
ら

収
集
す
る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、各

県
で
期
間
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い

る
。　D

C
期
間
中
の
5
月
22
日
、23
日
に
山
形
市

で
開
催
さ
れ
東
北
6
県
の
夏
祭
り
が
参
加
す
る

「
東
北
絆
ま
つ
り
」や
、7
月
22
日
〜
8
月
7
日

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
情
報
発
信
拠
点「
東
北

ハ
ウ
ス
」と
も
連
携
す
る
。

　国
の
機
関
や
航
空
会
社
、高
速
道
路
会
社
、金

融
、流
通
、商
工
団
体
等
、観
光
・
旅
行
の
み
な
ら

ず
幅
広
い
組
織
・
企
業
と
連
携
し
て
展
開
し
、多

く
方
々
に
東
北
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、東

北
に
訪
れ
る
き
っ
か
け
を
作
り
出
し
て
い
く
。

　ま
た
、東
北
D
C
を
応
援
す
る「
T
O
H
O
K
U

サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
て
い
る
。東
北
6
県
に
お

住
ま
い
の
方
に
は「W

elcom
e to T

O
H
O
K
U

隊
」と
し
て
、東
北
を
訪
れ
た
お
客
さ
ま
へ
の
お
も

て
な
し
を
宣
言
・
実
践
い
た
だ
き
、東
北
6
県
以
外

に
お
住
い
の
方
に
は「T

O
H
O
K
U
 Fan

」と
し
て
、

東
北
の
魅
力
を
周
囲
や
S
N
S
な
ど
で
発
信
し
て

い
た
だ
く
仕
組
み
で
あ
る
。一
緒
に
東
北
を
盛
り

上
げ
る
べ
く
、ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　震
災
か
ら
10
年
と
い
う
節
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
あ
り
、か
つ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
で
疲
弊
し
た
東
北
観
光
を
回
復
さ
せ
、

さ
ら
に
は
今
後
の
持
続
可
能
な
東
北
観
光
を
実

現
し
て
い
く
た
め
の
最
初
の
き
っ
か
け
と
な
る

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
た
い
。D
C
を

契
機
と
し
た
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
、こ
の

東
北
D
C
で
培
わ
れ
た
東
北
6
県
が
一
体
と
な

っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
す
る
体
制
、幅
広

い
組
織
・
企
業
と
の
連
携
や「
T
O
H
O
K
U
サ

ポ
ー
タ
ー
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
仕
組
み
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
東
北
へ
の
観
光
誘
客
及
び
東

北
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
レ
ガ
シ
ー
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。東
北
D
C
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承

し
、広
域
連
携
の
取
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
、将
来
に
わ
た
っ
て
交
流
人
口
だ
け
で
な

く
関
係
人
口
も
含
め
た
東
北
へ
の
人
の
流
れ
を

創
出
す
る
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
し
て
い
く
。東

北
内
外
の
様
々
な
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
て
、

今
後
の
東
北
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　東
北
観
光
推
進
機
構
は
、観
光
産
業
振
興
と

東
北
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

東
北
6
県
と
新
潟
県
の
官
民
の
関
係
団
体
に
よ

り
2
0
0
7
年
に
設
立
さ
れ
た
。広
域
連
携
に

よ
り
国
内
外
か
ら
の
誘
客
に
取
り
組
み
、

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、特
に

J
N
T
O（
日
本
政
府
観
光
局
）や
東
北
運
輸
局

と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、オ
ー
ル
東
北
で

観
光
の
力
に
よ
る
震
災
か
ら
の
復
興
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　震
災
直
後
、地
震
、津
波
、原
発
事
故
と
い
う

未
曽
有
の
災
害
に
よ
り
観
光
を
含
め
た
イ
ン
フ

ラ
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
状
況
に
お
い

て
、観
光
復
興
へ
向
け
て
ま
ず
地
元
が
取
り
組

ん
だ
の
は
、震
災
か
ら
1
カ
月
余
り
の
4
月
23

日
か
ら
3
カ
月
間
、青
森
県
が
J
R
グ
ル
ー
プ

と
連
携
し
て
展
開
し
た「
青
森
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
D
C
）」で
あ
っ
た
。自

粛
ム
ー
ド
も
あ
る
中
、観
光
の
力
で
被
災
地
の

元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
、予
定
通
り
の
開
催
に

踏
み
切
っ
た
。

　4
月
29
日
に
は
東
北
新
幹
線
が
全
線
復
旧

し
、ま
た
、プ
ロ
野
球
の
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
と
サ
ッ
カ
ー
J
リ
ー
グ
の
ベ
ガ
ル

タ
仙
台
が
震
災
後
初
め
て
、本
拠
地
の
仙
台
で

試
合
を
行
っ
た
。7
月
16
、17
日
は
仙
台
市
で
、東

北
6
県
の
祭
り
を
集
め
た「
東
北
六
魂
祭
」が
初

め
て
開
か
れ
、2
日
間
で
約
37
万
人
が
集
ま
っ

た
。電
気
も
つ
か
な
い
、先
が
見
え
な
い
状
況
が

長
く
続
く
な
か
、「
観
光
に
は
地
域
を
元
気
に
す

る
力
が
あ
る
」「
こ
れ
か
ら
必
ず
元
気
に
な
れ
る
」

と
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
東
北
を
勇
気
づ
け
た
。

　そ
の
後
、2
0
1
1
年
の
青
森
D
C
以
降
も

東
北
6
県
で
D
C
が
開
催
さ
れ
、2
0
1
2
年

い
わ
て
D
C
、2
0
1
3
年
仙
台
・
宮
城
D
C
、

秋
田
D
C
、2
0
1
4
年
山
形
D
C
、2
0
1
5

年
ふ
く
し
ま
D
C
、2
0
1
6
年
北
海
道
新
幹

線（
新
青
森
〜
新
函
館
北
斗
）開
業
の
年
に
青
森

県
・
函
館
D
C
と
続
い
て
き
た
。「
東
北
六
魂
祭
」

も
東
北
6
県
の
県
庁
所
在
地
持
ち
回
り
で
毎
年

開
催
さ
れ
、2
0
1
7
年
か
ら
は
新
た
に「
東
北

絆
ま
つ
り
」と
し
て
、観
光
の
力
で
の
復
興
を
後

押
し
し
て
き
た
。

　ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、

U
N
W
T
O（
国
連
世
界
観
光
機
関
）の
世
界
観

光
会
議
や
W
T
T
C（
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
議
会
）グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ミ
ッ
ト
、国
連
防
災
世

界
会
議
な
ど
、国
際
級
の
会
議
が
仙
台
を
中
心

に
相
次
い
で
開
催
さ
れ
た
。

　震
災
後
5
年
ぐ
ら
い
の
期
間
は
、復
興
へ
の

道
筋
を
付
け
る
、風
評
被
害
を
払
拭
す
る
、と
い

う
こ
と
に
地
元
で
は
大
き
な
力
が
注
が
れ
た
。

こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
と
し
て
、国
内
外
か

ら
の
観
光
客
の
誘
致
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
た

め
の
土
台
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

　こ
の
間
の
旅
行
者
数
の
状
況
を
み
る
と
、震

2
．コ
ロ
ナ
禍
を
ふ
ま
え
た

今
後
の
取
組
み

る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　ま
た
、各
県
知
事
や
経
済
界
な
ど
東
北
の
官

民
ト
ッ
プ
が
一
体
と
な
っ
て
重
点
市
場
を
訪
問

す
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
2
0
1
6
年
8
月
か

ら
台
湾
、香
港
、大
連
、バ
ン
コ
ク
と
毎
年
実
施

し
て
き
た
。単
県
で
の
事
業
に
比
べ
て
現
地
の

対
応
や
メ
デ
ィ
ア
の
反
応
は
想
像
以
上
に
好
評

で
、そ
の
後
の
誘
客
や
路
線
就
航
に
つ
な
が
っ
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災
前
の
2
0
1
0
年
の
東
北
6
県
の
外
国
人

延
べ
宿
泊
者
数
は
50
万
人
泊
だ
っ
た
が
、

2
0
1
1
年
に
は
震
災
の
影
響
で
18
万
人
泊

ま
で
落
ち
込
み
、震
災
前
の
水
準
に
回
復
し
た

の
が
2
0
1
5
年
の
52
万
人
泊
と
、5
年
ほ
ど

の
期
間
を
要
し
た
。

　2
0
1
6
年
3
月
に
は
、「
明
日
の
日
本
を
支

え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議
」に
お
い
て
、

2
0
2
0
年
に
東
北

6
県
の
外
国
人
延
べ

宿

泊

者

数

を

2
0
1
5
年
の
3
倍

と
な
る
1
5
0
万
人

泊
に
す
る
と
い
う
政

府
目
標
が
掲
げ
ら
れ

た
。東
北
観
光
復
興

対
策
交
付
金
を
活
用

し
て
各
種
事
業
を
展

開
し
、特
に
戦
略
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
東
北
の
美
し

い
四
季
の
動
画
を
作

成
し
ネ
ッ
ト
で
配
信

し
、再
生
回
数
が
合

計
7
0
0
0
万
回
を

超
え
る
実
績
が
あ
っ

た
。海
外
か
ら
見
た

「
T
O
H
O
K
U
＝

東
日
本
大
震
災
」と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
軽

減
し
、豊
か
な
自
然

や
歴
史
・
精
神
文
化

な
ど
東
北
の
魅
力
を

前
面
に
ア
ピ
ー
ル
す

て
い
る
。2
0
1
6
年
7
月
の
仙
台
空
港
民
営

化
の
成
果
も
あ
り
、仙
台
―
台
北
便
の
増
便

（
2
0
1
6
年
冬
ダ
イ
ヤ 

仙
台
―
台
北
11
便
／

週
↓
2
0
1
9
年
冬
ダ
イ
ヤ
19
便
／
週
）、

2
0
1
9
年
10
月
の
仙
台
―
バ
ン
コ
ク
便
の
復

便
、11
月
の
仙
台
―
大
連
便
の
就
航
と
、継
続
し

た
交
流
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
着
実
に
成

果
を
あ
げ
て
き
た
。東
北
全
体
で
見
て
も
、青
森

空
港
の
青
森
―
台
北
便
の
就
航
、花
巻
空
港
の

花
巻
―
台
北
便
、花
巻
―
上
海
便
の
就
航
と
国

際
定
期
便
を
着
実
に
増
や
し
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
官
民
一
体
と
な
っ
た
オ
ー
ル
東
北

の
取
組
み
に
よ
り
2
0
1
9
年
の
外
国
人
延
べ

宿
泊
者
数
は
1
6
8
万
人
泊
と
な
り
、1
年
前

倒
し
で
政
府
目
標
を
達
成
し
た
。全
国
的
に
訪

日
旅
行
者
数
が
増
加
す
る
な
か
で
全
国
に
占
め

る
東
北
の
シ
ェ
ア
は
震
災
前
の
2
0
1
0
年

1
・
9
％
か
ら
2
0
1
1
年
1
・
3
％
へ
と
減
少

し
た
が
、2
0
1
9
年
は
1
・
7
％
と
な
り
、震

災
前
に
水
準
に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
き
た
。

　2
0
1
9
年
に
は
欧
米
の
有
力
メ
デ
ィ
ア

「Lonely P
lanet

」「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
」に
よ
り「
T
O
H
O
K
U
」が
世
界
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
選
出
さ
れ
世
界
的
に

東
北
へ
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　国
内
の
延
べ
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
1
年
以
降
3
2
0
0
万
人
泊
前
後
と
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
き
た
。教
育
旅
行
は
、震

災
の
風
評
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
た
が
、各
県

の
観
光
連
盟
等
と
連
携
し
、首
都
圏
や
中
部
、関

西
、九
州
、そ
し
て
新
幹
線
開
業
を
契
機
に
北
海

道
へ
も
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。北

海
道
か
ら
仙
台
ま
で
新
幹
線
に
乗
車
し
バ
ス
で

福
島
に
入
る
行
程
や
、台
湾
等
海
外
か
ら
の
来

訪
な
ど
、新
た
な
動
き
も
出
て
い
る
。地
元
で
は

農
家
民
泊
な
ど
東
北
ら
し
い
受
入
態
勢
が
整
っ

て
い
る
ほ
か
、震
災
や
原
発
事
故
の
教
訓
を
学

ぶ「
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」な
ど
、新
た
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
後
世
へ
継
承
す
る
た

め
、太
平
洋
沿
岸
各
地
に
震
災
伝
承
施
設
が
整

備
さ
れ
る
と
と
も
に
、岩
手
県
、宮
城
県
、福
島

県
で
国
営
追
悼
・
記
念
施
設
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。東
北
に
は
震
災
遺
構
や
語
り
部
な

ど
の「
震
災
・
防
災
」学
習
を
始
め
、「
自
然
・
環

境
」、「
農
林
漁
業
・
民
泊
」、「
歴
史
・
文
化
」と
生

き
る
力
を
学
べ
る
探
求
学
習
素
材
が
豊
富
に
あ

り
、修
学
旅
行
先
と
し
て
の
魅
力
は
大
き
い
。太

平
洋
沿
岸
に
約
1
0
0
0
キ
ロ
の「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」が
整
備
さ
れ
、欧
米
メ
デ
ィ
ア

に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
2
0
1
9
年
3
月
に
は
山
田
線
宮
古
〜

釜
石
間
が
J
R
東
日
本
よ
り
移
管
さ
れ
三
陸
鉄

道
リ
ア
ス
線
と
し
て
全
線
開
業
し
た
。沿
線
の

釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
会
場
の
一
つ
と
な
っ
た
。

2
0
2
0
年
3
月
に
は
J
R
常
磐
線
が
全
線
復

旧
し
、復
興
道
路
の
三
陸
沿
岸
道
路
の
全
通
も

間
近
に
迫
っ
て
い
る
。復
興
し
た
イ
ン
フ
ラ
も

大
き
な
力
と
し
な
が
ら
、交
流
人
口
拡
大
に
つ

な
げ
て
き
た
。

　震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
伸

長
の
流
れ
を
受
け
、2
0
2
0
年
は
復
興
五
輪

と
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
契
機
に
、東
北
観
光
の
更
な
る
飛
躍
の

年
と
す
る
べ
く
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
観
光
業
界
を
直

撃
し
、大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。観
光
は
非
常

に
裾
野
が
広
い
産
業
で
あ
り
、地
域
全
体
に
影

響
が
及
ぶ
。

　こ
の
た
め
、2
0
2
0
年
春
の
緊
急
事
態
宣

言
の
解
除
後
は
、感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
な

が
ら
、ま
ず
は
各
県
の
施
策
に
よ
る
県
内
観
光

流
動
、7
月
か
ら
は
東
北
・
新
潟
の
自
治
体
や
関

係
事
業
者
と
連
携
し
た「
東
北
・
新
潟
応
援
！
絆

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　〜
旅
を
楽
し
も
う
〜
」に
よ

る
域
内
観
光
流
動
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
。9

月
に
は
7
県
知
事
及
び
2
市
長（
仙
台
市
・
新
潟

市
）と
共
同
で「
東
北
・
新
潟
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
発
出
し
、「
新
し
い
生
活
様
式
」や「
新
し
い
旅

の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」な
ど
の
感
染
防
止
対
策
を
行

っ
た
上
で
、域
内
の
住
民
に
東
北
・
新
潟
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
旅
に
出
か
け
る
こ
と
呼
び
か
け

て
き
た
。

　2
0
2
0
年
の
延
べ
宿
泊
者
数
を
見
る
と
、

訪
日
外
国
人
の
宿
泊
者
数
は
3
月
以
降
激
減

し
、外
国
人
の
宿
泊
者
数
は
40
万
人
泊
ま
で
落

ち
込
ん
だ
。国
内
の
宿
泊
者
数
も
3
月
以
降
減

少
し
、Go

T
o

ト
ラ
ベ
ル
に
よ
り
10
月
・
11
月
は

前
年
並
み
に
回
復
し
て
き
た
が
、感
染
の
再
拡

大
に
伴
うG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
の
停
止
や
1
月
の

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
よ
り
首
都
圏
等
か
ら

の
観
光
流
動
が
減
少
し
、12
月
以
降
は
再
び
大

き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。

　一
方
、東
北
に
は
四
季
に
代
表
さ
れ
る
豊
か

な
自
然
と
、縄
文
時
代
か
ら
続
く
そ
の
土
地
土

地
に
根
付
い
た
文
化
や
生
活
が
あ
り
、コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
東
北
の
豊
か
な
観
光
資
源
を
再
評

価
す
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
向

け
て
は
、ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
言
わ
れ
る
新
た

な
常
態
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、全

て
の
面
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
層
加
速
す
る
中
、

旅
行
者
の
旅
の
意
識
の
変
化
を
捉
え
、新
し
い

生
活
様
式
に
対
応
し
た
、新
し
い
旅
行
形
態
を

創
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。コ
ロ
ナ

前
後
で
変
わ
ら
な
い
の
は
、こ
う
し
た
観
光
の

課
題
に
対
し
て
単
県
で
は
な
く
、広
域
で
連
携

し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ

る
。　国

は
地
域
経
済
を
支
え
る
観
光
の
再
生
の
た

め
に
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の「
新
た
な
旅
の
ス

タ
イ
ル
」の
普
及
・
定
着
を
推
進
し
て
お
り
、全

国
各
地
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
致
競
争
が
激

化
し
て
い
る
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
一
つ
の
新

た
な
旅
行
形
態
と
な
る
が
、国
内
の
人
口
が
減

少
し
て
い
く
中
、持
続
可
能
な
東
北
観
光
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、長
期
滞
在
を
促
進
し
、旅
行

需
要
の
平
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、旅
行
単
価

を
高
め
る
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
を
創
出
し
、

東
北
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　東
北
は
他
の
地
方
に
比
べ
て
人
口
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
が
速
い
た
め
、税
収
の
減
少
、担
い
手
の

高
齢
化
・
後
継
者
の
不
足
、地
方
公
共
交
通（
二

次
交
通
）の
縮
小
等
、単
県
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
に
早
期
に
直
面
し
て
い
く
た
め
、特
に
将

来
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
見
据
え
た
広
域
連

携
に
よ
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
重
要
度
が
更
に

増
し
て
く
る
。

　ま
た
、域
内
各
地
に
誕
生
し
て
い
る
D
M
O

（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
に
活
力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。こ
れ
ま
で
も
行
政
や
各
D
M
O
、旅
行

業
界
、観
光
業
界
の
方
々
と
定
期
的
に
会
議
を

行
い
、デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て

は
広
域
で
の
デ
ー
タ
収
集
・
活
用
や
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
誘
客
戦
略
の
立
案
な
ど
、成
果
が
出

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
を
収
集
し
発
信
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
し
、情
報
発
信
と
旅
行
商
品
化
を
進
め
て

い
る
。人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、東
北
全
体
を
俯

瞰
で
き
る
観
光
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
す

る「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
塾
」は
4
年
間
で
約
1
5
0

名
の
修
了
生
を
輩
出
し
て
い
る
。今
後
も
コ
ロ

ナ
に
対
応
し
た
新
し
い
観
光
需
要
の
創
出
に
向

け
て
、オ
ー
ル
東
北
の
体
制
で
広
域
連
携
の
取

組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目
を
迎
え
る

2
0
2
1
年
に
、4
〜
9
月
の
半
年
間
、J
R
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
大
型
観
光
企
画「
東
北
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
D
C
）」を

実
施
す
る
。D
C
は
、地
域（
自
治
体
、観
光
関
係

者
、住
民
な
ど
）と
J
R
グ
ル
ー
プ
が
協
働
で
取

り
組
む
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
り
、地

域
の
観
光
開
発
を
行
い
、集
中
的
な
広
告
宣
伝

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
全
国
か
ら
観
光

誘
客
を
図
り
、地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は「
巡
る
た
び
、出
会
う

旅
。東
北
」。6
県
を
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
・
ル
ー

ト
で
周
遊
し
、旅
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
奥
深
さ

を
感
じ
る
東
北
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。

　東
北
D
C
期
間
中
に
し
か
体
験
で
き
な
い
特

別
企
画
と
し
て
、東
北
6
県
を
周
遊
し
な
が
ら

収
集
す
る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、各

県
で
期
間
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い

る
。　D

C
期
間
中
の
5
月
22
日
、23
日
に
山
形
市

で
開
催
さ
れ
東
北
6
県
の
夏
祭
り
が
参
加
す
る

「
東
北
絆
ま
つ
り
」や
、7
月
22
日
〜
8
月
7
日

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
情
報
発
信
拠
点「
東
北

ハ
ウ
ス
」と
も
連
携
す
る
。

　国
の
機
関
や
航
空
会
社
、高
速
道
路
会
社
、金

融
、流
通
、商
工
団
体
等
、観
光
・
旅
行
の
み
な
ら

ず
幅
広
い
組
織
・
企
業
と
連
携
し
て
展
開
し
、多

く
方
々
に
東
北
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、東

北
に
訪
れ
る
き
っ
か
け
を
作
り
出
し
て
い
く
。

　ま
た
、東
北
D
C
を
応
援
す
る「
T
O
H
O
K
U

サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
て
い
る
。東
北
6
県
に
お

住
ま
い
の
方
に
は「W

elcom
e to T

O
H
O
K
U

隊
」と
し
て
、東
北
を
訪
れ
た
お
客
さ
ま
へ
の
お
も

て
な
し
を
宣
言
・
実
践
い
た
だ
き
、東
北
6
県
以
外

に
お
住
い
の
方
に
は「T

O
H
O
K
U
 Fan

」と
し
て
、

東
北
の
魅
力
を
周
囲
や
S
N
S
な
ど
で
発
信
し
て

い
た
だ
く
仕
組
み
で
あ
る
。一
緒
に
東
北
を
盛
り

上
げ
る
べ
く
、ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　震
災
か
ら
10
年
と
い
う
節
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
あ
り
、か
つ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
で
疲
弊
し
た
東
北
観
光
を
回
復
さ
せ
、

さ
ら
に
は
今
後
の
持
続
可
能
な
東
北
観
光
を
実

現
し
て
い
く
た
め
の
最
初
の
き
っ
か
け
と
な
る

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
た
い
。D
C
を

契
機
と
し
た
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
、こ
の

東
北
D
C
で
培
わ
れ
た
東
北
6
県
が
一
体
と
な

っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
す
る
体
制
、幅
広

い
組
織
・
企
業
と
の
連
携
や「
T
O
H
O
K
U
サ

ポ
ー
タ
ー
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
仕
組
み
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
東
北
へ
の
観
光
誘
客
及
び
東

北
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
レ
ガ
シ
ー
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。東
北
D
C
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承

し
、広
域
連
携
の
取
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
、将
来
に
わ
た
っ
て
交
流
人
口
だ
け
で
な

く
関
係
人
口
も
含
め
た
東
北
へ
の
人
の
流
れ
を

創
出
す
る
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
し
て
い
く
。東

北
内
外
の
様
々
な
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
て
、

今
後
の
東
北
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　東
北
観
光
推
進
機
構
は
、観
光
産
業
振
興
と

東
北
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

東
北
6
県
と
新
潟
県
の
官
民
の
関
係
団
体
に
よ

り
2
0
0
7
年
に
設
立
さ
れ
た
。広
域
連
携
に

よ
り
国
内
外
か
ら
の
誘
客
に
取
り
組
み
、

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、特
に

J
N
T
O（
日
本
政
府
観
光
局
）や
東
北
運
輸
局

と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、オ
ー
ル
東
北
で

観
光
の
力
に
よ
る
震
災
か
ら
の
復
興
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　震
災
直
後
、地
震
、津
波
、原
発
事
故
と
い
う

未
曽
有
の
災
害
に
よ
り
観
光
を
含
め
た
イ
ン
フ

ラ
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
状
況
に
お
い

て
、観
光
復
興
へ
向
け
て
ま
ず
地
元
が
取
り
組

ん
だ
の
は
、震
災
か
ら
1
カ
月
余
り
の
4
月
23

日
か
ら
3
カ
月
間
、青
森
県
が
J
R
グ
ル
ー
プ

と
連
携
し
て
展
開
し
た「
青
森
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
D
C
）」で
あ
っ
た
。自

粛
ム
ー
ド
も
あ
る
中
、観
光
の
力
で
被
災
地
の

元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
、予
定
通
り
の
開
催
に

踏
み
切
っ
た
。

　4
月
29
日
に
は
東
北
新
幹
線
が
全
線
復
旧

し
、ま
た
、プ
ロ
野
球
の
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
と
サ
ッ
カ
ー
J
リ
ー
グ
の
ベ
ガ
ル

タ
仙
台
が
震
災
後
初
め
て
、本
拠
地
の
仙
台
で

試
合
を
行
っ
た
。7
月
16
、17
日
は
仙
台
市
で
、東

北
6
県
の
祭
り
を
集
め
た「
東
北
六
魂
祭
」が
初

め
て
開
か
れ
、2
日
間
で
約
37
万
人
が
集
ま
っ

た
。電
気
も
つ
か
な
い
、先
が
見
え
な
い
状
況
が

長
く
続
く
な
か
、「
観
光
に
は
地
域
を
元
気
に
す

る
力
が
あ
る
」「
こ
れ
か
ら
必
ず
元
気
に
な
れ
る
」

と
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
東
北
を
勇
気
づ
け
た
。

　そ
の
後
、2
0
1
1
年
の
青
森
D
C
以
降
も

東
北
6
県
で
D
C
が
開
催
さ
れ
、2
0
1
2
年

い
わ
て
D
C
、2
0
1
3
年
仙
台
・
宮
城
D
C
、

秋
田
D
C
、2
0
1
4
年
山
形
D
C
、2
0
1
5

年
ふ
く
し
ま
D
C
、2
0
1
6
年
北
海
道
新
幹

線（
新
青
森
〜
新
函
館
北
斗
）開
業
の
年
に
青
森

県
・
函
館
D
C
と
続
い
て
き
た
。「
東
北
六
魂
祭
」

も
東
北
6
県
の
県
庁
所
在
地
持
ち
回
り
で
毎
年

開
催
さ
れ
、2
0
1
7
年
か
ら
は
新
た
に「
東
北

絆
ま
つ
り
」と
し
て
、観
光
の
力
で
の
復
興
を
後

押
し
し
て
き
た
。

　ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、

U
N
W
T
O（
国
連
世
界
観
光
機
関
）の
世
界
観

光
会
議
や
W
T
T
C（
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
議
会
）グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ミ
ッ
ト
、国
連
防
災
世

界
会
議
な
ど
、国
際
級
の
会
議
が
仙
台
を
中
心

に
相
次
い
で
開
催
さ
れ
た
。

　震
災
後
5
年
ぐ
ら
い
の
期
間
は
、復
興
へ
の

道
筋
を
付
け
る
、風
評
被
害
を
払
拭
す
る
、と
い

う
こ
と
に
地
元
で
は
大
き
な
力
が
注
が
れ
た
。

こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
と
し
て
、国
内
外
か

ら
の
観
光
客
の
誘
致
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
た

め
の
土
台
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

　こ
の
間
の
旅
行
者
数
の
状
況
を
み
る
と
、震

3
． 震
災
10
年
の

節
目
に
お
け
る

東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
D
C
）の

開
催

る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　ま
た
、各
県
知
事
や
経
済
界
な
ど
東
北
の
官

民
ト
ッ
プ
が
一
体
と
な
っ
て
重
点
市
場
を
訪
問

す
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
2
0
1
6
年
8
月
か

ら
台
湾
、香
港
、大
連
、バ
ン
コ
ク
と
毎
年
実
施

し
て
き
た
。単
県
で
の
事
業
に
比
べ
て
現
地
の

対
応
や
メ
デ
ィ
ア
の
反
応
は
想
像
以
上
に
好
評

で
、そ
の
後
の
誘
客
や
路
線
就
航
に
つ
な
が
っ

「東日本大震災から10年の記録、将来展望」3
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写
真
：
気
仙
沼
大
島
©（
一
社
）東
北
観
光
推
進
機
構

宮

城

県

女
川
町

「
民
間
主
導
の
公
民
連
携
」に
よ
る

復
幸
ま
ち
づ
く
り

寺
崎
竜
雄（
理
事
・
観
光
地
域
研
究
部
長
）

①
み
ん
な
同
じ
方
向
性
が
見
え
てい
た 

阿
部
喜
英（
女
川
み
らい
創
造
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

②
こ
う
す
れ
ば
良
かった
とい
う
後
悔
は
ない 

青
山
貴
博（
女
川
町
総
務
課
公
民
連
携
室
長
）

③
人
がつ
な
がって
活
力
が
生
み
出
さ
れ
ていった 

新
田 

太（
女
川
町
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
）

④
次
の
世
代
に
渡
し
て
や
り
た
い
町
がで
き
た 

遠
藤
琢
磨（
女
川
町
観
光
協
会
事
務
局
長
）

⑤
復
興
は
終
わ
り
、次
の
局
面
を
迎
え
た 

磯
部
哲
也（
女
川
町
商
工
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
役
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
石
巻
の
10
年

「
10
年
経
ち
、責
任
が

重
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」

齋
藤
敏
子（
石
巻
ボ
ラ
ン
ティ
ア
協
会
会
長
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
南
三
陸
町
の
10
年

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
」

宮
川 

舞（
南
三
陸
町
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
）×

及
川
和
人（
南
三
陸
町
観
光
協
会
事
務
局
長
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
唐
桑
町
の
10
年

「
観
光
を
通
じ
て

地
域
の
人
が
自
信
を
持
っ
た
。

そ
れ
が一
番
嬉
し
い
」

三
上
忠
文（
唐
桑
町
観
光
協
会
会
長
）×

三
浦
正
和（
唐
桑
観
光
ガ
イ
ド
の
会
副
会
長
）×

熊
谷 
羊（
唐
桑
町
観
光
協
会
）
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共
有
、9
）ビ
ジ
ョ
ン
達
成
に
向
け
た
手
法
の
検

討
・
具
体
化
・
共
有
の
場
を
設
置
・
開
催
、10
）議

論
参
加
に
よ
る
責
任
感
と
相
互
の
信
頼
・
扶
助

の
発
揮
、な
ど
が
実
効
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
作

り
出
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、11
）町
長
の
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
、12
）民
間
に
も
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
も
っ
た
人
材
が
世
代
ご
と
に
存
在
、13
）外
部

か
ら
の
支
援
、14
）一
流
の
専
門
家
ら
と
の
協

働
、そ
し
て
15
）リ
ー
ダ
ー
の
考
え
を
実
務
化

し
、社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
営
し
、諸
計
画
の

実
践
を
担
う
事
務
局
担
当
者
の
情
熱
と
行
動
力

が
あ
っ
て
こ
そ
、現
場
が
動
い
た
と
考
え
る
。

街
地
商
業
エ
リ
ア
復
興
協
議
会（
2
0
1
3
年

6
月
設
置
）」で
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。議
論
は

も
っ
ぱ
ら
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
機

関
に
つ
い
て
。そ
の
後
、女
川
町
が
出
し
た『
公

民
連
携
に
よ
る
商
業
エ
リ
ア
復
興
基
本
方
針

（
2
0
1
4
年
4
月
15
日
施
行
）』に
は
、『
民
間

が
行
政
の
協
力
を
得
な
が
ら
新
し
い
公
共
と
し

て
の「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」を
動
か
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。中
心
市
街
地
の
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
会
社
は
、地
域
密
着
型
の
公

益
性
と
企
業
性
を
併
せ
持
ち
、デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
と
し
て
ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
中
心

市
街
地
の
再
生
に
取
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。商
業
施
設
・
集
客
施
設
の
整
備
と
運
営
管

理
、併
せ
て
商
業
エ
リ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

を
担
う
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
地
域
関
係
者
と
の

出
資
に
よ
り
設
立
す
る
。（
筆
者
要
約
）』と
記
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
民
間
主
導
公
民
連
携
を
具
現
化
し

た
第
三
セ
ク
タ
ー
の「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式

会
社
」が
2
0
1
4
年
6
月
23
日
に
設
立
さ
れ

た
。行
政
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
町
役
場
の
中
に

「
公
民
連
携
室（
2
0
1
4
年
4
月
1
日
）」を
設

置
し
、こ
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
支
援
す
る
体

制
を
整
備
し
た
。

　
一
方
、ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み
で
は
、外
部
の

専
門
家
を
委
員
と
し
て
招
聘
し
た「
女
川
町
ま

ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議（
2
0
1
3
年
9

月
）」を
設
置
。事
業
者
や
住
民
の
意
見
を
取
り

込
ん
で
、高
台
住
宅
地
、商
業
施
設
が
立
地
す
る

市
街
地
、メ
モ
リ
ア
ル
公
園
や
漁
港
施
設
な
ど

も
含
め
、新
し
い
女
川
の
町
を
具
体
的
に
描
い

て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
、Ｊ
Ｒ
女
川
駅
か
ら
海
に
向
っ
て
ま

っ
す
ぐ
続
く
レ
ン
ガ
み
ち
に
沿
っ
て
、テ
ナ
ン

ト
型
商
業
施
設
「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川

（
2
0
1
5
年
12
月
23
日
開
業
）」が
完
成
。27
店

舗
が
入
居
し
て
営
業
を
開
始
す
る
。そ
の
1
年

後
に
は「
地
元
市
場
ハ
マ
テ
ラ
ス（
2
0
1
6
年

12
月
23
日
開
業
）」が
オ
ー
プ
ン
。商
業
関
連
の

大
規
模
施
設
の
建
設
は
こ
れ
で
ひ
と
段
落
し

た
。い
ま
で
は
仙
台
圏
を
中
心
に
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
、賑
わ
い
を
つ
く
り
、週
末
に
は
人
気

店
の
前
に
待
ち
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
。

ま
た
、U
タ
ー
ン
者
や
移
住
者
が
起
業
し
、シ
ー

パ
ル
ピ
ア
に
個
性
的
な
店
舗
を
構
え
て
い
る
。

　
震
災
前
の
女
川
は
、多
く
の
こ
と
が
行
政
主

導
民
間
参
加
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。事
業
者
団

体
の
横
の
つ
な
が
り
は
希
薄
だ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、復
興（
復
幸
）の
過
程
で
は
、経
済
界
が

結
束
し
、住
民
、民
間
事
業
者
ら
が
意
見
を
交
わ

す
場
が
設
け
ら
れ
、そ
こ
で
の
提
言
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
計
画
づ
く
り
、事
業
執
行
が
行

わ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、ま
さ
に

民
間
主
導
の
公
民
連
携
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
で
あ
る
。

　
背
景
に
は
、1
）被
災
前
か
ら
人
口
減
少
と
い

う
危
機
感
が
民
間
の
中
で
共
有
さ
れ
て
い
た
、

2
）被
災
直
後
の
行
政
は
生
活
基
盤
づ
く
り
に

追
わ
れ
た
、3
）全
て
を
失
い
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
だ
っ
た
、4
）小
さ
な
町
な
の
で
ま
と
ま
り

や
す
か
っ
た
、5
）時
代
の
変
化
に
先
駆
け
て
自

分
た
ち
で
な
ん
と
か
す
る
と
い
う
気
質
が
従
前

よ
り
あ
っ
た
、と
い
う
女
川
町
固
有
の
要
因
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
、6
）ビ
ジ
ョ
ン
が
明
快
で
ぶ
れ
な

い
、7
）ビ
ジ
ョ
ン
が
町
民
に
広
く
浸
透
、8
）参

照
す
る
先
行
事
例
を
キ
ー
マ
ン
ら
が
体
験
的
に

　
女
川
町
は
最
大
津
波
高
14
・
8
メ
ー
ト
ル（
津

波
浸
水
高
20
・
3
ｍ
）の
大
津
波
に
よ
り
、死
者
・

死
亡
認
定
者
8
2
7
名（
人
口
の
8
・
3
％
）、住

家
全
壊
2
9
2
4
棟（
住
宅
総
数
の
66
・
3
％
）

と
い
う
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。行
政
が
被
災

者
の
捜
索
や
生
活
基
盤
と
な
る
物
資
調
達
、避

難
所
運
営
に
追
わ
れ
る
中
で
、町
の
商
工
会
長

は
1
0
0
年
先
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
方
を
示
し
、復
興
に
向
け
て
民
間
が
一
つ
に

な
っ
た
組
織
の
立
ち
上
げ
を
指
示
。そ
し
て
被

災
か
ら
一
か
月
あ
ま
り
、2
0
1
1
年
4
月
19

日
に
、女
川
町
商
工
会
、女
川
魚
市
場
買
受
人
協

同
組
合
、女
川
町
観
光
協
会
、宮
城
県
漁
業
協
同

組
合
女
川
町
支
所
、女
川
水
産
加
工
協
同
組
合

な
ど
が
中
心
と
な
り
、「
女
川
町
復
興
連
絡
協
議

会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」が
発
足
し
た
。

　
そ
の
設
立
総
会
の
挨
拶
で
、商
工
会
長
は『
還

暦
以
上
口
出
す
な
』と
発
言
。次
の
世
代
に
町
の

将
来
を
託
し
、そ
れ
ま
で
町
の
中
心
と
し
て
活

躍
し
て
き
た
世
代
は
盾
と
な
っ
て
支
え
る
こ
と

を
伝
え
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
代
表
は
商
工
会
長
が
務

め
、「
ま
ち
づ
く
り
創
造
」「
水
産
関
連
」「
商
業
関

連
」「
サ
ー
ビ
ス
関
連
」「
建
設
工
業
」の
５
つ
の

委
員
会
を
設
置
。各
委
員
会
で
の
協
議
内
容
や
、

構
成
員
の
所
属
団
体
・
組
織
で
話
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
、月
一
度
の
全
体
会
議
で
報
告
・
共
有
さ

れ
た
。

　
一
方
の
行
政
は
、「
復
興
推
進
室（
4
月
15

日
）」、「
女
川
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会（
5
月

1
日
）」を
設
置
し
、復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

検
討
を
開
始
。『
減
災
』と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、海
と
と
も
に
生
き
て
い
く
た
め
、陸
と
海
を

遮
る
も
の
を
造
ら
ず
、居
住
地
は
高
台
に
移
る
。

か
さ
上
げ
し
た
J
R
女
川
駅
周
辺
を
町
の
ヘ
ソ

と
し
、そ
こ
に
都
市
機
能
と
動
線
を
集
約
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
町
を
目
指
す
。こ
う
し
た
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た『
女
川
町
復
興
計
画

（
計
画
期
間
8
年
間
）
』
が
町
議
会
で
可
決

女
川
町

「
民
間
主
導
の
公
民
連
携
」に
よ
る

復
幸
ま
ち
づ
く
り

寺
崎
竜
雄（
理
事
・
観
光
地
域
研
究
部
長
）　

（
2
0
1
1
年
9
月
）さ
れ
た
。こ
こ
に
は
Ｆ
Ｒ

Ｋ
が
提
案
し
た『
女
川
町
復
興
計
画
の
基
本
的

考
え
方
‐
1
0
0
年
先
に
向
け
た
女
川
町
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
‐
』が
骨
子
と
し
て
反
映
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
経
過
を
へ
て
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
は『
住
み
残

る
、住
み
戻
る
、住
み
来
た
る
』町
を
理
念
と
す

る『
復
興
提
言
書
』を
ま
と
め
、2
0
1
2
年
1

月
に
須
田
善
明
新
町
長（
2
0
1
1
年
11
月
就

任
）と
町
議
会
に
提
出
。こ
の
中
に
商
工
業
者
が

連
携
し
な
が
ら
復
興
を
目
指
す
法
人「
町
づ
く

り
事
業
組
合（
仮
称
）」の
設
立
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
と
し
て
の
活
動
は
、こ
れ
が
一
区

切
り
と
な
っ
た
。そ
の
後
、地
元
産
業
・
住
民
参

加
型
の
取
り
組
み
は
、町
長
が
設
置
し
た「
女
川

町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
2
0
1
2
年
6
月
設
置
）」を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
頃
、民
間
に
よ
る
商
業
活
動
は
、商
工
会

青
年
部
が
中
心
と
な
っ
た「
お
な
が
わ
復
幸
市

（
2
0
1
1
年
5
月
4
日
）」の
開
催
を
き
っ
か

け
に
再
開
し
、7
月
に
は
仮
設
商
店
街「
女
川
コ

ン
テ
ナ
村
商
店
街（
7
月
1
日
）」を
開
業
。民
設

民
営
の
た
め
、公
平
性
を
気
に
か
け
る
こ
と
な

く
、そ
の
時
に
立
ち
上
が
れ
る
人
が
出
店
し
た

と
い
う
。被
災
地
の
中
で
は
最
も
早
く
で
き
た

仮
設
商
店
街
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。続
い
て
商

工
会
主
導
に
よ
り「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」の

準
備
が
進
め
ら
れ
、被
災
地
最
大
級
の
仮
設
商

店
街
が
2
0
1
2
年
4
月
29
日
オ
ー
プ
ン
し

た
。被
災
事
業
者
限
定
と
い
う
制
約
に
と
ら
わ

れ
ず
、震
災
後
の
起
業
者
も
出
店
す
る
な
ど
、創

業
支
援
機
能
も
備
え
て
い
た
。こ
う
し
た
方
向

性
は
、新
た
に
つ
く
る
商
業
施
設
に
も
受
け
継

が
れ
て
い
く
。

　
新
し
い
女
川
の
象
徴
、に
ぎ
わ
い
拠
点
と
な

る
商
業
エ
リ
ア
の
整
備
運
営
方
針
は
、商
工
会

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
た「
女
川
町
中
心
市
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検
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催
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。
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運
営
管

理
、併
せ
て
商
業
エ
リ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

を
担
う
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
地
域
関
係
者
と
の

出
資
に
よ
り
設
立
す
る
。（
筆
者
要
約
）』と
記
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
民
間
主
導
公
民
連
携
を
具
現
化
し

た
第
三
セ
ク
タ
ー
の「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式

会
社
」が
2
0
1
4
年
6
月
23
日
に
設
立
さ
れ

た
。行
政
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
町
役
場
の
中
に

「
公
民
連
携
室（
2
0
1
4
年
4
月
1
日
）」を
設

置
し
、こ
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
支
援
す
る
体

制
を
整
備
し
た
。

　
一
方
、ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み
で
は
、外
部
の

専
門
家
を
委
員
と
し
て
招
聘
し
た「
女
川
町
ま

ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議（
2
0
1
3
年
9

月
）」を
設
置
。事
業
者
や
住
民
の
意
見
を
取
り

込
ん
で
、高
台
住
宅
地
、商
業
施
設
が
立
地
す
る

市
街
地
、メ
モ
リ
ア
ル
公
園
や
漁
港
施
設
な
ど

も
含
め
、新
し
い
女
川
の
町
を
具
体
的
に
描
い

て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
、Ｊ
Ｒ
女
川
駅
か
ら
海
に
向
っ
て
ま

っ
す
ぐ
続
く
レ
ン
ガ
み
ち
に
沿
っ
て
、テ
ナ
ン

ト
型
商
業
施
設
「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川

（
2
0
1
5
年
12
月
23
日
開
業
）」が
完
成
。27
店

舗
が
入
居
し
て
営
業
を
開
始
す
る
。そ
の
1
年

後
に
は「
地
元
市
場
ハ
マ
テ
ラ
ス（
2
0
1
6
年

12
月
23
日
開
業
）」が
オ
ー
プ
ン
。商
業
関
連
の

大
規
模
施
設
の
建
設
は
こ
れ
で
ひ
と
段
落
し

た
。い
ま
で
は
仙
台
圏
を
中
心
に
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
、賑
わ
い
を
つ
く
り
、週
末
に
は
人
気

店
の
前
に
待
ち
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
。

ま
た
、U
タ
ー
ン
者
や
移
住
者
が
起
業
し
、シ
ー

パ
ル
ピ
ア
に
個
性
的
な
店
舗
を
構
え
て
い
る
。

　
震
災
前
の
女
川
は
、多
く
の
こ
と
が
行
政
主

導
民
間
参
加
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。事
業
者
団

体
の
横
の
つ
な
が
り
は
希
薄
だ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、復
興（
復
幸
）の
過
程
で
は
、経
済
界
が

結
束
し
、住
民
、民
間
事
業
者
ら
が
意
見
を
交
わ

す
場
が
設
け
ら
れ
、そ
こ
で
の
提
言
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
計
画
づ
く
り
、事
業
執
行
が
行

わ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、ま
さ
に

民
間
主
導
の
公
民
連
携
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
で
あ
る
。

　
背
景
に
は
、1
）被
災
前
か
ら
人
口
減
少
と
い

う
危
機
感
が
民
間
の
中
で
共
有
さ
れ
て
い
た
、

2
）被
災
直
後
の
行
政
は
生
活
基
盤
づ
く
り
に

追
わ
れ
た
、3
）全
て
を
失
い
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
だ
っ
た
、4
）小
さ
な
町
な
の
で
ま
と
ま
り

や
す
か
っ
た
、5
）時
代
の
変
化
に
先
駆
け
て
自

分
た
ち
で
な
ん
と
か
す
る
と
い
う
気
質
が
従
前

よ
り
あ
っ
た
、と
い
う
女
川
町
固
有
の
要
因
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
、6
）ビ
ジ
ョ
ン
が
明
快
で
ぶ
れ
な

い
、7
）ビ
ジ
ョ
ン
が
町
民
に
広
く
浸
透
、8
）参

照
す
る
先
行
事
例
を
キ
ー
マ
ン
ら
が
体
験
的
に

　
女
川
町
は
最
大
津
波
高
14
・
8
メ
ー
ト
ル（
津

波
浸
水
高
20
・
3
ｍ
）の
大
津
波
に
よ
り
、死
者
・

死
亡
認
定
者
8
2
7
名（
人
口
の
8
・
3
％
）、住

家
全
壊
2
9
2
4
棟（
住
宅
総
数
の
66
・
3
％
）

と
い
う
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。行
政
が
被
災

者
の
捜
索
や
生
活
基
盤
と
な
る
物
資
調
達
、避

難
所
運
営
に
追
わ
れ
る
中
で
、町
の
商
工
会
長

は
1
0
0
年
先
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
方
を
示
し
、復
興
に
向
け
て
民
間
が
一
つ
に

な
っ
た
組
織
の
立
ち
上
げ
を
指
示
。そ
し
て
被

災
か
ら
一
か
月
あ
ま
り
、2
0
1
1
年
4
月
19

日
に
、女
川
町
商
工
会
、女
川
魚
市
場
買
受
人
協

同
組
合
、女
川
町
観
光
協
会
、宮
城
県
漁
業
協
同

組
合
女
川
町
支
所
、女
川
水
産
加
工
協
同
組
合

な
ど
が
中
心
と
な
り
、「
女
川
町
復
興
連
絡
協
議

会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」が
発
足
し
た
。

　
そ
の
設
立
総
会
の
挨
拶
で
、商
工
会
長
は『
還

暦
以
上
口
出
す
な
』と
発
言
。次
の
世
代
に
町
の

将
来
を
託
し
、そ
れ
ま
で
町
の
中
心
と
し
て
活

躍
し
て
き
た
世
代
は
盾
と
な
っ
て
支
え
る
こ
と

を
伝
え
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
代
表
は
商
工
会
長
が
務

め
、「
ま
ち
づ
く
り
創
造
」「
水
産
関
連
」「
商
業
関

連
」「
サ
ー
ビ
ス
関
連
」「
建
設
工
業
」の
５
つ
の

委
員
会
を
設
置
。各
委
員
会
で
の
協
議
内
容
や
、

構
成
員
の
所
属
団
体
・
組
織
で
話
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
、月
一
度
の
全
体
会
議
で
報
告
・
共
有
さ

れ
た
。

　
一
方
の
行
政
は
、「
復
興
推
進
室（
4
月
15

日
）」、「
女
川
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会（
5
月

1
日
）」を
設
置
し
、復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

検
討
を
開
始
。『
減
災
』と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、海
と
と
も
に
生
き
て
い
く
た
め
、陸
と
海
を

遮
る
も
の
を
造
ら
ず
、居
住
地
は
高
台
に
移
る
。

か
さ
上
げ
し
た
J
R
女
川
駅
周
辺
を
町
の
ヘ
ソ

と
し
、そ
こ
に
都
市
機
能
と
動
線
を
集
約
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
町
を
目
指
す
。こ
う
し
た
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た『
女
川
町
復
興
計
画

（
計
画
期
間
8
年
間
）
』
が
町
議
会
で
可
決

女
川
町

「
民
間
主
導
の
公
民
連
携
」に
よ
る

復
幸
ま
ち
づ
く
り

寺
崎
竜
雄（
理
事
・
観
光
地
域
研
究
部
長
）　

（
2
0
1
1
年
9
月
）さ
れ
た
。こ
こ
に
は
Ｆ
Ｒ

Ｋ
が
提
案
し
た『
女
川
町
復
興
計
画
の
基
本
的

考
え
方
‐
1
0
0
年
先
に
向
け
た
女
川
町
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
‐
』が
骨
子
と
し
て
反
映
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
経
過
を
へ
て
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
は『
住
み
残

る
、住
み
戻
る
、住
み
来
た
る
』町
を
理
念
と
す

る『
復
興
提
言
書
』を
ま
と
め
、2
0
1
2
年
1

月
に
須
田
善
明
新
町
長（
2
0
1
1
年
11
月
就

任
）と
町
議
会
に
提
出
。こ
の
中
に
商
工
業
者
が

連
携
し
な
が
ら
復
興
を
目
指
す
法
人「
町
づ
く

り
事
業
組
合（
仮
称
）」の
設
立
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
と
し
て
の
活
動
は
、こ
れ
が
一
区

切
り
と
な
っ
た
。そ
の
後
、地
元
産
業
・
住
民
参

加
型
の
取
り
組
み
は
、町
長
が
設
置
し
た「
女
川

町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
2
0
1
2
年
6
月
設
置
）」を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
頃
、民
間
に
よ
る
商
業
活
動
は
、商
工
会

青
年
部
が
中
心
と
な
っ
た「
お
な
が
わ
復
幸
市

（
2
0
1
1
年
5
月
4
日
）」の
開
催
を
き
っ
か

け
に
再
開
し
、7
月
に
は
仮
設
商
店
街「
女
川
コ

ン
テ
ナ
村
商
店
街（
7
月
1
日
）」を
開
業
。民
設

民
営
の
た
め
、公
平
性
を
気
に
か
け
る
こ
と
な

く
、そ
の
時
に
立
ち
上
が
れ
る
人
が
出
店
し
た

と
い
う
。被
災
地
の
中
で
は
最
も
早
く
で
き
た

仮
設
商
店
街
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。続
い
て
商

工
会
主
導
に
よ
り「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」の

準
備
が
進
め
ら
れ
、被
災
地
最
大
級
の
仮
設
商

店
街
が
2
0
1
2
年
4
月
29
日
オ
ー
プ
ン
し

た
。被
災
事
業
者
限
定
と
い
う
制
約
に
と
ら
わ

れ
ず
、震
災
後
の
起
業
者
も
出
店
す
る
な
ど
、創

業
支
援
機
能
も
備
え
て
い
た
。こ
う
し
た
方
向

性
は
、新
た
に
つ
く
る
商
業
施
設
に
も
受
け
継

が
れ
て
い
く
。

　
新
し
い
女
川
の
象
徴
、に
ぎ
わ
い
拠
点
と
な

る
商
業
エ
リ
ア
の
整
備
運
営
方
針
は
、商
工
会

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
た「
女
川
町
中
心
市
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共
有
、9
）ビ
ジ
ョ
ン
達
成
に
向
け
た
手
法
の
検

討
・
具
体
化
・
共
有
の
場
を
設
置
・
開
催
、10
）議

論
参
加
に
よ
る
責
任
感
と
相
互
の
信
頼
・
扶
助

の
発
揮
、な
ど
が
実
効
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
作

り
出
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、11
）町
長
の
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
、12
）民
間
に
も
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
も
っ
た
人
材
が
世
代
ご
と
に
存
在
、13
）外
部

か
ら
の
支
援
、14
）一
流
の
専
門
家
ら
と
の
協

働
、そ
し
て
15
）リ
ー
ダ
ー
の
考
え
を
実
務
化

し
、社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
営
し
、諸
計
画
の

実
践
を
担
う
事
務
局
担
当
者
の
情
熱
と
行
動
力

が
あ
っ
て
こ
そ
、現
場
が
動
い
た
と
考
え
る
。

街
地
商
業
エ
リ
ア
復
興
協
議
会（
2
0
1
3
年

6
月
設
置
）」で
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。議
論
は

も
っ
ぱ
ら
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
機

関
に
つ
い
て
。そ
の
後
、女
川
町
が
出
し
た『
公

民
連
携
に
よ
る
商
業
エ
リ
ア
復
興
基
本
方
針

（
2
0
1
4
年
4
月
15
日
施
行
）』に
は
、『
民
間

が
行
政
の
協
力
を
得
な
が
ら
新
し
い
公
共
と
し

て
の「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」を
動
か
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。中
心
市
街
地
の
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
会
社
は
、地
域
密
着
型
の
公

益
性
と
企
業
性
を
併
せ
持
ち
、デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
と
し
て
ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
中
心

市
街
地
の
再
生
に
取
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。商
業
施
設
・
集
客
施
設
の
整
備
と
運
営
管

理
、併
せ
て
商
業
エ
リ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

を
担
う
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
地
域
関
係
者
と
の

出
資
に
よ
り
設
立
す
る
。（
筆
者
要
約
）』と
記
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
民
間
主
導
公
民
連
携
を
具
現
化
し

た
第
三
セ
ク
タ
ー
の「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式

会
社
」が
2
0
1
4
年
6
月
23
日
に
設
立
さ
れ

た
。行
政
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
町
役
場
の
中
に

「
公
民
連
携
室（
2
0
1
4
年
4
月
1
日
）」を
設

置
し
、こ
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
支
援
す
る
体

制
を
整
備
し
た
。

　
一
方
、ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み
で
は
、外
部
の

専
門
家
を
委
員
と
し
て
招
聘
し
た「
女
川
町
ま

ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議（
2
0
1
3
年
9

月
）」を
設
置
。事
業
者
や
住
民
の
意
見
を
取
り

込
ん
で
、高
台
住
宅
地
、商
業
施
設
が
立
地
す
る

市
街
地
、メ
モ
リ
ア
ル
公
園
や
漁
港
施
設
な
ど

も
含
め
、新
し
い
女
川
の
町
を
具
体
的
に
描
い

て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
、Ｊ
Ｒ
女
川
駅
か
ら
海
に
向
っ
て
ま

っ
す
ぐ
続
く
レ
ン
ガ
み
ち
に
沿
っ
て
、テ
ナ
ン

ト
型
商
業
施
設
「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川

（
2
0
1
5
年
12
月
23
日
開
業
）」が
完
成
。27
店

舗
が
入
居
し
て
営
業
を
開
始
す
る
。そ
の
1
年

後
に
は「
地
元
市
場
ハ
マ
テ
ラ
ス（
2
0
1
6
年

12
月
23
日
開
業
）」が
オ
ー
プ
ン
。商
業
関
連
の

大
規
模
施
設
の
建
設
は
こ
れ
で
ひ
と
段
落
し

た
。い
ま
で
は
仙
台
圏
を
中
心
に
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
、賑
わ
い
を
つ
く
り
、週
末
に
は
人
気

店
の
前
に
待
ち
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
。

ま
た
、U
タ
ー
ン
者
や
移
住
者
が
起
業
し
、シ
ー

パ
ル
ピ
ア
に
個
性
的
な
店
舗
を
構
え
て
い
る
。

　
震
災
前
の
女
川
は
、多
く
の
こ
と
が
行
政
主

導
民
間
参
加
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。事
業
者
団

体
の
横
の
つ
な
が
り
は
希
薄
だ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、復
興（
復
幸
）の
過
程
で
は
、経
済
界
が

結
束
し
、住
民
、民
間
事
業
者
ら
が
意
見
を
交
わ

す
場
が
設
け
ら
れ
、そ
こ
で
の
提
言
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
計
画
づ
く
り
、事
業
執
行
が
行

わ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、ま
さ
に

民
間
主
導
の
公
民
連
携
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
で
あ
る
。

　
背
景
に
は
、1
）被
災
前
か
ら
人
口
減
少
と
い

う
危
機
感
が
民
間
の
中
で
共
有
さ
れ
て
い
た
、

2
）被
災
直
後
の
行
政
は
生
活
基
盤
づ
く
り
に

追
わ
れ
た
、3
）全
て
を
失
い
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
だ
っ
た
、4
）小
さ
な
町
な
の
で
ま
と
ま
り

や
す
か
っ
た
、5
）時
代
の
変
化
に
先
駆
け
て
自

分
た
ち
で
な
ん
と
か
す
る
と
い
う
気
質
が
従
前

よ
り
あ
っ
た
、と
い
う
女
川
町
固
有
の
要
因
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
、6
）ビ
ジ
ョ
ン
が
明
快
で
ぶ
れ
な

い
、7
）ビ
ジ
ョ
ン
が
町
民
に
広
く
浸
透
、8
）参

照
す
る
先
行
事
例
を
キ
ー
マ
ン
ら
が
体
験
的
に

　
女
川
町
は
最
大
津
波
高
14
・
8
メ
ー
ト
ル（
津

波
浸
水
高
20
・
3
ｍ
）の
大
津
波
に
よ
り
、死
者
・

死
亡
認
定
者
8
2
7
名（
人
口
の
8
・
3
％
）、住

家
全
壊
2
9
2
4
棟（
住
宅
総
数
の
66
・
3
％
）

と
い
う
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。行
政
が
被
災

者
の
捜
索
や
生
活
基
盤
と
な
る
物
資
調
達
、避

難
所
運
営
に
追
わ
れ
る
中
で
、町
の
商
工
会
長

は
1
0
0
年
先
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
方
を
示
し
、復
興
に
向
け
て
民
間
が
一
つ
に

な
っ
た
組
織
の
立
ち
上
げ
を
指
示
。そ
し
て
被

災
か
ら
一
か
月
あ
ま
り
、2
0
1
1
年
4
月
19

日
に
、女
川
町
商
工
会
、女
川
魚
市
場
買
受
人
協

同
組
合
、女
川
町
観
光
協
会
、宮
城
県
漁
業
協
同

組
合
女
川
町
支
所
、女
川
水
産
加
工
協
同
組
合

な
ど
が
中
心
と
な
り
、「
女
川
町
復
興
連
絡
協
議

会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」が
発
足
し
た
。

　
そ
の
設
立
総
会
の
挨
拶
で
、商
工
会
長
は『
還

暦
以
上
口
出
す
な
』と
発
言
。次
の
世
代
に
町
の

将
来
を
託
し
、そ
れ
ま
で
町
の
中
心
と
し
て
活

躍
し
て
き
た
世
代
は
盾
と
な
っ
て
支
え
る
こ
と

を
伝
え
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
代
表
は
商
工
会
長
が
務

め
、「
ま
ち
づ
く
り
創
造
」「
水
産
関
連
」「
商
業
関

連
」「
サ
ー
ビ
ス
関
連
」「
建
設
工
業
」の
５
つ
の

委
員
会
を
設
置
。各
委
員
会
で
の
協
議
内
容
や
、

構
成
員
の
所
属
団
体
・
組
織
で
話
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
、月
一
度
の
全
体
会
議
で
報
告
・
共
有
さ

れ
た
。

　
一
方
の
行
政
は
、「
復
興
推
進
室（
4
月
15

日
）」、「
女
川
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会（
5
月

1
日
）」を
設
置
し
、復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

検
討
を
開
始
。『
減
災
』と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、海
と
と
も
に
生
き
て
い
く
た
め
、陸
と
海
を

遮
る
も
の
を
造
ら
ず
、居
住
地
は
高
台
に
移
る
。

か
さ
上
げ
し
た
J
R
女
川
駅
周
辺
を
町
の
ヘ
ソ

と
し
、そ
こ
に
都
市
機
能
と
動
線
を
集
約
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
町
を
目
指
す
。こ
う
し
た
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た『
女
川
町
復
興
計
画

（
計
画
期
間
8
年
間
）
』
が
町
議
会
で
可
決

※計画期区分は『女川町復興計画』による。復興計画期間の終了に伴い2019年度からは『女川町総合計画』がスタートした。

（
2
0
1
1
年
9
月
）さ
れ
た
。こ
こ
に
は
Ｆ
Ｒ

Ｋ
が
提
案
し
た『
女
川
町
復
興
計
画
の
基
本
的

考
え
方
‐
1
0
0
年
先
に
向
け
た
女
川
町
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
‐
』が
骨
子
と
し
て
反
映
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
経
過
を
へ
て
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
は『
住
み
残

る
、住
み
戻
る
、住
み
来
た
る
』町
を
理
念
と
す

る『
復
興
提
言
書
』を
ま
と
め
、2
0
1
2
年
1

月
に
須
田
善
明
新
町
長（
2
0
1
1
年
11
月
就

任
）と
町
議
会
に
提
出
。こ
の
中
に
商
工
業
者
が

連
携
し
な
が
ら
復
興
を
目
指
す
法
人「
町
づ
く

り
事
業
組
合（
仮
称
）」の
設
立
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
と
し
て
の
活
動
は
、こ
れ
が
一
区

切
り
と
な
っ
た
。そ
の
後
、地
元
産
業
・
住
民
参

加
型
の
取
り
組
み
は
、町
長
が
設
置
し
た「
女
川

町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
2
0
1
2
年
6
月
設
置
）」を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
頃
、民
間
に
よ
る
商
業
活
動
は
、商
工
会

青
年
部
が
中
心
と
な
っ
た「
お
な
が
わ
復
幸
市

（
2
0
1
1
年
5
月
4
日
）」の
開
催
を
き
っ
か

け
に
再
開
し
、7
月
に
は
仮
設
商
店
街「
女
川
コ

ン
テ
ナ
村
商
店
街（
7
月
1
日
）」を
開
業
。民
設

民
営
の
た
め
、公
平
性
を
気
に
か
け
る
こ
と
な

く
、そ
の
時
に
立
ち
上
が
れ
る
人
が
出
店
し
た

と
い
う
。被
災
地
の
中
で
は
最
も
早
く
で
き
た

仮
設
商
店
街
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。続
い
て
商

工
会
主
導
に
よ
り「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」の

準
備
が
進
め
ら
れ
、被
災
地
最
大
級
の
仮
設
商

店
街
が
2
0
1
2
年
4
月
29
日
オ
ー
プ
ン
し

た
。被
災
事
業
者
限
定
と
い
う
制
約
に
と
ら
わ

れ
ず
、震
災
後
の
起
業
者
も
出
店
す
る
な
ど
、創

業
支
援
機
能
も
備
え
て
い
た
。こ
う
し
た
方
向

性
は
、新
た
に
つ
く
る
商
業
施
設
に
も
受
け
継

が
れ
て
い
く
。

　
新
し
い
女
川
の
象
徴
、に
ぎ
わ
い
拠
点
と
な

る
商
業
エ
リ
ア
の
整
備
運
営
方
針
は
、商
工
会

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
た「
女
川
町
中
心
市

　
お
ま
え
の
好
き
に
し
ろ
、と
言
わ
れ
た
の
で
、

ま
ず
は
町
内
の
青
年
団
体
の
ト
ッ
プ
を
メ
ン
バ

ー
に
集
め
、話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
か

ら
始
め
た
。先
輩
方
は
本
当
に
主
要
な
決
定
権

を
与
え
て
く
れ
た
。決
定
す
る
場
に
若
手
が
参

加
で
き
る
土
壌
を
き
ち
ん
と
作
っ
て
く
れ
た
。

一
方
で
、発
言
し
た
以
上
は
お
ま
え
ら
も
ち
ゃ

ん
と
責
任
取
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
、と
い
う
こ

と
も
言
わ
れ
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
設
立
総
会
に
は
約
50
人
が
参
加
し

た
。当
時
の
女
川
の
産
業
界
は
、マ
サ
ノ
リ
さ
ん

ノ
リ
ユ
キ
さ
ん
と
い
う
全
く
キ
ャ
ラ
の
違
う
2

人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
動
い
て
い
た
。青
山

貴
博
さ
ん
と
私
は
そ
の
右
腕
と
し
て
動
い
た
。

Ｆ
Ｒ
Ｋ
に
は
戦
略
室
と
い
う
の
が
あ
り
、黄
川

田
喜
蔵
さ
ん
が
室
長
、「
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
」の

小
松
君
が
ア
シ
ス
ト
し
て
い
た
。黄
川
田
さ
ん

は
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
世
代
。私
の
世
代
、つ
ま
り
リ

ー
ダ
ー
の
支
援
の
も
と
で
動
い
て
い
た
若
い
連

中
が
、い
ま
は
独
立
し
た
事
業
体
を
つ
く
る
と

い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
と
し
て
の
復
興
計
画
の
原
案
は
黄
川

田
さ
ん
が
作
っ
た
。10
年
た
っ
た
今
で
も
、地
方

創
生
と
い
う
文
脈
で
み
れ
ば
、女
川
だ
け
じ
ゃ

な
く
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
通
用
す
る
内
容
だ
と

思
う
。ま
た
、復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
民
間
が

主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
必
要

だ
と
行
政
に
伝
え
、「
女
川
町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」が
設
置
さ
れ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
の

メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

は
い
り
、こ
れ
ま
で
民
間
で
議
論
し
て
き
た
こ

と
を
町
が
つ
く
っ
た
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
協
議
会

の
場
で
も
発
言
し
、事
業
を
具
体
化
さ
せ
て
い

っ
た
。

民
間
主
導
、行
政
参
加

　
女
川
は
、震
災
前
は
行
政
主
導
の
民
間
参
加

型
だ
っ
た
。震
災
後
は
民
間
主
導
行
政
参
加
型
、

民
間
主
導
の
公
民
連
携
と
も
い
わ
れ
る
。逆
に

公
が
主
導
す
る
公
民
連
携
は
成
り
立
た
な
い
と

思
う
。何
か
あ
れ
ば
行
政
に
助
け
て
ほ
し
い
と

い
う
感
覚
が
出
て
く
る
。民
間
主
導
行
政
参
加

型
の
公
民
連
携
が
こ
の
10
年
間
の
女
川
を
動
か

し
て
き
た
枠
組
み
だ
。

　
外
部
の
専
門
家
ら
と
も
う
ま
く
協
働
で
き

た
と
思
う
。コ
ン
サ
ル
に
し
て
や
ら
れ
た
、と
い

う
こ
と
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、そ
れ
は
情
報
を

持
っ
て
な
い
か
ら
。女
川
は
、実
績
の
あ
る
人
に

直
接
声
を
か
け
た
。例
え
ば
、小
野
寺
康
さ
ん

に
は
、駅
前
か
ら
続
く
レ
ン
ガ
の
広
場
の
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
を
お
願
い
し
た
。東
京

駅
前
の
行
幸
通
り
や
、門
司
港
レ
ト
ロ
の
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
を
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
方
だ
。そ
う

し
た
街
並
み
が
町
長
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で

一
本
釣
り
で
お
願
い
し
た
。後
背
の
傾
斜
地
の

住
宅
地
の
設
計
に
は
、自
然
を
生
か
し
た
風
景

に
変
え
ら
れ
る
専
門
家
と
し
て
、宇
野
健
一
さ

ん
を
呼
ん
だ
。東
北
大
学
災
害
復
興
実
践
学
分

野
の
平
野
勝
也
准
教
授
に
も
入
っ
て
も
ら
っ

た
。い
く
つ
も
の
被
災
地
復
興
事
業
に
関
わ
っ

て
い
る
方
だ
。こ
う
す
べ
き
だ
と
い
う
持
論
が

あ
っ
て
も
関
係
者
間
の
調
整
の
中
で
そ
の
と
お

り
に
進
め
な
い
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
る
中
、女
川

だ
と
本
領
発
揮
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。こ
う
し
た
人
た
ち
が
加
わ
っ
た「
女
川
町
復

興
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
」が
中
心
と
な

っ
て
、新
し
い
女
川
の
町
を
具
体
的
に
描
い
て

い
っ
た
。

　
こ
う
し
て
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、女
川
は

小
さ
な
町
だ
と
い
う
の
と
、被
災
の
度
合
い
が

大
き
か
っ
た
こ
と
の
2
点
だ
と
思
う
。小
さ
な

中
に
全
て
の
決
定
権
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。そ

の
中
で
、早
い
段
階
で
Ｆ
Ｒ
Ｋ
が
方
向
性
を
示

し
た
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
。

　
こ
の
10
年
間
は
、目
の
前
に
あ
る
課
題
を
ど

う
解
決
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
や
り
続
け
て
き

た
。そ
れ
は
、今
も
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。こ

う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
反
省
点
は

あ
ま
り
な
い
。そ
の
と
き
そ
の
と
き
に
ベ
ス
ト

の
答
え
だ
と
考
え
た
こ
と
を
や
っ
て
き
た
。ま

だ
現
在
進
行
形
だ
。進
行
形
の
中
の
一
つ
と
し

て
、昨
年
の
6
月
に
第
二
期
の
復
興
連
絡
協
議

会
を
立
ち
上
げ
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
は
震
災
よ
り

き
つ
い
面
が
あ
る
。コ
ロ
ナ
対
応
に
は
、震
災
復

興
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
年
数
が
か
か
る
。覚
悟
を

共
有
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
。ま
ち
づ
く
り
の
提

言
書
の
提
出
に
む
け
て
、今
は
内
容
を
検
討
し

て
い
る
段
階
だ
。第
一
期
Ｆ
Ｒ
Ｋ
か
ら
一
世
代

か
二
世
代
ぐ
ら
い
若
く
な
っ
た
。私
が
一
番
年

上
か
も
し
れ
な
い
。

　
10
年
前
に
震
災
が
あ
っ
て
、ハ
ー
ド
だ
け
で

は
な
く
、そ
れ
ま
で
の
仕
組
み
、し
が
ら
み
も
全

て
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。8
2
7
名
の
方
が
行

方
不
明
や
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。そ
の
中
に

は
震
災
前
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
も
た
く
さ
ん
い

た
。だ
か
ら
仕
組
み
を
も
う
一
度
作
り
直
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
で
は
、こ
れ
ま
で
作
っ
て
き
た

新
し
い
仕
組
み
を
、全
て
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
。レ
ン
ガ
み
ち
を
中
心
と

し
た
部
分
に
人
を
集
め
、繰
り
返
し
来
て
も
ら

え
る
人
を
集
め
る
た
め
に
、イ
ベ
ン
ト
、創
業
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、お
試
し
移
住
な
ど
の
施

策
を
考
え
続
け
て
き
た
。そ
れ
を
全
て
い
っ
た

ん
リ
セ
ッ
ト
し
て
、コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
施
策

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
う
い
う
意
味

で
は
、10
年
前
と
同
じ
こ
と
を
も
う
一
回
Ｆ
Ｒ

Ｋ
２
で
行
う
。も
う
一
度
、指
針
を
た
て
、目
指

す
べ
き
は
そ
こ
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
、そ

こ
を
外
さ
な
い
よ
う
に
行
動
し
続
け
る
こ
と
が

目
的
だ
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

女
川
の
復
興
プ
ロ
セ
ス
を
小
ま
め
に
相
談
し

た
。彼
の
主
張
は
、民
間
で
資
金
を
集
め
て
、ま

ず
は
立
ち
上
が
れ
と
い
う
こ
と
。そ
の
中
で
オ

ガ
ー
ル
の
こ
と
を
知
り
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
や
枠

組
み
を
、女
川
駅
前
の
商
業
エ
リ
ア
の
再
建
、つ

ま
り
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
の
建
設
、管
理
・
運
営
に
応

用
し
よ
う
と
考
え
た
。

　
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
で
の
研
修
は
、土
地
利
用

計
画
や
、建
築
時
の
注
意
事
項
な
ど
が
中
心

だ
っ
た
が
、ま
だ
白
紙
状
態
の
女
川
に
と
っ
て
、

1
年
後
や
2
年
後
に
役
に
立
つ
話
を
聞
か
さ
れ

て
も
し
ょ
う
が
な
い
。参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
ら
な
い
。ぐ
ず
ぐ
ず

の
状
態
を
み
た
木
下
君
に
、怒
ら
れ
な
が
ら
次

回
ま
で
に
会
社
を
つ
く
っ
て
こ
い
と
い
わ
れ
、

2
0
1
2
年
9
月
に
設
立
し
た
の
が
民
間
の
ま

ち
づ
く
り
会
社「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
女
川
合
同

会
社
」。女
川
町
の
青
年
団
体
を
代
表
す
る
民
間

の
人
た
ち
を
中
心
に
集
め
た
。行
政
な
ど
か
ら

支
援
を
待
つ
の
で
は
な
く
、自
分
か
ら
取
り
に

い
っ
た
連
中
を
集
め
た
。ト
ー
タ
ル
で
7
名
。ま

ち
づ
く
り
と
は
経
営
す
る
こ
と
。そ
の
た
め
に

外
貨
を
獲
得
し
、そ
れ
を
地
域
内
で
回
し
、出
て

い
く
の
を
お
さ
え
る
。民
間
事
業
者
は
外
貨
を

稼
ぐ
入
り
口
に
い
る
。建
設
計
画
は
内
需
を
回

す
部
分
の
話
だ
が
、そ
の
手
前
は
民
間
と
し
て

お
さ
え
る
べ
き
。そ
こ
を
考
え
ろ
と
い
う
こ
と

だ
。地
元
に
戻
っ
た
瞬
間
か
ら
自
分
の
事
業
の

再
開
に
四
苦
八
苦
す
る
の
に
、プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
こ
と
や
れ
と
い
う
の
だ
。鬼
だ
と
思
っ

た
。「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
女
川
合
同
会
社
」は「
女

川
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち

上
げ
、水
産
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
水
産
業

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
た
。

　
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
、民
間
事
業
者

や
、青
年
団
体
な
ど
の
業
界
の
中
で
も
、あ
る
程

度
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
取
れ
る
連
中
全
員
が
、不

動
産
、建
築
、ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
を
含

め
た
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。各
業
界
団
体
の

リ
ー
ダ
ー
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
発
言
を
繰

り
返
し
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
共
有
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、町
と
し
て
の
検
討

の
場
の
立
ち
上
げ
を
行
政
に
働
き
か
け
、駅
前

か
ら
続
く
商
店
街
に
出
店
を
予
定
す
る
事
業

者
ら
に
よ
り
、2
0
1
3
年
6
月
に「
女
川
町

中
心
市
街
地
商
業
エ
リ
ア
復
興
協
議
会
」が
設

置
さ
れ
た
。そ
し
て
、こ
こ
で
の
議
論
を
経
て
、

ま
ち
づ
く
り
会
社「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会

社
」が
設
立
さ
れ
た
。資
本
金
は
1
0
0
0
万

円
。出
資
構
成
は
、女
川
町
が
24
％
、女
川
町
商

工
会
が
26
％
、そ
し
て
女
川
町
魚
市
場
買
受
人

協
同
組
合
が
20
％
、（
一
社
）女
川
町
観
光
協
会

が
20
％
。設
立
当
初
は
、「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
女

川
合
同
会
社
」が
残
る
10
％
を
も
っ
て
い
た

が
、女
川
み
ら
い
創
造
の
前
代
表
取
締
役
専
務

で
あ
る
近
江
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
女
川
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム「
コ
バ
ル
ト
ー
レ
女
川
」に

そ
れ
を
譲
渡
し
た
。町
長
は
民
間
が
動
き
や
す

い
環
境
を
作
る
、行
政
の
役
割
は
そ
の
下
支

え
、と
い
う
方
針
な
の
で
、町
議
会
の
承
認
が

い
ら
な
い
よ
う
に
町
の
出
資
比
率
を
抑
え
た
。

　
災
害
危
険
区
域
の
中
に
あ
た
る
の
だ
が
、「
女

川
町
ま
ち
な
か
交
流
館
」と
い
う
公
民
館
を
レ

ン
ガ
み
ち
沿
い
に
つ
く
る
こ
と
に
し
た
。金
融

機
関
も
そ
ば
に
誘
導
し
た
。人
が
集
ま
る
施
設

を
街
の
中
心
部
に
集
め
、人
の
動
線
を
集
中
さ

せ
た
。そ
れ
ら
は
観
光
的
な
見
世
物
で
は
な
い
、

集
客
施
設
で
あ
る
。町
営
駐
車
場
を
そ
の
周
囲

に
配
置
し
た
。み
ん
な
何
を
す
べ
き
か
、同
じ
方

向
性
が
見
え
て
い
た
の
で
、現
在
の
シ
ー
パ
ル

ピ
ア
を
核
と
し
た
駅
前
の
商
業
エ
リ
ア
が
で
き

た
。民
間
だ
け
で
な
く
、行
政
の
区
画
整
理
の
担

当
者
も
よ
く
こ
こ
ま
で
引
っ
張
っ
て
き
た
。素

晴
ら
し
い
と
思
う
。

若
手
が
参
加
で
き
る
土
壌
を
、

リ
ー
ダ
ー
た
ち
が

作
っ
て
く
れ
た

　
女
川
の
町
は
、津
波
で
全
て
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。被
災
し
た
後
、商
工
会
長
の
高
橋
正

典
さ
ん
、当
時
の
観
光
協
会
長
の（
故
）鈴
木
敬

幸
さ
ん
が
、被
災
を
免
れ
た
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
の

工
場
の
前
で
焚
火
を
た
い
て
話
し
て
い
た
。こ

こ
が
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。10
年
前
の
こ
と
な
の

で
、記
憶
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
き
た
が
、民
間

事
業
者
は
ど
れ
だ
け
早
く
事
業
を
再
開
で
き
る

か
、そ
の
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か
、と
い
う
こ

と
を
話
し
て
い
た
と
思
う
。行
政
は
行
政
で
た

い
へ
ん
だ
か
ら
、自
分
た
ち
で
と
に
か
く
何
と

か
す
る
し
か
な
い
と
い
い
、具
体
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
、動
い
て
い
た
。私
は
新
聞
屋
な
の

で
、そ
う
し
た
情
報
を
配
達
し
、商
工
会
青
年
部

に
伝
え
た
り
し
た
。こ
の
こ
と
自
体
が
希
望
だ

っ
た
。新
し
く
、次
に
向
か
っ
て
い
く
話
や
情
報

そ
の
も
の
が
希
望
で
、そ
れ
に
す
が
り
な
が
ら

走
る
し
か
な
か
っ
た
。そ
の
情
報
を
聞
け
る
と

こ
ろ
が
、あ
の
焚
火
の
場
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
民
間
事
業
者
ら
に
よ
る「
女
川
町
復

興
連
絡
協
議
会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」が
で
き
た
。設
立
総

会
で
の
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
の
挨
拶「
還
暦
以
上
は

口
を
出
さ
ず
、責
任
世
代
に
委
ね
る
」を
聞
い

て
、こ
の
人
は
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
、と
思
っ

た
。震
災
前
の
女
川
は
、上
の
世
代
の
人
た
ち
が

が
ん
が
ん
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
い
た
。い
わ
ゆ

る
青
年
部
世
代
、40
代
以
下
ぐ
ら
い
の
連
中
は

言
い
な
り
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
。兵
隊

と
し
て
動
け
ば
よ
か
っ
た
。い
き
な
り
兵
隊
が

指
揮
を
執
れ
と
言
わ
れ
て
も
面
食
ら
う
だ
け
だ

っ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
に
は
商
工
会
の
委
員
会
を
も
と

に
主
要
な
産
業
ご
と
に
委
員
会
が
お
か
れ
た
。

新
た
に
ま
ち
づ
く
り
を
包
括
的
に
考
え
る「
ま

ち
づ
く
り
創
造
委
員
会
」を
設
置
し
、私
は
委
員

長
を
や
れ
と
い
わ
れ
た
。そ
ん
な
覚
悟
は
な
か

っ
た
。と
は
い
え
、発
言
の
趣
旨
は
よ
く
わ
か
っ

た
。何
が
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、と

に
か
く
や
る
し
か
な
い
と
思
っ
た
。

女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
。有
限
会
社
梅
丸
新

聞
店
代
表
取
締
役
。復
幸
ま
ち
づ

く
り
女
川
合
同
会
社 

代
表
社
員
。  

1
9
6
8
年
女
川
町
生
ま
れ
。震

災
後
、民
間
産
業
界
の
組
織
で
あ

る
女
川
町
復
興
連
絡
協
議
会
へ
参
画
。以
来「
目
の
前
に

あ
る
課
題
を
ど
う
解
決
す
る
か
」を
や
り
続
け
て
い
る
。

阿
部
喜
英（
あ
べ・
よ
し
ひ
で
）

参
考
資
料（
主
な
も
の
）

・女
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・『
女
川
町
東
日
本
大
震
災
記
録
誌
』

（
2
0
1
5
年
11
月
）宮
城
県
女
川
町
発
行

・『
女
川
復
幸
の
教
科
書
－
復
興
8
年
の
記
録
と
女
川
の
過
去・現
在・未
来
』

（
2
0
1
9
年
3
月
）（
株
）プ
レ
ス
ア
ー
ト
発
行

・『
東
日
本
大
震
災
遺
構・旧
女
川
交
番
』の
掲
示
内
容

・女
川
町
の
行
政・民
間
事
業
者
ら
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査

（
2
0
2
1
年
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
実
施
）

役
場
企
画
課
内
に
設
置
。復
旧
と
並
行
し
て
、防
災
、産
業
、住
環
境
を
テ
ー
マ
と
す
る
復
興
計
画
の
策
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
開
始
。

復旧期基盤整備期本格
復興期

2011年度2012年度2013年度2014年度2015
年度

2
0
1
6
年
度2018

年度
2017
年度

3
／
25

9
／
25

3
／
16

8
／
5

12
／
23

12
／
23

6
／
14

3
／
28

3
／
23

3
／
21

6
／
23

4
／
15

4
／
1

9
／
11

6
／
7

4
／
3

12
／
27

9
／
6

6
／
24

4
／
29

3
／
18

1
／
30

11
／
13

10
月

9
／
15

7
／
1

5
／
4

5
／
1

4
／
19

4
／
15

3
／
11

女
川
町

概
要（
組
織
に
関
連
す
る
こ
と
）

み
ん
な
、

同
じ
方
向
性
が

見
え
てい
た

　
観
光
に
力
を
入
れ
た
の
は
結
果
論
だ
。被
災

し
た
事
業
者
の
再
建
方
法
を
技
術
的
に
検
討
し

て
い
く
中
で
、単
に
商
業
店
舗
を
再
建
す
る
だ

け
で
は
持
続
可
能
性
は
低
い
。新
し
い
血
を
ど

ん
ど
ん
入
れ
、変
わ
れ
る
仕
組
み
、変
化
で
き
る

仕
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
た
。「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア

女
川
」は
、町
有
地
の
上
に
、民
間
企
業
で
あ
る

「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
」が
施
設
を
建

て
、所
有
す
る
店
舗
群
を
、テ
ナ
ン
ト
方
式
で
運

営
し
、街
並
み
全
体
を
管
理
す
る
仕
組
み
に
し

た
。

　
こ
う
し
た
考
え
方
は
、震
災
か
ら
1
年
後
に

開
業
し
た
仮
設
の「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」で

気
付
い
た
。仮
設
商
店
街
は
、被
災
者
の
事
業
再

建
を
対
象
に
し
た
国
の
補
助
と
、民
間
か
ら
の

寄
付
金
を
も
と
に
造
っ
た
の
だ
が
、寄
付
で
建

て
た
方
に
は
被
災
者
以
外
で
も
入
れ
た
の
で
、

震
災
後
に
起
業
し
た
人
た
ち
も
お
店
を
も
つ
こ

と
が
で
き
た
。

　
女
川
の
復
興
に
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
く
れ
た

小
松
洋
介
君
が
た
ち
あ
げ
た「
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ

ウ
」と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
り
、町
と
一
緒
に「
創

業
本
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
起
業
支
援
を
行

っ
て
い
る
。そ
こ
を
受
講
し
た
方
が
シ
ー
パ
ル

ピ
ア
の
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
お
店
を
だ
し
て
い

る
。そ
の
後
も
、空
き
店
舗
が
出
た
と
き
に
、起

業
し
た
方
も
い
る
。こ
う
し
て
女
川
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
い
う
人
が
他
地
域
か
ら
も
や
っ

て
来
て
、お
店
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。新
し
い

お
店
が
い
ろ
い
ろ
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
仙
台

圏
か
ら
も
集
客
で
き
て
い
る
。

　
震
災
前
は
人
が
繰
り
返
し
来
て
く
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、そ
の
う
ち
女
川
の
良
さ
に
気
づ
き
、

定
住
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
た
。足
を
運
ぶ

き
っ
か
け
が
な
く
、女
川
を
知
ら
な
い
か
ら
住

む
人
が
少
な
い
と
思
っ
て
い
た
。し
か
し
そ
れ

は
違
う
。雇
用
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ

い
た
。被
災
し
て
、ゼ
ロ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
と
き
に
、新
規
創
業
者
の
受
け
皿
を
広
く

持
つ
、一
切
拒
絶
し
な
い
か
ら
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
く
れ
、と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
出
し
続
け
た
。

　
2
0
1
5
年
か
ら
は「
あ
た
ら
し
い
ス
タ
ー

ト
が
世
界
一
生
ま
れ
る
町
へ
。ST

A
R

T
! 

O
N

A
G

A
W

A

」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

つ
か
っ
て
い
る
。シ
ー
パ
ル
ピ
ア
で
の
出
店
が

機
に
な
っ
た
人
だ
け
で
な
く
、テ
レ
ワ
ー
ク
で

も
十
分
に
仕
事
が
で
き
る
、と
い
っ
て
引
っ
越

し
て
く
る
方
も
い
る
。自
分
が
や
り
た
い
こ
と

を
女
川
だ
っ
た
ら
で
き
る
と
い
う
こ
と
ら
し

い
。小
さ
な
レ
ベ
ル
だ
が
応
援
す
る
雰
囲
気
が

あ
る
。そ
こ
を
粋
に
感
じ
る
。空
気
感
が
い
い
か

ら
、家
族
で
住
む
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
た
方
が

増
え
て
き
て
い
る
。

　
女
川
の
震
災
復
興
の
過
程
は
地
方
創
生
だ
。

こ
の
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

2
0
1
2
年
か
3
年
だ
っ
た
と
思
う
が
、

2
0
1
1
年
に
復
興
の
計
画
を
考
え
る
段
階
か

ら
や
っ
て
き
た
こ
と
は
地
方
創
生
そ
の
も
の

だ
。ど
う
し
た
ら
地
域
の
課
題
が
解
決
で
き
る

か
を
考
え
て
き
た
。イ
ベ
ン
ト
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ

な
ど
で
、単
に
人
を
寄
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
観

光
は
失
敗
す
る
。人
を
集
め
る
こ
と
で
何
を
成

し
遂
げ
た
い
の
か
。シ
ー
パ
ル
ピ
ア
は
観
光
地

と
い
う
よ
り
ロ
ー
カ
ル
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

だ
と
思
っ
て
い
る
。シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に

よ
る
集
客
と
、観
光
地
の
集
客
は
何
が
違
う
の

か
。そ
も
そ
も
観
光
と
は
何
か
を
自
分
の
中
で

問
う
て
い
る
。頻
繁
に
来
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に

し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
と
は

経
営
す
る
こ
と

　
民
間
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
は
、岩
手
県
紫
波

町
の「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
参
考
に
し

た
。何
度
も
現
地
を
訪
れ
た
。ま
た
、こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
仕
掛
け
人
で
あ
る
岡
崎
正
信
さ
ん

ら
に
よ
る「
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」に
、何
人
も
繰

り
返
し
参
加
し
た
。行
政
も
民
間
も
、中
心
市
街

地
の
復
興
に
関
わ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
全
員
が
同
じ

も
の
を
見
て
、同
じ
こ
と
を
学
ん
だ
。き
っ
か
け

は
ま
ち
づ
く
り
事
業
家
の
木
下
斉
君
と
の
交
流

だ
。被
災
か
ら
1
カ
月
以
上
た
ち
、よ
う
や
く
パ

ソ
コ
ン
が
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

1

女
川
町
商
工
会
、女
川
魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合
、女
川
町
観
光
協
会
、宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
女
川
町
支

所
、女
川
水
産
加
工
協
同
組
合
な
ど
が
中
心
と
な
り
発
足
。会
長（
商
工
会
長
）の
も
と
に
5
つ
の
委
員
会
を
お

く
。事
務
局
は
商
工
会
事
務
局
が
担
当
。

委
員
長
は
鈴
木
浩
福
島
大
学
名
誉
教
授
。外
部
有
識
者
、町
内
主
要
産
業
団
体
、住
民
団
体
代
表
者
ら
12
名

に
よ
り
構
成
。事
務
局
は
復
興
推
進
室
が
担
当
。

会
長
は
女
川
魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合
理
事
長
。町
内
主
要
団
体
代
表
者
、行
政
の
課
長
ら
で
構
成
。町
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進
、見
直
し
、改
善
に
関
す
る
意
見
交
換
が
目
的
。事
務
局

は
復
興
推
進
室
が
担
当
。

「
女
川
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」の
下
部
組
織
。メ
ン
バ
ー
は
協
議
会
委
員
の
推
薦
お
よ
び
一
般
公
募
に
よ

り
構
成
。町
民
の
意
見
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
、復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
町
民
が
主
体
的
に
関
わ
る
体
制
を
目

指
す
。推
進
協
議
会
は
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
の
場
で
あ
り
、実
質
的
な
検
討・協
議
は
こ
こ
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。

女
川
町
の
青
年
団
体
を
代
表
す
る
民
間
人
7
名
に
よ
る
。行
政
と
連
携
し「
女
川
ブ
ラ
ン
ディン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
立
ち
上
げ
、水
産
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
水
産
業
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
。

町
内
で
の
活
動
人
口
の
増
大
を
目
的
に
設
立
。「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ーCam

ass

」を
活
動
拠
点
に
、町
外

か
ら
訪
れ
る
人
た
ち
の
活
動
、交
流
の
促
進
を
支
援
。

商
工
会
メ
ン
バ
ー
な
ど
で
構
成
。『
女
川
町
ま
ち
な
か
再
生
計
画
』を
策
定
。事
務
局
は
役
場
産
業
振
興
課
と
商

工
会
事
務
局
が
担
当
。

平
野
勝
也
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
准
教
授
を
委
員
長
と
す
る
3
名
の
都
市
計
画
専
門
家
と
、町

長
に
よ
り
構
成
。町
民
参
加
の
公
開
の
場
で
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
か
ら
具
体
案
ま
で
議
論
す
る
。事
務
局
は
復

興
推
進
課
が
担
当
。

役
場
産
業
振
興
課
内
に
設
置
。駅
前
商
店
街
エ
リ
ア
の
民
間
に
よ
る
開
設・運
営
の
支
援
を
目
的
に
各
課
横

断・調
整
が
主
な
役
割
。

駅
前
商
店
街
エ
リ
ア
の
計
画
、施
工
、運
営
を
行
う
ま
ち
づ
く
り
会
社
。資
本
金
1
0
0
0
万
円
。当
初
の
出
資

構
成
は
、女
川
町
24
％
、女
川
町
商
工
会
26
％
、女
川
魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合
20
％
、（一
社
）女
川
町
観
光
協

会
20
％
、復
幸
ま
ち
づ
く
り
女
川
合
同
会
社
10
％
。

東
日
本
大
震
災
発
生

「
女
川
町
復
興
推
進
室
」設
置

「
女
川
町
復
興
連
絡
協
議
会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」発
足

「
女
川
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会
」設
置

「
お
な
が
わ
復
幸
市
」開
催

「
女
川
コ
ン
テ
ナ
村
商
店
街
」開
業

「
女
川
町
復
興
計
画
」議
決

「
女
川
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」設
置

「
須
田
善
明
町
長
」就
任

Ｆ
Ｒ
Ｋ
が
町
と
町
議
会
に「
復
興
提
言
書
」を
提
出

「
第
1
回
女
川
町
商
店
街
復
幸
祭
」開
催

「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」開
業

「
女
川
町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」設
置

「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
合
同
会
社
」設
立

ホ
テ
ル「
エ
ル
フ
ァ
ロ（
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
宿
泊
村
）」開
業

「
N
P
O
法
人
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
」設
立

「
女
川
町
中
心
市
街
地
商
業
エ
リ
ア
復
興
協
議
会
」設
置

「
女
川
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
」設
置

「
女
川
町
公
民
連
携
室
」設
置

「
公
民
連
携
に
よ
る
商
業
エ
リ
ア
復
興
基
本
方
針
」施
行

「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
」設
立

「
お
な
が
わ
復
興
ま
ち
び
ら
き
2
0
1
5
春
」開
催

「
J
R
女
川
駅
」開
業

女
川
温
泉「
ゆ
ぽ
っ
ぽ
」開
業

女
川
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー「
C
a
m
a
s
s（
カ
マ
ス
）」開
業

女
川
水
産
体
験
館「
あ
が
い
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」オ
ー
プ
ン

「
お
な
が
わ
復
興
ま
ち
び
ら
き
2
0
1
5
冬
」開
催

「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
」開
業 「
女
川
町
ま
ち
な
か
交
流
館
」開
業

地
元
市
場「
ハ
マ
テ
ラ
ス
」開
業

ホ
テ
ル「
エ
ル
フ
ァ
ロ
」本
設
開
業

旅
の
情
報
館「
ぷ
ら
っ
と
」開
業

「
女
川
町
役
場
新
庁
舎
」完
成

「
女
川
町
復
幸
祭
F
I
N
A
L
」開
催

宮城県4

24

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



共
有
、9
）ビ
ジ
ョ
ン
達
成
に
向
け
た
手
法
の
検

討
・
具
体
化
・
共
有
の
場
を
設
置
・
開
催
、10
）議

論
参
加
に
よ
る
責
任
感
と
相
互
の
信
頼
・
扶
助

の
発
揮
、な
ど
が
実
効
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
作

り
出
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、11
）町
長
の
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
、12
）民
間
に
も
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
も
っ
た
人
材
が
世
代
ご
と
に
存
在
、13
）外
部

か
ら
の
支
援
、14
）一
流
の
専
門
家
ら
と
の
協

働
、そ
し
て
15
）リ
ー
ダ
ー
の
考
え
を
実
務
化

し
、社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
営
し
、諸
計
画
の

実
践
を
担
う
事
務
局
担
当
者
の
情
熱
と
行
動
力

が
あ
っ
て
こ
そ
、現
場
が
動
い
た
と
考
え
る
。

街
地
商
業
エ
リ
ア
復
興
協
議
会（
2
0
1
3
年

6
月
設
置
）」で
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。議
論
は

も
っ
ぱ
ら
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
機

関
に
つ
い
て
。そ
の
後
、女
川
町
が
出
し
た『
公

民
連
携
に
よ
る
商
業
エ
リ
ア
復
興
基
本
方
針

（
2
0
1
4
年
4
月
15
日
施
行
）』に
は
、『
民
間

が
行
政
の
協
力
を
得
な
が
ら
新
し
い
公
共
と
し

て
の「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」を
動
か
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。中
心
市
街
地
の
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
会
社
は
、地
域
密
着
型
の
公

益
性
と
企
業
性
を
併
せ
持
ち
、デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
と
し
て
ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
中
心

市
街
地
の
再
生
に
取
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。商
業
施
設
・
集
客
施
設
の
整
備
と
運
営
管

理
、併
せ
て
商
業
エ
リ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

を
担
う
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
地
域
関
係
者
と
の

出
資
に
よ
り
設
立
す
る
。（
筆
者
要
約
）』と
記
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
民
間
主
導
公
民
連
携
を
具
現
化
し

た
第
三
セ
ク
タ
ー
の「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式

会
社
」が
2
0
1
4
年
6
月
23
日
に
設
立
さ
れ

た
。行
政
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
町
役
場
の
中
に

「
公
民
連
携
室（
2
0
1
4
年
4
月
1
日
）」を
設

置
し
、こ
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
支
援
す
る
体

制
を
整
備
し
た
。

　
一
方
、ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み
で
は
、外
部
の

専
門
家
を
委
員
と
し
て
招
聘
し
た「
女
川
町
ま

ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議（
2
0
1
3
年
9

月
）」を
設
置
。事
業
者
や
住
民
の
意
見
を
取
り

込
ん
で
、高
台
住
宅
地
、商
業
施
設
が
立
地
す
る

市
街
地
、メ
モ
リ
ア
ル
公
園
や
漁
港
施
設
な
ど

も
含
め
、新
し
い
女
川
の
町
を
具
体
的
に
描
い

て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
、Ｊ
Ｒ
女
川
駅
か
ら
海
に
向
っ
て
ま

っ
す
ぐ
続
く
レ
ン
ガ
み
ち
に
沿
っ
て
、テ
ナ
ン

ト
型
商
業
施
設
「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川

（
2
0
1
5
年
12
月
23
日
開
業
）」が
完
成
。27
店

舗
が
入
居
し
て
営
業
を
開
始
す
る
。そ
の
1
年

後
に
は「
地
元
市
場
ハ
マ
テ
ラ
ス（
2
0
1
6
年

12
月
23
日
開
業
）」が
オ
ー
プ
ン
。商
業
関
連
の

大
規
模
施
設
の
建
設
は
こ
れ
で
ひ
と
段
落
し

た
。い
ま
で
は
仙
台
圏
を
中
心
に
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
、賑
わ
い
を
つ
く
り
、週
末
に
は
人
気

店
の
前
に
待
ち
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
。

ま
た
、U
タ
ー
ン
者
や
移
住
者
が
起
業
し
、シ
ー

パ
ル
ピ
ア
に
個
性
的
な
店
舗
を
構
え
て
い
る
。

　
震
災
前
の
女
川
は
、多
く
の
こ
と
が
行
政
主

導
民
間
参
加
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。事
業
者
団

体
の
横
の
つ
な
が
り
は
希
薄
だ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、復
興（
復
幸
）の
過
程
で
は
、経
済
界
が

結
束
し
、住
民
、民
間
事
業
者
ら
が
意
見
を
交
わ

す
場
が
設
け
ら
れ
、そ
こ
で
の
提
言
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
計
画
づ
く
り
、事
業
執
行
が
行

わ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、ま
さ
に

民
間
主
導
の
公
民
連
携
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
で
あ
る
。

　
背
景
に
は
、1
）被
災
前
か
ら
人
口
減
少
と
い

う
危
機
感
が
民
間
の
中
で
共
有
さ
れ
て
い
た
、

2
）被
災
直
後
の
行
政
は
生
活
基
盤
づ
く
り
に

追
わ
れ
た
、3
）全
て
を
失
い
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
だ
っ
た
、4
）小
さ
な
町
な
の
で
ま
と
ま
り

や
す
か
っ
た
、5
）時
代
の
変
化
に
先
駆
け
て
自

分
た
ち
で
な
ん
と
か
す
る
と
い
う
気
質
が
従
前

よ
り
あ
っ
た
、と
い
う
女
川
町
固
有
の
要
因
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
、6
）ビ
ジ
ョ
ン
が
明
快
で
ぶ
れ
な

い
、7
）ビ
ジ
ョ
ン
が
町
民
に
広
く
浸
透
、8
）参

照
す
る
先
行
事
例
を
キ
ー
マ
ン
ら
が
体
験
的
に

　
女
川
町
は
最
大
津
波
高
14
・
8
メ
ー
ト
ル（
津

波
浸
水
高
20
・
3
ｍ
）の
大
津
波
に
よ
り
、死
者
・

死
亡
認
定
者
8
2
7
名（
人
口
の
8
・
3
％
）、住

家
全
壊
2
9
2
4
棟（
住
宅
総
数
の
66
・
3
％
）

と
い
う
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。行
政
が
被
災

者
の
捜
索
や
生
活
基
盤
と
な
る
物
資
調
達
、避

難
所
運
営
に
追
わ
れ
る
中
で
、町
の
商
工
会
長

は
1
0
0
年
先
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
方
を
示
し
、復
興
に
向
け
て
民
間
が
一
つ
に

な
っ
た
組
織
の
立
ち
上
げ
を
指
示
。そ
し
て
被

災
か
ら
一
か
月
あ
ま
り
、2
0
1
1
年
4
月
19

日
に
、女
川
町
商
工
会
、女
川
魚
市
場
買
受
人
協

同
組
合
、女
川
町
観
光
協
会
、宮
城
県
漁
業
協
同

組
合
女
川
町
支
所
、女
川
水
産
加
工
協
同
組
合

な
ど
が
中
心
と
な
り
、「
女
川
町
復
興
連
絡
協
議

会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」が
発
足
し
た
。

　
そ
の
設
立
総
会
の
挨
拶
で
、商
工
会
長
は『
還

暦
以
上
口
出
す
な
』と
発
言
。次
の
世
代
に
町
の

将
来
を
託
し
、そ
れ
ま
で
町
の
中
心
と
し
て
活

躍
し
て
き
た
世
代
は
盾
と
な
っ
て
支
え
る
こ
と

を
伝
え
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
代
表
は
商
工
会
長
が
務

め
、「
ま
ち
づ
く
り
創
造
」「
水
産
関
連
」「
商
業
関

連
」「
サ
ー
ビ
ス
関
連
」「
建
設
工
業
」の
５
つ
の

委
員
会
を
設
置
。各
委
員
会
で
の
協
議
内
容
や
、

構
成
員
の
所
属
団
体
・
組
織
で
話
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
、月
一
度
の
全
体
会
議
で
報
告
・
共
有
さ

れ
た
。

　
一
方
の
行
政
は
、「
復
興
推
進
室（
4
月
15

日
）」、「
女
川
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会（
5
月

1
日
）」を
設
置
し
、復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

検
討
を
開
始
。『
減
災
』と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、海
と
と
も
に
生
き
て
い
く
た
め
、陸
と
海
を

遮
る
も
の
を
造
ら
ず
、居
住
地
は
高
台
に
移
る
。

か
さ
上
げ
し
た
J
R
女
川
駅
周
辺
を
町
の
ヘ
ソ

と
し
、そ
こ
に
都
市
機
能
と
動
線
を
集
約
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
町
を
目
指
す
。こ
う
し
た
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た『
女
川
町
復
興
計
画

（
計
画
期
間
8
年
間
）
』
が
町
議
会
で
可
決

※計画期区分は『女川町復興計画』による。復興計画期間の終了に伴い2019年度からは『女川町総合計画』がスタートした。

（
2
0
1
1
年
9
月
）さ
れ
た
。こ
こ
に
は
Ｆ
Ｒ

Ｋ
が
提
案
し
た『
女
川
町
復
興
計
画
の
基
本
的

考
え
方
‐
1
0
0
年
先
に
向
け
た
女
川
町
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
‐
』が
骨
子
と
し
て
反
映
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
経
過
を
へ
て
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
は『
住
み
残

る
、住
み
戻
る
、住
み
来
た
る
』町
を
理
念
と
す

る『
復
興
提
言
書
』を
ま
と
め
、2
0
1
2
年
1

月
に
須
田
善
明
新
町
長（
2
0
1
1
年
11
月
就

任
）と
町
議
会
に
提
出
。こ
の
中
に
商
工
業
者
が

連
携
し
な
が
ら
復
興
を
目
指
す
法
人「
町
づ
く

り
事
業
組
合（
仮
称
）」の
設
立
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
と
し
て
の
活
動
は
、こ
れ
が
一
区

切
り
と
な
っ
た
。そ
の
後
、地
元
産
業
・
住
民
参

加
型
の
取
り
組
み
は
、町
長
が
設
置
し
た「
女
川

町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
2
0
1
2
年
6
月
設
置
）」を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
頃
、民
間
に
よ
る
商
業
活
動
は
、商
工
会

青
年
部
が
中
心
と
な
っ
た「
お
な
が
わ
復
幸
市

（
2
0
1
1
年
5
月
4
日
）」の
開
催
を
き
っ
か

け
に
再
開
し
、7
月
に
は
仮
設
商
店
街「
女
川
コ

ン
テ
ナ
村
商
店
街（
7
月
1
日
）」を
開
業
。民
設

民
営
の
た
め
、公
平
性
を
気
に
か
け
る
こ
と
な

く
、そ
の
時
に
立
ち
上
が
れ
る
人
が
出
店
し
た

と
い
う
。被
災
地
の
中
で
は
最
も
早
く
で
き
た

仮
設
商
店
街
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。続
い
て
商

工
会
主
導
に
よ
り「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」の

準
備
が
進
め
ら
れ
、被
災
地
最
大
級
の
仮
設
商

店
街
が
2
0
1
2
年
4
月
29
日
オ
ー
プ
ン
し

た
。被
災
事
業
者
限
定
と
い
う
制
約
に
と
ら
わ

れ
ず
、震
災
後
の
起
業
者
も
出
店
す
る
な
ど
、創

業
支
援
機
能
も
備
え
て
い
た
。こ
う
し
た
方
向

性
は
、新
た
に
つ
く
る
商
業
施
設
に
も
受
け
継

が
れ
て
い
く
。

　
新
し
い
女
川
の
象
徴
、に
ぎ
わ
い
拠
点
と
な

る
商
業
エ
リ
ア
の
整
備
運
営
方
針
は
、商
工
会

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
た「
女
川
町
中
心
市

　
お
ま
え
の
好
き
に
し
ろ
、と
言
わ
れ
た
の
で
、

ま
ず
は
町
内
の
青
年
団
体
の
ト
ッ
プ
を
メ
ン
バ

ー
に
集
め
、話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
か

ら
始
め
た
。先
輩
方
は
本
当
に
主
要
な
決
定
権

を
与
え
て
く
れ
た
。決
定
す
る
場
に
若
手
が
参

加
で
き
る
土
壌
を
き
ち
ん
と
作
っ
て
く
れ
た
。

一
方
で
、発
言
し
た
以
上
は
お
ま
え
ら
も
ち
ゃ

ん
と
責
任
取
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
、と
い
う
こ

と
も
言
わ
れ
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
設
立
総
会
に
は
約
50
人
が
参
加
し

た
。当
時
の
女
川
の
産
業
界
は
、マ
サ
ノ
リ
さ
ん

ノ
リ
ユ
キ
さ
ん
と
い
う
全
く
キ
ャ
ラ
の
違
う
2

人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
動
い
て
い
た
。青
山

貴
博
さ
ん
と
私
は
そ
の
右
腕
と
し
て
動
い
た
。

Ｆ
Ｒ
Ｋ
に
は
戦
略
室
と
い
う
の
が
あ
り
、黄
川

田
喜
蔵
さ
ん
が
室
長
、「
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
」の

小
松
君
が
ア
シ
ス
ト
し
て
い
た
。黄
川
田
さ
ん

は
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
世
代
。私
の
世
代
、つ
ま
り
リ

ー
ダ
ー
の
支
援
の
も
と
で
動
い
て
い
た
若
い
連

中
が
、い
ま
は
独
立
し
た
事
業
体
を
つ
く
る
と

い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
と
し
て
の
復
興
計
画
の
原
案
は
黄
川

田
さ
ん
が
作
っ
た
。10
年
た
っ
た
今
で
も
、地
方

創
生
と
い
う
文
脈
で
み
れ
ば
、女
川
だ
け
じ
ゃ

な
く
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
通
用
す
る
内
容
だ
と

思
う
。ま
た
、復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
民
間
が

主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
必
要

だ
と
行
政
に
伝
え
、「
女
川
町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」が
設
置
さ
れ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
の

メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

は
い
り
、こ
れ
ま
で
民
間
で
議
論
し
て
き
た
こ

と
を
町
が
つ
く
っ
た
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
協
議
会

の
場
で
も
発
言
し
、事
業
を
具
体
化
さ
せ
て
い

っ
た
。

民
間
主
導
、行
政
参
加

　
女
川
は
、震
災
前
は
行
政
主
導
の
民
間
参
加

型
だ
っ
た
。震
災
後
は
民
間
主
導
行
政
参
加
型
、

民
間
主
導
の
公
民
連
携
と
も
い
わ
れ
る
。逆
に

公
が
主
導
す
る
公
民
連
携
は
成
り
立
た
な
い
と

思
う
。何
か
あ
れ
ば
行
政
に
助
け
て
ほ
し
い
と

い
う
感
覚
が
出
て
く
る
。民
間
主
導
行
政
参
加

型
の
公
民
連
携
が
こ
の
10
年
間
の
女
川
を
動
か

し
て
き
た
枠
組
み
だ
。

　
外
部
の
専
門
家
ら
と
も
う
ま
く
協
働
で
き

た
と
思
う
。コ
ン
サ
ル
に
し
て
や
ら
れ
た
、と
い

う
こ
と
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、そ
れ
は
情
報
を

持
っ
て
な
い
か
ら
。女
川
は
、実
績
の
あ
る
人
に

直
接
声
を
か
け
た
。例
え
ば
、小
野
寺
康
さ
ん

に
は
、駅
前
か
ら
続
く
レ
ン
ガ
の
広
場
の
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
を
お
願
い
し
た
。東
京

駅
前
の
行
幸
通
り
や
、門
司
港
レ
ト
ロ
の
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
を
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
方
だ
。そ
う

し
た
街
並
み
が
町
長
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で

一
本
釣
り
で
お
願
い
し
た
。後
背
の
傾
斜
地
の

住
宅
地
の
設
計
に
は
、自
然
を
生
か
し
た
風
景

に
変
え
ら
れ
る
専
門
家
と
し
て
、宇
野
健
一
さ

ん
を
呼
ん
だ
。東
北
大
学
災
害
復
興
実
践
学
分

野
の
平
野
勝
也
准
教
授
に
も
入
っ
て
も
ら
っ

た
。い
く
つ
も
の
被
災
地
復
興
事
業
に
関
わ
っ

て
い
る
方
だ
。こ
う
す
べ
き
だ
と
い
う
持
論
が

あ
っ
て
も
関
係
者
間
の
調
整
の
中
で
そ
の
と
お

り
に
進
め
な
い
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
る
中
、女
川

だ
と
本
領
発
揮
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。こ
う
し
た
人
た
ち
が
加
わ
っ
た「
女
川
町
復

興
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
」が
中
心
と
な

っ
て
、新
し
い
女
川
の
町
を
具
体
的
に
描
い
て

い
っ
た
。

　
こ
う
し
て
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、女
川
は

小
さ
な
町
だ
と
い
う
の
と
、被
災
の
度
合
い
が

大
き
か
っ
た
こ
と
の
2
点
だ
と
思
う
。小
さ
な

中
に
全
て
の
決
定
権
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。そ

の
中
で
、早
い
段
階
で
Ｆ
Ｒ
Ｋ
が
方
向
性
を
示

し
た
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
。

　
こ
の
10
年
間
は
、目
の
前
に
あ
る
課
題
を
ど

う
解
決
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
や
り
続
け
て
き

た
。そ
れ
は
、今
も
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。こ

う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
反
省
点
は

あ
ま
り
な
い
。そ
の
と
き
そ
の
と
き
に
ベ
ス
ト

の
答
え
だ
と
考
え
た
こ
と
を
や
っ
て
き
た
。ま

だ
現
在
進
行
形
だ
。進
行
形
の
中
の
一
つ
と
し

て
、昨
年
の
6
月
に
第
二
期
の
復
興
連
絡
協
議

会
を
立
ち
上
げ
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
は
震
災
よ
り

き
つ
い
面
が
あ
る
。コ
ロ
ナ
対
応
に
は
、震
災
復

興
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
年
数
が
か
か
る
。覚
悟
を

共
有
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
。ま
ち
づ
く
り
の
提

言
書
の
提
出
に
む
け
て
、今
は
内
容
を
検
討
し

て
い
る
段
階
だ
。第
一
期
Ｆ
Ｒ
Ｋ
か
ら
一
世
代

か
二
世
代
ぐ
ら
い
若
く
な
っ
た
。私
が
一
番
年

上
か
も
し
れ
な
い
。

　
10
年
前
に
震
災
が
あ
っ
て
、ハ
ー
ド
だ
け
で

は
な
く
、そ
れ
ま
で
の
仕
組
み
、し
が
ら
み
も
全

て
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。8
2
7
名
の
方
が
行

方
不
明
や
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。そ
の
中
に

は
震
災
前
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
も
た
く
さ
ん
い

た
。だ
か
ら
仕
組
み
を
も
う
一
度
作
り
直
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
で
は
、こ
れ
ま
で
作
っ
て
き
た

新
し
い
仕
組
み
を
、全
て
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
。レ
ン
ガ
み
ち
を
中
心
と

し
た
部
分
に
人
を
集
め
、繰
り
返
し
来
て
も
ら

え
る
人
を
集
め
る
た
め
に
、イ
ベ
ン
ト
、創
業
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、お
試
し
移
住
な
ど
の
施

策
を
考
え
続
け
て
き
た
。そ
れ
を
全
て
い
っ
た

ん
リ
セ
ッ
ト
し
て
、コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
施
策

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
う
い
う
意
味

で
は
、10
年
前
と
同
じ
こ
と
を
も
う
一
回
Ｆ
Ｒ

Ｋ
２
で
行
う
。も
う
一
度
、指
針
を
た
て
、目
指

す
べ
き
は
そ
こ
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
、そ

こ
を
外
さ
な
い
よ
う
に
行
動
し
続
け
る
こ
と
が

目
的
だ
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

女
川
の
復
興
プ
ロ
セ
ス
を
小
ま
め
に
相
談
し

た
。彼
の
主
張
は
、民
間
で
資
金
を
集
め
て
、ま

ず
は
立
ち
上
が
れ
と
い
う
こ
と
。そ
の
中
で
オ

ガ
ー
ル
の
こ
と
を
知
り
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
や
枠

組
み
を
、女
川
駅
前
の
商
業
エ
リ
ア
の
再
建
、つ

ま
り
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
の
建
設
、管
理
・
運
営
に
応

用
し
よ
う
と
考
え
た
。

　
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
で
の
研
修
は
、土
地
利
用

計
画
や
、建
築
時
の
注
意
事
項
な
ど
が
中
心

だ
っ
た
が
、ま
だ
白
紙
状
態
の
女
川
に
と
っ
て
、

1
年
後
や
2
年
後
に
役
に
立
つ
話
を
聞
か
さ
れ

て
も
し
ょ
う
が
な
い
。参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
ら
な
い
。ぐ
ず
ぐ
ず

の
状
態
を
み
た
木
下
君
に
、怒
ら
れ
な
が
ら
次

回
ま
で
に
会
社
を
つ
く
っ
て
こ
い
と
い
わ
れ
、

2
0
1
2
年
9
月
に
設
立
し
た
の
が
民
間
の
ま

ち
づ
く
り
会
社「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
女
川
合
同

会
社
」。女
川
町
の
青
年
団
体
を
代
表
す
る
民
間

の
人
た
ち
を
中
心
に
集
め
た
。行
政
な
ど
か
ら

支
援
を
待
つ
の
で
は
な
く
、自
分
か
ら
取
り
に

い
っ
た
連
中
を
集
め
た
。ト
ー
タ
ル
で
7
名
。ま

ち
づ
く
り
と
は
経
営
す
る
こ
と
。そ
の
た
め
に

外
貨
を
獲
得
し
、そ
れ
を
地
域
内
で
回
し
、出
て

い
く
の
を
お
さ
え
る
。民
間
事
業
者
は
外
貨
を

稼
ぐ
入
り
口
に
い
る
。建
設
計
画
は
内
需
を
回

す
部
分
の
話
だ
が
、そ
の
手
前
は
民
間
と
し
て

お
さ
え
る
べ
き
。そ
こ
を
考
え
ろ
と
い
う
こ
と

だ
。地
元
に
戻
っ
た
瞬
間
か
ら
自
分
の
事
業
の

再
開
に
四
苦
八
苦
す
る
の
に
、プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
こ
と
や
れ
と
い
う
の
だ
。鬼
だ
と
思
っ

た
。「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
女
川
合
同
会
社
」は「
女

川
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち

上
げ
、水
産
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
水
産
業

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
た
。

　
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
、民
間
事
業
者

や
、青
年
団
体
な
ど
の
業
界
の
中
で
も
、あ
る
程

度
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
取
れ
る
連
中
全
員
が
、不

動
産
、建
築
、ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
を
含

め
た
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。各
業
界
団
体
の

リ
ー
ダ
ー
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
発
言
を
繰

り
返
し
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
共
有
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、町
と
し
て
の
検
討

の
場
の
立
ち
上
げ
を
行
政
に
働
き
か
け
、駅
前

か
ら
続
く
商
店
街
に
出
店
を
予
定
す
る
事
業

者
ら
に
よ
り
、2
0
1
3
年
6
月
に「
女
川
町

中
心
市
街
地
商
業
エ
リ
ア
復
興
協
議
会
」が
設

置
さ
れ
た
。そ
し
て
、こ
こ
で
の
議
論
を
経
て
、

ま
ち
づ
く
り
会
社「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会

社
」が
設
立
さ
れ
た
。資
本
金
は
1
0
0
0
万

円
。出
資
構
成
は
、女
川
町
が
24
％
、女
川
町
商

工
会
が
26
％
、そ
し
て
女
川
町
魚
市
場
買
受
人

協
同
組
合
が
20
％
、（
一
社
）女
川
町
観
光
協
会

が
20
％
。設
立
当
初
は
、「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
女

川
合
同
会
社
」が
残
る
10
％
を
も
っ
て
い
た

が
、女
川
み
ら
い
創
造
の
前
代
表
取
締
役
専
務

で
あ
る
近
江
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
女
川
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム「
コ
バ
ル
ト
ー
レ
女
川
」に

そ
れ
を
譲
渡
し
た
。町
長
は
民
間
が
動
き
や
す

い
環
境
を
作
る
、行
政
の
役
割
は
そ
の
下
支

え
、と
い
う
方
針
な
の
で
、町
議
会
の
承
認
が

い
ら
な
い
よ
う
に
町
の
出
資
比
率
を
抑
え
た
。

　
災
害
危
険
区
域
の
中
に
あ
た
る
の
だ
が
、「
女

川
町
ま
ち
な
か
交
流
館
」と
い
う
公
民
館
を
レ

ン
ガ
み
ち
沿
い
に
つ
く
る
こ
と
に
し
た
。金
融

機
関
も
そ
ば
に
誘
導
し
た
。人
が
集
ま
る
施
設

を
街
の
中
心
部
に
集
め
、人
の
動
線
を
集
中
さ

せ
た
。そ
れ
ら
は
観
光
的
な
見
世
物
で
は
な
い
、

集
客
施
設
で
あ
る
。町
営
駐
車
場
を
そ
の
周
囲

に
配
置
し
た
。み
ん
な
何
を
す
べ
き
か
、同
じ
方

向
性
が
見
え
て
い
た
の
で
、現
在
の
シ
ー
パ
ル

ピ
ア
を
核
と
し
た
駅
前
の
商
業
エ
リ
ア
が
で
き

た
。民
間
だ
け
で
な
く
、行
政
の
区
画
整
理
の
担

当
者
も
よ
く
こ
こ
ま
で
引
っ
張
っ
て
き
た
。素

晴
ら
し
い
と
思
う
。

若
手
が
参
加
で
き
る
土
壌
を
、

リ
ー
ダ
ー
た
ち
が

作
っ
て
く
れ
た

　
女
川
の
町
は
、津
波
で
全
て
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。被
災
し
た
後
、商
工
会
長
の
高
橋
正

典
さ
ん
、当
時
の
観
光
協
会
長
の（
故
）鈴
木
敬

幸
さ
ん
が
、被
災
を
免
れ
た
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
の

工
場
の
前
で
焚
火
を
た
い
て
話
し
て
い
た
。こ

こ
が
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。10
年
前
の
こ
と
な
の

で
、記
憶
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
き
た
が
、民
間

事
業
者
は
ど
れ
だ
け
早
く
事
業
を
再
開
で
き
る

か
、そ
の
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か
、と
い
う
こ

と
を
話
し
て
い
た
と
思
う
。行
政
は
行
政
で
た

い
へ
ん
だ
か
ら
、自
分
た
ち
で
と
に
か
く
何
と

か
す
る
し
か
な
い
と
い
い
、具
体
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
、動
い
て
い
た
。私
は
新
聞
屋
な
の

で
、そ
う
し
た
情
報
を
配
達
し
、商
工
会
青
年
部

に
伝
え
た
り
し
た
。こ
の
こ
と
自
体
が
希
望
だ

っ
た
。新
し
く
、次
に
向
か
っ
て
い
く
話
や
情
報

そ
の
も
の
が
希
望
で
、そ
れ
に
す
が
り
な
が
ら

走
る
し
か
な
か
っ
た
。そ
の
情
報
を
聞
け
る
と

こ
ろ
が
、あ
の
焚
火
の
場
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
民
間
事
業
者
ら
に
よ
る「
女
川
町
復

興
連
絡
協
議
会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」が
で
き
た
。設
立
総

会
で
の
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
の
挨
拶「
還
暦
以
上
は

口
を
出
さ
ず
、責
任
世
代
に
委
ね
る
」を
聞
い

て
、こ
の
人
は
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
、と
思
っ

た
。震
災
前
の
女
川
は
、上
の
世
代
の
人
た
ち
が

が
ん
が
ん
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
い
た
。い
わ
ゆ

る
青
年
部
世
代
、40
代
以
下
ぐ
ら
い
の
連
中
は

言
い
な
り
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
。兵
隊

と
し
て
動
け
ば
よ
か
っ
た
。い
き
な
り
兵
隊
が

指
揮
を
執
れ
と
言
わ
れ
て
も
面
食
ら
う
だ
け
だ

っ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
に
は
商
工
会
の
委
員
会
を
も
と

に
主
要
な
産
業
ご
と
に
委
員
会
が
お
か
れ
た
。

新
た
に
ま
ち
づ
く
り
を
包
括
的
に
考
え
る「
ま

ち
づ
く
り
創
造
委
員
会
」を
設
置
し
、私
は
委
員

長
を
や
れ
と
い
わ
れ
た
。そ
ん
な
覚
悟
は
な
か

っ
た
。と
は
い
え
、発
言
の
趣
旨
は
よ
く
わ
か
っ

た
。何
が
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、と

に
か
く
や
る
し
か
な
い
と
思
っ
た
。

女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
。有
限
会
社
梅
丸
新

聞
店
代
表
取
締
役
。復
幸
ま
ち
づ

く
り
女
川
合
同
会
社 

代
表
社
員
。  

1
9
6
8
年
女
川
町
生
ま
れ
。震

災
後
、民
間
産
業
界
の
組
織
で
あ

る
女
川
町
復
興
連
絡
協
議
会
へ
参
画
。以
来「
目
の
前
に

あ
る
課
題
を
ど
う
解
決
す
る
か
」を
や
り
続
け
て
い
る
。

阿
部
喜
英（
あ
べ・
よ
し
ひ
で
）

参
考
資
料（
主
な
も
の
）

・女
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・『
女
川
町
東
日
本
大
震
災
記
録
誌
』

（
2
0
1
5
年
11
月
）宮
城
県
女
川
町
発
行

・『
女
川
復
幸
の
教
科
書
－
復
興
8
年
の
記
録
と
女
川
の
過
去・現
在・未
来
』

（
2
0
1
9
年
3
月
）（
株
）プ
レ
ス
ア
ー
ト
発
行

・『
東
日
本
大
震
災
遺
構・旧
女
川
交
番
』の
掲
示
内
容

・女
川
町
の
行
政・民
間
事
業
者
ら
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査

（
2
0
2
1
年
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
実
施
）

役
場
企
画
課
内
に
設
置
。復
旧
と
並
行
し
て
、防
災
、産
業
、住
環
境
を
テ
ー
マ
と
す
る
復
興
計
画
の
策
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
開
始
。

復旧期基盤整備期本格
復興期

2011年度2012年度2013年度2014年度2015
年度

2
0
1
6
年
度2018

年度
2017
年度

3
／
25

9
／
25

3
／
16

8
／
5

12
／
23

12
／
23

6
／
14

3
／
28

3
／
23

3
／
21

6
／
23

4
／
15

4
／
1

9
／
11

6
／
7

4
／
3

12
／
27

9
／
6

6
／
24

4
／
29

3
／
18

1
／
30

11
／
13

11
／
00

9
／
15

7
／
1

5
／
4

5
／
1

4
／
19

4
／
15

3
／
11

女
川
町

概
要（
組
織
に
関
連
す
る
こ
と
）

み
ん
な
、

同
じ
方
向
性
が

見
え
てい
た

　
観
光
に
力
を
入
れ
た
の
は
結
果
論
だ
。被
災

し
た
事
業
者
の
再
建
方
法
を
技
術
的
に
検
討
し

て
い
く
中
で
、単
に
商
業
店
舗
を
再
建
す
る
だ

け
で
は
持
続
可
能
性
は
低
い
。新
し
い
血
を
ど

ん
ど
ん
入
れ
、変
わ
れ
る
仕
組
み
、変
化
で
き
る

仕
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
た
。「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア

女
川
」は
、町
有
地
の
上
に
、民
間
企
業
で
あ
る

「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
」が
施
設
を
建

て
、所
有
す
る
店
舗
群
を
、テ
ナ
ン
ト
方
式
で
運

営
し
、街
並
み
全
体
を
管
理
す
る
仕
組
み
に
し

た
。

　
こ
う
し
た
考
え
方
は
、震
災
か
ら
1
年
後
に

開
業
し
た
仮
設
の「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」で

気
付
い
た
。仮
設
商
店
街
は
、被
災
者
の
事
業
再

建
を
対
象
に
し
た
国
の
補
助
と
、民
間
か
ら
の

寄
付
金
を
も
と
に
造
っ
た
の
だ
が
、寄
付
で
建

て
た
方
に
は
被
災
者
以
外
で
も
入
れ
た
の
で
、

震
災
後
に
起
業
し
た
人
た
ち
も
お
店
を
も
つ
こ

と
が
で
き
た
。

　
女
川
の
復
興
に
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
く
れ
た

小
松
洋
介
君
が
た
ち
あ
げ
た「
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ

ウ
」と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
り
、町
と
一
緒
に「
創

業
本
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
起
業
支
援
を
行

っ
て
い
る
。そ
こ
を
受
講
し
た
方
が
シ
ー
パ
ル

ピ
ア
の
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
お
店
を
だ
し
て
い

る
。そ
の
後
も
、空
き
店
舗
が
出
た
と
き
に
、起

業
し
た
方
も
い
る
。こ
う
し
て
女
川
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
い
う
人
が
他
地
域
か
ら
も
や
っ

て
来
て
、お
店
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。新
し
い

お
店
が
い
ろ
い
ろ
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
仙
台

圏
か
ら
も
集
客
で
き
て
い
る
。

　
震
災
前
は
人
が
繰
り
返
し
来
て
く
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、そ
の
う
ち
女
川
の
良
さ
に
気
づ
き
、

定
住
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
た
。足
を
運
ぶ

き
っ
か
け
が
な
く
、女
川
を
知
ら
な
い
か
ら
住

む
人
が
少
な
い
と
思
っ
て
い
た
。し
か
し
そ
れ

は
違
う
。雇
用
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ

い
た
。被
災
し
て
、ゼ
ロ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
と
き
に
、新
規
創
業
者
の
受
け
皿
を
広
く

持
つ
、一
切
拒
絶
し
な
い
か
ら
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
く
れ
、と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
出
し
続
け
た
。

　
2
0
1
5
年
か
ら
は「
あ
た
ら
し
い
ス
タ
ー

ト
が
世
界
一
生
ま
れ
る
町
へ
。ST

A
R
T
! 

O
N
A
G
A
W
A

」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

つ
か
っ
て
い
る
。シ
ー
パ
ル
ピ
ア
で
の
出
店
が

機
に
な
っ
た
人
だ
け
で
な
く
、テ
レ
ワ
ー
ク
で

も
十
分
に
仕
事
が
で
き
る
、と
い
っ
て
引
っ
越

し
て
く
る
方
も
い
る
。自
分
が
や
り
た
い
こ
と

を
女
川
だ
っ
た
ら
で
き
る
と
い
う
こ
と
ら
し

い
。小
さ
な
レ
ベ
ル
だ
が
応
援
す
る
雰
囲
気
が

あ
る
。そ
こ
を
粋
に
感
じ
る
。空
気
感
が
い
い
か

ら
、家
族
で
住
む
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
た
方
が

増
え
て
き
て
い
る
。

　
女
川
の
震
災
復
興
の
過
程
は
地
方
創
生
だ
。

こ
の
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

2
0
1
2
年
か
3
年
だ
っ
た
と
思
う
が
、

2
0
1
1
年
に
復
興
の
計
画
を
考
え
る
段
階
か

ら
や
っ
て
き
た
こ
と
は
地
方
創
生
そ
の
も
の

だ
。ど
う
し
た
ら
地
域
の
課
題
が
解
決
で
き
る

か
を
考
え
て
き
た
。イ
ベ
ン
ト
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ

な
ど
で
、単
に
人
を
寄
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
観

光
は
失
敗
す
る
。人
を
集
め
る
こ
と
で
何
を
成

し
遂
げ
た
い
の
か
。シ
ー
パ
ル
ピ
ア
は
観
光
地

と
い
う
よ
り
ロ
ー
カ
ル
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

だ
と
思
っ
て
い
る
。シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に

よ
る
集
客
と
、観
光
地
の
集
客
は
何
が
違
う
の

か
。そ
も
そ
も
観
光
と
は
何
か
を
自
分
の
中
で

問
う
て
い
る
。頻
繁
に
来
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に

し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
と
は

経
営
す
る
こ
と

　
民
間
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
は
、岩
手
県
紫
波

町
の「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
参
考
に
し

た
。何
度
も
現
地
を
訪
れ
た
。ま
た
、こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
仕
掛
け
人
で
あ
る
岡
崎
正
信
さ
ん

ら
に
よ
る「
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」に
、何
人
も
繰

り
返
し
参
加
し
た
。行
政
も
民
間
も
、中
心
市
街

地
の
復
興
に
関
わ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
全
員
が
同
じ

も
の
を
見
て
、同
じ
こ
と
を
学
ん
だ
。き
っ
か
け

は
ま
ち
づ
く
り
事
業
家
の
木
下
斉
君
と
の
交
流

だ
。被
災
か
ら
1
カ
月
以
上
た
ち
、よ
う
や
く
パ

ソ
コ
ン
が
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

1

女
川
町
商
工
会
、女
川
魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合
、女
川
町
観
光
協
会
、宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
女
川
町
支

所
、女
川
水
産
加
工
協
同
組
合
な
ど
が
中
心
と
な
り
発
足
。会
長（
商
工
会
長
）の
も
と
に
5
つ
の
委
員
会
を
お

く
。事
務
局
は
商
工
会
事
務
局
が
担
当
。

委
員
長
は
鈴
木
浩
福
島
大
学
名
誉
教
授
。外
部
有
識
者
、町
内
主
要
産
業
団
体
、住
民
団
体
代
表
者
ら
12
名

に
よ
り
構
成
。事
務
局
は
復
興
推
進
室
が
担
当
。

会
長
は
女
川
魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合
理
事
長
。町
内
主
要
団
体
代
表
者
、行
政
の
課
長
ら
で
構
成
。町
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進
、見
直
し
、改
善
に
関
す
る
意
見
交
換
が
目
的
。事
務
局

は
復
興
推
進
室
が
担
当
。

「
女
川
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」の
下
部
組
織
。メ
ン
バ
ー
は
協
議
会
委
員
の
推
薦
お
よ
び
一
般
公
募
に
よ

り
構
成
。町
民
の
意
見
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
、復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
町
民
が
主
体
的
に
関
わ
る
体
制
を
目

指
す
。推
進
協
議
会
は
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
の
場
で
あ
り
、実
質
的
な
検
討・協
議
は
こ
こ
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。

女
川
町
の
青
年
団
体
を
代
表
す
る
民
間
人
7
名
に
よ
る
。行
政
と
連
携
し「
女
川
ブ
ラ
ン
ディン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
立
ち
上
げ
、水
産
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
水
産
業
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
。

町
内
で
の
活
動
人
口
の
増
大
を
目
的
に
設
立
。「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ーCam

ass

」を
活
動
拠
点
に
、町
外

か
ら
訪
れ
る
人
た
ち
の
活
動
、交
流
の
促
進
を
支
援
。

商
工
会
メ
ン
バ
ー
な
ど
で
構
成
。『
女
川
町
ま
ち
な
か
再
生
計
画
』を
策
定
。事
務
局
は
役
場
産
業
振
興
課
と
商

工
会
事
務
局
が
担
当
。

平
野
勝
也
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
准
教
授
を
委
員
長
と
す
る
3
名
の
都
市
計
画
専
門
家
と
、町

長
に
よ
り
構
成
。町
民
参
加
の
公
開
の
場
で
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
か
ら
具
体
案
ま
で
議
論
す
る
。事
務
局
は
復

興
推
進
課
が
担
当
。

役
場
産
業
振
興
課
内
に
設
置
。駅
前
商
店
街
エ
リ
ア
の
民
間
に
よ
る
開
設・運
営
の
支
援
を
目
的
に
各
課
横

断・調
整
が
主
な
役
割
。

駅
前
商
店
街
エ
リ
ア
の
計
画
、施
工
、運
営
を
行
う
ま
ち
づ
く
り
会
社
。資
本
金
1
0
0
0
万
円
。当
初
の
出
資

構
成
は
、女
川
町
24
％
、女
川
町
商
工
会
26
％
、女
川
魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合
20
％
、（一
社
）女
川
町
観
光
協

会
20
％
、復
幸
ま
ち
づ
く
り
女
川
合
同
会
社
10
％
。

東
日
本
大
震
災
発
生

「
女
川
町
復
興
推
進
室
」設
置

「
女
川
町
復
興
連
絡
協
議
会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」発
足

「
女
川
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会
」設
置

「
お
な
が
わ
復
幸
市
」開
催

「
女
川
コ
ン
テ
ナ
村
商
店
街
」開
業

「
女
川
町
復
興
計
画
」議
決

「
女
川
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」設
置

「
須
田
善
明
町
長
」就
任

Ｆ
Ｒ
Ｋ
が
町
と
町
議
会
に「
復
興
提
言
書
」を
提
出

「
第
1
回
女
川
町
商
店
街
復
幸
祭
」開
催

「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」開
業

「
女
川
町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」設
置

「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
合
同
会
社
」設
立

ホ
テ
ル「
エ
ル
フ
ァ
ロ（
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
宿
泊
村
）」開
業

「
N
P
O
法
人
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
」設
立

「
女
川
町
中
心
市
街
地
商
業
エ
リ
ア
復
興
協
議
会
」設
置

「
女
川
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
」設
置

「
女
川
町
公
民
連
携
室
」設
置

「
公
民
連
携
に
よ
る
商
業
エ
リ
ア
復
興
基
本
方
針
」施
行

「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
」設
立

「
お
な
が
わ
復
興
ま
ち
び
ら
き
2
0
1
5
春
」開
催

「
J
R
女
川
駅
」開
業

女
川
温
泉「
ゆ
ぽ
っ
ぽ
」開
業

女
川
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー「
C
a
m
a
s
s（
カ
マ
ス
）」開
業

女
川
水
産
体
験
館「
あ
が
い
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」オ
ー
プ
ン

「
お
な
が
わ
復
興
ま
ち
び
ら
き
2
0
1
5
冬
」開
催

「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
」開
業 「
女
川
町
ま
ち
な
か
交
流
館
」開
業

地
元
市
場「
ハ
マ
テ
ラ
ス
」開
業

ホ
テ
ル「
エ
ル
フ
ァ
ロ
」本
設
開
業

旅
の
情
報
館「
ぷ
ら
っ
と
」開
業

「
女
川
町
役
場
新
庁
舎
」完
成

「
女
川
町
復
幸
祭
F
I
N
A
L
」開
催
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お
ま
え
の
好
き
に
し
ろ
、と
言
わ
れ
た
の
で
、

ま
ず
は
町
内
の
青
年
団
体
の
ト
ッ
プ
を
メ
ン
バ

ー
に
集
め
、話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
か

ら
始
め
た
。先
輩
方
は
本
当
に
主
要
な
決
定
権

を
与
え
て
く
れ
た
。決
定
す
る
場
に
若
手
が
参

加
で
き
る
土
壌
を
き
ち
ん
と
作
っ
て
く
れ
た
。

一
方
で
、発
言
し
た
以
上
は
お
ま
え
ら
も
ち
ゃ

ん
と
責
任
取
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
、と
い
う
こ

と
も
言
わ
れ
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
設
立
総
会
に
は
約
50
人
が
参
加
し

た
。当
時
の
女
川
の
産
業
界
は
、マ
サ
ノ
リ
さ
ん

ノ
リ
ユ
キ
さ
ん
と
い
う
全
く
キ
ャ
ラ
の
違
う
2

人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
動
い
て
い
た
。青
山

貴
博
さ
ん
と
私
は
そ
の
右
腕
と
し
て
動
い
た
。

Ｆ
Ｒ
Ｋ
に
は
戦
略
室
と
い
う
の
が
あ
り
、黄
川

田
喜
蔵
さ
ん
が
室
長
、「
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
」の

小
松
君
が
ア
シ
ス
ト
し
て
い
た
。黄
川
田
さ
ん

は
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
世
代
。私
の
世
代
、つ
ま
り
リ

ー
ダ
ー
の
支
援
の
も
と
で
動
い
て
い
た
若
い
連

中
が
、い
ま
は
独
立
し
た
事
業
体
を
つ
く
る
と

い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
と
し
て
の
復
興
計
画
の
原
案
は
黄
川

田
さ
ん
が
作
っ
た
。10
年
た
っ
た
今
で
も
、地
方

創
生
と
い
う
文
脈
で
み
れ
ば
、女
川
だ
け
じ
ゃ

な
く
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
通
用
す
る
内
容
だ
と

思
う
。ま
た
、復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
民
間
が

主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
必
要

だ
と
行
政
に
伝
え
、「
女
川
町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」が
設
置
さ
れ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
の

メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

は
い
り
、こ
れ
ま
で
民
間
で
議
論
し
て
き
た
こ

と
を
町
が
つ
く
っ
た
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
協
議
会

の
場
で
も
発
言
し
、事
業
を
具
体
化
さ
せ
て
い

っ
た
。

民
間
主
導
、行
政
参
加

　
女
川
は
、震
災
前
は
行
政
主
導
の
民
間
参
加

型
だ
っ
た
。震
災
後
は
民
間
主
導
行
政
参
加
型
、

民
間
主
導
の
公
民
連
携
と
も
い
わ
れ
る
。逆
に

公
が
主
導
す
る
公
民
連
携
は
成
り
立
た
な
い
と

思
う
。何
か
あ
れ
ば
行
政
に
助
け
て
ほ
し
い
と

い
う
感
覚
が
出
て
く
る
。民
間
主
導
行
政
参
加

型
の
公
民
連
携
が
こ
の
10
年
間
の
女
川
を
動
か

し
て
き
た
枠
組
み
だ
。

　
外
部
の
専
門
家
ら
と
も
う
ま
く
協
働
で
き

た
と
思
う
。コ
ン
サ
ル
に
し
て
や
ら
れ
た
、と
い

う
こ
と
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、そ
れ
は
情
報
を

持
っ
て
な
い
か
ら
。女
川
は
、実
績
の
あ
る
人
に

直
接
声
を
か
け
た
。例
え
ば
、小
野
寺
康
さ
ん

に
は
、駅
前
か
ら
続
く
レ
ン
ガ
の
広
場
の
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
を
お
願
い
し
た
。東
京

駅
前
の
行
幸
通
り
や
、門
司
港
レ
ト
ロ
の
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
を
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
方
だ
。そ
う

し
た
街
並
み
が
町
長
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で

一
本
釣
り
で
お
願
い
し
た
。後
背
の
傾
斜
地
の

住
宅
地
の
設
計
に
は
、自
然
を
生
か
し
た
風
景

に
変
え
ら
れ
る
専
門
家
と
し
て
、宇
野
健
一
さ

ん
を
呼
ん
だ
。東
北
大
学
災
害
復
興
実
践
学
分

野
の
平
野
勝
也
准
教
授
に
も
入
っ
て
も
ら
っ

た
。い
く
つ
も
の
被
災
地
復
興
事
業
に
関
わ
っ

て
い
る
方
だ
。こ
う
す
べ
き
だ
と
い
う
持
論
が

あ
っ
て
も
関
係
者
間
の
調
整
の
中
で
そ
の
と
お

り
に
進
め
な
い
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
る
中
、女
川

だ
と
本
領
発
揮
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。こ
う
し
た
人
た
ち
が
加
わ
っ
た「
女
川
町
復

興
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
」が
中
心
と
な

っ
て
、新
し
い
女
川
の
町
を
具
体
的
に
描
い
て

い
っ
た
。

　
こ
う
し
て
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、女
川
は

小
さ
な
町
だ
と
い
う
の
と
、被
災
の
度
合
い
が

大
き
か
っ
た
こ
と
の
2
点
だ
と
思
う
。小
さ
な

中
に
全
て
の
決
定
権
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。そ

の
中
で
、早
い
段
階
で
Ｆ
Ｒ
Ｋ
が
方
向
性
を
示

し
た
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
。

　
こ
の
10
年
間
は
、目
の
前
に
あ
る
課
題
を
ど

う
解
決
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
や
り
続
け
て
き

た
。そ
れ
は
、今
も
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。こ

う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
反
省
点
は

あ
ま
り
な
い
。そ
の
と
き
そ
の
と
き
に
ベ
ス
ト

の
答
え
だ
と
考
え
た
こ
と
を
や
っ
て
き
た
。ま

だ
現
在
進
行
形
だ
。進
行
形
の
中
の
一
つ
と
し

て
、昨
年
の
6
月
に
第
二
期
の
復
興
連
絡
協
議

会
を
立
ち
上
げ
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
は
震
災
よ
り

き
つ
い
面
が
あ
る
。コ
ロ
ナ
対
応
に
は
、震
災
復

興
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
年
数
が
か
か
る
。覚
悟
を

共
有
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
。ま
ち
づ
く
り
の
提

言
書
の
提
出
に
む
け
て
、今
は
内
容
を
検
討
し

て
い
る
段
階
だ
。第
一
期
Ｆ
Ｒ
Ｋ
か
ら
一
世
代

か
二
世
代
ぐ
ら
い
若
く
な
っ
た
。私
が
一
番
年

上
か
も
し
れ
な
い
。

　
10
年
前
に
震
災
が
あ
っ
て
、ハ
ー
ド
だ
け
で

は
な
く
、そ
れ
ま
で
の
仕
組
み
、し
が
ら
み
も
全

て
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。8
2
7
名
の
方
が
行

方
不
明
や
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。そ
の
中
に

は
震
災
前
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
も
た
く
さ
ん
い

た
。だ
か
ら
仕
組
み
を
も
う
一
度
作
り
直
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
で
は
、こ
れ
ま
で
作
っ
て
き
た

新
し
い
仕
組
み
を
、全
て
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
。レ
ン
ガ
み
ち
を
中
心
と

し
た
部
分
に
人
を
集
め
、繰
り
返
し
来
て
も
ら

え
る
人
を
集
め
る
た
め
に
、イ
ベ
ン
ト
、創
業
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、お
試
し
移
住
な
ど
の
施

策
を
考
え
続
け
て
き
た
。そ
れ
を
全
て
い
っ
た

ん
リ
セ
ッ
ト
し
て
、コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
施
策

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
う
い
う
意
味

で
は
、10
年
前
と
同
じ
こ
と
を
も
う
一
回
Ｆ
Ｒ

Ｋ
２
で
行
う
。も
う
一
度
、指
針
を
た
て
、目
指

す
べ
き
は
そ
こ
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
、そ

こ
を
外
さ
な
い
よ
う
に
行
動
し
続
け
る
こ
と
が

目
的
だ
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

女
川
の
復
興
プ
ロ
セ
ス
を
小
ま
め
に
相
談
し

た
。彼
の
主
張
は
、民
間
で
資
金
を
集
め
て
、ま

ず
は
立
ち
上
が
れ
と
い
う
こ
と
。そ
の
中
で
オ

ガ
ー
ル
の
こ
と
を
知
り
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
や
枠

組
み
を
、女
川
駅
前
の
商
業
エ
リ
ア
の
再
建
、つ

ま
り
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
の
建
設
、管
理
・
運
営
に
応

用
し
よ
う
と
考
え
た
。

　
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
で
の
研
修
は
、土
地
利
用

計
画
や
、建
築
時
の
注
意
事
項
な
ど
が
中
心

だ
っ
た
が
、ま
だ
白
紙
状
態
の
女
川
に
と
っ
て
、

1
年
後
や
2
年
後
に
役
に
立
つ
話
を
聞
か
さ
れ

て
も
し
ょ
う
が
な
い
。参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
ら
な
い
。ぐ
ず
ぐ
ず

の
状
態
を
み
た
木
下
君
に
、怒
ら
れ
な
が
ら
次

回
ま
で
に
会
社
を
つ
く
っ
て
こ
い
と
い
わ
れ
、

2
0
1
2
年
9
月
に
設
立
し
た
の
が
民
間
の
ま

ち
づ
く
り
会
社「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
女
川
合
同

会
社
」。女
川
町
の
青
年
団
体
を
代
表
す
る
民
間

の
人
た
ち
を
中
心
に
集
め
た
。行
政
な
ど
か
ら

支
援
を
待
つ
の
で
は
な
く
、自
分
か
ら
取
り
に

い
っ
た
連
中
を
集
め
た
。ト
ー
タ
ル
で
7
名
。ま

ち
づ
く
り
と
は
経
営
す
る
こ
と
。そ
の
た
め
に

外
貨
を
獲
得
し
、そ
れ
を
地
域
内
で
回
し
、出
て

い
く
の
を
お
さ
え
る
。民
間
事
業
者
は
外
貨
を

稼
ぐ
入
り
口
に
い
る
。建
設
計
画
は
内
需
を
回

す
部
分
の
話
だ
が
、そ
の
手
前
は
民
間
と
し
て

お
さ
え
る
べ
き
。そ
こ
を
考
え
ろ
と
い
う
こ
と

だ
。地
元
に
戻
っ
た
瞬
間
か
ら
自
分
の
事
業
の

再
開
に
四
苦
八
苦
す
る
の
に
、プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
こ
と
や
れ
と
い
う
の
だ
。鬼
だ
と
思
っ

た
。「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
女
川
合
同
会
社
」は「
女

川
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち

上
げ
、水
産
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
水
産
業

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
た
。

　
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
、民
間
事
業
者

や
、青
年
団
体
な
ど
の
業
界
の
中
で
も
、あ
る
程

度
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
取
れ
る
連
中
全
員
が
、不

動
産
、建
築
、ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
を
含

め
た
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。各
業
界
団
体
の

リ
ー
ダ
ー
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
発
言
を
繰

り
返
し
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
共
有
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、町
と
し
て
の
検
討

の
場
の
立
ち
上
げ
を
行
政
に
働
き
か
け
、駅
前

か
ら
続
く
商
店
街
に
出
店
を
予
定
す
る
事
業

者
ら
に
よ
り
、2
0
1
3
年
6
月
に「
女
川
町

中
心
市
街
地
商
業
エ
リ
ア
復
興
協
議
会
」が
設

置
さ
れ
た
。そ
し
て
、こ
こ
で
の
議
論
を
経
て
、

ま
ち
づ
く
り
会
社「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会

社
」が
設
立
さ
れ
た
。資
本
金
は
1
0
0
0
万

円
。出
資
構
成
は
、女
川
町
が
24
％
、女
川
町
商

工
会
が
26
％
、そ
し
て
女
川
町
魚
市
場
買
受
人

協
同
組
合
が
20
％
、（
一
社
）女
川
町
観
光
協
会

が
20
％
。設
立
当
初
は
、「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
女

川
合
同
会
社
」が
残
る
10
％
を
も
っ
て
い
た

が
、女
川
み
ら
い
創
造
の
前
代
表
取
締
役
専
務

で
あ
る
近
江
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
女
川
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム「
コ
バ
ル
ト
ー
レ
女
川
」に

そ
れ
を
譲
渡
し
た
。町
長
は
民
間
が
動
き
や
す

い
環
境
を
作
る
、行
政
の
役
割
は
そ
の
下
支

え
、と
い
う
方
針
な
の
で
、町
議
会
の
承
認
が

い
ら
な
い
よ
う
に
町
の
出
資
比
率
を
抑
え
た
。

　
災
害
危
険
区
域
の
中
に
あ
た
る
の
だ
が
、「
女

川
町
ま
ち
な
か
交
流
館
」と
い
う
公
民
館
を
レ

ン
ガ
み
ち
沿
い
に
つ
く
る
こ
と
に
し
た
。金
融

機
関
も
そ
ば
に
誘
導
し
た
。人
が
集
ま
る
施
設

を
街
の
中
心
部
に
集
め
、人
の
動
線
を
集
中
さ

せ
た
。そ
れ
ら
は
観
光
的
な
見
世
物
で
は
な
い
、

集
客
施
設
で
あ
る
。町
営
駐
車
場
を
そ
の
周
囲

に
配
置
し
た
。み
ん
な
何
を
す
べ
き
か
、同
じ
方

向
性
が
見
え
て
い
た
の
で
、現
在
の
シ
ー
パ
ル

ピ
ア
を
核
と
し
た
駅
前
の
商
業
エ
リ
ア
が
で
き

た
。民
間
だ
け
で
な
く
、行
政
の
区
画
整
理
の
担

当
者
も
よ
く
こ
こ
ま
で
引
っ
張
っ
て
き
た
。素

晴
ら
し
い
と
思
う
。

若
手
が
参
加
で
き
る
土
壌
を
、

リ
ー
ダ
ー
た
ち
が

作
っ
て
く
れ
た

　
女
川
の
町
は
、津
波
で
全
て
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。被
災
し
た
後
、商
工
会
長
の
高
橋
正

典
さ
ん
、当
時
の
観
光
協
会
長
の（
故
）鈴
木
敬

幸
さ
ん
が
、被
災
を
免
れ
た
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
の

工
場
の
前
で
焚
火
を
た
い
て
話
し
て
い
た
。こ

こ
が
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。10
年
前
の
こ
と
な
の

で
、記
憶
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
き
た
が
、民
間

事
業
者
は
ど
れ
だ
け
早
く
事
業
を
再
開
で
き
る

か
、そ
の
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か
、と
い
う
こ

と
を
話
し
て
い
た
と
思
う
。行
政
は
行
政
で
た

い
へ
ん
だ
か
ら
、自
分
た
ち
で
と
に
か
く
何
と

か
す
る
し
か
な
い
と
い
い
、具
体
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
、動
い
て
い
た
。私
は
新
聞
屋
な
の

で
、そ
う
し
た
情
報
を
配
達
し
、商
工
会
青
年
部

に
伝
え
た
り
し
た
。こ
の
こ
と
自
体
が
希
望
だ

っ
た
。新
し
く
、次
に
向
か
っ
て
い
く
話
や
情
報

そ
の
も
の
が
希
望
で
、そ
れ
に
す
が
り
な
が
ら

走
る
し
か
な
か
っ
た
。そ
の
情
報
を
聞
け
る
と

こ
ろ
が
、あ
の
焚
火
の
場
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
民
間
事
業
者
ら
に
よ
る「
女
川
町
復

興
連
絡
協
議
会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」が
で
き
た
。設
立
総

会
で
の
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
の
挨
拶「
還
暦
以
上
は

口
を
出
さ
ず
、責
任
世
代
に
委
ね
る
」を
聞
い

て
、こ
の
人
は
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
、と
思
っ

た
。震
災
前
の
女
川
は
、上
の
世
代
の
人
た
ち
が

が
ん
が
ん
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
い
た
。い
わ
ゆ

る
青
年
部
世
代
、40
代
以
下
ぐ
ら
い
の
連
中
は

言
い
な
り
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
。兵
隊

と
し
て
動
け
ば
よ
か
っ
た
。い
き
な
り
兵
隊
が

指
揮
を
執
れ
と
言
わ
れ
て
も
面
食
ら
う
だ
け
だ

っ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
に
は
商
工
会
の
委
員
会
を
も
と

に
主
要
な
産
業
ご
と
に
委
員
会
が
お
か
れ
た
。

新
た
に
ま
ち
づ
く
り
を
包
括
的
に
考
え
る「
ま

ち
づ
く
り
創
造
委
員
会
」を
設
置
し
、私
は
委
員

長
を
や
れ
と
い
わ
れ
た
。そ
ん
な
覚
悟
は
な
か

っ
た
。と
は
い
え
、発
言
の
趣
旨
は
よ
く
わ
か
っ

た
。何
が
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、と

に
か
く
や
る
し
か
な
い
と
思
っ
た
。

　
観
光
に
力
を
入
れ
た
の
は
結
果
論
だ
。被
災

し
た
事
業
者
の
再
建
方
法
を
技
術
的
に
検
討
し

て
い
く
中
で
、単
に
商
業
店
舗
を
再
建
す
る
だ

け
で
は
持
続
可
能
性
は
低
い
。新
し
い
血
を
ど

ん
ど
ん
入
れ
、変
わ
れ
る
仕
組
み
、変
化
で
き
る

仕
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
た
。「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア

女
川
」は
、町
有
地
の
上
に
、民
間
企
業
で
あ
る

「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
」が
施
設
を
建

て
、所
有
す
る
店
舗
群
を
、テ
ナ
ン
ト
方
式
で
運

営
し
、街
並
み
全
体
を
管
理
す
る
仕
組
み
に
し

た
。

　
こ
う
し
た
考
え
方
は
、震
災
か
ら
1
年
後
に

開
業
し
た
仮
設
の「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」で

気
付
い
た
。仮
設
商
店
街
は
、被
災
者
の
事
業
再

建
を
対
象
に
し
た
国
の
補
助
と
、民
間
か
ら
の

寄
付
金
を
も
と
に
造
っ
た
の
だ
が
、寄
付
で
建

て
た
方
に
は
被
災
者
以
外
で
も
入
れ
た
の
で
、

震
災
後
に
起
業
し
た
人
た
ち
も
お
店
を
も
つ
こ

と
が
で
き
た
。

　
女
川
の
復
興
に
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
く
れ
た

小
松
洋
介
君
が
た
ち
あ
げ
た「
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ

ウ
」と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
り
、町
と
一
緒
に「
創

業
本
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
起
業
支
援
を
行

っ
て
い
る
。そ
こ
を
受
講
し
た
方
が
シ
ー
パ
ル

ピ
ア
の
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
お
店
を
だ
し
て
い

る
。そ
の
後
も
、空
き
店
舗
が
出
た
と
き
に
、起

業
し
た
方
も
い
る
。こ
う
し
て
女
川
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
い
う
人
が
他
地
域
か
ら
も
や
っ

て
来
て
、お
店
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。新
し
い

お
店
が
い
ろ
い
ろ
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
仙
台

圏
か
ら
も
集
客
で
き
て
い
る
。

　
震
災
前
は
人
が
繰
り
返
し
来
て
く
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、そ
の
う
ち
女
川
の
良
さ
に
気
づ
き
、

定
住
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
た
。足
を
運
ぶ

き
っ
か
け
が
な
く
、女
川
を
知
ら
な
い
か
ら
住

む
人
が
少
な
い
と
思
っ
て
い
た
。し
か
し
そ
れ

は
違
う
。雇
用
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ

い
た
。被
災
し
て
、ゼ
ロ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
と
き
に
、新
規
創
業
者
の
受
け
皿
を
広
く

持
つ
、一
切
拒
絶
し
な
い
か
ら
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
く
れ
、と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
出
し
続
け
た
。

　
2
0
1
5
年
か
ら
は「
あ
た
ら
し
い
ス
タ
ー

ト
が
世
界
一
生
ま
れ
る
町
へ
。ST

A
R
T
! 

O
N
A
G
A
W
A

」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

つ
か
っ
て
い
る
。シ
ー
パ
ル
ピ
ア
で
の
出
店
が

機
に
な
っ
た
人
だ
け
で
な
く
、テ
レ
ワ
ー
ク
で

も
十
分
に
仕
事
が
で
き
る
、と
い
っ
て
引
っ
越

し
て
く
る
方
も
い
る
。自
分
が
や
り
た
い
こ
と

を
女
川
だ
っ
た
ら
で
き
る
と
い
う
こ
と
ら
し

い
。小
さ
な
レ
ベ
ル
だ
が
応
援
す
る
雰
囲
気
が

あ
る
。そ
こ
を
粋
に
感
じ
る
。空
気
感
が
い
い
か

ら
、家
族
で
住
む
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
た
方
が

増
え
て
き
て
い
る
。

　
女
川
の
震
災
復
興
の
過
程
は
地
方
創
生
だ
。

こ
の
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

2
0
1
2
年
か
3
年
だ
っ
た
と
思
う
が
、

2
0
1
1
年
に
復
興
の
計
画
を
考
え
る
段
階
か

ら
や
っ
て
き
た
こ
と
は
地
方
創
生
そ
の
も
の

だ
。ど
う
し
た
ら
地
域
の
課
題
が
解
決
で
き
る

か
を
考
え
て
き
た
。イ
ベ
ン
ト
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ

な
ど
で
、単
に
人
を
寄
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
観

光
は
失
敗
す
る
。人
を
集
め
る
こ
と
で
何
を
成

し
遂
げ
た
い
の
か
。シ
ー
パ
ル
ピ
ア
は
観
光
地

と
い
う
よ
り
ロ
ー
カ
ル
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

だ
と
思
っ
て
い
る
。シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に

よ
る
集
客
と
、観
光
地
の
集
客
は
何
が
違
う
の

か
。そ
も
そ
も
観
光
と
は
何
か
を
自
分
の
中
で

問
う
て
い
る
。頻
繁
に
来
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に

し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
と
は

経
営
す
る
こ
と

　
民
間
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
は
、岩
手
県
紫
波

町
の「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
参
考
に
し

た
。何
度
も
現
地
を
訪
れ
た
。ま
た
、こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
仕
掛
け
人
で
あ
る
岡
崎
正
信
さ
ん

ら
に
よ
る「
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」に
、何
人
も
繰

り
返
し
参
加
し
た
。行
政
も
民
間
も
、中
心
市
街

地
の
復
興
に
関
わ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
全
員
が
同
じ

も
の
を
見
て
、同
じ
こ
と
を
学
ん
だ
。き
っ
か
け

は
ま
ち
づ
く
り
事
業
家
の
木
下
斉
君
と
の
交
流

だ
。被
災
か
ら
1
カ
月
以
上
た
ち
、よ
う
や
く
パ

ソ
コ
ン
が
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
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お
ま
え
の
好
き
に
し
ろ
、と
言
わ
れ
た
の
で
、

ま
ず
は
町
内
の
青
年
団
体
の
ト
ッ
プ
を
メ
ン
バ

ー
に
集
め
、話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
か

ら
始
め
た
。先
輩
方
は
本
当
に
主
要
な
決
定
権

を
与
え
て
く
れ
た
。決
定
す
る
場
に
若
手
が
参

加
で
き
る
土
壌
を
き
ち
ん
と
作
っ
て
く
れ
た
。

一
方
で
、発
言
し
た
以
上
は
お
ま
え
ら
も
ち
ゃ

ん
と
責
任
取
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
、と
い
う
こ

と
も
言
わ
れ
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
設
立
総
会
に
は
約
50
人
が
参
加
し

た
。当
時
の
女
川
の
産
業
界
は
、マ
サ
ノ
リ
さ
ん

ノ
リ
ユ
キ
さ
ん
と
い
う
全
く
キ
ャ
ラ
の
違
う
2

人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
動
い
て
い
た
。青
山

貴
博
さ
ん
と
私
は
そ
の
右
腕
と
し
て
動
い
た
。

Ｆ
Ｒ
Ｋ
に
は
戦
略
室
と
い
う
の
が
あ
り
、黄
川

田
喜
蔵
さ
ん
が
室
長
、「
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ
」の

小
松
君
が
ア
シ
ス
ト
し
て
い
た
。黄
川
田
さ
ん

は
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
世
代
。私
の
世
代
、つ
ま
り
リ

ー
ダ
ー
の
支
援
の
も
と
で
動
い
て
い
た
若
い
連

中
が
、い
ま
は
独
立
し
た
事
業
体
を
つ
く
る
と

い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
と
し
て
の
復
興
計
画
の
原
案
は
黄
川

田
さ
ん
が
作
っ
た
。10
年
た
っ
た
今
で
も
、地
方

創
生
と
い
う
文
脈
で
み
れ
ば
、女
川
だ
け
じ
ゃ

な
く
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
通
用
す
る
内
容
だ
と

思
う
。ま
た
、復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
民
間
が

主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
必
要

だ
と
行
政
に
伝
え
、「
女
川
町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」が
設
置
さ
れ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
の

メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

は
い
り
、こ
れ
ま
で
民
間
で
議
論
し
て
き
た
こ

と
を
町
が
つ
く
っ
た
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
協
議
会

の
場
で
も
発
言
し
、事
業
を
具
体
化
さ
せ
て
い

っ
た
。

民
間
主
導
、行
政
参
加

　
女
川
は
、震
災
前
は
行
政
主
導
の
民
間
参
加

型
だ
っ
た
。震
災
後
は
民
間
主
導
行
政
参
加
型
、

民
間
主
導
の
公
民
連
携
と
も
い
わ
れ
る
。逆
に

公
が
主
導
す
る
公
民
連
携
は
成
り
立
た
な
い
と

思
う
。何
か
あ
れ
ば
行
政
に
助
け
て
ほ
し
い
と

い
う
感
覚
が
出
て
く
る
。民
間
主
導
行
政
参
加

型
の
公
民
連
携
が
こ
の
10
年
間
の
女
川
を
動
か

し
て
き
た
枠
組
み
だ
。

　
外
部
の
専
門
家
ら
と
も
う
ま
く
協
働
で
き

た
と
思
う
。コ
ン
サ
ル
に
し
て
や
ら
れ
た
、と
い

う
こ
と
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、そ
れ
は
情
報
を

持
っ
て
な
い
か
ら
。女
川
は
、実
績
の
あ
る
人
に

直
接
声
を
か
け
た
。例
え
ば
、小
野
寺
康
さ
ん

に
は
、駅
前
か
ら
続
く
レ
ン
ガ
の
広
場
の
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
を
お
願
い
し
た
。東
京

駅
前
の
行
幸
通
り
や
、門
司
港
レ
ト
ロ
の
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
を
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
方
だ
。そ
う

し
た
街
並
み
が
町
長
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で

一
本
釣
り
で
お
願
い
し
た
。後
背
の
傾
斜
地
の

住
宅
地
の
設
計
に
は
、自
然
を
生
か
し
た
風
景

に
変
え
ら
れ
る
専
門
家
と
し
て
、宇
野
健
一
さ

ん
を
呼
ん
だ
。東
北
大
学
災
害
復
興
実
践
学
分

野
の
平
野
勝
也
准
教
授
に
も
入
っ
て
も
ら
っ

た
。い
く
つ
も
の
被
災
地
復
興
事
業
に
関
わ
っ

て
い
る
方
だ
。こ
う
す
べ
き
だ
と
い
う
持
論
が

あ
っ
て
も
関
係
者
間
の
調
整
の
中
で
そ
の
と
お

り
に
進
め
な
い
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
る
中
、女
川

だ
と
本
領
発
揮
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。こ
う
し
た
人
た
ち
が
加
わ
っ
た「
女
川
町
復

興
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
」が
中
心
と
な

っ
て
、新
し
い
女
川
の
町
を
具
体
的
に
描
い
て

い
っ
た
。

　
こ
う
し
て
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、女
川
は

小
さ
な
町
だ
と
い
う
の
と
、被
災
の
度
合
い
が

大
き
か
っ
た
こ
と
の
2
点
だ
と
思
う
。小
さ
な

中
に
全
て
の
決
定
権
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。そ

の
中
で
、早
い
段
階
で
Ｆ
Ｒ
Ｋ
が
方
向
性
を
示

し
た
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
。

　
こ
の
10
年
間
は
、目
の
前
に
あ
る
課
題
を
ど

う
解
決
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
や
り
続
け
て
き

た
。そ
れ
は
、今
も
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。こ

う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
反
省
点
は

あ
ま
り
な
い
。そ
の
と
き
そ
の
と
き
に
ベ
ス
ト

の
答
え
だ
と
考
え
た
こ
と
を
や
っ
て
き
た
。ま

だ
現
在
進
行
形
だ
。進
行
形
の
中
の
一
つ
と
し

て
、昨
年
の
6
月
に
第
二
期
の
復
興
連
絡
協
議

会
を
立
ち
上
げ
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
は
震
災
よ
り

き
つ
い
面
が
あ
る
。コ
ロ
ナ
対
応
に
は
、震
災
復

興
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
年
数
が
か
か
る
。覚
悟
を

共
有
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
。ま
ち
づ
く
り
の
提

言
書
の
提
出
に
む
け
て
、今
は
内
容
を
検
討
し

て
い
る
段
階
だ
。第
一
期
Ｆ
Ｒ
Ｋ
か
ら
一
世
代

か
二
世
代
ぐ
ら
い
若
く
な
っ
た
。私
が
一
番
年

上
か
も
し
れ
な
い
。

　
10
年
前
に
震
災
が
あ
っ
て
、ハ
ー
ド
だ
け
で

は
な
く
、そ
れ
ま
で
の
仕
組
み
、し
が
ら
み
も
全

て
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。8
2
7
名
の
方
が
行

方
不
明
や
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。そ
の
中
に

は
震
災
前
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
も
た
く
さ
ん
い

た
。だ
か
ら
仕
組
み
を
も
う
一
度
作
り
直
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
で
は
、こ
れ
ま
で
作
っ
て
き
た

新
し
い
仕
組
み
を
、全
て
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
。レ
ン
ガ
み
ち
を
中
心
と

し
た
部
分
に
人
を
集
め
、繰
り
返
し
来
て
も
ら

え
る
人
を
集
め
る
た
め
に
、イ
ベ
ン
ト
、創
業
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、お
試
し
移
住
な
ど
の
施

策
を
考
え
続
け
て
き
た
。そ
れ
を
全
て
い
っ
た

ん
リ
セ
ッ
ト
し
て
、コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
施
策

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
う
い
う
意
味

で
は
、10
年
前
と
同
じ
こ
と
を
も
う
一
回
Ｆ
Ｒ

Ｋ
２
で
行
う
。も
う
一
度
、指
針
を
た
て
、目
指

す
べ
き
は
そ
こ
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
、そ

こ
を
外
さ
な
い
よ
う
に
行
動
し
続
け
る
こ
と
が

目
的
だ
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

女
川
の
復
興
プ
ロ
セ
ス
を
小
ま
め
に
相
談
し

た
。彼
の
主
張
は
、民
間
で
資
金
を
集
め
て
、ま

ず
は
立
ち
上
が
れ
と
い
う
こ
と
。そ
の
中
で
オ

ガ
ー
ル
の
こ
と
を
知
り
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
や
枠

組
み
を
、女
川
駅
前
の
商
業
エ
リ
ア
の
再
建
、つ

ま
り
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
の
建
設
、管
理
・
運
営
に
応

用
し
よ
う
と
考
え
た
。

　
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
で
の
研
修
は
、土
地
利
用

計
画
や
、建
築
時
の
注
意
事
項
な
ど
が
中
心

だ
っ
た
が
、ま
だ
白
紙
状
態
の
女
川
に
と
っ
て
、

1
年
後
や
2
年
後
に
役
に
立
つ
話
を
聞
か
さ
れ

て
も
し
ょ
う
が
な
い
。参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
ら
な
い
。ぐ
ず
ぐ
ず

の
状
態
を
み
た
木
下
君
に
、怒
ら
れ
な
が
ら
次

回
ま
で
に
会
社
を
つ
く
っ
て
こ
い
と
い
わ
れ
、

2
0
1
2
年
9
月
に
設
立
し
た
の
が
民
間
の
ま

ち
づ
く
り
会
社「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
女
川
合
同

会
社
」。女
川
町
の
青
年
団
体
を
代
表
す
る
民
間

の
人
た
ち
を
中
心
に
集
め
た
。行
政
な
ど
か
ら

支
援
を
待
つ
の
で
は
な
く
、自
分
か
ら
取
り
に

い
っ
た
連
中
を
集
め
た
。ト
ー
タ
ル
で
7
名
。ま

ち
づ
く
り
と
は
経
営
す
る
こ
と
。そ
の
た
め
に

外
貨
を
獲
得
し
、そ
れ
を
地
域
内
で
回
し
、出
て

い
く
の
を
お
さ
え
る
。民
間
事
業
者
は
外
貨
を

稼
ぐ
入
り
口
に
い
る
。建
設
計
画
は
内
需
を
回

す
部
分
の
話
だ
が
、そ
の
手
前
は
民
間
と
し
て

お
さ
え
る
べ
き
。そ
こ
を
考
え
ろ
と
い
う
こ
と

だ
。地
元
に
戻
っ
た
瞬
間
か
ら
自
分
の
事
業
の

再
開
に
四
苦
八
苦
す
る
の
に
、プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
こ
と
や
れ
と
い
う
の
だ
。鬼
だ
と
思
っ

た
。「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
女
川
合
同
会
社
」は「
女

川
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち

上
げ
、水
産
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
水
産
業

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
た
。

　
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
、民
間
事
業
者

や
、青
年
団
体
な
ど
の
業
界
の
中
で
も
、あ
る
程

度
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
取
れ
る
連
中
全
員
が
、不

動
産
、建
築
、ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
を
含

め
た
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。各
業
界
団
体
の

リ
ー
ダ
ー
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
発
言
を
繰

り
返
し
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
共
有
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、町
と
し
て
の
検
討

の
場
の
立
ち
上
げ
を
行
政
に
働
き
か
け
、駅
前

か
ら
続
く
商
店
街
に
出
店
を
予
定
す
る
事
業

者
ら
に
よ
り
、2
0
1
3
年
6
月
に「
女
川
町

中
心
市
街
地
商
業
エ
リ
ア
復
興
協
議
会
」が
設

置
さ
れ
た
。そ
し
て
、こ
こ
で
の
議
論
を
経
て
、

ま
ち
づ
く
り
会
社「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会

社
」が
設
立
さ
れ
た
。資
本
金
は
1
0
0
0
万

円
。出
資
構
成
は
、女
川
町
が
24
％
、女
川
町
商

工
会
が
26
％
、そ
し
て
女
川
町
魚
市
場
買
受
人

協
同
組
合
が
20
％
、（
一
社
）女
川
町
観
光
協
会

が
20
％
。設
立
当
初
は
、「
復
幸
ま
ち
づ
く
り
女

川
合
同
会
社
」が
残
る
10
％
を
も
っ
て
い
た

が
、女
川
み
ら
い
創
造
の
前
代
表
取
締
役
専
務

で
あ
る
近
江
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
女
川
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム「
コ
バ
ル
ト
ー
レ
女
川
」に

そ
れ
を
譲
渡
し
た
。町
長
は
民
間
が
動
き
や
す

い
環
境
を
作
る
、行
政
の
役
割
は
そ
の
下
支

え
、と
い
う
方
針
な
の
で
、町
議
会
の
承
認
が

い
ら
な
い
よ
う
に
町
の
出
資
比
率
を
抑
え
た
。

　
災
害
危
険
区
域
の
中
に
あ
た
る
の
だ
が
、「
女

川
町
ま
ち
な
か
交
流
館
」と
い
う
公
民
館
を
レ

ン
ガ
み
ち
沿
い
に
つ
く
る
こ
と
に
し
た
。金
融

機
関
も
そ
ば
に
誘
導
し
た
。人
が
集
ま
る
施
設

を
街
の
中
心
部
に
集
め
、人
の
動
線
を
集
中
さ

せ
た
。そ
れ
ら
は
観
光
的
な
見
世
物
で
は
な
い
、

集
客
施
設
で
あ
る
。町
営
駐
車
場
を
そ
の
周
囲

に
配
置
し
た
。み
ん
な
何
を
す
べ
き
か
、同
じ
方

向
性
が
見
え
て
い
た
の
で
、現
在
の
シ
ー
パ
ル

ピ
ア
を
核
と
し
た
駅
前
の
商
業
エ
リ
ア
が
で
き

た
。民
間
だ
け
で
な
く
、行
政
の
区
画
整
理
の
担

当
者
も
よ
く
こ
こ
ま
で
引
っ
張
っ
て
き
た
。素

晴
ら
し
い
と
思
う
。

若
手
が
参
加
で
き
る
土
壌
を
、

リ
ー
ダ
ー
た
ち
が

作
っ
て
く
れ
た

　
女
川
の
町
は
、津
波
で
全
て
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。被
災
し
た
後
、商
工
会
長
の
高
橋
正

典
さ
ん
、当
時
の
観
光
協
会
長
の（
故
）鈴
木
敬

幸
さ
ん
が
、被
災
を
免
れ
た
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
の

工
場
の
前
で
焚
火
を
た
い
て
話
し
て
い
た
。こ

こ
が
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。10
年
前
の
こ
と
な
の

で
、記
憶
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
き
た
が
、民
間

事
業
者
は
ど
れ
だ
け
早
く
事
業
を
再
開
で
き
る

か
、そ
の
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か
、と
い
う
こ

と
を
話
し
て
い
た
と
思
う
。行
政
は
行
政
で
た

い
へ
ん
だ
か
ら
、自
分
た
ち
で
と
に
か
く
何
と

か
す
る
し
か
な
い
と
い
い
、具
体
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
、動
い
て
い
た
。私
は
新
聞
屋
な
の

で
、そ
う
し
た
情
報
を
配
達
し
、商
工
会
青
年
部

に
伝
え
た
り
し
た
。こ
の
こ
と
自
体
が
希
望
だ

っ
た
。新
し
く
、次
に
向
か
っ
て
い
く
話
や
情
報

そ
の
も
の
が
希
望
で
、そ
れ
に
す
が
り
な
が
ら

走
る
し
か
な
か
っ
た
。そ
の
情
報
を
聞
け
る
と

こ
ろ
が
、あ
の
焚
火
の
場
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
民
間
事
業
者
ら
に
よ
る「
女
川
町
復

興
連
絡
協
議
会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」が
で
き
た
。設
立
総

会
で
の
マ
サ
ノ
リ
さ
ん
の
挨
拶「
還
暦
以
上
は

口
を
出
さ
ず
、責
任
世
代
に
委
ね
る
」を
聞
い

て
、こ
の
人
は
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
、と
思
っ

た
。震
災
前
の
女
川
は
、上
の
世
代
の
人
た
ち
が

が
ん
が
ん
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
い
た
。い
わ
ゆ

る
青
年
部
世
代
、40
代
以
下
ぐ
ら
い
の
連
中
は

言
い
な
り
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
。兵
隊

と
し
て
動
け
ば
よ
か
っ
た
。い
き
な
り
兵
隊
が

指
揮
を
執
れ
と
言
わ
れ
て
も
面
食
ら
う
だ
け
だ

っ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
に
は
商
工
会
の
委
員
会
を
も
と

に
主
要
な
産
業
ご
と
に
委
員
会
が
お
か
れ
た
。

新
た
に
ま
ち
づ
く
り
を
包
括
的
に
考
え
る「
ま

ち
づ
く
り
創
造
委
員
会
」を
設
置
し
、私
は
委
員

長
を
や
れ
と
い
わ
れ
た
。そ
ん
な
覚
悟
は
な
か

っ
た
。と
は
い
え
、発
言
の
趣
旨
は
よ
く
わ
か
っ

た
。何
が
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、と

に
か
く
や
る
し
か
な
い
と
思
っ
た
。

　
観
光
に
力
を
入
れ
た
の
は
結
果
論
だ
。被
災

し
た
事
業
者
の
再
建
方
法
を
技
術
的
に
検
討
し

て
い
く
中
で
、単
に
商
業
店
舗
を
再
建
す
る
だ

け
で
は
持
続
可
能
性
は
低
い
。新
し
い
血
を
ど

ん
ど
ん
入
れ
、変
わ
れ
る
仕
組
み
、変
化
で
き
る

仕
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
た
。「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア

女
川
」は
、町
有
地
の
上
に
、民
間
企
業
で
あ
る

「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
」が
施
設
を
建

て
、所
有
す
る
店
舗
群
を
、テ
ナ
ン
ト
方
式
で
運

営
し
、街
並
み
全
体
を
管
理
す
る
仕
組
み
に
し

た
。

　
こ
う
し
た
考
え
方
は
、震
災
か
ら
1
年
後
に

開
業
し
た
仮
設
の「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」で

気
付
い
た
。仮
設
商
店
街
は
、被
災
者
の
事
業
再

建
を
対
象
に
し
た
国
の
補
助
と
、民
間
か
ら
の

寄
付
金
を
も
と
に
造
っ
た
の
だ
が
、寄
付
で
建

て
た
方
に
は
被
災
者
以
外
で
も
入
れ
た
の
で
、

震
災
後
に
起
業
し
た
人
た
ち
も
お
店
を
も
つ
こ

と
が
で
き
た
。

　
女
川
の
復
興
に
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
く
れ
た

小
松
洋
介
君
が
た
ち
あ
げ
た「
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ

ウ
」と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
り
、町
と
一
緒
に「
創

業
本
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
起
業
支
援
を
行

っ
て
い
る
。そ
こ
を
受
講
し
た
方
が
シ
ー
パ
ル

ピ
ア
の
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
お
店
を
だ
し
て
い

る
。そ
の
後
も
、空
き
店
舗
が
出
た
と
き
に
、起

業
し
た
方
も
い
る
。こ
う
し
て
女
川
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
い
う
人
が
他
地
域
か
ら
も
や
っ

て
来
て
、お
店
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。新
し
い

お
店
が
い
ろ
い
ろ
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
仙
台

圏
か
ら
も
集
客
で
き
て
い
る
。

　
震
災
前
は
人
が
繰
り
返
し
来
て
く
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、そ
の
う
ち
女
川
の
良
さ
に
気
づ
き
、

定
住
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
た
。足
を
運
ぶ

き
っ
か
け
が
な
く
、女
川
を
知
ら
な
い
か
ら
住

む
人
が
少
な
い
と
思
っ
て
い
た
。し
か
し
そ
れ

は
違
う
。雇
用
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ

い
た
。被
災
し
て
、ゼ
ロ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
と
き
に
、新
規
創
業
者
の
受
け
皿
を
広
く

持
つ
、一
切
拒
絶
し
な
い
か
ら
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
く
れ
、と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
出
し
続
け
た
。

　
2
0
1
5
年
か
ら
は「
あ
た
ら
し
い
ス
タ
ー

ト
が
世
界
一
生
ま
れ
る
町
へ
。ST

A
R
T
! 

O
N
A
G
A
W
A

」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

つ
か
っ
て
い
る
。シ
ー
パ
ル
ピ
ア
で
の
出
店
が

機
に
な
っ
た
人
だ
け
で
な
く
、テ
レ
ワ
ー
ク
で

も
十
分
に
仕
事
が
で
き
る
、と
い
っ
て
引
っ
越

し
て
く
る
方
も
い
る
。自
分
が
や
り
た
い
こ
と

を
女
川
だ
っ
た
ら
で
き
る
と
い
う
こ
と
ら
し

い
。小
さ
な
レ
ベ
ル
だ
が
応
援
す
る
雰
囲
気
が

あ
る
。そ
こ
を
粋
に
感
じ
る
。空
気
感
が
い
い
か

ら
、家
族
で
住
む
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
た
方
が

増
え
て
き
て
い
る
。

　
女
川
の
震
災
復
興
の
過
程
は
地
方
創
生
だ
。

こ
の
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

2
0
1
2
年
か
3
年
だ
っ
た
と
思
う
が
、

2
0
1
1
年
に
復
興
の
計
画
を
考
え
る
段
階
か

ら
や
っ
て
き
た
こ
と
は
地
方
創
生
そ
の
も
の

だ
。ど
う
し
た
ら
地
域
の
課
題
が
解
決
で
き
る

か
を
考
え
て
き
た
。イ
ベ
ン
ト
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ

な
ど
で
、単
に
人
を
寄
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
観

光
は
失
敗
す
る
。人
を
集
め
る
こ
と
で
何
を
成

し
遂
げ
た
い
の
か
。シ
ー
パ
ル
ピ
ア
は
観
光
地

と
い
う
よ
り
ロ
ー
カ
ル
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

だ
と
思
っ
て
い
る
。シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に

よ
る
集
客
と
、観
光
地
の
集
客
は
何
が
違
う
の

か
。そ
も
そ
も
観
光
と
は
何
か
を
自
分
の
中
で

問
う
て
い
る
。頻
繁
に
来
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に

し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
と
は

経
営
す
る
こ
と

　
民
間
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
は
、岩
手
県
紫
波

町
の「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
参
考
に
し

た
。何
度
も
現
地
を
訪
れ
た
。ま
た
、こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
仕
掛
け
人
で
あ
る
岡
崎
正
信
さ
ん

ら
に
よ
る「
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」に
、何
人
も
繰

り
返
し
参
加
し
た
。行
政
も
民
間
も
、中
心
市
街

地
の
復
興
に
関
わ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
全
員
が
同
じ

も
の
を
見
て
、同
じ
こ
と
を
学
ん
だ
。き
っ
か
け

は
ま
ち
づ
く
り
事
業
家
の
木
下
斉
君
と
の
交
流

だ
。被
災
か
ら
1
カ
月
以
上
た
ち
、よ
う
や
く
パ

ソ
コ
ン
が
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
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ま
ち
づ
く
り
を
具
体
化
さ
せ
る
た
め
の「
中

心
市
街
地
商
業
エ
リ
ア
復
興
協
議
会
」
が

2
0
1
3
年
6
月
に
設
立
さ
れ
た
。商
業
街
区

の
形
成
に
あ
た
り
土
地
区
画
整
理
が
必
要
だ
っ

た
の
で
、町
主
体
の
枠
組
み
と
し
た
が
、実
質
的

な
会
の
運
営
は
商
工
会
の
私
が
担
当
し
た
。こ

こ
で
「
ま
ち
な
か
再
生
計
画
」
を
作
成
し
、

2
0
1
4
年
12
月
に
国
の
第
１
号
認
定
を
受
け

た
。再
生
計
画
の
中
で
、国
か
ら
津
波
立
地
補
助

金
助
成
の
受
け
皿
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
会
社
が

必
要
だ
っ
た
。商
工
会
で
も
可
能
だ
っ
た
が
、組

織
運
営
の
持
続
性
や
、志
を
同
じ
く
し
た
も
の

に
会
社
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ

て
、「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
」を
つ
く
っ

た
。出
資
金
を
集
め
て
器
を
つ
く
り
、社
長
に
は

ノ
リ
ユ
キ
さ
ん
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。実
質
的

な
経
営
者
と
な
る
専
務
取
締
役
と
し
て
、当
時

石
巻
日
日
新
聞
に
い
た
近
江
弘
一
さ
ん
を
お
迎

え
し
た
。ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
は
取
締
役
で
あ
る
。運

営
が
安
定
し
た
頃
、近
江
さ
ん
も
、60
歳
を
過
ぎ

た
の
で
還
暦
以
上
は
口
出
す
な
だ
、と
言
い
、経

営
は
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
に
渡
さ
れ
た
。

　
こ
の
流
れ
の
中
で
、2
0
1
4
年
4
月
に
町

は「
公
民
連
携
に
よ
る
商
業
エ
リ
ア
復
興
基
本

方
針
」を
出
し
た
。こ
の
中
に
は
、町
有
地
を
活

用
し
た
公
民
連
携
手
法
に
よ
る
公
共
空
間
等
の

整
備
や
民
間
施
設
立
地
を
推
進
す
る
こ
と
や
、

行
政
に
代
わ
っ
て
民
間
が
行
政
の
協
力
を
得
な

が
ら
新
し
い
公
共
と
し
て
の「
ま
ち
づ
く
り
会

社
」を
動
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、須
田
町
長
が
役

場
の
中
に「
公
民
連
携
室
」を
設
置
し
た
。町
長

も
我
々
と
一
緒
に
オ
ガ
ー
ル
紫
波
に
行
き
、紫

波
町
に
は
公
民
連
携
室
が
あ
っ
た
の
で
、こ
の

仕
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
、女
川
で
も
つ
く
っ

た
の
だ
と
思
う
。初
代
の
室
長
は
宮
城
県
か
ら

出
向
さ
れ
て
い
た
山
田
康
人
さ
ん
。そ
し
て
、

2
0
1
9
年
4
月
よ
り
役
場
の
正
規
職
員
と
し

て
私
が
担
当
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、2
0
1
5
年
12
月
に
シ
ー
パ
ル
ピ

ア
、2
0
1
6
年
12
月
に
ハ
マ
テ
ラ
ス
が
開
業

し
、大
き
な
商
業
施
設
と
し
て
造
る
べ
き
も
の

は
で
き
た
。そ
こ
で
、一
段
落
し
た
と
思
っ
た
。

つ
く
る
ま
で
は
私
な
り
に
必
死
に
や
り
、な
ん

と
か
こ
こ
ま
で
も
っ
て
き
た
。し
か
し
、人
を
呼

ぶ
と
な
る
と
、私
と
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
だ
け
で
は

厳
し
い
。民
間
と
し
て
、こ
こ
か
ら
は
ソ
フ
ト
の

世
界
だ
。震
災
か
ら
8
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、商
工

会
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
、み
ら
い
創
造
が
主
役
と
な
り
、無

か
ら
有
を
作
っ
て
き
た
。こ
れ
ま
で
は
、生
み
の

苦
し
み
。難
産
だ
っ
た
。今
は
育
て
の
苦
し
み

だ
。育
て
る
の
は
観
光
協
会
が
中
心
に
な
っ
て

や
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。い
か
に
多
く
の
人
に

来
て
も
ら
い
、女
川
を
見
て
い
た
だ
き
、感
じ
て

も
ら
い
、お
金
を
使
っ
て
も
ら
う
の
か
。も
し
く

は
何
度
も
足
を
運
ん
で
も
ら
う
。そ
こ
か
ら
、勤

め
る
、定
住
す
る
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
玄
関
が
観
光
に
な
る
。

ハ
ー
ド
の
完
成
に
10
年
。

次
は
ソ
フ
ト
だ
。

　
行
政
と
い
う
側
面
で
は
、2
0
1
9
年
に
役

場
庁
舎
、2
0
2
0
年
夏
に
新
た
な
小
中
一
貫

校
が
ス
タ
ー
ト
で
き
た
。こ
れ
で
大
き
な
施
設

関
係
は
全
て
終
わ
っ
た
と
い
う
印
象
だ
。公
民

と
も
ど
も
去
年
の
夏
辺
り
に
落
ち
着
い
た
気
が

す
る
。観
光
施
設
は
、数
カ
所
残
っ
て
い
る
が
、

今
年
度
中
に
は
目
途
が
立
つ
。全
部
終
わ
る
ま

で
に
10
年
か
か
っ
た
。人
が
住
ん
だ
り
、来
た
り

す
る
と
こ
ろ
は
、有
言
実
行
、8
年
で
全
て
終
わ

ら
せ
た
。ま
ち
と
し
て
全
て
新
品
に
な
っ
た
の

が
今
年
度
。公
民
と
も
ど
も
、大
き
な
工
事
、ハ

ー
ド
の
建
設
は
一
段
落
し
た
。次
は
ソ
フ
ト
だ
。

こ
れ
か
ら
い
か
に
人
を
呼
び
込
む
か
。行
政
と

し
て
は
人
口
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
中
で
税
収
を

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
も
公
民
連
携

で
考
え
る
。税
収
を
い
か
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

反
映
さ
せ
て
い
く
か
。今
度
は
行
政
が
、本
当
に

死
に
物
狂
い
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
れ
か
ら
が
大
変
だ
。

　
振
り
返
っ
て
み
て
、こ
う
す
れ
ば
良
か
っ
た

と
い
う
よ
う
な
後
悔
は
な
い
。そ
の
都
度
、ヨ
シ

ヒ
デ
さ
ん
、町
長
は
じ
め
、例
え
ば
役
場
の
観
光

係
の
職
員
や
、震
災
以
降
に
し
っ
か
り
つ
な
が

っ
た
仲
間
た
ち
と
話
を
し
、会
議
体
や
ら
組
織

体
を
つ
く
り
、そ
こ
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
と
話

し
、方
向
性
を
決
め
て
動
い
て
き
た
。そ
の
中
心

に
配
置
し
て
も
ら
い
、皆
さ
ん
で
話
を
オ
ー
ソ

ラ
イ
ズ
し
た
と
お
り
に
進
め
て
き
た
。ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
悔
い
た
り
後
悔
し
た
り
す

る
の
は
、こ
の
10
年
一
緒
に
や
っ
て
き
た
仲
間

に
対
し
て
失
礼
に
な
る
。た
だ
、支
え
て
き
て
く

れ
た
先
輩
や
仲
間
と
の
別
れ
を
思
い
返
す
と
、

言
葉
に
詰
ま
る
。と
に
か
く
誰
も
が
一
生
懸
命

や
っ
て
き
た
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

経
済
界
に
む
け
た
講
演
会
の
な
か
で
、

2
0
3
0
年
の
女
川
は
人
口
4
割
減
の

6
0
0
0
人
の
町
に
な
る
と
話
し
た
こ
と
だ
。

こ
れ
を
聞
い
た
商
工
会
長
が
仲
間
を
集
め
ろ
と

な
っ
た
。そ
の
結
果
、20
人
ほ
ど
の
任
意
団
体
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
、私
は
転
勤
後
2

カ
月
目
で
、そ
の
事
務
局
長
に
も
な
っ
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
自
発
的
な
行
動
力
を
み
て
み
た
い
。ど

ん
な
見
識
を
持
っ
て
わ
れ
わ
れ
と
付
き
合
い
、

実
行
す
る
の
か
を
見
な
が
ら
、次
の
こ
と
を
考

え
て
い
た
の
だ
と
思
う
。メ
ン
バ
ー
と
し
て
、役

場
の
企
画
課
と
当
時
の
商
工
観
光
課
か
ら
も
一

人
ず
つ
加
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。民
間
だ
け
で
考

え
て
も
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。

6
0
0
0
人
と
い
う
脅
威
を
突
き
付
け
ら
れ
、

公
民
と
も
ど
も
、う
ち
は
関
係
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
済
ま
な
い
。

　
1
年
ほ
ど
活
動
を
続
け
、3
・
11
の
夜
に
当
年

度
最
後
の
会
議
を
開
催
し
、翌
年
度
に
つ
な
げ

て
よ
う
と
準
備
を
し
て
い
た
。そ
の
と
き
に
津

波
が
襲
っ
た
。ま
ち
づ
く
り
塾
の
問
題
意
識
が
、

Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
誕
生
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。し
か

し
、
20
年
も
ま
た
ず
に
、
津
波
に
よ
っ
て

6
0
0
0
人
の
町
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。本
当

に
悲
し
く
つ
ら
い
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
設
立
総
会
に
は
50
名
ぐ
ら
い
が
参

加
し
た
。俺
も
俺
も
と
入
っ
た
り
出
た
り
が
あ

っ
た
が
、最
終
的
に
は
70
名
ぐ
ら
い
。そ
れ
ぞ

れ
、自
分
の
仕
事
に
か
か
わ
り
の
あ
る
委
員
会

に
は
い
っ
た
。そ
の
中
で「
ま
ち
づ
く
り
創
造
委

員
会
」は
幅
広
い
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
。当
初
は
県

会
議
員
と
し
て
相
談
役
顧
問
の
立
場
で
Ｆ
Ｒ
Ｋ

と
関
わ
っ
て
き
た
須
田
さ
ん
が
、2
0
1
1
年

11
月
に
町
長
に
な
っ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
と
行
動
を
共

に
し
て
き
た
の
で
考
え
方
は
尊
重
す
る
。50
人
、

70
人
の
総
意
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｋ
で
の
話
を
も
と

に
、さ
ら
に
様
々
な
視
点
を
持
っ
た
町
民
を
加

え
た
な
か
で
、議
論
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に「
女

川
町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
」や「
女

川
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
」を
つ

く
っ
て
い
く
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど

が
そ
こ
に
入
っ
た
う
え
で
、さ
ら
に
多
く
の
町

民
を
巻
き
込
み
、構
想
は
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
っ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
は
今
も
形
式
的
に
は

存
続
し
て
い
る
が
、震
災
翌
年
の
1
月
に「
復
興

提
言
書
」を
町
と
議
会
に
提
出
し
、活
動
を
い
っ

た
ん
休
止
し
た
。ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
町

の
復
興
推
進
課
が
担
当
し
、町
長
が
ト
ッ
プ
を

務
め
た
。

並
行
し
て
、仮
設
商
店

街
づ
く
り
が
始
ま
っ
た

　
こ
れ
と
並
行
し
て
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
中
で
も
議
論

し
た
仮
設
商
店
街
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。Ｆ
Ｒ

Ｋ
で
は
、い
ろ
ん
な
人
を
巻
き
込
み
、い
ろ
ん
な

立
場
で
発
言
し
て
も
ら
い
、私
が
そ
れ
ら
を
と

り
ま
と
め
、行
政
に
出
向
い
て
、「
女
川
町
復
興

計
画
」の
端
々
に
入
れ
込
ん
で
も
ら
っ
た
。仮
設

商
店
街
の
第
1
号
は
2
0
1
1
年
7
月
オ
ー
プ

ン
の「
コ
ン
テ
ナ
村
商
店
街
」。第
2
弾
は
翌
年

4
月
オ
ー
プ
ン
の「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」。

と
も
に
仮
設
商
店
街
と
し
て
観
光
名
所
に
も
な

っ
た
。コ
ン
テ
ナ
村
商
店
街
は
、商
工
会
青
年
部

の
Ｏ
Ｂ
と
現
役
部
員
ら
が
、自
分
ら
で
や
っ
て

み
よ
う
と
7
社
、8
社
ぐ
ら
い
を
集
め
、商
業
街

区
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。商
工
会
長
が
つ
く
れ

と
言
っ
た
の
で
も
、町
長
が
つ
く
れ
と
言
っ
た

わ
け
で
も
な
く
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
も
ら
っ
た
コ
ン

テ
ナ
10
個
を
自
分
ら
で
組
み
立
て
、そ
れ
を
コ

ン
テ
ナ
村
商
店
街
と
名
付
け
た
。ヨ
シ
ヒ
デ
さ

ん
と
私
が
仕
掛
け
人
と
し
て
、店
の
割
り
振
り

か
ら
何
ま
で
や
っ
た
。「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店

街
」は
50
店
舗
か
ら
な
る
の
で
、商
工
会
の
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
だ
。自
分
も
仮
設
で
や
り
た

い
と
い
う
人
も
あ
ら
わ
れ
た
。公
平
性
が
迫
ら

れ
る
中
で
、誰
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
よ
い

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、私
が
運
営
を

担
当
し
た
。

　
商
店
街
復
興
の
次
の
段
階
は
本
設
。つ
ま
り

今
の
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
と
ハ
マ
テ
ラ
ス
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。そ
う
な
る
と
私
た

ち
が
考
え
る
商
店
街
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、ま

ち
づ
く
り
そ
の
も
の
に
関
わ
っ
て
く
る
。ま
ち

の
区
分
け
、土
地
区
画
整
理
な
ど
の
青
写
真
は

見
え
て
い
る
が
、本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
。

「
住
み
残
る
」、「
住
み
戻
る
」、「
住
み
来
た
る
」人

が
、使
い
や
す
い
ま
ち
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

民
間
だ
け
が
何
か
を
言
っ
て
も
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。公
民
連
携
の
実
践
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
づ
く
り
に
2
0
1
2
年
の
半
ば
か
ら
取

り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
オ
ガ
ー
ル
紫
波（
岩
手
県
紫
波
町
）」で
開
催

さ
れ
た「
復
興
ま
ち
づ
く
り
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」

が
我
々
の
勉
強
の
場
と
な
っ
た
。参
加
の
き
っ

か
け
は
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
。開
催
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
、町
長
に
も
参
加
を
促
し
、役
場
か
ら
も
民

間
か
ら
も
人
が
で
て
、一
緒
に
学
び
に
行
っ
た
。

公
民
連
携
の
手
法
を
学
び
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
、双
方
が
持
つ
得
意
技
を
あ
ら
た
め
て
見
直

し
た
。復
興
の
青
写
真
は
、公
と
民
間
が
と
も
に

考
え
て
で
き
た
結
晶
な
の
で
、そ
こ
は
い
じ
ら

な
い
ま
で
も
、細
部
を
ど
う
す
る
か
。お
互
い
の

持
て
る
も
の
は
何
か
を
出
し
合
っ
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
提
言
書
が
で
き
る
前
か
ら
、公
民

連
携
の
考
え
方
を
含
め
て
、こ
ん
な
ま
ち
に
し

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
行
政
に
ぶ
つ
け
て

き
た
。「
女
川
町
復
興
計
画
」が
議
決
さ
れ
る
前

に
、わ
れ
わ
れ
の
話
を
伝
え
、そ
の
中
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
っ
た
。さ
ら
に
将
来
的
に
は
ど
の
よ
う

な
ソ
フ
ト
に
す
る
の
か
を
ま
と
め
、2
0
1
2

年
の
1
月
に
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
提
言
書
を
町
と
議
会
に

提
出
し
た
。そ
の
中
に
は
中
心
市
街
部
の
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
現
在
の「
女
川
み
ら
い
創
造
株

式
会
社
」の
考
え
方
が
含
ま
れ
て
い
た
。予
言
書

み
た
い
な
も
の
を
出
し
た
こ
と
に
な
る
。そ
れ

ま
で
に
町
と
共
有
し
、双
方
で
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ

さ
れ
た
内
容
だ
っ
た
が
、我
々
は
こ
こ
ま
で
ま
と

め
た
の
で
、あ
と
は
お
任
せ
し
ま
す
と
、あ
る
種

セ
レ
モ
ニ
ー
的
に
、改
め
て
出
さ
せ
も
ら
っ
た
。

公
も
民
間
も
、町
長
も
Ｆ
Ｒ
Ｋ
会
長
、商
工
会
長

も
、人
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、本
流
は
こ
れ
で

い
く
。ま
さ
に
公
民
連
携
の
あ
り
方
だ
。そ
れ
ぞ

れ
の
ト
ッ
プ
の
提
案
を
も
と
に
決
ま
る
の
で
は

な
く
、ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
よ
う
な
形
で
総
意
が

作
ら
れ
、ト
ッ
プ
も
な
る
ほ
ど
と
総
意
を
認
め

る
。議
員
に
も
事
前
に
民
意
を
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
計
画
に
基
づ
い
て
、具

体
的
な
事
業
が
発
案
さ
れ
る
と
反
対
の
し
よ
う

が
な
い
。い
ろ
ん
な
も
の
ご
と
の
調
整
が
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
進
ん
で
い
く
。民
間
主
導
の
公

民
連
携
の
、実
践
的
な
姿
で
あ
る
。公
と
民
間
で
、

本
当
に
腹
を
割
っ
て
、泣
い
た
り
ほ
え
た
り
笑
っ

た
り
し
な
が
ら
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
構

想
の
下
で
、シ
ー
パ
ル
ピ
ア
・
ハ
マ
テ
ラ
ス
を
中

心
に
ま
ち
を
つ
く
っ
て
き
た
。

女
川
町
総
務
課
公
民
連
携
室
長
。

1
9
7
2
年
生
。東
日
本
大
震
災
は

前
職
女
川
町
商
工
会
事
務
局
長
の

時
。当
時
は
、商
工
会
が
中
心
と
な
っ

て
組
織
し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
提

案
す
る
民
間
団
体『
女
川
復
興
連
絡

協
議
会
』の
事
務
局
と
し
て『
住
み
残
る
、住
み
戻
る
、住

み
来
た
る
』を
テ
ー
マ
に
各
種
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展

開
。2
0
1
9
年
か
ら
女
川
町
に
奉
職
。

青
山
貴
博（
あ
お
や
ま
・
た
か
ひ
ろ
）

　
2
0
1
9
年
4
月
に
現
職
に
就
い
た
。そ
れ

ま
で
は
女
川
町
商
工
会
事
務
局
長
と
し
て
震
災

か
ら
の
復
興
に
関
わ
っ
て
き
た
。社
会
人
の
ス

タ
ー
ト
は
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
職
員
。県
内

の
商
工
会
を
転
々
と
す
る
中
で
、2
0
0
2
年

の
一
年
間
は
女
川
町
商
工
会
で
勤
務
し
た
。そ

し
て
、あ
ら
た
め
て
2
0
1
0
年
4
月
に
事
務

局
長
と
し
て
着
任
し
た
。石
巻
出
身
だ
が
、女
川

町
に
住
ん
で
か
ら
20
年
ほ
ど
た
っ
た
。

　
震
災
前
、女
川
町
商
工
会
は
県
内
で
最
も
赴

任
し
た
く
な
い
場
所
だ
っ
た
。よ
そ
か
ら
来
た

人
に
相
談
を
持
ち
か
け
る
気
質
は
な
か
っ
た
。

　
反
面
、気
に
入
ら
れ
る
と
抜
け
ら
れ
な
く
な

る
。ま
ち
の
こ
と
を
自
分
事
の
よ
う
に
考
え
る

人
た
ち
の
集
ま
り
だ
。陸
続
き
の
孤
島
の
よ
う

な
場
所
な
の
で
、自
分
ら
で
何
と
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。な
ん
と
か
し
て
き
た
と
い

う
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
る
。

　
水
産
関
連
を
含
め
て
町
内
に
は
い
く
つ
も
の

産
業
団
体
が
あ
る
。そ
の
中
で
も
商
工
会
は
、観

光
協
会
、魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合
と
い
っ
た

力
の
あ
る
団
体
と
も
協
力
し
な
が
ら
、女
川
の

経
済
振
興
を
中
心
に
な
っ
て
支
え
て
き
た
。被

災
時
の
商
工
会
長
は
高
橋
正
典
さ
ん
。当
時
は

60
歳
で
、70
歳
に
な
っ
た
今
も
頑
張
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
。水
産
加
工
食
品
大
手
の
社
長
と
し

て
、あ
ら
ゆ
る
業
界
で
信
頼
さ
れ
て
い
る
。「
復

興
連
絡
協
議
会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」の
最
初
の
会
合
で

の
発
言
は
、「
還
暦
以
上
は
口
出
す
な
」。口
は
出

さ
な
い
が
必
要
と
な
れ
ば
金
は
出
す
。人
が
必

要
な
ら
見
つ
け
て
く
る
。弾
よ
け
に
も
な
る
し
、

け
つ
を
持
て
と
い
う
な
ら
そ
う
し
て
や
る
。活

動
の
中
心
は
あ
な
た
方
若
い
人
た
ち
だ
、と
い

う
こ
と
を
訴
え
た
。女
川
の
復
興
は
そ
こ
か
ら

始
ま
っ
た
。

1
0
0
0
年
に
1
回
の

ま
ち
づ
く
り
を
、

若
い
者
に
託
そ
う

　
基
幹
産
業
は
水
産
業
界
で
あ
り
、女
川
を
支

え
て
き
た
何
人
も
の
先
達
が
い
た
。そ
の
発
言

を
聞
い
た
年
長
者
た
ち
は
、手
を
た
た
い
て
、

「
よ
く
言
っ
た
。そ
ん
で
い
い
ん
だ
。」と
言
っ

た
。一
代
で
す
ご
く
大
き
な
規
模
の
自
社
を
つ

く
り
あ
げ
た
が
、全
て
流
さ
れ
た
。自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
、復
旧
、復
興
は
ど
う
な
る
の
か
思

案
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、マ
サ
ノ
リ
さ
ん
が
、還

暦
以
上
は
黙
っ
て
ろ
と
話
し
た
の
で
、そ
り
ゃ

そ
う
だ
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
観
光
協
会
の
会
長
は
鈴
木
敬
幸
さ
ん
。全
世

界
で
マ
グ
ロ
を
捕
る
船
の
船
主
だ
っ
た
が
、水

産
の
ま
ち
と
し
て
観
光
振
興
を
進
め
る
と
い
う

よ
う
な
解
釈
で
、観
光
協
会
長
に
就
い
て
い
た
。

マ
サ
ノ
リ
さ
ん
と
と
も
に
、諸
先
輩
か
ら
女
川

の
こ
と
を
任
さ
れ
た
一
人
だ
。

　
若
い
者
に
任
せ
る
と
い
う
の
は
、事
前
の
う

ち
あ
わ
せ
も
な
く
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
設
立
総
会
で
話
し

た
こ
と
。突
然
だ
と
言
っ
て
い
た
が
、こ
う
い
う

人
や
、こ
う
い
う
人
も
い
る
。彼
ら
の
時
代
だ
と

い
う
こ
と
を
、頭
の
中
に
描
い
て
い
た
と
思
う
。

そ
の
一
人
が
阿
部
喜
英
さ
ん
。あ
ま
り
表
舞
台

で
動
く
人
で
は
な
か
っ
た
が
、優
秀
だ
と
い
う

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。震
災
直
後
、焚
火
の
前

で
、ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
が
毎
日
も
ち
こ
む
情
報
と
、

自
分
の
構
想
を
話
す
姿
を
み
て
、マ
サ
ノ
リ
さ

ん
や
ノ
リ
ユ
キ
さ
ん
は
、若
い
芽
が
育
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
と
思
う
。加
え
て
、そ

の
時
は
県
議
会
議
員
だ
っ
た
須
田
善
明
さ
ん
。

今
の
町
長
だ
。そ
う
し
た
若
い
者
に
、1
0
0
0

年
に
1
回
の
ま
ち
づ
く
り
を
託
そ
う
と
感
じ
た

の
だ
ろ
う
。1
0
0
年
先
の
子
ど
も
達
に
対
し

て
責
任
が
と
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
内
に
つ
く
っ
た
産
業
ご
と
の
委
員
会

の
委
員
長
に
は
、還
暦
よ
り
若
い
が
我
々
よ
り

少
し
上
の
人
た
ち
が
選
ば
れ
た
。筆
頭
委
員
会

に
相
当
す
る「
ま
ち
づ
く
り
創
造
委
員
会
」の
委

員
長
に
は
、当
時
42
歳
の
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
を
ぶ

つ
け
て
き
た
。本
人
も
驚
い
た
と
思
う
。私
は
Ｆ

Ｒ
Ｋ
の
事
務
局
長
に
就
い
た
。商
工
会
の
日
常

業
務
も
あ
る
中
で
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
活
動
に
は
そ
れ

以
上
の
力
を
か
け
た
。忙
し
か
っ
た
。

　
震
災
の
一
年
前
に「
ま
ち
づ
く
り
塾
」を
発
足

さ
せ
た
。き
っ
か
け
は
七
十
七
銀
行
が
、女
川
の

こ
う
す
れ
ば

良
かった
と
い
う

後
悔
は
な
い

2
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ま
ち
づ
く
り
を
具
体
化
さ
せ
る
た
め
の「
中

心
市
街
地
商
業
エ
リ
ア
復
興
協
議
会
」
が

2
0
1
3
年
6
月
に
設
立
さ
れ
た
。商
業
街
区

の
形
成
に
あ
た
り
土
地
区
画
整
理
が
必
要
だ
っ

た
の
で
、町
主
体
の
枠
組
み
と
し
た
が
、実
質
的

な
会
の
運
営
は
商
工
会
の
私
が
担
当
し
た
。こ

こ
で
「
ま
ち
な
か
再
生
計
画
」
を
作
成
し
、

2
0
1
4
年
12
月
に
国
の
第
１
号
認
定
を
受
け

た
。再
生
計
画
の
中
で
、国
か
ら
津
波
立
地
補
助

金
助
成
の
受
け
皿
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
会
社
が

必
要
だ
っ
た
。商
工
会
で
も
可
能
だ
っ
た
が
、組

織
運
営
の
持
続
性
や
、志
を
同
じ
く
し
た
も
の

に
会
社
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ

て
、「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
」を
つ
く
っ

た
。出
資
金
を
集
め
て
器
を
つ
く
り
、社
長
に
は

ノ
リ
ユ
キ
さ
ん
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。実
質
的

な
経
営
者
と
な
る
専
務
取
締
役
と
し
て
、当
時

石
巻
日
日
新
聞
に
い
た
近
江
弘
一
さ
ん
を
お
迎

え
し
た
。ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
は
取
締
役
で
あ
る
。運

営
が
安
定
し
た
頃
、近
江
さ
ん
も
、60
歳
を
過
ぎ

た
の
で
還
暦
以
上
は
口
出
す
な
だ
、と
言
い
、経

営
は
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
に
渡
さ
れ
た
。

　
こ
の
流
れ
の
中
で
、2
0
1
4
年
4
月
に
町

は「
公
民
連
携
に
よ
る
商
業
エ
リ
ア
復
興
基
本

方
針
」を
出
し
た
。こ
の
中
に
は
、町
有
地
を
活

用
し
た
公
民
連
携
手
法
に
よ
る
公
共
空
間
等
の

整
備
や
民
間
施
設
立
地
を
推
進
す
る
こ
と
や
、

行
政
に
代
わ
っ
て
民
間
が
行
政
の
協
力
を
得
な

が
ら
新
し
い
公
共
と
し
て
の「
ま
ち
づ
く
り
会

社
」を
動
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、須
田
町
長
が
役

場
の
中
に「
公
民
連
携
室
」を
設
置
し
た
。町
長

も
我
々
と
一
緒
に
オ
ガ
ー
ル
紫
波
に
行
き
、紫

波
町
に
は
公
民
連
携
室
が
あ
っ
た
の
で
、こ
の

仕
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
、女
川
で
も
つ
く
っ

た
の
だ
と
思
う
。初
代
の
室
長
は
宮
城
県
か
ら

出
向
さ
れ
て
い
た
山
田
康
人
さ
ん
。そ
し
て
、

2
0
1
9
年
4
月
よ
り
役
場
の
正
規
職
員
と
し

て
私
が
担
当
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、2
0
1
5
年
12
月
に
シ
ー
パ
ル
ピ

ア
、2
0
1
6
年
12
月
に
ハ
マ
テ
ラ
ス
が
開
業

し
、大
き
な
商
業
施
設
と
し
て
造
る
べ
き
も
の

は
で
き
た
。そ
こ
で
、一
段
落
し
た
と
思
っ
た
。

つ
く
る
ま
で
は
私
な
り
に
必
死
に
や
り
、な
ん

と
か
こ
こ
ま
で
も
っ
て
き
た
。し
か
し
、人
を
呼

ぶ
と
な
る
と
、私
と
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
だ
け
で
は

厳
し
い
。民
間
と
し
て
、こ
こ
か
ら
は
ソ
フ
ト
の

世
界
だ
。震
災
か
ら
8
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、商
工

会
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
、み
ら
い
創
造
が
主
役
と
な
り
、無

か
ら
有
を
作
っ
て
き
た
。こ
れ
ま
で
は
、生
み
の

苦
し
み
。難
産
だ
っ
た
。今
は
育
て
の
苦
し
み

だ
。育
て
る
の
は
観
光
協
会
が
中
心
に
な
っ
て

や
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。い
か
に
多
く
の
人
に

来
て
も
ら
い
、女
川
を
見
て
い
た
だ
き
、感
じ
て

も
ら
い
、お
金
を
使
っ
て
も
ら
う
の
か
。も
し
く

は
何
度
も
足
を
運
ん
で
も
ら
う
。そ
こ
か
ら
、勤

め
る
、定
住
す
る
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
玄
関
が
観
光
に
な
る
。

ハ
ー
ド
の
完
成
に
10
年
。

次
は
ソ
フ
ト
だ
。

　
行
政
と
い
う
側
面
で
は
、2
0
1
9
年
に
役

場
庁
舎
、2
0
2
0
年
夏
に
新
た
な
小
中
一
貫

校
が
ス
タ
ー
ト
で
き
た
。こ
れ
で
大
き
な
施
設

関
係
は
全
て
終
わ
っ
た
と
い
う
印
象
だ
。公
民

と
も
ど
も
去
年
の
夏
辺
り
に
落
ち
着
い
た
気
が

す
る
。観
光
施
設
は
、数
カ
所
残
っ
て
い
る
が
、

今
年
度
中
に
は
目
途
が
立
つ
。全
部
終
わ
る
ま

で
に
10
年
か
か
っ
た
。人
が
住
ん
だ
り
、来
た
り

す
る
と
こ
ろ
は
、有
言
実
行
、8
年
で
全
て
終
わ

ら
せ
た
。ま
ち
と
し
て
全
て
新
品
に
な
っ
た
の

が
今
年
度
。公
民
と
も
ど
も
、大
き
な
工
事
、ハ

ー
ド
の
建
設
は
一
段
落
し
た
。次
は
ソ
フ
ト
だ
。

こ
れ
か
ら
い
か
に
人
を
呼
び
込
む
か
。行
政
と

し
て
は
人
口
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
中
で
税
収
を

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
も
公
民
連
携

で
考
え
る
。税
収
を
い
か
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

反
映
さ
せ
て
い
く
か
。今
度
は
行
政
が
、本
当
に

死
に
物
狂
い
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
れ
か
ら
が
大
変
だ
。

　
振
り
返
っ
て
み
て
、こ
う
す
れ
ば
良
か
っ
た

と
い
う
よ
う
な
後
悔
は
な
い
。そ
の
都
度
、ヨ
シ

ヒ
デ
さ
ん
、町
長
は
じ
め
、例
え
ば
役
場
の
観
光

係
の
職
員
や
、震
災
以
降
に
し
っ
か
り
つ
な
が

っ
た
仲
間
た
ち
と
話
を
し
、会
議
体
や
ら
組
織

体
を
つ
く
り
、そ
こ
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
と
話

し
、方
向
性
を
決
め
て
動
い
て
き
た
。そ
の
中
心

に
配
置
し
て
も
ら
い
、皆
さ
ん
で
話
を
オ
ー
ソ

ラ
イ
ズ
し
た
と
お
り
に
進
め
て
き
た
。ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
悔
い
た
り
後
悔
し
た
り
す

る
の
は
、こ
の
10
年
一
緒
に
や
っ
て
き
た
仲
間

に
対
し
て
失
礼
に
な
る
。た
だ
、支
え
て
き
て
く

れ
た
先
輩
や
仲
間
と
の
別
れ
を
思
い
返
す
と
、

言
葉
に
詰
ま
る
。と
に
か
く
誰
も
が
一
生
懸
命

や
っ
て
き
た
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

経
済
界
に
む
け
た
講
演
会
の
な
か
で
、

2
0
3
0
年
の
女
川
は
人
口
4
割
減
の

6
0
0
0
人
の
町
に
な
る
と
話
し
た
こ
と
だ
。

こ
れ
を
聞
い
た
商
工
会
長
が
仲
間
を
集
め
ろ
と

な
っ
た
。そ
の
結
果
、20
人
ほ
ど
の
任
意
団
体
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
、私
は
転
勤
後
2

カ
月
目
で
、そ
の
事
務
局
長
に
も
な
っ
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
自
発
的
な
行
動
力
を
み
て
み
た
い
。ど

ん
な
見
識
を
持
っ
て
わ
れ
わ
れ
と
付
き
合
い
、

実
行
す
る
の
か
を
見
な
が
ら
、次
の
こ
と
を
考

え
て
い
た
の
だ
と
思
う
。メ
ン
バ
ー
と
し
て
、役

場
の
企
画
課
と
当
時
の
商
工
観
光
課
か
ら
も
一

人
ず
つ
加
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。民
間
だ
け
で
考

え
て
も
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。

6
0
0
0
人
と
い
う
脅
威
を
突
き
付
け
ら
れ
、

公
民
と
も
ど
も
、う
ち
は
関
係
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
済
ま
な
い
。

　
1
年
ほ
ど
活
動
を
続
け
、3
・
11
の
夜
に
当
年

度
最
後
の
会
議
を
開
催
し
、翌
年
度
に
つ
な
げ

て
よ
う
と
準
備
を
し
て
い
た
。そ
の
と
き
に
津

波
が
襲
っ
た
。ま
ち
づ
く
り
塾
の
問
題
意
識
が
、

Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
誕
生
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。し
か

し
、
20
年
も
ま
た
ず
に
、
津
波
に
よ
っ
て

6
0
0
0
人
の
町
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。本
当

に
悲
し
く
つ
ら
い
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
設
立
総
会
に
は
50
名
ぐ
ら
い
が
参

加
し
た
。俺
も
俺
も
と
入
っ
た
り
出
た
り
が
あ

っ
た
が
、最
終
的
に
は
70
名
ぐ
ら
い
。そ
れ
ぞ

れ
、自
分
の
仕
事
に
か
か
わ
り
の
あ
る
委
員
会

に
は
い
っ
た
。そ
の
中
で「
ま
ち
づ
く
り
創
造
委

員
会
」は
幅
広
い
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
。当
初
は
県

会
議
員
と
し
て
相
談
役
顧
問
の
立
場
で
Ｆ
Ｒ
Ｋ

と
関
わ
っ
て
き
た
須
田
さ
ん
が
、2
0
1
1
年

11
月
に
町
長
に
な
っ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
と
行
動
を
共

に
し
て
き
た
の
で
考
え
方
は
尊
重
す
る
。50
人
、

70
人
の
総
意
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｋ
で
の
話
を
も
と

に
、さ
ら
に
様
々
な
視
点
を
持
っ
た
町
民
を
加

え
た
な
か
で
、議
論
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に「
女

川
町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
」や「
女

川
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
」を
つ

く
っ
て
い
く
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど

が
そ
こ
に
入
っ
た
う
え
で
、さ
ら
に
多
く
の
町

民
を
巻
き
込
み
、構
想
は
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
っ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
は
今
も
形
式
的
に
は

存
続
し
て
い
る
が
、震
災
翌
年
の
1
月
に「
復
興

提
言
書
」を
町
と
議
会
に
提
出
し
、活
動
を
い
っ

た
ん
休
止
し
た
。ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
町

の
復
興
推
進
課
が
担
当
し
、町
長
が
ト
ッ
プ
を

務
め
た
。

並
行
し
て
、仮
設
商
店

街
づ
く
り
が
始
ま
っ
た

　
こ
れ
と
並
行
し
て
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
中
で
も
議
論

し
た
仮
設
商
店
街
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。Ｆ
Ｒ

Ｋ
で
は
、い
ろ
ん
な
人
を
巻
き
込
み
、い
ろ
ん
な

立
場
で
発
言
し
て
も
ら
い
、私
が
そ
れ
ら
を
と

り
ま
と
め
、行
政
に
出
向
い
て
、「
女
川
町
復
興

計
画
」の
端
々
に
入
れ
込
ん
で
も
ら
っ
た
。仮
設

商
店
街
の
第
1
号
は
2
0
1
1
年
7
月
オ
ー
プ

ン
の「
コ
ン
テ
ナ
村
商
店
街
」。第
2
弾
は
翌
年

4
月
オ
ー
プ
ン
の「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」。

と
も
に
仮
設
商
店
街
と
し
て
観
光
名
所
に
も
な

っ
た
。コ
ン
テ
ナ
村
商
店
街
は
、商
工
会
青
年
部

の
Ｏ
Ｂ
と
現
役
部
員
ら
が
、自
分
ら
で
や
っ
て

み
よ
う
と
7
社
、8
社
ぐ
ら
い
を
集
め
、商
業
街

区
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。商
工
会
長
が
つ
く
れ

と
言
っ
た
の
で
も
、町
長
が
つ
く
れ
と
言
っ
た

わ
け
で
も
な
く
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
も
ら
っ
た
コ
ン

テ
ナ
10
個
を
自
分
ら
で
組
み
立
て
、そ
れ
を
コ

ン
テ
ナ
村
商
店
街
と
名
付
け
た
。ヨ
シ
ヒ
デ
さ

ん
と
私
が
仕
掛
け
人
と
し
て
、店
の
割
り
振
り

か
ら
何
ま
で
や
っ
た
。「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店

街
」は
50
店
舗
か
ら
な
る
の
で
、商
工
会
の
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
だ
。自
分
も
仮
設
で
や
り
た

い
と
い
う
人
も
あ
ら
わ
れ
た
。公
平
性
が
迫
ら

れ
る
中
で
、誰
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
よ
い

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、私
が
運
営
を

担
当
し
た
。

　
商
店
街
復
興
の
次
の
段
階
は
本
設
。つ
ま
り

今
の
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
と
ハ
マ
テ
ラ
ス
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。そ
う
な
る
と
私
た

ち
が
考
え
る
商
店
街
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、ま

ち
づ
く
り
そ
の
も
の
に
関
わ
っ
て
く
る
。ま
ち

の
区
分
け
、土
地
区
画
整
理
な
ど
の
青
写
真
は

見
え
て
い
る
が
、本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
。

「
住
み
残
る
」、「
住
み
戻
る
」、「
住
み
来
た
る
」人

が
、使
い
や
す
い
ま
ち
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

民
間
だ
け
が
何
か
を
言
っ
て
も
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。公
民
連
携
の
実
践
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
づ
く
り
に
2
0
1
2
年
の
半
ば
か
ら
取

り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
オ
ガ
ー
ル
紫
波（
岩
手
県
紫
波
町
）」で
開
催

さ
れ
た「
復
興
ま
ち
づ
く
り
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」

が
我
々
の
勉
強
の
場
と
な
っ
た
。参
加
の
き
っ

か
け
は
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
。開
催
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
、町
長
に
も
参
加
を
促
し
、役
場
か
ら
も
民

間
か
ら
も
人
が
で
て
、一
緒
に
学
び
に
行
っ
た
。

公
民
連
携
の
手
法
を
学
び
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
、双
方
が
持
つ
得
意
技
を
あ
ら
た
め
て
見
直

し
た
。復
興
の
青
写
真
は
、公
と
民
間
が
と
も
に

考
え
て
で
き
た
結
晶
な
の
で
、そ
こ
は
い
じ
ら

な
い
ま
で
も
、細
部
を
ど
う
す
る
か
。お
互
い
の

持
て
る
も
の
は
何
か
を
出
し
合
っ
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
提
言
書
が
で
き
る
前
か
ら
、公
民

連
携
の
考
え
方
を
含
め
て
、こ
ん
な
ま
ち
に
し

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
行
政
に
ぶ
つ
け
て

き
た
。「
女
川
町
復
興
計
画
」が
議
決
さ
れ
る
前

に
、わ
れ
わ
れ
の
話
を
伝
え
、そ
の
中
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
っ
た
。さ
ら
に
将
来
的
に
は
ど
の
よ
う

な
ソ
フ
ト
に
す
る
の
か
を
ま
と
め
、2
0
1
2

年
の
1
月
に
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
提
言
書
を
町
と
議
会
に

提
出
し
た
。そ
の
中
に
は
中
心
市
街
部
の
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
現
在
の「
女
川
み
ら
い
創
造
株

式
会
社
」の
考
え
方
が
含
ま
れ
て
い
た
。予
言
書

み
た
い
な
も
の
を
出
し
た
こ
と
に
な
る
。そ
れ

ま
で
に
町
と
共
有
し
、双
方
で
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ

さ
れ
た
内
容
だ
っ
た
が
、我
々
は
こ
こ
ま
で
ま
と

め
た
の
で
、あ
と
は
お
任
せ
し
ま
す
と
、あ
る
種

セ
レ
モ
ニ
ー
的
に
、改
め
て
出
さ
せ
も
ら
っ
た
。

公
も
民
間
も
、町
長
も
Ｆ
Ｒ
Ｋ
会
長
、商
工
会
長

も
、人
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、本
流
は
こ
れ
で

い
く
。ま
さ
に
公
民
連
携
の
あ
り
方
だ
。そ
れ
ぞ

れ
の
ト
ッ
プ
の
提
案
を
も
と
に
決
ま
る
の
で
は

な
く
、ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
よ
う
な
形
で
総
意
が

作
ら
れ
、ト
ッ
プ
も
な
る
ほ
ど
と
総
意
を
認
め

る
。議
員
に
も
事
前
に
民
意
を
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
計
画
に
基
づ
い
て
、具

体
的
な
事
業
が
発
案
さ
れ
る
と
反
対
の
し
よ
う

が
な
い
。い
ろ
ん
な
も
の
ご
と
の
調
整
が
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
進
ん
で
い
く
。民
間
主
導
の
公

民
連
携
の
、実
践
的
な
姿
で
あ
る
。公
と
民
間
で
、

本
当
に
腹
を
割
っ
て
、泣
い
た
り
ほ
え
た
り
笑
っ

た
り
し
な
が
ら
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
構

想
の
下
で
、シ
ー
パ
ル
ピ
ア
・
ハ
マ
テ
ラ
ス
を
中

心
に
ま
ち
を
つ
く
っ
て
き
た
。

女
川
町
総
務
課
公
民
連
携
室
長
。

1
9
7
2
年
生
。東
日
本
大
震
災
は

前
職
女
川
町
商
工
会
事
務
局
長
の

時
。当
時
は
、商
工
会
が
中
心
と
な
っ

て
組
織
し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
提

案
す
る
民
間
団
体『
女
川
復
興
連
絡

協
議
会
』の
事
務
局
と
し
て『
住
み
残
る
、住
み
戻
る
、住

み
来
た
る
』を
テ
ー
マ
に
各
種
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展

開
。2
0
1
9
年
か
ら
女
川
町
に
奉
職
。

青
山
貴
博（
あ
お
や
ま
・
た
か
ひ
ろ
）

　
2
0
1
9
年
4
月
に
現
職
に
就
い
た
。そ
れ

ま
で
は
女
川
町
商
工
会
事
務
局
長
と
し
て
震
災

か
ら
の
復
興
に
関
わ
っ
て
き
た
。社
会
人
の
ス

タ
ー
ト
は
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
職
員
。県
内

の
商
工
会
を
転
々
と
す
る
中
で
、2
0
0
2
年

の
一
年
間
は
女
川
町
商
工
会
で
勤
務
し
た
。そ

し
て
、あ
ら
た
め
て
2
0
1
0
年
4
月
に
事
務

局
長
と
し
て
着
任
し
た
。石
巻
出
身
だ
が
、女
川

町
に
住
ん
で
か
ら
20
年
ほ
ど
た
っ
た
。

　
震
災
前
、女
川
町
商
工
会
は
県
内
で
最
も
赴

任
し
た
く
な
い
場
所
だ
っ
た
。よ
そ
か
ら
来
た

人
に
相
談
を
持
ち
か
け
る
気
質
は
な
か
っ
た
。

　
反
面
、気
に
入
ら
れ
る
と
抜
け
ら
れ
な
く
な

る
。ま
ち
の
こ
と
を
自
分
事
の
よ
う
に
考
え
る

人
た
ち
の
集
ま
り
だ
。陸
続
き
の
孤
島
の
よ
う

な
場
所
な
の
で
、自
分
ら
で
何
と
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。な
ん
と
か
し
て
き
た
と
い

う
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
る
。

　
水
産
関
連
を
含
め
て
町
内
に
は
い
く
つ
も
の

産
業
団
体
が
あ
る
。そ
の
中
で
も
商
工
会
は
、観

光
協
会
、魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合
と
い
っ
た

力
の
あ
る
団
体
と
も
協
力
し
な
が
ら
、女
川
の

経
済
振
興
を
中
心
に
な
っ
て
支
え
て
き
た
。被

災
時
の
商
工
会
長
は
高
橋
正
典
さ
ん
。当
時
は

60
歳
で
、70
歳
に
な
っ
た
今
も
頑
張
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
。水
産
加
工
食
品
大
手
の
社
長
と
し

て
、あ
ら
ゆ
る
業
界
で
信
頼
さ
れ
て
い
る
。「
復

興
連
絡
協
議
会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」の
最
初
の
会
合
で

の
発
言
は
、「
還
暦
以
上
は
口
出
す
な
」。口
は
出

さ
な
い
が
必
要
と
な
れ
ば
金
は
出
す
。人
が
必

要
な
ら
見
つ
け
て
く
る
。弾
よ
け
に
も
な
る
し
、

け
つ
を
持
て
と
い
う
な
ら
そ
う
し
て
や
る
。活

動
の
中
心
は
あ
な
た
方
若
い
人
た
ち
だ
、と
い

う
こ
と
を
訴
え
た
。女
川
の
復
興
は
そ
こ
か
ら

始
ま
っ
た
。

1
0
0
0
年
に
1
回
の

ま
ち
づ
く
り
を
、

若
い
者
に
託
そ
う

　
基
幹
産
業
は
水
産
業
界
で
あ
り
、女
川
を
支

え
て
き
た
何
人
も
の
先
達
が
い
た
。そ
の
発
言

を
聞
い
た
年
長
者
た
ち
は
、手
を
た
た
い
て
、

「
よ
く
言
っ
た
。そ
ん
で
い
い
ん
だ
。」と
言
っ

た
。一
代
で
す
ご
く
大
き
な
規
模
の
自
社
を
つ

く
り
あ
げ
た
が
、全
て
流
さ
れ
た
。自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
、復
旧
、復
興
は
ど
う
な
る
の
か
思

案
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、マ
サ
ノ
リ
さ
ん
が
、還

暦
以
上
は
黙
っ
て
ろ
と
話
し
た
の
で
、そ
り
ゃ

そ
う
だ
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
観
光
協
会
の
会
長
は
鈴
木
敬
幸
さ
ん
。全
世

界
で
マ
グ
ロ
を
捕
る
船
の
船
主
だ
っ
た
が
、水

産
の
ま
ち
と
し
て
観
光
振
興
を
進
め
る
と
い
う

よ
う
な
解
釈
で
、観
光
協
会
長
に
就
い
て
い
た
。

マ
サ
ノ
リ
さ
ん
と
と
も
に
、諸
先
輩
か
ら
女
川

の
こ
と
を
任
さ
れ
た
一
人
だ
。

　
若
い
者
に
任
せ
る
と
い
う
の
は
、事
前
の
う

ち
あ
わ
せ
も
な
く
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
設
立
総
会
で
話
し

た
こ
と
。突
然
だ
と
言
っ
て
い
た
が
、こ
う
い
う

人
や
、こ
う
い
う
人
も
い
る
。彼
ら
の
時
代
だ
と

い
う
こ
と
を
、頭
の
中
に
描
い
て
い
た
と
思
う
。

そ
の
一
人
が
阿
部
喜
英
さ
ん
。あ
ま
り
表
舞
台

で
動
く
人
で
は
な
か
っ
た
が
、優
秀
だ
と
い
う

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。震
災
直
後
、焚
火
の
前

で
、ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
が
毎
日
も
ち
こ
む
情
報
と
、

自
分
の
構
想
を
話
す
姿
を
み
て
、マ
サ
ノ
リ
さ

ん
や
ノ
リ
ユ
キ
さ
ん
は
、若
い
芽
が
育
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
と
思
う
。加
え
て
、そ

の
時
は
県
議
会
議
員
だ
っ
た
須
田
善
明
さ
ん
。

今
の
町
長
だ
。そ
う
し
た
若
い
者
に
、1
0
0
0

年
に
1
回
の
ま
ち
づ
く
り
を
託
そ
う
と
感
じ
た

の
だ
ろ
う
。1
0
0
年
先
の
子
ど
も
達
に
対
し

て
責
任
が
と
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
内
に
つ
く
っ
た
産
業
ご
と
の
委
員
会

の
委
員
長
に
は
、還
暦
よ
り
若
い
が
我
々
よ
り

少
し
上
の
人
た
ち
が
選
ば
れ
た
。筆
頭
委
員
会

に
相
当
す
る「
ま
ち
づ
く
り
創
造
委
員
会
」の
委

員
長
に
は
、当
時
42
歳
の
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
を
ぶ

つ
け
て
き
た
。本
人
も
驚
い
た
と
思
う
。私
は
Ｆ

Ｒ
Ｋ
の
事
務
局
長
に
就
い
た
。商
工
会
の
日
常

業
務
も
あ
る
中
で
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
活
動
に
は
そ
れ

以
上
の
力
を
か
け
た
。忙
し
か
っ
た
。

　
震
災
の
一
年
前
に「
ま
ち
づ
く
り
塾
」を
発
足

さ
せ
た
。き
っ
か
け
は
七
十
七
銀
行
が
、女
川
の

こ
う
す
れ
ば

良
かった
と
い
う

後
悔
は
な
い

2
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ま
ち
づ
く
り
を
具
体
化
さ
せ
る
た
め
の「
中

心
市
街
地
商
業
エ
リ
ア
復
興
協
議
会
」
が

2
0
1
3
年
6
月
に
設
立
さ
れ
た
。商
業
街
区

の
形
成
に
あ
た
り
土
地
区
画
整
理
が
必
要
だ
っ

た
の
で
、町
主
体
の
枠
組
み
と
し
た
が
、実
質
的

な
会
の
運
営
は
商
工
会
の
私
が
担
当
し
た
。こ

こ
で
「
ま
ち
な
か
再
生
計
画
」
を
作
成
し
、

2
0
1
4
年
12
月
に
国
の
第
１
号
認
定
を
受
け

た
。再
生
計
画
の
中
で
、国
か
ら
津
波
立
地
補
助

金
助
成
の
受
け
皿
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
会
社
が

必
要
だ
っ
た
。商
工
会
で
も
可
能
だ
っ
た
が
、組

織
運
営
の
持
続
性
や
、志
を
同
じ
く
し
た
も
の

に
会
社
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ

て
、「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
」を
つ
く
っ

た
。出
資
金
を
集
め
て
器
を
つ
く
り
、社
長
に
は

ノ
リ
ユ
キ
さ
ん
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。実
質
的

な
経
営
者
と
な
る
専
務
取
締
役
と
し
て
、当
時

石
巻
日
日
新
聞
に
い
た
近
江
弘
一
さ
ん
を
お
迎

え
し
た
。ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
は
取
締
役
で
あ
る
。運

営
が
安
定
し
た
頃
、近
江
さ
ん
も
、60
歳
を
過
ぎ

た
の
で
還
暦
以
上
は
口
出
す
な
だ
、と
言
い
、経

営
は
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
に
渡
さ
れ
た
。

　
こ
の
流
れ
の
中
で
、2
0
1
4
年
4
月
に
町

は「
公
民
連
携
に
よ
る
商
業
エ
リ
ア
復
興
基
本

方
針
」を
出
し
た
。こ
の
中
に
は
、町
有
地
を
活

用
し
た
公
民
連
携
手
法
に
よ
る
公
共
空
間
等
の

整
備
や
民
間
施
設
立
地
を
推
進
す
る
こ
と
や
、

行
政
に
代
わ
っ
て
民
間
が
行
政
の
協
力
を
得
な

が
ら
新
し
い
公
共
と
し
て
の「
ま
ち
づ
く
り
会

社
」を
動
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、須
田
町
長
が
役

場
の
中
に「
公
民
連
携
室
」を
設
置
し
た
。町
長

も
我
々
と
一
緒
に
オ
ガ
ー
ル
紫
波
に
行
き
、紫

波
町
に
は
公
民
連
携
室
が
あ
っ
た
の
で
、こ
の

仕
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
、女
川
で
も
つ
く
っ

た
の
だ
と
思
う
。初
代
の
室
長
は
宮
城
県
か
ら

出
向
さ
れ
て
い
た
山
田
康
人
さ
ん
。そ
し
て
、

2
0
1
9
年
4
月
よ
り
役
場
の
正
規
職
員
と
し

て
私
が
担
当
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、2
0
1
5
年
12
月
に
シ
ー
パ
ル
ピ

ア
、2
0
1
6
年
12
月
に
ハ
マ
テ
ラ
ス
が
開
業

し
、大
き
な
商
業
施
設
と
し
て
造
る
べ
き
も
の

は
で
き
た
。そ
こ
で
、一
段
落
し
た
と
思
っ
た
。

つ
く
る
ま
で
は
私
な
り
に
必
死
に
や
り
、な
ん

と
か
こ
こ
ま
で
も
っ
て
き
た
。し
か
し
、人
を
呼

ぶ
と
な
る
と
、私
と
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
だ
け
で
は

厳
し
い
。民
間
と
し
て
、こ
こ
か
ら
は
ソ
フ
ト
の

世
界
だ
。震
災
か
ら
8
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、商
工

会
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
、み
ら
い
創
造
が
主
役
と
な
り
、無

か
ら
有
を
作
っ
て
き
た
。こ
れ
ま
で
は
、生
み
の

苦
し
み
。難
産
だ
っ
た
。今
は
育
て
の
苦
し
み

だ
。育
て
る
の
は
観
光
協
会
が
中
心
に
な
っ
て

や
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。い
か
に
多
く
の
人
に

来
て
も
ら
い
、女
川
を
見
て
い
た
だ
き
、感
じ
て

も
ら
い
、お
金
を
使
っ
て
も
ら
う
の
か
。も
し
く

は
何
度
も
足
を
運
ん
で
も
ら
う
。そ
こ
か
ら
、勤

め
る
、定
住
す
る
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
玄
関
が
観
光
に
な
る
。

ハ
ー
ド
の
完
成
に
10
年
。

次
は
ソ
フ
ト
だ
。

　
行
政
と
い
う
側
面
で
は
、2
0
1
9
年
に
役

場
庁
舎
、2
0
2
0
年
夏
に
新
た
な
小
中
一
貫

校
が
ス
タ
ー
ト
で
き
た
。こ
れ
で
大
き
な
施
設

関
係
は
全
て
終
わ
っ
た
と
い
う
印
象
だ
。公
民

と
も
ど
も
去
年
の
夏
辺
り
に
落
ち
着
い
た
気
が

す
る
。観
光
施
設
は
、数
カ
所
残
っ
て
い
る
が
、

今
年
度
中
に
は
目
途
が
立
つ
。全
部
終
わ
る
ま

で
に
10
年
か
か
っ
た
。人
が
住
ん
だ
り
、来
た
り

す
る
と
こ
ろ
は
、有
言
実
行
、8
年
で
全
て
終
わ

ら
せ
た
。ま
ち
と
し
て
全
て
新
品
に
な
っ
た
の

が
今
年
度
。公
民
と
も
ど
も
、大
き
な
工
事
、ハ

ー
ド
の
建
設
は
一
段
落
し
た
。次
は
ソ
フ
ト
だ
。

こ
れ
か
ら
い
か
に
人
を
呼
び
込
む
か
。行
政
と

し
て
は
人
口
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
中
で
税
収
を

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
も
公
民
連
携

で
考
え
る
。税
収
を
い
か
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

反
映
さ
せ
て
い
く
か
。今
度
は
行
政
が
、本
当
に

死
に
物
狂
い
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
れ
か
ら
が
大
変
だ
。

　
振
り
返
っ
て
み
て
、こ
う
す
れ
ば
良
か
っ
た

と
い
う
よ
う
な
後
悔
は
な
い
。そ
の
都
度
、ヨ
シ

ヒ
デ
さ
ん
、町
長
は
じ
め
、例
え
ば
役
場
の
観
光

係
の
職
員
や
、震
災
以
降
に
し
っ
か
り
つ
な
が

っ
た
仲
間
た
ち
と
話
を
し
、会
議
体
や
ら
組
織

体
を
つ
く
り
、そ
こ
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
と
話

し
、方
向
性
を
決
め
て
動
い
て
き
た
。そ
の
中
心

に
配
置
し
て
も
ら
い
、皆
さ
ん
で
話
を
オ
ー
ソ

ラ
イ
ズ
し
た
と
お
り
に
進
め
て
き
た
。ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
悔
い
た
り
後
悔
し
た
り
す

る
の
は
、こ
の
10
年
一
緒
に
や
っ
て
き
た
仲
間

に
対
し
て
失
礼
に
な
る
。た
だ
、支
え
て
き
て
く

れ
た
先
輩
や
仲
間
と
の
別
れ
を
思
い
返
す
と
、

言
葉
に
詰
ま
る
。と
に
か
く
誰
も
が
一
生
懸
命

や
っ
て
き
た
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

経
済
界
に
む
け
た
講
演
会
の
な
か
で
、

2
0
3
0
年
の
女
川
は
人
口
4
割
減
の

6
0
0
0
人
の
町
に
な
る
と
話
し
た
こ
と
だ
。

こ
れ
を
聞
い
た
商
工
会
長
が
仲
間
を
集
め
ろ
と

な
っ
た
。そ
の
結
果
、20
人
ほ
ど
の
任
意
団
体
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
、私
は
転
勤
後
2

カ
月
目
で
、そ
の
事
務
局
長
に
も
な
っ
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
自
発
的
な
行
動
力
を
み
て
み
た
い
。ど

ん
な
見
識
を
持
っ
て
わ
れ
わ
れ
と
付
き
合
い
、

実
行
す
る
の
か
を
見
な
が
ら
、次
の
こ
と
を
考

え
て
い
た
の
だ
と
思
う
。メ
ン
バ
ー
と
し
て
、役

場
の
企
画
課
と
当
時
の
商
工
観
光
課
か
ら
も
一

人
ず
つ
加
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。民
間
だ
け
で
考

え
て
も
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。

6
0
0
0
人
と
い
う
脅
威
を
突
き
付
け
ら
れ
、

公
民
と
も
ど
も
、う
ち
は
関
係
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
済
ま
な
い
。

　
1
年
ほ
ど
活
動
を
続
け
、3
・
11
の
夜
に
当
年

度
最
後
の
会
議
を
開
催
し
、翌
年
度
に
つ
な
げ

て
よ
う
と
準
備
を
し
て
い
た
。そ
の
と
き
に
津

波
が
襲
っ
た
。ま
ち
づ
く
り
塾
の
問
題
意
識
が
、

Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
誕
生
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。し
か

し
、
20
年
も
ま
た
ず
に
、
津
波
に
よ
っ
て

6
0
0
0
人
の
町
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。本
当

に
悲
し
く
つ
ら
い
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
設
立
総
会
に
は
50
名
ぐ
ら
い
が
参

加
し
た
。俺
も
俺
も
と
入
っ
た
り
出
た
り
が
あ

っ
た
が
、最
終
的
に
は
70
名
ぐ
ら
い
。そ
れ
ぞ

れ
、自
分
の
仕
事
に
か
か
わ
り
の
あ
る
委
員
会

に
は
い
っ
た
。そ
の
中
で「
ま
ち
づ
く
り
創
造
委

員
会
」は
幅
広
い
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
。当
初
は
県

会
議
員
と
し
て
相
談
役
顧
問
の
立
場
で
Ｆ
Ｒ
Ｋ

と
関
わ
っ
て
き
た
須
田
さ
ん
が
、2
0
1
1
年

11
月
に
町
長
に
な
っ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
と
行
動
を
共

に
し
て
き
た
の
で
考
え
方
は
尊
重
す
る
。50
人
、

70
人
の
総
意
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｋ
で
の
話
を
も
と

に
、さ
ら
に
様
々
な
視
点
を
持
っ
た
町
民
を
加

え
た
な
か
で
、議
論
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に「
女

川
町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
」や「
女

川
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
」を
つ

く
っ
て
い
く
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど

が
そ
こ
に
入
っ
た
う
え
で
、さ
ら
に
多
く
の
町

民
を
巻
き
込
み
、構
想
は
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
っ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
は
今
も
形
式
的
に
は

存
続
し
て
い
る
が
、震
災
翌
年
の
1
月
に「
復
興

提
言
書
」を
町
と
議
会
に
提
出
し
、活
動
を
い
っ

た
ん
休
止
し
た
。ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
町

の
復
興
推
進
課
が
担
当
し
、町
長
が
ト
ッ
プ
を

務
め
た
。

並
行
し
て
、仮
設
商
店

街
づ
く
り
が
始
ま
っ
た

　
こ
れ
と
並
行
し
て
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
中
で
も
議
論

し
た
仮
設
商
店
街
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。Ｆ
Ｒ

Ｋ
で
は
、い
ろ
ん
な
人
を
巻
き
込
み
、い
ろ
ん
な

立
場
で
発
言
し
て
も
ら
い
、私
が
そ
れ
ら
を
と

り
ま
と
め
、行
政
に
出
向
い
て
、「
女
川
町
復
興

計
画
」の
端
々
に
入
れ
込
ん
で
も
ら
っ
た
。仮
設

商
店
街
の
第
1
号
は
2
0
1
1
年
7
月
オ
ー
プ

ン
の「
コ
ン
テ
ナ
村
商
店
街
」。第
2
弾
は
翌
年

4
月
オ
ー
プ
ン
の「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」。

と
も
に
仮
設
商
店
街
と
し
て
観
光
名
所
に
も
な

っ
た
。コ
ン
テ
ナ
村
商
店
街
は
、商
工
会
青
年
部

の
Ｏ
Ｂ
と
現
役
部
員
ら
が
、自
分
ら
で
や
っ
て

み
よ
う
と
7
社
、8
社
ぐ
ら
い
を
集
め
、商
業
街

区
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。商
工
会
長
が
つ
く
れ

と
言
っ
た
の
で
も
、町
長
が
つ
く
れ
と
言
っ
た

わ
け
で
も
な
く
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
も
ら
っ
た
コ
ン

テ
ナ
10
個
を
自
分
ら
で
組
み
立
て
、そ
れ
を
コ

ン
テ
ナ
村
商
店
街
と
名
付
け
た
。ヨ
シ
ヒ
デ
さ

ん
と
私
が
仕
掛
け
人
と
し
て
、店
の
割
り
振
り

か
ら
何
ま
で
や
っ
た
。「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店

街
」は
50
店
舗
か
ら
な
る
の
で
、商
工
会
の
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
だ
。自
分
も
仮
設
で
や
り
た

い
と
い
う
人
も
あ
ら
わ
れ
た
。公
平
性
が
迫
ら

れ
る
中
で
、誰
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
よ
い

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、私
が
運
営
を

担
当
し
た
。

　
商
店
街
復
興
の
次
の
段
階
は
本
設
。つ
ま
り

今
の
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
と
ハ
マ
テ
ラ
ス
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。そ
う
な
る
と
私
た

ち
が
考
え
る
商
店
街
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、ま

ち
づ
く
り
そ
の
も
の
に
関
わ
っ
て
く
る
。ま
ち

の
区
分
け
、土
地
区
画
整
理
な
ど
の
青
写
真
は

見
え
て
い
る
が
、本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
。

「
住
み
残
る
」、「
住
み
戻
る
」、「
住
み
来
た
る
」人

が
、使
い
や
す
い
ま
ち
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

民
間
だ
け
が
何
か
を
言
っ
て
も
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。公
民
連
携
の
実
践
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
づ
く
り
に
2
0
1
2
年
の
半
ば
か
ら
取

り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
オ
ガ
ー
ル
紫
波（
岩
手
県
紫
波
町
）」で
開
催

さ
れ
た「
復
興
ま
ち
づ
く
り
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」

が
我
々
の
勉
強
の
場
と
な
っ
た
。参
加
の
き
っ

か
け
は
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
。開
催
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
、町
長
に
も
参
加
を
促
し
、役
場
か
ら
も
民

間
か
ら
も
人
が
で
て
、一
緒
に
学
び
に
行
っ
た
。

公
民
連
携
の
手
法
を
学
び
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
、双
方
が
持
つ
得
意
技
を
あ
ら
た
め
て
見
直

し
た
。復
興
の
青
写
真
は
、公
と
民
間
が
と
も
に

考
え
て
で
き
た
結
晶
な
の
で
、そ
こ
は
い
じ
ら

な
い
ま
で
も
、細
部
を
ど
う
す
る
か
。お
互
い
の

持
て
る
も
の
は
何
か
を
出
し
合
っ
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
提
言
書
が
で
き
る
前
か
ら
、公
民

連
携
の
考
え
方
を
含
め
て
、こ
ん
な
ま
ち
に
し

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
行
政
に
ぶ
つ
け
て

き
た
。「
女
川
町
復
興
計
画
」が
議
決
さ
れ
る
前

に
、わ
れ
わ
れ
の
話
を
伝
え
、そ
の
中
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
っ
た
。さ
ら
に
将
来
的
に
は
ど
の
よ
う

な
ソ
フ
ト
に
す
る
の
か
を
ま
と
め
、2
0
1
2

年
の
1
月
に
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
提
言
書
を
町
と
議
会
に

提
出
し
た
。そ
の
中
に
は
中
心
市
街
部
の
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
現
在
の「
女
川
み
ら
い
創
造
株

式
会
社
」の
考
え
方
が
含
ま
れ
て
い
た
。予
言
書

み
た
い
な
も
の
を
出
し
た
こ
と
に
な
る
。そ
れ

ま
で
に
町
と
共
有
し
、双
方
で
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ

さ
れ
た
内
容
だ
っ
た
が
、我
々
は
こ
こ
ま
で
ま
と

め
た
の
で
、あ
と
は
お
任
せ
し
ま
す
と
、あ
る
種

セ
レ
モ
ニ
ー
的
に
、改
め
て
出
さ
せ
も
ら
っ
た
。

公
も
民
間
も
、町
長
も
Ｆ
Ｒ
Ｋ
会
長
、商
工
会
長

も
、人
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、本
流
は
こ
れ
で

い
く
。ま
さ
に
公
民
連
携
の
あ
り
方
だ
。そ
れ
ぞ

れ
の
ト
ッ
プ
の
提
案
を
も
と
に
決
ま
る
の
で
は

な
く
、ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
よ
う
な
形
で
総
意
が

作
ら
れ
、ト
ッ
プ
も
な
る
ほ
ど
と
総
意
を
認
め

る
。議
員
に
も
事
前
に
民
意
を
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
計
画
に
基
づ
い
て
、具

体
的
な
事
業
が
発
案
さ
れ
る
と
反
対
の
し
よ
う

が
な
い
。い
ろ
ん
な
も
の
ご
と
の
調
整
が
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
進
ん
で
い
く
。民
間
主
導
の
公

民
連
携
の
、実
践
的
な
姿
で
あ
る
。公
と
民
間
で
、

本
当
に
腹
を
割
っ
て
、泣
い
た
り
ほ
え
た
り
笑
っ

た
り
し
な
が
ら
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
構

想
の
下
で
、シ
ー
パ
ル
ピ
ア
・
ハ
マ
テ
ラ
ス
を
中

心
に
ま
ち
を
つ
く
っ
て
き
た
。

　
2
0
1
9
年
4
月
に
現
職
に
就
い
た
。そ
れ

ま
で
は
女
川
町
商
工
会
事
務
局
長
と
し
て
震
災

か
ら
の
復
興
に
関
わ
っ
て
き
た
。社
会
人
の
ス

タ
ー
ト
は
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
職
員
。県
内

の
商
工
会
を
転
々
と
す
る
中
で
、2
0
0
2
年

の
一
年
間
は
女
川
町
商
工
会
で
勤
務
し
た
。そ

し
て
、あ
ら
た
め
て
2
0
1
0
年
4
月
に
事
務

局
長
と
し
て
着
任
し
た
。石
巻
出
身
だ
が
、女
川

町
に
住
ん
で
か
ら
20
年
ほ
ど
た
っ
た
。

　
震
災
前
、女
川
町
商
工
会
は
県
内
で
最
も
赴

任
し
た
く
な
い
場
所
だ
っ
た
。よ
そ
か
ら
来
た

人
に
相
談
を
持
ち
か
け
る
気
質
は
な
か
っ
た
。

　
反
面
、気
に
入
ら
れ
る
と
抜
け
ら
れ
な
く
な

る
。ま
ち
の
こ
と
を
自
分
事
の
よ
う
に
考
え
る

人
た
ち
の
集
ま
り
だ
。陸
続
き
の
孤
島
の
よ
う

な
場
所
な
の
で
、自
分
ら
で
何
と
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。な
ん
と
か
し
て
き
た
と
い

う
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
る
。

　
水
産
関
連
を
含
め
て
町
内
に
は
い
く
つ
も
の

産
業
団
体
が
あ
る
。そ
の
中
で
も
商
工
会
は
、観

光
協
会
、魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合
と
い
っ
た

力
の
あ
る
団
体
と
も
協
力
し
な
が
ら
、女
川
の

経
済
振
興
を
中
心
に
な
っ
て
支
え
て
き
た
。被

災
時
の
商
工
会
長
は
高
橋
正
典
さ
ん
。当
時
は

60
歳
で
、70
歳
に
な
っ
た
今
も
頑
張
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
。水
産
加
工
食
品
大
手
の
社
長
と
し

て
、あ
ら
ゆ
る
業
界
で
信
頼
さ
れ
て
い
る
。「
復

興
連
絡
協
議
会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」の
最
初
の
会
合
で

の
発
言
は
、「
還
暦
以
上
は
口
出
す
な
」。口
は
出

さ
な
い
が
必
要
と
な
れ
ば
金
は
出
す
。人
が
必

要
な
ら
見
つ
け
て
く
る
。弾
よ
け
に
も
な
る
し
、

け
つ
を
持
て
と
い
う
な
ら
そ
う
し
て
や
る
。活

動
の
中
心
は
あ
な
た
方
若
い
人
た
ち
だ
、と
い

う
こ
と
を
訴
え
た
。女
川
の
復
興
は
そ
こ
か
ら

始
ま
っ
た
。

1
0
0
0
年
に
1
回
の

ま
ち
づ
く
り
を
、

若
い
者
に
託
そ
う

　
基
幹
産
業
は
水
産
業
界
で
あ
り
、女
川
を
支

え
て
き
た
何
人
も
の
先
達
が
い
た
。そ
の
発
言

を
聞
い
た
年
長
者
た
ち
は
、手
を
た
た
い
て
、

「
よ
く
言
っ
た
。そ
ん
で
い
い
ん
だ
。」と
言
っ

た
。一
代
で
す
ご
く
大
き
な
規
模
の
自
社
を
つ

く
り
あ
げ
た
が
、全
て
流
さ
れ
た
。自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
、復
旧
、復
興
は
ど
う
な
る
の
か
思

案
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、マ
サ
ノ
リ
さ
ん
が
、還

暦
以
上
は
黙
っ
て
ろ
と
話
し
た
の
で
、そ
り
ゃ

そ
う
だ
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
観
光
協
会
の
会
長
は
鈴
木
敬
幸
さ
ん
。全
世

界
で
マ
グ
ロ
を
捕
る
船
の
船
主
だ
っ
た
が
、水

産
の
ま
ち
と
し
て
観
光
振
興
を
進
め
る
と
い
う

よ
う
な
解
釈
で
、観
光
協
会
長
に
就
い
て
い
た
。

マ
サ
ノ
リ
さ
ん
と
と
も
に
、諸
先
輩
か
ら
女
川

の
こ
と
を
任
さ
れ
た
一
人
だ
。

　
若
い
者
に
任
せ
る
と
い
う
の
は
、事
前
の
う

ち
あ
わ
せ
も
な
く
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
設
立
総
会
で
話
し

た
こ
と
。突
然
だ
と
言
っ
て
い
た
が
、こ
う
い
う

人
や
、こ
う
い
う
人
も
い
る
。彼
ら
の
時
代
だ
と

い
う
こ
と
を
、頭
の
中
に
描
い
て
い
た
と
思
う
。

そ
の
一
人
が
阿
部
喜
英
さ
ん
。あ
ま
り
表
舞
台

で
動
く
人
で
は
な
か
っ
た
が
、優
秀
だ
と
い
う

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。震
災
直
後
、焚
火
の
前

で
、ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
が
毎
日
も
ち
こ
む
情
報
と
、

自
分
の
構
想
を
話
す
姿
を
み
て
、マ
サ
ノ
リ
さ

ん
や
ノ
リ
ユ
キ
さ
ん
は
、若
い
芽
が
育
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
と
思
う
。加
え
て
、そ

の
時
は
県
議
会
議
員
だ
っ
た
須
田
善
明
さ
ん
。

今
の
町
長
だ
。そ
う
し
た
若
い
者
に
、1
0
0
0

年
に
1
回
の
ま
ち
づ
く
り
を
託
そ
う
と
感
じ
た

の
だ
ろ
う
。1
0
0
年
先
の
子
ど
も
達
に
対
し

て
責
任
が
と
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
内
に
つ
く
っ
た
産
業
ご
と
の
委
員
会

の
委
員
長
に
は
、還
暦
よ
り
若
い
が
我
々
よ
り

少
し
上
の
人
た
ち
が
選
ば
れ
た
。筆
頭
委
員
会

に
相
当
す
る「
ま
ち
づ
く
り
創
造
委
員
会
」の
委

員
長
に
は
、当
時
42
歳
の
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
を
ぶ

つ
け
て
き
た
。本
人
も
驚
い
た
と
思
う
。私
は
Ｆ

Ｒ
Ｋ
の
事
務
局
長
に
就
い
た
。商
工
会
の
日
常

業
務
も
あ
る
中
で
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
活
動
に
は
そ
れ

以
上
の
力
を
か
け
た
。忙
し
か
っ
た
。

　
震
災
の
一
年
前
に「
ま
ち
づ
く
り
塾
」を
発
足

さ
せ
た
。き
っ
か
け
は
七
十
七
銀
行
が
、女
川
の

　
女
川
町
は
震
災
復
興
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

と
言
わ
れ
る
こ
と
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
が
、

復
興
の
ス
ピ
ー
ド
は
早
か
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
。町
の
規
模
が
比
較
的
小
さ
く
、町
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
団
結
力
が
強
か
っ
た
た

め
、必
然
的
、偶
然
的
に
も
先
に
進
む
よ
う
に
な

っ
た
。広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、震
災

直
後
の
民
間
事
業
者
ら
の
会
合
で「
還
暦
以
上

は
口
を
出
す
な
と
」と
い
う
名
言
が
あ
っ
た
。若

い
人
た
ち
に
任
せ
、自
分
ら
は
見
守
る
側
に
回

る
と
い
う
こ
と
だ
。こ
の
区
分
で
は
町
長
も
若

い
年
代
に
な
る
。重
鎮
た
ち
が
バ
ッ
ク
に
回
り
、

新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
と
き
に
、障
壁
や
反

対
が
あ
れ
ば
支
え
て
く
れ
た
。

　
観
光
振
興
と
い
う
視
点
で
は
、訪
問
客
数
は

震
災
前
の
ピ
ー
ク
に
は
戻
っ
て
い
な
い
も
の

の
、こ
の
10
年
間
の
取
り
組
み
は
極
め
て
う
ま

く
い
っ
た
。成
功
の
要
因
は
、Ｊ
Ｒ
女
川
駅
前

に
、コ
ン
パ
ク
ト
に
商
業
施
設
や
集
客
施
設
を

配
置
し
、こ
こ
を
観
光
の
核
、ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

で
き
た
こ
と
だ
。週
末
は
も
ち
ろ
ん
、平
日
も
賑

わ
っ
て
い
る
。

　
震
災
直
後
、私
た
ち
行
政
は
被
災
者
の
捜
索

や
、生
活
基
盤
と
な
る
物
資
調
達
に
追
わ
れ
て

い
た
。こ
の
間
に
民
間
の
人
た
ち
が
未
来
に
む

け
た
話
し
合
い
を
続
け
、自
分
た
ち
は
こ
う
し

た
い
と
町
に
提
言
し
て
き
た
。そ
の
時
の
絵
が
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、集
約
型
だ
っ

た
。他
で
は
町
を
囲
む
よ
う
な
防
潮
堤
の
議
論

が
多
か
っ
た
と
聞
い
た
が
、私
た
ち
は
、か
さ
上

げ
に
よ
っ
て
減
災
の
で
き
る
町
を
計
画
し
た
。

防
潮
堤
は
造
ら
な
い
の
で
は
な
く
、以
前
の
高

さ
ま
で
は
戻
す
。中
に
は
防
潮
堤
で
町
を
守
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、説
明
を

重
ね
た
。海
を
な
り
わ
い
と
し
て
生
き
て
き
た

町
な
の
で
、海
を
守
ろ
う
と
い
う
話
も
入
っ
て

い
た
。こ
う
し
た
防
災
や
、土
地
の
基
盤
を
造
る

こ
と
は
、行
政
の
役
割
に
な
る
。一
方
で
、そ
こ

に
立
つ
建
築
物
や
、施
設
の
運
用
は
、実
際
に
使

う
人
た
ち
が
自
分
た
ち
で
使
い
や
す
い
よ
う
に

ル
ー
ル
を
決
め
た
ほ
う
が
い
い
。シ
ー
パ
ル
ピ

ア
を
運
営
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー「
女
川
み
ら
い

創
造
株
式
会
社
」へ
の
町
の
出
資
率
は
24
％
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
。ま
ち
づ
く
り
で
一
番
重
要

な
の
は
ス
ピ
ー
ド
だ
。民
間
主
導
で
ま
ち
づ
く

り
を
し
よ
う
、と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
出
資

比
率
だ
。

　
女
川
の
復
興
は
民
間
主
導
に
よ
る
公
民
連
携

だ
と
い
わ
れ
る
。震
災
前
は
い
わ
ゆ
る
行
政
主

導
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。震
災
で
町
の
ほ
ぼ
全

て
を
失
っ
た
の
で
、今
ま
で
の
慣
例
的
な
ル
ー

ル
も
失
っ
た
。な
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。震

災
後
に
就
い
た
町
長
が
公
民
連
携
を
打
ち
出

し
、こ
れ
か
ら
は
民
間
が
主
体
に
な
っ
て
や
ら

な
け
れ
ば
前
進
で
き
な
い
と
言
っ
た
。私
た
ち

行
政
職
員
も
、率
直
に
聞
き
入
れ
た
。全
て
が
な

く
な
っ
た
の
で
、こ
れ
ま
で
の
や
り
方
に
こ
だ

わ
る
こ
と
は
な
い
。町
が
活
力
を
持
っ
て
い
く

に
は
、民
間
の
人
た
ち
が
元
気
で
な
い
と
、と
い

う
思
い
は
あ
っ
た
。様
々
な
場
で
民
間
主
導
の

ま
ち
づ
く
り
と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
、誇
ら
し

い
と
思
う
。も
ち
ろ
ん
民
間
主
導
と
い
っ
て
も

行
政
が
全
く
関
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。何
回
も
丁
寧
な
協
議
を
重
ね
、お
互
い
同
じ

立
場
で
歩
み
寄
る
よ
う
に
話
し
合
っ
て
い
る
。

　
女
川
は
水
産
業
を
基
幹
産
業
に
し
て
き
た
町

だ
が
、観
光
業
も
基
幹
産
業
の
一
つ
だ
と
位
置

づ
け
て
き
た
。新
し
く
ま
ち
を
つ
く
り
直
す
話

し
合
い
で
は
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
と
い
う

枠
の
中
で
、水
産
業
は
こ
の
エ
リ
ア
、観
光
の
中

心
は
町
の
へ
そ
に
持
っ
て
き
ま
し
ょ
う
と
な
っ

た
。商
店
街
は
テ
ナ
ン
ト
方
式
に
し
、新
し
い
血

の
循
環
を
促
す
よ
う
な
や
り
方
に
し
た
。人
口

減
少
が
加
速
す
る
中
で
、何
も
し
な
け
れ
ば
町

は
消
滅
に
向
か
う
。外
貨
を
得
て
、交
流
人
口
を

増
や
す
こ
と
が
町
の
命
題
だ
っ
た
。立
地
的
に

不
利
な
場
所
で
、い
か
に
し
て
誘
客
す
る
か
が

重
要
だ
。人
口
減
少
の
食
い
止
め
に
は
と
ど
い

て
い
な
い
が
、震
災
を
契
機
に
Ｕ
タ
ー
ン
で
戻

り
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
店
を
始
め
た
若
者
や
、女

川
に
移
住
し
て
石
鹸
を
作
っ
て
売
る
若
者
、ギ

タ
ー
の
製
作
・
販
売
を
始
め
た
人
も
い
る
。こ
う

し
た
こ
と
も
観
光
の
効
果
だ
。「
ス
タ
ー
ト
女

川
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
で
、何

を
始
め
る
に
も
女
川
が
い
い
、女
川
を
ぜ
ひ
使

っ
て
く
だ
さ
い
、と
伝
え
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、も
う

少
し
考
慮
す
べ
き
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、

町
域
全
体
の
均
衡
か
も
し
れ
な
い
。い
ろ
ん
な

新
し
い
も
の
を
狭
い
エ
リ
ア
に
集
中
さ
せ
た

が
、行
政
的
に
は
他
の
場
所
に
対
す
る
配
慮
が

あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
。

　
震
災
復
興
を
通
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、観

光
と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、い
ろ
ん
な
人
が

町
に
は
い
り
、多
様
性
と
い
う
考
え
方
を
持
ち

込
ん
で
も
ら
っ
た
。こ
の
狭
い
町
は
、保
守
的
な

考
え
方
ば
か
り
だ
っ
た
が
、こ
う
も
で
き
る
ん

じ
ゃ
な
い
、こ
う
い
う
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
ら
ど
う
だ
、と
い
う
こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
う
し
て
、人
が
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、活
力
が
生
み
出
さ
れ

て
い
っ
た
。復
興
は
町
の
力
だ
け
で
は
駄
目
だ

っ
た
。全
国
、世
界
か
ら
の
手
助
け
が
あ
っ
て
復

興
が
進
ん
で
き
た
。

　
町
自
慢
が
多
く
な
っ
た
が
、女
川
の
人
た
ち

の
い
い
と
こ
ろ
は
、単
純
と
い
う
か
、誰
に
で
も

ウ
エ
ル
カ
ム
な
と
こ
ろ
だ
。初
め
て
会
っ
た
の

に
久
し
ぶ
り
と
い
う
感
じ
だ
。こ
れ
は
い
い
と

思
う
。な
の
で
、新
し
く
事
業
を
や
る
な
ら
女
川

が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
。震
災
を
契
機
に
女

川
は
人
の
気
質
も
大
き
く
変
わ
っ
た
と
感
じ

る
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

新
田 

太
氏（
に
っ
た
・
ふ
と
し
）

女
川
町
産
業
振
興
課
　

課
長
補
佐
兼
観
光
係
長
兼

地
方
卸
売
市
場

管
理
事
務
所
副
所
長

人
がつ
な
がって
い
く
こ
と
で
、

活
力
が
生
み
出
さ
れ
て
いっ
た

3
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ま
ち
づ
く
り
を
具
体
化
さ
せ
る
た
め
の「
中

心
市
街
地
商
業
エ
リ
ア
復
興
協
議
会
」
が

2
0
1
3
年
6
月
に
設
立
さ
れ
た
。商
業
街
区

の
形
成
に
あ
た
り
土
地
区
画
整
理
が
必
要
だ
っ

た
の
で
、町
主
体
の
枠
組
み
と
し
た
が
、実
質
的

な
会
の
運
営
は
商
工
会
の
私
が
担
当
し
た
。こ

こ
で
「
ま
ち
な
か
再
生
計
画
」
を
作
成
し
、

2
0
1
4
年
12
月
に
国
の
第
１
号
認
定
を
受
け

た
。再
生
計
画
の
中
で
、国
か
ら
津
波
立
地
補
助

金
助
成
の
受
け
皿
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
会
社
が

必
要
だ
っ
た
。商
工
会
で
も
可
能
だ
っ
た
が
、組

織
運
営
の
持
続
性
や
、志
を
同
じ
く
し
た
も
の

に
会
社
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ

て
、「
女
川
み
ら
い
創
造
株
式
会
社
」を
つ
く
っ

た
。出
資
金
を
集
め
て
器
を
つ
く
り
、社
長
に
は

ノ
リ
ユ
キ
さ
ん
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。実
質
的

な
経
営
者
と
な
る
専
務
取
締
役
と
し
て
、当
時

石
巻
日
日
新
聞
に
い
た
近
江
弘
一
さ
ん
を
お
迎

え
し
た
。ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
は
取
締
役
で
あ
る
。運

営
が
安
定
し
た
頃
、近
江
さ
ん
も
、60
歳
を
過
ぎ

た
の
で
還
暦
以
上
は
口
出
す
な
だ
、と
言
い
、経

営
は
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
に
渡
さ
れ
た
。

　
こ
の
流
れ
の
中
で
、2
0
1
4
年
4
月
に
町

は「
公
民
連
携
に
よ
る
商
業
エ
リ
ア
復
興
基
本

方
針
」を
出
し
た
。こ
の
中
に
は
、町
有
地
を
活

用
し
た
公
民
連
携
手
法
に
よ
る
公
共
空
間
等
の

整
備
や
民
間
施
設
立
地
を
推
進
す
る
こ
と
や
、

行
政
に
代
わ
っ
て
民
間
が
行
政
の
協
力
を
得
な

が
ら
新
し
い
公
共
と
し
て
の「
ま
ち
づ
く
り
会

社
」を
動
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、須
田
町
長
が
役

場
の
中
に「
公
民
連
携
室
」を
設
置
し
た
。町
長

も
我
々
と
一
緒
に
オ
ガ
ー
ル
紫
波
に
行
き
、紫

波
町
に
は
公
民
連
携
室
が
あ
っ
た
の
で
、こ
の

仕
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
、女
川
で
も
つ
く
っ

た
の
だ
と
思
う
。初
代
の
室
長
は
宮
城
県
か
ら

出
向
さ
れ
て
い
た
山
田
康
人
さ
ん
。そ
し
て
、

2
0
1
9
年
4
月
よ
り
役
場
の
正
規
職
員
と
し

て
私
が
担
当
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、2
0
1
5
年
12
月
に
シ
ー
パ
ル
ピ

ア
、2
0
1
6
年
12
月
に
ハ
マ
テ
ラ
ス
が
開
業

し
、大
き
な
商
業
施
設
と
し
て
造
る
べ
き
も
の

は
で
き
た
。そ
こ
で
、一
段
落
し
た
と
思
っ
た
。

つ
く
る
ま
で
は
私
な
り
に
必
死
に
や
り
、な
ん

と
か
こ
こ
ま
で
も
っ
て
き
た
。し
か
し
、人
を
呼

ぶ
と
な
る
と
、私
と
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
だ
け
で
は

厳
し
い
。民
間
と
し
て
、こ
こ
か
ら
は
ソ
フ
ト
の

世
界
だ
。震
災
か
ら
8
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、商
工

会
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
、み
ら
い
創
造
が
主
役
と
な
り
、無

か
ら
有
を
作
っ
て
き
た
。こ
れ
ま
で
は
、生
み
の

苦
し
み
。難
産
だ
っ
た
。今
は
育
て
の
苦
し
み

だ
。育
て
る
の
は
観
光
協
会
が
中
心
に
な
っ
て

や
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。い
か
に
多
く
の
人
に

来
て
も
ら
い
、女
川
を
見
て
い
た
だ
き
、感
じ
て

も
ら
い
、お
金
を
使
っ
て
も
ら
う
の
か
。も
し
く

は
何
度
も
足
を
運
ん
で
も
ら
う
。そ
こ
か
ら
、勤

め
る
、定
住
す
る
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
玄
関
が
観
光
に
な
る
。

ハ
ー
ド
の
完
成
に
10
年
。

次
は
ソ
フ
ト
だ
。

　
行
政
と
い
う
側
面
で
は
、2
0
1
9
年
に
役

場
庁
舎
、2
0
2
0
年
夏
に
新
た
な
小
中
一
貫

校
が
ス
タ
ー
ト
で
き
た
。こ
れ
で
大
き
な
施
設

関
係
は
全
て
終
わ
っ
た
と
い
う
印
象
だ
。公
民

と
も
ど
も
去
年
の
夏
辺
り
に
落
ち
着
い
た
気
が

す
る
。観
光
施
設
は
、数
カ
所
残
っ
て
い
る
が
、

今
年
度
中
に
は
目
途
が
立
つ
。全
部
終
わ
る
ま

で
に
10
年
か
か
っ
た
。人
が
住
ん
だ
り
、来
た
り

す
る
と
こ
ろ
は
、有
言
実
行
、8
年
で
全
て
終
わ

ら
せ
た
。ま
ち
と
し
て
全
て
新
品
に
な
っ
た
の

が
今
年
度
。公
民
と
も
ど
も
、大
き
な
工
事
、ハ

ー
ド
の
建
設
は
一
段
落
し
た
。次
は
ソ
フ
ト
だ
。

こ
れ
か
ら
い
か
に
人
を
呼
び
込
む
か
。行
政
と

し
て
は
人
口
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
中
で
税
収
を

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
も
公
民
連
携

で
考
え
る
。税
収
を
い
か
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

反
映
さ
せ
て
い
く
か
。今
度
は
行
政
が
、本
当
に

死
に
物
狂
い
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
れ
か
ら
が
大
変
だ
。

　
振
り
返
っ
て
み
て
、こ
う
す
れ
ば
良
か
っ
た

と
い
う
よ
う
な
後
悔
は
な
い
。そ
の
都
度
、ヨ
シ

ヒ
デ
さ
ん
、町
長
は
じ
め
、例
え
ば
役
場
の
観
光

係
の
職
員
や
、震
災
以
降
に
し
っ
か
り
つ
な
が

っ
た
仲
間
た
ち
と
話
を
し
、会
議
体
や
ら
組
織

体
を
つ
く
り
、そ
こ
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
と
話

し
、方
向
性
を
決
め
て
動
い
て
き
た
。そ
の
中
心

に
配
置
し
て
も
ら
い
、皆
さ
ん
で
話
を
オ
ー
ソ

ラ
イ
ズ
し
た
と
お
り
に
進
め
て
き
た
。ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
悔
い
た
り
後
悔
し
た
り
す

る
の
は
、こ
の
10
年
一
緒
に
や
っ
て
き
た
仲
間

に
対
し
て
失
礼
に
な
る
。た
だ
、支
え
て
き
て
く

れ
た
先
輩
や
仲
間
と
の
別
れ
を
思
い
返
す
と
、

言
葉
に
詰
ま
る
。と
に
か
く
誰
も
が
一
生
懸
命

や
っ
て
き
た
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

経
済
界
に
む
け
た
講
演
会
の
な
か
で
、

2
0
3
0
年
の
女
川
は
人
口
4
割
減
の

6
0
0
0
人
の
町
に
な
る
と
話
し
た
こ
と
だ
。

こ
れ
を
聞
い
た
商
工
会
長
が
仲
間
を
集
め
ろ
と

な
っ
た
。そ
の
結
果
、20
人
ほ
ど
の
任
意
団
体
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
、私
は
転
勤
後
2

カ
月
目
で
、そ
の
事
務
局
長
に
も
な
っ
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
自
発
的
な
行
動
力
を
み
て
み
た
い
。ど

ん
な
見
識
を
持
っ
て
わ
れ
わ
れ
と
付
き
合
い
、

実
行
す
る
の
か
を
見
な
が
ら
、次
の
こ
と
を
考

え
て
い
た
の
だ
と
思
う
。メ
ン
バ
ー
と
し
て
、役

場
の
企
画
課
と
当
時
の
商
工
観
光
課
か
ら
も
一

人
ず
つ
加
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。民
間
だ
け
で
考

え
て
も
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。

6
0
0
0
人
と
い
う
脅
威
を
突
き
付
け
ら
れ
、

公
民
と
も
ど
も
、う
ち
は
関
係
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
済
ま
な
い
。

　
1
年
ほ
ど
活
動
を
続
け
、3
・
11
の
夜
に
当
年

度
最
後
の
会
議
を
開
催
し
、翌
年
度
に
つ
な
げ

て
よ
う
と
準
備
を
し
て
い
た
。そ
の
と
き
に
津

波
が
襲
っ
た
。ま
ち
づ
く
り
塾
の
問
題
意
識
が
、

Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
誕
生
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。し
か

し
、
20
年
も
ま
た
ず
に
、
津
波
に
よ
っ
て

6
0
0
0
人
の
町
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。本
当

に
悲
し
く
つ
ら
い
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
設
立
総
会
に
は
50
名
ぐ
ら
い
が
参

加
し
た
。俺
も
俺
も
と
入
っ
た
り
出
た
り
が
あ

っ
た
が
、最
終
的
に
は
70
名
ぐ
ら
い
。そ
れ
ぞ

れ
、自
分
の
仕
事
に
か
か
わ
り
の
あ
る
委
員
会

に
は
い
っ
た
。そ
の
中
で「
ま
ち
づ
く
り
創
造
委

員
会
」は
幅
広
い
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
。当
初
は
県

会
議
員
と
し
て
相
談
役
顧
問
の
立
場
で
Ｆ
Ｒ
Ｋ

と
関
わ
っ
て
き
た
須
田
さ
ん
が
、2
0
1
1
年

11
月
に
町
長
に
な
っ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
と
行
動
を
共

に
し
て
き
た
の
で
考
え
方
は
尊
重
す
る
。50
人
、

70
人
の
総
意
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｋ
で
の
話
を
も
と

に
、さ
ら
に
様
々
な
視
点
を
持
っ
た
町
民
を
加

え
た
な
か
で
、議
論
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に「
女

川
町
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
」や「
女

川
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
」を
つ

く
っ
て
い
く
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど

が
そ
こ
に
入
っ
た
う
え
で
、さ
ら
に
多
く
の
町

民
を
巻
き
込
み
、構
想
は
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
っ
た
。Ｆ
Ｒ
Ｋ
は
今
も
形
式
的
に
は

存
続
し
て
い
る
が
、震
災
翌
年
の
1
月
に「
復
興

提
言
書
」を
町
と
議
会
に
提
出
し
、活
動
を
い
っ

た
ん
休
止
し
た
。ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
町

の
復
興
推
進
課
が
担
当
し
、町
長
が
ト
ッ
プ
を

務
め
た
。

並
行
し
て
、仮
設
商
店

街
づ
く
り
が
始
ま
っ
た

　
こ
れ
と
並
行
し
て
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
中
で
も
議
論

し
た
仮
設
商
店
街
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。Ｆ
Ｒ

Ｋ
で
は
、い
ろ
ん
な
人
を
巻
き
込
み
、い
ろ
ん
な

立
場
で
発
言
し
て
も
ら
い
、私
が
そ
れ
ら
を
と

り
ま
と
め
、行
政
に
出
向
い
て
、「
女
川
町
復
興

計
画
」の
端
々
に
入
れ
込
ん
で
も
ら
っ
た
。仮
設

商
店
街
の
第
1
号
は
2
0
1
1
年
7
月
オ
ー
プ

ン
の「
コ
ン
テ
ナ
村
商
店
街
」。第
2
弾
は
翌
年

4
月
オ
ー
プ
ン
の「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」。

と
も
に
仮
設
商
店
街
と
し
て
観
光
名
所
に
も
な

っ
た
。コ
ン
テ
ナ
村
商
店
街
は
、商
工
会
青
年
部

の
Ｏ
Ｂ
と
現
役
部
員
ら
が
、自
分
ら
で
や
っ
て

み
よ
う
と
7
社
、8
社
ぐ
ら
い
を
集
め
、商
業
街

区
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。商
工
会
長
が
つ
く
れ

と
言
っ
た
の
で
も
、町
長
が
つ
く
れ
と
言
っ
た

わ
け
で
も
な
く
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
も
ら
っ
た
コ
ン

テ
ナ
10
個
を
自
分
ら
で
組
み
立
て
、そ
れ
を
コ

ン
テ
ナ
村
商
店
街
と
名
付
け
た
。ヨ
シ
ヒ
デ
さ

ん
と
私
が
仕
掛
け
人
と
し
て
、店
の
割
り
振
り

か
ら
何
ま
で
や
っ
た
。「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店

街
」は
50
店
舗
か
ら
な
る
の
で
、商
工
会
の
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
だ
。自
分
も
仮
設
で
や
り
た

い
と
い
う
人
も
あ
ら
わ
れ
た
。公
平
性
が
迫
ら

れ
る
中
で
、誰
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
よ
い

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、私
が
運
営
を

担
当
し
た
。

　
商
店
街
復
興
の
次
の
段
階
は
本
設
。つ
ま
り

今
の
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
と
ハ
マ
テ
ラ
ス
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。そ
う
な
る
と
私
た

ち
が
考
え
る
商
店
街
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、ま

ち
づ
く
り
そ
の
も
の
に
関
わ
っ
て
く
る
。ま
ち

の
区
分
け
、土
地
区
画
整
理
な
ど
の
青
写
真
は

見
え
て
い
る
が
、本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
。

「
住
み
残
る
」、「
住
み
戻
る
」、「
住
み
来
た
る
」人

が
、使
い
や
す
い
ま
ち
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

民
間
だ
け
が
何
か
を
言
っ
て
も
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。公
民
連
携
の
実
践
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
づ
く
り
に
2
0
1
2
年
の
半
ば
か
ら
取

り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
オ
ガ
ー
ル
紫
波（
岩
手
県
紫
波
町
）」で
開
催

さ
れ
た「
復
興
ま
ち
づ
く
り
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」

が
我
々
の
勉
強
の
場
と
な
っ
た
。参
加
の
き
っ

か
け
は
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
。開
催
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
、町
長
に
も
参
加
を
促
し
、役
場
か
ら
も
民

間
か
ら
も
人
が
で
て
、一
緒
に
学
び
に
行
っ
た
。

公
民
連
携
の
手
法
を
学
び
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
、双
方
が
持
つ
得
意
技
を
あ
ら
た
め
て
見
直

し
た
。復
興
の
青
写
真
は
、公
と
民
間
が
と
も
に

考
え
て
で
き
た
結
晶
な
の
で
、そ
こ
は
い
じ
ら

な
い
ま
で
も
、細
部
を
ど
う
す
る
か
。お
互
い
の

持
て
る
も
の
は
何
か
を
出
し
合
っ
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
提
言
書
が
で
き
る
前
か
ら
、公
民

連
携
の
考
え
方
を
含
め
て
、こ
ん
な
ま
ち
に
し

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
行
政
に
ぶ
つ
け
て

き
た
。「
女
川
町
復
興
計
画
」が
議
決
さ
れ
る
前

に
、わ
れ
わ
れ
の
話
を
伝
え
、そ
の
中
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
っ
た
。さ
ら
に
将
来
的
に
は
ど
の
よ
う

な
ソ
フ
ト
に
す
る
の
か
を
ま
と
め
、2
0
1
2

年
の
1
月
に
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
提
言
書
を
町
と
議
会
に

提
出
し
た
。そ
の
中
に
は
中
心
市
街
部
の
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
現
在
の「
女
川
み
ら
い
創
造
株

式
会
社
」の
考
え
方
が
含
ま
れ
て
い
た
。予
言
書

み
た
い
な
も
の
を
出
し
た
こ
と
に
な
る
。そ
れ

ま
で
に
町
と
共
有
し
、双
方
で
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ

さ
れ
た
内
容
だ
っ
た
が
、我
々
は
こ
こ
ま
で
ま
と

め
た
の
で
、あ
と
は
お
任
せ
し
ま
す
と
、あ
る
種

セ
レ
モ
ニ
ー
的
に
、改
め
て
出
さ
せ
も
ら
っ
た
。

公
も
民
間
も
、町
長
も
Ｆ
Ｒ
Ｋ
会
長
、商
工
会
長

も
、人
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、本
流
は
こ
れ
で

い
く
。ま
さ
に
公
民
連
携
の
あ
り
方
だ
。そ
れ
ぞ

れ
の
ト
ッ
プ
の
提
案
を
も
と
に
決
ま
る
の
で
は

な
く
、ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
よ
う
な
形
で
総
意
が

作
ら
れ
、ト
ッ
プ
も
な
る
ほ
ど
と
総
意
を
認
め

る
。議
員
に
も
事
前
に
民
意
を
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
計
画
に
基
づ
い
て
、具

体
的
な
事
業
が
発
案
さ
れ
る
と
反
対
の
し
よ
う

が
な
い
。い
ろ
ん
な
も
の
ご
と
の
調
整
が
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
進
ん
で
い
く
。民
間
主
導
の
公

民
連
携
の
、実
践
的
な
姿
で
あ
る
。公
と
民
間
で
、

本
当
に
腹
を
割
っ
て
、泣
い
た
り
ほ
え
た
り
笑
っ

た
り
し
な
が
ら
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
構

想
の
下
で
、シ
ー
パ
ル
ピ
ア
・
ハ
マ
テ
ラ
ス
を
中

心
に
ま
ち
を
つ
く
っ
て
き
た
。

　
2
0
1
9
年
4
月
に
現
職
に
就
い
た
。そ
れ

ま
で
は
女
川
町
商
工
会
事
務
局
長
と
し
て
震
災

か
ら
の
復
興
に
関
わ
っ
て
き
た
。社
会
人
の
ス

タ
ー
ト
は
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
職
員
。県
内

の
商
工
会
を
転
々
と
す
る
中
で
、2
0
0
2
年

の
一
年
間
は
女
川
町
商
工
会
で
勤
務
し
た
。そ

し
て
、あ
ら
た
め
て
2
0
1
0
年
4
月
に
事
務

局
長
と
し
て
着
任
し
た
。石
巻
出
身
だ
が
、女
川

町
に
住
ん
で
か
ら
20
年
ほ
ど
た
っ
た
。

　
震
災
前
、女
川
町
商
工
会
は
県
内
で
最
も
赴

任
し
た
く
な
い
場
所
だ
っ
た
。よ
そ
か
ら
来
た

人
に
相
談
を
持
ち
か
け
る
気
質
は
な
か
っ
た
。

　
反
面
、気
に
入
ら
れ
る
と
抜
け
ら
れ
な
く
な

る
。ま
ち
の
こ
と
を
自
分
事
の
よ
う
に
考
え
る

人
た
ち
の
集
ま
り
だ
。陸
続
き
の
孤
島
の
よ
う

な
場
所
な
の
で
、自
分
ら
で
何
と
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。な
ん
と
か
し
て
き
た
と
い

う
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
る
。

　
水
産
関
連
を
含
め
て
町
内
に
は
い
く
つ
も
の

産
業
団
体
が
あ
る
。そ
の
中
で
も
商
工
会
は
、観

光
協
会
、魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合
と
い
っ
た

力
の
あ
る
団
体
と
も
協
力
し
な
が
ら
、女
川
の

経
済
振
興
を
中
心
に
な
っ
て
支
え
て
き
た
。被

災
時
の
商
工
会
長
は
高
橋
正
典
さ
ん
。当
時
は

60
歳
で
、70
歳
に
な
っ
た
今
も
頑
張
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
。水
産
加
工
食
品
大
手
の
社
長
と
し

て
、あ
ら
ゆ
る
業
界
で
信
頼
さ
れ
て
い
る
。「
復

興
連
絡
協
議
会（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）」の
最
初
の
会
合
で

の
発
言
は
、「
還
暦
以
上
は
口
出
す
な
」。口
は
出

さ
な
い
が
必
要
と
な
れ
ば
金
は
出
す
。人
が
必

要
な
ら
見
つ
け
て
く
る
。弾
よ
け
に
も
な
る
し
、

け
つ
を
持
て
と
い
う
な
ら
そ
う
し
て
や
る
。活

動
の
中
心
は
あ
な
た
方
若
い
人
た
ち
だ
、と
い

う
こ
と
を
訴
え
た
。女
川
の
復
興
は
そ
こ
か
ら

始
ま
っ
た
。

1
0
0
0
年
に
1
回
の

ま
ち
づ
く
り
を
、

若
い
者
に
託
そ
う

　
基
幹
産
業
は
水
産
業
界
で
あ
り
、女
川
を
支

え
て
き
た
何
人
も
の
先
達
が
い
た
。そ
の
発
言

を
聞
い
た
年
長
者
た
ち
は
、手
を
た
た
い
て
、

「
よ
く
言
っ
た
。そ
ん
で
い
い
ん
だ
。」と
言
っ

た
。一
代
で
す
ご
く
大
き
な
規
模
の
自
社
を
つ

く
り
あ
げ
た
が
、全
て
流
さ
れ
た
。自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
、復
旧
、復
興
は
ど
う
な
る
の
か
思

案
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、マ
サ
ノ
リ
さ
ん
が
、還

暦
以
上
は
黙
っ
て
ろ
と
話
し
た
の
で
、そ
り
ゃ

そ
う
だ
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
観
光
協
会
の
会
長
は
鈴
木
敬
幸
さ
ん
。全
世

界
で
マ
グ
ロ
を
捕
る
船
の
船
主
だ
っ
た
が
、水

産
の
ま
ち
と
し
て
観
光
振
興
を
進
め
る
と
い
う

よ
う
な
解
釈
で
、観
光
協
会
長
に
就
い
て
い
た
。

マ
サ
ノ
リ
さ
ん
と
と
も
に
、諸
先
輩
か
ら
女
川

の
こ
と
を
任
さ
れ
た
一
人
だ
。

　
若
い
者
に
任
せ
る
と
い
う
の
は
、事
前
の
う

ち
あ
わ
せ
も
な
く
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
設
立
総
会
で
話
し

た
こ
と
。突
然
だ
と
言
っ
て
い
た
が
、こ
う
い
う

人
や
、こ
う
い
う
人
も
い
る
。彼
ら
の
時
代
だ
と

い
う
こ
と
を
、頭
の
中
に
描
い
て
い
た
と
思
う
。

そ
の
一
人
が
阿
部
喜
英
さ
ん
。あ
ま
り
表
舞
台

で
動
く
人
で
は
な
か
っ
た
が
、優
秀
だ
と
い
う

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。震
災
直
後
、焚
火
の
前

で
、ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
が
毎
日
も
ち
こ
む
情
報
と
、

自
分
の
構
想
を
話
す
姿
を
み
て
、マ
サ
ノ
リ
さ

ん
や
ノ
リ
ユ
キ
さ
ん
は
、若
い
芽
が
育
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
と
思
う
。加
え
て
、そ

の
時
は
県
議
会
議
員
だ
っ
た
須
田
善
明
さ
ん
。

今
の
町
長
だ
。そ
う
し
た
若
い
者
に
、1
0
0
0

年
に
1
回
の
ま
ち
づ
く
り
を
託
そ
う
と
感
じ
た

の
だ
ろ
う
。1
0
0
年
先
の
子
ど
も
達
に
対
し

て
責
任
が
と
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｋ
内
に
つ
く
っ
た
産
業
ご
と
の
委
員
会

の
委
員
長
に
は
、還
暦
よ
り
若
い
が
我
々
よ
り

少
し
上
の
人
た
ち
が
選
ば
れ
た
。筆
頭
委
員
会

に
相
当
す
る「
ま
ち
づ
く
り
創
造
委
員
会
」の
委

員
長
に
は
、当
時
42
歳
の
ヨ
シ
ヒ
デ
さ
ん
を
ぶ

つ
け
て
き
た
。本
人
も
驚
い
た
と
思
う
。私
は
Ｆ

Ｒ
Ｋ
の
事
務
局
長
に
就
い
た
。商
工
会
の
日
常

業
務
も
あ
る
中
で
、Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
活
動
に
は
そ
れ

以
上
の
力
を
か
け
た
。忙
し
か
っ
た
。

　
震
災
の
一
年
前
に「
ま
ち
づ
く
り
塾
」を
発
足

さ
せ
た
。き
っ
か
け
は
七
十
七
銀
行
が
、女
川
の

　
女
川
町
は
震
災
復
興
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

と
言
わ
れ
る
こ
と
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
が
、

復
興
の
ス
ピ
ー
ド
は
早
か
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
。町
の
規
模
が
比
較
的
小
さ
く
、町
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
団
結
力
が
強
か
っ
た
た

め
、必
然
的
、偶
然
的
に
も
先
に
進
む
よ
う
に
な

っ
た
。広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、震
災

直
後
の
民
間
事
業
者
ら
の
会
合
で「
還
暦
以
上

は
口
を
出
す
な
と
」と
い
う
名
言
が
あ
っ
た
。若

い
人
た
ち
に
任
せ
、自
分
ら
は
見
守
る
側
に
回

る
と
い
う
こ
と
だ
。こ
の
区
分
で
は
町
長
も
若

い
年
代
に
な
る
。重
鎮
た
ち
が
バ
ッ
ク
に
回
り
、

新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
と
き
に
、障
壁
や
反

対
が
あ
れ
ば
支
え
て
く
れ
た
。

　
観
光
振
興
と
い
う
視
点
で
は
、訪
問
客
数
は

震
災
前
の
ピ
ー
ク
に
は
戻
っ
て
い
な
い
も
の

の
、こ
の
10
年
間
の
取
り
組
み
は
極
め
て
う
ま

く
い
っ
た
。成
功
の
要
因
は
、Ｊ
Ｒ
女
川
駅
前

に
、コ
ン
パ
ク
ト
に
商
業
施
設
や
集
客
施
設
を

配
置
し
、こ
こ
を
観
光
の
核
、ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

で
き
た
こ
と
だ
。週
末
は
も
ち
ろ
ん
、平
日
も
賑

わ
っ
て
い
る
。

　
震
災
直
後
、私
た
ち
行
政
は
被
災
者
の
捜
索

や
、生
活
基
盤
と
な
る
物
資
調
達
に
追
わ
れ
て

い
た
。こ
の
間
に
民
間
の
人
た
ち
が
未
来
に
む

け
た
話
し
合
い
を
続
け
、自
分
た
ち
は
こ
う
し

た
い
と
町
に
提
言
し
て
き
た
。そ
の
時
の
絵
が
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、集
約
型
だ
っ

た
。他
で
は
町
を
囲
む
よ
う
な
防
潮
堤
の
議
論

が
多
か
っ
た
と
聞
い
た
が
、私
た
ち
は
、か
さ
上

げ
に
よ
っ
て
減
災
の
で
き
る
町
を
計
画
し
た
。

防
潮
堤
は
造
ら
な
い
の
で
は
な
く
、以
前
の
高

さ
ま
で
は
戻
す
。中
に
は
防
潮
堤
で
町
を
守
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、説
明
を

重
ね
た
。海
を
な
り
わ
い
と
し
て
生
き
て
き
た

町
な
の
で
、海
を
守
ろ
う
と
い
う
話
も
入
っ
て

い
た
。こ
う
し
た
防
災
や
、土
地
の
基
盤
を
造
る

こ
と
は
、行
政
の
役
割
に
な
る
。一
方
で
、そ
こ

に
立
つ
建
築
物
や
、施
設
の
運
用
は
、実
際
に
使

う
人
た
ち
が
自
分
た
ち
で
使
い
や
す
い
よ
う
に

ル
ー
ル
を
決
め
た
ほ
う
が
い
い
。シ
ー
パ
ル
ピ

ア
を
運
営
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー「
女
川
み
ら
い

創
造
株
式
会
社
」へ
の
町
の
出
資
率
は
24
％
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
。ま
ち
づ
く
り
で
一
番
重
要

な
の
は
ス
ピ
ー
ド
だ
。民
間
主
導
で
ま
ち
づ
く

り
を
し
よ
う
、と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
出
資

比
率
だ
。

　
女
川
の
復
興
は
民
間
主
導
に
よ
る
公
民
連
携

だ
と
い
わ
れ
る
。震
災
前
は
い
わ
ゆ
る
行
政
主

導
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。震
災
で
町
の
ほ
ぼ
全

て
を
失
っ
た
の
で
、今
ま
で
の
慣
例
的
な
ル
ー

ル
も
失
っ
た
。な
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。震

災
後
に
就
い
た
町
長
が
公
民
連
携
を
打
ち
出

し
、こ
れ
か
ら
は
民
間
が
主
体
に
な
っ
て
や
ら

な
け
れ
ば
前
進
で
き
な
い
と
言
っ
た
。私
た
ち

行
政
職
員
も
、率
直
に
聞
き
入
れ
た
。全
て
が
な

く
な
っ
た
の
で
、こ
れ
ま
で
の
や
り
方
に
こ
だ

わ
る
こ
と
は
な
い
。町
が
活
力
を
持
っ
て
い
く

に
は
、民
間
の
人
た
ち
が
元
気
で
な
い
と
、と
い

う
思
い
は
あ
っ
た
。様
々
な
場
で
民
間
主
導
の

ま
ち
づ
く
り
と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
、誇
ら
し

い
と
思
う
。も
ち
ろ
ん
民
間
主
導
と
い
っ
て
も

行
政
が
全
く
関
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。何
回
も
丁
寧
な
協
議
を
重
ね
、お
互
い
同
じ

立
場
で
歩
み
寄
る
よ
う
に
話
し
合
っ
て
い
る
。

　
女
川
は
水
産
業
を
基
幹
産
業
に
し
て
き
た
町

だ
が
、観
光
業
も
基
幹
産
業
の
一
つ
だ
と
位
置

づ
け
て
き
た
。新
し
く
ま
ち
を
つ
く
り
直
す
話

し
合
い
で
は
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
と
い
う

枠
の
中
で
、水
産
業
は
こ
の
エ
リ
ア
、観
光
の
中

心
は
町
の
へ
そ
に
持
っ
て
き
ま
し
ょ
う
と
な
っ

た
。商
店
街
は
テ
ナ
ン
ト
方
式
に
し
、新
し
い
血

の
循
環
を
促
す
よ
う
な
や
り
方
に
し
た
。人
口

減
少
が
加
速
す
る
中
で
、何
も
し
な
け
れ
ば
町

は
消
滅
に
向
か
う
。外
貨
を
得
て
、交
流
人
口
を

増
や
す
こ
と
が
町
の
命
題
だ
っ
た
。立
地
的
に

不
利
な
場
所
で
、い
か
に
し
て
誘
客
す
る
か
が

重
要
だ
。人
口
減
少
の
食
い
止
め
に
は
と
ど
い

て
い
な
い
が
、震
災
を
契
機
に
Ｕ
タ
ー
ン
で
戻

り
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
店
を
始
め
た
若
者
や
、女

川
に
移
住
し
て
石
鹸
を
作
っ
て
売
る
若
者
、ギ

タ
ー
の
製
作
・
販
売
を
始
め
た
人
も
い
る
。こ
う

し
た
こ
と
も
観
光
の
効
果
だ
。「
ス
タ
ー
ト
女

川
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
で
、何

を
始
め
る
に
も
女
川
が
い
い
、女
川
を
ぜ
ひ
使

っ
て
く
だ
さ
い
、と
伝
え
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、も
う

少
し
考
慮
す
べ
き
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、

町
域
全
体
の
均
衡
か
も
し
れ
な
い
。い
ろ
ん
な

新
し
い
も
の
を
狭
い
エ
リ
ア
に
集
中
さ
せ
た

が
、行
政
的
に
は
他
の
場
所
に
対
す
る
配
慮
が

あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
。

　
震
災
復
興
を
通
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、観

光
と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、い
ろ
ん
な
人
が

町
に
は
い
り
、多
様
性
と
い
う
考
え
方
を
持
ち

込
ん
で
も
ら
っ
た
。こ
の
狭
い
町
は
、保
守
的
な

考
え
方
ば
か
り
だ
っ
た
が
、こ
う
も
で
き
る
ん

じ
ゃ
な
い
、こ
う
い
う
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
ら
ど
う
だ
、と
い
う
こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
う
し
て
、人
が
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、活
力
が
生
み
出
さ
れ

て
い
っ
た
。復
興
は
町
の
力
だ
け
で
は
駄
目
だ

っ
た
。全
国
、世
界
か
ら
の
手
助
け
が
あ
っ
て
復

興
が
進
ん
で
き
た
。

　
町
自
慢
が
多
く
な
っ
た
が
、女
川
の
人
た
ち

の
い
い
と
こ
ろ
は
、単
純
と
い
う
か
、誰
に
で
も

ウ
エ
ル
カ
ム
な
と
こ
ろ
だ
。初
め
て
会
っ
た
の

に
久
し
ぶ
り
と
い
う
感
じ
だ
。こ
れ
は
い
い
と

思
う
。な
の
で
、新
し
く
事
業
を
や
る
な
ら
女
川

が
い
い
と
い
う
人
が
い
る
。震
災
を
契
機
に
女

川
は
人
の
気
質
も
大
き
く
変
わ
っ
た
と
感
じ

る
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

新
田 

太
氏（
に
っ
た
・
ふ
と
し
）

女
川
町
産
業
振
興
課
　

課
長
補
佐
兼
観
光
係
長
兼

地
方
卸
売
市
場

管
理
事
務
所
副
所
長

人
がつ
な
がって
い
く
こ
と
で
、

活
力
が
生
み
出
さ
れ
て
いっ
た
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磯
部
哲
也
氏（
い
そ
べ・
て
つ
や
）

女
川
町
商
工
会

ま
ち
づ
く
り
推
進
役
。

第
二
期
女
川
町
復
興

連
絡
協
議
会
事
務
局
長

遠
藤
琢
磨
氏（
え
ん
ど
う
・
た
く
ま
）

一
般
社
団
法
人

女
川
町
観
光
協
会

事
務
局
長

　
私
は
福
島
県
の
出
身
だ
。町
内
の
企
業
で
働

き
な
が
ら
、女
川
の
復
興
の
過
程
で
は
、イ
ベ
ン

ト
や
、ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。そ
し
て
、2
0
1
8
年
7
月
か
ら
女
川

町
商
工
会
で
、ま
ち
づ
く
り
推
進
役
と
し
て
、販

路
開
拓
、事
業
者
の
資
質
向
上
、町
外
企
業
の
受

け
入
れ
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

商
工
会
は
、町
の
基
幹
産
業
の
水
産
業
、商
業
、

工
業
も
含
め
て
、町
全
体
の
民
間
産
業
を
つ
な

い
で
い
る
。私
の
仕
事
は
、復
興
に
お
け
る
民
間

側
の
窓
口
の
よ
う
な
も
の
だ
。町
の
皆
さ
ん
の

手
が
回
ら
な
い
と
こ
ろ
を
支
え
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
女
川
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
は
、公
民
連
携
で

進
ん
で
き
た
。行
政
、議
会
、産
業
界
、町
民
が
一

緒
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
い
う
点
で
は
、四
輪

駆
動
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。う
ま
く
進
ん
だ
の

は
、誰
も
が
自
分
ご
と
と
捉
え
て
や
っ
て
き
た

か
ら
。誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
、誰
か
に
任
せ
れ

ば
何
か
し
て
く
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。町

を
早
く
立
て
直
す
た
め
に
、一
丸
と
な
っ
て
や

っ
て
き
た
。何
を
す
れ
ば
町
の
た
め
に
な
る
の

か
を
常
に
考
え
な
が
ら
動
け
ば
、自
ず
と
答
え

は
出
て
く
る
。人
に
よ
っ
て
、微
妙
に
捉
え
方
が

違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、結
局
は
同
じ
こ
と
を

い
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
成
果
と
反
省
と
聞
か
れ
て
も
、私
は
こ
の
形

が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
町
に
入
っ
た
の
で
、こ

れ
を
も
っ
て
よ
し
と
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。商
店
街
だ
け
で
な
く
、海
岸
も
含
め
た
エ
リ

ア
全
体
の
形
が
結
果
で
あ
り
、諸
先
輩
方
、今
や

っ
て
い
る
人
た
ち
も
含
め
て
、努
力
し
て
き
た

成
果
品
で
あ
る
。も
と
も
と
は
商
業
の
人
た
ち

と
水
産
業
の
人
た
ち
に
は
交
流
が
な
か
っ
た
と

聞
い
た
。地
区
間
の
交
流
も
全
く
な
か
っ
た
よ

う
だ
。と
こ
ろ
が
、町
全
体
が
流
さ
れ
た
た
め
、

そ
う
し
た
垣
根
が
全
部
取
れ
、み
ん
な
一
つ
に

な
る
こ
と
が
で
き
た
。一
方
で
、こ
の
10
年
の

間
、今
の
40
代
、50
代
の
世
代
が
中
心
に
な
っ
て

や
っ
て
き
た
の
だ
が
、続
く
若
い
人
た
ち
へ
の

引
き
継
ぎ
が
で
き
て
い
な
い
。若
い
人
の
中
に

は
町
の
外
に
出
て
い
っ
た
者
も
い
る
。20
代
、30

代
の
人
た
ち
が
積
極
的
に
町
の
中
に
入
る
よ
う

な
雰
囲
気
が
、も
う
少
し
あ
っ
て
も
よ
い
と
思

う
。

　
女
川
は
、震
災
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
だ
と
い

わ
れ
て
き
た
。震
災
か
ら
5
年
、6
年
、7
年
と

経
ち
、町
が
で
き
て
き
た
。シ
ー
パ
ル
ピ
ア
に
商

店
が
立
ち
並
び
、水
産
加
工
場
の
団
地
も
で
き

た
。そ
し
て
、こ
れ
ま
で
協
働
で
復
興
に
関
わ
っ

て
き
た
人
た
ち
は
、自
分
の
仕
事
に
専
念
で
き

る
状
況
に
な
っ
た
。私
が
赴
任
し
た
2
0
1
8

年
ご
ろ
、ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
方
が
、何

か
変
わ
っ
た
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。す
べ

て
に
優
先
し
て
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た

段
階
を
経
て
、次
の
局
面
を
迎
え
た
気
が
し
た
。

　
2
0
2
0
年
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
女
川
に

来
る
人
が
い
な
く
な
り
、危
機
感
が
走
っ
た
。こ

れ
は
き
っ
か
け
に
過
ぎ
な
い
が
、次
の
10
年
、女

川
町
の
先
を
見
据
え
た
何
か
を
つ
く
っ
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。な
ん
と
な
く
も
や

も
や
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、一
気
に
集
め
て
、も

う
一
度
民
間
で
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
形
が
で

き
た
。第
二
期
女
川
町
復
興
連
絡
協
議
会
、Ｆ
Ｒ

Ｋ
2
で
あ
る
。阿
部
喜
英
さ
ん
が
会
長
を
務
め
、

私
が
事
務
局
長
を
担
当
す
る
。メ
ン
バ
ー
は
30

人
ぐ
ら
い
。つ
い
最
近
ま
で
は
、固
定
メ
ン
バ
ー

で
や
っ
て
き
た
が
、直
近
の
会
で
は
、一
度
町
を

出
て
、帰
っ
て
き
た
よ
う
な
若
者
や
、女
川
に
移

住
し
起
業
し
た
人
た
ち
に
も
参
加
を
促
し
た
。

も
う
少
し
増
や
す
べ
き
だ
と
い
う
話
も
で
て
い

る
。若
い
人
た
ち
を
、ど
ん
ど
ん
入
れ
て
、積
極

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
さ
せ
て
い
き
た
い
。

大
学
進
学
で
女
川
を
出
た
子
た
ち
が
、Ｕ
タ
ー

ン
で
戻
っ
て
き
て
も
仕
事
が
で
き
る
環
境
は
あ

る
の
か
。家
業
を
継
ぐ
な
ら
仕
方
な
い
が
、や
っ

て
み
た
い
仕
事
、働
い
て
み
た
い
場
所
、新
規
の

産
業
を
こ
こ
で
起
こ
す
。企
業
を
誘
致
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。若
い
人
た
ち
が
は
い
っ
て

く
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
だ
。世
代
間
の
切

り
替
え
が
で
き
な
い
と
、町
と
し
て
維
持
で
き

な
く
な
る
。課
題
と
い
う
よ
り
、必
ず
や
る
べ
き

こ
と
だ
。ま
ち
づ
く
り
と
並
行
し
て
や
る
の
は

難
し
い
の
で
、あ
ら
た
な
枠
組
み
を
作
り
出
す
。

　
誘
客
と
い
う
面
で
は
、み
ら
い
創
造
と
商
工

会
と
観
光
協
会
が
連
携
し
て
、い
ろ
ん
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
き
た
。2
0
2
1
年
度
か
ら
は
、

役
割
分
担
を
明
確
化
す
る
。そ
れ
ぞ
れ
が
、や
る

べ
き
こ
と
を
着
実
に
や
っ
て
い
く
。自
分
た
ち

が
や
る
べ
き
こ
と
を
足
元
か
ら
見
つ
め
直
す
。

み
ん
な
で
や
ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
を
少
し
か
え

る
。た
だ
、こ
う
し
た
司
令
塔
を
誰
が
や
る
か
の

か
が
重
要
に
な
る
。

　
今
後
は
観
光
で
稼
い
で
攻
め
て
い
く
。コ
ロ

ナ
が
終
息
し
、人
の
流
れ
が
一
気
に
変
わ
っ
た

と
き
に
、と
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。観
光
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
意
識
す

る
。視
察
団
体
の
受
け
入
れ
も
有
料
化
す
る
。こ

れ
は
観
光
協
会
の
役
割
に
な
る
。ま
ず
は
、観
光

協
会
が
稼
ぐ
。震
災
後
は
、黙
っ
て
い
て
も
人
が

来
た
。女
川
の
新
し
い
町
を
見
た
い
と
い
う
人

が
や
っ
て
き
た
。そ
こ
は
変
わ
っ
て
く
る
。復
興

は
終
わ
る
。シ
ー
パ
ル
ピ
ア
を
訪
れ
る
人
の
5

割
が
仙
台
圏
か
ら
来
て
い
る
が
、高
速
道
路
が

つ
な
が
る
と
、気
仙
沼
、大
船
渡
、釜
石
、宮
古
に

ま
で
い
く
よ
う
に
な
る
。女
川
は
通
過
点
に
な

り
か
ね
な
い
。も
う
少
し
踏
ん
張
っ
て
、来
て
い

た
だ
く
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

　
女
川
出
身
だ
が
、震
災
前
は
石
巻
で
働
い
て

い
た
。災
害
対
応
に
あ
た
る
父
の
姿
を
み
て
女

川
に
戻
り
、震
災
の
ち
ょ
う
ど
1
年
後
か
ら
観

光
協
会
に
勤
務
し
て
い
る
。

　
震
災
直
後
の
女
川
観
光
を
振
り
返
る
と
、

2
0
1
3
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ス
に
よ
る
被
災
地
巡
り
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
。

2
0
1
5
年
冬
の
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
の
オ
ー
プ
ン

を
機
に
、被
災
地
女
川
を
見
に
く
る
人
か
ら
、新

し
く
な
っ
た
女
川
を
見
に
く
る
人
に
シ
フ
ト
し

た
。教
育
旅
行
は
2
0
1
7
年
頃
か
ら
増
え
た
。

被
災
地
巡
り
と
い
う
枠
の
中
で
女
川
町
が
選
ば

れ
て
い
る
。理
由
の
一
つ
に
は
復
興
の
早
さ
。被

災
し
た
状
況
よ
り
、そ
こ
か
ら
ど
う
立
ち
上
が

っ
た
の
か
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
。海
岸
広
場

が
整
備
さ
れ
た
。そ
こ
に
は
震
災
で
倒
れ
た
交

番
が
あ
り
、そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
壁
を
つ
く
り
、

震
災
か
ら
復
興
過
程
を
簡
潔
に
示
す
パ
ネ
ル
を

展
示
し
た
。修
学
旅
行
で
は
、半
日
ほ
ど
女
川
に

滞
在
す
る
。観
光
協
会
が
町
内
の
見
学
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。最
近
で
は
職
業
体
験
が
多
く

な
っ
て
き
た
。例
え
ば
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
内
の
魚

屋
さ
ん
で
土
産
の
販
売
を
一
緒
に
や
っ
て
も
ら

う
。2
0
2
0
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
4
月

か
ら
6
月
ま
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
だ
。

9
月
以
降
は
増
加
に
転
じ
た
が
12
月
か
ら
再
び

大
き
く
落
ち
込
だ
。

　
観
光
協
会
の
語
り
部
ガ
イ
ド
は
3
人
い
る
。

最
近
は
個
人
の
申
し
込
み
も
多
く
な
っ
た
。最

初
は
無
料
だ
っ
た
が
今
は
1
団
体
5
千
円
に
し

た
。そ
し
て
、2
0
2
1
年
4
月
か
ら
は
1
万
円

前
後
に
値
上
げ
す
る
。行
政
や
商
工
会
の
視
察

も
多
い
。こ
れ
ま
で
は
役
場
を
含
め
、方
々
に
連

絡
が
い
っ
て
い
た
が
、2
0
2
1
年
4
月
か
ら

は
窓
口
を
観
光
協
会
に
一
本
化
す
る
。コ
ロ
ナ

禍
前
の
時
点
で
は
、全
体
の
3
割
が
教
育
旅
行
、

視
察
は
1
か
ら
2
割
く
ら
い
。女
川
町
の
滞
在

時
間
は
平
均
で
約
3
時
間
だ
。主
に
、震
災
遺
構

を
見
て
、商
店
街
を
回
り
、食
事
を
し
て
帰
る
。

シ
ー
パ
ル
ピ
ア
の
飲
食
店
の
中
に
は
、店
頭
に

行
列
が
で
る
店
も
あ
る
。

　
商
工
会
と
は
、震
災
前
は
、あ
ま
り
接
点
は
な

か
っ
た
が
、震
災
後
に
同
じ
プ
レ
ハ
ブ
の
中
に

事
務
所
が
は
い
り
、双
方
ど
う
い
う
こ
と
を
し

て
い
る
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、仲
良
く

な
っ
た
。観
光
協
会
、商
工
会
、魚
市
場
関
係
の

買
受
人
共
同
組
合
と
い
う
三
つ
の
主
要
団
体

が
、同
じ
部
屋
で
事
務
所
を
構
え
た
時
代
が
あ

っ
た
。そ
の
と
き
に
横
の
つ
な
が
り
が
良
く
な

っ
た
。商
工
会
の
会
長
と
当
時
の
観
光
協
会
の

会
長
は
、と
も
に
女
川
の
経
済
界
の
ト
ッ
プ
で

あ
り
、も
と
も
と
そ
の
2
人
は
よ
く
話
し
合
っ

て
い
た
が
、現
場
の
事
務
局
レ
ベ
ル
が
話
す
よ

う
に
な
っ
た
の
は
震
災
後
だ
ろ
う
。

　
公
民
連
携
が
う
ま
く
い
っ
た
の
は
、お
互
い

が
得
意
な
分
野
を
担
当
し
た
こ
と
に
つ
き
る
。

若
い
町
長
が
町
民
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
く
れ

た
。そ
う
い
う
場
も
た
く
さ
ん
つ
く
っ
た
。も
ち

ろ
ん
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
功
績
は
大
き
い
。民
間
の
ま
と

ま
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、役
場
と
民
間
で
う

ま
く
で
き
た
と
思
う
。ま
と
ま
っ
た
の
は
、震
災

か
ら
町
を
つ
く
る
と
い
う
同
じ
方
向
を
み
ん
な

が
見
て
い
た
か
ら
だ
。一
つ
の
方
向
を
向
く
の

は
、全
て
の
話
し
合
い
を
き
ち
ん
と
す
る
か
ら
。

ど
う
い
う
町
を
つ
く
る
の
か
を
何
度
も
話
し
合

っ
て
決
め
て
い
る
。小
さ
い
町
な
の
で
ま
と
ま

り
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。30
代
、40
代
が

率
先
し
て
動
き
、町
を
つ
く
る
と
い
う
や
り
方

が
良
か
っ
た
。60
代
、70
代
の
方
が
若
い
人
に
任

せ
て
く
れ
た
。自
分
た
ち
が
盾
に
な
る
か
ら
、若

い
人
た
ち
の
好
き
な
よ
う
に
や
っ
て
み
ろ
と
言

っ
た
。そ
う
言
わ
れ
た
ら
若
い
人
は
や
る
し
か

な
い
。

　
石
巻
、東
松
島
、女
川
に
よ
る
広
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

あ
る
が
、効
果
は
か
ん
ば
し
く
な
い
。女
川
単
独

の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
な
い
が
、こ
の
役
割
に
近
い
こ
と

を
観
光
協
会
、商
工
会
、み
ら
い
創
造
で
や
っ
て

い
る
。女
川
駅
前
か
ら
海
ま
で
ま
っ
す
ぐ
続
く

道
は
レ
ン
ガ
敷
き
だ
。そ
れ
で「
レ
ン
ガ
み
ち
交

流
連
携
協
議
会
」を
つ
く
り
、こ
の
3
者
に
お
店

を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
加
わ
り
、毎
月
1
回

は
話
し
合
っ
て
い
る
。Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
わ
な
く
と

も
連
携
し
て
や
れ
ば
よ
い
。

　
女
川
の
復
興
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思

う
。公
民
連
携
が
き
ち
ん
と
回
っ
た
か
ら
だ
。こ

の
時
代
に
須
田
善
明
町
長
、阿
部
喜
英
さ
ん
、青

山
貴
博
さ
ん
が
い
て
、そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

メ
ン
バ
ー
も
た
く
さ
ん
い
た
。若
い
人
を
盛
り

立
て
た
商
工
会
長
の
高
橋
正
典
さ
ん
、元
観
光

協
会
長
の
鈴
木
敬
幸
さ
ん
な
ど
、女
川
は
人
に

恵
ま
れ
て
い
た
。心
か
ら
尊
敬
で
き
る
先
輩
、後

輩
が
た
く
さ
ん
い
る
。自
分
が
で
き
る
こ
と
を

や
り
、そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
役
割
を
き
ち
ん
と
果

た
し
て
く
れ
た
。う
ま
く
ま
と
ま
っ
て
進
ん
で

き
た
の
が
女
川
だ
。苦
し
い
時
期
に
こ
う
し
た

方
々
が
い
て
、私
た
ち
も
協
力
し
て
や
っ
て
き

た
。こ
の
時
代
に
一
緒
に
活
動
で
き
た
こ
と
が

す
ご
く
あ
り
が
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
、い
ろ
い
ろ
話
し
合
っ
て
進
め
て

き
た
が
、全
員
が
満
足
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ

る
と
思
う
。例
え
ば
、高
齢
の
方
の
中
に
は
、昔

の
女
川
と
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
う
方

も
い
る
。し
か
し
、私
た
ち
は
次
の
世
代
に
、こ

う
い
う
町
を
形
づ
く
り
、渡
し
て
や
り
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
、た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
い
た
だ

い
て
、女
川
の
良
さ
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

観
光
で
来
て
、い
い
町
だ
な
と
思
っ
て
何
回
も

来
る
よ
う
に
な
っ
て
、い
つ
か
移
住
し
て
も
ら

う
の
が
究
極
の
目
的
だ
と
思
っ
て
い
る
。そ
う

し
た
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
の
が
、観
光
協
会

の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
る
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

復
興
は
終
わ
り
、

次
の
局
面
を
迎
え
た

5

次
の
世
代
に
、

渡
し
て
や
り
たい
町
が
で
き
た

4
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磯
部
哲
也
氏（
い
そ
べ・
て
つ
や
）

女
川
町
商
工
会

ま
ち
づ
く
り
推
進
役
。

第
二
期
女
川
町
復
興

連
絡
協
議
会
事
務
局
長

遠
藤
琢
磨
氏（
え
ん
ど
う
・
た
く
ま
）

一
般
社
団
法
人

女
川
町
観
光
協
会

事
務
局
長

　
私
は
福
島
県
の
出
身
だ
。町
内
の
企
業
で
働

き
な
が
ら
、女
川
の
復
興
の
過
程
で
は
、イ
ベ
ン

ト
や
、ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。そ
し
て
、2
0
1
8
年
7
月
か
ら
女
川

町
商
工
会
で
、ま
ち
づ
く
り
推
進
役
と
し
て
、販

路
開
拓
、事
業
者
の
資
質
向
上
、町
外
企
業
の
受

け
入
れ
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

商
工
会
は
、町
の
基
幹
産
業
の
水
産
業
、商
業
、

工
業
も
含
め
て
、町
全
体
の
民
間
産
業
を
つ
な

い
で
い
る
。私
の
仕
事
は
、復
興
に
お
け
る
民
間

側
の
窓
口
の
よ
う
な
も
の
だ
。町
の
皆
さ
ん
の

手
が
回
ら
な
い
と
こ
ろ
を
支
え
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
女
川
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
は
、公
民
連
携
で

進
ん
で
き
た
。行
政
、議
会
、産
業
界
、町
民
が
一

緒
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
い
う
点
で
は
、四
輪

駆
動
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。う
ま
く
進
ん
だ
の

は
、誰
も
が
自
分
ご
と
と
捉
え
て
や
っ
て
き
た

か
ら
。誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
、誰
か
に
任
せ
れ

ば
何
か
し
て
く
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。町

を
早
く
立
て
直
す
た
め
に
、一
丸
と
な
っ
て
や

っ
て
き
た
。何
を
す
れ
ば
町
の
た
め
に
な
る
の

か
を
常
に
考
え
な
が
ら
動
け
ば
、自
ず
と
答
え

は
出
て
く
る
。人
に
よ
っ
て
、微
妙
に
捉
え
方
が

違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、結
局
は
同
じ
こ
と
を

い
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
成
果
と
反
省
と
聞
か
れ
て
も
、私
は
こ
の
形

が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
町
に
入
っ
た
の
で
、こ

れ
を
も
っ
て
よ
し
と
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。商
店
街
だ
け
で
な
く
、海
岸
も
含
め
た
エ
リ

ア
全
体
の
形
が
結
果
で
あ
り
、諸
先
輩
方
、今
や

っ
て
い
る
人
た
ち
も
含
め
て
、努
力
し
て
き
た

成
果
品
で
あ
る
。も
と
も
と
は
商
業
の
人
た
ち

と
水
産
業
の
人
た
ち
に
は
交
流
が
な
か
っ
た
と

聞
い
た
。地
区
間
の
交
流
も
全
く
な
か
っ
た
よ

う
だ
。と
こ
ろ
が
、町
全
体
が
流
さ
れ
た
た
め
、

そ
う
し
た
垣
根
が
全
部
取
れ
、み
ん
な
一
つ
に

な
る
こ
と
が
で
き
た
。一
方
で
、こ
の
10
年
の

間
、今
の
40
代
、50
代
の
世
代
が
中
心
に
な
っ
て

や
っ
て
き
た
の
だ
が
、続
く
若
い
人
た
ち
へ
の

引
き
継
ぎ
が
で
き
て
い
な
い
。若
い
人
の
中
に

は
町
の
外
に
出
て
い
っ
た
者
も
い
る
。20
代
、30

代
の
人
た
ち
が
積
極
的
に
町
の
中
に
入
る
よ
う

な
雰
囲
気
が
、も
う
少
し
あ
っ
て
も
よ
い
と
思

う
。

　
女
川
は
、震
災
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
だ
と
い

わ
れ
て
き
た
。震
災
か
ら
5
年
、6
年
、7
年
と

経
ち
、町
が
で
き
て
き
た
。シ
ー
パ
ル
ピ
ア
に
商

店
が
立
ち
並
び
、水
産
加
工
場
の
団
地
も
で
き

た
。そ
し
て
、こ
れ
ま
で
協
働
で
復
興
に
関
わ
っ

て
き
た
人
た
ち
は
、自
分
の
仕
事
に
専
念
で
き

る
状
況
に
な
っ
た
。私
が
赴
任
し
た
2
0
1
8

年
ご
ろ
、ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
方
が
、何

か
変
わ
っ
た
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。す
べ

て
に
優
先
し
て
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た

段
階
を
経
て
、次
の
局
面
を
迎
え
た
気
が
し
た
。

　
2
0
2
0
年
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
女
川
に

来
る
人
が
い
な
く
な
り
、危
機
感
が
走
っ
た
。こ

れ
は
き
っ
か
け
に
過
ぎ
な
い
が
、次
の
10
年
、女

川
町
の
先
を
見
据
え
た
何
か
を
つ
く
っ
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。な
ん
と
な
く
も
や

も
や
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、一
気
に
集
め
て
、も

う
一
度
民
間
で
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
形
が
で

き
た
。第
二
期
女
川
町
復
興
連
絡
協
議
会
、Ｆ
Ｒ

Ｋ
2
で
あ
る
。阿
部
喜
英
さ
ん
が
会
長
を
務
め
、

私
が
事
務
局
長
を
担
当
す
る
。メ
ン
バ
ー
は
30

人
ぐ
ら
い
。つ
い
最
近
ま
で
は
、固
定
メ
ン
バ
ー

で
や
っ
て
き
た
が
、直
近
の
会
で
は
、一
度
町
を

出
て
、帰
っ
て
き
た
よ
う
な
若
者
や
、女
川
に
移

住
し
起
業
し
た
人
た
ち
に
も
参
加
を
促
し
た
。

も
う
少
し
増
や
す
べ
き
だ
と
い
う
話
も
で
て
い

る
。若
い
人
た
ち
を
、ど
ん
ど
ん
入
れ
て
、積
極

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
さ
せ
て
い
き
た
い
。

大
学
進
学
で
女
川
を
出
た
子
た
ち
が
、Ｕ
タ
ー

ン
で
戻
っ
て
き
て
も
仕
事
が
で
き
る
環
境
は
あ

る
の
か
。家
業
を
継
ぐ
な
ら
仕
方
な
い
が
、や
っ

て
み
た
い
仕
事
、働
い
て
み
た
い
場
所
、新
規
の

産
業
を
こ
こ
で
起
こ
す
。企
業
を
誘
致
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。若
い
人
た
ち
が
は
い
っ
て

く
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
だ
。世
代
間
の
切

り
替
え
が
で
き
な
い
と
、町
と
し
て
維
持
で
き

な
く
な
る
。課
題
と
い
う
よ
り
、必
ず
や
る
べ
き

こ
と
だ
。ま
ち
づ
く
り
と
並
行
し
て
や
る
の
は

難
し
い
の
で
、あ
ら
た
な
枠
組
み
を
作
り
出
す
。

　
誘
客
と
い
う
面
で
は
、み
ら
い
創
造
と
商
工

会
と
観
光
協
会
が
連
携
し
て
、い
ろ
ん
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
き
た
。2
0
2
1
年
度
か
ら
は
、

役
割
分
担
を
明
確
化
す
る
。そ
れ
ぞ
れ
が
、や
る

べ
き
こ
と
を
着
実
に
や
っ
て
い
く
。自
分
た
ち

が
や
る
べ
き
こ
と
を
足
元
か
ら
見
つ
め
直
す
。

み
ん
な
で
や
ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
を
少
し
か
え

る
。た
だ
、こ
う
し
た
司
令
塔
を
誰
が
や
る
か
の

か
が
重
要
に
な
る
。

　
今
後
は
観
光
で
稼
い
で
攻
め
て
い
く
。コ
ロ

ナ
が
終
息
し
、人
の
流
れ
が
一
気
に
変
わ
っ
た

と
き
に
、と
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。観
光
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
意
識
す

る
。視
察
団
体
の
受
け
入
れ
も
有
料
化
す
る
。こ

れ
は
観
光
協
会
の
役
割
に
な
る
。ま
ず
は
、観
光

協
会
が
稼
ぐ
。震
災
後
は
、黙
っ
て
い
て
も
人
が

来
た
。女
川
の
新
し
い
町
を
見
た
い
と
い
う
人

が
や
っ
て
き
た
。そ
こ
は
変
わ
っ
て
く
る
。復
興

は
終
わ
る
。シ
ー
パ
ル
ピ
ア
を
訪
れ
る
人
の
5

割
が
仙
台
圏
か
ら
来
て
い
る
が
、高
速
道
路
が

つ
な
が
る
と
、気
仙
沼
、大
船
渡
、釜
石
、宮
古
に

ま
で
い
く
よ
う
に
な
る
。女
川
は
通
過
点
に
な

り
か
ね
な
い
。も
う
少
し
踏
ん
張
っ
て
、来
て
い

た
だ
く
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

　
女
川
出
身
だ
が
、震
災
前
は
石
巻
で
働
い
て

い
た
。災
害
対
応
に
あ
た
る
父
の
姿
を
み
て
女

川
に
戻
り
、震
災
の
ち
ょ
う
ど
1
年
後
か
ら
観

光
協
会
に
勤
務
し
て
い
る
。

　
震
災
直
後
の
女
川
観
光
を
振
り
返
る
と
、

2
0
1
3
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ス
に
よ
る
被
災
地
巡
り
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
。

2
0
1
5
年
冬
の
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
の
オ
ー
プ
ン

を
機
に
、被
災
地
女
川
を
見
に
く
る
人
か
ら
、新

し
く
な
っ
た
女
川
を
見
に
く
る
人
に
シ
フ
ト
し

た
。教
育
旅
行
は
2
0
1
7
年
頃
か
ら
増
え
た
。

被
災
地
巡
り
と
い
う
枠
の
中
で
女
川
町
が
選
ば

れ
て
い
る
。理
由
の
一
つ
に
は
復
興
の
早
さ
。被

災
し
た
状
況
よ
り
、そ
こ
か
ら
ど
う
立
ち
上
が

っ
た
の
か
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
。海
岸
広
場

が
整
備
さ
れ
た
。そ
こ
に
は
震
災
で
倒
れ
た
交

番
が
あ
り
、そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
壁
を
つ
く
り
、

震
災
か
ら
復
興
過
程
を
簡
潔
に
示
す
パ
ネ
ル
を

展
示
し
た
。修
学
旅
行
で
は
、半
日
ほ
ど
女
川
に

滞
在
す
る
。観
光
協
会
が
町
内
の
見
学
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。最
近
で
は
職
業
体
験
が
多
く

な
っ
て
き
た
。例
え
ば
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
内
の
魚

屋
さ
ん
で
土
産
の
販
売
を
一
緒
に
や
っ
て
も
ら

う
。2
0
2
0
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
4
月

か
ら
6
月
ま
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
だ
。

9
月
以
降
は
増
加
に
転
じ
た
が
12
月
か
ら
再
び

大
き
く
落
ち
込
だ
。

　
観
光
協
会
の
語
り
部
ガ
イ
ド
は
3
人
い
る
。

最
近
は
個
人
の
申
し
込
み
も
多
く
な
っ
た
。最

初
は
無
料
だ
っ
た
が
今
は
1
団
体
5
千
円
に
し

た
。そ
し
て
、2
0
2
1
年
4
月
か
ら
は
1
万
円

前
後
に
値
上
げ
す
る
。行
政
や
商
工
会
の
視
察

も
多
い
。こ
れ
ま
で
は
役
場
を
含
め
、方
々
に
連

絡
が
い
っ
て
い
た
が
、2
0
2
1
年
4
月
か
ら

は
窓
口
を
観
光
協
会
に
一
本
化
す
る
。コ
ロ
ナ

禍
前
の
時
点
で
は
、全
体
の
3
割
が
教
育
旅
行
、

視
察
は
1
か
ら
2
割
く
ら
い
。女
川
町
の
滞
在

時
間
は
平
均
で
約
3
時
間
だ
。主
に
、震
災
遺
構

を
見
て
、商
店
街
を
回
り
、食
事
を
し
て
帰
る
。

シ
ー
パ
ル
ピ
ア
の
飲
食
店
の
中
に
は
、店
頭
に

行
列
が
で
る
店
も
あ
る
。

　
商
工
会
と
は
、震
災
前
は
、あ
ま
り
接
点
は
な

か
っ
た
が
、震
災
後
に
同
じ
プ
レ
ハ
ブ
の
中
に

事
務
所
が
は
い
り
、双
方
ど
う
い
う
こ
と
を
し

て
い
る
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、仲
良
く

な
っ
た
。観
光
協
会
、商
工
会
、魚
市
場
関
係
の

買
受
人
共
同
組
合
と
い
う
三
つ
の
主
要
団
体

が
、同
じ
部
屋
で
事
務
所
を
構
え
た
時
代
が
あ

っ
た
。そ
の
と
き
に
横
の
つ
な
が
り
が
良
く
な

っ
た
。商
工
会
の
会
長
と
当
時
の
観
光
協
会
の

会
長
は
、と
も
に
女
川
の
経
済
界
の
ト
ッ
プ
で

あ
り
、も
と
も
と
そ
の
2
人
は
よ
く
話
し
合
っ

て
い
た
が
、現
場
の
事
務
局
レ
ベ
ル
が
話
す
よ

う
に
な
っ
た
の
は
震
災
後
だ
ろ
う
。

　
公
民
連
携
が
う
ま
く
い
っ
た
の
は
、お
互
い

が
得
意
な
分
野
を
担
当
し
た
こ
と
に
つ
き
る
。

若
い
町
長
が
町
民
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
く
れ

た
。そ
う
い
う
場
も
た
く
さ
ん
つ
く
っ
た
。も
ち

ろ
ん
Ｆ
Ｒ
Ｋ
の
功
績
は
大
き
い
。民
間
の
ま
と

ま
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、役
場
と
民
間
で
う

ま
く
で
き
た
と
思
う
。ま
と
ま
っ
た
の
は
、震
災

か
ら
町
を
つ
く
る
と
い
う
同
じ
方
向
を
み
ん
な

が
見
て
い
た
か
ら
だ
。一
つ
の
方
向
を
向
く
の

は
、全
て
の
話
し
合
い
を
き
ち
ん
と
す
る
か
ら
。

ど
う
い
う
町
を
つ
く
る
の
か
を
何
度
も
話
し
合

っ
て
決
め
て
い
る
。小
さ
い
町
な
の
で
ま
と
ま

り
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。30
代
、40
代
が

率
先
し
て
動
き
、町
を
つ
く
る
と
い
う
や
り
方

が
良
か
っ
た
。60
代
、70
代
の
方
が
若
い
人
に
任

せ
て
く
れ
た
。自
分
た
ち
が
盾
に
な
る
か
ら
、若

い
人
た
ち
の
好
き
な
よ
う
に
や
っ
て
み
ろ
と
言

っ
た
。そ
う
言
わ
れ
た
ら
若
い
人
は
や
る
し
か

な
い
。

　
石
巻
、東
松
島
、女
川
に
よ
る
広
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

あ
る
が
、効
果
は
か
ん
ば
し
く
な
い
。女
川
単
独

の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
な
い
が
、こ
の
役
割
に
近
い
こ
と

を
観
光
協
会
、商
工
会
、み
ら
い
創
造
で
や
っ
て

い
る
。女
川
駅
前
か
ら
海
ま
で
ま
っ
す
ぐ
続
く

道
は
レ
ン
ガ
敷
き
だ
。そ
れ
で「
レ
ン
ガ
み
ち
交

流
連
携
協
議
会
」を
つ
く
り
、こ
の
3
者
に
お
店

を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
加
わ
り
、毎
月
1
回

は
話
し
合
っ
て
い
る
。Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
わ
な
く
と

も
連
携
し
て
や
れ
ば
よ
い
。

　
女
川
の
復
興
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思

う
。公
民
連
携
が
き
ち
ん
と
回
っ
た
か
ら
だ
。こ

の
時
代
に
須
田
善
明
町
長
、阿
部
喜
英
さ
ん
、青

山
貴
博
さ
ん
が
い
て
、そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

メ
ン
バ
ー
も
た
く
さ
ん
い
た
。若
い
人
を
盛
り

立
て
た
商
工
会
長
の
高
橋
正
典
さ
ん
、元
観
光

協
会
長
の
鈴
木
敬
幸
さ
ん
な
ど
、女
川
は
人
に

恵
ま
れ
て
い
た
。心
か
ら
尊
敬
で
き
る
先
輩
、後

輩
が
た
く
さ
ん
い
る
。自
分
が
で
き
る
こ
と
を

や
り
、そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
役
割
を
き
ち
ん
と
果

た
し
て
く
れ
た
。う
ま
く
ま
と
ま
っ
て
進
ん
で

き
た
の
が
女
川
だ
。苦
し
い
時
期
に
こ
う
し
た

方
々
が
い
て
、私
た
ち
も
協
力
し
て
や
っ
て
き

た
。こ
の
時
代
に
一
緒
に
活
動
で
き
た
こ
と
が

す
ご
く
あ
り
が
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
、い
ろ
い
ろ
話
し
合
っ
て
進
め
て

き
た
が
、全
員
が
満
足
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ

る
と
思
う
。例
え
ば
、高
齢
の
方
の
中
に
は
、昔

の
女
川
と
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
う
方

も
い
る
。し
か
し
、私
た
ち
は
次
の
世
代
に
、こ

う
い
う
町
を
形
づ
く
り
、渡
し
て
や
り
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
、た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
い
た
だ

い
て
、女
川
の
良
さ
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

観
光
で
来
て
、い
い
町
だ
な
と
思
っ
て
何
回
も

来
る
よ
う
に
な
っ
て
、い
つ
か
移
住
し
て
も
ら

う
の
が
究
極
の
目
的
だ
と
思
っ
て
い
る
。そ
う

し
た
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
の
が
、観
光
協
会

の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
る
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

復
興
は
終
わ
り
、

次
の
局
面
を
迎
え
た

5

次
の
世
代
に
、

渡
し
て
や
り
たい
町
が
で
き
た

4
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石
巻
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
は
、

2
0
0
6
年
の
宮
城
国
体
の
開
催
に
あ
た
り
、

石
巻
へ
の
訪
問
客
を
案
内
す
る
た
め
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。当
初
は
30
人
以
上
い
た
と
思
い
ま

す
。私
は
、石
巻
の
歴
史
を
深
く
知
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。実
際
に
は
期

待
し
た
ほ
ど
の
人
は
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

せ
っ
か
く
作
っ
た
団
体
な
の
で
、そ
の
後
も
駅

前
で
の
観
光
案
内
の
活
動
を
続
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。そ
う
し
た
活
動
が
定
着
し
て
き
た

頃
、地
震
が
起
き
た
の
で
す
。私
は
何
も
考
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
し
た
。少
し

落
ち
着
い
て
く
る
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
安
否
確
認
を
始
め
、顔
合
わ
せ
の
機
会
を

設
け
ま
し
た
。私
は
、「
観
光
が
あ
っ
て
こ
そ
の

団
体
な
の
で
休
会
に
し
よ
う
」と
い
う
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、「
一
番
被
害
の
大
き

か
っ
た
南
浜
町
門
脇
を
眼
下
に
す
る
日
和
山
を

訪
れ
、手
を
合
わ
せ
、お
線
香
を
上
げ
、花
を
手

向
け
る
人
が
い
る
。そ
こ
を
掃
除
す
る
神
社
の

方
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
」と
話
す
人
が
い

ま
す
。そ
こ
で「
日
和
山
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も

と
て
も
大
切
な
と
こ
ろ
な
の
で
、お
掃
除
を
し

ま
し
ょ
う
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ち
ょ

う
ど
夏
に
向
か
う
頃
で
す
。お
墓
が
分
か
ら
な

く
な
っ
た
方
が
塔
婆
を
た
て
、お
参
り
し
ま
す
。

お
線
香
は
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。だ
ん
だ
ん
暑

く
な
っ
て
き
た
の
で
、私
た
ち
は
麦
茶
を
振
る

舞
っ
た
り
し
ま
し
た
。

「
被
災
者
の
気
持
ち
を

考
え
な
い
の
か
」と
、

参
加
者
の
前
で

し
か
ら
れ
た
こ
と
も

　
そ
の
う
ち
、い
ろ
ん
な
方
が
石
巻
の
こ
と
を

尋
ね
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
す
か
。ど
う
い
う
状
態

で
し
た
か
」ま
さ
に
質
問
攻
め
で
す
。そ
う
し
た

中
で
、悪
気
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、記
念
撮
影

の
よ
う
に
写
真
を
撮
っ
て
い
く
人
が
気
に
な
り

ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
県
外
か
ら
来
た
人

た
ち
で
し
ょ
う
。す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。そ

れ
で
、「
こ
こ
は
そ
う
い
う
場
所
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」と
い
う
こ
と
を
伝
え
、納
得
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。そ
の
時
に
、「
私
た
ち
は
き
ち
ん
と
し
た

こ
と
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

強
く
思
い
ま
し
た
。こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、新
聞

を
読
み
、市
役
所
に
行
っ
て
、亡
く
な
っ
た
方
、

行
方
不
明
の
方
が
何
人
い
る
か
な
ど
、尋
ね
ら

れ
た
時
に
は
答
え
ら
れ
る
よ
う
備
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
あ
る
時
、仙
台
の
自
治
会
で
会
長
を
さ
れ
て

い
る
方
か
ら
、「
当
時
の
こ
と
が
聞
き
た
い
。自

治
会
の
メ
ン
バ
ー
に
も
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。内
容
は
不
十
分
だ
し
、

心
に
深
い
傷
を
負
っ
て
い
る
と
き
に
、そ
う
し

た
話
を
し
て
よ
い
も
の
か
、す
ご
く
迷
い
ま
し

た
。そ
れ
で
も
何
と
か
な
ら
な
い
か
と
い
う
の

で
、会
で
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
他
の
被
災
地
で

は
語
り
部
と
し
て
案
内
を
し
て
い
る
。私
た
ち

も
伝
え
て
い
く
べ
き
だ
」と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、8
月
末
あ
た
り
か
ら
、話
を
聞
き
つ

け
た
県
外
の
方
が
頻
繁
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。神
奈
川
、埼
玉
、千
葉
の
人
た
ち
で
す
。石

巻
観
光
協
会
の
サ
イ
ト
を
通
し
て
、電
話
も
か

か
っ
て
き
ま
し
た
。当
時
の
状
況
、多
く
の
方
が

犠
牲
に
な
っ
た
原
因
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。「
あ

な
た
は
ど
う
で
し
た
か
」と
い
う
こ
と
を
必
ず

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
8
月
か
ら
バ
ス
の
団
体
の
案
内
を
は
じ
め
た

と
こ
ろ
、9
月
に
な
る
と
参
加
者
が
増
え
て
き

ま
し
た
。自
治
体
の
視
察
、復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
で
す
。覚
悟
は
し
て
い
た
の
で
す
が
、地

元
の
方
か
ら
お
し
か
り
を
受
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。大
き
な
観
光
バ
ス
の
中
で
案
内
し
て

い
た
の
で
、地
元
の
人
た
ち
に
内
容
は
伝
わ
り

ま
せ
ん
。「
み
ん
な
が
大
変
な
と
き
に
、よ
く
観

光
を
し
て
い
る
な
」と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
ま

し
た
。案
内
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
き
て
、も
の
す

ご
い
け
ん
ま
く
で
、「
こ
こ
を
ど
こ
だ
と
思
っ
て

る
ん
だ
。そ
れ
を
話
す
と
は
、ど
う
い
う
考
え
だ
。

被
災
者
の
気
持
ち
を
考
え
な
い
の
か
」と
、参
加

者
の
前
で
し
か
ら
れ
ま
し
た
。「
震
災
を
学
ん
で

も
ら
い
、自
分
た
ち
の
と
こ
ろ
で
起
き
た
と
き

に
は
、と
に
か
く
命
を
大
切
に
、す
ぐ
に
避
難
す

る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
」と
い
う
こ

と
を
繰
り
返
し
説
明
し
、理
解
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
へ
の
案
内
は
2

年
ほ
ど
た
つ
と
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、自
治

体
の
視
察
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。会
社
ぐ
る

み
で
防
災
を
学
び
た
い
と
い
う
ケ
ー
ス
や
、地

域
の
民
生
委
員
の
方
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。修

学
旅
行
は
震
災
2
年
後
の
2
0
1
3
年
か
ら
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。す
ぐ
に
来
た
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、父
兄
か
ら
反
対
が
あ
っ
た
と
聞

き
ま
し
た
。そ
の
後
も
修
学
旅
行
は
続
き
、最
近

は
増
え
て
い
ま
す
。

　
被
災
の
痕
跡
が
強
く
残
っ
て
い
る
頃
は
、被

災
地
へ
の
単
純
往
復
で
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。2
0
1
3
年
の
後
半
か
ら
は
、松
島
を
訪
れ
、

石
巻
に
来
て
1
時
間
半
ぐ
ら
い
か
け
て
私
た
ち

の
話
を
聞
く
と
い
っ
た
観
光
性
の
あ
る
訪
問
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、2
0
1
4
年
頃
か
ら

増
え
て
き
ま
し
た
。

　
お
客
さ
ま
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
く
て
も
体
力
や

体
調
の
面
か
ら
で
き
な
い
。私
た
ち
は
、石
巻
に

来
て
、直
接
お
話
を
聞
き
、そ
の
あ
と
食
事
を
と

り
、買
い
物
を
す
る
。そ
う
や
っ
て
復
興
を
手
伝

い
た
い
」と
い
う
年
配
の
方
の
団
体
が
あ
り
ま

し
た
。そ
う
い
う
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と

に
気
づ
き
、「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

私
た
ち
の『
石
巻
・
大
震
災
ま
な
び
の
案
内
』の

あ
と
、帰
り
に
お
買
い
物
を
さ
れ
る
方
が
増
え

ま
し
た
。そ
の
様
子
を
市
民
が
見
て
い
ま
し
た
。

当
初
は
私
た
ち
の
活
動
に
理
解
の
な
か
っ
た
人

た
ち
も
、「
そ
う
や
っ
て
助
け
て
い
た
だ
い
て
い

る
ん
だ
」と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、私
た
ち
を
励

ま
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。震
災
後

4
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
で
す
。復
興
が
進
み
、お
店

が
増
え
て
き
た
頃
で
す
。

「
ど
こ
に
震
災
が
あ
っ
た
の
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た

　
震
災
か
ら
5
年
過
ぎ
た
頃
に
は
、震
災
を
知

ら
な
い
人
た
ち
、修
学
旅
行
生
が
増
え
て
き
ま

し
た
。震
災
の
こ
と
を
丁
寧
に
伝
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち
は
し
っ
か
り
話
を
聞

い
て
く
れ
ま
す
。怖
か
っ
た
こ
と
、体
験
談
を
よ

り
詳
し
く
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。津
波
の

高
さ
の
表
示
に
は
、び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
5
年
間
を
振
り
返
る
と
、復
興
が
進

み
、い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
ビ
ル
が
建
ち
、町
が
き

れ
い
に
な
っ
た
の
で
、「
ど
こ
に
震
災
が
あ
っ
た

の
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

話
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、大
き
な
パ
ネ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

石
巻
の
10
年

石
巻
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
会
長
、

石
巻
地
区
日
本
中
国
友
好
協
会
副

会
長
。石
巻
を
考
え
る
女
性
の
会
の

初
代
会
長
も
務
め
た
。

齋
藤
敏
子（
さ
い
と
う
・
と
し
こ
）

10
年
経
ち
、

責
任
が
重
く
なった
よ
う
な

気
が
し
ま
す

日和山

ル
を
用
意
し
て
、当
時
の
様
子
を
話
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
伝
え
方
も
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、伝
え
る
と
き
の
気
持
ち
は
、昔
の

ま
ま
で
す
。当
時
は
見
る
も
の
全
て
、震
災
が
色

濃
く
街
の
中
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
に
対

し
て
、同
情
的
な
感
想
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
復
興
が
ど
の
よ
う
な
進
み
方
を
し
て
い
る

の
か
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。一
方

で
、そ
れ
以
上
に
自
分
自
身
の
体
験
談
が
響
い

て
い
ま
す
。大
き
な
地
震
が
あ
っ
て
津
波
が
来

る
ま
で
の
間
に
自
分
が
と
っ
た
行
動
や
、家
族

と
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
。ガ
イ
ド
の
中

に
は
う
ち
を
流
さ
れ
た
人
も
い
ま
す
。兄
弟
や

肉
親
を
亡
く
さ
れ
た
人
も
い
ま
す
。そ
う
し
た

話
は
、耳
を
傾
け
て
真
剣
に
な
っ
て
聞
い
て
く

だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
最
近
の
バ
ス
の
案
内
は
、ほ
と
ん
ど
が
修
学

旅
行
生
で
す
。個
人
で
来
る
方
も
増
え
、1
時
間

半
ほ
ど
歩
き
な
が
ら
説
明
し
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
ま
ち
歩
き
を
3
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
始
め
ま

し
た
。

　
10
年
た
ち
、そ
の
時
の
状
況
が
風
化
し
つ
つ

あ
る
と
感
じ
ま
す
。石
巻
の
中
で
も
そ
う
感
じ

ま
す
。で
す
か
ら
、よ
り
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。責
任
が
重
く
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。後
継
者
の
育
成
が
目
下

の
課
題
で
す
。

　
今
で
は
地
元
の
人
た
ち
に
会
う
と
必
ず「
ご

苦
労
さ
ん
」と
言
わ
れ
ま
す
。10
年
た
っ
て
風
景

や
建
物
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
が
、ま
だ

4
0
0
名
近
く
の
行
方
不
明
の
方
が
い
ま
す
。

す
っ
き
り
し
た
気
持
ち
で
復
興
を
喜
べ
な
い
人

た
ち
も
い
る
の
で
、ま
だ
ま
だ
複
雑
な
気
持
ち

で
す
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

し
た
。自
家
用
車
の
方
に
は
、私
た

ち
が
車
に
乗
っ
て
案
内
し
て
い
ま

す
。案
内
の
形
態
も
変
化
し
て
き

ま
し
た
。夏
休
み
や
冬
休
み
に
は
、

子
ど
も
に
勉
強
さ
せ
た
い
と
い
う

家
族
も
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

少
人
数
の
案
内
が
増
え
て
き
ま
し

た
。

　
と
こ
ろ
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

去
年
の
2
月
ご
ろ
か
ら
キ
ャ
ン
セ

ル
が
多
く
な
り
ま
し
た
。修
学
旅

行
は
、3
月
過
ぎ
か
ら
全
て
キ
ャ

ン
セ
ル
で
す
。キ
ャ
ン
セ
ル
が
多

い
の
で
、も
う
一
度
、振
り
返
っ
て

研
修
し
て
い
ま
す
。復
興
が
進
み

ま
し
た
の
で
、こ
れ
ま
で
で
き
な

か
っ
た
と
こ
ろ
を
案
内
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。10
年
た
っ
た
の

で
、震
災
の
話
と
と
も
に
石
巻
の

歴
史
を
話
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。門
脇
小
学
校
と
大
川
小
学
校

が
震
災
遺
構
と
し
て
保
存
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、今
で
は
大

川
小
学
校
の
案
内
が
多
く
な
り
ま

4 ❷…
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石
巻
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
は
、

2
0
0
6
年
の
宮
城
国
体
の
開
催
に
あ
た
り
、

石
巻
へ
の
訪
問
客
を
案
内
す
る
た
め
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。当
初
は
30
人
以
上
い
た
と
思
い
ま

す
。私
は
、石
巻
の
歴
史
を
深
く
知
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。実
際
に
は
期

待
し
た
ほ
ど
の
人
は
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

せ
っ
か
く
作
っ
た
団
体
な
の
で
、そ
の
後
も
駅

前
で
の
観
光
案
内
の
活
動
を
続
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。そ
う
し
た
活
動
が
定
着
し
て
き
た

頃
、地
震
が
起
き
た
の
で
す
。私
は
何
も
考
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
し
た
。少
し

落
ち
着
い
て
く
る
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
安
否
確
認
を
始
め
、顔
合
わ
せ
の
機
会
を

設
け
ま
し
た
。私
は
、「
観
光
が
あ
っ
て
こ
そ
の

団
体
な
の
で
休
会
に
し
よ
う
」と
い
う
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、「
一
番
被
害
の
大
き

か
っ
た
南
浜
町
門
脇
を
眼
下
に
す
る
日
和
山
を

訪
れ
、手
を
合
わ
せ
、お
線
香
を
上
げ
、花
を
手

向
け
る
人
が
い
る
。そ
こ
を
掃
除
す
る
神
社
の

方
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
」と
話
す
人
が
い

ま
す
。そ
こ
で「
日
和
山
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も

と
て
も
大
切
な
と
こ
ろ
な
の
で
、お
掃
除
を
し

ま
し
ょ
う
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ち
ょ

う
ど
夏
に
向
か
う
頃
で
す
。お
墓
が
分
か
ら
な

く
な
っ
た
方
が
塔
婆
を
た
て
、お
参
り
し
ま
す
。

お
線
香
は
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。だ
ん
だ
ん
暑

く
な
っ
て
き
た
の
で
、私
た
ち
は
麦
茶
を
振
る

舞
っ
た
り
し
ま
し
た
。

「
被
災
者
の
気
持
ち
を

考
え
な
い
の
か
」と
、

参
加
者
の
前
で

し
か
ら
れ
た
こ
と
も

　
そ
の
う
ち
、い
ろ
ん
な
方
が
石
巻
の
こ
と
を

尋
ね
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
す
か
。ど
う
い
う
状
態

で
し
た
か
」ま
さ
に
質
問
攻
め
で
す
。そ
う
し
た

中
で
、悪
気
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、記
念
撮
影

の
よ
う
に
写
真
を
撮
っ
て
い
く
人
が
気
に
な
り

ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
県
外
か
ら
来
た
人

た
ち
で
し
ょ
う
。す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。そ

れ
で
、「
こ
こ
は
そ
う
い
う
場
所
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」と
い
う
こ
と
を
伝
え
、納
得
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。そ
の
時
に
、「
私
た
ち
は
き
ち
ん
と
し
た

こ
と
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

強
く
思
い
ま
し
た
。こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、新
聞

を
読
み
、市
役
所
に
行
っ
て
、亡
く
な
っ
た
方
、

行
方
不
明
の
方
が
何
人
い
る
か
な
ど
、尋
ね
ら

れ
た
時
に
は
答
え
ら
れ
る
よ
う
備
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
あ
る
時
、仙
台
の
自
治
会
で
会
長
を
さ
れ
て

い
る
方
か
ら
、「
当
時
の
こ
と
が
聞
き
た
い
。自

治
会
の
メ
ン
バ
ー
に
も
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。内
容
は
不
十
分
だ
し
、

心
に
深
い
傷
を
負
っ
て
い
る
と
き
に
、そ
う
し

た
話
を
し
て
よ
い
も
の
か
、す
ご
く
迷
い
ま
し

た
。そ
れ
で
も
何
と
か
な
ら
な
い
か
と
い
う
の

で
、会
で
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
他
の
被
災
地
で

は
語
り
部
と
し
て
案
内
を
し
て
い
る
。私
た
ち

も
伝
え
て
い
く
べ
き
だ
」と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、8
月
末
あ
た
り
か
ら
、話
を
聞
き
つ

け
た
県
外
の
方
が
頻
繁
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。神
奈
川
、埼
玉
、千
葉
の
人
た
ち
で
す
。石

巻
観
光
協
会
の
サ
イ
ト
を
通
し
て
、電
話
も
か

か
っ
て
き
ま
し
た
。当
時
の
状
況
、多
く
の
方
が

犠
牲
に
な
っ
た
原
因
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。「
あ

な
た
は
ど
う
で
し
た
か
」と
い
う
こ
と
を
必
ず

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
8
月
か
ら
バ
ス
の
団
体
の
案
内
を
は
じ
め
た

と
こ
ろ
、9
月
に
な
る
と
参
加
者
が
増
え
て
き

ま
し
た
。自
治
体
の
視
察
、復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
で
す
。覚
悟
は
し
て
い
た
の
で
す
が
、地

元
の
方
か
ら
お
し
か
り
を
受
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。大
き
な
観
光
バ
ス
の
中
で
案
内
し
て

い
た
の
で
、地
元
の
人
た
ち
に
内
容
は
伝
わ
り

ま
せ
ん
。「
み
ん
な
が
大
変
な
と
き
に
、よ
く
観

光
を
し
て
い
る
な
」と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
ま

し
た
。案
内
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
き
て
、も
の
す

ご
い
け
ん
ま
く
で
、「
こ
こ
を
ど
こ
だ
と
思
っ
て

る
ん
だ
。そ
れ
を
話
す
と
は
、ど
う
い
う
考
え
だ
。

被
災
者
の
気
持
ち
を
考
え
な
い
の
か
」と
、参
加

者
の
前
で
し
か
ら
れ
ま
し
た
。「
震
災
を
学
ん
で

も
ら
い
、自
分
た
ち
の
と
こ
ろ
で
起
き
た
と
き

に
は
、と
に
か
く
命
を
大
切
に
、す
ぐ
に
避
難
す

る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
」と
い
う
こ

と
を
繰
り
返
し
説
明
し
、理
解
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
へ
の
案
内
は
2

年
ほ
ど
た
つ
と
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、自
治

体
の
視
察
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。会
社
ぐ
る

み
で
防
災
を
学
び
た
い
と
い
う
ケ
ー
ス
や
、地

域
の
民
生
委
員
の
方
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。修

学
旅
行
は
震
災
2
年
後
の
2
0
1
3
年
か
ら
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。す
ぐ
に
来
た
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、父
兄
か
ら
反
対
が
あ
っ
た
と
聞

き
ま
し
た
。そ
の
後
も
修
学
旅
行
は
続
き
、最
近

は
増
え
て
い
ま
す
。

　
被
災
の
痕
跡
が
強
く
残
っ
て
い
る
頃
は
、被

災
地
へ
の
単
純
往
復
で
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。2
0
1
3
年
の
後
半
か
ら
は
、松
島
を
訪
れ
、

石
巻
に
来
て
1
時
間
半
ぐ
ら
い
か
け
て
私
た
ち

の
話
を
聞
く
と
い
っ
た
観
光
性
の
あ
る
訪
問
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、2
0
1
4
年
頃
か
ら

増
え
て
き
ま
し
た
。

　
お
客
さ
ま
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
く
て
も
体
力
や

体
調
の
面
か
ら
で
き
な
い
。私
た
ち
は
、石
巻
に

来
て
、直
接
お
話
を
聞
き
、そ
の
あ
と
食
事
を
と

り
、買
い
物
を
す
る
。そ
う
や
っ
て
復
興
を
手
伝

い
た
い
」と
い
う
年
配
の
方
の
団
体
が
あ
り
ま

し
た
。そ
う
い
う
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と

に
気
づ
き
、「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

私
た
ち
の『
石
巻
・
大
震
災
ま
な
び
の
案
内
』の

あ
と
、帰
り
に
お
買
い
物
を
さ
れ
る
方
が
増
え

ま
し
た
。そ
の
様
子
を
市
民
が
見
て
い
ま
し
た
。

当
初
は
私
た
ち
の
活
動
に
理
解
の
な
か
っ
た
人

た
ち
も
、「
そ
う
や
っ
て
助
け
て
い
た
だ
い
て
い

る
ん
だ
」と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、私
た
ち
を
励

ま
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。震
災
後

4
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
で
す
。復
興
が
進
み
、お
店

が
増
え
て
き
た
頃
で
す
。

「
ど
こ
に
震
災
が
あ
っ
た
の
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た

　
震
災
か
ら
5
年
過
ぎ
た
頃
に
は
、震
災
を
知

ら
な
い
人
た
ち
、修
学
旅
行
生
が
増
え
て
き
ま

し
た
。震
災
の
こ
と
を
丁
寧
に
伝
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち
は
し
っ
か
り
話
を
聞

い
て
く
れ
ま
す
。怖
か
っ
た
こ
と
、体
験
談
を
よ

り
詳
し
く
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。津
波
の

高
さ
の
表
示
に
は
、び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
5
年
間
を
振
り
返
る
と
、復
興
が
進

み
、い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
ビ
ル
が
建
ち
、町
が
き

れ
い
に
な
っ
た
の
で
、「
ど
こ
に
震
災
が
あ
っ
た

の
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

話
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、大
き
な
パ
ネ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

石
巻
の
10
年

石
巻
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
会
長
、

石
巻
地
区
日
本
中
国
友
好
協
会
副

会
長
。石
巻
を
考
え
る
女
性
の
会
の

初
代
会
長
も
務
め
た
。

齋
藤
敏
子（
さ
い
と
う
・
と
し
こ
）

10
年
経
ち
、

責
任
が
重
く
なった
よ
う
な

気
が
し
ま
す

日和山

ル
を
用
意
し
て
、当
時
の
様
子
を
話
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
伝
え
方
も
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、伝
え
る
と
き
の
気
持
ち
は
、昔
の

ま
ま
で
す
。当
時
は
見
る
も
の
全
て
、震
災
が
色

濃
く
街
の
中
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
に
対

し
て
、同
情
的
な
感
想
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
復
興
が
ど
の
よ
う
な
進
み
方
を
し
て
い
る

の
か
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。一
方

で
、そ
れ
以
上
に
自
分
自
身
の
体
験
談
が
響
い

て
い
ま
す
。大
き
な
地
震
が
あ
っ
て
津
波
が
来

る
ま
で
の
間
に
自
分
が
と
っ
た
行
動
や
、家
族

と
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
。ガ
イ
ド
の
中

に
は
う
ち
を
流
さ
れ
た
人
も
い
ま
す
。兄
弟
や

肉
親
を
亡
く
さ
れ
た
人
も
い
ま
す
。そ
う
し
た

話
は
、耳
を
傾
け
て
真
剣
に
な
っ
て
聞
い
て
く

だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
最
近
の
バ
ス
の
案
内
は
、ほ
と
ん
ど
が
修
学

旅
行
生
で
す
。個
人
で
来
る
方
も
増
え
、1
時
間

半
ほ
ど
歩
き
な
が
ら
説
明
し
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
ま
ち
歩
き
を
3
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
始
め
ま

し
た
。

　
10
年
た
ち
、そ
の
時
の
状
況
が
風
化
し
つ
つ

あ
る
と
感
じ
ま
す
。石
巻
の
中
で
も
そ
う
感
じ

ま
す
。で
す
か
ら
、よ
り
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。責
任
が
重
く
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。後
継
者
の
育
成
が
目
下

の
課
題
で
す
。

　
今
で
は
地
元
の
人
た
ち
に
会
う
と
必
ず「
ご

苦
労
さ
ん
」と
言
わ
れ
ま
す
。10
年
た
っ
て
風
景

や
建
物
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
が
、ま
だ

4
0
0
名
近
く
の
行
方
不
明
の
方
が
い
ま
す
。

す
っ
き
り
し
た
気
持
ち
で
復
興
を
喜
べ
な
い
人

た
ち
も
い
る
の
で
、ま
だ
ま
だ
複
雑
な
気
持
ち

で
す
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

し
た
。自
家
用
車
の
方
に
は
、私
た

ち
が
車
に
乗
っ
て
案
内
し
て
い
ま

す
。案
内
の
形
態
も
変
化
し
て
き

ま
し
た
。夏
休
み
や
冬
休
み
に
は
、

子
ど
も
に
勉
強
さ
せ
た
い
と
い
う

家
族
も
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

少
人
数
の
案
内
が
増
え
て
き
ま
し

た
。

　
と
こ
ろ
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

去
年
の
2
月
ご
ろ
か
ら
キ
ャ
ン
セ

ル
が
多
く
な
り
ま
し
た
。修
学
旅

行
は
、3
月
過
ぎ
か
ら
全
て
キ
ャ

ン
セ
ル
で
す
。キ
ャ
ン
セ
ル
が
多

い
の
で
、も
う
一
度
、振
り
返
っ
て

研
修
し
て
い
ま
す
。復
興
が
進
み

ま
し
た
の
で
、こ
れ
ま
で
で
き
な

か
っ
た
と
こ
ろ
を
案
内
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。10
年
た
っ
た
の

で
、震
災
の
話
と
と
も
に
石
巻
の

歴
史
を
話
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。門
脇
小
学
校
と
大
川
小
学
校

が
震
災
遺
構
と
し
て
保
存
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、今
で
は
大

川
小
学
校
の
案
内
が
多
く
な
り
ま

4 ❷…
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石
巻
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
は
、

2
0
0
6
年
の
宮
城
国
体
の
開
催
に
あ
た
り
、

石
巻
へ
の
訪
問
客
を
案
内
す
る
た
め
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。当
初
は
30
人
以
上
い
た
と
思
い
ま

す
。私
は
、石
巻
の
歴
史
を
深
く
知
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。実
際
に
は
期

待
し
た
ほ
ど
の
人
は
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

せ
っ
か
く
作
っ
た
団
体
な
の
で
、そ
の
後
も
駅

前
で
の
観
光
案
内
の
活
動
を
続
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。そ
う
し
た
活
動
が
定
着
し
て
き
た

頃
、地
震
が
起
き
た
の
で
す
。私
は
何
も
考
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
し
た
。少
し

落
ち
着
い
て
く
る
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
安
否
確
認
を
始
め
、顔
合
わ
せ
の
機
会
を

設
け
ま
し
た
。私
は
、「
観
光
が
あ
っ
て
こ
そ
の

団
体
な
の
で
休
会
に
し
よ
う
」と
い
う
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、「
一
番
被
害
の
大
き

か
っ
た
南
浜
町
門
脇
を
眼
下
に
す
る
日
和
山
を

訪
れ
、手
を
合
わ
せ
、お
線
香
を
上
げ
、花
を
手

向
け
る
人
が
い
る
。そ
こ
を
掃
除
す
る
神
社
の

方
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
」と
話
す
人
が
い

ま
す
。そ
こ
で「
日
和
山
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も

と
て
も
大
切
な
と
こ
ろ
な
の
で
、お
掃
除
を
し

ま
し
ょ
う
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ち
ょ

う
ど
夏
に
向
か
う
頃
で
す
。お
墓
が
分
か
ら
な

く
な
っ
た
方
が
塔
婆
を
た
て
、お
参
り
し
ま
す
。

お
線
香
は
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。だ
ん
だ
ん
暑

く
な
っ
て
き
た
の
で
、私
た
ち
は
麦
茶
を
振
る

舞
っ
た
り
し
ま
し
た
。

「
被
災
者
の
気
持
ち
を

考
え
な
い
の
か
」と
、

参
加
者
の
前
で

し
か
ら
れ
た
こ
と
も

　
そ
の
う
ち
、い
ろ
ん
な
方
が
石
巻
の
こ
と
を

尋
ね
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
何
人
ぐ
ら

い
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
す
か
。ど
う
い
う
状
態

で
し
た
か
」ま
さ
に
質
問
攻
め
で
す
。そ
う
し
た

中
で
、悪
気
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、記
念
撮
影

の
よ
う
に
写
真
を
撮
っ
て
い
く
人
が
気
に
な
り

ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
県
外
か
ら
来
た
人

た
ち
で
し
ょ
う
。す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。そ

れ
で
、「
こ
こ
は
そ
う
い
う
場
所
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」と
い
う
こ
と
を
伝
え
、納
得
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。そ
の
時
に
、「
私
た
ち
は
き
ち
ん
と
し
た

こ
と
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

強
く
思
い
ま
し
た
。こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、新
聞

を
読
み
、市
役
所
に
行
っ
て
、亡
く
な
っ
た
方
、

行
方
不
明
の
方
が
何
人
い
る
か
な
ど
、尋
ね
ら

れ
た
時
に
は
答
え
ら
れ
る
よ
う
備
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
あ
る
時
、仙
台
の
自
治
会
で
会
長
を
さ
れ
て

い
る
方
か
ら
、「
当
時
の
こ
と
が
聞
き
た
い
。自

治
会
の
メ
ン
バ
ー
に
も
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。内
容
は
不
十
分
だ
し
、

心
に
深
い
傷
を
負
っ
て
い
る
と
き
に
、そ
う
し

た
話
を
し
て
よ
い
も
の
か
、す
ご
く
迷
い
ま
し

た
。そ
れ
で
も
何
と
か
な
ら
な
い
か
と
い
う
の

で
、会
で
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
他
の
被
災
地
で

は
語
り
部
と
し
て
案
内
を
し
て
い
る
。私
た
ち

も
伝
え
て
い
く
べ
き
だ
」と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、8
月
末
あ
た
り
か
ら
、話
を
聞
き
つ

け
た
県
外
の
方
が
頻
繁
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。神
奈
川
、埼
玉
、千
葉
の
人
た
ち
で
す
。石

巻
観
光
協
会
の
サ
イ
ト
を
通
し
て
、電
話
も
か

か
っ
て
き
ま
し
た
。当
時
の
状
況
、多
く
の
方
が

犠
牲
に
な
っ
た
原
因
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。「
あ

な
た
は
ど
う
で
し
た
か
」と
い
う
こ
と
を
必
ず

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
8
月
か
ら
バ
ス
の
団
体
の
案
内
を
は
じ
め
た

と
こ
ろ
、9
月
に
な
る
と
参
加
者
が
増
え
て
き

ま
し
た
。自
治
体
の
視
察
、復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
で
す
。覚
悟
は
し
て
い
た
の
で
す
が
、地

元
の
方
か
ら
お
し
か
り
を
受
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。大
き
な
観
光
バ
ス
の
中
で
案
内
し
て

い
た
の
で
、地
元
の
人
た
ち
に
内
容
は
伝
わ
り

ま
せ
ん
。「
み
ん
な
が
大
変
な
と
き
に
、よ
く
観

光
を
し
て
い
る
な
」と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
ま

し
た
。案
内
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
き
て
、も
の
す

ご
い
け
ん
ま
く
で
、「
こ
こ
を
ど
こ
だ
と
思
っ
て

る
ん
だ
。そ
れ
を
話
す
と
は
、ど
う
い
う
考
え
だ
。

被
災
者
の
気
持
ち
を
考
え
な
い
の
か
」と
、参
加

者
の
前
で
し
か
ら
れ
ま
し
た
。「
震
災
を
学
ん
で

も
ら
い
、自
分
た
ち
の
と
こ
ろ
で
起
き
た
と
き

に
は
、と
に
か
く
命
を
大
切
に
、す
ぐ
に
避
難
す

る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
」と
い
う
こ

と
を
繰
り
返
し
説
明
し
、理
解
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
へ
の
案
内
は
2

年
ほ
ど
た
つ
と
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、自
治

体
の
視
察
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。会
社
ぐ
る

み
で
防
災
を
学
び
た
い
と
い
う
ケ
ー
ス
や
、地

域
の
民
生
委
員
の
方
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。修

学
旅
行
は
震
災
2
年
後
の
2
0
1
3
年
か
ら
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。す
ぐ
に
来
た
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、父
兄
か
ら
反
対
が
あ
っ
た
と
聞

き
ま
し
た
。そ
の
後
も
修
学
旅
行
は
続
き
、最
近

は
増
え
て
い
ま
す
。

　
被
災
の
痕
跡
が
強
く
残
っ
て
い
る
頃
は
、被

災
地
へ
の
単
純
往
復
で
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。2
0
1
3
年
の
後
半
か
ら
は
、松
島
を
訪
れ
、

石
巻
に
来
て
1
時
間
半
ぐ
ら
い
か
け
て
私
た
ち

の
話
を
聞
く
と
い
っ
た
観
光
性
の
あ
る
訪
問
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、2
0
1
4
年
頃
か
ら

増
え
て
き
ま
し
た
。

　
お
客
さ
ま
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
く
て
も
体
力
や

体
調
の
面
か
ら
で
き
な
い
。私
た
ち
は
、石
巻
に

来
て
、直
接
お
話
を
聞
き
、そ
の
あ
と
食
事
を
と

り
、買
い
物
を
す
る
。そ
う
や
っ
て
復
興
を
手
伝

い
た
い
」と
い
う
年
配
の
方
の
団
体
が
あ
り
ま

し
た
。そ
う
い
う
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と

に
気
づ
き
、「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

私
た
ち
の『
石
巻
・
大
震
災
ま
な
び
の
案
内
』の

あ
と
、帰
り
に
お
買
い
物
を
さ
れ
る
方
が
増
え

ま
し
た
。そ
の
様
子
を
市
民
が
見
て
い
ま
し
た
。

当
初
は
私
た
ち
の
活
動
に
理
解
の
な
か
っ
た
人

た
ち
も
、「
そ
う
や
っ
て
助
け
て
い
た
だ
い
て
い

る
ん
だ
」と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、私
た
ち
を
励

ま
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。震
災
後

4
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
で
す
。復
興
が
進
み
、お
店

が
増
え
て
き
た
頃
で
す
。

「
ど
こ
に
震
災
が
あ
っ
た
の
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た

　
震
災
か
ら
5
年
過
ぎ
た
頃
に
は
、震
災
を
知

ら
な
い
人
た
ち
、修
学
旅
行
生
が
増
え
て
き
ま

し
た
。震
災
の
こ
と
を
丁
寧
に
伝
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち
は
し
っ
か
り
話
を
聞

い
て
く
れ
ま
す
。怖
か
っ
た
こ
と
、体
験
談
を
よ

り
詳
し
く
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。津
波
の

高
さ
の
表
示
に
は
、び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
5
年
間
を
振
り
返
る
と
、復
興
が
進

み
、い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
ビ
ル
が
建
ち
、町
が
き

れ
い
に
な
っ
た
の
で
、「
ど
こ
に
震
災
が
あ
っ
た

の
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

話
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、大
き
な
パ
ネ

遺構として保存される旧門脇小学校校舎

ル
を
用
意
し
て
、当
時
の
様
子
を
話
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
伝
え
方
も
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、伝
え
る
と
き
の
気
持
ち
は
、昔
の

ま
ま
で
す
。当
時
は
見
る
も
の
全
て
、震
災
が
色

濃
く
街
の
中
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
に
対

し
て
、同
情
的
な
感
想
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
復
興
が
ど
の
よ
う
な
進
み
方
を
し
て
い
る

の
か
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。一
方

で
、そ
れ
以
上
に
自
分
自
身
の
体
験
談
が
響
い

て
い
ま
す
。大
き
な
地
震
が
あ
っ
て
津
波
が
来

る
ま
で
の
間
に
自
分
が
と
っ
た
行
動
や
、家
族

と
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
。ガ
イ
ド
の
中

に
は
う
ち
を
流
さ
れ
た
人
も
い
ま
す
。兄
弟
や

肉
親
を
亡
く
さ
れ
た
人
も
い
ま
す
。そ
う
し
た

話
は
、耳
を
傾
け
て
真
剣
に
な
っ
て
聞
い
て
く

だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
最
近
の
バ
ス
の
案
内
は
、ほ
と
ん
ど
が
修
学

旅
行
生
で
す
。個
人
で
来
る
方
も
増
え
、1
時
間

半
ほ
ど
歩
き
な
が
ら
説
明
し
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
ま
ち
歩
き
を
3
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
始
め
ま

し
た
。

　
10
年
た
ち
、そ
の
時
の
状
況
が
風
化
し
つ
つ

あ
る
と
感
じ
ま
す
。石
巻
の
中
で
も
そ
う
感
じ

ま
す
。で
す
か
ら
、よ
り
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。責
任
が
重
く
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。後
継
者
の
育
成
が
目
下

の
課
題
で
す
。

　
今
で
は
地
元
の
人
た
ち
に
会
う
と
必
ず「
ご

苦
労
さ
ん
」と
言
わ
れ
ま
す
。10
年
た
っ
て
風
景

や
建
物
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
が
、ま
だ

4
0
0
名
近
く
の
行
方
不
明
の
方
が
い
ま
す
。

す
っ
き
り
し
た
気
持
ち
で
復
興
を
喜
べ
な
い
人

た
ち
も
い
る
の
で
、ま
だ
ま
だ
複
雑
な
気
持
ち

で
す
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

し
た
。自
家
用
車
の
方
に
は
、私
た

ち
が
車
に
乗
っ
て
案
内
し
て
い
ま

す
。案
内
の
形
態
も
変
化
し
て
き

ま
し
た
。夏
休
み
や
冬
休
み
に
は
、

子
ど
も
に
勉
強
さ
せ
た
い
と
い
う

家
族
も
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

少
人
数
の
案
内
が
増
え
て
き
ま
し

た
。

　
と
こ
ろ
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

去
年
の
2
月
ご
ろ
か
ら
キ
ャ
ン
セ

ル
が
多
く
な
り
ま
し
た
。修
学
旅

行
は
、3
月
過
ぎ
か
ら
全
て
キ
ャ

ン
セ
ル
で
す
。キ
ャ
ン
セ
ル
が
多

い
の
で
、も
う
一
度
、振
り
返
っ
て

研
修
し
て
い
ま
す
。復
興
が
進
み

ま
し
た
の
で
、こ
れ
ま
で
で
き
な

か
っ
た
と
こ
ろ
を
案
内
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。10
年
た
っ
た
の

で
、震
災
の
話
と
と
も
に
石
巻
の

歴
史
を
話
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。門
脇
小
学
校
と
大
川
小
学
校

が
震
災
遺
構
と
し
て
保
存
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、今
で
は
大

川
小
学
校
の
案
内
が
多
く
な
り
ま

表 2 石巻大震災学びの案内実施件数

資料：石巻観光ボランティア協会累計…H23年度～R2年度 台数…5,675台 まち歩き件数…99件 案内人数…131,250人

資料：石巻観光ボランティア協会

表 1 教育旅行集計（小中高大 修学旅行など）
年度 学校 学校人数

平成23年
平成24年
平成25年
平成26年
平成27年
平成28年
平成29年
平成30年
令和元年

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

2

1

14

21

5

12

13

53

121

36

40

427

552

150

332

263

1,549

3,349

43

73

111

121

68

130

149

149

51

28

59

59

1,041

1,113

1,878

2,964

3,258

2,037

3,701

3,885

4,179

1,234

789

1,541

1,603

55

96

146

109

76

111

135

116

44

16

21

45

970

1,388

2,852

3,794

2,857

2,086

2,853

3,509

2,910

1,058

312

461

1,054

25,134

55

96

145

109

76

111

135

116

44

16

21

45

969

1,032

2,338

3,590

2,065

1,409

2,373

3,211

2,422

634

315

420

613

20,422

43

70

98

81

64

85

125

94

23

22

16

27

748

1,019

1,712

2,379

1,829

1,613

2,030

3,439

1,674

462

581

172

595

17,505

51

62

96

76

44

69

125

55

8

5

15

26

632

1,121

1,324

2,216

1,927

825

1,712

3,048

1,199

240

23

246

506

14,387

28

32

67

51

45

63

68

59

9

1

9

17

449

372

653

1,447

925

527

1,052

1,669

1,129

113

2

102

172

8,163

21

45

74

26

24

46

69

40

9

14

13

8

389

7

2

5

7

5

5

5

5

5

0

0

3

49

350

896

1,632

620

308

977

1,296

729

160

351

236

144

7,699

27

31

34

35

22

50

44

52

8

2

9

2

316

6

7

5

7

5

6

6

3

4

1

0

0

50

318

514

743

704

593

1,044

669

545

123

45

127

7

5,432

平成23年度
台数 人数

平成24年度
台数 人数

平成25年度
台数 人数

平成26年度
台数 人数

平成27年度
台数 人数

平成28年度
台数 人数

平成29年度
台数 人数

平成30年度
台数 人数まち歩き件数

平成31年度
台数 人数まち歩き件数

1 校

26 校

43 校

72 校

47 校

37 校

29 校

22 校

23 校

85 人

1,920 人

3,155 人

3,820 人

2,715 人

2,365 人

1,199 人

819 人

636 人

28,182

36

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



〈
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
状
況
〉

―
震
災
後
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
の
状
況
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宮
川

　震
災
直
後
は
、約
1
0
0
万
人
だ
っ
た

震
災
前
の
観
光
客
入
込
客
数
に
は
ほ
ど
遠
い
状

態
で
し
た
が
、2
0
1
2
年
か
ら
16
年
に
か
け

て
80
万
人
く
ら
い
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

　南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街
が
仮
設
か
ら
本
設

に
な
り
、三
陸
沿
岸
道
路
が
仙
台
主
要
部
か
ら

南
三
陸
町
ま
で
全
線
開
通
し
た
2
0
1
7
年
に

は
初
め
て
1
4
0
万
人
を
超
え
、2
0
1
8
、19

年
も
震
災
前
を
上
回
る
観
光
客
入
込
客
数
を
記

録
し
ま
し
た
。た
だ
し
増
え
た
の
は
日
帰
り
客

で
、宿
泊
客
数
は
な
か
な
か
震
災
前
の
数
字
に

回
復
せ
ず
、宿
泊
客
の
底
上
げ
が
課
題
で
し
た
。

及
川

　震
災
前
か
ら
行
っ
て
い
た
民
泊
は
1
日

4
0
0
人
が
受
入
可
能
で
し
た
が
、震
災
後
は

1
2
0
名
規
模
に
な
り
、そ
の
後
も
受
入
家
庭

の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
40
〜
60
名
規
模
に
縮
小

し
て
い
ま
す
。

　震
災
前
は
中
高
校
生
の
教
育
旅
行
を
多
く
受

け
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、震
災
後
は
大
学
生
や

企
業
の
研
修
旅
行
が
増
え
、町
内
の
宿
泊
施
設

に
滞
在
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
形
が
伸

び
ま
し
た
。最
初
は「
震
災
に
つ
い
て
住
民
目
線

の
話
を
聞
き
た
い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、そ
の
後
は
防
災
や
減
災
、産
業
復

興
な
ど
、企
業
や
自
治
体
の
取
り
組
み
に
つ
な

が
る
研
修
へ
と
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　震
災
後
は
、台
湾
か
ら
の
修
学
旅
行
も
受
け

入
れ
ま
し
た
。南
三
陸
町
へ
の
多
大
な
復
興
支

援
が
き
っ
か
け
と
な
り
、双
方
向
の
交
流
を
通

し
て
若
い
世
代
が
防
災
な
ど
を
学
び
合
い
な
が

ら
、震
災
の
記
憶
、そ
し
て
感
謝
を
伝
え
る
取
り

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　個
人
宿
泊
客
に
つ
い
て
は
予
約
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、大
手
予
約
サ
イ
ト
に
未
加
入
か
つ
自

前
の
サ
イ
ト
構
築
が
難
し
い
町
内
の
宿
に
加
盟

い
た
だ
き
ま
し
た
。お
金
の
流
れ
が
域
内
で
循

環
す
る
仕
組
み
を
作
り
、泊
ま
っ
た
後
に
町
内

を
周
遊
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

―
震
災
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
の
数

は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
ま
す
か
。

及
川

　南
三
陸
町
観
光
協
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
受

講
者
数
は
震
災
後
1
、2
年
目
が
ピ
ー
ク
で
、そ

こ
か
ら
徐
々
に
右
肩
下
が
り
で
す
が
、町
内
の

企
業
や
団
体
で
も
語
り
部
活
動
は
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、地
域
全
体
で
見
る
と
そ
ん
な
に
急

激
に
落
ち
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
え
ま

す
。

　私
た
ち
も
正
直
、震
災
関
連
の
ニ
ー
ズ
が
こ

こ
ま
で
続
く
と
は
当
時
は
予
想
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、「
10
年
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
初
め
て
被
災

地
に
行
っ
て
み
た
い
」と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

　三
陸
の
海
産
物
や
海
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な

ど
、地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
を
目
指
し
て
訪
れ
る
お

客
さ
ん
が
徐
々
に
増
え
始
め
た
の
が
、震
災
後

5
年
目
く
ら
い
か
ら
で
す
。今
後
は
震
災
関
連

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
を
い
い
バ

ラ
ン
ス
で
組
み
合
わ
せ
た
形
に
変
化
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

宮
川

　南
三
陸
に
お
け
る
震
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

需
要
が
根
強
い
の
は
、観
光
協
会
の
こ
れ
ま
で

の
見
せ
方
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。　観

光
協
会
の
サ
イ
ト
で
は
今
で
も
、語
り
部

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
震
災
関
連
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
、そ
う
し
た
情
報
を
求
め
て
い
る
方
達
に
届

き
や
す
い
面
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。観
光
協
会

は
、こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
最
初
か
ら
観
光

復
興
の
収
益
事
業
の
一
つ

の
柱
に
し
て
い
こ
う
と
い

う
思
い
が
あ
り
、商
品
と

し
て
き
ち
ん
と
設
計
し
て

い
る
こ
と
も
大
き
い
の
か

な
と
。

　震
災
復
興
は
防
災
や
減

災
だ
け
で
は
な
く
、産
業

再
生
な
ど
幅
広
い
分
野
に

関
連
し
ま
す
。震
災
当
時

の
話
や
復
興
過
程
を
学
ぶ

と
い
う
切
り
口
も
あ
れ

ば
、今
は
日
本
各
地
で
自

然
災
害
が
起
き
て
い
る
の

で
、災
害
そ
の
も
の
を
学

ぶ
と
い
う
切
り
口
で
、今

後
も
続
続
し
て
い
け
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

〈
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
〉

―
観
光
客
数
が
震
災
前
以
上
に
回
復
し
て
き
た

中
で
起
き
た
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、ど
ん
な
影
響

が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

宮
川

　宿
泊
は
、数
字
的
な
影
響
は
確
か
に
大

き
い
で
す
が
、さ
ん
さ
ん
商
店
街
や
観
光
協
会

が
管
理
す
る
神
割
崎
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
、屋
外

で
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
場
所
の
入
込
数

は
、昨
年
秋
頃
に
は
前
年
比
の
数
字
を
超
え
て

い
た
り
し
ま
す
。大
変
な
状
況
に
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
底
」で
は
な
い
と
い
う
印
象
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

南
三
陸
町
の
10
年

一
般
社
団
法
人
南
三
陸
町
観
光
協

会
事
務
局
長
。宮
城
県
南
三
陸
町
出

身・在
住
。2
0
0
9
年
組
織
が
法

人
化
す
る
際
に
入
社
。2
0
1
9
年

か
ら
現
職
。震
災
後
は
地
域
の
方
々

と
震
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
自
然

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
、宿
泊
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
台
湾
交
流
事
業
の
推
進
な
ど
官
民一体
で
観
光
地
域
づ

く
り
を
実
践
中
。

及
川
和
人（
お
い
か
わ
・
か
ず
と
）

南
三
陸
町
商
工
観
光
課
　課
長
補

佐
兼
観
光
振
興
係
長
。宮
城
県
南
三

陸
町
出
身・在
住
。1
9
9
5
年
南

三
陸
町（
旧
志
津
川
町
）入
庁
。産
業

振
興
課
観
光
振
興
係（
現
商
工
観
光

課
）な
ど
を
経
て
2
0
1
9
年
か
ら

現
職
。観
光
振
興
事
業
全
般
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、主
に
観

光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
事
業
、観
光
復
興
事
業
、中
間
支

援
組
織
育
成
事
業
、国
内
外
誘
致
事
業
、交
流
人
口・関

係
人
口
拡
大
事
業
な
ど
を
担
当
。

宮
川 

舞（
み
や
が
わ
・
ま
い
）

観
光
ま
ち
づ
く
り
は
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く

る
と
思
い
ま
す
。将
来
に
備
え
ゼ
ロ
か
1
0
0

で
は
な
く
、現
地
に
来
な
く
て
も
で
き
る
交
流

や
観
光
と
い
う「
第
3
の
道
」に
つ
い
て
も
模
索

し
て
い
く
こ
と
が
、今
後
の
取
り
組
み
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

〈
観
光
協
会
の
自
立
、

官
民
の
役
割
分
担
〉

―
南
三
陸
の
観
光
を
振
り
返
り
、タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
出
来
事
は
。

宮
川

　南
三
陸
観
光
協
会
は
平
成
21
年
に
法
人

化
し
て
旅
行
業
に
登
録
し
ま
し
た
が
、そ
れ
以

前
は
役
場
の
中
に
机
を
置
く
任
意
団
体
で
、民

間
組
織
と
し
て
自
立
す
る
と
い
う
意
識
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
官
民
が
一
緒

に
な
っ
て
喧
々
諤
々
協
議
し
、「
こ
う
い
う
方
向

に
向
か
お
う
」と
い
う
結
論
に
行
き
着
い
た
こ

と
は
大
き
な
分
岐
点
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、法
人
化
し
て
旅
行
業
登
録
し
た
か
ら

自
立
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、自
立
す

る
た
め
の
手
段
と
し
て
旅
行
業
登
録
が
必
要
で

あ
り
、そ
れ
に
は
法
人
化
が
必
要
だ
っ
た
と
。こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
っ
て
、結
果
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　地
域
で
そ
の
当
時
、観
光
協
会
の
役
割
を
表

現
す
る
言
葉
と
し
て
よ
く
使
っ
て
い
た
の
が

「
中
間
支
援
組
織
」で
す
。こ
の
町
の
規
模
や
今

後
の
人
口
減
少
な
ど
も
想
定
す
る
と
、現
場
の

実
働
と
行
政
を
つ
な
い
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い

く
組
織
が
、絶
対
に
必
要
と
い
う
の
が
関
係
者

の
共
通
認
識
で
し
た
。

　そ
の
後
に
震
災
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
が
、

震
災
前
の
数
年
間
、観
光
協
会
を
地
域
の
観
光

業
に
お
け
る
中
心
組
織
と
し
て
、み
ん
な
で
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が
盛
り
上
が
っ

て
い
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。も
し
そ
の
気
運
が
な
か
っ
た
ら
、震
災
後
に

ど
の
よ
う
な
観
光
復
興
の
形
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
、ち
ょ
っ
と
想
像
が
で
き
ま
せ
ん
。

　観
光
協
会
の
運
営
資
金
は
震
災
ま
で
概
ね
補

助
金
で
賄
っ
て
お
り
、震
災
が
起
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
、ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。協
会
の
解
散
も
一
時
は
検
討
さ
れ
ま

し
た
が
、「
そ
う
で
は
な
い
。こ
れ
か
ら
こ
そ
、復

興
の
中
で
観
光
が
必
要
で
は
」と
い
う
考
え
か

ら
再
び
動
き
出
し
ま
し
た
。

　苦
難
の
中
、観
光
協
会
の
皆
さ
ん
に
一
生
懸

命
動
い
て
い
た
だ
き
、長
い
道
の
り
が
あ
り
ま

し
た
が
、現
在
は
、行
政
は
計
画
立
案
・
監
理
を

行
い
、観
光
協
会
は
継
続
的
に
人
材
を
抱
え
、実

働
部
隊
の
現
場
と
連
携
し
て
い
く
と
い
う
当
初

理
想
と
し
て
い
た
役
割
分
担
が
で
き
て
い
る
こ

と
は
、本
当
に
こ
の
町
の
強
み
だ
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。

及
川

　観
光
協
会
が
法
人
格
を
取
っ
て
動
き
出

し
て
か
ら
も
、町
の
補
助
事
業
に
支
え
ら
れ
て

い
た
り
、し
ば
ら
く
は
脆
弱
な
状
態
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。し
か
し
、国
内
の
あ
る
地
域
を
視
察

し
、観
光
推
進
組
織
が
自
立
的
な
組
織
運
営
を

実
現
し
て
い
る
例
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
と
し
て
、観
光
協
会
も
毎
年
補
助

に
支
え
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
く
、将
来
に
向

け
て
持
続
的
な
組
織
を
作
り
、そ
の
組
織
で
持

続
的
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
方

針
に
変
わ
っ
た
時
が
あ
り
、そ
こ
が
組
織
的
に

は
一
つ
の
転
換
期
だ
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　し
か
し
、旅
行
業
の
み
で
自
立
の
道
を
目
指

す
の
は
非
常
に
厳
し
く
、様
々
な
事
業
展
開
も

計
画
し
ま
し
た
が
、当
時
は
ま
だ〝
町
の
観
光
協

会
〞が
収
益
を
上
げ
て
い
く
こ
と
自
体
に
馴
染

み
が
な
く
、板
挟
み
に
悩
む
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
実
績
を
重
ね
、法
人
化

当
初
、町
に
出
資
い
た
だ
い
た
旅
行
業
の
保
証

金
も
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
、法
人
と
し
て
自

立
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。組
織
自

ら
も
、維
持
・
成
長
の
た
め
に
収
益
を
確
保
し
つ

つ
、そ
の
資
源
と
な
り
得
る
公
益
的
な
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る〝
両
輪
〞の
形
が
明
確
に
な

り
ま
し
た
。

　観
光
協
会
が
組
織
と
し
て
そ
う
い
う
方
向
に

行
け
た
こ
と
、町
と
連
携
し
て
方
向
性
を
決
め

ら
れ
た
の
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
も

町
と
観
光
協
会
は
常
に
同
じ
方
向
を
向
き
、そ

の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

〈
観
光
が
復
興
に
果
た
し
た
役
割
〉

―
震
災
後
10
年
の
持
つ
意
味
と
は
。

宮
川

　世
の
中
が
一
つ
の
大
き
な
節
目
と
し
て

捉
え
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
ま
す
が
、一
住

民
と
し
て
は
、本
当
に
一
つ
の
通
過
点
に
過
ぎ

な
い
と
感
じ
ま
す
。

　南
三
陸
町
の
観
光
に
関
し
て
は
、総
合
計
画

に
観
光
を
ま
ち
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
位
置
づ

け
た
2
0
0
6
、7
年
の
頃
が
実
質
的
な
ス

タ
ー
ト
地
点
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
こ
か
ら

観
光
協
会
の
組
織
整
備
を
含
め
、急
ピ
ッ
チ
で

気
運
を
高
め
て
い
っ
た
こ
と
が
、今
の
現
役
の

担
い
手
た
ち
の
記
憶
に
あ
り
ま
す
。

　震
災
と
い
う
大
き
な
出
来
事
に
よ
っ
て
、あ

る
意
味
、そ
の
気
運
を
強
制
的
に
加
速
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
す
。こ
れ
を
復
興
の
一
つ
の
要
と
し
て
動
か

し
て
い
く
た
め
に
は
、震
災
前
に
な
ん
と
な
く
、

「
こ
う
し
て
い
け
ば
、観
光
で
こ
の
町
が
活
気
づ

い
て
く
る
の
で
は
」と
み
ん
な
が
考
え
、チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て「
今
こ
そ
、あ
の

や
り
方
だ
」と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。そ
れ
に

よ
っ
て
、こ
の
町
は
民
間
主
体
で
観
光
復
興
が

大
き
く
前
進
し
て
い
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　そ
う
考
え
る
と
こ
の
10
年
は
、確
か
に
中
身

は
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
れ
て
濃
か
っ
た
け
れ
ど
、

震
災
前
に
掲
げ
た
南
三
陸
町
の
観
光
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
中
の
一
部
分
に
過

ぎ
な
い
と
も
言
え
ま
す
。私
た
ち
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
は
2
0
2
1
年
以
降
も
続
い
て
い
く
わ

け
で
、今
年
は
次
の
段
階
を
考
え
る
節
目
で
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　今
、10
年
と
い
う
こ
と
で
、私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
は
も
の
す
ご
い
数
の
取
材
依
頼
が
来
て
い
ま

す
。な
ぜ
敢
え
て
震
災
前
の
話
を
し
た
か
と
い

う
と
、節
目
は
あ
っ
て
も「
終
わ
り
は
な
い
」こ

と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
か
ら
で
す
。住
民
は

こ
れ
か
ら
も
こ
こ
で
生
き
て
い
き
、こ
れ
ま
で

復
興
事
業
と
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
今
後
は

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
続
け
て
い
く
わ
け
で
、10

年
で
何
か
が
終
わ
る
と
い
う
よ
う
な
周
知
の
仕

方
は
避
け
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
南
三
陸
の
復
興
に
と
っ
て
、観
光
は
ど
ん
な

役
割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
か
。

及
川

　私
が
観
光
協
会
と
し
て
の
役
割
を
強
く

感
じ
た
の
は
、ま
さ
に
震
災
後
で
す
。漁
師
さ
ん

た
ち
が
漁
業
を
い
つ
再
開
で
き
る
か
わ
か
ら
な

い
状
態
で
あ
っ
た
2
0
1
1
年
の
5
月
頃
、「
い

つ
漁
が
再
開
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、今

あ
る
船
で
漁
業
体
験
を
再
開
し
、そ
の
日
の
お

金
を
稼
ぎ
た
い
」と
協
会
事
務
所
に
相
談
に
来

ら
れ
ま
し
た
。民
泊
協
議
会
の
方
々
か
ら
も「
い

つ
か
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、受
け
皿
を
整
え

て
お
き
ま
す
」と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、中
間

支
援
組
織
と
し
て
の
役
割
を
感
じ
る
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、地
域
に
は
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど

観
光
客
に
直
接
関
わ
る
事
業
者
だ
け
で
な
く
、

一
次
産
業
の
方
や
一
般
の
地
域
住
民
の
方
も
、

交
流
事
業
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
下
地
は
あ
る

程
度
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
は
震
災
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を

い
た
だ
き
、地
域
外
の
人
と
交
流
す
る
中
で
地

域
の
資
源
や
取
り
組
み
、産
業
が
認
め
ら
れ
、経

済
的
な
面
で
は
な
い
部
分
の
喜
び
や
価
値
を
感

じ「
も
っ
と
外
に
広
め
た
い
、見
て
も
ら
い
た

い
、食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
思
い
が
生
ま

れ
た
こ
と
が
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
あ
る
の

か
な
と
。観
光
以
外
の
生
業
を
持
つ
人
た
ち
が
、

そ
の
生
業
の
合
間
に
交
流
事
業
に
携
わ
り
、そ

れ
を
生
き
が
い
や
喜
び
に
し
て
も
ら
い
、

ち
ょ
っ
と
し
た
副
収
入
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な

形
が
う
ま
く
作
れ
て
来
た
と
思
い
ま
す
。

　元
々
、震
災
前
か
ら
民
泊
や
漁
業
体
験
、お
祭

り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
地
域
の
方
々
は
多

く
、そ
の
方
々
が
作
っ
て
き
た
下
地
が
継
承
さ

れ
た
こ
と
も
大
き
い
で
す
。震
災
前
は
そ
う
し

た
方
々
の
年
齢
層
が
高
く
、若
い
世
代
に
ど
う

引
き
継
ぐ
か
が
課
題
で
し
た
が
、震
災
を
き
っ

か
け
に
、交
流
事
業
に
価
値
を
感
じ
て
取
り
組

む
若
い
世
代
が
増
え
、大
き
な
課
題
が
そ
こ
で

一
気
に
解
消
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。今
の

南
三
陸
で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
先
輩
方
が
、若
い

人
た
ち
の
取
り
組
み
に
対
し
て
後
押
し
す
る
構

図
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

宮
川

　南
三
陸
に
限
ら
ず
被
災
地
に
と
っ
て

は
、観
光
に
取
り
組
む
こ
と
が
、「
心
の
復
興
」に

と
て
も
寄
与
し
た
の
で
は
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。多
く
の
支
援
を
得
て
立
ち
上
が
っ
た
被
災

者
が
、ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
を
お
世
話
す
る
側
に
な
る
と
い
う
の

は
、観
光
で
見
る
自
立
の
一
歩
の
動
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
経
済
効
果
が
大
前
提
に
は
な
り
ま

す
が
、そ
れ
だ
け
が
観
光
で
は
な
く
、人
を
受
け

入
れ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
の
自
立
も
、観
光
が

も
た
ら
し
た
効
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
う

い
う
意
味
で
観
光
は
、復
興
の
中
で
地
域
が
自

ら
立
ち
上
が
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
も

の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　何
か
あ
っ
た
時
に
他
者
と
つ
な
が
り
、も
う

一
度
踏
ん
張
ろ
う
と
思
え
る
か
ど
う
か
は
、す

ご
く
大
事
な
こ
と
で
す
。そ
の
時
に
観
光
が
役

立
つ
の
な
ら
、平
時
か
ら
交
流
を
持
続
し
て
い

く
こ
と
は
意
義
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

今
は
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
時
で
、こ
の
先
も
何
が

あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、南
三
陸
の
観
光
は

観
光
協
会
を
中
心
に
、民
間
主
体
で
自
走
し
て

い
ま
す
。常
に
見
直
し
や
修
正
を
行
い
つ
つ
、今

の
感
覚
で
こ
の
先
も
10
年
、20
年
や
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手
：
菅
野
正
洋（
上
席
主
任
研
究
員
）

編
集
協
力
：
井
上
理
江

　今
回
、交
流
や
接
触
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
の
中
で
、デ
ジ
タ
ル
化
も
一
定
程
度

進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
が
、や
は
り
人
と
人
と
の
交
流
は
普
遍
的

な
も
の
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。南
三
陸

が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
や
は
り
現
地
に
来

て
人
と
会
っ
て
、触
れ
て
、感
じ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

及
川

　

G
o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
や
県
、町
の
コ
ロ
ナ

対
策
の
補
助
事
業
に
支
え
ら
れ
、な
ん
と
か
マ

イ
ナ
ス
か
ら
ゼ
ロ
に
近
づ
け
ら
れ
た
か
な
と
思

い
ま
す
が
、今
後
も
来
訪
者
、受
け
入
れ
側
双
方

が
補
助
に
依
存
す
る
体

質
に
な
っ
て
し
ま
わ
な

い
か
と
い
う
懸
念
は
あ

り
ま
す
。

　交
流
の
価
値
を
地
域

の
皆
さ
ん
と
再
び
ど
う

共
有
す
る
か
は
、コ
ロ

ナ
で
数
字
が
落
ち
込
ん

だ
こ
と
と
は
別
の
課
題

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

人
の
行
き
来
が
回
復
し

た
時
に
億
劫
に
な
っ
て

「
や
ら
な
く
て
も
い
い

や
」と
な
ら
な
い
よ
う
、

「
こ
う
い
う
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、本
来
持
っ
て

い
る
地
域
の
力
を
使
っ

て
、新
し
い
こ
と
を
仕

掛
け
て
い
こ
う
」と
い

う
気
運
を
も
う
一
度
作

る
こ
と
は
、難
し
い
け

れ
ど
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　コ

ロ
ナ
収
束
後
も
、

ま
た
別
の
何
か
が
起
き

て
交
流
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
が
こ
の
先
も
あ

　地
域
の
人
と
は「
震
災
ほ
ど
の
苦
労
じ
ゃ
な

い
よ
ね
」「
大
変
だ
け
ど
、今
は
寝
る
場
所
も
食

べ
る
物
も
あ
る
よ
ね
」と
言
い
合
っ
て
い
ま
す

が
、そ
う
し
た
こ
と
を
経
験
し
て
来
た
人
た
ち

が
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
の
で
、他
の
地
域
に

比
べ
て
底
力
は
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　観
光
協
会
も
た
だ「
大
変
だ
」と
言
っ
て
何
も

し
な
い
の
で
は
な
く
、迅
速
に
次
の
手
段
を
打

ち
出
し
、そ
れ
が
地
域
の
関
係
事
業
者
の
希
望

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。目
に
見
え

て
動
く
こ
と
が
、町
と
観
光
協
会
に
与
え
ら
れ

て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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〈
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
状
況
〉

―
震
災
後
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
の
状
況
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宮
川

　震
災
直
後
は
、約
1
0
0
万
人
だ
っ
た

震
災
前
の
観
光
客
入
込
客
数
に
は
ほ
ど
遠
い
状

態
で
し
た
が
、2
0
1
2
年
か
ら
16
年
に
か
け

て
80
万
人
く
ら
い
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

　南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街
が
仮
設
か
ら
本
設

に
な
り
、三
陸
沿
岸
道
路
が
仙
台
主
要
部
か
ら

南
三
陸
町
ま
で
全
線
開
通
し
た
2
0
1
7
年
に

は
初
め
て
1
4
0
万
人
を
超
え
、2
0
1
8
、19

年
も
震
災
前
を
上
回
る
観
光
客
入
込
客
数
を
記

録
し
ま
し
た
。た
だ
し
増
え
た
の
は
日
帰
り
客

で
、宿
泊
客
数
は
な
か
な
か
震
災
前
の
数
字
に

回
復
せ
ず
、宿
泊
客
の
底
上
げ
が
課
題
で
し
た
。

及
川

　震
災
前
か
ら
行
っ
て
い
た
民
泊
は
1
日

4
0
0
人
が
受
入
可
能
で
し
た
が
、震
災
後
は

1
2
0
名
規
模
に
な
り
、そ
の
後
も
受
入
家
庭

の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
40
〜
60
名
規
模
に
縮
小

し
て
い
ま
す
。

　震
災
前
は
中
高
校
生
の
教
育
旅
行
を
多
く
受

け
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、震
災
後
は
大
学
生
や

企
業
の
研
修
旅
行
が
増
え
、町
内
の
宿
泊
施
設

に
滞
在
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
形
が
伸

び
ま
し
た
。最
初
は「
震
災
に
つ
い
て
住
民
目
線

の
話
を
聞
き
た
い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、そ
の
後
は
防
災
や
減
災
、産
業
復

興
な
ど
、企
業
や
自
治
体
の
取
り
組
み
に
つ
な

が
る
研
修
へ
と
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　震
災
後
は
、台
湾
か
ら
の
修
学
旅
行
も
受
け

入
れ
ま
し
た
。南
三
陸
町
へ
の
多
大
な
復
興
支

援
が
き
っ
か
け
と
な
り
、双
方
向
の
交
流
を
通

し
て
若
い
世
代
が
防
災
な
ど
を
学
び
合
い
な
が

ら
、震
災
の
記
憶
、そ
し
て
感
謝
を
伝
え
る
取
り

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　個
人
宿
泊
客
に
つ
い
て
は
予
約
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、大
手
予
約
サ
イ
ト
に
未
加
入
か
つ
自

前
の
サ
イ
ト
構
築
が
難
し
い
町
内
の
宿
に
加
盟

い
た
だ
き
ま
し
た
。お
金
の
流
れ
が
域
内
で
循

環
す
る
仕
組
み
を
作
り
、泊
ま
っ
た
後
に
町
内

を
周
遊
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

―
震
災
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
の
数

は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
ま
す
か
。

及
川

　南
三
陸
町
観
光
協
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
受

講
者
数
は
震
災
後
1
、2
年
目
が
ピ
ー
ク
で
、そ

こ
か
ら
徐
々
に
右
肩
下
が
り
で
す
が
、町
内
の

企
業
や
団
体
で
も
語
り
部
活
動
は
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、地
域
全
体
で
見
る
と
そ
ん
な
に
急

激
に
落
ち
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
え
ま

す
。

　私
た
ち
も
正
直
、震
災
関
連
の
ニ
ー
ズ
が
こ

こ
ま
で
続
く
と
は
当
時
は
予
想
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、「
10
年
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
初
め
て
被
災

地
に
行
っ
て
み
た
い
」と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

　三
陸
の
海
産
物
や
海
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な

ど
、地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
を
目
指
し
て
訪
れ
る
お

客
さ
ん
が
徐
々
に
増
え
始
め
た
の
が
、震
災
後

5
年
目
く
ら
い
か
ら
で
す
。今
後
は
震
災
関
連

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
を
い
い
バ

ラ
ン
ス
で
組
み
合
わ
せ
た
形
に
変
化
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

宮
川

　南
三
陸
に
お
け
る
震
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

需
要
が
根
強
い
の
は
、観
光
協
会
の
こ
れ
ま
で

の
見
せ
方
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。　観

光
協
会
の
サ
イ
ト
で
は
今
で
も
、語
り
部

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
震
災
関
連
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
、そ
う
し
た
情
報
を
求
め
て
い
る
方
達
に
届

き
や
す
い
面
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。観
光
協
会

は
、こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
最
初
か
ら
観
光

復
興
の
収
益
事
業
の
一
つ

の
柱
に
し
て
い
こ
う
と
い

う
思
い
が
あ
り
、商
品
と

し
て
き
ち
ん
と
設
計
し
て

い
る
こ
と
も
大
き
い
の
か

な
と
。

　震
災
復
興
は
防
災
や
減

災
だ
け
で
は
な
く
、産
業

再
生
な
ど
幅
広
い
分
野
に

関
連
し
ま
す
。震
災
当
時

の
話
や
復
興
過
程
を
学
ぶ

と
い
う
切
り
口
も
あ
れ

ば
、今
は
日
本
各
地
で
自

然
災
害
が
起
き
て
い
る
の

で
、災
害
そ
の
も
の
を
学

ぶ
と
い
う
切
り
口
で
、今

後
も
続
続
し
て
い
け
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

〈
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
〉

―
観
光
客
数
が
震
災
前
以
上
に
回
復
し
て
き
た

中
で
起
き
た
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、ど
ん
な
影
響

が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

宮
川

　宿
泊
は
、数
字
的
な
影
響
は
確
か
に
大

き
い
で
す
が
、さ
ん
さ
ん
商
店
街
や
観
光
協
会

が
管
理
す
る
神
割
崎
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
、屋
外

で
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
場
所
の
入
込
数

は
、昨
年
秋
頃
に
は
前
年
比
の
数
字
を
超
え
て

い
た
り
し
ま
す
。大
変
な
状
況
に
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
底
」で
は
な
い
と
い
う
印
象
で
す
。

る
と
思
い
ま
す
。将
来
に
備
え
ゼ
ロ
か
1
0
0

で
は
な
く
、現
地
に
来
な
く
て
も
で
き
る
交
流

や
観
光
と
い
う「
第
3
の
道
」に
つ
い
て
も
模
索

し
て
い
く
こ
と
が
、今
後
の
取
り
組
み
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

〈
観
光
協
会
の
自
立
、

官
民
の
役
割
分
担
〉

―
南
三
陸
の
観
光
を
振
り
返
り
、タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
出
来
事
は
。

宮
川

　南
三
陸
観
光
協
会
は
平
成
21
年
に
法
人

化
し
て
旅
行
業
に
登
録
し
ま
し
た
が
、そ
れ
以

前
は
役
場
の
中
に
机
を
置
く
任
意
団
体
で
、民

間
組
織
と
し
て
自
立
す
る
と
い
う
意
識
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
官
民
が
一
緒

に
な
っ
て
喧
々
諤
々
協
議
し
、「
こ
う
い
う
方
向

に
向
か
お
う
」と
い
う
結
論
に
行
き
着
い
た
こ

と
は
大
き
な
分
岐
点
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、法
人
化
し
て
旅
行
業
登
録
し
た
か
ら

自
立
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、自
立
す

る
た
め
の
手
段
と
し
て
旅
行
業
登
録
が
必
要
で

あ
り
、そ
れ
に
は
法
人
化
が
必
要
だ
っ
た
と
。こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
っ
て
、結
果
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　地
域
で
そ
の
当
時
、観
光
協
会
の
役
割
を
表

現
す
る
言
葉
と
し
て
よ
く
使
っ
て
い
た
の
が

「
中
間
支
援
組
織
」で
す
。こ
の
町
の
規
模
や
今

後
の
人
口
減
少
な
ど
も
想
定
す
る
と
、現
場
の

実
働
と
行
政
を
つ
な
い
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い

く
組
織
が
、絶
対
に
必
要
と
い
う
の
が
関
係
者

の
共
通
認
識
で
し
た
。

　そ
の
後
に
震
災
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
が
、

震
災
前
の
数
年
間
、観
光
協
会
を
地
域
の
観
光

業
に
お
け
る
中
心
組
織
と
し
て
、み
ん
な
で
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が
盛
り
上
が
っ

て
い
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。も
し
そ
の
気
運
が
な
か
っ
た
ら
、震
災
後
に

ど
の
よ
う
な
観
光
復
興
の
形
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
、ち
ょ
っ
と
想
像
が
で
き
ま
せ
ん
。

　観
光
協
会
の
運
営
資
金
は
震
災
ま
で
概
ね
補

助
金
で
賄
っ
て
お
り
、震
災
が
起
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
、ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。協
会
の
解
散
も
一
時
は
検
討
さ
れ
ま

し
た
が
、「
そ
う
で
は
な
い
。こ
れ
か
ら
こ
そ
、復

興
の
中
で
観
光
が
必
要
で
は
」と
い
う
考
え
か

ら
再
び
動
き
出
し
ま
し
た
。

　苦
難
の
中
、観
光
協
会
の
皆
さ
ん
に
一
生
懸

命
動
い
て
い
た
だ
き
、長
い
道
の
り
が
あ
り
ま

し
た
が
、現
在
は
、行
政
は
計
画
立
案
・
監
理
を

行
い
、観
光
協
会
は
継
続
的
に
人
材
を
抱
え
、実

働
部
隊
の
現
場
と
連
携
し
て
い
く
と
い
う
当
初

理
想
と
し
て
い
た
役
割
分
担
が
で
き
て
い
る
こ

と
は
、本
当
に
こ
の
町
の
強
み
だ
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。

及
川

　観
光
協
会
が
法
人
格
を
取
っ
て
動
き
出

し
て
か
ら
も
、町
の
補
助
事
業
に
支
え
ら
れ
て

い
た
り
、し
ば
ら
く
は
脆
弱
な
状
態
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。し
か
し
、国
内
の
あ
る
地
域
を
視
察

し
、観
光
推
進
組
織
が
自
立
的
な
組
織
運
営
を

実
現
し
て
い
る
例
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
と
し
て
、観
光
協
会
も
毎
年
補
助

に
支
え
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
く
、将
来
に
向

け
て
持
続
的
な
組
織
を
作
り
、そ
の
組
織
で
持

続
的
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
方

針
に
変
わ
っ
た
時
が
あ
り
、そ
こ
が
組
織
的
に

は
一
つ
の
転
換
期
だ
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　し
か
し
、旅
行
業
の
み
で
自
立
の
道
を
目
指

す
の
は
非
常
に
厳
し
く
、様
々
な
事
業
展
開
も

計
画
し
ま
し
た
が
、当
時
は
ま
だ〝
町
の
観
光
協

会
〞が
収
益
を
上
げ
て
い
く
こ
と
自
体
に
馴
染

み
が
な
く
、板
挟
み
に
悩
む
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
実
績
を
重
ね
、法
人
化

当
初
、町
に
出
資
い
た
だ
い
た
旅
行
業
の
保
証

金
も
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
、法
人
と
し
て
自

立
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。組
織
自

ら
も
、維
持
・
成
長
の
た
め
に
収
益
を
確
保
し
つ

つ
、そ
の
資
源
と
な
り
得
る
公
益
的
な
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る〝
両
輪
〞の
形
が
明
確
に
な

り
ま
し
た
。

　観
光
協
会
が
組
織
と
し
て
そ
う
い
う
方
向
に

行
け
た
こ
と
、町
と
連
携
し
て
方
向
性
を
決
め

ら
れ
た
の
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
も

町
と
観
光
協
会
は
常
に
同
じ
方
向
を
向
き
、そ

の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

〈
観
光
が
復
興
に
果
た
し
た
役
割
〉

―
震
災
後
10
年
の
持
つ
意
味
と
は
。

宮
川

　世
の
中
が
一
つ
の
大
き
な
節
目
と
し
て

捉
え
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
ま
す
が
、一
住

民
と
し
て
は
、本
当
に
一
つ
の
通
過
点
に
過
ぎ

な
い
と
感
じ
ま
す
。

　南
三
陸
町
の
観
光
に
関
し
て
は
、総
合
計
画

に
観
光
を
ま
ち
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
位
置
づ

け
た
2
0
0
6
、7
年
の
頃
が
実
質
的
な
ス

タ
ー
ト
地
点
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
こ
か
ら

観
光
協
会
の
組
織
整
備
を
含
め
、急
ピ
ッ
チ
で

気
運
を
高
め
て
い
っ
た
こ
と
が
、今
の
現
役
の

担
い
手
た
ち
の
記
憶
に
あ
り
ま
す
。

　震
災
と
い
う
大
き
な
出
来
事
に
よ
っ
て
、あ

る
意
味
、そ
の
気
運
を
強
制
的
に
加
速
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
す
。こ
れ
を
復
興
の
一
つ
の
要
と
し
て
動
か

し
て
い
く
た
め
に
は
、震
災
前
に
な
ん
と
な
く
、

「
こ
う
し
て
い
け
ば
、観
光
で
こ
の
町
が
活
気
づ

い
て
く
る
の
で
は
」と
み
ん
な
が
考
え
、チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て「
今
こ
そ
、あ
の

や
り
方
だ
」と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。そ
れ
に

よ
っ
て
、こ
の
町
は
民
間
主
体
で
観
光
復
興
が

大
き
く
前
進
し
て
い
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　そ
う
考
え
る
と
こ
の
10
年
は
、確
か
に
中
身

は
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
れ
て
濃
か
っ
た
け
れ
ど
、

震
災
前
に
掲
げ
た
南
三
陸
町
の
観
光
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
中
の
一
部
分
に
過

ぎ
な
い
と
も
言
え
ま
す
。私
た
ち
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
は
2
0
2
1
年
以
降
も
続
い
て
い
く
わ

け
で
、今
年
は
次
の
段
階
を
考
え
る
節
目
で
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　今
、10
年
と
い
う
こ
と
で
、私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
は
も
の
す
ご
い
数
の
取
材
依
頼
が
来
て
い
ま

す
。な
ぜ
敢
え
て
震
災
前
の
話
を
し
た
か
と
い

う
と
、節
目
は
あ
っ
て
も「
終
わ
り
は
な
い
」こ

と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
か
ら
で
す
。住
民
は

こ
れ
か
ら
も
こ
こ
で
生
き
て
い
き
、こ
れ
ま
で

復
興
事
業
と
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
今
後
は

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
続
け
て
い
く
わ
け
で
、10

年
で
何
か
が
終
わ
る
と
い
う
よ
う
な
周
知
の
仕

方
は
避
け
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
南
三
陸
の
復
興
に
と
っ
て
、観
光
は
ど
ん
な

役
割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
か
。

及
川

　私
が
観
光
協
会
と
し
て
の
役
割
を
強
く

感
じ
た
の
は
、ま
さ
に
震
災
後
で
す
。漁
師
さ
ん

た
ち
が
漁
業
を
い
つ
再
開
で
き
る
か
わ
か
ら
な

い
状
態
で
あ
っ
た
2
0
1
1
年
の
5
月
頃
、「
い

つ
漁
が
再
開
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、今

あ
る
船
で
漁
業
体
験
を
再
開
し
、そ
の
日
の
お

金
を
稼
ぎ
た
い
」と
協
会
事
務
所
に
相
談
に
来

ら
れ
ま
し
た
。民
泊
協
議
会
の
方
々
か
ら
も「
い

つ
か
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、受
け
皿
を
整
え

て
お
き
ま
す
」と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、中
間

支
援
組
織
と
し
て
の
役
割
を
感
じ
る
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、地
域
に
は
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど

観
光
客
に
直
接
関
わ
る
事
業
者
だ
け
で
な
く
、

一
次
産
業
の
方
や
一
般
の
地
域
住
民
の
方
も
、

交
流
事
業
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
下
地
は
あ
る

程
度
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
は
震
災
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を

い
た
だ
き
、地
域
外
の
人
と
交
流
す
る
中
で
地

域
の
資
源
や
取
り
組
み
、産
業
が
認
め
ら
れ
、経

済
的
な
面
で
は
な
い
部
分
の
喜
び
や
価
値
を
感

じ「
も
っ
と
外
に
広
め
た
い
、見
て
も
ら
い
た

い
、食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
思
い
が
生
ま

れ
た
こ
と
が
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
あ
る
の

か
な
と
。観
光
以
外
の
生
業
を
持
つ
人
た
ち
が
、

そ
の
生
業
の
合
間
に
交
流
事
業
に
携
わ
り
、そ

れ
を
生
き
が
い
や
喜
び
に
し
て
も
ら
い
、

ち
ょ
っ
と
し
た
副
収
入
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な

形
が
う
ま
く
作
れ
て
来
た
と
思
い
ま
す
。

　元
々
、震
災
前
か
ら
民
泊
や
漁
業
体
験
、お
祭

り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
地
域
の
方
々
は
多

く
、そ
の
方
々
が
作
っ
て
き
た
下
地
が
継
承
さ

れ
た
こ
と
も
大
き
い
で
す
。震
災
前
は
そ
う
し

た
方
々
の
年
齢
層
が
高
く
、若
い
世
代
に
ど
う

引
き
継
ぐ
か
が
課
題
で
し
た
が
、震
災
を
き
っ

か
け
に
、交
流
事
業
に
価
値
を
感
じ
て
取
り
組

む
若
い
世
代
が
増
え
、大
き
な
課
題
が
そ
こ
で

一
気
に
解
消
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。今
の

南
三
陸
で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
先
輩
方
が
、若
い

人
た
ち
の
取
り
組
み
に
対
し
て
後
押
し
す
る
構

図
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

宮
川

　南
三
陸
に
限
ら
ず
被
災
地
に
と
っ
て

は
、観
光
に
取
り
組
む
こ
と
が
、「
心
の
復
興
」に

と
て
も
寄
与
し
た
の
で
は
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。多
く
の
支
援
を
得
て
立
ち
上
が
っ
た
被
災

者
が
、ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
を
お
世
話
す
る
側
に
な
る
と
い
う
の

は
、観
光
で
見
る
自
立
の
一
歩
の
動
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
経
済
効
果
が
大
前
提
に
は
な
り
ま

す
が
、そ
れ
だ
け
が
観
光
で
は
な
く
、人
を
受
け

入
れ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
の
自
立
も
、観
光
が

も
た
ら
し
た
効
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
う

い
う
意
味
で
観
光
は
、復
興
の
中
で
地
域
が
自

ら
立
ち
上
が
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
も

の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　何
か
あ
っ
た
時
に
他
者
と
つ
な
が
り
、も
う

一
度
踏
ん
張
ろ
う
と
思
え
る
か
ど
う
か
は
、す

ご
く
大
事
な
こ
と
で
す
。そ
の
時
に
観
光
が
役

立
つ
の
な
ら
、平
時
か
ら
交
流
を
持
続
し
て
い

く
こ
と
は
意
義
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

今
は
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
時
で
、こ
の
先
も
何
が

あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、南
三
陸
の
観
光
は

観
光
協
会
を
中
心
に
、民
間
主
体
で
自
走
し
て

い
ま
す
。常
に
見
直
し
や
修
正
を
行
い
つ
つ
、今

の
感
覚
で
こ
の
先
も
10
年
、20
年
や
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手
：
菅
野
正
洋（
上
席
主
任
研
究
員
）

編
集
協
力
：
井
上
理
江

　今
回
、交
流
や
接
触
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
の
中
で
、デ
ジ
タ
ル
化
も
一
定
程
度

進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
が
、や
は
り
人
と
人
と
の
交
流
は
普
遍
的

な
も
の
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。南
三
陸

が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
や
は
り
現
地
に
来

て
人
と
会
っ
て
、触
れ
て
、感
じ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

及
川

　

G
o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
や
県
、町
の
コ
ロ
ナ

対
策
の
補
助
事
業
に
支
え
ら
れ
、な
ん
と
か
マ

イ
ナ
ス
か
ら
ゼ
ロ
に
近
づ
け
ら
れ
た
か
な
と
思

い
ま
す
が
、今
後
も
来
訪
者
、受
け
入
れ
側
双
方

が
補
助
に
依
存
す
る
体

質
に
な
っ
て
し
ま
わ
な

い
か
と
い
う
懸
念
は
あ

り
ま
す
。

　交
流
の
価
値
を
地
域

の
皆
さ
ん
と
再
び
ど
う

共
有
す
る
か
は
、コ
ロ

ナ
で
数
字
が
落
ち
込
ん

だ
こ
と
と
は
別
の
課
題

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

人
の
行
き
来
が
回
復
し

た
時
に
億
劫
に
な
っ
て

「
や
ら
な
く
て
も
い
い

や
」と
な
ら
な
い
よ
う
、

「
こ
う
い
う
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、本
来
持
っ
て

い
る
地
域
の
力
を
使
っ

て
、新
し
い
こ
と
を
仕

掛
け
て
い
こ
う
」と
い

う
気
運
を
も
う
一
度
作

る
こ
と
は
、難
し
い
け

れ
ど
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　コ

ロ
ナ
収
束
後
も
、

ま
た
別
の
何
か
が
起
き

て
交
流
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
が
こ
の
先
も
あ

　地
域
の
人
と
は「
震
災
ほ
ど
の
苦
労
じ
ゃ
な

い
よ
ね
」「
大
変
だ
け
ど
、今
は
寝
る
場
所
も
食

べ
る
物
も
あ
る
よ
ね
」と
言
い
合
っ
て
い
ま
す

が
、そ
う
し
た
こ
と
を
経
験
し
て
来
た
人
た
ち

が
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
の
で
、他
の
地
域
に

比
べ
て
底
力
は
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　観
光
協
会
も
た
だ「
大
変
だ
」と
言
っ
て
何
も

し
な
い
の
で
は
な
く
、迅
速
に
次
の
手
段
を
打

ち
出
し
、そ
れ
が
地
域
の
関
係
事
業
者
の
希
望

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。目
に
見
え

て
動
く
こ
と
が
、町
と
観
光
協
会
に
与
え
ら
れ

て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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195,258

175,579

182,248

表 1【南三陸町観光客入込数の推移】

表 2【南三陸町観光協会の収入推移】
32,329,948平成21年（2009）

平成22年（2010）
平成23年（2011）
平成24年（2012）
平成25年（2013）
平成26年（2014）
平成27年（2015）
平成28年（2016）
平成29年（2017）
平成30年（2018）
平成31年（2019）

平成18年（2006）

平成19年（2007）

平成20年（2008）

平成21年（2009）

平成22年（2010）

平成23年（2011）

平成24年（2012）

平成25年（2013）

平成26年（2014）

平成27年（2015）

平成28年（2016）

平成29年（2017）

平成30年（2018）

平成31年（2019）

令和2年（2020）

64,443,033
39,590,152

114,372,279
147,471,816

114,569,534
124,815,214
120,954,974
124,963,301
130,304,848
143,358,384

980,334

観光客入込数
宿泊観光客数(内数)

269,270
998,683

1,043,142

1,028,049

1,083,630

359,027

896,782

881,120

764,741

804,841

806,153

1,425,043

1,444,034

1,216,657

837,359

266,867

249,307

248,008

237,629

196,935

209,217

187,320

201,318

172,152

111,064

（円）

（人）

写真：さんさん商店街□□□□□□□□□□□□□

震災の出来事を現地で学ぶ

漁師から一次産業の仕組みを学ぶ

まちあるき語り部は個人での申込みも可能
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〈
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
状
況
〉

―
震
災
後
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
の
状
況
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宮
川

　震
災
直
後
は
、約
1
0
0
万
人
だ
っ
た

震
災
前
の
観
光
客
入
込
客
数
に
は
ほ
ど
遠
い
状

態
で
し
た
が
、2
0
1
2
年
か
ら
16
年
に
か
け

て
80
万
人
く
ら
い
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

　南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街
が
仮
設
か
ら
本
設

に
な
り
、三
陸
沿
岸
道
路
が
仙
台
主
要
部
か
ら

南
三
陸
町
ま
で
全
線
開
通
し
た
2
0
1
7
年
に

は
初
め
て
1
4
0
万
人
を
超
え
、2
0
1
8
、19

年
も
震
災
前
を
上
回
る
観
光
客
入
込
客
数
を
記

録
し
ま
し
た
。た
だ
し
増
え
た
の
は
日
帰
り
客

で
、宿
泊
客
数
は
な
か
な
か
震
災
前
の
数
字
に

回
復
せ
ず
、宿
泊
客
の
底
上
げ
が
課
題
で
し
た
。

及
川

　震
災
前
か
ら
行
っ
て
い
た
民
泊
は
1
日

4
0
0
人
が
受
入
可
能
で
し
た
が
、震
災
後
は

1
2
0
名
規
模
に
な
り
、そ
の
後
も
受
入
家
庭

の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
40
〜
60
名
規
模
に
縮
小

し
て
い
ま
す
。

　震
災
前
は
中
高
校
生
の
教
育
旅
行
を
多
く
受

け
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、震
災
後
は
大
学
生
や

企
業
の
研
修
旅
行
が
増
え
、町
内
の
宿
泊
施
設

に
滞
在
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
形
が
伸

び
ま
し
た
。最
初
は「
震
災
に
つ
い
て
住
民
目
線

の
話
を
聞
き
た
い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、そ
の
後
は
防
災
や
減
災
、産
業
復

興
な
ど
、企
業
や
自
治
体
の
取
り
組
み
に
つ
な

が
る
研
修
へ
と
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　震
災
後
は
、台
湾
か
ら
の
修
学
旅
行
も
受
け

入
れ
ま
し
た
。南
三
陸
町
へ
の
多
大
な
復
興
支

援
が
き
っ
か
け
と
な
り
、双
方
向
の
交
流
を
通

し
て
若
い
世
代
が
防
災
な
ど
を
学
び
合
い
な
が

ら
、震
災
の
記
憶
、そ
し
て
感
謝
を
伝
え
る
取
り

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　個
人
宿
泊
客
に
つ
い
て
は
予
約
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、大
手
予
約
サ
イ
ト
に
未
加
入
か
つ
自

前
の
サ
イ
ト
構
築
が
難
し
い
町
内
の
宿
に
加
盟

い
た
だ
き
ま
し
た
。お
金
の
流
れ
が
域
内
で
循

環
す
る
仕
組
み
を
作
り
、泊
ま
っ
た
後
に
町
内

を
周
遊
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

―
震
災
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
の
数

は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
ま
す
か
。

及
川

　南
三
陸
町
観
光
協
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
受

講
者
数
は
震
災
後
1
、2
年
目
が
ピ
ー
ク
で
、そ

こ
か
ら
徐
々
に
右
肩
下
が
り
で
す
が
、町
内
の

企
業
や
団
体
で
も
語
り
部
活
動
は
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、地
域
全
体
で
見
る
と
そ
ん
な
に
急

激
に
落
ち
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
え
ま

す
。

　私
た
ち
も
正
直
、震
災
関
連
の
ニ
ー
ズ
が
こ

こ
ま
で
続
く
と
は
当
時
は
予
想
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、「
10
年
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
初
め
て
被
災

地
に
行
っ
て
み
た
い
」と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

　三
陸
の
海
産
物
や
海
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な

ど
、地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
を
目
指
し
て
訪
れ
る
お

客
さ
ん
が
徐
々
に
増
え
始
め
た
の
が
、震
災
後

5
年
目
く
ら
い
か
ら
で
す
。今
後
は
震
災
関
連

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
を
い
い
バ

ラ
ン
ス
で
組
み
合
わ
せ
た
形
に
変
化
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

宮
川

　南
三
陸
に
お
け
る
震
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

需
要
が
根
強
い
の
は
、観
光
協
会
の
こ
れ
ま
で

の
見
せ
方
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。　観

光
協
会
の
サ
イ
ト
で
は
今
で
も
、語
り
部

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
震
災
関
連
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
、そ
う
し
た
情
報
を
求
め
て
い
る
方
達
に
届

き
や
す
い
面
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。観
光
協
会

は
、こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
最
初
か
ら
観
光

復
興
の
収
益
事
業
の
一
つ

の
柱
に
し
て
い
こ
う
と
い

う
思
い
が
あ
り
、商
品
と

し
て
き
ち
ん
と
設
計
し
て

い
る
こ
と
も
大
き
い
の
か

な
と
。

　震
災
復
興
は
防
災
や
減

災
だ
け
で
は
な
く
、産
業

再
生
な
ど
幅
広
い
分
野
に

関
連
し
ま
す
。震
災
当
時

の
話
や
復
興
過
程
を
学
ぶ

と
い
う
切
り
口
も
あ
れ

ば
、今
は
日
本
各
地
で
自

然
災
害
が
起
き
て
い
る
の

で
、災
害
そ
の
も
の
を
学

ぶ
と
い
う
切
り
口
で
、今

後
も
続
続
し
て
い
け
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

〈
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
〉

―
観
光
客
数
が
震
災
前
以
上
に
回
復
し
て
き
た

中
で
起
き
た
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、ど
ん
な
影
響

が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

宮
川

　宿
泊
は
、数
字
的
な
影
響
は
確
か
に
大

き
い
で
す
が
、さ
ん
さ
ん
商
店
街
や
観
光
協
会

が
管
理
す
る
神
割
崎
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
、屋
外

で
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
場
所
の
入
込
数

は
、昨
年
秋
頃
に
は
前
年
比
の
数
字
を
超
え
て

い
た
り
し
ま
す
。大
変
な
状
況
に
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
底
」で
は
な
い
と
い
う
印
象
で
す
。

る
と
思
い
ま
す
。将
来
に
備
え
ゼ
ロ
か
1
0
0

で
は
な
く
、現
地
に
来
な
く
て
も
で
き
る
交
流

や
観
光
と
い
う「
第
3
の
道
」に
つ
い
て
も
模
索

し
て
い
く
こ
と
が
、今
後
の
取
り
組
み
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

〈
観
光
協
会
の
自
立
、

官
民
の
役
割
分
担
〉

―
南
三
陸
の
観
光
を
振
り
返
り
、タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
出
来
事
は
。

宮
川

　南
三
陸
観
光
協
会
は
平
成
21
年
に
法
人

化
し
て
旅
行
業
に
登
録
し
ま
し
た
が
、そ
れ
以

前
は
役
場
の
中
に
机
を
置
く
任
意
団
体
で
、民

間
組
織
と
し
て
自
立
す
る
と
い
う
意
識
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
官
民
が
一
緒

に
な
っ
て
喧
々
諤
々
協
議
し
、「
こ
う
い
う
方
向

に
向
か
お
う
」と
い
う
結
論
に
行
き
着
い
た
こ

と
は
大
き
な
分
岐
点
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、法
人
化
し
て
旅
行
業
登
録
し
た
か
ら

自
立
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、自
立
す

る
た
め
の
手
段
と
し
て
旅
行
業
登
録
が
必
要
で

あ
り
、そ
れ
に
は
法
人
化
が
必
要
だ
っ
た
と
。こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
っ
て
、結
果
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　地
域
で
そ
の
当
時
、観
光
協
会
の
役
割
を
表

現
す
る
言
葉
と
し
て
よ
く
使
っ
て
い
た
の
が

「
中
間
支
援
組
織
」で
す
。こ
の
町
の
規
模
や
今

後
の
人
口
減
少
な
ど
も
想
定
す
る
と
、現
場
の

実
働
と
行
政
を
つ
な
い
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い

く
組
織
が
、絶
対
に
必
要
と
い
う
の
が
関
係
者

の
共
通
認
識
で
し
た
。

　そ
の
後
に
震
災
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
が
、

震
災
前
の
数
年
間
、観
光
協
会
を
地
域
の
観
光

業
に
お
け
る
中
心
組
織
と
し
て
、み
ん
な
で
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が
盛
り
上
が
っ

て
い
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。も
し
そ
の
気
運
が
な
か
っ
た
ら
、震
災
後
に

ど
の
よ
う
な
観
光
復
興
の
形
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
、ち
ょ
っ
と
想
像
が
で
き
ま
せ
ん
。

　観
光
協
会
の
運
営
資
金
は
震
災
ま
で
概
ね
補

助
金
で
賄
っ
て
お
り
、震
災
が
起
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
、ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。協
会
の
解
散
も
一
時
は
検
討
さ
れ
ま

し
た
が
、「
そ
う
で
は
な
い
。こ
れ
か
ら
こ
そ
、復

興
の
中
で
観
光
が
必
要
で
は
」と
い
う
考
え
か

ら
再
び
動
き
出
し
ま
し
た
。

　苦
難
の
中
、観
光
協
会
の
皆
さ
ん
に
一
生
懸

命
動
い
て
い
た
だ
き
、長
い
道
の
り
が
あ
り
ま

し
た
が
、現
在
は
、行
政
は
計
画
立
案
・
監
理
を

行
い
、観
光
協
会
は
継
続
的
に
人
材
を
抱
え
、実

働
部
隊
の
現
場
と
連
携
し
て
い
く
と
い
う
当
初

理
想
と
し
て
い
た
役
割
分
担
が
で
き
て
い
る
こ

と
は
、本
当
に
こ
の
町
の
強
み
だ
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。

及
川

　観
光
協
会
が
法
人
格
を
取
っ
て
動
き
出

し
て
か
ら
も
、町
の
補
助
事
業
に
支
え
ら
れ
て

い
た
り
、し
ば
ら
く
は
脆
弱
な
状
態
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。し
か
し
、国
内
の
あ
る
地
域
を
視
察

し
、観
光
推
進
組
織
が
自
立
的
な
組
織
運
営
を

実
現
し
て
い
る
例
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
と
し
て
、観
光
協
会
も
毎
年
補
助

に
支
え
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
く
、将
来
に
向

け
て
持
続
的
な
組
織
を
作
り
、そ
の
組
織
で
持

続
的
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
方

針
に
変
わ
っ
た
時
が
あ
り
、そ
こ
が
組
織
的
に

は
一
つ
の
転
換
期
だ
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　し
か
し
、旅
行
業
の
み
で
自
立
の
道
を
目
指

す
の
は
非
常
に
厳
し
く
、様
々
な
事
業
展
開
も

計
画
し
ま
し
た
が
、当
時
は
ま
だ〝
町
の
観
光
協

会
〞が
収
益
を
上
げ
て
い
く
こ
と
自
体
に
馴
染

み
が
な
く
、板
挟
み
に
悩
む
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
実
績
を
重
ね
、法
人
化

当
初
、町
に
出
資
い
た
だ
い
た
旅
行
業
の
保
証

金
も
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
、法
人
と
し
て
自

立
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。組
織
自

ら
も
、維
持
・
成
長
の
た
め
に
収
益
を
確
保
し
つ

つ
、そ
の
資
源
と
な
り
得
る
公
益
的
な
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る〝
両
輪
〞の
形
が
明
確
に
な

り
ま
し
た
。

　観
光
協
会
が
組
織
と
し
て
そ
う
い
う
方
向
に

行
け
た
こ
と
、町
と
連
携
し
て
方
向
性
を
決
め

ら
れ
た
の
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
も

町
と
観
光
協
会
は
常
に
同
じ
方
向
を
向
き
、そ

の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

〈
観
光
が
復
興
に
果
た
し
た
役
割
〉

―
震
災
後
10
年
の
持
つ
意
味
と
は
。

宮
川

　世
の
中
が
一
つ
の
大
き
な
節
目
と
し
て

捉
え
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
ま
す
が
、一
住

民
と
し
て
は
、本
当
に
一
つ
の
通
過
点
に
過
ぎ

な
い
と
感
じ
ま
す
。

　南
三
陸
町
の
観
光
に
関
し
て
は
、総
合
計
画

に
観
光
を
ま
ち
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
位
置
づ

け
た
2
0
0
6
、7
年
の
頃
が
実
質
的
な
ス

タ
ー
ト
地
点
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
こ
か
ら

観
光
協
会
の
組
織
整
備
を
含
め
、急
ピ
ッ
チ
で

気
運
を
高
め
て
い
っ
た
こ
と
が
、今
の
現
役
の

担
い
手
た
ち
の
記
憶
に
あ
り
ま
す
。

　震
災
と
い
う
大
き
な
出
来
事
に
よ
っ
て
、あ

る
意
味
、そ
の
気
運
を
強
制
的
に
加
速
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
す
。こ
れ
を
復
興
の
一
つ
の
要
と
し
て
動
か

し
て
い
く
た
め
に
は
、震
災
前
に
な
ん
と
な
く
、

「
こ
う
し
て
い
け
ば
、観
光
で
こ
の
町
が
活
気
づ

い
て
く
る
の
で
は
」と
み
ん
な
が
考
え
、チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て「
今
こ
そ
、あ
の

や
り
方
だ
」と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。そ
れ
に

よ
っ
て
、こ
の
町
は
民
間
主
体
で
観
光
復
興
が

大
き
く
前
進
し
て
い
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　そ
う
考
え
る
と
こ
の
10
年
は
、確
か
に
中
身

は
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
れ
て
濃
か
っ
た
け
れ
ど
、

震
災
前
に
掲
げ
た
南
三
陸
町
の
観
光
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
中
の
一
部
分
に
過

ぎ
な
い
と
も
言
え
ま
す
。私
た
ち
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
は
2
0
2
1
年
以
降
も
続
い
て
い
く
わ

け
で
、今
年
は
次
の
段
階
を
考
え
る
節
目
で
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　今
、10
年
と
い
う
こ
と
で
、私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
は
も
の
す
ご
い
数
の
取
材
依
頼
が
来
て
い
ま

す
。な
ぜ
敢
え
て
震
災
前
の
話
を
し
た
か
と
い

う
と
、節
目
は
あ
っ
て
も「
終
わ
り
は
な
い
」こ

と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
か
ら
で
す
。住
民
は

こ
れ
か
ら
も
こ
こ
で
生
き
て
い
き
、こ
れ
ま
で

復
興
事
業
と
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
今
後
は

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
続
け
て
い
く
わ
け
で
、10

年
で
何
か
が
終
わ
る
と
い
う
よ
う
な
周
知
の
仕

方
は
避
け
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
南
三
陸
の
復
興
に
と
っ
て
、観
光
は
ど
ん
な

役
割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
か
。

及
川

　私
が
観
光
協
会
と
し
て
の
役
割
を
強
く

感
じ
た
の
は
、ま
さ
に
震
災
後
で
す
。漁
師
さ
ん

た
ち
が
漁
業
を
い
つ
再
開
で
き
る
か
わ
か
ら
な

い
状
態
で
あ
っ
た
2
0
1
1
年
の
5
月
頃
、「
い

つ
漁
が
再
開
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、今

あ
る
船
で
漁
業
体
験
を
再
開
し
、そ
の
日
の
お

金
を
稼
ぎ
た
い
」と
協
会
事
務
所
に
相
談
に
来

ら
れ
ま
し
た
。民
泊
協
議
会
の
方
々
か
ら
も「
い

つ
か
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、受
け
皿
を
整
え

て
お
き
ま
す
」と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、中
間

支
援
組
織
と
し
て
の
役
割
を
感
じ
る
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、地
域
に
は
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど

観
光
客
に
直
接
関
わ
る
事
業
者
だ
け
で
な
く
、

一
次
産
業
の
方
や
一
般
の
地
域
住
民
の
方
も
、

交
流
事
業
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
下
地
は
あ
る

程
度
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
は
震
災
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を

い
た
だ
き
、地
域
外
の
人
と
交
流
す
る
中
で
地

域
の
資
源
や
取
り
組
み
、産
業
が
認
め
ら
れ
、経

済
的
な
面
で
は
な
い
部
分
の
喜
び
や
価
値
を
感

じ「
も
っ
と
外
に
広
め
た
い
、見
て
も
ら
い
た

い
、食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
思
い
が
生
ま

れ
た
こ
と
が
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
あ
る
の

か
な
と
。観
光
以
外
の
生
業
を
持
つ
人
た
ち
が
、

そ
の
生
業
の
合
間
に
交
流
事
業
に
携
わ
り
、そ

れ
を
生
き
が
い
や
喜
び
に
し
て
も
ら
い
、

ち
ょ
っ
と
し
た
副
収
入
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な

形
が
う
ま
く
作
れ
て
来
た
と
思
い
ま
す
。

　元
々
、震
災
前
か
ら
民
泊
や
漁
業
体
験
、お
祭

り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
地
域
の
方
々
は
多

く
、そ
の
方
々
が
作
っ
て
き
た
下
地
が
継
承
さ

れ
た
こ
と
も
大
き
い
で
す
。震
災
前
は
そ
う
し

た
方
々
の
年
齢
層
が
高
く
、若
い
世
代
に
ど
う

引
き
継
ぐ
か
が
課
題
で
し
た
が
、震
災
を
き
っ

か
け
に
、交
流
事
業
に
価
値
を
感
じ
て
取
り
組

む
若
い
世
代
が
増
え
、大
き
な
課
題
が
そ
こ
で

一
気
に
解
消
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。今
の

南
三
陸
で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
先
輩
方
が
、若
い

人
た
ち
の
取
り
組
み
に
対
し
て
後
押
し
す
る
構

図
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

宮
川

　南
三
陸
に
限
ら
ず
被
災
地
に
と
っ
て

は
、観
光
に
取
り
組
む
こ
と
が
、「
心
の
復
興
」に

と
て
も
寄
与
し
た
の
で
は
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。多
く
の
支
援
を
得
て
立
ち
上
が
っ
た
被
災

者
が
、ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
を
お
世
話
す
る
側
に
な
る
と
い
う
の

は
、観
光
で
見
る
自
立
の
一
歩
の
動
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
経
済
効
果
が
大
前
提
に
は
な
り
ま

す
が
、そ
れ
だ
け
が
観
光
で
は
な
く
、人
を
受
け

入
れ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
の
自
立
も
、観
光
が

も
た
ら
し
た
効
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
う

い
う
意
味
で
観
光
は
、復
興
の
中
で
地
域
が
自

ら
立
ち
上
が
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
も

の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　何
か
あ
っ
た
時
に
他
者
と
つ
な
が
り
、も
う

一
度
踏
ん
張
ろ
う
と
思
え
る
か
ど
う
か
は
、す

ご
く
大
事
な
こ
と
で
す
。そ
の
時
に
観
光
が
役

立
つ
の
な
ら
、平
時
か
ら
交
流
を
持
続
し
て
い

く
こ
と
は
意
義
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

今
は
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
時
で
、こ
の
先
も
何
が

あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、南
三
陸
の
観
光
は

観
光
協
会
を
中
心
に
、民
間
主
体
で
自
走
し
て

い
ま
す
。常
に
見
直
し
や
修
正
を
行
い
つ
つ
、今

の
感
覚
で
こ
の
先
も
10
年
、20
年
や
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手
：
菅
野
正
洋（
上
席
主
任
研
究
員
）

編
集
協
力
：
井
上
理
江

　今
回
、交
流
や
接
触
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
の
中
で
、デ
ジ
タ
ル
化
も
一
定
程
度

進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
が
、や
は
り
人
と
人
と
の
交
流
は
普
遍
的

な
も
の
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。南
三
陸

が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
や
は
り
現
地
に
来

て
人
と
会
っ
て
、触
れ
て
、感
じ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

及
川

　

G
o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
や
県
、町
の
コ
ロ
ナ

対
策
の
補
助
事
業
に
支
え
ら
れ
、な
ん
と
か
マ

イ
ナ
ス
か
ら
ゼ
ロ
に
近
づ
け
ら
れ
た
か
な
と
思

い
ま
す
が
、今
後
も
来
訪
者
、受
け
入
れ
側
双
方

が
補
助
に
依
存
す
る
体

質
に
な
っ
て
し
ま
わ
な

い
か
と
い
う
懸
念
は
あ

り
ま
す
。

　交
流
の
価
値
を
地
域

の
皆
さ
ん
と
再
び
ど
う

共
有
す
る
か
は
、コ
ロ

ナ
で
数
字
が
落
ち
込
ん

だ
こ
と
と
は
別
の
課
題

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

人
の
行
き
来
が
回
復
し

た
時
に
億
劫
に
な
っ
て

「
や
ら
な
く
て
も
い
い

や
」と
な
ら
な
い
よ
う
、

「
こ
う
い
う
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、本
来
持
っ
て

い
る
地
域
の
力
を
使
っ

て
、新
し
い
こ
と
を
仕

掛
け
て
い
こ
う
」と
い

う
気
運
を
も
う
一
度
作

る
こ
と
は
、難
し
い
け

れ
ど
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　コ

ロ
ナ
収
束
後
も
、

ま
た
別
の
何
か
が
起
き

て
交
流
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
が
こ
の
先
も
あ

　地
域
の
人
と
は「
震
災
ほ
ど
の
苦
労
じ
ゃ
な

い
よ
ね
」「
大
変
だ
け
ど
、今
は
寝
る
場
所
も
食

べ
る
物
も
あ
る
よ
ね
」と
言
い
合
っ
て
い
ま
す

が
、そ
う
し
た
こ
と
を
経
験
し
て
来
た
人
た
ち

が
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
の
で
、他
の
地
域
に

比
べ
て
底
力
は
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　観
光
協
会
も
た
だ「
大
変
だ
」と
言
っ
て
何
も

し
な
い
の
で
は
な
く
、迅
速
に
次
の
手
段
を
打

ち
出
し
、そ
れ
が
地
域
の
関
係
事
業
者
の
希
望

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。目
に
見
え

て
動
く
こ
と
が
、町
と
観
光
協
会
に
与
え
ら
れ

て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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205,045

195,258

175,579

182,248

表 1【南三陸町観光客入込数の推移】

表 2【南三陸町観光協会の収入推移】
32,329,948平成21年（2009）

平成22年（2010）
平成23年（2011）
平成24年（2012）
平成25年（2013）
平成26年（2014）
平成27年（2015）
平成28年（2016）
平成29年（2017）
平成30年（2018）
平成31年（2019）

平成18年（2006）

平成19年（2007）

平成20年（2008）

平成21年（2009）

平成22年（2010）
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平成29年（2017）

平成30年（2018）

平成31年（2019）

令和2年（2020）

64,443,033
39,590,152

114,372,279
147,471,816

114,569,534
124,815,214
120,954,974
124,963,301
130,304,848
143,358,384

980,334

観光客入込数
宿泊観光客数(内数)

269,270
998,683

1,043,142

1,028,049

1,083,630

359,027

896,782

881,120
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804,841

806,153

1,425,043

1,444,034

1,216,657
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209,217
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172,152
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〈
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
状
況
〉

―
震
災
後
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
の
状
況
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宮
川

　震
災
直
後
は
、約
1
0
0
万
人
だ
っ
た

震
災
前
の
観
光
客
入
込
客
数
に
は
ほ
ど
遠
い
状

態
で
し
た
が
、2
0
1
2
年
か
ら
16
年
に
か
け

て
80
万
人
く
ら
い
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

　南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街
が
仮
設
か
ら
本
設

に
な
り
、三
陸
沿
岸
道
路
が
仙
台
主
要
部
か
ら

南
三
陸
町
ま
で
全
線
開
通
し
た
2
0
1
7
年
に

は
初
め
て
1
4
0
万
人
を
超
え
、2
0
1
8
、19

年
も
震
災
前
を
上
回
る
観
光
客
入
込
客
数
を
記

録
し
ま
し
た
。た
だ
し
増
え
た
の
は
日
帰
り
客

で
、宿
泊
客
数
は
な
か
な
か
震
災
前
の
数
字
に

回
復
せ
ず
、宿
泊
客
の
底
上
げ
が
課
題
で
し
た
。

及
川

　震
災
前
か
ら
行
っ
て
い
た
民
泊
は
1
日

4
0
0
人
が
受
入
可
能
で
し
た
が
、震
災
後
は

1
2
0
名
規
模
に
な
り
、そ
の
後
も
受
入
家
庭

の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
40
〜
60
名
規
模
に
縮
小

し
て
い
ま
す
。

　震
災
前
は
中
高
校
生
の
教
育
旅
行
を
多
く
受

け
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、震
災
後
は
大
学
生
や

企
業
の
研
修
旅
行
が
増
え
、町
内
の
宿
泊
施
設

に
滞
在
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
形
が
伸

び
ま
し
た
。最
初
は「
震
災
に
つ
い
て
住
民
目
線

の
話
を
聞
き
た
い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、そ
の
後
は
防
災
や
減
災
、産
業
復

興
な
ど
、企
業
や
自
治
体
の
取
り
組
み
に
つ
な

が
る
研
修
へ
と
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　震
災
後
は
、台
湾
か
ら
の
修
学
旅
行
も
受
け

入
れ
ま
し
た
。南
三
陸
町
へ
の
多
大
な
復
興
支

援
が
き
っ
か
け
と
な
り
、双
方
向
の
交
流
を
通

し
て
若
い
世
代
が
防
災
な
ど
を
学
び
合
い
な
が

ら
、震
災
の
記
憶
、そ
し
て
感
謝
を
伝
え
る
取
り

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　個
人
宿
泊
客
に
つ
い
て
は
予
約
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、大
手
予
約
サ
イ
ト
に
未
加
入
か
つ
自

前
の
サ
イ
ト
構
築
が
難
し
い
町
内
の
宿
に
加
盟

い
た
だ
き
ま
し
た
。お
金
の
流
れ
が
域
内
で
循

環
す
る
仕
組
み
を
作
り
、泊
ま
っ
た
後
に
町
内

を
周
遊
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

―
震
災
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
の
数

は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
ま
す
か
。

及
川

　南
三
陸
町
観
光
協
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
受

講
者
数
は
震
災
後
1
、2
年
目
が
ピ
ー
ク
で
、そ

こ
か
ら
徐
々
に
右
肩
下
が
り
で
す
が
、町
内
の

企
業
や
団
体
で
も
語
り
部
活
動
は
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、地
域
全
体
で
見
る
と
そ
ん
な
に
急

激
に
落
ち
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
え
ま

す
。

　私
た
ち
も
正
直
、震
災
関
連
の
ニ
ー
ズ
が
こ

こ
ま
で
続
く
と
は
当
時
は
予
想
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、「
10
年
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
初
め
て
被
災

地
に
行
っ
て
み
た
い
」と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

　三
陸
の
海
産
物
や
海
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な

ど
、地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
を
目
指
し
て
訪
れ
る
お

客
さ
ん
が
徐
々
に
増
え
始
め
た
の
が
、震
災
後

5
年
目
く
ら
い
か
ら
で
す
。今
後
は
震
災
関
連

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
を
い
い
バ

ラ
ン
ス
で
組
み
合
わ
せ
た
形
に
変
化
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

宮
川

　南
三
陸
に
お
け
る
震
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

需
要
が
根
強
い
の
は
、観
光
協
会
の
こ
れ
ま
で

の
見
せ
方
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。　観

光
協
会
の
サ
イ
ト
で
は
今
で
も
、語
り
部

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
震
災
関
連
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
、そ
う
し
た
情
報
を
求
め
て
い
る
方
達
に
届

き
や
す
い
面
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。観
光
協
会

は
、こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
最
初
か
ら
観
光

復
興
の
収
益
事
業
の
一
つ

の
柱
に
し
て
い
こ
う
と
い

う
思
い
が
あ
り
、商
品
と

し
て
き
ち
ん
と
設
計
し
て

い
る
こ
と
も
大
き
い
の
か

な
と
。

　震
災
復
興
は
防
災
や
減

災
だ
け
で
は
な
く
、産
業

再
生
な
ど
幅
広
い
分
野
に

関
連
し
ま
す
。震
災
当
時

の
話
や
復
興
過
程
を
学
ぶ

と
い
う
切
り
口
も
あ
れ

ば
、今
は
日
本
各
地
で
自

然
災
害
が
起
き
て
い
る
の

で
、災
害
そ
の
も
の
を
学

ぶ
と
い
う
切
り
口
で
、今

後
も
続
続
し
て
い
け
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

〈
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
〉

―
観
光
客
数
が
震
災
前
以
上
に
回
復
し
て
き
た

中
で
起
き
た
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、ど
ん
な
影
響

が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

宮
川

　宿
泊
は
、数
字
的
な
影
響
は
確
か
に
大

き
い
で
す
が
、さ
ん
さ
ん
商
店
街
や
観
光
協
会

が
管
理
す
る
神
割
崎
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
、屋
外

で
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
場
所
の
入
込
数

は
、昨
年
秋
頃
に
は
前
年
比
の
数
字
を
超
え
て

い
た
り
し
ま
す
。大
変
な
状
況
に
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
底
」で
は
な
い
と
い
う
印
象
で
す
。

る
と
思
い
ま
す
。将
来
に
備
え
ゼ
ロ
か
1
0
0

で
は
な
く
、現
地
に
来
な
く
て
も
で
き
る
交
流

や
観
光
と
い
う「
第
3
の
道
」に
つ
い
て
も
模
索

し
て
い
く
こ
と
が
、今
後
の
取
り
組
み
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

〈
観
光
協
会
の
自
立
、

官
民
の
役
割
分
担
〉

―
南
三
陸
の
観
光
を
振
り
返
り
、タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
出
来
事
は
。

宮
川

　南
三
陸
観
光
協
会
は
平
成
21
年
に
法
人

化
し
て
旅
行
業
に
登
録
し
ま
し
た
が
、そ
れ
以

前
は
役
場
の
中
に
机
を
置
く
任
意
団
体
で
、民

間
組
織
と
し
て
自
立
す
る
と
い
う
意
識
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
官
民
が
一
緒

に
な
っ
て
喧
々
諤
々
協
議
し
、「
こ
う
い
う
方
向

に
向
か
お
う
」と
い
う
結
論
に
行
き
着
い
た
こ

と
は
大
き
な
分
岐
点
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、法
人
化
し
て
旅
行
業
登
録
し
た
か
ら

自
立
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、自
立
す

る
た
め
の
手
段
と
し
て
旅
行
業
登
録
が
必
要
で

あ
り
、そ
れ
に
は
法
人
化
が
必
要
だ
っ
た
と
。こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
っ
て
、結
果
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　地
域
で
そ
の
当
時
、観
光
協
会
の
役
割
を
表

現
す
る
言
葉
と
し
て
よ
く
使
っ
て
い
た
の
が

「
中
間
支
援
組
織
」で
す
。こ
の
町
の
規
模
や
今

後
の
人
口
減
少
な
ど
も
想
定
す
る
と
、現
場
の

実
働
と
行
政
を
つ
な
い
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い

く
組
織
が
、絶
対
に
必
要
と
い
う
の
が
関
係
者

の
共
通
認
識
で
し
た
。

　そ
の
後
に
震
災
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
が
、

震
災
前
の
数
年
間
、観
光
協
会
を
地
域
の
観
光

業
に
お
け
る
中
心
組
織
と
し
て
、み
ん
な
で
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が
盛
り
上
が
っ

て
い
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。も
し
そ
の
気
運
が
な
か
っ
た
ら
、震
災
後
に

ど
の
よ
う
な
観
光
復
興
の
形
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
、ち
ょ
っ
と
想
像
が
で
き
ま
せ
ん
。

　観
光
協
会
の
運
営
資
金
は
震
災
ま
で
概
ね
補

助
金
で
賄
っ
て
お
り
、震
災
が
起
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
、ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。協
会
の
解
散
も
一
時
は
検
討
さ
れ
ま

し
た
が
、「
そ
う
で
は
な
い
。こ
れ
か
ら
こ
そ
、復

興
の
中
で
観
光
が
必
要
で
は
」と
い
う
考
え
か

ら
再
び
動
き
出
し
ま
し
た
。

　苦
難
の
中
、観
光
協
会
の
皆
さ
ん
に
一
生
懸

命
動
い
て
い
た
だ
き
、長
い
道
の
り
が
あ
り
ま

し
た
が
、現
在
は
、行
政
は
計
画
立
案
・
監
理
を

行
い
、観
光
協
会
は
継
続
的
に
人
材
を
抱
え
、実

働
部
隊
の
現
場
と
連
携
し
て
い
く
と
い
う
当
初

理
想
と
し
て
い
た
役
割
分
担
が
で
き
て
い
る
こ

と
は
、本
当
に
こ
の
町
の
強
み
だ
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。

及
川

　観
光
協
会
が
法
人
格
を
取
っ
て
動
き
出

し
て
か
ら
も
、町
の
補
助
事
業
に
支
え
ら
れ
て

い
た
り
、し
ば
ら
く
は
脆
弱
な
状
態
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。し
か
し
、国
内
の
あ
る
地
域
を
視
察

し
、観
光
推
進
組
織
が
自
立
的
な
組
織
運
営
を

実
現
し
て
い
る
例
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
と
し
て
、観
光
協
会
も
毎
年
補
助

に
支
え
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
く
、将
来
に
向

け
て
持
続
的
な
組
織
を
作
り
、そ
の
組
織
で
持

続
的
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
方

針
に
変
わ
っ
た
時
が
あ
り
、そ
こ
が
組
織
的
に

は
一
つ
の
転
換
期
だ
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　し
か
し
、旅
行
業
の
み
で
自
立
の
道
を
目
指

す
の
は
非
常
に
厳
し
く
、様
々
な
事
業
展
開
も

計
画
し
ま
し
た
が
、当
時
は
ま
だ〝
町
の
観
光
協

会
〞が
収
益
を
上
げ
て
い
く
こ
と
自
体
に
馴
染

み
が
な
く
、板
挟
み
に
悩
む
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
実
績
を
重
ね
、法
人
化

当
初
、町
に
出
資
い
た
だ
い
た
旅
行
業
の
保
証

金
も
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
、法
人
と
し
て
自

立
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。組
織
自

ら
も
、維
持
・
成
長
の
た
め
に
収
益
を
確
保
し
つ

つ
、そ
の
資
源
と
な
り
得
る
公
益
的
な
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る〝
両
輪
〞の
形
が
明
確
に
な

り
ま
し
た
。

　観
光
協
会
が
組
織
と
し
て
そ
う
い
う
方
向
に

行
け
た
こ
と
、町
と
連
携
し
て
方
向
性
を
決
め

ら
れ
た
の
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
も

町
と
観
光
協
会
は
常
に
同
じ
方
向
を
向
き
、そ

の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

〈
観
光
が
復
興
に
果
た
し
た
役
割
〉

―
震
災
後
10
年
の
持
つ
意
味
と
は
。

宮
川

　世
の
中
が
一
つ
の
大
き
な
節
目
と
し
て

捉
え
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
ま
す
が
、一
住

民
と
し
て
は
、本
当
に
一
つ
の
通
過
点
に
過
ぎ

な
い
と
感
じ
ま
す
。

　南
三
陸
町
の
観
光
に
関
し
て
は
、総
合
計
画

に
観
光
を
ま
ち
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
位
置
づ

け
た
2
0
0
6
、7
年
の
頃
が
実
質
的
な
ス

タ
ー
ト
地
点
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
こ
か
ら

観
光
協
会
の
組
織
整
備
を
含
め
、急
ピ
ッ
チ
で

気
運
を
高
め
て
い
っ
た
こ
と
が
、今
の
現
役
の

担
い
手
た
ち
の
記
憶
に
あ
り
ま
す
。

　震
災
と
い
う
大
き
な
出
来
事
に
よ
っ
て
、あ

る
意
味
、そ
の
気
運
を
強
制
的
に
加
速
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
す
。こ
れ
を
復
興
の
一
つ
の
要
と
し
て
動
か

し
て
い
く
た
め
に
は
、震
災
前
に
な
ん
と
な
く
、

「
こ
う
し
て
い
け
ば
、観
光
で
こ
の
町
が
活
気
づ

い
て
く
る
の
で
は
」と
み
ん
な
が
考
え
、チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て「
今
こ
そ
、あ
の

や
り
方
だ
」と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。そ
れ
に

よ
っ
て
、こ
の
町
は
民
間
主
体
で
観
光
復
興
が

大
き
く
前
進
し
て
い
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　そ
う
考
え
る
と
こ
の
10
年
は
、確
か
に
中
身

は
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
れ
て
濃
か
っ
た
け
れ
ど
、

震
災
前
に
掲
げ
た
南
三
陸
町
の
観
光
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
中
の
一
部
分
に
過

ぎ
な
い
と
も
言
え
ま
す
。私
た
ち
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
は
2
0
2
1
年
以
降
も
続
い
て
い
く
わ

け
で
、今
年
は
次
の
段
階
を
考
え
る
節
目
で
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　今
、10
年
と
い
う
こ
と
で
、私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
は
も
の
す
ご
い
数
の
取
材
依
頼
が
来
て
い
ま

す
。な
ぜ
敢
え
て
震
災
前
の
話
を
し
た
か
と
い

う
と
、節
目
は
あ
っ
て
も「
終
わ
り
は
な
い
」こ

と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
か
ら
で
す
。住
民
は

こ
れ
か
ら
も
こ
こ
で
生
き
て
い
き
、こ
れ
ま
で

復
興
事
業
と
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
今
後
は

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
続
け
て
い
く
わ
け
で
、10

年
で
何
か
が
終
わ
る
と
い
う
よ
う
な
周
知
の
仕

方
は
避
け
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
南
三
陸
の
復
興
に
と
っ
て
、観
光
は
ど
ん
な

役
割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
か
。

及
川

　私
が
観
光
協
会
と
し
て
の
役
割
を
強
く

感
じ
た
の
は
、ま
さ
に
震
災
後
で
す
。漁
師
さ
ん

た
ち
が
漁
業
を
い
つ
再
開
で
き
る
か
わ
か
ら
な

い
状
態
で
あ
っ
た
2
0
1
1
年
の
5
月
頃
、「
い

つ
漁
が
再
開
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、今

あ
る
船
で
漁
業
体
験
を
再
開
し
、そ
の
日
の
お

金
を
稼
ぎ
た
い
」と
協
会
事
務
所
に
相
談
に
来

ら
れ
ま
し
た
。民
泊
協
議
会
の
方
々
か
ら
も「
い

つ
か
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、受
け
皿
を
整
え

て
お
き
ま
す
」と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、中
間

支
援
組
織
と
し
て
の
役
割
を
感
じ
る
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、地
域
に
は
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど

観
光
客
に
直
接
関
わ
る
事
業
者
だ
け
で
な
く
、

一
次
産
業
の
方
や
一
般
の
地
域
住
民
の
方
も
、

交
流
事
業
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
下
地
は
あ
る

程
度
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
は
震
災
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を

い
た
だ
き
、地
域
外
の
人
と
交
流
す
る
中
で
地

域
の
資
源
や
取
り
組
み
、産
業
が
認
め
ら
れ
、経

済
的
な
面
で
は
な
い
部
分
の
喜
び
や
価
値
を
感

じ「
も
っ
と
外
に
広
め
た
い
、見
て
も
ら
い
た

い
、食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
思
い
が
生
ま

れ
た
こ
と
が
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
あ
る
の

か
な
と
。観
光
以
外
の
生
業
を
持
つ
人
た
ち
が
、

そ
の
生
業
の
合
間
に
交
流
事
業
に
携
わ
り
、そ

れ
を
生
き
が
い
や
喜
び
に
し
て
も
ら
い
、

ち
ょ
っ
と
し
た
副
収
入
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な

形
が
う
ま
く
作
れ
て
来
た
と
思
い
ま
す
。

　元
々
、震
災
前
か
ら
民
泊
や
漁
業
体
験
、お
祭

り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
地
域
の
方
々
は
多

く
、そ
の
方
々
が
作
っ
て
き
た
下
地
が
継
承
さ

れ
た
こ
と
も
大
き
い
で
す
。震
災
前
は
そ
う
し

た
方
々
の
年
齢
層
が
高
く
、若
い
世
代
に
ど
う

引
き
継
ぐ
か
が
課
題
で
し
た
が
、震
災
を
き
っ

か
け
に
、交
流
事
業
に
価
値
を
感
じ
て
取
り
組

む
若
い
世
代
が
増
え
、大
き
な
課
題
が
そ
こ
で

一
気
に
解
消
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。今
の

南
三
陸
で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
先
輩
方
が
、若
い

人
た
ち
の
取
り
組
み
に
対
し
て
後
押
し
す
る
構

図
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

宮
川

　南
三
陸
に
限
ら
ず
被
災
地
に
と
っ
て

は
、観
光
に
取
り
組
む
こ
と
が
、「
心
の
復
興
」に

と
て
も
寄
与
し
た
の
で
は
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。多
く
の
支
援
を
得
て
立
ち
上
が
っ
た
被
災

者
が
、ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
を
お
世
話
す
る
側
に
な
る
と
い
う
の

は
、観
光
で
見
る
自
立
の
一
歩
の
動
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
経
済
効
果
が
大
前
提
に
は
な
り
ま

す
が
、そ
れ
だ
け
が
観
光
で
は
な
く
、人
を
受
け

入
れ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
の
自
立
も
、観
光
が

も
た
ら
し
た
効
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
う

い
う
意
味
で
観
光
は
、復
興
の
中
で
地
域
が
自

ら
立
ち
上
が
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
も

の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　何
か
あ
っ
た
時
に
他
者
と
つ
な
が
り
、も
う

一
度
踏
ん
張
ろ
う
と
思
え
る
か
ど
う
か
は
、す

ご
く
大
事
な
こ
と
で
す
。そ
の
時
に
観
光
が
役

立
つ
の
な
ら
、平
時
か
ら
交
流
を
持
続
し
て
い

く
こ
と
は
意
義
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

今
は
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
時
で
、こ
の
先
も
何
が

あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、南
三
陸
の
観
光
は

観
光
協
会
を
中
心
に
、民
間
主
体
で
自
走
し
て

い
ま
す
。常
に
見
直
し
や
修
正
を
行
い
つ
つ
、今

の
感
覚
で
こ
の
先
も
10
年
、20
年
や
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手
：
菅
野
正
洋（
上
席
主
任
研
究
員
）

編
集
協
力
：
井
上
理
江

　今
回
、交
流
や
接
触
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
の
中
で
、デ
ジ
タ
ル
化
も
一
定
程
度

進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
が
、や
は
り
人
と
人
と
の
交
流
は
普
遍
的

な
も
の
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。南
三
陸

が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
や
は
り
現
地
に
来

て
人
と
会
っ
て
、触
れ
て
、感
じ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

及
川

　

G
o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
や
県
、町
の
コ
ロ
ナ

対
策
の
補
助
事
業
に
支
え
ら
れ
、な
ん
と
か
マ

イ
ナ
ス
か
ら
ゼ
ロ
に
近
づ
け
ら
れ
た
か
な
と
思

い
ま
す
が
、今
後
も
来
訪
者
、受
け
入
れ
側
双
方

が
補
助
に
依
存
す
る
体

質
に
な
っ
て
し
ま
わ
な

い
か
と
い
う
懸
念
は
あ

り
ま
す
。

　交
流
の
価
値
を
地
域

の
皆
さ
ん
と
再
び
ど
う

共
有
す
る
か
は
、コ
ロ

ナ
で
数
字
が
落
ち
込
ん

だ
こ
と
と
は
別
の
課
題

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

人
の
行
き
来
が
回
復
し

た
時
に
億
劫
に
な
っ
て

「
や
ら
な
く
て
も
い
い

や
」と
な
ら
な
い
よ
う
、

「
こ
う
い
う
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、本
来
持
っ
て

い
る
地
域
の
力
を
使
っ

て
、新
し
い
こ
と
を
仕

掛
け
て
い
こ
う
」と
い

う
気
運
を
も
う
一
度
作

る
こ
と
は
、難
し
い
け

れ
ど
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　コ

ロ
ナ
収
束
後
も
、

ま
た
別
の
何
か
が
起
き

て
交
流
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
が
こ
の
先
も
あ

　地
域
の
人
と
は「
震
災
ほ
ど
の
苦
労
じ
ゃ
な

い
よ
ね
」「
大
変
だ
け
ど
、今
は
寝
る
場
所
も
食

べ
る
物
も
あ
る
よ
ね
」と
言
い
合
っ
て
い
ま
す

が
、そ
う
し
た
こ
と
を
経
験
し
て
来
た
人
た
ち

が
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
の
で
、他
の
地
域
に

比
べ
て
底
力
は
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　観
光
協
会
も
た
だ「
大
変
だ
」と
言
っ
て
何
も

し
な
い
の
で
は
な
く
、迅
速
に
次
の
手
段
を
打

ち
出
し
、そ
れ
が
地
域
の
関
係
事
業
者
の
希
望

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。目
に
見
え

て
動
く
こ
と
が
、町
と
観
光
協
会
に
与
え
ら
れ

て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

40

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



トレッキングマップ

〈
観
光
の
現
状
〜

コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
〉

―
震
災
後
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
の
唐
桑
町

の
観
光
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
上

　震
災
後
は
、正
直
何
を
し
て
い
い
の
か
手

付
か
ず
の
状
態
で
し
た
が
、2
0
1
2
〜

2
0
1
5
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
環
境
省

の
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業（
以

下「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」）で
大
き
な
き

っ
か
け
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
1
3
年
に
は
唐
桑
半
島
を
含
む
三
陸
地
域

が
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ
、2
0
1
7
年

に
唐
桑
半
島
を
一
周
す
る
環
境
省 

み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
の
気
仙
沼
ル
ー
ト
が
開
通
し
ま
し

た
。復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
通
じ
て
発
足

し
た
唐
桑
観
光
ガ
イ
ド
の
会
も
メ
ン
バ
ー
が
増

え
、今
は
8
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

三
浦

　唐
桑
で
震
災
前
か
ら
観
光
に
夢
中
だ
っ

た
の
は
、気
仙
沼
市
の
観
光
ガ
イ
ド
を
ず
っ
と

や
っ
て
い
た
私
く
ら
い（
笑
）。今
、震
災
の
語
り

部
の
活
動
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
気
仙
沼
市
内
は

な
い
に
等
し
い
く
ら
い
減
り
ま
し
た
。市
内
中

心
部
か
ら
車
で
20
分
の
場
所
に
、被
災
し
た
高

校
校
舎
を
改
修
し
た「
気
仙
沼
市 

東
日
本
大
震

災
遺
構
･
伝
承
館
」と
い
う
施
設
が
で
き
た
の

で
、そ
ち
ら
に
お
客
さ
ん
が
行
く
よ
う
に
な
っ

て
、唐
桑
で
も
語
り
部
を
聞
き
た
い
と
い
う
方

は
減
っ
て
い
ま
す
。

熊
谷

　震
災
伝
承
館
は
結
構
規
模
が
大
き
い
こ

と
も
あ
り
、そ
こ
を
見
る
と「
お
腹
い
っ
ぱ
い
」

に
な
っ
ち
ゃ
う
の
で
、さ
ら
に
市
内
や
唐
桑
ま

で
来
て
、震
災
の
こ
と
を
学
ぶ
気
に
な
ら
な
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

三
上

　唐
桑
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
も「
津

波
体
験
館
」と
い
う
施
設
が
あ
り
ま
す
。気
仙
沼

の
震
災
伝
承
館
は
3
・
11
に
特
化
し
た
施
設
で

す
が
、こ
こ
は
明
治
や
昭
和
の
津
波
も
紹
介
し

て
い
て
、そ
の
違
い
は
我
々
と
し
て
も
強
調
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　子
ど
も
達
が
唐
桑
半
島
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し

な
が
ら
、津
波
体
験
館
も
見
学
す
る
と
い
っ
た

体
験
学
習
の
グ
ル
ー
プ
は
結
構
来
て
い
ま
す
。

三
浦
さ
ん
の
よ
う
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
ガ
イ
ド

も
、震
災
の
話
を
当
然
避
け
て
通
れ
な
い
の
で
、

語
り
部
と
い
え
ば
語
り
部
と
言
え
ま
す
。地
元

の
植
物
、動
物
、地
形
の
話
に
震
災
の
話
を
含
め

て
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。

三
浦

　お
客
様
が
ど
う
い
う
目
的
で
来
て
い
る

か
を
見
て
、事
務
局
で
羊
ち
ゃ
ん（
熊
谷
さ
ん
）

が
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ガ
イ
ド
を
割
り
振
り
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

熊
谷

　お
客
様
の
目
的
は
色
々
で
す
が
、ガ
イ

ド
を
依
頼
す
る
お
客
さ
ん
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
を
目
的
で
来
て
い
て
、被
災
地
を
見
に
行
く

と
い
う
感
覚
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

ね
。被
災
地
の
見
学
だ
け
が
目
的
と
い
う
団
体

は
ほ
と
ん
ど
来
て
い
ま
せ
ん
し
、個
人
も
減
っ

て
い
ま
す
。

三
浦

　2
0
1
8
年
10
月
、唐
桑
半
島
に「
宮
城

オ
ル
レ

　気
仙
沼
・
唐
桑
コ
ー
ス
」と
い
う
、ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
起
点
と
す
る
10
キ
ロ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

「
オ
ル
レ
」と
は
、韓
国
済
州
島
の
方
言
で「
通
り

か
ら
家
に
通
じ
る
狭
い
路
地
」と
い
う
意
味
で

す
が
、歩
く
道
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
い

う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。宮
城
県
に
は
オ

ル
レ
が
今
4
コ
ー
ス
あ
り
ま
す
が
、第
1
号
が

唐
桑
半
島
で
す
。オ
ル
レ
が
で
き
た
こ
と
で
、お

客
さ
ん
が
増
え
ま
し
た
。

三
上

　オ
ル
レ
も
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

が
き
っ
か
け
で
生
ま
れ
た
も
の
の
一
つ
で
、そ

の
遺
産
が
綿
々
と
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

〈
オ
ル
レ
と
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
〉

―
―
ト
レ
イ
ル
と
オ
ル
レ
、2
つ
の
ル
ー
ト
に

は
棲
み
分
け
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

三
上

　基
本
的
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
変
わ
り
は

な
い
で
す（
笑
）。ト
レ
イ
ル
の
コ
ー
ス
も
一
部

オ
ル
レ
の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。オ
ル
レ

は
、私
た
ち
が
子
供
の
頃
に
浜
に
通
っ
て
い
た

畦
道
や
民
家
の
軒
下
な
ど
、洗
濯
物
を
干
し
て

あ
る
脇
を
通
る
と
か
、大
根
畑
の
脇
や
浜
を
歩

く
と
か
、本
当
に
生
活
感
を
感
じ
て
も
ら
う
の

が
売
り
で
す
。手
前
味
噌
な
が
ら
結
構
評
判
は

い
い
で
す
よ
。

　「
オ
ル
レ
」と
い
う
名
前
が
耳
慣
れ
な
い
の

で
、そ
れ
が
と
っ
か
か
り
に
な
っ
て
覚
え
て
も

ら
え
て
、入
口
と
し
て
も
大
変
効
果
的
で
す
。

熊
谷

　最
初
は「
ト
レ
イ
ル
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

オ
ル
レ
は
全
く
違
う
ル
ー
ト
設
置
に
し
よ
う
」

と
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、韓
国
の
オ
ル
レ
本

部
が
決
め
て
い
る
こ
と
と
し
て
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
道
路
は
ダ
メ
、土
の
道
路
が
6
割
、7
割
を

占
め
る
こ
と
と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
、そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
探
す
の
が
ち
ょ
っ
と
大
変
で
し

た
。で
も
、韓
国
の
オ
ル
レ
は
結
構
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
道
が
多
か
っ
た
り
す
る
ん
だ
け
ど（
笑
）。

三
浦

　宮
城
県
内
で
の
オ
ル
レ
コ
ー
ス
第
1
号

と
な
る
た
め
に
、三
上
会
長
を
は
じ
め
、私
た
ち

も
何
度
と
な
く
ル
ー
ト
づ
く
り
の
た
め
に
歩
き

ま
し
た
。ち
ょ
っ
と
で
も
工
場
が
見
え
る
と
こ

ろ
は
ダ
メ
と
か
、我
々
が
こ
こ
を
通
り
た
い
と

言
っ
て
も
ダ
メ
だ
っ
た
り
、本
部
か
ら
認
定
を

取
る
ま
で
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

熊
谷

　ト
レ
イ
ル
は
2
ヶ
月
か
け
て
1
0
0
0

㎞
以
上
の
ル
ー
ト
の
踏
破
を
目
指
す
、ハ
イ
カ

ー
も
た
ま
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、登
山
な

ど
が
好
き
な
中
高
年
の
方
が「
今
日
は
こ
こ
か

ら
こ
こ
ま
で
歩
い
て
み
ま
す
」と
い
う
感
じ
も

多
い
で
す
。ト
レ
イ
ル
が
目
的
で
来
た
人
が
こ

こ
で
オ
ル
レ
を
知
り
、こ
っ
ち
も
歩
い
て
み
よ

う
か
な
と
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、逆
も
あ
る
の

で
2
つ
ル
ー
ト
が
あ
る
の
は
、結
構
い
い
感
じ

か
な
と
。

三
上

　元
気
な
中
高
年
が
結
構
、真
冬
で
も
来

て
い
ま
す
よ
。オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
冬
も
歩
け
る

と
い
う
の
が
大
変
あ
り
が
た
い
。山
の
木
の
葉

っ
ぱ
が
全
部
落
ち
て
見
通
し
が
良
く
な
り
、山

か
ら
浜
が
見
え
る
の
で
、「
な
る
ほ
ど
、こ
れ
は

冬
も
い
い
な
」と
思
い
ま
す
ね
。

　唐
桑
半
島
は
花
が
咲
い
た
り
、カ
モ
シ
カ
な

ど
の
動
物
が
い
た
り
、春
夏
秋
冬
、い
ろ
ん
な
自

然
が
楽
し
め
ま
す
。オ
ル
レ
の
ル
ー
ト
づ
く
り

は「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
俺
は
70
年
住
ん
で
た
の

か
」と
改
め
て
地
元
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
ね
。

〈
ガ
イ
ド
の
会
は

自
発
的
な
活
動
を
展
開
〉

三
上

　オ
ル
レ
導
入
に
は
韓
国
の
事
務
局
と
協

定
が
必
要
で
し
た
が
、そ
の
た
め
の
予
算
を
県

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

唐
桑
町
の
10
年

唐
桑
観
光
ガ
イ
ド
の
会
副
会
長
。

1
9
5
2
年
唐
桑
町
生
ま
れ
。気
仙

沼
市
の
老
舗
漁
具
屋
を
定
年
退
職

後
、気
仙
沼
震
災
復
興
語
り
部
ガ
イ

ド
等
に
所
属
し
、ガ
イ
ド
活
動
を
始

め
る
。「
環
境
省
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
モ
デ
ル
事
業
」で
は
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
し
て
エ
コ
ツ
ア

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
や
勉
強
会
等
に
積
極
的
に
関
わ
り
、

今
に
至
る
。現
在
は
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
や
宮
城
オ

ル
レ
の
コ
ー
ス
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

三
浦
正
和（
み
う
ら
・
ま
さ
か
ず
）

唐
桑
町
観
光
協
会
職
員
。唐
桑
観
光

ガ
イ
ド
の
会
事
務
局
。1
9
7
9
年

長
野
県
生
ま
れ
。中
学
生
よ
り
唐
桑

町
に
住
む
。2
0
1
3
年
か
ら「
環

境
省
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
モ
デ
ル

事
業
」等
の
担
当
と
し
て
働
き
始
め

る
。主
に
唐
桑
半
島
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
観
光
客
と
地

元
ガ
イ
ド
や
事
業
者
、場
所
と
を
つ
な
ぐ
受
付
窓
口
を
担

当
。 熊

谷 

羊（
く
ま
が
い
・
よ
う
）

唐
桑
町
観
光
協
会
会
長
。1
9
5
1

年
唐
桑
町
生
ま
れ
。リ
ア
ス
唐
桑
ユ

ー
ス
ホ
ス
テ
ル
オ
ー
ナ
ー
。大
学
卒

業
後
、横
浜
市
で
の
会
社
員
を
経
て

帰
郷
。実
家
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を

継
ぎ
、国
内
外
か
ら
の
旅
行
客
を
受

け
入
れ
て
い
る
。震
災
復
興
に
関
わ
る
方
々
へ
の
感
謝
と

お
も
て
な
し
の
心
を
常
に
持
ち
、地
域
住
民
も
観
光
客
も

楽
し
め
る
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
を
自
ら
企
画
、実
施
し
て
い

る
。2
0
1
2
年
か
ら
現
職
。

三
上
忠
文（
み
か
み
・
た
だ
ふ
み
）

観
光
を
通
じ
て
地
域
の
人
が

自
信
を
持
っ
た
。

そ
れ
が一
番
嬉
し
い

交
流
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

三
浦

　コ
ロ
ナ
禍
前
は
、こ
こ
4
、5
年
で
実
績

も
積
ん
で
き
て
、じ
ゃ
あ
民
宿
と
連
携
し
て
1

泊
2
日
の
ガ
イ
ド
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
も
組
ん
で

み
よ
う
か
と
観
光
協
会
と
話
を
進
め
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
。

熊
谷

　コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
る
ま
で
は
、新
し
く
ガ

イ
ド
に
な
っ
た
方
な
ど
の
た
め
に
も
、案
内
す
る

コ
ー
ス
な
ど
を
あ
る
程
度
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
り
を
し
よ
う
と
い
う
話
が
出
て
い
ま
す
。

三
浦

　令
和
2
年
度
の
環
境
省
の「
国
立
・
国
定

公
園
へ
の
誘
客
の
推
進
事
業
」で
三
陸
復
興
国

立
公
園
の
事
業
者
の
一
つ
と
し
て
唐
桑
観
光
ガ

イ
ド
の
会
が
選
ば
れ
、9
月
か
ら
2
月
末
ま
で

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ガ
イ
ド
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
や
環
境
整
備
な
ど
の
内
容
か
ら
な

り
、今
は
そ
れ
が
忙
し
い
で
す
。

〈
コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
た
近
況
〉

―
―
今
も
少
し
お
話
に
出
ま
し
た
が
、唐
桑
町

や
気
仙
沼
市
内
の
、コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
た
最
近

の
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

三
浦

　気
仙
沼
市
の
仮
設
住
宅
は
す
べ
て
な
く

な
り
ま
し
た
。3
月
6
日
に
三
陸
沿
岸
道
路
の

唐
桑
を
含
む
気
仙
沼
地
区
の
残
り
7
・
3
キ
ロ

も
開
通
し
、気
仙
沼
湾
横
断
橋
を
通
じ
て
、仙
台

か
ら
宮
古
ま
で
直
通
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

熊
谷

　国
民
宿
舎
の
か
ら
く
わ
荘
が
廃
業
し
、

今
解
体
工
事
中
で
す
。跡
地
に
新
し
い
建
物
を

作
る
と
い
う
話
で
す
が
何
を
建
て
る
か
は
調
査

中
で
す
。気
仙
沼
市
が
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー

カ
ー
の
モ
ン
ベ
ル
に
調
査
を
委
託
し
、も
う
す

ぐ
構
想
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

三
上

　旧
か
ら
く
わ
荘
に
隣
接
す
る
唐
桑
半
島

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
、県
が
改
築
を
決
定
し

ま
し
た
。「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
改
築
で
は
な

く
、新
築
に
し
て
く
れ
」と
要
望
す
る
な
ど
、津

波
体
験
館
の
今
後
も
含
め
て
、我
々
か
ら
市
へ

色
々
希
望
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。オ
ル

レ
の
ゴ
ー
ル
地
点
近
く
に
あ
る
半
造
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
も
お
客
様
が
休
憩
で
き
る
よ
う
に
、改
築

を
計
画
中
で
す
。

　町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
に
関
し
て
は
、

震
災
前
に
匹
敵
す
る
く
ら
い
の
生
産
量
に
戻
り

ま
し
た
。防
潮
堤
な
ど
の
工
事
も
一
区
切
り
つ

い
た
の
で
、民
宿
に
長
期
宿
泊
し
て
い
た
事
業

者
も
そ
ろ
そ
ろ
い
な
く
な
り
ま
す
。

三
浦

　た
く
さ
ん
工
事
関
係
者
が
入
っ
て
い
た

時
は
大
手
会
社
の
飯
場
な
ど
も
あ
っ
た
け
ど
、

既
に
解
体
さ
れ
、み
ん
な
引
き
上
げ
て
い
ま
す

よ
ね
。三
陸
沿
岸
道
路
が
開
通
し
た
ら
、ま
す
ま

す
い
な
く
な
る
だ
ろ
う
し
。

三
上

　観
光
客
に
お
出
し
す
る
料
理
は
や
は
り

気
を
遣
い
ま
す
が
、工
事
関
係
者
の
方
は
そ
れ

ほ
ど
メ
ニ
ュ
ー
に
こ
だ
わ
り
が
な
く
、食
事
の

あ
と
は
お
風
呂
に
入
っ
て
寝
る
と
い
う
毎
日
の

パ
タ
ー
ン
な
の
で
、正
直
に
い
う
と
受
け
入
れ

が
楽
な
面
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、そ
れ
に
慣
れ
て

し
ま
う
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、観
光

客
の
迎
え
入
れ
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
に
来
て

い
た
の
が
コ
ロ
ナ
禍
前
で
す
。

　た
だ
、う
ち
の
宿
を
始
め
、唐
桑
の
宿
泊
施
設

は
キ
ー
を
渡
し
て「
部
屋
へ
ど
う
ぞ
」で
終
わ
り

で
は
な
く
、地
元
の
説
明
を
し
な
が
ら
お
客
さ

ん
と
お
酒
を
飲
ん
だ
り
と
い
っ
た
、い
わ
ば

「
密
」が
売
り
。コ
ロ
ナ
禍
は
そ
れ
が「
で
き
な

い
」じ
ゃ
な
く
て「
す
る
な
」だ
か
ら
、そ
こ
は
一

番
影
響
が
大
き
い
で
す
。

　し
ば
ら
く
の
間
、遠
く
か
ら
来
る
関
東
圏
の

お
客
さ
ん
は
し
ば
ら
く
お
断
り
し
て
い
ま
し

た
。も
し
う
ち
の
宿
か
ら
感
染
者
が
出
た
ら
、観

光
協
会
の
み
ん
な
が
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
て
る
と

言
わ
れ
か
ね
な
い
し
、そ
し
た
ら
オ
ル
レ
と
か

い
ろ
ん
な
こ
と
に
影
響
が
あ
る
の
が
怖
か
っ

た
。で
も
、そ
ろ
そ
ろ
受
け
入
れ
て
い
こ
う
と
、

今
年
に
入
っ
て
初
め
て
昨
日
、関
東
か
ら
ひ
と

組
受
け
入
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

熊
谷

　こ
の
あ
た
り
は
感
染
者
が
少
な
い
分
、

「
ど
こ
ど
こ
で
感
染
者
が
出
た
」み
た
い
な
噂
が

ば
っ
と
広
ま
り
や
す
く
、そ
れ
が
本
当
に
根
も

葉
も
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。そ
れ
で
苦
し
ん
で

い
る
方
も
多
い
の
で
、ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、病

気
の
怖
さ
よ
り
田
舎
の
怖
さ
み
た
い
な
の
が
あ

り
ま
す
。

三
浦

　ガ
イ
ド
の
依
頼
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全

く
な
い
状
況
で
す
。普
段
だ
っ
た
ら
、イ
ベ
ン
ト

で
も
や
ろ
う
か
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
も
難
し

い
で
す
し
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
変
化
と
し
て
は
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
そ
ば
の
キ
ャ
ン
プ
場

に
、冬
も
毎
日
欠
か
さ
ず
お
客
さ
ん
が
来
て
い

る
こ
と
で
す
ね
。

熊
谷

　他
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
満
員
だ
っ
た
り
休

ん
で
い
た
り
で
、消
去
法
で
来
て
い
る
よ
う
で

す
が
、一
回
泊
ま
っ
た
方
は「
ま
た
来
ま
す
」と

言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
ね
。

三
上

　た
だ
悶
々
と
し
て
て
も
面
白
く
な
い
の

で
、次
の
矢
を
ど
う
放
つ
か
、今
休
ん
で
る
の
は

む
し
ろ
幸
い
と
思
っ
て
コ
タ
ツ
で
酒
飲
み
な
が

ら
毎
晩
考
え
て
ま
す（
笑
）。観
光
が
開
放
さ
れ

た
時
に
は
、当
然
皆
さ
ん
待
ち
き
れ
な
く
て
移

動
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、そ
の
た
め
の
受
け
入
れ

準
備
を
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　例
え
ば
オ
ル
レ
の
コ
ー
ス
も
、三
陸
沿
岸
道

路
が
開
通
す
る
と
環
境
が
激
変
す
る
で
し
ょ
う

し
。10
年
目
の
節
目
と
し
て
、道
路
が
で
き
る
の

は
便
利
で
い
い
で
す
が
日
帰
り
で
き
て
し
ま
う

の
で
、ト
レ
イ
ル
の
コ
ー
ス
と
絡
ま
せ
た
り
し

て
1
泊
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
中
で
す
。

三
浦

　5
月
17
日
か
ら
気
仙
沼
を
舞
台
に
し
た

N
H
K
の
朝
ド
ラ
マ「
お
か
え
り
モ
ネ
」が
始
ま

り
、高
速
道
路
も
開
通
す
る
の
で
、か
な
り
お
客

様
が
来
る
と
思
い
ま
す
。

〈
被
災
地
で
の
観
光
の
役
割
、

今
後
の
展
望
〉

―
―
震
災
か
ら
10
年
を
振
り
返
っ
て
、観
光
は

被
災
地
の
復
興
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

た
と
思
い
ま
す
か
。

三
上

　間
違
い
な
く
、観
光
は
地
元
の
復
興
に

通
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。観
光
を
通
じ
て
地
元

の
人
た
ち
も
元
気
に
な
っ
て
い
る
し
、地
元
の
皆

さ
ん
に
も
ト
レ
イ
ル
や
オ
ル
レ
を
よ
く
理
解
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。唐
桑
と
い
う
報
道
が
新
聞
や

テ
レ
ビ
に
出
る
と
や
っ
ぱ
り
嬉
し
く
て
、住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
を
見
直
し
て
自
信
が
持
て
る
し
、子

ど
も
た
ち
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

昔
は
自
分
も「
こ
ん
な
田
舎
は
嫌
だ
」と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、「
こ
う
い
う
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る

ん
だ
ぞ
」と
地
域
の
人
が
自
信
を
持
つ
と
い
う

の
は
、一
番
嬉
し
く
て
ね
。皆
さ
ん
協
力
し
て
く

れ
る
し
。そ
れ
が
何
よ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

熊
谷

　震
災
前
か
ら
比
べ
る
と
明
ら
か
に
、い

ろ
ん
な
人
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
き
て
、地
域
の

人
た
ち
も
い
ろ
ん
な
視
点
を
得
て
、前
と
は
地

元
の
見
え
方
が
変
わ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。よ
そ
か
ら
人
が
来
た
ら「
こ
う
い
う
と
こ
ろ

が
あ
る
よ
」と
か
、地
域
の
紹
介
を
み
ん
な
が
し

て
く
れ
る
の
が
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
上

　唐
桑
で
も
観
光
を
別
に
し
て
、自
治
会

や
防
災
集
団
移
転
地
区
の
単
位
ご
と
に
、住
民

が
昔
小
学
校
へ
の
通
学
に
使
っ
た
山
道
な
ど

を
、オ
ル
レ
や
ト
レ
イ
ル
以
外
で
も
歩
い
て
い
ま

す
。地
元
を
見
直
す
い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　オ
ル
レ
を
通
じ
て
韓
国
と
民
間
レ
ベ
ル
で
つ

な
が
り
、韓
国
の
方
々
は
す
ご
く
フ
レ
ン
ド
リ

ー
だ
と
感
じ
ま
し
た
。世
界
に
は
他
に
も
色
々

な
ト
レ
イ
ル
の
団
体
や
、ト
レ
イ
ル
や
フ
ッ
ト

パ
ス
を
持
つ
地
域
が
あ
る
の
で
横
の
つ
な
が
り

を
も
っ
と
充
実
さ
せ
た
い
で
す
ね
。世
界
の
ト

レ
イ
ル
好
き
の
人
た
ち
と
も
、つ
な
が
り
が
で

き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　先
日
、名
取
の
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
に
い
る

方
が
ア
メ
リ
カ
の
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
に

歩
き
に
行
っ
た
時
の
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。沿
道
の
人
た
ち
が
歩
く
人
を
手
厚
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
そ
う
で
、四
国
の
お
遍
路
さ

ん
に
近
い
も
の
が
あ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。そ

う
い
う
形
な
ら
、む
し
ろ
丁
寧
に
コ
ー
ス
を
作

り
込
ま
な
く
て
も
、あ
る
意
味
大
雑
把
な
ほ
う

が
い
い
の
で
は
、な
ん
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　震
災
か
ら
10
年
間
、全
国
で
災
害
が
い
ろ
ん

な
形
で
起
き
て
い
ま
す
。直
接
観
光
に
結
び
つ

く
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、我
々
は
大
き
な

災
害
の
経
験
者
な
の
で
、防
災
や
い
ざ
と
な
っ

た
時
の
こ
と
も
含
め
て
、伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
ね
。

を
一
緒
に
作
れ
な
い
な
ど
の
悩
み
が
あ
り
ま
し

た
。す
る
と「
ば
!
ば
!
ば
!
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
気

仙
沼
」と
い
う
気
仙
沼
の
市
民
団
体
が
両
方
の

ル
ー
ト
が
載
っ
て
い
る
地
図
を
作
っ
て
く
れ
た

ん
で
す
。使
い
や
す
く
て
、す
ご
く
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
ね
。

―
―
現
在
の
唐
桑
観
光
ガ
イ
ド
の
会
の
活
動
内

容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
浦

　ガ
イ
ド
は
観
光
協
会
か
ら
の
依
頼
を
メ

イ
ン
に
受
け
、夏
場
は
主
に
遊
歩
道
の
雑
草
管

理
を
し
て
い
ま
す
。労
力
も
要
る
し
期
間
も
長

い
の
で
、観
光
協
会
か
ら
委
託
を
受
け
て
有
償

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　3
年
前
に
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
会
か
ら
助

成
を
得
て
、遊
歩
道
に
撒
く
木
材
チ
ッ
プ
を
製

作
す
る
機
械
を
買
い
ま
し
た
。全
国
の
観
光
ガ

イ
ド
の
会
で
も
こ
の
機
械
を
持
っ
て
い
る
の
は

珍
し
い
と
思
い
ま
す
。実
は
今
日
も
、私
以
外
の

7
人
は
そ
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

熊
谷

　以
前
は「
お
茶
っ
こ
飲
み
」と
呼
ん
で
い

た
定
例
会
を
毎
月
し
て
い
ま
す
。大
体
2
時
間

く
ら
い
で
、「
今
度
こ
う
い
う
こ
と
や
り
た
い
ん

だ
け
ど
」と
誰
か
が
言
っ
た
ら「
い
い
ね
、じ
ゃ

あ
こ
の
日
に
」と
い
う
感
じ
で
、自
然
に
物
事
が

決
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

三
浦

　誰
が
リ
ー
ダ
ー
と
か
で
は
な
く
、と
に

か
く
会
員
み
ん
な
で
話
し
て
い
て
、い
つ
も
話

題
い
っ
ぱ
い
と
い
う
状
態
で
す
。ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
作
り
の
時
も
、作
業
中
は
皆
夢
中
で
す
が
、休

み
時
間
に
世
間
話
す
る
の
も
楽
し
み
な
の
か
な

と
。ガ
イ
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
の
で
、羊

ち
ゃ
ん
が
お
客
さ
ん
の
依
頼
内
容
に
合
わ
せ
て

ガ
イ
ド
を
選
び
、我
々
は
与
え
ら
れ
た
コ
ー
ス

を
ガ
イ
ド
し
て
い
ま
す
。

熊
谷

　後
か
ら
手
紙
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た

り
、お
土
産
を
も
ら
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

三
浦

　そ
う
い
う
の
が
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。毎

年
12
月
に
1
泊
2
日
で
ガ
イ
ド
研
修
を
行
な
っ

て
い
て
、4
年
間
続
い
て
い
ま
す
。最
初
の
年
は

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
青
森
県
八
戸
市
の

種
差
海
岸
や
岩
手
県
田
野
畑
村
の
北
山
崎
ル
ー

ト
を
歩
き
ま
し
た
。2
年
目
は
宮
城
オ
ル
レ
第

2
号
の
奥
松
島
コ
ー
ス
、3
年
目
は
第
3
号
の

大
崎
鳴
子
コ
ー
ス
、去
年
は
第
4
号
の
登
米
コ

ー
ス
な
ど
に
訪
れ
て
、お
昼
時
に
お
や
つ
を
も

ら
っ
た
り
、お
も
て
な
し
を
受
け
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
よ
。

熊
谷

　環
境
省
の
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

で
得
ら
れ
た
ガ
イ
ド
技
術
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
今
も
ガ
イ
ド
活
動
に
生
か
し

て
い
ま
す
。当
時
私
も
傍
で
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、未
だ
に
教
わ
っ
た
話
を
思
い
出
し
ま
す
ね
。

私
た
ち
も
ガ
イ
ド
活
動
を
長
く
続
け
て
い
る
の

で
、唐
桑
の
後
に
で
き
た
宮
城
県
内
の
オ
ル
レ

コ
ー
ス
の
地
域
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
来
て

「
こ
ん
な
風
に
や
っ
て
ま
す
」と
教
え
た
り
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
ち
ら
か
ら
も
現
地
に

行
っ
て
、ガ
イ
ド
候
補
の
方
と
一
緒
に
歩
い
て

が
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。地
域
か
ら
の
要
望
な

ど
が
県
や
市
に
き
ち
ん
と
声
が
通
り
や
す
く
な

っ
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

三
浦

　オ
ル
レ
の
遊
歩
道
の
階
段
な
ど
も
今
、

県
の
予
算
で
直
し
て
い
ま
す
。

三
上

　何
よ
り
も
、ト
レ
イ
ル
や
オ
ル
レ
、い
ろ

ん
な
事
業
を
興
す
時
に
沿
道
の
住
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
あ
る
こ
と
が
大
変
あ
り
が
た
い
で

す
。最
初
は「
前
を
通
る
な
」と
か
断
ら
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
け
ど
、観
光
客
に
声
を

か
け
て
く
れ
た
り
、話
し
始
め
る
と
30
分
く
ら

い
そ
の
場
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
名
物
の
じ
い

ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
し（
笑
）。

　小
中
学
生
の
子
ど
も
た
ち
も
コ
ー
ス
に
案
内

板
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、高
校
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
掃
除
し
て
く
れ
た
り
、あ
る
意
味
教

育
に
も
つ
な
が
っ
て
い
て
、非
常
に
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

熊
谷

　地
元
の
皆
さ
ん
は
歩
い
て
い
る
人
が
い

た
ら「
オ
ル
レ
で
す
か
」と
声
を
か
け
て
く
れ
た

り
、バ
ス
が
な
か
っ
た
ら
車
に
乗
せ
て
あ
げ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。

　お
客
さ
ん
に
は
関
係
な
い
の
で
す
が
、ト
レ

イ
ル
は
国
、オ
ル
レ
は
県
の
事
業
な
の
で
、地
図

4 ❹…
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ガイドの会草刈り

ガイドの会ウッドチップ製作作業／
ガイドの会ウッドチップ撒き

ガ
イ
ド（
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
）

ガイド（オルレ）

〈
観
光
の
現
状
〜

コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
〉

―
震
災
後
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
の
唐
桑
町

の
観
光
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
上

　震
災
後
は
、正
直
何
を
し
て
い
い
の
か
手

付
か
ず
の
状
態
で
し
た
が
、2
0
1
2
〜

2
0
1
5
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
環
境
省

の
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業（
以

下「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」）で
大
き
な
き

っ
か
け
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
1
3
年
に
は
唐
桑
半
島
を
含
む
三
陸
地
域

が
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ
、2
0
1
7
年

に
唐
桑
半
島
を
一
周
す
る
環
境
省 

み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
の
気
仙
沼
ル
ー
ト
が
開
通
し
ま
し

た
。復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
通
じ
て
発
足

し
た
唐
桑
観
光
ガ
イ
ド
の
会
も
メ
ン
バ
ー
が
増

え
、今
は
8
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

三
浦

　唐
桑
で
震
災
前
か
ら
観
光
に
夢
中
だ
っ

た
の
は
、気
仙
沼
市
の
観
光
ガ
イ
ド
を
ず
っ
と

や
っ
て
い
た
私
く
ら
い（
笑
）。今
、震
災
の
語
り

部
の
活
動
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
気
仙
沼
市
内
は

な
い
に
等
し
い
く
ら
い
減
り
ま
し
た
。市
内
中

心
部
か
ら
車
で
20
分
の
場
所
に
、被
災
し
た
高

校
校
舎
を
改
修
し
た「
気
仙
沼
市 

東
日
本
大
震

災
遺
構
･
伝
承
館
」と
い
う
施
設
が
で
き
た
の

で
、そ
ち
ら
に
お
客
さ
ん
が
行
く
よ
う
に
な
っ

て
、唐
桑
で
も
語
り
部
を
聞
き
た
い
と
い
う
方

は
減
っ
て
い
ま
す
。

熊
谷

　震
災
伝
承
館
は
結
構
規
模
が
大
き
い
こ

と
も
あ
り
、そ
こ
を
見
る
と「
お
腹
い
っ
ぱ
い
」

に
な
っ
ち
ゃ
う
の
で
、さ
ら
に
市
内
や
唐
桑
ま

で
来
て
、震
災
の
こ
と
を
学
ぶ
気
に
な
ら
な
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

三
上

　唐
桑
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
も「
津

波
体
験
館
」と
い
う
施
設
が
あ
り
ま
す
。気
仙
沼

の
震
災
伝
承
館
は
3
・
11
に
特
化
し
た
施
設
で

す
が
、こ
こ
は
明
治
や
昭
和
の
津
波
も
紹
介
し

て
い
て
、そ
の
違
い
は
我
々
と
し
て
も
強
調
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　子
ど
も
達
が
唐
桑
半
島
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し

な
が
ら
、津
波
体
験
館
も
見
学
す
る
と
い
っ
た

体
験
学
習
の
グ
ル
ー
プ
は
結
構
来
て
い
ま
す
。

三
浦
さ
ん
の
よ
う
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
ガ
イ
ド

も
、震
災
の
話
を
当
然
避
け
て
通
れ
な
い
の
で
、

語
り
部
と
い
え
ば
語
り
部
と
言
え
ま
す
。地
元

の
植
物
、動
物
、地
形
の
話
に
震
災
の
話
を
含
め

て
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。

三
浦

　お
客
様
が
ど
う
い
う
目
的
で
来
て
い
る

か
を
見
て
、事
務
局
で
羊
ち
ゃ
ん（
熊
谷
さ
ん
）

が
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ガ
イ
ド
を
割
り
振
り
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

熊
谷

　お
客
様
の
目
的
は
色
々
で
す
が
、ガ
イ

ド
を
依
頼
す
る
お
客
さ
ん
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
を
目
的
で
来
て
い
て
、被
災
地
を
見
に
行
く

と
い
う
感
覚
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

ね
。被
災
地
の
見
学
だ
け
が
目
的
と
い
う
団
体

は
ほ
と
ん
ど
来
て
い
ま
せ
ん
し
、個
人
も
減
っ

て
い
ま
す
。

三
浦

　2
0
1
8
年
10
月
、唐
桑
半
島
に「
宮
城

オ
ル
レ

　気
仙
沼
・
唐
桑
コ
ー
ス
」と
い
う
、ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
起
点
と
す
る
10
キ
ロ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

「
オ
ル
レ
」と
は
、韓
国
済
州
島
の
方
言
で「
通
り

か
ら
家
に
通
じ
る
狭
い
路
地
」と
い
う
意
味
で

す
が
、歩
く
道
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
い

う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。宮
城
県
に
は
オ

ル
レ
が
今
4
コ
ー
ス
あ
り
ま
す
が
、第
1
号
が

唐
桑
半
島
で
す
。オ
ル
レ
が
で
き
た
こ
と
で
、お

客
さ
ん
が
増
え
ま
し
た
。

三
上

　オ
ル
レ
も
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

が
き
っ
か
け
で
生
ま
れ
た
も
の
の
一
つ
で
、そ

の
遺
産
が
綿
々
と
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

〈
オ
ル
レ
と
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
〉

―
―
ト
レ
イ
ル
と
オ
ル
レ
、2
つ
の
ル
ー
ト
に

は
棲
み
分
け
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

三
上

　基
本
的
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
変
わ
り
は

な
い
で
す（
笑
）。ト
レ
イ
ル
の
コ
ー
ス
も
一
部

オ
ル
レ
の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。オ
ル
レ

は
、私
た
ち
が
子
供
の
頃
に
浜
に
通
っ
て
い
た

畦
道
や
民
家
の
軒
下
な
ど
、洗
濯
物
を
干
し
て

あ
る
脇
を
通
る
と
か
、大
根
畑
の
脇
や
浜
を
歩

く
と
か
、本
当
に
生
活
感
を
感
じ
て
も
ら
う
の

が
売
り
で
す
。手
前
味
噌
な
が
ら
結
構
評
判
は

い
い
で
す
よ
。

　「
オ
ル
レ
」と
い
う
名
前
が
耳
慣
れ
な
い
の

で
、そ
れ
が
と
っ
か
か
り
に
な
っ
て
覚
え
て
も

ら
え
て
、入
口
と
し
て
も
大
変
効
果
的
で
す
。

熊
谷

　最
初
は「
ト
レ
イ
ル
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

オ
ル
レ
は
全
く
違
う
ル
ー
ト
設
置
に
し
よ
う
」

と
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、韓
国
の
オ
ル
レ
本

部
が
決
め
て
い
る
こ
と
と
し
て
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
道
路
は
ダ
メ
、土
の
道
路
が
6
割
、7
割
を

占
め
る
こ
と
と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
、そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
探
す
の
が
ち
ょ
っ
と
大
変
で
し

た
。で
も
、韓
国
の
オ
ル
レ
は
結
構
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
道
が
多
か
っ
た
り
す
る
ん
だ
け
ど（
笑
）。

三
浦

　宮
城
県
内
で
の
オ
ル
レ
コ
ー
ス
第
1
号

と
な
る
た
め
に
、三
上
会
長
を
は
じ
め
、私
た
ち

も
何
度
と
な
く
ル
ー
ト
づ
く
り
の
た
め
に
歩
き

ま
し
た
。ち
ょ
っ
と
で
も
工
場
が
見
え
る
と
こ

ろ
は
ダ
メ
と
か
、我
々
が
こ
こ
を
通
り
た
い
と

言
っ
て
も
ダ
メ
だ
っ
た
り
、本
部
か
ら
認
定
を

取
る
ま
で
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

熊
谷

　ト
レ
イ
ル
は
2
ヶ
月
か
け
て
1
0
0
0

㎞
以
上
の
ル
ー
ト
の
踏
破
を
目
指
す
、ハ
イ
カ

ー
も
た
ま
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、登
山
な

ど
が
好
き
な
中
高
年
の
方
が「
今
日
は
こ
こ
か

ら
こ
こ
ま
で
歩
い
て
み
ま
す
」と
い
う
感
じ
も

多
い
で
す
。ト
レ
イ
ル
が
目
的
で
来
た
人
が
こ

こ
で
オ
ル
レ
を
知
り
、こ
っ
ち
も
歩
い
て
み
よ

う
か
な
と
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、逆
も
あ
る
の

で
2
つ
ル
ー
ト
が
あ
る
の
は
、結
構
い
い
感
じ

か
な
と
。

三
上

　元
気
な
中
高
年
が
結
構
、真
冬
で
も
来

て
い
ま
す
よ
。オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
冬
も
歩
け
る

と
い
う
の
が
大
変
あ
り
が
た
い
。山
の
木
の
葉

っ
ぱ
が
全
部
落
ち
て
見
通
し
が
良
く
な
り
、山

か
ら
浜
が
見
え
る
の
で
、「
な
る
ほ
ど
、こ
れ
は

冬
も
い
い
な
」と
思
い
ま
す
ね
。

　唐
桑
半
島
は
花
が
咲
い
た
り
、カ
モ
シ
カ
な

ど
の
動
物
が
い
た
り
、春
夏
秋
冬
、い
ろ
ん
な
自

然
が
楽
し
め
ま
す
。オ
ル
レ
の
ル
ー
ト
づ
く
り

は「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
俺
は
70
年
住
ん
で
た
の

か
」と
改
め
て
地
元
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
ね
。

〈
ガ
イ
ド
の
会
は

自
発
的
な
活
動
を
展
開
〉

三
上

　オ
ル
レ
導
入
に
は
韓
国
の
事
務
局
と
協

定
が
必
要
で
し
た
が
、そ
の
た
め
の
予
算
を
県

交
流
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

三
浦

　コ
ロ
ナ
禍
前
は
、こ
こ
4
、5
年
で
実
績

も
積
ん
で
き
て
、じ
ゃ
あ
民
宿
と
連
携
し
て
1

泊
2
日
の
ガ
イ
ド
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
も
組
ん
で

み
よ
う
か
と
観
光
協
会
と
話
を
進
め
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
。

熊
谷

　コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
る
ま
で
は
、新
し
く
ガ

イ
ド
に
な
っ
た
方
な
ど
の
た
め
に
も
、案
内
す
る

コ
ー
ス
な
ど
を
あ
る
程
度
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
り
を
し
よ
う
と
い
う
話
が
出
て
い
ま
す
。

三
浦

　令
和
2
年
度
の
環
境
省
の「
国
立
・
国
定

公
園
へ
の
誘
客
の
推
進
事
業
」で
三
陸
復
興
国

立
公
園
の
事
業
者
の
一
つ
と
し
て
唐
桑
観
光
ガ

イ
ド
の
会
が
選
ば
れ
、9
月
か
ら
2
月
末
ま
で

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ガ
イ
ド
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
や
環
境
整
備
な
ど
の
内
容
か
ら
な

り
、今
は
そ
れ
が
忙
し
い
で
す
。

〈
コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
た
近
況
〉

―
―
今
も
少
し
お
話
に
出
ま
し
た
が
、唐
桑
町

や
気
仙
沼
市
内
の
、コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
た
最
近

の
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

三
浦

　気
仙
沼
市
の
仮
設
住
宅
は
す
べ
て
な
く

な
り
ま
し
た
。3
月
6
日
に
三
陸
沿
岸
道
路
の

唐
桑
を
含
む
気
仙
沼
地
区
の
残
り
7
・
3
キ
ロ

も
開
通
し
、気
仙
沼
湾
横
断
橋
を
通
じ
て
、仙
台

か
ら
宮
古
ま
で
直
通
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

熊
谷

　国
民
宿
舎
の
か
ら
く
わ
荘
が
廃
業
し
、

今
解
体
工
事
中
で
す
。跡
地
に
新
し
い
建
物
を

作
る
と
い
う
話
で
す
が
何
を
建
て
る
か
は
調
査

中
で
す
。気
仙
沼
市
が
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー

カ
ー
の
モ
ン
ベ
ル
に
調
査
を
委
託
し
、も
う
す

ぐ
構
想
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

三
上

　旧
か
ら
く
わ
荘
に
隣
接
す
る
唐
桑
半
島

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
、県
が
改
築
を
決
定
し

ま
し
た
。「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
改
築
で
は
な

く
、新
築
に
し
て
く
れ
」と
要
望
す
る
な
ど
、津

波
体
験
館
の
今
後
も
含
め
て
、我
々
か
ら
市
へ

色
々
希
望
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。オ
ル

レ
の
ゴ
ー
ル
地
点
近
く
に
あ
る
半
造
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
も
お
客
様
が
休
憩
で
き
る
よ
う
に
、改
築

を
計
画
中
で
す
。

　町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
に
関
し
て
は
、

震
災
前
に
匹
敵
す
る
く
ら
い
の
生
産
量
に
戻
り

ま
し
た
。防
潮
堤
な
ど
の
工
事
も
一
区
切
り
つ

い
た
の
で
、民
宿
に
長
期
宿
泊
し
て
い
た
事
業

者
も
そ
ろ
そ
ろ
い
な
く
な
り
ま
す
。

三
浦

　た
く
さ
ん
工
事
関
係
者
が
入
っ
て
い
た

時
は
大
手
会
社
の
飯
場
な
ど
も
あ
っ
た
け
ど
、

既
に
解
体
さ
れ
、み
ん
な
引
き
上
げ
て
い
ま
す

よ
ね
。三
陸
沿
岸
道
路
が
開
通
し
た
ら
、ま
す
ま

す
い
な
く
な
る
だ
ろ
う
し
。

三
上

　観
光
客
に
お
出
し
す
る
料
理
は
や
は
り

気
を
遣
い
ま
す
が
、工
事
関
係
者
の
方
は
そ
れ

ほ
ど
メ
ニ
ュ
ー
に
こ
だ
わ
り
が
な
く
、食
事
の

あ
と
は
お
風
呂
に
入
っ
て
寝
る
と
い
う
毎
日
の

パ
タ
ー
ン
な
の
で
、正
直
に
い
う
と
受
け
入
れ

が
楽
な
面
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、そ
れ
に
慣
れ
て

し
ま
う
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、観
光

客
の
迎
え
入
れ
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
に
来
て

い
た
の
が
コ
ロ
ナ
禍
前
で
す
。

　た
だ
、う
ち
の
宿
を
始
め
、唐
桑
の
宿
泊
施
設

は
キ
ー
を
渡
し
て「
部
屋
へ
ど
う
ぞ
」で
終
わ
り

で
は
な
く
、地
元
の
説
明
を
し
な
が
ら
お
客
さ

ん
と
お
酒
を
飲
ん
だ
り
と
い
っ
た
、い
わ
ば

「
密
」が
売
り
。コ
ロ
ナ
禍
は
そ
れ
が「
で
き
な

い
」じ
ゃ
な
く
て「
す
る
な
」だ
か
ら
、そ
こ
は
一

番
影
響
が
大
き
い
で
す
。

　し
ば
ら
く
の
間
、遠
く
か
ら
来
る
関
東
圏
の

お
客
さ
ん
は
し
ば
ら
く
お
断
り
し
て
い
ま
し

た
。も
し
う
ち
の
宿
か
ら
感
染
者
が
出
た
ら
、観

光
協
会
の
み
ん
な
が
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
て
る
と

言
わ
れ
か
ね
な
い
し
、そ
し
た
ら
オ
ル
レ
と
か

い
ろ
ん
な
こ
と
に
影
響
が
あ
る
の
が
怖
か
っ

た
。で
も
、そ
ろ
そ
ろ
受
け
入
れ
て
い
こ
う
と
、

今
年
に
入
っ
て
初
め
て
昨
日
、関
東
か
ら
ひ
と

組
受
け
入
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

熊
谷

　こ
の
あ
た
り
は
感
染
者
が
少
な
い
分
、

「
ど
こ
ど
こ
で
感
染
者
が
出
た
」み
た
い
な
噂
が

ば
っ
と
広
ま
り
や
す
く
、そ
れ
が
本
当
に
根
も

葉
も
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。そ
れ
で
苦
し
ん
で

い
る
方
も
多
い
の
で
、ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、病

気
の
怖
さ
よ
り
田
舎
の
怖
さ
み
た
い
な
の
が
あ

り
ま
す
。

三
浦

　ガ
イ
ド
の
依
頼
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全

く
な
い
状
況
で
す
。普
段
だ
っ
た
ら
、イ
ベ
ン
ト

で
も
や
ろ
う
か
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
も
難
し

い
で
す
し
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
変
化
と
し
て
は
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
そ
ば
の
キ
ャ
ン
プ
場

に
、冬
も
毎
日
欠
か
さ
ず
お
客
さ
ん
が
来
て
い

る
こ
と
で
す
ね
。

熊
谷

　他
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
満
員
だ
っ
た
り
休

ん
で
い
た
り
で
、消
去
法
で
来
て
い
る
よ
う
で

す
が
、一
回
泊
ま
っ
た
方
は「
ま
た
来
ま
す
」と

言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
ね
。

三
上

　た
だ
悶
々
と
し
て
て
も
面
白
く
な
い
の

で
、次
の
矢
を
ど
う
放
つ
か
、今
休
ん
で
る
の
は

む
し
ろ
幸
い
と
思
っ
て
コ
タ
ツ
で
酒
飲
み
な
が

ら
毎
晩
考
え
て
ま
す（
笑
）。観
光
が
開
放
さ
れ

た
時
に
は
、当
然
皆
さ
ん
待
ち
き
れ
な
く
て
移

動
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、そ
の
た
め
の
受
け
入
れ

準
備
を
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　例
え
ば
オ
ル
レ
の
コ
ー
ス
も
、三
陸
沿
岸
道

路
が
開
通
す
る
と
環
境
が
激
変
す
る
で
し
ょ
う

し
。10
年
目
の
節
目
と
し
て
、道
路
が
で
き
る
の

は
便
利
で
い
い
で
す
が
日
帰
り
で
き
て
し
ま
う

の
で
、ト
レ
イ
ル
の
コ
ー
ス
と
絡
ま
せ
た
り
し

て
1
泊
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
中
で
す
。

三
浦

　5
月
17
日
か
ら
気
仙
沼
を
舞
台
に
し
た

N
H
K
の
朝
ド
ラ
マ「
お
か
え
り
モ
ネ
」が
始
ま

り
、高
速
道
路
も
開
通
す
る
の
で
、か
な
り
お
客

様
が
来
る
と
思
い
ま
す
。

〈
被
災
地
で
の
観
光
の
役
割
、

今
後
の
展
望
〉

―
―
震
災
か
ら
10
年
を
振
り
返
っ
て
、観
光
は

被
災
地
の
復
興
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

た
と
思
い
ま
す
か
。

三
上

　間
違
い
な
く
、観
光
は
地
元
の
復
興
に

通
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。観
光
を
通
じ
て
地
元

の
人
た
ち
も
元
気
に
な
っ
て
い
る
し
、地
元
の
皆

さ
ん
に
も
ト
レ
イ
ル
や
オ
ル
レ
を
よ
く
理
解
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。唐
桑
と
い
う
報
道
が
新
聞
や

テ
レ
ビ
に
出
る
と
や
っ
ぱ
り
嬉
し
く
て
、住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
を
見
直
し
て
自
信
が
持
て
る
し
、子

ど
も
た
ち
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

昔
は
自
分
も「
こ
ん
な
田
舎
は
嫌
だ
」と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、「
こ
う
い
う
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る

ん
だ
ぞ
」と
地
域
の
人
が
自
信
を
持
つ
と
い
う

の
は
、一
番
嬉
し
く
て
ね
。皆
さ
ん
協
力
し
て
く

れ
る
し
。そ
れ
が
何
よ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

熊
谷

　震
災
前
か
ら
比
べ
る
と
明
ら
か
に
、い

ろ
ん
な
人
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
き
て
、地
域
の

人
た
ち
も
い
ろ
ん
な
視
点
を
得
て
、前
と
は
地

元
の
見
え
方
が
変
わ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。よ
そ
か
ら
人
が
来
た
ら「
こ
う
い
う
と
こ
ろ

が
あ
る
よ
」と
か
、地
域
の
紹
介
を
み
ん
な
が
し

て
く
れ
る
の
が
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
上

　唐
桑
で
も
観
光
を
別
に
し
て
、自
治
会

や
防
災
集
団
移
転
地
区
の
単
位
ご
と
に
、住
民

が
昔
小
学
校
へ
の
通
学
に
使
っ
た
山
道
な
ど

を
、オ
ル
レ
や
ト
レ
イ
ル
以
外
で
も
歩
い
て
い
ま

す
。地
元
を
見
直
す
い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　オ
ル
レ
を
通
じ
て
韓
国
と
民
間
レ
ベ
ル
で
つ

な
が
り
、韓
国
の
方
々
は
す
ご
く
フ
レ
ン
ド
リ

ー
だ
と
感
じ
ま
し
た
。世
界
に
は
他
に
も
色
々

な
ト
レ
イ
ル
の
団
体
や
、ト
レ
イ
ル
や
フ
ッ
ト

パ
ス
を
持
つ
地
域
が
あ
る
の
で
横
の
つ
な
が
り

を
も
っ
と
充
実
さ
せ
た
い
で
す
ね
。世
界
の
ト

レ
イ
ル
好
き
の
人
た
ち
と
も
、つ
な
が
り
が
で

き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　先
日
、名
取
の
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
に
い
る

方
が
ア
メ
リ
カ
の
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
に

歩
き
に
行
っ
た
時
の
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。沿
道
の
人
た
ち
が
歩
く
人
を
手
厚
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
そ
う
で
、四
国
の
お
遍
路
さ

ん
に
近
い
も
の
が
あ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。そ

う
い
う
形
な
ら
、む
し
ろ
丁
寧
に
コ
ー
ス
を
作

り
込
ま
な
く
て
も
、あ
る
意
味
大
雑
把
な
ほ
う

が
い
い
の
で
は
、な
ん
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　震
災
か
ら
10
年
間
、全
国
で
災
害
が
い
ろ
ん

な
形
で
起
き
て
い
ま
す
。直
接
観
光
に
結
び
つ

く
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、我
々
は
大
き
な

災
害
の
経
験
者
な
の
で
、防
災
や
い
ざ
と
な
っ

た
時
の
こ
と
も
含
め
て
、伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
ね
。

を
一
緒
に
作
れ
な
い
な
ど
の
悩
み
が
あ
り
ま
し

た
。す
る
と「
ば
!
ば
!
ば
!
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
気

仙
沼
」と
い
う
気
仙
沼
の
市
民
団
体
が
両
方
の

ル
ー
ト
が
載
っ
て
い
る
地
図
を
作
っ
て
く
れ
た

ん
で
す
。使
い
や
す
く
て
、す
ご
く
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
ね
。

―
―
現
在
の
唐
桑
観
光
ガ
イ
ド
の
会
の
活
動
内

容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
浦

　ガ
イ
ド
は
観
光
協
会
か
ら
の
依
頼
を
メ

イ
ン
に
受
け
、夏
場
は
主
に
遊
歩
道
の
雑
草
管

理
を
し
て
い
ま
す
。労
力
も
要
る
し
期
間
も
長

い
の
で
、観
光
協
会
か
ら
委
託
を
受
け
て
有
償

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　3
年
前
に
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
会
か
ら
助

成
を
得
て
、遊
歩
道
に
撒
く
木
材
チ
ッ
プ
を
製

作
す
る
機
械
を
買
い
ま
し
た
。全
国
の
観
光
ガ

イ
ド
の
会
で
も
こ
の
機
械
を
持
っ
て
い
る
の
は

珍
し
い
と
思
い
ま
す
。実
は
今
日
も
、私
以
外
の

7
人
は
そ
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

熊
谷

　以
前
は「
お
茶
っ
こ
飲
み
」と
呼
ん
で
い

た
定
例
会
を
毎
月
し
て
い
ま
す
。大
体
2
時
間

く
ら
い
で
、「
今
度
こ
う
い
う
こ
と
や
り
た
い
ん

だ
け
ど
」と
誰
か
が
言
っ
た
ら「
い
い
ね
、じ
ゃ

あ
こ
の
日
に
」と
い
う
感
じ
で
、自
然
に
物
事
が

決
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

三
浦

　誰
が
リ
ー
ダ
ー
と
か
で
は
な
く
、と
に

か
く
会
員
み
ん
な
で
話
し
て
い
て
、い
つ
も
話

題
い
っ
ぱ
い
と
い
う
状
態
で
す
。ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
作
り
の
時
も
、作
業
中
は
皆
夢
中
で
す
が
、休

み
時
間
に
世
間
話
す
る
の
も
楽
し
み
な
の
か
な

と
。ガ
イ
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
の
で
、羊

ち
ゃ
ん
が
お
客
さ
ん
の
依
頼
内
容
に
合
わ
せ
て

ガ
イ
ド
を
選
び
、我
々
は
与
え
ら
れ
た
コ
ー
ス

を
ガ
イ
ド
し
て
い
ま
す
。

熊
谷

　後
か
ら
手
紙
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た

り
、お
土
産
を
も
ら
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

三
浦

　そ
う
い
う
の
が
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。毎

年
12
月
に
1
泊
2
日
で
ガ
イ
ド
研
修
を
行
な
っ

て
い
て
、4
年
間
続
い
て
い
ま
す
。最
初
の
年
は

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
青
森
県
八
戸
市
の

種
差
海
岸
や
岩
手
県
田
野
畑
村
の
北
山
崎
ル
ー

ト
を
歩
き
ま
し
た
。2
年
目
は
宮
城
オ
ル
レ
第

2
号
の
奥
松
島
コ
ー
ス
、3
年
目
は
第
3
号
の

大
崎
鳴
子
コ
ー
ス
、去
年
は
第
4
号
の
登
米
コ

ー
ス
な
ど
に
訪
れ
て
、お
昼
時
に
お
や
つ
を
も

ら
っ
た
り
、お
も
て
な
し
を
受
け
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
よ
。

熊
谷

　環
境
省
の
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

で
得
ら
れ
た
ガ
イ
ド
技
術
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
今
も
ガ
イ
ド
活
動
に
生
か
し

て
い
ま
す
。当
時
私
も
傍
で
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、未
だ
に
教
わ
っ
た
話
を
思
い
出
し
ま
す
ね
。

私
た
ち
も
ガ
イ
ド
活
動
を
長
く
続
け
て
い
る
の

で
、唐
桑
の
後
に
で
き
た
宮
城
県
内
の
オ
ル
レ

コ
ー
ス
の
地
域
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
来
て

「
こ
ん
な
風
に
や
っ
て
ま
す
」と
教
え
た
り
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
ち
ら
か
ら
も
現
地
に

行
っ
て
、ガ
イ
ド
候
補
の
方
と
一
緒
に
歩
い
て

が
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。地
域
か
ら
の
要
望
な

ど
が
県
や
市
に
き
ち
ん
と
声
が
通
り
や
す
く
な

っ
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

三
浦

　オ
ル
レ
の
遊
歩
道
の
階
段
な
ど
も
今
、

県
の
予
算
で
直
し
て
い
ま
す
。

三
上

　何
よ
り
も
、ト
レ
イ
ル
や
オ
ル
レ
、い
ろ

ん
な
事
業
を
興
す
時
に
沿
道
の
住
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
あ
る
こ
と
が
大
変
あ
り
が
た
い
で

す
。最
初
は「
前
を
通
る
な
」と
か
断
ら
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
け
ど
、観
光
客
に
声
を

か
け
て
く
れ
た
り
、話
し
始
め
る
と
30
分
く
ら

い
そ
の
場
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
名
物
の
じ
い

ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
し（
笑
）。

　小
中
学
生
の
子
ど
も
た
ち
も
コ
ー
ス
に
案
内

板
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、高
校
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
掃
除
し
て
く
れ
た
り
、あ
る
意
味
教

育
に
も
つ
な
が
っ
て
い
て
、非
常
に
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

熊
谷

　地
元
の
皆
さ
ん
は
歩
い
て
い
る
人
が
い

た
ら「
オ
ル
レ
で
す
か
」と
声
を
か
け
て
く
れ
た

り
、バ
ス
が
な
か
っ
た
ら
車
に
乗
せ
て
あ
げ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。

　お
客
さ
ん
に
は
関
係
な
い
の
で
す
が
、ト
レ

イ
ル
は
国
、オ
ル
レ
は
県
の
事
業
な
の
で
、地
図

聞
き
手
：

菅
野
正
洋

（
上
席
主
任
研

究
員
）

編
集
協
力
：

井
上
理
恵
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ガイドの会草刈り

ガイドの会ウッドチップ製作作業／
ガイドの会ウッドチップ撒き

ガ
イ
ド（
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
）

ガイド（オルレ）

〈
観
光
の
現
状
〜

コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
〉

―
震
災
後
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
の
唐
桑
町

の
観
光
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
上

　震
災
後
は
、正
直
何
を
し
て
い
い
の
か
手

付
か
ず
の
状
態
で
し
た
が
、2
0
1
2
〜

2
0
1
5
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
環
境
省

の
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業（
以

下「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」）で
大
き
な
き

っ
か
け
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
1
3
年
に
は
唐
桑
半
島
を
含
む
三
陸
地
域

が
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ
、2
0
1
7
年

に
唐
桑
半
島
を
一
周
す
る
環
境
省 

み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
の
気
仙
沼
ル
ー
ト
が
開
通
し
ま
し

た
。復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
通
じ
て
発
足

し
た
唐
桑
観
光
ガ
イ
ド
の
会
も
メ
ン
バ
ー
が
増

え
、今
は
8
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

三
浦

　唐
桑
で
震
災
前
か
ら
観
光
に
夢
中
だ
っ

た
の
は
、気
仙
沼
市
の
観
光
ガ
イ
ド
を
ず
っ
と

や
っ
て
い
た
私
く
ら
い（
笑
）。今
、震
災
の
語
り

部
の
活
動
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
気
仙
沼
市
内
は

な
い
に
等
し
い
く
ら
い
減
り
ま
し
た
。市
内
中

心
部
か
ら
車
で
20
分
の
場
所
に
、被
災
し
た
高

校
校
舎
を
改
修
し
た「
気
仙
沼
市 

東
日
本
大
震

災
遺
構
･
伝
承
館
」と
い
う
施
設
が
で
き
た
の

で
、そ
ち
ら
に
お
客
さ
ん
が
行
く
よ
う
に
な
っ

て
、唐
桑
で
も
語
り
部
を
聞
き
た
い
と
い
う
方

は
減
っ
て
い
ま
す
。

熊
谷

　震
災
伝
承
館
は
結
構
規
模
が
大
き
い
こ

と
も
あ
り
、そ
こ
を
見
る
と「
お
腹
い
っ
ぱ
い
」

に
な
っ
ち
ゃ
う
の
で
、さ
ら
に
市
内
や
唐
桑
ま

で
来
て
、震
災
の
こ
と
を
学
ぶ
気
に
な
ら
な
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

三
上

　唐
桑
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
も「
津

波
体
験
館
」と
い
う
施
設
が
あ
り
ま
す
。気
仙
沼

の
震
災
伝
承
館
は
3
・
11
に
特
化
し
た
施
設
で

す
が
、こ
こ
は
明
治
や
昭
和
の
津
波
も
紹
介
し

て
い
て
、そ
の
違
い
は
我
々
と
し
て
も
強
調
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　子
ど
も
達
が
唐
桑
半
島
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し

な
が
ら
、津
波
体
験
館
も
見
学
す
る
と
い
っ
た

体
験
学
習
の
グ
ル
ー
プ
は
結
構
来
て
い
ま
す
。

三
浦
さ
ん
の
よ
う
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
ガ
イ
ド

も
、震
災
の
話
を
当
然
避
け
て
通
れ
な
い
の
で
、

語
り
部
と
い
え
ば
語
り
部
と
言
え
ま
す
。地
元

の
植
物
、動
物
、地
形
の
話
に
震
災
の
話
を
含
め

て
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。

三
浦

　お
客
様
が
ど
う
い
う
目
的
で
来
て
い
る

か
を
見
て
、事
務
局
で
羊
ち
ゃ
ん（
熊
谷
さ
ん
）

が
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ガ
イ
ド
を
割
り
振
り
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

熊
谷

　お
客
様
の
目
的
は
色
々
で
す
が
、ガ
イ

ド
を
依
頼
す
る
お
客
さ
ん
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
を
目
的
で
来
て
い
て
、被
災
地
を
見
に
行
く

と
い
う
感
覚
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

ね
。被
災
地
の
見
学
だ
け
が
目
的
と
い
う
団
体

は
ほ
と
ん
ど
来
て
い
ま
せ
ん
し
、個
人
も
減
っ

て
い
ま
す
。

三
浦

　2
0
1
8
年
10
月
、唐
桑
半
島
に「
宮
城

オ
ル
レ

　気
仙
沼
・
唐
桑
コ
ー
ス
」と
い
う
、ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
起
点
と
す
る
10
キ
ロ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

「
オ
ル
レ
」と
は
、韓
国
済
州
島
の
方
言
で「
通
り

か
ら
家
に
通
じ
る
狭
い
路
地
」と
い
う
意
味
で

す
が
、歩
く
道
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
い

う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。宮
城
県
に
は
オ

ル
レ
が
今
4
コ
ー
ス
あ
り
ま
す
が
、第
1
号
が

唐
桑
半
島
で
す
。オ
ル
レ
が
で
き
た
こ
と
で
、お

客
さ
ん
が
増
え
ま
し
た
。

三
上

　オ
ル
レ
も
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

が
き
っ
か
け
で
生
ま
れ
た
も
の
の
一
つ
で
、そ

の
遺
産
が
綿
々
と
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

〈
オ
ル
レ
と
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
〉

―
―
ト
レ
イ
ル
と
オ
ル
レ
、2
つ
の
ル
ー
ト
に

は
棲
み
分
け
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

三
上

　基
本
的
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
変
わ
り
は

な
い
で
す（
笑
）。ト
レ
イ
ル
の
コ
ー
ス
も
一
部

オ
ル
レ
の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。オ
ル
レ

は
、私
た
ち
が
子
供
の
頃
に
浜
に
通
っ
て
い
た

畦
道
や
民
家
の
軒
下
な
ど
、洗
濯
物
を
干
し
て

あ
る
脇
を
通
る
と
か
、大
根
畑
の
脇
や
浜
を
歩

く
と
か
、本
当
に
生
活
感
を
感
じ
て
も
ら
う
の

が
売
り
で
す
。手
前
味
噌
な
が
ら
結
構
評
判
は

い
い
で
す
よ
。

　「
オ
ル
レ
」と
い
う
名
前
が
耳
慣
れ
な
い
の

で
、そ
れ
が
と
っ
か
か
り
に
な
っ
て
覚
え
て
も

ら
え
て
、入
口
と
し
て
も
大
変
効
果
的
で
す
。

熊
谷

　最
初
は「
ト
レ
イ
ル
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

オ
ル
レ
は
全
く
違
う
ル
ー
ト
設
置
に
し
よ
う
」

と
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、韓
国
の
オ
ル
レ
本

部
が
決
め
て
い
る
こ
と
と
し
て
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
道
路
は
ダ
メ
、土
の
道
路
が
6
割
、7
割
を

占
め
る
こ
と
と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
、そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
探
す
の
が
ち
ょ
っ
と
大
変
で
し

た
。で
も
、韓
国
の
オ
ル
レ
は
結
構
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
道
が
多
か
っ
た
り
す
る
ん
だ
け
ど（
笑
）。

三
浦

　宮
城
県
内
で
の
オ
ル
レ
コ
ー
ス
第
1
号

と
な
る
た
め
に
、三
上
会
長
を
は
じ
め
、私
た
ち

も
何
度
と
な
く
ル
ー
ト
づ
く
り
の
た
め
に
歩
き

ま
し
た
。ち
ょ
っ
と
で
も
工
場
が
見
え
る
と
こ

ろ
は
ダ
メ
と
か
、我
々
が
こ
こ
を
通
り
た
い
と

言
っ
て
も
ダ
メ
だ
っ
た
り
、本
部
か
ら
認
定
を

取
る
ま
で
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

熊
谷

　ト
レ
イ
ル
は
2
ヶ
月
か
け
て
1
0
0
0

㎞
以
上
の
ル
ー
ト
の
踏
破
を
目
指
す
、ハ
イ
カ

ー
も
た
ま
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、登
山
な

ど
が
好
き
な
中
高
年
の
方
が「
今
日
は
こ
こ
か

ら
こ
こ
ま
で
歩
い
て
み
ま
す
」と
い
う
感
じ
も

多
い
で
す
。ト
レ
イ
ル
が
目
的
で
来
た
人
が
こ

こ
で
オ
ル
レ
を
知
り
、こ
っ
ち
も
歩
い
て
み
よ

う
か
な
と
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、逆
も
あ
る
の

で
2
つ
ル
ー
ト
が
あ
る
の
は
、結
構
い
い
感
じ

か
な
と
。

三
上

　元
気
な
中
高
年
が
結
構
、真
冬
で
も
来

て
い
ま
す
よ
。オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
冬
も
歩
け
る

と
い
う
の
が
大
変
あ
り
が
た
い
。山
の
木
の
葉

っ
ぱ
が
全
部
落
ち
て
見
通
し
が
良
く
な
り
、山

か
ら
浜
が
見
え
る
の
で
、「
な
る
ほ
ど
、こ
れ
は

冬
も
い
い
な
」と
思
い
ま
す
ね
。

　唐
桑
半
島
は
花
が
咲
い
た
り
、カ
モ
シ
カ
な

ど
の
動
物
が
い
た
り
、春
夏
秋
冬
、い
ろ
ん
な
自

然
が
楽
し
め
ま
す
。オ
ル
レ
の
ル
ー
ト
づ
く
り

は「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
俺
は
70
年
住
ん
で
た
の

か
」と
改
め
て
地
元
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
ね
。

〈
ガ
イ
ド
の
会
は

自
発
的
な
活
動
を
展
開
〉

三
上

　オ
ル
レ
導
入
に
は
韓
国
の
事
務
局
と
協

定
が
必
要
で
し
た
が
、そ
の
た
め
の
予
算
を
県

交
流
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

三
浦

　コ
ロ
ナ
禍
前
は
、こ
こ
4
、5
年
で
実
績

も
積
ん
で
き
て
、じ
ゃ
あ
民
宿
と
連
携
し
て
1

泊
2
日
の
ガ
イ
ド
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
も
組
ん
で

み
よ
う
か
と
観
光
協
会
と
話
を
進
め
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
。

熊
谷

　コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
る
ま
で
は
、新
し
く
ガ

イ
ド
に
な
っ
た
方
な
ど
の
た
め
に
も
、案
内
す
る

コ
ー
ス
な
ど
を
あ
る
程
度
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
り
を
し
よ
う
と
い
う
話
が
出
て
い
ま
す
。

三
浦

　令
和
2
年
度
の
環
境
省
の「
国
立
・
国
定

公
園
へ
の
誘
客
の
推
進
事
業
」で
三
陸
復
興
国

立
公
園
の
事
業
者
の
一
つ
と
し
て
唐
桑
観
光
ガ

イ
ド
の
会
が
選
ば
れ
、9
月
か
ら
2
月
末
ま
で

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ガ
イ
ド
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
や
環
境
整
備
な
ど
の
内
容
か
ら
な

り
、今
は
そ
れ
が
忙
し
い
で
す
。

〈
コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
た
近
況
〉

―
―
今
も
少
し
お
話
に
出
ま
し
た
が
、唐
桑
町

や
気
仙
沼
市
内
の
、コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
た
最
近

の
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

三
浦

　気
仙
沼
市
の
仮
設
住
宅
は
す
べ
て
な
く

な
り
ま
し
た
。3
月
6
日
に
三
陸
沿
岸
道
路
の

唐
桑
を
含
む
気
仙
沼
地
区
の
残
り
7
・
3
キ
ロ

も
開
通
し
、気
仙
沼
湾
横
断
橋
を
通
じ
て
、仙
台

か
ら
宮
古
ま
で
直
通
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

熊
谷

　国
民
宿
舎
の
か
ら
く
わ
荘
が
廃
業
し
、

今
解
体
工
事
中
で
す
。跡
地
に
新
し
い
建
物
を

作
る
と
い
う
話
で
す
が
何
を
建
て
る
か
は
調
査

中
で
す
。気
仙
沼
市
が
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー

カ
ー
の
モ
ン
ベ
ル
に
調
査
を
委
託
し
、も
う
す

ぐ
構
想
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

三
上

　旧
か
ら
く
わ
荘
に
隣
接
す
る
唐
桑
半
島

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
、県
が
改
築
を
決
定
し

ま
し
た
。「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
改
築
で
は
な

く
、新
築
に
し
て
く
れ
」と
要
望
す
る
な
ど
、津

波
体
験
館
の
今
後
も
含
め
て
、我
々
か
ら
市
へ

色
々
希
望
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。オ
ル

レ
の
ゴ
ー
ル
地
点
近
く
に
あ
る
半
造
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
も
お
客
様
が
休
憩
で
き
る
よ
う
に
、改
築

を
計
画
中
で
す
。

　町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
に
関
し
て
は
、

震
災
前
に
匹
敵
す
る
く
ら
い
の
生
産
量
に
戻
り

ま
し
た
。防
潮
堤
な
ど
の
工
事
も
一
区
切
り
つ

い
た
の
で
、民
宿
に
長
期
宿
泊
し
て
い
た
事
業

者
も
そ
ろ
そ
ろ
い
な
く
な
り
ま
す
。

三
浦

　た
く
さ
ん
工
事
関
係
者
が
入
っ
て
い
た

時
は
大
手
会
社
の
飯
場
な
ど
も
あ
っ
た
け
ど
、

既
に
解
体
さ
れ
、み
ん
な
引
き
上
げ
て
い
ま
す

よ
ね
。三
陸
沿
岸
道
路
が
開
通
し
た
ら
、ま
す
ま

す
い
な
く
な
る
だ
ろ
う
し
。

三
上

　観
光
客
に
お
出
し
す
る
料
理
は
や
は
り

気
を
遣
い
ま
す
が
、工
事
関
係
者
の
方
は
そ
れ

ほ
ど
メ
ニ
ュ
ー
に
こ
だ
わ
り
が
な
く
、食
事
の

あ
と
は
お
風
呂
に
入
っ
て
寝
る
と
い
う
毎
日
の

パ
タ
ー
ン
な
の
で
、正
直
に
い
う
と
受
け
入
れ

が
楽
な
面
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、そ
れ
に
慣
れ
て

し
ま
う
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、観
光

客
の
迎
え
入
れ
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
に
来
て

い
た
の
が
コ
ロ
ナ
禍
前
で
す
。

　た
だ
、う
ち
の
宿
を
始
め
、唐
桑
の
宿
泊
施
設

は
キ
ー
を
渡
し
て「
部
屋
へ
ど
う
ぞ
」で
終
わ
り

で
は
な
く
、地
元
の
説
明
を
し
な
が
ら
お
客
さ

ん
と
お
酒
を
飲
ん
だ
り
と
い
っ
た
、い
わ
ば

「
密
」が
売
り
。コ
ロ
ナ
禍
は
そ
れ
が「
で
き
な

い
」じ
ゃ
な
く
て「
す
る
な
」だ
か
ら
、そ
こ
は
一

番
影
響
が
大
き
い
で
す
。

　し
ば
ら
く
の
間
、遠
く
か
ら
来
る
関
東
圏
の

お
客
さ
ん
は
し
ば
ら
く
お
断
り
し
て
い
ま
し

た
。も
し
う
ち
の
宿
か
ら
感
染
者
が
出
た
ら
、観

光
協
会
の
み
ん
な
が
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
て
る
と

言
わ
れ
か
ね
な
い
し
、そ
し
た
ら
オ
ル
レ
と
か

い
ろ
ん
な
こ
と
に
影
響
が
あ
る
の
が
怖
か
っ

た
。で
も
、そ
ろ
そ
ろ
受
け
入
れ
て
い
こ
う
と
、

今
年
に
入
っ
て
初
め
て
昨
日
、関
東
か
ら
ひ
と

組
受
け
入
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

熊
谷

　こ
の
あ
た
り
は
感
染
者
が
少
な
い
分
、

「
ど
こ
ど
こ
で
感
染
者
が
出
た
」み
た
い
な
噂
が

ば
っ
と
広
ま
り
や
す
く
、そ
れ
が
本
当
に
根
も

葉
も
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。そ
れ
で
苦
し
ん
で

い
る
方
も
多
い
の
で
、ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、病

気
の
怖
さ
よ
り
田
舎
の
怖
さ
み
た
い
な
の
が
あ

り
ま
す
。

三
浦

　ガ
イ
ド
の
依
頼
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全

く
な
い
状
況
で
す
。普
段
だ
っ
た
ら
、イ
ベ
ン
ト

で
も
や
ろ
う
か
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
も
難
し

い
で
す
し
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
変
化
と
し
て
は
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
そ
ば
の
キ
ャ
ン
プ
場

に
、冬
も
毎
日
欠
か
さ
ず
お
客
さ
ん
が
来
て
い

る
こ
と
で
す
ね
。

熊
谷

　他
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
満
員
だ
っ
た
り
休

ん
で
い
た
り
で
、消
去
法
で
来
て
い
る
よ
う
で

す
が
、一
回
泊
ま
っ
た
方
は「
ま
た
来
ま
す
」と

言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
ね
。

三
上

　た
だ
悶
々
と
し
て
て
も
面
白
く
な
い
の

で
、次
の
矢
を
ど
う
放
つ
か
、今
休
ん
で
る
の
は

む
し
ろ
幸
い
と
思
っ
て
コ
タ
ツ
で
酒
飲
み
な
が

ら
毎
晩
考
え
て
ま
す（
笑
）。観
光
が
開
放
さ
れ

た
時
に
は
、当
然
皆
さ
ん
待
ち
き
れ
な
く
て
移

動
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、そ
の
た
め
の
受
け
入
れ

準
備
を
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　例
え
ば
オ
ル
レ
の
コ
ー
ス
も
、三
陸
沿
岸
道

路
が
開
通
す
る
と
環
境
が
激
変
す
る
で
し
ょ
う

し
。10
年
目
の
節
目
と
し
て
、道
路
が
で
き
る
の

は
便
利
で
い
い
で
す
が
日
帰
り
で
き
て
し
ま
う

の
で
、ト
レ
イ
ル
の
コ
ー
ス
と
絡
ま
せ
た
り
し

て
1
泊
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
中
で
す
。

三
浦

　5
月
17
日
か
ら
気
仙
沼
を
舞
台
に
し
た

N
H
K
の
朝
ド
ラ
マ「
お
か
え
り
モ
ネ
」が
始
ま

り
、高
速
道
路
も
開
通
す
る
の
で
、か
な
り
お
客

様
が
来
る
と
思
い
ま
す
。

〈
被
災
地
で
の
観
光
の
役
割
、

今
後
の
展
望
〉

―
―
震
災
か
ら
10
年
を
振
り
返
っ
て
、観
光
は

被
災
地
の
復
興
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

た
と
思
い
ま
す
か
。

三
上

　間
違
い
な
く
、観
光
は
地
元
の
復
興
に

通
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。観
光
を
通
じ
て
地
元

の
人
た
ち
も
元
気
に
な
っ
て
い
る
し
、地
元
の
皆

さ
ん
に
も
ト
レ
イ
ル
や
オ
ル
レ
を
よ
く
理
解
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。唐
桑
と
い
う
報
道
が
新
聞
や

テ
レ
ビ
に
出
る
と
や
っ
ぱ
り
嬉
し
く
て
、住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
を
見
直
し
て
自
信
が
持
て
る
し
、子

ど
も
た
ち
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

昔
は
自
分
も「
こ
ん
な
田
舎
は
嫌
だ
」と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、「
こ
う
い
う
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る

ん
だ
ぞ
」と
地
域
の
人
が
自
信
を
持
つ
と
い
う

の
は
、一
番
嬉
し
く
て
ね
。皆
さ
ん
協
力
し
て
く

れ
る
し
。そ
れ
が
何
よ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

熊
谷

　震
災
前
か
ら
比
べ
る
と
明
ら
か
に
、い

ろ
ん
な
人
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
き
て
、地
域
の

人
た
ち
も
い
ろ
ん
な
視
点
を
得
て
、前
と
は
地

元
の
見
え
方
が
変
わ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。よ
そ
か
ら
人
が
来
た
ら「
こ
う
い
う
と
こ
ろ

が
あ
る
よ
」と
か
、地
域
の
紹
介
を
み
ん
な
が
し

て
く
れ
る
の
が
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
上

　唐
桑
で
も
観
光
を
別
に
し
て
、自
治
会

や
防
災
集
団
移
転
地
区
の
単
位
ご
と
に
、住
民

が
昔
小
学
校
へ
の
通
学
に
使
っ
た
山
道
な
ど

を
、オ
ル
レ
や
ト
レ
イ
ル
以
外
で
も
歩
い
て
い
ま

す
。地
元
を
見
直
す
い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　オ
ル
レ
を
通
じ
て
韓
国
と
民
間
レ
ベ
ル
で
つ

な
が
り
、韓
国
の
方
々
は
す
ご
く
フ
レ
ン
ド
リ

ー
だ
と
感
じ
ま
し
た
。世
界
に
は
他
に
も
色
々

な
ト
レ
イ
ル
の
団
体
や
、ト
レ
イ
ル
や
フ
ッ
ト

パ
ス
を
持
つ
地
域
が
あ
る
の
で
横
の
つ
な
が
り

を
も
っ
と
充
実
さ
せ
た
い
で
す
ね
。世
界
の
ト

レ
イ
ル
好
き
の
人
た
ち
と
も
、つ
な
が
り
が
で

き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　先
日
、名
取
の
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
に
い
る

方
が
ア
メ
リ
カ
の
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
に

歩
き
に
行
っ
た
時
の
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。沿
道
の
人
た
ち
が
歩
く
人
を
手
厚
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
そ
う
で
、四
国
の
お
遍
路
さ

ん
に
近
い
も
の
が
あ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。そ

う
い
う
形
な
ら
、む
し
ろ
丁
寧
に
コ
ー
ス
を
作

り
込
ま
な
く
て
も
、あ
る
意
味
大
雑
把
な
ほ
う

が
い
い
の
で
は
、な
ん
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　震
災
か
ら
10
年
間
、全
国
で
災
害
が
い
ろ
ん

な
形
で
起
き
て
い
ま
す
。直
接
観
光
に
結
び
つ

く
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、我
々
は
大
き
な

災
害
の
経
験
者
な
の
で
、防
災
や
い
ざ
と
な
っ

た
時
の
こ
と
も
含
め
て
、伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
ね
。

を
一
緒
に
作
れ
な
い
な
ど
の
悩
み
が
あ
り
ま
し

た
。す
る
と「
ば
!
ば
!
ば
!
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
気

仙
沼
」と
い
う
気
仙
沼
の
市
民
団
体
が
両
方
の

ル
ー
ト
が
載
っ
て
い
る
地
図
を
作
っ
て
く
れ
た

ん
で
す
。使
い
や
す
く
て
、す
ご
く
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
ね
。

―
―
現
在
の
唐
桑
観
光
ガ
イ
ド
の
会
の
活
動
内

容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
浦

　ガ
イ
ド
は
観
光
協
会
か
ら
の
依
頼
を
メ

イ
ン
に
受
け
、夏
場
は
主
に
遊
歩
道
の
雑
草
管

理
を
し
て
い
ま
す
。労
力
も
要
る
し
期
間
も
長

い
の
で
、観
光
協
会
か
ら
委
託
を
受
け
て
有
償

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　3
年
前
に
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
会
か
ら
助

成
を
得
て
、遊
歩
道
に
撒
く
木
材
チ
ッ
プ
を
製

作
す
る
機
械
を
買
い
ま
し
た
。全
国
の
観
光
ガ

イ
ド
の
会
で
も
こ
の
機
械
を
持
っ
て
い
る
の
は

珍
し
い
と
思
い
ま
す
。実
は
今
日
も
、私
以
外
の

7
人
は
そ
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

熊
谷

　以
前
は「
お
茶
っ
こ
飲
み
」と
呼
ん
で
い

た
定
例
会
を
毎
月
し
て
い
ま
す
。大
体
2
時
間

く
ら
い
で
、「
今
度
こ
う
い
う
こ
と
や
り
た
い
ん

だ
け
ど
」と
誰
か
が
言
っ
た
ら「
い
い
ね
、じ
ゃ

あ
こ
の
日
に
」と
い
う
感
じ
で
、自
然
に
物
事
が

決
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

三
浦

　誰
が
リ
ー
ダ
ー
と
か
で
は
な
く
、と
に

か
く
会
員
み
ん
な
で
話
し
て
い
て
、い
つ
も
話

題
い
っ
ぱ
い
と
い
う
状
態
で
す
。ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
作
り
の
時
も
、作
業
中
は
皆
夢
中
で
す
が
、休

み
時
間
に
世
間
話
す
る
の
も
楽
し
み
な
の
か
な

と
。ガ
イ
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
の
で
、羊

ち
ゃ
ん
が
お
客
さ
ん
の
依
頼
内
容
に
合
わ
せ
て

ガ
イ
ド
を
選
び
、我
々
は
与
え
ら
れ
た
コ
ー
ス

を
ガ
イ
ド
し
て
い
ま
す
。

熊
谷

　後
か
ら
手
紙
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た

り
、お
土
産
を
も
ら
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

三
浦

　そ
う
い
う
の
が
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。毎

年
12
月
に
1
泊
2
日
で
ガ
イ
ド
研
修
を
行
な
っ

て
い
て
、4
年
間
続
い
て
い
ま
す
。最
初
の
年
は

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
青
森
県
八
戸
市
の

種
差
海
岸
や
岩
手
県
田
野
畑
村
の
北
山
崎
ル
ー

ト
を
歩
き
ま
し
た
。2
年
目
は
宮
城
オ
ル
レ
第

2
号
の
奥
松
島
コ
ー
ス
、3
年
目
は
第
3
号
の

大
崎
鳴
子
コ
ー
ス
、去
年
は
第
4
号
の
登
米
コ

ー
ス
な
ど
に
訪
れ
て
、お
昼
時
に
お
や
つ
を
も

ら
っ
た
り
、お
も
て
な
し
を
受
け
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
よ
。

熊
谷

　環
境
省
の
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

で
得
ら
れ
た
ガ
イ
ド
技
術
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
今
も
ガ
イ
ド
活
動
に
生
か
し

て
い
ま
す
。当
時
私
も
傍
で
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、未
だ
に
教
わ
っ
た
話
を
思
い
出
し
ま
す
ね
。

私
た
ち
も
ガ
イ
ド
活
動
を
長
く
続
け
て
い
る
の

で
、唐
桑
の
後
に
で
き
た
宮
城
県
内
の
オ
ル
レ

コ
ー
ス
の
地
域
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
来
て

「
こ
ん
な
風
に
や
っ
て
ま
す
」と
教
え
た
り
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
ち
ら
か
ら
も
現
地
に

行
っ
て
、ガ
イ
ド
候
補
の
方
と
一
緒
に
歩
い
て

が
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。地
域
か
ら
の
要
望
な

ど
が
県
や
市
に
き
ち
ん
と
声
が
通
り
や
す
く
な

っ
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

三
浦

　オ
ル
レ
の
遊
歩
道
の
階
段
な
ど
も
今
、

県
の
予
算
で
直
し
て
い
ま
す
。

三
上

　何
よ
り
も
、ト
レ
イ
ル
や
オ
ル
レ
、い
ろ

ん
な
事
業
を
興
す
時
に
沿
道
の
住
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
あ
る
こ
と
が
大
変
あ
り
が
た
い
で

す
。最
初
は「
前
を
通
る
な
」と
か
断
ら
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
け
ど
、観
光
客
に
声
を

か
け
て
く
れ
た
り
、話
し
始
め
る
と
30
分
く
ら

い
そ
の
場
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
名
物
の
じ
い

ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
し（
笑
）。

　小
中
学
生
の
子
ど
も
た
ち
も
コ
ー
ス
に
案
内

板
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、高
校
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
掃
除
し
て
く
れ
た
り
、あ
る
意
味
教

育
に
も
つ
な
が
っ
て
い
て
、非
常
に
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

熊
谷

　地
元
の
皆
さ
ん
は
歩
い
て
い
る
人
が
い

た
ら「
オ
ル
レ
で
す
か
」と
声
を
か
け
て
く
れ
た

り
、バ
ス
が
な
か
っ
た
ら
車
に
乗
せ
て
あ
げ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。

　お
客
さ
ん
に
は
関
係
な
い
の
で
す
が
、ト
レ

イ
ル
は
国
、オ
ル
レ
は
県
の
事
業
な
の
で
、地
図
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手
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〈
観
光
の
現
状
〜

コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
〉

―
震
災
後
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
の
唐
桑
町

の
観
光
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
上

　震
災
後
は
、正
直
何
を
し
て
い
い
の
か
手

付
か
ず
の
状
態
で
し
た
が
、2
0
1
2
〜

2
0
1
5
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
環
境
省

の
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業（
以

下「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」）で
大
き
な
き

っ
か
け
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
1
3
年
に
は
唐
桑
半
島
を
含
む
三
陸
地
域

が
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ
、2
0
1
7
年

に
唐
桑
半
島
を
一
周
す
る
環
境
省 

み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
の
気
仙
沼
ル
ー
ト
が
開
通
し
ま
し

た
。復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
通
じ
て
発
足

し
た
唐
桑
観
光
ガ
イ
ド
の
会
も
メ
ン
バ
ー
が
増

え
、今
は
8
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

三
浦

　唐
桑
で
震
災
前
か
ら
観
光
に
夢
中
だ
っ

た
の
は
、気
仙
沼
市
の
観
光
ガ
イ
ド
を
ず
っ
と

や
っ
て
い
た
私
く
ら
い（
笑
）。今
、震
災
の
語
り

部
の
活
動
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
気
仙
沼
市
内
は

な
い
に
等
し
い
く
ら
い
減
り
ま
し
た
。市
内
中

心
部
か
ら
車
で
20
分
の
場
所
に
、被
災
し
た
高

校
校
舎
を
改
修
し
た「
気
仙
沼
市 

東
日
本
大
震

災
遺
構
･
伝
承
館
」と
い
う
施
設
が
で
き
た
の

で
、そ
ち
ら
に
お
客
さ
ん
が
行
く
よ
う
に
な
っ

て
、唐
桑
で
も
語
り
部
を
聞
き
た
い
と
い
う
方

は
減
っ
て
い
ま
す
。

熊
谷

　震
災
伝
承
館
は
結
構
規
模
が
大
き
い
こ

と
も
あ
り
、そ
こ
を
見
る
と「
お
腹
い
っ
ぱ
い
」

に
な
っ
ち
ゃ
う
の
で
、さ
ら
に
市
内
や
唐
桑
ま

で
来
て
、震
災
の
こ
と
を
学
ぶ
気
に
な
ら
な
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

三
上

　唐
桑
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
も「
津

波
体
験
館
」と
い
う
施
設
が
あ
り
ま
す
。気
仙
沼

の
震
災
伝
承
館
は
3
・
11
に
特
化
し
た
施
設
で

す
が
、こ
こ
は
明
治
や
昭
和
の
津
波
も
紹
介
し

て
い
て
、そ
の
違
い
は
我
々
と
し
て
も
強
調
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　子
ど
も
達
が
唐
桑
半
島
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し

な
が
ら
、津
波
体
験
館
も
見
学
す
る
と
い
っ
た

体
験
学
習
の
グ
ル
ー
プ
は
結
構
来
て
い
ま
す
。

三
浦
さ
ん
の
よ
う
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
ガ
イ
ド

も
、震
災
の
話
を
当
然
避
け
て
通
れ
な
い
の
で
、

語
り
部
と
い
え
ば
語
り
部
と
言
え
ま
す
。地
元

の
植
物
、動
物
、地
形
の
話
に
震
災
の
話
を
含
め

て
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。

三
浦

　お
客
様
が
ど
う
い
う
目
的
で
来
て
い
る

か
を
見
て
、事
務
局
で
羊
ち
ゃ
ん（
熊
谷
さ
ん
）

が
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ガ
イ
ド
を
割
り
振
り
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

熊
谷

　お
客
様
の
目
的
は
色
々
で
す
が
、ガ
イ

ド
を
依
頼
す
る
お
客
さ
ん
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
を
目
的
で
来
て
い
て
、被
災
地
を
見
に
行
く

と
い
う
感
覚
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

ね
。被
災
地
の
見
学
だ
け
が
目
的
と
い
う
団
体

は
ほ
と
ん
ど
来
て
い
ま
せ
ん
し
、個
人
も
減
っ

て
い
ま
す
。

三
浦

　2
0
1
8
年
10
月
、唐
桑
半
島
に「
宮
城

オ
ル
レ

　気
仙
沼
・
唐
桑
コ
ー
ス
」と
い
う
、ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
起
点
と
す
る
10
キ
ロ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

「
オ
ル
レ
」と
は
、韓
国
済
州
島
の
方
言
で「
通
り

か
ら
家
に
通
じ
る
狭
い
路
地
」と
い
う
意
味
で

す
が
、歩
く
道
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
い

う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。宮
城
県
に
は
オ

ル
レ
が
今
4
コ
ー
ス
あ
り
ま
す
が
、第
1
号
が

唐
桑
半
島
で
す
。オ
ル
レ
が
で
き
た
こ
と
で
、お

客
さ
ん
が
増
え
ま
し
た
。

三
上

　オ
ル
レ
も
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

が
き
っ
か
け
で
生
ま
れ
た
も
の
の
一
つ
で
、そ

の
遺
産
が
綿
々
と
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

〈
オ
ル
レ
と
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
〉

―
―
ト
レ
イ
ル
と
オ
ル
レ
、2
つ
の
ル
ー
ト
に

は
棲
み
分
け
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

三
上

　基
本
的
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
変
わ
り
は

な
い
で
す（
笑
）。ト
レ
イ
ル
の
コ
ー
ス
も
一
部

オ
ル
レ
の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。オ
ル
レ

は
、私
た
ち
が
子
供
の
頃
に
浜
に
通
っ
て
い
た

畦
道
や
民
家
の
軒
下
な
ど
、洗
濯
物
を
干
し
て

あ
る
脇
を
通
る
と
か
、大
根
畑
の
脇
や
浜
を
歩

く
と
か
、本
当
に
生
活
感
を
感
じ
て
も
ら
う
の

が
売
り
で
す
。手
前
味
噌
な
が
ら
結
構
評
判
は

い
い
で
す
よ
。

　「
オ
ル
レ
」と
い
う
名
前
が
耳
慣
れ
な
い
の

で
、そ
れ
が
と
っ
か
か
り
に
な
っ
て
覚
え
て
も

ら
え
て
、入
口
と
し
て
も
大
変
効
果
的
で
す
。

熊
谷

　最
初
は「
ト
レ
イ
ル
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

オ
ル
レ
は
全
く
違
う
ル
ー
ト
設
置
に
し
よ
う
」

と
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、韓
国
の
オ
ル
レ
本

部
が
決
め
て
い
る
こ
と
と
し
て
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
道
路
は
ダ
メ
、土
の
道
路
が
6
割
、7
割
を

占
め
る
こ
と
と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
、そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
探
す
の
が
ち
ょ
っ
と
大
変
で
し

た
。で
も
、韓
国
の
オ
ル
レ
は
結
構
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
道
が
多
か
っ
た
り
す
る
ん
だ
け
ど（
笑
）。

三
浦

　宮
城
県
内
で
の
オ
ル
レ
コ
ー
ス
第
1
号

と
な
る
た
め
に
、三
上
会
長
を
は
じ
め
、私
た
ち

も
何
度
と
な
く
ル
ー
ト
づ
く
り
の
た
め
に
歩
き

ま
し
た
。ち
ょ
っ
と
で
も
工
場
が
見
え
る
と
こ

ろ
は
ダ
メ
と
か
、我
々
が
こ
こ
を
通
り
た
い
と

言
っ
て
も
ダ
メ
だ
っ
た
り
、本
部
か
ら
認
定
を

取
る
ま
で
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

熊
谷

　ト
レ
イ
ル
は
2
ヶ
月
か
け
て
1
0
0
0

㎞
以
上
の
ル
ー
ト
の
踏
破
を
目
指
す
、ハ
イ
カ

ー
も
た
ま
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、登
山
な

ど
が
好
き
な
中
高
年
の
方
が「
今
日
は
こ
こ
か

ら
こ
こ
ま
で
歩
い
て
み
ま
す
」と
い
う
感
じ
も

多
い
で
す
。ト
レ
イ
ル
が
目
的
で
来
た
人
が
こ

こ
で
オ
ル
レ
を
知
り
、こ
っ
ち
も
歩
い
て
み
よ

う
か
な
と
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、逆
も
あ
る
の

で
2
つ
ル
ー
ト
が
あ
る
の
は
、結
構
い
い
感
じ

か
な
と
。

三
上

　元
気
な
中
高
年
が
結
構
、真
冬
で
も
来

て
い
ま
す
よ
。オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
冬
も
歩
け
る

と
い
う
の
が
大
変
あ
り
が
た
い
。山
の
木
の
葉

っ
ぱ
が
全
部
落
ち
て
見
通
し
が
良
く
な
り
、山

か
ら
浜
が
見
え
る
の
で
、「
な
る
ほ
ど
、こ
れ
は

冬
も
い
い
な
」と
思
い
ま
す
ね
。

　唐
桑
半
島
は
花
が
咲
い
た
り
、カ
モ
シ
カ
な

ど
の
動
物
が
い
た
り
、春
夏
秋
冬
、い
ろ
ん
な
自

然
が
楽
し
め
ま
す
。オ
ル
レ
の
ル
ー
ト
づ
く
り

は「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
俺
は
70
年
住
ん
で
た
の

か
」と
改
め
て
地
元
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
ね
。

〈
ガ
イ
ド
の
会
は

自
発
的
な
活
動
を
展
開
〉

三
上

　オ
ル
レ
導
入
に
は
韓
国
の
事
務
局
と
協

定
が
必
要
で
し
た
が
、そ
の
た
め
の
予
算
を
県

交
流
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

三
浦

　コ
ロ
ナ
禍
前
は
、こ
こ
4
、5
年
で
実
績

も
積
ん
で
き
て
、じ
ゃ
あ
民
宿
と
連
携
し
て
1

泊
2
日
の
ガ
イ
ド
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
も
組
ん
で

み
よ
う
か
と
観
光
協
会
と
話
を
進
め
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
。

熊
谷

　コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
る
ま
で
は
、新
し
く
ガ

イ
ド
に
な
っ
た
方
な
ど
の
た
め
に
も
、案
内
す
る

コ
ー
ス
な
ど
を
あ
る
程
度
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
り
を
し
よ
う
と
い
う
話
が
出
て
い
ま
す
。

三
浦

　令
和
2
年
度
の
環
境
省
の「
国
立
・
国
定

公
園
へ
の
誘
客
の
推
進
事
業
」で
三
陸
復
興
国

立
公
園
の
事
業
者
の
一
つ
と
し
て
唐
桑
観
光
ガ

イ
ド
の
会
が
選
ば
れ
、9
月
か
ら
2
月
末
ま
で

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ガ
イ
ド
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
や
環
境
整
備
な
ど
の
内
容
か
ら
な

り
、今
は
そ
れ
が
忙
し
い
で
す
。

〈
コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
た
近
況
〉

―
―
今
も
少
し
お
話
に
出
ま
し
た
が
、唐
桑
町

や
気
仙
沼
市
内
の
、コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
た
最
近

の
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

三
浦

　気
仙
沼
市
の
仮
設
住
宅
は
す
べ
て
な
く

な
り
ま
し
た
。3
月
6
日
に
三
陸
沿
岸
道
路
の

唐
桑
を
含
む
気
仙
沼
地
区
の
残
り
7
・
3
キ
ロ

も
開
通
し
、気
仙
沼
湾
横
断
橋
を
通
じ
て
、仙
台

か
ら
宮
古
ま
で
直
通
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

熊
谷

　国
民
宿
舎
の
か
ら
く
わ
荘
が
廃
業
し
、

今
解
体
工
事
中
で
す
。跡
地
に
新
し
い
建
物
を

作
る
と
い
う
話
で
す
が
何
を
建
て
る
か
は
調
査

中
で
す
。気
仙
沼
市
が
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー

カ
ー
の
モ
ン
ベ
ル
に
調
査
を
委
託
し
、も
う
す

ぐ
構
想
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

三
上

　旧
か
ら
く
わ
荘
に
隣
接
す
る
唐
桑
半
島

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
、県
が
改
築
を
決
定
し

ま
し
た
。「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
改
築
で
は
な

く
、新
築
に
し
て
く
れ
」と
要
望
す
る
な
ど
、津

波
体
験
館
の
今
後
も
含
め
て
、我
々
か
ら
市
へ

色
々
希
望
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。オ
ル

レ
の
ゴ
ー
ル
地
点
近
く
に
あ
る
半
造
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
も
お
客
様
が
休
憩
で
き
る
よ
う
に
、改
築

を
計
画
中
で
す
。

　町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
に
関
し
て
は
、

震
災
前
に
匹
敵
す
る
く
ら
い
の
生
産
量
に
戻
り

ま
し
た
。防
潮
堤
な
ど
の
工
事
も
一
区
切
り
つ

い
た
の
で
、民
宿
に
長
期
宿
泊
し
て
い
た
事
業

者
も
そ
ろ
そ
ろ
い
な
く
な
り
ま
す
。

三
浦

　た
く
さ
ん
工
事
関
係
者
が
入
っ
て
い
た

時
は
大
手
会
社
の
飯
場
な
ど
も
あ
っ
た
け
ど
、

既
に
解
体
さ
れ
、み
ん
な
引
き
上
げ
て
い
ま
す

よ
ね
。三
陸
沿
岸
道
路
が
開
通
し
た
ら
、ま
す
ま

す
い
な
く
な
る
だ
ろ
う
し
。

三
上

　観
光
客
に
お
出
し
す
る
料
理
は
や
は
り

気
を
遣
い
ま
す
が
、工
事
関
係
者
の
方
は
そ
れ

ほ
ど
メ
ニ
ュ
ー
に
こ
だ
わ
り
が
な
く
、食
事
の

あ
と
は
お
風
呂
に
入
っ
て
寝
る
と
い
う
毎
日
の

パ
タ
ー
ン
な
の
で
、正
直
に
い
う
と
受
け
入
れ

が
楽
な
面
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、そ
れ
に
慣
れ
て

し
ま
う
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、観
光

客
の
迎
え
入
れ
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
に
来
て

い
た
の
が
コ
ロ
ナ
禍
前
で
す
。

　た
だ
、う
ち
の
宿
を
始
め
、唐
桑
の
宿
泊
施
設

は
キ
ー
を
渡
し
て「
部
屋
へ
ど
う
ぞ
」で
終
わ
り

で
は
な
く
、地
元
の
説
明
を
し
な
が
ら
お
客
さ

ん
と
お
酒
を
飲
ん
だ
り
と
い
っ
た
、い
わ
ば

「
密
」が
売
り
。コ
ロ
ナ
禍
は
そ
れ
が「
で
き
な

い
」じ
ゃ
な
く
て「
す
る
な
」だ
か
ら
、そ
こ
は
一

番
影
響
が
大
き
い
で
す
。

　し
ば
ら
く
の
間
、遠
く
か
ら
来
る
関
東
圏
の

お
客
さ
ん
は
し
ば
ら
く
お
断
り
し
て
い
ま
し

た
。も
し
う
ち
の
宿
か
ら
感
染
者
が
出
た
ら
、観

光
協
会
の
み
ん
な
が
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
て
る
と

言
わ
れ
か
ね
な
い
し
、そ
し
た
ら
オ
ル
レ
と
か

い
ろ
ん
な
こ
と
に
影
響
が
あ
る
の
が
怖
か
っ

た
。で
も
、そ
ろ
そ
ろ
受
け
入
れ
て
い
こ
う
と
、

今
年
に
入
っ
て
初
め
て
昨
日
、関
東
か
ら
ひ
と

組
受
け
入
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

熊
谷

　こ
の
あ
た
り
は
感
染
者
が
少
な
い
分
、

「
ど
こ
ど
こ
で
感
染
者
が
出
た
」み
た
い
な
噂
が

ば
っ
と
広
ま
り
や
す
く
、そ
れ
が
本
当
に
根
も

葉
も
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。そ
れ
で
苦
し
ん
で

い
る
方
も
多
い
の
で
、ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、病

気
の
怖
さ
よ
り
田
舎
の
怖
さ
み
た
い
な
の
が
あ

り
ま
す
。

三
浦

　ガ
イ
ド
の
依
頼
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全

く
な
い
状
況
で
す
。普
段
だ
っ
た
ら
、イ
ベ
ン
ト

で
も
や
ろ
う
か
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
も
難
し

い
で
す
し
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
変
化
と
し
て
は
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
そ
ば
の
キ
ャ
ン
プ
場

に
、冬
も
毎
日
欠
か
さ
ず
お
客
さ
ん
が
来
て
い

る
こ
と
で
す
ね
。

熊
谷

　他
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
満
員
だ
っ
た
り
休

ん
で
い
た
り
で
、消
去
法
で
来
て
い
る
よ
う
で

す
が
、一
回
泊
ま
っ
た
方
は「
ま
た
来
ま
す
」と

言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
ね
。

三
上

　た
だ
悶
々
と
し
て
て
も
面
白
く
な
い
の

で
、次
の
矢
を
ど
う
放
つ
か
、今
休
ん
で
る
の
は

む
し
ろ
幸
い
と
思
っ
て
コ
タ
ツ
で
酒
飲
み
な
が

ら
毎
晩
考
え
て
ま
す（
笑
）。観
光
が
開
放
さ
れ

た
時
に
は
、当
然
皆
さ
ん
待
ち
き
れ
な
く
て
移

動
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、そ
の
た
め
の
受
け
入
れ

準
備
を
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　例
え
ば
オ
ル
レ
の
コ
ー
ス
も
、三
陸
沿
岸
道

路
が
開
通
す
る
と
環
境
が
激
変
す
る
で
し
ょ
う

し
。10
年
目
の
節
目
と
し
て
、道
路
が
で
き
る
の

は
便
利
で
い
い
で
す
が
日
帰
り
で
き
て
し
ま
う

の
で
、ト
レ
イ
ル
の
コ
ー
ス
と
絡
ま
せ
た
り
し

て
1
泊
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
中
で
す
。

三
浦

　5
月
17
日
か
ら
気
仙
沼
を
舞
台
に
し
た

N
H
K
の
朝
ド
ラ
マ「
お
か
え
り
モ
ネ
」が
始
ま

り
、高
速
道
路
も
開
通
す
る
の
で
、か
な
り
お
客

様
が
来
る
と
思
い
ま
す
。

〈
被
災
地
で
の
観
光
の
役
割
、

今
後
の
展
望
〉

―
―
震
災
か
ら
10
年
を
振
り
返
っ
て
、観
光
は

被
災
地
の
復
興
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

た
と
思
い
ま
す
か
。

三
上

　間
違
い
な
く
、観
光
は
地
元
の
復
興
に

通
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。観
光
を
通
じ
て
地
元

の
人
た
ち
も
元
気
に
な
っ
て
い
る
し
、地
元
の
皆

さ
ん
に
も
ト
レ
イ
ル
や
オ
ル
レ
を
よ
く
理
解
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。唐
桑
と
い
う
報
道
が
新
聞
や

テ
レ
ビ
に
出
る
と
や
っ
ぱ
り
嬉
し
く
て
、住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
を
見
直
し
て
自
信
が
持
て
る
し
、子

ど
も
た
ち
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

昔
は
自
分
も「
こ
ん
な
田
舎
は
嫌
だ
」と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、「
こ
う
い
う
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る

ん
だ
ぞ
」と
地
域
の
人
が
自
信
を
持
つ
と
い
う

の
は
、一
番
嬉
し
く
て
ね
。皆
さ
ん
協
力
し
て
く

れ
る
し
。そ
れ
が
何
よ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

熊
谷

　震
災
前
か
ら
比
べ
る
と
明
ら
か
に
、い

ろ
ん
な
人
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
き
て
、地
域
の

人
た
ち
も
い
ろ
ん
な
視
点
を
得
て
、前
と
は
地

元
の
見
え
方
が
変
わ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。よ
そ
か
ら
人
が
来
た
ら「
こ
う
い
う
と
こ
ろ

が
あ
る
よ
」と
か
、地
域
の
紹
介
を
み
ん
な
が
し

て
く
れ
る
の
が
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
上

　唐
桑
で
も
観
光
を
別
に
し
て
、自
治
会

や
防
災
集
団
移
転
地
区
の
単
位
ご
と
に
、住
民

が
昔
小
学
校
へ
の
通
学
に
使
っ
た
山
道
な
ど

を
、オ
ル
レ
や
ト
レ
イ
ル
以
外
で
も
歩
い
て
い
ま

す
。地
元
を
見
直
す
い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　オ
ル
レ
を
通
じ
て
韓
国
と
民
間
レ
ベ
ル
で
つ

な
が
り
、韓
国
の
方
々
は
す
ご
く
フ
レ
ン
ド
リ

ー
だ
と
感
じ
ま
し
た
。世
界
に
は
他
に
も
色
々

な
ト
レ
イ
ル
の
団
体
や
、ト
レ
イ
ル
や
フ
ッ
ト

パ
ス
を
持
つ
地
域
が
あ
る
の
で
横
の
つ
な
が
り

を
も
っ
と
充
実
さ
せ
た
い
で
す
ね
。世
界
の
ト

レ
イ
ル
好
き
の
人
た
ち
と
も
、つ
な
が
り
が
で

き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　先
日
、名
取
の
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
に
い
る

方
が
ア
メ
リ
カ
の
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
ト
レ
イ
ル
に

歩
き
に
行
っ
た
時
の
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。沿
道
の
人
た
ち
が
歩
く
人
を
手
厚
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
そ
う
で
、四
国
の
お
遍
路
さ

ん
に
近
い
も
の
が
あ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。そ

う
い
う
形
な
ら
、む
し
ろ
丁
寧
に
コ
ー
ス
を
作

り
込
ま
な
く
て
も
、あ
る
意
味
大
雑
把
な
ほ
う

が
い
い
の
で
は
、な
ん
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　震
災
か
ら
10
年
間
、全
国
で
災
害
が
い
ろ
ん

な
形
で
起
き
て
い
ま
す
。直
接
観
光
に
結
び
つ

く
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、我
々
は
大
き
な

災
害
の
経
験
者
な
の
で
、防
災
や
い
ざ
と
な
っ

た
時
の
こ
と
も
含
め
て
、伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
ね
。

を
一
緒
に
作
れ
な
い
な
ど
の
悩
み
が
あ
り
ま
し

た
。す
る
と「
ば
!
ば
!
ば
!
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
気

仙
沼
」と
い
う
気
仙
沼
の
市
民
団
体
が
両
方
の

ル
ー
ト
が
載
っ
て
い
る
地
図
を
作
っ
て
く
れ
た

ん
で
す
。使
い
や
す
く
て
、す
ご
く
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
ね
。

―
―
現
在
の
唐
桑
観
光
ガ
イ
ド
の
会
の
活
動
内

容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
浦

　ガ
イ
ド
は
観
光
協
会
か
ら
の
依
頼
を
メ

イ
ン
に
受
け
、夏
場
は
主
に
遊
歩
道
の
雑
草
管

理
を
し
て
い
ま
す
。労
力
も
要
る
し
期
間
も
長

い
の
で
、観
光
協
会
か
ら
委
託
を
受
け
て
有
償

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　3
年
前
に
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
会
か
ら
助

成
を
得
て
、遊
歩
道
に
撒
く
木
材
チ
ッ
プ
を
製

作
す
る
機
械
を
買
い
ま
し
た
。全
国
の
観
光
ガ

イ
ド
の
会
で
も
こ
の
機
械
を
持
っ
て
い
る
の
は

珍
し
い
と
思
い
ま
す
。実
は
今
日
も
、私
以
外
の

7
人
は
そ
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

熊
谷

　以
前
は「
お
茶
っ
こ
飲
み
」と
呼
ん
で
い

た
定
例
会
を
毎
月
し
て
い
ま
す
。大
体
2
時
間

く
ら
い
で
、「
今
度
こ
う
い
う
こ
と
や
り
た
い
ん

だ
け
ど
」と
誰
か
が
言
っ
た
ら「
い
い
ね
、じ
ゃ

あ
こ
の
日
に
」と
い
う
感
じ
で
、自
然
に
物
事
が

決
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

三
浦

　誰
が
リ
ー
ダ
ー
と
か
で
は
な
く
、と
に

か
く
会
員
み
ん
な
で
話
し
て
い
て
、い
つ
も
話

題
い
っ
ぱ
い
と
い
う
状
態
で
す
。ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
作
り
の
時
も
、作
業
中
は
皆
夢
中
で
す
が
、休

み
時
間
に
世
間
話
す
る
の
も
楽
し
み
な
の
か
な

と
。ガ
イ
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
の
で
、羊

ち
ゃ
ん
が
お
客
さ
ん
の
依
頼
内
容
に
合
わ
せ
て

ガ
イ
ド
を
選
び
、我
々
は
与
え
ら
れ
た
コ
ー
ス

を
ガ
イ
ド
し
て
い
ま
す
。

熊
谷

　後
か
ら
手
紙
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た

り
、お
土
産
を
も
ら
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

三
浦

　そ
う
い
う
の
が
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。毎

年
12
月
に
1
泊
2
日
で
ガ
イ
ド
研
修
を
行
な
っ

て
い
て
、4
年
間
続
い
て
い
ま
す
。最
初
の
年
は

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
青
森
県
八
戸
市
の

種
差
海
岸
や
岩
手
県
田
野
畑
村
の
北
山
崎
ル
ー

ト
を
歩
き
ま
し
た
。2
年
目
は
宮
城
オ
ル
レ
第

2
号
の
奥
松
島
コ
ー
ス
、3
年
目
は
第
3
号
の

大
崎
鳴
子
コ
ー
ス
、去
年
は
第
4
号
の
登
米
コ

ー
ス
な
ど
に
訪
れ
て
、お
昼
時
に
お
や
つ
を
も

ら
っ
た
り
、お
も
て
な
し
を
受
け
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
よ
。

熊
谷

　環
境
省
の
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

で
得
ら
れ
た
ガ
イ
ド
技
術
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
今
も
ガ
イ
ド
活
動
に
生
か
し

て
い
ま
す
。当
時
私
も
傍
で
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、未
だ
に
教
わ
っ
た
話
を
思
い
出
し
ま
す
ね
。

私
た
ち
も
ガ
イ
ド
活
動
を
長
く
続
け
て
い
る
の

で
、唐
桑
の
後
に
で
き
た
宮
城
県
内
の
オ
ル
レ

コ
ー
ス
の
地
域
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
来
て

「
こ
ん
な
風
に
や
っ
て
ま
す
」と
教
え
た
り
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
ち
ら
か
ら
も
現
地
に

行
っ
て
、ガ
イ
ド
候
補
の
方
と
一
緒
に
歩
い
て

が
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。地
域
か
ら
の
要
望
な

ど
が
県
や
市
に
き
ち
ん
と
声
が
通
り
や
す
く
な

っ
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

三
浦

　オ
ル
レ
の
遊
歩
道
の
階
段
な
ど
も
今
、

県
の
予
算
で
直
し
て
い
ま
す
。

三
上

　何
よ
り
も
、ト
レ
イ
ル
や
オ
ル
レ
、い
ろ

ん
な
事
業
を
興
す
時
に
沿
道
の
住
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
あ
る
こ
と
が
大
変
あ
り
が
た
い
で

す
。最
初
は「
前
を
通
る
な
」と
か
断
ら
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
け
ど
、観
光
客
に
声
を

か
け
て
く
れ
た
り
、話
し
始
め
る
と
30
分
く
ら

い
そ
の
場
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
名
物
の
じ
い

ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
し（
笑
）。

　小
中
学
生
の
子
ど
も
た
ち
も
コ
ー
ス
に
案
内

板
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、高
校
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
掃
除
し
て
く
れ
た
り
、あ
る
意
味
教

育
に
も
つ
な
が
っ
て
い
て
、非
常
に
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

熊
谷

　地
元
の
皆
さ
ん
は
歩
い
て
い
る
人
が
い

た
ら「
オ
ル
レ
で
す
か
」と
声
を
か
け
て
く
れ
た

り
、バ
ス
が
な
か
っ
た
ら
車
に
乗
せ
て
あ
げ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。

　お
客
さ
ん
に
は
関
係
な
い
の
で
す
が
、ト
レ

イ
ル
は
国
、オ
ル
レ
は
県
の
事
業
な
の
で
、地
図

聞
き
手
：

菅
野
正
洋

（
上
席
主
任
研

究
員
）

編
集
協
力
：

井
上
理
恵

宮城県4
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写
真
：
松
川
浦（
文
字
島
）©（
一
社
）東
北
観
光
推
進
機
構

面
白
い
、楽
し
い
が
、

原
動
力
!

〜
相
馬
市
松
川
浦
の
取
り
組
み
〜

井
島
順
子（
相
馬
市
復
興
支
援
員
）

久
田
浩
之（
亀
屋
旅
館
4
代
目
）

コ
ラ
ム「
み
ん
な
前
向
き
に
頑
張
っ
て
る
よ
ー
」

管
野
貴
拓（
ホ
テ
ル
み
な
と
や
取
締
役
）

菊
地
基
文（
清
昭
丸
船
主
）

震
災
で

あ
ら
た
め
て
気
づ
い
た

温
泉
地
、

旅
館
の
可
能
性

〜
い
わ
き
湯
本
温
泉 

古
滝
屋
の
挑
戦

里
見
喜
生（
古
滝
屋
16
代
目
当
主
）

コ
ラ
ム「
み
ん
な
前
向
き
に
生
き
てい
る
よ！
」

小
井
戸
英
典（
旅
館
こ
い
と
代
表
取
締
役
社
長
）

高
校
生
が
伝
え
る

ふ
く
し
ま
食
べ
る
通
信

〜
ふ
る
さ
と
福
島
を
、

自
分
の
言
葉
で
自
信
を
持
っ
て
語
る

高
校
生
た
ち

椎
根
里
奈（
高
校
生
が
伝
え
る 

ふ
く
し
ま
食
べ
る
通
信
事
務
局
長
）×

伊
藤
英
聖（
福
島
高
校
3
年
）×

熊
谷
惇
乃（
安
積
高
校
2
年
）

福

島

県

P

46
P

52
P

57
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資料：相馬市観光協会

表 1 相馬市観光協会の取り扱った視察の件数と人数

合計 1201 29576 24.6

2020（令和 2 ） 44 831 18.9

2019（平成31/令和元） 165 3916 23.7

2018（平成30） 198 4997 25.2

2017（平成29） 149 3673 24.7

2016（平成28） 169 4163 24.6

2015（平成27） 173 4462 25.8

2014（平成26） 132 3259 24.7

2013（平成25） 127 3424 27.0

2012（平成24） 42 795 18.9

2011（平成23） 2 56 28.0

年度 件数 人数 人数/件

松川浦

浜の台所くぁせっと店内にて

松川浦大橋

年
経
つ
と
東
日
本
大
震
災
を
知
ら
な
い
子
供
た

ち
が
入
学
し
て
く
る
。福
島
県
の
中
で
も
浜
通

り
の
置
か
れ
た
厳
し
い
現
実
を
、中
通
り
や
会

津
地
方
の
子
供
た
ち
は
知
ら
な
い
。県
内
の
事

を
も
っ
と
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
」と
の
考

え
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、中
通
り
や
会
津
地
方

の
子
供
た
ち
が
来
た
り
し
ま
す
。

吉
澤
　
久
田
さ
ん
の
旅
館
で
は
、学
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

久
田
　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
5
年
間

は
、復
興
工
事
の
関
係
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま

し
た
。工
事
が
終
わ
り
、い
ざ
一
般
の
お
客
様
、

泊
ま
り
に
来
て
く
だ
さ
い
と
な
っ
て
も
、ほ
と

ん
ど
来
な
か
っ
た
ん
で
す
。そ
こ
か
ら
井
島
さ

ん
と
も
連
携
し
て
、い
ろ
ん
な
事
に
取
り
組
ん

で
、お
客
様
に「
泊
ま
れ
る
よ
」と
認
知
さ
れ
た

の
は
、本
当
に
よ
う
や
く
最
近
の
こ
と
。

　
そ
れ
ま
で
は
、震
災
の
被
災
者
で
自
宅
を
掃

除
す
る
た
め
に
帰
っ
て
き
た
人
と
か
、仮
設
住

宅
住
ま
い
の
祖
父
母
を
訪
ね
た
が
、泊
ま
れ
な

い
の
で
旅
館
に
泊
ま
る
人
と
か
、そ
う
い
う
お

客
さ
ん
ば
か
り
で
し
た
。井
島
さ
ん
か
ら
視
察

時
の
昼
食
の
依
頼
を
受
け
た
り
、修
学
旅
行
生

も
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、相
馬
は
泊
ま

れ
る
、宴
会
も
で
き
る
ん
だ
と
認
知
さ
れ
る
ま

で
に
は
、も
の
す
ご
く
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。

井
島
　
私
た
ち
の
発
信
力
が
弱
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、相
馬
は
ま
だ
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
考
え
や
、修
学
旅
行
だ
と
、子
供
た
ち

は
大
丈
夫
で
も
保
護
者
の
不
安
か
ら
参
加
を
取

り
や
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

久
田
　
あ
る
県
か
ら
学
生
が
福
島
に
桃
狩
り
に

来
て
、YouT

ube

に
そ
の
様
子
を
ア
ッ
プ
し
た

ん
で
す
。そ
う
し
た
ら
、「
何
、危
な
い
こ
と
さ
せ

て
ん
だ
」と
い
う
親
か
ら
の
抗
議
の
電
話
が
、桃

狩
り
の
事
業
者
に
あ
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま

し
た
。何
も
悪
い
こ
と
し
て
な
い
の
に
、風
評
被

害
で
す
よ
ね
。

吉
澤
　
そ
う
い
う
時
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　「
農
産
物
は
放
射
能
検
査
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
も
の
で
、地
元
の
子
供
た
ち
の
給
食

に
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
」と
お
話
し
す
る
と
、

多
少
受
け
止
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
で
す
。地

元
で
さ
え
非
常
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
親
御
さ

ん
も
い
る
の
で
、お
気
持
ち
は
理
解
で
き
ま
す
。

考
え
方
に
変
化
〜

相
馬
に
来
た
い
人
、来
て
！

井
島
　
放
射
能
は
目
に
見
え
な
い
し
、放
射
能

検
査
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、や
は
り
正
し
い
情
報
を
丁

寧
に
伝
え
続
け
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。分

か
っ
て
も
ら
え
る
ま
で
や
る
し
か
な
い
し
、共

感
し
て
く
だ
さ
る
方
の
存
在
を
、私
た
ち
の
糧

に
す
る
し
か
な
い
。そ
し
て
、そ
の
方
々
か
ら
も

安
全
性
を
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。無
理
強
い

す
る
必
要
も
な
い
し
、理
解
し
て
く
だ
さ
る
方

を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
高
校
生
も
相
馬
の
事
を
発
信
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。地
元
の
良
さ
を
再
認
識
し
て

く
れ
て
い
る
の
か
な
。「
知
ら
な
い
人
に
は
伝
え

な
い
と
」と
、子
供
た
ち
の
方
か
ら
言
っ
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
ね
。

久
田
　
こ
こ
1
〜
2
年
で
、誘
客
に
関
す
る
考

え
方
が
す
ご
く
変
わ
っ
た
。以
前
は
、風
評
被
害

を
ど
う
し
よ
う
と
か
、来
て
く
れ
な
か
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
が
、最
近

は
、「
相
馬
に
来
た
い
人
、来
ら
れ
る
人
は
来
て

ー
」と
。

井
島
　
私
た
ち
自
身
が
地
元
を
大
好
き
だ
か

ら
、風
評
払
拭
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。中
で
も
松
川
浦
地

区
を
中
心
と
し
た「
浜
」の
若
手
・
中
堅
の
皆
さ

ん
は
常
に
前
向
き
で
、パ
ワ
フ
ル
。そ
う
し
た
想

い
や
取
り
組
み
を
行
政
と
の
連
携
や
支
援
に
結

び
つ
け
る
の
は
、観
光
協
会
、私
た
ち
の
役
目
で

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
観
光
交
流
課
や（
公
財
）福
島
県
観
光

物
産
交
流
協
会
の
方
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。福
島
県
の
中
で
も
相
馬
は
小
さ
い

市
な
の
で
、県
や
国
の
力
も
借
り
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。ま
た
、相
馬
だ
け
で
な
く
相
双
地

区
で
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

震
災
後
に
生
じ
た
変
化
、

浜
と
町
の
連
携

吉
澤
　
い
ろ
ん
な
方
か
ら
、浜
と
町
の
連
携
が

強
ま
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
が
。

井
島
　
以
前
は
、浜
は
浜
、街
は
街
だ
っ
た
け
れ

ど
、震
災
が
き
っ
か
け
と
な
り
、浜
と
街
が
繋
が

り
、若
い
人
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
、同
じ
目
線

で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
な
っ
た
の
は
、よ
か

っ
た
な
と
。

久
田
　
浜
と
街
の
連
携
は
強
く
な
っ
て
い
ま
す

ね
。2
0
1
8
年
7
月
に
8
年
ぶ
り
に「
原
釜
尾

浜
海
水
浴
場
」が
再
開
す
る
時
に
行
っ
た「
そ
う

ま
浜
ま
つ
り
」も
、「
浜
祭
り
実
行
委
員
会
」と
い

う
、浜
と
街
、異
業
種
の
有
志
か
ら
な
る
団
体
が

開
催
し
ま
し
た
。本
来
な
ら
浜
の
う
ち
ら
が
や

ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
に
、自
分
と
同
級
生
で
、

町
で
ホ
テ
ル
ふ
た
ば
や
を
経
営
し
、当
時
、相
馬

青
年
会
議
所
の
副
理
事
長
も
務
め
て
い
た
羽
柴

和
洋
君
が
、「
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
、有
志
で
集

ま
ろ
う
」と
音
頭
を
取
っ
て
く
れ
て
。

　
20
人
く
ら
い
か
な
、旅
館
、飲
食
店
、建
設
業
、

幼
稚
園
の
先
生
も
い
る
し
、漁
師
も
い
る
、本
当

に
多
種
多
様
で
し
た
ね
。

　
企
業
に
頭
を
下
げ
て
回
っ
て
、7
0
0
万
円

も
の
寄
附
を
集
め
ま
し
た
。2
0
2
0
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
控
え
ま
し
た
が
、2
0
1
8
年
、

2
0
1
9
年
と
、大
曲
の
花
火
師
を
呼
ん
で
花

火
を
打
ち
上
げ
る
な
ど
、大
い
に
祭
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。　

井
島
　
利
害
関
係
な
く
、相
馬
で
何
か
面
白
い

す
。こ
の
間
、大
阪
か
ら
お
招
き
し
た
あ
る
先
生

が
、「
今
は
マ
ス
で
は
な
く
個
人
で
動
く
が
、ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
て
歩
く
時
代
は
終
わ
っ
た
。

次
は
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
情
報
を
ほ
し
が

る
よ
う
に
な
る
。そ
の
た
め
に
地
元
の
人
と
の

関
係
性
を
求
め
て
く
る
」と
お
話
し
さ
れ
て
い

ま
し
た
。エ
コ
ツ
ア
ー
は
、地
元
の
人
と
仲
良
く

な
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
に
も
な
る
。そ
う
い
う
意

識
を
持
っ
て
、自
分
も
今
後
エ
コ
ツ
ア
ー
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
5
年
間
の

相
馬
観
光
の
動
向

吉
澤
　
2
0
1
6
年
度
か
ら

の
5
年
間
で
、相
馬
に
来
る

観
光
客
に
変
化
は
あ
り
ま
し

た
か
。

井
島
　
い
わ
ゆ
る
一
般
の
観

光
客
で
は
な
い
の
で
す
が
、

視
察
は
順
調
に
増
え
て
い
ま

し
た
ね（
表
1
）。視
察
で
は
、

〝
天
災
は
誰
も
悪
く
な
い
、福

島
が
負
の
遺
産
と
な
ら
な
い

た
め
に
も
、正
し
い
情
報
と

頑
張
る
人
達
の
姿
を
伝
え
た

い
〞と
の
思
い
で
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　
行
政
絡
み
の
団
体
が
減

り
、旅
行
会
社
を
介
し
た
団

体
が
増
え
、特
に
2
0
2
0

年
度
は
学
生
団
体
が
急
増

と
、よ
い
傾
向
が
続
い
て
い

た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で

大
学
で
す
。

吉
澤
　
相
馬
は
地
震
の
他
に
原
発
事
故
に
よ
る

風
評
被
害
も
受
け
て
い
ま
す
が
、だ
い
ぶ
薄
ら

い
で
き
た
印
象
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　
逆
に
、双
葉
町
に「
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
伝
承
館
」（
2
0
2
0
年
9
月
20
日
開

館
）が
で
き
て
か
ら
、原
子
力
発
電
所
の
こ
と
も

学
び
つ
つ
相
双
地
区
を
訪
れ
よ
う
と
い
う
流
れ

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、相
馬
に
宿
泊
で

き
る
こ
と
が
段
々
と
理
解
さ
れ
て
き
て
、こ
れ

ま
で
は
日
帰
り
だ
っ
た
修
学
旅
行
が
泊
ま
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
1
年
度
の
予
定
も
含
め
て
お
話
し
し

ま
す
と
、千
葉
、神
奈
川
、愛
知
、兵
庫
、沖
縄
な

ど
の
学
校
が
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。愛
知
県
岡
崎
市
に
は
、1
度
、語
り
部
と
し

提
で
す
が
、近
隣
で
1
0
0
名
を
越
す
宿
泊
が

で
き
る
の
は
相
馬
く
ら
い
だ
と
学
校
側
も
承
知

し
て
い
て
、バ
ス
や
ク
ラ
ス
ご
と
の
分
宿
で
構

わ
な
い
と
。バ
ス
ご
と
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
分

け
て
作
り
、昼
食
は
お
店
は
違
っ
て
も
同
じ
メ

ニ
ュ
ー
で
、と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
ま
す
。

吉
澤
　
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
何
年
頃
か
ら
で
す
か
。

井
島
　
2
0
1
8
年
後
半
か
ら
19
年
頃
か
ら
で

す
ね
。米
の
放
射
能
の
全
袋
検
査
が
浸
透
し
は

じ
め
て
、や
っ
と
農
業
へ
の
理
解
が
広
ま
っ
た

頃
か
ら
徐
々
に
増
え
始
め
た
と
い
う
印
象
で

す
。長
崎
と
か
広
島
と
か
原
爆
の
被
害
に
あ
っ

た
地
域
が
ま
ず
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
あ
と
は
福
島
県
内
の
学
校
の
先
生
方
が
、「
10

〝
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞、

そ
の
後
の
展
開

吉
澤
　
久
田
さ
ん
、井
島
さ
ん
と
は
、2
0
1
5

年
度
ま
で
、環
境
省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
ず
そ
の
後
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

井
島
　
亀
屋
旅
館
の
久
田
さ
ん
が
、「
松
川
浦
ガ

イ
ド
の
会
」の
会
長
と
し
て
、エ
コ
ツ
ア
ー
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。ガ
イ
ド
と
し
て
の
腕
前

も
さ
ら
に
上
が
り
、新
聞
な
ど
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。観
光
協
会
で
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
な
ど
広
く
告
知
し

て
い
ま
す
。リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
て
、口
コ
ミ
で
お

客
様
が
来
た
り
も
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

久
田
　
エ
コ
ツ
ア
ー
は
、2
0
1
6
年
度
以
降
、

皆
、そ
れ
ぞ
れ
に
忙
し
く
て
、し
ば
ら
く
は
何
も

で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
、あ
そ
こ
ま
で
ご

支
援
い
た
だ
い
た
の
に
も
っ
た
い
な
い
と
、自

分
一
人
で
も
で
き
る
こ
と
、ま
ず
は
カ
ニ
釣
り

か
ら
始
め
て
み
ま
し
た
。

　
再
開
か
ら
2
年
に
な
り
ま
す
が
、参
加
者
は

日
帰
り
が
ほ
と
ん
ど
で
、日
帰
り
の
方
に
は
旅

館
に
直
接
お
電
話
で
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。一
回
あ
た
り
の
参
加
人
数
は
、2
人
か
ら

14
人
ま
で
が
多
い
で
す
が
、1
度
に
1
0
0
人

と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

井
島
　
車
好
き
の
皆
さ
ん
の
集
ま
り
か
ら
、海

岸
清
掃
で
伺
う
が
、親
子
で
参
加
す
る
の
で
、何

か
体
験
も
し
た
い
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

「
じ
ゃ
あ
、カ
ニ
釣
り
は
い
か
が
で
す
か
」と
提

案
し
た
ん
で
す
。近
隣
の
方
は
料
金
が
高
い
と

敬
遠
す
る
の
で
、料
金
は
1
人
5
0
0
円
、ワ
ン

コ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。久
田
さ
ん
に
料
金
的
に

安
す
ぎ
る
か
と
確
認
し
た
ら
、大
丈
夫
と
の
こ

と
な
の
で
実
現
し
ま
し
た
。

久
田
　
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン（
2
0
2
1
年
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
）で

も
、提
供
す
る
予
定
で
す
が
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

担
当
者
か
ら
も
安
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た

（
笑
）。実
績
を
積
ん
で
、参
加
者
に
楽
し
ん
で
い

だ
け
る
、満
足
い
た
だ
け
る
ス
キ
ル
も
身
に
つ

い
て
き
た
の
で
、料
金
設
定
を
ち
ょ
っ
と
高
く

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
度
、カ
ニ
釣
り
に「S

D
G
s

（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）」の
要
素
を
加
え
よ
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。カ
ニ
釣
り
を
す
る
人
工
磯
を
よ
く
見

る
と
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
か
ゴ
ミ
が
む
ち
ゃ
く

ち
ゃ
上
が
っ
て
る
ん
で
す
。調
べ
て
み
た
ら
、世

界
で
年
間
8
0
0
万
ト
ン
、ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ

ト
機
5
万
台
分
の
ゴ
ミ
が
出
て
い
て
、放
っ
て

お
く
と
や
が
て
海
に
は
魚
よ
り
ゴ
ミ
の
方
が
多

く
な
っ
ち
ゃ
う
と
知
り
、驚
き
ま
し
た
。

　
カ
ニ
釣
り
の
時
、子
供
た
ち
に「
海
洋
ゴ
ミ
っ

て
ど
の
く
ら
い
出
て
い
る
と
思
う
」と
聞
い
て

み
た
り
し
な
が
ら
、こ
う
し
た
現
状
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、子
供
た

ち
に
環
境
保
護
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
た

い
ん
で
す
。今
後
、ガ
イ
ド
の
会
と
し
て
も
、い

ろ
ん
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

井
島
　
浜
の
駅
が
い
っ
ぱ
い
で
入
れ
な
い
と
、

他
に
行
く
の
で
、他
の
店
も
混
ん
で
い
ま
す
。前

回
は
入
れ
な
か
っ
た
け
ど
、次
は
こ
こ
で
食
べ

た
い
と
何
回
も
来
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、

相
乗
効
果
も
あ
っ
て
よ
い
傾
向
だ
と
思
い
ま

す
。自

信
を
持
っ
て
言
え
る
、

相
馬
は
絶
対
に
楽
し
い
！

井
島
　
浜
の
人
は
男
女
問
わ
ず
パ
ワ
ー
が
あ

る
。管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
た
ち
が
、「
こ
れ
が
や

り
た
い
ん
だ
」「
あ
れ
が
や
り
た
い
ん
だ
」と
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
て
い
る
と
、「
そ
う
だ
よ

ね
、面
白
い
よ
ね
」、「
じ
ゃ
あ
ど
う
し
よ
う
か
」

と
、人
が
集
ま
っ
て
く
る
。そ
し
て
、ち
ょ
っ
と

無
理
か
な
ぁ
と
も
思
わ
な
い
で
何
で
も
や
り
切

る
。

　
そ
れ
を
私
は
陰
な
が
ら
応
援
し
、色
々
な
手

段
を
駆
使
し
て
、で
き
る
限
り
協
力
し
て
い
ま

す
。私
も
負
け
た
く
な
い
し
、皆
さ
ん
の「
楽
し

い
こ
と
し
よ
う
よ
」に
賛
同
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。楽
し
く
な
い
と
続
か
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

久
田
　
管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

「
面
白
い
か
ら
、楽
し
い
か
ら
や
る
、楽
し
け
れ

ば
人
は
集
ま
っ
て
く
る
。そ
し
て
飲
む
」と
。膝

を
付
き
合
わ
せ
て
飲
む
、こ
れ
が
一
番
大
事

（
笑
）。

井
島
　
そ
れ
が
い
い
思
い
出
に
も
な
る
し
、次

の
原
動
力
に
も
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、相
馬
を
滞
在
拠
点
に
相
双
地
区
の
い

ろ
ん
な
所
を
見
て
も
ら
い
た
い
。そ
し
て
、や
っ

ぱ
り
相
馬
が
一
番
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
。フ
ァ
ン
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。

　
誰
に
で
も
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
、「
一
度
来

て
み
て
、絶
対
に
楽
し
い
か
ら
」と
。相
馬
市
か

ら
福
島
全
体
を
元
気
に
、そ
し
て
世
界
に
誇
れ

る
場
所
に
す
る
の
が
夢
で
す
。

進
行
・
構
成
：
吉
澤
清
良（
観
光
文
化
振
興
部
長
）

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

こ
と
を
や
っ
て
人
を
呼
ぼ
う
と
い
う
、若
い
人

た
ち
の
取
り
組
み
を
、観
光
協
会
の
私
た
ち
は
、

利
用
可
能
な
補
助
金
情
報
の
提
供
、申
請
の
手

助
け
と
い
っ
た
面
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

「
浜
の
駅 

松
川
浦
」を

観
光
復
興
の
起
爆
剤
に

吉
澤
　
今
、取
材
を
行
っ
て
い
る
こ
の
場
所
、復

興
市
民
市
場「
浜
の
駅 

松
川
浦
」（
以
下
、浜
の

駅
）も
5
年
前
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
ち

ら
の
施
設
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

久
田
　
こ
の
浜
の
駅
は
管
理
者
の
問
題
で
、実

は
2
年
前
に
1
度
頓
挫
し
て
い
ま
す
。そ
れ
で

も
や
ら
な
き
ゃ
と
、行
政
、民
間
で
第
3
セ
ク
タ

ー
の
会
社（「
相
馬
市
民
市
場
株
式
会
社
」）を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。浜
か
ら
は
ホ

テ
ル
み
な
と
や
の
管
野
貴
拓
さ
ん
と
、漁
師
の

菊
地
基
文
さ
ん
、街
か
ら
は
2
人
が
出
資
者（
株

主
）に
な
っ
て
い
ま
す
。街
の
2
人
は
、何
年
か

前
に
市
の
企
画
課
が「
相
馬
市
青
年
団
体
連
絡

会
」と
い
う
、建
設
、介
護
、観
光
、漁
師
な
ど

様
々
な
業
種
か
ら
な
る
集
ま
り
を
作
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
で
、管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
と
意
気

投
合
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
菅
野
さ
ん
は
、浜
の
駅
内
の
テ
ナ
ン
ト
で
、地

元
の
魚
介
類
を
提
供
し
て
い
る
食
堂「
く
ぁ
せ

っ
と
」（
相
馬
地
方
の
方
言
で
、食
べ
て
も
ら
う

の
意
味
）の
店
長
も
務
め
て
い
ま
す
。菊
地
さ
ん

も
厨
房
で
板
前
と
し
て
腕
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、漁
師
の
奥
さ
ん
方
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。私
も
厨
房
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
が
、開
業
か
ら
想
定
を
大
き
く
超

え
る
忙
し
さ
で
す
。

吉
澤
　
漁
業
は
4
月
に
操
業
拡
大
が
予
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。明
る
い
話
題
も
出
て
き

て
い
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
地
元
の
魚
介
類
が
ウ
リ
な
の
で
獲
っ
て

き
て
も
ら
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
。今
は
漁
獲

量
が
少
な
す
ぎ
て
、旅
館
と
の
取
り
合
い
に
な

っ
て
い
ま
す
。旅
館
と
し
て
も
、こ
れ
ま
で
コ
ス

ト
を
か
け
て
県
外
産
の
魚
を
使
っ
て
し
の
い
で

き
た
の
で
、地
元
の
安
く
て
新
鮮
な
魚
が
使
え

る
と
本
当
に
あ
り
が
た
い
。

　
か
つ
て
震
災
直
後
に
発
足
し
た「
松
川
浦
観

光
振
興
グ
ル
ー
プ
」で
取
り
組
ん
だ「
復
興
チ
ャ

レ
ン
ジ
丼
」（
飲
食
店
等
が
独
自
メ
ニ
ュ
ー
を
自

慢
の
一
品
と
し
て
提
供
）が
、10
年
か
か
っ
て
、

や
っ
と
全
て
地
元
の
魚
で
作
れ
る
よ
う
に
な
り

そ
う
で
す
。

吉
澤
　
こ
の
食
堂
は
地
元
の
方
の
利
用
も
多
い

の
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
平
日
は
地
元
中
心
で
す
が
、土
日
は
市

外
、中
通
り
の
方
も
多
い
で
す
。

井
島
　
東
北
中
央
道「
相
馬
福
島
道
路
」が
で
き

た
こ
と
で
、福
島
市
か
ら
40
分
で
来
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。先
日（
2
/
13
）の
地
震
の

影
響
で
全
線
開
通
は
4
月
24
日
に
延
期
と
な
り

ま
し
た
が
、こ
の
効
果
は
凄
く
大
き
い
。い
ず
れ

は
山
形
県
と
も
つ
な
が
る
の
で
、山
形
県
か
ら

の
お
客
様
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
昔
の
方
々
は
、相
馬
の
魚
は
美
味
し
い
と
い

う
認
識
が
非
常
に
高
い
。中
通
り
の
方
が
浜
の

駅
開
業
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、「
直
送
し
て
も
ら

え
な
い
か
」と
か
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
行
け
な
い
の

で
、福
島
市
で
売
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
の
に
」と

い
う
お
客
様
の
声
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
個
人
的
に
は
、築
地
と
か
ば
か
り
で
は
な
く
、

中
通
り
な
ど
で
流
通
さ
せ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。通
販
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ

て
も
よ
い
し
、漁
獲
量
が
増
え
て
く
れ
ば
、そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
さ
け
る
分
も
出
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

久
田
　
そ
れ
に
し
て
も
本
当
に
今
日
は
忙
し
か

っ
た
。コ
ロ
ナ
禍
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、も
っ
と
忙

し
か
っ
た
と
思
う
。コ
ロ
ナ
が
明
け
た
ら
逆
に

ど
う
な
る
の
か
と
怖
い
く
ら
い
。開
業
当
初
か

ら
予
想
の
3
、4
倍
の
お
客
様
が
来
て
、仕
込
み

が
間
に
合
わ
な
い
。真
夜
中
ま
で
か
か
っ
て
た

く
さ
ん
仕
込
ん
で
も
、翌
日
に
は
あ
っ
と
い
う

間
に
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。嬉
し
い
悲
鳴
で
す

が
、賑
わ
っ
て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
か
な
。旅
館

は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
こ
う
い
う
施
設
が
起
爆
剤
に
な
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
泊
ま
っ
て
楽
し
み
た
い
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

久
田
　
震
災
後
ず
っ
と
、遊
ぶ
場
所
、食
事
す
る

場
所
、買
い
物
す
る
場
所
が
少
な
か
っ
た
。今
で

は
旅
館
で
も「
あ
そ
こ
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
、な
ん
で
も
あ
り
ま
す
の
で
」と
話
が
で
き
ま

す
。み
ん
な
、こ
こ
が
で
き
て
人
が
増
え
た
と
言

っ
て
い
ま
す
。

相
馬
市
観
光
協
会
で

復
興
支
援
員
を
務
め
る
井
島
順
子
氏
、

相
馬
市
松
川
浦
に
て
旅
館
を
営
む
か
た
わ
ら

〝
浜
〞の
活
動
に
も
尽
力
す
る
、

久
田
浩
之
氏
に
、

相
馬
市
の
観
光
動
向
、

観
光
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
、

取
り
組
み
継
続
の
秘
訣
、

続
将
来
へ
の
想
い
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

面
白
い、楽
しいが
、

原
動
力
!

相
馬
市

松
川
浦
の

取
り
組
み

激
減
。コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
も
っ
と
人
の
動

き
が
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
。

　
た
だ
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
て
、修
学
旅
行
先
が
東

京
か
ら
福
島
に
変
更
に
な
る
と
い
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
。福
島
県
へ
の
修
学
旅
行
で
は
会

津
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、防
災
教

育
を
視
点
に
相
馬
に
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
良

か
っ
た
で
す
。現
時
点
で
、観
光
協
会
に
は

2
0
2
1
年
度
の
視
察
予
定
が
10
本
入
っ
て
い

ま
す
が
、全
部
、学
校
関
係
、小
・
中
学
校
、高
校
、

5 ❶…

て
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
ご
縁
で
、是
非
相
馬
に

行
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
こ
数
年
、観
光
協
会
で
は
特

に
教
育
旅
行
の
情
報
発
信
を
強
化

し
て
い
る
の
で
す
が
、そ
れ
を
見

て
、旅
行
会
社
が
興
味
を
持
っ
て

く
れ
て
、東
京
か
ら
行
き
先
を
変

え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

福
島
県
内
で
も
教
育
旅
行
に
対
応

し
た
震
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持

っ
て
い
る
の
は
相
馬
市
だ
け
の
よ

う
で
す
。

　
た
だ
、修
学
旅
行
は
1
0
0
名

単
位
な
の
で
、宿
泊
が
で
き
る
か
、

食
事
場
所
が
あ
る
か
と
い
う
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。分
宿
が
前

福島県5
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資料：相馬市観光協会

表 1 相馬市観光協会の取り扱った視察の件数と人数

合計 1201 29576 24.6

2020（令和 2 ） 44 831 18.9

2019（平成31/令和元） 165 3916 23.7

2018（平成30） 198 4997 25.2

2017（平成29） 149 3673 24.7

2016（平成28） 169 4163 24.6

2015（平成27） 173 4462 25.8

2014（平成26） 132 3259 24.7

2013（平成25） 127 3424 27.0

2012（平成24） 42 795 18.9

2011（平成23） 2 56 28.0

年度 件数 人数 人数/件

松川浦

浜の台所くぁせっと店内にて

松川浦大橋

年
経
つ
と
東
日
本
大
震
災
を
知
ら
な
い
子
供
た

ち
が
入
学
し
て
く
る
。福
島
県
の
中
で
も
浜
通

り
の
置
か
れ
た
厳
し
い
現
実
を
、中
通
り
や
会

津
地
方
の
子
供
た
ち
は
知
ら
な
い
。県
内
の
事

を
も
っ
と
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
」と
の
考

え
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、中
通
り
や
会
津
地
方

の
子
供
た
ち
が
来
た
り
し
ま
す
。

吉
澤
　
久
田
さ
ん
の
旅
館
で
は
、学
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

久
田
　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
5
年
間

は
、復
興
工
事
の
関
係
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま

し
た
。工
事
が
終
わ
り
、い
ざ
一
般
の
お
客
様
、

泊
ま
り
に
来
て
く
だ
さ
い
と
な
っ
て
も
、ほ
と

ん
ど
来
な
か
っ
た
ん
で
す
。そ
こ
か
ら
井
島
さ

ん
と
も
連
携
し
て
、い
ろ
ん
な
事
に
取
り
組
ん

で
、お
客
様
に「
泊
ま
れ
る
よ
」と
認
知
さ
れ
た

の
は
、本
当
に
よ
う
や
く
最
近
の
こ
と
。

　
そ
れ
ま
で
は
、震
災
の
被
災
者
で
自
宅
を
掃

除
す
る
た
め
に
帰
っ
て
き
た
人
と
か
、仮
設
住

宅
住
ま
い
の
祖
父
母
を
訪
ね
た
が
、泊
ま
れ
な

い
の
で
旅
館
に
泊
ま
る
人
と
か
、そ
う
い
う
お

客
さ
ん
ば
か
り
で
し
た
。井
島
さ
ん
か
ら
視
察

時
の
昼
食
の
依
頼
を
受
け
た
り
、修
学
旅
行
生

も
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、相
馬
は
泊
ま

れ
る
、宴
会
も
で
き
る
ん
だ
と
認
知
さ
れ
る
ま

で
に
は
、も
の
す
ご
く
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。

井
島
　
私
た
ち
の
発
信
力
が
弱
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、相
馬
は
ま
だ
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
考
え
や
、修
学
旅
行
だ
と
、子
供
た
ち

は
大
丈
夫
で
も
保
護
者
の
不
安
か
ら
参
加
を
取

り
や
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

久
田
　
あ
る
県
か
ら
学
生
が
福
島
に
桃
狩
り
に

来
て
、YouT

ube

に
そ
の
様
子
を
ア
ッ
プ
し
た

ん
で
す
。そ
う
し
た
ら
、「
何
、危
な
い
こ
と
さ
せ

て
ん
だ
」と
い
う
親
か
ら
の
抗
議
の
電
話
が
、桃

狩
り
の
事
業
者
に
あ
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま

し
た
。何
も
悪
い
こ
と
し
て
な
い
の
に
、風
評
被

害
で
す
よ
ね
。

吉
澤
　
そ
う
い
う
時
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　「
農
産
物
は
放
射
能
検
査
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
も
の
で
、地
元
の
子
供
た
ち
の
給
食

に
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
」と
お
話
し
す
る
と
、

多
少
受
け
止
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
で
す
。地

元
で
さ
え
非
常
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
親
御
さ

ん
も
い
る
の
で
、お
気
持
ち
は
理
解
で
き
ま
す
。

考
え
方
に
変
化
〜

相
馬
に
来
た
い
人
、来
て
！

井
島
　
放
射
能
は
目
に
見
え
な
い
し
、放
射
能

検
査
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、や
は
り
正
し
い
情
報
を
丁

寧
に
伝
え
続
け
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。分

か
っ
て
も
ら
え
る
ま
で
や
る
し
か
な
い
し
、共

感
し
て
く
だ
さ
る
方
の
存
在
を
、私
た
ち
の
糧

に
す
る
し
か
な
い
。そ
し
て
、そ
の
方
々
か
ら
も

安
全
性
を
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。無
理
強
い

す
る
必
要
も
な
い
し
、理
解
し
て
く
だ
さ
る
方

を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
高
校
生
も
相
馬
の
事
を
発
信
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。地
元
の
良
さ
を
再
認
識
し
て

く
れ
て
い
る
の
か
な
。「
知
ら
な
い
人
に
は
伝
え

な
い
と
」と
、子
供
た
ち
の
方
か
ら
言
っ
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
ね
。

久
田
　
こ
こ
1
〜
2
年
で
、誘
客
に
関
す
る
考

え
方
が
す
ご
く
変
わ
っ
た
。以
前
は
、風
評
被
害

を
ど
う
し
よ
う
と
か
、来
て
く
れ
な
か
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
が
、最
近

は
、「
相
馬
に
来
た
い
人
、来
ら
れ
る
人
は
来
て

ー
」と
。

井
島
　
私
た
ち
自
身
が
地
元
を
大
好
き
だ
か

ら
、風
評
払
拭
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。中
で
も
松
川
浦
地

区
を
中
心
と
し
た「
浜
」の
若
手
・
中
堅
の
皆
さ

ん
は
常
に
前
向
き
で
、パ
ワ
フ
ル
。そ
う
し
た
想

い
や
取
り
組
み
を
行
政
と
の
連
携
や
支
援
に
結

び
つ
け
る
の
は
、観
光
協
会
、私
た
ち
の
役
目
で

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
観
光
交
流
課
や（
公
財
）福
島
県
観
光

物
産
交
流
協
会
の
方
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。福
島
県
の
中
で
も
相
馬
は
小
さ
い

市
な
の
で
、県
や
国
の
力
も
借
り
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。ま
た
、相
馬
だ
け
で
な
く
相
双
地

区
で
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

震
災
後
に
生
じ
た
変
化
、

浜
と
町
の
連
携

吉
澤
　
い
ろ
ん
な
方
か
ら
、浜
と
町
の
連
携
が

強
ま
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
が
。

井
島
　
以
前
は
、浜
は
浜
、街
は
街
だ
っ
た
け
れ

ど
、震
災
が
き
っ
か
け
と
な
り
、浜
と
街
が
繋
が

り
、若
い
人
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
、同
じ
目
線

で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
な
っ
た
の
は
、よ
か

っ
た
な
と
。

久
田
　
浜
と
街
の
連
携
は
強
く
な
っ
て
い
ま
す

ね
。2
0
1
8
年
7
月
に
8
年
ぶ
り
に「
原
釜
尾

浜
海
水
浴
場
」が
再
開
す
る
時
に
行
っ
た「
そ
う

ま
浜
ま
つ
り
」も
、「
浜
祭
り
実
行
委
員
会
」と
い

う
、浜
と
街
、異
業
種
の
有
志
か
ら
な
る
団
体
が

開
催
し
ま
し
た
。本
来
な
ら
浜
の
う
ち
ら
が
や

ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
に
、自
分
と
同
級
生
で
、

町
で
ホ
テ
ル
ふ
た
ば
や
を
経
営
し
、当
時
、相
馬

青
年
会
議
所
の
副
理
事
長
も
務
め
て
い
た
羽
柴

和
洋
君
が
、「
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
、有
志
で
集

ま
ろ
う
」と
音
頭
を
取
っ
て
く
れ
て
。

　
20
人
く
ら
い
か
な
、旅
館
、飲
食
店
、建
設
業
、

幼
稚
園
の
先
生
も
い
る
し
、漁
師
も
い
る
、本
当

に
多
種
多
様
で
し
た
ね
。

　
企
業
に
頭
を
下
げ
て
回
っ
て
、7
0
0
万
円

も
の
寄
附
を
集
め
ま
し
た
。2
0
2
0
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
控
え
ま
し
た
が
、2
0
1
8
年
、

2
0
1
9
年
と
、大
曲
の
花
火
師
を
呼
ん
で
花

火
を
打
ち
上
げ
る
な
ど
、大
い
に
祭
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。　

井
島
　
利
害
関
係
な
く
、相
馬
で
何
か
面
白
い

す
。こ
の
間
、大
阪
か
ら
お
招
き
し
た
あ
る
先
生

が
、「
今
は
マ
ス
で
は
な
く
個
人
で
動
く
が
、ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
て
歩
く
時
代
は
終
わ
っ
た
。

次
は
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
情
報
を
ほ
し
が

る
よ
う
に
な
る
。そ
の
た
め
に
地
元
の
人
と
の

関
係
性
を
求
め
て
く
る
」と
お
話
し
さ
れ
て
い

ま
し
た
。エ
コ
ツ
ア
ー
は
、地
元
の
人
と
仲
良
く

な
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
に
も
な
る
。そ
う
い
う
意

識
を
持
っ
て
、自
分
も
今
後
エ
コ
ツ
ア
ー
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
5
年
間
の

相
馬
観
光
の
動
向

吉
澤
　
2
0
1
6
年
度
か
ら

の
5
年
間
で
、相
馬
に
来
る

観
光
客
に
変
化
は
あ
り
ま
し

た
か
。

井
島
　
い
わ
ゆ
る
一
般
の
観

光
客
で
は
な
い
の
で
す
が
、

視
察
は
順
調
に
増
え
て
い
ま

し
た
ね（
表
1
）。視
察
で
は
、

〝
天
災
は
誰
も
悪
く
な
い
、福

島
が
負
の
遺
産
と
な
ら
な
い

た
め
に
も
、正
し
い
情
報
と

頑
張
る
人
達
の
姿
を
伝
え
た

い
〞と
の
思
い
で
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　
行
政
絡
み
の
団
体
が
減

り
、旅
行
会
社
を
介
し
た
団

体
が
増
え
、特
に
2
0
2
0

年
度
は
学
生
団
体
が
急
増

と
、よ
い
傾
向
が
続
い
て
い

た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で

大
学
で
す
。

吉
澤
　
相
馬
は
地
震
の
他
に
原
発
事
故
に
よ
る

風
評
被
害
も
受
け
て
い
ま
す
が
、だ
い
ぶ
薄
ら

い
で
き
た
印
象
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　
逆
に
、双
葉
町
に「
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
伝
承
館
」（
2
0
2
0
年
9
月
20
日
開

館
）が
で
き
て
か
ら
、原
子
力
発
電
所
の
こ
と
も

学
び
つ
つ
相
双
地
区
を
訪
れ
よ
う
と
い
う
流
れ

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、相
馬
に
宿
泊
で

き
る
こ
と
が
段
々
と
理
解
さ
れ
て
き
て
、こ
れ

ま
で
は
日
帰
り
だ
っ
た
修
学
旅
行
が
泊
ま
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
1
年
度
の
予
定
も
含
め
て
お
話
し
し

ま
す
と
、千
葉
、神
奈
川
、愛
知
、兵
庫
、沖
縄
な

ど
の
学
校
が
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。愛
知
県
岡
崎
市
に
は
、1
度
、語
り
部
と
し

提
で
す
が
、近
隣
で
1
0
0
名
を
越
す
宿
泊
が

で
き
る
の
は
相
馬
く
ら
い
だ
と
学
校
側
も
承
知

し
て
い
て
、バ
ス
や
ク
ラ
ス
ご
と
の
分
宿
で
構

わ
な
い
と
。バ
ス
ご
と
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
分

け
て
作
り
、昼
食
は
お
店
は
違
っ
て
も
同
じ
メ

ニ
ュ
ー
で
、と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
ま
す
。

吉
澤
　
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
何
年
頃
か
ら
で
す
か
。

井
島
　
2
0
1
8
年
後
半
か
ら
19
年
頃
か
ら
で

す
ね
。米
の
放
射
能
の
全
袋
検
査
が
浸
透
し
は

じ
め
て
、や
っ
と
農
業
へ
の
理
解
が
広
ま
っ
た

頃
か
ら
徐
々
に
増
え
始
め
た
と
い
う
印
象
で

す
。長
崎
と
か
広
島
と
か
原
爆
の
被
害
に
あ
っ

た
地
域
が
ま
ず
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
あ
と
は
福
島
県
内
の
学
校
の
先
生
方
が
、「
10

〝
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞、

そ
の
後
の
展
開

吉
澤
　
久
田
さ
ん
、井
島
さ
ん
と
は
、2
0
1
5

年
度
ま
で
、環
境
省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
ず
そ
の
後
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

井
島
　
亀
屋
旅
館
の
久
田
さ
ん
が
、「
松
川
浦
ガ

イ
ド
の
会
」の
会
長
と
し
て
、エ
コ
ツ
ア
ー
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。ガ
イ
ド
と
し
て
の
腕
前

も
さ
ら
に
上
が
り
、新
聞
な
ど
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。観
光
協
会
で
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
な
ど
広
く
告
知
し

て
い
ま
す
。リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
て
、口
コ
ミ
で
お

客
様
が
来
た
り
も
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

久
田
　
エ
コ
ツ
ア
ー
は
、2
0
1
6
年
度
以
降
、

皆
、そ
れ
ぞ
れ
に
忙
し
く
て
、し
ば
ら
く
は
何
も

で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
、あ
そ
こ
ま
で
ご

支
援
い
た
だ
い
た
の
に
も
っ
た
い
な
い
と
、自

分
一
人
で
も
で
き
る
こ
と
、ま
ず
は
カ
ニ
釣
り

か
ら
始
め
て
み
ま
し
た
。

　
再
開
か
ら
2
年
に
な
り
ま
す
が
、参
加
者
は

日
帰
り
が
ほ
と
ん
ど
で
、日
帰
り
の
方
に
は
旅

館
に
直
接
お
電
話
で
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。一
回
あ
た
り
の
参
加
人
数
は
、2
人
か
ら

14
人
ま
で
が
多
い
で
す
が
、1
度
に
1
0
0
人

と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

井
島
　
車
好
き
の
皆
さ
ん
の
集
ま
り
か
ら
、海

岸
清
掃
で
伺
う
が
、親
子
で
参
加
す
る
の
で
、何

か
体
験
も
し
た
い
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

「
じ
ゃ
あ
、カ
ニ
釣
り
は
い
か
が
で
す
か
」と
提

案
し
た
ん
で
す
。近
隣
の
方
は
料
金
が
高
い
と

敬
遠
す
る
の
で
、料
金
は
1
人
5
0
0
円
、ワ
ン

コ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。久
田
さ
ん
に
料
金
的
に

安
す
ぎ
る
か
と
確
認
し
た
ら
、大
丈
夫
と
の
こ

と
な
の
で
実
現
し
ま
し
た
。

久
田
　
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン（
2
0
2
1
年
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
）で

も
、提
供
す
る
予
定
で
す
が
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

担
当
者
か
ら
も
安
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た

（
笑
）。実
績
を
積
ん
で
、参
加
者
に
楽
し
ん
で
い

だ
け
る
、満
足
い
た
だ
け
る
ス
キ
ル
も
身
に
つ

い
て
き
た
の
で
、料
金
設
定
を
ち
ょ
っ
と
高
く

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
度
、カ
ニ
釣
り
に「S

D
G
s

（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）」の
要
素
を
加
え
よ
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。カ
ニ
釣
り
を
す
る
人
工
磯
を
よ
く
見

る
と
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
か
ゴ
ミ
が
む
ち
ゃ
く

ち
ゃ
上
が
っ
て
る
ん
で
す
。調
べ
て
み
た
ら
、世

界
で
年
間
8
0
0
万
ト
ン
、ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ

ト
機
5
万
台
分
の
ゴ
ミ
が
出
て
い
て
、放
っ
て

お
く
と
や
が
て
海
に
は
魚
よ
り
ゴ
ミ
の
方
が
多

く
な
っ
ち
ゃ
う
と
知
り
、驚
き
ま
し
た
。

　
カ
ニ
釣
り
の
時
、子
供
た
ち
に「
海
洋
ゴ
ミ
っ

て
ど
の
く
ら
い
出
て
い
る
と
思
う
」と
聞
い
て

み
た
り
し
な
が
ら
、こ
う
し
た
現
状
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、子
供
た

ち
に
環
境
保
護
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
た

い
ん
で
す
。今
後
、ガ
イ
ド
の
会
と
し
て
も
、い

ろ
ん
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

井
島
　
浜
の
駅
が
い
っ
ぱ
い
で
入
れ
な
い
と
、

他
に
行
く
の
で
、他
の
店
も
混
ん
で
い
ま
す
。前

回
は
入
れ
な
か
っ
た
け
ど
、次
は
こ
こ
で
食
べ

た
い
と
何
回
も
来
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、

相
乗
効
果
も
あ
っ
て
よ
い
傾
向
だ
と
思
い
ま

す
。自

信
を
持
っ
て
言
え
る
、

相
馬
は
絶
対
に
楽
し
い
！

井
島
　
浜
の
人
は
男
女
問
わ
ず
パ
ワ
ー
が
あ

る
。管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
た
ち
が
、「
こ
れ
が
や

り
た
い
ん
だ
」「
あ
れ
が
や
り
た
い
ん
だ
」と
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
て
い
る
と
、「
そ
う
だ
よ

ね
、面
白
い
よ
ね
」、「
じ
ゃ
あ
ど
う
し
よ
う
か
」

と
、人
が
集
ま
っ
て
く
る
。そ
し
て
、ち
ょ
っ
と

無
理
か
な
ぁ
と
も
思
わ
な
い
で
何
で
も
や
り
切

る
。

　
そ
れ
を
私
は
陰
な
が
ら
応
援
し
、色
々
な
手

段
を
駆
使
し
て
、で
き
る
限
り
協
力
し
て
い
ま

す
。私
も
負
け
た
く
な
い
し
、皆
さ
ん
の「
楽
し

い
こ
と
し
よ
う
よ
」に
賛
同
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。楽
し
く
な
い
と
続
か
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

久
田
　
管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

「
面
白
い
か
ら
、楽
し
い
か
ら
や
る
、楽
し
け
れ

ば
人
は
集
ま
っ
て
く
る
。そ
し
て
飲
む
」と
。膝

を
付
き
合
わ
せ
て
飲
む
、こ
れ
が
一
番
大
事

（
笑
）。

井
島
　
そ
れ
が
い
い
思
い
出
に
も
な
る
し
、次

の
原
動
力
に
も
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、相
馬
を
滞
在
拠
点
に
相
双
地
区
の
い

ろ
ん
な
所
を
見
て
も
ら
い
た
い
。そ
し
て
、や
っ

ぱ
り
相
馬
が
一
番
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
。フ
ァ
ン
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。

　
誰
に
で
も
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
、「
一
度
来

て
み
て
、絶
対
に
楽
し
い
か
ら
」と
。相
馬
市
か

ら
福
島
全
体
を
元
気
に
、そ
し
て
世
界
に
誇
れ

る
場
所
に
す
る
の
が
夢
で
す
。

進
行
・
構
成
：
吉
澤
清
良（
観
光
文
化
振
興
部
長
）

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

こ
と
を
や
っ
て
人
を
呼
ぼ
う
と
い
う
、若
い
人

た
ち
の
取
り
組
み
を
、観
光
協
会
の
私
た
ち
は
、

利
用
可
能
な
補
助
金
情
報
の
提
供
、申
請
の
手

助
け
と
い
っ
た
面
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

「
浜
の
駅 

松
川
浦
」を

観
光
復
興
の
起
爆
剤
に

吉
澤
　
今
、取
材
を
行
っ
て
い
る
こ
の
場
所
、復

興
市
民
市
場「
浜
の
駅 

松
川
浦
」（
以
下
、浜
の

駅
）も
5
年
前
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
ち

ら
の
施
設
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

久
田
　
こ
の
浜
の
駅
は
管
理
者
の
問
題
で
、実

は
2
年
前
に
1
度
頓
挫
し
て
い
ま
す
。そ
れ
で

も
や
ら
な
き
ゃ
と
、行
政
、民
間
で
第
3
セ
ク
タ

ー
の
会
社（「
相
馬
市
民
市
場
株
式
会
社
」）を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。浜
か
ら
は
ホ

テ
ル
み
な
と
や
の
管
野
貴
拓
さ
ん
と
、漁
師
の

菊
地
基
文
さ
ん
、街
か
ら
は
2
人
が
出
資
者（
株

主
）に
な
っ
て
い
ま
す
。街
の
2
人
は
、何
年
か

前
に
市
の
企
画
課
が「
相
馬
市
青
年
団
体
連
絡

会
」と
い
う
、建
設
、介
護
、観
光
、漁
師
な
ど

様
々
な
業
種
か
ら
な
る
集
ま
り
を
作
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
で
、管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
と
意
気

投
合
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
菅
野
さ
ん
は
、浜
の
駅
内
の
テ
ナ
ン
ト
で
、地

元
の
魚
介
類
を
提
供
し
て
い
る
食
堂「
く
ぁ
せ

っ
と
」（
相
馬
地
方
の
方
言
で
、食
べ
て
も
ら
う

の
意
味
）の
店
長
も
務
め
て
い
ま
す
。菊
地
さ
ん

も
厨
房
で
板
前
と
し
て
腕
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、漁
師
の
奥
さ
ん
方
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。私
も
厨
房
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
が
、開
業
か
ら
想
定
を
大
き
く
超

え
る
忙
し
さ
で
す
。

吉
澤
　
漁
業
は
4
月
に
操
業
拡
大
が
予
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。明
る
い
話
題
も
出
て
き

て
い
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
地
元
の
魚
介
類
が
ウ
リ
な
の
で
獲
っ
て

き
て
も
ら
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
。今
は
漁
獲

量
が
少
な
す
ぎ
て
、旅
館
と
の
取
り
合
い
に
な

っ
て
い
ま
す
。旅
館
と
し
て
も
、こ
れ
ま
で
コ
ス

ト
を
か
け
て
県
外
産
の
魚
を
使
っ
て
し
の
い
で

き
た
の
で
、地
元
の
安
く
て
新
鮮
な
魚
が
使
え

る
と
本
当
に
あ
り
が
た
い
。

　
か
つ
て
震
災
直
後
に
発
足
し
た「
松
川
浦
観

光
振
興
グ
ル
ー
プ
」で
取
り
組
ん
だ「
復
興
チ
ャ

レ
ン
ジ
丼
」（
飲
食
店
等
が
独
自
メ
ニ
ュ
ー
を
自

慢
の
一
品
と
し
て
提
供
）が
、10
年
か
か
っ
て
、

や
っ
と
全
て
地
元
の
魚
で
作
れ
る
よ
う
に
な
り

そ
う
で
す
。

吉
澤
　
こ
の
食
堂
は
地
元
の
方
の
利
用
も
多
い

の
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
平
日
は
地
元
中
心
で
す
が
、土
日
は
市

外
、中
通
り
の
方
も
多
い
で
す
。

井
島
　
東
北
中
央
道「
相
馬
福
島
道
路
」が
で
き

た
こ
と
で
、福
島
市
か
ら
40
分
で
来
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。先
日（
2
/
13
）の
地
震
の

影
響
で
全
線
開
通
は
4
月
24
日
に
延
期
と
な
り

ま
し
た
が
、こ
の
効
果
は
凄
く
大
き
い
。い
ず
れ

は
山
形
県
と
も
つ
な
が
る
の
で
、山
形
県
か
ら

の
お
客
様
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
昔
の
方
々
は
、相
馬
の
魚
は
美
味
し
い
と
い

う
認
識
が
非
常
に
高
い
。中
通
り
の
方
が
浜
の

駅
開
業
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、「
直
送
し
て
も
ら

え
な
い
か
」と
か
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
行
け
な
い
の

で
、福
島
市
で
売
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
の
に
」と

い
う
お
客
様
の
声
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
個
人
的
に
は
、築
地
と
か
ば
か
り
で
は
な
く
、

中
通
り
な
ど
で
流
通
さ
せ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。通
販
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ

て
も
よ
い
し
、漁
獲
量
が
増
え
て
く
れ
ば
、そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
さ
け
る
分
も
出
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

久
田
　
そ
れ
に
し
て
も
本
当
に
今
日
は
忙
し
か

っ
た
。コ
ロ
ナ
禍
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、も
っ
と
忙

し
か
っ
た
と
思
う
。コ
ロ
ナ
が
明
け
た
ら
逆
に

ど
う
な
る
の
か
と
怖
い
く
ら
い
。開
業
当
初
か

ら
予
想
の
3
、4
倍
の
お
客
様
が
来
て
、仕
込
み

が
間
に
合
わ
な
い
。真
夜
中
ま
で
か
か
っ
て
た

く
さ
ん
仕
込
ん
で
も
、翌
日
に
は
あ
っ
と
い
う

間
に
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。嬉
し
い
悲
鳴
で
す

が
、賑
わ
っ
て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
か
な
。旅
館

は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
こ
う
い
う
施
設
が
起
爆
剤
に
な
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
泊
ま
っ
て
楽
し
み
た
い
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

久
田
　
震
災
後
ず
っ
と
、遊
ぶ
場
所
、食
事
す
る

場
所
、買
い
物
す
る
場
所
が
少
な
か
っ
た
。今
で

は
旅
館
で
も「
あ
そ
こ
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
、な
ん
で
も
あ
り
ま
す
の
で
」と
話
が
で
き
ま

す
。み
ん
な
、こ
こ
が
で
き
て
人
が
増
え
た
と
言

っ
て
い
ま
す
。

相
馬
市
観
光
協
会
で

復
興
支
援
員
を
務
め
る
井
島
順
子
氏
、

相
馬
市
松
川
浦
に
て
旅
館
を
営
む
か
た
わ
ら

〝
浜
〞の
活
動
に
も
尽
力
す
る
、

久
田
浩
之
氏
に
、

相
馬
市
の
観
光
動
向
、

観
光
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
、

取
り
組
み
継
続
の
秘
訣
、

続
将
来
へ
の
想
い
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

面
白
い、楽
しいが
、

原
動
力
!

相
馬
市

松
川
浦
の

取
り
組
み

激
減
。コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
も
っ
と
人
の
動

き
が
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
。

　
た
だ
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
て
、修
学
旅
行
先
が
東

京
か
ら
福
島
に
変
更
に
な
る
と
い
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
。福
島
県
へ
の
修
学
旅
行
で
は
会

津
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、防
災
教

育
を
視
点
に
相
馬
に
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
良

か
っ
た
で
す
。現
時
点
で
、観
光
協
会
に
は

2
0
2
1
年
度
の
視
察
予
定
が
10
本
入
っ
て
い

ま
す
が
、全
部
、学
校
関
係
、小
・
中
学
校
、高
校
、

5 ❶…

て
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
ご
縁
で
、是
非
相
馬
に

行
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
こ
数
年
、観
光
協
会
で
は
特

に
教
育
旅
行
の
情
報
発
信
を
強
化

し
て
い
る
の
で
す
が
、そ
れ
を
見

て
、旅
行
会
社
が
興
味
を
持
っ
て

く
れ
て
、東
京
か
ら
行
き
先
を
変

え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

福
島
県
内
で
も
教
育
旅
行
に
対
応

し
た
震
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持

っ
て
い
る
の
は
相
馬
市
だ
け
の
よ

う
で
す
。

　
た
だ
、修
学
旅
行
は
1
0
0
名

単
位
な
の
で
、宿
泊
が
で
き
る
か
、

食
事
場
所
が
あ
る
か
と
い
う
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。分
宿
が
前
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浜の台所くぁせっと

写真：浜の駅松川浦

水産物コーナー

年
経
つ
と
東
日
本
大
震
災
を
知
ら
な
い
子
供
た

ち
が
入
学
し
て
く
る
。福
島
県
の
中
で
も
浜
通

り
の
置
か
れ
た
厳
し
い
現
実
を
、中
通
り
や
会

津
地
方
の
子
供
た
ち
は
知
ら
な
い
。県
内
の
事

を
も
っ
と
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
」と
の
考

え
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、中
通
り
や
会
津
地
方

の
子
供
た
ち
が
来
た
り
し
ま
す
。

吉
澤
　
久
田
さ
ん
の
旅
館
で
は
、学
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

久
田
　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
5
年
間

は
、復
興
工
事
の
関
係
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま

し
た
。工
事
が
終
わ
り
、い
ざ
一
般
の
お
客
様
、

泊
ま
り
に
来
て
く
だ
さ
い
と
な
っ
て
も
、ほ
と

ん
ど
来
な
か
っ
た
ん
で
す
。そ
こ
か
ら
井
島
さ

ん
と
も
連
携
し
て
、い
ろ
ん
な
事
に
取
り
組
ん

で
、お
客
様
に「
泊
ま
れ
る
よ
」と
認
知
さ
れ
た

の
は
、本
当
に
よ
う
や
く
最
近
の
こ
と
。

　
そ
れ
ま
で
は
、震
災
の
被
災
者
で
自
宅
を
掃

除
す
る
た
め
に
帰
っ
て
き
た
人
と
か
、仮
設
住

宅
住
ま
い
の
祖
父
母
を
訪
ね
た
が
、泊
ま
れ
な

い
の
で
旅
館
に
泊
ま
る
人
と
か
、そ
う
い
う
お

客
さ
ん
ば
か
り
で
し
た
。井
島
さ
ん
か
ら
視
察

時
の
昼
食
の
依
頼
を
受
け
た
り
、修
学
旅
行
生

も
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、相
馬
は
泊
ま

れ
る
、宴
会
も
で
き
る
ん
だ
と
認
知
さ
れ
る
ま

で
に
は
、も
の
す
ご
く
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。

井
島
　
私
た
ち
の
発
信
力
が
弱
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、相
馬
は
ま
だ
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
考
え
や
、修
学
旅
行
だ
と
、子
供
た
ち

は
大
丈
夫
で
も
保
護
者
の
不
安
か
ら
参
加
を
取

り
や
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

久
田
　
あ
る
県
か
ら
学
生
が
福
島
に
桃
狩
り
に

来
て
、YouT

ube

に
そ
の
様
子
を
ア
ッ
プ
し
た

ん
で
す
。そ
う
し
た
ら
、「
何
、危
な
い
こ
と
さ
せ

て
ん
だ
」と
い
う
親
か
ら
の
抗
議
の
電
話
が
、桃

狩
り
の
事
業
者
に
あ
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま

し
た
。何
も
悪
い
こ
と
し
て
な
い
の
に
、風
評
被

害
で
す
よ
ね
。

吉
澤
　
そ
う
い
う
時
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　「
農
産
物
は
放
射
能
検
査
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
も
の
で
、地
元
の
子
供
た
ち
の
給
食

に
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
」と
お
話
し
す
る
と
、

多
少
受
け
止
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
で
す
。地

元
で
さ
え
非
常
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
親
御
さ

ん
も
い
る
の
で
、お
気
持
ち
は
理
解
で
き
ま
す
。

考
え
方
に
変
化
〜

相
馬
に
来
た
い
人
、来
て
！

井
島
　
放
射
能
は
目
に
見
え
な
い
し
、放
射
能

検
査
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、や
は
り
正
し
い
情
報
を
丁

寧
に
伝
え
続
け
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。分

か
っ
て
も
ら
え
る
ま
で
や
る
し
か
な
い
し
、共

感
し
て
く
だ
さ
る
方
の
存
在
を
、私
た
ち
の
糧

に
す
る
し
か
な
い
。そ
し
て
、そ
の
方
々
か
ら
も

安
全
性
を
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。無
理
強
い

す
る
必
要
も
な
い
し
、理
解
し
て
く
だ
さ
る
方

を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
高
校
生
も
相
馬
の
事
を
発
信
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。地
元
の
良
さ
を
再
認
識
し
て

く
れ
て
い
る
の
か
な
。「
知
ら
な
い
人
に
は
伝
え

な
い
と
」と
、子
供
た
ち
の
方
か
ら
言
っ
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
ね
。

久
田
　
こ
こ
1
〜
2
年
で
、誘
客
に
関
す
る
考

え
方
が
す
ご
く
変
わ
っ
た
。以
前
は
、風
評
被
害

を
ど
う
し
よ
う
と
か
、来
て
く
れ
な
か
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
が
、最
近

は
、「
相
馬
に
来
た
い
人
、来
ら
れ
る
人
は
来
て

ー
」と
。

井
島
　
私
た
ち
自
身
が
地
元
を
大
好
き
だ
か

ら
、風
評
払
拭
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。中
で
も
松
川
浦
地

区
を
中
心
と
し
た「
浜
」の
若
手
・
中
堅
の
皆
さ

ん
は
常
に
前
向
き
で
、パ
ワ
フ
ル
。そ
う
し
た
想

い
や
取
り
組
み
を
行
政
と
の
連
携
や
支
援
に
結

び
つ
け
る
の
は
、観
光
協
会
、私
た
ち
の
役
目
で

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
観
光
交
流
課
や（
公
財
）福
島
県
観
光

物
産
交
流
協
会
の
方
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。福
島
県
の
中
で
も
相
馬
は
小
さ
い

市
な
の
で
、県
や
国
の
力
も
借
り
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。ま
た
、相
馬
だ
け
で
な
く
相
双
地

区
で
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

震
災
後
に
生
じ
た
変
化
、

浜
と
町
の
連
携

吉
澤
　
い
ろ
ん
な
方
か
ら
、浜
と
町
の
連
携
が

強
ま
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
が
。

井
島
　
以
前
は
、浜
は
浜
、街
は
街
だ
っ
た
け
れ

ど
、震
災
が
き
っ
か
け
と
な
り
、浜
と
街
が
繋
が

り
、若
い
人
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
、同
じ
目
線

で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
な
っ
た
の
は
、よ
か

っ
た
な
と
。

久
田
　
浜
と
街
の
連
携
は
強
く
な
っ
て
い
ま
す

ね
。2
0
1
8
年
7
月
に
8
年
ぶ
り
に「
原
釜
尾

浜
海
水
浴
場
」が
再
開
す
る
時
に
行
っ
た「
そ
う

ま
浜
ま
つ
り
」も
、「
浜
祭
り
実
行
委
員
会
」と
い

う
、浜
と
街
、異
業
種
の
有
志
か
ら
な
る
団
体
が

開
催
し
ま
し
た
。本
来
な
ら
浜
の
う
ち
ら
が
や

ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
に
、自
分
と
同
級
生
で
、

町
で
ホ
テ
ル
ふ
た
ば
や
を
経
営
し
、当
時
、相
馬

青
年
会
議
所
の
副
理
事
長
も
務
め
て
い
た
羽
柴

和
洋
君
が
、「
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
、有
志
で
集

ま
ろ
う
」と
音
頭
を
取
っ
て
く
れ
て
。

　
20
人
く
ら
い
か
な
、旅
館
、飲
食
店
、建
設
業
、

幼
稚
園
の
先
生
も
い
る
し
、漁
師
も
い
る
、本
当

に
多
種
多
様
で
し
た
ね
。

　
企
業
に
頭
を
下
げ
て
回
っ
て
、7
0
0
万
円

も
の
寄
附
を
集
め
ま
し
た
。2
0
2
0
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
控
え
ま
し
た
が
、2
0
1
8
年
、

2
0
1
9
年
と
、大
曲
の
花
火
師
を
呼
ん
で
花

火
を
打
ち
上
げ
る
な
ど
、大
い
に
祭
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。　

井
島
　
利
害
関
係
な
く
、相
馬
で
何
か
面
白
い

す
。こ
の
間
、大
阪
か
ら
お
招
き
し
た
あ
る
先
生

が
、「
今
は
マ
ス
で
は
な
く
個
人
で
動
く
が
、ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
て
歩
く
時
代
は
終
わ
っ
た
。

次
は
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
情
報
を
ほ
し
が

る
よ
う
に
な
る
。そ
の
た
め
に
地
元
の
人
と
の

関
係
性
を
求
め
て
く
る
」と
お
話
し
さ
れ
て
い

ま
し
た
。エ
コ
ツ
ア
ー
は
、地
元
の
人
と
仲
良
く

な
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
に
も
な
る
。そ
う
い
う
意

識
を
持
っ
て
、自
分
も
今
後
エ
コ
ツ
ア
ー
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
5
年
間
の

相
馬
観
光
の
動
向

吉
澤
　
2
0
1
6
年
度
か
ら

の
5
年
間
で
、相
馬
に
来
る

観
光
客
に
変
化
は
あ
り
ま
し

た
か
。

井
島
　
い
わ
ゆ
る
一
般
の
観

光
客
で
は
な
い
の
で
す
が
、

視
察
は
順
調
に
増
え
て
い
ま

し
た
ね（
表
1
）。視
察
で
は
、

〝
天
災
は
誰
も
悪
く
な
い
、福

島
が
負
の
遺
産
と
な
ら
な
い

た
め
に
も
、正
し
い
情
報
と

頑
張
る
人
達
の
姿
を
伝
え
た

い
〞と
の
思
い
で
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　
行
政
絡
み
の
団
体
が
減

り
、旅
行
会
社
を
介
し
た
団

体
が
増
え
、特
に
2
0
2
0

年
度
は
学
生
団
体
が
急
増

と
、よ
い
傾
向
が
続
い
て
い

た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で

大
学
で
す
。

吉
澤
　
相
馬
は
地
震
の
他
に
原
発
事
故
に
よ
る

風
評
被
害
も
受
け
て
い
ま
す
が
、だ
い
ぶ
薄
ら

い
で
き
た
印
象
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　
逆
に
、双
葉
町
に「
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
伝
承
館
」（
2
0
2
0
年
9
月
20
日
開

館
）が
で
き
て
か
ら
、原
子
力
発
電
所
の
こ
と
も

学
び
つ
つ
相
双
地
区
を
訪
れ
よ
う
と
い
う
流
れ

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、相
馬
に
宿
泊
で

き
る
こ
と
が
段
々
と
理
解
さ
れ
て
き
て
、こ
れ

ま
で
は
日
帰
り
だ
っ
た
修
学
旅
行
が
泊
ま
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
1
年
度
の
予
定
も
含
め
て
お
話
し
し

ま
す
と
、千
葉
、神
奈
川
、愛
知
、兵
庫
、沖
縄
な

ど
の
学
校
が
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。愛
知
県
岡
崎
市
に
は
、1
度
、語
り
部
と
し

提
で
す
が
、近
隣
で
1
0
0
名
を
越
す
宿
泊
が

で
き
る
の
は
相
馬
く
ら
い
だ
と
学
校
側
も
承
知

し
て
い
て
、バ
ス
や
ク
ラ
ス
ご
と
の
分
宿
で
構

わ
な
い
と
。バ
ス
ご
と
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
分

け
て
作
り
、昼
食
は
お
店
は
違
っ
て
も
同
じ
メ

ニ
ュ
ー
で
、と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
ま
す
。

吉
澤
　
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
何
年
頃
か
ら
で
す
か
。

井
島
　
2
0
1
8
年
後
半
か
ら
19
年
頃
か
ら
で

す
ね
。米
の
放
射
能
の
全
袋
検
査
が
浸
透
し
は

じ
め
て
、や
っ
と
農
業
へ
の
理
解
が
広
ま
っ
た

頃
か
ら
徐
々
に
増
え
始
め
た
と
い
う
印
象
で

す
。長
崎
と
か
広
島
と
か
原
爆
の
被
害
に
あ
っ

た
地
域
が
ま
ず
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
あ
と
は
福
島
県
内
の
学
校
の
先
生
方
が
、「
10

〝
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞、

そ
の
後
の
展
開

吉
澤
　
久
田
さ
ん
、井
島
さ
ん
と
は
、2
0
1
5

年
度
ま
で
、環
境
省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
ず
そ
の
後
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

井
島
　
亀
屋
旅
館
の
久
田
さ
ん
が
、「
松
川
浦
ガ

イ
ド
の
会
」の
会
長
と
し
て
、エ
コ
ツ
ア
ー
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。ガ
イ
ド
と
し
て
の
腕
前

も
さ
ら
に
上
が
り
、新
聞
な
ど
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。観
光
協
会
で
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
な
ど
広
く
告
知
し

て
い
ま
す
。リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
て
、口
コ
ミ
で
お

客
様
が
来
た
り
も
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

久
田
　
エ
コ
ツ
ア
ー
は
、2
0
1
6
年
度
以
降
、

皆
、そ
れ
ぞ
れ
に
忙
し
く
て
、し
ば
ら
く
は
何
も

で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
、あ
そ
こ
ま
で
ご

支
援
い
た
だ
い
た
の
に
も
っ
た
い
な
い
と
、自

分
一
人
で
も
で
き
る
こ
と
、ま
ず
は
カ
ニ
釣
り

か
ら
始
め
て
み
ま
し
た
。

　
再
開
か
ら
2
年
に
な
り
ま
す
が
、参
加
者
は

日
帰
り
が
ほ
と
ん
ど
で
、日
帰
り
の
方
に
は
旅

館
に
直
接
お
電
話
で
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。一
回
あ
た
り
の
参
加
人
数
は
、2
人
か
ら

14
人
ま
で
が
多
い
で
す
が
、1
度
に
1
0
0
人

と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

井
島
　
車
好
き
の
皆
さ
ん
の
集
ま
り
か
ら
、海

岸
清
掃
で
伺
う
が
、親
子
で
参
加
す
る
の
で
、何

か
体
験
も
し
た
い
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

「
じ
ゃ
あ
、カ
ニ
釣
り
は
い
か
が
で
す
か
」と
提

案
し
た
ん
で
す
。近
隣
の
方
は
料
金
が
高
い
と

敬
遠
す
る
の
で
、料
金
は
1
人
5
0
0
円
、ワ
ン

コ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。久
田
さ
ん
に
料
金
的
に

安
す
ぎ
る
か
と
確
認
し
た
ら
、大
丈
夫
と
の
こ

と
な
の
で
実
現
し
ま
し
た
。

久
田
　
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン（
2
0
2
1
年
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
）で

も
、提
供
す
る
予
定
で
す
が
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

担
当
者
か
ら
も
安
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た

（
笑
）。実
績
を
積
ん
で
、参
加
者
に
楽
し
ん
で
い

だ
け
る
、満
足
い
た
だ
け
る
ス
キ
ル
も
身
に
つ

い
て
き
た
の
で
、料
金
設
定
を
ち
ょ
っ
と
高
く

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
度
、カ
ニ
釣
り
に「S

D
G
s

（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）」の
要
素
を
加
え
よ
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。カ
ニ
釣
り
を
す
る
人
工
磯
を
よ
く
見

る
と
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
か
ゴ
ミ
が
む
ち
ゃ
く

ち
ゃ
上
が
っ
て
る
ん
で
す
。調
べ
て
み
た
ら
、世

界
で
年
間
8
0
0
万
ト
ン
、ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ

ト
機
5
万
台
分
の
ゴ
ミ
が
出
て
い
て
、放
っ
て

お
く
と
や
が
て
海
に
は
魚
よ
り
ゴ
ミ
の
方
が
多

く
な
っ
ち
ゃ
う
と
知
り
、驚
き
ま
し
た
。

　
カ
ニ
釣
り
の
時
、子
供
た
ち
に「
海
洋
ゴ
ミ
っ

て
ど
の
く
ら
い
出
て
い
る
と
思
う
」と
聞
い
て

み
た
り
し
な
が
ら
、こ
う
し
た
現
状
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、子
供
た

ち
に
環
境
保
護
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
た

い
ん
で
す
。今
後
、ガ
イ
ド
の
会
と
し
て
も
、い

ろ
ん
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

井
島
　
浜
の
駅
が
い
っ
ぱ
い
で
入
れ
な
い
と
、

他
に
行
く
の
で
、他
の
店
も
混
ん
で
い
ま
す
。前

回
は
入
れ
な
か
っ
た
け
ど
、次
は
こ
こ
で
食
べ

た
い
と
何
回
も
来
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、

相
乗
効
果
も
あ
っ
て
よ
い
傾
向
だ
と
思
い
ま

す
。自

信
を
持
っ
て
言
え
る
、

相
馬
は
絶
対
に
楽
し
い
！

井
島
　
浜
の
人
は
男
女
問
わ
ず
パ
ワ
ー
が
あ

る
。管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
た
ち
が
、「
こ
れ
が
や

り
た
い
ん
だ
」「
あ
れ
が
や
り
た
い
ん
だ
」と
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
て
い
る
と
、「
そ
う
だ
よ

ね
、面
白
い
よ
ね
」、「
じ
ゃ
あ
ど
う
し
よ
う
か
」

と
、人
が
集
ま
っ
て
く
る
。そ
し
て
、ち
ょ
っ
と

無
理
か
な
ぁ
と
も
思
わ
な
い
で
何
で
も
や
り
切

る
。

　
そ
れ
を
私
は
陰
な
が
ら
応
援
し
、色
々
な
手

段
を
駆
使
し
て
、で
き
る
限
り
協
力
し
て
い
ま

す
。私
も
負
け
た
く
な
い
し
、皆
さ
ん
の「
楽
し

い
こ
と
し
よ
う
よ
」に
賛
同
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。楽
し
く
な
い
と
続
か
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

久
田
　
管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

「
面
白
い
か
ら
、楽
し
い
か
ら
や
る
、楽
し
け
れ

ば
人
は
集
ま
っ
て
く
る
。そ
し
て
飲
む
」と
。膝

を
付
き
合
わ
せ
て
飲
む
、こ
れ
が
一
番
大
事

（
笑
）。

井
島
　
そ
れ
が
い
い
思
い
出
に
も
な
る
し
、次

の
原
動
力
に
も
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、相
馬
を
滞
在
拠
点
に
相
双
地
区
の
い

ろ
ん
な
所
を
見
て
も
ら
い
た
い
。そ
し
て
、や
っ

ぱ
り
相
馬
が
一
番
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
。フ
ァ
ン
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。

　
誰
に
で
も
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
、「
一
度
来

て
み
て
、絶
対
に
楽
し
い
か
ら
」と
。相
馬
市
か

ら
福
島
全
体
を
元
気
に
、そ
し
て
世
界
に
誇
れ

る
場
所
に
す
る
の
が
夢
で
す
。

進
行
・
構
成
：
吉
澤
清
良（
観
光
文
化
振
興
部
長
）

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

こ
と
を
や
っ
て
人
を
呼
ぼ
う
と
い
う
、若
い
人

た
ち
の
取
り
組
み
を
、観
光
協
会
の
私
た
ち
は
、

利
用
可
能
な
補
助
金
情
報
の
提
供
、申
請
の
手

助
け
と
い
っ
た
面
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

「
浜
の
駅 

松
川
浦
」を

観
光
復
興
の
起
爆
剤
に

吉
澤
　
今
、取
材
を
行
っ
て
い
る
こ
の
場
所
、復

興
市
民
市
場「
浜
の
駅 

松
川
浦
」（
以
下
、浜
の

駅
）も
5
年
前
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
ち

ら
の
施
設
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

久
田
　
こ
の
浜
の
駅
は
管
理
者
の
問
題
で
、実

は
2
年
前
に
1
度
頓
挫
し
て
い
ま
す
。そ
れ
で

も
や
ら
な
き
ゃ
と
、行
政
、民
間
で
第
3
セ
ク
タ

ー
の
会
社（「
相
馬
市
民
市
場
株
式
会
社
」）を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。浜
か
ら
は
ホ

テ
ル
み
な
と
や
の
管
野
貴
拓
さ
ん
と
、漁
師
の

菊
地
基
文
さ
ん
、街
か
ら
は
2
人
が
出
資
者（
株

主
）に
な
っ
て
い
ま
す
。街
の
2
人
は
、何
年
か

前
に
市
の
企
画
課
が「
相
馬
市
青
年
団
体
連
絡

会
」と
い
う
、建
設
、介
護
、観
光
、漁
師
な
ど

様
々
な
業
種
か
ら
な
る
集
ま
り
を
作
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
で
、管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
と
意
気

投
合
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
菅
野
さ
ん
は
、浜
の
駅
内
の
テ
ナ
ン
ト
で
、地

元
の
魚
介
類
を
提
供
し
て
い
る
食
堂「
く
ぁ
せ

っ
と
」（
相
馬
地
方
の
方
言
で
、食
べ
て
も
ら
う

の
意
味
）の
店
長
も
務
め
て
い
ま
す
。菊
地
さ
ん

も
厨
房
で
板
前
と
し
て
腕
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、漁
師
の
奥
さ
ん
方
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。私
も
厨
房
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
が
、開
業
か
ら
想
定
を
大
き
く
超

え
る
忙
し
さ
で
す
。

吉
澤
　
漁
業
は
4
月
に
操
業
拡
大
が
予
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。明
る
い
話
題
も
出
て
き

て
い
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
地
元
の
魚
介
類
が
ウ
リ
な
の
で
獲
っ
て

き
て
も
ら
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
。今
は
漁
獲

量
が
少
な
す
ぎ
て
、旅
館
と
の
取
り
合
い
に
な

っ
て
い
ま
す
。旅
館
と
し
て
も
、こ
れ
ま
で
コ
ス

ト
を
か
け
て
県
外
産
の
魚
を
使
っ
て
し
の
い
で

き
た
の
で
、地
元
の
安
く
て
新
鮮
な
魚
が
使
え

る
と
本
当
に
あ
り
が
た
い
。

　
か
つ
て
震
災
直
後
に
発
足
し
た「
松
川
浦
観

光
振
興
グ
ル
ー
プ
」で
取
り
組
ん
だ「
復
興
チ
ャ

レ
ン
ジ
丼
」（
飲
食
店
等
が
独
自
メ
ニ
ュ
ー
を
自

慢
の
一
品
と
し
て
提
供
）が
、10
年
か
か
っ
て
、

や
っ
と
全
て
地
元
の
魚
で
作
れ
る
よ
う
に
な
り

そ
う
で
す
。

吉
澤
　
こ
の
食
堂
は
地
元
の
方
の
利
用
も
多
い

の
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
平
日
は
地
元
中
心
で
す
が
、土
日
は
市

外
、中
通
り
の
方
も
多
い
で
す
。

井
島
　
東
北
中
央
道「
相
馬
福
島
道
路
」が
で
き

た
こ
と
で
、福
島
市
か
ら
40
分
で
来
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。先
日（
2
/
13
）の
地
震
の

影
響
で
全
線
開
通
は
4
月
24
日
に
延
期
と
な
り

ま
し
た
が
、こ
の
効
果
は
凄
く
大
き
い
。い
ず
れ

は
山
形
県
と
も
つ
な
が
る
の
で
、山
形
県
か
ら

の
お
客
様
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
昔
の
方
々
は
、相
馬
の
魚
は
美
味
し
い
と
い

う
認
識
が
非
常
に
高
い
。中
通
り
の
方
が
浜
の

駅
開
業
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、「
直
送
し
て
も
ら

え
な
い
か
」と
か
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
行
け
な
い
の

で
、福
島
市
で
売
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
の
に
」と

い
う
お
客
様
の
声
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
個
人
的
に
は
、築
地
と
か
ば
か
り
で
は
な
く
、

中
通
り
な
ど
で
流
通
さ
せ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。通
販
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ

て
も
よ
い
し
、漁
獲
量
が
増
え
て
く
れ
ば
、そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
さ
け
る
分
も
出
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

久
田
　
そ
れ
に
し
て
も
本
当
に
今
日
は
忙
し
か

っ
た
。コ
ロ
ナ
禍
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、も
っ
と
忙

し
か
っ
た
と
思
う
。コ
ロ
ナ
が
明
け
た
ら
逆
に

ど
う
な
る
の
か
と
怖
い
く
ら
い
。開
業
当
初
か

ら
予
想
の
3
、4
倍
の
お
客
様
が
来
て
、仕
込
み

が
間
に
合
わ
な
い
。真
夜
中
ま
で
か
か
っ
て
た

く
さ
ん
仕
込
ん
で
も
、翌
日
に
は
あ
っ
と
い
う

間
に
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。嬉
し
い
悲
鳴
で
す

が
、賑
わ
っ
て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
か
な
。旅
館

は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
こ
う
い
う
施
設
が
起
爆
剤
に
な
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
泊
ま
っ
て
楽
し
み
た
い
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

久
田
　
震
災
後
ず
っ
と
、遊
ぶ
場
所
、食
事
す
る

場
所
、買
い
物
す
る
場
所
が
少
な
か
っ
た
。今
で

は
旅
館
で
も「
あ
そ
こ
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
、な
ん
で
も
あ
り
ま
す
の
で
」と
話
が
で
き
ま

す
。み
ん
な
、こ
こ
が
で
き
て
人
が
増
え
た
と
言

っ
て
い
ま
す
。

　
松
川
浦
は
南
北
に
長
い
潟
湖（
せ

き
こ
）の
ひ
と
つ
で
、震
災
前
は
、春

か
ら
夏
に
か
け
て
は
潮
干
狩
り
や
、

冬
は
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
食
べ
に
来
る
お

客
様
で
賑
わ
っ
た
。そ
れ
が
震
災
後

は
、原
発
事
故
の
風
評
被
害
も
あ
っ

て
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。あ
た
り
前

の
も
の
を
全
て
失
っ
た
時
、こ
れ
は

も
う
ダ
メ
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
。し
か
し
、や
っ
ぱ
り
松
川
浦
の
名

物
は
、安
く
て
お
い
し
い
旬
の
魚
と

美
し
い
海
辺
。仲
間
た
ち
と
、ど
う
し

た
ら
松
川
浦
の
観
光
を
取
り
戻
せ
る

の
か
、手
探
り
で
頑
張
っ
て
き
た
。

　
最
近
の
5
年
間
で
、2
0
1
7
年

4
月
に
は「
松
川
浦
大
橋
」が
通
行
可

能
に
な
り
、翌
年
の
2
0
1
8
年
4

月
に
は
、そ
の
先
の
海
岸
線
を
走
る

「
大
洲
松
川
線
」が
開
通
し
た
。7
月

に
は
8
年
ぶ
り
に「
原
釜
尾
浜
海
水

浴
場
」が
再
開
。「
そ
う
ま
浜
ま
つ
り
」

の
盛
況
ぶ
り
は
、観
光
復
活
へ
の
自

信
、希
望
の
光
に
な
っ
た
。

　
2
0
2
0
年
10
月
に
は
、子
ど
も

た
ち
が
遊
び
、人
が
集
い
交
流
で
き

る
憩
い
の
場「
尾
浜
こ
ど
も
公
園
」が

開
園
し
た
。そ
し
て
、同
じ
月
の
25
日

に
は
、こ
の
復
興
市
民
市
場「
浜
の
駅 

松
川
浦
」が
、松
川
浦
と
原
釜
尾
浜
海

水
浴
場
の
中
間
地
点
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。相
馬
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な

魚
介
類
を
は
じ
め
、地
元
農
産
物
や

加
工
品
、お
土
産
な
ど
を
販
売
し
て

い
る
。

　
か
つ
て
、松
川
浦
に
は
相
馬
双
葉

漁
協
直
営
の「
水
産
物
直
売
セ
ン
タ

ー
」が
あ
っ
た
が
、津
波
で
流
さ
れ
て

し
ま
い
、ず
っ
と
代
替
施
設
の
整
備

が
期
待
さ
れ
て
い
た
。そ
れ
が
現
実

と
な
っ
た
。私
は
、運
営
を
担
う
第
三

セ
ク
タ
ー「
相
馬
市
民
市
場
株
式
会

社
」に
も
出
資
す
る
と
と
も
に
、売
り

場
の
隣
に
あ
る
食
堂「
く
ぁ
せ
っ
と
」

の
店
長
を
務
め
て
い
る
。

　
店
名
は
相
馬
地
方
の
方
言
で「
食

べ
て
も
ら
う
」の
意
味
、旬
の
地
魚
で

も
て
な
し
た
い
、美
味
し
さ
を
し
っ

て
ほ
し
い
。ス
タ
ッ
フ
は
、旅
館
や
漁

師
、そ
し
て
、浜
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
。

新
鮮
な
魚
を
極
上
の
調
理
方
法
で
美

味
し
く
い
た
だ
く
、そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
て
い
る
仲
間
た
ち
と
、メ
ニ

ホ
テ
ル
み
な
と
や 

取
締
役

浜
の
駅 

松
川
浦

「
浜
の
台
所 

く
ぁ
せ
っ
と
」店
長

管
野
貴
拓

ュ
ー
の
開
発
に
は
特
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
。

　「
く
ぁ
せ
っ
と
」の
営
業
は
11
時
か

ら
15
時（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
14
時
30

分
）で
、席
も
50
席
な
の
で
、1
日
の

お
客
様
は
1
0
0
人
程
度
と
見
込
ん

で
い
た
ら
、あ
り
が
た
い
こ
と
に
多

い
時
に
は
約
3
5
0
人
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
。

　
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

が
、い
つ
ま
で
も
被
災
地
で
は
い
ら

れ
な
い
。観
光
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

は
進
ん
だ
。子
供
た
ち
の
喜
ぶ
こ
と

が
し
た
い
。松
川
浦
観
光
の
復
興
、相

馬
の
復
興
に
向
け
て
、こ
れ
ら
の
交

流
拠
点
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
き
た

い
。お
客
様
目
線
で
取
り
組
ん
で
い

け
ば
大
丈
夫
。こ
れ
だ
け
の
人
間
が

揃
っ
て
ん
だ
か
ら
！
。

　
舞
台
は
整
っ
た
。松
川
浦
に
は
仲

間
も
多
い
。俺
の
役
割
は
、「
そ
う
だ
、

そ
う
だ
、俺
た
ち
も
一
緒
に
や
る
ん

だ
。俺
た
ち
が
、こ
の
地
を
盛
り
上
げ

る
ん
だ
！
」と
、言
い
続
け
て
い
く
こ

と
か
な（
笑
）。

激
減
。コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
も
っ
と
人
の
動

き
が
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
。

　
た
だ
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
て
、修
学
旅
行
先
が
東

京
か
ら
福
島
に
変
更
に
な
る
と
い
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
。福
島
県
へ
の
修
学
旅
行
で
は
会

津
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、防
災
教

育
を
視
点
に
相
馬
に
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
良

か
っ
た
で
す
。現
時
点
で
、観
光
協
会
に
は

2
0
2
1
年
度
の
視
察
予
定
が
10
本
入
っ
て
い

ま
す
が
、全
部
、学
校
関
係
、小
・
中
学
校
、高
校
、

「みんな前向きに頑張ってるよー」

て
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
ご
縁
で
、是
非
相
馬
に

行
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
こ
数
年
、観
光
協
会
で
は
特

に
教
育
旅
行
の
情
報
発
信
を
強
化

し
て
い
る
の
で
す
が
、そ
れ
を
見

て
、旅
行
会
社
が
興
味
を
持
っ
て

く
れ
て
、東
京
か
ら
行
き
先
を
変

え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

福
島
県
内
で
も
教
育
旅
行
に
対
応

し
た
震
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持

っ
て
い
る
の
は
相
馬
市
だ
け
の
よ

う
で
す
。

　
た
だ
、修
学
旅
行
は
1
0
0
名

単
位
な
の
で
、宿
泊
が
で
き
る
か
、

食
事
場
所
が
あ
る
か
と
い
う
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。分
宿
が
前

福島県5
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水産物コーナー

年
経
つ
と
東
日
本
大
震
災
を
知
ら
な
い
子
供
た

ち
が
入
学
し
て
く
る
。福
島
県
の
中
で
も
浜
通

り
の
置
か
れ
た
厳
し
い
現
実
を
、中
通
り
や
会

津
地
方
の
子
供
た
ち
は
知
ら
な
い
。県
内
の
事

を
も
っ
と
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
」と
の
考

え
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、中
通
り
や
会
津
地
方

の
子
供
た
ち
が
来
た
り
し
ま
す
。

吉
澤
　
久
田
さ
ん
の
旅
館
で
は
、学
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

久
田
　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
5
年
間

は
、復
興
工
事
の
関
係
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま

し
た
。工
事
が
終
わ
り
、い
ざ
一
般
の
お
客
様
、

泊
ま
り
に
来
て
く
だ
さ
い
と
な
っ
て
も
、ほ
と

ん
ど
来
な
か
っ
た
ん
で
す
。そ
こ
か
ら
井
島
さ

ん
と
も
連
携
し
て
、い
ろ
ん
な
事
に
取
り
組
ん

で
、お
客
様
に「
泊
ま
れ
る
よ
」と
認
知
さ
れ
た

の
は
、本
当
に
よ
う
や
く
最
近
の
こ
と
。

　
そ
れ
ま
で
は
、震
災
の
被
災
者
で
自
宅
を
掃

除
す
る
た
め
に
帰
っ
て
き
た
人
と
か
、仮
設
住

宅
住
ま
い
の
祖
父
母
を
訪
ね
た
が
、泊
ま
れ
な

い
の
で
旅
館
に
泊
ま
る
人
と
か
、そ
う
い
う
お

客
さ
ん
ば
か
り
で
し
た
。井
島
さ
ん
か
ら
視
察

時
の
昼
食
の
依
頼
を
受
け
た
り
、修
学
旅
行
生

も
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、相
馬
は
泊
ま

れ
る
、宴
会
も
で
き
る
ん
だ
と
認
知
さ
れ
る
ま

で
に
は
、も
の
す
ご
く
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。

井
島
　
私
た
ち
の
発
信
力
が
弱
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、相
馬
は
ま
だ
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
考
え
や
、修
学
旅
行
だ
と
、子
供
た
ち

は
大
丈
夫
で
も
保
護
者
の
不
安
か
ら
参
加
を
取

り
や
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

久
田
　
あ
る
県
か
ら
学
生
が
福
島
に
桃
狩
り
に

来
て
、YouT

ube

に
そ
の
様
子
を
ア
ッ
プ
し
た

ん
で
す
。そ
う
し
た
ら
、「
何
、危
な
い
こ
と
さ
せ

て
ん
だ
」と
い
う
親
か
ら
の
抗
議
の
電
話
が
、桃

狩
り
の
事
業
者
に
あ
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま

し
た
。何
も
悪
い
こ
と
し
て
な
い
の
に
、風
評
被

害
で
す
よ
ね
。

吉
澤
　
そ
う
い
う
時
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　「
農
産
物
は
放
射
能
検
査
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
も
の
で
、地
元
の
子
供
た
ち
の
給
食

に
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
」と
お
話
し
す
る
と
、

多
少
受
け
止
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
で
す
。地

元
で
さ
え
非
常
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
親
御
さ

ん
も
い
る
の
で
、お
気
持
ち
は
理
解
で
き
ま
す
。

考
え
方
に
変
化
〜

相
馬
に
来
た
い
人
、来
て
！

井
島
　
放
射
能
は
目
に
見
え
な
い
し
、放
射
能

検
査
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、や
は
り
正
し
い
情
報
を
丁

寧
に
伝
え
続
け
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。分

か
っ
て
も
ら
え
る
ま
で
や
る
し
か
な
い
し
、共

感
し
て
く
だ
さ
る
方
の
存
在
を
、私
た
ち
の
糧

に
す
る
し
か
な
い
。そ
し
て
、そ
の
方
々
か
ら
も

安
全
性
を
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。無
理
強
い

す
る
必
要
も
な
い
し
、理
解
し
て
く
だ
さ
る
方

を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
高
校
生
も
相
馬
の
事
を
発
信
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。地
元
の
良
さ
を
再
認
識
し
て

く
れ
て
い
る
の
か
な
。「
知
ら
な
い
人
に
は
伝
え

な
い
と
」と
、子
供
た
ち
の
方
か
ら
言
っ
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
ね
。

久
田
　
こ
こ
1
〜
2
年
で
、誘
客
に
関
す
る
考

え
方
が
す
ご
く
変
わ
っ
た
。以
前
は
、風
評
被
害

を
ど
う
し
よ
う
と
か
、来
て
く
れ
な
か
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
が
、最
近

は
、「
相
馬
に
来
た
い
人
、来
ら
れ
る
人
は
来
て

ー
」と
。

井
島
　
私
た
ち
自
身
が
地
元
を
大
好
き
だ
か

ら
、風
評
払
拭
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。中
で
も
松
川
浦
地

区
を
中
心
と
し
た「
浜
」の
若
手
・
中
堅
の
皆
さ

ん
は
常
に
前
向
き
で
、パ
ワ
フ
ル
。そ
う
し
た
想

い
や
取
り
組
み
を
行
政
と
の
連
携
や
支
援
に
結

び
つ
け
る
の
は
、観
光
協
会
、私
た
ち
の
役
目
で

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
観
光
交
流
課
や（
公
財
）福
島
県
観
光

物
産
交
流
協
会
の
方
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。福
島
県
の
中
で
も
相
馬
は
小
さ
い

市
な
の
で
、県
や
国
の
力
も
借
り
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。ま
た
、相
馬
だ
け
で
な
く
相
双
地

区
で
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

震
災
後
に
生
じ
た
変
化
、

浜
と
町
の
連
携

吉
澤
　
い
ろ
ん
な
方
か
ら
、浜
と
町
の
連
携
が

強
ま
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
が
。

井
島
　
以
前
は
、浜
は
浜
、街
は
街
だ
っ
た
け
れ

ど
、震
災
が
き
っ
か
け
と
な
り
、浜
と
街
が
繋
が

り
、若
い
人
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
、同
じ
目
線

で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
な
っ
た
の
は
、よ
か

っ
た
な
と
。

久
田
　
浜
と
街
の
連
携
は
強
く
な
っ
て
い
ま
す

ね
。2
0
1
8
年
7
月
に
8
年
ぶ
り
に「
原
釜
尾

浜
海
水
浴
場
」が
再
開
す
る
時
に
行
っ
た「
そ
う

ま
浜
ま
つ
り
」も
、「
浜
祭
り
実
行
委
員
会
」と
い

う
、浜
と
街
、異
業
種
の
有
志
か
ら
な
る
団
体
が

開
催
し
ま
し
た
。本
来
な
ら
浜
の
う
ち
ら
が
や

ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
に
、自
分
と
同
級
生
で
、

町
で
ホ
テ
ル
ふ
た
ば
や
を
経
営
し
、当
時
、相
馬

青
年
会
議
所
の
副
理
事
長
も
務
め
て
い
た
羽
柴

和
洋
君
が
、「
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
、有
志
で
集

ま
ろ
う
」と
音
頭
を
取
っ
て
く
れ
て
。

　
20
人
く
ら
い
か
な
、旅
館
、飲
食
店
、建
設
業
、

幼
稚
園
の
先
生
も
い
る
し
、漁
師
も
い
る
、本
当

に
多
種
多
様
で
し
た
ね
。

　
企
業
に
頭
を
下
げ
て
回
っ
て
、7
0
0
万
円

も
の
寄
附
を
集
め
ま
し
た
。2
0
2
0
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
控
え
ま
し
た
が
、2
0
1
8
年
、

2
0
1
9
年
と
、大
曲
の
花
火
師
を
呼
ん
で
花

火
を
打
ち
上
げ
る
な
ど
、大
い
に
祭
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。　

井
島
　
利
害
関
係
な
く
、相
馬
で
何
か
面
白
い

す
。こ
の
間
、大
阪
か
ら
お
招
き
し
た
あ
る
先
生

が
、「
今
は
マ
ス
で
は
な
く
個
人
で
動
く
が
、ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
て
歩
く
時
代
は
終
わ
っ
た
。

次
は
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
情
報
を
ほ
し
が

る
よ
う
に
な
る
。そ
の
た
め
に
地
元
の
人
と
の

関
係
性
を
求
め
て
く
る
」と
お
話
し
さ
れ
て
い

ま
し
た
。エ
コ
ツ
ア
ー
は
、地
元
の
人
と
仲
良
く

な
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
に
も
な
る
。そ
う
い
う
意

識
を
持
っ
て
、自
分
も
今
後
エ
コ
ツ
ア
ー
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
5
年
間
の

相
馬
観
光
の
動
向

吉
澤
　
2
0
1
6
年
度
か
ら

の
5
年
間
で
、相
馬
に
来
る

観
光
客
に
変
化
は
あ
り
ま
し

た
か
。

井
島
　
い
わ
ゆ
る
一
般
の
観

光
客
で
は
な
い
の
で
す
が
、

視
察
は
順
調
に
増
え
て
い
ま

し
た
ね（
表
1
）。視
察
で
は
、

〝
天
災
は
誰
も
悪
く
な
い
、福

島
が
負
の
遺
産
と
な
ら
な
い

た
め
に
も
、正
し
い
情
報
と

頑
張
る
人
達
の
姿
を
伝
え
た

い
〞と
の
思
い
で
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　
行
政
絡
み
の
団
体
が
減

り
、旅
行
会
社
を
介
し
た
団

体
が
増
え
、特
に
2
0
2
0

年
度
は
学
生
団
体
が
急
増

と
、よ
い
傾
向
が
続
い
て
い

た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で

大
学
で
す
。

吉
澤
　
相
馬
は
地
震
の
他
に
原
発
事
故
に
よ
る

風
評
被
害
も
受
け
て
い
ま
す
が
、だ
い
ぶ
薄
ら

い
で
き
た
印
象
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　
逆
に
、双
葉
町
に「
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
伝
承
館
」（
2
0
2
0
年
9
月
20
日
開

館
）が
で
き
て
か
ら
、原
子
力
発
電
所
の
こ
と
も

学
び
つ
つ
相
双
地
区
を
訪
れ
よ
う
と
い
う
流
れ

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、相
馬
に
宿
泊
で

き
る
こ
と
が
段
々
と
理
解
さ
れ
て
き
て
、こ
れ

ま
で
は
日
帰
り
だ
っ
た
修
学
旅
行
が
泊
ま
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
1
年
度
の
予
定
も
含
め
て
お
話
し
し

ま
す
と
、千
葉
、神
奈
川
、愛
知
、兵
庫
、沖
縄
な

ど
の
学
校
が
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。愛
知
県
岡
崎
市
に
は
、1
度
、語
り
部
と
し

提
で
す
が
、近
隣
で
1
0
0
名
を
越
す
宿
泊
が

で
き
る
の
は
相
馬
く
ら
い
だ
と
学
校
側
も
承
知

し
て
い
て
、バ
ス
や
ク
ラ
ス
ご
と
の
分
宿
で
構

わ
な
い
と
。バ
ス
ご
と
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
分

け
て
作
り
、昼
食
は
お
店
は
違
っ
て
も
同
じ
メ

ニ
ュ
ー
で
、と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
ま
す
。

吉
澤
　
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
何
年
頃
か
ら
で
す
か
。

井
島
　
2
0
1
8
年
後
半
か
ら
19
年
頃
か
ら
で

す
ね
。米
の
放
射
能
の
全
袋
検
査
が
浸
透
し
は

じ
め
て
、や
っ
と
農
業
へ
の
理
解
が
広
ま
っ
た

頃
か
ら
徐
々
に
増
え
始
め
た
と
い
う
印
象
で

す
。長
崎
と
か
広
島
と
か
原
爆
の
被
害
に
あ
っ

た
地
域
が
ま
ず
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
あ
と
は
福
島
県
内
の
学
校
の
先
生
方
が
、「
10

〝
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞、

そ
の
後
の
展
開

吉
澤
　
久
田
さ
ん
、井
島
さ
ん
と
は
、2
0
1
5

年
度
ま
で
、環
境
省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
ず
そ
の
後
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

井
島
　
亀
屋
旅
館
の
久
田
さ
ん
が
、「
松
川
浦
ガ

イ
ド
の
会
」の
会
長
と
し
て
、エ
コ
ツ
ア
ー
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。ガ
イ
ド
と
し
て
の
腕
前

も
さ
ら
に
上
が
り
、新
聞
な
ど
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。観
光
協
会
で
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
な
ど
広
く
告
知
し

て
い
ま
す
。リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
て
、口
コ
ミ
で
お

客
様
が
来
た
り
も
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

久
田
　
エ
コ
ツ
ア
ー
は
、2
0
1
6
年
度
以
降
、

皆
、そ
れ
ぞ
れ
に
忙
し
く
て
、し
ば
ら
く
は
何
も

で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
、あ
そ
こ
ま
で
ご

支
援
い
た
だ
い
た
の
に
も
っ
た
い
な
い
と
、自

分
一
人
で
も
で
き
る
こ
と
、ま
ず
は
カ
ニ
釣
り

か
ら
始
め
て
み
ま
し
た
。

　
再
開
か
ら
2
年
に
な
り
ま
す
が
、参
加
者
は

日
帰
り
が
ほ
と
ん
ど
で
、日
帰
り
の
方
に
は
旅

館
に
直
接
お
電
話
で
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。一
回
あ
た
り
の
参
加
人
数
は
、2
人
か
ら

14
人
ま
で
が
多
い
で
す
が
、1
度
に
1
0
0
人

と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

井
島
　
車
好
き
の
皆
さ
ん
の
集
ま
り
か
ら
、海

岸
清
掃
で
伺
う
が
、親
子
で
参
加
す
る
の
で
、何

か
体
験
も
し
た
い
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

「
じ
ゃ
あ
、カ
ニ
釣
り
は
い
か
が
で
す
か
」と
提

案
し
た
ん
で
す
。近
隣
の
方
は
料
金
が
高
い
と

敬
遠
す
る
の
で
、料
金
は
1
人
5
0
0
円
、ワ
ン

コ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。久
田
さ
ん
に
料
金
的
に

安
す
ぎ
る
か
と
確
認
し
た
ら
、大
丈
夫
と
の
こ

と
な
の
で
実
現
し
ま
し
た
。

久
田
　
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン（
2
0
2
1
年
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
）で

も
、提
供
す
る
予
定
で
す
が
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

担
当
者
か
ら
も
安
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た

（
笑
）。実
績
を
積
ん
で
、参
加
者
に
楽
し
ん
で
い

だ
け
る
、満
足
い
た
だ
け
る
ス
キ
ル
も
身
に
つ

い
て
き
た
の
で
、料
金
設
定
を
ち
ょ
っ
と
高
く

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
度
、カ
ニ
釣
り
に「S

D
G
s

（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）」の
要
素
を
加
え
よ
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。カ
ニ
釣
り
を
す
る
人
工
磯
を
よ
く
見

る
と
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
か
ゴ
ミ
が
む
ち
ゃ
く

ち
ゃ
上
が
っ
て
る
ん
で
す
。調
べ
て
み
た
ら
、世

界
で
年
間
8
0
0
万
ト
ン
、ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ

ト
機
5
万
台
分
の
ゴ
ミ
が
出
て
い
て
、放
っ
て

お
く
と
や
が
て
海
に
は
魚
よ
り
ゴ
ミ
の
方
が
多

く
な
っ
ち
ゃ
う
と
知
り
、驚
き
ま
し
た
。

　
カ
ニ
釣
り
の
時
、子
供
た
ち
に「
海
洋
ゴ
ミ
っ

て
ど
の
く
ら
い
出
て
い
る
と
思
う
」と
聞
い
て

み
た
り
し
な
が
ら
、こ
う
し
た
現
状
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、子
供
た

ち
に
環
境
保
護
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
た

い
ん
で
す
。今
後
、ガ
イ
ド
の
会
と
し
て
も
、い

ろ
ん
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

井
島
　
浜
の
駅
が
い
っ
ぱ
い
で
入
れ
な
い
と
、

他
に
行
く
の
で
、他
の
店
も
混
ん
で
い
ま
す
。前

回
は
入
れ
な
か
っ
た
け
ど
、次
は
こ
こ
で
食
べ

た
い
と
何
回
も
来
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、

相
乗
効
果
も
あ
っ
て
よ
い
傾
向
だ
と
思
い
ま

す
。自

信
を
持
っ
て
言
え
る
、

相
馬
は
絶
対
に
楽
し
い
！

井
島
　
浜
の
人
は
男
女
問
わ
ず
パ
ワ
ー
が
あ

る
。管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
た
ち
が
、「
こ
れ
が
や

り
た
い
ん
だ
」「
あ
れ
が
や
り
た
い
ん
だ
」と
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
て
い
る
と
、「
そ
う
だ
よ

ね
、面
白
い
よ
ね
」、「
じ
ゃ
あ
ど
う
し
よ
う
か
」

と
、人
が
集
ま
っ
て
く
る
。そ
し
て
、ち
ょ
っ
と

無
理
か
な
ぁ
と
も
思
わ
な
い
で
何
で
も
や
り
切

る
。

　
そ
れ
を
私
は
陰
な
が
ら
応
援
し
、色
々
な
手

段
を
駆
使
し
て
、で
き
る
限
り
協
力
し
て
い
ま

す
。私
も
負
け
た
く
な
い
し
、皆
さ
ん
の「
楽
し

い
こ
と
し
よ
う
よ
」に
賛
同
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。楽
し
く
な
い
と
続
か
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

久
田
　
管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

「
面
白
い
か
ら
、楽
し
い
か
ら
や
る
、楽
し
け
れ

ば
人
は
集
ま
っ
て
く
る
。そ
し
て
飲
む
」と
。膝

を
付
き
合
わ
せ
て
飲
む
、こ
れ
が
一
番
大
事

（
笑
）。

井
島
　
そ
れ
が
い
い
思
い
出
に
も
な
る
し
、次

の
原
動
力
に
も
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、相
馬
を
滞
在
拠
点
に
相
双
地
区
の
い

ろ
ん
な
所
を
見
て
も
ら
い
た
い
。そ
し
て
、や
っ

ぱ
り
相
馬
が
一
番
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
。フ
ァ
ン
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。

　
誰
に
で
も
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
、「
一
度
来

て
み
て
、絶
対
に
楽
し
い
か
ら
」と
。相
馬
市
か

ら
福
島
全
体
を
元
気
に
、そ
し
て
世
界
に
誇
れ

る
場
所
に
す
る
の
が
夢
で
す
。

進
行
・
構
成
：
吉
澤
清
良（
観
光
文
化
振
興
部
長
）

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

こ
と
を
や
っ
て
人
を
呼
ぼ
う
と
い
う
、若
い
人

た
ち
の
取
り
組
み
を
、観
光
協
会
の
私
た
ち
は
、

利
用
可
能
な
補
助
金
情
報
の
提
供
、申
請
の
手

助
け
と
い
っ
た
面
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

「
浜
の
駅 

松
川
浦
」を

観
光
復
興
の
起
爆
剤
に

吉
澤
　
今
、取
材
を
行
っ
て
い
る
こ
の
場
所
、復

興
市
民
市
場「
浜
の
駅 

松
川
浦
」（
以
下
、浜
の

駅
）も
5
年
前
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
ち

ら
の
施
設
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

久
田
　
こ
の
浜
の
駅
は
管
理
者
の
問
題
で
、実

は
2
年
前
に
1
度
頓
挫
し
て
い
ま
す
。そ
れ
で

も
や
ら
な
き
ゃ
と
、行
政
、民
間
で
第
3
セ
ク
タ

ー
の
会
社（「
相
馬
市
民
市
場
株
式
会
社
」）を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。浜
か
ら
は
ホ

テ
ル
み
な
と
や
の
管
野
貴
拓
さ
ん
と
、漁
師
の

菊
地
基
文
さ
ん
、街
か
ら
は
2
人
が
出
資
者（
株

主
）に
な
っ
て
い
ま
す
。街
の
2
人
は
、何
年
か

前
に
市
の
企
画
課
が「
相
馬
市
青
年
団
体
連
絡

会
」と
い
う
、建
設
、介
護
、観
光
、漁
師
な
ど

様
々
な
業
種
か
ら
な
る
集
ま
り
を
作
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
で
、管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
と
意
気

投
合
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
菅
野
さ
ん
は
、浜
の
駅
内
の
テ
ナ
ン
ト
で
、地

元
の
魚
介
類
を
提
供
し
て
い
る
食
堂「
く
ぁ
せ

っ
と
」（
相
馬
地
方
の
方
言
で
、食
べ
て
も
ら
う

の
意
味
）の
店
長
も
務
め
て
い
ま
す
。菊
地
さ
ん

も
厨
房
で
板
前
と
し
て
腕
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、漁
師
の
奥
さ
ん
方
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。私
も
厨
房
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
が
、開
業
か
ら
想
定
を
大
き
く
超

え
る
忙
し
さ
で
す
。

吉
澤
　
漁
業
は
4
月
に
操
業
拡
大
が
予
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。明
る
い
話
題
も
出
て
き

て
い
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
地
元
の
魚
介
類
が
ウ
リ
な
の
で
獲
っ
て

き
て
も
ら
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
。今
は
漁
獲

量
が
少
な
す
ぎ
て
、旅
館
と
の
取
り
合
い
に
な

っ
て
い
ま
す
。旅
館
と
し
て
も
、こ
れ
ま
で
コ
ス

ト
を
か
け
て
県
外
産
の
魚
を
使
っ
て
し
の
い
で

き
た
の
で
、地
元
の
安
く
て
新
鮮
な
魚
が
使
え

る
と
本
当
に
あ
り
が
た
い
。

　
か
つ
て
震
災
直
後
に
発
足
し
た「
松
川
浦
観

光
振
興
グ
ル
ー
プ
」で
取
り
組
ん
だ「
復
興
チ
ャ

レ
ン
ジ
丼
」（
飲
食
店
等
が
独
自
メ
ニ
ュ
ー
を
自

慢
の
一
品
と
し
て
提
供
）が
、10
年
か
か
っ
て
、

や
っ
と
全
て
地
元
の
魚
で
作
れ
る
よ
う
に
な
り

そ
う
で
す
。

吉
澤
　
こ
の
食
堂
は
地
元
の
方
の
利
用
も
多
い

の
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
平
日
は
地
元
中
心
で
す
が
、土
日
は
市

外
、中
通
り
の
方
も
多
い
で
す
。

井
島
　
東
北
中
央
道「
相
馬
福
島
道
路
」が
で
き

た
こ
と
で
、福
島
市
か
ら
40
分
で
来
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。先
日（
2
/
13
）の
地
震
の

影
響
で
全
線
開
通
は
4
月
24
日
に
延
期
と
な
り

ま
し
た
が
、こ
の
効
果
は
凄
く
大
き
い
。い
ず
れ

は
山
形
県
と
も
つ
な
が
る
の
で
、山
形
県
か
ら

の
お
客
様
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
昔
の
方
々
は
、相
馬
の
魚
は
美
味
し
い
と
い

う
認
識
が
非
常
に
高
い
。中
通
り
の
方
が
浜
の

駅
開
業
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、「
直
送
し
て
も
ら

え
な
い
か
」と
か
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
行
け
な
い
の

で
、福
島
市
で
売
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
の
に
」と

い
う
お
客
様
の
声
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
個
人
的
に
は
、築
地
と
か
ば
か
り
で
は
な
く
、

中
通
り
な
ど
で
流
通
さ
せ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。通
販
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ

て
も
よ
い
し
、漁
獲
量
が
増
え
て
く
れ
ば
、そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
さ
け
る
分
も
出
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

久
田
　
そ
れ
に
し
て
も
本
当
に
今
日
は
忙
し
か

っ
た
。コ
ロ
ナ
禍
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、も
っ
と
忙

し
か
っ
た
と
思
う
。コ
ロ
ナ
が
明
け
た
ら
逆
に

ど
う
な
る
の
か
と
怖
い
く
ら
い
。開
業
当
初
か

ら
予
想
の
3
、4
倍
の
お
客
様
が
来
て
、仕
込
み

が
間
に
合
わ
な
い
。真
夜
中
ま
で
か
か
っ
て
た

く
さ
ん
仕
込
ん
で
も
、翌
日
に
は
あ
っ
と
い
う

間
に
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。嬉
し
い
悲
鳴
で
す

が
、賑
わ
っ
て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
か
な
。旅
館

は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
こ
う
い
う
施
設
が
起
爆
剤
に
な
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
泊
ま
っ
て
楽
し
み
た
い
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

久
田
　
震
災
後
ず
っ
と
、遊
ぶ
場
所
、食
事
す
る

場
所
、買
い
物
す
る
場
所
が
少
な
か
っ
た
。今
で

は
旅
館
で
も「
あ
そ
こ
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
、な
ん
で
も
あ
り
ま
す
の
で
」と
話
が
で
き
ま

す
。み
ん
な
、こ
こ
が
で
き
て
人
が
増
え
た
と
言

っ
て
い
ま
す
。

　
松
川
浦
は
南
北
に
長
い
潟
湖（
せ

き
こ
）の
ひ
と
つ
で
、震
災
前
は
、春

か
ら
夏
に
か
け
て
は
潮
干
狩
り
や
、

冬
は
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
食
べ
に
来
る
お

客
様
で
賑
わ
っ
た
。そ
れ
が
震
災
後

は
、原
発
事
故
の
風
評
被
害
も
あ
っ

て
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。あ
た
り
前

の
も
の
を
全
て
失
っ
た
時
、こ
れ
は

も
う
ダ
メ
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
。し
か
し
、や
っ
ぱ
り
松
川
浦
の
名

物
は
、安
く
て
お
い
し
い
旬
の
魚
と

美
し
い
海
辺
。仲
間
た
ち
と
、ど
う
し

た
ら
松
川
浦
の
観
光
を
取
り
戻
せ
る

の
か
、手
探
り
で
頑
張
っ
て
き
た
。

　
最
近
の
5
年
間
で
、2
0
1
7
年

4
月
に
は「
松
川
浦
大
橋
」が
通
行
可

能
に
な
り
、翌
年
の
2
0
1
8
年
4

月
に
は
、そ
の
先
の
海
岸
線
を
走
る

「
大
洲
松
川
線
」が
開
通
し
た
。7
月

に
は
8
年
ぶ
り
に「
原
釜
尾
浜
海
水

浴
場
」が
再
開
。「
そ
う
ま
浜
ま
つ
り
」

の
盛
況
ぶ
り
は
、観
光
復
活
へ
の
自

信
、希
望
の
光
に
な
っ
た
。

　
2
0
2
0
年
10
月
に
は
、子
ど
も

た
ち
が
遊
び
、人
が
集
い
交
流
で
き

る
憩
い
の
場「
尾
浜
こ
ど
も
公
園
」が

開
園
し
た
。そ
し
て
、同
じ
月
の
25
日

に
は
、こ
の
復
興
市
民
市
場「
浜
の
駅 

松
川
浦
」が
、松
川
浦
と
原
釜
尾
浜
海

水
浴
場
の
中
間
地
点
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。相
馬
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な

魚
介
類
を
は
じ
め
、地
元
農
産
物
や

加
工
品
、お
土
産
な
ど
を
販
売
し
て

い
る
。

　
か
つ
て
、松
川
浦
に
は
相
馬
双
葉

漁
協
直
営
の「
水
産
物
直
売
セ
ン
タ

ー
」が
あ
っ
た
が
、津
波
で
流
さ
れ
て

し
ま
い
、ず
っ
と
代
替
施
設
の
整
備

が
期
待
さ
れ
て
い
た
。そ
れ
が
現
実

と
な
っ
た
。私
は
、運
営
を
担
う
第
三

セ
ク
タ
ー「
相
馬
市
民
市
場
株
式
会

社
」に
も
出
資
す
る
と
と
も
に
、売
り

場
の
隣
に
あ
る
食
堂「
く
ぁ
せ
っ
と
」

の
店
長
を
務
め
て
い
る
。

　
店
名
は
相
馬
地
方
の
方
言
で「
食

べ
て
も
ら
う
」の
意
味
、旬
の
地
魚
で

も
て
な
し
た
い
、美
味
し
さ
を
し
っ

て
ほ
し
い
。ス
タ
ッ
フ
は
、旅
館
や
漁

師
、そ
し
て
、浜
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
。

新
鮮
な
魚
を
極
上
の
調
理
方
法
で
美

味
し
く
い
た
だ
く
、そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
て
い
る
仲
間
た
ち
と
、メ
ニ

ホ
テ
ル
み
な
と
や 

取
締
役

浜
の
駅 

松
川
浦

「
浜
の
台
所 

く
ぁ
せ
っ
と
」店
長

管
野
貴
拓

ュ
ー
の
開
発
に
は
特
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
。

　「
く
ぁ
せ
っ
と
」の
営
業
は
11
時
か

ら
15
時（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
14
時
30

分
）で
、席
も
50
席
な
の
で
、1
日
の

お
客
様
は
1
0
0
人
程
度
と
見
込
ん

で
い
た
ら
、あ
り
が
た
い
こ
と
に
多

い
時
に
は
約
3
5
0
人
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
。

　
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

が
、い
つ
ま
で
も
被
災
地
で
は
い
ら

れ
な
い
。観
光
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

は
進
ん
だ
。子
供
た
ち
の
喜
ぶ
こ
と

が
し
た
い
。松
川
浦
観
光
の
復
興
、相

馬
の
復
興
に
向
け
て
、こ
れ
ら
の
交

流
拠
点
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
き
た

い
。お
客
様
目
線
で
取
り
組
ん
で
い

け
ば
大
丈
夫
。こ
れ
だ
け
の
人
間
が

揃
っ
て
ん
だ
か
ら
！
。

　
舞
台
は
整
っ
た
。松
川
浦
に
は
仲

間
も
多
い
。俺
の
役
割
は
、「
そ
う
だ
、

そ
う
だ
、俺
た
ち
も
一
緒
に
や
る
ん

だ
。俺
た
ち
が
、こ
の
地
を
盛
り
上
げ

る
ん
だ
！
」と
、言
い
続
け
て
い
く
こ

と
か
な（
笑
）。

激
減
。コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
も
っ
と
人
の
動

き
が
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
。

　
た
だ
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
て
、修
学
旅
行
先
が
東

京
か
ら
福
島
に
変
更
に
な
る
と
い
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
。福
島
県
へ
の
修
学
旅
行
で
は
会

津
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、防
災
教

育
を
視
点
に
相
馬
に
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
良

か
っ
た
で
す
。現
時
点
で
、観
光
協
会
に
は

2
0
2
1
年
度
の
視
察
予
定
が
10
本
入
っ
て
い

ま
す
が
、全
部
、学
校
関
係
、小
・
中
学
校
、高
校
、

「みんな前向きに頑張ってるよー」

て
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
ご
縁
で
、是
非
相
馬
に

行
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
こ
数
年
、観
光
協
会
で
は
特

に
教
育
旅
行
の
情
報
発
信
を
強
化

し
て
い
る
の
で
す
が
、そ
れ
を
見

て
、旅
行
会
社
が
興
味
を
持
っ
て

く
れ
て
、東
京
か
ら
行
き
先
を
変

え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

福
島
県
内
で
も
教
育
旅
行
に
対
応

し
た
震
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持

っ
て
い
る
の
は
相
馬
市
だ
け
の
よ

う
で
す
。

　
た
だ
、修
学
旅
行
は
1
0
0
名

単
位
な
の
で
、宿
泊
が
で
き
る
か
、

食
事
場
所
が
あ
る
か
と
い
う
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。分
宿
が
前
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年
経
つ
と
東
日
本
大
震
災
を
知
ら
な
い
子
供
た

ち
が
入
学
し
て
く
る
。福
島
県
の
中
で
も
浜
通

り
の
置
か
れ
た
厳
し
い
現
実
を
、中
通
り
や
会

津
地
方
の
子
供
た
ち
は
知
ら
な
い
。県
内
の
事

を
も
っ
と
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
」と
の
考

え
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、中
通
り
や
会
津
地
方

の
子
供
た
ち
が
来
た
り
し
ま
す
。

吉
澤
　
久
田
さ
ん
の
旅
館
で
は
、学
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

久
田
　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
5
年
間

は
、復
興
工
事
の
関
係
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま

し
た
。工
事
が
終
わ
り
、い
ざ
一
般
の
お
客
様
、

泊
ま
り
に
来
て
く
だ
さ
い
と
な
っ
て
も
、ほ
と

ん
ど
来
な
か
っ
た
ん
で
す
。そ
こ
か
ら
井
島
さ

ん
と
も
連
携
し
て
、い
ろ
ん
な
事
に
取
り
組
ん

で
、お
客
様
に「
泊
ま
れ
る
よ
」と
認
知
さ
れ
た

の
は
、本
当
に
よ
う
や
く
最
近
の
こ
と
。

　
そ
れ
ま
で
は
、震
災
の
被
災
者
で
自
宅
を
掃

除
す
る
た
め
に
帰
っ
て
き
た
人
と
か
、仮
設
住

宅
住
ま
い
の
祖
父
母
を
訪
ね
た
が
、泊
ま
れ
な

い
の
で
旅
館
に
泊
ま
る
人
と
か
、そ
う
い
う
お

客
さ
ん
ば
か
り
で
し
た
。井
島
さ
ん
か
ら
視
察

時
の
昼
食
の
依
頼
を
受
け
た
り
、修
学
旅
行
生

も
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、相
馬
は
泊
ま

れ
る
、宴
会
も
で
き
る
ん
だ
と
認
知
さ
れ
る
ま

で
に
は
、も
の
す
ご
く
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。

井
島
　
私
た
ち
の
発
信
力
が
弱
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、相
馬
は
ま
だ
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
考
え
や
、修
学
旅
行
だ
と
、子
供
た
ち

は
大
丈
夫
で
も
保
護
者
の
不
安
か
ら
参
加
を
取

り
や
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

久
田
　
あ
る
県
か
ら
学
生
が
福
島
に
桃
狩
り
に

来
て
、YouT

ube

に
そ
の
様
子
を
ア
ッ
プ
し
た

ん
で
す
。そ
う
し
た
ら
、「
何
、危
な
い
こ
と
さ
せ

て
ん
だ
」と
い
う
親
か
ら
の
抗
議
の
電
話
が
、桃

狩
り
の
事
業
者
に
あ
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま

し
た
。何
も
悪
い
こ
と
し
て
な
い
の
に
、風
評
被

害
で
す
よ
ね
。

吉
澤
　
そ
う
い
う
時
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　「
農
産
物
は
放
射
能
検
査
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
も
の
で
、地
元
の
子
供
た
ち
の
給
食

に
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
」と
お
話
し
す
る
と
、

多
少
受
け
止
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
で
す
。地

元
で
さ
え
非
常
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
親
御
さ

ん
も
い
る
の
で
、お
気
持
ち
は
理
解
で
き
ま
す
。

考
え
方
に
変
化
〜

相
馬
に
来
た
い
人
、来
て
！

井
島
　
放
射
能
は
目
に
見
え
な
い
し
、放
射
能

検
査
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、や
は
り
正
し
い
情
報
を
丁

寧
に
伝
え
続
け
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。分

か
っ
て
も
ら
え
る
ま
で
や
る
し
か
な
い
し
、共

感
し
て
く
だ
さ
る
方
の
存
在
を
、私
た
ち
の
糧

に
す
る
し
か
な
い
。そ
し
て
、そ
の
方
々
か
ら
も

安
全
性
を
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。無
理
強
い

す
る
必
要
も
な
い
し
、理
解
し
て
く
だ
さ
る
方

を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
高
校
生
も
相
馬
の
事
を
発
信
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。地
元
の
良
さ
を
再
認
識
し
て

く
れ
て
い
る
の
か
な
。「
知
ら
な
い
人
に
は
伝
え

な
い
と
」と
、子
供
た
ち
の
方
か
ら
言
っ
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
ね
。

久
田
　
こ
こ
1
〜
2
年
で
、誘
客
に
関
す
る
考

え
方
が
す
ご
く
変
わ
っ
た
。以
前
は
、風
評
被
害

を
ど
う
し
よ
う
と
か
、来
て
く
れ
な
か
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
が
、最
近

は
、「
相
馬
に
来
た
い
人
、来
ら
れ
る
人
は
来
て

ー
」と
。

井
島
　
私
た
ち
自
身
が
地
元
を
大
好
き
だ
か

ら
、風
評
払
拭
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。中
で
も
松
川
浦
地

区
を
中
心
と
し
た「
浜
」の
若
手
・
中
堅
の
皆
さ

ん
は
常
に
前
向
き
で
、パ
ワ
フ
ル
。そ
う
し
た
想

い
や
取
り
組
み
を
行
政
と
の
連
携
や
支
援
に
結

び
つ
け
る
の
は
、観
光
協
会
、私
た
ち
の
役
目
で

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
観
光
交
流
課
や（
公
財
）福
島
県
観
光

物
産
交
流
協
会
の
方
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。福
島
県
の
中
で
も
相
馬
は
小
さ
い

市
な
の
で
、県
や
国
の
力
も
借
り
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。ま
た
、相
馬
だ
け
で
な
く
相
双
地

区
で
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

震
災
後
に
生
じ
た
変
化
、

浜
と
町
の
連
携

吉
澤
　
い
ろ
ん
な
方
か
ら
、浜
と
町
の
連
携
が

強
ま
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
が
。

井
島
　
以
前
は
、浜
は
浜
、街
は
街
だ
っ
た
け
れ

ど
、震
災
が
き
っ
か
け
と
な
り
、浜
と
街
が
繋
が

り
、若
い
人
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
、同
じ
目
線

で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
な
っ
た
の
は
、よ
か

っ
た
な
と
。

久
田
　
浜
と
街
の
連
携
は
強
く
な
っ
て
い
ま
す

ね
。2
0
1
8
年
7
月
に
8
年
ぶ
り
に「
原
釜
尾

浜
海
水
浴
場
」が
再
開
す
る
時
に
行
っ
た「
そ
う

ま
浜
ま
つ
り
」も
、「
浜
祭
り
実
行
委
員
会
」と
い

う
、浜
と
街
、異
業
種
の
有
志
か
ら
な
る
団
体
が

開
催
し
ま
し
た
。本
来
な
ら
浜
の
う
ち
ら
が
や

ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
に
、自
分
と
同
級
生
で
、

町
で
ホ
テ
ル
ふ
た
ば
や
を
経
営
し
、当
時
、相
馬

青
年
会
議
所
の
副
理
事
長
も
務
め
て
い
た
羽
柴

和
洋
君
が
、「
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
、有
志
で
集

ま
ろ
う
」と
音
頭
を
取
っ
て
く
れ
て
。

　
20
人
く
ら
い
か
な
、旅
館
、飲
食
店
、建
設
業
、

幼
稚
園
の
先
生
も
い
る
し
、漁
師
も
い
る
、本
当

に
多
種
多
様
で
し
た
ね
。

　
企
業
に
頭
を
下
げ
て
回
っ
て
、7
0
0
万
円

も
の
寄
附
を
集
め
ま
し
た
。2
0
2
0
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
控
え
ま
し
た
が
、2
0
1
8
年
、

2
0
1
9
年
と
、大
曲
の
花
火
師
を
呼
ん
で
花

火
を
打
ち
上
げ
る
な
ど
、大
い
に
祭
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。　

井
島
　
利
害
関
係
な
く
、相
馬
で
何
か
面
白
い

す
。こ
の
間
、大
阪
か
ら
お
招
き
し
た
あ
る
先
生

が
、「
今
は
マ
ス
で
は
な
く
個
人
で
動
く
が
、ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
て
歩
く
時
代
は
終
わ
っ
た
。

次
は
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
情
報
を
ほ
し
が

る
よ
う
に
な
る
。そ
の
た
め
に
地
元
の
人
と
の

関
係
性
を
求
め
て
く
る
」と
お
話
し
さ
れ
て
い

ま
し
た
。エ
コ
ツ
ア
ー
は
、地
元
の
人
と
仲
良
く

な
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
に
も
な
る
。そ
う
い
う
意

識
を
持
っ
て
、自
分
も
今
後
エ
コ
ツ
ア
ー
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
5
年
間
の

相
馬
観
光
の
動
向

吉
澤
　
2
0
1
6
年
度
か
ら

の
5
年
間
で
、相
馬
に
来
る

観
光
客
に
変
化
は
あ
り
ま
し

た
か
。

井
島
　
い
わ
ゆ
る
一
般
の
観

光
客
で
は
な
い
の
で
す
が
、

視
察
は
順
調
に
増
え
て
い
ま

し
た
ね（
表
1
）。視
察
で
は
、

〝
天
災
は
誰
も
悪
く
な
い
、福

島
が
負
の
遺
産
と
な
ら
な
い

た
め
に
も
、正
し
い
情
報
と

頑
張
る
人
達
の
姿
を
伝
え
た

い
〞と
の
思
い
で
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　
行
政
絡
み
の
団
体
が
減

り
、旅
行
会
社
を
介
し
た
団

体
が
増
え
、特
に
2
0
2
0

年
度
は
学
生
団
体
が
急
増

と
、よ
い
傾
向
が
続
い
て
い

た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で

大
学
で
す
。

吉
澤
　
相
馬
は
地
震
の
他
に
原
発
事
故
に
よ
る

風
評
被
害
も
受
け
て
い
ま
す
が
、だ
い
ぶ
薄
ら

い
で
き
た
印
象
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　
逆
に
、双
葉
町
に「
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
伝
承
館
」（
2
0
2
0
年
9
月
20
日
開

館
）が
で
き
て
か
ら
、原
子
力
発
電
所
の
こ
と
も

学
び
つ
つ
相
双
地
区
を
訪
れ
よ
う
と
い
う
流
れ

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、相
馬
に
宿
泊
で

き
る
こ
と
が
段
々
と
理
解
さ
れ
て
き
て
、こ
れ

ま
で
は
日
帰
り
だ
っ
た
修
学
旅
行
が
泊
ま
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
1
年
度
の
予
定
も
含
め
て
お
話
し
し

ま
す
と
、千
葉
、神
奈
川
、愛
知
、兵
庫
、沖
縄
な

ど
の
学
校
が
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。愛
知
県
岡
崎
市
に
は
、1
度
、語
り
部
と
し

提
で
す
が
、近
隣
で
1
0
0
名
を
越
す
宿
泊
が

で
き
る
の
は
相
馬
く
ら
い
だ
と
学
校
側
も
承
知

し
て
い
て
、バ
ス
や
ク
ラ
ス
ご
と
の
分
宿
で
構

わ
な
い
と
。バ
ス
ご
と
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
分

け
て
作
り
、昼
食
は
お
店
は
違
っ
て
も
同
じ
メ

ニ
ュ
ー
で
、と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
ま
す
。

吉
澤
　
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
何
年
頃
か
ら
で
す
か
。

井
島
　
2
0
1
8
年
後
半
か
ら
19
年
頃
か
ら
で

す
ね
。米
の
放
射
能
の
全
袋
検
査
が
浸
透
し
は

じ
め
て
、や
っ
と
農
業
へ
の
理
解
が
広
ま
っ
た

頃
か
ら
徐
々
に
増
え
始
め
た
と
い
う
印
象
で

す
。長
崎
と
か
広
島
と
か
原
爆
の
被
害
に
あ
っ

た
地
域
が
ま
ず
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
あ
と
は
福
島
県
内
の
学
校
の
先
生
方
が
、「
10

〝
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞、

そ
の
後
の
展
開

吉
澤
　
久
田
さ
ん
、井
島
さ
ん
と
は
、2
0
1
5

年
度
ま
で
、環
境
省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
ず
そ
の
後
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

井
島
　
亀
屋
旅
館
の
久
田
さ
ん
が
、「
松
川
浦
ガ

イ
ド
の
会
」の
会
長
と
し
て
、エ
コ
ツ
ア
ー
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。ガ
イ
ド
と
し
て
の
腕
前

も
さ
ら
に
上
が
り
、新
聞
な
ど
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。観
光
協
会
で
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
な
ど
広
く
告
知
し

て
い
ま
す
。リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
て
、口
コ
ミ
で
お

客
様
が
来
た
り
も
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

久
田
　
エ
コ
ツ
ア
ー
は
、2
0
1
6
年
度
以
降
、

皆
、そ
れ
ぞ
れ
に
忙
し
く
て
、し
ば
ら
く
は
何
も

で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
、あ
そ
こ
ま
で
ご

支
援
い
た
だ
い
た
の
に
も
っ
た
い
な
い
と
、自

分
一
人
で
も
で
き
る
こ
と
、ま
ず
は
カ
ニ
釣
り

か
ら
始
め
て
み
ま
し
た
。

　
再
開
か
ら
2
年
に
な
り
ま
す
が
、参
加
者
は

日
帰
り
が
ほ
と
ん
ど
で
、日
帰
り
の
方
に
は
旅

館
に
直
接
お
電
話
で
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。一
回
あ
た
り
の
参
加
人
数
は
、2
人
か
ら

14
人
ま
で
が
多
い
で
す
が
、1
度
に
1
0
0
人

と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

井
島
　
車
好
き
の
皆
さ
ん
の
集
ま
り
か
ら
、海

岸
清
掃
で
伺
う
が
、親
子
で
参
加
す
る
の
で
、何

か
体
験
も
し
た
い
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

「
じ
ゃ
あ
、カ
ニ
釣
り
は
い
か
が
で
す
か
」と
提

案
し
た
ん
で
す
。近
隣
の
方
は
料
金
が
高
い
と

敬
遠
す
る
の
で
、料
金
は
1
人
5
0
0
円
、ワ
ン

コ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。久
田
さ
ん
に
料
金
的
に

安
す
ぎ
る
か
と
確
認
し
た
ら
、大
丈
夫
と
の
こ

と
な
の
で
実
現
し
ま
し
た
。

久
田
　
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン（
2
0
2
1
年
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
）で

も
、提
供
す
る
予
定
で
す
が
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

担
当
者
か
ら
も
安
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た

（
笑
）。実
績
を
積
ん
で
、参
加
者
に
楽
し
ん
で
い

だ
け
る
、満
足
い
た
だ
け
る
ス
キ
ル
も
身
に
つ

い
て
き
た
の
で
、料
金
設
定
を
ち
ょ
っ
と
高
く

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
度
、カ
ニ
釣
り
に「S

D
G
s

（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）」の
要
素
を
加
え
よ
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。カ
ニ
釣
り
を
す
る
人
工
磯
を
よ
く
見

る
と
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
か
ゴ
ミ
が
む
ち
ゃ
く

ち
ゃ
上
が
っ
て
る
ん
で
す
。調
べ
て
み
た
ら
、世

界
で
年
間
8
0
0
万
ト
ン
、ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ

ト
機
5
万
台
分
の
ゴ
ミ
が
出
て
い
て
、放
っ
て

お
く
と
や
が
て
海
に
は
魚
よ
り
ゴ
ミ
の
方
が
多

く
な
っ
ち
ゃ
う
と
知
り
、驚
き
ま
し
た
。

　
カ
ニ
釣
り
の
時
、子
供
た
ち
に「
海
洋
ゴ
ミ
っ

て
ど
の
く
ら
い
出
て
い
る
と
思
う
」と
聞
い
て

み
た
り
し
な
が
ら
、こ
う
し
た
現
状
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、子
供
た

ち
に
環
境
保
護
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
た

い
ん
で
す
。今
後
、ガ
イ
ド
の
会
と
し
て
も
、い

ろ
ん
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

井
島
　
浜
の
駅
が
い
っ
ぱ
い
で
入
れ
な
い
と
、

他
に
行
く
の
で
、他
の
店
も
混
ん
で
い
ま
す
。前

回
は
入
れ
な
か
っ
た
け
ど
、次
は
こ
こ
で
食
べ

た
い
と
何
回
も
来
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、

相
乗
効
果
も
あ
っ
て
よ
い
傾
向
だ
と
思
い
ま

す
。自

信
を
持
っ
て
言
え
る
、

相
馬
は
絶
対
に
楽
し
い
！

井
島
　
浜
の
人
は
男
女
問
わ
ず
パ
ワ
ー
が
あ

る
。管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
た
ち
が
、「
こ
れ
が
や

り
た
い
ん
だ
」「
あ
れ
が
や
り
た
い
ん
だ
」と
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
て
い
る
と
、「
そ
う
だ
よ

ね
、面
白
い
よ
ね
」、「
じ
ゃ
あ
ど
う
し
よ
う
か
」

と
、人
が
集
ま
っ
て
く
る
。そ
し
て
、ち
ょ
っ
と

無
理
か
な
ぁ
と
も
思
わ
な
い
で
何
で
も
や
り
切

る
。

　
そ
れ
を
私
は
陰
な
が
ら
応
援
し
、色
々
な
手

段
を
駆
使
し
て
、で
き
る
限
り
協
力
し
て
い
ま

す
。私
も
負
け
た
く
な
い
し
、皆
さ
ん
の「
楽
し

い
こ
と
し
よ
う
よ
」に
賛
同
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。楽
し
く
な
い
と
続
か
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

久
田
　
管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

「
面
白
い
か
ら
、楽
し
い
か
ら
や
る
、楽
し
け
れ

ば
人
は
集
ま
っ
て
く
る
。そ
し
て
飲
む
」と
。膝

を
付
き
合
わ
せ
て
飲
む
、こ
れ
が
一
番
大
事

（
笑
）。

井
島
　
そ
れ
が
い
い
思
い
出
に
も
な
る
し
、次

の
原
動
力
に
も
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、相
馬
を
滞
在
拠
点
に
相
双
地
区
の
い

ろ
ん
な
所
を
見
て
も
ら
い
た
い
。そ
し
て
、や
っ

ぱ
り
相
馬
が
一
番
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
。フ
ァ
ン
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。

　
誰
に
で
も
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
、「
一
度
来

て
み
て
、絶
対
に
楽
し
い
か
ら
」と
。相
馬
市
か

ら
福
島
全
体
を
元
気
に
、そ
し
て
世
界
に
誇
れ

る
場
所
に
す
る
の
が
夢
で
す
。

進
行
・
構
成
：
吉
澤
清
良（
観
光
文
化
振
興
部
長
）

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

こ
と
を
や
っ
て
人
を
呼
ぼ
う
と
い
う
、若
い
人

た
ち
の
取
り
組
み
を
、観
光
協
会
の
私
た
ち
は
、

利
用
可
能
な
補
助
金
情
報
の
提
供
、申
請
の
手

助
け
と
い
っ
た
面
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

「
浜
の
駅 

松
川
浦
」を

観
光
復
興
の
起
爆
剤
に

吉
澤
　
今
、取
材
を
行
っ
て
い
る
こ
の
場
所
、復

興
市
民
市
場「
浜
の
駅 

松
川
浦
」（
以
下
、浜
の

駅
）も
5
年
前
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
ち

ら
の
施
設
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

久
田
　
こ
の
浜
の
駅
は
管
理
者
の
問
題
で
、実

は
2
年
前
に
1
度
頓
挫
し
て
い
ま
す
。そ
れ
で

も
や
ら
な
き
ゃ
と
、行
政
、民
間
で
第
3
セ
ク
タ

ー
の
会
社（「
相
馬
市
民
市
場
株
式
会
社
」）を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。浜
か
ら
は
ホ

テ
ル
み
な
と
や
の
管
野
貴
拓
さ
ん
と
、漁
師
の

菊
地
基
文
さ
ん
、街
か
ら
は
2
人
が
出
資
者（
株

主
）に
な
っ
て
い
ま
す
。街
の
2
人
は
、何
年
か

前
に
市
の
企
画
課
が「
相
馬
市
青
年
団
体
連
絡

会
」と
い
う
、建
設
、介
護
、観
光
、漁
師
な
ど

様
々
な
業
種
か
ら
な
る
集
ま
り
を
作
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
で
、管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
と
意
気

投
合
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
菅
野
さ
ん
は
、浜
の
駅
内
の
テ
ナ
ン
ト
で
、地

元
の
魚
介
類
を
提
供
し
て
い
る
食
堂「
く
ぁ
せ

っ
と
」（
相
馬
地
方
の
方
言
で
、食
べ
て
も
ら
う

の
意
味
）の
店
長
も
務
め
て
い
ま
す
。菊
地
さ
ん

も
厨
房
で
板
前
と
し
て
腕
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、漁
師
の
奥
さ
ん
方
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。私
も
厨
房
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
が
、開
業
か
ら
想
定
を
大
き
く
超

え
る
忙
し
さ
で
す
。

吉
澤
　
漁
業
は
4
月
に
操
業
拡
大
が
予
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。明
る
い
話
題
も
出
て
き

て
い
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
地
元
の
魚
介
類
が
ウ
リ
な
の
で
獲
っ
て

き
て
も
ら
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
。今
は
漁
獲

量
が
少
な
す
ぎ
て
、旅
館
と
の
取
り
合
い
に
な

っ
て
い
ま
す
。旅
館
と
し
て
も
、こ
れ
ま
で
コ
ス

ト
を
か
け
て
県
外
産
の
魚
を
使
っ
て
し
の
い
で

き
た
の
で
、地
元
の
安
く
て
新
鮮
な
魚
が
使
え

る
と
本
当
に
あ
り
が
た
い
。

　
か
つ
て
震
災
直
後
に
発
足
し
た「
松
川
浦
観

光
振
興
グ
ル
ー
プ
」で
取
り
組
ん
だ「
復
興
チ
ャ

レ
ン
ジ
丼
」（
飲
食
店
等
が
独
自
メ
ニ
ュ
ー
を
自

慢
の
一
品
と
し
て
提
供
）が
、10
年
か
か
っ
て
、

や
っ
と
全
て
地
元
の
魚
で
作
れ
る
よ
う
に
な
り

そ
う
で
す
。

吉
澤
　
こ
の
食
堂
は
地
元
の
方
の
利
用
も
多
い

の
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
平
日
は
地
元
中
心
で
す
が
、土
日
は
市

外
、中
通
り
の
方
も
多
い
で
す
。

井
島
　
東
北
中
央
道「
相
馬
福
島
道
路
」が
で
き

た
こ
と
で
、福
島
市
か
ら
40
分
で
来
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。先
日（
2
/
13
）の
地
震
の

影
響
で
全
線
開
通
は
4
月
24
日
に
延
期
と
な
り

ま
し
た
が
、こ
の
効
果
は
凄
く
大
き
い
。い
ず
れ

は
山
形
県
と
も
つ
な
が
る
の
で
、山
形
県
か
ら

の
お
客
様
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
昔
の
方
々
は
、相
馬
の
魚
は
美
味
し
い
と
い

う
認
識
が
非
常
に
高
い
。中
通
り
の
方
が
浜
の

駅
開
業
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、「
直
送
し
て
も
ら

え
な
い
か
」と
か
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
行
け
な
い
の

で
、福
島
市
で
売
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
の
に
」と

い
う
お
客
様
の
声
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
個
人
的
に
は
、築
地
と
か
ば
か
り
で
は
な
く
、

中
通
り
な
ど
で
流
通
さ
せ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。通
販
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ

て
も
よ
い
し
、漁
獲
量
が
増
え
て
く
れ
ば
、そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
さ
け
る
分
も
出
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

久
田
　
そ
れ
に
し
て
も
本
当
に
今
日
は
忙
し
か

っ
た
。コ
ロ
ナ
禍
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、も
っ
と
忙

し
か
っ
た
と
思
う
。コ
ロ
ナ
が
明
け
た
ら
逆
に

ど
う
な
る
の
か
と
怖
い
く
ら
い
。開
業
当
初
か

ら
予
想
の
3
、4
倍
の
お
客
様
が
来
て
、仕
込
み

が
間
に
合
わ
な
い
。真
夜
中
ま
で
か
か
っ
て
た

く
さ
ん
仕
込
ん
で
も
、翌
日
に
は
あ
っ
と
い
う

間
に
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。嬉
し
い
悲
鳴
で
す

が
、賑
わ
っ
て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
か
な
。旅
館

は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
こ
う
い
う
施
設
が
起
爆
剤
に
な
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
泊
ま
っ
て
楽
し
み
た
い
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

久
田
　
震
災
後
ず
っ
と
、遊
ぶ
場
所
、食
事
す
る

場
所
、買
い
物
す
る
場
所
が
少
な
か
っ
た
。今
で

は
旅
館
で
も「
あ
そ
こ
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
、な
ん
で
も
あ
り
ま
す
の
で
」と
話
が
で
き
ま

す
。み
ん
な
、こ
こ
が
で
き
て
人
が
増
え
た
と
言

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
女
子
大
文
学
部
日
本
文
学
科

卒
、大
学
の
基
幹
理
念
が「
世
の
光

と
な
ろ
う
」だ
っ
た
の
は
、今
の
仕

事
に
導
か
れ
た
所
以
か
も
し
れ
な

い
。卒
業
後
、旅
行
会
社
の
営
業
、

接
客
、添
乗
員
、海
外
航
空
の
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
を
経
て
、浪
江
町
の
旅
行
会
社
で
勤
務
。震
災

後
、幼
稚
園
年
長
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
を
過
ご
し
た
相

馬
で
福
島
県
復
興
支
援
員
と
し
て
観
光
の
お
手
伝
い
を

担
う
。４
年
目
か
ら
相
馬
市
復
興
支
援
員
と
し
て
地
元

の
人
た
ち
と
一
緒
に
相
馬
の
魅
力
を
伝
え
続
け
て
い
る
。

井
島
順
子（
い
じ
ま・じ
ゅ
ん
こ
）

福
島
県
相
馬
市
生
ま
れ 

。亀
屋
旅

館
4
代
目
。相
馬
の
海
、浜
を
こ
よ

な
く
愛
し
、旅
館
経
営
の
か
た
わ

ら
、松
川
浦
ガ
イ
ド
の
会
会
長
と
し

て
エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
践
。か
に
釣
り

や
ナ
イ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ッ
チ
は

大
好
評
。ま
た
、祖
父
た
ち
が
復
活
さ
せ
た
松
川
神
楽

を
途
絶
え
さ
せ
な
い
よ
う
鍛
錬
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

地
元
の
幼
稚
園
等
で
披
露
す
る
な
ど
、そ
の
普
及
に
も

取
り
組
む
。

久
田
浩
之（
ひ
さ
た・ひ
ろ
ゆ
き
）

　
松
川
浦
は
南
北
に
長
い
潟
湖（
せ

き
こ
）の
ひ
と
つ
で
、震
災
前
は
、春

か
ら
夏
に
か
け
て
は
潮
干
狩
り
や
、

冬
は
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
食
べ
に
来
る
お

客
様
で
賑
わ
っ
た
。そ
れ
が
震
災
後

は
、原
発
事
故
の
風
評
被
害
も
あ
っ

て
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。あ
た
り
前

の
も
の
を
全
て
失
っ
た
時
、こ
れ
は

も
う
ダ
メ
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
。し
か
し
、や
っ
ぱ
り
松
川
浦
の
名

物
は
、安
く
て
お
い
し
い
旬
の
魚
と

美
し
い
海
辺
。仲
間
た
ち
と
、ど
う
し

た
ら
松
川
浦
の
観
光
を
取
り
戻
せ
る

の
か
、手
探
り
で
頑
張
っ
て
き
た
。

　
最
近
の
5
年
間
で
、2
0
1
7
年

4
月
に
は「
松
川
浦
大
橋
」が
通
行
可

能
に
な
り
、翌
年
の
2
0
1
8
年
4

月
に
は
、そ
の
先
の
海
岸
線
を
走
る

「
大
洲
松
川
線
」が
開
通
し
た
。7
月

に
は
8
年
ぶ
り
に「
原
釜
尾
浜
海
水

浴
場
」が
再
開
。「
そ
う
ま
浜
ま
つ
り
」

の
盛
況
ぶ
り
は
、観
光
復
活
へ
の
自

信
、希
望
の
光
に
な
っ
た
。

　
2
0
2
0
年
10
月
に
は
、子
ど
も

た
ち
が
遊
び
、人
が
集
い
交
流
で
き

る
憩
い
の
場「
尾
浜
こ
ど
も
公
園
」が

開
園
し
た
。そ
し
て
、同
じ
月
の
25
日

に
は
、こ
の
復
興
市
民
市
場「
浜
の
駅 

松
川
浦
」が
、松
川
浦
と
原
釜
尾
浜
海

水
浴
場
の
中
間
地
点
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。相
馬
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な

魚
介
類
を
は
じ
め
、地
元
農
産
物
や

加
工
品
、お
土
産
な
ど
を
販
売
し
て

い
る
。

　
か
つ
て
、松
川
浦
に
は
相
馬
双
葉

漁
協
直
営
の「
水
産
物
直
売
セ
ン
タ

ー
」が
あ
っ
た
が
、津
波
で
流
さ
れ
て

し
ま
い
、ず
っ
と
代
替
施
設
の
整
備

が
期
待
さ
れ
て
い
た
。そ
れ
が
現
実

と
な
っ
た
。私
は
、運
営
を
担
う
第
三

セ
ク
タ
ー「
相
馬
市
民
市
場
株
式
会

社
」に
も
出
資
す
る
と
と
も
に
、売
り

場
の
隣
に
あ
る
食
堂「
く
ぁ
せ
っ
と
」

の
店
長
を
務
め
て
い
る
。

　
店
名
は
相
馬
地
方
の
方
言
で「
食

べ
て
も
ら
う
」の
意
味
、旬
の
地
魚
で

も
て
な
し
た
い
、美
味
し
さ
を
し
っ

て
ほ
し
い
。ス
タ
ッ
フ
は
、旅
館
や
漁

師
、そ
し
て
、浜
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
。

新
鮮
な
魚
を
極
上
の
調
理
方
法
で
美

味
し
く
い
た
だ
く
、そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
て
い
る
仲
間
た
ち
と
、メ
ニ

ュ
ー
の
開
発
に
は
特
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
。

　「
く
ぁ
せ
っ
と
」の
営
業
は
11
時
か

ら
15
時（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
14
時
30

分
）で
、席
も
50
席
な
の
で
、1
日
の

お
客
様
は
1
0
0
人
程
度
と
見
込
ん

で
い
た
ら
、あ
り
が
た
い
こ
と
に
多

い
時
に
は
約
3
5
0
人
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
。

　
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

が
、い
つ
ま
で
も
被
災
地
で
は
い
ら

れ
な
い
。観
光
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

は
進
ん
だ
。子
供
た
ち
の
喜
ぶ
こ
と

が
し
た
い
。松
川
浦
観
光
の
復
興
、相

馬
の
復
興
に
向
け
て
、こ
れ
ら
の
交

流
拠
点
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
き
た

い
。お
客
様
目
線
で
取
り
組
ん
で
い

け
ば
大
丈
夫
。こ
れ
だ
け
の
人
間
が

揃
っ
て
ん
だ
か
ら
！
。

　
舞
台
は
整
っ
た
。松
川
浦
に
は
仲

間
も
多
い
。俺
の
役
割
は
、「
そ
う
だ
、

そ
う
だ
、俺
た
ち
も
一
緒
に
や
る
ん

だ
。俺
た
ち
が
、こ
の
地
を
盛
り
上
げ

る
ん
だ
！
」と
、言
い
続
け
て
い
く
こ

と
か
な（
笑
）。

代
の
生
き
様
が
よ
か
っ
た
の
か
な
。

こ
の
浜
で
生
き
て
き
た
ら
、こ
の
地

を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
想
い
は
誰

に
で
も
あ
る
。

　
仲
間
に
声
を
か
け
て
敬
神
部
に
入

り
、翌
年
の
例
大
祭
に
向
け
て
練
習

を
積
ん
だ
。舞
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、「
子
供
た

ち
が
見
に
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
、

面
白
い
舞
に
し
た
い
」と
、本
番
で
悪

だ
く
み
を
決
行
し
た
。会
場
は
盛
り

上
が
っ
た
が
、敬
神
部
の
先
輩
た
ち

に
は
こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
た
。伝
統

を
受
け
継
ぐ
こ
と
も
大
切
。で
も
、多

少
を
変
え
て
も
時
代
に
あ
っ
た
形

で
、俺
た
ち
が
伝
承
し
て
い
か
な
く

ち
ゃ
な
ん
ね
ぇ
。今
で
は
理
解
者
も

増
え
て
、敬
神
部
も
若
返
り
、例
大
祭

も
賑
わ
い
を
取
り
ど
し
つ
つ
あ
る
。

昔
か
ら
、一
度
気
に
な
っ
た
ら
頭
か

ら
離
れ
な
い
性
分
、感
性
の
基
に
体

が
動
く
感
じ
だ
な（
笑
）。

　
震
災
後
、「
相
馬
の
基
幹
産
業
は
漁

業
。相
馬
に
と
っ
て
魚
は
血
液
、魚
が

回
ら
な
い
と
地
域
経
済
が
成
り
立
た

な
い
」と
の
想
い
を
一
層
強
く
し
た
。

試
験
操
業
が
続
く
中
で
、浜
の
食
文

化
を
守
り
た
い
と「
ど
ん
こ
肝
つ
み

れ
」な
ど
の
水
産
加
工
品
も
作
っ
た
。

相
馬
は
魚
種
が
豊
富
な
の
で
素
材
は

た
く
さ
ん
あ
る
。

　
仲
間
の
発
し
た「
ど
こ
よ
り
も『
そ

う
ま
』が
や
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
」と

の
一
言
に
端
を
発
し
、2
0
1
5
年

10
月
か
ら
5
年
間
に
わ
た
り「
そ
う

ま
食
べ
る
通
信
」を
20
号
発
行
し
て

き
た（
食
べ
る
通
信
の
詳
細
は
、61
頁

参
照
）。生
産
者
の
生
き
方
や
食
に
対

す
る
想
い
と
食
材
を
読
者
に
届
け
て

き
た
。読
者
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
、親

　
自
分
が
生
ま
れ
、自
分
の
人
格
を

形
成
し
て
き
た
町
、俺
に
と
っ
て
の

地
元
は「
浜
」だ
。

　
大
学
卒
業
後
、自
宅
近
く
の
津
神

社
例
大
祭
夜
祭
を
見
に
行
く
と
、「
観

音
畑
の
舞
」が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。で

も
、自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

一
部
と
も
な
っ
て
い
る
祭
に
、子
供

た
ち
が
誰
も
来
て
い
な
い
。こ
れ
じ

ゃ「
浜
」の
文
化
が
廃
れ
て
し
ま
う
と

危
機
感
を
持
っ
た
。俺
ら
の
上
の
世

戚
付
き
合
い
の
で
き
る
唯
一
無
二
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
確
立
す
る
こ
と
も

で
き
た
。「
ど
こ
よ
り
も 

そ
う
ま
が 

や
り
切
り
ま
し
た
！
」と
、20
号
を
も

っ
て
休
刊
と
な
る
が
、引
き
続
き
、生

産
者
や
読
者
の
皆
さ
ん
と
親
し
く
お

付
き
合
い
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
う
ま
食
べ
る
通
信
と
歩
ん
だ
こ

の
5
年
間
は
、「
面
白
そ
う
で
始
め
た

ら
、や
っ
ぱ
り
面
白
か
っ
た
」と
い
う

の
が
率
直
な
思
い
だ
。ど
ん
な
こ
と

で
も
や
っ
て
い
る
本
人
た
ち
が
楽
し

く
な
け
れ
ば
続
か
な
い
。自
分
が
関

わ
る
こ
と
は
全
部
面
白
く
し
て
や
る

つ
も
り
で
い
る
。

　
相
馬
で
水
揚
げ
さ
れ
る
水
産
物
は

全
て
放
射
線
検
査
を
ク
リ
ア
、4
月

に
は
操
業
の
拡
大
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。浜
の
駅
の
食
堂「
く
ぁ
せ
っ
と
」

で
は
板
前
も
務
め
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
や
り
た
い
こ
と
を
、

や
っ
て
い
く
。面
白
く
す
る
自
信
、あ

り
す
ぎ
る
か
ら
。来
た
ら
絶
対
面
白

く
て
帰
り
た
く
な
く
な
る
か
ら

（
笑
）。

　
み
な
さ
ん
、浜
で
お
会
い
し
ま
し

ょ
う
！

沖
合
底
曳
網
漁
船
　
清
昭
丸
　
船
主

一
般
社
団
法
人
そ
う
ま
食
べ
る
通
信

共
同
編
集
長

菊
地
基
文

激
減
。コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
も
っ
と
人
の
動

き
が
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
。

　
た
だ
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
て
、修
学
旅
行
先
が
東

京
か
ら
福
島
に
変
更
に
な
る
と
い
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
。福
島
県
へ
の
修
学
旅
行
で
は
会

津
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、防
災
教

育
を
視
点
に
相
馬
に
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
良

か
っ
た
で
す
。現
時
点
で
、観
光
協
会
に
は

2
0
2
1
年
度
の
視
察
予
定
が
10
本
入
っ
て
い

ま
す
が
、全
部
、学
校
関
係
、小
・
中
学
校
、高
校
、

て
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
ご
縁
で
、是
非
相
馬
に

行
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
こ
数
年
、観
光
協
会
で
は
特

に
教
育
旅
行
の
情
報
発
信
を
強
化

し
て
い
る
の
で
す
が
、そ
れ
を
見

て
、旅
行
会
社
が
興
味
を
持
っ
て

く
れ
て
、東
京
か
ら
行
き
先
を
変

え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

福
島
県
内
で
も
教
育
旅
行
に
対
応

し
た
震
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持

っ
て
い
る
の
は
相
馬
市
だ
け
の
よ

う
で
す
。

　
た
だ
、修
学
旅
行
は
1
0
0
名

単
位
な
の
で
、宿
泊
が
で
き
る
か
、

食
事
場
所
が
あ
る
か
と
い
う
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。分
宿
が
前

福島県5

50

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



年
経
つ
と
東
日
本
大
震
災
を
知
ら
な
い
子
供
た

ち
が
入
学
し
て
く
る
。福
島
県
の
中
で
も
浜
通

り
の
置
か
れ
た
厳
し
い
現
実
を
、中
通
り
や
会

津
地
方
の
子
供
た
ち
は
知
ら
な
い
。県
内
の
事

を
も
っ
と
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
」と
の
考

え
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、中
通
り
や
会
津
地
方

の
子
供
た
ち
が
来
た
り
し
ま
す
。

吉
澤
　
久
田
さ
ん
の
旅
館
で
は
、学
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

久
田
　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
5
年
間

は
、復
興
工
事
の
関
係
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま

し
た
。工
事
が
終
わ
り
、い
ざ
一
般
の
お
客
様
、

泊
ま
り
に
来
て
く
だ
さ
い
と
な
っ
て
も
、ほ
と

ん
ど
来
な
か
っ
た
ん
で
す
。そ
こ
か
ら
井
島
さ

ん
と
も
連
携
し
て
、い
ろ
ん
な
事
に
取
り
組
ん

で
、お
客
様
に「
泊
ま
れ
る
よ
」と
認
知
さ
れ
た

の
は
、本
当
に
よ
う
や
く
最
近
の
こ
と
。

　
そ
れ
ま
で
は
、震
災
の
被
災
者
で
自
宅
を
掃

除
す
る
た
め
に
帰
っ
て
き
た
人
と
か
、仮
設
住

宅
住
ま
い
の
祖
父
母
を
訪
ね
た
が
、泊
ま
れ
な

い
の
で
旅
館
に
泊
ま
る
人
と
か
、そ
う
い
う
お

客
さ
ん
ば
か
り
で
し
た
。井
島
さ
ん
か
ら
視
察

時
の
昼
食
の
依
頼
を
受
け
た
り
、修
学
旅
行
生

も
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、相
馬
は
泊
ま

れ
る
、宴
会
も
で
き
る
ん
だ
と
認
知
さ
れ
る
ま

で
に
は
、も
の
す
ご
く
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。

井
島
　
私
た
ち
の
発
信
力
が
弱
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、相
馬
は
ま
だ
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
考
え
や
、修
学
旅
行
だ
と
、子
供
た
ち

は
大
丈
夫
で
も
保
護
者
の
不
安
か
ら
参
加
を
取

り
や
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

久
田
　
あ
る
県
か
ら
学
生
が
福
島
に
桃
狩
り
に

来
て
、YouT

ube

に
そ
の
様
子
を
ア
ッ
プ
し
た

ん
で
す
。そ
う
し
た
ら
、「
何
、危
な
い
こ
と
さ
せ

て
ん
だ
」と
い
う
親
か
ら
の
抗
議
の
電
話
が
、桃

狩
り
の
事
業
者
に
あ
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま

し
た
。何
も
悪
い
こ
と
し
て
な
い
の
に
、風
評
被

害
で
す
よ
ね
。

吉
澤
　
そ
う
い
う
時
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　「
農
産
物
は
放
射
能
検
査
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
も
の
で
、地
元
の
子
供
た
ち
の
給
食

に
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
」と
お
話
し
す
る
と
、

多
少
受
け
止
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
で
す
。地

元
で
さ
え
非
常
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
親
御
さ

ん
も
い
る
の
で
、お
気
持
ち
は
理
解
で
き
ま
す
。

考
え
方
に
変
化
〜

相
馬
に
来
た
い
人
、来
て
！

井
島
　
放
射
能
は
目
に
見
え
な
い
し
、放
射
能

検
査
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、や
は
り
正
し
い
情
報
を
丁

寧
に
伝
え
続
け
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。分

か
っ
て
も
ら
え
る
ま
で
や
る
し
か
な
い
し
、共

感
し
て
く
だ
さ
る
方
の
存
在
を
、私
た
ち
の
糧

に
す
る
し
か
な
い
。そ
し
て
、そ
の
方
々
か
ら
も

安
全
性
を
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。無
理
強
い

す
る
必
要
も
な
い
し
、理
解
し
て
く
だ
さ
る
方

を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
高
校
生
も
相
馬
の
事
を
発
信
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。地
元
の
良
さ
を
再
認
識
し
て

く
れ
て
い
る
の
か
な
。「
知
ら
な
い
人
に
は
伝
え

な
い
と
」と
、子
供
た
ち
の
方
か
ら
言
っ
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
ね
。

久
田
　
こ
こ
1
〜
2
年
で
、誘
客
に
関
す
る
考

え
方
が
す
ご
く
変
わ
っ
た
。以
前
は
、風
評
被
害

を
ど
う
し
よ
う
と
か
、来
て
く
れ
な
か
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
が
、最
近

は
、「
相
馬
に
来
た
い
人
、来
ら
れ
る
人
は
来
て

ー
」と
。

井
島
　
私
た
ち
自
身
が
地
元
を
大
好
き
だ
か

ら
、風
評
払
拭
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。中
で
も
松
川
浦
地

区
を
中
心
と
し
た「
浜
」の
若
手
・
中
堅
の
皆
さ

ん
は
常
に
前
向
き
で
、パ
ワ
フ
ル
。そ
う
し
た
想

い
や
取
り
組
み
を
行
政
と
の
連
携
や
支
援
に
結

び
つ
け
る
の
は
、観
光
協
会
、私
た
ち
の
役
目
で

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
観
光
交
流
課
や（
公
財
）福
島
県
観
光

物
産
交
流
協
会
の
方
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。福
島
県
の
中
で
も
相
馬
は
小
さ
い

市
な
の
で
、県
や
国
の
力
も
借
り
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。ま
た
、相
馬
だ
け
で
な
く
相
双
地

区
で
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

震
災
後
に
生
じ
た
変
化
、

浜
と
町
の
連
携

吉
澤
　
い
ろ
ん
な
方
か
ら
、浜
と
町
の
連
携
が

強
ま
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
が
。

井
島
　
以
前
は
、浜
は
浜
、街
は
街
だ
っ
た
け
れ

ど
、震
災
が
き
っ
か
け
と
な
り
、浜
と
街
が
繋
が

り
、若
い
人
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
、同
じ
目
線

で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
な
っ
た
の
は
、よ
か

っ
た
な
と
。

久
田
　
浜
と
街
の
連
携
は
強
く
な
っ
て
い
ま
す

ね
。2
0
1
8
年
7
月
に
8
年
ぶ
り
に「
原
釜
尾

浜
海
水
浴
場
」が
再
開
す
る
時
に
行
っ
た「
そ
う

ま
浜
ま
つ
り
」も
、「
浜
祭
り
実
行
委
員
会
」と
い

う
、浜
と
街
、異
業
種
の
有
志
か
ら
な
る
団
体
が

開
催
し
ま
し
た
。本
来
な
ら
浜
の
う
ち
ら
が
や

ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
に
、自
分
と
同
級
生
で
、

町
で
ホ
テ
ル
ふ
た
ば
や
を
経
営
し
、当
時
、相
馬

青
年
会
議
所
の
副
理
事
長
も
務
め
て
い
た
羽
柴

和
洋
君
が
、「
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
、有
志
で
集

ま
ろ
う
」と
音
頭
を
取
っ
て
く
れ
て
。

　
20
人
く
ら
い
か
な
、旅
館
、飲
食
店
、建
設
業
、

幼
稚
園
の
先
生
も
い
る
し
、漁
師
も
い
る
、本
当

に
多
種
多
様
で
し
た
ね
。

　
企
業
に
頭
を
下
げ
て
回
っ
て
、7
0
0
万
円

も
の
寄
附
を
集
め
ま
し
た
。2
0
2
0
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
控
え
ま
し
た
が
、2
0
1
8
年
、

2
0
1
9
年
と
、大
曲
の
花
火
師
を
呼
ん
で
花

火
を
打
ち
上
げ
る
な
ど
、大
い
に
祭
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。　

井
島
　
利
害
関
係
な
く
、相
馬
で
何
か
面
白
い

す
。こ
の
間
、大
阪
か
ら
お
招
き
し
た
あ
る
先
生

が
、「
今
は
マ
ス
で
は
な
く
個
人
で
動
く
が
、ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
て
歩
く
時
代
は
終
わ
っ
た
。

次
は
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
情
報
を
ほ
し
が

る
よ
う
に
な
る
。そ
の
た
め
に
地
元
の
人
と
の

関
係
性
を
求
め
て
く
る
」と
お
話
し
さ
れ
て
い

ま
し
た
。エ
コ
ツ
ア
ー
は
、地
元
の
人
と
仲
良
く

な
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
に
も
な
る
。そ
う
い
う
意

識
を
持
っ
て
、自
分
も
今
後
エ
コ
ツ
ア
ー
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
5
年
間
の

相
馬
観
光
の
動
向

吉
澤
　
2
0
1
6
年
度
か
ら

の
5
年
間
で
、相
馬
に
来
る

観
光
客
に
変
化
は
あ
り
ま
し

た
か
。

井
島
　
い
わ
ゆ
る
一
般
の
観

光
客
で
は
な
い
の
で
す
が
、

視
察
は
順
調
に
増
え
て
い
ま

し
た
ね（
表
1
）。視
察
で
は
、

〝
天
災
は
誰
も
悪
く
な
い
、福

島
が
負
の
遺
産
と
な
ら
な
い

た
め
に
も
、正
し
い
情
報
と

頑
張
る
人
達
の
姿
を
伝
え
た

い
〞と
の
思
い
で
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　
行
政
絡
み
の
団
体
が
減

り
、旅
行
会
社
を
介
し
た
団

体
が
増
え
、特
に
2
0
2
0

年
度
は
学
生
団
体
が
急
増

と
、よ
い
傾
向
が
続
い
て
い

た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で

大
学
で
す
。

吉
澤
　
相
馬
は
地
震
の
他
に
原
発
事
故
に
よ
る

風
評
被
害
も
受
け
て
い
ま
す
が
、だ
い
ぶ
薄
ら

い
で
き
た
印
象
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　
逆
に
、双
葉
町
に「
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
伝
承
館
」（
2
0
2
0
年
9
月
20
日
開

館
）が
で
き
て
か
ら
、原
子
力
発
電
所
の
こ
と
も

学
び
つ
つ
相
双
地
区
を
訪
れ
よ
う
と
い
う
流
れ

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、相
馬
に
宿
泊
で

き
る
こ
と
が
段
々
と
理
解
さ
れ
て
き
て
、こ
れ

ま
で
は
日
帰
り
だ
っ
た
修
学
旅
行
が
泊
ま
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
1
年
度
の
予
定
も
含
め
て
お
話
し
し

ま
す
と
、千
葉
、神
奈
川
、愛
知
、兵
庫
、沖
縄
な

ど
の
学
校
が
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。愛
知
県
岡
崎
市
に
は
、1
度
、語
り
部
と
し

提
で
す
が
、近
隣
で
1
0
0
名
を
越
す
宿
泊
が

で
き
る
の
は
相
馬
く
ら
い
だ
と
学
校
側
も
承
知

し
て
い
て
、バ
ス
や
ク
ラ
ス
ご
と
の
分
宿
で
構

わ
な
い
と
。バ
ス
ご
と
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
分

け
て
作
り
、昼
食
は
お
店
は
違
っ
て
も
同
じ
メ

ニ
ュ
ー
で
、と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
ま
す
。

吉
澤
　
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
何
年
頃
か
ら
で
す
か
。

井
島
　
2
0
1
8
年
後
半
か
ら
19
年
頃
か
ら
で

す
ね
。米
の
放
射
能
の
全
袋
検
査
が
浸
透
し
は

じ
め
て
、や
っ
と
農
業
へ
の
理
解
が
広
ま
っ
た

頃
か
ら
徐
々
に
増
え
始
め
た
と
い
う
印
象
で

す
。長
崎
と
か
広
島
と
か
原
爆
の
被
害
に
あ
っ

た
地
域
が
ま
ず
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
あ
と
は
福
島
県
内
の
学
校
の
先
生
方
が
、「
10

〝
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞、

そ
の
後
の
展
開

吉
澤
　
久
田
さ
ん
、井
島
さ
ん
と
は
、2
0
1
5

年
度
ま
で
、環
境
省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
ず
そ
の
後
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

井
島
　
亀
屋
旅
館
の
久
田
さ
ん
が
、「
松
川
浦
ガ

イ
ド
の
会
」の
会
長
と
し
て
、エ
コ
ツ
ア
ー
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。ガ
イ
ド
と
し
て
の
腕
前

も
さ
ら
に
上
が
り
、新
聞
な
ど
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。観
光
協
会
で
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
な
ど
広
く
告
知
し

て
い
ま
す
。リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
て
、口
コ
ミ
で
お

客
様
が
来
た
り
も
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

久
田
　
エ
コ
ツ
ア
ー
は
、2
0
1
6
年
度
以
降
、

皆
、そ
れ
ぞ
れ
に
忙
し
く
て
、し
ば
ら
く
は
何
も

で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
。で
も
、あ
そ
こ
ま
で
ご

支
援
い
た
だ
い
た
の
に
も
っ
た
い
な
い
と
、自

分
一
人
で
も
で
き
る
こ
と
、ま
ず
は
カ
ニ
釣
り

か
ら
始
め
て
み
ま
し
た
。

　
再
開
か
ら
2
年
に
な
り
ま
す
が
、参
加
者
は

日
帰
り
が
ほ
と
ん
ど
で
、日
帰
り
の
方
に
は
旅

館
に
直
接
お
電
話
で
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。一
回
あ
た
り
の
参
加
人
数
は
、2
人
か
ら

14
人
ま
で
が
多
い
で
す
が
、1
度
に
1
0
0
人

と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

井
島
　
車
好
き
の
皆
さ
ん
の
集
ま
り
か
ら
、海

岸
清
掃
で
伺
う
が
、親
子
で
参
加
す
る
の
で
、何

か
体
験
も
し
た
い
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

「
じ
ゃ
あ
、カ
ニ
釣
り
は
い
か
が
で
す
か
」と
提

案
し
た
ん
で
す
。近
隣
の
方
は
料
金
が
高
い
と

敬
遠
す
る
の
で
、料
金
は
1
人
5
0
0
円
、ワ
ン

コ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。久
田
さ
ん
に
料
金
的
に

安
す
ぎ
る
か
と
確
認
し
た
ら
、大
丈
夫
と
の
こ

と
な
の
で
実
現
し
ま
し
た
。

久
田
　
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン（
2
0
2
1
年
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
）で

も
、提
供
す
る
予
定
で
す
が
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

担
当
者
か
ら
も
安
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た

（
笑
）。実
績
を
積
ん
で
、参
加
者
に
楽
し
ん
で
い

だ
け
る
、満
足
い
た
だ
け
る
ス
キ
ル
も
身
に
つ

い
て
き
た
の
で
、料
金
設
定
を
ち
ょ
っ
と
高
く

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
度
、カ
ニ
釣
り
に「S

D
G
s

（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）」の
要
素
を
加
え
よ
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。カ
ニ
釣
り
を
す
る
人
工
磯
を
よ
く
見

る
と
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
か
ゴ
ミ
が
む
ち
ゃ
く

ち
ゃ
上
が
っ
て
る
ん
で
す
。調
べ
て
み
た
ら
、世

界
で
年
間
8
0
0
万
ト
ン
、ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ

ト
機
5
万
台
分
の
ゴ
ミ
が
出
て
い
て
、放
っ
て

お
く
と
や
が
て
海
に
は
魚
よ
り
ゴ
ミ
の
方
が
多

く
な
っ
ち
ゃ
う
と
知
り
、驚
き
ま
し
た
。

　
カ
ニ
釣
り
の
時
、子
供
た
ち
に「
海
洋
ゴ
ミ
っ

て
ど
の
く
ら
い
出
て
い
る
と
思
う
」と
聞
い
て

み
た
り
し
な
が
ら
、こ
う
し
た
現
状
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。エ
コ
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、子
供
た

ち
に
環
境
保
護
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
た

い
ん
で
す
。今
後
、ガ
イ
ド
の
会
と
し
て
も
、い

ろ
ん
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

井
島
　
浜
の
駅
が
い
っ
ぱ
い
で
入
れ
な
い
と
、

他
に
行
く
の
で
、他
の
店
も
混
ん
で
い
ま
す
。前

回
は
入
れ
な
か
っ
た
け
ど
、次
は
こ
こ
で
食
べ

た
い
と
何
回
も
来
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、

相
乗
効
果
も
あ
っ
て
よ
い
傾
向
だ
と
思
い
ま

す
。自

信
を
持
っ
て
言
え
る
、

相
馬
は
絶
対
に
楽
し
い
！

井
島
　
浜
の
人
は
男
女
問
わ
ず
パ
ワ
ー
が
あ

る
。管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
た
ち
が
、「
こ
れ
が
や

り
た
い
ん
だ
」「
あ
れ
が
や
り
た
い
ん
だ
」と
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
て
い
る
と
、「
そ
う
だ
よ

ね
、面
白
い
よ
ね
」、「
じ
ゃ
あ
ど
う
し
よ
う
か
」

と
、人
が
集
ま
っ
て
く
る
。そ
し
て
、ち
ょ
っ
と

無
理
か
な
ぁ
と
も
思
わ
な
い
で
何
で
も
や
り
切

る
。

　
そ
れ
を
私
は
陰
な
が
ら
応
援
し
、色
々
な
手

段
を
駆
使
し
て
、で
き
る
限
り
協
力
し
て
い
ま

す
。私
も
負
け
た
く
な
い
し
、皆
さ
ん
の「
楽
し

い
こ
と
し
よ
う
よ
」に
賛
同
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。楽
し
く
な
い
と
続
か
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

久
田
　
管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

「
面
白
い
か
ら
、楽
し
い
か
ら
や
る
、楽
し
け
れ

ば
人
は
集
ま
っ
て
く
る
。そ
し
て
飲
む
」と
。膝

を
付
き
合
わ
せ
て
飲
む
、こ
れ
が
一
番
大
事

（
笑
）。

井
島
　
そ
れ
が
い
い
思
い
出
に
も
な
る
し
、次

の
原
動
力
に
も
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、相
馬
を
滞
在
拠
点
に
相
双
地
区
の
い

ろ
ん
な
所
を
見
て
も
ら
い
た
い
。そ
し
て
、や
っ

ぱ
り
相
馬
が
一
番
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
。フ
ァ
ン
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。

　
誰
に
で
も
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
、「
一
度
来

て
み
て
、絶
対
に
楽
し
い
か
ら
」と
。相
馬
市
か

ら
福
島
全
体
を
元
気
に
、そ
し
て
世
界
に
誇
れ

る
場
所
に
す
る
の
が
夢
で
す
。

進
行
・
構
成
：
吉
澤
清
良（
観
光
文
化
振
興
部
長
）

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

こ
と
を
や
っ
て
人
を
呼
ぼ
う
と
い
う
、若
い
人

た
ち
の
取
り
組
み
を
、観
光
協
会
の
私
た
ち
は
、

利
用
可
能
な
補
助
金
情
報
の
提
供
、申
請
の
手

助
け
と
い
っ
た
面
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

「
浜
の
駅 

松
川
浦
」を

観
光
復
興
の
起
爆
剤
に

吉
澤
　
今
、取
材
を
行
っ
て
い
る
こ
の
場
所
、復

興
市
民
市
場「
浜
の
駅 

松
川
浦
」（
以
下
、浜
の

駅
）も
5
年
前
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
ち

ら
の
施
設
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

久
田
　
こ
の
浜
の
駅
は
管
理
者
の
問
題
で
、実

は
2
年
前
に
1
度
頓
挫
し
て
い
ま
す
。そ
れ
で

も
や
ら
な
き
ゃ
と
、行
政
、民
間
で
第
3
セ
ク
タ

ー
の
会
社（「
相
馬
市
民
市
場
株
式
会
社
」）を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。浜
か
ら
は
ホ

テ
ル
み
な
と
や
の
管
野
貴
拓
さ
ん
と
、漁
師
の

菊
地
基
文
さ
ん
、街
か
ら
は
2
人
が
出
資
者（
株

主
）に
な
っ
て
い
ま
す
。街
の
2
人
は
、何
年
か

前
に
市
の
企
画
課
が「
相
馬
市
青
年
団
体
連
絡

会
」と
い
う
、建
設
、介
護
、観
光
、漁
師
な
ど

様
々
な
業
種
か
ら
な
る
集
ま
り
を
作
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
で
、管
野
さ
ん
、菊
地
さ
ん
と
意
気

投
合
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
菅
野
さ
ん
は
、浜
の
駅
内
の
テ
ナ
ン
ト
で
、地

元
の
魚
介
類
を
提
供
し
て
い
る
食
堂「
く
ぁ
せ

っ
と
」（
相
馬
地
方
の
方
言
で
、食
べ
て
も
ら
う

の
意
味
）の
店
長
も
務
め
て
い
ま
す
。菊
地
さ
ん

も
厨
房
で
板
前
と
し
て
腕
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、漁
師
の
奥
さ
ん
方
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。私
も
厨
房
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
が
、開
業
か
ら
想
定
を
大
き
く
超

え
る
忙
し
さ
で
す
。

吉
澤
　
漁
業
は
4
月
に
操
業
拡
大
が
予
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。明
る
い
話
題
も
出
て
き

て
い
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
地
元
の
魚
介
類
が
ウ
リ
な
の
で
獲
っ
て

き
て
も
ら
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
。今
は
漁
獲

量
が
少
な
す
ぎ
て
、旅
館
と
の
取
り
合
い
に
な

っ
て
い
ま
す
。旅
館
と
し
て
も
、こ
れ
ま
で
コ
ス

ト
を
か
け
て
県
外
産
の
魚
を
使
っ
て
し
の
い
で

き
た
の
で
、地
元
の
安
く
て
新
鮮
な
魚
が
使
え

る
と
本
当
に
あ
り
が
た
い
。

　
か
つ
て
震
災
直
後
に
発
足
し
た「
松
川
浦
観

光
振
興
グ
ル
ー
プ
」で
取
り
組
ん
だ「
復
興
チ
ャ

レ
ン
ジ
丼
」（
飲
食
店
等
が
独
自
メ
ニ
ュ
ー
を
自

慢
の
一
品
と
し
て
提
供
）が
、10
年
か
か
っ
て
、

や
っ
と
全
て
地
元
の
魚
で
作
れ
る
よ
う
に
な
り

そ
う
で
す
。

吉
澤
　
こ
の
食
堂
は
地
元
の
方
の
利
用
も
多
い

の
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
平
日
は
地
元
中
心
で
す
が
、土
日
は
市

外
、中
通
り
の
方
も
多
い
で
す
。

井
島
　
東
北
中
央
道「
相
馬
福
島
道
路
」が
で
き

た
こ
と
で
、福
島
市
か
ら
40
分
で
来
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。先
日（
2
/
13
）の
地
震
の

影
響
で
全
線
開
通
は
4
月
24
日
に
延
期
と
な
り

ま
し
た
が
、こ
の
効
果
は
凄
く
大
き
い
。い
ず
れ

は
山
形
県
と
も
つ
な
が
る
の
で
、山
形
県
か
ら

の
お
客
様
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
昔
の
方
々
は
、相
馬
の
魚
は
美
味
し
い
と
い

う
認
識
が
非
常
に
高
い
。中
通
り
の
方
が
浜
の

駅
開
業
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、「
直
送
し
て
も
ら

え
な
い
か
」と
か
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
行
け
な
い
の

で
、福
島
市
で
売
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
の
に
」と

い
う
お
客
様
の
声
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
個
人
的
に
は
、築
地
と
か
ば
か
り
で
は
な
く
、

中
通
り
な
ど
で
流
通
さ
せ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。通
販
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ

て
も
よ
い
し
、漁
獲
量
が
増
え
て
く
れ
ば
、そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
さ
け
る
分
も
出
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

久
田
　
そ
れ
に
し
て
も
本
当
に
今
日
は
忙
し
か

っ
た
。コ
ロ
ナ
禍
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、も
っ
と
忙

し
か
っ
た
と
思
う
。コ
ロ
ナ
が
明
け
た
ら
逆
に

ど
う
な
る
の
か
と
怖
い
く
ら
い
。開
業
当
初
か

ら
予
想
の
3
、4
倍
の
お
客
様
が
来
て
、仕
込
み

が
間
に
合
わ
な
い
。真
夜
中
ま
で
か
か
っ
て
た

く
さ
ん
仕
込
ん
で
も
、翌
日
に
は
あ
っ
と
い
う

間
に
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。嬉
し
い
悲
鳴
で
す

が
、賑
わ
っ
て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
か
な
。旅
館

は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
こ
う
い
う
施
設
が
起
爆
剤
に
な
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
泊
ま
っ
て
楽
し
み
た
い
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

久
田
　
震
災
後
ず
っ
と
、遊
ぶ
場
所
、食
事
す
る

場
所
、買
い
物
す
る
場
所
が
少
な
か
っ
た
。今
で

は
旅
館
で
も「
あ
そ
こ
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
、な
ん
で
も
あ
り
ま
す
の
で
」と
話
が
で
き
ま

す
。み
ん
な
、こ
こ
が
で
き
て
人
が
増
え
た
と
言

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
女
子
大
文
学
部
日
本
文
学
科

卒
、大
学
の
基
幹
理
念
が「
世
の
光

と
な
ろ
う
」だ
っ
た
の
は
、今
の
仕

事
に
導
か
れ
た
所
以
か
も
し
れ
な

い
。卒
業
後
、旅
行
会
社
の
営
業
、

接
客
、添
乗
員
、海
外
航
空
の
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
を
経
て
、浪
江
町
の
旅
行
会
社
で
勤
務
。震
災

後
、幼
稚
園
年
長
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
を
過
ご
し
た
相

馬
で
福
島
県
復
興
支
援
員
と
し
て
観
光
の
お
手
伝
い
を

担
う
。４
年
目
か
ら
相
馬
市
復
興
支
援
員
と
し
て
地
元

の
人
た
ち
と
一
緒
に
相
馬
の
魅
力
を
伝
え
続
け
て
い
る
。

井
島
順
子（
い
じ
ま・じ
ゅ
ん
こ
）

福
島
県
相
馬
市
生
ま
れ 

。亀
屋
旅

館
4
代
目
。相
馬
の
海
、浜
を
こ
よ

な
く
愛
し
、旅
館
経
営
の
か
た
わ

ら
、松
川
浦
ガ
イ
ド
の
会
会
長
と
し

て
エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
践
。か
に
釣
り

や
ナ
イ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ッ
チ
は

大
好
評
。ま
た
、祖
父
た
ち
が
復
活
さ
せ
た
松
川
神
楽

を
途
絶
え
さ
せ
な
い
よ
う
鍛
錬
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

地
元
の
幼
稚
園
等
で
披
露
す
る
な
ど
、そ
の
普
及
に
も

取
り
組
む
。

久
田
浩
之（
ひ
さ
た・ひ
ろ
ゆ
き
）

　
松
川
浦
は
南
北
に
長
い
潟
湖（
せ

き
こ
）の
ひ
と
つ
で
、震
災
前
は
、春

か
ら
夏
に
か
け
て
は
潮
干
狩
り
や
、

冬
は
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
食
べ
に
来
る
お

客
様
で
賑
わ
っ
た
。そ
れ
が
震
災
後

は
、原
発
事
故
の
風
評
被
害
も
あ
っ

て
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。あ
た
り
前

の
も
の
を
全
て
失
っ
た
時
、こ
れ
は

も
う
ダ
メ
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
。し
か
し
、や
っ
ぱ
り
松
川
浦
の
名

物
は
、安
く
て
お
い
し
い
旬
の
魚
と

美
し
い
海
辺
。仲
間
た
ち
と
、ど
う
し

た
ら
松
川
浦
の
観
光
を
取
り
戻
せ
る

の
か
、手
探
り
で
頑
張
っ
て
き
た
。

　
最
近
の
5
年
間
で
、2
0
1
7
年

4
月
に
は「
松
川
浦
大
橋
」が
通
行
可

能
に
な
り
、翌
年
の
2
0
1
8
年
4

月
に
は
、そ
の
先
の
海
岸
線
を
走
る

「
大
洲
松
川
線
」が
開
通
し
た
。7
月

に
は
8
年
ぶ
り
に「
原
釜
尾
浜
海
水

浴
場
」が
再
開
。「
そ
う
ま
浜
ま
つ
り
」

の
盛
況
ぶ
り
は
、観
光
復
活
へ
の
自

信
、希
望
の
光
に
な
っ
た
。

　
2
0
2
0
年
10
月
に
は
、子
ど
も

た
ち
が
遊
び
、人
が
集
い
交
流
で
き

る
憩
い
の
場「
尾
浜
こ
ど
も
公
園
」が

開
園
し
た
。そ
し
て
、同
じ
月
の
25
日

に
は
、こ
の
復
興
市
民
市
場「
浜
の
駅 

松
川
浦
」が
、松
川
浦
と
原
釜
尾
浜
海

水
浴
場
の
中
間
地
点
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。相
馬
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な

魚
介
類
を
は
じ
め
、地
元
農
産
物
や

加
工
品
、お
土
産
な
ど
を
販
売
し
て

い
る
。

　
か
つ
て
、松
川
浦
に
は
相
馬
双
葉

漁
協
直
営
の「
水
産
物
直
売
セ
ン
タ

ー
」が
あ
っ
た
が
、津
波
で
流
さ
れ
て

し
ま
い
、ず
っ
と
代
替
施
設
の
整
備

が
期
待
さ
れ
て
い
た
。そ
れ
が
現
実

と
な
っ
た
。私
は
、運
営
を
担
う
第
三

セ
ク
タ
ー「
相
馬
市
民
市
場
株
式
会

社
」に
も
出
資
す
る
と
と
も
に
、売
り

場
の
隣
に
あ
る
食
堂「
く
ぁ
せ
っ
と
」

の
店
長
を
務
め
て
い
る
。

　
店
名
は
相
馬
地
方
の
方
言
で「
食

べ
て
も
ら
う
」の
意
味
、旬
の
地
魚
で

も
て
な
し
た
い
、美
味
し
さ
を
し
っ

て
ほ
し
い
。ス
タ
ッ
フ
は
、旅
館
や
漁

師
、そ
し
て
、浜
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
。

新
鮮
な
魚
を
極
上
の
調
理
方
法
で
美

味
し
く
い
た
だ
く
、そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
て
い
る
仲
間
た
ち
と
、メ
ニ

ュ
ー
の
開
発
に
は
特
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
。

　「
く
ぁ
せ
っ
と
」の
営
業
は
11
時
か

ら
15
時（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
14
時
30

分
）で
、席
も
50
席
な
の
で
、1
日
の

お
客
様
は
1
0
0
人
程
度
と
見
込
ん

で
い
た
ら
、あ
り
が
た
い
こ
と
に
多

い
時
に
は
約
3
5
0
人
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
。

　
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

が
、い
つ
ま
で
も
被
災
地
で
は
い
ら

れ
な
い
。観
光
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

は
進
ん
だ
。子
供
た
ち
の
喜
ぶ
こ
と

が
し
た
い
。松
川
浦
観
光
の
復
興
、相

馬
の
復
興
に
向
け
て
、こ
れ
ら
の
交

流
拠
点
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
き
た

い
。お
客
様
目
線
で
取
り
組
ん
で
い

け
ば
大
丈
夫
。こ
れ
だ
け
の
人
間
が

揃
っ
て
ん
だ
か
ら
！
。

　
舞
台
は
整
っ
た
。松
川
浦
に
は
仲

間
も
多
い
。俺
の
役
割
は
、「
そ
う
だ
、

そ
う
だ
、俺
た
ち
も
一
緒
に
や
る
ん

だ
。俺
た
ち
が
、こ
の
地
を
盛
り
上
げ

る
ん
だ
！
」と
、言
い
続
け
て
い
く
こ

と
か
な（
笑
）。

代
の
生
き
様
が
よ
か
っ
た
の
か
な
。

こ
の
浜
で
生
き
て
き
た
ら
、こ
の
地

を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
想
い
は
誰

に
で
も
あ
る
。

　
仲
間
に
声
を
か
け
て
敬
神
部
に
入

り
、翌
年
の
例
大
祭
に
向
け
て
練
習

を
積
ん
だ
。舞
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、「
子
供
た

ち
が
見
に
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
、

面
白
い
舞
に
し
た
い
」と
、本
番
で
悪

だ
く
み
を
決
行
し
た
。会
場
は
盛
り

上
が
っ
た
が
、敬
神
部
の
先
輩
た
ち

に
は
こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
た
。伝
統

を
受
け
継
ぐ
こ
と
も
大
切
。で
も
、多

少
を
変
え
て
も
時
代
に
あ
っ
た
形

で
、俺
た
ち
が
伝
承
し
て
い
か
な
く

ち
ゃ
な
ん
ね
ぇ
。今
で
は
理
解
者
も

増
え
て
、敬
神
部
も
若
返
り
、例
大
祭

も
賑
わ
い
を
取
り
ど
し
つ
つ
あ
る
。

昔
か
ら
、一
度
気
に
な
っ
た
ら
頭
か

ら
離
れ
な
い
性
分
、感
性
の
基
に
体

が
動
く
感
じ
だ
な（
笑
）。

　
震
災
後
、「
相
馬
の
基
幹
産
業
は
漁

業
。相
馬
に
と
っ
て
魚
は
血
液
、魚
が

回
ら
な
い
と
地
域
経
済
が
成
り
立
た

な
い
」と
の
想
い
を
一
層
強
く
し
た
。

試
験
操
業
が
続
く
中
で
、浜
の
食
文

化
を
守
り
た
い
と「
ど
ん
こ
肝
つ
み

れ
」な
ど
の
水
産
加
工
品
も
作
っ
た
。

相
馬
は
魚
種
が
豊
富
な
の
で
素
材
は

た
く
さ
ん
あ
る
。

　
仲
間
の
発
し
た「
ど
こ
よ
り
も『
そ

う
ま
』が
や
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
」と

の
一
言
に
端
を
発
し
、2
0
1
5
年

10
月
か
ら
5
年
間
に
わ
た
り「
そ
う

ま
食
べ
る
通
信
」を
20
号
発
行
し
て

き
た（
食
べ
る
通
信
の
詳
細
は
、61
頁

参
照
）。生
産
者
の
生
き
方
や
食
に
対

す
る
想
い
と
食
材
を
読
者
に
届
け
て

き
た
。読
者
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
、親

　
自
分
が
生
ま
れ
、自
分
の
人
格
を

形
成
し
て
き
た
町
、俺
に
と
っ
て
の

地
元
は「
浜
」だ
。

　
大
学
卒
業
後
、自
宅
近
く
の
津
神

社
例
大
祭
夜
祭
を
見
に
行
く
と
、「
観

音
畑
の
舞
」が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。で

も
、自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

一
部
と
も
な
っ
て
い
る
祭
に
、子
供

た
ち
が
誰
も
来
て
い
な
い
。こ
れ
じ

ゃ「
浜
」の
文
化
が
廃
れ
て
し
ま
う
と

危
機
感
を
持
っ
た
。俺
ら
の
上
の
世

戚
付
き
合
い
の
で
き
る
唯
一
無
二
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
確
立
す
る
こ
と
も

で
き
た
。「
ど
こ
よ
り
も 

そ
う
ま
が 

や
り
切
り
ま
し
た
！
」と
、20
号
を
も

っ
て
休
刊
と
な
る
が
、引
き
続
き
、生

産
者
や
読
者
の
皆
さ
ん
と
親
し
く
お

付
き
合
い
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
う
ま
食
べ
る
通
信
と
歩
ん
だ
こ

の
5
年
間
は
、「
面
白
そ
う
で
始
め
た

ら
、や
っ
ぱ
り
面
白
か
っ
た
」と
い
う

の
が
率
直
な
思
い
だ
。ど
ん
な
こ
と

で
も
や
っ
て
い
る
本
人
た
ち
が
楽
し

く
な
け
れ
ば
続
か
な
い
。自
分
が
関

わ
る
こ
と
は
全
部
面
白
く
し
て
や
る

つ
も
り
で
い
る
。

　
相
馬
で
水
揚
げ
さ
れ
る
水
産
物
は

全
て
放
射
線
検
査
を
ク
リ
ア
、4
月

に
は
操
業
の
拡
大
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。浜
の
駅
の
食
堂「
く
ぁ
せ
っ
と
」

で
は
板
前
も
務
め
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
や
り
た
い
こ
と
を
、

や
っ
て
い
く
。面
白
く
す
る
自
信
、あ

り
す
ぎ
る
か
ら
。来
た
ら
絶
対
面
白

く
て
帰
り
た
く
な
く
な
る
か
ら

（
笑
）。

　
み
な
さ
ん
、浜
で
お
会
い
し
ま
し

ょ
う
！

沖
合
底
曳
網
漁
船
　
清
昭
丸
　
船
主

一
般
社
団
法
人
そ
う
ま
食
べ
る
通
信

共
同
編
集
長

菊
地
基
文

激
減
。コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
も
っ
と
人
の
動

き
が
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
。

　
た
だ
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
て
、修
学
旅
行
先
が
東

京
か
ら
福
島
に
変
更
に
な
る
と
い
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
。福
島
県
へ
の
修
学
旅
行
で
は
会

津
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、防
災
教

育
を
視
点
に
相
馬
に
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
良

か
っ
た
で
す
。現
時
点
で
、観
光
協
会
に
は

2
0
2
1
年
度
の
視
察
予
定
が
10
本
入
っ
て
い

ま
す
が
、全
部
、学
校
関
係
、小
・
中
学
校
、高
校
、

て
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
ご
縁
で
、是
非
相
馬
に

行
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
こ
数
年
、観
光
協
会
で
は
特

に
教
育
旅
行
の
情
報
発
信
を
強
化

し
て
い
る
の
で
す
が
、そ
れ
を
見

て
、旅
行
会
社
が
興
味
を
持
っ
て

く
れ
て
、東
京
か
ら
行
き
先
を
変

え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

福
島
県
内
で
も
教
育
旅
行
に
対
応

し
た
震
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持

っ
て
い
る
の
は
相
馬
市
だ
け
の
よ

う
で
す
。

　
た
だ
、修
学
旅
行
は
1
0
0
名

単
位
な
の
で
、宿
泊
が
で
き
る
か
、

食
事
場
所
が
あ
る
か
と
い
う
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。分
宿
が
前

福島県5

第249号 May 202151

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



で
は
語
弊
は
あ
り
ま
す
が
、た
く
さ
ん
の
お
客

様
を
さ
ば
く
よ
う
な
感
覚
で
し
た
か
ら
、そ
う

し
た
声
は
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。

　
震
災
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
た
ち
の

心
も
癒
や
せ
る
旅
館
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。い
わ
き
湯
本
温
泉
本
来
の
心
と
身
体
の
疲

れ
を
癒
や
す「
湯
治
場
」と
し
て
の
原
点
が
見
え

て
き
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
旅
館
は
2
0
1
2
年
7
月
に
、1
年
4
カ
月

ぶ
り
に
営
業
を
再
開
。震
災
を
経
営
の
ス
リ
ム

化
の
好
機
と
捉
え
、身
の
丈
に
あ
っ
た
経
営
を

目
指
し
て
い
ま
す
。多
様
な
人
た
ち
が
集
い
、地

域
に
根
ざ
し
た『
宿
泊
サ
ロ
ン
』と
し
て
、古
滝

屋
を
建
て
直
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
今
、自
分
で
は「
朝
の
ゆ
ん
た
く
」と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、泊
ま
っ
て
い
る
知
り
合
い
な
ど
と
、

ラ
ウ
ン
ジ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
と
か
、取
り
組
み
と
か
、将
来
の
夢

の
話
と
か
を
す
る
の
で
す
が
、そ
う
い
う
仕
事

は
な
か
な
か
な
い
で
す
よ
ね
。大
切
な
時
間
で

す
。原

子
力
災
害
の
実
態
を

伝
え
た
い

吉
澤
　
温
泉
街
の
現
状
に
つ
い
て
お
伺
い
で
き

ま
す
か
。

里
見
　
旅
館
は
19
軒
に
な
っ
て
、2
軒
は
新
し

い
経
営
者
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。工
事
関
係
者

の
宿
泊
は
な
く
、一
般
の
観
光
客
と
ビ
ジ
ネ
ス

関
係
者
が
泊
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

　
古
滝
屋
は
リ
ピ
ー
タ
ー
、あ
と
は
紹
介
が
多

い
で
す
。福
島
に
行
く
な
ら
里
見
さ
ん
の
宿
に

行
っ
て
み
た
ら
と
。利
用
者
は
多
様
で
、一
人
旅

で
も
保
険
の
セ
ー
ル
ス
と
か
、震
災

関
連
の
調
査
だ
と
か
。

　
こ
う
い
う
旅
館
の
使
い
方
も
あ
る

ん
だ
な
と
思
っ
た
の
は
、震
災
で
の

双
葉
郡
の
家
を
追
わ
れ
、仮
設
住
宅

や
災
害
復
興
住
宅
に
住
ん
で
い
る
両

親
に
里
帰
り
で
会
う
の
に
、家
族
が

旅
館
に
集
ま
る
と
。仮
設
住
宅
や
災

害
復
興
住
宅
は
6
畳
1
間
と
狭
い
で

す
か
ら
。原
子
力
災
害
で
家
を
失
っ

た
方
た
ち
の
落
ち
合
う
場
所
と
い
う

独
特
の
利
用
の
仕
方
で
す
。

利
用
方
法
は
あ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

吉
澤
　
古
滝
屋
は
、市
民
と
避
難
者
の
交
流
の

場
、お
互
い
を
理
解
す
る
場
と
も
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

里
見
　
震
災
前
、オ
ン
パ
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

仲
良
く
な
っ
た
住
職
が
、震
災
後
、学
校
を
失
っ

た
子
供
た
ち
の
た
め
に
寺
子
屋
を
開
く
な
ど
活

動
が
ブ
レ
な
い
。本
来
、寺
っ
て
い
ろ
ん
な
人
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
ん
だ
、古
滝
屋
も
そ
う

あ
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

吉
澤
　
今
回
の「
観
光
文
化
」で
は
、観
光
が
地

域
の
復
興
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の

か
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。里

見
さ
ん
の
話
を
伺
っ
て
、「
旅
館
は
、社
会
づ
く

り
、社
会
的
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、場
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
」と
感
じ
ま
し
た
。そ
う
い

う
場
も
提
供
し
な
が
ら
、里
見
さ
ん
自
身
も
、原

子
力
災
害
の
被
災
地
を
い
わ
き
市
、双
葉
郡
で

学
習
す
る「
F
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー（
※
2
）」な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
ね
。

里
見
　
2
0
2
0
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
者
が

1
／
10
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
が
、「
F
ス
タ
デ

ィ
ツ
ア
ー
」は
震
災
後
間
も
な
く
始
め
て
、年
間

5
0
0
〜
8
0
0
人
く
ら
い
に
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す（
表
1
）。2
0
1
9
年
な
ど
は
リ
ピ

ー
タ
ー
が
半
分
以
上
で
、1
度
参
加
さ
れ
た
方

が
3
年
後
、5
年
後
に
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
な

と
や
っ
て
く
る
。家
族
に
聞
か
せ
た
い
、友
達
に

聞
か
せ
た
い
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す（
表

2
）。ま
た
、こ
こ
5
年
は
、5
割
が
大
学
生
で
、

3
月
と
9
月
の
参
加
者
が
多
い
で
す
ね
。

　
今
、イ
ン
フ
ラ
な
ど
は
か
な
り
整
備
さ
れ
て

き
て
、津
波
の
被
災
地
は
、見
た
目
に
は
よ
く
な

っ
て
い
ま
す
。で
も
、未
だ
に
家
に
戻
れ
な
い
、

一
次
産
業
を
中
心
に
生
業
が
成
り
立
た
な
い
、

未
だ
に
苦
し
い
裁
判
を
続
け
て
い
る
な
ど
、全

然
終
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
と
、ガ
イ
ド

を
す
る
中
で
は
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
世
間
の
関
心
が
少
し
ず
つ
薄
れ
て
き
て

い
る
の
で
は
な
ど
と
、お
感
じ
に
は
な
り
ま
す

か
。

里
見
　
感
じ
ま
す
ね
。ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま

す
。そ
う
し
た
中
で
、昨
晩（
3
／
3
）の
N
H
K

か
ら
10
年
、古
滝
屋
を
訪
ね
て
く
れ
る
人
は
絶

え
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
こ
の
10
年
、里
見
さ
ん
の
中
で
何
か
の

変
わ
り
目
と
な
っ
た
出
来
事
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

里
見
　
福
島
は
、地
震
、津
波
、原
子
力
災
害
、風

評
災
害
の
複
合
災
害
に
遭
い
ま
し
た
。そ
し
て

原
子
力
災
害
は
現
在
進
行
形
で
す
。震
災
を
機

に
、社
会
づ
く
り
と
い
う
か
、社
会
課
題
解
決
と

い
う
か
、地
域
の
垣
根
な
く
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
る
と
か
、そ
う
し
た
課
題
に
向
き
合
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、震
災
後
、家
庭

内
で
の
D
V
が
増
え
た
と
か
、障
害
を
持
つ
方

が
団
体
生
活
に
馴
染
め
ず
生
き
づ
ら
く
な
っ
た

と
か
、そ
れ
ら
に
自
分
は
ど
う
役
に
立
て
る
の

か
を
日
々
考
え
な
が
ら
、2
0
1
1
年
の
夏
頃

ま
で
避
難
所
に
ず
っ
と
通
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　
い
わ
き
市
内
の
宿
泊
施
設
は
避
難
者
や
工
事

関
係
者
ら
を
受
け
入
れ
て
満
室
状
態
で
し
た
が
、

古
滝
屋
で
は
工
事
関
係
者
を
全
く
受
け
入
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
い
わ
き

や
相
馬
や
仙
台
に
行
く
の
に
、泊
ま
る
と
こ
ろ

が
な
い
。古
滝
屋
は
そ
う
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
の
た
め
に
宿
を
提
供
し
た
ん
で
す
。僕
が

で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
、交

通
費
も
宿
泊
代
も
結
構
か
か
る
、せ
め
て
宿
泊

だ
け
で
も
支
援
で
き
れ
ば
と
。

吉
澤
　
よ
く
そ
の
よ
う
な
想
い
に
至
り
ま
し
た

ね
。

里
見
　
ず
っ
と
避
難
所
通
い
を
し
て
い
て
、夜
、

真
っ
暗
な
旅
館
を
見
て
は
ど
う
し
よ
う
か
と
悩

み
ま
し
た
。先
祖
や
2
0
0
9
年
に
亡
く
な
っ

た
父
親
な
ら
ど
う
し
た
か
、段
々
と
3
0
0
年

以
上
続
く
古
滝
屋
の
歴
史
を
意
識
す
る
よ
う

に
。創
業
以
来
、古
滝
屋
は
戊
辰
戦
争
や
温
泉
の

枯
渇
、二
度
の
対
戦
と
、幾
度
と
な
く
廃
業
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。で
も
、今
回
、震
災
は

あ
っ
た
け
れ
ど
脈
々
と
温
泉
は
湧
き
出
て
い

る
、こ
れ
は
旅
館
を
続
け
ろ
と
い
う
こ
と
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

　
布
団
と
枕
と
温
泉
が
あ
れ
ば
、そ
れ
を
必
要

な
人
に
提
供
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
。温
泉
宿
の

原
点
と
い
う
か
、お
金
は
二
の
次
と
い
う
こ
と

で
、ま
ず
自
分
の
や
れ
る
こ
と
を
と
い
う
感
じ

で
し
た
。

吉
澤
　
震
災
で
旅
館
を
や
め
る
と
い
う
選
択
肢

も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、旅
館
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
で
、先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
社
会

づ
く
り
、社
会
的
課
題
の
解
決
に
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
と
。

里
見
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が「
温
泉
が
気
持

ち
い
い
」、「
ま
た
明
日
頑
張
れ
る
」と
。そ
れ
ま

古
滝
屋
、改
革
へ
の
決
意
と
、

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

吉
澤
　
い
わ
き
湯
本
温
泉
に
つ
い
て
、ま
た
ご

自
身
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
。

里
見
　
い
わ
き
湯
本
温
泉
は「
道
後
温
泉
」「
有

馬
温
泉
」と
並
び
、1
3
0
0
年
以
上
も
前
か
ら

愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
毎
分
5
ト
ン
と

い
う
、全
国
で
も
類
を
見
な
い
豊
富
な
湯
量
を

誇
っ
て
い
ま
す
。古
く
は
湯
治
場
と
し
て
栄
え
、

明
治
時
代
に
石
炭
採
掘
が
始
ま
る
と
、炭
鉱
労

働
者
で
湯
本
町
も
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。し

か
し
、湯
治
客
に
は
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。1
9
8
0
年
代
に
始
ま
る
バ

ブ
ル
期
に
は
、「
朝
起
き
た
ら
お
金
が
貯
ま
っ
て

い
た
」と
い
う
時
代
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　
僕
は
、大
学
卒
業
後
、住
宅
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
、

そ
の
後
、旅
館
業
界
に
転
職
し
、実
家
の「
古
滝

屋
」に
は
1
9
9
6
年
に
戻
り
ま
し
た
。バ
ブ
ル

後
で
し
た
が
、当
時
、い
わ
き
湯
本
温
泉
に
は
旅

館
が
30
軒
く
ら
い
あ
り
、旅
行
会
社
か
ら
の
団

体
旅
行
の
送
客
が
あ
る
、そ
ん
な
時
代
で
し
た
。

　
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
は
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

し
た
上
で
の
営
業
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
の
で
、旅
館
を
継
い
だ
時
は
あ
ま
り
に
も
他

力
本
願
な
経
営
に
驚
き
ま
し
た
。自
分
の
力
で

立
て
直
そ
う
、改
革
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

吉
澤
　
里
見
さ
ん
は
旅
館
の
立
て
直
し
は
も
ち

ろ
ん
、ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。

里
見
　
父
親（
故
人
・
里
見
庫
男
）は
い
わ
き
市

を
代
表
す
る
郷
土
史
家
で
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

温
泉
街
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
の
熱
意
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。当
時
は
、福
島

の
観
光
と
言
え
ば
会
津
で
し
た
が
、父
親
の
発

刊
し
た
本
を
読
む
と
、「
会
津
の
時
代
は
終
わ
っ

て
、こ
れ
か
ら
は
い
わ
き
の
時
代
だ
」と
書
い
て

い
ま
し
た
。

　
当
時
、ま
ち
が
疲
弊
し
て
い
る
の
は
僕
も
感

じ
て
い
た
の
で
す
が
、ま
だ
古
滝
屋
を
改
革
し

て
い
く
こ
と
し
か
頭
に
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

た
だ
、5
年
経
っ
て
経
営
が
上
向
い
て
き
た
の

で
、旅
館
と
同
じ
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、難
し
か
っ
た
で
す
ね
。一

軒
一
軒
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
で
旅
館
や
店
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
か
ら
、み
ん
な
で
と
い
う
雰
囲

気
に
は
な
り
づ
ら
か
っ
た
で
す
。

吉
澤
　
ま
ち
づ
く
り
の
難
し
さ
を
感
じ
る
中
で

邁
進
さ
れ
て
き
た
時
の
立
場
は
、旅
館
組
合
の

青
年
部
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
ち
ょ
う
ど
青
年
部
長
の
時
で
す
。青
年
部

の
中
で
は
色
々
と
発
言
す
る
こ
と
は
で
き
ま
し

た
が
、旅
館
同
士
で
何
か
事
を
起
こ
す
の
は
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。そ
う
し
た
時
に
、旅
館
以
外
の

町
の
人
た
ち
と
話
し
て
い
て
意
気
投
合
し
て
、当

時
、
温
泉
地
活
性
化
の
手
法
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
た「
オ
ン
パ
ク（
※
1
）」を
、

2
0
0
8
年
1
月
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

震
災
で
気
づ
く
、

湯
治
場
の
原
点

吉
澤
　
そ
う
し
た
中
で
、2
0
1
1
年
3
月
11

日
を
迎
え
、里
見
さ
ん
は
他
地
域
に
一
次
避
難

を
さ
れ
ま
し
た
が
す
ぐ
に
戻
り
、古
滝
屋
を
全

国
か
ら
集
ま
る
救
援
物
資
の
受
け
渡
し
拠
点
と

し
て
開
放
し
ま
し
た
ね
。戻
る
と
覚
悟
を
決
め

た
の
は
、な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
オ
ン
パ
ク
を
通
じ
て
、知
り
合
っ
た
多

種
多
様
な
仲
間
た
ち
が
津
波
の
被
害
に
あ
っ
た

り
、原
子
力
災
害
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

り
と
い
う
情
報
が
五
月
雨
的
に
入
っ
て
き
て
、

旅
館
が
ど
う
こ
う
よ
り
、ま
ず
仲
間
た
ち
を
助

け
た
か
っ
た
ん
で
す
。僕
は
、他
の
旅
館
と
は
全

く
違
う
動
き
方
を
し
て
い
ま
し
た
。で
も
、そ
こ

〝
ま
で
い
〞な
暮
ら
し
と
は

何
か
を
伝
え
た
い

吉
澤
　
最
後
に
、他
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

里
見
　
福
島
県
の
飯
館
村
に「
ま
で
い
」と
い
う

「
丁
寧
な
」を
意
味
す
る
方
言
が
あ
り
ま
す
。飯

館
村
は
ず
っ
と
丁
寧
な
暮
ら
し
、村
づ
く
り
を

し
て
き
た
の
に
、原
子
力
災
害
で
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
。発
信
し
た
い
こ
と
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の

問
題
と
か
色
々
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
も
含
め
て

「
丁
寧
な
暮
ら
し
方
」な
ん
で
す
。基
本
は
自
分

の
衣
食
住
く
ら
い
は
自
分
で
作
る
と
い
う
か
、

「
身
の
丈
に
合
っ
た
暮
ら
し
方
」な
ん
で
す
。

　
世
界
か
ら
見
る
と
、日
本
は
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。で
も
、そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
て
気

が
つ
か
な
い
。今
回
の
原
子
力
災
害
で
は
、生
産

者
と
消
費
者
が
お
互
い
を
知
ら
な
す
ぎ
た
が
故

に
軋
轢
が
生
ま
れ
た
り
、生
産
地
だ
け
が
大
変

な
思
い
を
し
た
り
。自
分
も
消
費
者
の
一
人
で

す
が
、生
産
者
・
生
産
地
、消
費
者
・
消
費
地
が
お

互
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
今
日
は
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

聞
き
手
：
吉
澤
清
良

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代「
原
発
７
キ
ロ
の
喫
茶

店
〜
福
島
・
大
熊
町
　
流
転
と
再
会
の
10
年
〜
」

な
ど
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
番
組
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
本
質
的
な
こ
と
を
取

り
上
げ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、里
見
さ
ん

た
ち
が
日
常
的
に
伝
え
続
け
る
、そ
れ
が
無
関

心
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
。

里
見
　
そ
う
で
す
ね
。特
に
原
子
力
災
害
の
場

合
は
、福
島
の
人
が
原
発
の
電
気
を
使
っ
て
生

活
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
ら
。特
に

首
都
圏
の
方
に
は
発
電
先
は
ど
こ
か
と
か
、今

の
ま
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
続
け
て
い
い
の
か

と
か
、少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

吉
澤
　
原
子
力
災
害
を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で

は
、3
月
12
日
に
、古
滝
屋
の
館
内
に
、原
子
力

災
害
を
住
民
目
線
で
考
え
る「
原
子
力
災
害
考

証
館 fu

ru
sato

」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
ね
。

里
見
　
震
災
後
、「
原
子
力
災
害
が
な
ぜ
起
き
て

し
ま
っ
た
の
か
を
考
え
る
場
所
が
必
要
だ
。事

実
を
伝
え
な
け
れ
ば
未
来
に
教
訓
を
残
せ
な

い
」と
ず
っ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

　
富
岡
町
に
は「
東
京
電
力
廃
炉
資
料
館（
東
京

電
力
）」が
あ
り
ま
す
が
、僕
は
よ
り
民
間
の
視

点
で
、住
民
の
声
な
き
声
を
拾
い
上
げ
心
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
。20
畳
く
ら
い
の
宴
会
場
に
、

震
災
後
、住
民
が
作
成
し
た
情
報
誌
や
被
災
地

の
広
報
誌
、新
聞
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を

展
示
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。他
の
公
的
施
設

と
は
補
完
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
ツ
ア
ー
や
施
設
で
原
子
力
災
害
に
つ
い

い
て
学
ぶ
こ
と
で
、際
限
な
く
膨
れ
上
が
っ
て

き
た
欲
望
・
欲
求
み
た
い
な
も
の
を
、見
直
す
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
。

里
見
　
そ
れ
が
一
番
の
願
い
で
す
。逆
に
そ
れ

だ
け
で
す
よ
ね
。

観
光
業
は
卒
業
、

未
来
づ
く
り
業
へ

吉
澤
　
本
来
は
原
子
力
災
害
か
ら
顔
を
そ
む
け

て
は
い
け
な
い
は
ず
で
す
が
、ツ
ア
ー
や
施
設

を
通
し
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、風
評
被
害

を
助
長
す
る
こ
と
も
あ
る
の
か
な
と
。そ
の
辺

の
怖
さ
が
あ
る
か
ら
や
め
て
く
れ
と
言
う
方
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

里
見
　
今
は
も
う
な
い
で
す
が
、「
F
ス
タ
デ
ィ

ー
ツ
ア
ー
」を
始
め
た
当
初
は
、匿
名
で
メ
ー
ル

や
電
話
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
ま
し
た
。「
観
光
業

の
人
間
が
何
し
て
い
る
ん
だ
」と
思
う
人
も
い

た
の
で
は
な
い
か
と
。で
も
僕
は
、「
観
光
業
は

卒
業
し
た
」と
話
し
て
い
ま
す
か
ら
。

　
今
、僕
は「
未
来
づ
く
り
業
」に
従
事
し
て
い

る
、50
年
後
、1
0
0
年
後
の
子
供
た
ち
の
た
め

に
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
う
す

れ
ば
何
を
し
た
っ
て
良
い
わ
け
で
す
か
ら（
笑
）。

吉
澤
　
い
わ
き
市
は
、行
政
よ
り
も
民
間
が
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
印
象

が
強
く
あ
り
ま
す
。里
見
さ
ん
の
記
事
を
拝
見

し
て
い
て
、「
じ
ょ
う
ば
ん
街
工
房
21
」と
い
う

団
体
が
あ
り
ま
し
た
。観
光
も
包
含
し
つ
つ
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
団
体
と
う
い
う
位
置
づ
け
で

し
ょ
う
か
。

里
見
　
未
曾
有
の
被
害
に
、行
政
が
迷
走
し
て

い
る
感
は
否
め
ま
せ
ん
。「
じ
ょ
う
ば
ん
街
工
房

21
」に
つ
い
て
は
そ
の
通
り
で
す
が
、町
の
伝
統

行
事
と
か
イ
ベ
ン
ト
の
維
持
が
基
本
的
な
活
動

だ
と
思
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
ブ
ル
ー
ワ
ー
カ

ー
が
多
い
の
で
、パ
ワ
フ
ル
で
突
破
力
が
あ
り

ま
す
。40
代
、50
代
が
中
心
で
し
た
が
、震
災
後

10
年
が
経
ち
、メ
ン
バ
ー
も
だ
い
ぶ
若
返
り
ま

し
た
ね
。

吉
澤
　
震
災
は
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、震
災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
す
れ

ば
、ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
よ
り
連
携
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
僕
は
結
果
的
に
そ
う
な
り
ま
し
た
。そ

れ
と
、町
の
皆
さ
ん
は
郷
土
愛
が
よ
り
強
く
な

っ
て
、た
と
え
そ
れ
ぞ
れ
思
惑
が
あ
っ
て
も
、一

致
団
結
し
て
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
感
じ
は
し
ま
す
ね
。

　
結
局
、人
は
人
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
と
い

う
か
。僕
の
関
わ
っ
て
い
る
団
体
、子
ど
も
や
障

害
者
の
教
育
・
学
習
支
援
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
む「
N
P
O
法
人
ふ
よ
う
土
2
1
0
0
」

も
、農
業
再
生
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す「
い
わ
き
お
て
ん
と

S
U
N
企
業
組
合
」の
取
り
組
み
も
軌
道
に
乗

っ
て
き
ま
し
た
。

　
実
は
震
災
後
、い
ろ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、オ
ン
パ
ク
メ
ン

バ
ー
の
お
か
げ
な
ん
で
す
。そ
う
い
う
意
味
で

は
、多
種
多
様
な
方
と
関
係
を
作
っ
て
お
く
の

が
よ
い
で
す
よ
ね
。

有
事
に
、温
泉
地
、

旅
館
の
で
き
る
こ
と

吉
澤
　
観
光
業
は
卒
業
し
、未
来
づ
く
り
業
へ
。

こ
の
10
年
で
こ
れ
は
や
り
遂
げ
た
な
と
か
、今

後
は
も
っ
と
こ
う
し
て
い
き
た
い
と
い
っ
た
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

里
見
　
こ
う
し
た
取
材
で
は
初
め
て
答
え
ま
す

が
、や
は
り
父
親
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
の
で
、

ま
ず
は
、父
親
に「
旅
館
を
ま
だ
や
っ
て
る
よ
」

と
は
伝
え
た
い
で
す
ね
。や
め
よ
う
と
思
っ
た

時
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

　
そ
れ
か
ら
、こ
の
10
年
間
、い
わ
き
市
内
外
の

仲
間
た
ち
に
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
か
ら
、恩

返
し
と
い
う
か
、有
事
の
時
、温
泉
地
に
は
果
た

せ
る
役
割
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
い
わ
き
市
で
震
災
に
よ
り
噴
出
し
た
社

会
的
課
題
に
、温
泉
地
、旅
館
が
ど
う
応
え
ら
れ

る
か
、い
ち
早
く
そ
れ
を
経
験
し
た
。そ
の
経
験

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

里
見
　
は
い
、旅
館
と
い
う
の
は
、す
ご
く
誇
り

を
持
っ
て
い
い
生
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。一

昨
年（
2
0
1
9
年
）の
台
風
19
号
で
は
、い
わ

き
市
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
で
す
が
、湯

本
は
大
丈
夫
で
、〝
お
風
呂
難
民
〞が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「
あ
の
時
助
か
り
ま
し

た
」と
、今
で
も
言
わ
れ
ま
す
。も
し
災
害
で
ど

こ
か
の
町
が
消
滅
し
て
も
、温
泉
地
は
疎
開
先

に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

吉
澤
　
確
か
に
旅
館
は
、人
が
住
む
環
境
が
全

部
整
っ
て
い
ま
す
ね
。有
事
に
、先
ほ
ど
の
話
に

戻
り
ま
す
が
、布
団
と
枕
と
温
泉
が
あ
れ
ば
と
。

里
見
　
生
活
産
業
で
す
よ
ね
。た
だ
そ
れ
だ
け

に
守
り
続
け
て
い
く
の
は
大
変
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、誇
り
を
持
っ
て
続
け
て
い
き
た
い
。

多
様
な
人
々
が
集
う
、古
滝
屋
の
ラ
ウ
ン
ジ

里見喜生氏

い
わ
き
湯
本
温
泉
で
、

創
業
3
2
0
年
以
上
続
く

老
舗
温
泉
旅
館 

古
滝
屋
、

16
代
目
当
主
の
里
見
喜
生
氏
に
、

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て

変
化
し
た
旅
館
の
あ
り
方
、

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
、

原
子
力
災
害
を
伝
え
続
け
る
こ
と
の
意
味
、

有
事
に
あ
っ
て
温
泉
地
、

旅
館
の
な
し
え
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

伺
っ
た
。 震

災
で
あ
ら
た
め
て
気
づい
た

温
泉
地
、

旅
館
の

可
能
性

い
わ
き
湯
本
温
泉

古
滝
屋
の
挑
戦

5 ❷…

吉
澤
　
皆
さ
ん
、旅
館
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

里
見
　
震
災
の
時
は
ロ
ビ
ー
を
救
援
物
資
の
受

け
渡
し
拠
点
と
し
て
、D
V
か
ら
の
避
難
場
所

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。様
々

な
社
会
的
課
題
の
解
決
に
も
役
立
つ
、旅
館
の

福島県5
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で
は
語
弊
は
あ
り
ま
す
が
、た
く
さ
ん
の
お
客

様
を
さ
ば
く
よ
う
な
感
覚
で
し
た
か
ら
、そ
う

し
た
声
は
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。

　
震
災
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
た
ち
の

心
も
癒
や
せ
る
旅
館
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。い
わ
き
湯
本
温
泉
本
来
の
心
と
身
体
の
疲

れ
を
癒
や
す「
湯
治
場
」と
し
て
の
原
点
が
見
え

て
き
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
旅
館
は
2
0
1
2
年
7
月
に
、1
年
4
カ
月

ぶ
り
に
営
業
を
再
開
。震
災
を
経
営
の
ス
リ
ム

化
の
好
機
と
捉
え
、身
の
丈
に
あ
っ
た
経
営
を

目
指
し
て
い
ま
す
。多
様
な
人
た
ち
が
集
い
、地

域
に
根
ざ
し
た『
宿
泊
サ
ロ
ン
』と
し
て
、古
滝

屋
を
建
て
直
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
今
、自
分
で
は「
朝
の
ゆ
ん
た
く
」と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、泊
ま
っ
て
い
る
知
り
合
い
な
ど
と
、

ラ
ウ
ン
ジ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
と
か
、取
り
組
み
と
か
、将
来
の
夢

の
話
と
か
を
す
る
の
で
す
が
、そ
う
い
う
仕
事

は
な
か
な
か
な
い
で
す
よ
ね
。大
切
な
時
間
で

す
。原

子
力
災
害
の
実
態
を

伝
え
た
い

吉
澤
　
温
泉
街
の
現
状
に
つ
い
て
お
伺
い
で
き

ま
す
か
。

里
見
　
旅
館
は
19
軒
に
な
っ
て
、2
軒
は
新
し

い
経
営
者
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。工
事
関
係
者

の
宿
泊
は
な
く
、一
般
の
観
光
客
と
ビ
ジ
ネ
ス

関
係
者
が
泊
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

　
古
滝
屋
は
リ
ピ
ー
タ
ー
、あ
と
は
紹
介
が
多

い
で
す
。福
島
に
行
く
な
ら
里
見
さ
ん
の
宿
に

行
っ
て
み
た
ら
と
。利
用
者
は
多
様
で
、一
人
旅

で
も
保
険
の
セ
ー
ル
ス
と
か
、震
災

関
連
の
調
査
だ
と
か
。

　
こ
う
い
う
旅
館
の
使
い
方
も
あ
る

ん
だ
な
と
思
っ
た
の
は
、震
災
で
の

双
葉
郡
の
家
を
追
わ
れ
、仮
設
住
宅

や
災
害
復
興
住
宅
に
住
ん
で
い
る
両

親
に
里
帰
り
で
会
う
の
に
、家
族
が

旅
館
に
集
ま
る
と
。仮
設
住
宅
や
災

害
復
興
住
宅
は
6
畳
1
間
と
狭
い
で

す
か
ら
。原
子
力
災
害
で
家
を
失
っ

た
方
た
ち
の
落
ち
合
う
場
所
と
い
う

独
特
の
利
用
の
仕
方
で
す
。

利
用
方
法
は
あ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

吉
澤
　
古
滝
屋
は
、市
民
と
避
難
者
の
交
流
の

場
、お
互
い
を
理
解
す
る
場
と
も
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

里
見
　
震
災
前
、オ
ン
パ
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

仲
良
く
な
っ
た
住
職
が
、震
災
後
、学
校
を
失
っ

た
子
供
た
ち
の
た
め
に
寺
子
屋
を
開
く
な
ど
活

動
が
ブ
レ
な
い
。本
来
、寺
っ
て
い
ろ
ん
な
人
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
ん
だ
、古
滝
屋
も
そ
う

あ
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

吉
澤
　
今
回
の「
観
光
文
化
」で
は
、観
光
が
地

域
の
復
興
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の

か
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。里

見
さ
ん
の
話
を
伺
っ
て
、「
旅
館
は
、社
会
づ
く

り
、社
会
的
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、場
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
」と
感
じ
ま
し
た
。そ
う
い

う
場
も
提
供
し
な
が
ら
、里
見
さ
ん
自
身
も
、原

子
力
災
害
の
被
災
地
を
い
わ
き
市
、双
葉
郡
で

学
習
す
る「
F
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー（
※
2
）」な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
ね
。

里
見
　
2
0
2
0
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
者
が

1
／
10
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
が
、「
F
ス
タ
デ

ィ
ツ
ア
ー
」は
震
災
後
間
も
な
く
始
め
て
、年
間

5
0
0
〜
8
0
0
人
く
ら
い
に
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す（
表
1
）。2
0
1
9
年
な
ど
は
リ
ピ

ー
タ
ー
が
半
分
以
上
で
、1
度
参
加
さ
れ
た
方

が
3
年
後
、5
年
後
に
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
な

と
や
っ
て
く
る
。家
族
に
聞
か
せ
た
い
、友
達
に

聞
か
せ
た
い
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す（
表

2
）。ま
た
、こ
こ
5
年
は
、5
割
が
大
学
生
で
、

3
月
と
9
月
の
参
加
者
が
多
い
で
す
ね
。

　
今
、イ
ン
フ
ラ
な
ど
は
か
な
り
整
備
さ
れ
て

き
て
、津
波
の
被
災
地
は
、見
た
目
に
は
よ
く
な

っ
て
い
ま
す
。で
も
、未
だ
に
家
に
戻
れ
な
い
、

一
次
産
業
を
中
心
に
生
業
が
成
り
立
た
な
い
、

未
だ
に
苦
し
い
裁
判
を
続
け
て
い
る
な
ど
、全

然
終
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
と
、ガ
イ
ド

を
す
る
中
で
は
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
世
間
の
関
心
が
少
し
ず
つ
薄
れ
て
き
て

い
る
の
で
は
な
ど
と
、お
感
じ
に
は
な
り
ま
す

か
。

里
見
　
感
じ
ま
す
ね
。ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま

す
。そ
う
し
た
中
で
、昨
晩（
3
／
3
）の
N
H
K

か
ら
10
年
、古
滝
屋
を
訪
ね
て
く
れ
る
人
は
絶

え
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
こ
の
10
年
、里
見
さ
ん
の
中
で
何
か
の

変
わ
り
目
と
な
っ
た
出
来
事
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

里
見
　
福
島
は
、地
震
、津
波
、原
子
力
災
害
、風

評
災
害
の
複
合
災
害
に
遭
い
ま
し
た
。そ
し
て

原
子
力
災
害
は
現
在
進
行
形
で
す
。震
災
を
機

に
、社
会
づ
く
り
と
い
う
か
、社
会
課
題
解
決
と

い
う
か
、地
域
の
垣
根
な
く
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
る
と
か
、そ
う
し
た
課
題
に
向
き
合
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、震
災
後
、家
庭

内
で
の
D
V
が
増
え
た
と
か
、障
害
を
持
つ
方

が
団
体
生
活
に
馴
染
め
ず
生
き
づ
ら
く
な
っ
た

と
か
、そ
れ
ら
に
自
分
は
ど
う
役
に
立
て
る
の

か
を
日
々
考
え
な
が
ら
、2
0
1
1
年
の
夏
頃

ま
で
避
難
所
に
ず
っ
と
通
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　
い
わ
き
市
内
の
宿
泊
施
設
は
避
難
者
や
工
事

関
係
者
ら
を
受
け
入
れ
て
満
室
状
態
で
し
た
が
、

古
滝
屋
で
は
工
事
関
係
者
を
全
く
受
け
入
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
い
わ
き

や
相
馬
や
仙
台
に
行
く
の
に
、泊
ま
る
と
こ
ろ

が
な
い
。古
滝
屋
は
そ
う
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
の
た
め
に
宿
を
提
供
し
た
ん
で
す
。僕
が

で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
、交

通
費
も
宿
泊
代
も
結
構
か
か
る
、せ
め
て
宿
泊

だ
け
で
も
支
援
で
き
れ
ば
と
。

吉
澤
　
よ
く
そ
の
よ
う
な
想
い
に
至
り
ま
し
た

ね
。

里
見
　
ず
っ
と
避
難
所
通
い
を
し
て
い
て
、夜
、

真
っ
暗
な
旅
館
を
見
て
は
ど
う
し
よ
う
か
と
悩

み
ま
し
た
。先
祖
や
2
0
0
9
年
に
亡
く
な
っ

た
父
親
な
ら
ど
う
し
た
か
、段
々
と
3
0
0
年

以
上
続
く
古
滝
屋
の
歴
史
を
意
識
す
る
よ
う

に
。創
業
以
来
、古
滝
屋
は
戊
辰
戦
争
や
温
泉
の

枯
渇
、二
度
の
対
戦
と
、幾
度
と
な
く
廃
業
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。で
も
、今
回
、震
災
は

あ
っ
た
け
れ
ど
脈
々
と
温
泉
は
湧
き
出
て
い

る
、こ
れ
は
旅
館
を
続
け
ろ
と
い
う
こ
と
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

　
布
団
と
枕
と
温
泉
が
あ
れ
ば
、そ
れ
を
必
要

な
人
に
提
供
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
。温
泉
宿
の

原
点
と
い
う
か
、お
金
は
二
の
次
と
い
う
こ
と

で
、ま
ず
自
分
の
や
れ
る
こ
と
を
と
い
う
感
じ

で
し
た
。

吉
澤
　
震
災
で
旅
館
を
や
め
る
と
い
う
選
択
肢

も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、旅
館
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
で
、先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
社
会

づ
く
り
、社
会
的
課
題
の
解
決
に
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
と
。

里
見
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が「
温
泉
が
気
持

ち
い
い
」、「
ま
た
明
日
頑
張
れ
る
」と
。そ
れ
ま

古
滝
屋
、改
革
へ
の
決
意
と
、

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

吉
澤
　
い
わ
き
湯
本
温
泉
に
つ
い
て
、ま
た
ご

自
身
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
。

里
見
　
い
わ
き
湯
本
温
泉
は「
道
後
温
泉
」「
有

馬
温
泉
」と
並
び
、1
3
0
0
年
以
上
も
前
か
ら

愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
毎
分
5
ト
ン
と

い
う
、全
国
で
も
類
を
見
な
い
豊
富
な
湯
量
を

誇
っ
て
い
ま
す
。古
く
は
湯
治
場
と
し
て
栄
え
、

明
治
時
代
に
石
炭
採
掘
が
始
ま
る
と
、炭
鉱
労

働
者
で
湯
本
町
も
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。し

か
し
、湯
治
客
に
は
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。1
9
8
0
年
代
に
始
ま
る
バ

ブ
ル
期
に
は
、「
朝
起
き
た
ら
お
金
が
貯
ま
っ
て

い
た
」と
い
う
時
代
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　
僕
は
、大
学
卒
業
後
、住
宅
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
、

そ
の
後
、旅
館
業
界
に
転
職
し
、実
家
の「
古
滝

屋
」に
は
1
9
9
6
年
に
戻
り
ま
し
た
。バ
ブ
ル

後
で
し
た
が
、当
時
、い
わ
き
湯
本
温
泉
に
は
旅

館
が
30
軒
く
ら
い
あ
り
、旅
行
会
社
か
ら
の
団

体
旅
行
の
送
客
が
あ
る
、そ
ん
な
時
代
で
し
た
。

　
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
は
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

し
た
上
で
の
営
業
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
の
で
、旅
館
を
継
い
だ
時
は
あ
ま
り
に
も
他

力
本
願
な
経
営
に
驚
き
ま
し
た
。自
分
の
力
で

立
て
直
そ
う
、改
革
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

吉
澤
　
里
見
さ
ん
は
旅
館
の
立
て
直
し
は
も
ち

ろ
ん
、ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。

里
見
　
父
親（
故
人
・
里
見
庫
男
）は
い
わ
き
市

を
代
表
す
る
郷
土
史
家
で
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

温
泉
街
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
の
熱
意
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。当
時
は
、福
島

の
観
光
と
言
え
ば
会
津
で
し
た
が
、父
親
の
発

刊
し
た
本
を
読
む
と
、「
会
津
の
時
代
は
終
わ
っ

て
、こ
れ
か
ら
は
い
わ
き
の
時
代
だ
」と
書
い
て

い
ま
し
た
。

　
当
時
、ま
ち
が
疲
弊
し
て
い
る
の
は
僕
も
感

じ
て
い
た
の
で
す
が
、ま
だ
古
滝
屋
を
改
革
し

て
い
く
こ
と
し
か
頭
に
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

た
だ
、5
年
経
っ
て
経
営
が
上
向
い
て
き
た
の

で
、旅
館
と
同
じ
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、難
し
か
っ
た
で
す
ね
。一

軒
一
軒
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
で
旅
館
や
店
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
か
ら
、み
ん
な
で
と
い
う
雰
囲

気
に
は
な
り
づ
ら
か
っ
た
で
す
。

吉
澤
　
ま
ち
づ
く
り
の
難
し
さ
を
感
じ
る
中
で

邁
進
さ
れ
て
き
た
時
の
立
場
は
、旅
館
組
合
の

青
年
部
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
ち
ょ
う
ど
青
年
部
長
の
時
で
す
。青
年
部

の
中
で
は
色
々
と
発
言
す
る
こ
と
は
で
き
ま
し

た
が
、旅
館
同
士
で
何
か
事
を
起
こ
す
の
は
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。そ
う
し
た
時
に
、旅
館
以
外
の

町
の
人
た
ち
と
話
し
て
い
て
意
気
投
合
し
て
、当

時
、
温
泉
地
活
性
化
の
手
法
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
た「
オ
ン
パ
ク（
※
1
）」を
、

2
0
0
8
年
1
月
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

震
災
で
気
づ
く
、

湯
治
場
の
原
点

吉
澤
　
そ
う
し
た
中
で
、2
0
1
1
年
3
月
11

日
を
迎
え
、里
見
さ
ん
は
他
地
域
に
一
次
避
難

を
さ
れ
ま
し
た
が
す
ぐ
に
戻
り
、古
滝
屋
を
全

国
か
ら
集
ま
る
救
援
物
資
の
受
け
渡
し
拠
点
と

し
て
開
放
し
ま
し
た
ね
。戻
る
と
覚
悟
を
決
め

た
の
は
、な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
オ
ン
パ
ク
を
通
じ
て
、知
り
合
っ
た
多

種
多
様
な
仲
間
た
ち
が
津
波
の
被
害
に
あ
っ
た

り
、原
子
力
災
害
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

り
と
い
う
情
報
が
五
月
雨
的
に
入
っ
て
き
て
、

旅
館
が
ど
う
こ
う
よ
り
、ま
ず
仲
間
た
ち
を
助

け
た
か
っ
た
ん
で
す
。僕
は
、他
の
旅
館
と
は
全

く
違
う
動
き
方
を
し
て
い
ま
し
た
。で
も
、そ
こ

〝
ま
で
い
〞な
暮
ら
し
と
は

何
か
を
伝
え
た
い

吉
澤
　
最
後
に
、他
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

里
見
　
福
島
県
の
飯
館
村
に「
ま
で
い
」と
い
う

「
丁
寧
な
」を
意
味
す
る
方
言
が
あ
り
ま
す
。飯

館
村
は
ず
っ
と
丁
寧
な
暮
ら
し
、村
づ
く
り
を

し
て
き
た
の
に
、原
子
力
災
害
で
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
。発
信
し
た
い
こ
と
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の

問
題
と
か
色
々
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
も
含
め
て

「
丁
寧
な
暮
ら
し
方
」な
ん
で
す
。基
本
は
自
分

の
衣
食
住
く
ら
い
は
自
分
で
作
る
と
い
う
か
、

「
身
の
丈
に
合
っ
た
暮
ら
し
方
」な
ん
で
す
。

　
世
界
か
ら
見
る
と
、日
本
は
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。で
も
、そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
て
気

が
つ
か
な
い
。今
回
の
原
子
力
災
害
で
は
、生
産

者
と
消
費
者
が
お
互
い
を
知
ら
な
す
ぎ
た
が
故

に
軋
轢
が
生
ま
れ
た
り
、生
産
地
だ
け
が
大
変

な
思
い
を
し
た
り
。自
分
も
消
費
者
の
一
人
で

す
が
、生
産
者
・
生
産
地
、消
費
者
・
消
費
地
が
お

互
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
今
日
は
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

聞
き
手
：
吉
澤
清
良

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代「
原
発
７
キ
ロ
の
喫
茶

店
〜
福
島
・
大
熊
町
　
流
転
と
再
会
の
10
年
〜
」

な
ど
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
番
組
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
本
質
的
な
こ
と
を
取

り
上
げ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、里
見
さ
ん

た
ち
が
日
常
的
に
伝
え
続
け
る
、そ
れ
が
無
関

心
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
。

里
見
　
そ
う
で
す
ね
。特
に
原
子
力
災
害
の
場

合
は
、福
島
の
人
が
原
発
の
電
気
を
使
っ
て
生

活
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
ら
。特
に

首
都
圏
の
方
に
は
発
電
先
は
ど
こ
か
と
か
、今

の
ま
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
続
け
て
い
い
の
か

と
か
、少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

吉
澤
　
原
子
力
災
害
を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で

は
、3
月
12
日
に
、古
滝
屋
の
館
内
に
、原
子
力

災
害
を
住
民
目
線
で
考
え
る「
原
子
力
災
害
考

証
館 fu

ru
sato

」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
ね
。

里
見
　
震
災
後
、「
原
子
力
災
害
が
な
ぜ
起
き
て

し
ま
っ
た
の
か
を
考
え
る
場
所
が
必
要
だ
。事

実
を
伝
え
な
け
れ
ば
未
来
に
教
訓
を
残
せ
な

い
」と
ず
っ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

　
富
岡
町
に
は「
東
京
電
力
廃
炉
資
料
館（
東
京

電
力
）」が
あ
り
ま
す
が
、僕
は
よ
り
民
間
の
視

点
で
、住
民
の
声
な
き
声
を
拾
い
上
げ
心
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
。20
畳
く
ら
い
の
宴
会
場
に
、

震
災
後
、住
民
が
作
成
し
た
情
報
誌
や
被
災
地

の
広
報
誌
、新
聞
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を

展
示
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。他
の
公
的
施
設

と
は
補
完
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
ツ
ア
ー
や
施
設
で
原
子
力
災
害
に
つ
い

い
て
学
ぶ
こ
と
で
、際
限
な
く
膨
れ
上
が
っ
て

き
た
欲
望
・
欲
求
み
た
い
な
も
の
を
、見
直
す
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
。

里
見
　
そ
れ
が
一
番
の
願
い
で
す
。逆
に
そ
れ

だ
け
で
す
よ
ね
。

観
光
業
は
卒
業
、

未
来
づ
く
り
業
へ

吉
澤
　
本
来
は
原
子
力
災
害
か
ら
顔
を
そ
む
け

て
は
い
け
な
い
は
ず
で
す
が
、ツ
ア
ー
や
施
設

を
通
し
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、風
評
被
害

を
助
長
す
る
こ
と
も
あ
る
の
か
な
と
。そ
の
辺

の
怖
さ
が
あ
る
か
ら
や
め
て
く
れ
と
言
う
方
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

里
見
　
今
は
も
う
な
い
で
す
が
、「
F
ス
タ
デ
ィ

ー
ツ
ア
ー
」を
始
め
た
当
初
は
、匿
名
で
メ
ー
ル

や
電
話
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
ま
し
た
。「
観
光
業

の
人
間
が
何
し
て
い
る
ん
だ
」と
思
う
人
も
い

た
の
で
は
な
い
か
と
。で
も
僕
は
、「
観
光
業
は

卒
業
し
た
」と
話
し
て
い
ま
す
か
ら
。

　
今
、僕
は「
未
来
づ
く
り
業
」に
従
事
し
て
い

る
、50
年
後
、1
0
0
年
後
の
子
供
た
ち
の
た
め

に
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
う
す

れ
ば
何
を
し
た
っ
て
良
い
わ
け
で
す
か
ら（
笑
）。

吉
澤
　
い
わ
き
市
は
、行
政
よ
り
も
民
間
が
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
印
象

が
強
く
あ
り
ま
す
。里
見
さ
ん
の
記
事
を
拝
見

し
て
い
て
、「
じ
ょ
う
ば
ん
街
工
房
21
」と
い
う

団
体
が
あ
り
ま
し
た
。観
光
も
包
含
し
つ
つ
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
団
体
と
う
い
う
位
置
づ
け
で

し
ょ
う
か
。

里
見
　
未
曾
有
の
被
害
に
、行
政
が
迷
走
し
て

い
る
感
は
否
め
ま
せ
ん
。「
じ
ょ
う
ば
ん
街
工
房

21
」に
つ
い
て
は
そ
の
通
り
で
す
が
、町
の
伝
統

行
事
と
か
イ
ベ
ン
ト
の
維
持
が
基
本
的
な
活
動

だ
と
思
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
ブ
ル
ー
ワ
ー
カ

ー
が
多
い
の
で
、パ
ワ
フ
ル
で
突
破
力
が
あ
り

ま
す
。40
代
、50
代
が
中
心
で
し
た
が
、震
災
後

10
年
が
経
ち
、メ
ン
バ
ー
も
だ
い
ぶ
若
返
り
ま

し
た
ね
。

吉
澤
　
震
災
は
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、震
災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
す
れ

ば
、ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
よ
り
連
携
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
僕
は
結
果
的
に
そ
う
な
り
ま
し
た
。そ

れ
と
、町
の
皆
さ
ん
は
郷
土
愛
が
よ
り
強
く
な

っ
て
、た
と
え
そ
れ
ぞ
れ
思
惑
が
あ
っ
て
も
、一

致
団
結
し
て
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
感
じ
は
し
ま
す
ね
。

　
結
局
、人
は
人
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
と
い

う
か
。僕
の
関
わ
っ
て
い
る
団
体
、子
ど
も
や
障

害
者
の
教
育
・
学
習
支
援
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
む「
N
P
O
法
人
ふ
よ
う
土
2
1
0
0
」

も
、農
業
再
生
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す「
い
わ
き
お
て
ん
と

S
U
N
企
業
組
合
」の
取
り
組
み
も
軌
道
に
乗

っ
て
き
ま
し
た
。

　
実
は
震
災
後
、い
ろ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、オ
ン
パ
ク
メ
ン

バ
ー
の
お
か
げ
な
ん
で
す
。そ
う
い
う
意
味
で

は
、多
種
多
様
な
方
と
関
係
を
作
っ
て
お
く
の

が
よ
い
で
す
よ
ね
。

有
事
に
、温
泉
地
、

旅
館
の
で
き
る
こ
と

吉
澤
　
観
光
業
は
卒
業
し
、未
来
づ
く
り
業
へ
。

こ
の
10
年
で
こ
れ
は
や
り
遂
げ
た
な
と
か
、今

後
は
も
っ
と
こ
う
し
て
い
き
た
い
と
い
っ
た
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

里
見
　
こ
う
し
た
取
材
で
は
初
め
て
答
え
ま
す

が
、や
は
り
父
親
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
の
で
、

ま
ず
は
、父
親
に「
旅
館
を
ま
だ
や
っ
て
る
よ
」

と
は
伝
え
た
い
で
す
ね
。や
め
よ
う
と
思
っ
た

時
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

　
そ
れ
か
ら
、こ
の
10
年
間
、い
わ
き
市
内
外
の

仲
間
た
ち
に
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
か
ら
、恩

返
し
と
い
う
か
、有
事
の
時
、温
泉
地
に
は
果
た

せ
る
役
割
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
い
わ
き
市
で
震
災
に
よ
り
噴
出
し
た
社

会
的
課
題
に
、温
泉
地
、旅
館
が
ど
う
応
え
ら
れ

る
か
、い
ち
早
く
そ
れ
を
経
験
し
た
。そ
の
経
験

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

里
見
　
は
い
、旅
館
と
い
う
の
は
、す
ご
く
誇
り

を
持
っ
て
い
い
生
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。一

昨
年（
2
0
1
9
年
）の
台
風
19
号
で
は
、い
わ

き
市
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
で
す
が
、湯

本
は
大
丈
夫
で
、〝
お
風
呂
難
民
〞が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「
あ
の
時
助
か
り
ま
し

た
」と
、今
で
も
言
わ
れ
ま
す
。も
し
災
害
で
ど

こ
か
の
町
が
消
滅
し
て
も
、温
泉
地
は
疎
開
先

に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

吉
澤
　
確
か
に
旅
館
は
、人
が
住
む
環
境
が
全

部
整
っ
て
い
ま
す
ね
。有
事
に
、先
ほ
ど
の
話
に

戻
り
ま
す
が
、布
団
と
枕
と
温
泉
が
あ
れ
ば
と
。

里
見
　
生
活
産
業
で
す
よ
ね
。た
だ
そ
れ
だ
け

に
守
り
続
け
て
い
く
の
は
大
変
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、誇
り
を
持
っ
て
続
け
て
い
き
た
い
。

多
様
な
人
々
が
集
う
、古
滝
屋
の
ラ
ウ
ン
ジ

里見喜生氏

い
わ
き
湯
本
温
泉
で
、

創
業
3
2
0
年
以
上
続
く

老
舗
温
泉
旅
館 

古
滝
屋
、

16
代
目
当
主
の
里
見
喜
生
氏
に
、

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て

変
化
し
た
旅
館
の
あ
り
方
、

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
、

原
子
力
災
害
を
伝
え
続
け
る
こ
と
の
意
味
、

有
事
に
あ
っ
て
温
泉
地
、

旅
館
の
な
し
え
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

伺
っ
た
。 震

災
で
あ
ら
た
め
て
気
づい
た

温
泉
地
、

旅
館
の

可
能
性

い
わ
き
湯
本
温
泉

古
滝
屋
の
挑
戦

5 ❷…

吉
澤
　
皆
さ
ん
、旅
館
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

里
見
　
震
災
の
時
は
ロ
ビ
ー
を
救
援
物
資
の
受

け
渡
し
拠
点
と
し
て
、D
V
か
ら
の
避
難
場
所

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。様
々

な
社
会
的
課
題
の
解
決
に
も
役
立
つ
、旅
館
の
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で
は
語
弊
は
あ
り
ま
す
が
、た
く
さ
ん
の
お
客

様
を
さ
ば
く
よ
う
な
感
覚
で
し
た
か
ら
、そ
う

し
た
声
は
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。

　
震
災
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
た
ち
の

心
も
癒
や
せ
る
旅
館
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。い
わ
き
湯
本
温
泉
本
来
の
心
と
身
体
の
疲

れ
を
癒
や
す「
湯
治
場
」と
し
て
の
原
点
が
見
え

て
き
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
旅
館
は
2
0
1
2
年
7
月
に
、1
年
4
カ
月

ぶ
り
に
営
業
を
再
開
。震
災
を
経
営
の
ス
リ
ム

化
の
好
機
と
捉
え
、身
の
丈
に
あ
っ
た
経
営
を

目
指
し
て
い
ま
す
。多
様
な
人
た
ち
が
集
い
、地

域
に
根
ざ
し
た『
宿
泊
サ
ロ
ン
』と
し
て
、古
滝

屋
を
建
て
直
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
今
、自
分
で
は「
朝
の
ゆ
ん
た
く
」と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、泊
ま
っ
て
い
る
知
り
合
い
な
ど
と
、

ラ
ウ
ン
ジ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
と
か
、取
り
組
み
と
か
、将
来
の
夢

の
話
と
か
を
す
る
の
で
す
が
、そ
う
い
う
仕
事

は
な
か
な
か
な
い
で
す
よ
ね
。大
切
な
時
間
で

す
。原

子
力
災
害
の
実
態
を

伝
え
た
い

吉
澤
　
温
泉
街
の
現
状
に
つ
い
て
お
伺
い
で
き

ま
す
か
。

里
見
　
旅
館
は
19
軒
に
な
っ
て
、2
軒
は
新
し

い
経
営
者
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。工
事
関
係
者

の
宿
泊
は
な
く
、一
般
の
観
光
客
と
ビ
ジ
ネ
ス

関
係
者
が
泊
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

　
古
滝
屋
は
リ
ピ
ー
タ
ー
、あ
と
は
紹
介
が
多

い
で
す
。福
島
に
行
く
な
ら
里
見
さ
ん
の
宿
に

行
っ
て
み
た
ら
と
。利
用
者
は
多
様
で
、一
人
旅

で
も
保
険
の
セ
ー
ル
ス
と
か
、震
災

関
連
の
調
査
だ
と
か
。

　
こ
う
い
う
旅
館
の
使
い
方
も
あ
る

ん
だ
な
と
思
っ
た
の
は
、震
災
で
の

双
葉
郡
の
家
を
追
わ
れ
、仮
設
住
宅

や
災
害
復
興
住
宅
に
住
ん
で
い
る
両

親
に
里
帰
り
で
会
う
の
に
、家
族
が

旅
館
に
集
ま
る
と
。仮
設
住
宅
や
災

害
復
興
住
宅
は
6
畳
1
間
と
狭
い
で

す
か
ら
。原
子
力
災
害
で
家
を
失
っ

た
方
た
ち
の
落
ち
合
う
場
所
と
い
う

独
特
の
利
用
の
仕
方
で
す
。

利
用
方
法
は
あ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

吉
澤
　
古
滝
屋
は
、市
民
と
避
難
者
の
交
流
の

場
、お
互
い
を
理
解
す
る
場
と
も
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

里
見
　
震
災
前
、オ
ン
パ
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

仲
良
く
な
っ
た
住
職
が
、震
災
後
、学
校
を
失
っ

た
子
供
た
ち
の
た
め
に
寺
子
屋
を
開
く
な
ど
活

動
が
ブ
レ
な
い
。本
来
、寺
っ
て
い
ろ
ん
な
人
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
ん
だ
、古
滝
屋
も
そ
う

あ
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

吉
澤
　
今
回
の「
観
光
文
化
」で
は
、観
光
が
地

域
の
復
興
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の

か
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。里

見
さ
ん
の
話
を
伺
っ
て
、「
旅
館
は
、社
会
づ
く

り
、社
会
的
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、場
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
」と
感
じ
ま
し
た
。そ
う
い

う
場
も
提
供
し
な
が
ら
、里
見
さ
ん
自
身
も
、原

子
力
災
害
の
被
災
地
を
い
わ
き
市
、双
葉
郡
で

学
習
す
る「
F
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー（
※
2
）」な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
ね
。

里
見
　
2
0
2
0
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
者
が

1
／
10
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
が
、「
F
ス
タ
デ

ィ
ツ
ア
ー
」は
震
災
後
間
も
な
く
始
め
て
、年
間

5
0
0
〜
8
0
0
人
く
ら
い
に
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す（
表
1
）。2
0
1
9
年
な
ど
は
リ
ピ

ー
タ
ー
が
半
分
以
上
で
、1
度
参
加
さ
れ
た
方

が
3
年
後
、5
年
後
に
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
な

と
や
っ
て
く
る
。家
族
に
聞
か
せ
た
い
、友
達
に

聞
か
せ
た
い
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す（
表

2
）。ま
た
、こ
こ
5
年
は
、5
割
が
大
学
生
で
、

3
月
と
9
月
の
参
加
者
が
多
い
で
す
ね
。

　
今
、イ
ン
フ
ラ
な
ど
は
か
な
り
整
備
さ
れ
て

き
て
、津
波
の
被
災
地
は
、見
た
目
に
は
よ
く
な

っ
て
い
ま
す
。で
も
、未
だ
に
家
に
戻
れ
な
い
、

一
次
産
業
を
中
心
に
生
業
が
成
り
立
た
な
い
、

未
だ
に
苦
し
い
裁
判
を
続
け
て
い
る
な
ど
、全

然
終
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
と
、ガ
イ
ド

を
す
る
中
で
は
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
世
間
の
関
心
が
少
し
ず
つ
薄
れ
て
き
て

い
る
の
で
は
な
ど
と
、お
感
じ
に
は
な
り
ま
す

か
。

里
見
　
感
じ
ま
す
ね
。ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま

す
。そ
う
し
た
中
で
、昨
晩（
3
／
3
）の
N
H
K

か
ら
10
年
、古
滝
屋
を
訪
ね
て
く
れ
る
人
は
絶

え
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
こ
の
10
年
、里
見
さ
ん
の
中
で
何
か
の

変
わ
り
目
と
な
っ
た
出
来
事
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

里
見
　
福
島
は
、地
震
、津
波
、原
子
力
災
害
、風

評
災
害
の
複
合
災
害
に
遭
い
ま
し
た
。そ
し
て

原
子
力
災
害
は
現
在
進
行
形
で
す
。震
災
を
機

に
、社
会
づ
く
り
と
い
う
か
、社
会
課
題
解
決
と

い
う
か
、地
域
の
垣
根
な
く
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
る
と
か
、そ
う
し
た
課
題
に
向
き
合
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、震
災
後
、家
庭

内
で
の
D
V
が
増
え
た
と
か
、障
害
を
持
つ
方

が
団
体
生
活
に
馴
染
め
ず
生
き
づ
ら
く
な
っ
た

と
か
、そ
れ
ら
に
自
分
は
ど
う
役
に
立
て
る
の

か
を
日
々
考
え
な
が
ら
、2
0
1
1
年
の
夏
頃

ま
で
避
難
所
に
ず
っ
と
通
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　
い
わ
き
市
内
の
宿
泊
施
設
は
避
難
者
や
工
事

関
係
者
ら
を
受
け
入
れ
て
満
室
状
態
で
し
た
が
、

古
滝
屋
で
は
工
事
関
係
者
を
全
く
受
け
入
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
い
わ
き

や
相
馬
や
仙
台
に
行
く
の
に
、泊
ま
る
と
こ
ろ

が
な
い
。古
滝
屋
は
そ
う
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
の
た
め
に
宿
を
提
供
し
た
ん
で
す
。僕
が

で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
、交

通
費
も
宿
泊
代
も
結
構
か
か
る
、せ
め
て
宿
泊

だ
け
で
も
支
援
で
き
れ
ば
と
。

吉
澤
　
よ
く
そ
の
よ
う
な
想
い
に
至
り
ま
し
た

ね
。

里
見
　
ず
っ
と
避
難
所
通
い
を
し
て
い
て
、夜
、

真
っ
暗
な
旅
館
を
見
て
は
ど
う
し
よ
う
か
と
悩

み
ま
し
た
。先
祖
や
2
0
0
9
年
に
亡
く
な
っ

た
父
親
な
ら
ど
う
し
た
か
、段
々
と
3
0
0
年

以
上
続
く
古
滝
屋
の
歴
史
を
意
識
す
る
よ
う

に
。創
業
以
来
、古
滝
屋
は
戊
辰
戦
争
や
温
泉
の

枯
渇
、二
度
の
対
戦
と
、幾
度
と
な
く
廃
業
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。で
も
、今
回
、震
災
は

あ
っ
た
け
れ
ど
脈
々
と
温
泉
は
湧
き
出
て
い

る
、こ
れ
は
旅
館
を
続
け
ろ
と
い
う
こ
と
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

　
布
団
と
枕
と
温
泉
が
あ
れ
ば
、そ
れ
を
必
要

な
人
に
提
供
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
。温
泉
宿
の

原
点
と
い
う
か
、お
金
は
二
の
次
と
い
う
こ
と

で
、ま
ず
自
分
の
や
れ
る
こ
と
を
と
い
う
感
じ

で
し
た
。

吉
澤
　
震
災
で
旅
館
を
や
め
る
と
い
う
選
択
肢

も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、旅
館
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
で
、先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
社
会

づ
く
り
、社
会
的
課
題
の
解
決
に
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
と
。

里
見
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が「
温
泉
が
気
持

ち
い
い
」、「
ま
た
明
日
頑
張
れ
る
」と
。そ
れ
ま

古
滝
屋
、改
革
へ
の
決
意
と
、

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

吉
澤
　
い
わ
き
湯
本
温
泉
に
つ
い
て
、ま
た
ご

自
身
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
。

里
見
　
い
わ
き
湯
本
温
泉
は「
道
後
温
泉
」「
有

馬
温
泉
」と
並
び
、1
3
0
0
年
以
上
も
前
か
ら

愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
毎
分
5
ト
ン
と

い
う
、全
国
で
も
類
を
見
な
い
豊
富
な
湯
量
を

誇
っ
て
い
ま
す
。古
く
は
湯
治
場
と
し
て
栄
え
、

明
治
時
代
に
石
炭
採
掘
が
始
ま
る
と
、炭
鉱
労

働
者
で
湯
本
町
も
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。し

か
し
、湯
治
客
に
は
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。1
9
8
0
年
代
に
始
ま
る
バ

ブ
ル
期
に
は
、「
朝
起
き
た
ら
お
金
が
貯
ま
っ
て

い
た
」と
い
う
時
代
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　
僕
は
、大
学
卒
業
後
、住
宅
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
、

そ
の
後
、旅
館
業
界
に
転
職
し
、実
家
の「
古
滝

屋
」に
は
1
9
9
6
年
に
戻
り
ま
し
た
。バ
ブ
ル

後
で
し
た
が
、当
時
、い
わ
き
湯
本
温
泉
に
は
旅

館
が
30
軒
く
ら
い
あ
り
、旅
行
会
社
か
ら
の
団

体
旅
行
の
送
客
が
あ
る
、そ
ん
な
時
代
で
し
た
。

　
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
は
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

し
た
上
で
の
営
業
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
の
で
、旅
館
を
継
い
だ
時
は
あ
ま
り
に
も
他

力
本
願
な
経
営
に
驚
き
ま
し
た
。自
分
の
力
で

立
て
直
そ
う
、改
革
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

吉
澤
　
里
見
さ
ん
は
旅
館
の
立
て
直
し
は
も
ち

ろ
ん
、ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。

里
見
　
父
親（
故
人
・
里
見
庫
男
）は
い
わ
き
市

を
代
表
す
る
郷
土
史
家
で
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

温
泉
街
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
の
熱
意
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。当
時
は
、福
島

の
観
光
と
言
え
ば
会
津
で
し
た
が
、父
親
の
発

刊
し
た
本
を
読
む
と
、「
会
津
の
時
代
は
終
わ
っ

て
、こ
れ
か
ら
は
い
わ
き
の
時
代
だ
」と
書
い
て

い
ま
し
た
。

　
当
時
、ま
ち
が
疲
弊
し
て
い
る
の
は
僕
も
感

じ
て
い
た
の
で
す
が
、ま
だ
古
滝
屋
を
改
革
し

て
い
く
こ
と
し
か
頭
に
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

た
だ
、5
年
経
っ
て
経
営
が
上
向
い
て
き
た
の

で
、旅
館
と
同
じ
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、難
し
か
っ
た
で
す
ね
。一

軒
一
軒
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
で
旅
館
や
店
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
か
ら
、み
ん
な
で
と
い
う
雰
囲

気
に
は
な
り
づ
ら
か
っ
た
で
す
。

吉
澤
　
ま
ち
づ
く
り
の
難
し
さ
を
感
じ
る
中
で

邁
進
さ
れ
て
き
た
時
の
立
場
は
、旅
館
組
合
の

青
年
部
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
ち
ょ
う
ど
青
年
部
長
の
時
で
す
。青
年
部

の
中
で
は
色
々
と
発
言
す
る
こ
と
は
で
き
ま
し

た
が
、旅
館
同
士
で
何
か
事
を
起
こ
す
の
は
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。そ
う
し
た
時
に
、旅
館
以
外
の

町
の
人
た
ち
と
話
し
て
い
て
意
気
投
合
し
て
、当

時
、
温
泉
地
活
性
化
の
手
法
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
た「
オ
ン
パ
ク（
※
1
）」を
、

2
0
0
8
年
1
月
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

震
災
で
気
づ
く
、

湯
治
場
の
原
点

吉
澤
　
そ
う
し
た
中
で
、2
0
1
1
年
3
月
11

日
を
迎
え
、里
見
さ
ん
は
他
地
域
に
一
次
避
難

を
さ
れ
ま
し
た
が
す
ぐ
に
戻
り
、古
滝
屋
を
全

国
か
ら
集
ま
る
救
援
物
資
の
受
け
渡
し
拠
点
と

し
て
開
放
し
ま
し
た
ね
。戻
る
と
覚
悟
を
決
め

た
の
は
、な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
オ
ン
パ
ク
を
通
じ
て
、知
り
合
っ
た
多

種
多
様
な
仲
間
た
ち
が
津
波
の
被
害
に
あ
っ
た

り
、原
子
力
災
害
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

り
と
い
う
情
報
が
五
月
雨
的
に
入
っ
て
き
て
、

旅
館
が
ど
う
こ
う
よ
り
、ま
ず
仲
間
た
ち
を
助

け
た
か
っ
た
ん
で
す
。僕
は
、他
の
旅
館
と
は
全

く
違
う
動
き
方
を
し
て
い
ま
し
た
。で
も
、そ
こ

〝
ま
で
い
〞な
暮
ら
し
と
は

何
か
を
伝
え
た
い

吉
澤
　
最
後
に
、他
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

里
見
　
福
島
県
の
飯
館
村
に「
ま
で
い
」と
い
う

「
丁
寧
な
」を
意
味
す
る
方
言
が
あ
り
ま
す
。飯

館
村
は
ず
っ
と
丁
寧
な
暮
ら
し
、村
づ
く
り
を

し
て
き
た
の
に
、原
子
力
災
害
で
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
。発
信
し
た
い
こ
と
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の

問
題
と
か
色
々
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
も
含
め
て

「
丁
寧
な
暮
ら
し
方
」な
ん
で
す
。基
本
は
自
分

の
衣
食
住
く
ら
い
は
自
分
で
作
る
と
い
う
か
、

「
身
の
丈
に
合
っ
た
暮
ら
し
方
」な
ん
で
す
。

　
世
界
か
ら
見
る
と
、日
本
は
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。で
も
、そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
て
気

が
つ
か
な
い
。今
回
の
原
子
力
災
害
で
は
、生
産

者
と
消
費
者
が
お
互
い
を
知
ら
な
す
ぎ
た
が
故

に
軋
轢
が
生
ま
れ
た
り
、生
産
地
だ
け
が
大
変

な
思
い
を
し
た
り
。自
分
も
消
費
者
の
一
人
で

す
が
、生
産
者
・
生
産
地
、消
費
者
・
消
費
地
が
お

互
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
今
日
は
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

聞
き
手
：
吉
澤
清
良

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代「
原
発
７
キ
ロ
の
喫
茶

店
〜
福
島
・
大
熊
町
　
流
転
と
再
会
の
10
年
〜
」

な
ど
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
番
組
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
本
質
的
な
こ
と
を
取

り
上
げ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、里
見
さ
ん

た
ち
が
日
常
的
に
伝
え
続
け
る
、そ
れ
が
無
関

心
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
。

里
見
　
そ
う
で
す
ね
。特
に
原
子
力
災
害
の
場

合
は
、福
島
の
人
が
原
発
の
電
気
を
使
っ
て
生

活
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
ら
。特
に

首
都
圏
の
方
に
は
発
電
先
は
ど
こ
か
と
か
、今

の
ま
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
続
け
て
い
い
の
か

と
か
、少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

吉
澤
　
原
子
力
災
害
を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で

は
、3
月
12
日
に
、古
滝
屋
の
館
内
に
、原
子
力

災
害
を
住
民
目
線
で
考
え
る「
原
子
力
災
害
考

証
館 fu

ru
sato

」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
ね
。

里
見
　
震
災
後
、「
原
子
力
災
害
が
な
ぜ
起
き
て

し
ま
っ
た
の
か
を
考
え
る
場
所
が
必
要
だ
。事

実
を
伝
え
な
け
れ
ば
未
来
に
教
訓
を
残
せ
な

い
」と
ず
っ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

　
富
岡
町
に
は「
東
京
電
力
廃
炉
資
料
館（
東
京

電
力
）」が
あ
り
ま
す
が
、僕
は
よ
り
民
間
の
視

点
で
、住
民
の
声
な
き
声
を
拾
い
上
げ
心
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
。20
畳
く
ら
い
の
宴
会
場
に
、

震
災
後
、住
民
が
作
成
し
た
情
報
誌
や
被
災
地

の
広
報
誌
、新
聞
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を

展
示
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。他
の
公
的
施
設

と
は
補
完
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
ツ
ア
ー
や
施
設
で
原
子
力
災
害
に
つ
い

い
て
学
ぶ
こ
と
で
、際
限
な
く
膨
れ
上
が
っ
て

き
た
欲
望
・
欲
求
み
た
い
な
も
の
を
、見
直
す
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
。

里
見
　
そ
れ
が
一
番
の
願
い
で
す
。逆
に
そ
れ

だ
け
で
す
よ
ね
。

観
光
業
は
卒
業
、

未
来
づ
く
り
業
へ

吉
澤
　
本
来
は
原
子
力
災
害
か
ら
顔
を
そ
む
け

て
は
い
け
な
い
は
ず
で
す
が
、ツ
ア
ー
や
施
設

を
通
し
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、風
評
被
害

を
助
長
す
る
こ
と
も
あ
る
の
か
な
と
。そ
の
辺

の
怖
さ
が
あ
る
か
ら
や
め
て
く
れ
と
言
う
方
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

里
見
　
今
は
も
う
な
い
で
す
が
、「
F
ス
タ
デ
ィ

ー
ツ
ア
ー
」を
始
め
た
当
初
は
、匿
名
で
メ
ー
ル

や
電
話
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
ま
し
た
。「
観
光
業

の
人
間
が
何
し
て
い
る
ん
だ
」と
思
う
人
も
い

た
の
で
は
な
い
か
と
。で
も
僕
は
、「
観
光
業
は

卒
業
し
た
」と
話
し
て
い
ま
す
か
ら
。

　
今
、僕
は「
未
来
づ
く
り
業
」に
従
事
し
て
い

る
、50
年
後
、1
0
0
年
後
の
子
供
た
ち
の
た
め

に
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
う
す

れ
ば
何
を
し
た
っ
て
良
い
わ
け
で
す
か
ら（
笑
）。

吉
澤
　
い
わ
き
市
は
、行
政
よ
り
も
民
間
が
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
印
象

が
強
く
あ
り
ま
す
。里
見
さ
ん
の
記
事
を
拝
見

し
て
い
て
、「
じ
ょ
う
ば
ん
街
工
房
21
」と
い
う

団
体
が
あ
り
ま
し
た
。観
光
も
包
含
し
つ
つ
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
団
体
と
う
い
う
位
置
づ
け
で

し
ょ
う
か
。

里
見
　
未
曾
有
の
被
害
に
、行
政
が
迷
走
し
て

い
る
感
は
否
め
ま
せ
ん
。「
じ
ょ
う
ば
ん
街
工
房

21
」に
つ
い
て
は
そ
の
通
り
で
す
が
、町
の
伝
統

行
事
と
か
イ
ベ
ン
ト
の
維
持
が
基
本
的
な
活
動

だ
と
思
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
ブ
ル
ー
ワ
ー
カ

ー
が
多
い
の
で
、パ
ワ
フ
ル
で
突
破
力
が
あ
り

ま
す
。40
代
、50
代
が
中
心
で
し
た
が
、震
災
後

10
年
が
経
ち
、メ
ン
バ
ー
も
だ
い
ぶ
若
返
り
ま

し
た
ね
。

吉
澤
　
震
災
は
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、震
災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
す
れ

ば
、ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
よ
り
連
携
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
僕
は
結
果
的
に
そ
う
な
り
ま
し
た
。そ

れ
と
、町
の
皆
さ
ん
は
郷
土
愛
が
よ
り
強
く
な

っ
て
、た
と
え
そ
れ
ぞ
れ
思
惑
が
あ
っ
て
も
、一

致
団
結
し
て
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
感
じ
は
し
ま
す
ね
。

　
結
局
、人
は
人
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
と
い

う
か
。僕
の
関
わ
っ
て
い
る
団
体
、子
ど
も
や
障

害
者
の
教
育
・
学
習
支
援
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
む「
N
P
O
法
人
ふ
よ
う
土
2
1
0
0
」

も
、農
業
再
生
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す「
い
わ
き
お
て
ん
と

S
U
N
企
業
組
合
」の
取
り
組
み
も
軌
道
に
乗

っ
て
き
ま
し
た
。

　
実
は
震
災
後
、い
ろ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、オ
ン
パ
ク
メ
ン

バ
ー
の
お
か
げ
な
ん
で
す
。そ
う
い
う
意
味
で

は
、多
種
多
様
な
方
と
関
係
を
作
っ
て
お
く
の

が
よ
い
で
す
よ
ね
。

有
事
に
、温
泉
地
、

旅
館
の
で
き
る
こ
と

吉
澤
　
観
光
業
は
卒
業
し
、未
来
づ
く
り
業
へ
。

こ
の
10
年
で
こ
れ
は
や
り
遂
げ
た
な
と
か
、今

後
は
も
っ
と
こ
う
し
て
い
き
た
い
と
い
っ
た
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

里
見
　
こ
う
し
た
取
材
で
は
初
め
て
答
え
ま
す

が
、や
は
り
父
親
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
の
で
、

ま
ず
は
、父
親
に「
旅
館
を
ま
だ
や
っ
て
る
よ
」

と
は
伝
え
た
い
で
す
ね
。や
め
よ
う
と
思
っ
た

時
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

　
そ
れ
か
ら
、こ
の
10
年
間
、い
わ
き
市
内
外
の

仲
間
た
ち
に
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
か
ら
、恩

返
し
と
い
う
か
、有
事
の
時
、温
泉
地
に
は
果
た

せ
る
役
割
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
い
わ
き
市
で
震
災
に
よ
り
噴
出
し
た
社

会
的
課
題
に
、温
泉
地
、旅
館
が
ど
う
応
え
ら
れ

る
か
、い
ち
早
く
そ
れ
を
経
験
し
た
。そ
の
経
験

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

里
見
　
は
い
、旅
館
と
い
う
の
は
、す
ご
く
誇
り

を
持
っ
て
い
い
生
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。一

昨
年（
2
0
1
9
年
）の
台
風
19
号
で
は
、い
わ

き
市
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
で
す
が
、湯

本
は
大
丈
夫
で
、〝
お
風
呂
難
民
〞が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「
あ
の
時
助
か
り
ま
し

た
」と
、今
で
も
言
わ
れ
ま
す
。も
し
災
害
で
ど

こ
か
の
町
が
消
滅
し
て
も
、温
泉
地
は
疎
開
先

に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

吉
澤
　
確
か
に
旅
館
は
、人
が
住
む
環
境
が
全

部
整
っ
て
い
ま
す
ね
。有
事
に
、先
ほ
ど
の
話
に

戻
り
ま
す
が
、布
団
と
枕
と
温
泉
が
あ
れ
ば
と
。

里
見
　
生
活
産
業
で
す
よ
ね
。た
だ
そ
れ
だ
け

に
守
り
続
け
て
い
く
の
は
大
変
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、誇
り
を
持
っ
て
続
け
て
い
き
た
い
。

犠牲者に祈りを捧げるFスタディツアー参加者

表 2 参加者の声

生の声を聞くことは、本当に重要だと
感じました。続けてほしいです。

復興の姿を段階的に見届けたい。そ
れを多くの人に伝えたい。

この町が、この後、どう移り変わってい
くのか、気になります！

被災地の、言葉では表せない状況と、
復興に向けてえエネルギーたっぷり
な人が活躍されているのを見て、勇
気と元気が出ました。何としても復活
して欲しいので、出来る事をやってい
きたいです。また、いわきに来ます！

資料：Fスタディツアーホームページ

資料：里見喜生氏

表 1 Fスタディツアーの参加者

合計 5490

2020（令和 2 ） 40

2019（平成31/令和元） 800

2018（平成30） 800

2017（平成29） 800

2016（平成28） 800

2015（平成27） 700

2014（平成26） 650

2013（平成25） 400

2012（平成24） 300

2011（平成23） 200

年度 人数

吉
澤
　
皆
さ
ん
、旅
館
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

里
見
　
震
災
の
時
は
ロ
ビ
ー
を
救
援
物
資
の
受

け
渡
し
拠
点
と
し
て
、D
V
か
ら
の
避
難
場
所

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。様
々

な
社
会
的
課
題
の
解
決
に
も
役
立
つ
、旅
館
の

福島県5

54

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



で
は
語
弊
は
あ
り
ま
す
が
、た
く
さ
ん
の
お
客

様
を
さ
ば
く
よ
う
な
感
覚
で
し
た
か
ら
、そ
う

し
た
声
は
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。

　
震
災
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
た
ち
の

心
も
癒
や
せ
る
旅
館
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。い
わ
き
湯
本
温
泉
本
来
の
心
と
身
体
の
疲

れ
を
癒
や
す「
湯
治
場
」と
し
て
の
原
点
が
見
え

て
き
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
旅
館
は
2
0
1
2
年
7
月
に
、1
年
4
カ
月

ぶ
り
に
営
業
を
再
開
。震
災
を
経
営
の
ス
リ
ム

化
の
好
機
と
捉
え
、身
の
丈
に
あ
っ
た
経
営
を

目
指
し
て
い
ま
す
。多
様
な
人
た
ち
が
集
い
、地

域
に
根
ざ
し
た『
宿
泊
サ
ロ
ン
』と
し
て
、古
滝

屋
を
建
て
直
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
今
、自
分
で
は「
朝
の
ゆ
ん
た
く
」と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、泊
ま
っ
て
い
る
知
り
合
い
な
ど
と
、

ラ
ウ
ン
ジ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
と
か
、取
り
組
み
と
か
、将
来
の
夢

の
話
と
か
を
す
る
の
で
す
が
、そ
う
い
う
仕
事

は
な
か
な
か
な
い
で
す
よ
ね
。大
切
な
時
間
で

す
。原

子
力
災
害
の
実
態
を

伝
え
た
い

吉
澤
　
温
泉
街
の
現
状
に
つ
い
て
お
伺
い
で
き

ま
す
か
。

里
見
　
旅
館
は
19
軒
に
な
っ
て
、2
軒
は
新
し

い
経
営
者
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。工
事
関
係
者

の
宿
泊
は
な
く
、一
般
の
観
光
客
と
ビ
ジ
ネ
ス

関
係
者
が
泊
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

　
古
滝
屋
は
リ
ピ
ー
タ
ー
、あ
と
は
紹
介
が
多

い
で
す
。福
島
に
行
く
な
ら
里
見
さ
ん
の
宿
に

行
っ
て
み
た
ら
と
。利
用
者
は
多
様
で
、一
人
旅

で
も
保
険
の
セ
ー
ル
ス
と
か
、震
災

関
連
の
調
査
だ
と
か
。

　
こ
う
い
う
旅
館
の
使
い
方
も
あ
る

ん
だ
な
と
思
っ
た
の
は
、震
災
で
の

双
葉
郡
の
家
を
追
わ
れ
、仮
設
住
宅

や
災
害
復
興
住
宅
に
住
ん
で
い
る
両

親
に
里
帰
り
で
会
う
の
に
、家
族
が

旅
館
に
集
ま
る
と
。仮
設
住
宅
や
災

害
復
興
住
宅
は
6
畳
1
間
と
狭
い
で

す
か
ら
。原
子
力
災
害
で
家
を
失
っ

た
方
た
ち
の
落
ち
合
う
場
所
と
い
う

独
特
の
利
用
の
仕
方
で
す
。

利
用
方
法
は
あ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

吉
澤
　
古
滝
屋
は
、市
民
と
避
難
者
の
交
流
の

場
、お
互
い
を
理
解
す
る
場
と
も
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

里
見
　
震
災
前
、オ
ン
パ
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

仲
良
く
な
っ
た
住
職
が
、震
災
後
、学
校
を
失
っ

た
子
供
た
ち
の
た
め
に
寺
子
屋
を
開
く
な
ど
活

動
が
ブ
レ
な
い
。本
来
、寺
っ
て
い
ろ
ん
な
人
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
ん
だ
、古
滝
屋
も
そ
う

あ
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

吉
澤
　
今
回
の「
観
光
文
化
」で
は
、観
光
が
地

域
の
復
興
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の

か
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。里

見
さ
ん
の
話
を
伺
っ
て
、「
旅
館
は
、社
会
づ
く

り
、社
会
的
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、場
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
」と
感
じ
ま
し
た
。そ
う
い

う
場
も
提
供
し
な
が
ら
、里
見
さ
ん
自
身
も
、原

子
力
災
害
の
被
災
地
を
い
わ
き
市
、双
葉
郡
で

学
習
す
る「
F
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー（
※
2
）」な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
ね
。

里
見
　
2
0
2
0
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
者
が

1
／
10
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
が
、「
F
ス
タ
デ

ィ
ツ
ア
ー
」は
震
災
後
間
も
な
く
始
め
て
、年
間

5
0
0
〜
8
0
0
人
く
ら
い
に
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す（
表
1
）。2
0
1
9
年
な
ど
は
リ
ピ

ー
タ
ー
が
半
分
以
上
で
、1
度
参
加
さ
れ
た
方

が
3
年
後
、5
年
後
に
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
な

と
や
っ
て
く
る
。家
族
に
聞
か
せ
た
い
、友
達
に

聞
か
せ
た
い
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す（
表

2
）。ま
た
、こ
こ
5
年
は
、5
割
が
大
学
生
で
、

3
月
と
9
月
の
参
加
者
が
多
い
で
す
ね
。

　
今
、イ
ン
フ
ラ
な
ど
は
か
な
り
整
備
さ
れ
て

き
て
、津
波
の
被
災
地
は
、見
た
目
に
は
よ
く
な

っ
て
い
ま
す
。で
も
、未
だ
に
家
に
戻
れ
な
い
、

一
次
産
業
を
中
心
に
生
業
が
成
り
立
た
な
い
、

未
だ
に
苦
し
い
裁
判
を
続
け
て
い
る
な
ど
、全

然
終
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
と
、ガ
イ
ド

を
す
る
中
で
は
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
世
間
の
関
心
が
少
し
ず
つ
薄
れ
て
き
て

い
る
の
で
は
な
ど
と
、お
感
じ
に
は
な
り
ま
す

か
。

里
見
　
感
じ
ま
す
ね
。ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま

す
。そ
う
し
た
中
で
、昨
晩（
3
／
3
）の
N
H
K

か
ら
10
年
、古
滝
屋
を
訪
ね
て
く
れ
る
人
は
絶

え
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
こ
の
10
年
、里
見
さ
ん
の
中
で
何
か
の

変
わ
り
目
と
な
っ
た
出
来
事
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

里
見
　
福
島
は
、地
震
、津
波
、原
子
力
災
害
、風

評
災
害
の
複
合
災
害
に
遭
い
ま
し
た
。そ
し
て

原
子
力
災
害
は
現
在
進
行
形
で
す
。震
災
を
機

に
、社
会
づ
く
り
と
い
う
か
、社
会
課
題
解
決
と

い
う
か
、地
域
の
垣
根
な
く
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
る
と
か
、そ
う
し
た
課
題
に
向
き
合
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、震
災
後
、家
庭

内
で
の
D
V
が
増
え
た
と
か
、障
害
を
持
つ
方

が
団
体
生
活
に
馴
染
め
ず
生
き
づ
ら
く
な
っ
た

と
か
、そ
れ
ら
に
自
分
は
ど
う
役
に
立
て
る
の

か
を
日
々
考
え
な
が
ら
、2
0
1
1
年
の
夏
頃

ま
で
避
難
所
に
ず
っ
と
通
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　
い
わ
き
市
内
の
宿
泊
施
設
は
避
難
者
や
工
事

関
係
者
ら
を
受
け
入
れ
て
満
室
状
態
で
し
た
が
、

古
滝
屋
で
は
工
事
関
係
者
を
全
く
受
け
入
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
い
わ
き

や
相
馬
や
仙
台
に
行
く
の
に
、泊
ま
る
と
こ
ろ

が
な
い
。古
滝
屋
は
そ
う
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
の
た
め
に
宿
を
提
供
し
た
ん
で
す
。僕
が

で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
、交

通
費
も
宿
泊
代
も
結
構
か
か
る
、せ
め
て
宿
泊

だ
け
で
も
支
援
で
き
れ
ば
と
。

吉
澤
　
よ
く
そ
の
よ
う
な
想
い
に
至
り
ま
し
た

ね
。

里
見
　
ず
っ
と
避
難
所
通
い
を
し
て
い
て
、夜
、

真
っ
暗
な
旅
館
を
見
て
は
ど
う
し
よ
う
か
と
悩

み
ま
し
た
。先
祖
や
2
0
0
9
年
に
亡
く
な
っ

た
父
親
な
ら
ど
う
し
た
か
、段
々
と
3
0
0
年

以
上
続
く
古
滝
屋
の
歴
史
を
意
識
す
る
よ
う

に
。創
業
以
来
、古
滝
屋
は
戊
辰
戦
争
や
温
泉
の

枯
渇
、二
度
の
対
戦
と
、幾
度
と
な
く
廃
業
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。で
も
、今
回
、震
災
は

あ
っ
た
け
れ
ど
脈
々
と
温
泉
は
湧
き
出
て
い

る
、こ
れ
は
旅
館
を
続
け
ろ
と
い
う
こ
と
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

　
布
団
と
枕
と
温
泉
が
あ
れ
ば
、そ
れ
を
必
要

な
人
に
提
供
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
。温
泉
宿
の

原
点
と
い
う
か
、お
金
は
二
の
次
と
い
う
こ
と

で
、ま
ず
自
分
の
や
れ
る
こ
と
を
と
い
う
感
じ

で
し
た
。

吉
澤
　
震
災
で
旅
館
を
や
め
る
と
い
う
選
択
肢

も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、旅
館
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
で
、先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
社
会

づ
く
り
、社
会
的
課
題
の
解
決
に
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
と
。

里
見
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が「
温
泉
が
気
持

ち
い
い
」、「
ま
た
明
日
頑
張
れ
る
」と
。そ
れ
ま

古
滝
屋
、改
革
へ
の
決
意
と
、

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

吉
澤
　
い
わ
き
湯
本
温
泉
に
つ
い
て
、ま
た
ご

自
身
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
。

里
見
　
い
わ
き
湯
本
温
泉
は「
道
後
温
泉
」「
有

馬
温
泉
」と
並
び
、1
3
0
0
年
以
上
も
前
か
ら

愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
毎
分
5
ト
ン
と

い
う
、全
国
で
も
類
を
見
な
い
豊
富
な
湯
量
を

誇
っ
て
い
ま
す
。古
く
は
湯
治
場
と
し
て
栄
え
、

明
治
時
代
に
石
炭
採
掘
が
始
ま
る
と
、炭
鉱
労

働
者
で
湯
本
町
も
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。し

か
し
、湯
治
客
に
は
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。1
9
8
0
年
代
に
始
ま
る
バ

ブ
ル
期
に
は
、「
朝
起
き
た
ら
お
金
が
貯
ま
っ
て

い
た
」と
い
う
時
代
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　
僕
は
、大
学
卒
業
後
、住
宅
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
、

そ
の
後
、旅
館
業
界
に
転
職
し
、実
家
の「
古
滝

屋
」に
は
1
9
9
6
年
に
戻
り
ま
し
た
。バ
ブ
ル

後
で
し
た
が
、当
時
、い
わ
き
湯
本
温
泉
に
は
旅

館
が
30
軒
く
ら
い
あ
り
、旅
行
会
社
か
ら
の
団

体
旅
行
の
送
客
が
あ
る
、そ
ん
な
時
代
で
し
た
。

　
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
は
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

し
た
上
で
の
営
業
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
の
で
、旅
館
を
継
い
だ
時
は
あ
ま
り
に
も
他

力
本
願
な
経
営
に
驚
き
ま
し
た
。自
分
の
力
で

立
て
直
そ
う
、改
革
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

吉
澤
　
里
見
さ
ん
は
旅
館
の
立
て
直
し
は
も
ち

ろ
ん
、ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。

里
見
　
父
親（
故
人
・
里
見
庫
男
）は
い
わ
き
市

を
代
表
す
る
郷
土
史
家
で
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

温
泉
街
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
の
熱
意
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。当
時
は
、福
島

の
観
光
と
言
え
ば
会
津
で
し
た
が
、父
親
の
発

刊
し
た
本
を
読
む
と
、「
会
津
の
時
代
は
終
わ
っ

て
、こ
れ
か
ら
は
い
わ
き
の
時
代
だ
」と
書
い
て

い
ま
し
た
。

　
当
時
、ま
ち
が
疲
弊
し
て
い
る
の
は
僕
も
感

じ
て
い
た
の
で
す
が
、ま
だ
古
滝
屋
を
改
革
し

て
い
く
こ
と
し
か
頭
に
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

た
だ
、5
年
経
っ
て
経
営
が
上
向
い
て
き
た
の

で
、旅
館
と
同
じ
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、難
し
か
っ
た
で
す
ね
。一

軒
一
軒
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
で
旅
館
や
店
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
か
ら
、み
ん
な
で
と
い
う
雰
囲

気
に
は
な
り
づ
ら
か
っ
た
で
す
。

吉
澤
　
ま
ち
づ
く
り
の
難
し
さ
を
感
じ
る
中
で

邁
進
さ
れ
て
き
た
時
の
立
場
は
、旅
館
組
合
の

青
年
部
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
ち
ょ
う
ど
青
年
部
長
の
時
で
す
。青
年
部

の
中
で
は
色
々
と
発
言
す
る
こ
と
は
で
き
ま
し

た
が
、旅
館
同
士
で
何
か
事
を
起
こ
す
の
は
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。そ
う
し
た
時
に
、旅
館
以
外
の

町
の
人
た
ち
と
話
し
て
い
て
意
気
投
合
し
て
、当

時
、
温
泉
地
活
性
化
の
手
法
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
た「
オ
ン
パ
ク（
※
1
）」を
、

2
0
0
8
年
1
月
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

震
災
で
気
づ
く
、

湯
治
場
の
原
点

吉
澤
　
そ
う
し
た
中
で
、2
0
1
1
年
3
月
11

日
を
迎
え
、里
見
さ
ん
は
他
地
域
に
一
次
避
難

を
さ
れ
ま
し
た
が
す
ぐ
に
戻
り
、古
滝
屋
を
全

国
か
ら
集
ま
る
救
援
物
資
の
受
け
渡
し
拠
点
と

し
て
開
放
し
ま
し
た
ね
。戻
る
と
覚
悟
を
決
め

た
の
は
、な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
オ
ン
パ
ク
を
通
じ
て
、知
り
合
っ
た
多

種
多
様
な
仲
間
た
ち
が
津
波
の
被
害
に
あ
っ
た

り
、原
子
力
災
害
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

り
と
い
う
情
報
が
五
月
雨
的
に
入
っ
て
き
て
、

旅
館
が
ど
う
こ
う
よ
り
、ま
ず
仲
間
た
ち
を
助

け
た
か
っ
た
ん
で
す
。僕
は
、他
の
旅
館
と
は
全

く
違
う
動
き
方
を
し
て
い
ま
し
た
。で
も
、そ
こ

〝
ま
で
い
〞な
暮
ら
し
と
は

何
か
を
伝
え
た
い

吉
澤
　
最
後
に
、他
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

里
見
　
福
島
県
の
飯
館
村
に「
ま
で
い
」と
い
う

「
丁
寧
な
」を
意
味
す
る
方
言
が
あ
り
ま
す
。飯

館
村
は
ず
っ
と
丁
寧
な
暮
ら
し
、村
づ
く
り
を

し
て
き
た
の
に
、原
子
力
災
害
で
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
。発
信
し
た
い
こ
と
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の

問
題
と
か
色
々
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
も
含
め
て

「
丁
寧
な
暮
ら
し
方
」な
ん
で
す
。基
本
は
自
分

の
衣
食
住
く
ら
い
は
自
分
で
作
る
と
い
う
か
、

「
身
の
丈
に
合
っ
た
暮
ら
し
方
」な
ん
で
す
。

　
世
界
か
ら
見
る
と
、日
本
は
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。で
も
、そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
て
気

が
つ
か
な
い
。今
回
の
原
子
力
災
害
で
は
、生
産

者
と
消
費
者
が
お
互
い
を
知
ら
な
す
ぎ
た
が
故

に
軋
轢
が
生
ま
れ
た
り
、生
産
地
だ
け
が
大
変

な
思
い
を
し
た
り
。自
分
も
消
費
者
の
一
人
で

す
が
、生
産
者
・
生
産
地
、消
費
者
・
消
費
地
が
お

互
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
今
日
は
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

聞
き
手
：
吉
澤
清
良

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代「
原
発
７
キ
ロ
の
喫
茶

店
〜
福
島
・
大
熊
町
　
流
転
と
再
会
の
10
年
〜
」

な
ど
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
番
組
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
本
質
的
な
こ
と
を
取

り
上
げ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、里
見
さ
ん

た
ち
が
日
常
的
に
伝
え
続
け
る
、そ
れ
が
無
関

心
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
。

里
見
　
そ
う
で
す
ね
。特
に
原
子
力
災
害
の
場

合
は
、福
島
の
人
が
原
発
の
電
気
を
使
っ
て
生

活
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
ら
。特
に

首
都
圏
の
方
に
は
発
電
先
は
ど
こ
か
と
か
、今

の
ま
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
続
け
て
い
い
の
か

と
か
、少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

吉
澤
　
原
子
力
災
害
を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で

は
、3
月
12
日
に
、古
滝
屋
の
館
内
に
、原
子
力

災
害
を
住
民
目
線
で
考
え
る「
原
子
力
災
害
考

証
館 fu

ru
sato

」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
ね
。

里
見
　
震
災
後
、「
原
子
力
災
害
が
な
ぜ
起
き
て

し
ま
っ
た
の
か
を
考
え
る
場
所
が
必
要
だ
。事

実
を
伝
え
な
け
れ
ば
未
来
に
教
訓
を
残
せ
な

い
」と
ず
っ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

　
富
岡
町
に
は「
東
京
電
力
廃
炉
資
料
館（
東
京

電
力
）」が
あ
り
ま
す
が
、僕
は
よ
り
民
間
の
視

点
で
、住
民
の
声
な
き
声
を
拾
い
上
げ
心
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
。20
畳
く
ら
い
の
宴
会
場
に
、

震
災
後
、住
民
が
作
成
し
た
情
報
誌
や
被
災
地

の
広
報
誌
、新
聞
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を

展
示
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。他
の
公
的
施
設

と
は
補
完
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
ツ
ア
ー
や
施
設
で
原
子
力
災
害
に
つ
い

い
て
学
ぶ
こ
と
で
、際
限
な
く
膨
れ
上
が
っ
て

き
た
欲
望
・
欲
求
み
た
い
な
も
の
を
、見
直
す
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
。

里
見
　
そ
れ
が
一
番
の
願
い
で
す
。逆
に
そ
れ

だ
け
で
す
よ
ね
。

観
光
業
は
卒
業
、

未
来
づ
く
り
業
へ

吉
澤
　
本
来
は
原
子
力
災
害
か
ら
顔
を
そ
む
け

て
は
い
け
な
い
は
ず
で
す
が
、ツ
ア
ー
や
施
設

を
通
し
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、風
評
被
害

を
助
長
す
る
こ
と
も
あ
る
の
か
な
と
。そ
の
辺

の
怖
さ
が
あ
る
か
ら
や
め
て
く
れ
と
言
う
方
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

里
見
　
今
は
も
う
な
い
で
す
が
、「
F
ス
タ
デ
ィ

ー
ツ
ア
ー
」を
始
め
た
当
初
は
、匿
名
で
メ
ー
ル

や
電
話
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
ま
し
た
。「
観
光
業

の
人
間
が
何
し
て
い
る
ん
だ
」と
思
う
人
も
い

た
の
で
は
な
い
か
と
。で
も
僕
は
、「
観
光
業
は

卒
業
し
た
」と
話
し
て
い
ま
す
か
ら
。

　
今
、僕
は「
未
来
づ
く
り
業
」に
従
事
し
て
い

る
、50
年
後
、1
0
0
年
後
の
子
供
た
ち
の
た
め

に
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
う
す

れ
ば
何
を
し
た
っ
て
良
い
わ
け
で
す
か
ら（
笑
）。

吉
澤
　
い
わ
き
市
は
、行
政
よ
り
も
民
間
が
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
印
象

が
強
く
あ
り
ま
す
。里
見
さ
ん
の
記
事
を
拝
見

し
て
い
て
、「
じ
ょ
う
ば
ん
街
工
房
21
」と
い
う

団
体
が
あ
り
ま
し
た
。観
光
も
包
含
し
つ
つ
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
団
体
と
う
い
う
位
置
づ
け
で

し
ょ
う
か
。

里
見
　
未
曾
有
の
被
害
に
、行
政
が
迷
走
し
て

い
る
感
は
否
め
ま
せ
ん
。「
じ
ょ
う
ば
ん
街
工
房

21
」に
つ
い
て
は
そ
の
通
り
で
す
が
、町
の
伝
統

行
事
と
か
イ
ベ
ン
ト
の
維
持
が
基
本
的
な
活
動

だ
と
思
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
ブ
ル
ー
ワ
ー
カ

ー
が
多
い
の
で
、パ
ワ
フ
ル
で
突
破
力
が
あ
り

ま
す
。40
代
、50
代
が
中
心
で
し
た
が
、震
災
後

10
年
が
経
ち
、メ
ン
バ
ー
も
だ
い
ぶ
若
返
り
ま

し
た
ね
。

吉
澤
　
震
災
は
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、震
災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
す
れ

ば
、ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
よ
り
連
携
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
僕
は
結
果
的
に
そ
う
な
り
ま
し
た
。そ

れ
と
、町
の
皆
さ
ん
は
郷
土
愛
が
よ
り
強
く
な

っ
て
、た
と
え
そ
れ
ぞ
れ
思
惑
が
あ
っ
て
も
、一

致
団
結
し
て
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
感
じ
は
し
ま
す
ね
。

　
結
局
、人
は
人
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
と
い

う
か
。僕
の
関
わ
っ
て
い
る
団
体
、子
ど
も
や
障

害
者
の
教
育
・
学
習
支
援
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
む「
N
P
O
法
人
ふ
よ
う
土
2
1
0
0
」

も
、農
業
再
生
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す「
い
わ
き
お
て
ん
と

S
U
N
企
業
組
合
」の
取
り
組
み
も
軌
道
に
乗

っ
て
き
ま
し
た
。

　
実
は
震
災
後
、い
ろ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、オ
ン
パ
ク
メ
ン

バ
ー
の
お
か
げ
な
ん
で
す
。そ
う
い
う
意
味
で

は
、多
種
多
様
な
方
と
関
係
を
作
っ
て
お
く
の

が
よ
い
で
す
よ
ね
。

有
事
に
、温
泉
地
、

旅
館
の
で
き
る
こ
と

吉
澤
　
観
光
業
は
卒
業
し
、未
来
づ
く
り
業
へ
。

こ
の
10
年
で
こ
れ
は
や
り
遂
げ
た
な
と
か
、今

後
は
も
っ
と
こ
う
し
て
い
き
た
い
と
い
っ
た
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

里
見
　
こ
う
し
た
取
材
で
は
初
め
て
答
え
ま
す

が
、や
は
り
父
親
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
の
で
、

ま
ず
は
、父
親
に「
旅
館
を
ま
だ
や
っ
て
る
よ
」

と
は
伝
え
た
い
で
す
ね
。や
め
よ
う
と
思
っ
た

時
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

　
そ
れ
か
ら
、こ
の
10
年
間
、い
わ
き
市
内
外
の

仲
間
た
ち
に
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
か
ら
、恩

返
し
と
い
う
か
、有
事
の
時
、温
泉
地
に
は
果
た

せ
る
役
割
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
い
わ
き
市
で
震
災
に
よ
り
噴
出
し
た
社

会
的
課
題
に
、温
泉
地
、旅
館
が
ど
う
応
え
ら
れ

る
か
、い
ち
早
く
そ
れ
を
経
験
し
た
。そ
の
経
験

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

里
見
　
は
い
、旅
館
と
い
う
の
は
、す
ご
く
誇
り

を
持
っ
て
い
い
生
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。一

昨
年（
2
0
1
9
年
）の
台
風
19
号
で
は
、い
わ

き
市
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
で
す
が
、湯

本
は
大
丈
夫
で
、〝
お
風
呂
難
民
〞が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「
あ
の
時
助
か
り
ま
し

た
」と
、今
で
も
言
わ
れ
ま
す
。も
し
災
害
で
ど

こ
か
の
町
が
消
滅
し
て
も
、温
泉
地
は
疎
開
先

に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

吉
澤
　
確
か
に
旅
館
は
、人
が
住
む
環
境
が
全

部
整
っ
て
い
ま
す
ね
。有
事
に
、先
ほ
ど
の
話
に

戻
り
ま
す
が
、布
団
と
枕
と
温
泉
が
あ
れ
ば
と
。

里
見
　
生
活
産
業
で
す
よ
ね
。た
だ
そ
れ
だ
け

に
守
り
続
け
て
い
く
の
は
大
変
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、誇
り
を
持
っ
て
続
け
て
い
き
た
い
。

犠牲者に祈りを捧げるFスタディツアー参加者

表 2 参加者の声

生の声を聞くことは、本当に重要だと
感じました。続けてほしいです。

復興の姿を段階的に見届けたい。そ
れを多くの人に伝えたい。

この町が、この後、どう移り変わってい
くのか、気になります！

被災地の、言葉では表せない状況と、
復興に向けてえエネルギーたっぷり
な人が活躍されているのを見て、勇
気と元気が出ました。何としても復活
して欲しいので、出来る事をやってい
きたいです。また、いわきに来ます！

資料：Fスタディツアーホームページ

資料：里見喜生氏

表 1 Fスタディツアーの参加者

合計 5490

2020（令和 2 ） 40

2019（平成31/令和元） 800

2018（平成30） 800

2017（平成29） 800

2016（平成28） 800

2015（平成27） 700

2014（平成26） 650

2013（平成25） 400

2012（平成24） 300

2011（平成23） 200

年度 人数

吉
澤
　
皆
さ
ん
、旅
館
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

里
見
　
震
災
の
時
は
ロ
ビ
ー
を
救
援
物
資
の
受

け
渡
し
拠
点
と
し
て
、D
V
か
ら
の
避
難
場
所

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。様
々

な
社
会
的
課
題
の
解
決
に
も
役
立
つ
、旅
館
の

福島県5
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で
は
語
弊
は
あ
り
ま
す
が
、た
く
さ
ん
の
お
客

様
を
さ
ば
く
よ
う
な
感
覚
で
し
た
か
ら
、そ
う

し
た
声
は
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。

　
震
災
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
た
ち
の

心
も
癒
や
せ
る
旅
館
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。い
わ
き
湯
本
温
泉
本
来
の
心
と
身
体
の
疲

れ
を
癒
や
す「
湯
治
場
」と
し
て
の
原
点
が
見
え

て
き
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
旅
館
は
2
0
1
2
年
7
月
に
、1
年
4
カ
月

ぶ
り
に
営
業
を
再
開
。震
災
を
経
営
の
ス
リ
ム

化
の
好
機
と
捉
え
、身
の
丈
に
あ
っ
た
経
営
を

目
指
し
て
い
ま
す
。多
様
な
人
た
ち
が
集
い
、地

域
に
根
ざ
し
た『
宿
泊
サ
ロ
ン
』と
し
て
、古
滝

屋
を
建
て
直
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
今
、自
分
で
は「
朝
の
ゆ
ん
た
く
」と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、泊
ま
っ
て
い
る
知
り
合
い
な
ど
と
、

ラ
ウ
ン
ジ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
と
か
、取
り
組
み
と
か
、将
来
の
夢

の
話
と
か
を
す
る
の
で
す
が
、そ
う
い
う
仕
事

は
な
か
な
か
な
い
で
す
よ
ね
。大
切
な
時
間
で

す
。原

子
力
災
害
の
実
態
を

伝
え
た
い

吉
澤
　
温
泉
街
の
現
状
に
つ
い
て
お
伺
い
で
き

ま
す
か
。

里
見
　
旅
館
は
19
軒
に
な
っ
て
、2
軒
は
新
し

い
経
営
者
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。工
事
関
係
者

の
宿
泊
は
な
く
、一
般
の
観
光
客
と
ビ
ジ
ネ
ス

関
係
者
が
泊
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

　
古
滝
屋
は
リ
ピ
ー
タ
ー
、あ
と
は
紹
介
が
多

い
で
す
。福
島
に
行
く
な
ら
里
見
さ
ん
の
宿
に

行
っ
て
み
た
ら
と
。利
用
者
は
多
様
で
、一
人
旅

で
も
保
険
の
セ
ー
ル
ス
と
か
、震
災

関
連
の
調
査
だ
と
か
。

　
こ
う
い
う
旅
館
の
使
い
方
も
あ
る

ん
だ
な
と
思
っ
た
の
は
、震
災
で
の

双
葉
郡
の
家
を
追
わ
れ
、仮
設
住
宅

や
災
害
復
興
住
宅
に
住
ん
で
い
る
両

親
に
里
帰
り
で
会
う
の
に
、家
族
が

旅
館
に
集
ま
る
と
。仮
設
住
宅
や
災

害
復
興
住
宅
は
6
畳
1
間
と
狭
い
で

す
か
ら
。原
子
力
災
害
で
家
を
失
っ

た
方
た
ち
の
落
ち
合
う
場
所
と
い
う

独
特
の
利
用
の
仕
方
で
す
。

利
用
方
法
は
あ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

吉
澤
　
古
滝
屋
は
、市
民
と
避
難
者
の
交
流
の

場
、お
互
い
を
理
解
す
る
場
と
も
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

里
見
　
震
災
前
、オ
ン
パ
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

仲
良
く
な
っ
た
住
職
が
、震
災
後
、学
校
を
失
っ

た
子
供
た
ち
の
た
め
に
寺
子
屋
を
開
く
な
ど
活

動
が
ブ
レ
な
い
。本
来
、寺
っ
て
い
ろ
ん
な
人
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
ん
だ
、古
滝
屋
も
そ
う

あ
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

吉
澤
　
今
回
の「
観
光
文
化
」で
は
、観
光
が
地

域
の
復
興
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の

か
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。里

見
さ
ん
の
話
を
伺
っ
て
、「
旅
館
は
、社
会
づ
く

り
、社
会
的
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、場
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
」と
感
じ
ま
し
た
。そ
う
い

う
場
も
提
供
し
な
が
ら
、里
見
さ
ん
自
身
も
、原

子
力
災
害
の
被
災
地
を
い
わ
き
市
、双
葉
郡
で

学
習
す
る「
F
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー（
※
2
）」な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
ね
。

里
見
　
2
0
2
0
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
者
が

1
／
10
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
が
、「
F
ス
タ
デ

ィ
ツ
ア
ー
」は
震
災
後
間
も
な
く
始
め
て
、年
間

5
0
0
〜
8
0
0
人
く
ら
い
に
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す（
表
1
）。2
0
1
9
年
な
ど
は
リ
ピ

ー
タ
ー
が
半
分
以
上
で
、1
度
参
加
さ
れ
た
方

が
3
年
後
、5
年
後
に
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
な

と
や
っ
て
く
る
。家
族
に
聞
か
せ
た
い
、友
達
に

聞
か
せ
た
い
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す（
表

2
）。ま
た
、こ
こ
5
年
は
、5
割
が
大
学
生
で
、

3
月
と
9
月
の
参
加
者
が
多
い
で
す
ね
。

　
今
、イ
ン
フ
ラ
な
ど
は
か
な
り
整
備
さ
れ
て

き
て
、津
波
の
被
災
地
は
、見
た
目
に
は
よ
く
な

っ
て
い
ま
す
。で
も
、未
だ
に
家
に
戻
れ
な
い
、

一
次
産
業
を
中
心
に
生
業
が
成
り
立
た
な
い
、

未
だ
に
苦
し
い
裁
判
を
続
け
て
い
る
な
ど
、全

然
終
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
と
、ガ
イ
ド

を
す
る
中
で
は
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
世
間
の
関
心
が
少
し
ず
つ
薄
れ
て
き
て

い
る
の
で
は
な
ど
と
、お
感
じ
に
は
な
り
ま
す

か
。

里
見
　
感
じ
ま
す
ね
。ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま

す
。そ
う
し
た
中
で
、昨
晩（
3
／
3
）の
N
H
K

か
ら
10
年
、古
滝
屋
を
訪
ね
て
く
れ
る
人
は
絶

え
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
こ
の
10
年
、里
見
さ
ん
の
中
で
何
か
の

変
わ
り
目
と
な
っ
た
出
来
事
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

里
見
　
福
島
は
、地
震
、津
波
、原
子
力
災
害
、風

評
災
害
の
複
合
災
害
に
遭
い
ま
し
た
。そ
し
て

原
子
力
災
害
は
現
在
進
行
形
で
す
。震
災
を
機

に
、社
会
づ
く
り
と
い
う
か
、社
会
課
題
解
決
と

い
う
か
、地
域
の
垣
根
な
く
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
る
と
か
、そ
う
し
た
課
題
に
向
き
合
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、震
災
後
、家
庭

内
で
の
D
V
が
増
え
た
と
か
、障
害
を
持
つ
方

が
団
体
生
活
に
馴
染
め
ず
生
き
づ
ら
く
な
っ
た

と
か
、そ
れ
ら
に
自
分
は
ど
う
役
に
立
て
る
の

か
を
日
々
考
え
な
が
ら
、2
0
1
1
年
の
夏
頃

ま
で
避
難
所
に
ず
っ
と
通
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　
い
わ
き
市
内
の
宿
泊
施
設
は
避
難
者
や
工
事

関
係
者
ら
を
受
け
入
れ
て
満
室
状
態
で
し
た
が
、

古
滝
屋
で
は
工
事
関
係
者
を
全
く
受
け
入
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
い
わ
き

や
相
馬
や
仙
台
に
行
く
の
に
、泊
ま
る
と
こ
ろ

が
な
い
。古
滝
屋
は
そ
う
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
の
た
め
に
宿
を
提
供
し
た
ん
で
す
。僕
が

で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
、交

通
費
も
宿
泊
代
も
結
構
か
か
る
、せ
め
て
宿
泊

だ
け
で
も
支
援
で
き
れ
ば
と
。

吉
澤
　
よ
く
そ
の
よ
う
な
想
い
に
至
り
ま
し
た

ね
。

里
見
　
ず
っ
と
避
難
所
通
い
を
し
て
い
て
、夜
、

真
っ
暗
な
旅
館
を
見
て
は
ど
う
し
よ
う
か
と
悩

み
ま
し
た
。先
祖
や
2
0
0
9
年
に
亡
く
な
っ

た
父
親
な
ら
ど
う
し
た
か
、段
々
と
3
0
0
年

以
上
続
く
古
滝
屋
の
歴
史
を
意
識
す
る
よ
う

に
。創
業
以
来
、古
滝
屋
は
戊
辰
戦
争
や
温
泉
の

枯
渇
、二
度
の
対
戦
と
、幾
度
と
な
く
廃
業
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。で
も
、今
回
、震
災
は

あ
っ
た
け
れ
ど
脈
々
と
温
泉
は
湧
き
出
て
い

る
、こ
れ
は
旅
館
を
続
け
ろ
と
い
う
こ
と
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

　
布
団
と
枕
と
温
泉
が
あ
れ
ば
、そ
れ
を
必
要

な
人
に
提
供
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
。温
泉
宿
の

原
点
と
い
う
か
、お
金
は
二
の
次
と
い
う
こ
と

で
、ま
ず
自
分
の
や
れ
る
こ
と
を
と
い
う
感
じ

で
し
た
。

吉
澤
　
震
災
で
旅
館
を
や
め
る
と
い
う
選
択
肢

も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、旅
館
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
で
、先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
社
会

づ
く
り
、社
会
的
課
題
の
解
決
に
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
と
。

里
見
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が「
温
泉
が
気
持

ち
い
い
」、「
ま
た
明
日
頑
張
れ
る
」と
。そ
れ
ま

古
滝
屋
、改
革
へ
の
決
意
と
、

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

吉
澤
　
い
わ
き
湯
本
温
泉
に
つ
い
て
、ま
た
ご

自
身
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
。

里
見
　
い
わ
き
湯
本
温
泉
は「
道
後
温
泉
」「
有

馬
温
泉
」と
並
び
、1
3
0
0
年
以
上
も
前
か
ら

愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
毎
分
5
ト
ン
と

い
う
、全
国
で
も
類
を
見
な
い
豊
富
な
湯
量
を

誇
っ
て
い
ま
す
。古
く
は
湯
治
場
と
し
て
栄
え
、

明
治
時
代
に
石
炭
採
掘
が
始
ま
る
と
、炭
鉱
労

働
者
で
湯
本
町
も
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。し

か
し
、湯
治
客
に
は
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。1
9
8
0
年
代
に
始
ま
る
バ

ブ
ル
期
に
は
、「
朝
起
き
た
ら
お
金
が
貯
ま
っ
て

い
た
」と
い
う
時
代
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　
僕
は
、大
学
卒
業
後
、住
宅
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
、

そ
の
後
、旅
館
業
界
に
転
職
し
、実
家
の「
古
滝

屋
」に
は
1
9
9
6
年
に
戻
り
ま
し
た
。バ
ブ
ル

後
で
し
た
が
、当
時
、い
わ
き
湯
本
温
泉
に
は
旅

館
が
30
軒
く
ら
い
あ
り
、旅
行
会
社
か
ら
の
団

体
旅
行
の
送
客
が
あ
る
、そ
ん
な
時
代
で
し
た
。

　
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
は
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

し
た
上
で
の
営
業
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
の
で
、旅
館
を
継
い
だ
時
は
あ
ま
り
に
も
他

力
本
願
な
経
営
に
驚
き
ま
し
た
。自
分
の
力
で

立
て
直
そ
う
、改
革
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

吉
澤
　
里
見
さ
ん
は
旅
館
の
立
て
直
し
は
も
ち

ろ
ん
、ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。

里
見
　
父
親（
故
人
・
里
見
庫
男
）は
い
わ
き
市

を
代
表
す
る
郷
土
史
家
で
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

温
泉
街
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
の
熱
意
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。当
時
は
、福
島

の
観
光
と
言
え
ば
会
津
で
し
た
が
、父
親
の
発

刊
し
た
本
を
読
む
と
、「
会
津
の
時
代
は
終
わ
っ

て
、こ
れ
か
ら
は
い
わ
き
の
時
代
だ
」と
書
い
て

い
ま
し
た
。

　
当
時
、ま
ち
が
疲
弊
し
て
い
る
の
は
僕
も
感

じ
て
い
た
の
で
す
が
、ま
だ
古
滝
屋
を
改
革
し

て
い
く
こ
と
し
か
頭
に
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

た
だ
、5
年
経
っ
て
経
営
が
上
向
い
て
き
た
の

で
、旅
館
と
同
じ
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、難
し
か
っ
た
で
す
ね
。一

軒
一
軒
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
で
旅
館
や
店
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
か
ら
、み
ん
な
で
と
い
う
雰
囲

気
に
は
な
り
づ
ら
か
っ
た
で
す
。

吉
澤
　
ま
ち
づ
く
り
の
難
し
さ
を
感
じ
る
中
で

邁
進
さ
れ
て
き
た
時
の
立
場
は
、旅
館
組
合
の

青
年
部
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
ち
ょ
う
ど
青
年
部
長
の
時
で
す
。青
年
部

の
中
で
は
色
々
と
発
言
す
る
こ
と
は
で
き
ま
し

た
が
、旅
館
同
士
で
何
か
事
を
起
こ
す
の
は
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。そ
う
し
た
時
に
、旅
館
以
外
の

町
の
人
た
ち
と
話
し
て
い
て
意
気
投
合
し
て
、当

時
、
温
泉
地
活
性
化
の
手
法
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
た「
オ
ン
パ
ク（
※
1
）」を
、

2
0
0
8
年
1
月
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

震
災
で
気
づ
く
、

湯
治
場
の
原
点

吉
澤
　
そ
う
し
た
中
で
、2
0
1
1
年
3
月
11

日
を
迎
え
、里
見
さ
ん
は
他
地
域
に
一
次
避
難

を
さ
れ
ま
し
た
が
す
ぐ
に
戻
り
、古
滝
屋
を
全

国
か
ら
集
ま
る
救
援
物
資
の
受
け
渡
し
拠
点
と

し
て
開
放
し
ま
し
た
ね
。戻
る
と
覚
悟
を
決
め

た
の
は
、な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
オ
ン
パ
ク
を
通
じ
て
、知
り
合
っ
た
多

種
多
様
な
仲
間
た
ち
が
津
波
の
被
害
に
あ
っ
た

り
、原
子
力
災
害
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

り
と
い
う
情
報
が
五
月
雨
的
に
入
っ
て
き
て
、

旅
館
が
ど
う
こ
う
よ
り
、ま
ず
仲
間
た
ち
を
助

け
た
か
っ
た
ん
で
す
。僕
は
、他
の
旅
館
と
は
全

く
違
う
動
き
方
を
し
て
い
ま
し
た
。で
も
、そ
こ

〝
ま
で
い
〞な
暮
ら
し
と
は

何
か
を
伝
え
た
い

吉
澤
　
最
後
に
、他
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

里
見
　
福
島
県
の
飯
館
村
に「
ま
で
い
」と
い
う

「
丁
寧
な
」を
意
味
す
る
方
言
が
あ
り
ま
す
。飯

館
村
は
ず
っ
と
丁
寧
な
暮
ら
し
、村
づ
く
り
を

し
て
き
た
の
に
、原
子
力
災
害
で
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
。発
信
し
た
い
こ
と
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の

問
題
と
か
色
々
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
も
含
め
て

「
丁
寧
な
暮
ら
し
方
」な
ん
で
す
。基
本
は
自
分

の
衣
食
住
く
ら
い
は
自
分
で
作
る
と
い
う
か
、

「
身
の
丈
に
合
っ
た
暮
ら
し
方
」な
ん
で
す
。

　
世
界
か
ら
見
る
と
、日
本
は
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。で
も
、そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
て
気

が
つ
か
な
い
。今
回
の
原
子
力
災
害
で
は
、生
産

者
と
消
費
者
が
お
互
い
を
知
ら
な
す
ぎ
た
が
故

に
軋
轢
が
生
ま
れ
た
り
、生
産
地
だ
け
が
大
変

な
思
い
を
し
た
り
。自
分
も
消
費
者
の
一
人
で

す
が
、生
産
者
・
生
産
地
、消
費
者
・
消
費
地
が
お

互
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
今
日
は
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

聞
き
手
：
吉
澤
清
良

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代「
原
発
７
キ
ロ
の
喫
茶

店
〜
福
島
・
大
熊
町
　
流
転
と
再
会
の
10
年
〜
」

な
ど
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
番
組
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
本
質
的
な
こ
と
を
取

り
上
げ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、里
見
さ
ん

た
ち
が
日
常
的
に
伝
え
続
け
る
、そ
れ
が
無
関

心
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
。

里
見
　
そ
う
で
す
ね
。特
に
原
子
力
災
害
の
場

合
は
、福
島
の
人
が
原
発
の
電
気
を
使
っ
て
生

活
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
ら
。特
に

首
都
圏
の
方
に
は
発
電
先
は
ど
こ
か
と
か
、今

の
ま
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
続
け
て
い
い
の
か

と
か
、少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

吉
澤
　
原
子
力
災
害
を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で

は
、3
月
12
日
に
、古
滝
屋
の
館
内
に
、原
子
力

災
害
を
住
民
目
線
で
考
え
る「
原
子
力
災
害
考

証
館 fu

ru
sato

」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
ね
。

里
見
　
震
災
後
、「
原
子
力
災
害
が
な
ぜ
起
き
て

し
ま
っ
た
の
か
を
考
え
る
場
所
が
必
要
だ
。事

実
を
伝
え
な
け
れ
ば
未
来
に
教
訓
を
残
せ
な

い
」と
ず
っ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

　
富
岡
町
に
は「
東
京
電
力
廃
炉
資
料
館（
東
京

電
力
）」が
あ
り
ま
す
が
、僕
は
よ
り
民
間
の
視

点
で
、住
民
の
声
な
き
声
を
拾
い
上
げ
心
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
。20
畳
く
ら
い
の
宴
会
場
に
、

震
災
後
、住
民
が
作
成
し
た
情
報
誌
や
被
災
地

の
広
報
誌
、新
聞
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を

展
示
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。他
の
公
的
施
設

と
は
補
完
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
ツ
ア
ー
や
施
設
で
原
子
力
災
害
に
つ
い

い
て
学
ぶ
こ
と
で
、際
限
な
く
膨
れ
上
が
っ
て

き
た
欲
望
・
欲
求
み
た
い
な
も
の
を
、見
直
す
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
。

里
見
　
そ
れ
が
一
番
の
願
い
で
す
。逆
に
そ
れ

だ
け
で
す
よ
ね
。

観
光
業
は
卒
業
、

未
来
づ
く
り
業
へ

吉
澤
　
本
来
は
原
子
力
災
害
か
ら
顔
を
そ
む
け

て
は
い
け
な
い
は
ず
で
す
が
、ツ
ア
ー
や
施
設

を
通
し
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、風
評
被
害

を
助
長
す
る
こ
と
も
あ
る
の
か
な
と
。そ
の
辺

の
怖
さ
が
あ
る
か
ら
や
め
て
く
れ
と
言
う
方
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

里
見
　
今
は
も
う
な
い
で
す
が
、「
F
ス
タ
デ
ィ

ー
ツ
ア
ー
」を
始
め
た
当
初
は
、匿
名
で
メ
ー
ル

や
電
話
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
ま
し
た
。「
観
光
業

の
人
間
が
何
し
て
い
る
ん
だ
」と
思
う
人
も
い

た
の
で
は
な
い
か
と
。で
も
僕
は
、「
観
光
業
は

卒
業
し
た
」と
話
し
て
い
ま
す
か
ら
。

　
今
、僕
は「
未
来
づ
く
り
業
」に
従
事
し
て
い

る
、50
年
後
、1
0
0
年
後
の
子
供
た
ち
の
た
め

に
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
う
す

れ
ば
何
を
し
た
っ
て
良
い
わ
け
で
す
か
ら（
笑
）。

吉
澤
　
い
わ
き
市
は
、行
政
よ
り
も
民
間
が
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
印
象

が
強
く
あ
り
ま
す
。里
見
さ
ん
の
記
事
を
拝
見

し
て
い
て
、「
じ
ょ
う
ば
ん
街
工
房
21
」と
い
う

団
体
が
あ
り
ま
し
た
。観
光
も
包
含
し
つ
つ
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
団
体
と
う
い
う
位
置
づ
け
で

し
ょ
う
か
。

里
見
　
未
曾
有
の
被
害
に
、行
政
が
迷
走
し
て

い
る
感
は
否
め
ま
せ
ん
。「
じ
ょ
う
ば
ん
街
工
房

21
」に
つ
い
て
は
そ
の
通
り
で
す
が
、町
の
伝
統

行
事
と
か
イ
ベ
ン
ト
の
維
持
が
基
本
的
な
活
動

だ
と
思
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
ブ
ル
ー
ワ
ー
カ

ー
が
多
い
の
で
、パ
ワ
フ
ル
で
突
破
力
が
あ
り

ま
す
。40
代
、50
代
が
中
心
で
し
た
が
、震
災
後

10
年
が
経
ち
、メ
ン
バ
ー
も
だ
い
ぶ
若
返
り
ま

し
た
ね
。

吉
澤
　
震
災
は
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、震
災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
す
れ

ば
、ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
よ
り
連
携
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

里
見
　
僕
は
結
果
的
に
そ
う
な
り
ま
し
た
。そ

れ
と
、町
の
皆
さ
ん
は
郷
土
愛
が
よ
り
強
く
な

っ
て
、た
と
え
そ
れ
ぞ
れ
思
惑
が
あ
っ
て
も
、一

致
団
結
し
て
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
感
じ
は
し
ま
す
ね
。

　
結
局
、人
は
人
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
と
い

う
か
。僕
の
関
わ
っ
て
い
る
団
体
、子
ど
も
や
障

害
者
の
教
育
・
学
習
支
援
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
む「
N
P
O
法
人
ふ
よ
う
土
2
1
0
0
」

も
、農
業
再
生
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す「
い
わ
き
お
て
ん
と

S
U
N
企
業
組
合
」の
取
り
組
み
も
軌
道
に
乗

っ
て
き
ま
し
た
。

　
実
は
震
災
後
、い
ろ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、オ
ン
パ
ク
メ
ン

バ
ー
の
お
か
げ
な
ん
で
す
。そ
う
い
う
意
味
で

は
、多
種
多
様
な
方
と
関
係
を
作
っ
て
お
く
の

が
よ
い
で
す
よ
ね
。

有
事
に
、温
泉
地
、

旅
館
の
で
き
る
こ
と

吉
澤
　
観
光
業
は
卒
業
し
、未
来
づ
く
り
業
へ
。

こ
の
10
年
で
こ
れ
は
や
り
遂
げ
た
な
と
か
、今

後
は
も
っ
と
こ
う
し
て
い
き
た
い
と
い
っ
た
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

里
見
　
こ
う
し
た
取
材
で
は
初
め
て
答
え
ま
す

が
、や
は
り
父
親
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
の
で
、

ま
ず
は
、父
親
に「
旅
館
を
ま
だ
や
っ
て
る
よ
」

と
は
伝
え
た
い
で
す
ね
。や
め
よ
う
と
思
っ
た

時
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

　
そ
れ
か
ら
、こ
の
10
年
間
、い
わ
き
市
内
外
の

仲
間
た
ち
に
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
か
ら
、恩

返
し
と
い
う
か
、有
事
の
時
、温
泉
地
に
は
果
た

せ
る
役
割
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
い
わ
き
市
で
震
災
に
よ
り
噴
出
し
た
社

会
的
課
題
に
、温
泉
地
、旅
館
が
ど
う
応
え
ら
れ

る
か
、い
ち
早
く
そ
れ
を
経
験
し
た
。そ
の
経
験

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

里
見
　
は
い
、旅
館
と
い
う
の
は
、す
ご
く
誇
り

を
持
っ
て
い
い
生
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。一

昨
年（
2
0
1
9
年
）の
台
風
19
号
で
は
、い
わ

き
市
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
で
す
が
、湯

本
は
大
丈
夫
で
、〝
お
風
呂
難
民
〞が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「
あ
の
時
助
か
り
ま
し

た
」と
、今
で
も
言
わ
れ
ま
す
。も
し
災
害
で
ど

こ
か
の
町
が
消
滅
し
て
も
、温
泉
地
は
疎
開
先

に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

吉
澤
　
確
か
に
旅
館
は
、人
が
住
む
環
境
が
全

部
整
っ
て
い
ま
す
ね
。有
事
に
、先
ほ
ど
の
話
に

戻
り
ま
す
が
、布
団
と
枕
と
温
泉
が
あ
れ
ば
と
。

里
見
　
生
活
産
業
で
す
よ
ね
。た
だ
そ
れ
だ
け

に
守
り
続
け
て
い
く
の
は
大
変
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、誇
り
を
持
っ
て
続
け
て
い
き
た
い
。

福
島
県
い
わ
き
市
出
身・在
住
。

3・11
の
自
然
災
害・原
子
力
災
害

で
、運
営
す
る
旅
館
が
大
き
な
被

害
を
受
け
た
が
、再
建
。旅
館
は
継

続
し
な
が
ら
、観
光
業
か
ら
未
来

づ
く
り
業
へ
転
身
。障
害
児
支
援

を
行
う「
N
P
O
ふ
よ
う
土
2
1
0
0
」衣
食
住
の
持

続
可
能
社
会
を
目
指
す「
お
て
ん
と
S
U
N
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、原
子
力
災
害
を
考
察
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド

「
F
ス
タ
ディ
ツ
ア
ー
」に
携
わ
る
。

里
見
喜
生（
さ
と
み・よ
し
お
）

古
滝
屋 

16
代
目
当
主

　
東
日
本
大
震
災
当
時
は
、い
わ
き

湯
本
温
泉
旅
館
組
合
の
理
事
長
を
務

め
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
10
年
は
、地

域
づ
く
り
、激
減
し
た
観
光
客
へ
の

対
応
な
ど
、本
当
に
怒
濤
の
10
年
で

し
た
ね
。

　
そ
れ
に
原
子
力
災
害
の
風
評
被
害

は
今
で
も
あ
り
ま
す
。廃
炉
ま
で
に

は
時
間
が
か
か
る
し
、汚
染
水
、汚
染

土
を
は
じ
め
様
々
な
問
題
が
出
て
く

る
で
し
ょ
う
。地
元
か
ら
は
、震
災
か

ら
10
年
で
注
目
が
集
ま
り
、風
評
が

高
ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、関
係
機

関
に
申
し
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　
で
も
、明
る
い
兆
し
も
あ
っ
て
、一

時
は
空
き
家
や
空
き
地
だ
ら
け
だ
っ

た
湯
本
の
街
に
、こ
の
1
、2
年
で
、

新
し
い
お
店
が
出
来
て
き
ま
し
た

ね
。余
所
か
ら
来
た
若
い
方
が
、湯
本

は
雪
も
あ
ま
り
降
ら
な
い
し
、駅
の

近
く
に
何
で
も
揃
っ
て
い
る
し
、病

院
も
近
い
し
、住
み
や
す
い
か
ら
と

選
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
こ
こ
数
年
、湯
本
は「
フ
ラ
の

ま
ち
」と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。観
光
客
が
激
減
す
る
中
、「
湯
の

華
女
将
会
」の
女
将
た
ち
が
、「
こ
の

ま
ま
で
は
、い
わ
き
湯
本
温
泉
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
、な
ん
と
か
し
な

く
ち
ゃ
」
と
の
想
い
を
強
く
し

2
0
1
4
年
の
終
わ
り
頃
か
ら
、ま

ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

と
、着
物
で
踊
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
、

コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。そ
う
す
る
と
、段
々
と
街
の
人
に

も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、今

で
は「
フ
ラ
の
ま
ち 

い
わ
き
湯
本
温

泉
」と
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。行
政
も
、女
将
た
ち
を
応
援

し
よ
う
と
、「
フ
ラ
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
」と
い
う
男
性
職
員
に
よ
る
応
援

団
を
立
ち
上
げ
て
、フ
ラ
を
踊
っ
て

い
ま
す
。民
間
と
行
政
と
一
体
に
な

っ
て
ま
ち
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
ね（
笑
）。

　
た
だ
、今
年
度（
2
0
2
0
年
）は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
、大
変
厳
し
い
経
営
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。「G

o
 T
o
 

ト

ラ
ベ
ル 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
あ
っ

て
、11
月
は
前
年
比
を
初
め
て
上
回

っ
た
感
じ
で
す
。し
か
し
、危
惧
さ
れ

る
の
はG

o
T
o

や
県
民
割
な
ど
、お

客
様
が
割
引
に
慣
れ
過
ぎ
て
、割
引

が
な
く
な
っ
た
時
に
来
な
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
。

　
だ
か
ら
、単
な
る
安
売
り
で
は
な

く
、割
引
制
度
を
使
っ
て
独
自
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込
ん
だ
宿
泊

プ
ラ
ン
な
ど
を
提
供
し
、湯
本
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、フ
ァ
ン

こ
い
と
旅
館 

代
表
取
締
役
社
長

小
井
戸
英
典
氏

※
1
：「
オ
ン
パ
ク
」と
は
、2
0
0
1
年
に
大
分
県
別
府
市
で

始
ま
っ
た「
ハ
ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ
ク（
別
府
八
湯
温
泉
泊
覧
会
）」

に
端
を
発
す
る
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
小
規
模
な
体
験
交

流
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
定
の
期
間
内
に
集
中
的
に
に
提
供

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
。い
わ
き
市
で
は「
い
わ
き
フ
ラ
オ
ン
パ

ク
」の
名
称
で
実
施
さ
れ
た
。

※
2
：
F
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の「
F
」の
意
味
は
、福
島
の
F
、

双
葉
郡
の
F
、ふ
る
さ
と
のF

、futu
re

（
未
来
）のF

、fact

（
事

実
）の
F
。そ
し
て
復
興
の
F
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

http://f-studytour.com
/index.htm

l

を
作
る
こ
と
を
や
っ
て
い
か
な
い

と
。割
引
が
な
く
て
も
選
ば
れ
る
宿

や
地
域
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、宿
泊
プ
ラ
ン
は
、宿
だ
け
で

な
く
街
中
に
も
お
金
が
落
ち
る
も
の

に
し
た
い
。古
滝
屋
の
里
見
さ
ん
と

は
、一
緒
に
な
っ
て「
オ
ン
パ
ク
」に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、湯
本
に

は
下
地
が
あ
り
ま
す
。

　
湯
本
に
滞
在
し
て
健
康
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。健
康
志
向
も

さ
ら
に
高
っ
て
い
ま
す
し
、免
疫
力

強
化
に
温
泉
療
養
な
ど
を
打
ち
出
す

よ
い
機
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
取
材
が
あ
る
と
、「
み
ん
な
前
向
き

に
生
き
て
る
よ
ー
」と
言
う
ん
で
す
。

暗
い
話
題
で
は
な
く
、明
る
い
話
題

を
、マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
よ
ね
。

吉
澤
　
皆
さ
ん
、旅
館
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

里
見
　
震
災
の
時
は
ロ
ビ
ー
を
救
援
物
資
の
受

け
渡
し
拠
点
と
し
て
、D
V
か
ら
の
避
難
場
所

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。様
々

な
社
会
的
課
題
の
解
決
に
も
役
立
つ
、旅
館
の

み
ん
な
前
向
き
に
生
き
てい
る
よ!

福島県5
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発
刊
の
想
い
は
変
化
、

福
島
の
こ
と
を
知
り
た
い
、

語
り
た
い

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
ど

こ
で
知
り
、な
ぜ
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
の
で

す
か
。

熊
谷
　
私
が
小
学
生
の
頃
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」

が
発
刊
さ
れ
、両
親
が
購
読
し
て
い
ま
し
た
。入

部
の
き
っ
か
け
は
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
高
校

生
が
自
分
た
ち
の
考
え
や
福
島
へ
の
想
い
を
全

国
に
発
進
し
て
い
る
姿
に
す
ご
く〝
憧
れ
〞を
感

じ
、高
校
生
に
な
っ
た
ら
自
分
も
ぜ
ひ
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

伊
藤
　
私
は
震
災
が
あ
っ
た
こ
と
で
、小
さ
い

頃
か
ら
漠
然
と
、福
島
に
何
か
貢
献
で
き
る
人

に
な
り
た
い
と
の
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。高
校

１
年
生
の
時
に
、福
島
県
外
か
ら
の
視
察
者
と

交
流
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、15
年
間

も
福
島
に
住
み
、震
災
も
経
験
し
て
い
な
が
ら
、

思
っ
て
い
た
よ
り
も
話
せ
な
く
て
。自
分
は
福

島
の
こ
と
を
全
く
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、

福
島
を
も
っ
と
知
り
た
い
、何
か
福
島
に
関
わ

る
活
動
を
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。そ
ん

な
時
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
関
わ
っ
て
い
る
先

輩
に
話
を
聞
い
て
入
部
し
ま
し
た
。

吉
澤
　
創
刊
当
時
と
比
べ
て
、皆
さ
ん
の「
こ
う

ふ
く
通
信
」発
刊
へ
の
想
い
に
変
化
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
創
刊
か
ら
７
年
経
っ
た
今
で
は
、復
興

に
焦
点
を
当
て
て
伝
え
た
い
か
ら
入
部
し
た
と

い
う
想
い
よ
り
も
、一
人
ひ
と
り
が
何
か
し
ら

福
島
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
を
持
っ

て
い
ま
す
。

椎
根
　
発
刊
へ
の
想
い
は
変
化
し
て
い
く
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。初
代
編
集
長
の
子
は
、「
福
島

が
誤
解
さ
れ
て
悔
し
い
」が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
り
、当
初
は
そ
こ
に
共
感
し
た
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
ま
し
た
。最
近
は
、復
興
と
か
風
評
被

害
払
拭
と
い
う
肩
肘
を
張
る
よ
う
な
感
じ
よ
り

も
、自
分
自
身
が
福
島
を
も
っ
と
知
り
た
い
、あ

る
い
は
自
分
の
言
葉
で
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
語

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
、そ
う
い
う
ピ
ュ
ア
な

想
い
を
持
っ
た
高
校
生
が
多
い
気
が
し
て
い
ま

す
。

　
福
島
だ
か
ら
ど
う
こ
う
と
い
っ
た
こ
と
は
、

い
い
意
味
で
昇
華
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

を
通
し
て
た
く
さ
ん
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
が
出
会
っ
た
人
た
ち
は
ど
ん

な
方
が
多
か
っ
た
で
す
か
。

伊
藤
　
福
島
に
と
て
も
愛
着
を
持
ち
、自
ら
生

業
を
営
み
生
活
し
て
い
る
方
た
ち
で
す
。自
分

も
福
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、そ
の
想
い
に

共
感
で
き
、印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。こ
の
活
動

を
通
じ
て
、普
段
の
高
校
生
活
で
は
得
ら
れ
な

い
経
験
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

椎
根
　
農
家
の
方
は
頭
が
良
く
、数
字
に
も
強

い
で
す
。そ
こ
は
い
い
意
味
で
高
校
生
た
ち
の

期
待
を
裏
切
り
ま
す
。農
家
は
土
を
耕
す
の
で

き
つ
い
、土
で
汚
れ
て
き
た
な
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
す
。こ
れ
だ
け

の
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
き
た
と
い
う
実
績
が

あ
っ
て
、取
材
中
の
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

も
テ
ン
ポ
よ
く
、そ
れ
は
衝
撃
的
で
す
。

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

熊
谷
　
初
め
て
取
材
し
た
方
が
一
番
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
方
の
畑
を
見
学
後
、農
家

を
始
め
る
ま
で
の
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
2
、3

時
間
ほ
ど
熱
く
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す

が
、私
が
こ
れ
ま
で
何
気
な
く
食
べ
て
い
た
野
菜

に
は
、こ
ん
な
に
多
く
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の

か
と
、衝
撃
で
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の

想
い
を
受
け
取
っ
た
時
に
、こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

伝
え
た
い
、こ
れ
を
知
っ
た
上
で
野
菜
を
食
べ
た

ら
感
じ
方
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
。

吉
澤
　
食
は
観
光
に
お
い
て
も
す
ご
く
大
切
な

要
素
で
す
。そ
し
て
、つ
く
り
手
の
顔
や
想
い
と

い
っ
た
情
報
が
そ
の
美
味
し
さ
を
何
倍
に
も
増

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。伝
え
る
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
拝
見

し
、皆
さ
ん
の
伝
え
方
に
は
と
て
も
訴
え
る
も

の
が
あ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

震
災
が
気
づ
か
せ
た
、

福
島
県
民
と
し
て
の
自
負

吉
澤
　
お
二
人
の
活
動
を
、友
達
や
学
校
の
先

生
、ご
両
親
な
ど
周
り
の
方
は
ど
の
よ
う
に
見

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
同
じ
ク
ラ
ス
に
一
人「
こ
う
ふ
く
通
信
」

の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。二
人
で
話
し
て
い
る

と
、他
の
友
達
か
ら
は「
福
島
の
た
め
に
活
動
し

て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、皆
、

ど
こ
か
に
福
島
県
民
の
自
負
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
生
の
中
に
は
読
者
に
な
っ
て
く
れ
た
先
生

も
。毎
回
コ
メ
ン
ト
を
く
れ
た
り
、温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。家
族
は
読
者
で
も
あ

る
の
で
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
今
、「
福
島
県
民
と
し
て
の
自
負
」と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
こ
れ
は
震
災
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の

か
な
と
。震
災
後
、福
島
県
が
危
険
視
さ
れ
苦
し

ん
だ
過
去
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、福
島
県
民
と

し
て「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
し
、私
た
ち
の
故
郷

は
素
敵
な
と
こ
ろ
だ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」と
い

う
自
負
が
生
ま
れ
た
の
で
は
、と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

椎
根
　
私
は
、福
島
の
子
た
ち
が
福
島
に
い
た

か
ら
と
差
別
さ
れ
た
り
、危
険
だ
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
絶
対
に
い
け
な
い
と
思
い
、

こ
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。そ
れ
が
、今
で
は
福

島
に
い
た
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
た
と
、前
進
す

る
原
動
力
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、伴
走
し

て
き
た
者
と
し
て
も
何
よ
り
も
の
成
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
復
興
と
い
う
言
葉
は
軽
々
し
く
使
い
た
く
な

い
で
す
が
、自
然
に
そ
う
思
え
る
風
土
が
生
ま

れ
て
き
た
こ
と
こ
そ
が
、復
興
の
ひ
と
つ
の
姿

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

伊
藤
　
編
集
部
の
高
校
3
年
生
4
人
は
、全
員

が
福
島
高
校
で
す
。放
課
後
、話
し
合
い
を
し
て

い
る
時
に
は
、周
り
の
友
達
と
も
、例
え
ば
先
週

こ
の
よ
う
な
所
へ
取
材
に
行
っ
て
来
た
と
い
う

話
も
し
ま
す
。こ
う
し
た
会
話
が
、「
こ
う
ふ
く

通
信
」の
活
動
や
福
島
の
農
家
の
こ
と
、知
ら
な

か
っ
た
場
所
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
と
感
じ
ま
す
。先
生
か
ら
は
、こ
の
よ
う

な
機
会
が
あ
る
の
で「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
こ
と

を
発
表
し
て
み
な
い
か
と
誘
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。家
族
に
は
こ
の
活
動
に
参

加
し
て
か
ら
変
わ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。恐
ら

く
は
地
元
愛
や
、先
ほ
ど
話
し
た
よ
う
な
将
来

の
夢
に
関
す
る
こ
と
な
ど
も
含
め
て
の
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、私
に
は
2
学
年
下
に
弟
が
い
る
の
で

す
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
入
部
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

椎
根
　
創
刊
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
安
積
高
校
一

校
で
し
た
が
、こ
れ
ま
で
に
県
内
7
校
の
生
徒

が
参
加
し
て
い
ま
す
。英
ち
ゃ
ん（
伊
藤
）世
代

の
仲
良
し
4
人
組
は
い
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発

揮
。こ
の
メ
ン
バ
ー
は
、あ
る
意
味
、「
こ
う
ふ
く

通
信
」の
第
二
創
業
的
な
こ
と
を
し
て
く
れ
た

よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

「
こ
う
ふ
く
通
信
」

継
続
の
意
義
、

福
島
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た

想
い
と
取
り
組
み

吉
澤
　
と
こ
ろ
で
、熊
谷
さ
ん
は
今
回
発
行
の

「
2
0
2
1
年
冬
号（
23
号
）」を
も
っ
て
引
退
さ

れ
ま
す
ね
。今
後
は
、ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

か
れ
ま
す
か
。

熊
谷
　
こ
の
10
年
で
風
評
被
害
も
あ
ま
り
感
じ

な
く
な
っ
て
、何
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
活
動

し
て
い
る
の
か
、目
的
意
識
を
持
て
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。私
自
身
も
、こ
れ
で
お
金
を
頂

い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。そ
の
時
は
、私
は
編
集
部
メ
ン
バ
ー
の

何
人
か
に
こ
う
ふ
く
通
信
を
続
け
る
意
義
を
問

い
掛
け
、皆
と
話
し
合
う
中
で
答
え
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
編
集
部
メ
ン
バ
ー
に
も
、な
ぜ

「
ふ
く
し
ま
食
べ
る
通
信
」は
情
報
誌
と
食
材
の
セ
ッ
ト

「
高
校
生
が
伝
え
る 

ふ
く
し
ま

食
べ
る
通
信
」

こ
れ
か
ら
も「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
続
け
て
い
く

の
か
を
話
し
合
い
、そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
意
義
を

見
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、私

自
身
も
、編
集
部
メ
ン
バ
ー
が
ど
ん
な
思
い
を

持
っ
て
記
事
を
書
い
て
い
る
の
か
O
G
と
し
て

見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。も
し
、熱
い
想
い
が

伝
わ
っ
て
来
な
か
っ
た
ら
、口
う
る
さ
い
先
輩

に
な
り
ま
す
よ（
笑
）。

吉
澤
　
ど
う
い
っ
た
意
義
が
あ
る
と
い
う
話
が

出
ま
し
た
か
。

熊
谷
　
私
が
問
い
掛
け
て
、す
ぐ
に
返
信
を
く

れ
た
子
は
、「
自
分
は
中
学
校
ま
で
福
島
に
何
の

想
い
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、人
か
ら
誘
わ

れ
て
入
部
し
た
。で
も
活
動
す
る
う
ち
に
、福
島

の
こ
と
、ま
た
特
に
農
家
の
方
々
の
素
晴
ら
し

さ
に
気
づ
き
、純
粋
に
感
動
し
た
。私
た
ち
が
成

長
し
て
い
く
場
と
し
て
続
け
て
い
く
意
義
は
あ

る
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
意
見
で
し
た
。

吉
澤
　
今
回
の
号（
23
号
）の
冒
頭
で
、熊
谷
さ

ん
の
書
い
た「
福
島
の
10
年
〜
こ
こ
で
生
き
る

者
の
も
が
き
と
希
望
」と
い
う
文
章
は
、本
当
に

見
事
で
し
た
。

椎
根
　
私
は
、こ
の
原
稿
が
上
が
っ
て
き
た
と

き
に
度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。「
今
も
汚
染
処
理

水
な
ど
の
問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
。解
決
し

よ
う
と
す
る
た
び
に
、再
び
風
評
被
害
に
あ
う

か
も
し
れ
な
い
。だ
か
ら
こ
そ
、福
島
の
こ
れ
か

ら
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
、非
常
に
彼
女
ら
し
い
視
点
で
、編
集
部
ば
か

り
で
は
な
く
読
者
さ
ん
に
も
課
題
を
投
げ
掛
け

て
い
ま
す
。「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
関
わ
っ
た
１

年
で
、彼
女
は
ど
れ
だ
け
の
事
を
見
て
き
た
の

だ
ろ
う
、そ
の
吸
収
力
と
想
像
力
の
す
ご
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
、導
入
の
文
章
は「
取
材
の
中
で
、五
感

で
感
じ
た
こ
と
を
書
こ
う
ね
。畑
の
空
気
感
や

匂
い
や
音
を
読
者
さ
ん
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

言
葉
に
表
そ
う
ね
。そ
こ
に
行
か
な
い
と
分
か

ら
な
い
こ
と
を
、み
ん
な
の
感
性
を
フ
ル
に
生

か
し
て
書
こ
う
ね
」と
言
っ
て
い
ま
す
。今
回
は

オ
ン
ラ
イ
ン
取
材
で
し
た
の
で
、不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、そ
れ
を
遥
か
に
し
の
ぐ
答
え
を
出

し
て
き
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
、ま
さ
に
福
島
県
民
と
し
て
の
自
負

で
す
。編
集
部
で
は
な
く
、福
島
県
民
と
し
て
の

自
負
を
彼
女
は
し
っ
か
り
持
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
は
一
足
早
く
O
B
に
な
り
ま

し
た
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」は
ど
う
あ
っ
て
ほ

し
い
、あ
る
い
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
か
。

伊
藤
　
震
災
か
ら
10
年
が
経
ち
、「
福
島
が
誤
解

さ
れ
て
悔
し
い
」と
思
う
高
校
生
は
少
な
い
で

す
。た
だ
当
初
の
想

い
は
絶
対
に
心
の
ど

こ
か
に
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。今
は「
ふ
る
さ

と
で
あ
る
福
島
の
こ

と
を
も
っ
と
知
り
た

い
」と
い
う
想
い
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、そ
れ
は
悪
い
こ
と

で
は
な
く
、良
い
こ
と

で
は
な
い
か
と
。

　
私
は
引
退
し
て
あ

る
程
度
時
間
が
経
ち

ま
し
た
が
、頼
も
し

い
後
輩
た
ち
が
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。弟
も
編
集
部
に

い
ま
す
し
、私
は
大

学
も
福
島
な
の
で
、

何
か
機
会
が
あ
れ
ば

関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

椎
根
　
彼
ら
が
引
退

後
も
何
ら
か
の
形
で

関
わ
り
た
い
と
思
え

る
存
在
で
あ
り
続
け

取
り
組
み
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
、全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。私
た
ち
が
行
っ
て
き
た
こ
と

が
、さ
ら
に
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

観
光
と
の
接
点
、

実
体
験
と
し
て
人
に
伝
え
る

こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、「
ふ
る
さ
と

福
島
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
」と
い
う
想

い
は
、そ
れ
こ
そ
観
光
振
興
の
根
底
に
絶
対
必

要
な
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
観
光
と
の
接
点
に
つ
い
て
も
伺
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。先
ほ
ど
も
、農
業
、食
は
観
光

に
と
っ
て
も
大
切
な
要
素
だ
と
お
話
し
し
ま
し

た
。福
島
に
観
光
客
を
来
て
も
ら
う
た
め
に
、何

か
お
考
え
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

伊
藤
　
他
の
地
域
で
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
活

動
を
伝
え
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
、よ
く

言
わ
れ
る
の
は
、「
農
家
や
取
材
し
て
い
る
私
た

ち
を
通
し
て
、福
島
の
魅
力
が
よ
り
リ
ア
ル
に

伝
わ
っ
て
く
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。「
こ
う
ふ

く
通
信
」が
実
際
に
訪
れ
て
み
た
い
と
い
う

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
。実
際
、他

県
の
高
校
生
と
交
流
し
た
時
に
、次
は「
福
島
に

行
っ
て
み
た
い
」と
な
り
、「
来
て
く
れ
た
ら
案

内
す
る
よ
」と
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

吉
澤
　
そ
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ

る
最
大
の
魅
力
は
、や
は
り
人
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。伊
藤
さ
ん
が
案
内
し
て
く
だ
さ
る
の
で

あ
れ
ば
、行
っ
て
み
た
い
と
思
う
方
も
多
い
で

し
ょ
う
ね
。

椎
根
　
福
島
県
に
住
ん
で
い
な
が
ら
も
知
ら
な

い
場
所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。今
ま
で
は
、

「
福
島
で
お
薦
め
の
観
光
地
は
」と
聞
か
れ
た
時

に
、会
津
や
猪
苗
代
湖
な
ど
の
有
名
観
光
地
し

か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
子
た
ち
が
、「
二
本
松

市
の
旧
東
和
・
岩
代
地
域
に
羽
山
と
い
う
山
が

あ
っ
て
、そ
こ
の
リ
ン
ゴ
が
絶
品
で
」と
、あ
る

意
味
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
話
を
、自
分
の
経
験
か
ら

自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
も
熊
谷
さ
ん
も
、お
話
が
上

手
で
す
ね
。例
え
ば
、農
家
と
旅
行
者
の
間
に

立
っ
て
、両
者
を
つ
な
ぐ
役
割
が
期
待
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

椎
根
　
取
材
だ
け
で
は
な
く
、実
体
験
と
し
て

誰
か
に
伝
え
る
こ
と
を
さ
せ
た
い
。「
こ
う
ふ
く

通
信
」で
も
取
り
上
げ
た
、孫
の
手
ト
ラ
ベ
ル

（
福
島
県
郡
山
市
）の
フ
ー
ド
キ
ャ
ン
プ（
食
の

現
場
を
観
光
資
源
と
し
て
各
地
の
生
産
者
を
訪

ね
る
ツ
ア
ー
）の
よ
う
な
も
の
を
、彼
ら
に
企
画

さ
せ
た
い
で
す
ね
。チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

熊
谷
　
海
外
で
は
福
島
は
ま
だ
誤
解
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
ど
う
だ

ろ
う
か
と
。福
島
は
田
舎
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

で
す
が
、だ
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
る
自
然
を
、ぜ

ひ
海
外
の
人
に
も
経
験
し
て
ほ
し
い
と
純
粋
に

思
い
ま
す
。例
え
ば
、農
家
民
宿
な
ど
に
滞
在
し
、

そ
こ
で
の
体
験
や
農
家
さ
ん
と
の
会
話
を
通
し

て
感
動
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。福
島

へ
の
理
解
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
。

吉
澤
　
特
に
欧
米
か
ら
の
旅
行
者
は
長
く
旅
行

さ
れ
ま
す
し
、比
較
的
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と

に
意
識
の
高
い
方
も
多
い
で
す
。福
島
に
は
豊

か
な
農
村
風
景
が
あ
ち
こ
ち
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。楽
し
く
快
適
に
過
ご
せ
る
仕
掛
け
・
仕
組
み

が
あ
れ
ば
、滞
在
の
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

　
ま
た
、日
本
人
に
も
長
期
滞
在
し
て
福
島
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。コ
ロ
ナ
禍

で
日
本
人
の
働
き
方
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（
リ
ゾ
ー
ト
地
や
地
方
等
の

普
段
の
職
場
と
は
異
な
る
場
所
で
働
き
な
が
ら

休
暇
取
得
等
を
行
う
仕
組
み
）も
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
福
島
を
正
し
く

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
切
で
す
。皆
さ
ん
の

取
り
組
み
に
今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

人
は
、福
島
の
光
、

も
う
福
島
は
か
わ
い
そ
う
だ

と
は
言
わ
せ
な
い

吉
澤
　
時
間
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。最
後
に
一

言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

熊
谷
　
私
は
、福
島
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時

に
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
ほ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。私
は
、福
島
の
福
を
勝
手
に
ハ
ッ

ピ
ー
と
訳
し
て
い
て
、福
島
は
ハ
ッ
ピ
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
福
島
と
言
う
と
、震
災
や
原
発
事
故
の

イ
メ
ー
ジ
が
ど
う
し
て
も
付
き
ま
と
っ
て
き
ま

し
た
。震
災
か
ら
10
年
間
の
節
目
を
迎
え
て
、過

去
に
そ
う
し
た
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
は
心
に

刻
み
な
が
ら
も
、福
島
は
前
に
進
ん
で
い
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
、し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

椎
根
　
私
か
ら
も
一
言
申
し
上
げ
る
と
、「
こ
う

ふ
く
通
信
」の
活
動
を
通
し
て
、こ
う
し
た
子
た

ち
が
37
人
も
生
ま
れ
た
こ
と
が
福
島
の
光
だ
と

思
い
ま
す
。「
高
校
生
あ
す
び
と
塾
」を
始
め
た

時
に
は
、ス
ー
パ
ー
高
校
生
や
高
校
生
起
業
家

の
よ
う
な
子
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
ま
し
た
。し
か
し
今
は
、一
人
ひ
と
り
が「
ふ

る
さ
と
福
島
」を
自
分
の
言
葉
で
自
信
を
持
っ

て
語
れ
る
こ
と
が
、ス
ー
パ
ー
な
高
校
生
に
な

る
以
上
の
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ

の
こ
と
を
ぜ
ひ
伝
え
た
い
で
す
。「
福
島
は
か
わ

い
そ
う
だ
」な
ど
と
は
、も
う
言
わ
せ
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
自
分
の
言
葉
で
語

る
こ
と
は
、大
人
で
も
な
か
な
か
で
き
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。本
日
、皆
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
、改
め
て
そ
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

福
島
が
誤
解
さ
れ
て
悔
し
い
と
い
う
言
葉
が
、

ど
う
し
て
も
一
人
歩
き
し
が
ち
で
す
が
、実
は

そ
の
後
に
、「
い
い
意
味
で
、福
島
が
意
識
さ
れ

な
い
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
」と
、初
代
編
集
長

だ
っ
た
子
は
ず
っ
と
言
っ
て
い
ま
す
。現
役
メ

ン
バ
ー
は
、い
い
意
味
で
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が

な
く
な
っ
て
き
た
福
島
を
感
じ
な
が
ら
取
り
組

ん
で
く
れ
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
風
評
の
払
拭
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
高
校
生
の
人
材
育
成
の
手
段
と
し
て
の

位
置
づ
け
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。読
者
の
皆

さ
ん
も
、私
と
同
じ
で
こ
の
子
た
ち
の
成
長
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
創
刊
時
の
読
者
は
2
3
0
人
ほ
ど
で
、「
あ
す

び
と
福
島
」の
志
や
取
り
組
み
に
共
感
い
た
だ

き
、ご
寄
付
や
企
業
研
修
の
企
画
な
ど
で
ご
縁

を
い
た
だ
い
た
方
た
ち
が
中
心
で
し
た
。ど
ち

ら
か
と
い
う
と
福
島
の
農
産
物
を
積
極
的
に
食

べ
て
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、「
こ
う
ふ

く
通
信
」に
触
れ
た
読
者
さ
ん
が
多
か
っ
た
で

す
。

　
一
方
、生
産
者
の
皆
さ
ん
は
大
変
な
思
い
を

さ
れ
て
い
て
も
、県
民
性
な
の
か
、自
力
で
乗
り

越
え
て
き
た
苦
し
さ
を
前
面
に
は
押
し
出
さ
ず

淡
々
と
話
し
ま
す
。で
す
か
ら
、高
校
生
た
ち
は

あ
ま
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
描
く
こ
と
は
せ

ず
、聞
い
た
ま
ま
、受
け
取
っ
た
ま
ま
を
真
摯
に

書
い
て
い
ま
し
た
。当
初
か
ら
現
場
の
大
変
さ

ば
か
り
で
は
な
く
、福
島
の
農
家
の
日
常
や
前

進
す
る
姿
を
一
貫
し
て
伝
え
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
段
々
と
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

そ
こ
か
ら
高
校
生
を
応
援
し
た
い
と
い
う
読
者

さ
ん
や
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。当
初

か
ら
福
島
県
産
の
も
の
は
絶
対
に
食
べ
な
い
と

思
っ
て
い
る
方
よ
り
も
、態
度
を
決
め
か
ね
て

い
る
よ
う
な
方
へ
の
判
断
材
料
に
な
れ
ば
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
し
た
ね
。

活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

生
産
者
の
熱
さ
、

自
分
自
身
の
変
化

吉
澤
　
現
役
編
集
部
の
熊
谷
さ
ん
は
、生
産
者

の
方
と
向
き
合
う
時
に
、大
切
に
し
て
い
た
こ

と
は
何
で
す
か
。

熊
谷
　
私
は
生
産
者
の
こ
と
を
予
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、ど
の
よ
う
な
人
か
を
把
握

し
た
上
で
取
材
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。人
柄

を
知
っ
た
上
で
話
を
聞
く
と
深
く
感
じ
る
こ
と

で
き
ま
す
。自
分
の
気
に
な
っ
た
話
題
に
つ
い

て
は
、ど
ん
な
話
を
さ
れ
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
し

て
聞
い
て
い
ま
す
。現
場
で
得
た
感
動
を
、私
た

ち
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
そ
の
ま
ま
読

者
に
伝
え
た
い
と
思
い
な
が
ら
、毎
回
、記
事
を

書
い
て
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
高
校
生
と
い
う
こ
と
で
、農
家
の
方
も

話
し
や
す
い
と
い
う
の
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

吉
澤
　
子
供
や
孫
の
よ
う
な
皆
さ
ん
に
真
剣
に

話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。た
く
さ
ん
の
お
話
が
聞

け
た
で
し
ょ
う
か
ら
、一
冊
に
ま
と
め
て
い
く

の
は
大
変
な
作
業
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。

椎
根
　
こ
の
１
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
取
材
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
場
を
見
ず
に
取
材
す
る
の
は
酷
で
す
が
、そ

れ
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、自
発
的
に
考

え
て
い
る
姿
が
事
務
局
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
の
6
年
間
で「
こ
う
ふ
く
通
信
」に

関
わ
っ
て
き
た
高
校
生
は
の
べ
37
名
。編
集
は

人
数
が
多
い
と
、誰
か
に
任
せ
て
し
ま
い
主
体

的
に
取
り
組
め
な
く
な
り
が
ち
で
す
。そ
う
な

る
と
取
材
で
も
質
問
が
少
な
く
な
り
、も
っ
た

い
な
い
な
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。あ
く

ま
で
有
志
の
活
動
で
す
の
で
、そ
こ
に
は
自
分

の
意
思
が
必
要
で
す
。質
問
を
重
ね
る
こ
と
で
、

自
分
の
感
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
、

彼
ら
に
は
伝
え
た
い
で
す
。

吉
澤
　
実
際
に
取
材
さ
れ
て
、ど
ん
な
こ
と
を

お
二
人
は
お
感
じ
に
な
り
ま
し
た
か
。

伊
藤
　
福
島
で
熱
意
を
持
っ
て
働
い
て
い
る

方
々
を
取
材
し
て
い
く
う
ち
に
、自
分
も
福
島

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
の
気
持
ち
が
よ
り
強

く
な
り
、ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
、モ
ヤ

モ
ヤ
し
て
い
た
も
の
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
小
さ
い
頃
か
ら
医
師
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、取
材
で
方
々
に
足
を

運
び
、お
話
を
伺
う
中
で
、過
疎
地
で
の
医
療
の

必
要
性
・
重
要
性
を
感
じ
、福
島
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
の
想
い
と
、徐
々
に
つ
な
が
っ
て
き

た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、同
じ
想
い
を
持
っ
た
高
校
生
同
士
が

つ
な
が
っ
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
す
。活
動

5 ❸…

出
席
者
○

椎
根
里
奈（
一
般
社
団
法
人
あ
す
び
と
福
島
　
企
画
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

（
高
校
生
が
伝
え
る
ふ
く
し
ま
食
べ
る
通
信
事
務
局
長
）

伊
藤
英
聖（
福
島
高
校
３
年
）

熊
谷
惇
乃（
安
積
高
校
２
年
）

構
成
・
進
行
○

吉
澤
清
良（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
文
化
振
興
部
長
）

た
い
。つ
ま
ら
な
く
な
っ
た
と
、こ
の
子
た
ち
に

思
わ
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
分
、私
が
高
校

生
た
ち
に
発
破
を
掛
け
続
け
て
、先
輩
た
ち
の

想
い
が
あ
っ
た
か
ら
、今
の
皆
さ
ん
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
し
て
、福
島
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
た
想
い
や

東
日
本
大
震
災
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
、

被
災
者
の「
子
供
た
ち
の
た
め
に
何
か
を
」の
ひ
と
言
に
心
を
揺
り
動
か
さ
れ
た
、

半
谷
栄
寿
氏
が
設
立
し
た（
一
社
）あ
す
び
と
福
島（
２
０
１
２
年
４
月
設
立
、

２
０
１
６
年
１
月
名
称
変
更
）。

同
団
体
が
人
材
育
成
事
業
の一
環
と
し
て
、

２
０
１
４
年
４
月
か
ら
手
掛
け
る「
高
校
生
あ
す
び
と
塾
」か
ら
生
ま
れ
た
社
会
事
業
が

「
高
校
生
が
伝
え
る 

ふ
く
し
ま
食
べ
る
通
信
」（
以
下
、こ
う
ふ
く
通
信
）※
１
。

創
刊（
２
０
１
５
年
４
月
）の
背
景
に
は
、当
時
、高
校
２
年
生
だ
っ
た
初
代
編
集
長・菅
野
智
香
氏
の

「
大
好
き
な
福
島
が
誤
解
さ
れ
て
悔
し
い
」と
の
想
い
が
あ
っ
た
。

以
来
、年
に
４
回
、高
校
生
が
福
島
県
内
の
農
家
等
を
取
材
し
て
、

震
災
と
の
関
わ
り
や
震
災
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
き
た
か
、

ま
た
生
産
に
対
す
る
想
い
な
ど
を
ま
と
め
た
情
報
誌
と
食
材
を
読
者
に
届
け
続
け
て
い
る

（
購
読
料
：
１
号
２
８
５
０
円
）。

約
７
年
に
わ
た
り
同
事
業
に
関
わ
っ
て
き
た
事
務
局
長
の
椎
根
里
奈
氏
、

そ
し
て
、現
役
高
校
生
の
熊
谷
惇
乃
氏（
安
積
高
校
２
年
生
：
取
材
時
）、

伊
藤
英
聖
氏（
福
島
高
校
３
年
生
：
取
材
時
）に
、

「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
、今
、伝
え
た
い
想
い
を
お
伺
い
し
た
。

ふ
る
さ
と
福
島
を
、

自
分
の
言
葉
で
自
信
を
持
っ
て
語
る

高
校
生
た
ち
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発
刊
の
想
い
は
変
化
、

福
島
の
こ
と
を
知
り
た
い
、

語
り
た
い

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
ど

こ
で
知
り
、な
ぜ
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
の
で

す
か
。

熊
谷
　
私
が
小
学
生
の
頃
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」

が
発
刊
さ
れ
、両
親
が
購
読
し
て
い
ま
し
た
。入

部
の
き
っ
か
け
は
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
高
校

生
が
自
分
た
ち
の
考
え
や
福
島
へ
の
想
い
を
全

国
に
発
進
し
て
い
る
姿
に
す
ご
く〝
憧
れ
〞を
感

じ
、高
校
生
に
な
っ
た
ら
自
分
も
ぜ
ひ
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

伊
藤
　
私
は
震
災
が
あ
っ
た
こ
と
で
、小
さ
い

頃
か
ら
漠
然
と
、福
島
に
何
か
貢
献
で
き
る
人

に
な
り
た
い
と
の
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。高
校

１
年
生
の
時
に
、福
島
県
外
か
ら
の
視
察
者
と

交
流
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、15
年
間

も
福
島
に
住
み
、震
災
も
経
験
し
て
い
な
が
ら
、

思
っ
て
い
た
よ
り
も
話
せ
な
く
て
。自
分
は
福

島
の
こ
と
を
全
く
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、

福
島
を
も
っ
と
知
り
た
い
、何
か
福
島
に
関
わ

る
活
動
を
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。そ
ん

な
時
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
関
わ
っ
て
い
る
先

輩
に
話
を
聞
い
て
入
部
し
ま
し
た
。

吉
澤
　
創
刊
当
時
と
比
べ
て
、皆
さ
ん
の「
こ
う

ふ
く
通
信
」発
刊
へ
の
想
い
に
変
化
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
創
刊
か
ら
７
年
経
っ
た
今
で
は
、復
興

に
焦
点
を
当
て
て
伝
え
た
い
か
ら
入
部
し
た
と

い
う
想
い
よ
り
も
、一
人
ひ
と
り
が
何
か
し
ら

福
島
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
を
持
っ

て
い
ま
す
。

椎
根
　
発
刊
へ
の
想
い
は
変
化
し
て
い
く
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。初
代
編
集
長
の
子
は
、「
福
島

が
誤
解
さ
れ
て
悔
し
い
」が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
り
、当
初
は
そ
こ
に
共
感
し
た
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
ま
し
た
。最
近
は
、復
興
と
か
風
評
被

害
払
拭
と
い
う
肩
肘
を
張
る
よ
う
な
感
じ
よ
り

も
、自
分
自
身
が
福
島
を
も
っ
と
知
り
た
い
、あ

る
い
は
自
分
の
言
葉
で
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
語

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
、そ
う
い
う
ピ
ュ
ア
な

想
い
を
持
っ
た
高
校
生
が
多
い
気
が
し
て
い
ま

す
。

　
福
島
だ
か
ら
ど
う
こ
う
と
い
っ
た
こ
と
は
、

い
い
意
味
で
昇
華
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

を
通
し
て
た
く
さ
ん
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
が
出
会
っ
た
人
た
ち
は
ど
ん

な
方
が
多
か
っ
た
で
す
か
。

伊
藤
　
福
島
に
と
て
も
愛
着
を
持
ち
、自
ら
生

業
を
営
み
生
活
し
て
い
る
方
た
ち
で
す
。自
分

も
福
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、そ
の
想
い
に

共
感
で
き
、印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。こ
の
活
動

を
通
じ
て
、普
段
の
高
校
生
活
で
は
得
ら
れ
な

い
経
験
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

椎
根
　
農
家
の
方
は
頭
が
良
く
、数
字
に
も
強

い
で
す
。そ
こ
は
い
い
意
味
で
高
校
生
た
ち
の

期
待
を
裏
切
り
ま
す
。農
家
は
土
を
耕
す
の
で

き
つ
い
、土
で
汚
れ
て
き
た
な
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
す
。こ
れ
だ
け

の
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
き
た
と
い
う
実
績
が

あ
っ
て
、取
材
中
の
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

も
テ
ン
ポ
よ
く
、そ
れ
は
衝
撃
的
で
す
。

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

熊
谷
　
初
め
て
取
材
し
た
方
が
一
番
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
方
の
畑
を
見
学
後
、農
家

を
始
め
る
ま
で
の
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
2
、3

時
間
ほ
ど
熱
く
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す

が
、私
が
こ
れ
ま
で
何
気
な
く
食
べ
て
い
た
野
菜

に
は
、こ
ん
な
に
多
く
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の

か
と
、衝
撃
で
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の

想
い
を
受
け
取
っ
た
時
に
、こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

伝
え
た
い
、こ
れ
を
知
っ
た
上
で
野
菜
を
食
べ
た

ら
感
じ
方
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
。

吉
澤
　
食
は
観
光
に
お
い
て
も
す
ご
く
大
切
な

要
素
で
す
。そ
し
て
、つ
く
り
手
の
顔
や
想
い
と

い
っ
た
情
報
が
そ
の
美
味
し
さ
を
何
倍
に
も
増

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。伝
え
る
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
拝
見

し
、皆
さ
ん
の
伝
え
方
に
は
と
て
も
訴
え
る
も

の
が
あ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

震
災
が
気
づ
か
せ
た
、

福
島
県
民
と
し
て
の
自
負

吉
澤
　
お
二
人
の
活
動
を
、友
達
や
学
校
の
先

生
、ご
両
親
な
ど
周
り
の
方
は
ど
の
よ
う
に
見

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
同
じ
ク
ラ
ス
に
一
人「
こ
う
ふ
く
通
信
」

の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。二
人
で
話
し
て
い
る

と
、他
の
友
達
か
ら
は「
福
島
の
た
め
に
活
動
し

て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、皆
、

ど
こ
か
に
福
島
県
民
の
自
負
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
生
の
中
に
は
読
者
に
な
っ
て
く
れ
た
先
生

も
。毎
回
コ
メ
ン
ト
を
く
れ
た
り
、温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。家
族
は
読
者
で
も
あ

る
の
で
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
今
、「
福
島
県
民
と
し
て
の
自
負
」と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
こ
れ
は
震
災
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の

か
な
と
。震
災
後
、福
島
県
が
危
険
視
さ
れ
苦
し

ん
だ
過
去
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、福
島
県
民
と

し
て「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
し
、私
た
ち
の
故
郷

は
素
敵
な
と
こ
ろ
だ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」と
い

う
自
負
が
生
ま
れ
た
の
で
は
、と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

椎
根
　
私
は
、福
島
の
子
た
ち
が
福
島
に
い
た

か
ら
と
差
別
さ
れ
た
り
、危
険
だ
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
絶
対
に
い
け
な
い
と
思
い
、

こ
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。そ
れ
が
、今
で
は
福

島
に
い
た
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
た
と
、前
進
す

る
原
動
力
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、伴
走
し

て
き
た
者
と
し
て
も
何
よ
り
も
の
成
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
復
興
と
い
う
言
葉
は
軽
々
し
く
使
い
た
く
な

い
で
す
が
、自
然
に
そ
う
思
え
る
風
土
が
生
ま

れ
て
き
た
こ
と
こ
そ
が
、復
興
の
ひ
と
つ
の
姿

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

伊
藤
　
編
集
部
の
高
校
3
年
生
4
人
は
、全
員

が
福
島
高
校
で
す
。放
課
後
、話
し
合
い
を
し
て

い
る
時
に
は
、周
り
の
友
達
と
も
、例
え
ば
先
週

こ
の
よ
う
な
所
へ
取
材
に
行
っ
て
来
た
と
い
う

話
も
し
ま
す
。こ
う
し
た
会
話
が
、「
こ
う
ふ
く

通
信
」の
活
動
や
福
島
の
農
家
の
こ
と
、知
ら
な

か
っ
た
場
所
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
と
感
じ
ま
す
。先
生
か
ら
は
、こ
の
よ
う

な
機
会
が
あ
る
の
で「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
こ
と

を
発
表
し
て
み
な
い
か
と
誘
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。家
族
に
は
こ
の
活
動
に
参

加
し
て
か
ら
変
わ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。恐
ら

く
は
地
元
愛
や
、先
ほ
ど
話
し
た
よ
う
な
将
来

の
夢
に
関
す
る
こ
と
な
ど
も
含
め
て
の
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、私
に
は
2
学
年
下
に
弟
が
い
る
の
で

す
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
入
部
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

椎
根
　
創
刊
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
安
積
高
校
一

校
で
し
た
が
、こ
れ
ま
で
に
県
内
7
校
の
生
徒

が
参
加
し
て
い
ま
す
。英
ち
ゃ
ん（
伊
藤
）世
代

の
仲
良
し
4
人
組
は
い
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発

揮
。こ
の
メ
ン
バ
ー
は
、あ
る
意
味
、「
こ
う
ふ
く

通
信
」の
第
二
創
業
的
な
こ
と
を
し
て
く
れ
た

よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

「
こ
う
ふ
く
通
信
」

継
続
の
意
義
、

福
島
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た

想
い
と
取
り
組
み

吉
澤
　
と
こ
ろ
で
、熊
谷
さ
ん
は
今
回
発
行
の

「
2
0
2
1
年
冬
号（
23
号
）」を
も
っ
て
引
退
さ

れ
ま
す
ね
。今
後
は
、ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

か
れ
ま
す
か
。

熊
谷
　
こ
の
10
年
で
風
評
被
害
も
あ
ま
り
感
じ

な
く
な
っ
て
、何
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
活
動

し
て
い
る
の
か
、目
的
意
識
を
持
て
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。私
自
身
も
、こ
れ
で
お
金
を
頂

い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。そ
の
時
は
、私
は
編
集
部
メ
ン
バ
ー
の

何
人
か
に
こ
う
ふ
く
通
信
を
続
け
る
意
義
を
問

い
掛
け
、皆
と
話
し
合
う
中
で
答
え
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
編
集
部
メ
ン
バ
ー
に
も
、な
ぜ

第
19
号（
2
0
1
9
秋
）「
二
本
松
市 

齋
藤
寛
一
さ
ん
の
羽
山
り
ん
ご
」の
取
材
先
で

第22号（2020冬）「須賀川市 設楽哲也さんのネギ！」の取材先で

伊藤英聖氏

こ
れ
か
ら
も「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
続
け
て
い
く

の
か
を
話
し
合
い
、そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
意
義
を

見
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、私

自
身
も
、編
集
部
メ
ン
バ
ー
が
ど
ん
な
思
い
を

持
っ
て
記
事
を
書
い
て
い
る
の
か
O
G
と
し
て

見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。も
し
、熱
い
想
い
が

伝
わ
っ
て
来
な
か
っ
た
ら
、口
う
る
さ
い
先
輩

に
な
り
ま
す
よ（
笑
）。

吉
澤
　
ど
う
い
っ
た
意
義
が
あ
る
と
い
う
話
が

出
ま
し
た
か
。

熊
谷
　
私
が
問
い
掛
け
て
、す
ぐ
に
返
信
を
く

れ
た
子
は
、「
自
分
は
中
学
校
ま
で
福
島
に
何
の

想
い
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、人
か
ら
誘
わ

れ
て
入
部
し
た
。で
も
活
動
す
る
う
ち
に
、福
島

の
こ
と
、ま
た
特
に
農
家
の
方
々
の
素
晴
ら
し

さ
に
気
づ
き
、純
粋
に
感
動
し
た
。私
た
ち
が
成

長
し
て
い
く
場
と
し
て
続
け
て
い
く
意
義
は
あ

る
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
意
見
で
し
た
。

吉
澤
　
今
回
の
号（
23
号
）の
冒
頭
で
、熊
谷
さ

ん
の
書
い
た「
福
島
の
10
年
〜
こ
こ
で
生
き
る

者
の
も
が
き
と
希
望
」と
い
う
文
章
は
、本
当
に

見
事
で
し
た
。

椎
根
　
私
は
、こ
の
原
稿
が
上
が
っ
て
き
た
と

き
に
度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。「
今
も
汚
染
処
理

水
な
ど
の
問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
。解
決
し

よ
う
と
す
る
た
び
に
、再
び
風
評
被
害
に
あ
う

か
も
し
れ
な
い
。だ
か
ら
こ
そ
、福
島
の
こ
れ
か

ら
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
、非
常
に
彼
女
ら
し
い
視
点
で
、編
集
部
ば
か

り
で
は
な
く
読
者
さ
ん
に
も
課
題
を
投
げ
掛
け

て
い
ま
す
。「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
関
わ
っ
た
１

年
で
、彼
女
は
ど
れ
だ
け
の
事
を
見
て
き
た
の

だ
ろ
う
、そ
の
吸
収
力
と
想
像
力
の
す
ご
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
、導
入
の
文
章
は「
取
材
の
中
で
、五
感

で
感
じ
た
こ
と
を
書
こ
う
ね
。畑
の
空
気
感
や

匂
い
や
音
を
読
者
さ
ん
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

言
葉
に
表
そ
う
ね
。そ
こ
に
行
か
な
い
と
分
か

ら
な
い
こ
と
を
、み
ん
な
の
感
性
を
フ
ル
に
生

か
し
て
書
こ
う
ね
」と
言
っ
て
い
ま
す
。今
回
は

オ
ン
ラ
イ
ン
取
材
で
し
た
の
で
、不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、そ
れ
を
遥
か
に
し
の
ぐ
答
え
を
出

し
て
き
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
、ま
さ
に
福
島
県
民
と
し
て
の
自
負

で
す
。編
集
部
で
は
な
く
、福
島
県
民
と
し
て
の

自
負
を
彼
女
は
し
っ
か
り
持
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
は
一
足
早
く
O
B
に
な
り
ま

し
た
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」は
ど
う
あ
っ
て
ほ

し
い
、あ
る
い
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
か
。

伊
藤
　
震
災
か
ら
10
年
が
経
ち
、「
福
島
が
誤
解

さ
れ
て
悔
し
い
」と
思
う
高
校
生
は
少
な
い
で

す
。た
だ
当
初
の
想

い
は
絶
対
に
心
の
ど

こ
か
に
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。今
は「
ふ
る
さ

と
で
あ
る
福
島
の
こ

と
を
も
っ
と
知
り
た

い
」と
い
う
想
い
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、そ
れ
は
悪
い
こ
と

で
は
な
く
、良
い
こ
と

で
は
な
い
か
と
。

　
私
は
引
退
し
て
あ

る
程
度
時
間
が
経
ち

ま
し
た
が
、頼
も
し

い
後
輩
た
ち
が
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。弟
も
編
集
部
に

い
ま
す
し
、私
は
大

学
も
福
島
な
の
で
、

何
か
機
会
が
あ
れ
ば

関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

椎
根
　
彼
ら
が
引
退

後
も
何
ら
か
の
形
で

関
わ
り
た
い
と
思
え

る
存
在
で
あ
り
続
け

取
り
組
み
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
、全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。私
た
ち
が
行
っ
て
き
た
こ
と

が
、さ
ら
に
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

観
光
と
の
接
点
、

実
体
験
と
し
て
人
に
伝
え
る

こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、「
ふ
る
さ
と

福
島
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
」と
い
う
想

い
は
、そ
れ
こ
そ
観
光
振
興
の
根
底
に
絶
対
必

要
な
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
観
光
と
の
接
点
に
つ
い
て
も
伺
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。先
ほ
ど
も
、農
業
、食
は
観
光

に
と
っ
て
も
大
切
な
要
素
だ
と
お
話
し
し
ま
し

た
。福
島
に
観
光
客
を
来
て
も
ら
う
た
め
に
、何

か
お
考
え
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

伊
藤
　
他
の
地
域
で
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
活

動
を
伝
え
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
、よ
く

言
わ
れ
る
の
は
、「
農
家
や
取
材
し
て
い
る
私
た

ち
を
通
し
て
、福
島
の
魅
力
が
よ
り
リ
ア
ル
に

伝
わ
っ
て
く
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。「
こ
う
ふ

く
通
信
」が
実
際
に
訪
れ
て
み
た
い
と
い
う

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
。実
際
、他

県
の
高
校
生
と
交
流
し
た
時
に
、次
は「
福
島
に

行
っ
て
み
た
い
」と
な
り
、「
来
て
く
れ
た
ら
案

内
す
る
よ
」と
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

吉
澤
　
そ
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ

る
最
大
の
魅
力
は
、や
は
り
人
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。伊
藤
さ
ん
が
案
内
し
て
く
だ
さ
る
の
で

あ
れ
ば
、行
っ
て
み
た
い
と
思
う
方
も
多
い
で

し
ょ
う
ね
。

椎
根
　
福
島
県
に
住
ん
で
い
な
が
ら
も
知
ら
な

い
場
所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。今
ま
で
は
、

「
福
島
で
お
薦
め
の
観
光
地
は
」と
聞
か
れ
た
時

に
、会
津
や
猪
苗
代
湖
な
ど
の
有
名
観
光
地
し

か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
子
た
ち
が
、「
二
本
松

市
の
旧
東
和
・
岩
代
地
域
に
羽
山
と
い
う
山
が

あ
っ
て
、そ
こ
の
リ
ン
ゴ
が
絶
品
で
」と
、あ
る

意
味
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
話
を
、自
分
の
経
験
か
ら

自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
も
熊
谷
さ
ん
も
、お
話
が
上

手
で
す
ね
。例
え
ば
、農
家
と
旅
行
者
の
間
に

立
っ
て
、両
者
を
つ
な
ぐ
役
割
が
期
待
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

椎
根
　
取
材
だ
け
で
は
な
く
、実
体
験
と
し
て

誰
か
に
伝
え
る
こ
と
を
さ
せ
た
い
。「
こ
う
ふ
く

通
信
」で
も
取
り
上
げ
た
、孫
の
手
ト
ラ
ベ
ル

（
福
島
県
郡
山
市
）の
フ
ー
ド
キ
ャ
ン
プ（
食
の

現
場
を
観
光
資
源
と
し
て
各
地
の
生
産
者
を
訪

ね
る
ツ
ア
ー
）の
よ
う
な
も
の
を
、彼
ら
に
企
画

さ
せ
た
い
で
す
ね
。チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

熊
谷
　
海
外
で
は
福
島
は
ま
だ
誤
解
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
ど
う
だ

ろ
う
か
と
。福
島
は
田
舎
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

で
す
が
、だ
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
る
自
然
を
、ぜ

ひ
海
外
の
人
に
も
経
験
し
て
ほ
し
い
と
純
粋
に

思
い
ま
す
。例
え
ば
、農
家
民
宿
な
ど
に
滞
在
し
、

そ
こ
で
の
体
験
や
農
家
さ
ん
と
の
会
話
を
通
し

て
感
動
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。福
島

へ
の
理
解
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
。

吉
澤
　
特
に
欧
米
か
ら
の
旅
行
者
は
長
く
旅
行

さ
れ
ま
す
し
、比
較
的
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と

に
意
識
の
高
い
方
も
多
い
で
す
。福
島
に
は
豊

か
な
農
村
風
景
が
あ
ち
こ
ち
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。楽
し
く
快
適
に
過
ご
せ
る
仕
掛
け
・
仕
組
み

が
あ
れ
ば
、滞
在
の
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

　
ま
た
、日
本
人
に
も
長
期
滞
在
し
て
福
島
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。コ
ロ
ナ
禍

で
日
本
人
の
働
き
方
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（
リ
ゾ
ー
ト
地
や
地
方
等
の

普
段
の
職
場
と
は
異
な
る
場
所
で
働
き
な
が
ら

休
暇
取
得
等
を
行
う
仕
組
み
）も
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
福
島
を
正
し
く

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
切
で
す
。皆
さ
ん
の

取
り
組
み
に
今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

人
は
、福
島
の
光
、

も
う
福
島
は
か
わ
い
そ
う
だ

と
は
言
わ
せ
な
い

吉
澤
　
時
間
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。最
後
に
一

言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

熊
谷
　
私
は
、福
島
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時

に
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
ほ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。私
は
、福
島
の
福
を
勝
手
に
ハ
ッ

ピ
ー
と
訳
し
て
い
て
、福
島
は
ハ
ッ
ピ
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
福
島
と
言
う
と
、震
災
や
原
発
事
故
の

イ
メ
ー
ジ
が
ど
う
し
て
も
付
き
ま
と
っ
て
き
ま

し
た
。震
災
か
ら
10
年
間
の
節
目
を
迎
え
て
、過

去
に
そ
う
し
た
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
は
心
に

刻
み
な
が
ら
も
、福
島
は
前
に
進
ん
で
い
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
、し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

椎
根
　
私
か
ら
も
一
言
申
し
上
げ
る
と
、「
こ
う

ふ
く
通
信
」の
活
動
を
通
し
て
、こ
う
し
た
子
た

ち
が
37
人
も
生
ま
れ
た
こ
と
が
福
島
の
光
だ
と

思
い
ま
す
。「
高
校
生
あ
す
び
と
塾
」を
始
め
た

時
に
は
、ス
ー
パ
ー
高
校
生
や
高
校
生
起
業
家

の
よ
う
な
子
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
ま
し
た
。し
か
し
今
は
、一
人
ひ
と
り
が「
ふ

る
さ
と
福
島
」を
自
分
の
言
葉
で
自
信
を
持
っ

て
語
れ
る
こ
と
が
、ス
ー
パ
ー
な
高
校
生
に
な

る
以
上
の
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ

の
こ
と
を
ぜ
ひ
伝
え
た
い
で
す
。「
福
島
は
か
わ

い
そ
う
だ
」な
ど
と
は
、も
う
言
わ
せ
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
自
分
の
言
葉
で
語

る
こ
と
は
、大
人
で
も
な
か
な
か
で
き
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。本
日
、皆
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
、改
め
て
そ
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

福
島
が
誤
解
さ
れ
て
悔
し
い
と
い
う
言
葉
が
、

ど
う
し
て
も
一
人
歩
き
し
が
ち
で
す
が
、実
は

そ
の
後
に
、「
い
い
意
味
で
、福
島
が
意
識
さ
れ

な
い
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
」と
、初
代
編
集
長

だ
っ
た
子
は
ず
っ
と
言
っ
て
い
ま
す
。現
役
メ

ン
バ
ー
は
、い
い
意
味
で
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が

な
く
な
っ
て
き
た
福
島
を
感
じ
な
が
ら
取
り
組

ん
で
く
れ
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
風
評
の
払
拭
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
高
校
生
の
人
材
育
成
の
手
段
と
し
て
の

位
置
づ
け
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。読
者
の
皆

さ
ん
も
、私
と
同
じ
で
こ
の
子
た
ち
の
成
長
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
創
刊
時
の
読
者
は
2
3
0
人
ほ
ど
で
、「
あ
す

び
と
福
島
」の
志
や
取
り
組
み
に
共
感
い
た
だ

き
、ご
寄
付
や
企
業
研
修
の
企
画
な
ど
で
ご
縁

を
い
た
だ
い
た
方
た
ち
が
中
心
で
し
た
。ど
ち

ら
か
と
い
う
と
福
島
の
農
産
物
を
積
極
的
に
食

べ
て
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、「
こ
う
ふ

く
通
信
」に
触
れ
た
読
者
さ
ん
が
多
か
っ
た
で

す
。

　
一
方
、生
産
者
の
皆
さ
ん
は
大
変
な
思
い
を

さ
れ
て
い
て
も
、県
民
性
な
の
か
、自
力
で
乗
り

越
え
て
き
た
苦
し
さ
を
前
面
に
は
押
し
出
さ
ず

淡
々
と
話
し
ま
す
。で
す
か
ら
、高
校
生
た
ち
は

あ
ま
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
描
く
こ
と
は
せ

ず
、聞
い
た
ま
ま
、受
け
取
っ
た
ま
ま
を
真
摯
に

書
い
て
い
ま
し
た
。当
初
か
ら
現
場
の
大
変
さ

ば
か
り
で
は
な
く
、福
島
の
農
家
の
日
常
や
前

進
す
る
姿
を
一
貫
し
て
伝
え
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
段
々
と
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

そ
こ
か
ら
高
校
生
を
応
援
し
た
い
と
い
う
読
者

さ
ん
や
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。当
初

か
ら
福
島
県
産
の
も
の
は
絶
対
に
食
べ
な
い
と

思
っ
て
い
る
方
よ
り
も
、態
度
を
決
め
か
ね
て

い
る
よ
う
な
方
へ
の
判
断
材
料
に
な
れ
ば
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
し
た
ね
。

活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

生
産
者
の
熱
さ
、

自
分
自
身
の
変
化

吉
澤
　
現
役
編
集
部
の
熊
谷
さ
ん
は
、生
産
者

の
方
と
向
き
合
う
時
に
、大
切
に
し
て
い
た
こ

と
は
何
で
す
か
。

熊
谷
　
私
は
生
産
者
の
こ
と
を
予
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、ど
の
よ
う
な
人
か
を
把
握

し
た
上
で
取
材
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。人
柄

を
知
っ
た
上
で
話
を
聞
く
と
深
く
感
じ
る
こ
と

で
き
ま
す
。自
分
の
気
に
な
っ
た
話
題
に
つ
い

て
は
、ど
ん
な
話
を
さ
れ
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
し

て
聞
い
て
い
ま
す
。現
場
で
得
た
感
動
を
、私
た

ち
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
そ
の
ま
ま
読

者
に
伝
え
た
い
と
思
い
な
が
ら
、毎
回
、記
事
を

書
い
て
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
高
校
生
と
い
う
こ
と
で
、農
家
の
方
も

話
し
や
す
い
と
い
う
の
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

吉
澤
　
子
供
や
孫
の
よ
う
な
皆
さ
ん
に
真
剣
に

話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。た
く
さ
ん
の
お
話
が
聞

け
た
で
し
ょ
う
か
ら
、一
冊
に
ま
と
め
て
い
く

の
は
大
変
な
作
業
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。

椎
根
　
こ
の
１
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
取
材
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
場
を
見
ず
に
取
材
す
る
の
は
酷
で
す
が
、そ

れ
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、自
発
的
に
考

え
て
い
る
姿
が
事
務
局
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
の
6
年
間
で「
こ
う
ふ
く
通
信
」に

関
わ
っ
て
き
た
高
校
生
は
の
べ
37
名
。編
集
は

人
数
が
多
い
と
、誰
か
に
任
せ
て
し
ま
い
主
体

的
に
取
り
組
め
な
く
な
り
が
ち
で
す
。そ
う
な

る
と
取
材
で
も
質
問
が
少
な
く
な
り
、も
っ
た

い
な
い
な
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。あ
く

ま
で
有
志
の
活
動
で
す
の
で
、そ
こ
に
は
自
分

の
意
思
が
必
要
で
す
。質
問
を
重
ね
る
こ
と
で
、

自
分
の
感
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
、

彼
ら
に
は
伝
え
た
い
で
す
。

吉
澤
　
実
際
に
取
材
さ
れ
て
、ど
ん
な
こ
と
を

お
二
人
は
お
感
じ
に
な
り
ま
し
た
か
。

伊
藤
　
福
島
で
熱
意
を
持
っ
て
働
い
て
い
る

方
々
を
取
材
し
て
い
く
う
ち
に
、自
分
も
福
島

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
の
気
持
ち
が
よ
り
強

く
な
り
、ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
、モ
ヤ

モ
ヤ
し
て
い
た
も
の
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
小
さ
い
頃
か
ら
医
師
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、取
材
で
方
々
に
足
を

運
び
、お
話
を
伺
う
中
で
、過
疎
地
で
の
医
療
の

必
要
性
・
重
要
性
を
感
じ
、福
島
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
の
想
い
と
、徐
々
に
つ
な
が
っ
て
き

た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、同
じ
想
い
を
持
っ
た
高
校
生
同
士
が

つ
な
が
っ
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
す
。活
動

た
い
。つ
ま
ら
な
く
な
っ
た
と
、こ
の
子
た
ち
に

思
わ
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
分
、私
が
高
校

生
た
ち
に
発
破
を
掛
け
続
け
て
、先
輩
た
ち
の

想
い
が
あ
っ
た
か
ら
、今
の
皆
さ
ん
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
し
て
、福
島
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
た
想
い
や
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発
刊
の
想
い
は
変
化
、

福
島
の
こ
と
を
知
り
た
い
、

語
り
た
い

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
ど

こ
で
知
り
、な
ぜ
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
の
で

す
か
。

熊
谷
　
私
が
小
学
生
の
頃
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」

が
発
刊
さ
れ
、両
親
が
購
読
し
て
い
ま
し
た
。入

部
の
き
っ
か
け
は
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
高
校

生
が
自
分
た
ち
の
考
え
や
福
島
へ
の
想
い
を
全

国
に
発
進
し
て
い
る
姿
に
す
ご
く〝
憧
れ
〞を
感

じ
、高
校
生
に
な
っ
た
ら
自
分
も
ぜ
ひ
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

伊
藤
　
私
は
震
災
が
あ
っ
た
こ
と
で
、小
さ
い

頃
か
ら
漠
然
と
、福
島
に
何
か
貢
献
で
き
る
人

に
な
り
た
い
と
の
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。高
校

１
年
生
の
時
に
、福
島
県
外
か
ら
の
視
察
者
と

交
流
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、15
年
間

も
福
島
に
住
み
、震
災
も
経
験
し
て
い
な
が
ら
、

思
っ
て
い
た
よ
り
も
話
せ
な
く
て
。自
分
は
福

島
の
こ
と
を
全
く
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、

福
島
を
も
っ
と
知
り
た
い
、何
か
福
島
に
関
わ

る
活
動
を
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。そ
ん

な
時
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
関
わ
っ
て
い
る
先

輩
に
話
を
聞
い
て
入
部
し
ま
し
た
。

吉
澤
　
創
刊
当
時
と
比
べ
て
、皆
さ
ん
の「
こ
う

ふ
く
通
信
」発
刊
へ
の
想
い
に
変
化
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
創
刊
か
ら
７
年
経
っ
た
今
で
は
、復
興

に
焦
点
を
当
て
て
伝
え
た
い
か
ら
入
部
し
た
と

い
う
想
い
よ
り
も
、一
人
ひ
と
り
が
何
か
し
ら

福
島
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
を
持
っ

て
い
ま
す
。

椎
根
　
発
刊
へ
の
想
い
は
変
化
し
て
い
く
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。初
代
編
集
長
の
子
は
、「
福
島

が
誤
解
さ
れ
て
悔
し
い
」が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
り
、当
初
は
そ
こ
に
共
感
し
た
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
ま
し
た
。最
近
は
、復
興
と
か
風
評
被

害
払
拭
と
い
う
肩
肘
を
張
る
よ
う
な
感
じ
よ
り

も
、自
分
自
身
が
福
島
を
も
っ
と
知
り
た
い
、あ

る
い
は
自
分
の
言
葉
で
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
語

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
、そ
う
い
う
ピ
ュ
ア
な

想
い
を
持
っ
た
高
校
生
が
多
い
気
が
し
て
い
ま

す
。

　
福
島
だ
か
ら
ど
う
こ
う
と
い
っ
た
こ
と
は
、

い
い
意
味
で
昇
華
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

を
通
し
て
た
く
さ
ん
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
が
出
会
っ
た
人
た
ち
は
ど
ん

な
方
が
多
か
っ
た
で
す
か
。

伊
藤
　
福
島
に
と
て
も
愛
着
を
持
ち
、自
ら
生

業
を
営
み
生
活
し
て
い
る
方
た
ち
で
す
。自
分

も
福
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、そ
の
想
い
に

共
感
で
き
、印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。こ
の
活
動

を
通
じ
て
、普
段
の
高
校
生
活
で
は
得
ら
れ
な

い
経
験
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

椎
根
　
農
家
の
方
は
頭
が
良
く
、数
字
に
も
強

い
で
す
。そ
こ
は
い
い
意
味
で
高
校
生
た
ち
の

期
待
を
裏
切
り
ま
す
。農
家
は
土
を
耕
す
の
で

き
つ
い
、土
で
汚
れ
て
き
た
な
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
す
。こ
れ
だ
け

の
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
き
た
と
い
う
実
績
が

あ
っ
て
、取
材
中
の
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

も
テ
ン
ポ
よ
く
、そ
れ
は
衝
撃
的
で
す
。

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

熊
谷
　
初
め
て
取
材
し
た
方
が
一
番
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
方
の
畑
を
見
学
後
、農
家

を
始
め
る
ま
で
の
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
2
、3

時
間
ほ
ど
熱
く
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す

が
、私
が
こ
れ
ま
で
何
気
な
く
食
べ
て
い
た
野
菜

に
は
、こ
ん
な
に
多
く
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の

か
と
、衝
撃
で
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の

想
い
を
受
け
取
っ
た
時
に
、こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

伝
え
た
い
、こ
れ
を
知
っ
た
上
で
野
菜
を
食
べ
た

ら
感
じ
方
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
。

吉
澤
　
食
は
観
光
に
お
い
て
も
す
ご
く
大
切
な

要
素
で
す
。そ
し
て
、つ
く
り
手
の
顔
や
想
い
と

い
っ
た
情
報
が
そ
の
美
味
し
さ
を
何
倍
に
も
増

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。伝
え
る
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
拝
見

し
、皆
さ
ん
の
伝
え
方
に
は
と
て
も
訴
え
る
も

の
が
あ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

震
災
が
気
づ
か
せ
た
、

福
島
県
民
と
し
て
の
自
負

吉
澤
　
お
二
人
の
活
動
を
、友
達
や
学
校
の
先

生
、ご
両
親
な
ど
周
り
の
方
は
ど
の
よ
う
に
見

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
同
じ
ク
ラ
ス
に
一
人「
こ
う
ふ
く
通
信
」

の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。二
人
で
話
し
て
い
る

と
、他
の
友
達
か
ら
は「
福
島
の
た
め
に
活
動
し

て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、皆
、

ど
こ
か
に
福
島
県
民
の
自
負
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
生
の
中
に
は
読
者
に
な
っ
て
く
れ
た
先
生

も
。毎
回
コ
メ
ン
ト
を
く
れ
た
り
、温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。家
族
は
読
者
で
も
あ

る
の
で
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
今
、「
福
島
県
民
と
し
て
の
自
負
」と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
こ
れ
は
震
災
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の

か
な
と
。震
災
後
、福
島
県
が
危
険
視
さ
れ
苦
し

ん
だ
過
去
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、福
島
県
民
と

し
て「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
し
、私
た
ち
の
故
郷

は
素
敵
な
と
こ
ろ
だ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」と
い

う
自
負
が
生
ま
れ
た
の
で
は
、と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

椎
根
　
私
は
、福
島
の
子
た
ち
が
福
島
に
い
た

か
ら
と
差
別
さ
れ
た
り
、危
険
だ
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
絶
対
に
い
け
な
い
と
思
い
、

こ
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。そ
れ
が
、今
で
は
福

島
に
い
た
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
た
と
、前
進
す

る
原
動
力
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、伴
走
し

て
き
た
者
と
し
て
も
何
よ
り
も
の
成
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
復
興
と
い
う
言
葉
は
軽
々
し
く
使
い
た
く
な

い
で
す
が
、自
然
に
そ
う
思
え
る
風
土
が
生
ま

れ
て
き
た
こ
と
こ
そ
が
、復
興
の
ひ
と
つ
の
姿

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

伊
藤
　
編
集
部
の
高
校
3
年
生
4
人
は
、全
員

が
福
島
高
校
で
す
。放
課
後
、話
し
合
い
を
し
て

い
る
時
に
は
、周
り
の
友
達
と
も
、例
え
ば
先
週

こ
の
よ
う
な
所
へ
取
材
に
行
っ
て
来
た
と
い
う

話
も
し
ま
す
。こ
う
し
た
会
話
が
、「
こ
う
ふ
く

通
信
」の
活
動
や
福
島
の
農
家
の
こ
と
、知
ら
な

か
っ
た
場
所
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
と
感
じ
ま
す
。先
生
か
ら
は
、こ
の
よ
う

な
機
会
が
あ
る
の
で「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
こ
と

を
発
表
し
て
み
な
い
か
と
誘
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。家
族
に
は
こ
の
活
動
に
参

加
し
て
か
ら
変
わ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。恐
ら

く
は
地
元
愛
や
、先
ほ
ど
話
し
た
よ
う
な
将
来

の
夢
に
関
す
る
こ
と
な
ど
も
含
め
て
の
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、私
に
は
2
学
年
下
に
弟
が
い
る
の
で

す
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
入
部
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

椎
根
　
創
刊
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
安
積
高
校
一

校
で
し
た
が
、こ
れ
ま
で
に
県
内
7
校
の
生
徒

が
参
加
し
て
い
ま
す
。英
ち
ゃ
ん（
伊
藤
）世
代

の
仲
良
し
4
人
組
は
い
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発

揮
。こ
の
メ
ン
バ
ー
は
、あ
る
意
味
、「
こ
う
ふ
く

通
信
」の
第
二
創
業
的
な
こ
と
を
し
て
く
れ
た

よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

「
こ
う
ふ
く
通
信
」

継
続
の
意
義
、

福
島
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た

想
い
と
取
り
組
み

吉
澤
　
と
こ
ろ
で
、熊
谷
さ
ん
は
今
回
発
行
の

「
2
0
2
1
年
冬
号（
23
号
）」を
も
っ
て
引
退
さ

れ
ま
す
ね
。今
後
は
、ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

か
れ
ま
す
か
。

熊
谷
　
こ
の
10
年
で
風
評
被
害
も
あ
ま
り
感
じ

な
く
な
っ
て
、何
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
活
動

し
て
い
る
の
か
、目
的
意
識
を
持
て
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。私
自
身
も
、こ
れ
で
お
金
を
頂

い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。そ
の
時
は
、私
は
編
集
部
メ
ン
バ
ー
の

何
人
か
に
こ
う
ふ
く
通
信
を
続
け
る
意
義
を
問

い
掛
け
、皆
と
話
し
合
う
中
で
答
え
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
編
集
部
メ
ン
バ
ー
に
も
、な
ぜ

第
19
号（
2
0
1
9
秋
）「
二
本
松
市 

齋
藤
寛
一
さ
ん
の
羽
山
り
ん
ご
」の
取
材
先
で

第22号（2020冬）「須川市 設楽哲也さんのネギ！」の取材先で

伊藤英聖氏

こ
れ
か
ら
も「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
続
け
て
い
く

の
か
を
話
し
合
い
、そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
意
義
を

見
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、私

自
身
も
、編
集
部
メ
ン
バ
ー
が
ど
ん
な
思
い
を

持
っ
て
記
事
を
書
い
て
い
る
の
か
O
G
と
し
て

見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。も
し
、熱
い
想
い
が

伝
わ
っ
て
来
な
か
っ
た
ら
、口
う
る
さ
い
先
輩

に
な
り
ま
す
よ（
笑
）。

吉
澤
　
ど
う
い
っ
た
意
義
が
あ
る
と
い
う
話
が

出
ま
し
た
か
。

熊
谷
　
私
が
問
い
掛
け
て
、す
ぐ
に
返
信
を
く

れ
た
子
は
、「
自
分
は
中
学
校
ま
で
福
島
に
何
の

想
い
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、人
か
ら
誘
わ

れ
て
入
部
し
た
。で
も
活
動
す
る
う
ち
に
、福
島

の
こ
と
、ま
た
特
に
農
家
の
方
々
の
素
晴
ら
し

さ
に
気
づ
き
、純
粋
に
感
動
し
た
。私
た
ち
が
成

長
し
て
い
く
場
と
し
て
続
け
て
い
く
意
義
は
あ

る
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
意
見
で
し
た
。

吉
澤
　
今
回
の
号（
23
号
）の
冒
頭
で
、熊
谷
さ

ん
の
書
い
た「
福
島
の
10
年
〜
こ
こ
で
生
き
る

者
の
も
が
き
と
希
望
」と
い
う
文
章
は
、本
当
に

見
事
で
し
た
。

椎
根
　
私
は
、こ
の
原
稿
が
上
が
っ
て
き
た
と

き
に
度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。「
今
も
汚
染
処
理

水
な
ど
の
問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
。解
決
し

よ
う
と
す
る
た
び
に
、再
び
風
評
被
害
に
あ
う

か
も
し
れ
な
い
。だ
か
ら
こ
そ
、福
島
の
こ
れ
か

ら
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
、非
常
に
彼
女
ら
し
い
視
点
で
、編
集
部
ば
か

り
で
は
な
く
読
者
さ
ん
に
も
課
題
を
投
げ
掛
け

て
い
ま
す
。「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
関
わ
っ
た
１

年
で
、彼
女
は
ど
れ
だ
け
の
事
を
見
て
き
た
の

だ
ろ
う
、そ
の
吸
収
力
と
想
像
力
の
す
ご
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
、導
入
の
文
章
は「
取
材
の
中
で
、五
感

で
感
じ
た
こ
と
を
書
こ
う
ね
。畑
の
空
気
感
や

匂
い
や
音
を
読
者
さ
ん
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

言
葉
に
表
そ
う
ね
。そ
こ
に
行
か
な
い
と
分
か

ら
な
い
こ
と
を
、み
ん
な
の
感
性
を
フ
ル
に
生

か
し
て
書
こ
う
ね
」と
言
っ
て
い
ま
す
。今
回
は

オ
ン
ラ
イ
ン
取
材
で
し
た
の
で
、不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、そ
れ
を
遥
か
に
し
の
ぐ
答
え
を
出

し
て
き
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
、ま
さ
に
福
島
県
民
と
し
て
の
自
負

で
す
。編
集
部
で
は
な
く
、福
島
県
民
と
し
て
の

自
負
を
彼
女
は
し
っ
か
り
持
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
は
一
足
早
く
O
B
に
な
り
ま

し
た
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」は
ど
う
あ
っ
て
ほ

し
い
、あ
る
い
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
か
。

伊
藤
　
震
災
か
ら
10
年
が
経
ち
、「
福
島
が
誤
解

さ
れ
て
悔
し
い
」と
思
う
高
校
生
は
少
な
い
で

す
。た
だ
当
初
の
想

い
は
絶
対
に
心
の
ど

こ
か
に
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。今
は「
ふ
る
さ

と
で
あ
る
福
島
の
こ

と
を
も
っ
と
知
り
た

い
」と
い
う
想
い
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、そ
れ
は
悪
い
こ
と

で
は
な
く
、良
い
こ
と

で
は
な
い
か
と
。

　
私
は
引
退
し
て
あ

る
程
度
時
間
が
経
ち

ま
し
た
が
、頼
も
し

い
後
輩
た
ち
が
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。弟
も
編
集
部
に

い
ま
す
し
、私
は
大

学
も
福
島
な
の
で
、

何
か
機
会
が
あ
れ
ば

関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

椎
根
　
彼
ら
が
引
退

後
も
何
ら
か
の
形
で

関
わ
り
た
い
と
思
え

る
存
在
で
あ
り
続
け

取
り
組
み
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
、全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。私
た
ち
が
行
っ
て
き
た
こ
と

が
、さ
ら
に
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

観
光
と
の
接
点
、

実
体
験
と
し
て
人
に
伝
え
る

こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、「
ふ
る
さ
と

福
島
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
」と
い
う
想

い
は
、そ
れ
こ
そ
観
光
振
興
の
根
底
に
絶
対
必

要
な
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
観
光
と
の
接
点
に
つ
い
て
も
伺
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。先
ほ
ど
も
、農
業
、食
は
観
光

に
と
っ
て
も
大
切
な
要
素
だ
と
お
話
し
し
ま
し

た
。福
島
に
観
光
客
を
来
て
も
ら
う
た
め
に
、何

か
お
考
え
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

伊
藤
　
他
の
地
域
で
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
活

動
を
伝
え
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
、よ
く

言
わ
れ
る
の
は
、「
農
家
や
取
材
し
て
い
る
私
た

ち
を
通
し
て
、福
島
の
魅
力
が
よ
り
リ
ア
ル
に

伝
わ
っ
て
く
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。「
こ
う
ふ

く
通
信
」が
実
際
に
訪
れ
て
み
た
い
と
い
う

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
。実
際
、他

県
の
高
校
生
と
交
流
し
た
時
に
、次
は「
福
島
に

行
っ
て
み
た
い
」と
な
り
、「
来
て
く
れ
た
ら
案

内
す
る
よ
」と
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

吉
澤
　
そ
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ

る
最
大
の
魅
力
は
、や
は
り
人
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。伊
藤
さ
ん
が
案
内
し
て
く
だ
さ
る
の
で

あ
れ
ば
、行
っ
て
み
た
い
と
思
う
方
も
多
い
で

し
ょ
う
ね
。

椎
根
　
福
島
県
に
住
ん
で
い
な
が
ら
も
知
ら
な

い
場
所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。今
ま
で
は
、

「
福
島
で
お
薦
め
の
観
光
地
は
」と
聞
か
れ
た
時

に
、会
津
や
猪
苗
代
湖
な
ど
の
有
名
観
光
地
し

か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
子
た
ち
が
、「
二
本
松

市
の
旧
東
和
・
岩
代
地
域
に
羽
山
と
い
う
山
が

あ
っ
て
、そ
こ
の
リ
ン
ゴ
が
絶
品
で
」と
、あ
る

意
味
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
話
を
、自
分
の
経
験
か
ら

自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
も
熊
谷
さ
ん
も
、お
話
が
上

手
で
す
ね
。例
え
ば
、農
家
と
旅
行
者
の
間
に

立
っ
て
、両
者
を
つ
な
ぐ
役
割
が
期
待
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

椎
根
　
取
材
だ
け
で
は
な
く
、実
体
験
と
し
て

誰
か
に
伝
え
る
こ
と
を
さ
せ
た
い
。「
こ
う
ふ
く

通
信
」で
も
取
り
上
げ
た
、孫
の
手
ト
ラ
ベ
ル

（
福
島
県
郡
山
市
）の
フ
ー
ド
キ
ャ
ン
プ（
食
の

現
場
を
観
光
資
源
と
し
て
各
地
の
生
産
者
を
訪

ね
る
ツ
ア
ー
）の
よ
う
な
も
の
を
、彼
ら
に
企
画

さ
せ
た
い
で
す
ね
。チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

熊
谷
　
海
外
で
は
福
島
は
ま
だ
誤
解
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
ど
う
だ

ろ
う
か
と
。福
島
は
田
舎
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

で
す
が
、だ
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
る
自
然
を
、ぜ

ひ
海
外
の
人
に
も
経
験
し
て
ほ
し
い
と
純
粋
に

思
い
ま
す
。例
え
ば
、農
家
民
宿
な
ど
に
滞
在
し
、

そ
こ
で
の
体
験
や
農
家
さ
ん
と
の
会
話
を
通
し

て
感
動
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。福
島

へ
の
理
解
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
。

吉
澤
　
特
に
欧
米
か
ら
の
旅
行
者
は
長
く
旅
行

さ
れ
ま
す
し
、比
較
的
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と

に
意
識
の
高
い
方
も
多
い
で
す
。福
島
に
は
豊

か
な
農
村
風
景
が
あ
ち
こ
ち
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。楽
し
く
快
適
に
過
ご
せ
る
仕
掛
け
・
仕
組
み

が
あ
れ
ば
、滞
在
の
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

　
ま
た
、日
本
人
に
も
長
期
滞
在
し
て
福
島
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。コ
ロ
ナ
禍

で
日
本
人
の
働
き
方
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（
リ
ゾ
ー
ト
地
や
地
方
等
の

普
段
の
職
場
と
は
異
な
る
場
所
で
働
き
な
が
ら

休
暇
取
得
等
を
行
う
仕
組
み
）も
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
福
島
を
正
し
く

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
切
で
す
。皆
さ
ん
の

取
り
組
み
に
今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

人
は
、福
島
の
光
、

も
う
福
島
は
か
わ
い
そ
う
だ

と
は
言
わ
せ
な
い

吉
澤
　
時
間
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。最
後
に
一

言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

熊
谷
　
私
は
、福
島
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時

に
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
ほ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。私
は
、福
島
の
福
を
勝
手
に
ハ
ッ

ピ
ー
と
訳
し
て
い
て
、福
島
は
ハ
ッ
ピ
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
福
島
と
言
う
と
、震
災
や
原
発
事
故
の

イ
メ
ー
ジ
が
ど
う
し
て
も
付
き
ま
と
っ
て
き
ま

し
た
。震
災
か
ら
10
年
間
の
節
目
を
迎
え
て
、過

去
に
そ
う
し
た
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
は
心
に

刻
み
な
が
ら
も
、福
島
は
前
に
進
ん
で
い
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
、し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

椎
根
　
私
か
ら
も
一
言
申
し
上
げ
る
と
、「
こ
う

ふ
く
通
信
」の
活
動
を
通
し
て
、こ
う
し
た
子
た

ち
が
37
人
も
生
ま
れ
た
こ
と
が
福
島
の
光
だ
と

思
い
ま
す
。「
高
校
生
あ
す
び
と
塾
」を
始
め
た

時
に
は
、ス
ー
パ
ー
高
校
生
や
高
校
生
起
業
家

の
よ
う
な
子
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
ま
し
た
。し
か
し
今
は
、一
人
ひ
と
り
が「
ふ

る
さ
と
福
島
」を
自
分
の
言
葉
で
自
信
を
持
っ

て
語
れ
る
こ
と
が
、ス
ー
パ
ー
な
高
校
生
に
な

る
以
上
の
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ

の
こ
と
を
ぜ
ひ
伝
え
た
い
で
す
。「
福
島
は
か
わ

い
そ
う
だ
」な
ど
と
は
、も
う
言
わ
せ
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
自
分
の
言
葉
で
語

る
こ
と
は
、大
人
で
も
な
か
な
か
で
き
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。本
日
、皆
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
、改
め
て
そ
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

福
島
が
誤
解
さ
れ
て
悔
し
い
と
い
う
言
葉
が
、

ど
う
し
て
も
一
人
歩
き
し
が
ち
で
す
が
、実
は

そ
の
後
に
、「
い
い
意
味
で
、福
島
が
意
識
さ
れ

な
い
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
」と
、初
代
編
集
長

だ
っ
た
子
は
ず
っ
と
言
っ
て
い
ま
す
。現
役
メ

ン
バ
ー
は
、い
い
意
味
で
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が

な
く
な
っ
て
き
た
福
島
を
感
じ
な
が
ら
取
り
組

ん
で
く
れ
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
風
評
の
払
拭
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
高
校
生
の
人
材
育
成
の
手
段
と
し
て
の

位
置
づ
け
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。読
者
の
皆

さ
ん
も
、私
と
同
じ
で
こ
の
子
た
ち
の
成
長
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
創
刊
時
の
読
者
は
2
3
0
人
ほ
ど
で
、「
あ
す

び
と
福
島
」の
志
や
取
り
組
み
に
共
感
い
た
だ

き
、ご
寄
付
や
企
業
研
修
の
企
画
な
ど
で
ご
縁

を
い
た
だ
い
た
方
た
ち
が
中
心
で
し
た
。ど
ち

ら
か
と
い
う
と
福
島
の
農
産
物
を
積
極
的
に
食

べ
て
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、「
こ
う
ふ

く
通
信
」に
触
れ
た
読
者
さ
ん
が
多
か
っ
た
で

す
。

　
一
方
、生
産
者
の
皆
さ
ん
は
大
変
な
思
い
を

さ
れ
て
い
て
も
、県
民
性
な
の
か
、自
力
で
乗
り

越
え
て
き
た
苦
し
さ
を
前
面
に
は
押
し
出
さ
ず

淡
々
と
話
し
ま
す
。で
す
か
ら
、高
校
生
た
ち
は

あ
ま
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
描
く
こ
と
は
せ

ず
、聞
い
た
ま
ま
、受
け
取
っ
た
ま
ま
を
真
摯
に

書
い
て
い
ま
し
た
。当
初
か
ら
現
場
の
大
変
さ

ば
か
り
で
は
な
く
、福
島
の
農
家
の
日
常
や
前

進
す
る
姿
を
一
貫
し
て
伝
え
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
段
々
と
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

そ
こ
か
ら
高
校
生
を
応
援
し
た
い
と
い
う
読
者

さ
ん
や
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。当
初

か
ら
福
島
県
産
の
も
の
は
絶
対
に
食
べ
な
い
と

思
っ
て
い
る
方
よ
り
も
、態
度
を
決
め
か
ね
て

い
る
よ
う
な
方
へ
の
判
断
材
料
に
な
れ
ば
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
し
た
ね
。

活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

生
産
者
の
熱
さ
、

自
分
自
身
の
変
化

吉
澤
　
現
役
編
集
部
の
熊
谷
さ
ん
は
、生
産
者

の
方
と
向
き
合
う
時
に
、大
切
に
し
て
い
た
こ

と
は
何
で
す
か
。

熊
谷
　
私
は
生
産
者
の
こ
と
を
予
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、ど
の
よ
う
な
人
か
を
把
握

し
た
上
で
取
材
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。人
柄

を
知
っ
た
上
で
話
を
聞
く
と
深
く
感
じ
る
こ
と

で
き
ま
す
。自
分
の
気
に
な
っ
た
話
題
に
つ
い

て
は
、ど
ん
な
話
を
さ
れ
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
し

て
聞
い
て
い
ま
す
。現
場
で
得
た
感
動
を
、私
た

ち
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
そ
の
ま
ま
読

者
に
伝
え
た
い
と
思
い
な
が
ら
、毎
回
、記
事
を

書
い
て
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
高
校
生
と
い
う
こ
と
で
、農
家
の
方
も

話
し
や
す
い
と
い
う
の
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

吉
澤
　
子
供
や
孫
の
よ
う
な
皆
さ
ん
に
真
剣
に

話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。た
く
さ
ん
の
お
話
が
聞

け
た
で
し
ょ
う
か
ら
、一
冊
に
ま
と
め
て
い
く

の
は
大
変
な
作
業
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。

椎
根
　
こ
の
１
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
取
材
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
場
を
見
ず
に
取
材
す
る
の
は
酷
で
す
が
、そ

れ
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、自
発
的
に
考

え
て
い
る
姿
が
事
務
局
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
の
6
年
間
で「
こ
う
ふ
く
通
信
」に

関
わ
っ
て
き
た
高
校
生
は
の
べ
37
名
。編
集
は

人
数
が
多
い
と
、誰
か
に
任
せ
て
し
ま
い
主
体

的
に
取
り
組
め
な
く
な
り
が
ち
で
す
。そ
う
な

る
と
取
材
で
も
質
問
が
少
な
く
な
り
、も
っ
た

い
な
い
な
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。あ
く

ま
で
有
志
の
活
動
で
す
の
で
、そ
こ
に
は
自
分

の
意
思
が
必
要
で
す
。質
問
を
重
ね
る
こ
と
で
、

自
分
の
感
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
、

彼
ら
に
は
伝
え
た
い
で
す
。

吉
澤
　
実
際
に
取
材
さ
れ
て
、ど
ん
な
こ
と
を

お
二
人
は
お
感
じ
に
な
り
ま
し
た
か
。

伊
藤
　
福
島
で
熱
意
を
持
っ
て
働
い
て
い
る

方
々
を
取
材
し
て
い
く
う
ち
に
、自
分
も
福
島

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
の
気
持
ち
が
よ
り
強

く
な
り
、ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
、モ
ヤ

モ
ヤ
し
て
い
た
も
の
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
小
さ
い
頃
か
ら
医
師
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、取
材
で
方
々
に
足
を

運
び
、お
話
を
伺
う
中
で
、過
疎
地
で
の
医
療
の

必
要
性
・
重
要
性
を
感
じ
、福
島
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
の
想
い
と
、徐
々
に
つ
な
が
っ
て
き

た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、同
じ
想
い
を
持
っ
た
高
校
生
同
士
が

つ
な
が
っ
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
す
。活
動

た
い
。つ
ま
ら
な
く
な
っ
た
と
、こ
の
子
た
ち
に

思
わ
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
分
、私
が
高
校

生
た
ち
に
発
破
を
掛
け
続
け
て
、先
輩
た
ち
の

想
い
が
あ
っ
た
か
ら
、今
の
皆
さ
ん
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
し
て
、福
島
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
た
想
い
や
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発
刊
の
想
い
は
変
化
、

福
島
の
こ
と
を
知
り
た
い
、

語
り
た
い

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
ど

こ
で
知
り
、な
ぜ
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
の
で

す
か
。

熊
谷
　
私
が
小
学
生
の
頃
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」

が
発
刊
さ
れ
、両
親
が
購
読
し
て
い
ま
し
た
。入

部
の
き
っ
か
け
は
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
高
校

生
が
自
分
た
ち
の
考
え
や
福
島
へ
の
想
い
を
全

国
に
発
進
し
て
い
る
姿
に
す
ご
く〝
憧
れ
〞を
感

じ
、高
校
生
に
な
っ
た
ら
自
分
も
ぜ
ひ
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

伊
藤
　
私
は
震
災
が
あ
っ
た
こ
と
で
、小
さ
い

頃
か
ら
漠
然
と
、福
島
に
何
か
貢
献
で
き
る
人

に
な
り
た
い
と
の
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。高
校

１
年
生
の
時
に
、福
島
県
外
か
ら
の
視
察
者
と

交
流
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、15
年
間

も
福
島
に
住
み
、震
災
も
経
験
し
て
い
な
が
ら
、

思
っ
て
い
た
よ
り
も
話
せ
な
く
て
。自
分
は
福

島
の
こ
と
を
全
く
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、

福
島
を
も
っ
と
知
り
た
い
、何
か
福
島
に
関
わ

る
活
動
を
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。そ
ん

な
時
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
関
わ
っ
て
い
る
先

輩
に
話
を
聞
い
て
入
部
し
ま
し
た
。

吉
澤
　
創
刊
当
時
と
比
べ
て
、皆
さ
ん
の「
こ
う

ふ
く
通
信
」発
刊
へ
の
想
い
に
変
化
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
創
刊
か
ら
７
年
経
っ
た
今
で
は
、復
興

に
焦
点
を
当
て
て
伝
え
た
い
か
ら
入
部
し
た
と

い
う
想
い
よ
り
も
、一
人
ひ
と
り
が
何
か
し
ら

福
島
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
を
持
っ

て
い
ま
す
。

椎
根
　
発
刊
へ
の
想
い
は
変
化
し
て
い
く
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。初
代
編
集
長
の
子
は
、「
福
島

が
誤
解
さ
れ
て
悔
し
い
」が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
り
、当
初
は
そ
こ
に
共
感
し
た
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
ま
し
た
。最
近
は
、復
興
と
か
風
評
被

害
払
拭
と
い
う
肩
肘
を
張
る
よ
う
な
感
じ
よ
り

も
、自
分
自
身
が
福
島
を
も
っ
と
知
り
た
い
、あ

る
い
は
自
分
の
言
葉
で
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
語

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
、そ
う
い
う
ピ
ュ
ア
な

想
い
を
持
っ
た
高
校
生
が
多
い
気
が
し
て
い
ま

す
。

　
福
島
だ
か
ら
ど
う
こ
う
と
い
っ
た
こ
と
は
、

い
い
意
味
で
昇
華
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

を
通
し
て
た
く
さ
ん
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
が
出
会
っ
た
人
た
ち
は
ど
ん

な
方
が
多
か
っ
た
で
す
か
。

伊
藤
　
福
島
に
と
て
も
愛
着
を
持
ち
、自
ら
生

業
を
営
み
生
活
し
て
い
る
方
た
ち
で
す
。自
分

も
福
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、そ
の
想
い
に

共
感
で
き
、印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。こ
の
活
動

を
通
じ
て
、普
段
の
高
校
生
活
で
は
得
ら
れ
な

い
経
験
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

椎
根
　
農
家
の
方
は
頭
が
良
く
、数
字
に
も
強

い
で
す
。そ
こ
は
い
い
意
味
で
高
校
生
た
ち
の

期
待
を
裏
切
り
ま
す
。農
家
は
土
を
耕
す
の
で

き
つ
い
、土
で
汚
れ
て
き
た
な
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
す
。こ
れ
だ
け

の
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
き
た
と
い
う
実
績
が

あ
っ
て
、取
材
中
の
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

も
テ
ン
ポ
よ
く
、そ
れ
は
衝
撃
的
で
す
。

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

熊
谷
　
初
め
て
取
材
し
た
方
が
一
番
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
方
の
畑
を
見
学
後
、農
家

を
始
め
る
ま
で
の
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
2
、3

時
間
ほ
ど
熱
く
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す

が
、私
が
こ
れ
ま
で
何
気
な
く
食
べ
て
い
た
野
菜

に
は
、こ
ん
な
に
多
く
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の

か
と
、衝
撃
で
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の

想
い
を
受
け
取
っ
た
時
に
、こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

伝
え
た
い
、こ
れ
を
知
っ
た
上
で
野
菜
を
食
べ
た

ら
感
じ
方
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
。

吉
澤
　
食
は
観
光
に
お
い
て
も
す
ご
く
大
切
な

要
素
で
す
。そ
し
て
、つ
く
り
手
の
顔
や
想
い
と

い
っ
た
情
報
が
そ
の
美
味
し
さ
を
何
倍
に
も
増

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。伝
え
る
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
拝
見

し
、皆
さ
ん
の
伝
え
方
に
は
と
て
も
訴
え
る
も

の
が
あ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

震
災
が
気
づ
か
せ
た
、

福
島
県
民
と
し
て
の
自
負

吉
澤
　
お
二
人
の
活
動
を
、友
達
や
学
校
の
先

生
、ご
両
親
な
ど
周
り
の
方
は
ど
の
よ
う
に
見

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
同
じ
ク
ラ
ス
に
一
人「
こ
う
ふ
く
通
信
」

の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。二
人
で
話
し
て
い
る

と
、他
の
友
達
か
ら
は「
福
島
の
た
め
に
活
動
し

て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、皆
、

ど
こ
か
に
福
島
県
民
の
自
負
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
生
の
中
に
は
読
者
に
な
っ
て
く
れ
た
先
生

も
。毎
回
コ
メ
ン
ト
を
く
れ
た
り
、温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。家
族
は
読
者
で
も
あ

る
の
で
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
今
、「
福
島
県
民
と
し
て
の
自
負
」と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
こ
れ
は
震
災
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の

か
な
と
。震
災
後
、福
島
県
が
危
険
視
さ
れ
苦
し

ん
だ
過
去
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、福
島
県
民
と

し
て「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
し
、私
た
ち
の
故
郷

は
素
敵
な
と
こ
ろ
だ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」と
い

う
自
負
が
生
ま
れ
た
の
で
は
、と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

椎
根
　
私
は
、福
島
の
子
た
ち
が
福
島
に
い
た

か
ら
と
差
別
さ
れ
た
り
、危
険
だ
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
絶
対
に
い
け
な
い
と
思
い
、

こ
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。そ
れ
が
、今
で
は
福

島
に
い
た
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
た
と
、前
進
す

る
原
動
力
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、伴
走
し

て
き
た
者
と
し
て
も
何
よ
り
も
の
成
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
復
興
と
い
う
言
葉
は
軽
々
し
く
使
い
た
く
な

い
で
す
が
、自
然
に
そ
う
思
え
る
風
土
が
生
ま

れ
て
き
た
こ
と
こ
そ
が
、復
興
の
ひ
と
つ
の
姿

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

伊
藤
　
編
集
部
の
高
校
3
年
生
4
人
は
、全
員

が
福
島
高
校
で
す
。放
課
後
、話
し
合
い
を
し
て

い
る
時
に
は
、周
り
の
友
達
と
も
、例
え
ば
先
週

こ
の
よ
う
な
所
へ
取
材
に
行
っ
て
来
た
と
い
う

話
も
し
ま
す
。こ
う
し
た
会
話
が
、「
こ
う
ふ
く

通
信
」の
活
動
や
福
島
の
農
家
の
こ
と
、知
ら
な

か
っ
た
場
所
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
と
感
じ
ま
す
。先
生
か
ら
は
、こ
の
よ
う

な
機
会
が
あ
る
の
で「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
こ
と

を
発
表
し
て
み
な
い
か
と
誘
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。家
族
に
は
こ
の
活
動
に
参

加
し
て
か
ら
変
わ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。恐
ら

く
は
地
元
愛
や
、先
ほ
ど
話
し
た
よ
う
な
将
来

の
夢
に
関
す
る
こ
と
な
ど
も
含
め
て
の
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、私
に
は
2
学
年
下
に
弟
が
い
る
の
で

す
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
入
部
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

椎
根
　
創
刊
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
安
積
高
校
一

校
で
し
た
が
、こ
れ
ま
で
に
県
内
7
校
の
生
徒

が
参
加
し
て
い
ま
す
。英
ち
ゃ
ん（
伊
藤
）世
代

の
仲
良
し
4
人
組
は
い
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発

揮
。こ
の
メ
ン
バ
ー
は
、あ
る
意
味
、「
こ
う
ふ
く

通
信
」の
第
二
創
業
的
な
こ
と
を
し
て
く
れ
た

よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

「
こ
う
ふ
く
通
信
」

継
続
の
意
義
、

福
島
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た

想
い
と
取
り
組
み

吉
澤
　
と
こ
ろ
で
、熊
谷
さ
ん
は
今
回
発
行
の

「
2
0
2
1
年
冬
号（
23
号
）」を
も
っ
て
引
退
さ

れ
ま
す
ね
。今
後
は
、ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

か
れ
ま
す
か
。

熊
谷
　
こ
の
10
年
で
風
評
被
害
も
あ
ま
り
感
じ

な
く
な
っ
て
、何
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
活
動

し
て
い
る
の
か
、目
的
意
識
を
持
て
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。私
自
身
も
、こ
れ
で
お
金
を
頂

い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。そ
の
時
は
、私
は
編
集
部
メ
ン
バ
ー
の

何
人
か
に
こ
う
ふ
く
通
信
を
続
け
る
意
義
を
問

い
掛
け
、皆
と
話
し
合
う
中
で
答
え
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
編
集
部
メ
ン
バ
ー
に
も
、な
ぜ

熊谷惇乃氏
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一
般
社
団
法
人
あ
す
び
と
福
島
企

画
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
高
校
生
が
伝
え

る
ふ
く
し
ま
食
べ
る
通
信
事
務
局

長
）。福
島
県
郡
山
市
生
ま
れ
。不

動
産・ 

建
築
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
に
携
わ
り
、震
災
を
機
に
退

職
。２
０
１
２
年
４
月
、あ
す
び
と
福
島
の
創
業
時
よ
り 

事
業
全
般
を
支
え
る
。「
こ
う
ふ
く
通
信
」で
は
、創
刊
か

ら
事
務
局
長
と
し
て
高
校
生
編
集
部
に
伴
走
し
、育

成・事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
あ
た
る
。

椎
根
里
奈（
し
い
ね・り
な
）

こ
れ
か
ら
も「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
続
け
て
い
く

の
か
を
話
し
合
い
、そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
意
義
を

見
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、私

自
身
も
、編
集
部
メ
ン
バ
ー
が
ど
ん
な
思
い
を

持
っ
て
記
事
を
書
い
て
い
る
の
か
O
G
と
し
て

見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。も
し
、熱
い
想
い
が

伝
わ
っ
て
来
な
か
っ
た
ら
、口
う
る
さ
い
先
輩

に
な
り
ま
す
よ（
笑
）。

吉
澤
　
ど
う
い
っ
た
意
義
が
あ
る
と
い
う
話
が

出
ま
し
た
か
。

熊
谷
　
私
が
問
い
掛
け
て
、す
ぐ
に
返
信
を
く

れ
た
子
は
、「
自
分
は
中
学
校
ま
で
福
島
に
何
の

想
い
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、人
か
ら
誘
わ

れ
て
入
部
し
た
。で
も
活
動
す
る
う
ち
に
、福
島

の
こ
と
、ま
た
特
に
農
家
の
方
々
の
素
晴
ら
し

さ
に
気
づ
き
、純
粋
に
感
動
し
た
。私
た
ち
が
成

長
し
て
い
く
場
と
し
て
続
け
て
い
く
意
義
は
あ

る
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
意
見
で
し
た
。

吉
澤
　
今
回
の
号（
23
号
）の
冒
頭
で
、熊
谷
さ

ん
の
書
い
た「
福
島
の
10
年
〜
こ
こ
で
生
き
る

者
の
も
が
き
と
希
望
」と
い
う
文
章
は
、本
当
に

見
事
で
し
た
。

椎
根
　
私
は
、こ
の
原
稿
が
上
が
っ
て
き
た
と

き
に
度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。「
今
も
汚
染
処
理

水
な
ど
の
問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
。解
決
し

よ
う
と
す
る
た
び
に
、再
び
風
評
被
害
に
あ
う

か
も
し
れ
な
い
。だ
か
ら
こ
そ
、福
島
の
こ
れ
か

ら
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
、非
常
に
彼
女
ら
し
い
視
点
で
、編
集
部
ば
か

り
で
は
な
く
読
者
さ
ん
に
も
課
題
を
投
げ
掛
け

て
い
ま
す
。「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
関
わ
っ
た
１

年
で
、彼
女
は
ど
れ
だ
け
の
事
を
見
て
き
た
の

だ
ろ
う
、そ
の
吸
収
力
と
想
像
力
の
す
ご
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
、導
入
の
文
章
は「
取
材
の
中
で
、五
感

で
感
じ
た
こ
と
を
書
こ
う
ね
。畑
の
空
気
感
や

匂
い
や
音
を
読
者
さ
ん
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

言
葉
に
表
そ
う
ね
。そ
こ
に
行
か
な
い
と
分
か

ら
な
い
こ
と
を
、み
ん
な
の
感
性
を
フ
ル
に
生

か
し
て
書
こ
う
ね
」と
言
っ
て
い
ま
す
。今
回
は

オ
ン
ラ
イ
ン
取
材
で
し
た
の
で
、不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、そ
れ
を
遥
か
に
し
の
ぐ
答
え
を
出

し
て
き
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
、ま
さ
に
福
島
県
民
と
し
て
の
自
負

で
す
。編
集
部
で
は
な
く
、福
島
県
民
と
し
て
の

自
負
を
彼
女
は
し
っ
か
り
持
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
は
一
足
早
く
O
B
に
な
り
ま

し
た
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」は
ど
う
あ
っ
て
ほ

し
い
、あ
る
い
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
か
。

伊
藤
　
震
災
か
ら
10
年
が
経
ち
、「
福
島
が
誤
解

さ
れ
て
悔
し
い
」と
思
う
高
校
生
は
少
な
い
で

す
。た
だ
当
初
の
想

い
は
絶
対
に
心
の
ど

こ
か
に
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。今
は「
ふ
る
さ

と
で
あ
る
福
島
の
こ

と
を
も
っ
と
知
り
た

い
」と
い
う
想
い
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、そ
れ
は
悪
い
こ
と

で
は
な
く
、良
い
こ
と

で
は
な
い
か
と
。

　
私
は
引
退
し
て
あ

る
程
度
時
間
が
経
ち

ま
し
た
が
、頼
も
し

い
後
輩
た
ち
が
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。弟
も
編
集
部
に

い
ま
す
し
、私
は
大

学
も
福
島
な
の
で
、

何
か
機
会
が
あ
れ
ば

関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

椎
根
　
彼
ら
が
引
退

後
も
何
ら
か
の
形
で

関
わ
り
た
い
と
思
え

る
存
在
で
あ
り
続
け

取
り
組
み
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
、全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。私
た
ち
が
行
っ
て
き
た
こ
と

が
、さ
ら
に
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

観
光
と
の
接
点
、

実
体
験
と
し
て
人
に
伝
え
る

こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、「
ふ
る
さ
と

福
島
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
」と
い
う
想

い
は
、そ
れ
こ
そ
観
光
振
興
の
根
底
に
絶
対
必

要
な
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
観
光
と
の
接
点
に
つ
い
て
も
伺
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。先
ほ
ど
も
、農
業
、食
は
観
光

に
と
っ
て
も
大
切
な
要
素
だ
と
お
話
し
し
ま
し

た
。福
島
に
観
光
客
を
来
て
も
ら
う
た
め
に
、何

か
お
考
え
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

伊
藤
　
他
の
地
域
で
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
活

動
を
伝
え
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
、よ
く

言
わ
れ
る
の
は
、「
農
家
や
取
材
し
て
い
る
私
た

ち
を
通
し
て
、福
島
の
魅
力
が
よ
り
リ
ア
ル
に

伝
わ
っ
て
く
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。「
こ
う
ふ

く
通
信
」が
実
際
に
訪
れ
て
み
た
い
と
い
う

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
。実
際
、他

県
の
高
校
生
と
交
流
し
た
時
に
、次
は「
福
島
に

行
っ
て
み
た
い
」と
な
り
、「
来
て
く
れ
た
ら
案

内
す
る
よ
」と
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

吉
澤
　
そ
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ

る
最
大
の
魅
力
は
、や
は
り
人
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。伊
藤
さ
ん
が
案
内
し
て
く
だ
さ
る
の
で

あ
れ
ば
、行
っ
て
み
た
い
と
思
う
方
も
多
い
で

し
ょ
う
ね
。

椎
根
　
福
島
県
に
住
ん
で
い
な
が
ら
も
知
ら
な

い
場
所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。今
ま
で
は
、

「
福
島
で
お
薦
め
の
観
光
地
は
」と
聞
か
れ
た
時

に
、会
津
や
猪
苗
代
湖
な
ど
の
有
名
観
光
地
し

か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
子
た
ち
が
、「
二
本
松

市
の
旧
東
和
・
岩
代
地
域
に
羽
山
と
い
う
山
が

あ
っ
て
、そ
こ
の
リ
ン
ゴ
が
絶
品
で
」と
、あ
る

意
味
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
話
を
、自
分
の
経
験
か
ら

自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
も
熊
谷
さ
ん
も
、お
話
が
上

手
で
す
ね
。例
え
ば
、農
家
と
旅
行
者
の
間
に

立
っ
て
、両
者
を
つ
な
ぐ
役
割
が
期
待
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

椎
根
　
取
材
だ
け
で
は
な
く
、実
体
験
と
し
て

誰
か
に
伝
え
る
こ
と
を
さ
せ
た
い
。「
こ
う
ふ
く

通
信
」で
も
取
り
上
げ
た
、孫
の
手
ト
ラ
ベ
ル

（
福
島
県
郡
山
市
）の
フ
ー
ド
キ
ャ
ン
プ（
食
の

現
場
を
観
光
資
源
と
し
て
各
地
の
生
産
者
を
訪

ね
る
ツ
ア
ー
）の
よ
う
な
も
の
を
、彼
ら
に
企
画

さ
せ
た
い
で
す
ね
。チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

熊
谷
　
海
外
で
は
福
島
は
ま
だ
誤
解
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
ど
う
だ

ろ
う
か
と
。福
島
は
田
舎
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

で
す
が
、だ
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
る
自
然
を
、ぜ

ひ
海
外
の
人
に
も
経
験
し
て
ほ
し
い
と
純
粋
に

思
い
ま
す
。例
え
ば
、農
家
民
宿
な
ど
に
滞
在
し
、

そ
こ
で
の
体
験
や
農
家
さ
ん
と
の
会
話
を
通
し

て
感
動
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。福
島

へ
の
理
解
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
。

吉
澤
　
特
に
欧
米
か
ら
の
旅
行
者
は
長
く
旅
行

さ
れ
ま
す
し
、比
較
的
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と

に
意
識
の
高
い
方
も
多
い
で
す
。福
島
に
は
豊

か
な
農
村
風
景
が
あ
ち
こ
ち
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。楽
し
く
快
適
に
過
ご
せ
る
仕
掛
け
・
仕
組
み

が
あ
れ
ば
、滞
在
の
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

　
ま
た
、日
本
人
に
も
長
期
滞
在
し
て
福
島
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。コ
ロ
ナ
禍

で
日
本
人
の
働
き
方
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（
リ
ゾ
ー
ト
地
や
地
方
等
の

普
段
の
職
場
と
は
異
な
る
場
所
で
働
き
な
が
ら

休
暇
取
得
等
を
行
う
仕
組
み
）も
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
福
島
を
正
し
く

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
切
で
す
。皆
さ
ん
の

取
り
組
み
に
今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

人
は
、福
島
の
光
、

も
う
福
島
は
か
わ
い
そ
う
だ

と
は
言
わ
せ
な
い

吉
澤
　
時
間
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。最
後
に
一

言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

熊
谷
　
私
は
、福
島
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時

に
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
ほ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。私
は
、福
島
の
福
を
勝
手
に
ハ
ッ

ピ
ー
と
訳
し
て
い
て
、福
島
は
ハ
ッ
ピ
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
福
島
と
言
う
と
、震
災
や
原
発
事
故
の

イ
メ
ー
ジ
が
ど
う
し
て
も
付
き
ま
と
っ
て
き
ま

し
た
。震
災
か
ら
10
年
間
の
節
目
を
迎
え
て
、過

去
に
そ
う
し
た
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
は
心
に

刻
み
な
が
ら
も
、福
島
は
前
に
進
ん
で
い
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
、し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

椎
根
　
私
か
ら
も
一
言
申
し
上
げ
る
と
、「
こ
う

ふ
く
通
信
」の
活
動
を
通
し
て
、こ
う
し
た
子
た

ち
が
37
人
も
生
ま
れ
た
こ
と
が
福
島
の
光
だ
と

思
い
ま
す
。「
高
校
生
あ
す
び
と
塾
」を
始
め
た

時
に
は
、ス
ー
パ
ー
高
校
生
や
高
校
生
起
業
家

の
よ
う
な
子
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
ま
し
た
。し
か
し
今
は
、一
人
ひ
と
り
が「
ふ

る
さ
と
福
島
」を
自
分
の
言
葉
で
自
信
を
持
っ

て
語
れ
る
こ
と
が
、ス
ー
パ
ー
な
高
校
生
に
な

る
以
上
の
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ

の
こ
と
を
ぜ
ひ
伝
え
た
い
で
す
。「
福
島
は
か
わ

い
そ
う
だ
」な
ど
と
は
、も
う
言
わ
せ
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
自
分
の
言
葉
で
語

る
こ
と
は
、大
人
で
も
な
か
な
か
で
き
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。本
日
、皆
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
、改
め
て
そ
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

※
1
：
食
べ
る
通
信
〜
食
の
つ
く
り
手
を
特
集
し
た
情
報
誌
と

収
穫
し
た
食
べ
も
の
が
セ
ッ
ト
で
定
期
的
に
届
く「
食
べ
も
の
付

き
情
報
誌
」。高
橋
博
之
氏
が
、「
世
な
お
し
は
、食
な
お
し
」の
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、2
0
1
3
年
に
N
P
O
法
人
東
北
開
墾
を

立
上
げ
て「
東
北
食
べ
る
通
信
」を
創
刊
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

福
島
が
誤
解
さ
れ
て
悔
し
い
と
い
う
言
葉
が
、

ど
う
し
て
も
一
人
歩
き
し
が
ち
で
す
が
、実
は

そ
の
後
に
、「
い
い
意
味
で
、福
島
が
意
識
さ
れ

な
い
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
」と
、初
代
編
集
長

だ
っ
た
子
は
ず
っ
と
言
っ
て
い
ま
す
。現
役
メ

ン
バ
ー
は
、い
い
意
味
で
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が

な
く
な
っ
て
き
た
福
島
を
感
じ
な
が
ら
取
り
組

ん
で
く
れ
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
風
評
の
払
拭
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
高
校
生
の
人
材
育
成
の
手
段
と
し
て
の

位
置
づ
け
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。読
者
の
皆

さ
ん
も
、私
と
同
じ
で
こ
の
子
た
ち
の
成
長
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
創
刊
時
の
読
者
は
2
3
0
人
ほ
ど
で
、「
あ
す

び
と
福
島
」の
志
や
取
り
組
み
に
共
感
い
た
だ

き
、ご
寄
付
や
企
業
研
修
の
企
画
な
ど
で
ご
縁

を
い
た
だ
い
た
方
た
ち
が
中
心
で
し
た
。ど
ち

ら
か
と
い
う
と
福
島
の
農
産
物
を
積
極
的
に
食

べ
て
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、「
こ
う
ふ

く
通
信
」に
触
れ
た
読
者
さ
ん
が
多
か
っ
た
で

す
。

　
一
方
、生
産
者
の
皆
さ
ん
は
大
変
な
思
い
を

さ
れ
て
い
て
も
、県
民
性
な
の
か
、自
力
で
乗
り

越
え
て
き
た
苦
し
さ
を
前
面
に
は
押
し
出
さ
ず

淡
々
と
話
し
ま
す
。で
す
か
ら
、高
校
生
た
ち
は

あ
ま
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
描
く
こ
と
は
せ

ず
、聞
い
た
ま
ま
、受
け
取
っ
た
ま
ま
を
真
摯
に

書
い
て
い
ま
し
た
。当
初
か
ら
現
場
の
大
変
さ

ば
か
り
で
は
な
く
、福
島
の
農
家
の
日
常
や
前

進
す
る
姿
を
一
貫
し
て
伝
え
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
段
々
と
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

そ
こ
か
ら
高
校
生
を
応
援
し
た
い
と
い
う
読
者

さ
ん
や
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。当
初

か
ら
福
島
県
産
の
も
の
は
絶
対
に
食
べ
な
い
と

思
っ
て
い
る
方
よ
り
も
、態
度
を
決
め
か
ね
て

い
る
よ
う
な
方
へ
の
判
断
材
料
に
な
れ
ば
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
し
た
ね
。

活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

生
産
者
の
熱
さ
、

自
分
自
身
の
変
化

吉
澤
　
現
役
編
集
部
の
熊
谷
さ
ん
は
、生
産
者

の
方
と
向
き
合
う
時
に
、大
切
に
し
て
い
た
こ

と
は
何
で
す
か
。

熊
谷
　
私
は
生
産
者
の
こ
と
を
予
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、ど
の
よ
う
な
人
か
を
把
握

し
た
上
で
取
材
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。人
柄

を
知
っ
た
上
で
話
を
聞
く
と
深
く
感
じ
る
こ
と

で
き
ま
す
。自
分
の
気
に
な
っ
た
話
題
に
つ
い

て
は
、ど
ん
な
話
を
さ
れ
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
し

て
聞
い
て
い
ま
す
。現
場
で
得
た
感
動
を
、私
た

ち
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
そ
の
ま
ま
読

者
に
伝
え
た
い
と
思
い
な
が
ら
、毎
回
、記
事
を

書
い
て
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
高
校
生
と
い
う
こ
と
で
、農
家
の
方
も

話
し
や
す
い
と
い
う
の
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

吉
澤
　
子
供
や
孫
の
よ
う
な
皆
さ
ん
に
真
剣
に

話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。た
く
さ
ん
の
お
話
が
聞

け
た
で
し
ょ
う
か
ら
、一
冊
に
ま
と
め
て
い
く

の
は
大
変
な
作
業
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。

椎
根
　
こ
の
１
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
取
材
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
場
を
見
ず
に
取
材
す
る
の
は
酷
で
す
が
、そ

れ
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、自
発
的
に
考

え
て
い
る
姿
が
事
務
局
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
の
6
年
間
で「
こ
う
ふ
く
通
信
」に

関
わ
っ
て
き
た
高
校
生
は
の
べ
37
名
。編
集
は

人
数
が
多
い
と
、誰
か
に
任
せ
て
し
ま
い
主
体

的
に
取
り
組
め
な
く
な
り
が
ち
で
す
。そ
う
な

る
と
取
材
で
も
質
問
が
少
な
く
な
り
、も
っ
た

い
な
い
な
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。あ
く

ま
で
有
志
の
活
動
で
す
の
で
、そ
こ
に
は
自
分

の
意
思
が
必
要
で
す
。質
問
を
重
ね
る
こ
と
で
、

自
分
の
感
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
、

彼
ら
に
は
伝
え
た
い
で
す
。

吉
澤
　
実
際
に
取
材
さ
れ
て
、ど
ん
な
こ
と
を

お
二
人
は
お
感
じ
に
な
り
ま
し
た
か
。

伊
藤
　
福
島
で
熱
意
を
持
っ
て
働
い
て
い
る

方
々
を
取
材
し
て
い
く
う
ち
に
、自
分
も
福
島

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
の
気
持
ち
が
よ
り
強

く
な
り
、ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
、モ
ヤ

モ
ヤ
し
て
い
た
も
の
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
小
さ
い
頃
か
ら
医
師
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、取
材
で
方
々
に
足
を

運
び
、お
話
を
伺
う
中
で
、過
疎
地
で
の
医
療
の

必
要
性
・
重
要
性
を
感
じ
、福
島
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
の
想
い
と
、徐
々
に
つ
な
が
っ
て
き

た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、同
じ
想
い
を
持
っ
た
高
校
生
同
士
が

つ
な
が
っ
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
す
。活
動

た
い
。つ
ま
ら
な
く
な
っ
た
と
、こ
の
子
た
ち
に

思
わ
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
分
、私
が
高
校

生
た
ち
に
発
破
を
掛
け
続
け
て
、先
輩
た
ち
の

想
い
が
あ
っ
た
か
ら
、今
の
皆
さ
ん
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
し
て
、福
島
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
た
想
い
や
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発
刊
の
想
い
は
変
化
、

福
島
の
こ
と
を
知
り
た
い
、

語
り
た
い

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
ど

こ
で
知
り
、な
ぜ
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
の
で

す
か
。

熊
谷
　
私
が
小
学
生
の
頃
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」

が
発
刊
さ
れ
、両
親
が
購
読
し
て
い
ま
し
た
。入

部
の
き
っ
か
け
は
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
高
校

生
が
自
分
た
ち
の
考
え
や
福
島
へ
の
想
い
を
全

国
に
発
進
し
て
い
る
姿
に
す
ご
く〝
憧
れ
〞を
感

じ
、高
校
生
に
な
っ
た
ら
自
分
も
ぜ
ひ
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

伊
藤
　
私
は
震
災
が
あ
っ
た
こ
と
で
、小
さ
い

頃
か
ら
漠
然
と
、福
島
に
何
か
貢
献
で
き
る
人

に
な
り
た
い
と
の
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。高
校

１
年
生
の
時
に
、福
島
県
外
か
ら
の
視
察
者
と

交
流
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、15
年
間

も
福
島
に
住
み
、震
災
も
経
験
し
て
い
な
が
ら
、

思
っ
て
い
た
よ
り
も
話
せ
な
く
て
。自
分
は
福

島
の
こ
と
を
全
く
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、

福
島
を
も
っ
と
知
り
た
い
、何
か
福
島
に
関
わ

る
活
動
を
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。そ
ん

な
時
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
関
わ
っ
て
い
る
先

輩
に
話
を
聞
い
て
入
部
し
ま
し
た
。

吉
澤
　
創
刊
当
時
と
比
べ
て
、皆
さ
ん
の「
こ
う

ふ
く
通
信
」発
刊
へ
の
想
い
に
変
化
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
創
刊
か
ら
７
年
経
っ
た
今
で
は
、復
興

に
焦
点
を
当
て
て
伝
え
た
い
か
ら
入
部
し
た
と

い
う
想
い
よ
り
も
、一
人
ひ
と
り
が
何
か
し
ら

福
島
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
を
持
っ

て
い
ま
す
。

椎
根
　
発
刊
へ
の
想
い
は
変
化
し
て
い
く
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。初
代
編
集
長
の
子
は
、「
福
島

が
誤
解
さ
れ
て
悔
し
い
」が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
り
、当
初
は
そ
こ
に
共
感
し
た
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
ま
し
た
。最
近
は
、復
興
と
か
風
評
被

害
払
拭
と
い
う
肩
肘
を
張
る
よ
う
な
感
じ
よ
り

も
、自
分
自
身
が
福
島
を
も
っ
と
知
り
た
い
、あ

る
い
は
自
分
の
言
葉
で
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
語

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
、そ
う
い
う
ピ
ュ
ア
な

想
い
を
持
っ
た
高
校
生
が
多
い
気
が
し
て
い
ま

す
。

　
福
島
だ
か
ら
ど
う
こ
う
と
い
っ
た
こ
と
は
、

い
い
意
味
で
昇
華
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

を
通
し
て
た
く
さ
ん
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
が
出
会
っ
た
人
た
ち
は
ど
ん

な
方
が
多
か
っ
た
で
す
か
。

伊
藤
　
福
島
に
と
て
も
愛
着
を
持
ち
、自
ら
生

業
を
営
み
生
活
し
て
い
る
方
た
ち
で
す
。自
分

も
福
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、そ
の
想
い
に

共
感
で
き
、印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。こ
の
活
動

を
通
じ
て
、普
段
の
高
校
生
活
で
は
得
ら
れ
な

い
経
験
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

椎
根
　
農
家
の
方
は
頭
が
良
く
、数
字
に
も
強

い
で
す
。そ
こ
は
い
い
意
味
で
高
校
生
た
ち
の

期
待
を
裏
切
り
ま
す
。農
家
は
土
を
耕
す
の
で

き
つ
い
、土
で
汚
れ
て
き
た
な
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
す
。こ
れ
だ
け

の
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
き
た
と
い
う
実
績
が

あ
っ
て
、取
材
中
の
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

も
テ
ン
ポ
よ
く
、そ
れ
は
衝
撃
的
で
す
。

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

熊
谷
　
初
め
て
取
材
し
た
方
が
一
番
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
方
の
畑
を
見
学
後
、農
家

を
始
め
る
ま
で
の
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
2
、3

時
間
ほ
ど
熱
く
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す

が
、私
が
こ
れ
ま
で
何
気
な
く
食
べ
て
い
た
野
菜

に
は
、こ
ん
な
に
多
く
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の

か
と
、衝
撃
で
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の

想
い
を
受
け
取
っ
た
時
に
、こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

伝
え
た
い
、こ
れ
を
知
っ
た
上
で
野
菜
を
食
べ
た

ら
感
じ
方
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
。

吉
澤
　
食
は
観
光
に
お
い
て
も
す
ご
く
大
切
な

要
素
で
す
。そ
し
て
、つ
く
り
手
の
顔
や
想
い
と

い
っ
た
情
報
が
そ
の
美
味
し
さ
を
何
倍
に
も
増

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。伝
え
る
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
拝
見

し
、皆
さ
ん
の
伝
え
方
に
は
と
て
も
訴
え
る
も

の
が
あ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

震
災
が
気
づ
か
せ
た
、

福
島
県
民
と
し
て
の
自
負

吉
澤
　
お
二
人
の
活
動
を
、友
達
や
学
校
の
先

生
、ご
両
親
な
ど
周
り
の
方
は
ど
の
よ
う
に
見

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
同
じ
ク
ラ
ス
に
一
人「
こ
う
ふ
く
通
信
」

の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。二
人
で
話
し
て
い
る

と
、他
の
友
達
か
ら
は「
福
島
の
た
め
に
活
動
し

て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、皆
、

ど
こ
か
に
福
島
県
民
の
自
負
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
生
の
中
に
は
読
者
に
な
っ
て
く
れ
た
先
生

も
。毎
回
コ
メ
ン
ト
を
く
れ
た
り
、温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。家
族
は
読
者
で
も
あ

る
の
で
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
今
、「
福
島
県
民
と
し
て
の
自
負
」と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

熊
谷
　
こ
れ
は
震
災
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の

か
な
と
。震
災
後
、福
島
県
が
危
険
視
さ
れ
苦
し

ん
だ
過
去
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、福
島
県
民
と

し
て「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
し
、私
た
ち
の
故
郷

は
素
敵
な
と
こ
ろ
だ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」と
い

う
自
負
が
生
ま
れ
た
の
で
は
、と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

椎
根
　
私
は
、福
島
の
子
た
ち
が
福
島
に
い
た

か
ら
と
差
別
さ
れ
た
り
、危
険
だ
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
絶
対
に
い
け
な
い
と
思
い
、

こ
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。そ
れ
が
、今
で
は
福

島
に
い
た
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
た
と
、前
進
す

る
原
動
力
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、伴
走
し

て
き
た
者
と
し
て
も
何
よ
り
も
の
成
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
復
興
と
い
う
言
葉
は
軽
々
し
く
使
い
た
く
な

い
で
す
が
、自
然
に
そ
う
思
え
る
風
土
が
生
ま

れ
て
き
た
こ
と
こ
そ
が
、復
興
の
ひ
と
つ
の
姿

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

伊
藤
　
編
集
部
の
高
校
3
年
生
4
人
は
、全
員

が
福
島
高
校
で
す
。放
課
後
、話
し
合
い
を
し
て

い
る
時
に
は
、周
り
の
友
達
と
も
、例
え
ば
先
週

こ
の
よ
う
な
所
へ
取
材
に
行
っ
て
来
た
と
い
う

話
も
し
ま
す
。こ
う
し
た
会
話
が
、「
こ
う
ふ
く

通
信
」の
活
動
や
福
島
の
農
家
の
こ
と
、知
ら
な

か
っ
た
場
所
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
と
感
じ
ま
す
。先
生
か
ら
は
、こ
の
よ
う

な
機
会
が
あ
る
の
で「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
こ
と

を
発
表
し
て
み
な
い
か
と
誘
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。家
族
に
は
こ
の
活
動
に
参

加
し
て
か
ら
変
わ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。恐
ら

く
は
地
元
愛
や
、先
ほ
ど
話
し
た
よ
う
な
将
来

の
夢
に
関
す
る
こ
と
な
ど
も
含
め
て
の
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、私
に
は
2
学
年
下
に
弟
が
い
る
の
で

す
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
入
部
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

椎
根
　
創
刊
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
安
積
高
校
一

校
で
し
た
が
、こ
れ
ま
で
に
県
内
7
校
の
生
徒

が
参
加
し
て
い
ま
す
。英
ち
ゃ
ん（
伊
藤
）世
代

の
仲
良
し
4
人
組
は
い
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発

揮
。こ
の
メ
ン
バ
ー
は
、あ
る
意
味
、「
こ
う
ふ
く

通
信
」の
第
二
創
業
的
な
こ
と
を
し
て
く
れ
た

よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

「
こ
う
ふ
く
通
信
」

継
続
の
意
義
、

福
島
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た

想
い
と
取
り
組
み

吉
澤
　
と
こ
ろ
で
、熊
谷
さ
ん
は
今
回
発
行
の

「
2
0
2
1
年
冬
号（
23
号
）」を
も
っ
て
引
退
さ

れ
ま
す
ね
。今
後
は
、ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

か
れ
ま
す
か
。

熊
谷
　
こ
の
10
年
で
風
評
被
害
も
あ
ま
り
感
じ

な
く
な
っ
て
、何
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
活
動

し
て
い
る
の
か
、目
的
意
識
を
持
て
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。私
自
身
も
、こ
れ
で
お
金
を
頂

い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。そ
の
時
は
、私
は
編
集
部
メ
ン
バ
ー
の

何
人
か
に
こ
う
ふ
く
通
信
を
続
け
る
意
義
を
問

い
掛
け
、皆
と
話
し
合
う
中
で
答
え
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
編
集
部
メ
ン
バ
ー
に
も
、な
ぜ

熊谷惇乃氏
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一
般
社
団
法
人
あ
す
び
と
福
島
企

画
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
高
校
生
が
伝
え

る
ふ
く
し
ま
食
べ
る
通
信
事
務
局

長
）。福
島
県
郡
山
市
生
ま
れ
。不

動
産・ 

建
築
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
に
携
わ
り
、震
災
を
機
に
退

職
。２
０
１
２
年
４
月
、あ
す
び
と
福
島
の
創
業
時
よ
り 

事
業
全
般
を
支
え
る
。「
こ
う
ふ
く
通
信
」で
は
、創
刊
か

ら
事
務
局
長
と
し
て
高
校
生
編
集
部
に
伴
走
し
、育

成・事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
あ
た
る
。

椎
根
里
奈（
し
い
ね・り
な
）

こ
れ
か
ら
も「
こ
う
ふ
く
通
信
」を
続
け
て
い
く

の
か
を
話
し
合
い
、そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
意
義
を

見
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、私

自
身
も
、編
集
部
メ
ン
バ
ー
が
ど
ん
な
思
い
を

持
っ
て
記
事
を
書
い
て
い
る
の
か
O
G
と
し
て

見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。も
し
、熱
い
想
い
が

伝
わ
っ
て
来
な
か
っ
た
ら
、口
う
る
さ
い
先
輩

に
な
り
ま
す
よ（
笑
）。

吉
澤
　
ど
う
い
っ
た
意
義
が
あ
る
と
い
う
話
が

出
ま
し
た
か
。

熊
谷
　
私
が
問
い
掛
け
て
、す
ぐ
に
返
信
を
く

れ
た
子
は
、「
自
分
は
中
学
校
ま
で
福
島
に
何
の

想
い
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、人
か
ら
誘
わ

れ
て
入
部
し
た
。で
も
活
動
す
る
う
ち
に
、福
島

の
こ
と
、ま
た
特
に
農
家
の
方
々
の
素
晴
ら
し

さ
に
気
づ
き
、純
粋
に
感
動
し
た
。私
た
ち
が
成

長
し
て
い
く
場
と
し
て
続
け
て
い
く
意
義
は
あ

る
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
意
見
で
し
た
。

吉
澤
　
今
回
の
号（
23
号
）の
冒
頭
で
、熊
谷
さ

ん
の
書
い
た「
福
島
の
10
年
〜
こ
こ
で
生
き
る

者
の
も
が
き
と
希
望
」と
い
う
文
章
は
、本
当
に

見
事
で
し
た
。

椎
根
　
私
は
、こ
の
原
稿
が
上
が
っ
て
き
た
と

き
に
度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。「
今
も
汚
染
処
理

水
な
ど
の
問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
。解
決
し

よ
う
と
す
る
た
び
に
、再
び
風
評
被
害
に
あ
う

か
も
し
れ
な
い
。だ
か
ら
こ
そ
、福
島
の
こ
れ
か

ら
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
、非
常
に
彼
女
ら
し
い
視
点
で
、編
集
部
ば
か

り
で
は
な
く
読
者
さ
ん
に
も
課
題
を
投
げ
掛
け

て
い
ま
す
。「
こ
う
ふ
く
通
信
」に
関
わ
っ
た
１

年
で
、彼
女
は
ど
れ
だ
け
の
事
を
見
て
き
た
の

だ
ろ
う
、そ
の
吸
収
力
と
想
像
力
の
す
ご
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
、導
入
の
文
章
は「
取
材
の
中
で
、五
感

で
感
じ
た
こ
と
を
書
こ
う
ね
。畑
の
空
気
感
や

匂
い
や
音
を
読
者
さ
ん
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

言
葉
に
表
そ
う
ね
。そ
こ
に
行
か
な
い
と
分
か

ら
な
い
こ
と
を
、み
ん
な
の
感
性
を
フ
ル
に
生

か
し
て
書
こ
う
ね
」と
言
っ
て
い
ま
す
。今
回
は

オ
ン
ラ
イ
ン
取
材
で
し
た
の
で
、不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、そ
れ
を
遥
か
に
し
の
ぐ
答
え
を
出

し
て
き
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
、ま
さ
に
福
島
県
民
と
し
て
の
自
負

で
す
。編
集
部
で
は
な
く
、福
島
県
民
と
し
て
の

自
負
を
彼
女
は
し
っ
か
り
持
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
は
一
足
早
く
O
B
に
な
り
ま

し
た
が
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」は
ど
う
あ
っ
て
ほ

し
い
、あ
る
い
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
か
。

伊
藤
　
震
災
か
ら
10
年
が
経
ち
、「
福
島
が
誤
解

さ
れ
て
悔
し
い
」と
思
う
高
校
生
は
少
な
い
で

す
。た
だ
当
初
の
想

い
は
絶
対
に
心
の
ど

こ
か
に
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。今
は「
ふ
る
さ

と
で
あ
る
福
島
の
こ

と
を
も
っ
と
知
り
た

い
」と
い
う
想
い
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、そ
れ
は
悪
い
こ
と

で
は
な
く
、良
い
こ
と

で
は
な
い
か
と
。

　
私
は
引
退
し
て
あ

る
程
度
時
間
が
経
ち

ま
し
た
が
、頼
も
し

い
後
輩
た
ち
が
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。弟
も
編
集
部
に

い
ま
す
し
、私
は
大

学
も
福
島
な
の
で
、

何
か
機
会
が
あ
れ
ば

関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

椎
根
　
彼
ら
が
引
退

後
も
何
ら
か
の
形
で

関
わ
り
た
い
と
思
え

る
存
在
で
あ
り
続
け

取
り
組
み
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
、全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。私
た
ち
が
行
っ
て
き
た
こ
と

が
、さ
ら
に
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

観
光
と
の
接
点
、

実
体
験
と
し
て
人
に
伝
え
る

こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、「
ふ
る
さ
と

福
島
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
」と
い
う
想

い
は
、そ
れ
こ
そ
観
光
振
興
の
根
底
に
絶
対
必

要
な
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
観
光
と
の
接
点
に
つ
い
て
も
伺
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。先
ほ
ど
も
、農
業
、食
は
観
光

に
と
っ
て
も
大
切
な
要
素
だ
と
お
話
し
し
ま
し

た
。福
島
に
観
光
客
を
来
て
も
ら
う
た
め
に
、何

か
お
考
え
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

伊
藤
　
他
の
地
域
で
、「
こ
う
ふ
く
通
信
」の
活

動
を
伝
え
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
、よ
く

言
わ
れ
る
の
は
、「
農
家
や
取
材
し
て
い
る
私
た

ち
を
通
し
て
、福
島
の
魅
力
が
よ
り
リ
ア
ル
に

伝
わ
っ
て
く
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。「
こ
う
ふ

く
通
信
」が
実
際
に
訪
れ
て
み
た
い
と
い
う

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
。実
際
、他

県
の
高
校
生
と
交
流
し
た
時
に
、次
は「
福
島
に

行
っ
て
み
た
い
」と
な
り
、「
来
て
く
れ
た
ら
案

内
す
る
よ
」と
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

吉
澤
　
そ
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ

る
最
大
の
魅
力
は
、や
は
り
人
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。伊
藤
さ
ん
が
案
内
し
て
く
だ
さ
る
の
で

あ
れ
ば
、行
っ
て
み
た
い
と
思
う
方
も
多
い
で

し
ょ
う
ね
。

椎
根
　
福
島
県
に
住
ん
で
い
な
が
ら
も
知
ら
な

い
場
所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。今
ま
で
は
、

「
福
島
で
お
薦
め
の
観
光
地
は
」と
聞
か
れ
た
時

に
、会
津
や
猪
苗
代
湖
な
ど
の
有
名
観
光
地
し

か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
子
た
ち
が
、「
二
本
松

市
の
旧
東
和
・
岩
代
地
域
に
羽
山
と
い
う
山
が

あ
っ
て
、そ
こ
の
リ
ン
ゴ
が
絶
品
で
」と
、あ
る

意
味
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
話
を
、自
分
の
経
験
か
ら

自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
伊
藤
さ
ん
も
熊
谷
さ
ん
も
、お
話
が
上

手
で
す
ね
。例
え
ば
、農
家
と
旅
行
者
の
間
に

立
っ
て
、両
者
を
つ
な
ぐ
役
割
が
期
待
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

椎
根
　
取
材
だ
け
で
は
な
く
、実
体
験
と
し
て

誰
か
に
伝
え
る
こ
と
を
さ
せ
た
い
。「
こ
う
ふ
く

通
信
」で
も
取
り
上
げ
た
、孫
の
手
ト
ラ
ベ
ル

（
福
島
県
郡
山
市
）の
フ
ー
ド
キ
ャ
ン
プ（
食
の

現
場
を
観
光
資
源
と
し
て
各
地
の
生
産
者
を
訪

ね
る
ツ
ア
ー
）の
よ
う
な
も
の
を
、彼
ら
に
企
画

さ
せ
た
い
で
す
ね
。チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

吉
澤
　
熊
谷
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

熊
谷
　
海
外
で
は
福
島
は
ま
だ
誤
解
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
ど
う
だ

ろ
う
か
と
。福
島
は
田
舎
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

で
す
が
、だ
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
る
自
然
を
、ぜ

ひ
海
外
の
人
に
も
経
験
し
て
ほ
し
い
と
純
粋
に

思
い
ま
す
。例
え
ば
、農
家
民
宿
な
ど
に
滞
在
し
、

そ
こ
で
の
体
験
や
農
家
さ
ん
と
の
会
話
を
通
し

て
感
動
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。福
島

へ
の
理
解
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
。

吉
澤
　
特
に
欧
米
か
ら
の
旅
行
者
は
長
く
旅
行

さ
れ
ま
す
し
、比
較
的
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と

に
意
識
の
高
い
方
も
多
い
で
す
。福
島
に
は
豊

か
な
農
村
風
景
が
あ
ち
こ
ち
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。楽
し
く
快
適
に
過
ご
せ
る
仕
掛
け
・
仕
組
み

が
あ
れ
ば
、滞
在
の
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

　
ま
た
、日
本
人
に
も
長
期
滞
在
し
て
福
島
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。コ
ロ
ナ
禍

で
日
本
人
の
働
き
方
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（
リ
ゾ
ー
ト
地
や
地
方
等
の

普
段
の
職
場
と
は
異
な
る
場
所
で
働
き
な
が
ら

休
暇
取
得
等
を
行
う
仕
組
み
）も
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
福
島
を
正
し
く

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
切
で
す
。皆
さ
ん
の

取
り
組
み
に
今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

人
は
、福
島
の
光
、

も
う
福
島
は
か
わ
い
そ
う
だ

と
は
言
わ
せ
な
い

吉
澤
　
時
間
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。最
後
に
一

言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

熊
谷
　
私
は
、福
島
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時

に
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
ほ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。私
は
、福
島
の
福
を
勝
手
に
ハ
ッ

ピ
ー
と
訳
し
て
い
て
、福
島
は
ハ
ッ
ピ
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
福
島
と
言
う
と
、震
災
や
原
発
事
故
の

イ
メ
ー
ジ
が
ど
う
し
て
も
付
き
ま
と
っ
て
き
ま

し
た
。震
災
か
ら
10
年
間
の
節
目
を
迎
え
て
、過

去
に
そ
う
し
た
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
は
心
に

刻
み
な
が
ら
も
、福
島
は
前
に
進
ん
で
い
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
、し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

椎
根
　
私
か
ら
も
一
言
申
し
上
げ
る
と
、「
こ
う

ふ
く
通
信
」の
活
動
を
通
し
て
、こ
う
し
た
子
た

ち
が
37
人
も
生
ま
れ
た
こ
と
が
福
島
の
光
だ
と

思
い
ま
す
。「
高
校
生
あ
す
び
と
塾
」を
始
め
た

時
に
は
、ス
ー
パ
ー
高
校
生
や
高
校
生
起
業
家

の
よ
う
な
子
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
ま
し
た
。し
か
し
今
は
、一
人
ひ
と
り
が「
ふ

る
さ
と
福
島
」を
自
分
の
言
葉
で
自
信
を
持
っ

て
語
れ
る
こ
と
が
、ス
ー
パ
ー
な
高
校
生
に
な

る
以
上
の
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ

の
こ
と
を
ぜ
ひ
伝
え
た
い
で
す
。「
福
島
は
か
わ

い
そ
う
だ
」な
ど
と
は
、も
う
言
わ
せ
ま
せ
ん
。

吉
澤
　
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
自
分
の
言
葉
で
語

る
こ
と
は
、大
人
で
も
な
か
な
か
で
き
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。本
日
、皆
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
、改
め
て
そ
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
協
力
：
井
上
理
恵

※
1
：
食
べ
る
通
信
〜
食
の
つ
く
り
手
を
特
集
し
た
情
報
誌
と

収
穫
し
た
食
べ
も
の
が
セ
ッ
ト
で
定
期
的
に
届
く「
食
べ
も
の
付

き
情
報
誌
」。高
橋
博
之
氏
が
、「
世
な
お
し
は
、食
な
お
し
」の
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、2
0
1
3
年
に
N
P
O
法
人
東
北
開
墾
を

立
上
げ
て「
東
北
食
べ
る
通
信
」を
創
刊
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

福
島
が
誤
解
さ
れ
て
悔
し
い
と
い
う
言
葉
が
、

ど
う
し
て
も
一
人
歩
き
し
が
ち
で
す
が
、実
は

そ
の
後
に
、「
い
い
意
味
で
、福
島
が
意
識
さ
れ

な
い
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
」と
、初
代
編
集
長

だ
っ
た
子
は
ず
っ
と
言
っ
て
い
ま
す
。現
役
メ

ン
バ
ー
は
、い
い
意
味
で
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が

な
く
な
っ
て
き
た
福
島
を
感
じ
な
が
ら
取
り
組

ん
で
く
れ
て
い
る
と
見
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
風
評
の
払
拭
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
高
校
生
の
人
材
育
成
の
手
段
と
し
て
の

位
置
づ
け
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。読
者
の
皆

さ
ん
も
、私
と
同
じ
で
こ
の
子
た
ち
の
成
長
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
創
刊
時
の
読
者
は
2
3
0
人
ほ
ど
で
、「
あ
す

び
と
福
島
」の
志
や
取
り
組
み
に
共
感
い
た
だ

き
、ご
寄
付
や
企
業
研
修
の
企
画
な
ど
で
ご
縁

を
い
た
だ
い
た
方
た
ち
が
中
心
で
し
た
。ど
ち

ら
か
と
い
う
と
福
島
の
農
産
物
を
積
極
的
に
食

べ
て
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、「
こ
う
ふ

く
通
信
」に
触
れ
た
読
者
さ
ん
が
多
か
っ
た
で

す
。

　
一
方
、生
産
者
の
皆
さ
ん
は
大
変
な
思
い
を

さ
れ
て
い
て
も
、県
民
性
な
の
か
、自
力
で
乗
り

越
え
て
き
た
苦
し
さ
を
前
面
に
は
押
し
出
さ
ず

淡
々
と
話
し
ま
す
。で
す
か
ら
、高
校
生
た
ち
は

あ
ま
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
描
く
こ
と
は
せ

ず
、聞
い
た
ま
ま
、受
け
取
っ
た
ま
ま
を
真
摯
に

書
い
て
い
ま
し
た
。当
初
か
ら
現
場
の
大
変
さ

ば
か
り
で
は
な
く
、福
島
の
農
家
の
日
常
や
前

進
す
る
姿
を
一
貫
し
て
伝
え
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
段
々
と
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

そ
こ
か
ら
高
校
生
を
応
援
し
た
い
と
い
う
読
者

さ
ん
や
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。当
初

か
ら
福
島
県
産
の
も
の
は
絶
対
に
食
べ
な
い
と

思
っ
て
い
る
方
よ
り
も
、態
度
を
決
め
か
ね
て

い
る
よ
う
な
方
へ
の
判
断
材
料
に
な
れ
ば
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
し
た
ね
。

活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

生
産
者
の
熱
さ
、

自
分
自
身
の
変
化

吉
澤
　
現
役
編
集
部
の
熊
谷
さ
ん
は
、生
産
者

の
方
と
向
き
合
う
時
に
、大
切
に
し
て
い
た
こ

と
は
何
で
す
か
。

熊
谷
　
私
は
生
産
者
の
こ
と
を
予
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、ど
の
よ
う
な
人
か
を
把
握

し
た
上
で
取
材
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。人
柄

を
知
っ
た
上
で
話
を
聞
く
と
深
く
感
じ
る
こ
と

で
き
ま
す
。自
分
の
気
に
な
っ
た
話
題
に
つ
い

て
は
、ど
ん
な
話
を
さ
れ
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
し

て
聞
い
て
い
ま
す
。現
場
で
得
た
感
動
を
、私
た

ち
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
そ
の
ま
ま
読

者
に
伝
え
た
い
と
思
い
な
が
ら
、毎
回
、記
事
を

書
い
て
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
高
校
生
と
い
う
こ
と
で
、農
家
の
方
も

話
し
や
す
い
と
い
う
の
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

吉
澤
　
子
供
や
孫
の
よ
う
な
皆
さ
ん
に
真
剣
に

話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。た
く
さ
ん
の
お
話
が
聞

け
た
で
し
ょ
う
か
ら
、一
冊
に
ま
と
め
て
い
く

の
は
大
変
な
作
業
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。

椎
根
　
こ
の
１
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
取
材
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
場
を
見
ず
に
取
材
す
る
の
は
酷
で
す
が
、そ

れ
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、自
発
的
に
考

え
て
い
る
姿
が
事
務
局
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
の
6
年
間
で「
こ
う
ふ
く
通
信
」に

関
わ
っ
て
き
た
高
校
生
は
の
べ
37
名
。編
集
は

人
数
が
多
い
と
、誰
か
に
任
せ
て
し
ま
い
主
体

的
に
取
り
組
め
な
く
な
り
が
ち
で
す
。そ
う
な

る
と
取
材
で
も
質
問
が
少
な
く
な
り
、も
っ
た

い
な
い
な
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。あ
く

ま
で
有
志
の
活
動
で
す
の
で
、そ
こ
に
は
自
分

の
意
思
が
必
要
で
す
。質
問
を
重
ね
る
こ
と
で
、

自
分
の
感
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
、

彼
ら
に
は
伝
え
た
い
で
す
。

吉
澤
　
実
際
に
取
材
さ
れ
て
、ど
ん
な
こ
と
を

お
二
人
は
お
感
じ
に
な
り
ま
し
た
か
。

伊
藤
　
福
島
で
熱
意
を
持
っ
て
働
い
て
い
る

方
々
を
取
材
し
て
い
く
う
ち
に
、自
分
も
福
島

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
の
気
持
ち
が
よ
り
強

く
な
り
、ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
、モ
ヤ

モ
ヤ
し
て
い
た
も
の
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
小
さ
い
頃
か
ら
医
師
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、取
材
で
方
々
に
足
を

運
び
、お
話
を
伺
う
中
で
、過
疎
地
で
の
医
療
の

必
要
性
・
重
要
性
を
感
じ
、福
島
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
の
想
い
と
、徐
々
に
つ
な
が
っ
て
き

た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、同
じ
想
い
を
持
っ
た
高
校
生
同
士
が

つ
な
が
っ
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
す
。活
動

た
い
。つ
ま
ら
な
く
な
っ
た
と
、こ
の
子
た
ち
に

思
わ
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
分
、私
が
高
校

生
た
ち
に
発
破
を
掛
け
続
け
て
、先
輩
た
ち
の

想
い
が
あ
っ
た
か
ら
、今
の
皆
さ
ん
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
し
て
、福
島
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
た
想
い
や

福島県5
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三
陸
沿
岸
の
復
興
に
は
、

息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要

　
吉
澤

　中
村
社
長
は
、岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興

局
長
、復
興
局
長
を
歴
任
さ
れ
、現
在
、三
陸
鉄

道
に
お
勤
め
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。震
災

か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、岩
手
県
の
復
興

の
状
況
を
ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

中
村

　前
半
5
年
は
県
の
職
員
と
し
て
、後
半

5
年
は
三
陸
鉄
道
を
通
じ
て
復
興
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、被
災
さ
れ
た
方
の
住
宅
や
道

路
、防
潮
堤
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は
ほ
ぼ
終
了

と
い
う
段
階
に
来
て
い
ま
す
。た
だ
、そ
れ
で

復
興
が
終
了
か
と
い
う
と
、被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
中
に
は
、た
く
さ
ん
の
課
題
を
抱
え
な
が

ら
、生
活
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
。

個
々
の
生
活
と
、沿
岸
被
災
地
の
生
業
、産
業

の
部
分
が
ま
だ
十
分
に
復
興
を
果
た
し
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　い
く
つ
か
要
因
が
あ
り
、岩
手
の
沿
岸
部
は

水
産
、漁
業
が
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
す
が
、

こ
こ
何
年
か
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、海
水

温
が
平
年
よ
り
も
高
め
で
、そ
れ
が
漁
獲
高
の

減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。サ
ケ
や
サ
ン

マ
、イ
カ
な
ど
の
漁
獲
高
が
か
な
り
落
ち
込

み
、漁
業
者
だ
け
で
な
く
、水
産
加
工
業
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。観
光
も
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
観
光
客
数
が
大
き
く
落
ち
込

み
、苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、特
に
三
陸
沿

岸
の
復
興
に
は
息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　地
域
の
産
業
が
元
気
に
な
ら
な
い
と
、

地
域
自
体
の
存
続
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。

中
村

　こ
れ
は
日
本
全
体
の
問
題
で
も
あ
り

ま
す
が
、人
口
減
少
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
ボ

デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て
い
る
と
い
う

か
、産
業
面
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

乗
車
人
員
、

年
間
1
0
0
万
人
を
目
標
に

　
中
村

　三
陸
鉄
道（
図
1
）の
利
用
は
、高
校
生

の
通
学
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
す

が
、毎
年
定
期
券
の
販
売
数
が
減
少
し
て
い
ま

す
。子
供
の
数
の
減
少
に
連
動
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、我
々
と
し
て
は
な
ん
と
か
別
の
形
で

利
用
者
を
確
保
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

吉
澤

　今
の
お
話
は
乗
車
人
員
の
推
移
に
も

表
れ
て
い
て
、開
業
年
度（
1
9
8
4
年
度
）は

2
6
8
万
人
だ
っ
た
の
が
、2
0
1
6
、17
、18

年
度
は
開
業
年
度
の
約
2
割
程
度
に
減
少
し

て
い
ま
す（
図
1
）。こ
れ
は
少
子
高
齢
化
、人

口
減
少
が
一
番
の
要
因
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

中
村

　そ
う
で
す
ね
。
三
陸
鉄
道
は
今
年

（
2
0
2
1
年
）で
37
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、開

業
初
年
度（
1
9
8
4
年
度
）よ
り
乗
車
人
員

が
年
々
減
少
し
て
い
る
の
は
、人
口
減
少
に
加

え
て
、道
路
の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
、車
で
移
動
す
る
方

が
増
え
て
き
た
こ
と
が
要
因
か
と
見
て
い
ま

す
。　も

う
一
つ
の
要
因
が
、沿
線
に
あ
っ
た
県
立

病
院
や
高
校
の
移
転
で
す
。例
え
ば
、昔
は
宮

古
駅
前
に
あ
っ
た
県
立
宮
古
病
院
が
郊
外
に

移
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、お
年
寄
り
の
利
用

う
か
、馴
染
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
か
と
思
い

ま
す
。

　2
0
1
9
年
度
の
台
風
被
害
の
時
も
、宮

古
・
田
老
間
は
被
害
が
少
な
く
、す
ぐ
に
再
開

し
ま
し
た
。並
行
し
て
走
る
国
道
45
号
が
土
砂

崩
れ
で
不
通
で
し
た
か
ら
、普
段
は
車
で
通
勤

し
て
い
た
方
が
三
陸
鉄
道
に
か
な
り
シ
フ
ト

し
た
ん
で
す
ね
。地
域
に
2
つ
の
交
通
手
段
が

あ
る
こ
と
は
、災
害
時
に
は
強
み
に
な
る
と
思

い
ま
し
た
。

あ
ま
ち
ゃ
ん
、

リ
ア
ス
線
開
業
が
、

大
き
な
変
わ
り
目
に

吉
澤

　2
0
1
9
年
度
の
他
に
、こ
の
10
年
間

で
、何
か
の
変
わ
り
目
に
な
っ
た
年
は
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

中
村

　震
災
か
ら
の
全
線
再
開
が
2
0
1
4

年
4
月
で
、マ
ス
コ
ミ
で
も
か
な
り
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
前
年
の
2
0
1
3

年
上
半
期
の「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」は
か
な
り
大
き

な
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。番
組
の
冒
頭

で
、三
陸
鉄
道
が
走
る
シ
ー
ン
が
毎
日
登
場

し
、皆
さ
ん
、印
象
に
強
く
残
っ
た
よ
う
で
す
。

全
線
開
通
後
、「
一
度
乗
り
に
行
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
、

2
0
1
4
年
度
の
乗
車
人
員
が
ぐ
っ
と
伸
び

た
と
。そ
の
後
、あ
ま
ち
ゃ
ん
ブ
ー
ム
も
落
ち

着
き
を
見
せ
て
乗
車
人
員
は
減
少
、横
ば
い
が

続
き
、2
0
1
9
年
3
月
の
リ
ア
ス
線
の
開
業

で
も
う
一
度
来
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
の
4
、5
、6
月
頃
は
、か
な
り

厳
し
い
経
営
が
続
い
た
も
の
の
、夏
か
ら
秋
に

か
け
て
は
観
光
客
を
含
め
て
結
構
盛
り
返
し

て
き
て
い
た
ん
で
す
ね
。国
のG

o
T
o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
な
ど
は
か
な
り
大
き

な
効
果
が
あ
っ
た
と
見
て
い
ま
す
。12
月
に
入

る
と
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
増
え
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
停
止
と
な
り
ま
し
た
が
、状
況
が
落
ち
着

い
た
ら
再
開
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
一
つ
、こ
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
の
間
接
的
な

影
響
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、こ
れ
ま
で
県
内

の
中
学
や
高
校
の
修
学
旅
行
先
は
東
京
や
関

西
方
面
で
し
た
が
、近
場
に
変
更
し
た
学
校
が

増
え
ま
し
た
。ま
た
、実
施
時
期
も
春
か
ら
秋

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
修
学
旅
行

が
三
陸
沿
岸
に
来
て
い
ま
す
。三
陸
鉄
道
は
、

震
災
後
、「
震
災
学
習
列
車
」を
運
行
し
て
い
ま

す
が
、そ
の
利
用
が
少
し
伸
び
ま
し
た
。今
年

は
県
外
か
ら
の
利
用
も
あ
り
ま
す
が
、県
内
の

学
校
の
利
用
が
増
え
て
い
る
の
が
一
つ
の
特

徴
と
言
え
ま
す
。

吉
澤

　そ
う
す
る
と
、2
0
2
0
年
度
は
観
光

に
関
し
て
は
、県
内
の
利
用
者
が
比
較
的
多

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

中
村

　県
外
か
ら
の
個
人
客
は
少
し
来
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、首
都
圏
の
旅
行
会
社
が
取

り
扱
う
団
体
ツ
ア
ー
で
の
利
用
が
、コ
ロ
ナ
禍

で
軒
並
み
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
、そ
の
結
果
、

県
内
の
お
客
様
が
増
え
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　今
後
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
次
第
で
は
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
は
、

旅
行
会
社
か
ら
は
列
車
の
予
約
が
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。

が
減
少
し
ま
し
た
。ま
た
、高
校
は
生
徒
の
減

少
で
統
廃
合
が
進
み
、廃
校
と
な
る
と
一
気
に

利
用
者
が
減
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

吉
澤

　震
災
の
年
度（
2
0
1
0
年
度
）の
乗

車
人
員
は
85
万
1
千
人
で
し
た
。そ
れ
が
震
災

で
大
き
く
落
ち
込
み
、そ
の
後
、2
0
1
3
年

度
上
半
期
の
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」の
放
送
に
よ
り
回
復
に
向
か
い
、

2
0
1
9
年
度
に
90
万
8
千
人
と
、2
0
1
0

年
度
を
上
回
る
規
模
に
戻
っ
て
い
ま
す
。将
来

的
に
乗
車
人
員
は
ど
の
く
ら
い
を
目
標
に
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

中
村

　2
0
1
9
年
3
月
に
J
R
山
田
線（
宮

古
・
釜
石
間
）の
移
管
を
受
け
て
、新
た
に「
三

陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
」と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

従
来
の
南
リ
ア
ス
線
、北
リ
ア
ス
線
に
加
え
て

宮
古
・
釜
石
間
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、当
初
よ

り
、相
応
の
利
用
者
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま

し
た
。

　マ
ス
コ
ミ
に
も
か
な
り
取
り
上
げ
ら
れ
、全

国
各
地
か
ら
お
客

様
に
お
い
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度

は
、県
も「
三
陸
防

災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
沿

岸
部
で
実
施
。9

〜
10
月
に
は「
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
」

が
、鵜
住
居
駅
の

す
ぐ
近
く
に
新
し

く
整
備
し
た
釜
石

鵜
住
居
復
興
ス
タ

ジ
ア
ム
」で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
し

た
。　し

か
し
、2
試

合
目
が
予
定
さ
れ

て
い
た
10
月
13

日
、台
風
19
号
が

襲
来
し
、東
日
本

人
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

吉
澤

　台
風
被
害
後
、三
陸
鉄
道
は
半
年
ほ
ど

の
早
い
う
ち
に
復
旧
し
ま
し
た
よ
ね
。

中
村

　非
常
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
支
援
・
ご

協
力
い
た
だ
き
、台
風
か
ら
約
5
ヶ
月
後
の

2
0
2
0
年
3
月
に
全
線
で
運
行
再
開
を
果

た
せ
た
の
で
、そ
れ
は
す
ご
く
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。と
い
う
の
も
、東
京
五
輪
の
聖
火
が

3
月
20
日
に
ギ
リ
シ
ア
か
ら
飛
行
機
で
宮
城

県
の
松
島
基
地
に
到
着
し
、ま
ず「
復
興
の
火
」

と
し
て
被
災
地
3
県
を
走
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。3
月
22
日
か
ら
は
岩
手
県
の
沿
岸

部
を
、宮
古
か
ら
釜
石
間
は
三
陸
鉄
道
に
乗
せ

て
運
ぶ
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　で
す
の
で
、3
月
22
日
に
は
復
旧
さ
せ
よ
う

と
取
り
組
み
、3
月
20
日
に
運
行
再
開
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。工
事
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
も
全
面
的
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、復
旧
の
財
源
は
国
か
ら
多
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
く
な
ど
、多
く
の
皆
さ
ん
の
お

力
添
え
の
お
か
げ
で
す
。

吉
澤

　三
陸
鉄
道
は
、沿
線
住
民
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
存
在
な
の
で
し
ょ
う
か
。

中
村

　通
勤
や
通
学
、通
院
や
買
い
物
な
ど
に

日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
て
、走
っ
て
い
る
姿
が

当
た
り
前
の
光
景
と
い
う
か
、走
っ
て
い
な
い

と「
あ
れ
、ど
う
し
た
の
か
な
」と
。人
に
よ
っ

て
は
、三
陸
鉄
道
が
走
る
音
を
聞
い
た
り
、見

る
こ
と
が
日
常
の
時
計
が
わ
り
と
お
っ
し
ゃ

る
方
も
い
ま
す
ね
。

吉
澤

　「
当
た
り
前
」と
い
う
の
は
最
大
の
誉

め
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

中
村

　は
い
。生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
と
い

東
日
本
大
震
災
当
時
は
、岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興
局
長
、

そ
の
後
は
岩
手
県
復
興
の
陣
頭
指
揮
を
執
る
復
興
局
長
を
務
め
ら
れ
、

2
0
1
6
年
6
月
に
三
陸
鉄
道
の
社
長
に
就
任
さ
れ
た
中
村
一
郎
氏
に
、

岩
手
県
の
復
興
状
況
、三
陸
鉄
道
の
取
り
組
み
、

三
陸
地
域
に
お
け
る
観
光
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

中
村
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

東
日
本
大
震
災
、
　

三
陸
鉄
道
の
10
年
　

沿
線
市
町
村
へ
の
貢
献
も
、

三
陸
鉄
道
の
役
割

吉
澤

　先
ほ
ど
の「
震
災
学
習
列
車
」を
は
じ

め
、三
陸
鉄
道
の
企
画
力
は
す
ご
い
で
す
ね
。

中
村

　あ
る
程
度
、継
続
的
に
長
く
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
と
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
単

発
で
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。様
々
な

こ
と
に
ト
ラ
イ
し
な
が
ら
、皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
、乗
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
企
画
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
。

　も
う
一
つ
、こ
れ
ま
で
の「
楽
し
む
」こ
と
に

加
え
て
、「
学
び
」の
部
分
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。ス
タ
デ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、「
震
災
学
習
列
車
」も
そ
の
取
り

組
み
の
一
つ
で
す
。

　2
0
2
0
年
10
月
、試
行
的
に
宮
古
市
の
中

学
生
を
対
象
と
し
て「
海
と
希
望
の
学
校
o
n

三
鉄
」と
い
う
、三
陸
の
海
や
魚
を
列
車
に

乗
っ
て
楽
し
く
学
ぶ
と
い
う
企
画
列
車
を
運

行
し
ま
し
た
。こ
れ
は
大
槌
町
に
あ
る
東
京
大

学
国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
に
ご
協
力

い
た
だ
き
実
現
し
た
も
の
で
す
。2
0
2
1
年

1
、2
月
に
も
何
回
か
運
行
す
る
予
定
で
し
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
し
た
の
で
、新
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）に
は
再
開
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

吉
澤

　地
元
住
民
の
利
用
促
進
策
の「
新
た
な

マ
イ
レ
ー
ル
運
動
」と
い
う
取
り
組
み
も
興
味

深
い
で
す
ね
。

中
村

　三
陸
鉄
道
沿
線
の
10
市
町
村
ご
と
に
、

貸
切
列
車
で
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。ま
た
市
町
村
か

ら
は「
自
分
の
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
を
連
れ
て

き
て
ほ
し
い
」と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
す
。こ

の
両
方
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。住
民
や
観
光

客
を
列
車
で
沿
線
市
町
村
を
目
的
地
と
し
て

お
連
れ
し
、観
光
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、昼
食
も

地
元
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
い
た
だ
く

と
、市
町
村
に
お
金
が
落
ち
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
か
ら
。

　う
ち
は
経
常
収
支
で
か
な
り
大
き
な
赤
字

が
出
て
い
て
、最
終
的
に
は
県
や
市
町
村
か
ら

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
三
鉄
が
頑

張
っ
て
、う
ち
ら
の
た
め
に
や
っ
て
く
れ
て
い

る
」と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。お
金
を
出
し

て
い
る
の
に
効
果
が
見
え
な
い
と
な
れ
ば
、市

町
村
の
支
援
す
る
気
持
ち
を
そ
ぐ
こ
と
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。私
た
ち
は
地
元
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
、し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。単
に
乗
車
人
員
を
増
や
し
て
、会
社

の
収
入
を
上
げ
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、各
市
町
村
へ
の
経
済
効
果
の
創
出
な

ど
、貢
献
で
き
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
澤

　「新
た
な
マ
イ
レ
ー
ル
運
動
」は
、市
町

村
が
お
互
い
の
良
さ
を
知
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
ね
。

中
村

　今
ま
で
も
類
似
し
た
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
て
、三
陸
鉄
道
の
一
番
北
に
あ
る
久

慈
市
で
は
9
月
に
秋
祭
り
が
あ
り
、立
派
な
山

車
が
何
台
も
出
る
ん
で
す
ね
。で
も
宮
古
の
人

た
ち
は
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。

2
年
ほ
ど
前
に
う
ち
で
特
別
列
車
を
仕
立
て

て
、宮
古
の
人
を
久
慈
に
連
れ
て
行
く
日
帰
り

ツ
ア
ー
を
催
行
し
ま
し
た
。そ
し
た
ら「
初
め

て
見
た
け
ど
、す
ご
い
」と
い
う
感
想
を
た
く

さ
ん
頂
き
ま
し
た
。

　三
陸
は
意
外
と
縦
の
行
き
来
が
少
な
く
、隣

町
く
ら
い
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、そ
の

先
は
あ
ま
り
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
か
。三
陸

鉄
道
を
使
っ
て
、お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
見

に
、相
互
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
な
提
案
を

し
、も
っ
と
縦
に
動
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
れ
ば
、地
域
に
と
っ
て
も
三
陸
鉄
道
に
と
っ

て
も
経
済
的
に
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

　宮
古
市
の
南
に
あ
る
山
田
町
に
は
、陸
中
山

田
駅
が
あ
り
、駅
前
に
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
な

ど
が
か
な
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
あ
る
飲
食
店
4
軒

を
飲
み
歩
く
と
い
う
取
り
組
み
を
一
昨
年

（
2
0
1
9
年
）に
し
て
い
ま
す
。参
加
費
は

3
5
0
0
円
の
チ
ケ
ッ
ト
制
で
、1
軒
に
つ
き

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
・
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で
、30
分
く

ら
い
滞
在
し
た
ら
次
へ
と
い
う
形
で
す
。「
は

し
ご
酒
列
車
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　山
田
の
人
だ
け
を
相
手
に
し
て
い
る
と
、飲

食
店
も
お
客
様
の
数
が
限
ら
れ
ま
す
が
、そ
の

時
に
は
宮
古
や
釜
石
か
ら
も
参
加
者
が
い
て
、

山
田
の
夜
の
街
が
す
ご
く
賑
わ
っ
た
ん
で
す
。

通
り
に
も
、店
に
も
人
が
い
っ
ぱ
い
で
、地
元

の
人
も「
こ
ん
な
の
見
た
こ
と
な
か
っ
た
」と
。

　コ
ロ
ナ
で
去
年（
2
0
2
0
年
）は
企
画
を

見
送
り
ま
し
た
が
、今
年（
2
0
2
1
年
）は
5

月
か
6
月
に
是
非
や
り
た
い
と
、地
元
で
も

言
っ
て
く
れ
て
い
て
、私
た
ち
も
是
非
復
活
さ

せ
た
い
。ま
た
、山
田
だ
け
で
は
な
く
、宮
古
や

釜
石
な
ど
で
も
企
画
し
て
、お
互
い
の
町
に
飲

み
に
行
く
よ
う
に
な
る
と
、交
流
の
幅
が
よ
り

広
が
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　そ
う
い
う
企
画
を
す
ぐ
組
め
る
の
は
、

日
頃
の
お
付
き
合
い
や
信
頼
関
係
が
あ
る
か

ら
で
す
ね
。三
陸
鉄
道
は
そ
れ
だ
け
、地
元
に

愛
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

中
村

　い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、市
町
村
や
商
工
会
議
所
や
商
工
会
の
皆

さ
ん
に
、ご
協
力
い
た
だ
け
る
の
は
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。

観
光
が
地
域
の
復
興
に

果
た
す
役
割

吉
澤

　三
陸
沿
岸
地
域
の
復
興
に
、観
光
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
か
。

中
村

　三
陸
で
は
漁
業
、水
産
業
が
な
か
な
か

厳
し
い
状
況
と
お
話
し
し
ま
し
た
が
、観
光
で

は
、三
陸
復
興
国
立
公
園
を
は
じ
め
景
勝
地
も

多
い
で
す
し
、産
業
面
で
も
結
構
大
き
な
ウ
ェ

イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　震
災
が
あ
っ
て
一
度
人
の
流
れ
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、ま
ず
被
災
地
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
入
る
方
、そ
し
て
状
況
を
心
配

し
て
見
に
来
ら
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　私
た
ち
も
地
域
の
実
情
を
お
知
ら
せ
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
、震
災
後
は「
フ
ロ
ン
ト

ラ
イ
ン
研
修
」と
い
う
、列
車
だ
け
で
な
く
バ

ス
も
仕
立
て
て
現
地
を
ご
案
内
す
る
ツ
ア
ー

の
企
画
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
こ
と
で
、経
済
的
な
面
ば
か
り
で

は
な
く
、被
災
地
の
皆
さ
ん
に
は
、こ
う
し
て

自
分
た
ち
の
こ
と
を
心
配
し
て
来
て
く
れ
て

い
る
と
、励
ま
さ
れ
る
効
果
も
大
い
に
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　た
だ
、観
光
は
水
物
と
い
う
か
、浮
き
沈
み

が
あ
り
、ず
っ
と
安
定
的
に
同
じ
方
が
毎
年
来

ら
れ
る
訳
で
も
な
い
の
で
、如
何
に
継
続
的
に

お
客
様
に
来
て
い
た
だ
け
る
か
、新
た
な
お
客

様
を
獲
得
で
き
る
か
、工
夫
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

吉
澤

　地
域
の
活
性
化
に
観
光
が
多
少
な
り

と
も
お
役
に
立
て
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

中
村

　か
な
り
大
き
な
役
割
、効
果
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。特
に
リ
ア
ス
線
開
通（
2
0
1
9

年
3
月
）の
時
に
は
多
く
の
お
客
様
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、地
域
の
宿
泊
関
係
者
や
飲

食
店
な
ど
多
く
の
方
か
ら
、「
三
鉄
の
お
か
げ
で

お
客
さ
ん
が
す
ご
く
増
え
ま
し
た
」、「
三
鉄
様

さ
ま
で
す
」と
感
謝
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
き

ま
し
た
。

　私
自
身
も
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま

し
た
。今
後
も
多
く
の
方
々
に
是
非
来
て
い
た

だ
き
た
い
、地
域
へ
の
経
済
効
果
を
考
え
る

と
、で
き
れ
ば
宿
泊
し
て
、三
陸
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

三
陸
鉄
道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

1
9
5
5
年
、岩
手
県
生
ま
れ
。

1
9
7
9
年 

東
京
大
学
法
学
部
卒
、同
年
岩
手
県
に
入
庁
。

総
務
、企
画
分
野
を
中
心
に
、地
域
振
興
、福
祉
、商
工
等
の
業
務
を
経
て
、

2
0
1
0
年 

沿
岸
広
域
振
興
局
長
、

2
0
1
2
年 

政
策
地
域
部
長
、2
0
1
4
年 

復
興
局
長
、

2
0
1
6
年
3
月
に
岩
手
県
を
退
職
し
、６
月
よ
り
現
職
。

中
村
一
郎（
な
か
む
ら
・い
ち
ろ
う
）

吉
澤

　三
陸
鉄
道
は
交
通
手
段
で
は
あ
る
け

れ
ど
、あ
る
意
味
観
光
資
源
で
も
あ
り
ま
す

ね
。

中
村

　そ
う
で
す
。交
通
手
段
と
し
て
の
役
割

は
そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。三
陸
鉄
道
と
並
行
す
る「
三
陸
沿
岸

道
路
」（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
、三
陸
北
縦
貫
道

路
、八
戸
・
久
慈
自
動
車
道
）と
い
う
高
速
道
路

が
、も
う
す
ぐ
全
て
つ
な
が
り
ま
す
。単
に
移

動
手
段
と
し
て
考
え
れ
ば
、車
の
方
が
時
間
的

に
も
早
く
料
金
的
に
も
安
く
、競
争
し
て
も
な

か
な
か
勝
ち
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。別
の
魅
力
と

い
う
か
、三
陸
鉄
道
に
乗
り
た
い
と
思
わ
せ
る

仕
掛
け
が
絶
対
に
必
要
で
す
。例
え
ば
、高
速

道
路
は
目
的
地
に
は
早
く
到
着
し
ま
す
が
、走

行
中
に
景
色
を
楽
し
む
余
裕
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。車
窓
の
風
景
を
楽
し
む
な
ど
、鉄
道

な
ら
で
は
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
取

り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　企
業
や
個
人
を
問
わ
ず
、熱
烈
な〝
三
鉄

フ
ァ
ン
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、支
え
て
い
た
だ

を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
て
、三
陸
鉄
道
も

7
割
の
区
間
で
運
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。9
月
ま
で
は
1
ヶ
月
に
10
万
人
ペ
ー
ス
と

好
調
で
あ
っ
た
乗
車
人
員
が
、10
月
は
7
万

人
、11
月
は
5
万
人
強
と
落
ち
込
む
こ
と
に
。

　2
0
1
9
年
度
は
1
1
0
万
人
を
見
込
み
、

ほ
ぼ
ク
リ
ア
で
き
る
予
定
で
し
た
が
、台
風
被

害
に
よ
り
90
万
8
千
人
に
留
ま
り
ま
し
た
。そ

れ
で
も
前
年
度
に
比
べ
れ
ば
大
幅
に
伸
び
て

い
ま
す
か
ら
、そ
う
い
う
意
味
で
は
1
0
0
万

い
た
力
も
本
当
に
大
き
か
っ
た
。そ
う
し
た

方
々
の
想
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、私
た
ち

は
、今
後
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
に
通
じ
る
、

三
陸
鉄
道
開
通
顕
彰
碑
に

刻
ま
れ
た
想
い

吉
澤

　最
後
に
、「
三
陸
鉄
道
開
通
顕
彰
碑
」に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

中
村

　三
陸
鉄
道
の
本
社
は
宮
古
駅
の
隣
に

あ
り
ま
す
が
、こ
の
碑
は
駅
前
広
場
の
西
の
端

に
立
っ
て
い
ま
す
。三
陸
鉄
道
が
開
通
し
た

1
9
8
4
年
4
月
に
当
時
の
岩
手
県
知
事 

中

村
直
氏
と
宮
古
市
長 

千
田
真
一
氏
の
連
名
で

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
碑
文
に
は
、三
陸
の
先
人
が
、津
波
に

も
め
げ
ず
に
立
ち
上
が
り
、フ
ェ
ー
ン
災
害
、

ヤ
マ
セ
の
悲
風
等
幾
多
の
悪
条
件
に
抗
し
つ

つ
、明
治
以
来
の
悲
願
を
達
成
し
た
こ
と
が
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
は「
後
進
よ

　こ
の
業
の
上
に

　更

に
三
陸
の
未
来
を
創
建
せ
よ
」と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。先
人
た
ち
が
苦
労
し
て
作
っ
た
こ
の
鉄

道
を
し
っ
か
り
生
か
し
、輝
か
し
い
三
陸
を

作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
熱
い
想
い
が
託
さ
れ

た
碑
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。碑
の
前
を
通
る
時

に
は
、碑
文
を
眺
め
、鉄
道
建
設
に
か
け
た
先

人
の
苦
労
と
熱
意
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、私

た
ち
に
託
さ
れ
た「
三
陸
の
未
来
の
創
建
」の

た
め
に
改
め
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。ま
た
、機
会
が
あ
れ
ば
い
ろ
ん
な
場

で
皆
さ
ん
に
も
伝
え
て
い
ま
す
。

吉
澤

　碑
に
は
、先
人
た
ち
の
連
綿
と
続
く
鉄

道
へ
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。苦
難

は
あ
っ
て
も
そ
の
度
に
鉄
道
を
復
活
さ
せ
、さ

ら
に
地
域
の
未
来
を
創
建
せ
よ
と
い
う
、大
き

な
志
し
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

中
村

　そ
う
で
す
ね
。私
た
ち
が
鉄
道
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
上
で
の
一
つ
の
大
き
な
指

針
と
い
う
か
、時
折
振
り
返
り
再
確
認
し
て
、

今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
こ
れ
で
い
い
の

か
、違
う
取
り
組
み
を
し
て
い
く
べ
き
な
の
か

な
ど
と
考
え
る
時
に
も
、こ
の
碑
文
が
頭
に
浮

か
ん
で
き
ま
す
。

吉
澤

　今
後
の
三
陸
鉄
道
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。本
日
は
お
忙
し

い
中
、貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

聞
き
手
・
文
：
吉
澤
清
良

編
集
協
力
：
井
上
理
江
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三
陸
沿
岸
の
復
興
に
は
、

息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要

　
吉
澤

　中
村
社
長
は
、岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興

局
長
、復
興
局
長
を
歴
任
さ
れ
、現
在
、三
陸
鉄

道
に
お
勤
め
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。震
災

か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、岩
手
県
の
復
興

の
状
況
を
ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

中
村

　前
半
5
年
は
県
の
職
員
と
し
て
、後
半

5
年
は
三
陸
鉄
道
を
通
じ
て
復
興
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、被
災
さ
れ
た
方
の
住
宅
や
道

路
、防
潮
堤
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は
ほ
ぼ
終
了

と
い
う
段
階
に
来
て
い
ま
す
。た
だ
、そ
れ
で

復
興
が
終
了
か
と
い
う
と
、被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
中
に
は
、た
く
さ
ん
の
課
題
を
抱
え
な
が

ら
、生
活
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
。

個
々
の
生
活
と
、沿
岸
被
災
地
の
生
業
、産
業

の
部
分
が
ま
だ
十
分
に
復
興
を
果
た
し
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　い
く
つ
か
要
因
が
あ
り
、岩
手
の
沿
岸
部
は

水
産
、漁
業
が
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
す
が
、

こ
こ
何
年
か
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、海
水

温
が
平
年
よ
り
も
高
め
で
、そ
れ
が
漁
獲
高
の

減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。サ
ケ
や
サ
ン

マ
、イ
カ
な
ど
の
漁
獲
高
が
か
な
り
落
ち
込

み
、漁
業
者
だ
け
で
な
く
、水
産
加
工
業
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。観
光
も
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
観
光
客
数
が
大
き
く
落
ち
込

み
、苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、特
に
三
陸
沿

岸
の
復
興
に
は
息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　地
域
の
産
業
が
元
気
に
な
ら
な
い
と
、

地
域
自
体
の
存
続
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。

中
村

　こ
れ
は
日
本
全
体
の
問
題
で
も
あ
り

ま
す
が
、人
口
減
少
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
ボ

デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て
い
る
と
い
う

か
、産
業
面
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

乗
車
人
員
、

年
間
1
0
0
万
人
を
目
標
に

　
中
村

　三
陸
鉄
道（
図
1
）の
利
用
は
、高
校
生

の
通
学
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
す

が
、毎
年
定
期
券
の
販
売
数
が
減
少
し
て
い
ま

す
。子
供
の
数
の
減
少
に
連
動
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、我
々
と
し
て
は
な
ん
と
か
別
の
形
で

利
用
者
を
確
保
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

吉
澤

　今
の
お
話
は
乗
車
人
員
の
推
移
に
も

表
れ
て
い
て
、開
業
年
度（
1
9
8
4
年
度
）は

2
6
8
万
人
だ
っ
た
の
が
、2
0
1
6
、17
、18

年
度
は
開
業
年
度
の
約
2
割
程
度
に
減
少
し

て
い
ま
す（
図
1
）。こ
れ
は
少
子
高
齢
化
、人

口
減
少
が
一
番
の
要
因
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

中
村

　そ
う
で
す
ね
。
三
陸
鉄
道
は
今
年

（
2
0
2
1
年
）で
37
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、開

業
初
年
度（
1
9
8
4
年
度
）よ
り
乗
車
人
員

が
年
々
減
少
し
て
い
る
の
は
、人
口
減
少
に
加

え
て
、道
路
の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
、車
で
移
動
す
る
方

が
増
え
て
き
た
こ
と
が
要
因
か
と
見
て
い
ま

す
。　も

う
一
つ
の
要
因
が
、沿
線
に
あ
っ
た
県
立

病
院
や
高
校
の
移
転
で
す
。例
え
ば
、昔
は
宮

古
駅
前
に
あ
っ
た
県
立
宮
古
病
院
が
郊
外
に

移
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、お
年
寄
り
の
利
用

う
か
、馴
染
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
か
と
思
い

ま
す
。

　2
0
1
9
年
度
の
台
風
被
害
の
時
も
、宮

古
・
田
老
間
は
被
害
が
少
な
く
、す
ぐ
に
再
開

し
ま
し
た
。並
行
し
て
走
る
国
道
45
号
が
土
砂

崩
れ
で
不
通
で
し
た
か
ら
、普
段
は
車
で
通
勤

し
て
い
た
方
が
三
陸
鉄
道
に
か
な
り
シ
フ
ト

し
た
ん
で
す
ね
。地
域
に
2
つ
の
交
通
手
段
が

あ
る
こ
と
は
、災
害
時
に
は
強
み
に
な
る
と
思

い
ま
し
た
。

あ
ま
ち
ゃ
ん
、

リ
ア
ス
線
開
業
が
、

大
き
な
変
わ
り
目
に

吉
澤

　2
0
1
9
年
度
の
他
に
、こ
の
10
年
間

で
、何
か
の
変
わ
り
目
に
な
っ
た
年
は
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

中
村

　震
災
か
ら
の
全
線
再
開
が
2
0
1
4

年
4
月
で
、マ
ス
コ
ミ
で
も
か
な
り
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
前
年
の
2
0
1
3

年
上
半
期
の「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」は
か
な
り
大
き

な
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。番
組
の
冒
頭

で
、三
陸
鉄
道
が
走
る
シ
ー
ン
が
毎
日
登
場

し
、皆
さ
ん
、印
象
に
強
く
残
っ
た
よ
う
で
す
。

全
線
開
通
後
、「
一
度
乗
り
に
行
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
、

2
0
1
4
年
度
の
乗
車
人
員
が
ぐ
っ
と
伸
び

た
と
。そ
の
後
、あ
ま
ち
ゃ
ん
ブ
ー
ム
も
落
ち

着
き
を
見
せ
て
乗
車
人
員
は
減
少
、横
ば
い
が

続
き
、2
0
1
9
年
3
月
の
リ
ア
ス
線
の
開
業

で
も
う
一
度
来
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
の
4
、5
、6
月
頃
は
、か
な
り

厳
し
い
経
営
が
続
い
た
も
の
の
、夏
か
ら
秋
に

か
け
て
は
観
光
客
を
含
め
て
結
構
盛
り
返
し

て
き
て
い
た
ん
で
す
ね
。国
のG

o
T
o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
な
ど
は
か
な
り
大
き

な
効
果
が
あ
っ
た
と
見
て
い
ま
す
。12
月
に
入

る
と
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
増
え
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
停
止
と
な
り
ま
し
た
が
、状
況
が
落
ち
着

い
た
ら
再
開
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
一
つ
、こ
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
の
間
接
的
な

影
響
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、こ
れ
ま
で
県
内

の
中
学
や
高
校
の
修
学
旅
行
先
は
東
京
や
関

西
方
面
で
し
た
が
、近
場
に
変
更
し
た
学
校
が

増
え
ま
し
た
。ま
た
、実
施
時
期
も
春
か
ら
秋

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
修
学
旅
行

が
三
陸
沿
岸
に
来
て
い
ま
す
。三
陸
鉄
道
は
、

震
災
後
、「
震
災
学
習
列
車
」を
運
行
し
て
い
ま

す
が
、そ
の
利
用
が
少
し
伸
び
ま
し
た
。今
年

は
県
外
か
ら
の
利
用
も
あ
り
ま
す
が
、県
内
の

学
校
の
利
用
が
増
え
て
い
る
の
が
一
つ
の
特

徴
と
言
え
ま
す
。

吉
澤

　そ
う
す
る
と
、2
0
2
0
年
度
は
観
光

に
関
し
て
は
、県
内
の
利
用
者
が
比
較
的
多

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

中
村

　県
外
か
ら
の
個
人
客
は
少
し
来
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、首
都
圏
の
旅
行
会
社
が
取

り
扱
う
団
体
ツ
ア
ー
で
の
利
用
が
、コ
ロ
ナ
禍

で
軒
並
み
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
、そ
の
結
果
、

県
内
の
お
客
様
が
増
え
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　今
後
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
次
第
で
は
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
は
、

旅
行
会
社
か
ら
は
列
車
の
予
約
が
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。

が
減
少
し
ま
し
た
。ま
た
、高
校
は
生
徒
の
減

少
で
統
廃
合
が
進
み
、廃
校
と
な
る
と
一
気
に

利
用
者
が
減
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

吉
澤

　震
災
の
年
度（
2
0
1
0
年
度
）の
乗

車
人
員
は
85
万
1
千
人
で
し
た
。そ
れ
が
震
災

で
大
き
く
落
ち
込
み
、そ
の
後
、2
0
1
3
年

度
上
半
期
の
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」の
放
送
に
よ
り
回
復
に
向
か
い
、

2
0
1
9
年
度
に
90
万
8
千
人
と
、2
0
1
0

年
度
を
上
回
る
規
模
に
戻
っ
て
い
ま
す
。将
来

的
に
乗
車
人
員
は
ど
の
く
ら
い
を
目
標
に
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

中
村

　2
0
1
9
年
3
月
に
J
R
山
田
線（
宮

古
・
釜
石
間
）の
移
管
を
受
け
て
、新
た
に「
三

陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
」と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

従
来
の
南
リ
ア
ス
線
、北
リ
ア
ス
線
に
加
え
て

宮
古
・
釜
石
間
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、当
初
よ

り
、相
応
の
利
用
者
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま

し
た
。

　マ
ス
コ
ミ
に
も
か
な
り
取
り
上
げ
ら
れ
、全

国
各
地
か
ら
お
客

様
に
お
い
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度

は
、県
も「
三
陸
防

災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
沿

岸
部
で
実
施
。9

〜
10
月
に
は「
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
」

が
、鵜
住
居
駅
の

す
ぐ
近
く
に
新
し

く
整
備
し
た
釜
石

鵜
住
居
復
興
ス
タ

ジ
ア
ム
」で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
し

た
。　し

か
し
、2
試

合
目
が
予
定
さ
れ

て
い
た
10
月
13

日
、台
風
19
号
が

襲
来
し
、東
日
本

人
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

吉
澤

　台
風
被
害
後
、三
陸
鉄
道
は
半
年
ほ
ど

の
早
い
う
ち
に
復
旧
し
ま
し
た
よ
ね
。

中
村

　非
常
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
支
援
・
ご

協
力
い
た
だ
き
、台
風
か
ら
約
5
ヶ
月
後
の

2
0
2
0
年
3
月
に
全
線
で
運
行
再
開
を
果

た
せ
た
の
で
、そ
れ
は
す
ご
く
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。と
い
う
の
も
、東
京
五
輪
の
聖
火
が

3
月
20
日
に
ギ
リ
シ
ア
か
ら
飛
行
機
で
宮
城

県
の
松
島
基
地
に
到
着
し
、ま
ず「
復
興
の
火
」

と
し
て
被
災
地
3
県
を
走
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。3
月
22
日
か
ら
は
岩
手
県
の
沿
岸

部
を
、宮
古
か
ら
釜
石
間
は
三
陸
鉄
道
に
乗
せ

て
運
ぶ
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　で
す
の
で
、3
月
22
日
に
は
復
旧
さ
せ
よ
う

と
取
り
組
み
、3
月
20
日
に
運
行
再
開
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。工
事
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
も
全
面
的
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、復
旧
の
財
源
は
国
か
ら
多
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
く
な
ど
、多
く
の
皆
さ
ん
の
お

力
添
え
の
お
か
げ
で
す
。

吉
澤

　三
陸
鉄
道
は
、沿
線
住
民
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
存
在
な
の
で
し
ょ
う
か
。

中
村

　通
勤
や
通
学
、通
院
や
買
い
物
な
ど
に

日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
て
、走
っ
て
い
る
姿
が

当
た
り
前
の
光
景
と
い
う
か
、走
っ
て
い
な
い

と「
あ
れ
、ど
う
し
た
の
か
な
」と
。人
に
よ
っ

て
は
、三
陸
鉄
道
が
走
る
音
を
聞
い
た
り
、見

る
こ
と
が
日
常
の
時
計
が
わ
り
と
お
っ
し
ゃ

る
方
も
い
ま
す
ね
。

吉
澤

　「
当
た
り
前
」と
い
う
の
は
最
大
の
誉

め
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

中
村

　は
い
。生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
と
い

沿
線
市
町
村
へ
の
貢
献
も
、

三
陸
鉄
道
の
役
割

吉
澤

　先
ほ
ど
の「
震
災
学
習
列
車
」を
は
じ

め
、三
陸
鉄
道
の
企
画
力
は
す
ご
い
で
す
ね
。

中
村

　あ
る
程
度
、継
続
的
に
長
く
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
と
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
単

発
で
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。様
々
な

こ
と
に
ト
ラ
イ
し
な
が
ら
、皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
、乗
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
企
画
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
。

　も
う
一
つ
、こ
れ
ま
で
の「
楽
し
む
」こ
と
に

加
え
て
、「
学
び
」の
部
分
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。ス
タ
デ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、「
震
災
学
習
列
車
」も
そ
の
取
り

組
み
の
一
つ
で
す
。

　2
0
2
0
年
10
月
、試
行
的
に
宮
古
市
の
中

学
生
を
対
象
と
し
て「
海
と
希
望
の
学
校
o
n

三
鉄
」と
い
う
、三
陸
の
海
や
魚
を
列
車
に

乗
っ
て
楽
し
く
学
ぶ
と
い
う
企
画
列
車
を
運

行
し
ま
し
た
。こ
れ
は
大
槌
町
に
あ
る
東
京
大

学
国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
に
ご
協
力

い
た
だ
き
実
現
し
た
も
の
で
す
。2
0
2
1
年

1
、2
月
に
も
何
回
か
運
行
す
る
予
定
で
し
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
し
た
の
で
、新
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）に
は
再
開
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

吉
澤

　地
元
住
民
の
利
用
促
進
策
の「
新
た
な

マ
イ
レ
ー
ル
運
動
」と
い
う
取
り
組
み
も
興
味

深
い
で
す
ね
。

中
村

　三
陸
鉄
道
沿
線
の
10
市
町
村
ご
と
に
、

貸
切
列
車
で
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。ま
た
市
町
村
か

ら
は「
自
分
の
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
を
連
れ
て

き
て
ほ
し
い
」と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
す
。こ

の
両
方
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。住
民
や
観
光

客
を
列
車
で
沿
線
市
町
村
を
目
的
地
と
し
て

お
連
れ
し
、観
光
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、昼
食
も

地
元
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
い
た
だ
く

と
、市
町
村
に
お
金
が
落
ち
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
か
ら
。

　う
ち
は
経
常
収
支
で
か
な
り
大
き
な
赤
字

が
出
て
い
て
、最
終
的
に
は
県
や
市
町
村
か
ら

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
三
鉄
が
頑

張
っ
て
、う
ち
ら
の
た
め
に
や
っ
て
く
れ
て
い

る
」と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。お
金
を
出
し

て
い
る
の
に
効
果
が
見
え
な
い
と
な
れ
ば
、市

町
村
の
支
援
す
る
気
持
ち
を
そ
ぐ
こ
と
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。私
た
ち
は
地
元
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
、し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。単
に
乗
車
人
員
を
増
や
し
て
、会
社

の
収
入
を
上
げ
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、各
市
町
村
へ
の
経
済
効
果
の
創
出
な

ど
、貢
献
で
き
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
澤

　「新
た
な
マ
イ
レ
ー
ル
運
動
」は
、市
町

村
が
お
互
い
の
良
さ
を
知
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
ね
。

中
村

　今
ま
で
も
類
似
し
た
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
て
、三
陸
鉄
道
の
一
番
北
に
あ
る
久

慈
市
で
は
9
月
に
秋
祭
り
が
あ
り
、立
派
な
山

車
が
何
台
も
出
る
ん
で
す
ね
。で
も
宮
古
の
人

た
ち
は
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。

2
年
ほ
ど
前
に
う
ち
で
特
別
列
車
を
仕
立
て

て
、宮
古
の
人
を
久
慈
に
連
れ
て
行
く
日
帰
り

ツ
ア
ー
を
催
行
し
ま
し
た
。そ
し
た
ら「
初
め

て
見
た
け
ど
、す
ご
い
」と
い
う
感
想
を
た
く

さ
ん
頂
き
ま
し
た
。

　三
陸
は
意
外
と
縦
の
行
き
来
が
少
な
く
、隣

町
く
ら
い
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、そ
の

先
は
あ
ま
り
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
か
。三
陸

鉄
道
を
使
っ
て
、お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
見

に
、相
互
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
な
提
案
を

し
、も
っ
と
縦
に
動
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
れ
ば
、地
域
に
と
っ
て
も
三
陸
鉄
道
に
と
っ

て
も
経
済
的
に
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

　宮
古
市
の
南
に
あ
る
山
田
町
に
は
、陸
中
山

田
駅
が
あ
り
、駅
前
に
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
な

ど
が
か
な
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
あ
る
飲
食
店
4
軒

を
飲
み
歩
く
と
い
う
取
り
組
み
を
一
昨
年

（
2
0
1
9
年
）に
し
て
い
ま
す
。参
加
費
は

3
5
0
0
円
の
チ
ケ
ッ
ト
制
で
、1
軒
に
つ
き

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
・
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で
、30
分
く

ら
い
滞
在
し
た
ら
次
へ
と
い
う
形
で
す
。「
は

し
ご
酒
列
車
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　山
田
の
人
だ
け
を
相
手
に
し
て
い
る
と
、飲

食
店
も
お
客
様
の
数
が
限
ら
れ
ま
す
が
、そ
の

時
に
は
宮
古
や
釜
石
か
ら
も
参
加
者
が
い
て
、

山
田
の
夜
の
街
が
す
ご
く
賑
わ
っ
た
ん
で
す
。

通
り
に
も
、店
に
も
人
が
い
っ
ぱ
い
で
、地
元

の
人
も「
こ
ん
な
の
見
た
こ
と
な
か
っ
た
」と
。

　コ
ロ
ナ
で
去
年（
2
0
2
0
年
）は
企
画
を

見
送
り
ま
し
た
が
、今
年（
2
0
2
1
年
）は
5

月
か
6
月
に
是
非
や
り
た
い
と
、地
元
で
も

言
っ
て
く
れ
て
い
て
、私
た
ち
も
是
非
復
活
さ

せ
た
い
。ま
た
、山
田
だ
け
で
は
な
く
、宮
古
や

釜
石
な
ど
で
も
企
画
し
て
、お
互
い
の
町
に
飲

み
に
行
く
よ
う
に
な
る
と
、交
流
の
幅
が
よ
り

広
が
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　そ
う
い
う
企
画
を
す
ぐ
組
め
る
の
は
、

日
頃
の
お
付
き
合
い
や
信
頼
関
係
が
あ
る
か

ら
で
す
ね
。三
陸
鉄
道
は
そ
れ
だ
け
、地
元
に

愛
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

中
村

　い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、市
町
村
や
商
工
会
議
所
や
商
工
会
の
皆

さ
ん
に
、ご
協
力
い
た
だ
け
る
の
は
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。

観
光
が
地
域
の
復
興
に

果
た
す
役
割

吉
澤

　三
陸
沿
岸
地
域
の
復
興
に
、観
光
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
か
。

中
村

　三
陸
で
は
漁
業
、水
産
業
が
な
か
な
か

厳
し
い
状
況
と
お
話
し
し
ま
し
た
が
、観
光
で

は
、三
陸
復
興
国
立
公
園
を
は
じ
め
景
勝
地
も

多
い
で
す
し
、産
業
面
で
も
結
構
大
き
な
ウ
ェ

イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　震
災
が
あ
っ
て
一
度
人
の
流
れ
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、ま
ず
被
災
地
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
入
る
方
、そ
し
て
状
況
を
心
配

し
て
見
に
来
ら
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　私
た
ち
も
地
域
の
実
情
を
お
知
ら
せ
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
、震
災
後
は「
フ
ロ
ン
ト

ラ
イ
ン
研
修
」と
い
う
、列
車
だ
け
で
な
く
バ

ス
も
仕
立
て
て
現
地
を
ご
案
内
す
る
ツ
ア
ー

の
企
画
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
こ
と
で
、経
済
的
な
面
ば
か
り
で

は
な
く
、被
災
地
の
皆
さ
ん
に
は
、こ
う
し
て

自
分
た
ち
の
こ
と
を
心
配
し
て
来
て
く
れ
て

い
る
と
、励
ま
さ
れ
る
効
果
も
大
い
に
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　た
だ
、観
光
は
水
物
と
い
う
か
、浮
き
沈
み

が
あ
り
、ず
っ
と
安
定
的
に
同
じ
方
が
毎
年
来

ら
れ
る
訳
で
も
な
い
の
で
、如
何
に
継
続
的
に

お
客
様
に
来
て
い
た
だ
け
る
か
、新
た
な
お
客

様
を
獲
得
で
き
る
か
、工
夫
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

吉
澤

　地
域
の
活
性
化
に
観
光
が
多
少
な
り

と
も
お
役
に
立
て
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

中
村

　か
な
り
大
き
な
役
割
、効
果
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。特
に
リ
ア
ス
線
開
通（
2
0
1
9

年
3
月
）の
時
に
は
多
く
の
お
客
様
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、地
域
の
宿
泊
関
係
者
や
飲

食
店
な
ど
多
く
の
方
か
ら
、「
三
鉄
の
お
か
げ
で

お
客
さ
ん
が
す
ご
く
増
え
ま
し
た
」、「
三
鉄
様

さ
ま
で
す
」と
感
謝
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
き

ま
し
た
。

　私
自
身
も
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま

し
た
。今
後
も
多
く
の
方
々
に
是
非
来
て
い
た

だ
き
た
い
、地
域
へ
の
経
済
効
果
を
考
え
る

と
、で
き
れ
ば
宿
泊
し
て
、三
陸
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　三
陸
鉄
道
は
交
通
手
段
で
は
あ
る
け

れ
ど
、あ
る
意
味
観
光
資
源
で
も
あ
り
ま
す

ね
。

中
村

　そ
う
で
す
。交
通
手
段
と
し
て
の
役
割

は
そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。三
陸
鉄
道
と
並
行
す
る「
三
陸
沿
岸

道
路
」（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
、三
陸
北
縦
貫
道

路
、八
戸
・
久
慈
自
動
車
道
）と
い
う
高
速
道
路

が
、も
う
す
ぐ
全
て
つ
な
が
り
ま
す
。単
に
移

動
手
段
と
し
て
考
え
れ
ば
、車
の
方
が
時
間
的

に
も
早
く
料
金
的
に
も
安
く
、競
争
し
て
も
な

か
な
か
勝
ち
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。別
の
魅
力
と

い
う
か
、三
陸
鉄
道
に
乗
り
た
い
と
思
わ
せ
る

仕
掛
け
が
絶
対
に
必
要
で
す
。例
え
ば
、高
速

道
路
は
目
的
地
に
は
早
く
到
着
し
ま
す
が
、走

行
中
に
景
色
を
楽
し
む
余
裕
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。車
窓
の
風
景
を
楽
し
む
な
ど
、鉄
道

な
ら
で
は
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
取

り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　企
業
や
個
人
を
問
わ
ず
、熱
烈
な〝
三
鉄

フ
ァ
ン
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、支
え
て
い
た
だ

を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
て
、三
陸
鉄
道
も

7
割
の
区
間
で
運
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。9
月
ま
で
は
1
ヶ
月
に
10
万
人
ペ
ー
ス
と

好
調
で
あ
っ
た
乗
車
人
員
が
、10
月
は
7
万

人
、11
月
は
5
万
人
強
と
落
ち
込
む
こ
と
に
。

　2
0
1
9
年
度
は
1
1
0
万
人
を
見
込
み
、

ほ
ぼ
ク
リ
ア
で
き
る
予
定
で
し
た
が
、台
風
被

害
に
よ
り
90
万
8
千
人
に
留
ま
り
ま
し
た
。そ

れ
で
も
前
年
度
に
比
べ
れ
ば
大
幅
に
伸
び
て

い
ま
す
か
ら
、そ
う
い
う
意
味
で
は
1
0
0
万

い
た
力
も
本
当
に
大
き
か
っ
た
。そ
う
し
た

方
々
の
想
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、私
た
ち

は
、今
後
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
に
通
じ
る
、

三
陸
鉄
道
開
通
顕
彰
碑
に

刻
ま
れ
た
想
い

吉
澤

　最
後
に
、「
三
陸
鉄
道
開
通
顕
彰
碑
」に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

中
村

　三
陸
鉄
道
の
本
社
は
宮
古
駅
の
隣
に

あ
り
ま
す
が
、こ
の
碑
は
駅
前
広
場
の
西
の
端

に
立
っ
て
い
ま
す
。三
陸
鉄
道
が
開
通
し
た

1
9
8
4
年
4
月
に
当
時
の
岩
手
県
知
事 

中

村
直
氏
と
宮
古
市
長 

千
田
真
一
氏
の
連
名
で

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
碑
文
に
は
、三
陸
の
先
人
が
、津
波
に

も
め
げ
ず
に
立
ち
上
が
り
、フ
ェ
ー
ン
災
害
、

ヤ
マ
セ
の
悲
風
等
幾
多
の
悪
条
件
に
抗
し
つ

つ
、明
治
以
来
の
悲
願
を
達
成
し
た
こ
と
が
綴

図 1 岩手県 三陸沿岸の鉄道の状況

ら
れ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
は「
後
進
よ

　こ
の
業
の
上
に

　更

に
三
陸
の
未
来
を
創
建
せ
よ
」と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。先
人
た
ち
が
苦
労
し
て
作
っ
た
こ
の
鉄

道
を
し
っ
か
り
生
か
し
、輝
か
し
い
三
陸
を

作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
熱
い
想
い
が
託
さ
れ

た
碑
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。碑
の
前
を
通
る
時

に
は
、碑
文
を
眺
め
、鉄
道
建
設
に
か
け
た
先

人
の
苦
労
と
熱
意
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、私

た
ち
に
託
さ
れ
た「
三
陸
の
未
来
の
創
建
」の

た
め
に
改
め
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。ま
た
、機
会
が
あ
れ
ば
い
ろ
ん
な
場

で
皆
さ
ん
に
も
伝
え
て
い
ま
す
。

吉
澤

　碑
に
は
、先
人
た
ち
の
連
綿
と
続
く
鉄

道
へ
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。苦
難

は
あ
っ
て
も
そ
の
度
に
鉄
道
を
復
活
さ
せ
、さ

ら
に
地
域
の
未
来
を
創
建
せ
よ
と
い
う
、大
き

な
志
し
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

中
村

　そ
う
で
す
ね
。私
た
ち
が
鉄
道
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
上
で
の
一
つ
の
大
き
な
指

針
と
い
う
か
、時
折
振
り
返
り
再
確
認
し
て
、

今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
こ
れ
で
い
い
の

か
、違
う
取
り
組
み
を
し
て
い
く
べ
き
な
の
か

な
ど
と
考
え
る
時
に
も
、こ
の
碑
文
が
頭
に
浮

か
ん
で
き
ま
す
。

吉
澤

　今
後
の
三
陸
鉄
道
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。本
日
は
お
忙
し

い
中
、貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

聞
き
手
・
文
：
吉
澤
清
良

編
集
協
力
：
井
上
理
江

写真：三陸鉄道

資料：三陸鉄道
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三
陸
沿
岸
の
復
興
に
は
、

息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要

　
吉
澤

　中
村
社
長
は
、岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興

局
長
、復
興
局
長
を
歴
任
さ
れ
、現
在
、三
陸
鉄

道
に
お
勤
め
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。震
災

か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、岩
手
県
の
復
興

の
状
況
を
ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

中
村

　前
半
5
年
は
県
の
職
員
と
し
て
、後
半

5
年
は
三
陸
鉄
道
を
通
じ
て
復
興
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、被
災
さ
れ
た
方
の
住
宅
や
道

路
、防
潮
堤
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は
ほ
ぼ
終
了

と
い
う
段
階
に
来
て
い
ま
す
。た
だ
、そ
れ
で

復
興
が
終
了
か
と
い
う
と
、被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
中
に
は
、た
く
さ
ん
の
課
題
を
抱
え
な
が

ら
、生
活
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
。

個
々
の
生
活
と
、沿
岸
被
災
地
の
生
業
、産
業

の
部
分
が
ま
だ
十
分
に
復
興
を
果
た
し
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　い
く
つ
か
要
因
が
あ
り
、岩
手
の
沿
岸
部
は

水
産
、漁
業
が
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
す
が
、

こ
こ
何
年
か
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、海
水

温
が
平
年
よ
り
も
高
め
で
、そ
れ
が
漁
獲
高
の

減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。サ
ケ
や
サ
ン

マ
、イ
カ
な
ど
の
漁
獲
高
が
か
な
り
落
ち
込

み
、漁
業
者
だ
け
で
な
く
、水
産
加
工
業
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。観
光
も
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
観
光
客
数
が
大
き
く
落
ち
込

み
、苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、特
に
三
陸
沿

岸
の
復
興
に
は
息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　地
域
の
産
業
が
元
気
に
な
ら
な
い
と
、

地
域
自
体
の
存
続
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。

中
村

　こ
れ
は
日
本
全
体
の
問
題
で
も
あ
り

ま
す
が
、人
口
減
少
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
ボ

デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て
い
る
と
い
う

か
、産
業
面
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

乗
車
人
員
、

年
間
1
0
0
万
人
を
目
標
に

　
中
村

　三
陸
鉄
道（
図
1
）の
利
用
は
、高
校
生

の
通
学
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
す

が
、毎
年
定
期
券
の
販
売
数
が
減
少
し
て
い
ま

す
。子
供
の
数
の
減
少
に
連
動
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、我
々
と
し
て
は
な
ん
と
か
別
の
形
で

利
用
者
を
確
保
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

吉
澤

　今
の
お
話
は
乗
車
人
員
の
推
移
に
も

表
れ
て
い
て
、開
業
年
度（
1
9
8
4
年
度
）は

2
6
8
万
人
だ
っ
た
の
が
、2
0
1
6
、17
、18

年
度
は
開
業
年
度
の
約
2
割
程
度
に
減
少
し

て
い
ま
す（
図
1
）。こ
れ
は
少
子
高
齢
化
、人

口
減
少
が
一
番
の
要
因
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

中
村

　そ
う
で
す
ね
。
三
陸
鉄
道
は
今
年

（
2
0
2
1
年
）で
37
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、開

業
初
年
度（
1
9
8
4
年
度
）よ
り
乗
車
人
員

が
年
々
減
少
し
て
い
る
の
は
、人
口
減
少
に
加

え
て
、道
路
の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
、車
で
移
動
す
る
方

が
増
え
て
き
た
こ
と
が
要
因
か
と
見
て
い
ま

す
。　も

う
一
つ
の
要
因
が
、沿
線
に
あ
っ
た
県
立

病
院
や
高
校
の
移
転
で
す
。例
え
ば
、昔
は
宮

古
駅
前
に
あ
っ
た
県
立
宮
古
病
院
が
郊
外
に

移
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、お
年
寄
り
の
利
用

う
か
、馴
染
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
か
と
思
い

ま
す
。

　2
0
1
9
年
度
の
台
風
被
害
の
時
も
、宮

古
・
田
老
間
は
被
害
が
少
な
く
、す
ぐ
に
再
開

し
ま
し
た
。並
行
し
て
走
る
国
道
45
号
が
土
砂

崩
れ
で
不
通
で
し
た
か
ら
、普
段
は
車
で
通
勤

し
て
い
た
方
が
三
陸
鉄
道
に
か
な
り
シ
フ
ト

し
た
ん
で
す
ね
。地
域
に
2
つ
の
交
通
手
段
が

あ
る
こ
と
は
、災
害
時
に
は
強
み
に
な
る
と
思

い
ま
し
た
。

あ
ま
ち
ゃ
ん
、

リ
ア
ス
線
開
業
が
、

大
き
な
変
わ
り
目
に

吉
澤

　2
0
1
9
年
度
の
他
に
、こ
の
10
年
間

で
、何
か
の
変
わ
り
目
に
な
っ
た
年
は
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

中
村

　震
災
か
ら
の
全
線
再
開
が
2
0
1
4

年
4
月
で
、マ
ス
コ
ミ
で
も
か
な
り
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
前
年
の
2
0
1
3

年
上
半
期
の「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」は
か
な
り
大
き

な
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。番
組
の
冒
頭

で
、三
陸
鉄
道
が
走
る
シ
ー
ン
が
毎
日
登
場

し
、皆
さ
ん
、印
象
に
強
く
残
っ
た
よ
う
で
す
。

全
線
開
通
後
、「
一
度
乗
り
に
行
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
、

2
0
1
4
年
度
の
乗
車
人
員
が
ぐ
っ
と
伸
び

た
と
。そ
の
後
、あ
ま
ち
ゃ
ん
ブ
ー
ム
も
落
ち

着
き
を
見
せ
て
乗
車
人
員
は
減
少
、横
ば
い
が

続
き
、2
0
1
9
年
3
月
の
リ
ア
ス
線
の
開
業

で
も
う
一
度
来
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
の
4
、5
、6
月
頃
は
、か
な
り

厳
し
い
経
営
が
続
い
た
も
の
の
、夏
か
ら
秋
に

か
け
て
は
観
光
客
を
含
め
て
結
構
盛
り
返
し

て
き
て
い
た
ん
で
す
ね
。国
のG

o
T
o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
な
ど
は
か
な
り
大
き

な
効
果
が
あ
っ
た
と
見
て
い
ま
す
。12
月
に
入

る
と
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
増
え
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
停
止
と
な
り
ま
し
た
が
、状
況
が
落
ち
着

い
た
ら
再
開
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
一
つ
、こ
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
の
間
接
的
な

影
響
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、こ
れ
ま
で
県
内

の
中
学
や
高
校
の
修
学
旅
行
先
は
東
京
や
関

西
方
面
で
し
た
が
、近
場
に
変
更
し
た
学
校
が

増
え
ま
し
た
。ま
た
、実
施
時
期
も
春
か
ら
秋

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
修
学
旅
行

が
三
陸
沿
岸
に
来
て
い
ま
す
。三
陸
鉄
道
は
、

震
災
後
、「
震
災
学
習
列
車
」を
運
行
し
て
い
ま

す
が
、そ
の
利
用
が
少
し
伸
び
ま
し
た
。今
年

は
県
外
か
ら
の
利
用
も
あ
り
ま
す
が
、県
内
の

学
校
の
利
用
が
増
え
て
い
る
の
が
一
つ
の
特

徴
と
言
え
ま
す
。

吉
澤

　そ
う
す
る
と
、2
0
2
0
年
度
は
観
光

に
関
し
て
は
、県
内
の
利
用
者
が
比
較
的
多

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

中
村

　県
外
か
ら
の
個
人
客
は
少
し
来
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、首
都
圏
の
旅
行
会
社
が
取

り
扱
う
団
体
ツ
ア
ー
で
の
利
用
が
、コ
ロ
ナ
禍

で
軒
並
み
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
、そ
の
結
果
、

県
内
の
お
客
様
が
増
え
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　今
後
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
次
第
で
は
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
は
、

旅
行
会
社
か
ら
は
列
車
の
予
約
が
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。

が
減
少
し
ま
し
た
。ま
た
、高
校
は
生
徒
の
減

少
で
統
廃
合
が
進
み
、廃
校
と
な
る
と
一
気
に

利
用
者
が
減
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

吉
澤

　震
災
の
年
度（
2
0
1
0
年
度
）の
乗

車
人
員
は
85
万
1
千
人
で
し
た
。そ
れ
が
震
災

で
大
き
く
落
ち
込
み
、そ
の
後
、2
0
1
3
年

度
上
半
期
の
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」の
放
送
に
よ
り
回
復
に
向
か
い
、

2
0
1
9
年
度
に
90
万
8
千
人
と
、2
0
1
0

年
度
を
上
回
る
規
模
に
戻
っ
て
い
ま
す
。将
来

的
に
乗
車
人
員
は
ど
の
く
ら
い
を
目
標
に
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

中
村

　2
0
1
9
年
3
月
に
J
R
山
田
線（
宮

古
・
釜
石
間
）の
移
管
を
受
け
て
、新
た
に「
三

陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
」と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

従
来
の
南
リ
ア
ス
線
、北
リ
ア
ス
線
に
加
え
て

宮
古
・
釜
石
間
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、当
初
よ

り
、相
応
の
利
用
者
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま

し
た
。

　マ
ス
コ
ミ
に
も
か
な
り
取
り
上
げ
ら
れ
、全

国
各
地
か
ら
お
客

様
に
お
い
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度

は
、県
も「
三
陸
防

災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
沿

岸
部
で
実
施
。9

〜
10
月
に
は「
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
」

が
、鵜
住
居
駅
の

す
ぐ
近
く
に
新
し

く
整
備
し
た
釜
石

鵜
住
居
復
興
ス
タ

ジ
ア
ム
」で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
し

た
。　し

か
し
、2
試

合
目
が
予
定
さ
れ

て
い
た
10
月
13

日
、台
風
19
号
が

襲
来
し
、東
日
本

人
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

吉
澤

　台
風
被
害
後
、三
陸
鉄
道
は
半
年
ほ
ど

の
早
い
う
ち
に
復
旧
し
ま
し
た
よ
ね
。

中
村

　非
常
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
支
援
・
ご

協
力
い
た
だ
き
、台
風
か
ら
約
5
ヶ
月
後
の

2
0
2
0
年
3
月
に
全
線
で
運
行
再
開
を
果

た
せ
た
の
で
、そ
れ
は
す
ご
く
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。と
い
う
の
も
、東
京
五
輪
の
聖
火
が

3
月
20
日
に
ギ
リ
シ
ア
か
ら
飛
行
機
で
宮
城

県
の
松
島
基
地
に
到
着
し
、ま
ず「
復
興
の
火
」

と
し
て
被
災
地
3
県
を
走
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。3
月
22
日
か
ら
は
岩
手
県
の
沿
岸

部
を
、宮
古
か
ら
釜
石
間
は
三
陸
鉄
道
に
乗
せ

て
運
ぶ
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　で
す
の
で
、3
月
22
日
に
は
復
旧
さ
せ
よ
う

と
取
り
組
み
、3
月
20
日
に
運
行
再
開
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。工
事
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
も
全
面
的
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、復
旧
の
財
源
は
国
か
ら
多
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
く
な
ど
、多
く
の
皆
さ
ん
の
お

力
添
え
の
お
か
げ
で
す
。

吉
澤

　三
陸
鉄
道
は
、沿
線
住
民
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
存
在
な
の
で
し
ょ
う
か
。

中
村

　通
勤
や
通
学
、通
院
や
買
い
物
な
ど
に

日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
て
、走
っ
て
い
る
姿
が

当
た
り
前
の
光
景
と
い
う
か
、走
っ
て
い
な
い

と「
あ
れ
、ど
う
し
た
の
か
な
」と
。人
に
よ
っ

て
は
、三
陸
鉄
道
が
走
る
音
を
聞
い
た
り
、見

る
こ
と
が
日
常
の
時
計
が
わ
り
と
お
っ
し
ゃ

る
方
も
い
ま
す
ね
。

吉
澤

　「
当
た
り
前
」と
い
う
の
は
最
大
の
誉

め
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

中
村

　は
い
。生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
と
い

沿
線
市
町
村
へ
の
貢
献
も
、

三
陸
鉄
道
の
役
割

吉
澤

　先
ほ
ど
の「
震
災
学
習
列
車
」を
は
じ

め
、三
陸
鉄
道
の
企
画
力
は
す
ご
い
で
す
ね
。

中
村

　あ
る
程
度
、継
続
的
に
長
く
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
と
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
単

発
で
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。様
々
な

こ
と
に
ト
ラ
イ
し
な
が
ら
、皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
、乗
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
企
画
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
。

　も
う
一
つ
、こ
れ
ま
で
の「
楽
し
む
」こ
と
に

加
え
て
、「
学
び
」の
部
分
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。ス
タ
デ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、「
震
災
学
習
列
車
」も
そ
の
取
り

組
み
の
一
つ
で
す
。

　2
0
2
0
年
10
月
、試
行
的
に
宮
古
市
の
中

学
生
を
対
象
と
し
て「
海
と
希
望
の
学
校
o
n

三
鉄
」と
い
う
、三
陸
の
海
や
魚
を
列
車
に

乗
っ
て
楽
し
く
学
ぶ
と
い
う
企
画
列
車
を
運

行
し
ま
し
た
。こ
れ
は
大
槌
町
に
あ
る
東
京
大

学
国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
に
ご
協
力

い
た
だ
き
実
現
し
た
も
の
で
す
。2
0
2
1
年

1
、2
月
に
も
何
回
か
運
行
す
る
予
定
で
し
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
し
た
の
で
、新
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）に
は
再
開
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

吉
澤

　地
元
住
民
の
利
用
促
進
策
の「
新
た
な

マ
イ
レ
ー
ル
運
動
」と
い
う
取
り
組
み
も
興
味

深
い
で
す
ね
。

中
村

　三
陸
鉄
道
沿
線
の
10
市
町
村
ご
と
に
、

貸
切
列
車
で
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。ま
た
市
町
村
か

ら
は「
自
分
の
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
を
連
れ
て

き
て
ほ
し
い
」と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
す
。こ

の
両
方
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。住
民
や
観
光

客
を
列
車
で
沿
線
市
町
村
を
目
的
地
と
し
て

お
連
れ
し
、観
光
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、昼
食
も

地
元
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
い
た
だ
く

と
、市
町
村
に
お
金
が
落
ち
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
か
ら
。

　う
ち
は
経
常
収
支
で
か
な
り
大
き
な
赤
字

が
出
て
い
て
、最
終
的
に
は
県
や
市
町
村
か
ら

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
三
鉄
が
頑

張
っ
て
、う
ち
ら
の
た
め
に
や
っ
て
く
れ
て
い

る
」と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。お
金
を
出
し

て
い
る
の
に
効
果
が
見
え
な
い
と
な
れ
ば
、市

町
村
の
支
援
す
る
気
持
ち
を
そ
ぐ
こ
と
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。私
た
ち
は
地
元
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
、し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。単
に
乗
車
人
員
を
増
や
し
て
、会
社

の
収
入
を
上
げ
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、各
市
町
村
へ
の
経
済
効
果
の
創
出
な

ど
、貢
献
で
き
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
澤

　「新
た
な
マ
イ
レ
ー
ル
運
動
」は
、市
町

村
が
お
互
い
の
良
さ
を
知
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
ね
。

中
村

　今
ま
で
も
類
似
し
た
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
て
、三
陸
鉄
道
の
一
番
北
に
あ
る
久

慈
市
で
は
9
月
に
秋
祭
り
が
あ
り
、立
派
な
山

車
が
何
台
も
出
る
ん
で
す
ね
。で
も
宮
古
の
人

た
ち
は
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。

2
年
ほ
ど
前
に
う
ち
で
特
別
列
車
を
仕
立
て

て
、宮
古
の
人
を
久
慈
に
連
れ
て
行
く
日
帰
り

ツ
ア
ー
を
催
行
し
ま
し
た
。そ
し
た
ら「
初
め

て
見
た
け
ど
、す
ご
い
」と
い
う
感
想
を
た
く

さ
ん
頂
き
ま
し
た
。

　三
陸
は
意
外
と
縦
の
行
き
来
が
少
な
く
、隣

町
く
ら
い
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、そ
の

先
は
あ
ま
り
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
か
。三
陸

鉄
道
を
使
っ
て
、お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
見

に
、相
互
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
な
提
案
を

し
、も
っ
と
縦
に
動
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
れ
ば
、地
域
に
と
っ
て
も
三
陸
鉄
道
に
と
っ

て
も
経
済
的
に
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

　宮
古
市
の
南
に
あ
る
山
田
町
に
は
、陸
中
山

田
駅
が
あ
り
、駅
前
に
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
な

ど
が
か
な
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
あ
る
飲
食
店
4
軒

を
飲
み
歩
く
と
い
う
取
り
組
み
を
一
昨
年

（
2
0
1
9
年
）に
し
て
い
ま
す
。参
加
費
は

3
5
0
0
円
の
チ
ケ
ッ
ト
制
で
、1
軒
に
つ
き

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
・
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で
、30
分
く

ら
い
滞
在
し
た
ら
次
へ
と
い
う
形
で
す
。「
は

し
ご
酒
列
車
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　山
田
の
人
だ
け
を
相
手
に
し
て
い
る
と
、飲

食
店
も
お
客
様
の
数
が
限
ら
れ
ま
す
が
、そ
の

時
に
は
宮
古
や
釜
石
か
ら
も
参
加
者
が
い
て
、

山
田
の
夜
の
街
が
す
ご
く
賑
わ
っ
た
ん
で
す
。

通
り
に
も
、店
に
も
人
が
い
っ
ぱ
い
で
、地
元

の
人
も「
こ
ん
な
の
見
た
こ
と
な
か
っ
た
」と
。

　コ
ロ
ナ
で
去
年（
2
0
2
0
年
）は
企
画
を

見
送
り
ま
し
た
が
、今
年（
2
0
2
1
年
）は
5

月
か
6
月
に
是
非
や
り
た
い
と
、地
元
で
も

言
っ
て
く
れ
て
い
て
、私
た
ち
も
是
非
復
活
さ

せ
た
い
。ま
た
、山
田
だ
け
で
は
な
く
、宮
古
や

釜
石
な
ど
で
も
企
画
し
て
、お
互
い
の
町
に
飲

み
に
行
く
よ
う
に
な
る
と
、交
流
の
幅
が
よ
り

広
が
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　そ
う
い
う
企
画
を
す
ぐ
組
め
る
の
は
、

日
頃
の
お
付
き
合
い
や
信
頼
関
係
が
あ
る
か

ら
で
す
ね
。三
陸
鉄
道
は
そ
れ
だ
け
、地
元
に

愛
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

中
村

　い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、市
町
村
や
商
工
会
議
所
や
商
工
会
の
皆

さ
ん
に
、ご
協
力
い
た
だ
け
る
の
は
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。

観
光
が
地
域
の
復
興
に

果
た
す
役
割

吉
澤

　三
陸
沿
岸
地
域
の
復
興
に
、観
光
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
か
。

中
村

　三
陸
で
は
漁
業
、水
産
業
が
な
か
な
か

厳
し
い
状
況
と
お
話
し
し
ま
し
た
が
、観
光
で

は
、三
陸
復
興
国
立
公
園
を
は
じ
め
景
勝
地
も

多
い
で
す
し
、産
業
面
で
も
結
構
大
き
な
ウ
ェ

イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　震
災
が
あ
っ
て
一
度
人
の
流
れ
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、ま
ず
被
災
地
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
入
る
方
、そ
し
て
状
況
を
心
配

し
て
見
に
来
ら
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　私
た
ち
も
地
域
の
実
情
を
お
知
ら
せ
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
、震
災
後
は「
フ
ロ
ン
ト

ラ
イ
ン
研
修
」と
い
う
、列
車
だ
け
で
な
く
バ

ス
も
仕
立
て
て
現
地
を
ご
案
内
す
る
ツ
ア
ー

の
企
画
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
こ
と
で
、経
済
的
な
面
ば
か
り
で

は
な
く
、被
災
地
の
皆
さ
ん
に
は
、こ
う
し
て

自
分
た
ち
の
こ
と
を
心
配
し
て
来
て
く
れ
て

い
る
と
、励
ま
さ
れ
る
効
果
も
大
い
に
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　た
だ
、観
光
は
水
物
と
い
う
か
、浮
き
沈
み

が
あ
り
、ず
っ
と
安
定
的
に
同
じ
方
が
毎
年
来

ら
れ
る
訳
で
も
な
い
の
で
、如
何
に
継
続
的
に

お
客
様
に
来
て
い
た
だ
け
る
か
、新
た
な
お
客

様
を
獲
得
で
き
る
か
、工
夫
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

吉
澤

　地
域
の
活
性
化
に
観
光
が
多
少
な
り

と
も
お
役
に
立
て
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

中
村

　か
な
り
大
き
な
役
割
、効
果
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。特
に
リ
ア
ス
線
開
通（
2
0
1
9

年
3
月
）の
時
に
は
多
く
の
お
客
様
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、地
域
の
宿
泊
関
係
者
や
飲

食
店
な
ど
多
く
の
方
か
ら
、「
三
鉄
の
お
か
げ
で

お
客
さ
ん
が
す
ご
く
増
え
ま
し
た
」、「
三
鉄
様

さ
ま
で
す
」と
感
謝
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
き

ま
し
た
。

　私
自
身
も
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま

し
た
。今
後
も
多
く
の
方
々
に
是
非
来
て
い
た

だ
き
た
い
、地
域
へ
の
経
済
効
果
を
考
え
る

と
、で
き
れ
ば
宿
泊
し
て
、三
陸
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　三
陸
鉄
道
は
交
通
手
段
で
は
あ
る
け

れ
ど
、あ
る
意
味
観
光
資
源
で
も
あ
り
ま
す

ね
。

中
村

　そ
う
で
す
。交
通
手
段
と
し
て
の
役
割

は
そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。三
陸
鉄
道
と
並
行
す
る「
三
陸
沿
岸

道
路
」（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
、三
陸
北
縦
貫
道

路
、八
戸
・
久
慈
自
動
車
道
）と
い
う
高
速
道
路

が
、も
う
す
ぐ
全
て
つ
な
が
り
ま
す
。単
に
移

動
手
段
と
し
て
考
え
れ
ば
、車
の
方
が
時
間
的

に
も
早
く
料
金
的
に
も
安
く
、競
争
し
て
も
な

か
な
か
勝
ち
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。別
の
魅
力
と

い
う
か
、三
陸
鉄
道
に
乗
り
た
い
と
思
わ
せ
る

仕
掛
け
が
絶
対
に
必
要
で
す
。例
え
ば
、高
速

道
路
は
目
的
地
に
は
早
く
到
着
し
ま
す
が
、走

行
中
に
景
色
を
楽
し
む
余
裕
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。車
窓
の
風
景
を
楽
し
む
な
ど
、鉄
道

な
ら
で
は
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
取

り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　企
業
や
個
人
を
問
わ
ず
、熱
烈
な〝
三
鉄

フ
ァ
ン
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、支
え
て
い
た
だ

を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
て
、三
陸
鉄
道
も

7
割
の
区
間
で
運
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。9
月
ま
で
は
1
ヶ
月
に
10
万
人
ペ
ー
ス
と

好
調
で
あ
っ
た
乗
車
人
員
が
、10
月
は
7
万

人
、11
月
は
5
万
人
強
と
落
ち
込
む
こ
と
に
。

　2
0
1
9
年
度
は
1
1
0
万
人
を
見
込
み
、

ほ
ぼ
ク
リ
ア
で
き
る
予
定
で
し
た
が
、台
風
被

害
に
よ
り
90
万
8
千
人
に
留
ま
り
ま
し
た
。そ

れ
で
も
前
年
度
に
比
べ
れ
ば
大
幅
に
伸
び
て

い
ま
す
か
ら
、そ
う
い
う
意
味
で
は
1
0
0
万

い
た
力
も
本
当
に
大
き
か
っ
た
。そ
う
し
た

方
々
の
想
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、私
た
ち

は
、今
後
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
に
通
じ
る
、

三
陸
鉄
道
開
通
顕
彰
碑
に

刻
ま
れ
た
想
い

吉
澤

　最
後
に
、「
三
陸
鉄
道
開
通
顕
彰
碑
」に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

中
村

　三
陸
鉄
道
の
本
社
は
宮
古
駅
の
隣
に

あ
り
ま
す
が
、こ
の
碑
は
駅
前
広
場
の
西
の
端

に
立
っ
て
い
ま
す
。三
陸
鉄
道
が
開
通
し
た

1
9
8
4
年
4
月
に
当
時
の
岩
手
県
知
事 

中

村
直
氏
と
宮
古
市
長 

千
田
真
一
氏
の
連
名
で

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
碑
文
に
は
、三
陸
の
先
人
が
、津
波
に

も
め
げ
ず
に
立
ち
上
が
り
、フ
ェ
ー
ン
災
害
、

ヤ
マ
セ
の
悲
風
等
幾
多
の
悪
条
件
に
抗
し
つ

つ
、明
治
以
来
の
悲
願
を
達
成
し
た
こ
と
が
綴

図 1 岩手県 三陸沿岸の鉄道の状況

ら
れ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
は「
後
進
よ

　こ
の
業
の
上
に

　更

に
三
陸
の
未
来
を
創
建
せ
よ
」と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。先
人
た
ち
が
苦
労
し
て
作
っ
た
こ
の
鉄

道
を
し
っ
か
り
生
か
し
、輝
か
し
い
三
陸
を

作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
熱
い
想
い
が
託
さ
れ

た
碑
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。碑
の
前
を
通
る
時

に
は
、碑
文
を
眺
め
、鉄
道
建
設
に
か
け
た
先

人
の
苦
労
と
熱
意
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、私

た
ち
に
託
さ
れ
た「
三
陸
の
未
来
の
創
建
」の

た
め
に
改
め
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。ま
た
、機
会
が
あ
れ
ば
い
ろ
ん
な
場

で
皆
さ
ん
に
も
伝
え
て
い
ま
す
。

吉
澤

　碑
に
は
、先
人
た
ち
の
連
綿
と
続
く
鉄

道
へ
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。苦
難

は
あ
っ
て
も
そ
の
度
に
鉄
道
を
復
活
さ
せ
、さ

ら
に
地
域
の
未
来
を
創
建
せ
よ
と
い
う
、大
き

な
志
し
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

中
村

　そ
う
で
す
ね
。私
た
ち
が
鉄
道
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
上
で
の
一
つ
の
大
き
な
指

針
と
い
う
か
、時
折
振
り
返
り
再
確
認
し
て
、

今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
こ
れ
で
い
い
の

か
、違
う
取
り
組
み
を
し
て
い
く
べ
き
な
の
か

な
ど
と
考
え
る
時
に
も
、こ
の
碑
文
が
頭
に
浮

か
ん
で
き
ま
す
。

吉
澤

　今
後
の
三
陸
鉄
道
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。本
日
は
お
忙
し

い
中
、貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

聞
き
手
・
文
：
吉
澤
清
良

編
集
協
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：
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理
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三
陸
沿
岸
の
復
興
に
は
、

息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要

　
吉
澤

　中
村
社
長
は
、岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興

局
長
、復
興
局
長
を
歴
任
さ
れ
、現
在
、三
陸
鉄

道
に
お
勤
め
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。震
災

か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、岩
手
県
の
復
興

の
状
況
を
ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

中
村

　前
半
5
年
は
県
の
職
員
と
し
て
、後
半

5
年
は
三
陸
鉄
道
を
通
じ
て
復
興
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、被
災
さ
れ
た
方
の
住
宅
や
道

路
、防
潮
堤
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は
ほ
ぼ
終
了

と
い
う
段
階
に
来
て
い
ま
す
。た
だ
、そ
れ
で

復
興
が
終
了
か
と
い
う
と
、被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
中
に
は
、た
く
さ
ん
の
課
題
を
抱
え
な
が

ら
、生
活
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
。

個
々
の
生
活
と
、沿
岸
被
災
地
の
生
業
、産
業

の
部
分
が
ま
だ
十
分
に
復
興
を
果
た
し
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　い
く
つ
か
要
因
が
あ
り
、岩
手
の
沿
岸
部
は

水
産
、漁
業
が
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
す
が
、

こ
こ
何
年
か
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、海
水

温
が
平
年
よ
り
も
高
め
で
、そ
れ
が
漁
獲
高
の

減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。サ
ケ
や
サ
ン

マ
、イ
カ
な
ど
の
漁
獲
高
が
か
な
り
落
ち
込

み
、漁
業
者
だ
け
で
な
く
、水
産
加
工
業
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。観
光
も
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
観
光
客
数
が
大
き
く
落
ち
込

み
、苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、特
に
三
陸
沿

岸
の
復
興
に
は
息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　地
域
の
産
業
が
元
気
に
な
ら
な
い
と
、

地
域
自
体
の
存
続
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。

中
村

　こ
れ
は
日
本
全
体
の
問
題
で
も
あ
り

ま
す
が
、人
口
減
少
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
ボ

デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て
い
る
と
い
う

か
、産
業
面
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

乗
車
人
員
、

年
間
1
0
0
万
人
を
目
標
に

　
中
村

　三
陸
鉄
道（
図
1
）の
利
用
は
、高
校
生

の
通
学
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
す

が
、毎
年
定
期
券
の
販
売
数
が
減
少
し
て
い
ま

す
。子
供
の
数
の
減
少
に
連
動
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、我
々
と
し
て
は
な
ん
と
か
別
の
形
で

利
用
者
を
確
保
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

吉
澤

　今
の
お
話
は
乗
車
人
員
の
推
移
に
も

表
れ
て
い
て
、開
業
年
度（
1
9
8
4
年
度
）は

2
6
8
万
人
だ
っ
た
の
が
、2
0
1
6
、17
、18

年
度
は
開
業
年
度
の
約
2
割
程
度
に
減
少
し

て
い
ま
す（
図
1
）。こ
れ
は
少
子
高
齢
化
、人

口
減
少
が
一
番
の
要
因
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

中
村

　そ
う
で
す
ね
。
三
陸
鉄
道
は
今
年

（
2
0
2
1
年
）で
37
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、開

業
初
年
度（
1
9
8
4
年
度
）よ
り
乗
車
人
員

が
年
々
減
少
し
て
い
る
の
は
、人
口
減
少
に
加

え
て
、道
路
の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
、車
で
移
動
す
る
方

が
増
え
て
き
た
こ
と
が
要
因
か
と
見
て
い
ま

す
。　も

う
一
つ
の
要
因
が
、沿
線
に
あ
っ
た
県
立

病
院
や
高
校
の
移
転
で
す
。例
え
ば
、昔
は
宮

古
駅
前
に
あ
っ
た
県
立
宮
古
病
院
が
郊
外
に

移
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、お
年
寄
り
の
利
用

う
か
、馴
染
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
か
と
思
い

ま
す
。

　2
0
1
9
年
度
の
台
風
被
害
の
時
も
、宮

古
・
田
老
間
は
被
害
が
少
な
く
、す
ぐ
に
再
開

し
ま
し
た
。並
行
し
て
走
る
国
道
45
号
が
土
砂

崩
れ
で
不
通
で
し
た
か
ら
、普
段
は
車
で
通
勤

し
て
い
た
方
が
三
陸
鉄
道
に
か
な
り
シ
フ
ト

し
た
ん
で
す
ね
。地
域
に
2
つ
の
交
通
手
段
が

あ
る
こ
と
は
、災
害
時
に
は
強
み
に
な
る
と
思

い
ま
し
た
。

あ
ま
ち
ゃ
ん
、

リ
ア
ス
線
開
業
が
、

大
き
な
変
わ
り
目
に

吉
澤

　2
0
1
9
年
度
の
他
に
、こ
の
10
年
間

で
、何
か
の
変
わ
り
目
に
な
っ
た
年
は
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

中
村

　震
災
か
ら
の
全
線
再
開
が
2
0
1
4

年
4
月
で
、マ
ス
コ
ミ
で
も
か
な
り
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
前
年
の
2
0
1
3

年
上
半
期
の「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」は
か
な
り
大
き

な
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。番
組
の
冒
頭

で
、三
陸
鉄
道
が
走
る
シ
ー
ン
が
毎
日
登
場

し
、皆
さ
ん
、印
象
に
強
く
残
っ
た
よ
う
で
す
。

全
線
開
通
後
、「
一
度
乗
り
に
行
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
、

2
0
1
4
年
度
の
乗
車
人
員
が
ぐ
っ
と
伸
び

た
と
。そ
の
後
、あ
ま
ち
ゃ
ん
ブ
ー
ム
も
落
ち

着
き
を
見
せ
て
乗
車
人
員
は
減
少
、横
ば
い
が

続
き
、2
0
1
9
年
3
月
の
リ
ア
ス
線
の
開
業

で
も
う
一
度
来
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
の
4
、5
、6
月
頃
は
、か
な
り

厳
し
い
経
営
が
続
い
た
も
の
の
、夏
か
ら
秋
に

か
け
て
は
観
光
客
を
含
め
て
結
構
盛
り
返
し

て
き
て
い
た
ん
で
す
ね
。国
のG

o
T
o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
な
ど
は
か
な
り
大
き

な
効
果
が
あ
っ
た
と
見
て
い
ま
す
。12
月
に
入

る
と
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
増
え
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
停
止
と
な
り
ま
し
た
が
、状
況
が
落
ち
着

い
た
ら
再
開
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
一
つ
、こ
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
の
間
接
的
な

影
響
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、こ
れ
ま
で
県
内

の
中
学
や
高
校
の
修
学
旅
行
先
は
東
京
や
関

西
方
面
で
し
た
が
、近
場
に
変
更
し
た
学
校
が

増
え
ま
し
た
。ま
た
、実
施
時
期
も
春
か
ら
秋

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
修
学
旅
行

が
三
陸
沿
岸
に
来
て
い
ま
す
。三
陸
鉄
道
は
、

震
災
後
、「
震
災
学
習
列
車
」を
運
行
し
て
い
ま

す
が
、そ
の
利
用
が
少
し
伸
び
ま
し
た
。今
年

は
県
外
か
ら
の
利
用
も
あ
り
ま
す
が
、県
内
の

学
校
の
利
用
が
増
え
て
い
る
の
が
一
つ
の
特

徴
と
言
え
ま
す
。

吉
澤

　そ
う
す
る
と
、2
0
2
0
年
度
は
観
光

に
関
し
て
は
、県
内
の
利
用
者
が
比
較
的
多

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

中
村

　県
外
か
ら
の
個
人
客
は
少
し
来
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、首
都
圏
の
旅
行
会
社
が
取

り
扱
う
団
体
ツ
ア
ー
で
の
利
用
が
、コ
ロ
ナ
禍

で
軒
並
み
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
、そ
の
結
果
、

県
内
の
お
客
様
が
増
え
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　今
後
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
次
第
で
は
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
は
、

旅
行
会
社
か
ら
は
列
車
の
予
約
が
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。

が
減
少
し
ま
し
た
。ま
た
、高
校
は
生
徒
の
減

少
で
統
廃
合
が
進
み
、廃
校
と
な
る
と
一
気
に

利
用
者
が
減
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

吉
澤

　震
災
の
年
度（
2
0
1
0
年
度
）の
乗

車
人
員
は
85
万
1
千
人
で
し
た
。そ
れ
が
震
災

で
大
き
く
落
ち
込
み
、そ
の
後
、2
0
1
3
年

度
上
半
期
の
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」の
放
送
に
よ
り
回
復
に
向
か
い
、

2
0
1
9
年
度
に
90
万
8
千
人
と
、2
0
1
0

年
度
を
上
回
る
規
模
に
戻
っ
て
い
ま
す
。将
来

的
に
乗
車
人
員
は
ど
の
く
ら
い
を
目
標
に
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

中
村

　2
0
1
9
年
3
月
に
J
R
山
田
線（
宮

古
・
釜
石
間
）の
移
管
を
受
け
て
、新
た
に「
三

陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
」と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

従
来
の
南
リ
ア
ス
線
、北
リ
ア
ス
線
に
加
え
て

宮
古
・
釜
石
間
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、当
初
よ

り
、相
応
の
利
用
者
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま

し
た
。

　マ
ス
コ
ミ
に
も
か
な
り
取
り
上
げ
ら
れ
、全

国
各
地
か
ら
お
客

様
に
お
い
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度

は
、県
も「
三
陸
防

災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
沿

岸
部
で
実
施
。9

〜
10
月
に
は「
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
」

が
、鵜
住
居
駅
の

す
ぐ
近
く
に
新
し

く
整
備
し
た
釜
石

鵜
住
居
復
興
ス
タ

ジ
ア
ム
」で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
し

た
。　し

か
し
、2
試

合
目
が
予
定
さ
れ

て
い
た
10
月
13

日
、台
風
19
号
が

襲
来
し
、東
日
本

人
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

吉
澤

　台
風
被
害
後
、三
陸
鉄
道
は
半
年
ほ
ど

の
早
い
う
ち
に
復
旧
し
ま
し
た
よ
ね
。

中
村

　非
常
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
支
援
・
ご

協
力
い
た
だ
き
、台
風
か
ら
約
5
ヶ
月
後
の

2
0
2
0
年
3
月
に
全
線
で
運
行
再
開
を
果

た
せ
た
の
で
、そ
れ
は
す
ご
く
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。と
い
う
の
も
、東
京
五
輪
の
聖
火
が

3
月
20
日
に
ギ
リ
シ
ア
か
ら
飛
行
機
で
宮
城

県
の
松
島
基
地
に
到
着
し
、ま
ず「
復
興
の
火
」

と
し
て
被
災
地
3
県
を
走
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。3
月
22
日
か
ら
は
岩
手
県
の
沿
岸

部
を
、宮
古
か
ら
釜
石
間
は
三
陸
鉄
道
に
乗
せ

て
運
ぶ
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　で
す
の
で
、3
月
22
日
に
は
復
旧
さ
せ
よ
う

と
取
り
組
み
、3
月
20
日
に
運
行
再
開
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。工
事
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
も
全
面
的
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、復
旧
の
財
源
は
国
か
ら
多
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
く
な
ど
、多
く
の
皆
さ
ん
の
お

力
添
え
の
お
か
げ
で
す
。

吉
澤

　三
陸
鉄
道
は
、沿
線
住
民
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
存
在
な
の
で
し
ょ
う
か
。

中
村

　通
勤
や
通
学
、通
院
や
買
い
物
な
ど
に

日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
て
、走
っ
て
い
る
姿
が

当
た
り
前
の
光
景
と
い
う
か
、走
っ
て
い
な
い

と「
あ
れ
、ど
う
し
た
の
か
な
」と
。人
に
よ
っ

て
は
、三
陸
鉄
道
が
走
る
音
を
聞
い
た
り
、見

る
こ
と
が
日
常
の
時
計
が
わ
り
と
お
っ
し
ゃ

る
方
も
い
ま
す
ね
。

吉
澤

　「
当
た
り
前
」と
い
う
の
は
最
大
の
誉

め
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

中
村

　は
い
。生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
と
い

写真：三陸鉄道開通顕彰碑

沿
線
市
町
村
へ
の
貢
献
も
、

三
陸
鉄
道
の
役
割

吉
澤

　先
ほ
ど
の「
震
災
学
習
列
車
」を
は
じ

め
、三
陸
鉄
道
の
企
画
力
は
す
ご
い
で
す
ね
。

中
村

　あ
る
程
度
、継
続
的
に
長
く
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
と
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
単

発
で
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。様
々
な

こ
と
に
ト
ラ
イ
し
な
が
ら
、皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
、乗
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
企
画
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
。

　も
う
一
つ
、こ
れ
ま
で
の「
楽
し
む
」こ
と
に

加
え
て
、「
学
び
」の
部
分
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。ス
タ
デ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、「
震
災
学
習
列
車
」も
そ
の
取
り

組
み
の
一
つ
で
す
。

　2
0
2
0
年
10
月
、試
行
的
に
宮
古
市
の
中

学
生
を
対
象
と
し
て「
海
と
希
望
の
学
校
o
n

三
鉄
」と
い
う
、三
陸
の
海
や
魚
を
列
車
に

乗
っ
て
楽
し
く
学
ぶ
と
い
う
企
画
列
車
を
運

行
し
ま
し
た
。こ
れ
は
大
槌
町
に
あ
る
東
京
大

学
国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
に
ご
協
力

い
た
だ
き
実
現
し
た
も
の
で
す
。2
0
2
1
年

1
、2
月
に
も
何
回
か
運
行
す
る
予
定
で
し
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
し
た
の
で
、新
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）に
は
再
開
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

吉
澤

　地
元
住
民
の
利
用
促
進
策
の「
新
た
な

マ
イ
レ
ー
ル
運
動
」と
い
う
取
り
組
み
も
興
味

深
い
で
す
ね
。

中
村

　三
陸
鉄
道
沿
線
の
10
市
町
村
ご
と
に
、

貸
切
列
車
で
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。ま
た
市
町
村
か

ら
は「
自
分
の
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
を
連
れ
て

き
て
ほ
し
い
」と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
す
。こ

の
両
方
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。住
民
や
観
光

客
を
列
車
で
沿
線
市
町
村
を
目
的
地
と
し
て

お
連
れ
し
、観
光
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、昼
食
も

地
元
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
い
た
だ
く

と
、市
町
村
に
お
金
が
落
ち
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
か
ら
。

　う
ち
は
経
常
収
支
で
か
な
り
大
き
な
赤
字

が
出
て
い
て
、最
終
的
に
は
県
や
市
町
村
か
ら

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
三
鉄
が
頑

張
っ
て
、う
ち
ら
の
た
め
に
や
っ
て
く
れ
て
い

る
」と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。お
金
を
出
し

て
い
る
の
に
効
果
が
見
え
な
い
と
な
れ
ば
、市

町
村
の
支
援
す
る
気
持
ち
を
そ
ぐ
こ
と
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。私
た
ち
は
地
元
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
、し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。単
に
乗
車
人
員
を
増
や
し
て
、会
社

の
収
入
を
上
げ
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、各
市
町
村
へ
の
経
済
効
果
の
創
出
な

ど
、貢
献
で
き
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
澤

　「新
た
な
マ
イ
レ
ー
ル
運
動
」は
、市
町

村
が
お
互
い
の
良
さ
を
知
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
ね
。

中
村

　今
ま
で
も
類
似
し
た
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
て
、三
陸
鉄
道
の
一
番
北
に
あ
る
久

慈
市
で
は
9
月
に
秋
祭
り
が
あ
り
、立
派
な
山

車
が
何
台
も
出
る
ん
で
す
ね
。で
も
宮
古
の
人

た
ち
は
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。

2
年
ほ
ど
前
に
う
ち
で
特
別
列
車
を
仕
立
て

て
、宮
古
の
人
を
久
慈
に
連
れ
て
行
く
日
帰
り

ツ
ア
ー
を
催
行
し
ま
し
た
。そ
し
た
ら「
初
め

て
見
た
け
ど
、す
ご
い
」と
い
う
感
想
を
た
く

さ
ん
頂
き
ま
し
た
。

　三
陸
は
意
外
と
縦
の
行
き
来
が
少
な
く
、隣

町
く
ら
い
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、そ
の

先
は
あ
ま
り
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
か
。三
陸

鉄
道
を
使
っ
て
、お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
見

に
、相
互
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
な
提
案
を

し
、も
っ
と
縦
に
動
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
れ
ば
、地
域
に
と
っ
て
も
三
陸
鉄
道
に
と
っ

て
も
経
済
的
に
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

　宮
古
市
の
南
に
あ
る
山
田
町
に
は
、陸
中
山

田
駅
が
あ
り
、駅
前
に
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
な

ど
が
か
な
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
あ
る
飲
食
店
4
軒

を
飲
み
歩
く
と
い
う
取
り
組
み
を
一
昨
年

（
2
0
1
9
年
）に
し
て
い
ま
す
。参
加
費
は

3
5
0
0
円
の
チ
ケ
ッ
ト
制
で
、1
軒
に
つ
き

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
・
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で
、30
分
く

ら
い
滞
在
し
た
ら
次
へ
と
い
う
形
で
す
。「
は

し
ご
酒
列
車
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　山
田
の
人
だ
け
を
相
手
に
し
て
い
る
と
、飲

食
店
も
お
客
様
の
数
が
限
ら
れ
ま
す
が
、そ
の

時
に
は
宮
古
や
釜
石
か
ら
も
参
加
者
が
い
て
、

山
田
の
夜
の
街
が
す
ご
く
賑
わ
っ
た
ん
で
す
。

通
り
に
も
、店
に
も
人
が
い
っ
ぱ
い
で
、地
元

の
人
も「
こ
ん
な
の
見
た
こ
と
な
か
っ
た
」と
。

　コ
ロ
ナ
で
去
年（
2
0
2
0
年
）は
企
画
を

見
送
り
ま
し
た
が
、今
年（
2
0
2
1
年
）は
5

月
か
6
月
に
是
非
や
り
た
い
と
、地
元
で
も

言
っ
て
く
れ
て
い
て
、私
た
ち
も
是
非
復
活
さ

せ
た
い
。ま
た
、山
田
だ
け
で
は
な
く
、宮
古
や

釜
石
な
ど
で
も
企
画
し
て
、お
互
い
の
町
に
飲

み
に
行
く
よ
う
に
な
る
と
、交
流
の
幅
が
よ
り

広
が
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　そ
う
い
う
企
画
を
す
ぐ
組
め
る
の
は
、

日
頃
の
お
付
き
合
い
や
信
頼
関
係
が
あ
る
か

ら
で
す
ね
。三
陸
鉄
道
は
そ
れ
だ
け
、地
元
に

愛
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

中
村

　い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、市
町
村
や
商
工
会
議
所
や
商
工
会
の
皆

さ
ん
に
、ご
協
力
い
た
だ
け
る
の
は
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。

観
光
が
地
域
の
復
興
に

果
た
す
役
割

吉
澤

　三
陸
沿
岸
地
域
の
復
興
に
、観
光
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
か
。

中
村

　三
陸
で
は
漁
業
、水
産
業
が
な
か
な
か

厳
し
い
状
況
と
お
話
し
し
ま
し
た
が
、観
光
で

は
、三
陸
復
興
国
立
公
園
を
は
じ
め
景
勝
地
も

多
い
で
す
し
、産
業
面
で
も
結
構
大
き
な
ウ
ェ

イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　震
災
が
あ
っ
て
一
度
人
の
流
れ
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、ま
ず
被
災
地
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
入
る
方
、そ
し
て
状
況
を
心
配

し
て
見
に
来
ら
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　私
た
ち
も
地
域
の
実
情
を
お
知
ら
せ
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
、震
災
後
は「
フ
ロ
ン
ト

ラ
イ
ン
研
修
」と
い
う
、列
車
だ
け
で
な
く
バ

ス
も
仕
立
て
て
現
地
を
ご
案
内
す
る
ツ
ア
ー

の
企
画
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
こ
と
で
、経
済
的
な
面
ば
か
り
で

は
な
く
、被
災
地
の
皆
さ
ん
に
は
、こ
う
し
て

自
分
た
ち
の
こ
と
を
心
配
し
て
来
て
く
れ
て

い
る
と
、励
ま
さ
れ
る
効
果
も
大
い
に
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　た
だ
、観
光
は
水
物
と
い
う
か
、浮
き
沈
み

が
あ
り
、ず
っ
と
安
定
的
に
同
じ
方
が
毎
年
来

ら
れ
る
訳
で
も
な
い
の
で
、如
何
に
継
続
的
に

お
客
様
に
来
て
い
た
だ
け
る
か
、新
た
な
お
客

様
を
獲
得
で
き
る
か
、工
夫
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

吉
澤

　地
域
の
活
性
化
に
観
光
が
多
少
な
り

と
も
お
役
に
立
て
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

中
村

　か
な
り
大
き
な
役
割
、効
果
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。特
に
リ
ア
ス
線
開
通（
2
0
1
9

年
3
月
）の
時
に
は
多
く
の
お
客
様
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、地
域
の
宿
泊
関
係
者
や
飲

食
店
な
ど
多
く
の
方
か
ら
、「
三
鉄
の
お
か
げ
で

お
客
さ
ん
が
す
ご
く
増
え
ま
し
た
」、「
三
鉄
様

さ
ま
で
す
」と
感
謝
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
き

ま
し
た
。

　私
自
身
も
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま

し
た
。今
後
も
多
く
の
方
々
に
是
非
来
て
い
た

だ
き
た
い
、地
域
へ
の
経
済
効
果
を
考
え
る

と
、で
き
れ
ば
宿
泊
し
て
、三
陸
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　三
陸
鉄
道
は
交
通
手
段
で
は
あ
る
け

れ
ど
、あ
る
意
味
観
光
資
源
で
も
あ
り
ま
す

ね
。

中
村

　そ
う
で
す
。交
通
手
段
と
し
て
の
役
割

は
そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。三
陸
鉄
道
と
並
行
す
る「
三
陸
沿
岸

道
路
」（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
、三
陸
北
縦
貫
道

路
、八
戸
・
久
慈
自
動
車
道
）と
い
う
高
速
道
路

が
、も
う
す
ぐ
全
て
つ
な
が
り
ま
す
。単
に
移

動
手
段
と
し
て
考
え
れ
ば
、車
の
方
が
時
間
的

に
も
早
く
料
金
的
に
も
安
く
、競
争
し
て
も
な

か
な
か
勝
ち
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。別
の
魅
力
と

い
う
か
、三
陸
鉄
道
に
乗
り
た
い
と
思
わ
せ
る

仕
掛
け
が
絶
対
に
必
要
で
す
。例
え
ば
、高
速

道
路
は
目
的
地
に
は
早
く
到
着
し
ま
す
が
、走

行
中
に
景
色
を
楽
し
む
余
裕
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。車
窓
の
風
景
を
楽
し
む
な
ど
、鉄
道

な
ら
で
は
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
取

り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　企
業
や
個
人
を
問
わ
ず
、熱
烈
な〝
三
鉄

フ
ァ
ン
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、支
え
て
い
た
だ

を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
て
、三
陸
鉄
道
も

7
割
の
区
間
で
運
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。9
月
ま
で
は
1
ヶ
月
に
10
万
人
ペ
ー
ス
と

好
調
で
あ
っ
た
乗
車
人
員
が
、10
月
は
7
万

人
、11
月
は
5
万
人
強
と
落
ち
込
む
こ
と
に
。

　2
0
1
9
年
度
は
1
1
0
万
人
を
見
込
み
、

ほ
ぼ
ク
リ
ア
で
き
る
予
定
で
し
た
が
、台
風
被

害
に
よ
り
90
万
8
千
人
に
留
ま
り
ま
し
た
。そ

れ
で
も
前
年
度
に
比
べ
れ
ば
大
幅
に
伸
び
て

い
ま
す
か
ら
、そ
う
い
う
意
味
で
は
1
0
0
万

い
た
力
も
本
当
に
大
き
か
っ
た
。そ
う
し
た

方
々
の
想
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、私
た
ち

は
、今
後
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
に
通
じ
る
、

三
陸
鉄
道
開
通
顕
彰
碑
に

刻
ま
れ
た
想
い

吉
澤

　最
後
に
、「
三
陸
鉄
道
開
通
顕
彰
碑
」に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

中
村

　三
陸
鉄
道
の
本
社
は
宮
古
駅
の
隣
に

あ
り
ま
す
が
、こ
の
碑
は
駅
前
広
場
の
西
の
端

に
立
っ
て
い
ま
す
。三
陸
鉄
道
が
開
通
し
た

1
9
8
4
年
4
月
に
当
時
の
岩
手
県
知
事 

中

村
直
氏
と
宮
古
市
長 

千
田
真
一
氏
の
連
名
で

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
碑
文
に
は
、三
陸
の
先
人
が
、津
波
に

も
め
げ
ず
に
立
ち
上
が
り
、フ
ェ
ー
ン
災
害
、

ヤ
マ
セ
の
悲
風
等
幾
多
の
悪
条
件
に
抗
し
つ

つ
、明
治
以
来
の
悲
願
を
達
成
し
た
こ
と
が
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
は「
後
進
よ

　こ
の
業
の
上
に

　更

に
三
陸
の
未
来
を
創
建
せ
よ
」と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。先
人
た
ち
が
苦
労
し
て
作
っ
た
こ
の
鉄

道
を
し
っ
か
り
生
か
し
、輝
か
し
い
三
陸
を

作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
熱
い
想
い
が
託
さ
れ

た
碑
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。碑
の
前
を
通
る
時

に
は
、碑
文
を
眺
め
、鉄
道
建
設
に
か
け
た
先

人
の
苦
労
と
熱
意
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、私

た
ち
に
託
さ
れ
た「
三
陸
の
未
来
の
創
建
」の

た
め
に
改
め
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。ま
た
、機
会
が
あ
れ
ば
い
ろ
ん
な
場

で
皆
さ
ん
に
も
伝
え
て
い
ま
す
。

吉
澤

　碑
に
は
、先
人
た
ち
の
連
綿
と
続
く
鉄

道
へ
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。苦
難

は
あ
っ
て
も
そ
の
度
に
鉄
道
を
復
活
さ
せ
、さ

ら
に
地
域
の
未
来
を
創
建
せ
よ
と
い
う
、大
き

な
志
し
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

中
村

　そ
う
で
す
ね
。私
た
ち
が
鉄
道
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
上
で
の
一
つ
の
大
き
な
指

針
と
い
う
か
、時
折
振
り
返
り
再
確
認
し
て
、

今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
こ
れ
で
い
い
の

か
、違
う
取
り
組
み
を
し
て
い
く
べ
き
な
の
か

な
ど
と
考
え
る
時
に
も
、こ
の
碑
文
が
頭
に
浮

か
ん
で
き
ま
す
。

吉
澤

　今
後
の
三
陸
鉄
道
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。本
日
は
お
忙
し

い
中
、貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

聞
き
手
・
文
：
吉
澤
清
良

編
集
協
力
：
井
上
理
江

岩手県6
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三
陸
沿
岸
の
復
興
に
は
、

息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要

　
吉
澤

　中
村
社
長
は
、岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興

局
長
、復
興
局
長
を
歴
任
さ
れ
、現
在
、三
陸
鉄

道
に
お
勤
め
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。震
災

か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、岩
手
県
の
復
興

の
状
況
を
ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

中
村

　前
半
5
年
は
県
の
職
員
と
し
て
、後
半

5
年
は
三
陸
鉄
道
を
通
じ
て
復
興
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、被
災
さ
れ
た
方
の
住
宅
や
道

路
、防
潮
堤
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は
ほ
ぼ
終
了

と
い
う
段
階
に
来
て
い
ま
す
。た
だ
、そ
れ
で

復
興
が
終
了
か
と
い
う
と
、被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
中
に
は
、た
く
さ
ん
の
課
題
を
抱
え
な
が

ら
、生
活
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
。

個
々
の
生
活
と
、沿
岸
被
災
地
の
生
業
、産
業

の
部
分
が
ま
だ
十
分
に
復
興
を
果
た
し
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　い
く
つ
か
要
因
が
あ
り
、岩
手
の
沿
岸
部
は

水
産
、漁
業
が
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
す
が
、

こ
こ
何
年
か
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、海
水

温
が
平
年
よ
り
も
高
め
で
、そ
れ
が
漁
獲
高
の

減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。サ
ケ
や
サ
ン

マ
、イ
カ
な
ど
の
漁
獲
高
が
か
な
り
落
ち
込

み
、漁
業
者
だ
け
で
な
く
、水
産
加
工
業
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。観
光
も
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
観
光
客
数
が
大
き
く
落
ち
込

み
、苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、特
に
三
陸
沿

岸
の
復
興
に
は
息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　地
域
の
産
業
が
元
気
に
な
ら
な
い
と
、

地
域
自
体
の
存
続
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。

中
村

　こ
れ
は
日
本
全
体
の
問
題
で
も
あ
り

ま
す
が
、人
口
減
少
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
ボ

デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て
い
る
と
い
う

か
、産
業
面
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

乗
車
人
員
、

年
間
1
0
0
万
人
を
目
標
に

　
中
村

　三
陸
鉄
道（
図
1
）の
利
用
は
、高
校
生

の
通
学
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
す

が
、毎
年
定
期
券
の
販
売
数
が
減
少
し
て
い
ま

す
。子
供
の
数
の
減
少
に
連
動
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、我
々
と
し
て
は
な
ん
と
か
別
の
形
で

利
用
者
を
確
保
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

吉
澤

　今
の
お
話
は
乗
車
人
員
の
推
移
に
も

表
れ
て
い
て
、開
業
年
度（
1
9
8
4
年
度
）は

2
6
8
万
人
だ
っ
た
の
が
、2
0
1
6
、17
、18

年
度
は
開
業
年
度
の
約
2
割
程
度
に
減
少
し

て
い
ま
す（
図
1
）。こ
れ
は
少
子
高
齢
化
、人

口
減
少
が
一
番
の
要
因
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

中
村

　そ
う
で
す
ね
。
三
陸
鉄
道
は
今
年

（
2
0
2
1
年
）で
37
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、開

業
初
年
度（
1
9
8
4
年
度
）よ
り
乗
車
人
員

が
年
々
減
少
し
て
い
る
の
は
、人
口
減
少
に
加

え
て
、道
路
の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
、車
で
移
動
す
る
方

が
増
え
て
き
た
こ
と
が
要
因
か
と
見
て
い
ま

す
。　も

う
一
つ
の
要
因
が
、沿
線
に
あ
っ
た
県
立

病
院
や
高
校
の
移
転
で
す
。例
え
ば
、昔
は
宮

古
駅
前
に
あ
っ
た
県
立
宮
古
病
院
が
郊
外
に

移
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、お
年
寄
り
の
利
用

う
か
、馴
染
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
か
と
思
い

ま
す
。

　2
0
1
9
年
度
の
台
風
被
害
の
時
も
、宮

古
・
田
老
間
は
被
害
が
少
な
く
、す
ぐ
に
再
開

し
ま
し
た
。並
行
し
て
走
る
国
道
45
号
が
土
砂

崩
れ
で
不
通
で
し
た
か
ら
、普
段
は
車
で
通
勤

し
て
い
た
方
が
三
陸
鉄
道
に
か
な
り
シ
フ
ト

し
た
ん
で
す
ね
。地
域
に
2
つ
の
交
通
手
段
が

あ
る
こ
と
は
、災
害
時
に
は
強
み
に
な
る
と
思

い
ま
し
た
。

あ
ま
ち
ゃ
ん
、

リ
ア
ス
線
開
業
が
、

大
き
な
変
わ
り
目
に

吉
澤

　2
0
1
9
年
度
の
他
に
、こ
の
10
年
間

で
、何
か
の
変
わ
り
目
に
な
っ
た
年
は
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

中
村

　震
災
か
ら
の
全
線
再
開
が
2
0
1
4

年
4
月
で
、マ
ス
コ
ミ
で
も
か
な
り
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
前
年
の
2
0
1
3

年
上
半
期
の「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」は
か
な
り
大
き

な
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。番
組
の
冒
頭

で
、三
陸
鉄
道
が
走
る
シ
ー
ン
が
毎
日
登
場

し
、皆
さ
ん
、印
象
に
強
く
残
っ
た
よ
う
で
す
。

全
線
開
通
後
、「
一
度
乗
り
に
行
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
、

2
0
1
4
年
度
の
乗
車
人
員
が
ぐ
っ
と
伸
び

た
と
。そ
の
後
、あ
ま
ち
ゃ
ん
ブ
ー
ム
も
落
ち

着
き
を
見
せ
て
乗
車
人
員
は
減
少
、横
ば
い
が

続
き
、2
0
1
9
年
3
月
の
リ
ア
ス
線
の
開
業

で
も
う
一
度
来
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
の
4
、5
、6
月
頃
は
、か
な
り

厳
し
い
経
営
が
続
い
た
も
の
の
、夏
か
ら
秋
に

か
け
て
は
観
光
客
を
含
め
て
結
構
盛
り
返
し

て
き
て
い
た
ん
で
す
ね
。国
のG

o
T
o

ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
な
ど
は
か
な
り
大
き

な
効
果
が
あ
っ
た
と
見
て
い
ま
す
。12
月
に
入

る
と
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
増
え
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
停
止
と
な
り
ま
し
た
が
、状
況
が
落
ち
着

い
た
ら
再
開
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
一
つ
、こ
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
の
間
接
的
な

影
響
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、こ
れ
ま
で
県
内

の
中
学
や
高
校
の
修
学
旅
行
先
は
東
京
や
関

西
方
面
で
し
た
が
、近
場
に
変
更
し
た
学
校
が

増
え
ま
し
た
。ま
た
、実
施
時
期
も
春
か
ら
秋

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。そ
う
し
た
修
学
旅
行

が
三
陸
沿
岸
に
来
て
い
ま
す
。三
陸
鉄
道
は
、

震
災
後
、「
震
災
学
習
列
車
」を
運
行
し
て
い
ま

す
が
、そ
の
利
用
が
少
し
伸
び
ま
し
た
。今
年

は
県
外
か
ら
の
利
用
も
あ
り
ま
す
が
、県
内
の

学
校
の
利
用
が
増
え
て
い
る
の
が
一
つ
の
特

徴
と
言
え
ま
す
。

吉
澤

　そ
う
す
る
と
、2
0
2
0
年
度
は
観
光

に
関
し
て
は
、県
内
の
利
用
者
が
比
較
的
多

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

中
村

　県
外
か
ら
の
個
人
客
は
少
し
来
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、首
都
圏
の
旅
行
会
社
が
取

り
扱
う
団
体
ツ
ア
ー
で
の
利
用
が
、コ
ロ
ナ
禍

で
軒
並
み
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
、そ
の
結
果
、

県
内
の
お
客
様
が
増
え
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　今
後
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
次
第
で
は
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
は
、

旅
行
会
社
か
ら
は
列
車
の
予
約
が
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。

が
減
少
し
ま
し
た
。ま
た
、高
校
は
生
徒
の
減

少
で
統
廃
合
が
進
み
、廃
校
と
な
る
と
一
気
に

利
用
者
が
減
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

吉
澤

　震
災
の
年
度（
2
0
1
0
年
度
）の
乗

車
人
員
は
85
万
1
千
人
で
し
た
。そ
れ
が
震
災

で
大
き
く
落
ち
込
み
、そ
の
後
、2
0
1
3
年

度
上
半
期
の
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」の
放
送
に
よ
り
回
復
に
向
か
い
、

2
0
1
9
年
度
に
90
万
8
千
人
と
、2
0
1
0

年
度
を
上
回
る
規
模
に
戻
っ
て
い
ま
す
。将
来

的
に
乗
車
人
員
は
ど
の
く
ら
い
を
目
標
に
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

中
村

　2
0
1
9
年
3
月
に
J
R
山
田
線（
宮

古
・
釜
石
間
）の
移
管
を
受
け
て
、新
た
に「
三

陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
」と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

従
来
の
南
リ
ア
ス
線
、北
リ
ア
ス
線
に
加
え
て

宮
古
・
釜
石
間
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、当
初
よ

り
、相
応
の
利
用
者
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま

し
た
。

　マ
ス
コ
ミ
に
も
か
な
り
取
り
上
げ
ら
れ
、全

国
各
地
か
ら
お
客

様
に
お
い
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度

は
、県
も「
三
陸
防

災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
沿

岸
部
で
実
施
。9

〜
10
月
に
は「
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
」

が
、鵜
住
居
駅
の

す
ぐ
近
く
に
新
し

く
整
備
し
た
釜
石

鵜
住
居
復
興
ス
タ

ジ
ア
ム
」で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
し

た
。　し

か
し
、2
試

合
目
が
予
定
さ
れ

て
い
た
10
月
13

日
、台
風
19
号
が

襲
来
し
、東
日
本

人
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

吉
澤

　台
風
被
害
後
、三
陸
鉄
道
は
半
年
ほ
ど

の
早
い
う
ち
に
復
旧
し
ま
し
た
よ
ね
。

中
村

　非
常
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
支
援
・
ご

協
力
い
た
だ
き
、台
風
か
ら
約
5
ヶ
月
後
の

2
0
2
0
年
3
月
に
全
線
で
運
行
再
開
を
果

た
せ
た
の
で
、そ
れ
は
す
ご
く
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。と
い
う
の
も
、東
京
五
輪
の
聖
火
が

3
月
20
日
に
ギ
リ
シ
ア
か
ら
飛
行
機
で
宮
城

県
の
松
島
基
地
に
到
着
し
、ま
ず「
復
興
の
火
」

と
し
て
被
災
地
3
県
を
走
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。3
月
22
日
か
ら
は
岩
手
県
の
沿
岸

部
を
、宮
古
か
ら
釜
石
間
は
三
陸
鉄
道
に
乗
せ

て
運
ぶ
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　で
す
の
で
、3
月
22
日
に
は
復
旧
さ
せ
よ
う

と
取
り
組
み
、3
月
20
日
に
運
行
再
開
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。工
事
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
も
全
面
的
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、復
旧
の
財
源
は
国
か
ら
多
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
く
な
ど
、多
く
の
皆
さ
ん
の
お

力
添
え
の
お
か
げ
で
す
。

吉
澤

　三
陸
鉄
道
は
、沿
線
住
民
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
存
在
な
の
で
し
ょ
う
か
。

中
村

　通
勤
や
通
学
、通
院
や
買
い
物
な
ど
に

日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
て
、走
っ
て
い
る
姿
が

当
た
り
前
の
光
景
と
い
う
か
、走
っ
て
い
な
い

と「
あ
れ
、ど
う
し
た
の
か
な
」と
。人
に
よ
っ

て
は
、三
陸
鉄
道
が
走
る
音
を
聞
い
た
り
、見

る
こ
と
が
日
常
の
時
計
が
わ
り
と
お
っ
し
ゃ

る
方
も
い
ま
す
ね
。

吉
澤

　「
当
た
り
前
」と
い
う
の
は
最
大
の
誉

め
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

中
村

　は
い
。生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
と
い

写真：三陸鉄道開通顕彰碑

沿
線
市
町
村
へ
の
貢
献
も
、

三
陸
鉄
道
の
役
割

吉
澤

　先
ほ
ど
の「
震
災
学
習
列
車
」を
は
じ

め
、三
陸
鉄
道
の
企
画
力
は
す
ご
い
で
す
ね
。

中
村

　あ
る
程
度
、継
続
的
に
長
く
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
と
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
単

発
で
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。様
々
な

こ
と
に
ト
ラ
イ
し
な
が
ら
、皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
、乗
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
企
画
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
。

　も
う
一
つ
、こ
れ
ま
で
の「
楽
し
む
」こ
と
に

加
え
て
、「
学
び
」の
部
分
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。ス
タ
デ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、「
震
災
学
習
列
車
」も
そ
の
取
り

組
み
の
一
つ
で
す
。

　2
0
2
0
年
10
月
、試
行
的
に
宮
古
市
の
中

学
生
を
対
象
と
し
て「
海
と
希
望
の
学
校
o
n

三
鉄
」と
い
う
、三
陸
の
海
や
魚
を
列
車
に

乗
っ
て
楽
し
く
学
ぶ
と
い
う
企
画
列
車
を
運

行
し
ま
し
た
。こ
れ
は
大
槌
町
に
あ
る
東
京
大

学
国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
に
ご
協
力

い
た
だ
き
実
現
し
た
も
の
で
す
。2
0
2
1
年

1
、2
月
に
も
何
回
か
運
行
す
る
予
定
で
し
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
し
た
の
で
、新
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）に
は
再
開
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

吉
澤

　地
元
住
民
の
利
用
促
進
策
の「
新
た
な

マ
イ
レ
ー
ル
運
動
」と
い
う
取
り
組
み
も
興
味

深
い
で
す
ね
。

中
村

　三
陸
鉄
道
沿
線
の
10
市
町
村
ご
と
に
、

貸
切
列
車
で
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。ま
た
市
町
村
か

ら
は「
自
分
の
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
を
連
れ
て

き
て
ほ
し
い
」と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
す
。こ

の
両
方
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。住
民
や
観
光

客
を
列
車
で
沿
線
市
町
村
を
目
的
地
と
し
て

お
連
れ
し
、観
光
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、昼
食
も

地
元
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
い
た
だ
く

と
、市
町
村
に
お
金
が
落
ち
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
か
ら
。

　う
ち
は
経
常
収
支
で
か
な
り
大
き
な
赤
字

が
出
て
い
て
、最
終
的
に
は
県
や
市
町
村
か
ら

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
三
鉄
が
頑

張
っ
て
、う
ち
ら
の
た
め
に
や
っ
て
く
れ
て
い

る
」と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。お
金
を
出
し

て
い
る
の
に
効
果
が
見
え
な
い
と
な
れ
ば
、市

町
村
の
支
援
す
る
気
持
ち
を
そ
ぐ
こ
と
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。私
た
ち
は
地
元
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
、し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。単
に
乗
車
人
員
を
増
や
し
て
、会
社

の
収
入
を
上
げ
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、各
市
町
村
へ
の
経
済
効
果
の
創
出
な

ど
、貢
献
で
き
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
澤

　「新
た
な
マ
イ
レ
ー
ル
運
動
」は
、市
町

村
が
お
互
い
の
良
さ
を
知
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
ね
。

中
村

　今
ま
で
も
類
似
し
た
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
て
、三
陸
鉄
道
の
一
番
北
に
あ
る
久

慈
市
で
は
9
月
に
秋
祭
り
が
あ
り
、立
派
な
山

車
が
何
台
も
出
る
ん
で
す
ね
。で
も
宮
古
の
人

た
ち
は
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。

2
年
ほ
ど
前
に
う
ち
で
特
別
列
車
を
仕
立
て

て
、宮
古
の
人
を
久
慈
に
連
れ
て
行
く
日
帰
り

ツ
ア
ー
を
催
行
し
ま
し
た
。そ
し
た
ら「
初
め

て
見
た
け
ど
、す
ご
い
」と
い
う
感
想
を
た
く

さ
ん
頂
き
ま
し
た
。

　三
陸
は
意
外
と
縦
の
行
き
来
が
少
な
く
、隣

町
く
ら
い
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、そ
の

先
は
あ
ま
り
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
か
。三
陸

鉄
道
を
使
っ
て
、お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
見

に
、相
互
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
な
提
案
を

し
、も
っ
と
縦
に
動
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
れ
ば
、地
域
に
と
っ
て
も
三
陸
鉄
道
に
と
っ

て
も
経
済
的
に
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

　宮
古
市
の
南
に
あ
る
山
田
町
に
は
、陸
中
山

田
駅
が
あ
り
、駅
前
に
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
な

ど
が
か
な
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
あ
る
飲
食
店
4
軒

を
飲
み
歩
く
と
い
う
取
り
組
み
を
一
昨
年

（
2
0
1
9
年
）に
し
て
い
ま
す
。参
加
費
は

3
5
0
0
円
の
チ
ケ
ッ
ト
制
で
、1
軒
に
つ
き

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
・
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で
、30
分
く

ら
い
滞
在
し
た
ら
次
へ
と
い
う
形
で
す
。「
は

し
ご
酒
列
車
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　山
田
の
人
だ
け
を
相
手
に
し
て
い
る
と
、飲

食
店
も
お
客
様
の
数
が
限
ら
れ
ま
す
が
、そ
の

時
に
は
宮
古
や
釜
石
か
ら
も
参
加
者
が
い
て
、

山
田
の
夜
の
街
が
す
ご
く
賑
わ
っ
た
ん
で
す
。

通
り
に
も
、店
に
も
人
が
い
っ
ぱ
い
で
、地
元

の
人
も「
こ
ん
な
の
見
た
こ
と
な
か
っ
た
」と
。

　コ
ロ
ナ
で
去
年（
2
0
2
0
年
）は
企
画
を

見
送
り
ま
し
た
が
、今
年（
2
0
2
1
年
）は
5

月
か
6
月
に
是
非
や
り
た
い
と
、地
元
で
も

言
っ
て
く
れ
て
い
て
、私
た
ち
も
是
非
復
活
さ

せ
た
い
。ま
た
、山
田
だ
け
で
は
な
く
、宮
古
や

釜
石
な
ど
で
も
企
画
し
て
、お
互
い
の
町
に
飲

み
に
行
く
よ
う
に
な
る
と
、交
流
の
幅
が
よ
り

広
が
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　そ
う
い
う
企
画
を
す
ぐ
組
め
る
の
は
、

日
頃
の
お
付
き
合
い
や
信
頼
関
係
が
あ
る
か

ら
で
す
ね
。三
陸
鉄
道
は
そ
れ
だ
け
、地
元
に

愛
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

中
村

　い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、市
町
村
や
商
工
会
議
所
や
商
工
会
の
皆

さ
ん
に
、ご
協
力
い
た
だ
け
る
の
は
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。

観
光
が
地
域
の
復
興
に

果
た
す
役
割

吉
澤

　三
陸
沿
岸
地
域
の
復
興
に
、観
光
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
か
。

中
村

　三
陸
で
は
漁
業
、水
産
業
が
な
か
な
か

厳
し
い
状
況
と
お
話
し
し
ま
し
た
が
、観
光
で

は
、三
陸
復
興
国
立
公
園
を
は
じ
め
景
勝
地
も

多
い
で
す
し
、産
業
面
で
も
結
構
大
き
な
ウ
ェ

イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　震
災
が
あ
っ
て
一
度
人
の
流
れ
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、ま
ず
被
災
地
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
入
る
方
、そ
し
て
状
況
を
心
配

し
て
見
に
来
ら
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　私
た
ち
も
地
域
の
実
情
を
お
知
ら
せ
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
、震
災
後
は「
フ
ロ
ン
ト

ラ
イ
ン
研
修
」と
い
う
、列
車
だ
け
で
な
く
バ

ス
も
仕
立
て
て
現
地
を
ご
案
内
す
る
ツ
ア
ー

の
企
画
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
こ
と
で
、経
済
的
な
面
ば
か
り
で

は
な
く
、被
災
地
の
皆
さ
ん
に
は
、こ
う
し
て

自
分
た
ち
の
こ
と
を
心
配
し
て
来
て
く
れ
て

い
る
と
、励
ま
さ
れ
る
効
果
も
大
い
に
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　た
だ
、観
光
は
水
物
と
い
う
か
、浮
き
沈
み

が
あ
り
、ず
っ
と
安
定
的
に
同
じ
方
が
毎
年
来

ら
れ
る
訳
で
も
な
い
の
で
、如
何
に
継
続
的
に

お
客
様
に
来
て
い
た
だ
け
る
か
、新
た
な
お
客

様
を
獲
得
で
き
る
か
、工
夫
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

吉
澤

　地
域
の
活
性
化
に
観
光
が
多
少
な
り

と
も
お
役
に
立
て
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

中
村

　か
な
り
大
き
な
役
割
、効
果
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。特
に
リ
ア
ス
線
開
通（
2
0
1
9

年
3
月
）の
時
に
は
多
く
の
お
客
様
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、地
域
の
宿
泊
関
係
者
や
飲

食
店
な
ど
多
く
の
方
か
ら
、「
三
鉄
の
お
か
げ
で

お
客
さ
ん
が
す
ご
く
増
え
ま
し
た
」、「
三
鉄
様

さ
ま
で
す
」と
感
謝
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
き

ま
し
た
。

　私
自
身
も
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま

し
た
。今
後
も
多
く
の
方
々
に
是
非
来
て
い
た

だ
き
た
い
、地
域
へ
の
経
済
効
果
を
考
え
る

と
、で
き
れ
ば
宿
泊
し
て
、三
陸
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤

　三
陸
鉄
道
は
交
通
手
段
で
は
あ
る
け

れ
ど
、あ
る
意
味
観
光
資
源
で
も
あ
り
ま
す

ね
。

中
村

　そ
う
で
す
。交
通
手
段
と
し
て
の
役
割

は
そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。三
陸
鉄
道
と
並
行
す
る「
三
陸
沿
岸

道
路
」（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
、三
陸
北
縦
貫
道

路
、八
戸
・
久
慈
自
動
車
道
）と
い
う
高
速
道
路

が
、も
う
す
ぐ
全
て
つ
な
が
り
ま
す
。単
に
移

動
手
段
と
し
て
考
え
れ
ば
、車
の
方
が
時
間
的

に
も
早
く
料
金
的
に
も
安
く
、競
争
し
て
も
な

か
な
か
勝
ち
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。別
の
魅
力
と

い
う
か
、三
陸
鉄
道
に
乗
り
た
い
と
思
わ
せ
る

仕
掛
け
が
絶
対
に
必
要
で
す
。例
え
ば
、高
速

道
路
は
目
的
地
に
は
早
く
到
着
し
ま
す
が
、走

行
中
に
景
色
を
楽
し
む
余
裕
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。車
窓
の
風
景
を
楽
し
む
な
ど
、鉄
道

な
ら
で
は
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
取

り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　企
業
や
個
人
を
問
わ
ず
、熱
烈
な〝
三
鉄

フ
ァ
ン
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、支
え
て
い
た
だ

を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
て
、三
陸
鉄
道
も

7
割
の
区
間
で
運
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。9
月
ま
で
は
1
ヶ
月
に
10
万
人
ペ
ー
ス
と

好
調
で
あ
っ
た
乗
車
人
員
が
、10
月
は
7
万

人
、11
月
は
5
万
人
強
と
落
ち
込
む
こ
と
に
。

　2
0
1
9
年
度
は
1
1
0
万
人
を
見
込
み
、

ほ
ぼ
ク
リ
ア
で
き
る
予
定
で
し
た
が
、台
風
被

害
に
よ
り
90
万
8
千
人
に
留
ま
り
ま
し
た
。そ

れ
で
も
前
年
度
に
比
べ
れ
ば
大
幅
に
伸
び
て

い
ま
す
か
ら
、そ
う
い
う
意
味
で
は
1
0
0
万

い
た
力
も
本
当
に
大
き
か
っ
た
。そ
う
し
た

方
々
の
想
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、私
た
ち

は
、今
後
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
に
通
じ
る
、

三
陸
鉄
道
開
通
顕
彰
碑
に

刻
ま
れ
た
想
い

吉
澤

　最
後
に
、「
三
陸
鉄
道
開
通
顕
彰
碑
」に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

中
村

　三
陸
鉄
道
の
本
社
は
宮
古
駅
の
隣
に

あ
り
ま
す
が
、こ
の
碑
は
駅
前
広
場
の
西
の
端

に
立
っ
て
い
ま
す
。三
陸
鉄
道
が
開
通
し
た

1
9
8
4
年
4
月
に
当
時
の
岩
手
県
知
事 

中

村
直
氏
と
宮
古
市
長 

千
田
真
一
氏
の
連
名
で

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
碑
文
に
は
、三
陸
の
先
人
が
、津
波
に

も
め
げ
ず
に
立
ち
上
が
り
、フ
ェ
ー
ン
災
害
、

ヤ
マ
セ
の
悲
風
等
幾
多
の
悪
条
件
に
抗
し
つ

つ
、明
治
以
来
の
悲
願
を
達
成
し
た
こ
と
が
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
は「
後
進
よ

　こ
の
業
の
上
に

　更

に
三
陸
の
未
来
を
創
建
せ
よ
」と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。先
人
た
ち
が
苦
労
し
て
作
っ
た
こ
の
鉄

道
を
し
っ
か
り
生
か
し
、輝
か
し
い
三
陸
を

作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
熱
い
想
い
が
託
さ
れ

た
碑
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。碑
の
前
を
通
る
時

に
は
、碑
文
を
眺
め
、鉄
道
建
設
に
か
け
た
先

人
の
苦
労
と
熱
意
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、私

た
ち
に
託
さ
れ
た「
三
陸
の
未
来
の
創
建
」の

た
め
に
改
め
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。ま
た
、機
会
が
あ
れ
ば
い
ろ
ん
な
場

で
皆
さ
ん
に
も
伝
え
て
い
ま
す
。

吉
澤

　碑
に
は
、先
人
た
ち
の
連
綿
と
続
く
鉄

道
へ
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。苦
難

は
あ
っ
て
も
そ
の
度
に
鉄
道
を
復
活
さ
せ
、さ

ら
に
地
域
の
未
来
を
創
建
せ
よ
と
い
う
、大
き

な
志
し
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

中
村

　そ
う
で
す
ね
。私
た
ち
が
鉄
道
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
上
で
の
一
つ
の
大
き
な
指

針
と
い
う
か
、時
折
振
り
返
り
再
確
認
し
て
、

今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
こ
れ
で
い
い
の

か
、違
う
取
り
組
み
を
し
て
い
く
べ
き
な
の
か

な
ど
と
考
え
る
時
に
も
、こ
の
碑
文
が
頭
に
浮

か
ん
で
き
ま
す
。

吉
澤

　今
後
の
三
陸
鉄
道
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。本
日
は
お
忙
し

い
中
、貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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現地だからこそ伝わることがある

通年（年末年始休）
1～200名まで
30～60分
要予約
宮古市田老地区
ガイド1名派遣につき：4,000円
※1～40名
たろう潮里ステーション内
学ぶ防災ガイド
0193-77-3305

期間

受入数

時間

予約

場所

体験料

申込先

TEL

目的

東日本大震災により甚大な被害が出た田
老地区の当時の状況を伝えることで、お客
様に防災意識を高めていただくことを目的
としています。
学ぶ防災ガイドは1時間コースと2時間コ
ースがあります。防潮堤からの案内と、津
波遺構「たろう観光ホテル」に移動してマ
スコミ未公開の映像を上映するプログラ
ムです。（2017（平成29）年3月現在）

資料：（一社）宮古観光文化協会ホームページ 
（https://www.kankou385.jp/activity/index_06.html） 

表 1「学ぶ防災ガイド」の概要

資料：「岩手県観光統計概要」
（岩手県商工労働観光部観光課）

表 2 年度別観光客入込数

2010（平成22）年度
2011（平成23）年度
2012（平成24）年度
2013（平成25）年度
2014（平成26）年度
2015（平成27）年度
2016（平成28）年度
2017（平成29）年度
2018（平成30）年度

1,084,119

329,455

737,992

1,119,076

1,246,997

1,218,822

1,113,925

1,122,997

1,511,154

人数（人）年度

（
上
）浄
土
ヶ
浜
マ
リ
ン
ハ
ウ
ス「
青
の
洞
窟
ツ
ア
ー
」　（
下
）浄
土
ヶ
浜

瓶ドン

津波遺構「たろう観光ホテル」

再
び
立
ち
上
が
る

原
動
力
と
は
？

〜
自
分
た
ち
が

観
光
を

盛
り
上
げ
て
来
た

吉
澤
　
東
日
本
大
震
災（
以
下
、震
災
）の
被
災

地
の
中
で
も
、宮
古
市
の
観
光
復
興
は
他
の
市

町
村
に
比
べ
て
早
か
っ
た
と
い
う
お
話
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
は
お
感

じ
に
な
り
ま
し
た
か
。

松
浦
　
観
光
復
興
は
、町
の
復
興
が
あ
る
程
度

進
ま
な
い
と
難
し
い
で
す
が
、宮
古
市
は
町
の

復
興
自
体
が
早
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
観
光
で
も
、震
災
の
数
ヶ
月
後
に
は
、

「
浄
土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」の
営
業
再
開

（
2
0
1
1
年
6
月
）、「
み
や
こ
浄
土
ヶ
浜
遊
覧

船
」運
航
再
開（
2
0
1
1
年
7
月
）、ま
た
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
、一
早
く
手
が
け
て
い
ま

す
ね
。震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
も
立
ち

上
が
る
、そ
の
原
動
力
は
何
な
の
で
し
ょ
う
。

松
浦
　
宮
古
市
は
陸
中
海
岸
の
中
心
地
、三
陸

沿
岸
を
代
表
す
る
観
光
地
で
す
。国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
60
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、「
宮
古
は

観
光
の
町
な
ん
だ
」と
、観
光
を
生
業
に
し
て
い

る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。観
光
関
係
者
に
は

「
自
分
た
ち
が
宮
古
の
観
光
を
盛
り
上
げ
て
来

た
」と
い
う
自
負
が
あ
っ
て
、「
誰
か
の
助
け
を

待
つ
の
で
は
な
く
、自
分
た
ち
で
も
う
一
度
始

め
よ
う
」と
い
う
想
い
が
強
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。元
々
の「
や
る
気
が
違
う
」

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。震
災
直
後
も
、「
観

光
で
盛
り
上
げ
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
」と
い
う

声
を
い
っ
ぱ
い
聞
き
ま
し
た
。

吉
澤
　
そ
う
す
る
と
、み
ん
な
自
分
が
自
分
が

と
、な
か
な
か
結
束
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
。

松
浦
　
い
や
、結
束
は
し
て
い
な
い
で
す
よ

（
笑
）。皆
さ
ん
ラ
イ
バ
ル
な
の
で
、震
災
直
後
も

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、相
乗
効
果

が
上
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
か
な
と
。

　
自
分
た
ち
で
や
ろ
う
と
い
う
方
が
多
い
の

で
、市
や（
一
社
）宮
古
観
光
文
化
交
流
協
会（
以

下
、観
光
協
会
）は
、個
々
で
や
る
の
が
難
し
い

こ
と
、例
え
ば
情
報
発
信
と
か
、集
客
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
と
か
、旅
行
会
社
の
営
業
な
ど
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。

吉
澤
　
比
較
的
行
政
が
担
う
こ
と
が
多
い
こ

と
、例
え
ば
、ハ
ー
ド
整
備
で
は
ど
ん
な
こ
と
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

松
浦
　
市
が
所
有
す
る
施
設
は
立
て
直
し
ま
し

た
し
、道
の
駅（
2
0
1
3
年
7
月
：
道
の
駅
み

や
こ
、2
0
1
6
年
7
月
：
道
の
駅
た
ろ
う
）を

整
備
し
た
り
し
ま
し
た
。ま
た
、「
学
ぶ
防
災
ガ

イ
ド（
表
1
）」で
使
っ
て
い
る「
た
ろ
う
観
光
ホ

テ
ル
」を
津
波
遺
構
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、施
設
整
備
も
市
が
行
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
お
金
も
か
か
り
ま

す
し
、利
害
調
整
な
ど
、す
ご
く
大
変
か
と
思
い

ま
す
が
、非
常
に
う
ま
く
行
政
の
方
が
成
し
遂

げ
て
支
援
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

松
浦
　
や
は
り
大
き
な
予
算
が
絡
め
ば
、議
会

な
ど
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か

し
、「
宮
古
市
に
と
っ
て
観
光
は
基
幹
産
業
」と

い
う
思
い
を
皆
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、何

の
た
め
に
、ど
れ
く
ら
い
の
予
算
で
取
り
組
む

の
か
、国
や
県
な
ど
使
え
る
補
助
金
は
全
て
使

っ
て
、市
の
復
興
を
成
し
遂
げ
て
い
き
ま
す
と
、

し
っ
か
り
説
明
す
れ
ば
理
解
し
て
も
ら
え
ま

す
。

吉
澤
　
宮
古
市
は「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
計
画

期
間
：
2
0
1
6
〜
2
0
1
9
年
度
」も
策
定
さ

れ
て
い
て
、非
常
に
戦
略
的
に
進
め
ら
れ
て
き

た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

松
浦
　「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」、上
位
計
画
に

は「
宮
古
市
総
合
計
画
」が
あ
り
ま
す
が
、元
と

な
る
計
画
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、私
た
ち

は
そ
こ
に
枝
葉
を
つ
け
て
進
ん
で
い
く
だ
け
で

す
か
ら
。

　
本
当
は
2
0
2
0
年
度
に
新
た
な
計
画
を
作

る
予
定
で
、2
0
1
8
年
度
か
ら
動
い
て
い
ま

し
た
。し
か
し
、2
0
1
9
年
10
月
の
台
風
19
号

の
襲
来
で
大
き
な
被
害
が
出
て
、ま
ず
そ
の
復

旧
を
最
優
先
し
ま
し
た
。そ
の
後
、計
画
策
定
を

再
開
し
よ
う
と
し
た
ら
、今
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
。

今
は
、2
0
2
1
年
度
に
策
定
し
て
、2
0
2
2

年
度
か
ら
新
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
い
う

方
針
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

団
体
客
か
ら

個
人
客
に
シ
フ
ト
、

〜
民
間
事
業
者
の
意
識
の

高
ま
り

吉
澤
　
震
災
前
の
2
0
1
0
年
度
の
観
光
客
数

は
約
1
0
8
万
人
で
す
が
、主
に
ど
の
よ
う
な

お
客
様
が
い
ら
し
て
い
た
の
で
す
か（
表
2
）。

松
浦
　
震
災
前
、個
人
客
は
二
次
ア
ク
セ
ス
の

問
題
も
あ
っ
て
来
訪
が
容
易
で
は
な
く
、比
較

的
遠
方
か
ら
来
る
団
体
旅
行
や
旅
行
会
社
が
企

画
す
る
ツ
ア
ー
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

吉
澤
　
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、震
災
で

2
0
1
1
年
度
に
は
観
光
客
が
約
33
万
人
に
ま

で
落
ち
込
む
わ
け
で
す
が
、そ
の
後
は
比
較
的

順
調
に
回
復
し
て
い
る
よ
う
で
す
。観
光
客
の

増
加
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
観
光
客
が
団
体
客
か
ら
個
人
客
へ
シ
フ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

宮
古
市
の
10
年

宮
古
市
産
業
振
興
部
観
光
課
も
て

な
し
観
光
係
長
。岩
手
大
学
人
文
社

会
科
学
部
卒
業
後
、2
0
0
0
年
に

宮
古
市
役
所
へ
入
庁
し
商
業
観
光

課
へ
配
属
。2
0
0
4
年
か
ら
2
年

間
、旅
行
会
社
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

へ
出
向
し
、そ
の
後
は
総
合
窓
口
課
、福
祉
課
を
経
て
、

2
0
1
6
年
か
ら
3
年
間（
一
社
）宮
古
観
光
文
化
交
流

協
会
へ
出
向
し
宮
古
版
D
M
O
の
設
立
、宮
古
市
国
際
交

流
協
会
の
設
立
、地
域
ブ
ラ
ン
ド「
瓶
ド
ン
」（
注
1
）の
企

画・開
発
な
ど
を
行
う
。

松
浦
宏
隆（
ま
つ
う
ら
・
ひ
ろ
た
か
）

宮
古
市
の
観
光
復
興

6 ❷…

ト
し
て
い
く
中
で
、宮
古
市
で
は
、比
較
的
早
い

う
ち
か
ら「
道
の
駅
」を
整
備
し
た
り
、津
波
遺

構（
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
）を
使
っ
た
防
災
教
育

な
ど
を
行
っ
て
き
た
こ
と
。ま
た
、三
陸
沿
岸
道

路（
宮
城
県
仙
台
市
〜
青
森
県
八
戸
市
）の
一
部

区
間
の
開
通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
面
の
向
上
が
非

常
に
効
果
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
車
で
来
ら
れ
る
個
人
客
も
段
々
と
増
え
て
き

ま
し
た
。特
に
多
い
の
は
八
戸
、仙
台
、あ
と
は

県
内
の
内
陸
部
で
、中
で
も
八
戸
が
だ
い
ぶ
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。こ
れ
は
八
戸
か
ら
宮
古

が
片
道
3
時
間
く
ら
い
で
来
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、日
帰
り
旅
行
圏
内
に
入
っ
て
き
た

か
ら
な
の
か
な
と
。

吉
澤
　
団
体
客
か
ら
個
人
客
に
変
わ
り
、お
客

様
は
近
場
の
方
が
増
え
た
わ
け
で
す
ね
。ど
う

い
う
客
層
が
多
く
な
り
ま
し
た
か
。

松
浦
　
震
災
後
は
、自
分
た
ち
で
情
報
を
仕
入

れ
て
、自
分
た
ち
で
訪
れ
る
個
人
客
が
増
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
。特
に
家
族
、そ
れ
も
40
、50

代
の
両
親
と
お
子
さ
ん
と
い
う
形
態
が
多
い
で

す
。そ
の
よ
う
な
ご
家
族
の
来
訪
目
的
で
一
番

多
い
の
は
、浄
土
ヶ
浜
の
よ
う
な
名
所
を
見
る

こ
と
、夏
場
な
ら
海
水
浴
。そ
の
次
が
三
陸
の
美

味
し
い
海
産
物
な
ど
の
食
で
す
。宮
古
市
に
は

温
泉
が
な
く
不
利
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の

分
、景
色
と
か
食
に
興
味
を
持
っ
て
来
ら
れ
る

方
が
多
い
で
す
。

吉
澤
　
お
客
様
が
団
体
客
か
ら
個
人
客
へ
と
シ

フ
ト
し
て
い
く
中
で
、民
間
事
業
者
に
課
題
や

変
化
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
課
題
と
し
て
は
、宮
古
は
古
く
か
ら
観

光
で
栄
え
て
い
た
町
な
の
で
、時
代
の
変
化
に

つ
い
て
い
け
な
い
観
光
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。例
え
ば
、今
ま
で
団
体
客
が
メ
イ
ン
だ
っ
た

宿
泊
施
設
だ
と
、個
人
客
の
ネ
ッ
ト
予
約
へ
の

対
応
が
追
い
つ
か
な
い
と
い
っ
た
こ
と
で
す

ね
。市
で
は
、様
々
な
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
宿
泊
施
設
に
は「
変
え
て
い
か
な
い
と
」

と
い
う
意
識
の
変
化
な
ど
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

松
浦
　
意
識
は
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。団
体

客
は
旅
行
会
社
か
ら
の
送
客
が
多
か
っ
た
の

で
、営
業
面
で
も
旅
行
会
社
と
の
つ
な
が
り
が

重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、個
人
客
は

「
こ
の
お
宿
に
行
き
た
い
」と
の
思
い
を
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。し
っ
か
り
と
お
客
様
に

向
き
合
っ
て
お
も
て
な
し
す
れ
ば
、感
激
さ
れ

て
、感
謝
の
声
が
宿
に
届
い
た
り
、S
N
S
な
ど

で
発
信
さ
れ
た
り
す
る
の
で
、励
み
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、個
人

客
の
方
が
利
幅
は
大
き
い
、そ
う
い
っ
た
こ
と

へ
の
気
づ
き
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
た
だ
、団
体
客
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
で
経

営
が
安
定
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。ど
の
よ
う

に
売
っ
て
い
く
べ
き
か
を
、よ
り
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。防

災
教
育
は
観
光
素
材
、

体
験
学
習
の
ひ
と
つ
と
し
て

P
R

吉
澤
　
先
ほ
ど
、お
客
様
の
来
訪
目
的
を
伺
い

ま
し
た
が
、宮
古
市
で
は「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」

な
ど
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
力
を
入
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。参
加
者
の
状
況
は
、こ

の
10
年
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
震
災
で
津
波
の
被
害
を
受
け
た
宮
古
市

の
映
像
が
全
国
に
流
れ
ま
し
た
が
、あ
れ
だ
け

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
地
域
が
今
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、訪
れ
る
こ
と
が
少
し
で
も
被
災

地
の
た
め
に
な
れ
ば
と
い
う
方
が
、徐
々
に
増

え
て
き
た
と
い
う
印
象
は
あ
り
ま
す
。

吉
澤
　

松
浦
　
正
直
に
申
し
上
げ
る
と
、一
旦
増
え
て
そ

こ
か
ら
緩
や
か
に
下
降
し
て
い
ま
す
。ピ
ー
ク
は

2
0
1
3
年
度
が
3
万
1
4
0
0
人
、2
0
1
4

年
度
が
2
万
8
0
0
0
人
、2
0
1
5
年
度
か
ら

は
だ
い
た
い
2
万
人
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す（
表

1
）。参
加
者
は
、「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」で
は
学
校

が
多
い
で
す
。県
内
の
小
中
学
校
、高
校
の
ほ
か
、

首
都
圏
や
北
海
道
か
ら
も
多
く
来
て
い
ま
す
。

東
京
か
ら
西
に
な
る
と
数
は
少
な
い
で
す
が
、全

国
か
ら
訪
れ
ま
す
。

　
震
災
前
に
も
、ほ
ぼ
毎
年
、修
学
旅
行
で
宮
古

市
に
来
ら
れ
る
学
校
が
あ
り
ま
し
た
が
、震
災

後
は
、こ
れ
ま
で
来
た
こ
と
が
な
い
学
校
も
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は
岩
手

県
の
内
陸
部
ま
で
し
か
来
な
か
っ
た
学
校
が
、

宮
古
市
ま
で
来
て
、「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」に
参

加
し
た
り
、沿
岸
部
を
見
て
回
る
と
い
っ
た
行

程
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

吉
澤
　
防
災
教
育
を
目
的
と
し
た
修
学
旅
行
の

誘
致
は
観
光
協
会
が
戦
略
的
に
仕
掛
け
た
の
で

し
ょ
う
か
。

松
浦
　
そ
う
で
す
ね
。「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」を

利
用
す
る
団
体
へ
の
バ
ス
代
の
一
部
助
成
な
ど

を
、旅
行
会
社
に
P
R
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
こ
れ
ま
で
の
宮
古
市
の
来
訪
目
的
に
、

防
災
を
学
ぶ
こ
と
が
加
わ
っ
た
と
。

松
浦
　
そ
う
で
す
ね
。私
ど
も
は
完
全
に「
学
ぶ

防
災
ガ
イ
ド
」も
観
光
素
材
と
捉
え
て
い
ま
す
。

体
験
観
光
、体
験
学
習
の
一
つ
と
し
て
対
等
に

扱
っ
て
P
R
し
て
い
ま
す
。

宮
古
版
D
M
O
の
立
ち
上
げ

〜
観
光
協
会
が

観
光
の
か
じ
取
り
役
に

吉
澤
　
と
こ
ろ
で
、松
浦
さ
ん
は
2
0
1
6
年

度
か
ら
3
年
間
、観
光
協
会
に
出
向
さ
れ
て
い

ま
す
が
、そ
の
時
は
主
に
何
を
さ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
一
番
の
任
務
は
、
観
光
協
会
内
に

D
M
O
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
す
。観
光

協
会
が
宮
古
全
体
の
観
光
の
か
じ
取
り
役
に
な

〜
観
光
は
基
幹
産
業
、観
光
で
地
域
の
元
気
を
発
信
!

る
こ
と
が
、市
と
観
光
協
会
の
共
通
認
識
で
し

た
。観
光
協
会
が
実
働
部
隊
で
、市
は
そ
れ
に
必

要
な
補
助
金
を
出
し
た
り
、人
的
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
と
い
う
形
が
い
い
の
か
な
と
。

　
D
M
O
と
は
何
な
の
か
？
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
っ
て
、2
0
1
7
年
度
に「
宮
古
版

D
M
O
」を
立
ち
上
げ
、2
0
1
9
年
8
月
に
は

観
光
庁
の「
地
域
D
M
O
」に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

吉
澤
　
宮
古
版
D
M
O
の
運
営
は
う
ま
く
い
っ

て
い
ま
す
か
。

松
浦
　
私
が
市
役
所
に
戻
っ
た
後
も
、人
的
サ

ポ
ー
ト
な
ど
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
も
市（
観
光
課
）と
観
光
協
会
の
距
離
感
は

近
か
っ
た
で
す
が
、人
事
的
交
流
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。今
は
よ
り
密
接
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
か
、連
携
が
強
化
さ
れ
た
か
な
と
思
い
ま

す
。

吉
澤
　
今
、宮
古
市
、観
光
協
会
で
は
、タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
ど
こ
に
置
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
三
陸
沿
岸
道
路
が
2
0
2
1
年
内
に
は

全
線
開
通
す
る
の
で
、大
き
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

仙
台
で
、客
層
は
家
族
で
す
。家
族
単
位
だ
と
あ

る
程
度
の
人
数
も
確
保
で
き
ま
す
し
、仙
台
か

ら
だ
と
1
泊
旅
行
に
な
る
と
思
う
の
で
、家
族

の
宿
泊
旅
行
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

す
か
。

松
浦
　
宮
古
ま
で
来
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
、台
湾
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。花
巻
空
港

に
は
今
で
こ
そ
上
海
便
が
就
航
し
て
い
ま
す

が
、国
際
定
期
便
は
長
ら
く
台
湾
だ
け
で
し
た
。

台
湾
の
よ
う
に
日
本
に
何
回
も
訪
れ
て
い
る
ハ

ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
が
、宮
古
に
も
目
を
向
け
て

く
れ
れ
ば
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で

し
ば
ら
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
見
込
め
ま
せ
ん

が
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
変
わ
ら
ず
に
台
湾
、あ
と
は

徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
っ
た
中
国
、韓
国
で
す
ね
。

吉
澤
　
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
と
な
る

と
、広
域
連
携
も
重
要
に
な
り
ま
す
が
、他
団
体

や
周
辺
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
か
。　

松
浦
　
い
く
つ
か
の
観
光
の
外
郭
団
体
の
事
務

局
を
観
光
課
で
持
っ
て
い
て
、そ
の
中
に「
三
陸

復
興
国
立
公
園
協
会
」が
あ
り
ま
す
。青
森
の
八

戸
か
ら
宮
城
の
気
仙
沼
ま
で
の
市
町
村
に
会
員

に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
、三
陸
鉄
道
、岩
手
県
北

自
動
車
も
入
っ
て
い
た
だ
き
、広
域
で
の
観
光

P
R
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、独
自
の
支
援
策
で

宿
泊
客
を
確
保

吉
澤
　
2
0
2
0
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄

さ
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。観
光
へ
の
影
響
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

松
浦
　
個
人
旅
行
が
主
流
に
な
っ
た
と
は
い

え
、あ
る
程
度
の
数
を
稼
い
で
い
た
団
体
旅
行

が
全
て
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。東
北
の
感

染
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、東
北
の
人
も

あ
ま
り
出
歩
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

宿
泊
施
設
の
稼
働
率
は
、本
当
に
壊
滅
的
な
落

ち
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

吉
澤
　
秋
口
に
は
、「G

o
to

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」な
ど
も
あ
っ
て
、多
少
は
回
復
し
た
感

じ
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
確
か
にG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
、遠
方
か
ら
来
ら
れ
る
方
が
徐
々
に
増
え

て
き
た
印
象
は
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、市
で
は
岩

手
県
民
が
宮
古
市
の
宿
泊
施
設
に
泊
ま
っ
た
時

に
助
成
す
る
制
度
を
作
り
ま
し
た
。外
か
ら
呼

べ
な
い
の
な
ら
、多
少
な
り
と
も
安
全
な
岩
手

県
内
か
ら
誘
客
し
よ
う
と
。宿
泊
施
設
は
本
当

に
厳
し
い
状
況
で
し
た
の
で
、県
民
で
も
宿
泊

客
が
増
え
た
の
は
、良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
1
月
8
日
に
首
都
圏
で
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
る
と
、ま
た
宿
泊
客
は
落
ち

込
み
ま
し
た
が
、市
で
は
県
民
を
対
象
と
し
た

宿
泊
支
援
制
度
を
継
続
す
る
と
も
に
、東
北
と

新
潟
ま
で
対
象
者
を
拡
大
し
て
、首
都
圏
の
減

少
分
補
っ
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　観
光
は
地
域
の
元
気
を

発
信
す
る〝
最
前
線
〞

吉
澤
　
宮
古
市
で
は
観
光
の
位
置
付
け
が
高
い

こ
と
が
、今
回
の
お
話
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

最
後
に
、地
域
の
復
興
に
観
光
は
ど
ん
な
役
割

を
果
た
せ
た
と
お
考
え
で
す
か
。

松
浦
　
観
光
が
元
気
だ
と
地
域
自
体
に
活
気
が

溢
れ
る
と
い
う
か
、そ
う
見
て
も
ら
え
る
。ど
ん

な
に
辛
い
時
期
で
も
観
光
に
携
わ
る
者
や
観
光

施
設
は
常
に
元
気
に
、外
に
向
け
て
情
報
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。観
光
は
宮
古
の
情
報
発
信
の〝
最
前
線
〞で

す
。発
信
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
、「
宮
古
で
は
、

何
か
し
ら
い
つ
も
や
っ
て
い
る
よ
ね
。楽
し
そ

う
だ
よ
ね
。」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
す
る
と

よ
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
震
災
直
後
も
で
す
が
、今
も
コ
ロ
ナ
禍

で
、「
こ
ん
な
時
期
に
観
光
な
ん
て
」と
地
元
の

方
に
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
時
も

あ
り
ま
す
。「
観
光
は
地
域
の
元
気
を
発
信
す
る

〝
最
前
線
〞」と
い
う
お
話
を
伺
っ
て
、勇
気
を
も

ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。同
じ
よ
う
な
ジ
レ
ン
マ

を
、こ
の
10
年
間
で
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

松
浦
　
私
が
観
光
課
に
戻
っ
て
き
た
の
は
、震

災
か
ら
5
年
後
で
す
。そ
の
頃
は
、観
光
が
盛
り

上
が
り
始
め
て
い
た
頃
だ
っ
た
の
で
、個
人
的

に
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　
逆
に
、お
客
様
か
ら「
観
光
に
行
っ
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
」と
の
声
を
聞
き
ま
す
が
、観
光
事
業

者
の
皆
さ
ん
は
、「
気
に
せ
ず
に
来
て
く
だ
さ

い
。来
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
の
支
援
に
な
る

の
で
。」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
ね
。

吉
澤
　
そ
う
い
う
言
葉
を
伺
う
と
、行
き
や
す

く
な
り
ま
す
ね
。最
後
に
何
か
お
話
し
し
た
い

こ
と
が
あ
れ
は
お
願
い
し
ま
す
。

松
浦
　
震
災
は
、お
そ
ら
く
皆
さ
ん
の
記
憶
か

ら
消
え
る
こ
と
は
な
く
、震
災
の
傷
跡
が
残
る

場
所
は
ま
だ
ま
だ
宮
古
市
内
に
も
あ
り
ま
す

が
、そ
れ
で
も
、「
宮
古
は
元
気
な
町
」で
あ
る
こ

と
を
P
R
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
に
宮
古
に
来
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
し
、そ
う
な
る
こ
と
が
一
番
の
復
興
の
証

明
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手
：
吉
澤
清
良

編
集
協
力
：
井
上
理
江
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現地だからこそ伝わることがある

通年（年末年始休）
1～200名まで
30～60分
要予約
宮古市田老地区
ガイド1名派遣につき：4,000円
※1～40名
たろう潮里ステーション内
学ぶ防災ガイド
0193-77-3305

期間

受入数

時間

予約

場所

体験料

申込先

TEL

目的

東日本大震災により甚大な被害が出た田
老地区の当時の状況を伝えることで、お客
様に防災意識を高めていただくことを目的
としています。
学ぶ防災ガイドは1時間コースと2時間コ
ースがあります。防潮堤からの案内と、津
波遺構「たろう観光ホテル」に移動してマ
スコミ未公開の映像を上映するプログラ
ムです。（2017（平成29）年3月現在）

資料：（一社）宮古観光文化協会ホームページ 
（https://www.kankou385.jp/activity/index_06.html） 

表 1「学ぶ防災ガイド」の概要

資料：「岩手県観光統計概要」
（岩手県商工労働観光部観光課）

表 2 年度別観光客入込数

2010（平成22）年度
2011（平成23）年度
2012（平成24）年度
2013（平成25）年度
2014（平成26）年度
2015（平成27）年度
2016（平成28）年度
2017（平成29）年度
2018（平成30）年度

1,084,119

329,455

737,992

1,119,076

1,246,997

1,218,822

1,113,925

1,122,997

1,511,154

人数（人）年度

（
上
）浄
土
ヶ
浜
マ
リ
ン
ハ
ウ
ス「
青
の
洞
窟
ツ
ア
ー
」　（
下
）浄
土
ヶ
浜

瓶ドン

津波遺構「たろう観光ホテル」

再
び
立
ち
上
が
る

原
動
力
と
は
？

〜
自
分
た
ち
が

観
光
を

盛
り
上
げ
て
来
た

吉
澤
　
東
日
本
大
震
災（
以
下
、震
災
）の
被
災

地
の
中
で
も
、宮
古
市
の
観
光
復
興
は
他
の
市

町
村
に
比
べ
て
早
か
っ
た
と
い
う
お
話
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
は
お
感

じ
に
な
り
ま
し
た
か
。

松
浦
　
観
光
復
興
は
、町
の
復
興
が
あ
る
程
度

進
ま
な
い
と
難
し
い
で
す
が
、宮
古
市
は
町
の

復
興
自
体
が
早
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
観
光
で
も
、震
災
の
数
ヶ
月
後
に
は
、

「
浄
土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」の
営
業
再
開

（
2
0
1
1
年
6
月
）、「
み
や
こ
浄
土
ヶ
浜
遊
覧

船
」運
航
再
開（
2
0
1
1
年
7
月
）、ま
た
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
、一
早
く
手
が
け
て
い
ま

す
ね
。震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
も
立
ち

上
が
る
、そ
の
原
動
力
は
何
な
の
で
し
ょ
う
。

松
浦
　
宮
古
市
は
陸
中
海
岸
の
中
心
地
、三
陸

沿
岸
を
代
表
す
る
観
光
地
で
す
。国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
60
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、「
宮
古
は

観
光
の
町
な
ん
だ
」と
、観
光
を
生
業
に
し
て
い

る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。観
光
関
係
者
に
は

「
自
分
た
ち
が
宮
古
の
観
光
を
盛
り
上
げ
て
来

た
」と
い
う
自
負
が
あ
っ
て
、「
誰
か
の
助
け
を

待
つ
の
で
は
な
く
、自
分
た
ち
で
も
う
一
度
始

め
よ
う
」と
い
う
想
い
が
強
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。元
々
の「
や
る
気
が
違
う
」

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。震
災
直
後
も
、「
観

光
で
盛
り
上
げ
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
」と
い
う

声
を
い
っ
ぱ
い
聞
き
ま
し
た
。

吉
澤
　
そ
う
す
る
と
、み
ん
な
自
分
が
自
分
が

と
、な
か
な
か
結
束
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
。

松
浦
　
い
や
、結
束
は
し
て
い
な
い
で
す
よ

（
笑
）。皆
さ
ん
ラ
イ
バ
ル
な
の
で
、震
災
直
後
も

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、相
乗
効
果

が
上
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
か
な
と
。

　
自
分
た
ち
で
や
ろ
う
と
い
う
方
が
多
い
の

で
、市
や（
一
社
）宮
古
観
光
文
化
交
流
協
会（
以

下
、観
光
協
会
）は
、個
々
で
や
る
の
が
難
し
い

こ
と
、例
え
ば
情
報
発
信
と
か
、集
客
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
と
か
、旅
行
会
社
の
営
業
な
ど
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。

吉
澤
　
比
較
的
行
政
が
担
う
こ
と
が
多
い
こ

と
、例
え
ば
、ハ
ー
ド
整
備
で
は
ど
ん
な
こ
と
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

松
浦
　
市
が
所
有
す
る
施
設
は
立
て
直
し
ま
し

た
し
、道
の
駅（
2
0
1
3
年
7
月
：
道
の
駅
み

や
こ
、2
0
1
6
年
7
月
：
道
の
駅
た
ろ
う
）を

整
備
し
た
り
し
ま
し
た
。ま
た
、「
学
ぶ
防
災
ガ

イ
ド（
表
1
）」で
使
っ
て
い
る「
た
ろ
う
観
光
ホ

テ
ル
」を
津
波
遺
構
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、施
設
整
備
も
市
が
行
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
お
金
も
か
か
り
ま

す
し
、利
害
調
整
な
ど
、す
ご
く
大
変
か
と
思
い

ま
す
が
、非
常
に
う
ま
く
行
政
の
方
が
成
し
遂

げ
て
支
援
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

松
浦
　
や
は
り
大
き
な
予
算
が
絡
め
ば
、議
会

な
ど
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か

し
、「
宮
古
市
に
と
っ
て
観
光
は
基
幹
産
業
」と

い
う
思
い
を
皆
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、何

の
た
め
に
、ど
れ
く
ら
い
の
予
算
で
取
り
組
む

の
か
、国
や
県
な
ど
使
え
る
補
助
金
は
全
て
使

っ
て
、市
の
復
興
を
成
し
遂
げ
て
い
き
ま
す
と
、

し
っ
か
り
説
明
す
れ
ば
理
解
し
て
も
ら
え
ま

す
。

吉
澤
　
宮
古
市
は「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
計
画

期
間
：
2
0
1
6
〜
2
0
1
9
年
度
」も
策
定
さ

れ
て
い
て
、非
常
に
戦
略
的
に
進
め
ら
れ
て
き

た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

松
浦
　「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」、上
位
計
画
に

は「
宮
古
市
総
合
計
画
」が
あ
り
ま
す
が
、元
と

な
る
計
画
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、私
た
ち

は
そ
こ
に
枝
葉
を
つ
け
て
進
ん
で
い
く
だ
け
で

す
か
ら
。

　
本
当
は
2
0
2
0
年
度
に
新
た
な
計
画
を
作

る
予
定
で
、2
0
1
8
年
度
か
ら
動
い
て
い
ま

し
た
。し
か
し
、2
0
1
9
年
10
月
の
台
風
19
号

の
襲
来
で
大
き
な
被
害
が
出
て
、ま
ず
そ
の
復

旧
を
最
優
先
し
ま
し
た
。そ
の
後
、計
画
策
定
を

再
開
し
よ
う
と
し
た
ら
、今
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
。

今
は
、2
0
2
1
年
度
に
策
定
し
て
、2
0
2
2

年
度
か
ら
新
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
い
う

方
針
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

団
体
客
か
ら

個
人
客
に
シ
フ
ト
、

〜
民
間
事
業
者
の
意
識
の

高
ま
り

吉
澤
　
震
災
前
の
2
0
1
0
年
度
の
観
光
客
数

は
約
1
0
8
万
人
で
す
が
、主
に
ど
の
よ
う
な

お
客
様
が
い
ら
し
て
い
た
の
で
す
か（
表
2
）。

松
浦
　
震
災
前
、個
人
客
は
二
次
ア
ク
セ
ス
の

問
題
も
あ
っ
て
来
訪
が
容
易
で
は
な
く
、比
較

的
遠
方
か
ら
来
る
団
体
旅
行
や
旅
行
会
社
が
企

画
す
る
ツ
ア
ー
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

吉
澤
　
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、震
災
で

2
0
1
1
年
度
に
は
観
光
客
が
約
33
万
人
に
ま

で
落
ち
込
む
わ
け
で
す
が
、そ
の
後
は
比
較
的

順
調
に
回
復
し
て
い
る
よ
う
で
す
。観
光
客
の

増
加
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
観
光
客
が
団
体
客
か
ら
個
人
客
へ
シ
フ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

宮
古
市
の
10
年

宮
古
市
産
業
振
興
部
観
光
課
も
て

な
し
観
光
係
長
。岩
手
大
学
人
文
社

会
科
学
部
卒
業
後
、2
0
0
0
年
に

宮
古
市
役
所
へ
入
庁
し
商
業
観
光

課
へ
配
属
。2
0
0
4
年
か
ら
2
年

間
、旅
行
会
社
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

へ
出
向
し
、そ
の
後
は
総
合
窓
口
課
、福
祉
課
を
経
て
、

2
0
1
6
年
か
ら
3
年
間（
一
社
）宮
古
観
光
文
化
交
流

協
会
へ
出
向
し
宮
古
版
D
M
O
の
設
立
、宮
古
市
国
際
交

流
協
会
の
設
立
、地
域
ブ
ラ
ン
ド「
瓶
ド
ン
」（
注
1
）の
企

画・開
発
な
ど
を
行
う
。

松
浦
宏
隆（
ま
つ
う
ら
・
ひ
ろ
た
か
）

宮
古
市
の
観
光
復
興

6 ❷…

ト
し
て
い
く
中
で
、宮
古
市
で
は
、比
較
的
早
い

う
ち
か
ら「
道
の
駅
」を
整
備
し
た
り
、津
波
遺

構（
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
）を
使
っ
た
防
災
教
育

な
ど
を
行
っ
て
き
た
こ
と
。ま
た
、三
陸
沿
岸
道

路（
宮
城
県
仙
台
市
〜
青
森
県
八
戸
市
）の
一
部

区
間
の
開
通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
面
の
向
上
が
非

常
に
効
果
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
車
で
来
ら
れ
る
個
人
客
も
段
々
と
増
え
て
き

ま
し
た
。特
に
多
い
の
は
八
戸
、仙
台
、あ
と
は

県
内
の
内
陸
部
で
、中
で
も
八
戸
が
だ
い
ぶ
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。こ
れ
は
八
戸
か
ら
宮
古

が
片
道
3
時
間
く
ら
い
で
来
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、日
帰
り
旅
行
圏
内
に
入
っ
て
き
た

か
ら
な
の
か
な
と
。

吉
澤
　
団
体
客
か
ら
個
人
客
に
変
わ
り
、お
客

様
は
近
場
の
方
が
増
え
た
わ
け
で
す
ね
。ど
う

い
う
客
層
が
多
く
な
り
ま
し
た
か
。

松
浦
　
震
災
後
は
、自
分
た
ち
で
情
報
を
仕
入

れ
て
、自
分
た
ち
で
訪
れ
る
個
人
客
が
増
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
。特
に
家
族
、そ
れ
も
40
、50

代
の
両
親
と
お
子
さ
ん
と
い
う
形
態
が
多
い
で

す
。そ
の
よ
う
な
ご
家
族
の
来
訪
目
的
で
一
番

多
い
の
は
、浄
土
ヶ
浜
の
よ
う
な
名
所
を
見
る

こ
と
、夏
場
な
ら
海
水
浴
。そ
の
次
が
三
陸
の
美

味
し
い
海
産
物
な
ど
の
食
で
す
。宮
古
市
に
は

温
泉
が
な
く
不
利
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の

分
、景
色
と
か
食
に
興
味
を
持
っ
て
来
ら
れ
る

方
が
多
い
で
す
。

吉
澤
　
お
客
様
が
団
体
客
か
ら
個
人
客
へ
と
シ

フ
ト
し
て
い
く
中
で
、民
間
事
業
者
に
課
題
や

変
化
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
課
題
と
し
て
は
、宮
古
は
古
く
か
ら
観

光
で
栄
え
て
い
た
町
な
の
で
、時
代
の
変
化
に

つ
い
て
い
け
な
い
観
光
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。例
え
ば
、今
ま
で
団
体
客
が
メ
イ
ン
だ
っ
た

宿
泊
施
設
だ
と
、個
人
客
の
ネ
ッ
ト
予
約
へ
の

対
応
が
追
い
つ
か
な
い
と
い
っ
た
こ
と
で
す

ね
。市
で
は
、様
々
な
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
宿
泊
施
設
に
は「
変
え
て
い
か
な
い
と
」

と
い
う
意
識
の
変
化
な
ど
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

松
浦
　
意
識
は
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。団
体

客
は
旅
行
会
社
か
ら
の
送
客
が
多
か
っ
た
の

で
、営
業
面
で
も
旅
行
会
社
と
の
つ
な
が
り
が

重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、個
人
客
は

「
こ
の
お
宿
に
行
き
た
い
」と
の
思
い
を
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。し
っ
か
り
と
お
客
様
に

向
き
合
っ
て
お
も
て
な
し
す
れ
ば
、感
激
さ
れ

て
、感
謝
の
声
が
宿
に
届
い
た
り
、S
N
S
な
ど

で
発
信
さ
れ
た
り
す
る
の
で
、励
み
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、個
人

客
の
方
が
利
幅
は
大
き
い
、そ
う
い
っ
た
こ
と

へ
の
気
づ
き
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
た
だ
、団
体
客
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
で
経

営
が
安
定
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。ど
の
よ
う

に
売
っ
て
い
く
べ
き
か
を
、よ
り
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。防

災
教
育
は
観
光
素
材
、

体
験
学
習
の
ひ
と
つ
と
し
て

P
R

吉
澤
　
先
ほ
ど
、お
客
様
の
来
訪
目
的
を
伺
い

ま
し
た
が
、宮
古
市
で
は「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」

な
ど
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
力
を
入
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。参
加
者
の
状
況
は
、こ

の
10
年
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
震
災
で
津
波
の
被
害
を
受
け
た
宮
古
市

の
映
像
が
全
国
に
流
れ
ま
し
た
が
、あ
れ
だ
け

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
地
域
が
今
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、訪
れ
る
こ
と
が
少
し
で
も
被
災

地
の
た
め
に
な
れ
ば
と
い
う
方
が
、徐
々
に
増

え
て
き
た
と
い
う
印
象
は
あ
り
ま
す
。

吉
澤
　

松
浦
　
正
直
に
申
し
上
げ
る
と
、一
旦
増
え
て
そ

こ
か
ら
緩
や
か
に
下
降
し
て
い
ま
す
。ピ
ー
ク
は

2
0
1
3
年
度
が
3
万
1
4
0
0
人
、2
0
1
4

年
度
が
2
万
8
0
0
0
人
、2
0
1
5
年
度
か
ら

は
だ
い
た
い
2
万
人
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す（
表

1
）。参
加
者
は
、「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」で
は
学
校

が
多
い
で
す
。県
内
の
小
中
学
校
、高
校
の
ほ
か
、

首
都
圏
や
北
海
道
か
ら
も
多
く
来
て
い
ま
す
。

東
京
か
ら
西
に
な
る
と
数
は
少
な
い
で
す
が
、全

国
か
ら
訪
れ
ま
す
。

　
震
災
前
に
も
、ほ
ぼ
毎
年
、修
学
旅
行
で
宮
古

市
に
来
ら
れ
る
学
校
が
あ
り
ま
し
た
が
、震
災

後
は
、こ
れ
ま
で
来
た
こ
と
が
な
い
学
校
も
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は
岩
手

県
の
内
陸
部
ま
で
し
か
来
な
か
っ
た
学
校
が
、

宮
古
市
ま
で
来
て
、「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」に
参

加
し
た
り
、沿
岸
部
を
見
て
回
る
と
い
っ
た
行

程
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

吉
澤
　
防
災
教
育
を
目
的
と
し
た
修
学
旅
行
の

誘
致
は
観
光
協
会
が
戦
略
的
に
仕
掛
け
た
の
で

し
ょ
う
か
。

松
浦
　
そ
う
で
す
ね
。「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」を

利
用
す
る
団
体
へ
の
バ
ス
代
の
一
部
助
成
な
ど

を
、旅
行
会
社
に
P
R
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
こ
れ
ま
で
の
宮
古
市
の
来
訪
目
的
に
、

防
災
を
学
ぶ
こ
と
が
加
わ
っ
た
と
。

松
浦
　
そ
う
で
す
ね
。私
ど
も
は
完
全
に「
学
ぶ

防
災
ガ
イ
ド
」も
観
光
素
材
と
捉
え
て
い
ま
す
。

体
験
観
光
、体
験
学
習
の
一
つ
と
し
て
対
等
に

扱
っ
て
P
R
し
て
い
ま
す
。

宮
古
版
D
M
O
の
立
ち
上
げ

〜
観
光
協
会
が

観
光
の
か
じ
取
り
役
に

吉
澤
　
と
こ
ろ
で
、松
浦
さ
ん
は
2
0
1
6
年

度
か
ら
3
年
間
、観
光
協
会
に
出
向
さ
れ
て
い

ま
す
が
、そ
の
時
は
主
に
何
を
さ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
一
番
の
任
務
は
、
観
光
協
会
内
に

D
M
O
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
す
。観
光

協
会
が
宮
古
全
体
の
観
光
の
か
じ
取
り
役
に
な

〜
観
光
は
基
幹
産
業
、観
光
で
地
域
の
元
気
を
発
信
!

る
こ
と
が
、市
と
観
光
協
会
の
共
通
認
識
で
し

た
。観
光
協
会
が
実
働
部
隊
で
、市
は
そ
れ
に
必

要
な
補
助
金
を
出
し
た
り
、人
的
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
と
い
う
形
が
い
い
の
か
な
と
。

　
D
M
O
と
は
何
な
の
か
？
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
っ
て
、2
0
1
7
年
度
に「
宮
古
版

D
M
O
」を
立
ち
上
げ
、2
0
1
9
年
8
月
に
は

観
光
庁
の「
地
域
D
M
O
」に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

吉
澤
　
宮
古
版
D
M
O
の
運
営
は
う
ま
く
い
っ

て
い
ま
す
か
。

松
浦
　
私
が
市
役
所
に
戻
っ
た
後
も
、人
的
サ

ポ
ー
ト
な
ど
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
も
市（
観
光
課
）と
観
光
協
会
の
距
離
感
は

近
か
っ
た
で
す
が
、人
事
的
交
流
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。今
は
よ
り
密
接
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
か
、連
携
が
強
化
さ
れ
た
か
な
と
思
い
ま

す
。

吉
澤
　
今
、宮
古
市
、観
光
協
会
で
は
、タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
ど
こ
に
置
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
三
陸
沿
岸
道
路
が
2
0
2
1
年
内
に
は

全
線
開
通
す
る
の
で
、大
き
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

仙
台
で
、客
層
は
家
族
で
す
。家
族
単
位
だ
と
あ

る
程
度
の
人
数
も
確
保
で
き
ま
す
し
、仙
台
か

ら
だ
と
1
泊
旅
行
に
な
る
と
思
う
の
で
、家
族

の
宿
泊
旅
行
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

す
か
。

松
浦
　
宮
古
ま
で
来
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
、台
湾
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。花
巻
空
港

に
は
今
で
こ
そ
上
海
便
が
就
航
し
て
い
ま
す

が
、国
際
定
期
便
は
長
ら
く
台
湾
だ
け
で
し
た
。

台
湾
の
よ
う
に
日
本
に
何
回
も
訪
れ
て
い
る
ハ

ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
が
、宮
古
に
も
目
を
向
け
て

く
れ
れ
ば
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で

し
ば
ら
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
見
込
め
ま
せ
ん

が
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
変
わ
ら
ず
に
台
湾
、あ
と
は

徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
っ
た
中
国
、韓
国
で
す
ね
。

吉
澤
　
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
と
な
る

と
、広
域
連
携
も
重
要
に
な
り
ま
す
が
、他
団
体

や
周
辺
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
か
。　

松
浦
　
い
く
つ
か
の
観
光
の
外
郭
団
体
の
事
務

局
を
観
光
課
で
持
っ
て
い
て
、そ
の
中
に「
三
陸

復
興
国
立
公
園
協
会
」が
あ
り
ま
す
。青
森
の
八

戸
か
ら
宮
城
の
気
仙
沼
ま
で
の
市
町
村
に
会
員

に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
、三
陸
鉄
道
、岩
手
県
北

自
動
車
も
入
っ
て
い
た
だ
き
、広
域
で
の
観
光

P
R
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、独
自
の
支
援
策
で

宿
泊
客
を
確
保

吉
澤
　
2
0
2
0
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄

さ
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。観
光
へ
の
影
響
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

松
浦
　
個
人
旅
行
が
主
流
に
な
っ
た
と
は
い

え
、あ
る
程
度
の
数
を
稼
い
で
い
た
団
体
旅
行

が
全
て
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。東
北
の
感

染
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、東
北
の
人
も

あ
ま
り
出
歩
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

宿
泊
施
設
の
稼
働
率
は
、本
当
に
壊
滅
的
な
落

ち
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

吉
澤
　
秋
口
に
は
、「G

o
to

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」な
ど
も
あ
っ
て
、多
少
は
回
復
し
た
感

じ
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
確
か
にG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
、遠
方
か
ら
来
ら
れ
る
方
が
徐
々
に
増
え

て
き
た
印
象
は
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、市
で
は
岩

手
県
民
が
宮
古
市
の
宿
泊
施
設
に
泊
ま
っ
た
時

に
助
成
す
る
制
度
を
作
り
ま
し
た
。外
か
ら
呼

べ
な
い
の
な
ら
、多
少
な
り
と
も
安
全
な
岩
手

県
内
か
ら
誘
客
し
よ
う
と
。宿
泊
施
設
は
本
当

に
厳
し
い
状
況
で
し
た
の
で
、県
民
で
も
宿
泊

客
が
増
え
た
の
は
、良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
1
月
8
日
に
首
都
圏
で
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
る
と
、ま
た
宿
泊
客
は
落
ち

込
み
ま
し
た
が
、市
で
は
県
民
を
対
象
と
し
た

宿
泊
支
援
制
度
を
継
続
す
る
と
も
に
、東
北
と

新
潟
ま
で
対
象
者
を
拡
大
し
て
、首
都
圏
の
減

少
分
補
っ
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　観
光
は
地
域
の
元
気
を

発
信
す
る〝
最
前
線
〞

吉
澤
　
宮
古
市
で
は
観
光
の
位
置
付
け
が
高
い

こ
と
が
、今
回
の
お
話
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

最
後
に
、地
域
の
復
興
に
観
光
は
ど
ん
な
役
割

を
果
た
せ
た
と
お
考
え
で
す
か
。

松
浦
　
観
光
が
元
気
だ
と
地
域
自
体
に
活
気
が

溢
れ
る
と
い
う
か
、そ
う
見
て
も
ら
え
る
。ど
ん

な
に
辛
い
時
期
で
も
観
光
に
携
わ
る
者
や
観
光

施
設
は
常
に
元
気
に
、外
に
向
け
て
情
報
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。観
光
は
宮
古
の
情
報
発
信
の〝
最
前
線
〞で

す
。発
信
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
、「
宮
古
で
は
、

何
か
し
ら
い
つ
も
や
っ
て
い
る
よ
ね
。楽
し
そ

う
だ
よ
ね
。」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
す
る
と

よ
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
震
災
直
後
も
で
す
が
、今
も
コ
ロ
ナ
禍

で
、「
こ
ん
な
時
期
に
観
光
な
ん
て
」と
地
元
の

方
に
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
時
も

あ
り
ま
す
。「
観
光
は
地
域
の
元
気
を
発
信
す
る

〝
最
前
線
〞」と
い
う
お
話
を
伺
っ
て
、勇
気
を
も

ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。同
じ
よ
う
な
ジ
レ
ン
マ

を
、こ
の
10
年
間
で
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

松
浦
　
私
が
観
光
課
に
戻
っ
て
き
た
の
は
、震

災
か
ら
5
年
後
で
す
。そ
の
頃
は
、観
光
が
盛
り

上
が
り
始
め
て
い
た
頃
だ
っ
た
の
で
、個
人
的

に
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　
逆
に
、お
客
様
か
ら「
観
光
に
行
っ
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
」と
の
声
を
聞
き
ま
す
が
、観
光
事
業

者
の
皆
さ
ん
は
、「
気
に
せ
ず
に
来
て
く
だ
さ

い
。来
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
の
支
援
に
な
る

の
で
。」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
ね
。

吉
澤
　
そ
う
い
う
言
葉
を
伺
う
と
、行
き
や
す

く
な
り
ま
す
ね
。最
後
に
何
か
お
話
し
し
た
い

こ
と
が
あ
れ
は
お
願
い
し
ま
す
。

松
浦
　
震
災
は
、お
そ
ら
く
皆
さ
ん
の
記
憶
か

ら
消
え
る
こ
と
は
な
く
、震
災
の
傷
跡
が
残
る

場
所
は
ま
だ
ま
だ
宮
古
市
内
に
も
あ
り
ま
す

が
、そ
れ
で
も
、「
宮
古
は
元
気
な
町
」で
あ
る
こ

と
を
P
R
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
に
宮
古
に
来
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
し
、そ
う
な
る
こ
と
が
一
番
の
復
興
の
証

明
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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「学ぶ防災ガイド」体験学習

再
び
立
ち
上
が
る

原
動
力
と
は
？

〜
自
分
た
ち
が

観
光
を

盛
り
上
げ
て
来
た

吉
澤
　
東
日
本
大
震
災（
以
下
、震
災
）の
被
災

地
の
中
で
も
、宮
古
市
の
観
光
復
興
は
他
の
市

町
村
に
比
べ
て
早
か
っ
た
と
い
う
お
話
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
は
お
感

じ
に
な
り
ま
し
た
か
。

松
浦
　
観
光
復
興
は
、町
の
復
興
が
あ
る
程
度

進
ま
な
い
と
難
し
い
で
す
が
、宮
古
市
は
町
の

復
興
自
体
が
早
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
観
光
で
も
、震
災
の
数
ヶ
月
後
に
は
、

「
浄
土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」の
営
業
再
開

（
2
0
1
1
年
6
月
）、「
み
や
こ
浄
土
ヶ
浜
遊
覧

船
」運
航
再
開（
2
0
1
1
年
7
月
）、ま
た
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
、一
早
く
手
が
け
て
い
ま

す
ね
。震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
も
立
ち

上
が
る
、そ
の
原
動
力
は
何
な
の
で
し
ょ
う
。

松
浦
　
宮
古
市
は
陸
中
海
岸
の
中
心
地
、三
陸

沿
岸
を
代
表
す
る
観
光
地
で
す
。国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
60
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、「
宮
古
は

観
光
の
町
な
ん
だ
」と
、観
光
を
生
業
に
し
て
い

る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。観
光
関
係
者
に
は

「
自
分
た
ち
が
宮
古
の
観
光
を
盛
り
上
げ
て
来

た
」と
い
う
自
負
が
あ
っ
て
、「
誰
か
の
助
け
を

待
つ
の
で
は
な
く
、自
分
た
ち
で
も
う
一
度
始

め
よ
う
」と
い
う
想
い
が
強
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。元
々
の「
や
る
気
が
違
う
」

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。震
災
直
後
も
、「
観

光
で
盛
り
上
げ
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
」と
い
う

声
を
い
っ
ぱ
い
聞
き
ま
し
た
。

吉
澤
　
そ
う
す
る
と
、み
ん
な
自
分
が
自
分
が

と
、な
か
な
か
結
束
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
。

松
浦
　
い
や
、結
束
は
し
て
い
な
い
で
す
よ

（
笑
）。皆
さ
ん
ラ
イ
バ
ル
な
の
で
、震
災
直
後
も

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、相
乗
効
果

が
上
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
か
な
と
。

　
自
分
た
ち
で
や
ろ
う
と
い
う
方
が
多
い
の

で
、市
や（
一
社
）宮
古
観
光
文
化
交
流
協
会（
以

下
、観
光
協
会
）は
、個
々
で
や
る
の
が
難
し
い

こ
と
、例
え
ば
情
報
発
信
と
か
、集
客
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
と
か
、旅
行
会
社
の
営
業
な
ど
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。

吉
澤
　
比
較
的
行
政
が
担
う
こ
と
が
多
い
こ

と
、例
え
ば
、ハ
ー
ド
整
備
で
は
ど
ん
な
こ
と
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

松
浦
　
市
が
所
有
す
る
施
設
は
立
て
直
し
ま
し

た
し
、道
の
駅（
2
0
1
3
年
7
月
：
道
の
駅
み

や
こ
、2
0
1
6
年
7
月
：
道
の
駅
た
ろ
う
）を

整
備
し
た
り
し
ま
し
た
。ま
た
、「
学
ぶ
防
災
ガ

イ
ド（
表
1
）」で
使
っ
て
い
る「
た
ろ
う
観
光
ホ

テ
ル
」を
津
波
遺
構
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、施
設
整
備
も
市
が
行
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
お
金
も
か
か
り
ま

す
し
、利
害
調
整
な
ど
、す
ご
く
大
変
か
と
思
い

ま
す
が
、非
常
に
う
ま
く
行
政
の
方
が
成
し
遂

げ
て
支
援
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

松
浦
　
や
は
り
大
き
な
予
算
が
絡
め
ば
、議
会

な
ど
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か

し
、「
宮
古
市
に
と
っ
て
観
光
は
基
幹
産
業
」と

い
う
思
い
を
皆
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、何

の
た
め
に
、ど
れ
く
ら
い
の
予
算
で
取
り
組
む

の
か
、国
や
県
な
ど
使
え
る
補
助
金
は
全
て
使

っ
て
、市
の
復
興
を
成
し
遂
げ
て
い
き
ま
す
と
、

し
っ
か
り
説
明
す
れ
ば
理
解
し
て
も
ら
え
ま

す
。

吉
澤
　
宮
古
市
は「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
計
画

期
間
：
2
0
1
6
〜
2
0
1
9
年
度
」も
策
定
さ

れ
て
い
て
、非
常
に
戦
略
的
に
進
め
ら
れ
て
き

た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

松
浦
　「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」、上
位
計
画
に

は「
宮
古
市
総
合
計
画
」が
あ
り
ま
す
が
、元
と

な
る
計
画
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、私
た
ち

は
そ
こ
に
枝
葉
を
つ
け
て
進
ん
で
い
く
だ
け
で

す
か
ら
。

　
本
当
は
2
0
2
0
年
度
に
新
た
な
計
画
を
作

る
予
定
で
、2
0
1
8
年
度
か
ら
動
い
て
い
ま

し
た
。し
か
し
、2
0
1
9
年
10
月
の
台
風
19
号

の
襲
来
で
大
き
な
被
害
が
出
て
、ま
ず
そ
の
復

旧
を
最
優
先
し
ま
し
た
。そ
の
後
、計
画
策
定
を

再
開
し
よ
う
と
し
た
ら
、今
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
。

今
は
、2
0
2
1
年
度
に
策
定
し
て
、2
0
2
2

年
度
か
ら
新
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
い
う

方
針
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

団
体
客
か
ら

個
人
客
に
シ
フ
ト
、

〜
民
間
事
業
者
の
意
識
の

高
ま
り

吉
澤
　
震
災
前
の
2
0
1
0
年
度
の
観
光
客
数

は
約
1
0
8
万
人
で
す
が
、主
に
ど
の
よ
う
な

お
客
様
が
い
ら
し
て
い
た
の
で
す
か（
表
2
）。

松
浦
　
震
災
前
、個
人
客
は
二
次
ア
ク
セ
ス
の

問
題
も
あ
っ
て
来
訪
が
容
易
で
は
な
く
、比
較

的
遠
方
か
ら
来
る
団
体
旅
行
や
旅
行
会
社
が
企

画
す
る
ツ
ア
ー
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

吉
澤
　
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、震
災
で

2
0
1
1
年
度
に
は
観
光
客
が
約
33
万
人
に
ま

で
落
ち
込
む
わ
け
で
す
が
、そ
の
後
は
比
較
的

順
調
に
回
復
し
て
い
る
よ
う
で
す
。観
光
客
の

増
加
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
観
光
客
が
団
体
客
か
ら
個
人
客
へ
シ
フ

ト
し
て
い
く
中
で
、宮
古
市
で
は
、比
較
的
早
い

う
ち
か
ら「
道
の
駅
」を
整
備
し
た
り
、津
波
遺

構（
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
）を
使
っ
た
防
災
教
育

な
ど
を
行
っ
て
き
た
こ
と
。ま
た
、三
陸
沿
岸
道

路（
宮
城
県
仙
台
市
〜
青
森
県
八
戸
市
）の
一
部

区
間
の
開
通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
面
の
向
上
が
非

常
に
効
果
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
車
で
来
ら
れ
る
個
人
客
も
段
々
と
増
え
て
き

ま
し
た
。特
に
多
い
の
は
八
戸
、仙
台
、あ
と
は

県
内
の
内
陸
部
で
、中
で
も
八
戸
が
だ
い
ぶ
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。こ
れ
は
八
戸
か
ら
宮
古

が
片
道
3
時
間
く
ら
い
で
来
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、日
帰
り
旅
行
圏
内
に
入
っ
て
き
た

か
ら
な
の
か
な
と
。

吉
澤
　
団
体
客
か
ら
個
人
客
に
変
わ
り
、お
客

様
は
近
場
の
方
が
増
え
た
わ
け
で
す
ね
。ど
う

い
う
客
層
が
多
く
な
り
ま
し
た
か
。

松
浦
　
震
災
後
は
、自
分
た
ち
で
情
報
を
仕
入

れ
て
、自
分
た
ち
で
訪
れ
る
個
人
客
が
増
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
。特
に
家
族
、そ
れ
も
40
、50

代
の
両
親
と
お
子
さ
ん
と
い
う
形
態
が
多
い
で

す
。そ
の
よ
う
な
ご
家
族
の
来
訪
目
的
で
一
番

多
い
の
は
、浄
土
ヶ
浜
の
よ
う
な
名
所
を
見
る

こ
と
、夏
場
な
ら
海
水
浴
。そ
の
次
が
三
陸
の
美

味
し
い
海
産
物
な
ど
の
食
で
す
。宮
古
市
に
は

温
泉
が
な
く
不
利
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の

分
、景
色
と
か
食
に
興
味
を
持
っ
て
来
ら
れ
る

方
が
多
い
で
す
。

吉
澤
　
お
客
様
が
団
体
客
か
ら
個
人
客
へ
と
シ

フ
ト
し
て
い
く
中
で
、民
間
事
業
者
に
課
題
や

変
化
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
課
題
と
し
て
は
、宮
古
は
古
く
か
ら
観

光
で
栄
え
て
い
た
町
な
の
で
、時
代
の
変
化
に

つ
い
て
い
け
な
い
観
光
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。例
え
ば
、今
ま
で
団
体
客
が
メ
イ
ン
だ
っ
た

宿
泊
施
設
だ
と
、個
人
客
の
ネ
ッ
ト
予
約
へ
の

対
応
が
追
い
つ
か
な
い
と
い
っ
た
こ
と
で
す

ね
。市
で
は
、様
々
な
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
宿
泊
施
設
に
は「
変
え
て
い
か
な
い
と
」

と
い
う
意
識
の
変
化
な
ど
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

松
浦
　
意
識
は
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。団
体

客
は
旅
行
会
社
か
ら
の
送
客
が
多
か
っ
た
の

で
、営
業
面
で
も
旅
行
会
社
と
の
つ
な
が
り
が

重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、個
人
客
は

「
こ
の
お
宿
に
行
き
た
い
」と
の
思
い
を
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。し
っ
か
り
と
お
客
様
に

向
き
合
っ
て
お
も
て
な
し
す
れ
ば
、感
激
さ
れ

て
、感
謝
の
声
が
宿
に
届
い
た
り
、S
N
S
な
ど

で
発
信
さ
れ
た
り
す
る
の
で
、励
み
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、個
人

客
の
方
が
利
幅
は
大
き
い
、そ
う
い
っ
た
こ
と

へ
の
気
づ
き
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
た
だ
、団
体
客
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
で
経

営
が
安
定
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。ど
の
よ
う

に
売
っ
て
い
く
べ
き
か
を
、よ
り
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。防

災
教
育
は
観
光
素
材
、

体
験
学
習
の
ひ
と
つ
と
し
て

P
R

吉
澤
　
先
ほ
ど
、お
客
様
の
来
訪
目
的
を
伺
い

ま
し
た
が
、宮
古
市
で
は「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」

な
ど
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
力
を
入
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。参
加
者
の
状
況
は
、こ

の
10
年
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
震
災
で
津
波
の
被
害
を
受
け
た
宮
古
市

の
映
像
が
全
国
に
流
れ
ま
し
た
が
、あ
れ
だ
け

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
地
域
が
今
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、訪
れ
る
こ
と
が
少
し
で
も
被
災

地
の
た
め
に
な
れ
ば
と
い
う
方
が
、徐
々
に
増

え
て
き
た
と
い
う
印
象
は
あ
り
ま
す
。

吉
澤
　

松
浦
　
正
直
に
申
し
上
げ
る
と
、一
旦
増
え
て
そ

こ
か
ら
緩
や
か
に
下
降
し
て
い
ま
す
。ピ
ー
ク
は

2
0
1
3
年
度
が
3
万
1
4
0
0
人
、2
0
1
4

年
度
が
2
万
8
0
0
0
人
、2
0
1
5
年
度
か
ら

は
だ
い
た
い
2
万
人
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す（
表

1
）。参
加
者
は
、「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」で
は
学
校

が
多
い
で
す
。県
内
の
小
中
学
校
、高
校
の
ほ
か
、

首
都
圏
や
北
海
道
か
ら
も
多
く
来
て
い
ま
す
。

東
京
か
ら
西
に
な
る
と
数
は
少
な
い
で
す
が
、全

国
か
ら
訪
れ
ま
す
。

　
震
災
前
に
も
、ほ
ぼ
毎
年
、修
学
旅
行
で
宮
古

市
に
来
ら
れ
る
学
校
が
あ
り
ま
し
た
が
、震
災

後
は
、こ
れ
ま
で
来
た
こ
と
が
な
い
学
校
も
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は
岩
手

県
の
内
陸
部
ま
で
し
か
来
な
か
っ
た
学
校
が
、

宮
古
市
ま
で
来
て
、「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」に
参

加
し
た
り
、沿
岸
部
を
見
て
回
る
と
い
っ
た
行

程
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

吉
澤
　
防
災
教
育
を
目
的
と
し
た
修
学
旅
行
の

誘
致
は
観
光
協
会
が
戦
略
的
に
仕
掛
け
た
の
で

し
ょ
う
か
。

松
浦
　
そ
う
で
す
ね
。「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」を

利
用
す
る
団
体
へ
の
バ
ス
代
の
一
部
助
成
な
ど

を
、旅
行
会
社
に
P
R
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
こ
れ
ま
で
の
宮
古
市
の
来
訪
目
的
に
、

防
災
を
学
ぶ
こ
と
が
加
わ
っ
た
と
。

松
浦
　
そ
う
で
す
ね
。私
ど
も
は
完
全
に「
学
ぶ

防
災
ガ
イ
ド
」も
観
光
素
材
と
捉
え
て
い
ま
す
。

体
験
観
光
、体
験
学
習
の
一
つ
と
し
て
対
等
に

扱
っ
て
P
R
し
て
い
ま
す
。

宮
古
版
D
M
O
の
立
ち
上
げ

〜
観
光
協
会
が

観
光
の
か
じ
取
り
役
に

吉
澤
　
と
こ
ろ
で
、松
浦
さ
ん
は
2
0
1
6
年

度
か
ら
3
年
間
、観
光
協
会
に
出
向
さ
れ
て
い

ま
す
が
、そ
の
時
は
主
に
何
を
さ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
一
番
の
任
務
は
、
観
光
協
会
内
に

D
M
O
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
す
。観
光

協
会
が
宮
古
全
体
の
観
光
の
か
じ
取
り
役
に
な

る
こ
と
が
、市
と
観
光
協
会
の
共
通
認
識
で
し

た
。観
光
協
会
が
実
働
部
隊
で
、市
は
そ
れ
に
必

要
な
補
助
金
を
出
し
た
り
、人
的
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
と
い
う
形
が
い
い
の
か
な
と
。

　
D
M
O
と
は
何
な
の
か
？
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
っ
て
、2
0
1
7
年
度
に「
宮
古
版

D
M
O
」を
立
ち
上
げ
、2
0
1
9
年
8
月
に
は

観
光
庁
の「
地
域
D
M
O
」に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

吉
澤
　
宮
古
版
D
M
O
の
運
営
は
う
ま
く
い
っ

て
い
ま
す
か
。

松
浦
　
私
が
市
役
所
に
戻
っ
た
後
も
、人
的
サ

ポ
ー
ト
な
ど
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
も
市（
観
光
課
）と
観
光
協
会
の
距
離
感
は

近
か
っ
た
で
す
が
、人
事
的
交
流
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。今
は
よ
り
密
接
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
か
、連
携
が
強
化
さ
れ
た
か
な
と
思
い
ま

す
。

吉
澤
　
今
、宮
古
市
、観
光
協
会
で
は
、タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
ど
こ
に
置
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
三
陸
沿
岸
道
路
が
2
0
2
1
年
内
に
は

全
線
開
通
す
る
の
で
、大
き
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

仙
台
で
、客
層
は
家
族
で
す
。家
族
単
位
だ
と
あ

る
程
度
の
人
数
も
確
保
で
き
ま
す
し
、仙
台
か

ら
だ
と
1
泊
旅
行
に
な
る
と
思
う
の
で
、家
族

の
宿
泊
旅
行
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

す
か
。

松
浦
　
宮
古
ま
で
来
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
、台
湾
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。花
巻
空
港

に
は
今
で
こ
そ
上
海
便
が
就
航
し
て
い
ま
す

が
、国
際
定
期
便
は
長
ら
く
台
湾
だ
け
で
し
た
。

台
湾
の
よ
う
に
日
本
に
何
回
も
訪
れ
て
い
る
ハ

ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
が
、宮
古
に
も
目
を
向
け
て

く
れ
れ
ば
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で

し
ば
ら
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
見
込
め
ま
せ
ん

が
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
変
わ
ら
ず
に
台
湾
、あ
と
は

徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
っ
た
中
国
、韓
国
で
す
ね
。

吉
澤
　
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
と
な
る

と
、広
域
連
携
も
重
要
に
な
り
ま
す
が
、他
団
体

や
周
辺
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
か
。　

松
浦
　
い
く
つ
か
の
観
光
の
外
郭
団
体
の
事
務

局
を
観
光
課
で
持
っ
て
い
て
、そ
の
中
に「
三
陸

復
興
国
立
公
園
協
会
」が
あ
り
ま
す
。青
森
の
八

戸
か
ら
宮
城
の
気
仙
沼
ま
で
の
市
町
村
に
会
員

に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
、三
陸
鉄
道
、岩
手
県
北

自
動
車
も
入
っ
て
い
た
だ
き
、広
域
で
の
観
光

P
R
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、独
自
の
支
援
策
で

宿
泊
客
を
確
保

吉
澤
　
2
0
2
0
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄

さ
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。観
光
へ
の
影
響
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

松
浦
　
個
人
旅
行
が
主
流
に
な
っ
た
と
は
い

え
、あ
る
程
度
の
数
を
稼
い
で
い
た
団
体
旅
行

が
全
て
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。東
北
の
感

染
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、東
北
の
人
も

あ
ま
り
出
歩
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

宿
泊
施
設
の
稼
働
率
は
、本
当
に
壊
滅
的
な
落

ち
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

吉
澤
　
秋
口
に
は
、「G

o
to

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」な
ど
も
あ
っ
て
、多
少
は
回
復
し
た
感

じ
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
確
か
にG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
、遠
方
か
ら
来
ら
れ
る
方
が
徐
々
に
増
え

て
き
た
印
象
は
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、市
で
は
岩

手
県
民
が
宮
古
市
の
宿
泊
施
設
に
泊
ま
っ
た
時

に
助
成
す
る
制
度
を
作
り
ま
し
た
。外
か
ら
呼

べ
な
い
の
な
ら
、多
少
な
り
と
も
安
全
な
岩
手

県
内
か
ら
誘
客
し
よ
う
と
。宿
泊
施
設
は
本
当

に
厳
し
い
状
況
で
し
た
の
で
、県
民
で
も
宿
泊

客
が
増
え
た
の
は
、良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
1
月
8
日
に
首
都
圏
で
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
る
と
、ま
た
宿
泊
客
は
落
ち

込
み
ま
し
た
が
、市
で
は
県
民
を
対
象
と
し
た

宿
泊
支
援
制
度
を
継
続
す
る
と
も
に
、東
北
と

新
潟
ま
で
対
象
者
を
拡
大
し
て
、首
都
圏
の
減

少
分
補
っ
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　観
光
は
地
域
の
元
気
を

発
信
す
る〝
最
前
線
〞

吉
澤
　
宮
古
市
で
は
観
光
の
位
置
付
け
が
高
い

こ
と
が
、今
回
の
お
話
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

最
後
に
、地
域
の
復
興
に
観
光
は
ど
ん
な
役
割

を
果
た
せ
た
と
お
考
え
で
す
か
。

松
浦
　
観
光
が
元
気
だ
と
地
域
自
体
に
活
気
が

溢
れ
る
と
い
う
か
、そ
う
見
て
も
ら
え
る
。ど
ん

な
に
辛
い
時
期
で
も
観
光
に
携
わ
る
者
や
観
光

施
設
は
常
に
元
気
に
、外
に
向
け
て
情
報
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。観
光
は
宮
古
の
情
報
発
信
の〝
最
前
線
〞で

す
。発
信
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
、「
宮
古
で
は
、

何
か
し
ら
い
つ
も
や
っ
て
い
る
よ
ね
。楽
し
そ

う
だ
よ
ね
。」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
す
る
と

よ
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
震
災
直
後
も
で
す
が
、今
も
コ
ロ
ナ
禍

で
、「
こ
ん
な
時
期
に
観
光
な
ん
て
」と
地
元
の

方
に
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
時
も

あ
り
ま
す
。「
観
光
は
地
域
の
元
気
を
発
信
す
る

〝
最
前
線
〞」と
い
う
お
話
を
伺
っ
て
、勇
気
を
も

ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。同
じ
よ
う
な
ジ
レ
ン
マ

を
、こ
の
10
年
間
で
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

松
浦
　
私
が
観
光
課
に
戻
っ
て
き
た
の
は
、震

災
か
ら
5
年
後
で
す
。そ
の
頃
は
、観
光
が
盛
り

上
が
り
始
め
て
い
た
頃
だ
っ
た
の
で
、個
人
的

に
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　
逆
に
、お
客
様
か
ら「
観
光
に
行
っ
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
」と
の
声
を
聞
き
ま
す
が
、観
光
事
業

者
の
皆
さ
ん
は
、「
気
に
せ
ず
に
来
て
く
だ
さ

い
。来
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
の
支
援
に
な
る

の
で
。」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
ね
。

吉
澤
　
そ
う
い
う
言
葉
を
伺
う
と
、行
き
や
す

く
な
り
ま
す
ね
。最
後
に
何
か
お
話
し
し
た
い

こ
と
が
あ
れ
は
お
願
い
し
ま
す
。

松
浦
　
震
災
は
、お
そ
ら
く
皆
さ
ん
の
記
憶
か

ら
消
え
る
こ
と
は
な
く
、震
災
の
傷
跡
が
残
る

場
所
は
ま
だ
ま
だ
宮
古
市
内
に
も
あ
り
ま
す

が
、そ
れ
で
も
、「
宮
古
は
元
気
な
町
」で
あ
る
こ

と
を
P
R
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
に
宮
古
に
来
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
し
、そ
う
な
る
こ
と
が
一
番
の
復
興
の
証

明
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手
：
吉
澤
清
良

編
集
協
力
：
井
上
理
江

岩手県6

※
1
　
瓶
ド
ン
：
昔
か
ら
宮
古
市
で
は
6
月
頃
か
ら
牛
乳
瓶

入
り
の
ウ
ニ
が
販
売
さ
れ
る
。こ
の
牛
乳
瓶
の
中
に
真
鱈
や

鮭
、イ
ク
ラ
な
ど
、宮
古
市
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
介
を
詰
め
込

ん
で
、ど
ん
ぶ
り
の
温
か
い
ご
は
ん
の
上
に
、自
分
で
盛
り
付
け

て
味
わ
う
と
い
う
体
験
型
海
鮮
丼
。松
浦
氏
が
宮
古
観
光
文

化
交
流
協
会
に
出
向
時
に
発
案
し
、2
0
1
8
年
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
新
・ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
。
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2
2
2
2
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2
22
2
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2
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2
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「学ぶ防災ガイド」体験学習

再
び
立
ち
上
が
る

原
動
力
と
は
？

〜
自
分
た
ち
が

観
光
を

盛
り
上
げ
て
来
た

吉
澤
　
東
日
本
大
震
災（
以
下
、震
災
）の
被
災

地
の
中
で
も
、宮
古
市
の
観
光
復
興
は
他
の
市

町
村
に
比
べ
て
早
か
っ
た
と
い
う
お
話
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
こ
と
は
お
感

じ
に
な
り
ま
し
た
か
。

松
浦
　
観
光
復
興
は
、町
の
復
興
が
あ
る
程
度

進
ま
な
い
と
難
し
い
で
す
が
、宮
古
市
は
町
の

復
興
自
体
が
早
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
　
観
光
で
も
、震
災
の
数
ヶ
月
後
に
は
、

「
浄
土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」の
営
業
再
開

（
2
0
1
1
年
6
月
）、「
み
や
こ
浄
土
ヶ
浜
遊
覧

船
」運
航
再
開（
2
0
1
1
年
7
月
）、ま
た
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
、一
早
く
手
が
け
て
い
ま

す
ね
。震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
も
立
ち

上
が
る
、そ
の
原
動
力
は
何
な
の
で
し
ょ
う
。

松
浦
　
宮
古
市
は
陸
中
海
岸
の
中
心
地
、三
陸

沿
岸
を
代
表
す
る
観
光
地
で
す
。国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
60
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、「
宮
古
は

観
光
の
町
な
ん
だ
」と
、観
光
を
生
業
に
し
て
い

る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。観
光
関
係
者
に
は

「
自
分
た
ち
が
宮
古
の
観
光
を
盛
り
上
げ
て
来

た
」と
い
う
自
負
が
あ
っ
て
、「
誰
か
の
助
け
を

待
つ
の
で
は
な
く
、自
分
た
ち
で
も
う
一
度
始

め
よ
う
」と
い
う
想
い
が
強
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。元
々
の「
や
る
気
が
違
う
」

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。震
災
直
後
も
、「
観

光
で
盛
り
上
げ
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
」と
い
う

声
を
い
っ
ぱ
い
聞
き
ま
し
た
。

吉
澤
　
そ
う
す
る
と
、み
ん
な
自
分
が
自
分
が

と
、な
か
な
か
結
束
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
。

松
浦
　
い
や
、結
束
は
し
て
い
な
い
で
す
よ

（
笑
）。皆
さ
ん
ラ
イ
バ
ル
な
の
で
、震
災
直
後
も

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、相
乗
効
果

が
上
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
か
な
と
。

　
自
分
た
ち
で
や
ろ
う
と
い
う
方
が
多
い
の

で
、市
や（
一
社
）宮
古
観
光
文
化
交
流
協
会（
以

下
、観
光
協
会
）は
、個
々
で
や
る
の
が
難
し
い

こ
と
、例
え
ば
情
報
発
信
と
か
、集
客
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
と
か
、旅
行
会
社
の
営
業
な
ど
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。

吉
澤
　
比
較
的
行
政
が
担
う
こ
と
が
多
い
こ

と
、例
え
ば
、ハ
ー
ド
整
備
で
は
ど
ん
な
こ
と
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

松
浦
　
市
が
所
有
す
る
施
設
は
立
て
直
し
ま
し

た
し
、道
の
駅（
2
0
1
3
年
7
月
：
道
の
駅
み

や
こ
、2
0
1
6
年
7
月
：
道
の
駅
た
ろ
う
）を

整
備
し
た
り
し
ま
し
た
。ま
た
、「
学
ぶ
防
災
ガ

イ
ド（
表
1
）」で
使
っ
て
い
る「
た
ろ
う
観
光
ホ

テ
ル
」を
津
波
遺
構
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、施
設
整
備
も
市
が
行
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
お
金
も
か
か
り
ま

す
し
、利
害
調
整
な
ど
、す
ご
く
大
変
か
と
思
い

ま
す
が
、非
常
に
う
ま
く
行
政
の
方
が
成
し
遂

げ
て
支
援
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

松
浦
　
や
は
り
大
き
な
予
算
が
絡
め
ば
、議
会

な
ど
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か

し
、「
宮
古
市
に
と
っ
て
観
光
は
基
幹
産
業
」と

い
う
思
い
を
皆
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、何

の
た
め
に
、ど
れ
く
ら
い
の
予
算
で
取
り
組
む

の
か
、国
や
県
な
ど
使
え
る
補
助
金
は
全
て
使

っ
て
、市
の
復
興
を
成
し
遂
げ
て
い
き
ま
す
と
、

し
っ
か
り
説
明
す
れ
ば
理
解
し
て
も
ら
え
ま

す
。

吉
澤
　
宮
古
市
は「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
計
画

期
間
：
2
0
1
6
〜
2
0
1
9
年
度
」も
策
定
さ

れ
て
い
て
、非
常
に
戦
略
的
に
進
め
ら
れ
て
き

た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

松
浦
　「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」、上
位
計
画
に

は「
宮
古
市
総
合
計
画
」が
あ
り
ま
す
が
、元
と

な
る
計
画
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、私
た
ち

は
そ
こ
に
枝
葉
を
つ
け
て
進
ん
で
い
く
だ
け
で

す
か
ら
。

　
本
当
は
2
0
2
0
年
度
に
新
た
な
計
画
を
作

る
予
定
で
、2
0
1
8
年
度
か
ら
動
い
て
い
ま

し
た
。し
か
し
、2
0
1
9
年
10
月
の
台
風
19
号

の
襲
来
で
大
き
な
被
害
が
出
て
、ま
ず
そ
の
復

旧
を
最
優
先
し
ま
し
た
。そ
の
後
、計
画
策
定
を

再
開
し
よ
う
と
し
た
ら
、今
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
。

今
は
、2
0
2
1
年
度
に
策
定
し
て
、2
0
2
2

年
度
か
ら
新
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
い
う

方
針
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

団
体
客
か
ら

個
人
客
に
シ
フ
ト
、

〜
民
間
事
業
者
の
意
識
の

高
ま
り

吉
澤
　
震
災
前
の
2
0
1
0
年
度
の
観
光
客
数

は
約
1
0
8
万
人
で
す
が
、主
に
ど
の
よ
う
な

お
客
様
が
い
ら
し
て
い
た
の
で
す
か（
表
2
）。

松
浦
　
震
災
前
、個
人
客
は
二
次
ア
ク
セ
ス
の

問
題
も
あ
っ
て
来
訪
が
容
易
で
は
な
く
、比
較

的
遠
方
か
ら
来
る
団
体
旅
行
や
旅
行
会
社
が
企

画
す
る
ツ
ア
ー
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

吉
澤
　
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、震
災
で

2
0
1
1
年
度
に
は
観
光
客
が
約
33
万
人
に
ま

で
落
ち
込
む
わ
け
で
す
が
、そ
の
後
は
比
較
的

順
調
に
回
復
し
て
い
る
よ
う
で
す
。観
光
客
の

増
加
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
観
光
客
が
団
体
客
か
ら
個
人
客
へ
シ
フ

ト
し
て
い
く
中
で
、宮
古
市
で
は
、比
較
的
早
い

う
ち
か
ら「
道
の
駅
」を
整
備
し
た
り
、津
波
遺

構（
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
）を
使
っ
た
防
災
教
育

な
ど
を
行
っ
て
き
た
こ
と
。ま
た
、三
陸
沿
岸
道

路（
宮
城
県
仙
台
市
〜
青
森
県
八
戸
市
）の
一
部

区
間
の
開
通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
面
の
向
上
が
非

常
に
効
果
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
車
で
来
ら
れ
る
個
人
客
も
段
々
と
増
え
て
き

ま
し
た
。特
に
多
い
の
は
八
戸
、仙
台
、あ
と
は

県
内
の
内
陸
部
で
、中
で
も
八
戸
が
だ
い
ぶ
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。こ
れ
は
八
戸
か
ら
宮
古

が
片
道
3
時
間
く
ら
い
で
来
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、日
帰
り
旅
行
圏
内
に
入
っ
て
き
た

か
ら
な
の
か
な
と
。

吉
澤
　
団
体
客
か
ら
個
人
客
に
変
わ
り
、お
客

様
は
近
場
の
方
が
増
え
た
わ
け
で
す
ね
。ど
う

い
う
客
層
が
多
く
な
り
ま
し
た
か
。

松
浦
　
震
災
後
は
、自
分
た
ち
で
情
報
を
仕
入

れ
て
、自
分
た
ち
で
訪
れ
る
個
人
客
が
増
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
。特
に
家
族
、そ
れ
も
40
、50

代
の
両
親
と
お
子
さ
ん
と
い
う
形
態
が
多
い
で

す
。そ
の
よ
う
な
ご
家
族
の
来
訪
目
的
で
一
番

多
い
の
は
、浄
土
ヶ
浜
の
よ
う
な
名
所
を
見
る

こ
と
、夏
場
な
ら
海
水
浴
。そ
の
次
が
三
陸
の
美

味
し
い
海
産
物
な
ど
の
食
で
す
。宮
古
市
に
は

温
泉
が
な
く
不
利
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の

分
、景
色
と
か
食
に
興
味
を
持
っ
て
来
ら
れ
る

方
が
多
い
で
す
。

吉
澤
　
お
客
様
が
団
体
客
か
ら
個
人
客
へ
と
シ

フ
ト
し
て
い
く
中
で
、民
間
事
業
者
に
課
題
や

変
化
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
課
題
と
し
て
は
、宮
古
は
古
く
か
ら
観

光
で
栄
え
て
い
た
町
な
の
で
、時
代
の
変
化
に

つ
い
て
い
け
な
い
観
光
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。例
え
ば
、今
ま
で
団
体
客
が
メ
イ
ン
だ
っ
た

宿
泊
施
設
だ
と
、個
人
客
の
ネ
ッ
ト
予
約
へ
の

対
応
が
追
い
つ
か
な
い
と
い
っ
た
こ
と
で
す

ね
。市
で
は
、様
々
な
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
宿
泊
施
設
に
は「
変
え
て
い
か
な
い
と
」

と
い
う
意
識
の
変
化
な
ど
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

松
浦
　
意
識
は
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。団
体

客
は
旅
行
会
社
か
ら
の
送
客
が
多
か
っ
た
の

で
、営
業
面
で
も
旅
行
会
社
と
の
つ
な
が
り
が

重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、個
人
客
は

「
こ
の
お
宿
に
行
き
た
い
」と
の
思
い
を
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。し
っ
か
り
と
お
客
様
に

向
き
合
っ
て
お
も
て
な
し
す
れ
ば
、感
激
さ
れ

て
、感
謝
の
声
が
宿
に
届
い
た
り
、S
N
S
な
ど

で
発
信
さ
れ
た
り
す
る
の
で
、励
み
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、個
人

客
の
方
が
利
幅
は
大
き
い
、そ
う
い
っ
た
こ
と

へ
の
気
づ
き
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
た
だ
、団
体
客
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
で
経

営
が
安
定
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。ど
の
よ
う

に
売
っ
て
い
く
べ
き
か
を
、よ
り
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。防

災
教
育
は
観
光
素
材
、

体
験
学
習
の
ひ
と
つ
と
し
て

P
R

吉
澤
　
先
ほ
ど
、お
客
様
の
来
訪
目
的
を
伺
い

ま
し
た
が
、宮
古
市
で
は「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」

な
ど
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
力
を
入
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。参
加
者
の
状
況
は
、こ

の
10
年
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
震
災
で
津
波
の
被
害
を
受
け
た
宮
古
市

の
映
像
が
全
国
に
流
れ
ま
し
た
が
、あ
れ
だ
け

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
地
域
が
今
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、訪
れ
る
こ
と
が
少
し
で
も
被
災

地
の
た
め
に
な
れ
ば
と
い
う
方
が
、徐
々
に
増

え
て
き
た
と
い
う
印
象
は
あ
り
ま
す
。

吉
澤
　

松
浦
　
正
直
に
申
し
上
げ
る
と
、一
旦
増
え
て
そ

こ
か
ら
緩
や
か
に
下
降
し
て
い
ま
す
。ピ
ー
ク
は

2
0
1
3
年
度
が
3
万
1
4
0
0
人
、2
0
1
4

年
度
が
2
万
8
0
0
0
人
、2
0
1
5
年
度
か
ら

は
だ
い
た
い
2
万
人
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す（
表

1
）。参
加
者
は
、「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」で
は
学
校

が
多
い
で
す
。県
内
の
小
中
学
校
、高
校
の
ほ
か
、

首
都
圏
や
北
海
道
か
ら
も
多
く
来
て
い
ま
す
。

東
京
か
ら
西
に
な
る
と
数
は
少
な
い
で
す
が
、全

国
か
ら
訪
れ
ま
す
。

　
震
災
前
に
も
、ほ
ぼ
毎
年
、修
学
旅
行
で
宮
古

市
に
来
ら
れ
る
学
校
が
あ
り
ま
し
た
が
、震
災

後
は
、こ
れ
ま
で
来
た
こ
と
が
な
い
学
校
も
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は
岩
手

県
の
内
陸
部
ま
で
し
か
来
な
か
っ
た
学
校
が
、

宮
古
市
ま
で
来
て
、「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」に
参

加
し
た
り
、沿
岸
部
を
見
て
回
る
と
い
っ
た
行

程
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

吉
澤
　
防
災
教
育
を
目
的
と
し
た
修
学
旅
行
の

誘
致
は
観
光
協
会
が
戦
略
的
に
仕
掛
け
た
の
で

し
ょ
う
か
。

松
浦
　
そ
う
で
す
ね
。「
学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
」を

利
用
す
る
団
体
へ
の
バ
ス
代
の
一
部
助
成
な
ど

を
、旅
行
会
社
に
P
R
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
こ
れ
ま
で
の
宮
古
市
の
来
訪
目
的
に
、

防
災
を
学
ぶ
こ
と
が
加
わ
っ
た
と
。

松
浦
　
そ
う
で
す
ね
。私
ど
も
は
完
全
に「
学
ぶ

防
災
ガ
イ
ド
」も
観
光
素
材
と
捉
え
て
い
ま
す
。

体
験
観
光
、体
験
学
習
の
一
つ
と
し
て
対
等
に

扱
っ
て
P
R
し
て
い
ま
す
。

宮
古
版
D
M
O
の
立
ち
上
げ

〜
観
光
協
会
が

観
光
の
か
じ
取
り
役
に

吉
澤
　
と
こ
ろ
で
、松
浦
さ
ん
は
2
0
1
6
年

度
か
ら
3
年
間
、観
光
協
会
に
出
向
さ
れ
て
い

ま
す
が
、そ
の
時
は
主
に
何
を
さ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
一
番
の
任
務
は
、
観
光
協
会
内
に

D
M
O
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
す
。観
光

協
会
が
宮
古
全
体
の
観
光
の
か
じ
取
り
役
に
な

る
こ
と
が
、市
と
観
光
協
会
の
共
通
認
識
で
し

た
。観
光
協
会
が
実
働
部
隊
で
、市
は
そ
れ
に
必

要
な
補
助
金
を
出
し
た
り
、人
的
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
と
い
う
形
が
い
い
の
か
な
と
。

　
D
M
O
と
は
何
な
の
か
？
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
っ
て
、2
0
1
7
年
度
に「
宮
古
版

D
M
O
」を
立
ち
上
げ
、2
0
1
9
年
8
月
に
は

観
光
庁
の「
地
域
D
M
O
」に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

吉
澤
　
宮
古
版
D
M
O
の
運
営
は
う
ま
く
い
っ

て
い
ま
す
か
。

松
浦
　
私
が
市
役
所
に
戻
っ
た
後
も
、人
的
サ

ポ
ー
ト
な
ど
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
も
市（
観
光
課
）と
観
光
協
会
の
距
離
感
は

近
か
っ
た
で
す
が
、人
事
的
交
流
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。今
は
よ
り
密
接
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
か
、連
携
が
強
化
さ
れ
た
か
な
と
思
い
ま

す
。

吉
澤
　
今
、宮
古
市
、観
光
協
会
で
は
、タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
ど
こ
に
置
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
三
陸
沿
岸
道
路
が
2
0
2
1
年
内
に
は

全
線
開
通
す
る
の
で
、大
き
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

仙
台
で
、客
層
は
家
族
で
す
。家
族
単
位
だ
と
あ

る
程
度
の
人
数
も
確
保
で
き
ま
す
し
、仙
台
か

ら
だ
と
1
泊
旅
行
に
な
る
と
思
う
の
で
、家
族

の
宿
泊
旅
行
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

吉
澤
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

す
か
。

松
浦
　
宮
古
ま
で
来
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
、台
湾
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。花
巻
空
港

に
は
今
で
こ
そ
上
海
便
が
就
航
し
て
い
ま
す

が
、国
際
定
期
便
は
長
ら
く
台
湾
だ
け
で
し
た
。

台
湾
の
よ
う
に
日
本
に
何
回
も
訪
れ
て
い
る
ハ

ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
が
、宮
古
に
も
目
を
向
け
て

く
れ
れ
ば
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で

し
ば
ら
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
見
込
め
ま
せ
ん

が
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
変
わ
ら
ず
に
台
湾
、あ
と
は

徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
っ
た
中
国
、韓
国
で
す
ね
。

吉
澤
　
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
と
な
る

と
、広
域
連
携
も
重
要
に
な
り
ま
す
が
、他
団
体

や
周
辺
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
か
。　

松
浦
　
い
く
つ
か
の
観
光
の
外
郭
団
体
の
事
務

局
を
観
光
課
で
持
っ
て
い
て
、そ
の
中
に「
三
陸

復
興
国
立
公
園
協
会
」が
あ
り
ま
す
。青
森
の
八

戸
か
ら
宮
城
の
気
仙
沼
ま
で
の
市
町
村
に
会
員

に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
、三
陸
鉄
道
、岩
手
県
北

自
動
車
も
入
っ
て
い
た
だ
き
、広
域
で
の
観
光

P
R
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、独
自
の
支
援
策
で

宿
泊
客
を
確
保

吉
澤
　
2
0
2
0
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄

さ
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。観
光
へ
の
影
響
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

松
浦
　
個
人
旅
行
が
主
流
に
な
っ
た
と
は
い

え
、あ
る
程
度
の
数
を
稼
い
で
い
た
団
体
旅
行

が
全
て
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。東
北
の
感

染
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、東
北
の
人
も

あ
ま
り
出
歩
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

宿
泊
施
設
の
稼
働
率
は
、本
当
に
壊
滅
的
な
落

ち
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

吉
澤
　
秋
口
に
は
、「G

o
to

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」な
ど
も
あ
っ
て
、多
少
は
回
復
し
た
感

じ
で
し
ょ
う
か
。

松
浦
　
確
か
にG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
、遠
方
か
ら
来
ら
れ
る
方
が
徐
々
に
増
え

て
き
た
印
象
は
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、市
で
は
岩

手
県
民
が
宮
古
市
の
宿
泊
施
設
に
泊
ま
っ
た
時

に
助
成
す
る
制
度
を
作
り
ま
し
た
。外
か
ら
呼

べ
な
い
の
な
ら
、多
少
な
り
と
も
安
全
な
岩
手

県
内
か
ら
誘
客
し
よ
う
と
。宿
泊
施
設
は
本
当

に
厳
し
い
状
況
で
し
た
の
で
、県
民
で
も
宿
泊

客
が
増
え
た
の
は
、良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
1
月
8
日
に
首
都
圏
で
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
る
と
、ま
た
宿
泊
客
は
落
ち

込
み
ま
し
た
が
、市
で
は
県
民
を
対
象
と
し
た

宿
泊
支
援
制
度
を
継
続
す
る
と
も
に
、東
北
と

新
潟
ま
で
対
象
者
を
拡
大
し
て
、首
都
圏
の
減

少
分
補
っ
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　観
光
は
地
域
の
元
気
を

発
信
す
る〝
最
前
線
〞

吉
澤
　
宮
古
市
で
は
観
光
の
位
置
付
け
が
高
い

こ
と
が
、今
回
の
お
話
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

最
後
に
、地
域
の
復
興
に
観
光
は
ど
ん
な
役
割

を
果
た
せ
た
と
お
考
え
で
す
か
。

松
浦
　
観
光
が
元
気
だ
と
地
域
自
体
に
活
気
が

溢
れ
る
と
い
う
か
、そ
う
見
て
も
ら
え
る
。ど
ん

な
に
辛
い
時
期
で
も
観
光
に
携
わ
る
者
や
観
光

施
設
は
常
に
元
気
に
、外
に
向
け
て
情
報
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。観
光
は
宮
古
の
情
報
発
信
の〝
最
前
線
〞で

す
。発
信
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
、「
宮
古
で
は
、

何
か
し
ら
い
つ
も
や
っ
て
い
る
よ
ね
。楽
し
そ

う
だ
よ
ね
。」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
す
る
と

よ
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
澤
　
震
災
直
後
も
で
す
が
、今
も
コ
ロ
ナ
禍

で
、「
こ
ん
な
時
期
に
観
光
な
ん
て
」と
地
元
の

方
に
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
時
も

あ
り
ま
す
。「
観
光
は
地
域
の
元
気
を
発
信
す
る

〝
最
前
線
〞」と
い
う
お
話
を
伺
っ
て
、勇
気
を
も

ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。同
じ
よ
う
な
ジ
レ
ン
マ

を
、こ
の
10
年
間
で
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

松
浦
　
私
が
観
光
課
に
戻
っ
て
き
た
の
は
、震

災
か
ら
5
年
後
で
す
。そ
の
頃
は
、観
光
が
盛
り

上
が
り
始
め
て
い
た
頃
だ
っ
た
の
で
、個
人
的

に
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　
逆
に
、お
客
様
か
ら「
観
光
に
行
っ
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
」と
の
声
を
聞
き
ま
す
が
、観
光
事
業

者
の
皆
さ
ん
は
、「
気
に
せ
ず
に
来
て
く
だ
さ

い
。来
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
の
支
援
に
な
る

の
で
。」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
ね
。

吉
澤
　
そ
う
い
う
言
葉
を
伺
う
と
、行
き
や
す

く
な
り
ま
す
ね
。最
後
に
何
か
お
話
し
し
た
い

こ
と
が
あ
れ
は
お
願
い
し
ま
す
。

松
浦
　
震
災
は
、お
そ
ら
く
皆
さ
ん
の
記
憶
か

ら
消
え
る
こ
と
は
な
く
、震
災
の
傷
跡
が
残
る

場
所
は
ま
だ
ま
だ
宮
古
市
内
に
も
あ
り
ま
す

が
、そ
れ
で
も
、「
宮
古
は
元
気
な
町
」で
あ
る
こ

と
を
P
R
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
に
宮
古
に
来
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
し
、そ
う
な
る
こ
と
が
一
番
の
復
興
の
証

明
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手
：
吉
澤
清
良

編
集
協
力
：
井
上
理
江

岩手県6

※
1
　
瓶
ド
ン
：
昔
か
ら
宮
古
市
で
は
6
月
頃
か
ら
牛
乳
瓶

入
り
の
ウ
ニ
が
販
売
さ
れ
る
。こ
の
牛
乳
瓶
の
中
に
真
鱈
や

鮭
、イ
ク
ラ
な
ど
、宮
古
市
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
介
を
詰
め
込

ん
で
、ど
ん
ぶ
り
の
温
か
い
ご
は
ん
の
上
に
、自
分
で
盛
り
付
け

て
味
わ
う
と
い
う
体
験
型
海
鮮
丼
。松
浦
氏
が
宮
古
観
光
文

化
交
流
協
会
に
出
向
時
に
発
案
し
、2
0
1
8
年
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
新
・ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
。
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釜
石
市
鵜
住
居
地
区
の
根
浜
海
岸
沿
い
に
あ

る「
宝
来
館
」は
、津
波
に
よ
っ
て
2
階
部
分
ま

で
浸
水
し
ま
し
た
。私
も
津
波
に
の
ま
れ
死
が

頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、運
よ
く
助
か
り
ま
し

た
。地
区
内
に
は
多
く
の
犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。

津
波
が
引
い
た
後
、裏
山
に
避
難
し
て
い
た
私

た
ち
は
建
物
に
戻
り
、3
階
よ
り
上
の
室
内
で

寒
さ
を
し
の
ぎ
、生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
地
域
の
避
難
所
と
し
て
も
利
用
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。そ
の
時
、こ
れ
が
終
わ
れ
ば
こ
の
建
物

に
は
意
味
が
な
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、復
旧
作
業
に
き
て
い
る
工
事
関
係

者
か
ら
、自
分
た
ち
は
ト
ラ
ッ
ク
の
中
で
寝
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。電
気
が
つ
か
な
く
て
も
い

い
、水
も
出
な
く
て
も
い
い
。足
だ
け
伸
ば
せ
れ

ば
い
い
か
ら
宝
来
館
に
泊
め
て
ほ
し
い
、と
お

願
い
さ
れ
た
の
で
す
。壊
れ
た
こ
の
宝
来
館
が

必
要
だ
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。衝
撃
で
し
た
。

あ
の
頃
、必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
生
き
る
勇
気

に
な
っ
た
。そ
れ
が
う
れ
し
く
て
、お
か
み
の
ス

イ
ッ
チ
が
入
り
ま
し
た
。自
分
の
立
ち
位
置
が

見
つ
か
っ
た
の
で
す
。1
回
目
の
修
繕
を
終
え

て
事
業
の
一
部
を
再
開
し
た
の
は
2
0
1
2
年

1
月
5
日
。そ
の
後
、流
れ
た
部
分
を
再
生
し
、

元
の
部
屋
数
に
戻
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
の
が
2
0
1
5
年
で
す
。

　
こ
の
間
、3
年
、7
年
と
か
、一
般
的
に
言
わ

れ
る
節
目
ご
と
に
、前
を
向
こ
う
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
き
ま
し
た
。お
泊
ま
り
い
た
だ
い
た

お
客
さ
ま
が
た
に
は
、「
女
将
の
お
話
の
時
間
」

と
し
て
震
災
時
の
こ
と
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し

た
。「
語
り
部
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、私
は
報
告
義

務
者
だ
と
思
い
ま
す
。日
本
中
の
方
々
、世
界
中

の
皆
さ
ん
か
ら
助
け
て
い
た
だ
い
た
自
分
た
ち

の
義
務
で
す
。そ
し
て
、こ
の「
お
話
の
時
間
」を

10
年
た
っ
た
3
月
11
日
で
終
了
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

今
、よ
う
や
く
3
月
12
日
を

迎
え
た
の
で
す
。

　
3
・
11
、そ
の
日
か
ら
私
は「
生
き
る
こ
と
」を

も
ら
っ
た
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、生
き

る
た
め
に
こ
う
し
た
い
、あ
あ
し
た
い
と
い
う

こ
と
を
言
い
続
け
て
き
た
。私
は
3
月
11
日
と

い
う
日
を
10
年
か
け
て
生
き
て
き
た
の
で
す
。

た
っ
た
1
日
を
10
年
か
け
て
。多
く
の
皆
さ
ん

は
、そ
の
翌
日
か
ら
私
た
ち
の
こ
と
を
大
変
だ
、

ど
う
に
か
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。自
分
が
で

き
る
こ
と
を
何
か
し
な
け
れ
ば
、と
思
っ
て
行

動
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。し
か
し
、私
は
自
分

た
ち
の
思
い
だ
け
を
伝
え
て
き
た
。あ
の
と
き

か
ら
私
た
ち
を
見
続
け
て
く
れ
た
人
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
来
て
く
れ
た
人
、実
は
そ
う
し

た
皆
さ
ん
の
10
年
で
も
あ
る
の
で
す
。す
ご
く

濃
い
10
年
が
。そ
の
皆
さ
ん
の
お
話
を
教
え
て

ほ
し
い
な
。私
の
知
ら
な
か
っ
た
皆
さ
ん
の
話

が
知
り
た
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
の
10
年
は
、私
た
ち
を
見
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
の
思
い
を
知
る
こ
と
。今
、よ
う

や
く
3
月
12
日
を
迎
え
た
の
で
す
。

　
こ
の
10
年
間
に
、街
が
も
ど
り
、普
通
に
ビ
ジ

ネ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
も
経
験
し
ま
し
た
。振
り
返
る
と
、

浮
き
足
立
っ
て
や
っ
て
き
た
な
、と
い
う
反
省

も
あ
り
ま
す
。10
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
は
、こ
う

や
っ
て
自
分
が
見
え
る
、普
通
の
感
覚
に
戻
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。現
実

と
し
て
今
の
自
分
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、3
・

11
前
の
3
月
10
日
の
自
分
も
見
え
て
い
ま
す
。

　
震
災
前
か
ら
、人
が
来
て
く
れ
る
交
流
の
村

づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、震
災
後
に

そ
の
思
い
は
さ
ら
に
強
く
な
り
ま
し
た
。来
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
と
と
も
に
釜
石
や
、根
浜

エ
リ
ア
の
今
後
の
方
向
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
作

り
、整
備
も
一
緒
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

の
10
年
間
、外
か
ら
来
る
皆
さ
ん
と
と
も
に
作

り
上
げ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の

中
で
育
て
ら
れ
た
若
い
人
た
ち
に
思
い
を
つ
な

い
で
、こ
の
次
の
10
年
が
始
ま
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。自
分
た
ち
の

年
代
に
な
っ
て
く
る
と
、た
く
さ
ん
の
課
題
が

み
え
、心
配
す
る
意
見
が
た
く
さ
ん
で
て
き
ま

す
。し
か
し
若
い
人
た
ち
に
は
そ
う
し
た
こ
と

に
と
ら
わ
れ
ず
、今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ま
で

挑
戦
し
、作
り
出
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
私
は
、山
、海
、自
然
、人
の
良
さ
を
商
品
と
し

た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、な
か
な
か
す

す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。と
こ
ろ
が
震
災
後
に
外

の
人
が
き
て
く
れ
、自
分
が
思
っ
て
い
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
は
間
違
い
で
は
な
い
、や
れ
る
と

い
う
こ
と
を
確
証
し
て
く
れ
、一
緒
に
伴
走
し

て
く
れ
た
。自
分
た
ち
が
描
い
て
い
た
村
づ
く

り
、街
づ
く
り
が
一
気
に
進
ん
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
震
災
前
は
、
例
え
ば
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
必
要
だ
と
い
う
よ
う
な
議
論
が
、

地
元
の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
回
る
だ
け
で
し
た
。

　
そ
し
て
今
は
、当
時
は
高
校
生
だ
っ
た
、中
学

生
だ
っ
た
子
た
ち
が
帰
っ
て
き
て
、一
緒
に
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
や
っ
て
い
ま
す
。自
分
た
ち

で
ふ
る
さ
と
つ
く
り
た
い
、ふ
る
さ
と
の
た
め

に
役
に
立
ち
た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。こ
こ

に
移
住
し
て
く
れ
た
若
い
人
た
ち
も
、プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
子
供
た
ち
に
対
し
て
、外
の
一
流

の
皆
さ
ん
が
も
の
の
考
え
方
と
か
、未
来
を
感

じ
さ
せ
、経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
色
濃
く
行
っ
た
り
来
た
り
し
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、今
は
少
し
間
を
お
い
て
見
て
く
だ

さ
る
。私
は
、こ
の
感
覚
が
す
ご
く
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。い
つ
ま
で
も
一
緒
に
伴
走
し

て
く
れ
る
の
で
は
な
く
、今
は
外
か
ら
見
て
く

れ
る
。こ
の
、見
続
け
て
く
れ
る
人
た
ち
の
お
か

げ
で
、道
を
間
違
え
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ
し
て
こ
の
緩
い
関
係
が
す
ご
く
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。見
て
い
る
よ
、応
援
し
て
い
る

よ
、と
い
う
人
た
ち
が
い
る
こ
と
が
、自
分
が
生

き
て
い
く
上
で
、す
ご
く
心
強
か
っ
た
。前
を
向

こ
う
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
の
は
、こ
う
し

て
出
会
っ
た
人
た
ち
が
見
て
い
る
ぞ
、と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

被
災
し
た
宿
だ
か
ら
で
は
な
く
、

旅
の
宿
と
し
て
選
ば
れ
る
宿
を

目
指
し
て
き
ま
し
た

　
こ
の
10
年
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
る
方
、

仕
事
で
来
る
方
、復
興
支
援
の
方
も
、あ
る
意
味

観
光
の
お
客
さ
ま
と
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。釜
石
は
鉄
の
産
業
の
町
で
あ
り
、目
的
が

あ
っ
て
訪
れ
滞
在
す
る
人
た
ち
が
多
く
、こ
れ

が
釜
石
の
観
光
で
し
た
。三
陸
の
風
景
や
、食
材

を
目
指
し
て
お
客
さ
ま
が
来
て
く
れ
た
の
で
は

な
い
の
で
す
。震
災
後
も
、震
災
応
援
と
い
う
目

的
が
あ
る
皆
さ
ま
に
対
す
る
い
っ
と
き
の
受
け

皿
と
し
て
の
観
光
で
あ
り
、そ
の
10
年
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
、宿
と
し
て
一
人
前

に
な
り
た
い
と
い
う
の
が
、私
の
課
題
で
も
あ

り
ま
し
た
。具
体
的
に
動
き
出
す
き
っ
か
け
は
、

ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
終
わ
る
と
ど
う
な
る
の
か
を
考
え
て
い

ま
し
た
。震
災
応
援
が
目
的
で
は
な
い
お
客
さ

ま
、一
般
の
方
々
に
も
来
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。宝
来
館
と
し
て
も
、こ
の
3
年
間
は

被
災
し
た
宝
来
館
だ
か
ら
で
は
な
く
、旅
の
宿

と
し
て
選
ば
れ
る
宿
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。

　
私
は
3
月
11
日
に
語
り
部
や
め
ま
す
と
言

い
、自
分
で
ひ
と
つ
の
線
を
引
い
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。も
う
後
ろ
は
無
い
。そ
れ
を
や
る
し
か

な
い
。で
も
、3
・
11
を
経
験
し
て
い
る
の
で
、何

が
起
こ
っ
て
も
生
か
し
て
も
ら
っ
た
結
果
で

す
。あ
の
と
き
私
は
、命
を
も
ら
っ
た
ぞ
、と
思

い
ま
し
た
。一
度
は
亡
く
な
っ
て
、無
い
命
か
も

し
れ
な
い
の
に
、ま
だ
生
き
て
い
る
こ
と
が
、す

ご
く
あ
り
が
た
か
っ
た
。何
が
あ
っ
た
と
し
て

も
生
き
て
い
る
だ
け
で
い
い
ん
だ
と
。

　
昨
年
来
、コ
ロ
ナ
で
世
界
中
が
被
災
者
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、震
災
か
ら
10

年
目
を
迎
え
た
意
味
あ
い
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、今
年
は
復
興
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

あ
り
ま
す
。私
た
ち
は
、ス
ポ
ー
ツ
で
勇
気
を
も

ら
う
と
い
う
大
き
な
経
験
を
し
ま
し
た
。選
手

た
ち
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
は
、生
き
る
希
望
に

な
り
ま
し
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
っ
て
世
界

中
の
人
々
は
絶
対
に
勇
気
を
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。

　
岩
手
県
は
3
月
11
日
を
県
民
の
日
に
し
、『
大

切
な
人
を
想
う
日
』と
い
う
副
題
を
つ
け
ま
し

た
。大
切
な
人
と
話
し
を
す
る
日
、語
り
継
ぐ
日

で
す
。こ
れ
か
ら
も
、3
・
11
と
い
う
数
字
を
見

た
と
き
、き
ょ
う
は
自
分
の
か
け
が
え
の
な
い

人
を
思
い
、話
す
日
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

世
界
中
の
人
に
届
け
た
い
。私
が
、一
番
伝
え
た

い
の
は
、こ
の
こ
と
で
す
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

宝
来
館
の
10
年

「
浜
辺
の
料
理
宿 

宝
来
館
」女
将
。

宝
来
館
は
岩
手
県
釜
石
市
鵜
住
居

町
、大
槌
湾
の
根
浜
海
岸
に
あ
る

1
9
6
3
年
創
業
の
旅
館
。父
で
あ

る
先
代
が
開
業
し
た
宿
を
20
代
で

継
い
だ
。地
域
住
民
主
体
の
英
国
式

ボ
ー
ト
レ
ス
キ
ュ
ー
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う（
一
社
）根

浜
マ
イ
ン
ド
代
表
理
事
も
務
め
る
。

岩
崎
昭
子（
い
わ
さ
き
・
あ
き
こ
）

「
女
将
の
お
話
の
時
間
」か
ら

「
女
将
と
の
対
話
の
時
間
」へ

写真：2019年10月13日 ラグビーカナダ代表チームと地元子供たちとの交流の様子

写真：2019年海開きの様子

写真：宝来館全景
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釜
石
市
鵜
住
居
地
区
の
根
浜
海
岸
沿
い
に
あ

る「
宝
来
館
」は
、津
波
に
よ
っ
て
2
階
部
分
ま

で
浸
水
し
ま
し
た
。私
も
津
波
に
の
ま
れ
死
が

頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、運
よ
く
助
か
り
ま
し

た
。地
区
内
に
は
多
く
の
犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。

津
波
が
引
い
た
後
、裏
山
に
避
難
し
て
い
た
私

た
ち
は
建
物
に
戻
り
、3
階
よ
り
上
の
室
内
で

寒
さ
を
し
の
ぎ
、生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
地
域
の
避
難
所
と
し
て
も
利
用
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。そ
の
時
、こ
れ
が
終
わ
れ
ば
こ
の
建
物

に
は
意
味
が
な
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、復
旧
作
業
に
き
て
い
る
工
事
関
係

者
か
ら
、自
分
た
ち
は
ト
ラ
ッ
ク
の
中
で
寝
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。電
気
が
つ
か
な
く
て
も
い

い
、水
も
出
な
く
て
も
い
い
。足
だ
け
伸
ば
せ
れ

ば
い
い
か
ら
宝
来
館
に
泊
め
て
ほ
し
い
、と
お

願
い
さ
れ
た
の
で
す
。壊
れ
た
こ
の
宝
来
館
が

必
要
だ
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。衝
撃
で
し
た
。

あ
の
頃
、必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
生
き
る
勇
気

に
な
っ
た
。そ
れ
が
う
れ
し
く
て
、お
か
み
の
ス

イ
ッ
チ
が
入
り
ま
し
た
。自
分
の
立
ち
位
置
が

見
つ
か
っ
た
の
で
す
。1
回
目
の
修
繕
を
終
え

て
事
業
の
一
部
を
再
開
し
た
の
は
2
0
1
2
年

1
月
5
日
。そ
の
後
、流
れ
た
部
分
を
再
生
し
、

元
の
部
屋
数
に
戻
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
の
が
2
0
1
5
年
で
す
。

　
こ
の
間
、3
年
、7
年
と
か
、一
般
的
に
言
わ

れ
る
節
目
ご
と
に
、前
を
向
こ
う
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
き
ま
し
た
。お
泊
ま
り
い
た
だ
い
た

お
客
さ
ま
が
た
に
は
、「
女
将
の
お
話
の
時
間
」

と
し
て
震
災
時
の
こ
と
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し

た
。「
語
り
部
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、私
は
報
告
義

務
者
だ
と
思
い
ま
す
。日
本
中
の
方
々
、世
界
中

の
皆
さ
ん
か
ら
助
け
て
い
た
だ
い
た
自
分
た
ち

の
義
務
で
す
。そ
し
て
、こ
の「
お
話
の
時
間
」を

10
年
た
っ
た
3
月
11
日
で
終
了
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

今
、よ
う
や
く
3
月
12
日
を

迎
え
た
の
で
す
。

　
3
・
11
、そ
の
日
か
ら
私
は「
生
き
る
こ
と
」を

も
ら
っ
た
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、生
き

る
た
め
に
こ
う
し
た
い
、あ
あ
し
た
い
と
い
う

こ
と
を
言
い
続
け
て
き
た
。私
は
3
月
11
日
と

い
う
日
を
10
年
か
け
て
生
き
て
き
た
の
で
す
。

た
っ
た
1
日
を
10
年
か
け
て
。多
く
の
皆
さ
ん

は
、そ
の
翌
日
か
ら
私
た
ち
の
こ
と
を
大
変
だ
、

ど
う
に
か
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。自
分
が
で

き
る
こ
と
を
何
か
し
な
け
れ
ば
、と
思
っ
て
行

動
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。し
か
し
、私
は
自
分

た
ち
の
思
い
だ
け
を
伝
え
て
き
た
。あ
の
と
き

か
ら
私
た
ち
を
見
続
け
て
く
れ
た
人
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
来
て
く
れ
た
人
、実
は
そ
う
し

た
皆
さ
ん
の
10
年
で
も
あ
る
の
で
す
。す
ご
く

濃
い
10
年
が
。そ
の
皆
さ
ん
の
お
話
を
教
え
て

ほ
し
い
な
。私
の
知
ら
な
か
っ
た
皆
さ
ん
の
話

が
知
り
た
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
の
10
年
は
、私
た
ち
を
見
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
の
思
い
を
知
る
こ
と
。今
、よ
う

や
く
3
月
12
日
を
迎
え
た
の
で
す
。

　
こ
の
10
年
間
に
、街
が
も
ど
り
、普
通
に
ビ
ジ

ネ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
も
経
験
し
ま
し
た
。振
り
返
る
と
、

浮
き
足
立
っ
て
や
っ
て
き
た
な
、と
い
う
反
省

も
あ
り
ま
す
。10
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
は
、こ
う

や
っ
て
自
分
が
見
え
る
、普
通
の
感
覚
に
戻
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。現
実

と
し
て
今
の
自
分
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、3
・

11
前
の
3
月
10
日
の
自
分
も
見
え
て
い
ま
す
。

　
震
災
前
か
ら
、人
が
来
て
く
れ
る
交
流
の
村

づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、震
災
後
に

そ
の
思
い
は
さ
ら
に
強
く
な
り
ま
し
た
。来
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
と
と
も
に
釜
石
や
、根
浜

エ
リ
ア
の
今
後
の
方
向
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
作

り
、整
備
も
一
緒
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

の
10
年
間
、外
か
ら
来
る
皆
さ
ん
と
と
も
に
作

り
上
げ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の

中
で
育
て
ら
れ
た
若
い
人
た
ち
に
思
い
を
つ
な

い
で
、こ
の
次
の
10
年
が
始
ま
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。自
分
た
ち
の

年
代
に
な
っ
て
く
る
と
、た
く
さ
ん
の
課
題
が

み
え
、心
配
す
る
意
見
が
た
く
さ
ん
で
て
き
ま

す
。し
か
し
若
い
人
た
ち
に
は
そ
う
し
た
こ
と

に
と
ら
わ
れ
ず
、今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ま
で

挑
戦
し
、作
り
出
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
私
は
、山
、海
、自
然
、人
の
良
さ
を
商
品
と
し

た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、な
か
な
か
す

す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。と
こ
ろ
が
震
災
後
に
外

の
人
が
き
て
く
れ
、自
分
が
思
っ
て
い
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
は
間
違
い
で
は
な
い
、や
れ
る
と

い
う
こ
と
を
確
証
し
て
く
れ
、一
緒
に
伴
走
し

て
く
れ
た
。自
分
た
ち
が
描
い
て
い
た
村
づ
く

り
、街
づ
く
り
が
一
気
に
進
ん
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
震
災
前
は
、
例
え
ば
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
必
要
だ
と
い
う
よ
う
な
議
論
が
、

地
元
の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
回
る
だ
け
で
し
た
。

　
そ
し
て
今
は
、当
時
は
高
校
生
だ
っ
た
、中
学

生
だ
っ
た
子
た
ち
が
帰
っ
て
き
て
、一
緒
に
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
や
っ
て
い
ま
す
。自
分
た
ち

で
ふ
る
さ
と
つ
く
り
た
い
、ふ
る
さ
と
の
た
め

に
役
に
立
ち
た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。こ
こ

に
移
住
し
て
く
れ
た
若
い
人
た
ち
も
、プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
子
供
た
ち
に
対
し
て
、外
の
一
流

の
皆
さ
ん
が
も
の
の
考
え
方
と
か
、未
来
を
感

じ
さ
せ
、経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
色
濃
く
行
っ
た
り
来
た
り
し
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、今
は
少
し
間
を
お
い
て
見
て
く
だ

さ
る
。私
は
、こ
の
感
覚
が
す
ご
く
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。い
つ
ま
で
も
一
緒
に
伴
走
し

て
く
れ
る
の
で
は
な
く
、今
は
外
か
ら
見
て
く

れ
る
。こ
の
、見
続
け
て
く
れ
る
人
た
ち
の
お
か

げ
で
、道
を
間
違
え
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ
し
て
こ
の
緩
い
関
係
が
す
ご
く
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。見
て
い
る
よ
、応
援
し
て
い
る

よ
、と
い
う
人
た
ち
が
い
る
こ
と
が
、自
分
が
生

き
て
い
く
上
で
、す
ご
く
心
強
か
っ
た
。前
を
向

こ
う
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
の
は
、こ
う
し

て
出
会
っ
た
人
た
ち
が
見
て
い
る
ぞ
、と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

被
災
し
た
宿
だ
か
ら
で
は
な
く
、

旅
の
宿
と
し
て
選
ば
れ
る
宿
を

目
指
し
て
き
ま
し
た

　
こ
の
10
年
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
る
方
、

仕
事
で
来
る
方
、復
興
支
援
の
方
も
、あ
る
意
味

観
光
の
お
客
さ
ま
と
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。釜
石
は
鉄
の
産
業
の
町
で
あ
り
、目
的
が

あ
っ
て
訪
れ
滞
在
す
る
人
た
ち
が
多
く
、こ
れ

が
釜
石
の
観
光
で
し
た
。三
陸
の
風
景
や
、食
材

を
目
指
し
て
お
客
さ
ま
が
来
て
く
れ
た
の
で
は

な
い
の
で
す
。震
災
後
も
、震
災
応
援
と
い
う
目

的
が
あ
る
皆
さ
ま
に
対
す
る
い
っ
と
き
の
受
け

皿
と
し
て
の
観
光
で
あ
り
、そ
の
10
年
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
、宿
と
し
て
一
人
前

に
な
り
た
い
と
い
う
の
が
、私
の
課
題
で
も
あ

り
ま
し
た
。具
体
的
に
動
き
出
す
き
っ
か
け
は
、

ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
終
わ
る
と
ど
う
な
る
の
か
を
考
え
て
い

ま
し
た
。震
災
応
援
が
目
的
で
は
な
い
お
客
さ

ま
、一
般
の
方
々
に
も
来
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。宝
来
館
と
し
て
も
、こ
の
3
年
間
は

被
災
し
た
宝
来
館
だ
か
ら
で
は
な
く
、旅
の
宿

と
し
て
選
ば
れ
る
宿
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。

　
私
は
3
月
11
日
に
語
り
部
や
め
ま
す
と
言

い
、自
分
で
ひ
と
つ
の
線
を
引
い
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。も
う
後
ろ
は
無
い
。そ
れ
を
や
る
し
か

な
い
。で
も
、3
・
11
を
経
験
し
て
い
る
の
で
、何

が
起
こ
っ
て
も
生
か
し
て
も
ら
っ
た
結
果
で

す
。あ
の
と
き
私
は
、命
を
も
ら
っ
た
ぞ
、と
思

い
ま
し
た
。一
度
は
亡
く
な
っ
て
、無
い
命
か
も

し
れ
な
い
の
に
、ま
だ
生
き
て
い
る
こ
と
が
、す

ご
く
あ
り
が
た
か
っ
た
。何
が
あ
っ
た
と
し
て

も
生
き
て
い
る
だ
け
で
い
い
ん
だ
と
。

　
昨
年
来
、コ
ロ
ナ
で
世
界
中
が
被
災
者
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、震
災
か
ら
10

年
目
を
迎
え
た
意
味
あ
い
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、今
年
は
復
興
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

あ
り
ま
す
。私
た
ち
は
、ス
ポ
ー
ツ
で
勇
気
を
も

ら
う
と
い
う
大
き
な
経
験
を
し
ま
し
た
。選
手

た
ち
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
は
、生
き
る
希
望
に

な
り
ま
し
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
っ
て
世
界

中
の
人
々
は
絶
対
に
勇
気
を
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。

　
岩
手
県
は
3
月
11
日
を
県
民
の
日
に
し
、『
大

切
な
人
を
想
う
日
』と
い
う
副
題
を
つ
け
ま
し

た
。大
切
な
人
と
話
し
を
す
る
日
、語
り
継
ぐ
日

で
す
。こ
れ
か
ら
も
、3
・
11
と
い
う
数
字
を
見

た
と
き
、き
ょ
う
は
自
分
の
か
け
が
え
の
な
い

人
を
思
い
、話
す
日
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

世
界
中
の
人
に
届
け
た
い
。私
が
、一
番
伝
え
た

い
の
は
、こ
の
こ
と
で
す
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

宝
来
館
の
10
年

「
浜
辺
の
料
理
宿 

宝
来
館
」女
将
。

宝
来
館
は
岩
手
県
釜
石
市
鵜
住
居

町
、大
槌
湾
の
根
浜
海
岸
に
あ
る

1
9
6
3
年
創
業
の
旅
館
。父
で
あ

る
先
代
が
開
業
し
た
宿
を
20
代
で

継
い
だ
。地
域
住
民
主
体
の
英
国
式

ボ
ー
ト
レ
ス
キ
ュ
ー
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う（
一
社
）根

浜
マ
イ
ン
ド
代
表
理
事
も
務
め
る
。

岩
崎
昭
子（
い
わ
さ
き
・
あ
き
こ
）

「
女
将
の
お
話
の
時
間
」か
ら

「
女
将
と
の
対
話
の
時
間
」へ

写真：2019年10月13日 ラグビーカナダ代表チームと地元子供たちとの交流の様子

写真：2019年海開きの様子

写真：宝来館全景
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僕
は
2
0
0
6
年
12
月
に
田
野
畑
村
に
移
住

し
ま
し
た
。東
京
で
働
い
て
い
た
の
で
す
が
、旅

行
好
き
が
抑
え
ら
れ
ず
、仕
事
を
辞
め
て
1
年

半
く
ら
い
日
本
中
を
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
間
に
、い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

今
度
は
観
光
地
で
働
き
、出
会
い
を
提
供
す
る

側
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、た

ま
た
ま
田
野
畑
と
出
会
っ
た
の
で
す
。

　
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、地
元
の
漁
師
が

小
さ
な
漁
船
に
お
客
を
の
せ
て
、北
山
崎
の
断

崖
を
海
か
ら
見
上
げ
る
サ
ッ
パ
船
ツ
ア
ー
で
す
。

地
域
の
内
外
の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
3
年
目
に
は
軌
道

に
の
り
ま
し
た
。サ
ッ
パ
船
ツ
ア
ー
を
企
画
・
主

催
す
る
体
験
村
・
た
の
は
た
推
進
協
議
会
は

2
0
0
3
年
の
設
立
で
す
。2
0
0
8
年
4
月

に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
移
行
し
、震
災
時
に
は
事
務
局

長
に
就
い
て
い
ま
し
た
。

　
地
震
が
発
生
し
た
時
、僕
は
机
浜
番
屋
群
で
、

津
波
が
ど
ん
ど
ん
押
し
寄
せ
て
く
る
の
を
映
画

で
も
見
る
よ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。こ
れ
は

危
な
い
と
思
い
、後
ろ
の
坂
を
車
で
駆
け
上
が

り
ま
し
た
。幸
い
怪
我
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、振
り
返
る
と
既
に
番
屋
は
海
に
の
み
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。バ
キ
バ
キ
と
か
、い
ろ
ん
な
音

が
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
波
が
引
き
、何

も
な
く
な
り
、更
地
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

8
隻
あ
っ
た
船
は
な
く
な
り
ま
し
た
。そ
の
光

景
を
見
た
と
き
、も
う
こ
こ
で
仕
事
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

観
光
客
が
来
て
、

喜
ん
で
く
れ
る
と
、

地
元
に
元
気
を
も
た
ら
す

　
3
月
20
日
を
過
ぎ
た
頃
、サ
ッ
パ
船
の
漁
師

さ
ん
と
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。漁
師
は
船

が
な
い
と
何
も
で
き
な
い
か
ら
船
が
ほ
し
い
。

中
古
船
で
も
い
い
か
ら
手
に
入
れ
た
い
。船
さ

え
あ
れ
ば
サ
ッ
パ
船
は
で
き
る
と
話
す
漁
師
さ

ん
が
い
た
の
で
す
。こ
ん
な
状
況
で
サ
ッ
パ
船

や
る
の
か
と
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。そ

し
て
4
月
1
日
に
は
、下
北
の
中
古
船
業
者
に

買
い
付
け
に
行
っ
た
の
で
す
。そ
の
時
、サ
ッ
パ

船
を
再
開
さ
せ
る
ま
で
、僕
に
は
こ
こ
で
や
る

こ
と
が
あ
る
と
決
意
し
ま
し
た
。

　
漁
業
だ
け
や
っ
て
き
た
人
が
、自
分
の
船
に

観
光
客
を
乗
せ
て
自
分
の
海
を
案
内
す
る
。何

気
な
く
見
て
き
た
北
山
崎
を
絶
景
だ
と
言
っ
て

喜
び
、小
さ
な
穴
を
通
り
、岩
の
間
を
す
り
抜
け

る
と
拍
手
が
起
こ
る
。そ
う
し
た
快
感
が
、船
さ

え
あ
れ
ば
も
う
一
度
味
わ
え
る
。定
置
網
や
養

殖
に
は
多
く
の
資
材
が
必
要
で
す
が
、サ
ッ
パ

船
だ
っ
た
ら
船
一
つ
、ガ
ソ
リ
ン
さ
え
あ
れ
ば

動
け
る
。い
ち
早
く
収
入
に
も
な
る
。そ
う
し
た

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、動
き
出
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
震
災
後
、道
路
が
寸
断
さ
れ
て
地
元
の
人
た

ち
と
も
し
ば
ら
く
会
え
な
か
っ
た
。1
週
間
、10

日
た
っ
て
漁
師
さ
ん
と
会
っ
た
と
き
、サ
ッ
パ

船
を
再
開
さ
せ
よ
う
と
な
っ
た
の
は
、出
会
っ

て
話
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。も
う
何
も
で

き
な
い
と
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
ら
何
も
起

こ
ら
な
か
っ
た
。人
と
人
が
出
会
う
と
、い
ろ
ん

な
化
学
反
応
が
起
き
る
の
を
感
じ
ま
す
。観
光

客
が
来
て
、喜
ん
で
く
れ
る
と
、地
元
に
元
気
を

も
た
ら
す
。観
光
に
来
た
人
た
ち
は
、自
然
を
見

て
、海
を
楽
し
ん
で
、元
気
を
も
ら
う
。こ
れ
が

観
光
の
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

　
な
か
な
か
一
般
の
予
約
が
入
ら
な
い
中
で
、

ス
タ
ー
ト
の
日
を
い
つ
に
す
る
の
か
悩
み
ま
し

た
。観
光
事
業
者
と
し
て
は
、夏
に
は
三
陸
の
海

で
遊
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出

し
た
い
。地
元
の
人
か
ら
の
目
線
も
和
ら
ぐ
頃

合
い
も
考
え
て
、7
月
29
日
に
安
全
祈
願
と
震

災
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
へ
の
黙
と
う
を
含
め
た

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。そ
の

日
、た
ま
た
ま
田
野
畑
駅
か
ら
歩
い
て
来
た
親

子
が
サ
ッ
パ
船
に
乗
れ
る
か
と
訪
ね
て
き
た
の

で
、飛
び
込
み
で
第
1
号
の
お
客
さ
ん
に
な
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。お
父
さ
ん
は
二
人
の
お
子

さ
ん
に
震
災
の
爪
痕
を
見
せ
た
か
っ
た
よ
う
で

す
。

　
サ
ッ
パ
船
は
7
月
29
日
に
は
5
艇
で
し
た
。

家
を
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
漁
師
さ
ん
も
い
ま
し

た
が
、仮
設
に
移
っ
て
落
ち
着
い
た
の
で
、船
を

買
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。8
月
の
お

盆
に
は
7
艇
で
運
航
し
て
い
ま
す
。も
う
1
艇

は
、ち
ょ
っ
と
遅
れ
て
加
わ
り
ま
し
た
。メ
ン

バ
ー
は
も
と
の
ま
ま
で
す
。

　
2
0
1
1
年
度
は
、1
0
0
0
人
ぐ
ら
い
乗

せ
た
と
思
い
ま
す
。2
0
1
2
年
4
月
に
は
三

陸
鉄
道
が
田
野
畑
駅
ま
で
開
通
し
、2
0
1
4

年
に
は
最
寄
り
の
島
越
駅
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
は
約
3
0
0
0
人
、2
0
1
3
年

は『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』効
果
で
5
0
0
0
人
、そ
の

翌
年
は
6
0
0
0
人
ま
で
急
増
し
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
度
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
多

く
、半
日
は
が
れ
き
撤
去
、も
う
半
日
は
サ
ッ
パ

船
や
、宮
古
の
浄
土
ヶ
浜
を
観
光
と
い
う
状
況

で
し
た
。2
年
目
か
ら
は
家
族
連
れ
や
、復
興
応

援
ツ
ア
ー
と
し
て
被
災
地
を
見
て
、三
陸
鉄
道

の
復
旧
し
た
部
分
に
乗
り
、海
産
物
を
食
べ
て

お
金
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
ツ
ア
ー
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
2
0
1
4
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾

向
に
な
り
ま
し
た
。2
0
1
6
年
は
岩
泉
で
台

風
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た
年
で
す
。そ
の
後
は
、

4
0
0
0
人
と
か
3
0
0
0
人
程
度
で
推
移
し

て
い
ま
す
。旅
行
会
社
の
主
催
ツ
ア
ー
に
三
陸

の
バ
ス
旅
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、バ
ス
料
金

の
値
上
げ
に
伴
っ
て
ツ
ア
ー
数
が
減
り
ま
し
た
。

バ
ス
代
に
コ
ス
ト
を
取
ら
れ
る
の
で
、こ
う
し

た
高
単
価
な
体
験
に
は
、お
金
を
払
わ
な
く

な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。個
人
客
の
割
合
が
増
え

て
き
ま
し
た
が
、バ
ス
ツ
ア
ー
の
減
少
分
を
巻

き
返
す
ほ
ど
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
津
波
の
語
り
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
っ
て
い
ま

す
。2
0
1
2
年
度
が
復
興
応
援
ツ
ア
ー
の

ピ
ー
ク
で
し
た
。2
0
1
3
年
、2
0
1
4
年
頃

か
ら
じ
わ
じ
わ
減
り
、2
0
1
5
年
に
は
か
な

り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。と
は
い
え
、津
波
被

災
地
だ
と
知
ら
ず
に
来
た
お
客
さ
ん
に
と
っ
て

も
、こ
こ
に
来
れ
ば
被
災
地
で
あ
る
こ
と
は
一

目
瞭
然
で
す
。話
が
聞
き
た
け
れ
ば
お
話
し
し

ま
す
と
い
う
窓
口
は
、被
災
地
と
し
て
設
置
し

て
お
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。語
り
部
さ

ん
た
ち
も
、そ
う
し
た
気
持
ち
で
10
年
た
っ
た

今
も
活
動
し
て
い
ま
す
。3
月
11
日
の
自
分
の

行
動
と
、ど
う
し
て
自
分
が
助
か
っ
た
の
か
を

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。い
つ
ど
こ
で
何
が
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
と
き
に
、ど
う
や
っ
て
自
分

の
身
を
守
る
の
か
。そ
こ
か
ら
1
週
間
、10
日
、

ど
う
や
っ
て
生
き
延
び
る
の
か
。

語
り
部
と
し
て

伝
え
方
は
変
え
る
が
、

伝
え
る
こ
と
は
変
え
な
い

　
震
災
か
ら
3
年
、4
年
は
、ど
ん
ど
ん
町
が
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。目
の
前
で
工
事
を
し
て

い
る
の
で
、そ
の
ま
ま
お
伝
え
し
て
い
ま
し
た
。

田
野
畑
は
、震
災
か
ら
7
年
ほ
ど
で
沿
岸
部
の

大
き
な
工
事
が
終
わ
り
、こ
こ
2
、3
年
は
静
か

に
な
り
ま
し
た
。そ
う
な
る
と
、語
り
部
と
し
て

伝
え
方
は
か
わ
り
ま
す
。し
か
し
伝
え
る
べ
き

こ
と
、天
災
が
起
き
た
と
き
に
、ど
う
生
き
る

か
と
い
う
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

家
族
同
士
や
、足
腰
の
弱
い
お
ば
あ
さ
ん
を
助

け
る
た
め
に
亡
く
な
っ
た
方
が
い
ま
す
。「
津
波

て
ん
で
ん
こ
」は
、そ
う
じ
ゃ
な
い
。薄
情
な
よ

う
だ
け
ど
、自
分
だ
け
逃
げ
て
助
か
れ
ば
よ
い
。

2
人
死
ぬ
よ
り
1
人
生
き
た
ほ
う
が
い
い
。津

波
が
来
る
、天
災
に
見
舞
わ
れ
る
地
域
に
住
む

人
と
し
て
、お
互
い
に
了
承
し
合
う
。そ
う
い
う

こ
と
を
認
め
合
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
い
っ
た

言
葉
で
す
。て
ん
で
ば
ら
ば
ら
に
逃
げ
れ
ば
い

い
、と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
震
災
か
ら
10
年
た
ち
、熊
本
地
震
が
起
こ
っ

た
時
点
で
、被
災
地
と
い
え
ば
熊
本
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
前
後
に
は
西
日
本
で
豪
雨
災
害
が

あ
り
ま
し
た
。毎
年
ど
こ
か
が
被
災
地
に
な
る

と
い
う
状
況
の
中
で
、復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
三

陸
だ
け
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、地

元
の
気
持
ち
は
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。熊
本
地

震
が
お
き
た
と
き
も
、仮
設
は
残
っ
て
い
ま
し

た
。三
陸
の
こ
と
を
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
と
い

う
話
を
た
く
さ
ん
聞
き
ま
し
た
。地
元
は
、そ
う

い
う
気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、復
興
ツ

ア
ー
の
対
象
は
三
陸
で
は
な
く
な
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
、学
生
さ
ん

の
団
体
な
ど
か
ら
、多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
し
た
が
、熊
本
地
震
を
境
に
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
僕
自
身
は
、2
0
1
5
年
頃
ま
で
は
目
の
前

に
や
る
こ
と
が
明
確
に
あ
っ
た
の
で
、そ
れ
を

無
我
夢
中
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。2
0
1
3
年

に
は
机
浜
番
屋
群
の
再
建
が
始
ま
り
ま
し
た
。

半
分
は
漁
師
さ
ん
が
使
い
、半
分
は
観
光
用
で

す
。そ
こ
で
は
料
理
体
験
や
塩
作
り
を
プ
ロ
グ

ラ
ム
化
し
、販
売
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。地
元

の
方
々
と
打
ち
合
わ
せ
、塩
作
り
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
一
か
ら
作
り
ま
し
た
。サ
ッ
パ
船
も
、休
日

に
は
多
く
の
人
が
き
ま
す
が
、平
日
は
限
ら
れ

ま
す
。安
定
化
の
た
め
に
修
学
旅
行
の
誘
致
を

考
え
ま
し
た
。そ
う
し
な
が
ら
進
ん
だ
り
、停
滞

し
た
り
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
震
災
は
と
て
も
悲
し
い
出
来
事
で
、絶
対
忘

れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。た
だ
、こ
の
間
に
、震

災
が
な
け
れ
ば
来
な
か
っ
た
人
た
ち
が
来
て
く

れ
、出
会
え
た
こ
と
は
、自
分
た
ち
の
財
産
で
す
。

い
い
出
会
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍

で
観
光
が
下
火
に
な
り
、と
て
も
苦
し
ん
で
い

ま
す
。地
元
の
人
も
サ
ッ
パ
船
の
船
長
た
ち
も

高
齢
化
し
て
き
ま
し
た
。僕
自
身
も
弱
気
に
な

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
時
に
も
、お
客

さ
ん
が
サ
ッ
パ
船
に
乗
っ
て
楽
し
い
よ
、番
屋

を
見
て
こ
ん
な
文
化
が
あ
る
ん
だ
、す
ご
い

ね
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
と
、心
か
ら
元
気
が
沸

い
て
き
ま
す
。人
と
人
が
出
会
う
場
を
作
る
こ

と
が
僕
の
仕
事
で
す
。今
後
も
そ
う
だ
と
信
じ

て
い
ま
す
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

N
P
O
法
人
体
験
村・た
の
は
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
。田
野
畑
の「
番

屋
」を
ベ
ー
ス
に
、サ
ッ
パ
船
ツ
ア
ー

の
企
画・主
催
の
ほ
か
、ネ
イ
チ
ャ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
や
ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム
の
指
導
、子
ど
も
自
然
体

験
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画・運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

震
災
の
語
り
部
で
も
あ
る
。東
京
都
出
身
。

楠
田
拓
郎（
く
す
だ
・
た
く
ろ
う
）

人
と
人
が
出
会
う
場
を
作
る
こ
と
が

僕
の
仕
事
で
す。こ
れ
か
ら
も
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
10
年

写真：右）2011年7月29日サッパ船再開　左上）サッパ船（小型の磯船）で
北山崎の断崖をめぐる　左下）船長集合写真
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僕
は
2
0
0
6
年
12
月
に
田
野
畑
村
に
移
住

し
ま
し
た
。東
京
で
働
い
て
い
た
の
で
す
が
、旅

行
好
き
が
抑
え
ら
れ
ず
、仕
事
を
辞
め
て
1
年

半
く
ら
い
日
本
中
を
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
間
に
、い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

今
度
は
観
光
地
で
働
き
、出
会
い
を
提
供
す
る

側
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、た

ま
た
ま
田
野
畑
と
出
会
っ
た
の
で
す
。

　
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、地
元
の
漁
師
が

小
さ
な
漁
船
に
お
客
を
の
せ
て
、北
山
崎
の
断

崖
を
海
か
ら
見
上
げ
る
サ
ッ
パ
船
ツ
ア
ー
で
す
。

地
域
の
内
外
の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
3
年
目
に
は
軌
道

に
の
り
ま
し
た
。サ
ッ
パ
船
ツ
ア
ー
を
企
画
・
主

催
す
る
体
験
村
・
た
の
は
た
推
進
協
議
会
は

2
0
0
3
年
の
設
立
で
す
。2
0
0
8
年
4
月

に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
移
行
し
、震
災
時
に
は
事
務
局

長
に
就
い
て
い
ま
し
た
。

　
地
震
が
発
生
し
た
時
、僕
は
机
浜
番
屋
群
で
、

津
波
が
ど
ん
ど
ん
押
し
寄
せ
て
く
る
の
を
映
画

で
も
見
る
よ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。こ
れ
は

危
な
い
と
思
い
、後
ろ
の
坂
を
車
で
駆
け
上
が

り
ま
し
た
。幸
い
怪
我
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、振
り
返
る
と
既
に
番
屋
は
海
に
の
み
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。バ
キ
バ
キ
と
か
、い
ろ
ん
な
音

が
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
波
が
引
き
、何

も
な
く
な
り
、更
地
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

8
隻
あ
っ
た
船
は
な
く
な
り
ま
し
た
。そ
の
光

景
を
見
た
と
き
、も
う
こ
こ
で
仕
事
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

観
光
客
が
来
て
、

喜
ん
で
く
れ
る
と
、

地
元
に
元
気
を
も
た
ら
す

　
3
月
20
日
を
過
ぎ
た
頃
、サ
ッ
パ
船
の
漁
師

さ
ん
と
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。漁
師
は
船

が
な
い
と
何
も
で
き
な
い
か
ら
船
が
ほ
し
い
。

中
古
船
で
も
い
い
か
ら
手
に
入
れ
た
い
。船
さ

え
あ
れ
ば
サ
ッ
パ
船
は
で
き
る
と
話
す
漁
師
さ

ん
が
い
た
の
で
す
。こ
ん
な
状
況
で
サ
ッ
パ
船

や
る
の
か
と
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。そ

し
て
4
月
1
日
に
は
、下
北
の
中
古
船
業
者
に

買
い
付
け
に
行
っ
た
の
で
す
。そ
の
時
、サ
ッ
パ

船
を
再
開
さ
せ
る
ま
で
、僕
に
は
こ
こ
で
や
る

こ
と
が
あ
る
と
決
意
し
ま
し
た
。

　
漁
業
だ
け
や
っ
て
き
た
人
が
、自
分
の
船
に

観
光
客
を
乗
せ
て
自
分
の
海
を
案
内
す
る
。何

気
な
く
見
て
き
た
北
山
崎
を
絶
景
だ
と
言
っ
て

喜
び
、小
さ
な
穴
を
通
り
、岩
の
間
を
す
り
抜
け

る
と
拍
手
が
起
こ
る
。そ
う
し
た
快
感
が
、船
さ

え
あ
れ
ば
も
う
一
度
味
わ
え
る
。定
置
網
や
養

殖
に
は
多
く
の
資
材
が
必
要
で
す
が
、サ
ッ
パ

船
だ
っ
た
ら
船
一
つ
、ガ
ソ
リ
ン
さ
え
あ
れ
ば

動
け
る
。い
ち
早
く
収
入
に
も
な
る
。そ
う
し
た

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、動
き
出
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
震
災
後
、道
路
が
寸
断
さ
れ
て
地
元
の
人
た

ち
と
も
し
ば
ら
く
会
え
な
か
っ
た
。1
週
間
、10

日
た
っ
て
漁
師
さ
ん
と
会
っ
た
と
き
、サ
ッ
パ

船
を
再
開
さ
せ
よ
う
と
な
っ
た
の
は
、出
会
っ

て
話
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。も
う
何
も
で

き
な
い
と
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
ら
何
も
起

こ
ら
な
か
っ
た
。人
と
人
が
出
会
う
と
、い
ろ
ん

な
化
学
反
応
が
起
き
る
の
を
感
じ
ま
す
。観
光

客
が
来
て
、喜
ん
で
く
れ
る
と
、地
元
に
元
気
を

も
た
ら
す
。観
光
に
来
た
人
た
ち
は
、自
然
を
見

て
、海
を
楽
し
ん
で
、元
気
を
も
ら
う
。こ
れ
が

観
光
の
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

　
な
か
な
か
一
般
の
予
約
が
入
ら
な
い
中
で
、

ス
タ
ー
ト
の
日
を
い
つ
に
す
る
の
か
悩
み
ま
し

た
。観
光
事
業
者
と
し
て
は
、夏
に
は
三
陸
の
海

で
遊
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出

し
た
い
。地
元
の
人
か
ら
の
目
線
も
和
ら
ぐ
頃

合
い
も
考
え
て
、7
月
29
日
に
安
全
祈
願
と
震

災
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
へ
の
黙
と
う
を
含
め
た

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。そ
の

日
、た
ま
た
ま
田
野
畑
駅
か
ら
歩
い
て
来
た
親

子
が
サ
ッ
パ
船
に
乗
れ
る
か
と
訪
ね
て
き
た
の

で
、飛
び
込
み
で
第
1
号
の
お
客
さ
ん
に
な
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。お
父
さ
ん
は
二
人
の
お
子

さ
ん
に
震
災
の
爪
痕
を
見
せ
た
か
っ
た
よ
う
で

す
。

　
サ
ッ
パ
船
は
7
月
29
日
に
は
5
艇
で
し
た
。

家
を
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
漁
師
さ
ん
も
い
ま
し

た
が
、仮
設
に
移
っ
て
落
ち
着
い
た
の
で
、船
を

買
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。8
月
の
お

盆
に
は
7
艇
で
運
航
し
て
い
ま
す
。も
う
1
艇

は
、ち
ょ
っ
と
遅
れ
て
加
わ
り
ま
し
た
。メ
ン

バ
ー
は
も
と
の
ま
ま
で
す
。

　
2
0
1
1
年
度
は
、1
0
0
0
人
ぐ
ら
い
乗

せ
た
と
思
い
ま
す
。2
0
1
2
年
4
月
に
は
三

陸
鉄
道
が
田
野
畑
駅
ま
で
開
通
し
、2
0
1
4

年
に
は
最
寄
り
の
島
越
駅
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
は
約
3
0
0
0
人
、2
0
1
3
年

は『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』効
果
で
5
0
0
0
人
、そ
の

翌
年
は
6
0
0
0
人
ま
で
急
増
し
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
度
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
多

く
、半
日
は
が
れ
き
撤
去
、も
う
半
日
は
サ
ッ
パ

船
や
、宮
古
の
浄
土
ヶ
浜
を
観
光
と
い
う
状
況

で
し
た
。2
年
目
か
ら
は
家
族
連
れ
や
、復
興
応

援
ツ
ア
ー
と
し
て
被
災
地
を
見
て
、三
陸
鉄
道

の
復
旧
し
た
部
分
に
乗
り
、海
産
物
を
食
べ
て

お
金
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
ツ
ア
ー
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
2
0
1
4
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾

向
に
な
り
ま
し
た
。2
0
1
6
年
は
岩
泉
で
台

風
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た
年
で
す
。そ
の
後
は
、

4
0
0
0
人
と
か
3
0
0
0
人
程
度
で
推
移
し

て
い
ま
す
。旅
行
会
社
の
主
催
ツ
ア
ー
に
三
陸

の
バ
ス
旅
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、バ
ス
料
金

の
値
上
げ
に
伴
っ
て
ツ
ア
ー
数
が
減
り
ま
し
た
。

バ
ス
代
に
コ
ス
ト
を
取
ら
れ
る
の
で
、こ
う
し

た
高
単
価
な
体
験
に
は
、お
金
を
払
わ
な
く

な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。個
人
客
の
割
合
が
増
え

て
き
ま
し
た
が
、バ
ス
ツ
ア
ー
の
減
少
分
を
巻

き
返
す
ほ
ど
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
津
波
の
語
り
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
っ
て
い
ま

す
。2
0
1
2
年
度
が
復
興
応
援
ツ
ア
ー
の

ピ
ー
ク
で
し
た
。2
0
1
3
年
、2
0
1
4
年
頃

か
ら
じ
わ
じ
わ
減
り
、2
0
1
5
年
に
は
か
な

り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。と
は
い
え
、津
波
被

災
地
だ
と
知
ら
ず
に
来
た
お
客
さ
ん
に
と
っ
て

も
、こ
こ
に
来
れ
ば
被
災
地
で
あ
る
こ
と
は
一

目
瞭
然
で
す
。話
が
聞
き
た
け
れ
ば
お
話
し
し

ま
す
と
い
う
窓
口
は
、被
災
地
と
し
て
設
置
し

て
お
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。語
り
部
さ

ん
た
ち
も
、そ
う
し
た
気
持
ち
で
10
年
た
っ
た

今
も
活
動
し
て
い
ま
す
。3
月
11
日
の
自
分
の

行
動
と
、ど
う
し
て
自
分
が
助
か
っ
た
の
か
を

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。い
つ
ど
こ
で
何
が
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
と
き
に
、ど
う
や
っ
て
自
分

の
身
を
守
る
の
か
。そ
こ
か
ら
1
週
間
、10
日
、

ど
う
や
っ
て
生
き
延
び
る
の
か
。

語
り
部
と
し
て

伝
え
方
は
変
え
る
が
、

伝
え
る
こ
と
は
変
え
な
い

　
震
災
か
ら
3
年
、4
年
は
、ど
ん
ど
ん
町
が
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。目
の
前
で
工
事
を
し
て

い
る
の
で
、そ
の
ま
ま
お
伝
え
し
て
い
ま
し
た
。

田
野
畑
は
、震
災
か
ら
7
年
ほ
ど
で
沿
岸
部
の

大
き
な
工
事
が
終
わ
り
、こ
こ
2
、3
年
は
静
か

に
な
り
ま
し
た
。そ
う
な
る
と
、語
り
部
と
し
て

伝
え
方
は
か
わ
り
ま
す
。し
か
し
伝
え
る
べ
き

こ
と
、天
災
が
起
き
た
と
き
に
、ど
う
生
き
る

か
と
い
う
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

家
族
同
士
や
、足
腰
の
弱
い
お
ば
あ
さ
ん
を
助

け
る
た
め
に
亡
く
な
っ
た
方
が
い
ま
す
。「
津
波

て
ん
で
ん
こ
」は
、そ
う
じ
ゃ
な
い
。薄
情
な
よ

う
だ
け
ど
、自
分
だ
け
逃
げ
て
助
か
れ
ば
よ
い
。

2
人
死
ぬ
よ
り
1
人
生
き
た
ほ
う
が
い
い
。津

波
が
来
る
、天
災
に
見
舞
わ
れ
る
地
域
に
住
む

人
と
し
て
、お
互
い
に
了
承
し
合
う
。そ
う
い
う

こ
と
を
認
め
合
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
い
っ
た

言
葉
で
す
。て
ん
で
ば
ら
ば
ら
に
逃
げ
れ
ば
い

い
、と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
震
災
か
ら
10
年
た
ち
、熊
本
地
震
が
起
こ
っ

た
時
点
で
、被
災
地
と
い
え
ば
熊
本
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
前
後
に
は
西
日
本
で
豪
雨
災
害
が

あ
り
ま
し
た
。毎
年
ど
こ
か
が
被
災
地
に
な
る

と
い
う
状
況
の
中
で
、復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
三

陸
だ
け
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、地

元
の
気
持
ち
は
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。熊
本
地

震
が
お
き
た
と
き
も
、仮
設
は
残
っ
て
い
ま
し

た
。三
陸
の
こ
と
を
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
と
い

う
話
を
た
く
さ
ん
聞
き
ま
し
た
。地
元
は
、そ
う

い
う
気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、復
興
ツ

ア
ー
の
対
象
は
三
陸
で
は
な
く
な
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
、学
生
さ
ん

の
団
体
な
ど
か
ら
、多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
し
た
が
、熊
本
地
震
を
境
に
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
僕
自
身
は
、2
0
1
5
年
頃
ま
で
は
目
の
前

に
や
る
こ
と
が
明
確
に
あ
っ
た
の
で
、そ
れ
を

無
我
夢
中
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。2
0
1
3
年

に
は
机
浜
番
屋
群
の
再
建
が
始
ま
り
ま
し
た
。

半
分
は
漁
師
さ
ん
が
使
い
、半
分
は
観
光
用
で

す
。そ
こ
で
は
料
理
体
験
や
塩
作
り
を
プ
ロ
グ

ラ
ム
化
し
、販
売
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。地
元

の
方
々
と
打
ち
合
わ
せ
、塩
作
り
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
一
か
ら
作
り
ま
し
た
。サ
ッ
パ
船
も
、休
日

に
は
多
く
の
人
が
き
ま
す
が
、平
日
は
限
ら
れ

ま
す
。安
定
化
の
た
め
に
修
学
旅
行
の
誘
致
を

考
え
ま
し
た
。そ
う
し
な
が
ら
進
ん
だ
り
、停
滞

し
た
り
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
震
災
は
と
て
も
悲
し
い
出
来
事
で
、絶
対
忘

れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。た
だ
、こ
の
間
に
、震

災
が
な
け
れ
ば
来
な
か
っ
た
人
た
ち
が
来
て
く

れ
、出
会
え
た
こ
と
は
、自
分
た
ち
の
財
産
で
す
。

い
い
出
会
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍

で
観
光
が
下
火
に
な
り
、と
て
も
苦
し
ん
で
い

ま
す
。地
元
の
人
も
サ
ッ
パ
船
の
船
長
た
ち
も

高
齢
化
し
て
き
ま
し
た
。僕
自
身
も
弱
気
に
な

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
時
に
も
、お
客

さ
ん
が
サ
ッ
パ
船
に
乗
っ
て
楽
し
い
よ
、番
屋

を
見
て
こ
ん
な
文
化
が
あ
る
ん
だ
、す
ご
い

ね
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
と
、心
か
ら
元
気
が
沸

い
て
き
ま
す
。人
と
人
が
出
会
う
場
を
作
る
こ

と
が
僕
の
仕
事
で
す
。今
後
も
そ
う
だ
と
信
じ

て
い
ま
す
。（
談
）

聞
き
手
・
文
：
寺
崎
竜
雄

N
P
O
法
人
体
験
村・た
の
は
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
。田
野
畑
の「
番

屋
」を
ベ
ー
ス
に
、サ
ッ
パ
船
ツ
ア
ー

の
企
画・主
催
の
ほ
か
、ネ
イ
チ
ャ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
や
ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム
の
指
導
、子
ど
も
自
然
体

験
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画・運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

震
災
の
語
り
部
で
も
あ
る
。東
京
都
出
身
。

楠
田
拓
郎（
く
す
だ
・
た
く
ろ
う
）

人
と
人
が
出
会
う
場
を
作
る
こ
と
が

僕
の
仕
事
で
す。こ
れ
か
ら
も
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
10
年

写真：右）2011年7月29日サッパ船再開　左上）サッパ船（小型の磯船）で
北山崎の断崖をめぐる　左下）船長集合写真
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波板海岸（写真：岩手県観光協会）

被
災
地
と
の
か
か
わ
り
、

続
く
、震
災
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み

　私
は
五
年
前
に
東
日
本
大
震
災（
以
下
、大
震

災
、震
災
と
も
表
記
）を
特
集
し
た「
観
光
文
化

2
2
9
号（
2
0
1
6
年
4
月
発
行
）」の
中
で
、

震
災
後
に
地
域
住
民
が
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
例
を
い
く
つ
か
お
話
し
し
ま

し
た
。

　そ
の
時
に
紹
介
し
た
岩
手
県
大
槌
町
の「
お

ら
が
大
槌
夢
広
場
」は
、当
時
は
語
り
部
ガ
イ
ド

や
研
修
の
受
け
入
れ
、若
手
人
材
の
育
成
が
中

心
で
し
た
が
、今
で
は
そ
れ
ら
に
加
え
て
、町
の

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
お
し
ゃ
っ
ち
」の
指
定
管

理
者
と
な
り
、町
全
体
の
文
化
交
流
や
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、同
じ
大
槌
町
の「
浪
板
海
岸
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」は
、サ
ー
フ
ァ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
中
心

と
な
り
、施
設
整
備
や
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
後
、約
2
万
筆

の
署
名
を
集
め
て
、浪
板
海
岸
の
砂
浜
の
再
生

に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　岩
手
県
釜
石
市
の「
根
浜
海
岸
」で
は
、宝
来

館
の
岩
崎
昭
子
女
将
ら
、根
浜
地
区
の
住
民
や
、

「
一
般
社
団
法
人
三
陸
ひ
と
つ
な
ぎ
自
然
学
校
」

を
中
心
に「
一
般
社
団
法
人
根
浜
M
I
N
D
」を

立
ち
上
げ
て
、根
浜
地
区
の
復
興
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。英
国
式
ボ
ー
ト
レ
ス

キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
避
難
道
整
備
、語

り
部
ガ
イ
ド
、防
災
学
習
・
観
光
旅
行
等
の
受
け

入
れ
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
の
開
発
、ハ
マ
ボ
ウ

フ
ウ
の
活
用
な
ど
で
す
。近
年
よ
う
や
く
グ
ラ

ウ
ン
ド
、キ
ャ
ン
プ
場
、海
岸
な
ど
の
ハ
ー
ド
の

設
備
が
整
い
、今
後
は
こ
れ
ら
の
施
設
を
活
用

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。去

年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る

っ
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
中
で
も
、根
浜
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
キ
ャ
ン
プ
場
を
使
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
遊
ば
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
は
テ
ー
マ
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
導

　こ
の
よ
う
に
被
災
地
で
は
様
々
な
取
り
組
み

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
で
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、大
き
く
は
町
内

会
の
よ
う
な「
地
縁
型
」と
、N
P
O
な
ど
の
目

的
を
持
っ
た「
テ
ー
マ
型
」の
二
つ
に
分
か
れ
ま

す
。根
浜
に
は
そ
の
両
方
が
存
在
し
ま
す
が
、一

構
造
は
大
き
く
は
変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。三

陸
の
基
幹
産
業
は
基
本
的
に
は
漁
業
で
、仙
台

湾
岸
は
農
業
で
す
。十
年
間
、生
業
の
再
建
に
大

き
な
お
金
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
間
は

大
工
事
が
行
わ
れ
、何
と
言
っ
て
も
建
設
業
が

好
調
で
し
た
。そ
れ
が
一
段
落
し
、建
設
業
が
稼

い
で
い
た
分
を
他
の
産
業
で
の
埋
め
合
わ
せ
が

で
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、ま
だ
ま
だ
で
す
。

　農
林
漁
業
の
再
建
に
比
べ
る
と
、観
光
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
後
回
し
に
さ
れ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
市
町
村
に
よ
っ
て
違
い
は
あ

り
ま
す
が
。い
ず
れ
に
せ
よ
観
光
の
振
興
は
ま

だ
途
中
段
階
で
あ
り
、観
光
で
稼
げ
る
よ
う
に

な
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　ち
な
み
に
、そ
の
よ
う
な
段
階
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
問
題
が
起
き
て
し
ま
い
、被

災
地
の
観
光
業
に
大
き
な
痛
手
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

震
災
復
興
か
ら
の
教
訓
、

被
災
地
が
得
た
も
の

　東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
を
振
り
返
り
、震

災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓
、被
災
地
が
震
災
復

興
を
通
し
て
得
た
も
の
な
ど
、思
う
と
こ
ろ
を

い
く
つ
か
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

震
災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓

①
行
政
機
能
が
麻
痺
し
た
自
治
体
に
は
、プ
ッ

シ
ュ
型
の
支
援
を

　東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、非
常
に
広
域

で
多
様
で
す
。そ
の
中
に
は
職
員
の
多
く
が
亡

く
な
り
、行
政
機
能
が
麻
痺
し
て
し
ま
っ
た
自

治
体
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。岩
手
県
陸
前
高

田
市
や
大
槌
町
、宮
城
県
女
川
町
、南
三
陸
町
な

ど
で
す
。そ
う
し
た
市
町
村
に「
市
町
村
主
導
の

復
興
を
」と
言
わ
れ
て
も
、主
導
も
何
も
そ
の
よ

う
な
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。行
政
機
能

が
麻
痺
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、何
を
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
判
断
も
十
分
に
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
。

　そ
う
し
た
地
域
に
は
別
な
形
の
支
援
、簡
単

に
い
う
と
、国
や
県
は
も
っ
と
プ
ッ
シ
ュ
型
の

支
援
を
す
る
べ
き
で
し
た
。被
災
直
後
に
は
、甚

大
な
被
害
を
受
け
た
自
治
体
に
代
わ
っ
て
当
面

の
対
応
を
主
導
、指
示
す
る
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、

事
に
当
た
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を

　私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と「
地
縁
型
」の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
関
わ
っ
て
き
た
の
で
す

が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
支
援
が
非
常
に

手
薄
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、阪
神
淡
路
大

震
災
の
あ
と
に
は
、被
災
者
個
人
に
対
す
る
支

援
制
度
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、東
日
本
大
震

災
で
は
、中
小
企
業
向
け
に
グ
ル
ー
プ
補
助
金

や
仮
設
店
舗
等
整
備
へ
の
新
し
い
支
援
制
度
も

で
き
ま
し
た
。

　そ
れ
に
比
べ
る
と
、町
内
会
・
自
治
会
等
、地

縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
支
援
は
か
な

り
手
薄
で
し
た
。震
災
直
後
、地
域
住
民
は
複
数

の
避
難
所
等
に
ば
ら
ば
ら
に
避
難
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
、町
内
会
は
地
元
住
民
の
安
否

の
確
認
さ
え
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。行
政
は
住

民
の
安
否
や
所
在
が
分
か
っ
た
段
階
に
な
っ
て

も
、個
人
情
報
の
保
護
を
理
由
に
そ
う
し
た
情

報
を
出
さ
な
か
っ
た（
出
せ
な
か
っ
た
）の
で

す
。な
の
で
町
内
会
の
役
員
さ
ん
た
ち
は
、自
分

た
ち
で
人
づ
て
に
情
報
を
集
め
て
回
り
ま
し

た
。本
来
、行
政
は
町
内
会
に
情
報
提
供
し
、町

内
会
活
動
の
再
開
の
き
っ
か
け
に
す
べ
き
で
し

た
が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。ま
た
、町
内
会
活
動
の
再
開
に
対

す
る
金
銭
的
支
援
も
一
切
な
く
、非
常
に
苦
労

し
ま
し
た
。釜
石
市
な
ど
は
住
民
が
希
望
す
れ

ば
仮
設
の
集
会
所
を
造
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

多
く
の
地
域
に
は
住
民
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き

る
場
所
さ
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

　こ
う
し
た
状
況
下
で「
復
興
計
画
」を
策
定
す

る
こ
と
に
な
る
訳
で
す
が
、復
興
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
、自
治
体
は
住
民
た
ち
の
意
見
を
聞

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。と
こ
ろ
が
、住
民
が

そ
も
そ
も
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
か

ら
、意
向
集
約
を
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
。釜
石
市
根
浜
地
区
の
よ
う
に
地
域
力

の
あ
る
程
度
強
か
っ
た
所
は
、住
民
た
ち
自
身

が
人
を
集
め
、地
区
と
し
て
の
意
向
集
約
が
で

き
ま
し
た
。し
か
し
そ
れ
が
で
き
ず
に
、行
政
と

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
作
っ
た
復
興
計
画
が
、そ

の
ま
ま
通
っ
て
し
ま
っ
た
所
も
た
く
さ
ん
あ
る

わ
け
で
す
。

　次
に
大
災
害
が
あ
っ
た
と
き
は
、住
民
同
士

の
情
報
共
有
や
集
会
な
ど
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を
し
っ
か
り
行
う

こ
と
が
大
変
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
合
意
形
成
、住
民
参
加
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
経
験
値
を
上
げ
る

　復
興
計
画
や
復
興
事
業
計
画
の
策
定
に
関
連

し
て
、合
意
形
成
や
住
民
参
加
の
重
要
性
が

度
々
説
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、実
際
に
は
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。比
較
的
う
ま
く
い
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
の
は
、宮
城
県
東
松
島
市
や
岩

沼
市
、福
島
県
新
地
町
な
ど
で
す
。共
通
す
る
の

は
、あ
る
程
度
、震
災
前
か
ら
い
わ
ゆ
る
協
働
の

釜石祈りのパーク

岩
手
大
学
名
誉
教
授
。1
9
8
3
年

東
京
大
学
大
学
院
農
学
系
研
究
科

修
了
。農
学
博
士
。東
京
大
学
助
手
、

1
9
8
5
年
岩
手
大
学
講
師
、

1
9
9
0
年
助
教
授
を
経
て
、

1
9
9
9
年
よ
り
教
授
。2
0
2
0

年
定
年
退
職
。専
門
は
農
村
計
画
・
地
域
づ
く
り
。

1
9
9
0
年
代
後
半
よ
り
学
生
と
と
も
に
、県
内
外
の
地

域
づ
く
り
活
動
支
援
に
携
わ
り
、2
0
0
5
年
N
P
O
法

人
い
わ
て
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ（
代
表

理
事
）。東
日
本
大
震
災
後
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建

支
援
や
、国・岩
手
県・被
災
市
町
村
の
復
興
構
想・復
興

計
画
の
策
定
に
関
わ
る
。

広
田
純
一（
ひ
ろ
た
・
じ
ゅ
ん
い
ち
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、

震
災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓
、

被
災
地
が
得
た
も
の
と
は

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
て
、住
民
参
加

や
合
意
形
成
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
と
い
う
こ

と
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、人
の
話
を
よ
く
聞

く
、調
整
型
の
首
長
さ
ん
が
多
い
印
象
も
あ
り

ま
す
。

　私
も
復
興
計
画
・
復
興
事
業
計
画
の
策
定
に

関
わ
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、行
政
の
対
応

に
違
和
感
、と
い
う
か
腹
立
た
し
さ
を
感
じ
た

こ
と
は
何
度
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、こ
ち
ら
が

住
民
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
な
が
ら
作
っ
た

計
画
を
、向
こ
う（
行
政
側
）の
都
合
で
勝
手
に

変
え
て
く
る
の
で
す
。事
業
制
度
に
慣
れ
て
い

な
い
職
員
さ
ん
が
や
る
こ
と
で
す
か
ら
、知
識

不
足
、経
験
不
足
、時
間
不
足
で
、十
分
な
対
応

が
で
き
な
い
の
は
理
解
で
き
ま
す
。そ
れ
は
仕

方
な
い
と
し
て
も
、代
わ
り
に
提
示
す
る
計
画

が
住
民
側
の
考
え
を
全
く
台
無
し
に
す
る
も
の

で
、そ
れ
を
ポ
ン
と
出
し
て
、「
こ
れ
で
い
き
た

い
」と
来
る
。お
そ
ら
く
、こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う
な

や
り
方
で
や
っ
て
き
て
、そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。住
民
参
加
や
合
意
形
成
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
慣
れ
て
い
る
職
員
は
、

そ
う
い
っ
た
や
り
方
は
し
ま
せ
ん
。説
明
の
仕

方
も
う
ま
く
、話
の
持
っ
て
い
き
方
も
、「
実
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
計
画
を
練
り

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、ど
う
で

し
ょ
う
か
」と
い
う
形
で
来
る
の
で
す
。

　当
時
は
、私
も
い
ち
い
ち
怒
っ
て
い
た
の
で

す
が
、少
し
冷
静
に
な
れ
ば
、生
ま
れ
て
初
め
て

行
う
事
業
で
経
験
も
な
く
、道
路
整
備
な
ど
と

同
じ
感
覚
で
進
め
て
い
る
の
だ
か
ら
仕
方
な
い

か
と
も
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。た
だ
、自

分
た
ち
が
う
ま
く
で
き
な
け
れ
ば
、き
ち
ん
と

分
か
る
人
た
ち
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
一
緒
に
や

ろ
う
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
ほ
し
か
っ
た
で

す
。

④
復
興
の
過
渡
期
で
も
き
ち
ん
と
し
た
生
活

を
保
障
す
べ
き

　こ
の
十
年
で
、住
宅
再
建
な
ど
ハ
ー
ド
面
は

大
体
完
了
し
ま
し
た
。た
だ
、非
常
に
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、

「
復
興
ま
で
の
過
渡
期
は
、あ
る
程
度
、我
慢
す

る
必
要
が
あ
る
」と
い
う
暗
黙
の
認
識
で
す
。仮

設
住
宅
自
体
の
作
り
も
そ
う
で
す
が
、場
所
も

不
便
な
所
に
あ
り
ま
し
た
。通
学
路
も
ひ
ど
い

も
の
で
、夜
は
真
っ
暗
と
い
う
と
こ
ろ
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
劣
悪
な
生
活
環
境

の
中
で
、小
学
校
に
入
学
し
卒
業
す
る
子
ど
も

た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。被
災
地
で
な
け

れ
ば
当
然
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
遊
び
場
な
ど
も
き

わ
め
て
不
十
分
で
し
た
。要
す
る
に
生
活
環
境

が
あ
ま
り
芳
し
く
な
か
っ
た
、整
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
。

　我
が
国
の
避
難
所
の
劣
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、避
難
所
の
生
活
環
境
が
大
幅

に
向
上
し
ま
し
た
が
、同
じ
よ
う
に
復
興
ま
で

の
過
渡
期
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
も
、も
う
少

し
配
慮
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。「
過
渡
期
だ
か

ら
我
慢
す
る
の
が
当
然
だ
」と
い
う
考
え
方
を

改
め
、「
過
渡
期
で
も
き
ち
ん
と
し
た
生
活
環
境

を
保
障
す
る
」と
い
う
考
え
に
立
っ
て
、今
後
は

過
渡
期
の
生
活
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
て
い
く
べ
き

で
し
ょ
う
。

⑤
地
域
を
象
徴
す
る
風
景
の
復
興
が
復
興
感

を
高
め
る

　観
光
に
関
わ
る
こ
と
で
は
、風
景
の
復
興
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。農
村
で
は
そ
の
地
域
の
大
部

分
を
水
田
の
風
景
が
占
め
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、被
災
し
た
水
田
の
復
旧
が
進
み
景
色
が
戻

っ
た
こ
と
で
、被
災
地
に
い
る
人
の
気
分
が
大

き
く
変
化
し
た
と
い
う
体
験
を
何
度
も
し
ま
し

た
。　宅

地
に
つ
い
て
も
、瓦
礫
は
一
年
ぐ
ら
い
で
大

体
片
付
い
た
の
で
す
が
、そ
の
状
態
の
景
色
が

二
年
も
三
年
も
、長
い
所
で
は
五
年
も
続
く
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
自
然
海
岸
な
ど
も
、砂

浜
の
景
色
が
随
分
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
ほ
ど
か
ら
名
前
を
挙
げ
て
い
る
浪
板
海
岸
も

根
浜
海
岸
も
未
だ
に
再
生
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

多
分
、あ
の
海
岸
の
景
色
が
戻
れ
ば
、復
興
し
た

と
い
う
感
じ
が
相
当
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　今
の
復
興
政
策
は
住
宅
再
建
が
最
優
先
で

す
。産
業
は
そ
の
次
で
、風
景
な
ど
は
認
識
も
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、復
興
事
業
の
進
捗
と

被
災
者
の
復
興
感
の
推
移
は
概
ね
比
例
し
て
い

ま
す
。そ
れ
を
考
え
る
と
、そ
の
地
域
を
象
徴
す

る
風
景
の
復
興
と
い
う
こ
と
を
、も
う
少
し
重

視
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　風
景
の
復
興
に
あ
た
っ
て
は
、そ
こ
住
ん
で

い
る
人
か
ら
す
れ
ば
、や
は
り
元
の
風
景
に
戻

す
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
が
、津
波
被
災

地
で
は
、元
の
場
所
に
住
む
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
か
ら
、風
景
は
変
わ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

海
を
見
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
人
た
ち
も
、高

台
に
移
転
し
、自
分
た
ち
の
生
活
空
間
か
ら
見

え
る
海
の
風
景
が
変
わ
り
ま
し
た
。多
く
の
地

域
で
は
高
い
防
潮
堤
が
造
ら
れ
た
の
で
、高
台

か
ら
で
も
海
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。防
潮
堤
の
問
題
は
こ
こ
で
は
取
り
上

げ
ま
せ
ん
が
、教
訓
と
し
て
今
後
し
っ
か
り
ま

と
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

す
。

⑥
管
理
者
の
い
な
い
自
然
風
景
地
の
再
生
の

難
し
さ

　風
景
の
復
興
に
関
連
し
ま
す
が
、自
然
海
岸

の
再
生
が
難
し
い
こ
と
に
も
今
回
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。要
は
管
理
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。防
潮
堤
に
は
国
土
交
通
省
や
農
林
水
産

省
な
ど
、管
理
者
が
い
る
わ
け
で
す
。こ
れ
に
対

し
て
、自
然
海
岸
の
場
合
、管
理
者
が
お
ら
ず
、

音
頭
を
取
っ
て
再
生
し
よ
う
と
い
う
主
体
が
い

な
い
こ
と
が
問
題
の
一
端
で
し
た
。
　
　

　で
は
、陸
前
高
田
市
の
高
田
松
原
が
な
ぜ
で

き
た
か
。そ
れ
は「
高
田
松
原
」と
し
て
国
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、そ
し
て
何
よ
り

陸
前
高
田
市
と
市
民
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
一
生
懸
命
に
再
生
に
尽
力
し
た
か
ら
で
す
。

自
然
海
岸
な
ど
管
理
者
が
い
な
い
所
は
、復
旧

や
復
興
に
向
け
て
推
進
の
体
制
が
な
く
、放
っ

て
お
か
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。浪
板
海
岸
の

場
合
は
サ
ー
フ
ァ
ー
有
志
が
頑
張
り
、根
浜
海

岸
で
は
地
元
住
民
が
頑
張
り
ま
し
た
。行
政
側

の
体
制
が
整
っ
て
い
な
く
て
も
、そ
の
場
所
に

思
い
を
持
っ
た
人
た
ち
が
い
れ
ば
、な
ん
と
か

な
る
と
い
う
良
い
事
例
か
と
思
い
ま
す
。

　考
え
て
み
れ
ば
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
標

榜
さ
れ
て
い
る
時
代
で
す
。制
度
や
行
政
の
仕

組
み
の
問
題
だ
と
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、思

い
を
持
っ
た
人
た
ち
の
主
体
的
な
動
き
に
よ
っ

て
、自
然
風
景
地
の
再
生
を
進
め
て
い
く
の
が
、

本
当
は
良
い
形
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

震
災
復
興
か
ら
得
た
も
の

①
故
郷
の
た
め
に
何
か
し
た
い
、若
者
の
意
識

覚
醒

　震
災
復
興
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の

一
つ
は
、特
に
若
い
人
た
ち
の
覚
醒
で
す
。そ
こ

に
住
ん
で
い
た
人
も
出
身
者
も
、故
郷
が
こ
の

よ
う
な
悲
惨
な
状
況
と
な
り
、そ
の
復
興
の
た

め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
若
い
人
た
ち
が
増
え

ま
し
た
。観
光
関
連
の
取
り
組
み
で
多
少
目
立

っ
た
こ
と
を
し
て
い
る
の
は
、そ
う
い
っ
た
人

た
ち
が
多
い
で
す
。

　若
い
人
中
心
に
故
郷
へ
の
愛
着
が
増
し
、故

郷
の
再
生
に
向
け
て
実
際
に
力
を
振
る
っ
て
い

る
。こ
れ
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

②
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
経
験
値
が
上
昇

　先
ほ
ど
お
話
し
し
た
自
治
体
と
住
民
と
の
関

係
性
の
話
で
は
、復
興
の
過
程
で
様
々
な
行
き

違
い
や
反
目
も
あ
り
ま
し
た
が
、良
く
も
悪
く

も
喧
嘩
し
な
が
ら
で
も
、以
前
に
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
く
ら
い
、話
し
合
い
を
た
く
さ
ん
行
っ

て
き
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
経
験
値
は
上
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　大
槌
町
な
ど
は
典
型
的
で
、行
政
と
地
元
が

喧
嘩
ば
か
り
し
て
い
た
印
象
も
あ
り
ま
す
が
、

今
で
は
、役
場
は
役
場
が
で
き
る
こ
と
を
、住
民

も
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で

と
、良
い
意
味
で
よ
り
主
体
性
が
出
て
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

③
震
災
を
契
機
に
、創
造
的
復
興
を
推
進

　単
に
震
災
前
の
状
態
に
戻
す
の
で
は
な
く
、

よ
り
良
い
状
態
に
す
る
こ
と
を「
創
造
的
復
興
」

と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
が
、津
波
で
非
常
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
自
治
体
は
、そ
れ
ぞ
れ

が
創
造
的
復
興
、創
造
的
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　例
え
ば
、釜
石
市
は
大
き
な
防
潮
堤
も
造
ら

ず
、か
さ
上
げ
も
せ
ず
、既
成
の
市
街
地
を
活
性

化
し
よ
う
と
、ま
ち
づ
く
り
会
社
を
作
っ
て
商

業
施
設
な
ど
も
誘
致
し
、い
ち
早
く
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。対
照
的
な
の
は

陸
前
高
田
市
や
大
船
渡
市
で
、か
さ
上
げ
区
画

を
整
備
し
、そ
こ
に
中
心
的
な
商
業
施
設
を
誘

致
す
る
と
い
う
形
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　最
終
的
に
ど
こ
が
う
ま
く
い
く
か
は
、も
う

十
年
ぐ
ら
い
見
て
み
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん

が
、震
災
を
契
機
と
し
て
、ど
の
地
域
も
そ
の
地

域
な
り
に
、創
造
的
な
ま
ち
づ
く
り
、新
た
な
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

④
交
通
ア
ク
セ
ス
の
飛
躍
的
改
善

　三
陸
沿
岸
に
と
っ
て
は
良
か
っ
た
こ
と
は
、

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
及
び
釜
石
自
動
車
道
と
宮

古
盛
岡
横
断
道
路
の
整
備
、そ
し
て
三
陸
鉄
道

の
南
北
リ
ア
ス
線
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
す
。

今
回
の
震
災
が
な
け
れ
ば
、多
分
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。あ
る
い
は
非
常
に
時
間
が
か

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。震
災
で
多
額
の
復
興

交
付
金
が
付
き
、陸
の
孤
島
と
言
わ
れ
て
い
た

三
陸
の
交
通
状
況
が
飛
躍
的
に
改
善
し
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
地
域
活

性
化
の
可
能
性
が
上
が
り
ま
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
当
面
は
ス
ト
ロ
ー
効
果
の
方
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。三
陸
は
釜
石
市
も
宮
古
市

も
盛
岡
市
か
ら
非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
行
政
も
民
間
も
支
所
や
支
社
を
設
け

て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
道
路
状
況
が
良
く
な

っ
た
こ
と
で
、支
所
や
支
社
な
ど
は
引
き
払
わ

れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
商
業
施

設
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、産
業
の
立
地
や
物
流
、特
に
観
光
面
で

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

⑤
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
今
後
に
期
待

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」（
青
森
県
八
戸
市

蕪
島
〜
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
間
、
全
長

1
0
0
0
㎞
を
超
え
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
イ

ル
）が
で
き
た
の
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。環
境
省
は
随
分
頑
張
り
ま
し
た
。路
線
を
決

め
る
時
に
、地
域
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
っ
た
こ
と
も
良
か
っ
た
で
す
。

　私
も
少
し
だ
け
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。岩
手
大
学
の
学
生
や
釜
石
東
中
学
校
の
生

徒
さ
ん
達
と
一
緒
に
、釜
石
市
箱
崎
半
島
の
34

㎞
区
間
に
つ
い
て
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

作
り
、宝
来
館
に
置
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　潮
風
ト
レ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、日
本
人
で
も

な
か
な
か
歩
か
な
い
場
所
を
、実
際
に
外
国
人

が
歩
い
て
い
ま
す
。な
に
ぶ
ん
長
距
離
で
す
か

ら
管
理
が
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、大
き
な
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

⑥
一
番
は
、被
災
地
外
の
人
と
の
つ
な
が
り

　震
災
後
に
一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
、被
災
地

以
外
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
で

す
。日
本
中
、世
界
中
に
東
北
の
フ
ァ
ン
が
い
ま

す
。こ
れ
は
被
災
地
に
と
っ
て
本
当
に
大
き
な

こ
と
で
す
。

　震
災
後
に
や
っ
て
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
は
被
災
地
の
た
め
に
本
当
に
よ
く
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。地
元
の
皆
さ
ん
は
、心
か
ら
感

謝
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。結
果
と
し
て
、東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、あ
る
意
味
で
、日
本

で
一
番
、受
け
入
れ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
あ
る

地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　十
年
が
経
過
し
、つ
な
が
り
が
薄
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、だ

か
ら
こ
そ
、そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。せ
っ
か
く
知
名

度
も
上
が
り
、つ
な
が
り
も
で
き
た
の
で
す
か

ら
、そ
の
つ
な
が
り
を
復
興
の
先
の
地
域
振
興

に
ど
れ
だ
け
生
か
せ
る
か
が
、こ
れ
か
ら
の
地

域
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手
・
文

　寺
崎
竜
雄
・
吉
澤
清
良

般
的
に
は
地
縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

　た
だ
、地
縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
町

内
会
は
、そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の

互
助
組
織
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
、観
光
を
目

的
と
し
て
い
ま
せ
ん
し
、そ
も
そ
も
そ
の
発
想

自
体
が
あ
り
ま
せ
ん
。新
し
く
何
か
事
業
を
行

う
主
体
に
は
な
か
な
か
な
り
え
な
い
の
で
す
。

　例
え
ば
根
浜
で
あ
れ
ば
、岩
崎
さ
ん
や
若
い

人
た
ち
、地
区
の
有
志
が
、震
災
復
興
や
そ
の
先

の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
作
り
、一
般
社
団
法
人
な
ど
を
立
ち
上
げ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。町
内
会
が
観
光
事
業
を
行

う
例
は
、私
が
知
る
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。震

災
を
契
機
に
新
た
に
テ
ー
マ
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
で
き
て
観
光
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

捉
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
か
ら
、テ
ー
マ
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

も
と
も
と
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
が
主
導

し
て
構
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、U
タ
ー
ン

や
I
タ
ー
ン
で
や
っ
て
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

そ
の
地
域
を
気
に
入
り
、何
か
し
ら
地
域
に
貢

献
し
た
い
と
観
光
事
業
を
興
し
て
、継
続
的
に

関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
中
で
で
き
あ
が
っ
て

き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

三
陸
復
興
の
過
程
で

生
ま
れ
て
き
た
も
の
、

観
光
は
そ
の
特
徴
的
な

存
在
の
ひ
と
つ

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
阪
神
淡
路
大
震
災
で
定
着

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。阪
神
淡
路
大
震
災

で
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、「
復
興
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」が
た
く
さ
ん
で
き
た
こ
と
。そ
し
て
復
興

が
あ
る
程
度
落
ち
着
き
を
み
せ
た
後
、〝
一
般
の

ま
ち
づ
く
り
〞が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
、都
市
部
で

は
多
少
似
た
状
況
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、東
北
の
被
災
地
の
大
半
は
農
業
や
漁
業
を

生
業
と
し
た
農
漁
村
部
で
す
。住
宅
再
建
が
終

わ
れ
ば
、そ
こ
か
ら
先
の
村
づ
く
り
、ま
ち
づ
く

り
に
、地
域
外
の
人
が
関
わ
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
代
わ
り
に
先
ほ
ど

紹
介
し
た
浪
板
海
岸
、根
浜
の
よ
う
に
観
光
に

関
わ
る
取
り
組
み
が
生
ま
れ
ま
し
た
。三
陸
で

は
、特
産
品
の
開
発
も
含
め
て
、観
光
に
よ
る
地

域
振
興
が
展
開
さ
れ
て
い
る
例
が
い
く
つ
も
見

ら
れ
ま
す
。

　都
市
部
の
神
戸
市
の
地
域
課
題
は
ま
ち
づ
く

り
で
、ま
ち
育
て
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま

し
た
。一
方
で
、三
陸
や
仙
台
湾
岸
の
地
域
課
題

は
ま
さ
に
地
域
振
興
、地
域
活
性
化
で
し
た
。住

民
や
復
興
支
援
に
入
っ
た
よ
う
な
人
材
な
ど
が

関
わ
り
、三
陸
復
興
の
過
程
で
生
ま
れ
て
き
た

も
の
、そ
の
意
味
で
は
、観
光
は
一
つ
の
特
徴
的

な
存
在
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
の
振
興
は
ま
だ
道
半
ば
、

震
災
遺
構
や
伝
承
施
設
が

新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
に

　　震
災
と
観
光
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。宮
城
県
に
は
比
較
的
多
く
の
震
災
遺

構
が
残
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、山
元
町
に
は
震

災
遺
構
と
し
て
整
備
さ
れ
た「
中
浜
小
学
校
」が

あ
り
ま
す
。素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
の
は
、当
時

の
先
生
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
語
り
部
を
し
て

い
る
こ
と
で
す
。「
津
波
が
来
る
。学
校
を
離
れ

て
逃
げ
る
か
、そ
れ
と
も
学
校
の
屋
上
に
避
難

す
る
か
」と
い
う
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
、最
終

的
に
は
屋
上
に
避
難
し
て
助
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。そ
の
時
の
緊
迫
し
た
様
子
を
当
事
者
か

ら
直
接
伺
う
こ
と
が
で
き
、非
常
に
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
運
営
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、震
災
遺
構
の
価
値
が
高
ま
る

の
で
す
。震
災
遺
構
の
活
用
に
つ
い
て
は
、運
営

体
制
が
重
要
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　岩
手
県
釜
石
市
で
も
鵜
住
居
駅
前
に
伝
承
施

設（「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来
館
」）が
で
き
ま
し

た
。運
営
に
は
釜
石
東
中
学
の
卒
業
生
が
加
わ

っ
て
い
ま
す
。若
い
人
た
ち
で
す
が
、非
常
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　す
ぐ
隣
は
震
災
で
多
く
の
方
が
避
難
し
犠
牲

と
な
っ
た「
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
」が
あ

っ
た
場
所
な
の
で
す
が
、そ
の
跡
地
は「
釜
石
祈

り
の
パ
ー
ク
」と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。駅

前
に
伝
承
施
設
と
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
が
併
設

さ
れ
て
い
る
の
で
、多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。

芳
名
板
に
は
釜
石
市
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
た
く

さ
ん
の
方
々
の
お
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す

が
、そ
こ
に
立
つ
と
心
に
感
じ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　一
般
の
観
光
客
だ
と
、見
学
や
体
験
は
せ
い

ぜ
い
一
、二
時
間
程
度
で
し
ょ
う
。通
常
の
観
光

地
の
他
に
、せ
っ
か
く
三
陸
や
被
災
地
に
来
た

の
だ
か
ら
と
東
日
本
大
震
災
ゆ
か
り
の
場
所
に

も
立
ち
寄
る
と
い
う
動
き
方
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
。観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に
震
災
遺
構
や

伝
承
施
設
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

修
学
旅
行
や
震
災
を
学
ぼ
う
と
い
う
一
部
の
人

以
外
は
大
体
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。伝

承
施
設
の
中
で
お
金
を
使
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
が
、地
域
に
飲
食
や
お
土
産
と
い
う

形
で
お
金
を
落
と
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ
の
意
味
で
も
地
域
振
興
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　岩
手
県
で
は
陸
前
高
田
市
の「
高
田
松
原
津

波
復
興
祈
念
公
園
」が
、2
0
2
1
年
度
に
開
業

と
な
り
ま
す
。そ
れ
に
先
立
っ
て「
東
日
本
大
震

災
津
波
伝
承
館
」は
既
に
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、

か
な
り
の
集
客
が
あ
り
ま
す
。仙
台
方
面
か
ら

来
る
と
、陸
前
高
田
市
が
岩
手
県
の
入
口
と
な

る
の
で
、そ
こ
か
ら
北
の
大
船
渡
市
や
釜
石
市
、

宮
古
市
、久
慈
市
な
ど
に
、旅
行
者
を
ど
の
よ
う

に
引
っ
張
っ
て
い
け
る
か
が
課
題
と
な
り
ま

す
。　た

だ
、復
興
過
程
を
通
し
て
、被
災
地
の
産
業

東
日
本
大
震
災
前
よ
り
岩
手
県
内
外
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
支
援
に
、

ま
た
震
災
後
に
は
自
治
体
の
復
興
計
画
の
策
定
等
に
も
深
く
関
わ
る
な
ど
、

常
に
地
域
に
寄
り
添
い
続
け
て
き
た
岩
手
大
学 
名
誉
教
授 

広
田
純
一
氏
に
、

震
災
復
興
を
通
し
て
得
た
教
訓
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

岩手県6

6 ❺…
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波板海岸（写真：岩手県観光協会）

被
災
地
と
の
か
か
わ
り
、

続
く
、震
災
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み

　私
は
5
年
前
に
東
日
本
大
震
災（
以
下
、大
震

災
、震
災
と
も
表
記
）を
特
集
し
た「
観
光
文
化

2
2
9
号（
2
0
1
6
年
4
月
発
行
）」の
中
で
、

震
災
後
に
地
域
住
民
が
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
例
を
い
く
つ
か
お
話
し
し
ま

し
た
。

　そ
の
時
に
紹
介
し
た
岩
手
県
大
槌
町
の「
お

ら
が
大
槌
夢
広
場
」は
、当
時
は
語
り
部
ガ
イ
ド

や
研
修
の
受
け
入
れ
、若
手
人
材
の
育
成
が
中

心
で
し
た
が
、今
で
は
そ
れ
ら
に
加
え
て
、町
の

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
お
し
ゃ
っ
ち
」の
指
定
管

理
者
と
な
り
、町
全
体
の
文
化
交
流
や
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、同
じ
大
槌
町
の「
浪
板
海
岸
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」は
、サ
ー
フ
ァ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
中
心

と
な
り
、施
設
整
備
や
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
開
催

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
後
、約
2
万
筆
の

署
名
を
集
め
て
、浪
板
海
岸
の
砂
浜
の
再
生
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　岩
手
県
釜
石
市
の「
根
浜
海
岸
」で
は
、宝
来

館
の
岩
崎
昭
子
女
将
ら
、根
浜
地
区
の
住
民
や
、

「
一
般
社
団
法
人
三
陸
ひ
と
つ
な
ぎ
自
然
学
校
」

を
中
心
に「
一
般
社
団
法
人
根
浜
M
I
N
D
」を

立
ち
上
げ
て
、根
浜
地
区
の
復
興
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。英
国
式
ボ
ー
ト
レ
ス

キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
避
難
道
整
備
、語

り
部
ガ
イ
ド
、防
災
学
習
・
観
光
旅
行
等
の
受
け

入
れ
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
の
開
発
、ハ
マ
ボ
ウ

フ
ウ
の
活
用
な
ど
で
す
。近
年
よ
う
や
く
グ
ラ

ウ
ン
ド
、キ
ャ
ン
プ
場
、海
岸
な
ど
の
ハ
ー
ド
の

設
備
が
整
い
、今
後
は
こ
れ
ら
の
施
設
を
活
用

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。去

年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る

っ
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
中
で
も
、根
浜
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
キ
ャ
ン
プ
場
を
使
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
遊
ば
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
は
テ
ー
マ
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
導

　こ
の
よ
う
に
被
災
地
で
は
様
々
な
取
り
組
み

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
で
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、大
き
く
は
町
内

会
の
よ
う
な「
地
縁
型
」と
、N
P
O
な
ど
の
目

的
を
持
っ
た「
テ
ー
マ
型
」の
二
つ
に
分
か
れ
ま

す
。根
浜
に
は
そ
の
両
方
が
存
在
し
ま
す
が
、一

構
造
は
大
き
く
は
変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。三

陸
の
基
幹
産
業
は
基
本
的
に
は
漁
業
で
、仙
台

湾
岸
は
農
業
で
す
。十
年
間
、生
業
の
再
建
に
大

き
な
お
金
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
間
は

大
工
事
が
行
わ
れ
、何
と
言
っ
て
も
建
設
業
が

好
調
で
し
た
。そ
れ
が
一
段
落
し
、建
設
業
が
稼

い
で
い
た
分
を
他
の
産
業
で
の
埋
め
合
わ
せ
が

で
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、ま
だ
ま
だ
で
す
。

　農
林
漁
業
の
再
建
に
比
べ
る
と
、観
光
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
後
回
し
に
さ
れ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
市
町
村
に
よ
っ
て
違
い
は
あ

り
ま
す
が
。い
ず
れ
に
せ
よ
観
光
の
振
興
は
ま

だ
途
中
段
階
で
あ
り
、観
光
で
稼
げ
る
よ
う
に

な
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　ち
な
み
に
、そ
の
よ
う
な
段
階
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
問
題
が
起
き
て
し
ま
い
、被

災
地
の
観
光
業
に
大
き
な
痛
手
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

震
災
復
興
か
ら
の
教
訓
、

被
災
地
が
得
た
も
の

　東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
を
振
り
返
り
、震

災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓
、被
災
地
が
震
災
復

興
を
通
し
て
得
た
も
の
な
ど
、思
う
と
こ
ろ
を

い
く
つ
か
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

震
災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓

①
行
政
機
能
が
麻
痺
し
た
自
治
体
に
は
、プ
ッ

シ
ュ
型
の
支
援
を

　東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、非
常
に
広
域

で
多
様
で
す
。そ
の
中
に
は
職
員
の
多
く
が
亡

く
な
り
、行
政
機
能
が
麻
痺
し
て
し
ま
っ
た
自

治
体
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。岩
手
県
陸
前
高

田
市
や
大
槌
町
、宮
城
県
女
川
町
、南
三
陸
町
な

ど
で
す
。そ
う
し
た
市
町
村
に「
市
町
村
主
導
の

復
興
を
」と
言
わ
れ
て
も
、主
導
も
何
も
そ
の
よ

う
な
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。行
政
機
能

が
麻
痺
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、何
を
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
判
断
も
十
分
に
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
。

　そ
う
し
た
地
域
に
は
別
な
形
の
支
援
、簡
単

に
い
う
と
、国
や
県
は
も
っ
と
プ
ッ
シ
ュ
型
の

支
援
を
す
る
べ
き
で
し
た
。被
災
直
後
に
は
、甚

大
な
被
害
を
受
け
た
自
治
体
に
代
わ
っ
て
当
面

の
対
応
を
主
導
、指
示
す
る
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、

事
に
当
た
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を

　私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と「
地
縁
型
」の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
関
わ
っ
て
き
た
の
で
す

が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
支
援
が
非
常
に

手
薄
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、阪
神
淡
路
大

震
災
の
あ
と
に
は
、被
災
者
個
人
に
対
す
る
支

援
制
度
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、東
日
本
大
震

災
で
は
、中
小
企
業
向
け
に
グ
ル
ー
プ
補
助
金

や
仮
設
店
舗
等
整
備
へ
の
新
し
い
支
援
制
度
も

で
き
ま
し
た
。

　そ
れ
に
比
べ
る
と
、町
内
会
・
自
治
会
等
、地

縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
支
援
は
か
な

り
手
薄
で
し
た
。震
災
直
後
、地
域
住
民
は
複
数

の
避
難
所
等
に
ば
ら
ば
ら
に
避
難
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
、町
内
会
は
地
元
住
民
の
安
否

の
確
認
さ
え
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。行
政
は
住

民
の
安
否
や
所
在
が
分
か
っ
た
段
階
に
な
っ
て

も
、個
人
情
報
の
保
護
を
理
由
に
そ
う
し
た
情

報
を
出
さ
な
か
っ
た（
出
せ
な
か
っ
た
）の
で

す
。な
の
で
町
内
会
の
役
員
さ
ん
た
ち
は
自
分

た
ち
で
人
づ
て
に
情
報
を
集
め
て
回
り
ま
し

た
。本
来
、行
政
は
町
内
会
に
情
報
提
供
し
、町

内
会
活
動
の
再
開
の
き
っ
か
け
に
す
べ
き
で
し

た
が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。ま
た
、町
内
会
活
動
の
再
開
に
対

す
る
金
銭
的
支
援
も
一
切
な
く
、非
常
に
苦
労

し
ま
し
た
。釜
石
市
な
ど
は
住
民
が
希
望
す
れ

ば
仮
設
の
集
会
所
を
造
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

多
く
の
地
域
に
は
住
民
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き

る
場
所
さ
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

　こ
う
し
た
状
況
下
で「
復
興
計
画
」を
策
定
す

る
こ
と
に
な
る
訳
で
す
が
、復
興
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
、自
治
体
は
住
民
た
ち
の
意
見
を
聞

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。と
こ
ろ
が
、住
民
が

そ
も
そ
も
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
か

ら
、意
向
集
約
を
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
。釜
石
市
根
浜
地
区
の
よ
う
に
地
域
力

の
あ
る
程
度
強
か
っ
た
所
は
、住
民
た
ち
自
身

が
人
を
集
め
、地
区
と
し
て
の
意
向
集
約
が
で

き
ま
し
た
。し
か
し
そ
れ
が
で
き
ず
に
、行
政
と

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
作
っ
た
復
興
計
画
が
、そ

の
ま
ま
通
っ
て
し
ま
っ
た
所
も
た
く
さ
ん
あ
る

わ
け
で
す
。

　次
に
大
災
害
が
あ
っ
た
と
き
は
、住
民
同
士

の
情
報
共
有
や
集
会
な
ど
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を
し
っ
か
り
行
う

こ
と
が
大
変
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
合
意
形
成
、住
民
参
加
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
経
験
値
を
上
げ
る

　復
興
計
画
や
復
興
事
業
計
画
の
策
定
に
関
連

し
て
、合
意
形
成
や
住
民
参
加
の
重
要
性
が

度
々
説
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、実
際
に
は
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。比
較
的
う
ま
く
い
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
の
は
、宮
城
県
東
松
島
市
や
岩

沼
市
、福
島
県
新
地
町
な
ど
で
す
。共
通
す
る
の

は
、あ
る
程
度
、震
災
前
か
ら
い
わ
ゆ
る
協
働
の

釜石祈りのパーク

岩
手
大
学
名
誉
教
授
。1
9
8
3
年

東
京
大
学
大
学
院
農
学
系
研
究
科

修
了
。農
学
博
士
。東
京
大
学
助
手
、

1
9
8
5
年
岩
手
大
学
講
師
、

1
9
9
0
年
助
教
授
を
経
て
、

1
9
9
9
年
よ
り
教
授
。2
0
2
0

年
定
年
退
職
。専
門
は
農
村
計
画
・
地
域
づ
く
り
。

1
9
9
0
年
代
後
半
よ
り
学
生
と
と
も
に
、県
内
外
の
地

域
づ
く
り
活
動
支
援
に
携
わ
り
、2
0
0
5
年
N
P
O
法

人
い
わ
て
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ（
代
表

理
事
）。東
日
本
大
震
災
後
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建

支
援
や
、国・岩
手
県・被
災
市
町
村
の
復
興
構
想・復
興

計
画
の
策
定
に
関
わ
る
。

広
田
純
一（
ひ
ろ
た
・
じ
ゅ
ん
い
ち
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、

震
災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓
、

被
災
地
が
得
た
も
の
と
は

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
て
、住
民
参
加

や
合
意
形
成
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
と
い
う
こ

と
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、人
の
話
を
よ
く
聞

く
、調
整
型
の
首
長
さ
ん
が
多
い
印
象
も
あ
り

ま
す
。

　私
も
復
興
計
画
・
復
興
事
業
計
画
の
策
定
に

関
わ
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、行
政
の
対
応

に
違
和
感
、と
い
う
か
腹
立
た
し
さ
を
感
じ
た

こ
と
は
何
度
も
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば
、こ
ち
ら

が
住
民
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
な
が
ら
作
っ

た
計
画
を
、向
こ
う（
行
政
側
）の
都
合
で
勝
手

に
変
え
て
く
る
の
で
す
。事
業
制
度
に
慣
れ
て

い
な
い
職
員
さ
ん
が
や
る
こ
と
で
す
か
ら
、知

識
不
足
、経
験
不
足
、時
間
不
足
で
、十
分
な
対

応
が
で
き
な
い
の
は
理
解
で
き
ま
す
。そ
れ
は

仕
方
な
い
と
し
て
も
、代
わ
り
に
提
示
す
る
計

画
が
住
民
側
の
考
え
を
全
く
台
無
し
に
す
る
も

の
で
、そ
れ
を
ポ
ン
と
出
し
て
、「
こ
れ
で
い
き
た

い
」と
来
る
。お
そ
ら
く
、こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う
な

や
り
方
で
や
っ
て
き
て
、そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。住
民
参
加
や
合
意
形
成
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
慣
れ
て
い
る
職
員
は
、

そ
う
い
っ
た
や
り
方
は
し
ま
せ
ん
。説
明
の
仕

方
も
う
ま
く
、話
の
持
っ
て
い
き
方
も
、「
実
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
計
画
を
練
り

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、ど
う
で

し
ょ
う
か
」と
い
う
形
で
来
る
の
で
す
。

　当
時
は
、私
も
い
ち
い
ち
怒
っ
て
い
た
の
で

す
が
、少
し
冷
静
に
な
れ
ば
、生
ま
れ
て
初
め
て

行
う
事
業
で
経
験
も
な
く
、道
路
整
備
な
ど
と

同
じ
感
覚
で
進
め
て
い
る
の
だ
か
ら
仕
方
な
い

か
と
も
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。た
だ
、自

分
た
ち
が
う
ま
く
で
き
な
け
れ
ば
、き
ち
ん
と

分
か
る
人
た
ち
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
一
緒
に
や

ろ
う
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
ほ
し
か
っ
た
で

す
。

④
復
興
の
過
渡
期
で
も
き
ち
ん
と
し
た
生
活

を
保
障
す
べ
き

　こ
の
十
年
で
、住
宅
再
建
な
ど
ハ
ー
ド
面
は

大
体
完
了
し
ま
し
た
。た
だ
、非
常
に
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、

「
復
興
ま
で
の
過
渡
期
は
、あ
る
程
度
、我
慢
す

る
必
要
が
あ
る
」と
い
う
暗
黙
の
認
識
で
す
。仮

設
住
宅
自
体
の
作
り
も
そ
う
で
す
が
、場
所
も

不
便
な
所
に
あ
り
ま
し
た
。通
学
路
も
ひ
ど
い

も
の
で
、夜
は
真
っ
暗
と
い
う
と
こ
ろ
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
劣
悪
な
生
活
環
境

の
中
で
、小
学
校
に
入
学
し
卒
業
す
る
子
ど
も

た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。被
災
地
で
な
け

れ
ば
当
然
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
遊
び
場
な
ど
も
き

わ
め
て
不
十
分
で
し
た
。要
す
る
に
生
活
環
境

が
あ
ま
り
芳
し
く
な
か
っ
た
、整
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
。

　我
が
国
の
避
難
所
の
劣
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、避
難
所
の
生
活
環
境
が
大
幅

に
向
上
し
ま
し
た
が
、同
じ
よ
う
に
復
興
ま
で

の
過
渡
期
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
も
、も
う
少

し
配
慮
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。「
過
渡
期
だ
か

ら
我
慢
す
る
の
が
当
然
だ
」と
い
う
考
え
方
を

改
め
、「
過
渡
期
で
も
き
ち
ん
と
し
た
生
活
環
境

を
保
障
す
る
」と
い
う
考
え
に
立
っ
て
、今
後
は

過
渡
期
の
生
活
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
て
い
く
べ
き

で
し
ょ
う
。

⑤
地
域
を
象
徴
す
る
風
景
の
復
興
が
復
興
感

を
高
め
る

　観
光
に
関
わ
る
こ
と
で
は
、風
景
の
復
興
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。農
村
で
は
そ
の
地
域
の
大
部

分
を
水
田
の
風
景
が
占
め
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、被
災
し
た
水
田
の
復
旧
が
進
み
景
色
が
戻

っ
た
こ
と
で
、被
災
地
に
い
る
人
の
気
分
が
大

き
く
変
化
し
た
と
い
う
体
験
を
何
度
も
し
ま
し

た
。　宅

地
に
つ
い
て
も
、瓦
礫
は
一
年
ぐ
ら
い
で
大

体
片
付
い
た
の
で
す
が
、そ
の
状
態
の
景
色
が

二
年
も
三
年
も
、長
い
所
で
は
五
年
も
続
く
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
自
然
海
岸
な
ど
も
、砂

浜
の
景
色
が
随
分
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
ほ
ど
か
ら
名
前
を
挙
げ
て
い
る
浪
板
海
岸
も

根
浜
海
岸
も
未
だ
に
再
生
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

多
分
、あ
の
海
岸
の
景
色
が
戻
れ
ば
、復
興
し
た

と
い
う
感
じ
が
相
当
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　今
の
復
興
政
策
は
住
宅
再
建
が
最
優
先
で

す
。産
業
は
そ
の
次
で
、風
景
な
ど
は
認
識
も
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、復
興
事
業
の
進
捗
と

被
災
者
の
復
興
感
の
推
移
は
概
ね
比
例
し
て
い

ま
す
。そ
れ
を
考
え
る
と
、そ
の
地
域
を
象
徴
す

る
風
景
の
復
興
と
い
う
こ
と
を
、も
う
少
し
重

視
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　風
景
の
復
興
に
あ
た
っ
て
は
、そ
こ
住
ん
で

い
る
人
か
ら
す
れ
ば
、や
は
り
元
の
風
景
に
戻

す
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
が
、津
波
被
災

地
で
は
、元
の
場
所
に
住
む
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
か
ら
、風
景
は
変
わ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

海
を
見
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
人
た
ち
も
、高

台
に
移
転
し
、自
分
た
ち
の
生
活
空
間
か
ら
見

え
る
海
の
風
景
が
変
わ
り
ま
し
た
。多
く
の
地

域
で
は
高
い
防
潮
堤
が
造
ら
れ
た
の
で
、高
台

か
ら
で
も
海
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。防
潮
堤
の
問
題
は
こ
こ
で
は
取
り
上

げ
ま
せ
ん
が
、教
訓
と
し
て
今
後
し
っ
か
り
ま

と
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

す
。

⑥
管
理
者
の
い
な
い
自
然
風
景
地
の
再
生
の

難
し
さ

　風
景
の
復
興
に
関
連
し
ま
す
が
、自
然
海
岸

の
再
生
が
難
し
い
こ
と
に
も
今
回
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。要
は
管
理
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。防
潮
堤
に
は
国
土
交
通
省
や
農
林
水
産

省
な
ど
、管
理
者
が
い
る
わ
け
で
す
。こ
れ
に
対

し
て
、自
然
海
岸
の
場
合
、管
理
者
が
お
ら
ず
、

音
頭
を
取
っ
て
再
生
し
よ
う
と
い
う
主
体
が
い

な
い
こ
と
が
問
題
の
一
端
で
し
た
。
　
　

　で
は
、陸
前
高
田
市
の
高
田
松
原
が
な
ぜ
で

き
た
か
。そ
れ
は「
高
田
松
原
」と
し
て
国
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、そ
し
て
何
よ
り

陸
前
高
田
市
と
市
民
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
一
生
懸
命
に
再
生
に
尽
力
し
た
か
ら
で
す
。

自
然
海
岸
な
ど
管
理
者
が
い
な
い
所
は
、復
旧

や
復
興
に
向
け
て
推
進
の
体
制
が
な
く
、放
っ

て
お
か
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。浪
板
海
岸
の

場
合
は
サ
ー
フ
ァ
ー
有
志
が
頑
張
り
、根
浜
海

岸
で
は
地
元
住
民
が
頑
張
り
ま
し
た
。行
政
側

の
体
制
が
整
っ
て
い
な
く
て
も
、そ
の
場
所
に

思
い
を
持
っ
た
人
た
ち
が
い
れ
ば
、な
ん
と
か

な
る
と
い
う
良
い
事
例
か
と
思
い
ま
す
。

　考
え
て
み
れ
ば
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
標

榜
さ
れ
て
い
る
時
代
で
す
。制
度
や
行
政
の
仕

組
み
の
問
題
だ
と
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、思

い
を
持
っ
た
人
た
ち
の
主
体
的
な
動
き
に
よ
っ

て
、自
然
風
景
地
の
再
生
を
進
め
て
い
く
の
が
、

本
当
は
良
い
形
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

震
災
復
興
か
ら
得
た
も
の

①
故
郷
の
た
め
に
何
か
し
た
い
、若
者
の
意
識

覚
醒

　震
災
復
興
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の

一
つ
は
、特
に
若
い
人
た
ち
の
覚
醒
で
す
。そ
こ

に
住
ん
で
い
た
人
も
出
身
者
も
、故
郷
が
こ
の

よ
う
な
悲
惨
な
状
況
と
な
り
、そ
の
復
興
の
た

め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
若
い
人
た
ち
が
増
え

ま
し
た
。観
光
関
連
の
取
り
組
み
で
多
少
目
立

っ
た
こ
と
を
し
て
い
る
の
は
、そ
う
い
っ
た
人

た
ち
が
多
い
で
す
。

　若
い
人
中
心
に
故
郷
へ
の
愛
着
が
増
し
、故

郷
の
再
生
に
向
け
て
実
際
に
力
を
振
る
っ
て
い

る
。こ
れ
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

②
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
経
験
値
が
上
昇

　先
ほ
ど
お
話
し
し
た
自
治
体
と
住
民
と
の
関

係
性
の
話
で
は
、復
興
の
過
程
で
様
々
な
行
き

違
い
や
反
目
も
あ
り
ま
し
た
が
、良
く
も
悪
く

も
喧
嘩
し
な
が
ら
で
も
、以
前
に
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
く
ら
い
、話
し
合
い
を
た
く
さ
ん
行
っ

て
き
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
経
験
値
は
上
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　大
槌
町
な
ど
は
典
型
的
で
、行
政
と
地
元
が

喧
嘩
ば
か
り
し
て
い
た
印
象
も
あ
り
ま
す
が
、

今
で
は
、役
場
は
役
場
が
で
き
る
こ
と
を
、住
民

も
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で

と
、良
い
意
味
で
よ
り
主
体
性
が
出
て
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

③
震
災
を
契
機
に
、創
造
的
復
興
を
推
進

　単
に
震
災
前
の
状
態
に
戻
す
の
で
は
な
く
、

よ
り
良
い
状
態
に
す
る
こ
と
を「
創
造
的
復
興
」

と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
が
、津
波
で
非
常
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
自
治
体
は
、そ
れ
ぞ
れ

が
創
造
的
復
興
、創
造
的
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　例
え
ば
、釜
石
市
は
大
き
な
防
潮
堤
も
造
ら

ず
、か
さ
上
げ
も
せ
ず
、既
成
の
市
街
地
を
活
性

化
し
よ
う
と
、ま
ち
づ
く
り
会
社
を
作
っ
て
商

業
施
設
な
ど
も
誘
致
し
、い
ち
早
く
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。対
照
的
な
の
は

陸
前
高
田
市
や
大
船
渡
市
で
、か
さ
上
げ
区
画

を
整
備
し
、そ
こ
に
中
心
的
な
商
業
施
設
を
誘

致
す
る
と
い
う
形
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　最
終
的
に
ど
こ
が
う
ま
く
い
く
か
は
、も
う

十
年
ぐ
ら
い
見
て
み
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん

が
、震
災
を
契
機
と
し
て
、ど
の
地
域
も
そ
の
地

域
な
り
に
、創
造
的
な
ま
ち
づ
く
り
、新
た
な
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

④
交
通
ア
ク
セ
ス
の
飛
躍
的
改
善

　三
陸
沿
岸
に
と
っ
て
は
良
か
っ
た
こ
と
は
、

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
及
び
釜
石
自
動
車
道
と
宮

古
盛
岡
横
断
道
路
の
整
備
、そ
し
て
三
陸
鉄
道

の
南
北
リ
ア
ス
線
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
す
。

今
回
の
震
災
が
な
け
れ
ば
、多
分
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。あ
る
い
は
非
常
に
時
間
が
か

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。震
災
で
多
額
の
復
興

交
付
金
が
付
き
、陸
の
孤
島
と
言
わ
れ
て
い
た

三
陸
の
交
通
状
況
が
飛
躍
的
に
改
善
し
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
地
域
活

性
化
の
可
能
性
が
上
が
り
ま
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
当
面
は
ス
ト
ロ
ー
効
果
の
方
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。三
陸
は
釜
石
市
も
宮
古
市

も
盛
岡
市
か
ら
非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
行
政
も
民
間
も
支
所
や
支
社
を
設
け

て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
道
路
状
況
が
良
く
な

っ
た
こ
と
で
、支
所
や
支
社
な
ど
は
引
き
払
わ

れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
商
業
施

設
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、産
業
の
立
地
や
物
流
、特
に
観
光
面
で

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

⑤
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
今
後
に
期
待

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」（
青
森
県
八
戸
市

蕪
島
〜
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
間
、
全
長

1
0
0
0
㎞
を
超
え
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
イ

ル
）が
で
き
た
の
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。環
境
省
は
随
分
頑
張
り
ま
し
た
。路
線
を
決

め
る
時
に
、地
域
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
っ
た
こ
と
も
良
か
っ
た
で
す
。

　私
も
少
し
だ
け
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。岩
手
大
学
の
学
生
や
釜
石
東
中
学
校
の
生

徒
さ
ん
達
と
一
緒
に
、釜
石
市
箱
崎
半
島
の
34

㎞
区
間
に
つ
い
て
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

作
り
、宝
来
館
に
置
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　潮
風
ト
レ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、日
本
人
で
も

な
か
な
か
歩
か
な
い
場
所
を
、実
際
に
外
国
人

が
歩
い
て
い
ま
す
。な
に
ぶ
ん
長
距
離
で
す
か

ら
管
理
が
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、大
き
な
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

⑥
一
番
は
、被
災
地
外
の
人
と
の
つ
な
が
り

　震
災
後
に
一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
、被
災
地

以
外
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
で

す
。日
本
中
、世
界
中
に
東
北
の
フ
ァ
ン
が
い
ま

す
。こ
れ
は
被
災
地
に
と
っ
て
本
当
に
大
き
な

こ
と
で
す
。

　震
災
後
に
や
っ
て
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
は
被
災
地
の
た
め
に
本
当
に
よ
く
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。地
元
の
皆
さ
ん
は
、心
か
ら
感

謝
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。結
果
と
し
て
、東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、あ
る
意
味
で
、日
本

で
一
番
、受
け
入
れ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
あ
る

地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　十
年
が
経
過
し
、つ
な
が
り
が
薄
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、だ

か
ら
こ
そ
、そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。せ
っ
か
く
知
名

度
も
上
が
り
、つ
な
が
り
も
で
き
た
の
で
す
か

ら
、そ
の
つ
な
が
り
を
復
興
の
先
の
地
域
振
興

に
ど
れ
だ
け
生
か
せ
る
か
が
、こ
れ
か
ら
の
地

域
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手
・
文

　寺
崎
竜
雄
・
吉
澤
清
良

般
的
に
は
地
縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

　た
だ
、地
縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
町

内
会
は
、そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の

互
助
組
織
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
、観
光
を
目

的
と
し
て
い
ま
せ
ん
し
、そ
も
そ
も
そ
の
発
想

自
体
が
あ
り
ま
せ
ん
。新
し
く
何
か
事
業
を
行

う
主
体
に
は
な
か
な
か
な
り
え
な
い
の
で
す
。

　例
え
ば
根
浜
で
あ
れ
ば
、岩
崎
さ
ん
や
若
い

人
た
ち
、地
区
の
有
志
が
、震
災
復
興
や
そ
の
先

の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
作
り
、一
般
社
団
法
人
な
ど
を
立
ち
上
げ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。町
内
会
が
観
光
事
業
を
行

う
例
は
、私
が
知
る
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。震

災
を
契
機
に
新
た
に
テ
ー
マ
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
で
き
て
観
光
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

捉
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
か
ら
、テ
ー
マ
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

も
と
も
と
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
が
主
導

し
て
構
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、U
タ
ー
ン

や
I
タ
ー
ン
で
や
っ
て
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

そ
の
地
域
を
気
に
入
り
、何
か
し
ら
地
域
に
貢

献
し
た
い
と
観
光
事
業
を
興
し
て
、継
続
的
に

関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
中
で
で
き
あ
が
っ
て

き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

三
陸
復
興
の
過
程
で

生
ま
れ
て
き
た
も
の
、

観
光
は
そ
の
特
徴
的
な

存
在
の
ひ
と
つ

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
阪
神
淡
路
大
震
災
で
定
着

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。阪
神
淡
路
大
震
災

で
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、「
復
興
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」が
た
く
さ
ん
で
き
た
こ
と
。そ
し
て
復
興

が
あ
る
程
度
落
ち
着
き
を
み
せ
た
後
、〝
一
般
の

ま
ち
づ
く
り
〞が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
、都
市
部
で

は
多
少
似
た
状
況
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、東
北
の
被
災
地
の
大
半
は
農
業
や
漁
業
を

生
業
と
し
た
農
漁
村
部
で
す
。住
宅
再
建
が
終

わ
れ
ば
、そ
こ
か
ら
先
の
村
づ
く
り
、ま
ち
づ
く

り
に
、地
域
外
の
人
が
関
わ
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
代
わ
り
に
先
ほ
ど

紹
介
し
た
浪
板
海
岸
、根
浜
の
よ
う
に
観
光
に

関
わ
る
取
り
組
み
が
生
ま
れ
ま
し
た
。三
陸
で

は
、特
産
品
の
開
発
も
含
め
て
、観
光
に
よ
る
地

域
振
興
が
展
開
さ
れ
て
い
る
例
が
い
く
つ
も
見

ら
れ
ま
す
。

　都
市
部
の
神
戸
市
の
地
域
課
題
は
ま
ち
づ
く

り
で
、ま
ち
育
て
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま

し
た
。一
方
で
、三
陸
や
仙
台
湾
岸
の
地
域
課
題

は
ま
さ
に
地
域
振
興
、地
域
活
性
化
で
し
た
。住

民
や
復
興
支
援
に
入
っ
た
よ
う
な
人
材
な
ど
が

関
わ
り
、三
陸
復
興
の
過
程
で
生
ま
れ
て
き
た

も
の
、そ
の
意
味
で
は
、観
光
は
一
つ
の
特
徴
的

な
存
在
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
の
振
興
は
ま
だ
道
半
ば
、

震
災
遺
構
や
伝
承
施
設
が

新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
に

　　震
災
と
観
光
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。宮
城
県
に
は
比
較
的
多
く
の
震
災
遺

構
が
残
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、山
元
町
に
は
震

災
遺
構
と
し
て
整
備
さ
れ
た「
中
浜
小
学
校
」が

あ
り
ま
す
。素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
の
は
、当
時

の
先
生
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
語
り
部
を
し
て

い
る
こ
と
で
す
。「
津
波
が
来
る
。学
校
を
離
れ

て
逃
げ
る
か
、そ
れ
と
も
学
校
の
屋
上
に
避
難

す
る
か
」と
い
う
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
、最
終

的
に
は
屋
上
に
避
難
し
て
助
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。そ
の
時
の
緊
迫
し
た
様
子
を
当
事
者
か

ら
直
接
伺
う
こ
と
が
で
き
、非
常
に
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
運
営
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、震
災
遺
構
の
価
値
が
高
ま
る

の
で
す
。震
災
遺
構
の
活
用
に
つ
い
て
は
、運
営

体
制
が
重
要
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　岩
手
県
釜
石
市
で
も
鵜
住
居
駅
前
に
伝
承
施

設（「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来
館
」）が
で
き
ま
し

た
。運
営
に
は
釜
石
東
中
学
の
卒
業
生
が
加
わ

っ
て
い
ま
す
。若
い
人
た
ち
で
す
が
、非
常
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　す
ぐ
隣
は
震
災
で
多
く
の
方
が
避
難
し
犠
牲

と
な
っ
た「
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
」が
あ

っ
た
場
所
な
の
で
す
が
、そ
の
跡
地
は「
釜
石
祈

り
の
パ
ー
ク
」と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。駅

前
に
伝
承
施
設
と
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
が
併
設

さ
れ
て
い
る
の
で
、多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。

芳
名
板
に
は
釜
石
市
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
た
く

さ
ん
の
方
々
の
お
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す

が
、そ
こ
に
立
つ
と
心
に
感
じ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　一
般
の
観
光
客
だ
と
、見
学
や
体
験
は
せ
い

ぜ
い
一
、二
時
間
程
度
で
し
ょ
う
。通
常
の
観
光

地
の
他
に
、せ
っ
か
く
三
陸
や
被
災
地
に
来
た

の
だ
か
ら
と
東
日
本
大
震
災
ゆ
か
り
の
場
所
に

も
立
ち
寄
る
と
い
う
動
き
方
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
。観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に
震
災
遺
構
や

伝
承
施
設
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

修
学
旅
行
や
震
災
を
学
ぼ
う
と
い
う
一
部
の
人

以
外
は
大
体
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。伝

承
施
設
の
中
で
お
金
を
使
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
が
、地
域
に
飲
食
や
お
土
産
と
い
う

形
で
お
金
を
落
と
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ
の
意
味
で
も
地
域
振
興
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　岩
手
県
で
は
陸
前
高
田
市
の「
高
田
松
原
津

波
復
興
祈
念
公
園
」が
、2
0
2
1
年
度
に
開
業

と
な
り
ま
す
。そ
れ
に
先
立
っ
て「
東
日
本
大
震

災
津
波
伝
承
館
」は
既
に
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、

か
な
り
の
集
客
が
あ
り
ま
す
。仙
台
方
面
か
ら

来
る
と
、陸
前
高
田
市
が
岩
手
県
の
入
口
と
な

る
の
で
、そ
こ
か
ら
北
の
大
船
渡
市
や
釜
石
市
、

宮
古
市
、久
慈
市
な
ど
に
、旅
行
者
を
ど
の
よ
う

に
引
っ
張
っ
て
い
け
る
か
が
課
題
と
な
り
ま

す
。　た

だ
、復
興
過
程
を
通
し
て
、被
災
地
の
産
業

東
日
本
大
震
災
前
よ
り
岩
手
県
内
外
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
支
援
に
、

ま
た
震
災
後
に
は
自
治
体
の
復
興
計
画
の
策
定
等
に
も
深
く
関
わ
る
な
ど
、

常
に
地
域
に
寄
り
添
い
続
け
て
き
た
岩
手
大
学 

名
誉
教
授 

広
田
純
一
氏
に
、

震
災
復
興
を
通
し
て
得
た
教
訓
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
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被
災
地
と
の
か
か
わ
り
、

続
く
、震
災
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み

　私
は
五
年
前
に
東
日
本
大
震
災（
以
下
、大
震

災
、震
災
と
も
表
記
）を
特
集
し
た「
観
光
文
化

2
2
9
号（
2
0
1
6
年
4
月
発
行
）」の
中
で
、

震
災
後
に
地
域
住
民
が
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
例
を
い
く
つ
か
お
話
し
し
ま

し
た
。

　そ
の
時
に
紹
介
し
た
岩
手
県
大
槌
町
の「
お

ら
が
大
槌
夢
広
場
」は
、当
時
は
語
り
部
ガ
イ
ド

や
研
修
の
受
け
入
れ
、若
手
人
材
の
育
成
が
中

心
で
し
た
が
、今
で
は
そ
れ
ら
に
加
え
て
、町
の

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
お
し
ゃ
っ
ち
」の
指
定
管

理
者
と
な
り
、町
全
体
の
文
化
交
流
や
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、同
じ
大
槌
町
の「
浪
板
海
岸
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」は
、サ
ー
フ
ァ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
中
心

と
な
り
、施
設
整
備
や
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
後
、約
2
万
筆

の
署
名
を
集
め
て
、浪
板
海
岸
の
砂
浜
の
再
生

に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　岩
手
県
釜
石
市
の「
根
浜
海
岸
」で
は
、宝
来

館
の
岩
崎
昭
子
女
将
ら
、根
浜
地
区
の
住
民
や
、

「
一
般
社
団
法
人
三
陸
ひ
と
つ
な
ぎ
自
然
学
校
」

を
中
心
に「
一
般
社
団
法
人
根
浜
M
I
N
D
」を

立
ち
上
げ
て
、根
浜
地
区
の
復
興
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。英
国
式
ボ
ー
ト
レ
ス

キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
避
難
道
整
備
、語

り
部
ガ
イ
ド
、防
災
学
習
・
観
光
旅
行
等
の
受
け

入
れ
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
の
開
発
、ハ
マ
ボ
ウ

フ
ウ
の
活
用
な
ど
で
す
。近
年
よ
う
や
く
グ
ラ

ウ
ン
ド
、キ
ャ
ン
プ
場
、海
岸
な
ど
の
ハ
ー
ド
の

設
備
が
整
い
、今
後
は
こ
れ
ら
の
施
設
を
活
用

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。去

年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る

っ
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
中
で
も
、根
浜
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
キ
ャ
ン
プ
場
を
使
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
遊
ば
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
は
テ
ー
マ
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
導

　こ
の
よ
う
に
被
災
地
で
は
様
々
な
取
り
組
み

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
で
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、大
き
く
は
町
内

会
の
よ
う
な「
地
縁
型
」と
、N
P
O
な
ど
の
目

的
を
持
っ
た「
テ
ー
マ
型
」の
二
つ
に
分
か
れ
ま

す
。根
浜
に
は
そ
の
両
方
が
存
在
し
ま
す
が
、一

構
造
は
大
き
く
は
変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。三

陸
の
基
幹
産
業
は
基
本
的
に
は
漁
業
で
、仙
台

湾
岸
は
農
業
で
す
。十
年
間
、生
業
の
再
建
に
大

き
な
お
金
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
間
は

大
工
事
が
行
わ
れ
、何
と
言
っ
て
も
建
設
業
が

好
調
で
し
た
。そ
れ
が
一
段
落
し
、建
設
業
が
稼

い
で
い
た
分
を
他
の
産
業
で
の
埋
め
合
わ
せ
が

で
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、ま
だ
ま
だ
で
す
。

　農
林
漁
業
の
再
建
に
比
べ
る
と
、観
光
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
後
回
し
に
さ
れ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
市
町
村
に
よ
っ
て
違
い
は
あ

り
ま
す
が
。い
ず
れ
に
せ
よ
観
光
の
振
興
は
ま

だ
途
中
段
階
で
あ
り
、観
光
で
稼
げ
る
よ
う
に

な
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　ち
な
み
に
、そ
の
よ
う
な
段
階
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
問
題
が
起
き
て
し
ま
い
、被

災
地
の
観
光
業
に
大
き
な
痛
手
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

震
災
復
興
か
ら
の
教
訓
、

被
災
地
が
得
た
も
の

　東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
を
振
り
返
り
、震

災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓
、被
災
地
が
震
災
復

興
を
通
し
て
得
た
も
の
な
ど
、思
う
と
こ
ろ
を

い
く
つ
か
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

震
災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓

①
行
政
機
能
が
麻
痺
し
た
自
治
体
に
は
、プ
ッ

シ
ュ
型
の
支
援
を

　東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、非
常
に
広
域

で
多
様
で
す
。そ
の
中
に
は
職
員
の
多
く
が
亡

く
な
り
、行
政
機
能
が
麻
痺
し
て
し
ま
っ
た
自

治
体
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。岩
手
県
陸
前
高

田
市
や
大
槌
町
、宮
城
県
女
川
町
、南
三
陸
町
な

ど
で
す
。そ
う
し
た
市
町
村
に「
市
町
村
主
導
の

復
興
を
」と
言
わ
れ
て
も
、主
導
も
何
も
そ
の
よ

う
な
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。行
政
機
能

が
麻
痺
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、何
を
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
判
断
も
十
分
に
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
。

　そ
う
し
た
地
域
に
は
別
な
形
の
支
援
、簡
単

に
い
う
と
、国
や
県
は
も
っ
と
プ
ッ
シ
ュ
型
の

支
援
を
す
る
べ
き
で
し
た
。被
災
直
後
に
は
、甚

大
な
被
害
を
受
け
た
自
治
体
に
代
わ
っ
て
当
面

の
対
応
を
主
導
、指
示
す
る
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、

事
に
当
た
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を

　私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と「
地
縁
型
」の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
関
わ
っ
て
き
た
の
で
す

が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
支
援
が
非
常
に

手
薄
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、阪
神
淡
路
大

震
災
の
あ
と
に
は
、被
災
者
個
人
に
対
す
る
支

援
制
度
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、東
日
本
大
震

災
で
は
、中
小
企
業
向
け
に
グ
ル
ー
プ
補
助
金

や
仮
設
店
舗
等
整
備
へ
の
新
し
い
支
援
制
度
も

で
き
ま
し
た
。

　そ
れ
に
比
べ
る
と
、町
内
会
・
自
治
会
等
、地

縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
支
援
は
か
な

り
手
薄
で
し
た
。震
災
直
後
、地
域
住
民
は
複
数

の
避
難
所
等
に
ば
ら
ば
ら
に
避
難
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
、町
内
会
は
地
元
住
民
の
安
否

の
確
認
さ
え
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。行
政
は
住

民
の
安
否
や
所
在
が
分
か
っ
た
段
階
に
な
っ
て

も
、個
人
情
報
の
保
護
を
理
由
に
そ
う
し
た
情

報
を
出
さ
な
か
っ
た（
出
せ
な
か
っ
た
）の
で

す
。な
の
で
町
内
会
の
役
員
さ
ん
た
ち
は
、自
分

た
ち
で
人
づ
て
に
情
報
を
集
め
て
回
り
ま
し

た
。本
来
、行
政
は
町
内
会
に
情
報
提
供
し
、町

内
会
活
動
の
再
開
の
き
っ
か
け
に
す
べ
き
で
し

た
が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。ま
た
、町
内
会
活
動
の
再
開
に
対

す
る
金
銭
的
支
援
も
一
切
な
く
、非
常
に
苦
労

し
ま
し
た
。釜
石
市
な
ど
は
住
民
が
希
望
す
れ

ば
仮
設
の
集
会
所
を
造
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

多
く
の
地
域
に
は
住
民
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き

る
場
所
さ
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

　こ
う
し
た
状
況
下
で「
復
興
計
画
」を
策
定
す

る
こ
と
に
な
る
訳
で
す
が
、復
興
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
、自
治
体
は
住
民
た
ち
の
意
見
を
聞

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。と
こ
ろ
が
、住
民
が

そ
も
そ
も
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
か

ら
、意
向
集
約
を
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
。釜
石
市
根
浜
地
区
の
よ
う
に
地
域
力

の
あ
る
程
度
強
か
っ
た
所
は
、住
民
た
ち
自
身

が
人
を
集
め
、地
区
と
し
て
の
意
向
集
約
が
で

き
ま
し
た
。し
か
し
そ
れ
が
で
き
ず
に
、行
政
と

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
作
っ
た
復
興
計
画
が
、そ

の
ま
ま
通
っ
て
し
ま
っ
た
所
も
た
く
さ
ん
あ
る

わ
け
で
す
。

　次
に
大
災
害
が
あ
っ
た
と
き
は
、住
民
同
士

の
情
報
共
有
や
集
会
な
ど
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を
し
っ
か
り
行
う

こ
と
が
大
変
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
合
意
形
成
、住
民
参
加
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
経
験
値
を
上
げ
る

　復
興
計
画
や
復
興
事
業
計
画
の
策
定
に
関
連

し
て
、合
意
形
成
や
住
民
参
加
の
重
要
性
が

度
々
説
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、実
際
に
は
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。比
較
的
う
ま
く
い
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
の
は
、宮
城
県
東
松
島
市
や
岩

沼
市
、福
島
県
新
地
町
な
ど
で
す
。共
通
す
る
の

は
、あ
る
程
度
、震
災
前
か
ら
い
わ
ゆ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
て
、住
民
参
加

や
合
意
形
成
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
と
い
う
こ

と
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、人
の
話
を
よ
く
聞

く
、調
整
型
の
首
長
さ
ん
が
多
い
印
象
も
あ
り

ま
す
。

　私
も
復
興
計
画
・
復
興
事
業
計
画
の
策
定
に

関
わ
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、行
政
の
対
応

に
違
和
感
、と
い
う
か
腹
立
た
し
さ
を
感
じ
た

こ
と
は
何
度
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、こ
ち
ら
が

住
民
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
な
が
ら
作
っ
た

計
画
を
、向
こ
う（
行
政
側
）の
都
合
で
勝
手
に

変
え
て
く
る
の
で
す
。事
業
制
度
に
慣
れ
て
い

な
い
職
員
さ
ん
が
や
る
こ
と
で
す
か
ら
、知
識

不
足
、経
験
不
足
、時
間
不
足
で
、十
分
な
対
応

が
で
き
な
い
の
は
理
解
で
き
ま
す
。そ
れ
は
仕

方
な
い
と
し
て
も
、代
わ
り
に
提
示
す
る
計
画

が
住
民
側
の
考
え
を
全
く
台
無
し
に
す
る
も
の

で
、そ
れ
を
ポ
ン
と
出
し
て
、「
こ
れ
で
い
き
た

い
」と
来
る
。お
そ
ら
く
、こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う
な

や
り
方
で
や
っ
て
き
て
、そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。住
民
参
加
や
合
意
形
成
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
慣
れ
て
い
る
職
員
は
、

そ
う
い
っ
た
や
り
方
は
し
ま
せ
ん
。説
明
の
仕

方
も
う
ま
く
、話
の
持
っ
て
い
き
方
も
、「
実
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
計
画
を
練
り

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、ど
う
で

し
ょ
う
か
」と
い
う
形
で
来
る
の
で
す
。

　当
時
は
、私
も
い
ち
い
ち
怒
っ
て
い
た
の
で

す
が
、少
し
冷
静
に
な
れ
ば
、生
ま
れ
て
初
め
て

行
う
事
業
で
経
験
も
な
く
、道
路
整
備
な
ど
と

同
じ
感
覚
で
進
め
て
い
る
の
だ
か
ら
仕
方
な
い

か
と
も
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。た
だ
、自

分
た
ち
が
う
ま
く
で
き
な
け
れ
ば
、き
ち
ん
と

分
か
る
人
た
ち
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
一
緒
に
や

ろ
う
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
ほ
し
か
っ
た
で

す
。

④
復
興
の
過
渡
期
で
も
き
ち
ん
と
し
た
生
活

を
保
障
す
べ
き

　こ
の
十
年
で
、住
宅
再
建
な
ど
ハ
ー
ド
面
は

大
体
完
了
し
ま
し
た
。た
だ
、非
常
に
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、

「
復
興
ま
で
の
過
渡
期
は
、あ
る
程
度
、我
慢
す

る
必
要
が
あ
る
」と
い
う
暗
黙
の
認
識
で
す
。仮

設
住
宅
自
体
の
作
り
も
そ
う
で
す
が
、場
所
も

不
便
な
所
に
あ
り
ま
し
た
。通
学
路
も
ひ
ど
い

も
の
で
、夜
は
真
っ
暗
と
い
う
と
こ
ろ
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
劣
悪
な
生
活
環
境

の
中
で
、小
学
校
に
入
学
し
卒
業
す
る
子
ど
も

た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。被
災
地
で
な
け

れ
ば
当
然
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
遊
び
場
な
ど
も
き

わ
め
て
不
十
分
で
し
た
。要
す
る
に
生
活
環
境

が
あ
ま
り
芳
し
く
な
か
っ
た
、整
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
。

　我
が
国
の
避
難
所
の
劣
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、避
難
所
の
生
活
環
境
が
大
幅

に
向
上
し
ま
し
た
が
、同
じ
よ
う
に
復
興
ま
で

の
過
渡
期
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
も
、も
う
少

し
配
慮
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。「
過
渡
期
だ
か

ら
我
慢
す
る
の
が
当
然
だ
」と
い
う
考
え
方
を

改
め
、「
過
渡
期
で
も
き
ち
ん
と
し
た
生
活
環
境

を
保
障
す
る
」と
い
う
考
え
に
立
っ
て
、今
後
は

過
渡
期
の
生
活
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
て
い
く
べ
き

で
し
ょ
う
。

⑤
地
域
を
象
徴
す
る
風
景
の
復
興
が
復
興
感

を
高
め
る

　観
光
に
関
わ
る
こ
と
で
は
、風
景
の
復
興
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。農
村
で
は
そ
の
地
域
の
大
部

分
を
水
田
の
風
景
が
占
め
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、被
災
し
た
水
田
の
復
旧
が
進
み
景
色
が
戻

っ
た
こ
と
で
、被
災
地
に
い
る
人
の
気
分
が
大

き
く
変
化
し
た
と
い
う
体
験
を
何
度
も
し
ま
し

た
。　宅

地
に
つ
い
て
も
、瓦
礫
は
一
年
ぐ
ら
い
で
大

体
片
付
い
た
の
で
す
が
、そ
の
状
態
の
景
色
が

二
年
も
三
年
も
、長
い
所
で
は
五
年
も
続
く
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
自
然
海
岸
な
ど
も
、砂

浜
の
景
色
が
随
分
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
ほ
ど
か
ら
名
前
を
挙
げ
て
い
る
浪
板
海
岸
も

根
浜
海
岸
も
未
だ
に
再
生
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

多
分
、あ
の
海
岸
の
景
色
が
戻
れ
ば
、復
興
し
た

と
い
う
感
じ
が
相
当
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　今
の
復
興
政
策
は
住
宅
再
建
が
最
優
先
で

す
。産
業
は
そ
の
次
で
、風
景
な
ど
は
認
識
も
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、復
興
事
業
の
進
捗
と

被
災
者
の
復
興
感
の
推
移
は
概
ね
比
例
し
て
い

ま
す
。そ
れ
を
考
え
る
と
、そ
の
地
域
を
象
徴
す

る
風
景
の
復
興
と
い
う
こ
と
を
、も
う
少
し
重

視
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　風
景
の
復
興
に
あ
た
っ
て
は
、そ
こ
住
ん
で

い
る
人
か
ら
す
れ
ば
、や
は
り
元
の
風
景
に
戻

す
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
が
、津
波
被
災

地
で
は
、元
の
場
所
に
住
む
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
か
ら
、風
景
は
変
わ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

海
を
見
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
人
た
ち
も
、高

台
に
移
転
し
、自
分
た
ち
の
生
活
空
間
か
ら
見

え
る
海
の
風
景
が
変
わ
り
ま
し
た
。多
く
の
地

域
で
は
高
い
防
潮
堤
が
造
ら
れ
た
の
で
、高
台

か
ら
で
も
海
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。防
潮
堤
の
問
題
は
こ
こ
で
は
取
り
上

げ
ま
せ
ん
が
、教
訓
と
し
て
今
後
し
っ
か
り
ま

と
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

す
。

⑥
管
理
者
の
い
な
い
自
然
風
景
地
の
再
生
の

難
し
さ

　風
景
の
復
興
に
関
連
し
ま
す
が
、自
然
海
岸

の
再
生
が
難
し
い
こ
と
に
も
今
回
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。要
は
管
理
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。防
潮
堤
に
は
国
土
交
通
省
や
農
林
水
産

省
な
ど
、管
理
者
が
い
る
わ
け
で
す
。こ
れ
に
対

し
て
、自
然
海
岸
の
場
合
、管
理
者
が
お
ら
ず
、

音
頭
を
取
っ
て
再
生
し
よ
う
と
い
う
主
体
が
い

な
い
こ
と
が
問
題
の
一
端
で
し
た
。
　
　

　で
は
、陸
前
高
田
市
の
高
田
松
原
が
な
ぜ
で

き
た
か
。そ
れ
は「
高
田
松
原
」と
し
て
国
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、そ
し
て
何
よ
り

陸
前
高
田
市
と
市
民
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
一
生
懸
命
に
再
生
に
尽
力
し
た
か
ら
で
す
。

自
然
海
岸
な
ど
管
理
者
が
い
な
い
所
は
、復
旧

や
復
興
に
向
け
て
推
進
の
体
制
が
な
く
、放
っ

て
お
か
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。浪
板
海
岸
の

場
合
は
サ
ー
フ
ァ
ー
有
志
が
頑
張
り
、根
浜
海

岸
で
は
地
元
住
民
が
頑
張
り
ま
し
た
。行
政
側

の
体
制
が
整
っ
て
い
な
く
て
も
、そ
の
場
所
に

思
い
を
持
っ
た
人
た
ち
が
い
れ
ば
、な
ん
と
か

な
る
と
い
う
良
い
事
例
か
と
思
い
ま
す
。

　考
え
て
み
れ
ば
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
標

榜
さ
れ
て
い
る
時
代
で
す
。制
度
や
行
政
の
仕

組
み
の
問
題
だ
と
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、思

い
を
持
っ
た
人
た
ち
の
主
体
的
な
動
き
に
よ
っ

て
、自
然
風
景
地
の
再
生
を
進
め
て
い
く
の
が
、

本
当
は
良
い
形
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

震
災
復
興
か
ら
得
た
も
の

①
故
郷
の
た
め
に
何
か
し
た
い
、若
者
の
意
識

覚
醒

　震
災
復
興
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の

一
つ
は
、特
に
若
い
人
た
ち
の
覚
醒
で
す
。そ
こ

に
住
ん
で
い
た
人
も
出
身
者
も
、故
郷
が
こ
の

よ
う
な
悲
惨
な
状
況
と
な
り
、そ
の
復
興
の
た

め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
若
い
人
た
ち
が
増
え

ま
し
た
。観
光
関
連
の
取
り
組
み
で
多
少
目
立

っ
た
こ
と
を
し
て
い
る
の
は
、そ
う
い
っ
た
人

た
ち
が
多
い
で
す
。

　若
い
人
中
心
に
故
郷
へ
の
愛
着
が
増
し
、故

郷
の
再
生
に
向
け
て
実
際
に
力
を
振
る
っ
て
い

る
。こ
れ
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

②
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
経
験
値
が
上
昇

　先
ほ
ど
お
話
し
し
た
自
治
体
と
住
民
と
の
関

係
性
の
話
で
は
、復
興
の
過
程
で
様
々
な
行
き

違
い
や
反
目
も
あ
り
ま
し
た
が
、良
く
も
悪
く

も
喧
嘩
し
な
が
ら
で
も
、以
前
に
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
く
ら
い
、話
し
合
い
を
た
く
さ
ん
行
っ

て
き
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
経
験
値
は
上
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　大
槌
町
な
ど
は
典
型
的
で
、行
政
と
地
元
が

喧
嘩
ば
か
り
し
て
い
た
印
象
も
あ
り
ま
す
が
、

今
で
は
、役
場
は
役
場
が
で
き
る
こ
と
を
、住
民

も
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で

と
、良
い
意
味
で
よ
り
主
体
性
が
出
て
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

③
震
災
を
契
機
に
、創
造
的
復
興
を
推
進

　単
に
震
災
前
の
状
態
に
戻
す
の
で
は
な
く
、

よ
り
良
い
状
態
に
す
る
こ
と
を「
創
造
的
復
興
」

と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
が
、津
波
で
非
常
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
自
治
体
は
、そ
れ
ぞ
れ

が
創
造
的
復
興
、創
造
的
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　例
え
ば
、釜
石
市
は
大
き
な
防
潮
堤
も
造
ら

ず
、か
さ
上
げ
も
せ
ず
、既
成
の
市
街
地
を
活
性

化
し
よ
う
と
、ま
ち
づ
く
り
会
社
を
作
っ
て
商

業
施
設
な
ど
も
誘
致
し
、い
ち
早
く
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。対
照
的
な
の
は

陸
前
高
田
市
や
大
船
渡
市
で
、か
さ
上
げ
区
画

を
整
備
し
、そ
こ
に
中
心
的
な
商
業
施
設
を
誘

致
す
る
と
い
う
形
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　最
終
的
に
ど
こ
が
う
ま
く
い
く
か
は
、も
う

十
年
ぐ
ら
い
見
て
み
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん

が
、震
災
を
契
機
と
し
て
、ど
の
地
域
も
そ
の
地

域
な
り
に
、創
造
的
な
ま
ち
づ
く
り
、新
た
な
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

④
交
通
ア
ク
セ
ス
の
飛
躍
的
改
善

　三
陸
沿
岸
に
と
っ
て
は
良
か
っ
た
こ
と
は
、

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
及
び
釜
石
自
動
車
道
と
宮

古
盛
岡
横
断
道
路
の
整
備
、そ
し
て
三
陸
鉄
道

の
南
北
リ
ア
ス
線
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
す
。

今
回
の
震
災
が
な
け
れ
ば
、多
分
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。あ
る
い
は
非
常
に
時
間
が
か

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。震
災
で
多
額
の
復
興

交
付
金
が
付
き
、陸
の
孤
島
と
言
わ
れ
て
い
た

三
陸
の
交
通
状
況
が
飛
躍
的
に
改
善
し
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
地
域
活

性
化
の
可
能
性
が
上
が
り
ま
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
当
面
は
ス
ト
ロ
ー
効
果
の
方
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。三
陸
は
釜
石
市
も
宮
古
市

も
盛
岡
市
か
ら
非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
行
政
も
民
間
も
支
所
や
支
社
を
設
け

て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
道
路
状
況
が
良
く
な

っ
た
こ
と
で
、支
所
や
支
社
な
ど
は
引
き
払
わ

れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
商
業
施

設
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、産
業
の
立
地
や
物
流
、特
に
観
光
面
で

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

⑤
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
今
後
に
期
待

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」（
青
森
県
八
戸
市

蕪
島
〜
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
間
、
全
長

1
0
0
0
㎞
を
超
え
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
イ

ル
）が
で
き
た
の
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。環
境
省
は
随
分
頑
張
り
ま
し
た
。路
線
を
決

め
る
時
に
、地
域
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
っ
た
こ
と
も
良
か
っ
た
で
す
。

　私
も
少
し
だ
け
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。岩
手
大
学
の
学
生
や
釜
石
東
中
学
校
の
生

徒
さ
ん
達
と
一
緒
に
、釜
石
市
箱
崎
半
島
の
34

㎞
区
間
に
つ
い
て
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

作
り
、宝
来
館
に
置
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　潮
風
ト
レ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、日
本
人
で
も

な
か
な
か
歩
か
な
い
場
所
を
、実
際
に
外
国
人

が
歩
い
て
い
ま
す
。な
に
ぶ
ん
長
距
離
で
す
か

ら
管
理
が
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、大
き
な
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

⑥
一
番
は
、被
災
地
外
の
人
と
の
つ
な
が
り

　震
災
後
に
一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
、被
災
地

以
外
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
で

す
。日
本
中
、世
界
中
に
東
北
の
フ
ァ
ン
が
い
ま

す
。こ
れ
は
被
災
地
に
と
っ
て
本
当
に
大
き
な

こ
と
で
す
。

　震
災
後
に
や
っ
て
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
は
被
災
地
の
た
め
に
本
当
に
よ
く
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。地
元
の
皆
さ
ん
は
、心
か
ら
感

謝
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。結
果
と
し
て
、東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、あ
る
意
味
で
、日
本

で
一
番
、受
け
入
れ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
あ
る

地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　十
年
が
経
過
し
、つ
な
が
り
が
薄
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、だ

か
ら
こ
そ
、そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。せ
っ
か
く
知
名

度
も
上
が
り
、つ
な
が
り
も
で
き
た
の
で
す
か

ら
、そ
の
つ
な
が
り
を
復
興
の
先
の
地
域
振
興

に
ど
れ
だ
け
生
か
せ
る
か
が
、こ
れ
か
ら
の
地

域
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手
・
文

　寺
崎
竜
雄
・
吉
澤
清
良

般
的
に
は
地
縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

　た
だ
、地
縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
町

内
会
は
、そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の

互
助
組
織
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
、観
光
を
目

的
と
し
て
い
ま
せ
ん
し
、そ
も
そ
も
そ
の
発
想

自
体
が
あ
り
ま
せ
ん
。新
し
く
何
か
事
業
を
行

う
主
体
に
は
な
か
な
か
な
り
え
な
い
の
で
す
。

　例
え
ば
根
浜
で
あ
れ
ば
、岩
崎
さ
ん
や
若
い

人
た
ち
、地
区
の
有
志
が
、震
災
復
興
や
そ
の
先

の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
作
り
、一
般
社
団
法
人
な
ど
を
立
ち
上
げ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。町
内
会
が
観
光
事
業
を
行

う
例
は
、私
が
知
る
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。震

災
を
契
機
に
新
た
に
テ
ー
マ
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
で
き
て
観
光
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

捉
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
か
ら
、テ
ー
マ
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

も
と
も
と
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
が
主
導

し
て
構
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、U
タ
ー
ン

や
I
タ
ー
ン
で
や
っ
て
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

そ
の
地
域
を
気
に
入
り
、何
か
し
ら
地
域
に
貢

献
し
た
い
と
観
光
事
業
を
興
し
て
、継
続
的
に

関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
中
で
で
き
あ
が
っ
て

き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

三
陸
復
興
の
過
程
で

生
ま
れ
て
き
た
も
の
、

観
光
は
そ
の
特
徴
的
な

存
在
の
ひ
と
つ

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
阪
神
淡
路
大
震
災
で
定
着

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。阪
神
淡
路
大
震
災

で
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、「
復
興
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」が
た
く
さ
ん
で
き
た
こ
と
。そ
し
て
復
興

が
あ
る
程
度
落
ち
着
き
を
み
せ
た
後
、〝
一
般
の

ま
ち
づ
く
り
〞が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
、都
市
部
で

は
多
少
似
た
状
況
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、東
北
の
被
災
地
の
大
半
は
農
業
や
漁
業
を

生
業
と
し
た
農
漁
村
部
で
す
。住
宅
再
建
が
終

わ
れ
ば
、そ
こ
か
ら
先
の
村
づ
く
り
、ま
ち
づ
く

り
に
、地
域
外
の
人
が
関
わ
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
代
わ
り
に
先
ほ
ど

紹
介
し
た
浪
板
海
岸
、根
浜
の
よ
う
に
観
光
に

関
わ
る
取
り
組
み
が
生
ま
れ
ま
し
た
。三
陸
で

は
、特
産
品
の
開
発
も
含
め
て
、観
光
に
よ
る
地

域
振
興
が
展
開
さ
れ
て
い
る
例
が
い
く
つ
も
見

ら
れ
ま
す
。

　都
市
部
の
神
戸
市
の
地
域
課
題
は
ま
ち
づ
く

り
で
、ま
ち
育
て
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま

し
た
。一
方
で
、三
陸
や
仙
台
湾
岸
の
地
域
課
題

は
ま
さ
に
地
域
振
興
、地
域
活
性
化
で
し
た
。住

民
や
復
興
支
援
に
入
っ
た
よ
う
な
人
材
な
ど
が

関
わ
り
、三
陸
復
興
の
過
程
で
生
ま
れ
て
き
た

も
の
、そ
の
意
味
で
は
、観
光
は
一
つ
の
特
徴
的

な
存
在
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
の
振
興
は
ま
だ
道
半
ば
、

震
災
遺
構
や
伝
承
施
設
が

新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
に

　　震
災
と
観
光
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。宮
城
県
に
は
比
較
的
多
く
の
震
災
遺

構
が
残
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、山
元
町
に
は
震

災
遺
構
と
し
て
整
備
さ
れ
た「
中
浜
小
学
校
」が

あ
り
ま
す
。素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
の
は
、当
時

の
先
生
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
語
り
部
を
し
て

い
る
こ
と
で
す
。「
津
波
が
来
る
。学
校
を
離
れ

て
逃
げ
る
か
、そ
れ
と
も
学
校
の
屋
上
に
避
難

す
る
か
」と
い
う
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
、最
終

的
に
は
屋
上
に
避
難
し
て
助
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。そ
の
時
の
緊
迫
し
た
様
子
を
当
事
者
か

ら
直
接
伺
う
こ
と
が
で
き
、非
常
に
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
運
営
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、震
災
遺
構
の
価
値
が
高
ま
る

の
で
す
。震
災
遺
構
の
活
用
に
つ
い
て
は
、運
営

体
制
が
重
要
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　岩
手
県
釜
石
市
で
も
鵜
住
居
駅
前
に
伝
承
施

設（「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来
館
」）が
で
き
ま
し

た
。運
営
に
は
釜
石
東
中
学
の
卒
業
生
が
加
わ

っ
て
い
ま
す
。若
い
人
た
ち
で
す
が
、非
常
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　す
ぐ
隣
は
震
災
で
多
く
の
方
が
避
難
し
犠
牲

と
な
っ
た「
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
」が
あ

っ
た
場
所
な
の
で
す
が
、そ
の
跡
地
は「
釜
石
祈

り
の
パ
ー
ク
」と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。駅

前
に
伝
承
施
設
と
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
が
併
設

さ
れ
て
い
る
の
で
、多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。

芳
名
板
に
は
釜
石
市
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
た
く

さ
ん
の
方
々
の
お
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す

が
、そ
こ
に
立
つ
と
心
に
感
じ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　一
般
の
観
光
客
だ
と
、見
学
や
体
験
は
せ
い

ぜ
い
一
、二
時
間
程
度
で
し
ょ
う
。通
常
の
観
光

地
の
他
に
、せ
っ
か
く
三
陸
や
被
災
地
に
来
た

の
だ
か
ら
と
東
日
本
大
震
災
ゆ
か
り
の
場
所
に

も
立
ち
寄
る
と
い
う
動
き
方
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
。観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に
震
災
遺
構
や

伝
承
施
設
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

修
学
旅
行
や
震
災
を
学
ぼ
う
と
い
う
一
部
の
人

以
外
は
大
体
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。伝

承
施
設
の
中
で
お
金
を
使
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
が
、地
域
に
飲
食
や
お
土
産
と
い
う

形
で
お
金
を
落
と
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ
の
意
味
で
も
地
域
振
興
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　岩
手
県
で
は
陸
前
高
田
市
の「
高
田
松
原
津

波
復
興
祈
念
公
園
」が
、2
0
2
1
年
度
に
開
業

と
な
り
ま
す
。そ
れ
に
先
立
っ
て「
東
日
本
大
震

災
津
波
伝
承
館
」は
既
に
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、

か
な
り
の
集
客
が
あ
り
ま
す
。仙
台
方
面
か
ら

来
る
と
、陸
前
高
田
市
が
岩
手
県
の
入
口
と
な

る
の
で
、そ
こ
か
ら
北
の
大
船
渡
市
や
釜
石
市
、

宮
古
市
、久
慈
市
な
ど
に
、旅
行
者
を
ど
の
よ
う

に
引
っ
張
っ
て
い
け
る
か
が
課
題
と
な
り
ま

す
。　た

だ
、復
興
過
程
を
通
し
て
、被
災
地
の
産
業

東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
は
岩

手
県
陸
前
高
田
市
の
高
田
松
原
津

波
復
興
祈
念
公
園
内
に
あ
る
。館

内
は
4
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
。
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被
災
地
と
の
か
か
わ
り
、

続
く
、震
災
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み

　私
は
五
年
前
に
東
日
本
大
震
災（
以
下
、大
震

災
、震
災
と
も
表
記
）を
特
集
し
た「
観
光
文
化

2
2
9
号（
2
0
1
6
年
4
月
発
行
）」の
中
で
、

震
災
後
に
地
域
住
民
が
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
例
を
い
く
つ
か
お
話
し
し
ま

し
た
。

　そ
の
時
に
紹
介
し
た
岩
手
県
大
槌
町
の「
お

ら
が
大
槌
夢
広
場
」は
、当
時
は
語
り
部
ガ
イ
ド

や
研
修
の
受
け
入
れ
、若
手
人
材
の
育
成
が
中

心
で
し
た
が
、今
で
は
そ
れ
ら
に
加
え
て
、町
の

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
お
し
ゃ
っ
ち
」の
指
定
管

理
者
と
な
り
、町
全
体
の
文
化
交
流
や
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、同
じ
大
槌
町
の「
浪
板
海
岸
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」は
、サ
ー
フ
ァ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
中
心

と
な
り
、施
設
整
備
や
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
後
、約
2
万
筆

の
署
名
を
集
め
て
、浪
板
海
岸
の
砂
浜
の
再
生

に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　岩
手
県
釜
石
市
の「
根
浜
海
岸
」で
は
、宝
来

館
の
岩
崎
昭
子
女
将
ら
、根
浜
地
区
の
住
民
や
、

「
一
般
社
団
法
人
三
陸
ひ
と
つ
な
ぎ
自
然
学
校
」

を
中
心
に「
一
般
社
団
法
人
根
浜
M
I
N
D
」を

立
ち
上
げ
て
、根
浜
地
区
の
復
興
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。英
国
式
ボ
ー
ト
レ
ス

キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
避
難
道
整
備
、語

り
部
ガ
イ
ド
、防
災
学
習
・
観
光
旅
行
等
の
受
け

入
れ
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
の
開
発
、ハ
マ
ボ
ウ

フ
ウ
の
活
用
な
ど
で
す
。近
年
よ
う
や
く
グ
ラ

ウ
ン
ド
、キ
ャ
ン
プ
場
、海
岸
な
ど
の
ハ
ー
ド
の

設
備
が
整
い
、今
後
は
こ
れ
ら
の
施
設
を
活
用

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。去

年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る

っ
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
中
で
も
、根
浜
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
キ
ャ
ン
プ
場
を
使
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
遊
ば
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
は
テ
ー
マ
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
導

　こ
の
よ
う
に
被
災
地
で
は
様
々
な
取
り
組
み

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
で
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、大
き
く
は
町
内

会
の
よ
う
な「
地
縁
型
」と
、N
P
O
な
ど
の
目

的
を
持
っ
た「
テ
ー
マ
型
」の
二
つ
に
分
か
れ
ま

す
。根
浜
に
は
そ
の
両
方
が
存
在
し
ま
す
が
、一

構
造
は
大
き
く
は
変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。三

陸
の
基
幹
産
業
は
基
本
的
に
は
漁
業
で
、仙
台

湾
岸
は
農
業
で
す
。十
年
間
、生
業
の
再
建
に
大

き
な
お
金
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
間
は

大
工
事
が
行
わ
れ
、何
と
言
っ
て
も
建
設
業
が

好
調
で
し
た
。そ
れ
が
一
段
落
し
、建
設
業
が
稼

い
で
い
た
分
を
他
の
産
業
で
の
埋
め
合
わ
せ
が

で
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、ま
だ
ま
だ
で
す
。

　農
林
漁
業
の
再
建
に
比
べ
る
と
、観
光
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
後
回
し
に
さ
れ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
市
町
村
に
よ
っ
て
違
い
は
あ

り
ま
す
が
。い
ず
れ
に
せ
よ
観
光
の
振
興
は
ま

だ
途
中
段
階
で
あ
り
、観
光
で
稼
げ
る
よ
う
に

な
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　ち
な
み
に
、そ
の
よ
う
な
段
階
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
問
題
が
起
き
て
し
ま
い
、被

災
地
の
観
光
業
に
大
き
な
痛
手
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

震
災
復
興
か
ら
の
教
訓
、

被
災
地
が
得
た
も
の

　東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
を
振
り
返
り
、震

災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓
、被
災
地
が
震
災
復

興
を
通
し
て
得
た
も
の
な
ど
、思
う
と
こ
ろ
を

い
く
つ
か
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

震
災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓

①
行
政
機
能
が
麻
痺
し
た
自
治
体
に
は
、プ
ッ

シ
ュ
型
の
支
援
を

　東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、非
常
に
広
域

で
多
様
で
す
。そ
の
中
に
は
職
員
の
多
く
が
亡

く
な
り
、行
政
機
能
が
麻
痺
し
て
し
ま
っ
た
自

治
体
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。岩
手
県
陸
前
高

田
市
や
大
槌
町
、宮
城
県
女
川
町
、南
三
陸
町
な

ど
で
す
。そ
う
し
た
市
町
村
に「
市
町
村
主
導
の

復
興
を
」と
言
わ
れ
て
も
、主
導
も
何
も
そ
の
よ

う
な
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。行
政
機
能

が
麻
痺
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、何
を
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
判
断
も
十
分
に
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
。

　そ
う
し
た
地
域
に
は
別
な
形
の
支
援
、簡
単

に
い
う
と
、国
や
県
は
も
っ
と
プ
ッ
シ
ュ
型
の

支
援
を
す
る
べ
き
で
し
た
。被
災
直
後
に
は
、甚

大
な
被
害
を
受
け
た
自
治
体
に
代
わ
っ
て
当
面

の
対
応
を
主
導
、指
示
す
る
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、

事
に
当
た
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を

　私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と「
地
縁
型
」の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
関
わ
っ
て
き
た
の
で
す

が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
支
援
が
非
常
に

手
薄
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、阪
神
淡
路
大

震
災
の
あ
と
に
は
、被
災
者
個
人
に
対
す
る
支

援
制
度
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、東
日
本
大
震

災
で
は
、中
小
企
業
向
け
に
グ
ル
ー
プ
補
助
金

や
仮
設
店
舗
等
整
備
へ
の
新
し
い
支
援
制
度
も

で
き
ま
し
た
。

　そ
れ
に
比
べ
る
と
、町
内
会
・
自
治
会
等
、地

縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
支
援
は
か
な

り
手
薄
で
し
た
。震
災
直
後
、地
域
住
民
は
複
数

の
避
難
所
等
に
ば
ら
ば
ら
に
避
難
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
、町
内
会
は
地
元
住
民
の
安
否

の
確
認
さ
え
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。行
政
は
住

民
の
安
否
や
所
在
が
分
か
っ
た
段
階
に
な
っ
て

も
、個
人
情
報
の
保
護
を
理
由
に
そ
う
し
た
情

報
を
出
さ
な
か
っ
た（
出
せ
な
か
っ
た
）の
で

す
。な
の
で
町
内
会
の
役
員
さ
ん
た
ち
は
、自
分

た
ち
で
人
づ
て
に
情
報
を
集
め
て
回
り
ま
し

た
。本
来
、行
政
は
町
内
会
に
情
報
提
供
し
、町

内
会
活
動
の
再
開
の
き
っ
か
け
に
す
べ
き
で
し

た
が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。ま
た
、町
内
会
活
動
の
再
開
に
対

す
る
金
銭
的
支
援
も
一
切
な
く
、非
常
に
苦
労

し
ま
し
た
。釜
石
市
な
ど
は
住
民
が
希
望
す
れ

ば
仮
設
の
集
会
所
を
造
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

多
く
の
地
域
に
は
住
民
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き

る
場
所
さ
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

　こ
う
し
た
状
況
下
で「
復
興
計
画
」を
策
定
す

る
こ
と
に
な
る
訳
で
す
が
、復
興
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
、自
治
体
は
住
民
た
ち
の
意
見
を
聞

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。と
こ
ろ
が
、住
民
が

そ
も
そ
も
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
か

ら
、意
向
集
約
を
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
。釜
石
市
根
浜
地
区
の
よ
う
に
地
域
力

の
あ
る
程
度
強
か
っ
た
所
は
、住
民
た
ち
自
身

が
人
を
集
め
、地
区
と
し
て
の
意
向
集
約
が
で

き
ま
し
た
。し
か
し
そ
れ
が
で
き
ず
に
、行
政
と

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
作
っ
た
復
興
計
画
が
、そ

の
ま
ま
通
っ
て
し
ま
っ
た
所
も
た
く
さ
ん
あ
る

わ
け
で
す
。

　次
に
大
災
害
が
あ
っ
た
と
き
は
、住
民
同
士

の
情
報
共
有
や
集
会
な
ど
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を
し
っ
か
り
行
う

こ
と
が
大
変
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
合
意
形
成
、住
民
参
加
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
経
験
値
を
上
げ
る

　復
興
計
画
や
復
興
事
業
計
画
の
策
定
に
関
連

し
て
、合
意
形
成
や
住
民
参
加
の
重
要
性
が

度
々
説
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、実
際
に
は
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。比
較
的
う
ま
く
い
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
の
は
、宮
城
県
東
松
島
市
や
岩

沼
市
、福
島
県
新
地
町
な
ど
で
す
。共
通
す
る
の

は
、あ
る
程
度
、震
災
前
か
ら
い
わ
ゆ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
て
、住
民
参
加

や
合
意
形
成
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
と
い
う
こ

と
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、人
の
話
を
よ
く
聞

く
、調
整
型
の
首
長
さ
ん
が
多
い
印
象
も
あ
り

ま
す
。

　私
も
復
興
計
画
・
復
興
事
業
計
画
の
策
定
に

関
わ
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、行
政
の
対
応

に
違
和
感
、と
い
う
か
腹
立
た
し
さ
を
感
じ
た

こ
と
は
何
度
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、こ
ち
ら
が

住
民
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
な
が
ら
作
っ
た

計
画
を
、向
こ
う（
行
政
側
）の
都
合
で
勝
手
に

変
え
て
く
る
の
で
す
。事
業
制
度
に
慣
れ
て
い

な
い
職
員
さ
ん
が
や
る
こ
と
で
す
か
ら
、知
識

不
足
、経
験
不
足
、時
間
不
足
で
、十
分
な
対
応

が
で
き
な
い
の
は
理
解
で
き
ま
す
。そ
れ
は
仕

方
な
い
と
し
て
も
、代
わ
り
に
提
示
す
る
計
画

が
住
民
側
の
考
え
を
全
く
台
無
し
に
す
る
も
の

で
、そ
れ
を
ポ
ン
と
出
し
て
、「
こ
れ
で
い
き
た

い
」と
来
る
。お
そ
ら
く
、こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う
な

や
り
方
で
や
っ
て
き
て
、そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。住
民
参
加
や
合
意
形
成
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
慣
れ
て
い
る
職
員
は
、

そ
う
い
っ
た
や
り
方
は
し
ま
せ
ん
。説
明
の
仕

方
も
う
ま
く
、話
の
持
っ
て
い
き
方
も
、「
実
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
計
画
を
練
り

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、ど
う
で

し
ょ
う
か
」と
い
う
形
で
来
る
の
で
す
。

　当
時
は
、私
も
い
ち
い
ち
怒
っ
て
い
た
の
で

す
が
、少
し
冷
静
に
な
れ
ば
、生
ま
れ
て
初
め
て

行
う
事
業
で
経
験
も
な
く
、道
路
整
備
な
ど
と

同
じ
感
覚
で
進
め
て
い
る
の
だ
か
ら
仕
方
な
い

か
と
も
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。た
だ
、自

分
た
ち
が
う
ま
く
で
き
な
け
れ
ば
、き
ち
ん
と

分
か
る
人
た
ち
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
一
緒
に
や

ろ
う
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
ほ
し
か
っ
た
で

す
。

④
復
興
の
過
渡
期
で
も
き
ち
ん
と
し
た
生
活

を
保
障
す
べ
き

　こ
の
十
年
で
、住
宅
再
建
な
ど
ハ
ー
ド
面
は

大
体
完
了
し
ま
し
た
。た
だ
、非
常
に
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、

「
復
興
ま
で
の
過
渡
期
は
、あ
る
程
度
、我
慢
す

る
必
要
が
あ
る
」と
い
う
暗
黙
の
認
識
で
す
。仮

設
住
宅
自
体
の
作
り
も
そ
う
で
す
が
、場
所
も

不
便
な
所
に
あ
り
ま
し
た
。通
学
路
も
ひ
ど
い

も
の
で
、夜
は
真
っ
暗
と
い
う
と
こ
ろ
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
劣
悪
な
生
活
環
境

の
中
で
、小
学
校
に
入
学
し
卒
業
す
る
子
ど
も

た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。被
災
地
で
な
け

れ
ば
当
然
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
遊
び
場
な
ど
も
き

わ
め
て
不
十
分
で
し
た
。要
す
る
に
生
活
環
境

が
あ
ま
り
芳
し
く
な
か
っ
た
、整
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
。

　我
が
国
の
避
難
所
の
劣
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、避
難
所
の
生
活
環
境
が
大
幅

に
向
上
し
ま
し
た
が
、同
じ
よ
う
に
復
興
ま
で

の
過
渡
期
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
も
、も
う
少

し
配
慮
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。「
過
渡
期
だ
か

ら
我
慢
す
る
の
が
当
然
だ
」と
い
う
考
え
方
を

改
め
、「
過
渡
期
で
も
き
ち
ん
と
し
た
生
活
環
境

を
保
障
す
る
」と
い
う
考
え
に
立
っ
て
、今
後
は

過
渡
期
の
生
活
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
て
い
く
べ
き

で
し
ょ
う
。

⑤
地
域
を
象
徴
す
る
風
景
の
復
興
が
復
興
感

を
高
め
る

　観
光
に
関
わ
る
こ
と
で
は
、風
景
の
復
興
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。農
村
で
は
そ
の
地
域
の
大
部

分
を
水
田
の
風
景
が
占
め
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、被
災
し
た
水
田
の
復
旧
が
進
み
景
色
が
戻

っ
た
こ
と
で
、被
災
地
に
い
る
人
の
気
分
が
大

き
く
変
化
し
た
と
い
う
体
験
を
何
度
も
し
ま
し

た
。　宅

地
に
つ
い
て
も
、瓦
礫
は
一
年
ぐ
ら
い
で
大

体
片
付
い
た
の
で
す
が
、そ
の
状
態
の
景
色
が

二
年
も
三
年
も
、長
い
所
で
は
五
年
も
続
く
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
自
然
海
岸
な
ど
も
、砂

浜
の
景
色
が
随
分
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
ほ
ど
か
ら
名
前
を
挙
げ
て
い
る
浪
板
海
岸
も

根
浜
海
岸
も
未
だ
に
再
生
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

多
分
、あ
の
海
岸
の
景
色
が
戻
れ
ば
、復
興
し
た

と
い
う
感
じ
が
相
当
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　今
の
復
興
政
策
は
住
宅
再
建
が
最
優
先
で

す
。産
業
は
そ
の
次
で
、風
景
な
ど
は
認
識
も
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、復
興
事
業
の
進
捗
と

被
災
者
の
復
興
感
の
推
移
は
概
ね
比
例
し
て
い

ま
す
。そ
れ
を
考
え
る
と
、そ
の
地
域
を
象
徴
す

る
風
景
の
復
興
と
い
う
こ
と
を
、も
う
少
し
重

視
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　風
景
の
復
興
に
あ
た
っ
て
は
、そ
こ
住
ん
で

い
る
人
か
ら
す
れ
ば
、や
は
り
元
の
風
景
に
戻

す
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
が
、津
波
被
災

地
で
は
、元
の
場
所
に
住
む
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
か
ら
、風
景
は
変
わ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

海
を
見
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
人
た
ち
も
、高

台
に
移
転
し
、自
分
た
ち
の
生
活
空
間
か
ら
見

え
る
海
の
風
景
が
変
わ
り
ま
し
た
。多
く
の
地

域
で
は
高
い
防
潮
堤
が
造
ら
れ
た
の
で
、高
台

か
ら
で
も
海
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。防
潮
堤
の
問
題
は
こ
こ
で
は
取
り
上

げ
ま
せ
ん
が
、教
訓
と
し
て
今
後
し
っ
か
り
ま

と
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

す
。

⑥
管
理
者
の
い
な
い
自
然
風
景
地
の
再
生
の

難
し
さ

　風
景
の
復
興
に
関
連
し
ま
す
が
、自
然
海
岸

の
再
生
が
難
し
い
こ
と
に
も
今
回
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。要
は
管
理
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。防
潮
堤
に
は
国
土
交
通
省
や
農
林
水
産

省
な
ど
、管
理
者
が
い
る
わ
け
で
す
。こ
れ
に
対

し
て
、自
然
海
岸
の
場
合
、管
理
者
が
お
ら
ず
、

音
頭
を
取
っ
て
再
生
し
よ
う
と
い
う
主
体
が
い

な
い
こ
と
が
問
題
の
一
端
で
し
た
。
　
　

　で
は
、陸
前
高
田
市
の
高
田
松
原
が
な
ぜ
で

き
た
か
。そ
れ
は「
高
田
松
原
」と
し
て
国
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、そ
し
て
何
よ
り

陸
前
高
田
市
と
市
民
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
一
生
懸
命
に
再
生
に
尽
力
し
た
か
ら
で
す
。

自
然
海
岸
な
ど
管
理
者
が
い
な
い
所
は
、復
旧

や
復
興
に
向
け
て
推
進
の
体
制
が
な
く
、放
っ

て
お
か
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。浪
板
海
岸
の

場
合
は
サ
ー
フ
ァ
ー
有
志
が
頑
張
り
、根
浜
海

岸
で
は
地
元
住
民
が
頑
張
り
ま
し
た
。行
政
側

の
体
制
が
整
っ
て
い
な
く
て
も
、そ
の
場
所
に

思
い
を
持
っ
た
人
た
ち
が
い
れ
ば
、な
ん
と
か

な
る
と
い
う
良
い
事
例
か
と
思
い
ま
す
。

　考
え
て
み
れ
ば
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
標

榜
さ
れ
て
い
る
時
代
で
す
。制
度
や
行
政
の
仕

組
み
の
問
題
だ
と
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、思

い
を
持
っ
た
人
た
ち
の
主
体
的
な
動
き
に
よ
っ

て
、自
然
風
景
地
の
再
生
を
進
め
て
い
く
の
が
、

本
当
は
良
い
形
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

震
災
復
興
か
ら
得
た
も
の

①
故
郷
の
た
め
に
何
か
し
た
い
、若
者
の
意
識

覚
醒

　震
災
復
興
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の

一
つ
は
、特
に
若
い
人
た
ち
の
覚
醒
で
す
。そ
こ

に
住
ん
で
い
た
人
も
出
身
者
も
、故
郷
が
こ
の

よ
う
な
悲
惨
な
状
況
と
な
り
、そ
の
復
興
の
た

め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
若
い
人
た
ち
が
増
え

ま
し
た
。観
光
関
連
の
取
り
組
み
で
多
少
目
立

っ
た
こ
と
を
し
て
い
る
の
は
、そ
う
い
っ
た
人

た
ち
が
多
い
で
す
。

　若
い
人
中
心
に
故
郷
へ
の
愛
着
が
増
し
、故

郷
の
再
生
に
向
け
て
実
際
に
力
を
振
る
っ
て
い

る
。こ
れ
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

②
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
経
験
値
が
上
昇

　先
ほ
ど
お
話
し
し
た
自
治
体
と
住
民
と
の
関

係
性
の
話
で
は
、復
興
の
過
程
で
様
々
な
行
き

違
い
や
反
目
も
あ
り
ま
し
た
が
、良
く
も
悪
く

も
喧
嘩
し
な
が
ら
で
も
、以
前
に
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
く
ら
い
、話
し
合
い
を
た
く
さ
ん
行
っ

て
き
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
経
験
値
は
上
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　大
槌
町
な
ど
は
典
型
的
で
、行
政
と
地
元
が

喧
嘩
ば
か
り
し
て
い
た
印
象
も
あ
り
ま
す
が
、

今
で
は
、役
場
は
役
場
が
で
き
る
こ
と
を
、住
民

も
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で

と
、良
い
意
味
で
よ
り
主
体
性
が
出
て
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

③
震
災
を
契
機
に
、創
造
的
復
興
を
推
進

　単
に
震
災
前
の
状
態
に
戻
す
の
で
は
な
く
、

よ
り
良
い
状
態
に
す
る
こ
と
を「
創
造
的
復
興
」

と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
が
、津
波
で
非
常
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
自
治
体
は
、そ
れ
ぞ
れ

が
創
造
的
復
興
、創
造
的
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　例
え
ば
、釜
石
市
は
大
き
な
防
潮
堤
も
造
ら

ず
、か
さ
上
げ
も
せ
ず
、既
成
の
市
街
地
を
活
性

化
し
よ
う
と
、ま
ち
づ
く
り
会
社
を
作
っ
て
商

業
施
設
な
ど
も
誘
致
し
、い
ち
早
く
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。対
照
的
な
の
は

陸
前
高
田
市
や
大
船
渡
市
で
、か
さ
上
げ
区
画

を
整
備
し
、そ
こ
に
中
心
的
な
商
業
施
設
を
誘

致
す
る
と
い
う
形
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　最
終
的
に
ど
こ
が
う
ま
く
い
く
か
は
、も
う

十
年
ぐ
ら
い
見
て
み
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん

が
、震
災
を
契
機
と
し
て
、ど
の
地
域
も
そ
の
地

域
な
り
に
、創
造
的
な
ま
ち
づ
く
り
、新
た
な
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

④
交
通
ア
ク
セ
ス
の
飛
躍
的
改
善

　三
陸
沿
岸
に
と
っ
て
は
良
か
っ
た
こ
と
は
、

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
及
び
釜
石
自
動
車
道
と
宮

古
盛
岡
横
断
道
路
の
整
備
、そ
し
て
三
陸
鉄
道

の
南
北
リ
ア
ス
線
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
す
。

今
回
の
震
災
が
な
け
れ
ば
、多
分
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。あ
る
い
は
非
常
に
時
間
が
か

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。震
災
で
多
額
の
復
興

交
付
金
が
付
き
、陸
の
孤
島
と
言
わ
れ
て
い
た

三
陸
の
交
通
状
況
が
飛
躍
的
に
改
善
し
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
地
域
活

性
化
の
可
能
性
が
上
が
り
ま
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
当
面
は
ス
ト
ロ
ー
効
果
の
方
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。三
陸
は
釜
石
市
も
宮
古
市

も
盛
岡
市
か
ら
非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
行
政
も
民
間
も
支
所
や
支
社
を
設
け

て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
道
路
状
況
が
良
く
な

っ
た
こ
と
で
、支
所
や
支
社
な
ど
は
引
き
払
わ

れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
商
業
施

設
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、産
業
の
立
地
や
物
流
、特
に
観
光
面
で

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

⑤
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
今
後
に
期
待

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」（
青
森
県
八
戸
市

蕪
島
〜
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
間
、
全
長

1
0
0
0
㎞
を
超
え
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
イ

ル
）が
で
き
た
の
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。環
境
省
は
随
分
頑
張
り
ま
し
た
。路
線
を
決

め
る
時
に
、地
域
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
っ
た
こ
と
も
良
か
っ
た
で
す
。

　私
も
少
し
だ
け
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。岩
手
大
学
の
学
生
や
釜
石
東
中
学
校
の
生

徒
さ
ん
達
と
一
緒
に
、釜
石
市
箱
崎
半
島
の
34

㎞
区
間
に
つ
い
て
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

作
り
、宝
来
館
に
置
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　潮
風
ト
レ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、日
本
人
で
も

な
か
な
か
歩
か
な
い
場
所
を
、実
際
に
外
国
人

が
歩
い
て
い
ま
す
。な
に
ぶ
ん
長
距
離
で
す
か

ら
管
理
が
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、大
き
な
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

⑥
一
番
は
、被
災
地
外
の
人
と
の
つ
な
が
り

　震
災
後
に
一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
、被
災
地

以
外
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
で

す
。日
本
中
、世
界
中
に
東
北
の
フ
ァ
ン
が
い
ま

す
。こ
れ
は
被
災
地
に
と
っ
て
本
当
に
大
き
な

こ
と
で
す
。

　震
災
後
に
や
っ
て
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
は
被
災
地
の
た
め
に
本
当
に
よ
く
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。地
元
の
皆
さ
ん
は
、心
か
ら
感

謝
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。結
果
と
し
て
、東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、あ
る
意
味
で
、日
本

で
一
番
、受
け
入
れ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
あ
る

地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　十
年
が
経
過
し
、つ
な
が
り
が
薄
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、だ

か
ら
こ
そ
、そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。せ
っ
か
く
知
名

度
も
上
が
り
、つ
な
が
り
も
で
き
た
の
で
す
か

ら
、そ
の
つ
な
が
り
を
復
興
の
先
の
地
域
振
興

に
ど
れ
だ
け
生
か
せ
る
か
が
、こ
れ
か
ら
の
地

域
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手
・
文

　寺
崎
竜
雄
・
吉
澤
清
良

般
的
に
は
地
縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

　た
だ
、地
縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
町

内
会
は
、そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の

互
助
組
織
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
、観
光
を
目

的
と
し
て
い
ま
せ
ん
し
、そ
も
そ
も
そ
の
発
想

自
体
が
あ
り
ま
せ
ん
。新
し
く
何
か
事
業
を
行

う
主
体
に
は
な
か
な
か
な
り
え
な
い
の
で
す
。

　例
え
ば
根
浜
で
あ
れ
ば
、岩
崎
さ
ん
や
若
い

人
た
ち
、地
区
の
有
志
が
、震
災
復
興
や
そ
の
先

の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
作
り
、一
般
社
団
法
人
な
ど
を
立
ち
上
げ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。町
内
会
が
観
光
事
業
を
行

う
例
は
、私
が
知
る
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。震

災
を
契
機
に
新
た
に
テ
ー
マ
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
で
き
て
観
光
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

捉
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
か
ら
、テ
ー
マ
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

も
と
も
と
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
が
主
導

し
て
構
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、U
タ
ー
ン

や
I
タ
ー
ン
で
や
っ
て
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

そ
の
地
域
を
気
に
入
り
、何
か
し
ら
地
域
に
貢

献
し
た
い
と
観
光
事
業
を
興
し
て
、継
続
的
に

関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
中
で
で
き
あ
が
っ
て

き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

三
陸
復
興
の
過
程
で

生
ま
れ
て
き
た
も
の
、

観
光
は
そ
の
特
徴
的
な

存
在
の
ひ
と
つ

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
阪
神
淡
路
大
震
災
で
定
着

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。阪
神
淡
路
大
震
災

で
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、「
復
興
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」が
た
く
さ
ん
で
き
た
こ
と
。そ
し
て
復
興

が
あ
る
程
度
落
ち
着
き
を
み
せ
た
後
、〝
一
般
の

ま
ち
づ
く
り
〞が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
、都
市
部
で

は
多
少
似
た
状
況
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、東
北
の
被
災
地
の
大
半
は
農
業
や
漁
業
を

生
業
と
し
た
農
漁
村
部
で
す
。住
宅
再
建
が
終

わ
れ
ば
、そ
こ
か
ら
先
の
村
づ
く
り
、ま
ち
づ
く

り
に
、地
域
外
の
人
が
関
わ
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
代
わ
り
に
先
ほ
ど

紹
介
し
た
浪
板
海
岸
、根
浜
の
よ
う
に
観
光
に

関
わ
る
取
り
組
み
が
生
ま
れ
ま
し
た
。三
陸
で

は
、特
産
品
の
開
発
も
含
め
て
、観
光
に
よ
る
地

域
振
興
が
展
開
さ
れ
て
い
る
例
が
い
く
つ
も
見

ら
れ
ま
す
。

　都
市
部
の
神
戸
市
の
地
域
課
題
は
ま
ち
づ
く

り
で
、ま
ち
育
て
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま

し
た
。一
方
で
、三
陸
や
仙
台
湾
岸
の
地
域
課
題

は
ま
さ
に
地
域
振
興
、地
域
活
性
化
で
し
た
。住

民
や
復
興
支
援
に
入
っ
た
よ
う
な
人
材
な
ど
が

関
わ
り
、三
陸
復
興
の
過
程
で
生
ま
れ
て
き
た

も
の
、そ
の
意
味
で
は
、観
光
は
一
つ
の
特
徴
的

な
存
在
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
の
振
興
は
ま
だ
道
半
ば
、

震
災
遺
構
や
伝
承
施
設
が

新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
に

　　震
災
と
観
光
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。宮
城
県
に
は
比
較
的
多
く
の
震
災
遺

構
が
残
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、山
元
町
に
は
震

災
遺
構
と
し
て
整
備
さ
れ
た「
中
浜
小
学
校
」が

あ
り
ま
す
。素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
の
は
、当
時

の
先
生
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
語
り
部
を
し
て

い
る
こ
と
で
す
。「
津
波
が
来
る
。学
校
を
離
れ

て
逃
げ
る
か
、そ
れ
と
も
学
校
の
屋
上
に
避
難

す
る
か
」と
い
う
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
、最
終

的
に
は
屋
上
に
避
難
し
て
助
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。そ
の
時
の
緊
迫
し
た
様
子
を
当
事
者
か

ら
直
接
伺
う
こ
と
が
で
き
、非
常
に
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
運
営
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、震
災
遺
構
の
価
値
が
高
ま
る

の
で
す
。震
災
遺
構
の
活
用
に
つ
い
て
は
、運
営

体
制
が
重
要
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　岩
手
県
釜
石
市
で
も
鵜
住
居
駅
前
に
伝
承
施

設（「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来
館
」）が
で
き
ま
し

た
。運
営
に
は
釜
石
東
中
学
の
卒
業
生
が
加
わ

っ
て
い
ま
す
。若
い
人
た
ち
で
す
が
、非
常
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　す
ぐ
隣
は
震
災
で
多
く
の
方
が
避
難
し
犠
牲

と
な
っ
た「
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
」が
あ

っ
た
場
所
な
の
で
す
が
、そ
の
跡
地
は「
釜
石
祈

り
の
パ
ー
ク
」と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。駅

前
に
伝
承
施
設
と
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
が
併
設

さ
れ
て
い
る
の
で
、多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。

芳
名
板
に
は
釜
石
市
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
た
く

さ
ん
の
方
々
の
お
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す

が
、そ
こ
に
立
つ
と
心
に
感
じ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　一
般
の
観
光
客
だ
と
、見
学
や
体
験
は
せ
い

ぜ
い
一
、二
時
間
程
度
で
し
ょ
う
。通
常
の
観
光

地
の
他
に
、せ
っ
か
く
三
陸
や
被
災
地
に
来
た

の
だ
か
ら
と
東
日
本
大
震
災
ゆ
か
り
の
場
所
に

も
立
ち
寄
る
と
い
う
動
き
方
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
。観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に
震
災
遺
構
や

伝
承
施
設
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

修
学
旅
行
や
震
災
を
学
ぼ
う
と
い
う
一
部
の
人

以
外
は
大
体
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。伝

承
施
設
の
中
で
お
金
を
使
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
が
、地
域
に
飲
食
や
お
土
産
と
い
う

形
で
お
金
を
落
と
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ
の
意
味
で
も
地
域
振
興
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　岩
手
県
で
は
陸
前
高
田
市
の「
高
田
松
原
津

波
復
興
祈
念
公
園
」が
、2
0
2
1
年
度
に
開
業

と
な
り
ま
す
。そ
れ
に
先
立
っ
て「
東
日
本
大
震

災
津
波
伝
承
館
」は
既
に
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、

か
な
り
の
集
客
が
あ
り
ま
す
。仙
台
方
面
か
ら

来
る
と
、陸
前
高
田
市
が
岩
手
県
の
入
口
と
な

る
の
で
、そ
こ
か
ら
北
の
大
船
渡
市
や
釜
石
市
、

宮
古
市
、久
慈
市
な
ど
に
、旅
行
者
を
ど
の
よ
う

に
引
っ
張
っ
て
い
け
る
か
が
課
題
と
な
り
ま

す
。　た

だ
、復
興
過
程
を
通
し
て
、被
災
地
の
産
業

東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
は
岩

手
県
陸
前
高
田
市
の
高
田
松
原
津

波
復
興
祈
念
公
園
内
に
あ
る
。館

内
は
4
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
。
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被
災
地
と
の
か
か
わ
り
、

続
く
、震
災
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み

　私
は
5
年
前
に
東
日
本
大
震
災（
以
下
、大
震

災
、震
災
と
も
表
記
）を
特
集
し
た「
観
光
文
化

2
2
9
号（
2
0
1
6
年
4
月
発
行
）」の
中
で
、

震
災
後
に
地
域
住
民
が
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
例
を
い
く
つ
か
お
話
し
し
ま

し
た
。

　そ
の
時
に
紹
介
し
た
岩
手
県
大
槌
町
の「
お

ら
が
大
槌
夢
広
場
」は
、当
時
は
語
り
部
ガ
イ
ド

や
研
修
の
受
け
入
れ
、若
手
人
材
の
育
成
が
中

心
で
し
た
が
、今
で
は
そ
れ
ら
に
加
え
て
、町
の

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
お
し
ゃ
っ
ち
」の
指
定
管

理
者
と
な
り
、町
全
体
の
文
化
交
流
や
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、同
じ
大
槌
町
の「
浪
板
海
岸
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」は
、サ
ー
フ
ァ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
中
心

と
な
り
、施
設
整
備
や
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
開
催

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
後
、約
2
万
筆
の

署
名
を
集
め
て
、浪
板
海
岸
の
砂
浜
の
再
生
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　岩
手
県
釜
石
市
の「
根
浜
海
岸
」で
は
、宝
来

館
の
岩
崎
昭
子
女
将
ら
、根
浜
地
区
の
住
民
や
、

「
一
般
社
団
法
人
三
陸
ひ
と
つ
な
ぎ
自
然
学
校
」

を
中
心
に「
一
般
社
団
法
人
根
浜
M
I
N
D
」を

立
ち
上
げ
て
、根
浜
地
区
の
復
興
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。英
国
式
ボ
ー
ト
レ
ス

キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
避
難
道
整
備
、語

り
部
ガ
イ
ド
、防
災
学
習
・
観
光
旅
行
等
の
受
け

入
れ
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
の
開
発
、ハ
マ
ボ
ウ

フ
ウ
の
活
用
な
ど
で
す
。近
年
よ
う
や
く
グ
ラ

ウ
ン
ド
、キ
ャ
ン
プ
場
、海
岸
な
ど
の
ハ
ー
ド
の

設
備
が
整
い
、今
後
は
こ
れ
ら
の
施
設
を
活
用

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。去

年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る

っ
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
中
で
も
、根
浜
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
キ
ャ
ン
プ
場
を
使
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
遊
ば
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
は
テ
ー
マ
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
導

　こ
の
よ
う
に
被
災
地
で
は
様
々
な
取
り
組
み

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
で
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、大
き
く
は
町
内

会
の
よ
う
な「
地
縁
型
」と
、N
P
O
な
ど
の
目

的
を
持
っ
た「
テ
ー
マ
型
」の
二
つ
に
分
か
れ
ま

す
。根
浜
に
は
そ
の
両
方
が
存
在
し
ま
す
が
、一

構
造
は
大
き
く
は
変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。三

陸
の
基
幹
産
業
は
基
本
的
に
は
漁
業
で
、仙
台

湾
岸
は
農
業
で
す
。十
年
間
、生
業
の
再
建
に
大

き
な
お
金
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
間
は

大
工
事
が
行
わ
れ
、何
と
言
っ
て
も
建
設
業
が

好
調
で
し
た
。そ
れ
が
一
段
落
し
、建
設
業
が
稼

い
で
い
た
分
を
他
の
産
業
で
の
埋
め
合
わ
せ
が

で
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、ま
だ
ま
だ
で
す
。

　農
林
漁
業
の
再
建
に
比
べ
る
と
、観
光
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
後
回
し
に
さ
れ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
市
町
村
に
よ
っ
て
違
い
は
あ

り
ま
す
が
。い
ず
れ
に
せ
よ
観
光
の
振
興
は
ま

だ
途
中
段
階
で
あ
り
、観
光
で
稼
げ
る
よ
う
に

な
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　ち
な
み
に
、そ
の
よ
う
な
段
階
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
問
題
が
起
き
て
し
ま
い
、被

災
地
の
観
光
業
に
大
き
な
痛
手
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

震
災
復
興
か
ら
の
教
訓
、

被
災
地
が
得
た
も
の

　東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
を
振
り
返
り
、震

災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓
、被
災
地
が
震
災
復

興
を
通
し
て
得
た
も
の
な
ど
、思
う
と
こ
ろ
を

い
く
つ
か
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

震
災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓

①
行
政
機
能
が
麻
痺
し
た
自
治
体
に
は
、プ
ッ

シ
ュ
型
の
支
援
を

　東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、非
常
に
広
域

で
多
様
で
す
。そ
の
中
に
は
職
員
の
多
く
が
亡

く
な
り
、行
政
機
能
が
麻
痺
し
て
し
ま
っ
た
自

治
体
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。岩
手
県
陸
前
高

田
市
や
大
槌
町
、宮
城
県
女
川
町
、南
三
陸
町
な

ど
で
す
。そ
う
し
た
市
町
村
に「
市
町
村
主
導
の

復
興
を
」と
言
わ
れ
て
も
、主
導
も
何
も
そ
の
よ

う
な
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。行
政
機
能

が
麻
痺
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、何
を
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
判
断
も
十
分
に
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
。

　そ
う
し
た
地
域
に
は
別
な
形
の
支
援
、簡
単

に
い
う
と
、国
や
県
は
も
っ
と
プ
ッ
シ
ュ
型
の

支
援
を
す
る
べ
き
で
し
た
。被
災
直
後
に
は
、甚

大
な
被
害
を
受
け
た
自
治
体
に
代
わ
っ
て
当
面

の
対
応
を
主
導
、指
示
す
る
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、

事
に
当
た
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を

　私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と「
地
縁
型
」の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
関
わ
っ
て
き
た
の
で
す

が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
支
援
が
非
常
に

手
薄
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、阪
神
淡
路
大

震
災
の
あ
と
に
は
、被
災
者
個
人
に
対
す
る
支

援
制
度
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、東
日
本
大
震

災
で
は
、中
小
企
業
向
け
に
グ
ル
ー
プ
補
助
金

や
仮
設
店
舗
等
整
備
へ
の
新
し
い
支
援
制
度
も

で
き
ま
し
た
。

　そ
れ
に
比
べ
る
と
、町
内
会
・
自
治
会
等
、地

縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
支
援
は
か
な

り
手
薄
で
し
た
。震
災
直
後
、地
域
住
民
は
複
数

の
避
難
所
等
に
ば
ら
ば
ら
に
避
難
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
、町
内
会
は
地
元
住
民
の
安
否

の
確
認
さ
え
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。行
政
は
住

民
の
安
否
や
所
在
が
分
か
っ
た
段
階
に
な
っ
て

も
、個
人
情
報
の
保
護
を
理
由
に
そ
う
し
た
情

報
を
出
さ
な
か
っ
た（
出
せ
な
か
っ
た
）の
で

す
。な
の
で
町
内
会
の
役
員
さ
ん
た
ち
は
自
分

た
ち
で
人
づ
て
に
情
報
を
集
め
て
回
り
ま
し

た
。本
来
、行
政
は
町
内
会
に
情
報
提
供
し
、町

内
会
活
動
の
再
開
の
き
っ
か
け
に
す
べ
き
で
し

た
が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。ま
た
、町
内
会
活
動
の
再
開
に
対

す
る
金
銭
的
支
援
も
一
切
な
く
、非
常
に
苦
労

し
ま
し
た
。釜
石
市
な
ど
は
住
民
が
希
望
す
れ

ば
仮
設
の
集
会
所
を
造
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

多
く
の
地
域
に
は
住
民
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き

る
場
所
さ
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

　こ
う
し
た
状
況
下
で「
復
興
計
画
」を
策
定
す

る
こ
と
に
な
る
訳
で
す
が
、復
興
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
、自
治
体
は
住
民
た
ち
の
意
見
を
聞

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。と
こ
ろ
が
、住
民
が

そ
も
そ
も
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
か

ら
、意
向
集
約
を
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
。釜
石
市
根
浜
地
区
の
よ
う
に
地
域
力

の
あ
る
程
度
強
か
っ
た
所
は
、住
民
た
ち
自
身

が
人
を
集
め
、地
区
と
し
て
の
意
向
集
約
が
で

き
ま
し
た
。し
か
し
そ
れ
が
で
き
ず
に
、行
政
と

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
作
っ
た
復
興
計
画
が
、そ

の
ま
ま
通
っ
て
し
ま
っ
た
所
も
た
く
さ
ん
あ
る

わ
け
で
す
。

　次
に
大
災
害
が
あ
っ
た
と
き
は
、住
民
同
士

の
情
報
共
有
や
集
会
な
ど
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を
し
っ
か
り
行
う

こ
と
が
大
変
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
合
意
形
成
、住
民
参
加
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
経
験
値
を
上
げ
る

　復
興
計
画
や
復
興
事
業
計
画
の
策
定
に
関
連

し
て
、合
意
形
成
や
住
民
参
加
の
重
要
性
が

度
々
説
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、実
際
に
は
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。比
較
的
う
ま
く
い
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
の
は
、宮
城
県
東
松
島
市
や
岩

沼
市
、福
島
県
新
地
町
な
ど
で
す
。共
通
す
る
の

は
、あ
る
程
度
、震
災
前
か
ら
い
わ
ゆ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
て
、住
民
参
加

や
合
意
形
成
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
と
い
う
こ

と
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、人
の
話
を
よ
く
聞

く
、調
整
型
の
首
長
さ
ん
が
多
い
印
象
も
あ
り

ま
す
。

　私
も
復
興
計
画
・
復
興
事
業
計
画
の
策
定
に

関
わ
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、行
政
の
対
応

に
違
和
感
、と
い
う
か
腹
立
た
し
さ
を
感
じ
た

こ
と
は
何
度
も
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば
、こ
ち
ら

が
住
民
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
な
が
ら
作
っ

た
計
画
を
、向
こ
う（
行
政
側
）の
都
合
で
勝
手

に
変
え
て
く
る
の
で
す
。事
業
制
度
に
慣
れ
て

い
な
い
職
員
さ
ん
が
や
る
こ
と
で
す
か
ら
、知

識
不
足
、経
験
不
足
、時
間
不
足
で
、十
分
な
対

応
が
で
き
な
い
の
は
理
解
で
き
ま
す
。そ
れ
は

仕
方
な
い
と
し
て
も
、代
わ
り
に
提
示
す
る
計

画
が
住
民
側
の
考
え
を
全
く
台
無
し
に
す
る
も

の
で
、そ
れ
を
ポ
ン
と
出
し
て
、「
こ
れ
で
い
き
た

い
」と
来
る
。お
そ
ら
く
、こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う
な

や
り
方
で
や
っ
て
き
て
、そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。住
民
参
加
や
合
意
形
成
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
慣
れ
て
い
る
職
員
は
、

そ
う
い
っ
た
や
り
方
は
し
ま
せ
ん
。説
明
の
仕

方
も
う
ま
く
、話
の
持
っ
て
い
き
方
も
、「
実
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
計
画
を
練
り

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、ど
う
で

し
ょ
う
か
」と
い
う
形
で
来
る
の
で
す
。

　当
時
は
、私
も
い
ち
い
ち
怒
っ
て
い
た
の
で

す
が
、少
し
冷
静
に
な
れ
ば
、生
ま
れ
て
初
め
て

行
う
事
業
で
経
験
も
な
く
、道
路
整
備
な
ど
と

同
じ
感
覚
で
進
め
て
い
る
の
だ
か
ら
仕
方
な
い

か
と
も
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。た
だ
、自

分
た
ち
が
う
ま
く
で
き
な
け
れ
ば
、き
ち
ん
と

分
か
る
人
た
ち
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
一
緒
に
や

ろ
う
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
ほ
し
か
っ
た
で

す
。

④
復
興
の
過
渡
期
で
も
き
ち
ん
と
し
た
生
活

を
保
障
す
べ
き

　こ
の
十
年
で
、住
宅
再
建
な
ど
ハ
ー
ド
面
は

大
体
完
了
し
ま
し
た
。た
だ
、非
常
に
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、

「
復
興
ま
で
の
過
渡
期
は
、あ
る
程
度
、我
慢
す

る
必
要
が
あ
る
」と
い
う
暗
黙
の
認
識
で
す
。仮

設
住
宅
自
体
の
作
り
も
そ
う
で
す
が
、場
所
も

不
便
な
所
に
あ
り
ま
し
た
。通
学
路
も
ひ
ど
い

も
の
で
、夜
は
真
っ
暗
と
い
う
と
こ
ろ
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
劣
悪
な
生
活
環
境

の
中
で
、小
学
校
に
入
学
し
卒
業
す
る
子
ど
も

た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。被
災
地
で
な
け

れ
ば
当
然
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
遊
び
場
な
ど
も
き

わ
め
て
不
十
分
で
し
た
。要
す
る
に
生
活
環
境

が
あ
ま
り
芳
し
く
な
か
っ
た
、整
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
。

　我
が
国
の
避
難
所
の
劣
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、避
難
所
の
生
活
環
境
が
大
幅

に
向
上
し
ま
し
た
が
、同
じ
よ
う
に
復
興
ま
で

の
過
渡
期
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
も
、も
う
少

し
配
慮
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。「
過
渡
期
だ
か

ら
我
慢
す
る
の
が
当
然
だ
」と
い
う
考
え
方
を

改
め
、「
過
渡
期
で
も
き
ち
ん
と
し
た
生
活
環
境

を
保
障
す
る
」と
い
う
考
え
に
立
っ
て
、今
後
は

過
渡
期
の
生
活
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
て
い
く
べ
き

で
し
ょ
う
。

⑤
地
域
を
象
徴
す
る
風
景
の
復
興
が
復
興
感

を
高
め
る

　観
光
に
関
わ
る
こ
と
で
は
、風
景
の
復
興
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。農
村
で
は
そ
の
地
域
の
大
部

分
を
水
田
の
風
景
が
占
め
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、被
災
し
た
水
田
の
復
旧
が
進
み
景
色
が
戻

っ
た
こ
と
で
、被
災
地
に
い
る
人
の
気
分
が
大

き
く
変
化
し
た
と
い
う
体
験
を
何
度
も
し
ま
し

た
。　宅

地
に
つ
い
て
も
、瓦
礫
は
一
年
ぐ
ら
い
で
大

体
片
付
い
た
の
で
す
が
、そ
の
状
態
の
景
色
が

二
年
も
三
年
も
、長
い
所
で
は
五
年
も
続
く
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
自
然
海
岸
な
ど
も
、砂

浜
の
景
色
が
随
分
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
ほ
ど
か
ら
名
前
を
挙
げ
て
い
る
浪
板
海
岸
も

根
浜
海
岸
も
未
だ
に
再
生
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

多
分
、あ
の
海
岸
の
景
色
が
戻
れ
ば
、復
興
し
た

と
い
う
感
じ
が
相
当
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　今
の
復
興
政
策
は
住
宅
再
建
が
最
優
先
で

す
。産
業
は
そ
の
次
で
、風
景
な
ど
は
認
識
も
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、復
興
事
業
の
進
捗
と

被
災
者
の
復
興
感
の
推
移
は
概
ね
比
例
し
て
い

ま
す
。そ
れ
を
考
え
る
と
、そ
の
地
域
を
象
徴
す

る
風
景
の
復
興
と
い
う
こ
と
を
、も
う
少
し
重

視
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　風
景
の
復
興
に
あ
た
っ
て
は
、そ
こ
住
ん
で

い
る
人
か
ら
す
れ
ば
、や
は
り
元
の
風
景
に
戻

す
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
が
、津
波
被
災

地
で
は
、元
の
場
所
に
住
む
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
か
ら
、風
景
は
変
わ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

海
を
見
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
人
た
ち
も
、高

台
に
移
転
し
、自
分
た
ち
の
生
活
空
間
か
ら
見

え
る
海
の
風
景
が
変
わ
り
ま
し
た
。多
く
の
地

域
で
は
高
い
防
潮
堤
が
造
ら
れ
た
の
で
、高
台

か
ら
で
も
海
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。防
潮
堤
の
問
題
は
こ
こ
で
は
取
り
上

げ
ま
せ
ん
が
、教
訓
と
し
て
今
後
し
っ
か
り
ま

と
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

す
。

⑥
管
理
者
の
い
な
い
自
然
風
景
地
の
再
生
の

難
し
さ

　風
景
の
復
興
に
関
連
し
ま
す
が
、自
然
海
岸

の
再
生
が
難
し
い
こ
と
に
も
今
回
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。要
は
管
理
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。防
潮
堤
に
は
国
土
交
通
省
や
農
林
水
産

省
な
ど
、管
理
者
が
い
る
わ
け
で
す
。こ
れ
に
対

し
て
、自
然
海
岸
の
場
合
、管
理
者
が
お
ら
ず
、

音
頭
を
取
っ
て
再
生
し
よ
う
と
い
う
主
体
が
い

な
い
こ
と
が
問
題
の
一
端
で
し
た
。
　
　

　で
は
、陸
前
高
田
市
の
高
田
松
原
が
な
ぜ
で

き
た
か
。そ
れ
は「
高
田
松
原
」と
し
て
国
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、そ
し
て
何
よ
り

陸
前
高
田
市
と
市
民
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
一
生
懸
命
に
再
生
に
尽
力
し
た
か
ら
で
す
。

自
然
海
岸
な
ど
管
理
者
が
い
な
い
所
は
、復
旧

や
復
興
に
向
け
て
推
進
の
体
制
が
な
く
、放
っ

て
お
か
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。浪
板
海
岸
の

場
合
は
サ
ー
フ
ァ
ー
有
志
が
頑
張
り
、根
浜
海

岸
で
は
地
元
住
民
が
頑
張
り
ま
し
た
。行
政
側

の
体
制
が
整
っ
て
い
な
く
て
も
、そ
の
場
所
に

思
い
を
持
っ
た
人
た
ち
が
い
れ
ば
、な
ん
と
か

な
る
と
い
う
良
い
事
例
か
と
思
い
ま
す
。

　考
え
て
み
れ
ば
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
標

榜
さ
れ
て
い
る
時
代
で
す
。制
度
や
行
政
の
仕

組
み
の
問
題
だ
と
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、思

い
を
持
っ
た
人
た
ち
の
主
体
的
な
動
き
に
よ
っ

て
、自
然
風
景
地
の
再
生
を
進
め
て
い
く
の
が
、

本
当
は
良
い
形
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

震
災
復
興
か
ら
得
た
も
の

①
故
郷
の
た
め
に
何
か
し
た
い
、若
者
の
意
識

覚
醒

　震
災
復
興
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の

一
つ
は
、特
に
若
い
人
た
ち
の
覚
醒
で
す
。そ
こ

に
住
ん
で
い
た
人
も
出
身
者
も
、故
郷
が
こ
の

よ
う
な
悲
惨
な
状
況
と
な
り
、そ
の
復
興
の
た

め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
若
い
人
た
ち
が
増
え

ま
し
た
。観
光
関
連
の
取
り
組
み
で
多
少
目
立

っ
た
こ
と
を
し
て
い
る
の
は
、そ
う
い
っ
た
人

た
ち
が
多
い
で
す
。

　若
い
人
中
心
に
故
郷
へ
の
愛
着
が
増
し
、故

郷
の
再
生
に
向
け
て
実
際
に
力
を
振
る
っ
て
い

る
。こ
れ
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

②
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
経
験
値
が
上
昇

　先
ほ
ど
お
話
し
し
た
自
治
体
と
住
民
と
の
関

係
性
の
話
で
は
、復
興
の
過
程
で
様
々
な
行
き

違
い
や
反
目
も
あ
り
ま
し
た
が
、良
く
も
悪
く

も
喧
嘩
し
な
が
ら
で
も
、以
前
に
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
く
ら
い
、話
し
合
い
を
た
く
さ
ん
行
っ

て
き
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
経
験
値
は
上
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　大
槌
町
な
ど
は
典
型
的
で
、行
政
と
地
元
が

喧
嘩
ば
か
り
し
て
い
た
印
象
も
あ
り
ま
す
が
、

今
で
は
、役
場
は
役
場
が
で
き
る
こ
と
を
、住
民

も
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で

と
、良
い
意
味
で
よ
り
主
体
性
が
出
て
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

③
震
災
を
契
機
に
、創
造
的
復
興
を
推
進

　単
に
震
災
前
の
状
態
に
戻
す
の
で
は
な
く
、

よ
り
良
い
状
態
に
す
る
こ
と
を「
創
造
的
復
興
」

と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
が
、津
波
で
非
常
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
自
治
体
は
、そ
れ
ぞ
れ

が
創
造
的
復
興
、創
造
的
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　例
え
ば
、釜
石
市
は
大
き
な
防
潮
堤
も
造
ら

ず
、か
さ
上
げ
も
せ
ず
、既
成
の
市
街
地
を
活
性

化
し
よ
う
と
、ま
ち
づ
く
り
会
社
を
作
っ
て
商

業
施
設
な
ど
も
誘
致
し
、い
ち
早
く
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。対
照
的
な
の
は

陸
前
高
田
市
や
大
船
渡
市
で
、か
さ
上
げ
区
画

を
整
備
し
、そ
こ
に
中
心
的
な
商
業
施
設
を
誘

致
す
る
と
い
う
形
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　最
終
的
に
ど
こ
が
う
ま
く
い
く
か
は
、も
う

十
年
ぐ
ら
い
見
て
み
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん

が
、震
災
を
契
機
と
し
て
、ど
の
地
域
も
そ
の
地

域
な
り
に
、創
造
的
な
ま
ち
づ
く
り
、新
た
な
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

④
交
通
ア
ク
セ
ス
の
飛
躍
的
改
善

　三
陸
沿
岸
に
と
っ
て
は
良
か
っ
た
こ
と
は
、

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
及
び
釜
石
自
動
車
道
と
宮

古
盛
岡
横
断
道
路
の
整
備
、そ
し
て
三
陸
鉄
道

の
南
北
リ
ア
ス
線
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
す
。

今
回
の
震
災
が
な
け
れ
ば
、多
分
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。あ
る
い
は
非
常
に
時
間
が
か

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。震
災
で
多
額
の
復
興

交
付
金
が
付
き
、陸
の
孤
島
と
言
わ
れ
て
い
た

三
陸
の
交
通
状
況
が
飛
躍
的
に
改
善
し
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
地
域
活

性
化
の
可
能
性
が
上
が
り
ま
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
当
面
は
ス
ト
ロ
ー
効
果
の
方
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。三
陸
は
釜
石
市
も
宮
古
市

も
盛
岡
市
か
ら
非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
行
政
も
民
間
も
支
所
や
支
社
を
設
け

て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
道
路
状
況
が
良
く
な

っ
た
こ
と
で
、支
所
や
支
社
な
ど
は
引
き
払
わ

れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
商
業
施

設
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、産
業
の
立
地
や
物
流
、特
に
観
光
面
で

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

⑤
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
今
後
に
期
待

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」（
青
森
県
八
戸
市

蕪
島
〜
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
間
、
全
長

1
0
0
0
㎞
を
超
え
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
イ

ル
）が
で
き
た
の
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。環
境
省
は
随
分
頑
張
り
ま
し
た
。路
線
を
決

め
る
時
に
、地
域
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
っ
た
こ
と
も
良
か
っ
た
で
す
。

　私
も
少
し
だ
け
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。岩
手
大
学
の
学
生
や
釜
石
東
中
学
校
の
生

徒
さ
ん
達
と
一
緒
に
、釜
石
市
箱
崎
半
島
の
34

㎞
区
間
に
つ
い
て
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

作
り
、宝
来
館
に
置
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　潮
風
ト
レ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、日
本
人
で
も

な
か
な
か
歩
か
な
い
場
所
を
、実
際
に
外
国
人

が
歩
い
て
い
ま
す
。な
に
ぶ
ん
長
距
離
で
す
か

ら
管
理
が
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、大
き
な
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

⑥
一
番
は
、被
災
地
外
の
人
と
の
つ
な
が
り

　震
災
後
に
一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
、被
災
地

以
外
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
で

す
。日
本
中
、世
界
中
に
東
北
の
フ
ァ
ン
が
い
ま

す
。こ
れ
は
被
災
地
に
と
っ
て
本
当
に
大
き
な

こ
と
で
す
。

　震
災
後
に
や
っ
て
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
は
被
災
地
の
た
め
に
本
当
に
よ
く
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。地
元
の
皆
さ
ん
は
、心
か
ら
感

謝
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。結
果
と
し
て
、東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、あ
る
意
味
で
、日
本

で
一
番
、受
け
入
れ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
あ
る

地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　十
年
が
経
過
し
、つ
な
が
り
が
薄
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、だ

か
ら
こ
そ
、そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。せ
っ
か
く
知
名

度
も
上
が
り
、つ
な
が
り
も
で
き
た
の
で
す
か

ら
、そ
の
つ
な
が
り
を
復
興
の
先
の
地
域
振
興

に
ど
れ
だ
け
生
か
せ
る
か
が
、こ
れ
か
ら
の
地

域
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手
・
文

　寺
崎
竜
雄
・
吉
澤
清
良

般
的
に
は
地
縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

　た
だ
、地
縁
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
町

内
会
は
、そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の

互
助
組
織
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
、観
光
を
目

的
と
し
て
い
ま
せ
ん
し
、そ
も
そ
も
そ
の
発
想

自
体
が
あ
り
ま
せ
ん
。新
し
く
何
か
事
業
を
行

う
主
体
に
は
な
か
な
か
な
り
え
な
い
の
で
す
。

　例
え
ば
根
浜
で
あ
れ
ば
、岩
崎
さ
ん
や
若
い

人
た
ち
、地
区
の
有
志
が
、震
災
復
興
や
そ
の
先

の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
作
り
、一
般
社
団
法
人
な
ど
を
立
ち
上
げ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。町
内
会
が
観
光
事
業
を
行

う
例
は
、私
が
知
る
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。震

災
を
契
機
に
新
た
に
テ
ー
マ
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
で
き
て
観
光
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

捉
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
か
ら
、テ
ー
マ
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

も
と
も
と
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
が
主
導

し
て
構
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、U
タ
ー
ン

や
I
タ
ー
ン
で
や
っ
て
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

そ
の
地
域
を
気
に
入
り
、何
か
し
ら
地
域
に
貢

献
し
た
い
と
観
光
事
業
を
興
し
て
、継
続
的
に

関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
中
で
で
き
あ
が
っ
て

き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

三
陸
復
興
の
過
程
で

生
ま
れ
て
き
た
も
の
、

観
光
は
そ
の
特
徴
的
な

存
在
の
ひ
と
つ

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
阪
神
淡
路
大
震
災
で
定
着

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。阪
神
淡
路
大
震
災

で
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、「
復
興
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」が
た
く
さ
ん
で
き
た
こ
と
。そ
し
て
復
興

が
あ
る
程
度
落
ち
着
き
を
み
せ
た
後
、〝
一
般
の

ま
ち
づ
く
り
〞が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
、都
市
部
で

は
多
少
似
た
状
況
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、東
北
の
被
災
地
の
大
半
は
農
業
や
漁
業
を

生
業
と
し
た
農
漁
村
部
で
す
。住
宅
再
建
が
終

わ
れ
ば
、そ
こ
か
ら
先
の
村
づ
く
り
、ま
ち
づ
く

り
に
、地
域
外
の
人
が
関
わ
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
代
わ
り
に
先
ほ
ど

紹
介
し
た
浪
板
海
岸
、根
浜
の
よ
う
に
観
光
に

関
わ
る
取
り
組
み
が
生
ま
れ
ま
し
た
。三
陸
で

は
、特
産
品
の
開
発
も
含
め
て
、観
光
に
よ
る
地

域
振
興
が
展
開
さ
れ
て
い
る
例
が
い
く
つ
も
見

ら
れ
ま
す
。

　都
市
部
の
神
戸
市
の
地
域
課
題
は
ま
ち
づ
く

り
で
、ま
ち
育
て
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま

し
た
。一
方
で
、三
陸
や
仙
台
湾
岸
の
地
域
課
題

は
ま
さ
に
地
域
振
興
、地
域
活
性
化
で
し
た
。住

民
や
復
興
支
援
に
入
っ
た
よ
う
な
人
材
な
ど
が

関
わ
り
、三
陸
復
興
の
過
程
で
生
ま
れ
て
き
た

も
の
、そ
の
意
味
で
は
、観
光
は
一
つ
の
特
徴
的

な
存
在
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
の
振
興
は
ま
だ
道
半
ば
、

震
災
遺
構
や
伝
承
施
設
が

新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
に

　　震
災
と
観
光
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。宮
城
県
に
は
比
較
的
多
く
の
震
災
遺

構
が
残
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、山
元
町
に
は
震

災
遺
構
と
し
て
整
備
さ
れ
た「
中
浜
小
学
校
」が

あ
り
ま
す
。素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
の
は
、当
時

の
先
生
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
語
り
部
を
し
て

い
る
こ
と
で
す
。「
津
波
が
来
る
。学
校
を
離
れ

て
逃
げ
る
か
、そ
れ
と
も
学
校
の
屋
上
に
避
難

す
る
か
」と
い
う
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
、最
終

的
に
は
屋
上
に
避
難
し
て
助
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。そ
の
時
の
緊
迫
し
た
様
子
を
当
事
者
か

ら
直
接
伺
う
こ
と
が
で
き
、非
常
に
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
運
営
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、震
災
遺
構
の
価
値
が
高
ま
る

の
で
す
。震
災
遺
構
の
活
用
に
つ
い
て
は
、運
営

体
制
が
重
要
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　岩
手
県
釜
石
市
で
も
鵜
住
居
駅
前
に
伝
承
施

設（「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来
館
」）が
で
き
ま
し

た
。運
営
に
は
釜
石
東
中
学
の
卒
業
生
が
加
わ

っ
て
い
ま
す
。若
い
人
た
ち
で
す
が
、非
常
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　す
ぐ
隣
は
震
災
で
多
く
の
方
が
避
難
し
犠
牲

と
な
っ
た「
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
」が
あ

っ
た
場
所
な
の
で
す
が
、そ
の
跡
地
は「
釜
石
祈

り
の
パ
ー
ク
」と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。駅

前
に
伝
承
施
設
と
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
が
併
設

さ
れ
て
い
る
の
で
、多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。

芳
名
板
に
は
釜
石
市
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
た
く

さ
ん
の
方
々
の
お
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す

が
、そ
こ
に
立
つ
と
心
に
感
じ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　一
般
の
観
光
客
だ
と
、見
学
や
体
験
は
せ
い

ぜ
い
一
、二
時
間
程
度
で
し
ょ
う
。通
常
の
観
光

地
の
他
に
、せ
っ
か
く
三
陸
や
被
災
地
に
来
た

の
だ
か
ら
と
東
日
本
大
震
災
ゆ
か
り
の
場
所
に

も
立
ち
寄
る
と
い
う
動
き
方
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
。観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に
震
災
遺
構
や

伝
承
施
設
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

修
学
旅
行
や
震
災
を
学
ぼ
う
と
い
う
一
部
の
人

以
外
は
大
体
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。伝

承
施
設
の
中
で
お
金
を
使
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
が
、地
域
に
飲
食
や
お
土
産
と
い
う

形
で
お
金
を
落
と
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ
の
意
味
で
も
地
域
振
興
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　岩
手
県
で
は
陸
前
高
田
市
の「
高
田
松
原
津

波
復
興
祈
念
公
園
」が
、2
0
2
1
年
度
に
開
業

と
な
り
ま
す
。そ
れ
に
先
立
っ
て「
東
日
本
大
震

災
津
波
伝
承
館
」は
既
に
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、

か
な
り
の
集
客
が
あ
り
ま
す
。仙
台
方
面
か
ら

来
る
と
、陸
前
高
田
市
が
岩
手
県
の
入
口
と
な

る
の
で
、そ
こ
か
ら
北
の
大
船
渡
市
や
釜
石
市
、

宮
古
市
、久
慈
市
な
ど
に
、旅
行
者
を
ど
の
よ
う

に
引
っ
張
っ
て
い
け
る
か
が
課
題
と
な
り
ま

す
。　た

だ
、復
興
過
程
を
通
し
て
、被
災
地
の
産
業

「三陸縦貫自動車道」（延長248.1㎞、全線開
通2021年）は宮城県仙台市から岩手県宮古
市に至る高規格幹線道路。途中、釜石で「釜石
自動車道（東北横断自動車道釜石秋田線）」
（延長79.5㎞、開通2002年～）、宮古で「宮古
盛岡横断道路」（延長66㎞、開通1978年～）と
接続している。この三陸縦貫自動車道から北は
「三陸北縦貫道路」（宮古～久慈、延長59.9㎞、
開通2006年～）、「八戸久慈自動車道」（延長
50.9㎞、開通1993年～）と繋がる。「三陸縦貫
自動車道」「三陸北縦貫道路」「八戸久慈自動
車道」の3つの自動車道路を合わせて「三陸自
動車道（三陸沿岸道路）」（延長359㎞）と呼ば
れる。
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視座 「
新
し
い
出
会
い・

心
を
寄
せ
る
」観
光
の

時
代
へ

理
事
・
観
光
地
域
研
究
部
長 

寺
崎
竜
雄

果
た
し
た
こ
と
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　観
光
に
対
す
る
直
接
的
な
期
待
は
、観
光
消

費
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
で
あ
る
。繰
り
返
し

に
な
る
が
、被
災
後
の
比
較
的
早
い
段
階
で
、復

興
食
堂
や
復
興
商
店
街
が
つ
く
ら
れ
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
復
旧
・
復
興
業
務
従
事
者
、視
察
や
観

光
で
訪
れ
た
人
た
ち
が
利
用
し
た
。

　ま
た
、「
漁
再
開
の
見
通
し
が
た
た
な
い
の
で

漁
業
体
験
を
は
じ
め
た
い
。早
く
サ
ッ
パ
船（
小

型
の
漁
船
）を
手
に
入
れ
て
海
の
案
内
ツ
ア
ー

を
再
開
し
た
い
。い
ち
早
く
収
入
に
も
つ
な
が

る
」と
い
う
声
が
早
い
時
期
に
上
が
っ
た
。震
災

前
か
ら
生
業
の
合
間
に
取
り
組
ん
で
き
た
観
光

交
流
事
業
を
当
面
の
糧
に
し
た
い
と
い
う
こ
と

だ
が
、さ
ら
に「
海
を
案
内
す
る
と
、観
光
客
は

喜
び
、拍
手
が
起
き
る
。自
分
の
船
さ
え
あ
れ

ば
、も
う
一
度
快
感
を
味
わ
え
る
」と
言
葉
は
続

い
た
と
い
う
。

　「人
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
、立

ち
上
が
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」、「
目
の
前
に

観
光
の
再
出
発
が
あ
っ
た
。無
我
夢
中
で
や
れ

た
」、「
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
女
将
の

ス
イ
ッ
チ
が
は
い
っ
た
」と
い
う
発
言
に
あ
る

よ
う
に
、人
を
迎
え
る
、楽
し
い
と
き
を
つ
く

る
、そ
し
て
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
気
持
ち
を

前
向
き
に
し
、行
動
力
を
駆
り
立
て
た
よ
う
だ
。

誘
客
・
観
光
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
識
が
、復

興
を
駆
動
す
る
力
強
い
エ
ン
ジ
ン
役
に
な
っ

た
。　一

方
、訪
問
客
か
ら
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

た
く
て
も
体
力
や
体
調
の
面
か
ら
で
き
な
い
。

訪
問
し
て
直
接
話
を
聞
き
、そ
の
あ
と
食
事
を

と
り
、買
い
物
を
す
る
。そ
う
や
っ
て
復
興
を
手

伝
い
た
い
」と
い
う
話
が
あ
っ
た
。最
近
で
は

「
こ
れ
ま
で
何
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
心
の
負

い
目
だ
っ
た
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
が
で

き
た
の
で
歩
き
に
行
け
る
。歩
く
こ
と
で
少
し

で
も
東
北
を
応
援
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」と

い
う
ハ
イ
カ
ー
も
い
る
よ
う
だ
。東
北
を
気
に

か
け
、訪
問
を
通
し
て
自
分
の
心
を
伝
え
、消
費

に
よ
る
支
援
も
し
た
い
、と
考
え
る
人
は
今
も

多
い
。被
災
さ
れ
た
方
か
ら
も
、忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
と
い
う
声
を
聞
く
。こ
う
し
た
観
光
・
交
流

を
通
し
た
心
の
つ
な
が
り
も
復
興
を
支
え
て
き

た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　「観
光
が
元
気
だ
と
地
域
全
体
が
活
気
に
溢

れ
て
み
え
る
。行
っ
て
い
い
の
か
と
問
わ
れ
る

と
、気
に
せ
ず
来
て
く
だ
さ
い
、来
て
も
ら
う
こ

と
が
一
番
の
支
援
に
な
る
と
答
え
て
い
る
。多

く
の
方
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
復
興
の
証
明
に

な
る
」と
い
う
言
葉
に
、震
災
復
興
に
お
け
る
観

光
や
交
流
の
役
割
と
貢
献
が
集
約
さ
れ
て
い

る
。観

光
ま
ち
づ
く
り
か
ら

地
方
創
生
へ

　観
光
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
振
り
返
る
と
、

「
震
災
が
き
っ
か
け
で
浜
と
町
が
つ
な
が
っ
た
。

若
い
人
た
ち
が
協
力
し
、同
じ
目
線
で
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
」、「
旅
館
、

飲
食
店
、建
設
業
、幼
稚
園
の
先
生
、漁
師
も
含

め
、多
種
多
様
な
人
が
業
種
を
超
え
て
連
携
し

た
」、「
プ
レ
ハ
ブ
と
い
う
一
つ
の
空
間
に
、観
光

協
会
、商
工
会
、他
の
産
業
団
体
の
事
務
所
が
寄

り
合
っ
た
。事
務
局
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
密
に
な
り
、産
業
界
の
結
束
が
強
く
な

っ
た
」と
あ
る
よ
う
に
、復
興
過
程
に
お
い
て
地

域
の
中
の
つ
な
が
り
が
強
ま
り
、観
光
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
が
共
有
さ
れ
、復
興
が
加
速
し

た
と
い
う
事
例
が
複
数
み
ら
れ
た
。

　ま
た
、「
熱
意
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
方
を
取

材
す
る
う
ち
に
、農
家
の
方
々
の
素
晴
ら
し
さ

に
気
づ
き
、感
動
し
た
。ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
も

っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
。福
島
県
民
と
し
て

の
強
烈
な
自
負
が
芽
生
え
た
」と
い
う
若
者
が

い
る
。「
お
す
す
め
の
観
光
地
を
た
ず
ね
ら
れ
て

も
有
名
観
光
地
し
か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た

が
、こ
ん
な
山
が
あ
っ
て
、そ
こ
の
リ
ン
ゴ
が
絶

品
だ
」と
、潜
在
す
る
地
域
固
有
の
魅
力
を
見
い

だ
し
、自
分
の
言
葉
で
語
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。復
興
活
動
を
通
し
て
地
元
と
向
き
合
い
、

そ
こ
に
暮
ら
す
意
義
を
感
じ
、自
信
が
芽
生
え

る
。自
分
で
気
づ
い
た
地
域
の
誇
り
が
外
か
ら

人
を
呼
び
、素
晴
ら
し
さ
を
確
認
し
あ
う
こ
と

を
通
し
て
、あ
ら
た
な
観
光
・
交
流
が
生
ま
れ
て

い
く
事
例
も
あ
っ
た
。

　一
方
、観
光
産
業
界
に
は
、「
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
人
た
ち
の
心
も
い
や
せ
る
旅
館
に
な

東
北
全
体
の
観
光
復
興

　東
北
全
体
に
視
野
を
広
げ
る
と
、ボ
ラ
バ
ス

や
復
興
応
援
ツ
ア
ー
に
加
え
て
、デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、「
東
北
観
光
博
」、

「
東
北
六
魂
祭
」な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、複
数

の
国
際
会
議
の
誘
致
な
ど
が
積
極
的
に
仕
掛
け

ら
れ
た
。東
北
全
体
で
は
、震
災
か
ら
5
年
を
経

て
、震
災
前
の
訪
問
客
数
に
戻
っ
た
と
い
う
。

　そ
の
後
も
、日
本
全
体
で
観
光
立
国
の
推
進
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
大
を
目
指
す
流
れ
の
中
で
、

観
光
庁
・
東
北
運
輸
局
・
東
北
観
光
推
進
機
構
ら

の
強
力
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、「
T
O-

H
O
K
U
」ブ
ラ
ン
ド
を
磨
き
、発
信
し
た
。ま

た
東
北
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
際
航
空
路
線
を
拡

充
し
、国
際
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
を
増
や
し
て

い
く
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、東
北
6

県
全
体
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
数
を
2
0
2
0

年
に
は
2
0
1
5
年
の
3
倍
に
す
る
と
い
う
政

府
目
標
を
、2
0
1
9
年
に
達
成
す
る
。

　震
災
か
ら
10
年
経
ち
、道
路
、防
潮
堤
、住
宅

な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は
ほ
ぼ
終
了
の
段
階
に
き

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。高
速
交
通
網
の
整
備
な

ど
、観
光
振
興
に
は
好
材
料
も
で
て
き
た
。し
か

し
な
が
ら
、生
活
に
は
依
然
と
し
て
課
題
が
残

り
、十
分
な
復
興
を
果
た
し
て
い
な
い
産
業
も

あ
る
と
聞
く
。ま
た
、人
口
減
少
が
、被
災
し
た

各
地
に
も
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て

い
る
。さ
ら
に
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
脅
威
が
襲
っ

て
き
た
。一
方
で
、国
の
特
別
措
置
に
よ
る
大
規

模
な
観
光
振
興
活
動
は
、2
0
2
0
年
度
を
も

っ
て
終
了
す
る
と
い
う
。

　こ
う
し
て
東
北
の
復
興
は
、次
の
段
階
を
迎

え
た
と
い
っ
て
よ
い
。依
然
と
続
く
固
有
の
課

題
と
、異
質
の
困
難
に
向
き
合
う
フ
ェ
ー
ズ
で

あ
る
。ハ
ー
ド
整
備
が
一
段
落
し
、観
光
振
興
で

は
ソ
フ
ト
面
で
の
工
夫
と
創
造
が
柱
に
な
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、働
き
方
の
多
様
化

が
進
み
、都
市
と
地
方
と
の
新
し
い
つ
な
が
り

方
が
生
ま
れ
て
く
る
。「
地
域
循
環
共
生
圏
」の

考
え
方
も
話
題
に
な
る
だ
ろ
う
。こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
主
体
の
取
り
組
み
が
重
要
に
な
る
。

　そ
し
て
東
北
に
は
、持
続
可
能
な
観
光
へ
の

取
り
組
み
を
望
み
た
い
。そ
こ
で
の
暮
ら
し
に

は
、観
光
・
交
流
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ

と
い
う
こ
と
が
、地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら
れ

る
よ
う
な
観
光
振
興
で
あ
る
。

震
災
復
興
に
観
光
や

交
流
が
果
た
し
た
こ
と

　こ
こ
か
ら
は
、あ
ら
た
め
て
太
平
洋
沿
岸
部

に
絞
り
、観
光
や
交
流
が
震
災
か
ら
の
復
興
に

　本
誌
の
構
成
に
あ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場

と
視
点
か
ら
、多
く
の
方
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
。書
き

足
り
な
い
こ
と
、言
い
足
り
な
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
っ
た
と
思
う
。筆
者
ら
が
表
現
で
き
て

い
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る
だ
ろ
う
。紙
幅
と
時

間
の
限
り
を
言
い
訳
に
、ご
容
赦
願
い
た
い
。

　こ
こ
ま
で
の
記
事
や
レ
ポ
ー
ト
は
、ひ
と
り
ひ

と
り
の
眼
差
し
で
語
っ
た
実
践
記
で
あ
る
。思
い

の
詰
ま
っ
た
文
脈
か
ら
一
文
や
一
語
を
抜
粋
す

る
の
は
躊
躇
す
る
が
、当
欄
の
役
割
上
、印
象
深

い
表
現
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
お
け
る
観
光
や
交
流
の
実
情
、観
光
振

興
が
果
た
し
た
役
割
を
概
括
し
て
み
た
い
。

三
陸
沿
岸
部
の
観
光
動
向

　最
初
に
、津
波
に
よ
る
被
災
が
甚
大
だ
っ
た
、

主
に
三
陸
沿
岸
部
の
観
光
動
向
を
振
り
返
る
。

5
年
前
発
行
の
本
誌
2
2
9
号
に
と
り
ま
と
め

た『
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
観
光
は
何

を
果
た
し
た
か
│
5
年
間
の
ふ
り
か
え
り
と
今

後
へ
の
期
待
』の
内
容
も
踏
ま
え
、当
初
の
状
況

は
次
の
よ
う
に
列
記
で
き
る
。

●
2
0
1
1
年
度
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
・
復
興
食
堂
・
復
興
商
店
街
・
震
災

語
り
部
。復
旧
作
業
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
が
、専
用
バ
ス（
ボ
ラ
バ
ス
）な
ど
を
利
用
し

て
現
地
を
訪
問
し
た
。夏
季
頃
か
ら
、仮
設
の

「
復
興
食
堂
」や「
復
興
商
店
街
」の
開
設
が
相
次

ぎ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、工
事
関
係
者
、被
災
地
視

察
の
一
般
客
ら
が
訪
れ
た
。「
震
災
語
り
部
」が

組
織
化
さ
れ
、ボ
ラ
バ
ス
や
視
察
ツ
ア
ー
対
象

の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た
。

●
2
0
1
2
年
度
に
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
閉
鎖
に
伴
い
ボ
ラ
バ
ス
は
減
少
。か

わ
っ
て
被
災
地
視
察
を
主
目
的
と
し
た
復
興
応

援
ツ
ア
ー
が
徐
々
に
増
加
。震
災
を
学
ぶ
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
企
画
が
始
ま
っ
た
。

●
2
0
1
3
年
度
、復
興
応
援
ツ
ア
ー
は
最
盛

る
。災
害
時
に
温
泉
地
は
疎
開
先
に
な
る
。生
活

産
業
な
の
で
誇
り
を
も
っ
て
続
け
て
い
く
」と

い
う
声
が
あ
る
。地
域
社
会
に
お
け
る
課
題
解

決
の
手
段
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役

割
、交
流
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
っ
た
、新

た
な
役
割
の
気
づ
き
・
動
機
づ
け
が
あ
っ
た
よ

う
だ
。こ
う
し
た
意
識
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ

っ
て
、観
光
産
業
は
、生
活
交
流
産
業
と
し
て

も
、地
域
社
会
の
中
で
い
っ
そ
う
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　観
光
ま
ち
づ
く
り
で
は
、従
前
か
ら
多
く
の

地
方
が
抱
え
る
高
齢
化
、人
口
減
少
と
い
う
課

題
に
向
き
合
う
こ
と
も
必
要
に
な
る
。復
興
過

程
で
観
光
・
交
流
が
進
み
、「
空
き
地
や
空
き
家

だ
ら
け
だ
っ
た
が
、若
い
人
が
入
っ
て
き
て
新

し
い
お
店
が
で
き
た
。こ
こ
は
住
み
や
す
い
と

選
ん
で
く
れ
た
」、「
民
泊
、漁
業
体
験
、お
祭
り

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、若
い
世
代
へ
の

引
継
ぎ
が
課
題
だ
っ
た
。震
災
を
き
っ
か
け
に

交
流
事
業
に
価
値
を
感
じ
る
若
い
人
が
増
え

た
。大
き
な
課
題
が
一
気
に
解
決
し
た
」と
い
う

こ
と
が
起
き
て
い
る
。

　外
部
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、頻
繁
な
往
来
、移

住
、定
住
に
つ
な
ぐ
と
い
う
取
り
組
み
に
は
、結

局
の
と
こ
ろ
、働
く
場
・
仕
事
が
不
可
欠
で
あ

る
。観
光
・
交
流
の
核
と
な
る
商
業
施
設
群
の
再

構
築
に
あ
た
り
、地
域
住
民
、外
来
者
を
問
わ

ず
、新
た
な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
運
・
仕

組
み
づ
く
り
、創
業
の
場
づ
く
り
が
具
体
化
さ

れ
た
事
例
も
あ
っ
た

　こ
の
よ
う
に
復
興
過
程
に
お
け
る
連
携
と
協

働
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
通
し

て
、地
方
創
生
に
つ
な
が
る
好
事
例
が
複
数
創

出
さ
れ
て
い
る
。本
来
の
仕
事
が
軌
道
に
乗
る

と
協
働
の
意
識
が
薄
れ
が
ち
に
な
る
よ
う
だ

が
、こ
の
先
も
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

「
出
会
い
」と「
つ
な
が
り
」

　こ
れ
ま
で
に
多
く
の
人
た
ち
が
被
災
地
を
訪

ね
、そ
こ
に
は
新
た
な
出
会
い
が
あ
っ
た
と
い

う
。こ
う
し
た「
出
会
い
」こ
そ
、東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
過
程
に
お
け
る
象
徴
的
な

で
き
ご
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
ハ
イ
カ
ー

の
間
で
は
、風
景
の
話
よ
り
、地
元
の
人
と
の
出

会
い
や
、親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
体
験
談
の
方

が
、よ
く
話
題
に
の
ぼ
る
と
い
う
。逆
に
、地
元

の
人
か
ら
、「
震
災
の
記
憶
を
地
元
の
中
だ
け
で

語
り
継
ぐ
の
は
難
し
い
。い
ろ
ん
な
経
験
が
あ

る
か
ら
だ
。し
か
し
旅
人
に
は
話
す
こ
と
が
で

き
る
。語
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
が
解
か
れ
る
こ

と
が
あ
る
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
だ
。

　ま
た
、今
回
の
聞
き
取
り
調
査
を
通
し
て
、

●
震
災
は
と
て
も
悲
し
い
出
来
事
だ
が
、震
災

が
な
け
れ
ば
来
な
か
っ
た
人
た
ち
が
来
て
く

れ
、出
会
え
た
こ
と
は
大
き
な
財
産
に
な
っ
た
。

●
地
域
外
の
人
と
交
流
す
る
中
で
、地
域
資
源
、

取
り
組
み
、産
業
が
認
め
ら
れ
た
。見
て
も
ら
い

た
い
、食
べ
て
も
ら
い
た
い
、広
め
た
い
と
い
う

思
い
が
う
ま
れ
た
。

●
多
く
の
人
が
来
て
、震
災
前
に
描
い
て
い
た

ふ
る
さ
と
づ
く
り
は
間
違
っ
て
い
な
い
、や
れ

る
と
い
う
こ
と
を
確
証
し
て
く
れ
た
。一
緒
に

伴
走
し
て
く
れ
、村
づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り
が
一

気
に
進
ん
だ
。一
流
の
人
た
ち
の
考
え
方
に
触

れ
、未
来
を
感
じ
た
。

●
い
ま
は
少
し
間
を
お
い
て
み
て
く
れ
て
い

る
。こ
の
感
覚
が
大
切
。見
て
い
る
よ
、応
援
し

て
い
る
よ
と
い
う
人
た
ち
が
い
る
と
、生
き
て

い
く
う
え
で
心
強
い
。

　と
い
う
よ
う
な
発
言
を
頻
繁
に
聞
い
た
。ま

た
、「
こ
れ
か
ら
は
恩
返
し
だ
」と
い
う
声
も
あ

っ
た
。

　一
方
で
、復
興
支
援
に
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら

は
、「
私
た
ち
が
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」「
人
と
会

い
、話
す
こ
と
が
自
分
の
生
き
る
力
に
も
な
っ

た
」「
人
と
出
会
う
こ
と
の
価
値
に
気
づ
か
さ
れ

た
」と
い
う
話
を
耳
に
す
る
。

　ま
た「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
の
貢
献
活
動
は
、被

災
し
た
地
域
を
癒
す
活
動
だ
。こ
の
先
は
地
域

を
再
生
・
活
性
さ
せ
て
い
く
取
組
み
と
し
て
続

け
て
い
く
べ
き
。主
役
は
地
域
に
住
む
人
々
、地

域
を
訪
れ
る
よ
そ
者
だ
」と
い
う
意
見
が
あ
る
。

も
は
や
、観
光
・
交
流
は
、ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
基
盤
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
観
光
振
興
を
考
え
て
き
た
中
で
、

人
と
の「
つ
な
が
り
」の
重
要
性
を
、こ
れ
ほ
ど

意
識
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
。東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
通
し
て
、観
光
・

交
流
の
大
切
さ
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ

た
。大
雑
把
に
い
う
と
、観
光
へ
の
注
目
は
、「
見

る
」か
ら「
体
験
」に
受
け
継
が
れ
て
き
た
。こ
の

経
験
を
通
し
て
、こ
れ
か
ら
は「
新
し
い
出
会

い
・
心
を
寄
せ
る
」観
光
の
時
代
に
な
る
だ
ろ

う
。最

後
に

　本
号
の
企
画
を
進
め
る
に
あ
た
り
、た
め
ら

い
が
あ
っ
た
。こ
れ
ま
で
現
場
に
は
何
度
も
足

を
運
ん
だ
も
の
の
、自
分
に
何
が
で
き
た
の
だ

ろ
う
。そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に「
10
年
の
節
目

に
、記
録
を
残
す
こ
と
が
重
要
だ
。現
場
の
人
の

振
り
返
り
を
聞
き
た
い
。こ
う
す
れ
ば
よ
か
っ

た
と
い
う
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
く
べ
き
だ
」

と
い
う
意
見
に
、背
中
を
押
さ
れ
た
。

　作
業
を
進
め
る
と
、「
観
光
客
が
来
て
、喜
ん

で
く
れ
る
こ
と
が
地
元
に
元
気
を
も
た
ら
す
。

苦
し
い
時
で
も
、楽
し
い
よ
、こ
こ
は
凄
い
ね
と

い
っ
て
く
れ
る
と
、心
か
ら
元
気
が
湧
い
て
く

る
」と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に
耳
に
し
た
。「
観
光

が
心
の
復
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
。立
ち
上
が

っ
た
被
災
者
が
、今
度
は
支
援
者
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
お
世
話
す
る
立
場
に
な
る
。こ
う
し
た

観
光
が
自
立
の
一
歩
だ
」と
い
う
話
も
あ
っ
た
。

東
北
を
気
に
か
け
、訪
ね
る
だ
け
で
も
、意
義
あ

る
こ
と
だ
と
教
わ
っ
た
。

　こ
の
間
に
、い
く
つ
も
の
印
象
的
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。そ
の
中
で
も「
こ
う
す
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
後
悔
は
な
い
。そ
の
都
度
、

仲
間
た
ち
と
話
し
あ
い
な
が
ら
方
向
性
を
決
め

動
い
て
き
た
。悔
い
た
り
す
る
の
は
、10
年
間
一

緒
に
や
っ
て
き
た
仲
間
に
失
礼
に
な
る
。と
に

か
く
誰
も
が
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
」と
い
う

発
言
が
強
烈
に
心
を
突
い
た
。こ
の
言
葉
が
本

稿
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。

期
を
迎
え
る
。被
災
地
の
視
察
を
主
目
的
と
し

つ
つ
、行
程
に
は
周
辺
観
光
地
へ
の
立
ち
寄
り

も
加
わ
っ
た
。

●
2
0
1
4
年
度
に
な
る
と
、被
災
地
視
察
・
復

興
応
援
ツ
ア
ー
は
減
少
す
る
。

●
2
0
1
5
年
度
か
ら
は
、一
般
観
光
客
・
教
育

旅
行
が
中
心
に
な
り
、バ
ス
利
用
の
団
体
客
に

加
え
て
、個
人
客
、マ
イ
カ
ー
利
用
者
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
う
し
た
ボ
ラ
バ
ス
に
よ
る
応
援
や
視
察
ツ

ア
ー
普
及
の
背
景
に
は
、政
府
・
観
光
庁
な
ど
に

よ
る
公
的
支
援
や
、旅
行
会
社
に
よ
る
積
極
的

な
企
画
提
案
が
あ
っ
た
。し
か
し
、復
旧
・
復
興

が
進
む
と「
被
災
地
の
風
景
」「
が
れ
き
の
景
色
」

が
み
ら
れ
な
く
な
り
、ツ
ア
ー
が
成
立
し
に
く

く
な
っ
た
と
い
う
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、徐
々
に
地
域
独

自
の
取
り
組
み
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。復
興

状
況
の
視
察
対
応
、海
産
物
・
海
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
の
開
発
、震
災
学
習

を
核
に
し
た
教
育
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
企

画
が
、盛
ん
に
な
っ
た
。「
震
災
前
以
上
の
新
し

い
観
光
の
形
を
模
索
し
て
い
く
」と
い
う
声
の

よ
う
に
、風
光
明
媚
な
風
景
地
に
立
ち
寄
る
観

光
か
ら
、地
域
の
中
に
一
歩
踏
み
込
み
、そ
の
地

の
個
性
に
触
れ
る
仕
組
み
作
り
が
相
次
い
だ
。

　5
年
が
経
過
し
た
頃
、「
こ
れ
ま
で
は
被
災
地

女
川
。今
は
新
し
く
な
っ
た
女
川
。こ
れ
か
ら
は

立
ち
上
が
る
女
川
を
み
て
ほ
し
い
。も
は
や
被

災
地
を
売
り
も
の
に
す
る
時
期
で
は
な
い
」と

い
う
話
を
聞
い
た
。「
あ
の
人
に
会
い
た
い
。そ

ん
な
観
光
が
あ
っ
て
も
よ
い
」「
人
に
焦
点
を
あ

て
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
す
」「
日
常
の
何
気
な

い
風
景
や
町
の
匂
い
。暮
ら
す
人
と
訪
れ
る
人

の
顔
と
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
た
交
流
」と
い
っ
た
、

人
と
の
ふ
れ
合
い
や
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
観

光
が
必
要
だ
、と
い
う
意
見
を
多
々
耳
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。こ
う
し
て
地
域
が
主
体
的
に

取
り
組
む
観
光
振
興
が
加
速
す
る
。

「新しい出会い・心を寄せる」観光の時代へ視座
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果
た
し
た
こ
と
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　観
光
に
対
す
る
直
接
的
な
期
待
は
、観
光
消

費
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
で
あ
る
。繰
り
返
し

に
な
る
が
、被
災
後
の
比
較
的
早
い
段
階
で
、復

興
食
堂
や
復
興
商
店
街
が
つ
く
ら
れ
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
復
旧
・
復
興
業
務
従
事
者
、視
察
や
観

光
で
訪
れ
た
人
た
ち
が
利
用
し
た
。

　ま
た
、「
漁
再
開
の
見
通
し
が
た
た
な
い
の
で

漁
業
体
験
を
は
じ
め
た
い
。早
く
サ
ッ
パ
船（
小

型
の
漁
船
）を
手
に
入
れ
て
海
の
案
内
ツ
ア
ー

を
再
開
し
た
い
。い
ち
早
く
収
入
に
も
つ
な
が

る
」と
い
う
声
が
早
い
時
期
に
上
が
っ
た
。震
災

前
か
ら
生
業
の
合
間
に
取
り
組
ん
で
き
た
観
光

交
流
事
業
を
当
面
の
糧
に
し
た
い
と
い
う
こ
と

だ
が
、さ
ら
に「
海
を
案
内
す
る
と
、観
光
客
は

喜
び
、拍
手
が
起
き
る
。自
分
の
船
さ
え
あ
れ

ば
、も
う
一
度
快
感
を
味
わ
え
る
」と
言
葉
は
続

い
た
と
い
う
。

　「人
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
、立

ち
上
が
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」、「
目
の
前
に

観
光
の
再
出
発
が
あ
っ
た
。無
我
夢
中
で
や
れ

た
」、「
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
女
将
の

ス
イ
ッ
チ
が
は
い
っ
た
」と
い
う
発
言
に
あ
る

よ
う
に
、人
を
迎
え
る
、楽
し
い
と
き
を
つ
く

る
、そ
し
て
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
気
持
ち
を

前
向
き
に
し
、行
動
力
を
駆
り
立
て
た
よ
う
だ
。

誘
客
・
観
光
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
識
が
、復

興
を
駆
動
す
る
力
強
い
エ
ン
ジ
ン
役
に
な
っ

た
。　一

方
、訪
問
客
か
ら
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

た
く
て
も
体
力
や
体
調
の
面
か
ら
で
き
な
い
。

訪
問
し
て
直
接
話
を
聞
き
、そ
の
あ
と
食
事
を

と
り
、買
い
物
を
す
る
。そ
う
や
っ
て
復
興
を
手

伝
い
た
い
」と
い
う
話
が
あ
っ
た
。最
近
で
は

「
こ
れ
ま
で
何
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
心
の
負

い
目
だ
っ
た
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
が
で

き
た
の
で
歩
き
に
行
け
る
。歩
く
こ
と
で
少
し

で
も
東
北
を
応
援
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」と

い
う
ハ
イ
カ
ー
も
い
る
よ
う
だ
。東
北
を
気
に

か
け
、訪
問
を
通
し
て
自
分
の
心
を
伝
え
、消
費

に
よ
る
支
援
も
し
た
い
、と
考
え
る
人
は
今
も

多
い
。被
災
さ
れ
た
方
か
ら
も
、忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
と
い
う
声
を
聞
く
。こ
う
し
た
観
光
・
交
流

を
通
し
た
心
の
つ
な
が
り
も
復
興
を
支
え
て
き

た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　「観
光
が
元
気
だ
と
地
域
全
体
が
活
気
に
溢

れ
て
み
え
る
。行
っ
て
い
い
の
か
と
問
わ
れ
る

と
、気
に
せ
ず
来
て
く
だ
さ
い
、来
て
も
ら
う
こ

と
が
一
番
の
支
援
に
な
る
と
答
え
て
い
る
。多

く
の
方
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
復
興
の
証
明
に

な
る
」と
い
う
言
葉
に
、震
災
復
興
に
お
け
る
観

光
や
交
流
の
役
割
と
貢
献
が
集
約
さ
れ
て
い

る
。観

光
ま
ち
づ
く
り
か
ら

地
方
創
生
へ

　観
光
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
振
り
返
る
と
、

「
震
災
が
き
っ
か
け
で
浜
と
町
が
つ
な
が
っ
た
。

若
い
人
た
ち
が
協
力
し
、同
じ
目
線
で
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
」、「
旅
館
、

飲
食
店
、建
設
業
、幼
稚
園
の
先
生
、漁
師
も
含

め
、多
種
多
様
な
人
が
業
種
を
超
え
て
連
携
し

た
」、「
プ
レ
ハ
ブ
と
い
う
一
つ
の
空
間
に
、観
光

協
会
、商
工
会
、他
の
産
業
団
体
の
事
務
所
が
寄

り
合
っ
た
。事
務
局
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
密
に
な
り
、産
業
界
の
結
束
が
強
く
な

っ
た
」と
あ
る
よ
う
に
、復
興
過
程
に
お
い
て
地

域
の
中
の
つ
な
が
り
が
強
ま
り
、観
光
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
が
共
有
さ
れ
、復
興
が
加
速
し

た
と
い
う
事
例
が
複
数
み
ら
れ
た
。

　ま
た
、「
熱
意
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
方
を
取

材
す
る
う
ち
に
、農
家
の
方
々
の
素
晴
ら
し
さ

に
気
づ
き
、感
動
し
た
。ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
も

っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
。福
島
県
民
と
し
て

の
強
烈
な
自
負
が
芽
生
え
た
」と
い
う
若
者
が

い
る
。「
お
す
す
め
の
観
光
地
を
た
ず
ね
ら
れ
て

も
有
名
観
光
地
し
か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た

が
、こ
ん
な
山
が
あ
っ
て
、そ
こ
の
リ
ン
ゴ
が
絶

品
だ
」と
、潜
在
す
る
地
域
固
有
の
魅
力
を
見
い

だ
し
、自
分
の
言
葉
で
語
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。復
興
活
動
を
通
し
て
地
元
と
向
き
合
い
、

そ
こ
に
暮
ら
す
意
義
を
感
じ
、自
信
が
芽
生
え

る
。自
分
で
気
づ
い
た
地
域
の
誇
り
が
外
か
ら

人
を
呼
び
、素
晴
ら
し
さ
を
確
認
し
あ
う
こ
と

を
通
し
て
、あ
ら
た
な
観
光
・
交
流
が
生
ま
れ
て

い
く
事
例
も
あ
っ
た
。

　一
方
、観
光
産
業
界
に
は
、「
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
人
た
ち
の
心
も
い
や
せ
る
旅
館
に
な

東
北
全
体
の
観
光
復
興

　東
北
全
体
に
視
野
を
広
げ
る
と
、ボ
ラ
バ
ス

や
復
興
応
援
ツ
ア
ー
に
加
え
て
、デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、「
東
北
観
光
博
」、

「
東
北
六
魂
祭
」な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、複
数

の
国
際
会
議
の
誘
致
な
ど
が
積
極
的
に
仕
掛
け

ら
れ
た
。東
北
全
体
で
は
、震
災
か
ら
5
年
を
経

て
、震
災
前
の
訪
問
客
数
に
戻
っ
た
と
い
う
。

　そ
の
後
も
、日
本
全
体
で
観
光
立
国
の
推
進
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
大
を
目
指
す
流
れ
の
中
で
、

観
光
庁
・
東
北
運
輸
局
・
東
北
観
光
推
進
機
構
ら

の
強
力
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、「
T
O-

H
O
K
U
」ブ
ラ
ン
ド
を
磨
き
、発
信
し
た
。ま

た
東
北
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
際
航
空
路
線
を
拡

充
し
、国
際
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
を
増
や
し
て

い
く
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、東
北
6

県
全
体
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
数
を
2
0
2
0

年
に
は
2
0
1
5
年
の
3
倍
に
す
る
と
い
う
政

府
目
標
を
、2
0
1
9
年
に
達
成
す
る
。

　震
災
か
ら
10
年
経
ち
、道
路
、防
潮
堤
、住
宅

な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は
ほ
ぼ
終
了
の
段
階
に
き

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。高
速
交
通
網
の
整
備
な

ど
、観
光
振
興
に
は
好
材
料
も
で
て
き
た
。し
か

し
な
が
ら
、生
活
に
は
依
然
と
し
て
課
題
が
残

り
、十
分
な
復
興
を
果
た
し
て
い
な
い
産
業
も

あ
る
と
聞
く
。ま
た
、人
口
減
少
が
、被
災
し
た

各
地
に
も
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て

い
る
。さ
ら
に
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
脅
威
が
襲
っ

て
き
た
。一
方
で
、国
の
特
別
措
置
に
よ
る
大
規

模
な
観
光
振
興
活
動
は
、2
0
2
0
年
度
を
も

っ
て
終
了
す
る
と
い
う
。

　こ
う
し
て
東
北
の
復
興
は
、次
の
段
階
を
迎

え
た
と
い
っ
て
よ
い
。依
然
と
続
く
固
有
の
課

題
と
、異
質
の
困
難
に
向
き
合
う
フ
ェ
ー
ズ
で

あ
る
。ハ
ー
ド
整
備
が
一
段
落
し
、観
光
振
興
で

は
ソ
フ
ト
面
で
の
工
夫
と
創
造
が
柱
に
な
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、働
き
方
の
多
様
化

が
進
み
、都
市
と
地
方
と
の
新
し
い
つ
な
が
り

方
が
生
ま
れ
て
く
る
。「
地
域
循
環
共
生
圏
」の

考
え
方
も
話
題
に
な
る
だ
ろ
う
。こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
主
体
の
取
り
組
み
が
重
要
に
な
る
。

　そ
し
て
東
北
に
は
、持
続
可
能
な
観
光
へ
の

取
り
組
み
を
望
み
た
い
。そ
こ
で
の
暮
ら
し
に

は
、観
光
・
交
流
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ

と
い
う
こ
と
が
、地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら
れ

る
よ
う
な
観
光
振
興
で
あ
る
。

震
災
復
興
に
観
光
や

交
流
が
果
た
し
た
こ
と

　こ
こ
か
ら
は
、あ
ら
た
め
て
太
平
洋
沿
岸
部

に
絞
り
、観
光
や
交
流
が
震
災
か
ら
の
復
興
に

　本
誌
の
構
成
に
あ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場

と
視
点
か
ら
、多
く
の
方
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
。書
き

足
り
な
い
こ
と
、言
い
足
り
な
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
っ
た
と
思
う
。筆
者
ら
が
表
現
で
き
て

い
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る
だ
ろ
う
。紙
幅
と
時

間
の
限
り
を
言
い
訳
に
、ご
容
赦
願
い
た
い
。

　こ
こ
ま
で
の
記
事
や
レ
ポ
ー
ト
は
、ひ
と
り
ひ

と
り
の
眼
差
し
で
語
っ
た
実
践
記
で
あ
る
。思
い

の
詰
ま
っ
た
文
脈
か
ら
一
文
や
一
語
を
抜
粋
す

る
の
は
躊
躇
す
る
が
、当
欄
の
役
割
上
、印
象
深

い
表
現
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
お
け
る
観
光
や
交
流
の
実
情
、観
光
振

興
が
果
た
し
た
役
割
を
概
括
し
て
み
た
い
。

三
陸
沿
岸
部
の
観
光
動
向

　最
初
に
、津
波
に
よ
る
被
災
が
甚
大
だ
っ
た
、

主
に
三
陸
沿
岸
部
の
観
光
動
向
を
振
り
返
る
。

5
年
前
発
行
の
本
誌
2
2
9
号
に
と
り
ま
と
め

た『
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
観
光
は
何

を
果
た
し
た
か
│
5
年
間
の
ふ
り
か
え
り
と
今

後
へ
の
期
待
』の
内
容
も
踏
ま
え
、当
初
の
状
況

は
次
の
よ
う
に
列
記
で
き
る
。

●
2
0
1
1
年
度
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
・
復
興
食
堂
・
復
興
商
店
街
・
震
災

語
り
部
。復
旧
作
業
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
が
、専
用
バ
ス（
ボ
ラ
バ
ス
）な
ど
を
利
用
し

て
現
地
を
訪
問
し
た
。夏
季
頃
か
ら
、仮
設
の

「
復
興
食
堂
」や「
復
興
商
店
街
」の
開
設
が
相
次

ぎ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、工
事
関
係
者
、被
災
地
視

察
の
一
般
客
ら
が
訪
れ
た
。「
震
災
語
り
部
」が

組
織
化
さ
れ
、ボ
ラ
バ
ス
や
視
察
ツ
ア
ー
対
象

の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た
。

●
2
0
1
2
年
度
に
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
閉
鎖
に
伴
い
ボ
ラ
バ
ス
は
減
少
。か

わ
っ
て
被
災
地
視
察
を
主
目
的
と
し
た
復
興
応

援
ツ
ア
ー
が
徐
々
に
増
加
。震
災
を
学
ぶ
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
企
画
が
始
ま
っ
た
。

●
2
0
1
3
年
度
、復
興
応
援
ツ
ア
ー
は
最
盛

る
。災
害
時
に
温
泉
地
は
疎
開
先
に
な
る
。生
活

産
業
な
の
で
誇
り
を
も
っ
て
続
け
て
い
く
」と

い
う
声
が
あ
る
。地
域
社
会
に
お
け
る
課
題
解

決
の
手
段
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役

割
、交
流
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
っ
た
、新

た
な
役
割
の
気
づ
き
・
動
機
づ
け
が
あ
っ
た
よ

う
だ
。こ
う
し
た
意
識
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ

っ
て
、観
光
産
業
は
、生
活
交
流
産
業
と
し
て

も
、地
域
社
会
の
中
で
い
っ
そ
う
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　観
光
ま
ち
づ
く
り
で
は
、従
前
か
ら
多
く
の

地
方
が
抱
え
る
高
齢
化
、人
口
減
少
と
い
う
課

題
に
向
き
合
う
こ
と
も
必
要
に
な
る
。復
興
過

程
で
観
光
・
交
流
が
進
み
、「
空
き
地
や
空
き
家

だ
ら
け
だ
っ
た
が
、若
い
人
が
入
っ
て
き
て
新

し
い
お
店
が
で
き
た
。こ
こ
は
住
み
や
す
い
と

選
ん
で
く
れ
た
」、「
民
泊
、漁
業
体
験
、お
祭
り

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、若
い
世
代
へ
の

引
継
ぎ
が
課
題
だ
っ
た
。震
災
を
き
っ
か
け
に

交
流
事
業
に
価
値
を
感
じ
る
若
い
人
が
増
え

た
。大
き
な
課
題
が
一
気
に
解
決
し
た
」と
い
う

こ
と
が
起
き
て
い
る
。

　外
部
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、頻
繁
な
往
来
、移

住
、定
住
に
つ
な
ぐ
と
い
う
取
り
組
み
に
は
、結

局
の
と
こ
ろ
、働
く
場
・
仕
事
が
不
可
欠
で
あ

る
。観
光
・
交
流
の
核
と
な
る
商
業
施
設
群
の
再

構
築
に
あ
た
り
、地
域
住
民
、外
来
者
を
問
わ

ず
、新
た
な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
運
・
仕

組
み
づ
く
り
、創
業
の
場
づ
く
り
が
具
体
化
さ

れ
た
事
例
も
あ
っ
た

　こ
の
よ
う
に
復
興
過
程
に
お
け
る
連
携
と
協

働
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
通
し

て
、地
方
創
生
に
つ
な
が
る
好
事
例
が
複
数
創

出
さ
れ
て
い
る
。本
来
の
仕
事
が
軌
道
に
乗
る

と
協
働
の
意
識
が
薄
れ
が
ち
に
な
る
よ
う
だ

が
、こ
の
先
も
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

「
出
会
い
」と「
つ
な
が
り
」

　こ
れ
ま
で
に
多
く
の
人
た
ち
が
被
災
地
を
訪

ね
、そ
こ
に
は
新
た
な
出
会
い
が
あ
っ
た
と
い

う
。こ
う
し
た「
出
会
い
」こ
そ
、東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
過
程
に
お
け
る
象
徴
的
な

で
き
ご
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
ハ
イ
カ
ー

の
間
で
は
、風
景
の
話
よ
り
、地
元
の
人
と
の
出

会
い
や
、親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
体
験
談
の
方

が
、よ
く
話
題
に
の
ぼ
る
と
い
う
。逆
に
、地
元

の
人
か
ら
、「
震
災
の
記
憶
を
地
元
の
中
だ
け
で

語
り
継
ぐ
の
は
難
し
い
。い
ろ
ん
な
経
験
が
あ

る
か
ら
だ
。し
か
し
旅
人
に
は
話
す
こ
と
が
で

き
る
。語
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
が
解
か
れ
る
こ

と
が
あ
る
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
だ
。

　ま
た
、今
回
の
聞
き
取
り
調
査
を
通
し
て
、

●
震
災
は
と
て
も
悲
し
い
出
来
事
だ
が
、震
災

が
な
け
れ
ば
来
な
か
っ
た
人
た
ち
が
来
て
く

れ
、出
会
え
た
こ
と
は
大
き
な
財
産
に
な
っ
た
。

●
地
域
外
の
人
と
交
流
す
る
中
で
、地
域
資
源
、

取
り
組
み
、産
業
が
認
め
ら
れ
た
。見
て
も
ら
い

た
い
、食
べ
て
も
ら
い
た
い
、広
め
た
い
と
い
う

思
い
が
う
ま
れ
た
。

●
多
く
の
人
が
来
て
、震
災
前
に
描
い
て
い
た

ふ
る
さ
と
づ
く
り
は
間
違
っ
て
い
な
い
、や
れ

る
と
い
う
こ
と
を
確
証
し
て
く
れ
た
。一
緒
に

伴
走
し
て
く
れ
、村
づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り
が
一

気
に
進
ん
だ
。一
流
の
人
た
ち
の
考
え
方
に
触

れ
、未
来
を
感
じ
た
。

●
い
ま
は
少
し
間
を
お
い
て
み
て
く
れ
て
い

る
。こ
の
感
覚
が
大
切
。見
て
い
る
よ
、応
援
し

て
い
る
よ
と
い
う
人
た
ち
が
い
る
と
、生
き
て

い
く
う
え
で
心
強
い
。

　と
い
う
よ
う
な
発
言
を
頻
繁
に
聞
い
た
。ま

た
、「
こ
れ
か
ら
は
恩
返
し
だ
」と
い
う
声
も
あ

っ
た
。

　一
方
で
、復
興
支
援
に
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら

は
、「
私
た
ち
が
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」「
人
と
会

い
、話
す
こ
と
が
自
分
の
生
き
る
力
に
も
な
っ

た
」「
人
と
出
会
う
こ
と
の
価
値
に
気
づ
か
さ
れ

た
」と
い
う
話
を
耳
に
す
る
。

　ま
た「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
の
貢
献
活
動
は
、被

災
し
た
地
域
を
癒
す
活
動
だ
。こ
の
先
は
地
域

を
再
生
・
活
性
さ
せ
て
い
く
取
組
み
と
し
て
続

け
て
い
く
べ
き
。主
役
は
地
域
に
住
む
人
々
、地

域
を
訪
れ
る
よ
そ
者
だ
」と
い
う
意
見
が
あ
る
。

も
は
や
、観
光
・
交
流
は
、ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
基
盤
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
観
光
振
興
を
考
え
て
き
た
中
で
、

人
と
の「
つ
な
が
り
」の
重
要
性
を
、こ
れ
ほ
ど

意
識
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
。東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
通
し
て
、観
光
・

交
流
の
大
切
さ
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ

た
。大
雑
把
に
い
う
と
、観
光
へ
の
注
目
は
、「
見

る
」か
ら「
体
験
」に
受
け
継
が
れ
て
き
た
。こ
の

経
験
を
通
し
て
、こ
れ
か
ら
は「
新
し
い
出
会

い
・
心
を
寄
せ
る
」観
光
の
時
代
に
な
る
だ
ろ

う
。最

後
に

　本
号
の
企
画
を
進
め
る
に
あ
た
り
、た
め
ら

い
が
あ
っ
た
。こ
れ
ま
で
現
場
に
は
何
度
も
足

を
運
ん
だ
も
の
の
、自
分
に
何
が
で
き
た
の
だ

ろ
う
。そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に「
10
年
の
節
目

に
、記
録
を
残
す
こ
と
が
重
要
だ
。現
場
の
人
の

振
り
返
り
を
聞
き
た
い
。こ
う
す
れ
ば
よ
か
っ

た
と
い
う
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
く
べ
き
だ
」

と
い
う
意
見
に
、背
中
を
押
さ
れ
た
。

　作
業
を
進
め
る
と
、「
観
光
客
が
来
て
、喜
ん

で
く
れ
る
こ
と
が
地
元
に
元
気
を
も
た
ら
す
。

苦
し
い
時
で
も
、楽
し
い
よ
、こ
こ
は
凄
い
ね
と

い
っ
て
く
れ
る
と
、心
か
ら
元
気
が
湧
い
て
く

る
」と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に
耳
に
し
た
。「
観
光

が
心
の
復
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
。立
ち
上
が

っ
た
被
災
者
が
、今
度
は
支
援
者
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
お
世
話
す
る
立
場
に
な
る
。こ
う
し
た

観
光
が
自
立
の
一
歩
だ
」と
い
う
話
も
あ
っ
た
。

東
北
を
気
に
か
け
、訪
ね
る
だ
け
で
も
、意
義
あ

る
こ
と
だ
と
教
わ
っ
た
。

　こ
の
間
に
、い
く
つ
も
の
印
象
的
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。そ
の
中
で
も「
こ
う
す
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
後
悔
は
な
い
。そ
の
都
度
、

仲
間
た
ち
と
話
し
あ
い
な
が
ら
方
向
性
を
決
め

動
い
て
き
た
。悔
い
た
り
す
る
の
は
、10
年
間
一

緒
に
や
っ
て
き
た
仲
間
に
失
礼
に
な
る
。と
に

か
く
誰
も
が
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
」と
い
う

発
言
が
強
烈
に
心
を
突
い
た
。こ
の
言
葉
が
本

稿
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。

期
を
迎
え
る
。被
災
地
の
視
察
を
主
目
的
と
し

つ
つ
、行
程
に
は
周
辺
観
光
地
へ
の
立
ち
寄
り

も
加
わ
っ
た
。

●
2
0
1
4
年
度
に
な
る
と
、被
災
地
視
察
・
復

興
応
援
ツ
ア
ー
は
減
少
す
る
。

●
2
0
1
5
年
度
か
ら
は
、一
般
観
光
客
・
教
育

旅
行
が
中
心
に
な
り
、バ
ス
利
用
の
団
体
客
に

加
え
て
、個
人
客
、マ
イ
カ
ー
利
用
者
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
う
し
た
ボ
ラ
バ
ス
に
よ
る
応
援
や
視
察
ツ

ア
ー
普
及
の
背
景
に
は
、政
府
・
観
光
庁
な
ど
に

よ
る
公
的
支
援
や
、旅
行
会
社
に
よ
る
積
極
的

な
企
画
提
案
が
あ
っ
た
。し
か
し
、復
旧
・
復
興

が
進
む
と「
被
災
地
の
風
景
」「
が
れ
き
の
景
色
」

が
み
ら
れ
な
く
な
り
、ツ
ア
ー
が
成
立
し
に
く

く
な
っ
た
と
い
う
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、徐
々
に
地
域
独

自
の
取
り
組
み
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。復
興

状
況
の
視
察
対
応
、海
産
物
・
海
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
の
開
発
、震
災
学
習

を
核
に
し
た
教
育
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
企

画
が
、盛
ん
に
な
っ
た
。「
震
災
前
以
上
の
新
し

い
観
光
の
形
を
模
索
し
て
い
く
」と
い
う
声
の

よ
う
に
、風
光
明
媚
な
風
景
地
に
立
ち
寄
る
観

光
か
ら
、地
域
の
中
に
一
歩
踏
み
込
み
、そ
の
地

の
個
性
に
触
れ
る
仕
組
み
作
り
が
相
次
い
だ
。

　5
年
が
経
過
し
た
頃
、「
こ
れ
ま
で
は
被
災
地

女
川
。今
は
新
し
く
な
っ
た
女
川
。こ
れ
か
ら
は

立
ち
上
が
る
女
川
を
み
て
ほ
し
い
。も
は
や
被

災
地
を
売
り
も
の
に
す
る
時
期
で
は
な
い
」と

い
う
話
を
聞
い
た
。「
あ
の
人
に
会
い
た
い
。そ

ん
な
観
光
が
あ
っ
て
も
よ
い
」「
人
に
焦
点
を
あ

て
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
す
」「
日
常
の
何
気
な

い
風
景
や
町
の
匂
い
。暮
ら
す
人
と
訪
れ
る
人

の
顔
と
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
た
交
流
」と
い
っ
た
、

人
と
の
ふ
れ
合
い
や
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
観

光
が
必
要
、だ
と
い
う
意
見
を
多
々
耳
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。こ
う
し
て
地
域
が
主
体
的
に

取
り
組
む
観
光
振
興
が
加
速
す
る
。

「新しい出会い・心を寄せる」観光の時代へ視座

カキ漁師体験ツアー＠山田町

カキ漁師体験ツアーはカキむき、調理・飲食とつづく

トレイルを歩いたことがきっかけで移住し、
名取トレイルセンターで勤務する2人
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果
た
し
た
こ
と
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　観
光
に
対
す
る
直
接
的
な
期
待
は
、観
光
消

費
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
で
あ
る
。繰
り
返
し

に
な
る
が
、被
災
後
の
比
較
的
早
い
段
階
で
、復

興
食
堂
や
復
興
商
店
街
が
つ
く
ら
れ
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
復
旧
・
復
興
業
務
従
事
者
、視
察
や
観

光
で
訪
れ
た
人
た
ち
が
利
用
し
た
。

　ま
た
、「
漁
再
開
の
見
通
し
が
た
た
な
い
の
で

漁
業
体
験
を
は
じ
め
た
い
。早
く
サ
ッ
パ
船（
小

型
の
漁
船
）を
手
に
入
れ
て
海
の
案
内
ツ
ア
ー

を
再
開
し
た
い
。い
ち
早
く
収
入
に
も
つ
な
が

る
」と
い
う
声
が
早
い
時
期
に
上
が
っ
た
。震
災

前
か
ら
生
業
の
合
間
に
取
り
組
ん
で
き
た
観
光

交
流
事
業
を
当
面
の
糧
に
し
た
い
と
い
う
こ
と

だ
が
、さ
ら
に「
海
を
案
内
す
る
と
、観
光
客
は

喜
び
、拍
手
が
起
き
る
。自
分
の
船
さ
え
あ
れ

ば
、も
う
一
度
快
感
を
味
わ
え
る
」と
言
葉
は
続

い
た
と
い
う
。

　「人
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
、立

ち
上
が
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」、「
目
の
前
に

観
光
の
再
出
発
が
あ
っ
た
。無
我
夢
中
で
や
れ

た
」、「
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
女
将
の

ス
イ
ッ
チ
が
は
い
っ
た
」と
い
う
発
言
に
あ
る

よ
う
に
、人
を
迎
え
る
、楽
し
い
と
き
を
つ
く

る
、そ
し
て
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
気
持
ち
を

前
向
き
に
し
、行
動
力
を
駆
り
立
て
た
よ
う
だ
。

誘
客
・
観
光
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
識
が
、復

興
を
駆
動
す
る
力
強
い
エ
ン
ジ
ン
役
に
な
っ

た
。　一

方
、訪
問
客
か
ら
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

た
く
て
も
体
力
や
体
調
の
面
か
ら
で
き
な
い
。

訪
問
し
て
直
接
話
を
聞
き
、そ
の
あ
と
食
事
を

と
り
、買
い
物
を
す
る
。そ
う
や
っ
て
復
興
を
手

伝
い
た
い
」と
い
う
話
が
あ
っ
た
。最
近
で
は

「
こ
れ
ま
で
何
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
心
の
負

い
目
だ
っ
た
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
が
で

き
た
の
で
歩
き
に
行
け
る
。歩
く
こ
と
で
少
し

で
も
東
北
を
応
援
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」と

い
う
ハ
イ
カ
ー
も
い
る
よ
う
だ
。東
北
を
気
に

か
け
、訪
問
を
通
し
て
自
分
の
心
を
伝
え
、消
費

に
よ
る
支
援
も
し
た
い
、と
考
え
る
人
は
今
も

多
い
。被
災
さ
れ
た
方
か
ら
も
、忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
と
い
う
声
を
聞
く
。こ
う
し
た
観
光
・
交
流

を
通
し
た
心
の
つ
な
が
り
も
復
興
を
支
え
て
き

た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　「観
光
が
元
気
だ
と
地
域
全
体
が
活
気
に
溢

れ
て
み
え
る
。行
っ
て
い
い
の
か
と
問
わ
れ
る

と
、気
に
せ
ず
来
て
く
だ
さ
い
、来
て
も
ら
う
こ

と
が
一
番
の
支
援
に
な
る
と
答
え
て
い
る
。多

く
の
方
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
復
興
の
証
明
に

な
る
」と
い
う
言
葉
に
、震
災
復
興
に
お
け
る
観

光
や
交
流
の
役
割
と
貢
献
が
集
約
さ
れ
て
い

る
。観

光
ま
ち
づ
く
り
か
ら

地
方
創
生
へ

　観
光
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
振
り
返
る
と
、

「
震
災
が
き
っ
か
け
で
浜
と
町
が
つ
な
が
っ
た
。

若
い
人
た
ち
が
協
力
し
、同
じ
目
線
で
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
」、「
旅
館
、

飲
食
店
、建
設
業
、幼
稚
園
の
先
生
、漁
師
も
含

め
、多
種
多
様
な
人
が
業
種
を
超
え
て
連
携
し

た
」、「
プ
レ
ハ
ブ
と
い
う
一
つ
の
空
間
に
、観
光

協
会
、商
工
会
、他
の
産
業
団
体
の
事
務
所
が
寄

り
合
っ
た
。事
務
局
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
密
に
な
り
、産
業
界
の
結
束
が
強
く
な

っ
た
」と
あ
る
よ
う
に
、復
興
過
程
に
お
い
て
地

域
の
中
の
つ
な
が
り
が
強
ま
り
、観
光
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
が
共
有
さ
れ
、復
興
が
加
速
し

た
と
い
う
事
例
が
複
数
み
ら
れ
た
。

　ま
た
、「
熱
意
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
方
を
取

材
す
る
う
ち
に
、農
家
の
方
々
の
素
晴
ら
し
さ

に
気
づ
き
、感
動
し
た
。ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
も

っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
。福
島
県
民
と
し
て

の
強
烈
な
自
負
が
芽
生
え
た
」と
い
う
若
者
が

い
る
。「
お
す
す
め
の
観
光
地
を
た
ず
ね
ら
れ
て

も
有
名
観
光
地
し
か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た

が
、こ
ん
な
山
が
あ
っ
て
、そ
こ
の
リ
ン
ゴ
が
絶

品
だ
」と
、潜
在
す
る
地
域
固
有
の
魅
力
を
見
い

だ
し
、自
分
の
言
葉
で
語
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。復
興
活
動
を
通
し
て
地
元
と
向
き
合
い
、

そ
こ
に
暮
ら
す
意
義
を
感
じ
、自
信
が
芽
生
え

る
。自
分
で
気
づ
い
た
地
域
の
誇
り
が
外
か
ら

人
を
呼
び
、素
晴
ら
し
さ
を
確
認
し
あ
う
こ
と

を
通
し
て
、あ
ら
た
な
観
光
・
交
流
が
生
ま
れ
て

い
く
事
例
も
あ
っ
た
。

　一
方
、観
光
産
業
界
に
は
、「
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
人
た
ち
の
心
も
い
や
せ
る
旅
館
に
な

東
北
全
体
の
観
光
復
興

　東
北
全
体
に
視
野
を
広
げ
る
と
、ボ
ラ
バ
ス

や
復
興
応
援
ツ
ア
ー
に
加
え
て
、デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、「
東
北
観
光
博
」、

「
東
北
六
魂
祭
」な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、複
数

の
国
際
会
議
の
誘
致
な
ど
が
積
極
的
に
仕
掛
け

ら
れ
た
。東
北
全
体
で
は
、震
災
か
ら
5
年
を
経

て
、震
災
前
の
訪
問
客
数
に
戻
っ
た
と
い
う
。

　そ
の
後
も
、日
本
全
体
で
観
光
立
国
の
推
進
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
大
を
目
指
す
流
れ
の
中
で
、

観
光
庁
・
東
北
運
輸
局
・
東
北
観
光
推
進
機
構
ら

の
強
力
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、「
T
O-

H
O
K
U
」ブ
ラ
ン
ド
を
磨
き
、発
信
し
た
。ま

た
東
北
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
際
航
空
路
線
を
拡

充
し
、国
際
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
を
増
や
し
て

い
く
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、東
北
6

県
全
体
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
数
を
2
0
2
0

年
に
は
2
0
1
5
年
の
3
倍
に
す
る
と
い
う
政

府
目
標
を
、2
0
1
9
年
に
達
成
す
る
。

　震
災
か
ら
10
年
経
ち
、道
路
、防
潮
堤
、住
宅

な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は
ほ
ぼ
終
了
の
段
階
に
き

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。高
速
交
通
網
の
整
備
な

ど
、観
光
振
興
に
は
好
材
料
も
で
て
き
た
。し
か

し
な
が
ら
、生
活
に
は
依
然
と
し
て
課
題
が
残

り
、十
分
な
復
興
を
果
た
し
て
い
な
い
産
業
も

あ
る
と
聞
く
。ま
た
、人
口
減
少
が
、被
災
し
た

各
地
に
も
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て

い
る
。さ
ら
に
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
脅
威
が
襲
っ

て
き
た
。一
方
で
、国
の
特
別
措
置
に
よ
る
大
規

模
な
観
光
振
興
活
動
は
、2
0
2
0
年
度
を
も

っ
て
終
了
す
る
と
い
う
。

　こ
う
し
て
東
北
の
復
興
は
、次
の
段
階
を
迎

え
た
と
い
っ
て
よ
い
。依
然
と
続
く
固
有
の
課

題
と
、異
質
の
困
難
に
向
き
合
う
フ
ェ
ー
ズ
で

あ
る
。ハ
ー
ド
整
備
が
一
段
落
し
、観
光
振
興
で

は
ソ
フ
ト
面
で
の
工
夫
と
創
造
が
柱
に
な
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、働
き
方
の
多
様
化

が
進
み
、都
市
と
地
方
と
の
新
し
い
つ
な
が
り

方
が
生
ま
れ
て
く
る
。「
地
域
循
環
共
生
圏
」の

考
え
方
も
話
題
に
な
る
だ
ろ
う
。こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
主
体
の
取
り
組
み
が
重
要
に
な
る
。

　そ
し
て
東
北
に
は
、持
続
可
能
な
観
光
へ
の

取
り
組
み
を
望
み
た
い
。そ
こ
で
の
暮
ら
し
に

は
、観
光
・
交
流
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ

と
い
う
こ
と
が
、地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら
れ

る
よ
う
な
観
光
振
興
で
あ
る
。

震
災
復
興
に
観
光
や

交
流
が
果
た
し
た
こ
と

　こ
こ
か
ら
は
、あ
ら
た
め
て
太
平
洋
沿
岸
部

に
絞
り
、観
光
や
交
流
が
震
災
か
ら
の
復
興
に

　本
誌
の
構
成
に
あ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場

と
視
点
か
ら
、多
く
の
方
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
。書
き

足
り
な
い
こ
と
、言
い
足
り
な
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
っ
た
と
思
う
。筆
者
ら
が
表
現
で
き
て

い
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る
だ
ろ
う
。紙
幅
と
時

間
の
限
り
を
言
い
訳
に
、ご
容
赦
願
い
た
い
。

　こ
こ
ま
で
の
記
事
や
レ
ポ
ー
ト
は
、ひ
と
り
ひ

と
り
の
眼
差
し
で
語
っ
た
実
践
記
で
あ
る
。思
い

の
詰
ま
っ
た
文
脈
か
ら
一
文
や
一
語
を
抜
粋
す

る
の
は
躊
躇
す
る
が
、当
欄
の
役
割
上
、印
象
深

い
表
現
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
お
け
る
観
光
や
交
流
の
実
情
、観
光
振

興
が
果
た
し
た
役
割
を
概
括
し
て
み
た
い
。

三
陸
沿
岸
部
の
観
光
動
向

　最
初
に
、津
波
に
よ
る
被
災
が
甚
大
だ
っ
た
、

主
に
三
陸
沿
岸
部
の
観
光
動
向
を
振
り
返
る
。

5
年
前
発
行
の
本
誌
2
2
9
号
に
と
り
ま
と
め

た『
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
観
光
は
何

を
果
た
し
た
か
│
5
年
間
の
ふ
り
か
え
り
と
今

後
へ
の
期
待
』の
内
容
も
踏
ま
え
、当
初
の
状
況

は
次
の
よ
う
に
列
記
で
き
る
。

●
2
0
1
1
年
度
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
・
復
興
食
堂
・
復
興
商
店
街
・
震
災

語
り
部
。復
旧
作
業
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
が
、専
用
バ
ス（
ボ
ラ
バ
ス
）な
ど
を
利
用
し

て
現
地
を
訪
問
し
た
。夏
季
頃
か
ら
、仮
設
の

「
復
興
食
堂
」や「
復
興
商
店
街
」の
開
設
が
相
次

ぎ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、工
事
関
係
者
、被
災
地
視

察
の
一
般
客
ら
が
訪
れ
た
。「
震
災
語
り
部
」が

組
織
化
さ
れ
、ボ
ラ
バ
ス
や
視
察
ツ
ア
ー
対
象

の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た
。

●
2
0
1
2
年
度
に
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
閉
鎖
に
伴
い
ボ
ラ
バ
ス
は
減
少
。か

わ
っ
て
被
災
地
視
察
を
主
目
的
と
し
た
復
興
応

援
ツ
ア
ー
が
徐
々
に
増
加
。震
災
を
学
ぶ
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
企
画
が
始
ま
っ
た
。

●
2
0
1
3
年
度
、復
興
応
援
ツ
ア
ー
は
最
盛

る
。災
害
時
に
温
泉
地
は
疎
開
先
に
な
る
。生
活

産
業
な
の
で
誇
り
を
も
っ
て
続
け
て
い
く
」と

い
う
声
が
あ
る
。地
域
社
会
に
お
け
る
課
題
解

決
の
手
段
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役

割
、交
流
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
っ
た
、新

た
な
役
割
の
気
づ
き
・
動
機
づ
け
が
あ
っ
た
よ

う
だ
。こ
う
し
た
意
識
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ

っ
て
、観
光
産
業
は
、生
活
交
流
産
業
と
し
て

も
、地
域
社
会
の
中
で
い
っ
そ
う
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　観
光
ま
ち
づ
く
り
で
は
、従
前
か
ら
多
く
の

地
方
が
抱
え
る
高
齢
化
、人
口
減
少
と
い
う
課

題
に
向
き
合
う
こ
と
も
必
要
に
な
る
。復
興
過

程
で
観
光
・
交
流
が
進
み
、「
空
き
地
や
空
き
家

だ
ら
け
だ
っ
た
が
、若
い
人
が
入
っ
て
き
て
新

し
い
お
店
が
で
き
た
。こ
こ
は
住
み
や
す
い
と

選
ん
で
く
れ
た
」、「
民
泊
、漁
業
体
験
、お
祭
り

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、若
い
世
代
へ
の

引
継
ぎ
が
課
題
だ
っ
た
。震
災
を
き
っ
か
け
に

交
流
事
業
に
価
値
を
感
じ
る
若
い
人
が
増
え

た
。大
き
な
課
題
が
一
気
に
解
決
し
た
」と
い
う

こ
と
が
起
き
て
い
る
。

　外
部
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、頻
繁
な
往
来
、移

住
、定
住
に
つ
な
ぐ
と
い
う
取
り
組
み
に
は
、結

局
の
と
こ
ろ
、働
く
場
・
仕
事
が
不
可
欠
で
あ

る
。観
光
・
交
流
の
核
と
な
る
商
業
施
設
群
の
再

構
築
に
あ
た
り
、地
域
住
民
、外
来
者
を
問
わ

ず
、新
た
な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
運
・
仕

組
み
づ
く
り
、創
業
の
場
づ
く
り
が
具
体
化
さ

れ
た
事
例
も
あ
っ
た

　こ
の
よ
う
に
復
興
過
程
に
お
け
る
連
携
と
協

働
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
通
し

て
、地
方
創
生
に
つ
な
が
る
好
事
例
が
複
数
創

出
さ
れ
て
い
る
。本
来
の
仕
事
が
軌
道
に
乗
る

と
協
働
の
意
識
が
薄
れ
が
ち
に
な
る
よ
う
だ

が
、こ
の
先
も
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

「
出
会
い
」と「
つ
な
が
り
」

　こ
れ
ま
で
に
多
く
の
人
た
ち
が
被
災
地
を
訪

ね
、そ
こ
に
は
新
た
な
出
会
い
が
あ
っ
た
と
い

う
。こ
う
し
た「
出
会
い
」こ
そ
、東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
過
程
に
お
け
る
象
徴
的
な

で
き
ご
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
ハ
イ
カ
ー

の
間
で
は
、風
景
の
話
よ
り
、地
元
の
人
と
の
出

会
い
や
、親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
体
験
談
の
方

が
、よ
く
話
題
に
の
ぼ
る
と
い
う
。逆
に
、地
元

の
人
か
ら
、「
震
災
の
記
憶
を
地
元
の
中
だ
け
で

語
り
継
ぐ
の
は
難
し
い
。い
ろ
ん
な
経
験
が
あ

る
か
ら
だ
。し
か
し
旅
人
に
は
話
す
こ
と
が
で

き
る
。語
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
が
解
か
れ
る
こ

と
が
あ
る
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
だ
。

　ま
た
、今
回
の
聞
き
取
り
調
査
を
通
し
て
、

●
震
災
は
と
て
も
悲
し
い
出
来
事
だ
が
、震
災

が
な
け
れ
ば
来
な
か
っ
た
人
た
ち
が
来
て
く

れ
、出
会
え
た
こ
と
は
大
き
な
財
産
に
な
っ
た
。

●
地
域
外
の
人
と
交
流
す
る
中
で
、地
域
資
源
、

取
り
組
み
、産
業
が
認
め
ら
れ
た
。見
て
も
ら
い

た
い
、食
べ
て
も
ら
い
た
い
、広
め
た
い
と
い
う

思
い
が
う
ま
れ
た
。

●
多
く
の
人
が
来
て
、震
災
前
に
描
い
て
い
た

ふ
る
さ
と
づ
く
り
は
間
違
っ
て
い
な
い
、や
れ

る
と
い
う
こ
と
を
確
証
し
て
く
れ
た
。一
緒
に

伴
走
し
て
く
れ
、村
づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り
が
一

気
に
進
ん
だ
。一
流
の
人
た
ち
の
考
え
方
に
触

れ
、未
来
を
感
じ
た
。

●
い
ま
は
少
し
間
を
お
い
て
み
て
く
れ
て
い

る
。こ
の
感
覚
が
大
切
。見
て
い
る
よ
、応
援
し

て
い
る
よ
と
い
う
人
た
ち
が
い
る
と
、生
き
て

い
く
う
え
で
心
強
い
。

　と
い
う
よ
う
な
発
言
を
頻
繁
に
聞
い
た
。ま

た
、「
こ
れ
か
ら
は
恩
返
し
だ
」と
い
う
声
も
あ

っ
た
。

　一
方
で
、復
興
支
援
に
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら

は
、「
私
た
ち
が
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」「
人
と
会

い
、話
す
こ
と
が
自
分
の
生
き
る
力
に
も
な
っ

た
」「
人
と
出
会
う
こ
と
の
価
値
に
気
づ
か
さ
れ

た
」と
い
う
話
を
耳
に
す
る
。

　ま
た「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
の
貢
献
活
動
は
、被

災
し
た
地
域
を
癒
す
活
動
だ
。こ
の
先
は
地
域

を
再
生
・
活
性
さ
せ
て
い
く
取
組
み
と
し
て
続

け
て
い
く
べ
き
。主
役
は
地
域
に
住
む
人
々
、地

域
を
訪
れ
る
よ
そ
者
だ
」と
い
う
意
見
が
あ
る
。

も
は
や
、観
光
・
交
流
は
、ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
基
盤
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
観
光
振
興
を
考
え
て
き
た
中
で
、

人
と
の「
つ
な
が
り
」の
重
要
性
を
、こ
れ
ほ
ど

意
識
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
。東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
通
し
て
、観
光
・

交
流
の
大
切
さ
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ

た
。大
雑
把
に
い
う
と
、観
光
へ
の
注
目
は
、「
見

る
」か
ら「
体
験
」に
受
け
継
が
れ
て
き
た
。こ
の

経
験
を
通
し
て
、こ
れ
か
ら
は「
新
し
い
出
会

い
・
心
を
寄
せ
る
」観
光
の
時
代
に
な
る
だ
ろ

う
。最

後
に

　本
号
の
企
画
を
進
め
る
に
あ
た
り
、た
め
ら

い
が
あ
っ
た
。こ
れ
ま
で
現
場
に
は
何
度
も
足

を
運
ん
だ
も
の
の
、自
分
に
何
が
で
き
た
の
だ

ろ
う
。そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に「
10
年
の
節
目

に
、記
録
を
残
す
こ
と
が
重
要
だ
。現
場
の
人
の

振
り
返
り
を
聞
き
た
い
。こ
う
す
れ
ば
よ
か
っ

た
と
い
う
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
く
べ
き
だ
」

と
い
う
意
見
に
、背
中
を
押
さ
れ
た
。

　作
業
を
進
め
る
と
、「
観
光
客
が
来
て
、喜
ん

で
く
れ
る
こ
と
が
地
元
に
元
気
を
も
た
ら
す
。

苦
し
い
時
で
も
、楽
し
い
よ
、こ
こ
は
凄
い
ね
と

い
っ
て
く
れ
る
と
、心
か
ら
元
気
が
湧
い
て
く

る
」と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に
耳
に
し
た
。「
観
光

が
心
の
復
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
。立
ち
上
が

っ
た
被
災
者
が
、今
度
は
支
援
者
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
お
世
話
す
る
立
場
に
な
る
。こ
う
し
た

観
光
が
自
立
の
一
歩
だ
」と
い
う
話
も
あ
っ
た
。

東
北
を
気
に
か
け
、訪
ね
る
だ
け
で
も
、意
義
あ

る
こ
と
だ
と
教
わ
っ
た
。

　こ
の
間
に
、い
く
つ
も
の
印
象
的
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。そ
の
中
で
も「
こ
う
す
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
後
悔
は
な
い
。そ
の
都
度
、

仲
間
た
ち
と
話
し
あ
い
な
が
ら
方
向
性
を
決
め

動
い
て
き
た
。悔
い
た
り
す
る
の
は
、10
年
間
一

緒
に
や
っ
て
き
た
仲
間
に
失
礼
に
な
る
。と
に

か
く
誰
も
が
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
」と
い
う

発
言
が
強
烈
に
心
を
突
い
た
。こ
の
言
葉
が
本

稿
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。

期
を
迎
え
る
。被
災
地
の
視
察
を
主
目
的
と
し

つ
つ
、行
程
に
は
周
辺
観
光
地
へ
の
立
ち
寄
り

も
加
わ
っ
た
。

●
2
0
1
4
年
度
に
な
る
と
、被
災
地
視
察
・
復

興
応
援
ツ
ア
ー
は
減
少
す
る
。

●
2
0
1
5
年
度
か
ら
は
、一
般
観
光
客
・
教
育

旅
行
が
中
心
に
な
り
、バ
ス
利
用
の
団
体
客
に

加
え
て
、個
人
客
、マ
イ
カ
ー
利
用
者
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
う
し
た
ボ
ラ
バ
ス
に
よ
る
応
援
や
視
察
ツ

ア
ー
普
及
の
背
景
に
は
、政
府
・
観
光
庁
な
ど
に

よ
る
公
的
支
援
や
、旅
行
会
社
に
よ
る
積
極
的

な
企
画
提
案
が
あ
っ
た
。し
か
し
、復
旧
・
復
興

が
進
む
と「
被
災
地
の
風
景
」「
が
れ
き
の
景
色
」

が
み
ら
れ
な
く
な
り
、ツ
ア
ー
が
成
立
し
に
く

く
な
っ
た
と
い
う
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、徐
々
に
地
域
独

自
の
取
り
組
み
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。復
興

状
況
の
視
察
対
応
、海
産
物
・
海
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
の
開
発
、震
災
学
習

を
核
に
し
た
教
育
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
企

画
が
、盛
ん
に
な
っ
た
。「
震
災
前
以
上
の
新
し

い
観
光
の
形
を
模
索
し
て
い
く
」と
い
う
声
の

よ
う
に
、風
光
明
媚
な
風
景
地
に
立
ち
寄
る
観

光
か
ら
、地
域
の
中
に
一
歩
踏
み
込
み
、そ
の
地

の
個
性
に
触
れ
る
仕
組
み
作
り
が
相
次
い
だ
。

　5
年
が
経
過
し
た
頃
、「
こ
れ
ま
で
は
被
災
地

女
川
。今
は
新
し
く
な
っ
た
女
川
。こ
れ
か
ら
は

立
ち
上
が
る
女
川
を
み
て
ほ
し
い
。も
は
や
被

災
地
を
売
り
も
の
に
す
る
時
期
で
は
な
い
」と

い
う
話
を
聞
い
た
。「
あ
の
人
に
会
い
た
い
。そ

ん
な
観
光
が
あ
っ
て
も
よ
い
」「
人
に
焦
点
を
あ

て
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
す
」「
日
常
の
何
気
な

い
風
景
や
町
の
匂
い
。暮
ら
す
人
と
訪
れ
る
人

の
顔
と
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
た
交
流
」と
い
っ
た
、

人
と
の
ふ
れ
合
い
や
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
観

光
が
必
要
だ
、と
い
う
意
見
を
多
々
耳
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。こ
う
し
て
地
域
が
主
体
的
に

取
り
組
む
観
光
振
興
が
加
速
す
る
。

「新しい出会い・心を寄せる」観光の時代へ視座

カキ漁師体験ツアー＠山田町

カキ漁師体験ツアーはカキむき、調理、飲食とつづく
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第249号 May 202183

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



果
た
し
た
こ
と
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　観
光
に
対
す
る
直
接
的
な
期
待
は
、観
光
消

費
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
で
あ
る
。繰
り
返
し

に
な
る
が
、被
災
後
の
比
較
的
早
い
段
階
で
、復

興
食
堂
や
復
興
商
店
街
が
つ
く
ら
れ
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
復
旧
・
復
興
業
務
従
事
者
、視
察
や
観

光
で
訪
れ
た
人
た
ち
が
利
用
し
た
。

　ま
た
、「
漁
再
開
の
見
通
し
が
た
た
な
い
の
で

漁
業
体
験
を
は
じ
め
た
い
。早
く
サ
ッ
パ
船（
小

型
の
漁
船
）を
手
に
入
れ
て
海
の
案
内
ツ
ア
ー

を
再
開
し
た
い
。い
ち
早
く
収
入
に
も
つ
な
が

る
」と
い
う
声
が
早
い
時
期
に
上
が
っ
た
。震
災

前
か
ら
生
業
の
合
間
に
取
り
組
ん
で
き
た
観
光

交
流
事
業
を
当
面
の
糧
に
し
た
い
と
い
う
こ
と

だ
が
、さ
ら
に「
海
を
案
内
す
る
と
、観
光
客
は

喜
び
、拍
手
が
起
き
る
。自
分
の
船
さ
え
あ
れ

ば
、も
う
一
度
快
感
を
味
わ
え
る
」と
言
葉
は
続

い
た
と
い
う
。

　「人
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
、立

ち
上
が
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」、「
目
の
前
に

観
光
の
再
出
発
が
あ
っ
た
。無
我
夢
中
で
や
れ

た
」、「
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
女
将
の

ス
イ
ッ
チ
が
は
い
っ
た
」と
い
う
発
言
に
あ
る

よ
う
に
、人
を
迎
え
る
、楽
し
い
と
き
を
つ
く

る
、そ
し
て
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
気
持
ち
を

前
向
き
に
し
、行
動
力
を
駆
り
立
て
た
よ
う
だ
。

誘
客
・
観
光
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
識
が
、復

興
を
駆
動
す
る
力
強
い
エ
ン
ジ
ン
役
に
な
っ

た
。　一

方
、訪
問
客
か
ら
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

た
く
て
も
体
力
や
体
調
の
面
か
ら
で
き
な
い
。

訪
問
し
て
直
接
話
を
聞
き
、そ
の
あ
と
食
事
を

と
り
、買
い
物
を
す
る
。そ
う
や
っ
て
復
興
を
手

伝
い
た
い
」と
い
う
話
が
あ
っ
た
。最
近
で
は

「
こ
れ
ま
で
何
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
心
の
負

い
目
だ
っ
た
。み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
が
で

き
た
の
で
歩
き
に
行
け
る
。歩
く
こ
と
で
少
し

で
も
東
北
を
応
援
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」と

い
う
ハ
イ
カ
ー
も
い
る
よ
う
だ
。東
北
を
気
に

か
け
、訪
問
を
通
し
て
自
分
の
心
を
伝
え
、消
費

に
よ
る
支
援
も
し
た
い
、と
考
え
る
人
は
今
も

多
い
。被
災
さ
れ
た
方
か
ら
も
、忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
と
い
う
声
を
聞
く
。こ
う
し
た
観
光
・
交
流

を
通
し
た
心
の
つ
な
が
り
も
復
興
を
支
え
て
き

た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　「観
光
が
元
気
だ
と
地
域
全
体
が
活
気
に
溢

れ
て
み
え
る
。行
っ
て
い
い
の
か
と
問
わ
れ
る

と
、気
に
せ
ず
来
て
く
だ
さ
い
、来
て
も
ら
う
こ

と
が
一
番
の
支
援
に
な
る
と
答
え
て
い
る
。多

く
の
方
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
復
興
の
証
明
に

な
る
」と
い
う
言
葉
に
、震
災
復
興
に
お
け
る
観

光
や
交
流
の
役
割
と
貢
献
が
集
約
さ
れ
て
い

る
。観

光
ま
ち
づ
く
り
か
ら

地
方
創
生
へ

　観
光
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
振
り
返
る
と
、

「
震
災
が
き
っ
か
け
で
浜
と
町
が
つ
な
が
っ
た
。

若
い
人
た
ち
が
協
力
し
、同
じ
目
線
で
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
」、「
旅
館
、

飲
食
店
、建
設
業
、幼
稚
園
の
先
生
、漁
師
も
含

め
、多
種
多
様
な
人
が
業
種
を
超
え
て
連
携
し

た
」、「
プ
レ
ハ
ブ
と
い
う
一
つ
の
空
間
に
、観
光

協
会
、商
工
会
、他
の
産
業
団
体
の
事
務
所
が
寄

り
合
っ
た
。事
務
局
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
密
に
な
り
、産
業
界
の
結
束
が
強
く
な

っ
た
」と
あ
る
よ
う
に
、復
興
過
程
に
お
い
て
地

域
の
中
の
つ
な
が
り
が
強
ま
り
、観
光
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
が
共
有
さ
れ
、復
興
が
加
速
し

た
と
い
う
事
例
が
複
数
み
ら
れ
た
。

　ま
た
、「
熱
意
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
方
を
取

材
す
る
う
ち
に
、農
家
の
方
々
の
素
晴
ら
し
さ

に
気
づ
き
、感
動
し
た
。ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
も

っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
。福
島
県
民
と
し
て

の
強
烈
な
自
負
が
芽
生
え
た
」と
い
う
若
者
が

い
る
。「
お
す
す
め
の
観
光
地
を
た
ず
ね
ら
れ
て

も
有
名
観
光
地
し
か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た

が
、こ
ん
な
山
が
あ
っ
て
、そ
こ
の
リ
ン
ゴ
が
絶

品
だ
」と
、潜
在
す
る
地
域
固
有
の
魅
力
を
見
い

だ
し
、自
分
の
言
葉
で
語
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。復
興
活
動
を
通
し
て
地
元
と
向
き
合
い
、

そ
こ
に
暮
ら
す
意
義
を
感
じ
、自
信
が
芽
生
え

る
。自
分
で
気
づ
い
た
地
域
の
誇
り
が
外
か
ら

人
を
呼
び
、素
晴
ら
し
さ
を
確
認
し
あ
う
こ
と

を
通
し
て
、あ
ら
た
な
観
光
・
交
流
が
生
ま
れ
て

い
く
事
例
も
あ
っ
た
。

　一
方
、観
光
産
業
界
に
は
、「
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
人
た
ち
の
心
も
い
や
せ
る
旅
館
に
な

東
北
全
体
の
観
光
復
興

　東
北
全
体
に
視
野
を
広
げ
る
と
、ボ
ラ
バ
ス

や
復
興
応
援
ツ
ア
ー
に
加
え
て
、デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、「
東
北
観
光
博
」、

「
東
北
六
魂
祭
」な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、複
数

の
国
際
会
議
の
誘
致
な
ど
が
積
極
的
に
仕
掛
け

ら
れ
た
。東
北
全
体
で
は
、震
災
か
ら
5
年
を
経

て
、震
災
前
の
訪
問
客
数
に
戻
っ
た
と
い
う
。

　そ
の
後
も
、日
本
全
体
で
観
光
立
国
の
推
進
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
大
を
目
指
す
流
れ
の
中
で
、

観
光
庁
・
東
北
運
輸
局
・
東
北
観
光
推
進
機
構
ら

の
強
力
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、「
T
O-

H
O
K
U
」ブ
ラ
ン
ド
を
磨
き
、発
信
し
た
。ま

た
東
北
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
際
航
空
路
線
を
拡

充
し
、国
際
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
を
増
や
し
て

い
く
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、東
北
6

県
全
体
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
数
を
2
0
2
0

年
に
は
2
0
1
5
年
の
3
倍
に
す
る
と
い
う
政

府
目
標
を
、2
0
1
9
年
に
達
成
す
る
。

　震
災
か
ら
10
年
経
ち
、道
路
、防
潮
堤
、住
宅

な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は
ほ
ぼ
終
了
の
段
階
に
き

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。高
速
交
通
網
の
整
備
な

ど
、観
光
振
興
に
は
好
材
料
も
で
て
き
た
。し
か

し
な
が
ら
、生
活
に
は
依
然
と
し
て
課
題
が
残

り
、十
分
な
復
興
を
果
た
し
て
い
な
い
産
業
も

あ
る
と
聞
く
。ま
た
、人
口
減
少
が
、被
災
し
た

各
地
に
も
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て

い
る
。さ
ら
に
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
脅
威
が
襲
っ

て
き
た
。一
方
で
、国
の
特
別
措
置
に
よ
る
大
規

模
な
観
光
振
興
活
動
は
、2
0
2
0
年
度
を
も

っ
て
終
了
す
る
と
い
う
。

　こ
う
し
て
東
北
の
復
興
は
、次
の
段
階
を
迎

え
た
と
い
っ
て
よ
い
。依
然
と
続
く
固
有
の
課

題
と
、異
質
の
困
難
に
向
き
合
う
フ
ェ
ー
ズ
で

あ
る
。ハ
ー
ド
整
備
が
一
段
落
し
、観
光
振
興
で

は
ソ
フ
ト
面
で
の
工
夫
と
創
造
が
柱
に
な
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、働
き
方
の
多
様
化

が
進
み
、都
市
と
地
方
と
の
新
し
い
つ
な
が
り

方
が
生
ま
れ
て
く
る
。「
地
域
循
環
共
生
圏
」の

考
え
方
も
話
題
に
な
る
だ
ろ
う
。こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
主
体
の
取
り
組
み
が
重
要
に
な
る
。

　そ
し
て
東
北
に
は
、持
続
可
能
な
観
光
へ
の

取
り
組
み
を
望
み
た
い
。そ
こ
で
の
暮
ら
し
に

は
、観
光
・
交
流
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ

と
い
う
こ
と
が
、地
域
の
中
で
広
く
認
め
ら
れ

る
よ
う
な
観
光
振
興
で
あ
る
。

震
災
復
興
に
観
光
や

交
流
が
果
た
し
た
こ
と

　こ
こ
か
ら
は
、あ
ら
た
め
て
太
平
洋
沿
岸
部

に
絞
り
、観
光
や
交
流
が
震
災
か
ら
の
復
興
に

　本
誌
の
構
成
に
あ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場

と
視
点
か
ら
、多
く
の
方
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
。書
き

足
り
な
い
こ
と
、言
い
足
り
な
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
っ
た
と
思
う
。筆
者
ら
が
表
現
で
き
て

い
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る
だ
ろ
う
。紙
幅
と
時

間
の
限
り
を
言
い
訳
に
、ご
容
赦
願
い
た
い
。

　こ
こ
ま
で
の
記
事
や
レ
ポ
ー
ト
は
、ひ
と
り
ひ

と
り
の
眼
差
し
で
語
っ
た
実
践
記
で
あ
る
。思
い

の
詰
ま
っ
た
文
脈
か
ら
一
文
や
一
語
を
抜
粋
す

る
の
は
躊
躇
す
る
が
、当
欄
の
役
割
上
、印
象
深

い
表
現
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
お
け
る
観
光
や
交
流
の
実
情
、観
光
振

興
が
果
た
し
た
役
割
を
概
括
し
て
み
た
い
。

三
陸
沿
岸
部
の
観
光
動
向

　最
初
に
、津
波
に
よ
る
被
災
が
甚
大
だ
っ
た
、

主
に
三
陸
沿
岸
部
の
観
光
動
向
を
振
り
返
る
。

5
年
前
発
行
の
本
誌
2
2
9
号
に
と
り
ま
と
め

た『
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
観
光
は
何

を
果
た
し
た
か
│
5
年
間
の
ふ
り
か
え
り
と
今

後
へ
の
期
待
』の
内
容
も
踏
ま
え
、当
初
の
状
況

は
次
の
よ
う
に
列
記
で
き
る
。

●
2
0
1
1
年
度
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
・
復
興
食
堂
・
復
興
商
店
街
・
震
災

語
り
部
。復
旧
作
業
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
が
、専
用
バ
ス（
ボ
ラ
バ
ス
）な
ど
を
利
用
し

て
現
地
を
訪
問
し
た
。夏
季
頃
か
ら
、仮
設
の

「
復
興
食
堂
」や「
復
興
商
店
街
」の
開
設
が
相
次

ぎ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、工
事
関
係
者
、被
災
地
視

察
の
一
般
客
ら
が
訪
れ
た
。「
震
災
語
り
部
」が

組
織
化
さ
れ
、ボ
ラ
バ
ス
や
視
察
ツ
ア
ー
対
象

の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た
。

●
2
0
1
2
年
度
に
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
閉
鎖
に
伴
い
ボ
ラ
バ
ス
は
減
少
。か

わ
っ
て
被
災
地
視
察
を
主
目
的
と
し
た
復
興
応

援
ツ
ア
ー
が
徐
々
に
増
加
。震
災
を
学
ぶ
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
企
画
が
始
ま
っ
た
。

●
2
0
1
3
年
度
、復
興
応
援
ツ
ア
ー
は
最
盛

る
。災
害
時
に
温
泉
地
は
疎
開
先
に
な
る
。生
活

産
業
な
の
で
誇
り
を
も
っ
て
続
け
て
い
く
」と

い
う
声
が
あ
る
。地
域
社
会
に
お
け
る
課
題
解

決
の
手
段
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役

割
、交
流
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
っ
た
、新

た
な
役
割
の
気
づ
き
・
動
機
づ
け
が
あ
っ
た
よ

う
だ
。こ
う
し
た
意
識
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ

っ
て
、観
光
産
業
は
、生
活
交
流
産
業
と
し
て

も
、地
域
社
会
の
中
で
い
っ
そ
う
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　観
光
ま
ち
づ
く
り
で
は
、従
前
か
ら
多
く
の

地
方
が
抱
え
る
高
齢
化
、人
口
減
少
と
い
う
課

題
に
向
き
合
う
こ
と
も
必
要
に
な
る
。復
興
過

程
で
観
光
・
交
流
が
進
み
、「
空
き
地
や
空
き
家

だ
ら
け
だ
っ
た
が
、若
い
人
が
入
っ
て
き
て
新

し
い
お
店
が
で
き
た
。こ
こ
は
住
み
や
す
い
と

選
ん
で
く
れ
た
」、「
民
泊
、漁
業
体
験
、お
祭
り

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、若
い
世
代
へ
の

引
継
ぎ
が
課
題
だ
っ
た
。震
災
を
き
っ
か
け
に

交
流
事
業
に
価
値
を
感
じ
る
若
い
人
が
増
え

た
。大
き
な
課
題
が
一
気
に
解
決
し
た
」と
い
う

こ
と
が
起
き
て
い
る
。

　外
部
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、頻
繁
な
往
来
、移

住
、定
住
に
つ
な
ぐ
と
い
う
取
り
組
み
に
は
、結

局
の
と
こ
ろ
、働
く
場
・
仕
事
が
不
可
欠
で
あ

る
。観
光
・
交
流
の
核
と
な
る
商
業
施
設
群
の
再

構
築
に
あ
た
り
、地
域
住
民
、外
来
者
を
問
わ

ず
、新
た
な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
運
・
仕

組
み
づ
く
り
、創
業
の
場
づ
く
り
が
具
体
化
さ

れ
た
事
例
も
あ
っ
た

　こ
の
よ
う
に
復
興
過
程
に
お
け
る
連
携
と
協

働
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
通
し

て
、地
方
創
生
に
つ
な
が
る
好
事
例
が
複
数
創

出
さ
れ
て
い
る
。本
来
の
仕
事
が
軌
道
に
乗
る

と
協
働
の
意
識
が
薄
れ
が
ち
に
な
る
よ
う
だ

が
、こ
の
先
も
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

「
出
会
い
」と「
つ
な
が
り
」

　こ
れ
ま
で
に
多
く
の
人
た
ち
が
被
災
地
を
訪

ね
、そ
こ
に
は
新
た
な
出
会
い
が
あ
っ
た
と
い

う
。こ
う
し
た「
出
会
い
」こ
そ
、東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
過
程
に
お
け
る
象
徴
的
な

で
き
ご
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
ハ
イ
カ
ー

の
間
で
は
、風
景
の
話
よ
り
、地
元
の
人
と
の
出

会
い
や
、親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
体
験
談
の
方

が
、よ
く
話
題
に
の
ぼ
る
と
い
う
。逆
に
、地
元

の
人
か
ら
、「
震
災
の
記
憶
を
地
元
の
中
だ
け
で

語
り
継
ぐ
の
は
難
し
い
。い
ろ
ん
な
経
験
が
あ

る
か
ら
だ
。し
か
し
旅
人
に
は
話
す
こ
と
が
で

き
る
。語
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
が
解
か
れ
る
こ

と
が
あ
る
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
だ
。

　ま
た
、今
回
の
聞
き
取
り
調
査
を
通
し
て
、

●
震
災
は
と
て
も
悲
し
い
出
来
事
だ
が
、震
災

が
な
け
れ
ば
来
な
か
っ
た
人
た
ち
が
来
て
く

れ
、出
会
え
た
こ
と
は
大
き
な
財
産
に
な
っ
た
。

●
地
域
外
の
人
と
交
流
す
る
中
で
、地
域
資
源
、

取
り
組
み
、産
業
が
認
め
ら
れ
た
。見
て
も
ら
い

た
い
、食
べ
て
も
ら
い
た
い
、広
め
た
い
と
い
う

思
い
が
う
ま
れ
た
。

●
多
く
の
人
が
来
て
、震
災
前
に
描
い
て
い
た

ふ
る
さ
と
づ
く
り
は
間
違
っ
て
い
な
い
、や
れ

る
と
い
う
こ
と
を
確
証
し
て
く
れ
た
。一
緒
に

伴
走
し
て
く
れ
、村
づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り
が
一

気
に
進
ん
だ
。一
流
の
人
た
ち
の
考
え
方
に
触

れ
、未
来
を
感
じ
た
。

●
い
ま
は
少
し
間
を
お
い
て
み
て
く
れ
て
い

る
。こ
の
感
覚
が
大
切
。見
て
い
る
よ
、応
援
し

て
い
る
よ
と
い
う
人
た
ち
が
い
る
と
、生
き
て

い
く
う
え
で
心
強
い
。

　と
い
う
よ
う
な
発
言
を
頻
繁
に
聞
い
た
。ま

た
、「
こ
れ
か
ら
は
恩
返
し
だ
」と
い
う
声
も
あ

っ
た
。

　一
方
で
、復
興
支
援
に
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら

は
、「
私
た
ち
が
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」「
人
と
会

い
、話
す
こ
と
が
自
分
の
生
き
る
力
に
も
な
っ

た
」「
人
と
出
会
う
こ
と
の
価
値
に
気
づ
か
さ
れ

た
」と
い
う
話
を
耳
に
す
る
。

　ま
た「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
の
貢
献
活
動
は
、被

災
し
た
地
域
を
癒
す
活
動
だ
。こ
の
先
は
地
域

を
再
生
・
活
性
さ
せ
て
い
く
取
組
み
と
し
て
続

け
て
い
く
べ
き
。主
役
は
地
域
に
住
む
人
々
、地

域
を
訪
れ
る
よ
そ
者
だ
」と
い
う
意
見
が
あ
る
。

も
は
や
、観
光
・
交
流
は
、ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
基
盤
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
観
光
振
興
を
考
え
て
き
た
中
で
、

人
と
の「
つ
な
が
り
」の
重
要
性
を
、こ
れ
ほ
ど

意
識
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
。東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
通
し
て
、観
光
・

交
流
の
大
切
さ
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ

た
。大
雑
把
に
い
う
と
、観
光
へ
の
注
目
は
、「
見

る
」か
ら「
体
験
」に
受
け
継
が
れ
て
き
た
。こ
の

経
験
を
通
し
て
、こ
れ
か
ら
は「
新
し
い
出
会

い
・
心
を
寄
せ
る
」観
光
の
時
代
に
な
る
だ
ろ

う
。最

後
に

　本
号
の
企
画
を
進
め
る
に
あ
た
り
、た
め
ら

い
が
あ
っ
た
。こ
れ
ま
で
現
場
に
は
何
度
も
足

を
運
ん
だ
も
の
の
、自
分
に
何
が
で
き
た
の
だ

ろ
う
。そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に「
10
年
の
節
目

に
、記
録
を
残
す
こ
と
が
重
要
だ
。現
場
の
人
の

振
り
返
り
を
聞
き
た
い
。こ
う
す
れ
ば
よ
か
っ

た
と
い
う
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
く
べ
き
だ
」

と
い
う
意
見
に
、背
中
を
押
さ
れ
た
。

　作
業
を
進
め
る
と
、「
観
光
客
が
来
て
、喜
ん

で
く
れ
る
こ
と
が
地
元
に
元
気
を
も
た
ら
す
。

苦
し
い
時
で
も
、楽
し
い
よ
、こ
こ
は
凄
い
ね
と

い
っ
て
く
れ
る
と
、心
か
ら
元
気
が
湧
い
て
く

る
」と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に
耳
に
し
た
。「
観
光

が
心
の
復
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
。立
ち
上
が

っ
た
被
災
者
が
、今
度
は
支
援
者
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
お
世
話
す
る
立
場
に
な
る
。こ
う
し
た

観
光
が
自
立
の
一
歩
だ
」と
い
う
話
も
あ
っ
た
。

東
北
を
気
に
か
け
、訪
ね
る
だ
け
で
も
、意
義
あ

る
こ
と
だ
と
教
わ
っ
た
。

　こ
の
間
に
、い
く
つ
も
の
印
象
的
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。そ
の
中
で
も「
こ
う
す
れ

ば
良
か
っ
た
と
い
う
後
悔
は
な
い
。そ
の
都
度
、

仲
間
た
ち
と
話
し
あ
い
な
が
ら
方
向
性
を
決
め

動
い
て
き
た
。悔
い
た
り
す
る
の
は
、10
年
間
一

緒
に
や
っ
て
き
た
仲
間
に
失
礼
に
な
る
。と
に

か
く
誰
も
が
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
」と
い
う

発
言
が
強
烈
に
心
を
突
い
た
。こ
の
言
葉
が
本

稿
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。

期
を
迎
え
る
。被
災
地
の
視
察
を
主
目
的
と
し

つ
つ
、行
程
に
は
周
辺
観
光
地
へ
の
立
ち
寄
り

も
加
わ
っ
た
。

●
2
0
1
4
年
度
に
な
る
と
、被
災
地
視
察
・
復

興
応
援
ツ
ア
ー
は
減
少
す
る
。

●
2
0
1
5
年
度
か
ら
は
、一
般
観
光
客
・
教
育

旅
行
が
中
心
に
な
り
、バ
ス
利
用
の
団
体
客
に

加
え
て
、個
人
客
、マ
イ
カ
ー
利
用
者
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
う
し
た
ボ
ラ
バ
ス
に
よ
る
応
援
や
視
察
ツ

ア
ー
普
及
の
背
景
に
は
、政
府
・
観
光
庁
な
ど
に

よ
る
公
的
支
援
や
、旅
行
会
社
に
よ
る
積
極
的

な
企
画
提
案
が
あ
っ
た
。し
か
し
、復
旧
・
復
興

が
進
む
と「
被
災
地
の
風
景
」「
が
れ
き
の
景
色
」

が
み
ら
れ
な
く
な
り
、ツ
ア
ー
が
成
立
し
に
く

く
な
っ
た
と
い
う
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、徐
々
に
地
域
独

自
の
取
り
組
み
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。復
興

状
況
の
視
察
対
応
、海
産
物
・
海
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
の
開
発
、震
災
学
習

を
核
に
し
た
教
育
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
企

画
が
、盛
ん
に
な
っ
た
。「
震
災
前
以
上
の
新
し

い
観
光
の
形
を
模
索
し
て
い
く
」と
い
う
声
の

よ
う
に
、風
光
明
媚
な
風
景
地
に
立
ち
寄
る
観

光
か
ら
、地
域
の
中
に
一
歩
踏
み
込
み
、そ
の
地

の
個
性
に
触
れ
る
仕
組
み
作
り
が
相
次
い
だ
。

　5
年
が
経
過
し
た
頃
、「
こ
れ
ま
で
は
被
災
地

女
川
。今
は
新
し
く
な
っ
た
女
川
。こ
れ
か
ら
は

立
ち
上
が
る
女
川
を
み
て
ほ
し
い
。も
は
や
被

災
地
を
売
り
も
の
に
す
る
時
期
で
は
な
い
」と

い
う
話
を
聞
い
た
。「
あ
の
人
に
会
い
た
い
。そ

ん
な
観
光
が
あ
っ
て
も
よ
い
」「
人
に
焦
点
を
あ

て
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
す
」「
日
常
の
何
気
な

い
風
景
や
町
の
匂
い
。暮
ら
す
人
と
訪
れ
る
人

の
顔
と
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
た
交
流
」と
い
っ
た
、

人
と
の
ふ
れ
合
い
や
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
観

光
が
必
要
、だ
と
い
う
意
見
を
多
々
耳
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。こ
う
し
て
地
域
が
主
体
的
に

取
り
組
む
観
光
振
興
が
加
速
す
る
。
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み
を
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
と
称
し
て
い
る
。

●
歴
史
地
区
が
確
立
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、昔
の
町
並
み
や
地
元
住
民
の
生
活
や
暮
ら

し
文
化
の
中
に
滞
在
す
る
歴
史
地
区
観
光
が
主

流
。一
方
、日
本
の
場
合
、部
分
的
に
趣
の
あ
る

町
並
み
が
残
っ
て
は
い
る
も
の
の
、街
全
体
と

し
て
の
面
影
は
残
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、

こ
れ
ま
で
の
観
光
地
化
と
は
都
市
開
発
と
ほ
ぼ

同
義
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｉ
Ａ
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、日
本
の
暮
ら

し
文
化
を
体
験
で
き
る
地
方
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
見
出
し
、地
域
に
光
を
当
て
る
こ
と
。

●
日
本
に
は
約
1
5
0
万
棟
の
歴
史
的
建
築
物

が
残
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
保
存
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
も
の
は

た
っ
た
の
約
1
・
5
万
軒
に
過
ぎ
ず
、残
る

1
4
7
・
5
万
軒
は
活
用
に
困
っ
て
い
る
状
態
。

ノ
オ
ト
は
こ
れ
を
多
く
の
お
宝
が
眠
っ
て
い
る

状
態
と
捉
え
、歴
史
的
な
建
物
や
町
並
み
を
次

世
代
に
引
き
継
ぎ
、生
業
を
生
む
よ
う
な
事
業

や
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

N
I
P
P
O
N
I
A
の

活
動
経
緯

●
2
0
1
6
年
3
月
に
示
さ
れ
た「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、「
我
が
国

の
文
化
財
に
つ
い
て
、保
存
優
先
か
ら
観
光
客

目
線
で
の
理
解
促
進
、そ
し
て
活
用
へ
」と
う
た

わ
れ
、歴
史
的
建
造
物
・
建
築
物
の
活
用
が
明
確

に
示
さ
れ
た
。

●
2
0
1
6
年
9
月
に
は「
歴
史
的
資
源
を
活

用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

が
立
ち
上
が
り
、ノ
オ
ト
も
丹
波
篠
山
で
の
そ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
発
表
す
る
機
会
を
得
た
。

こ
こ
で
の
議
論
を
経
て
、2
0
2
0
年
ま
で
に

全
国
2
0
0
地
域
で
歴
史
的
建
築
物
を
活
用
し

た
事
業
づ
く
り
を
国
と
し
て
も
推
進
し
て
い
く

と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
他
、旅
館
業
法

改
正
、建
築
基
準
法
見
直
し
、文
化
財
保
護
法
改

正
に
よ
る
文
化
財
概
念
の
拡
張
な
ど
が
相
次
い

で
行
わ
れ
、こ
の
5
年
間
で
歴
史
的
建
築
物
を

活
用
し
て
い
く
機
運
が
か
な
り
高
ま
っ
た
。

●
こ
う
し
た
追
い
風
を
受
け
て
始
ま
っ
た
の
が

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
取
り
組
み
。Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
単
に
宿
泊
施
設
の
名
称
で
は
な
く
、

運
動
・
活
動
の
総
体
を
指
す
名
称
。「
な
つ
か
し

く
て
、あ
た
ら
し
い
、日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く

る
。」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、高
度
経
済
成
長

の
中
で
一
般
化
さ
れ
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

の
考
え
方
を
見
直
し
、地
域
の
ロ
ー
カ
ル
な
暮

ら
し
の
中
に
こ
そ
本
当
の
豊
か
さ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

N
I
P
P
O
N
I
A
が

大
切
に
し
て
い
る
価
値

●
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
が
大
切
に
し
て
い
る
価

値
は「
郷
に
い
る
こ
と
。」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に

凝
縮
さ
れ
る
。2
0
1
4
年
に
地
方
創
生
と
い

う
言
葉
が
誕
生
し
て
か
ら
も
、東
京
一
極
集
中

の
流
れ
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。ノ
オ

ト
は
、地
域
の
中
で
内
発
型
の
産
業
を
つ
く
る

こ
と
、地
域
の
中
で
経
済
の
循
環
を
つ
く
る
こ

と
、地
域
住
民
と
と
も
に
未
来
を
描
く
こ
と
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
地
域
単
位
の
取

り
組
み
の
上
に
、地
域
外
の
人
に
現
地
を
訪
れ

て
も
ら
い
、地
域
に
流
れ
る
時
間
を
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

●
ロ
ー
カ
ル
の
世
界
に
は
、近
代
的
な
経
済
合

理
性
に
基
づ
く
考
え
方
で
は
な
く
、純
粋
な「
好

き
」と
い
う
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
て「
な
つ
か
し

い
日
本
の
暮
ら
し
」が
残
さ
れ
て
き
た
。Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
仕
組
み
は
、ロ
ー
カ
ル
な
思
想

や
価
値
の
継
承
の
た
め
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

や
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
汎

用
性
や
持
続
性
の
あ
る
手
法
を
活
用
す
る
、と

い
う
も
の
。古
民
家
や
地
域
性
を
事
業
差
別
化

の
た
め
の
付
加
価
値
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な

く
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
は
ロ
ー
カ
ル
の
継
承

と
い
う
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
と
捉
え
、事

業
化
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
体
制

●
現
在
、Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
は
全
国

に
23
地
域
。1
年
後
に
は
30
以
上
の
地
域
に
広

が
る
予
定（
2
0
2
0
年
12
月
4
日
当
時
）。

●
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
中
心
を
担
っ
て
い
る

の
が
ノ
オ
ト
。篠
山
市（
当
時
）の
第
三
セ
ク

タ
ー
数
社
を
統
廃
合
し
、民
間
の
非
営
利
ま
ち

づ
く
り
会
社
と
し
て
、2
0
0
9
年
に
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
が
誕
生
し
た
。初
期
は
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
の
中
で
公
益
事
業
と
収
益
事
業

の
一
部
を
抱
え
て
い
た
が
、現
在
は
収
益
事
業

を
事
業
譲
渡
す
る
形
で
株
式
会
社
N
O
T
E
を

立
ち
上
げ
、2
社
体
制
を
築
い
て
い
る
。二
つ
の

法
人
形
態
を
取
り
つ
つ
も
、一
つ
の
チ
ー
ム
と

し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

●
各
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、必
ず
各
地
域

の
名
士
と
呼
ば
れ
る
方
や
地
元
の
若
い
青
年
部

な
ど
と
と
も
に
事
業
を
推
進
す
る
法
人
を
立
ち

上
げ
、ノ
オ
ト
も
常
に
一
緒
に
リ
ス
ク
を
取
り
な

が
ら
、一
心
同
体
の
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
事

業
を
つ
く
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、株
式
会
社

N
O
T
E
の
関
連
会
社
は
約
27
〜
28
社
と
多
い
。

●
集
落
丸
山
は
ノ
オ
ト
に
と
っ
て
原
点
と
も
い

え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。丸
山
は
山
に
囲
ま
れ
た

細
い
谷
筋
に
あ
り
、城
下
町
か
ら
10
分
ほ
ど
に

あ
る
小
さ
な
集
落
。2
0
0
9
年
当
時
は
12
軒

中
7
軒
が
空
き
家
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
う
ち

3
棟
を
改
修
し
、現
在
で
は
2
棟
を
1
棟
貸
し

の
宿
と
し
て
地
域
住
民
が
運
営
し
て
い
る
。

●
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、文
化
財
改
修
の
考
え

方
を
踏
襲
し
、そ
の
建
物
が
一
番
輝
い
て
い
た

時
期
に
戻
し
て
い
る
。屋
根
の
断
熱
の
た
め
に

貼
ら
れ
て
い
た
天
井
や
壁
は
丁
寧
に
直
し
つ
つ
、

必
要
以
上
の
改
修
は
行
っ
て
い
な
い
。食
事
は
、

夕
食
は
宿
泊
棟
に
隣
接
す
る
蔵
で
営
業
を
始
め

た
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、集
落
内
の
そ
ば

会
席
等
で
楽
し
め
る
。朝
食
は
地
域
の
お
母
さ

ん
方
が
提
供
し
て
い
る
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
時
、地
域
住
民
で
一
つ

の
N
P
O
を
立
ち
上
げ
、こ
の
N
P
O
と
一
般

社
団
法
人
ノ
オ
ト
が
有
限
責
任
事
業
組
合

（
L
L
P
）を
組
む
と
い
う
、非
営
利
団
体
同
士

の
L
L
P
と
い
う
珍
し
い
形
で
、宿
泊
事
業
の

運
営
を
開
始
し
た
。

●
普
通
の
暮
ら
し
を
体
験
し
た
い
と
い
う
宿
泊

客
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
て
し
め
縄
作
り
体
験

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

20回第

「
地
域
・社
会
が一
体
で
取
り
組
む

歴
史
的
建
築
物
の
活
用
」を
開
催

伊
藤 

清
花（
い
と
う
・
さ
や
か
）

大
阪
府
豊
中
市
生
ま
れ
。2
0
0
8
年
関
西
大
学
文
学
部
卒
業
。

シ
ナ
ジ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
に
勤
務
後
、

2
0
1
3
年
に一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
に
参
画
。

2
0
1
7
年
ま
で
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
の
拡
充
を
目
指
す

文
化
芸
術
創
造
都
市
推
進
事
業（
文
化
庁
）の
事
務
局
を
務
め
な
が
ら
、

歴
史
地
区
再
生
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」の
立
ち
上
げ・推
進
に
従
事
。

集
落
丸
山（
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
）、

篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル 

N
I
P
P
O
N
I
A（
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
）等
、

複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
支
援・開
発
に
携
わ
る
。

2
0
1
9
年
10
月
同
社
代
表
理
事
に
就
任
。

現
在
は
、N
I
P
P
O
N
I
A
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
人
材
育
成
に
注
力
し
て
い
る
。

G
u
est sp

ea
ker

を
始
め
た
り
、結
婚
式
場
と
し
て
使
い
た
い
、水

田
で
酒
米
を
育
て
日
本
酒
を
造
り
た
い
と
い
う

申
し
出
が
あ
る
な
ど
、古
民
家
を
活
用
し
た
宿

泊
業
と
い
う
生
業
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、様
々

な
交
流
も
生
ま
れ
た
。ま
た
、U
タ
ー
ン
1
世
帯
、

I
タ
ー
ン
1
世
帯
と
人
口
も
増
え
た
。現
在
は
、

集
落
の
完
全
再
生
を
目
指
し
て
残
る
空
き
家
の

活
用
を
計
画
し
て
い
る
。

●
3
棟
の
改
修
に
は
約
7
0
0
0
万
円
を
投
資

し
、10
年
間
で
返
済
す
る
事
業
計
画
と
し
た
。宿

泊
棟
の
稼
働
率
は
30
%
と
い
う
低
水
準
に
設
定

し
て
い
る
。こ
れ
は
、地
域
住
民
自
ら
が
運
営
す

る
こ
と
で
、お
客
様
に
日
本
の
暮
ら
し
を
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
る
以

上
、地
域
住
民
に
過
度
な
負
担
を
か
け
て
し

ま
っ
て
は
継
続
し
な
い
た
め
。普
段
は
農
業
な

ど
の
他
の
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、土
日
と
繁

忙
期
に
稼
働
す
れ
ば
10
年
で
返
済
で
き
る
と
い

う
計
画
を
立
て
た
と
こ
ろ
、10
年
で
完
全
返
済

を
達
成
し
た
。現
在
は
、得
ら
れ
た
収
益
を
物
件

の
改
修
費
な
ど
に
充
て
て
い
る
。

●
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
前
代
表
理
事
で
あ

る
金
野
幸
雄
氏
は
、市
役
所
勤
務
時
代
に
景
観

条
例
や
規
制
に
よ
り
限
界
集
落
で
あ
る
丸
山
の

景
観
保
全
を
行
お
う
と
考
え
て
い
た
。し
か
し
、

実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、山
間
地
域
の

丸
山
に
都
市
開
発
が
押
し
寄
せ
る
可
能
性
は
低

く
、保
存
の
た
め
の
規
制
ル
ー
ル
を
作
っ
て
も

ル
ー
ル
を
使
う
場
面
は
な
く
、こ
の
空
間
に
何

か
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
こ
ま
な
け
れ
ば
集
落
は

守
れ
な
い
と
感
じ
た
。そ
こ
で
、人
が
行
き
交
う

仕
組
み
を
作
ろ
う
と
考
え
、地
域
を
守
る
手
段

と
し
て
宿
泊
業
と
い
う
解
決
策
を
選
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
。

●
集
落
丸
山
で
は
、1
つ
の
物
件
を
改
修
す
る

と
い
う
発
想
で
は
な
く
、集
落
全
体
の
未
来
を

考
え
て
物
件
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
学
ん
だ
。

事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
〜

集
落
丸
山
の
取
り
組
み
か
ら

●
丸
山
は「
何
も
な
い
」地
域
だ
が
、地
域
の
暮

ら
し
、文
化
と
美
し
い
景
観
が
あ
り
、そ
れ
ら
を

維
持
し
て
き
た
住
民
が
い
る
。こ
れ
ら
は「
何
も

な
い
」と
言
わ
れ
る
地
域
で
も
必
ず
あ
る
も
の

で
、こ
こ
に
人
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
価
値

が
宿
っ
て
い
る
。暮
ら
し
・
文
化
・
人
・
景
観
と
い

う
地
域
の
何
気
な
い
価
値
を
見
出
し
、奇
を
て

ら
わ
ず
に
伝
え
る
こ
と
が
事
業
化
に
お
い
て
は

非
常
に
重
要
。

●
空
き
家
と
な
っ
た
古
民
家
が
流
動
化
し
な
い

理
由
と
し
て
、様
々
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
。所

有
者
が
家
に
残
さ
れ
た
ま
ま
の
荷
物
の
処
理
を

心
配
し
て
い
る
場
合
に
は
、改
修
費
用
に
盛
り

込
ん
で
片
付
け
も
引
き
受
け
る
こ
と
で
解
決
す

る
こ
と
が
多
い
。何
か
物
を
盗
ら
れ
る
の
で
は

と
い
う
不
安
に
対
し
て
は
、一
民
間
企
業
の
も

う
け
話
で
は
な
く
、地
域
の
た
め
の
事
業
で
あ

る
こ
と
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
理
解
を
得
て
い

る
。仏
壇
が
残
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
は
、仏
壇
が

あ
る
と
分
か
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
を
し
た
う
え

で
、盆
や
正
月
に
は
所
有
者
の
方
の
優
先
利
用

権
を
設
定
す
る
こ
と
で
合
意
が
得
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。変
な
人
に
貸
す
と
地
域
の
他
の
人
に

迷
惑
が
か
か
る
と
心
配
さ
れ
る
場
合
に
は
、地

域
に
対
す
る
事
業
説
明
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
が

一
番
の
解
決
策
と
な
る
。

●
空
き
家
の
所
有
者
は
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

困
っ
て
い
る
一
方
で
、先
祖
代
々
受
け
継
い
で

き
た
資
産
を
自
分
の
代
で
潰
し
て
し
ま
う
の
は

申
し
訳
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、空
き
家
の
活
用
提
案
は
好
意
的
に

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
い
。

●
集
落
丸
山
で
学
ん
だ
こ
と
を
よ
り
大
き
な
サ

イ
ズ
で
展
開
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
の
が
、篠
山

城
下
町
ホ
テ
ル 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
。一
つ
の

小
学
校
区
の
単
位
に
開
発
の
範
囲
を
広
げ
、城

下
町
全
体
が
一
つ
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
と
い
う
構

想
を
掲
げ
た
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
時
の
旅
館
業
法
で
は
、

1
棟
ご
と
に
フ
ロ
ン
ト
を
設
置
し
ス
タ
ッ
フ
を
常

駐
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。こ
れ
で
は
人
件
費
が

嵩
ん
で
し
ま
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
成
立
は
不

可
能
で
あ
り
、複
数
棟
を
1
つ
の
ホ
テ
ル
と
し
て

フ
ロ
ン
ト
を
一
つ
に
ま
と
め
て
運
営
す
る
分
散
型

ホ
テ
ル
の
ス
キ
ー
ム
を
組
み
立
て
、許
可
を
訴
え
、

国
家
戦
略
特
区
の
枠
組
み
を
利
用
し
て

2
0
1
5
年
に
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル 

Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
開
業
に
至
っ
た
。特
区
で
の
取
り

組
み
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
旅
館
業
法

が
改
正
さ
れ
、現
在
は
全
国
ど
こ
で
も
分
散
型
ホ

テ
ル
の
運
営
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

●
ノ
オ
ト
の
取
り
組
み
は
、ス
キ
ー
ム
と
し
て

は
不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
同
じ
だ
が
、元
々

の
町
の
構
造
を
壊
し
て
再
開
発
す
る
の
で
は
な

く
、元
々
の
町
の
構
造
を
活
か
し
て
一
つ
一
つ

の
空
き
家
に
中
身
を
充
填
し
て
い
く
と
い
う
手

法
を
取
っ
て
い
る
。篠
山
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
分
散
型
開
発

の
手
法
が
地
域
に
は
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
。

●
篠
山
で
の
経
験
を
通
し
て
、他
地
域
で
も
同

様
の
手
法
に
よ
る
展
開
が
可
能
な
の
で
は
な
い

か
と
い
う
手
ご
た
え
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

志
を
同
じ
く
す
る
地
域
の
人
と
事
業
を
進
め
る

こ
と
で
、日
本
全
国
の
歴
史
的
な
町
並
み
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
、

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
活
動
が
拡
大
し
て
い
る
。

事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
〜

篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル

N
I
P
P
O
N
I
A
の

取
り
組
み
か
ら

●
元
住
居
の
物
件
を
使
う
こ
と
で
一
つ
一
つ
が

違
っ
た
部
屋
と
な
り
、単
な
る
客
室
で
は
な
い
、

町
の
暮
ら
し
文
化
を
体
験
で
き
る
場
が
生
ま
れ
る
。

●
光
を
観
る「
観
光
」で
は
な
く
光
に
関
わ
る

「
関
光
」と
い
う
発
想
を
持
ち
、地
域
住
民
と
地

域
外
の
人
が
関
わ
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り

も
重
要
。

●
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
の
場
合
、10
室
程
度
の

建
物
は
稼
働
率
50
％
に
設
定
し
て
い
る
。適
切

な
ラ
イ
ン
を
見
極
め
る
こ
と
も
、地
域
の
価
値

を
高
め
る
た
め
に
は
重
要
。

●
地
域
資
源
を
面
で
捉
え
一
体
的
な
絵
を
描
き
、

実
現
に
向
け
て
リ
ス
ク
を
取
っ
て
事
業
化
を
し

て
い
く
こ
と
が
、地
域
の
未
来
を
つ
く
る
投
資
に

つ
な
が
る
。そ
の
た
め
に
行
政
の
力
が
必
要
な
こ

と
も
あ
る
が
、民
間
主
導
の
事
業
化
は
必
須
。

●
ど
う
し
て
も
決
ま
っ
た
枠
組
み
の
中
で
考
え

が
ち
に
な
る
が
、制
度
が
現
代
社
会
に
フ
ィ
ッ

ト
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。仕
組
み
自
体

の
適
切
さ
を
疑
っ
て
、公
共
の
利
と
な
る
仕
組

み
を
考
え
る
こ
と
で
、ル
ー
ル
や
規
制
を
変
え

ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
と
め

●
N
I
P
P
O
N
I
A
の
取
組
み
で
は
、使
わ

れ
て
い
な
い
歴
史
的
建
築
物
や
古
民
家
を
改
修

し
、そ
こ
に
外
部
の
事
業
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し

て
新
た
に
活
用
す
る
こ
と
で
空
き
家
問
題
や
人

口
減
少
と
い
っ
た
課
題
解
決
に
繋
げ
て
い
る
。

ま
た
、こ
う
し
た
事
業
を
着
実
に
増
や
し
て
い

く
こ
と
で
、雇
用
と
産
業
の
創
造
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

●
今
後
は
さ
ら
に
取
り
組
む
地
域
を
増
や
し
た

い
。ま
た
、地
方
に
お
け
る
移
住
と
観
光
の
ボ
ー

ダ
ー
を
あ
い
ま
い
に
し
、「
関
光
」の
あ
り
方
を

提
示
し
て
い
き
た
い
。各
地
の
熱
意
あ
る
行
政

マ
ン
や
金
融
マ
ン
た
ち
と
一
緒
に
、面
白
い
公

民
連
携
に
よ
る
文
化
財
活
用
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

 

参
加
者
…
地
域
住
民
か
ら
反
対
意
見
や
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
反
応
は
な
か
っ
た
の
か
。

伊
藤
氏
…
も
ち
ろ
ん
反
対
意
見
が
出
る
こ
と
も

あ
る
が
、反
応
し
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
と
捉

え
て
い
る
。未
知
の
取
り
組
み
で
想
像
が
つ
か

な
い
ゆ
え
の
不
安
や
心
配
が
反
対
理
由
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、不
安
解
消
の
た
め

に
類
似
事
例
の
紹
介
も
含
め
て
丁
寧
に
説
明
を

行
う
。様
々
な
人
が
き
ち
ん
と
話
を
聞
け
る
よ

う
に
、説
明
会
を
平
日
の
夜
と
土
日
の
両
方
で

開
催
す
る
な
ど
工
夫
す
る
。既
に
実
際
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
域
の
住
民
か
ら
直
接
話
を
聞
く

こ
と
で
、不
安
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
き
い
ほ
ど
様
々
な
意
見

が
出
て
当
然
で
あ
り
、ま
ず
は
有
志
の
メ
ン

バ
ー
が
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

い
く
。最
初
は
あ
ま
り
積
極
的
で
な
か
っ
た
住

民
も
、事
業
が
進
む
過
程
で
応
援
す
る
側
に

回
っ
て
く
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

参
加
者
…
各
地
域
の
個
性
を
拾
い
上
げ
、具
体

化
す
る
た
め
の
コ
ツ
は
な
に
か
。

伊
藤
氏
…
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
期
に
、地
域
の

自
然
環
境
や
そ
こ
か
ら
う
ま
れ
た
産
業
と
い
っ

た
町
の
成
り
立
ち
を
リ
サ
ー
チ
す
る
。プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
調
べ
た
内
容
は
地
域
住
民

に
照
会
し
、ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。こ

の
や
り
取
り
を
通
し
て
、地
域
住
民
自
ら
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
実
現
し
た
い
と
思
え
る

コ
ン
セ
プ
ト
を
抽
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ノ
オ
ト
の
よ
う
な
専
門
家
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
を
訪
れ

る
客
層
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

伊
藤
氏
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
は
比
較

的
高
価
格
帯
で
あ
り
、以
前
は
40
〜
60
代
の
夫

婦
が
主
な
客
層
だ
っ
た
が
、最
近
は
様
々
な
客
層

の
利
用
が
あ
る
。集
落
丸
山
は
1
棟
貸
し
の
た
め

三
世
代
の
利
用
も
多
い
。現
代
社
会
で
は
、祖
父

母
の
家
も
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
珍
し
く
な

く
、大
所
帯
が
集
ま
っ
て
の
ん
び
り
で
き
る
場
所

へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。記
念
日
使
い
も
多
い
。

　
歴
史
建
築
に
興
味
が
あ
る
人
、ゆ
っ
く
り
過

ご
し
た
い
人
、手
仕
事
な
ど
都
会
生
活
で
は
感

じ
ら
れ
な
い
豊
か
さ
に
触
れ
た
い
人
が
、自
分

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
る
時
間
を
過
ご
す
こ

と
を
目
的
に
訪
れ
て
い
る
。

参
加
者
…
ノ
オ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う
な

人
た
ち
か
。

伊
藤
氏
…
ノ
オ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、元
銀
行
員
、

元
記
者
、元
I
T
系
、元
国
家
公
務
員
と
い
う

キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
人
、反
対
に
一
貫
し
て
地
元
で

活
動
し
て
き
た
人
な
ど
多
種
多
様
。地
域
と
一
緒

に
な
っ
て
汗
を
か
く
プ
レ
イ
ヤ
ー
側
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
で
集
ま
っ
て
き
た
人
が
多
い
。

　
ノ
オ
ト
の
活
動
は
地
域
側
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
連
携
し
て
進
め
る
が
、そ
の
中
に
行
政

と
金
融
機
関
は
必
ず
含
ま
れ
る
。行
政
や
金
融

機
関
の
職
員
が
、前
例
に
な
い
こ
と
は
で
き
な

い
と
突
っ
ぱ
ね
て
し
ま
う
タ
イ
プ
だ
と
、事
業

は
う
ま
く
進
ま
な
い
。こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｉ
Ａ
に
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
で
は
、型
に

と
ら
わ
れ
な
い
行
政
マ
ン
や
、自
ら
リ
ス
ク
を

取
り
職
員
を
出
向
さ
せ
る
よ
う
な
金
融
機
関
の

存
在
が
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
推
進
力
と

な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
株
式
会
社
N
O
T
E
と
全
国
各
地
の

関
連
会
社
と
の
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
。

伊
藤
氏
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ 

美
濃 

商
家
町

（
岐
阜
県
美
濃
市
）の
例
で
は
、地
元
製
紙
企
業

と
株
式
会
社
N
O
T
E
が
出
資
し
て
、み
の
ま

ち
や
株
式
会
社
と
い
う
新
た
な
組
織
を
立
ち
上

げ
、美
濃
和
紙
の
原
料
を
保
管
し
て
い
た
蔵
を

活
用
し
て
い
る
。物
件
調
達
は
美
濃
市
と
み
の

ま
ち
や
が
連
携
協
定
を
結
び
、市
所
有
の
建
物

を
定
借
契
約
の
も
と
、み
の
ま
ち
や
が
借
り
て

お
り
、賃
料
を
支
払
う
形
で
行
い
、資
金
は
地
元

銀
行
と
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
か
ら
調
達
し
て
い
る
。

初
期
コ
ス
ト
回
収
の
た
め
、一
部
、国
の
交
付
金
も

活
用
し
て
い
る
。設
計
や
工
事
、美
濃
和
紙
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
を
担
当
し
て
い
る
の
は
ほ

ぼ
地
元
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
。地
域
ご
と
に
細
か
な
違

い
は
あ
る
が
、こ
れ
が
基
本
的
な
ス
キ
ー
ム
。

　
み
の
ま
ち
や
株
式
会
社
の
よ
う
な
各
地
域
の

取
り
組
み
の
中
心
を
担
う
地
域
会
社
を
、ま
ち

づ
く
り
ビ
ー
ク
ル
と
呼
ん
で
い
る
。こ
の
ま
ち

づ
く
り
ビ
ー
ク
ル
が
、物
件
、行
政
、地
域
、金
融

機
関
、物
件
で
事
業
を
始
め
た
い
事
業
者
、工
事

を
担
う
工
務
店
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
団
体
の
間
を

取
り
持
ち
、全
て
を
調
整
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
。一
般
的
な
ス
キ
ー
ム
だ
と
、中
間
支
援
団

体
は
空
き
家
の
紹
介
を
す
る
の
み
で
、改
修
や

実
際
の
事
業
運
営
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
借
主
個

人
に
集
中
し
て
し
ま
う
。リ
ス
ク
を
一
人
で
抱

え
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
な
か
な
か
空

き
家
の
活
用
が
進
ま
ず
、本
来
残
す
べ
き
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
大
き
な
物
件
ほ
ど

活
用
が
難
し
く
な
る
。ま
ち
づ
く
り
ビ
ー
ク
ル

が
空
き
家
を
賃
貸
や
買
取
に
よ
り
取
得
し
て
事

業
者
に
貸
し
出
す
こ
と
で
、リ
ス
ク
の
一
極
集

中
を
防
い
で
い
る
。ま
た
、物
件
単
位
で
は
な
く

エ
リ
ア
単
位
の
計
画
を
策
定
し
た
う
え
で
事
業

者
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、カ
フ
ェ
ば
か
り
が
乱

立
す
る
よ
う
な
事
態
を
防
ぎ
、移
住
希
望
者
に

も
ス
ム
ー
ズ
に
提
案
が
で
き
る
。

参
加
者
…
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ど
の
よ
う
な
形

で
始
ま
る
の
か
。

　
2
0
2
0
年
12
月
4
日（
金
）、「
地
域
・
社
会

が
一
体
で
取
り
組
む
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
〜

一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
活
動
の
現
場
か
ら
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、第
20
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
現
在
、日
本
に
は
1
5
0
万
棟
ほ
ど
の
歴
史

的
な
古
民
家
、戦
前
の
建
物
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、地
域
の
暮
ら
し
が
歴
史
と

し
て
刻
み
込
ま
れ
た
そ
れ
ら
の
建
物
は
、残
念

な
が
ら
次
々
と
空
き
家
と
な
り
失
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
は
、「
な
つ
か
し
く
て
、

あ
た
ら
し
い
、日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く
る
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し

や
生
業
を
尊
重
し
な
が
ら
、歴
史
的
建
築
物
と

地
域
文
化
、そ
し
て
産
業
の
一
体
的
な
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
郷
に
い
る
こ
と
」を
大

切
に
し
て
各
地
域
の
現
場
で
事
業
に
取
り
組
む

一
方
、「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
」の
考
え
に
共
感

す
る
仲
間
を
増
や
し
、全
国
に
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
伊
藤
氏
を
お
招
き

し
、古
民
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、地
域
住
民
と
の
信

頼
関
係
の
深
め
方
、地
域
性
を
具
体
化
す
る
方

法
、
地
域
ご
と
の
事
業
体
制
、
株
式
会
社

N
O
T
E（
代
表
：
藤
原
岳
史
氏
）や
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
に
集
う
人
材
、コ
ス
ト
や
価
格
設
定

の
考
え
方
、次
に
展
開
す
る
地
域
を
決
め
る
際

の
基
準
な
ど
、多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

N
I
P
P
O
N
I
A
の
目
的

●
明
治
維
新
と
終
戦
を
契
機
に
一
気
に
増
加
し

た
日
本
の
人
口
は
、現
在
、少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
。こ
の
状
況
下
で
、江
戸
時

代
以
前
に
成
立
し
た
歴
史
地
区
と
呼
ば
れ
る
地

域
は
、多
く
の
場
合
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
が
、歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
地

域
が
一
つ
な
く
な
る
こ
と
は
、日
本
が
積
み
重

ね
て
き
た
文
化
が
丸
ご
と
一
つ
消
失
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。そ
の
こ
と
に
ノ
オ
ト
は
強
い
危

機
感
を
感
じ
、歴
史
地
区
に
残
る
空
き
家
と

な
っ
た
古
民
家
を
改
修
し
様
々
な
業
態
に
活
用

す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
の
取
り
組

伊
藤
氏
…
基
本
的
に
地
域
側
か
ら
相
談
を
受
け

る
形
で
始
ま
る
。残
し
た
い
歴
史
的
建
築
物
が

あ
る
地
域
で
も
、核
に
な
る
人
材
が
い
な
い

ケ
ー
ス
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
。ノ
オ
ト
の
ス
タ
ン
ス
は
、自
ら
が
単
独

で
地
域
に
進
出
し
利
益
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、

次
の
事
業
を
創
り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
熱

意
の
あ
る
地
域
の
人
と
一
緒
に
、運
命
共
同
体

と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
と
い
う
も
の
。不

思
議
な
こ
と
に
、そ
う
し
た
熱
意
あ
る
地
域
人

材
は
8
割
の
打
率
で
存
在
し
て
い
る
。

参
加
者
…
価
格
設
定
や
稼
働
率
の
考
え
方
に
つ

い
て
知
り
た
い
。

伊
藤
氏
…
一
般
的
な
考
え
方
と
は
逆
で
、最
初

に
稼
働
率
を
定
め
月
あ
た
り
の
販
売
可
能
室
数

を
算
出
し
、改
修
費
用
や
投
資
に
か
か
る
費
用

を
計
算
し
て
、返
済
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
客
室
単

価
を
は
じ
き
出
し
て
い
る
。シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
時
に
、1
泊
15
万
円
く
ら
い
の
単
価
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
が
、稼
働
率
を
数
％
上

乗
せ
し
た
り
、改
修
費
用
を
抑
え
た
り
と
い
う

微
調
整
を
行
う
。絵
に
描
い
た
餅
で
は
継
続
は

不
可
能
で
あ
り
、き
ち
ん
と
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

る
価
格
設
定
を
考
え
て
い
る
。

　
高
単
価
に
す
る
た
め
に
は
至
れ
り
尽
く
せ
り

の
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
が

ち
だ
が
、私
た
ち
が
提
供
し
て
い
る
の
は
、手
厚

い
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、地
域
だ
か
ら
こ
そ
体

感
で
き
る
本
物
の
暮
ら
し
。そ
の
価
値
を
理
解

し
て
お
金
を
払
う
方
は
一
定
程
度
存
在
し
て
い

る
。集
落
丸
山
の
稼
働
率
は
2
棟
で
30
％
で
あ

り
、宿
泊
者
数
に
置
き
換
え
る
と
年
間
8
0
0

人
程
度
。8
0
0
人
に
刺
さ
る
も
の
を
提
供
す

る
と
な
れ
ば
、国
内
客
だ
け
で
も
十
分
に
需
要

は
あ
る
。

参
加
者
…
各
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
は
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
進
め
て
い
る
の
か
。

伊
藤
氏
…
事
業
化
は
株
式
会
社
N
O
T
E
が
中

心
と
な
り
進
め
て
い
る
。現
地
に
エ
リ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、月
に
一
度
、全
メ
ン

バ
ー
が
篠
山
に
集
ま
っ
て
会
議
を
す
る
と
い
う

体
制
。普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
情
報
共
有
を
行
っ
て
お
り
、コ
ロ

ナ
禍
以
前
か
ら
完
全
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
仕
事

を
行
っ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
代
表
理
事
と
し
て

は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
の
現
地
で
の
事
業

説
明
を
担
当
す
る
ほ
か
、日
本
全
国
の
取
り
組

み
を
俯
瞰
し
て
各
地
域
の
情
報
共
有
を
進
め
て

い
る
。

参
加
者
…
古
民
家
再
生
の
時
代
考
証
は
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
る
か
。

伊
藤
氏
…
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
物
件
の

場
合
に
は
、時
代
考
証
の
実
施
が
義
務
と
な
っ

て
い
る
。チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
設
計
士
た
ち

は
、重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
物
件

を
手
掛
け
た
実
績
を
持
つ
方
が
多
く
、彼
ら
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
い
る
。

　
指
定
文
化
財
の
改
修
に
際
し
て
は
、可
逆
性

の
考
え
方
に
基
づ
き
、間
取
り
は
変
え
ず
改
修

後
も
元
の
姿
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。ま

た
、元
か
ら
あ
っ
た
部
分
と
新
し
く
作
っ
た
部

分
を
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、使
え
る

部
分
は
最
大
限
残
す
よ
う
に
も
し
て
い
る
。

　
指
定
文
化
財
以
外
の
物
件
に
つ
い
て
も
、棟

札
や
古
写
真
を
手
掛
か
り
に
、以
前
の
使
い
方

を
調
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。今
後
は
、建
物
の

記
憶
も
読
み
物
と
し
て
残
し
て
い
け
れ
ば
さ
ら

に
面
白
い
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
ノ
オ
ト
や
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
に
込

め
ら
れ
た
意
味
は
何
か
。

伊
藤
氏
…
ノ
オ
ト
は「
農
の
都
」と
い
う
意
味
。

元
々
は
篠
山
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
し
て
始

ま
っ
て
お
り
、篠
山
を
象
徴
す
る
も
の
は
農
業

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
名
付
け
ら
れ
た
。ま
た
、

ノ
ー
ト
パ
ッ
ド（n

o
tep

ad

）の
よ
う
に
、地
域

の
歴
史
や
文
化
を
書
き
留
め
る
役
割
で
い
た
い

と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
、篠

山
城
下
町
ホ
テ
ル
が
で
き
た
と

き
に
付
け
た
名
称
。朱
鷺
の
学

名
を
選
ん
だ
の
は
、一
度
は
絶

滅
し
て
し
ま
っ
た
朱
鷺
も
復
活

に
向
け
た
動
き
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、古
民
家
も
一
種
の

絶
滅
危
惧
種
と
捉
え
、き
ち
ん

と
再
生
し
活
用
し
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。外

国
人
に
も
伝
わ
り
や
す
い
。

お
わ
り
に

今
回
の
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e

は
、20
回
目
に
し
て
初
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

全
て
が
い
つ
も
通
り
と
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、地
方
か
ら

ご
参
加
の
方
も
多
く
、画
面
越

し
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
意
見
交

換
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン

【
第
1
部
】

話
題
提
供

で
の
よ
り
良
い
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、今
後

さ
ら
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）
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み
を
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
と
称
し
て
い
る
。

●
歴
史
地
区
が
確
立
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、昔
の
町
並
み
や
地
元
住
民
の
生
活
や
暮
ら

し
文
化
の
中
に
滞
在
す
る
歴
史
地
区
観
光
が
主

流
。一
方
、日
本
の
場
合
、部
分
的
に
趣
の
あ
る

町
並
み
が
残
っ
て
は
い
る
も
の
の
、街
全
体
と

し
て
の
面
影
は
残
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、

こ
れ
ま
で
の
観
光
地
化
と
は
都
市
開
発
と
ほ
ぼ

同
義
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｉ
Ａ
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、日
本
の
暮
ら

し
文
化
を
体
験
で
き
る
地
方
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
見
出
し
、地
域
に
光
を
当
て
る
こ
と
。

●
日
本
に
は
約
1
5
0
万
棟
の
歴
史
的
建
築
物

が
残
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
保
存
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
も
の
は

た
っ
た
の
約
1
・
5
万
軒
に
過
ぎ
ず
、残
る

1
4
7
・
5
万
軒
は
活
用
に
困
っ
て
い
る
状
態
。

ノ
オ
ト
は
こ
れ
を
多
く
の
お
宝
が
眠
っ
て
い
る

状
態
と
捉
え
、歴
史
的
な
建
物
や
町
並
み
を
次

世
代
に
引
き
継
ぎ
、生
業
を
生
む
よ
う
な
事
業

や
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

N
I
P
P
O
N
I
A
の

活
動
経
緯

●
2
0
1
6
年
3
月
に
示
さ
れ
た「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、「
我
が
国

の
文
化
財
に
つ
い
て
、保
存
優
先
か
ら
観
光
客

目
線
で
の
理
解
促
進
、そ
し
て
活
用
へ
」と
う
た

わ
れ
、歴
史
的
建
造
物
・
建
築
物
の
活
用
が
明
確

に
示
さ
れ
た
。

●
2
0
1
6
年
9
月
に
は「
歴
史
的
資
源
を
活

用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

が
立
ち
上
が
り
、ノ
オ
ト
も
丹
波
篠
山
で
の
そ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
発
表
す
る
機
会
を
得
た
。

こ
こ
で
の
議
論
を
経
て
、2
0
2
0
年
ま
で
に

全
国
2
0
0
地
域
で
歴
史
的
建
築
物
を
活
用
し

た
事
業
づ
く
り
を
国
と
し
て
も
推
進
し
て
い
く

と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
他
、旅
館
業
法

改
正
、建
築
基
準
法
見
直
し
、文
化
財
保
護
法
改

正
に
よ
る
文
化
財
概
念
の
拡
張
な
ど
が
相
次
い

で
行
わ
れ
、こ
の
5
年
間
で
歴
史
的
建
築
物
を

活
用
し
て
い
く
機
運
が
か
な
り
高
ま
っ
た
。

●
こ
う
し
た
追
い
風
を
受
け
て
始
ま
っ
た
の
が

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
取
り
組
み
。Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
単
に
宿
泊
施
設
の
名
称
で
は
な
く
、

運
動
・
活
動
の
総
体
を
指
す
名
称
。「
な
つ
か
し

く
て
、あ
た
ら
し
い
、日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く

る
。」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、高
度
経
済
成
長

の
中
で
一
般
化
さ
れ
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

の
考
え
方
を
見
直
し
、地
域
の
ロ
ー
カ
ル
な
暮

ら
し
の
中
に
こ
そ
本
当
の
豊
か
さ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

N
I
P
P
O
N
I
A
が

大
切
に
し
て
い
る
価
値

●
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
が
大
切
に
し
て
い
る
価

値
は「
郷
に
い
る
こ
と
。」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に

凝
縮
さ
れ
る
。2
0
1
4
年
に
地
方
創
生
と
い

う
言
葉
が
誕
生
し
て
か
ら
も
、東
京
一
極
集
中

の
流
れ
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。ノ
オ

ト
は
、地
域
の
中
で
内
発
型
の
産
業
を
つ
く
る

こ
と
、地
域
の
中
で
経
済
の
循
環
を
つ
く
る
こ

と
、地
域
住
民
と
と
も
に
未
来
を
描
く
こ
と
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
地
域
単
位
の
取

り
組
み
の
上
に
、地
域
外
の
人
に
現
地
を
訪
れ

て
も
ら
い
、地
域
に
流
れ
る
時
間
を
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

●
ロ
ー
カ
ル
の
世
界
に
は
、近
代
的
な
経
済
合

理
性
に
基
づ
く
考
え
方
で
は
な
く
、純
粋
な「
好

き
」と
い
う
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
て「
な
つ
か
し

い
日
本
の
暮
ら
し
」が
残
さ
れ
て
き
た
。Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
仕
組
み
は
、ロ
ー
カ
ル
な
思
想

や
価
値
の
継
承
の
た
め
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

や
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
汎

用
性
や
持
続
性
の
あ
る
手
法
を
活
用
す
る
、と

い
う
も
の
。古
民
家
や
地
域
性
を
事
業
差
別
化

の
た
め
の
付
加
価
値
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な

く
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
は
ロ
ー
カ
ル
の
継
承

と
い
う
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
と
捉
え
、事

業
化
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
体
制

●
現
在
、Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
は
全
国

に
23
地
域
。1
年
後
に
は
30
以
上
の
地
域
に
広

が
る
予
定（
2
0
2
0
年
12
月
4
日
当
時
）。

●
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
中
心
を
担
っ
て
い
る

の
が
ノ
オ
ト
。篠
山
市（
当
時
）の
第
三
セ
ク

タ
ー
数
社
を
統
廃
合
し
、民
間
の
非
営
利
ま
ち

づ
く
り
会
社
と
し
て
、2
0
0
9
年
に
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
が
誕
生
し
た
。初
期
は
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
の
中
で
公
益
事
業
と
収
益
事
業

の
一
部
を
抱
え
て
い
た
が
、現
在
は
収
益
事
業

を
事
業
譲
渡
す
る
形
で
株
式
会
社
N
O
T
E
を

立
ち
上
げ
、2
社
体
制
を
築
い
て
い
る
。二
つ
の

法
人
形
態
を
取
り
つ
つ
も
、一
つ
の
チ
ー
ム
と

し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

●
各
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、必
ず
各
地
域

の
名
士
と
呼
ば
れ
る
方
や
地
元
の
若
い
青
年
部

な
ど
と
と
も
に
事
業
を
推
進
す
る
法
人
を
立
ち

上
げ
、ノ
オ
ト
も
常
に
一
緒
に
リ
ス
ク
を
取
り
な

が
ら
、一
心
同
体
の
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
事

業
を
つ
く
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、株
式
会
社

N
O
T
E
の
関
連
会
社
は
約
27
〜
28
社
と
多
い
。

●
集
落
丸
山
は
ノ
オ
ト
に
と
っ
て
原
点
と
も
い

え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。丸
山
は
山
に
囲
ま
れ
た

細
い
谷
筋
に
あ
り
、城
下
町
か
ら
10
分
ほ
ど
に

あ
る
小
さ
な
集
落
。2
0
0
9
年
当
時
は
12
軒

中
7
軒
が
空
き
家
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
う
ち

3
棟
を
改
修
し
、現
在
で
は
2
棟
を
1
棟
貸
し

の
宿
と
し
て
地
域
住
民
が
運
営
し
て
い
る
。

●
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、文
化
財
改
修
の
考
え

方
を
踏
襲
し
、そ
の
建
物
が
一
番
輝
い
て
い
た

時
期
に
戻
し
て
い
る
。屋
根
の
断
熱
の
た
め
に

貼
ら
れ
て
い
た
天
井
や
壁
は
丁
寧
に
直
し
つ
つ
、

必
要
以
上
の
改
修
は
行
っ
て
い
な
い
。食
事
は
、

夕
食
は
宿
泊
棟
に
隣
接
す
る
蔵
で
営
業
を
始
め

た
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、集
落
内
の
そ
ば

会
席
等
で
楽
し
め
る
。朝
食
は
地
域
の
お
母
さ

ん
方
が
提
供
し
て
い
る
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
時
、地
域
住
民
で
一
つ

の
N
P
O
を
立
ち
上
げ
、こ
の
N
P
O
と
一
般

社
団
法
人
ノ
オ
ト
が
有
限
責
任
事
業
組
合

（
L
L
P
）を
組
む
と
い
う
、非
営
利
団
体
同
士

の
L
L
P
と
い
う
珍
し
い
形
で
、宿
泊
事
業
の

運
営
を
開
始
し
た
。

●
普
通
の
暮
ら
し
を
体
験
し
た
い
と
い
う
宿
泊

客
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
て
し
め
縄
作
り
体
験

を
始
め
た
り
、結
婚
式
場
と
し
て
使
い
た
い
、水

田
で
酒
米
を
育
て
日
本
酒
を
造
り
た
い
と
い
う

申
し
出
が
あ
る
な
ど
、古
民
家
を
活
用
し
た
宿

泊
業
と
い
う
生
業
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、様
々

な
交
流
も
生
ま
れ
た
。ま
た
、U
タ
ー
ン
1
世
帯
、

I
タ
ー
ン
1
世
帯
と
人
口
も
増
え
た
。現
在
は
、

集
落
の
完
全
再
生
を
目
指
し
て
残
る
空
き
家
の

活
用
を
計
画
し
て
い
る
。

●
3
棟
の
改
修
に
は
約
7
0
0
0
万
円
を
投
資

し
、10
年
間
で
返
済
す
る
事
業
計
画
と
し
た
。宿

泊
棟
の
稼
働
率
は
30
%
と
い
う
低
水
準
に
設
定

し
て
い
る
。こ
れ
は
、地
域
住
民
自
ら
が
運
営
す

る
こ
と
で
、お
客
様
に
日
本
の
暮
ら
し
を
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
る
以

上
、地
域
住
民
に
過
度
な
負
担
を
か
け
て
し

ま
っ
て
は
継
続
し
な
い
た
め
。普
段
は
農
業
な

ど
の
他
の
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、土
日
と
繁

忙
期
に
稼
働
す
れ
ば
10
年
で
返
済
で
き
る
と
い

う
計
画
を
立
て
た
と
こ
ろ
、10
年
で
完
全
返
済

を
達
成
し
た
。現
在
は
、得
ら
れ
た
収
益
を
物
件

の
改
修
費
な
ど
に
充
て
て
い
る
。

●
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
前
代
表
理
事
で
あ

る
金
野
幸
雄
氏
は
、市
役
所
勤
務
時
代
に
景
観

条
例
や
規
制
に
よ
り
限
界
集
落
で
あ
る
丸
山
の

景
観
保
全
を
行
お
う
と
考
え
て
い
た
。し
か
し
、

実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、山
間
地
域
の

丸
山
に
都
市
開
発
が
押
し
寄
せ
る
可
能
性
は
低

く
、保
存
の
た
め
の
規
制
ル
ー
ル
を
作
っ
て
も

ル
ー
ル
を
使
う
場
面
は
な
く
、こ
の
空
間
に
何

か
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
こ
ま
な
け
れ
ば
集
落
は

守
れ
な
い
と
感
じ
た
。そ
こ
で
、人
が
行
き
交
う

仕
組
み
を
作
ろ
う
と
考
え
、地
域
を
守
る
手
段

と
し
て
宿
泊
業
と
い
う
解
決
策
を
選
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
。

●
集
落
丸
山
で
は
、1
つ
の
物
件
を
改
修
す
る

と
い
う
発
想
で
は
な
く
、集
落
全
体
の
未
来
を

考
え
て
物
件
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
学
ん
だ
。

事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
〜

集
落
丸
山
の
取
り
組
み
か
ら

●
丸
山
は「
何
も
な
い
」地
域
だ
が
、地
域
の
暮

ら
し
、文
化
と
美
し
い
景
観
が
あ
り
、そ
れ
ら
を

維
持
し
て
き
た
住
民
が
い
る
。こ
れ
ら
は「
何
も

な
い
」と
言
わ
れ
る
地
域
で
も
必
ず
あ
る
も
の

で
、こ
こ
に
人
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
価
値

が
宿
っ
て
い
る
。暮
ら
し
・
文
化
・
人
・
景
観
と
い

う
地
域
の
何
気
な
い
価
値
を
見
出
し
、奇
を
て

ら
わ
ず
に
伝
え
る
こ
と
が
事
業
化
に
お
い
て
は

非
常
に
重
要
。

●
空
き
家
と
な
っ
た
古
民
家
が
流
動
化
し
な
い

理
由
と
し
て
、様
々
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
。所

有
者
が
家
に
残
さ
れ
た
ま
ま
の
荷
物
の
処
理
を

心
配
し
て
い
る
場
合
に
は
、改
修
費
用
に
盛
り

込
ん
で
片
付
け
も
引
き
受
け
る
こ
と
で
解
決
す

る
こ
と
が
多
い
。何
か
物
を
盗
ら
れ
る
の
で
は

と
い
う
不
安
に
対
し
て
は
、一
民
間
企
業
の
も

う
け
話
で
は
な
く
、地
域
の
た
め
の
事
業
で
あ

る
こ
と
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
理
解
を
得
て
い

る
。仏
壇
が
残
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
は
、仏
壇
が

あ
る
と
分
か
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
を
し
た
う
え

で
、盆
や
正
月
に
は
所
有
者
の
方
の
優
先
利
用

権
を
設
定
す
る
こ
と
で
合
意
が
得
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。変
な
人
に
貸
す
と
地
域
の
他
の
人
に

迷
惑
が
か
か
る
と
心
配
さ
れ
る
場
合
に
は
、地

域
に
対
す
る
事
業
説
明
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
が

一
番
の
解
決
策
と
な
る
。

●
空
き
家
の
所
有
者
は
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

困
っ
て
い
る
一
方
で
、先
祖
代
々
受
け
継
い
で

き
た
資
産
を
自
分
の
代
で
潰
し
て
し
ま
う
の
は

申
し
訳
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、空
き
家
の
活
用
提
案
は
好
意
的
に

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
い
。

●
集
落
丸
山
で
学
ん
だ
こ
と
を
よ
り
大
き
な
サ

イ
ズ
で
展
開
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
の
が
、篠
山

城
下
町
ホ
テ
ル 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
。一
つ
の

小
学
校
区
の
単
位
に
開
発
の
範
囲
を
広
げ
、城

下
町
全
体
が
一
つ
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
と
い
う
構

想
を
掲
げ
た
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
時
の
旅
館
業
法
で
は
、

1
棟
ご
と
に
フ
ロ
ン
ト
を
設
置
し
ス
タ
ッ
フ
を
常

駐
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。こ
れ
で
は
人
件
費
が

嵩
ん
で
し
ま
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
成
立
は
不

可
能
で
あ
り
、複
数
棟
を
1
つ
の
ホ
テ
ル
と
し
て

フ
ロ
ン
ト
を
一
つ
に
ま
と
め
て
運
営
す
る
分
散
型

ホ
テ
ル
の
ス
キ
ー
ム
を
組
み
立
て
、許
可
を
訴
え
、

国
家
戦
略
特
区
の
枠
組
み
を
利
用
し
て

2
0
1
5
年
に
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル 

Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
開
業
に
至
っ
た
。特
区
で
の
取
り

組
み
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
旅
館
業
法

が
改
正
さ
れ
、現
在
は
全
国
ど
こ
で
も
分
散
型
ホ

テ
ル
の
運
営
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

●
ノ
オ
ト
の
取
り
組
み
は
、ス
キ
ー
ム
と
し
て

は
不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
同
じ
だ
が
、元
々

の
町
の
構
造
を
壊
し
て
再
開
発
す
る
の
で
は
な

く
、元
々
の
町
の
構
造
を
活
か
し
て
一
つ
一
つ

の
空
き
家
に
中
身
を
充
填
し
て
い
く
と
い
う
手

法
を
取
っ
て
い
る
。篠
山
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
分
散
型
開
発

の
手
法
が
地
域
に
は
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
。

●
篠
山
で
の
経
験
を
通
し
て
、他
地
域
で
も
同

様
の
手
法
に
よ
る
展
開
が
可
能
な
の
で
は
な
い

か
と
い
う
手
ご
た
え
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

志
を
同
じ
く
す
る
地
域
の
人
と
事
業
を
進
め
る

こ
と
で
、日
本
全
国
の
歴
史
的
な
町
並
み
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
、

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
活
動
が
拡
大
し
て
い
る
。

事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
〜

篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル

N
I
P
P
O
N
I
A
の

取
り
組
み
か
ら

●
元
住
居
の
物
件
を
使
う
こ
と
で
一
つ
一
つ
が

違
っ
た
部
屋
と
な
り
、単
な
る
客
室
で
は
な
い
、

町
の
暮
ら
し
文
化
を
体
験
で
き
る
場
が
生
ま
れ
る
。

●
光
を
観
る「
観
光
」で
は
な
く
光
に
関
わ
る

「
関
光
」と
い
う
発
想
を
持
ち
、地
域
住
民
と
地

域
外
の
人
が
関
わ
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り

も
重
要
。

●
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
の
場
合
、10
室
程
度
の

建
物
は
稼
働
率
50
％
に
設
定
し
て
い
る
。適
切

な
ラ
イ
ン
を
見
極
め
る
こ
と
も
、地
域
の
価
値

を
高
め
る
た
め
に
は
重
要
。

●
地
域
資
源
を
面
で
捉
え
一
体
的
な
絵
を
描
き
、

実
現
に
向
け
て
リ
ス
ク
を
取
っ
て
事
業
化
を
し

て
い
く
こ
と
が
、地
域
の
未
来
を
つ
く
る
投
資
に

つ
な
が
る
。そ
の
た
め
に
行
政
の
力
が
必
要
な
こ

と
も
あ
る
が
、民
間
主
導
の
事
業
化
は
必
須
。

●
ど
う
し
て
も
決
ま
っ
た
枠
組
み
の
中
で
考
え

が
ち
に
な
る
が
、制
度
が
現
代
社
会
に
フ
ィ
ッ

ト
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。仕
組
み
自
体

の
適
切
さ
を
疑
っ
て
、公
共
の
利
と
な
る
仕
組

み
を
考
え
る
こ
と
で
、ル
ー
ル
や
規
制
を
変
え

ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
と
め

●
N
I
P
P
O
N
I
A
の
取
組
み
で
は
、使
わ

れ
て
い
な
い
歴
史
的
建
築
物
や
古
民
家
を
改
修

し
、そ
こ
に
外
部
の
事
業
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し

て
新
た
に
活
用
す
る
こ
と
で
空
き
家
問
題
や
人

口
減
少
と
い
っ
た
課
題
解
決
に
繋
げ
て
い
る
。

ま
た
、こ
う
し
た
事
業
を
着
実
に
増
や
し
て
い

く
こ
と
で
、雇
用
と
産
業
の
創
造
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

●
今
後
は
さ
ら
に
取
り
組
む
地
域
を
増
や
し
た

い
。ま
た
、地
方
に
お
け
る
移
住
と
観
光
の
ボ
ー

ダ
ー
を
あ
い
ま
い
に
し
、「
関
光
」の
あ
り
方
を

提
示
し
て
い
き
た
い
。各
地
の
熱
意
あ
る
行
政

マ
ン
や
金
融
マ
ン
た
ち
と
一
緒
に
、面
白
い
公

民
連
携
に
よ
る
文
化
財
活
用
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

 

参
加
者
…
地
域
住
民
か
ら
反
対
意
見
や
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
反
応
は
な
か
っ
た
の
か
。

伊
藤
氏
…
も
ち
ろ
ん
反
対
意
見
が
出
る
こ
と
も

あ
る
が
、反
応
し
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
と
捉

え
て
い
る
。未
知
の
取
り
組
み
で
想
像
が
つ
か

な
い
ゆ
え
の
不
安
や
心
配
が
反
対
理
由
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、不
安
解
消
の
た
め

に
類
似
事
例
の
紹
介
も
含
め
て
丁
寧
に
説
明
を

行
う
。様
々
な
人
が
き
ち
ん
と
話
を
聞
け
る
よ

う
に
、説
明
会
を
平
日
の
夜
と
土
日
の
両
方
で

開
催
す
る
な
ど
工
夫
す
る
。既
に
実
際
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
域
の
住
民
か
ら
直
接
話
を
聞
く

こ
と
で
、不
安
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
き
い
ほ
ど
様
々
な
意
見

が
出
て
当
然
で
あ
り
、ま
ず
は
有
志
の
メ
ン

バ
ー
が
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

い
く
。最
初
は
あ
ま
り
積
極
的
で
な
か
っ
た
住

民
も
、事
業
が
進
む
過
程
で
応
援
す
る
側
に

回
っ
て
く
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

参
加
者
…
各
地
域
の
個
性
を
拾
い
上
げ
、具
体

化
す
る
た
め
の
コ
ツ
は
な
に
か
。

伊
藤
氏
…
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
期
に
、地
域
の

自
然
環
境
や
そ
こ
か
ら
う
ま
れ
た
産
業
と
い
っ

た
町
の
成
り
立
ち
を
リ
サ
ー
チ
す
る
。プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
調
べ
た
内
容
は
地
域
住
民

に
照
会
し
、ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。こ

の
や
り
取
り
を
通
し
て
、地
域
住
民
自
ら
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
実
現
し
た
い
と
思
え
る

コ
ン
セ
プ
ト
を
抽
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ノ
オ
ト
の
よ
う
な
専
門
家
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
を
訪
れ

る
客
層
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

伊
藤
氏
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
は
比
較

的
高
価
格
帯
で
あ
り
、以
前
は
40
〜
60
代
の
夫

婦
が
主
な
客
層
だ
っ
た
が
、最
近
は
様
々
な
客
層

の
利
用
が
あ
る
。集
落
丸
山
は
1
棟
貸
し
の
た
め

三
世
代
の
利
用
も
多
い
。現
代
社
会
で
は
、祖
父

母
の
家
も
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
珍
し
く
な

く
、大
所
帯
が
集
ま
っ
て
の
ん
び
り
で
き
る
場
所

へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。記
念
日
使
い
も
多
い
。

　
歴
史
建
築
に
興
味
が
あ
る
人
、ゆ
っ
く
り
過

ご
し
た
い
人
、手
仕
事
な
ど
都
会
生
活
で
は
感

じ
ら
れ
な
い
豊
か
さ
に
触
れ
た
い
人
が
、自
分

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
る
時
間
を
過
ご
す
こ

と
を
目
的
に
訪
れ
て
い
る
。

参
加
者
…
ノ
オ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う
な

人
た
ち
か
。

伊
藤
氏
…
ノ
オ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、元
銀
行
員
、

元
記
者
、元
I
T
系
、元
国
家
公
務
員
と
い
う

キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
人
、反
対
に
一
貫
し
て
地
元
で

活
動
し
て
き
た
人
な
ど
多
種
多
様
。地
域
と
一
緒

に
な
っ
て
汗
を
か
く
プ
レ
イ
ヤ
ー
側
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
で
集
ま
っ
て
き
た
人
が
多
い
。

　
ノ
オ
ト
の
活
動
は
地
域
側
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
連
携
し
て
進
め
る
が
、そ
の
中
に
行
政

と
金
融
機
関
は
必
ず
含
ま
れ
る
。行
政
や
金
融

機
関
の
職
員
が
、前
例
に
な
い
こ
と
は
で
き
な

い
と
突
っ
ぱ
ね
て
し
ま
う
タ
イ
プ
だ
と
、事
業

は
う
ま
く
進
ま
な
い
。こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｉ
Ａ
に
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
で
は
、型
に

と
ら
わ
れ
な
い
行
政
マ
ン
や
、自
ら
リ
ス
ク
を

取
り
職
員
を
出
向
さ
せ
る
よ
う
な
金
融
機
関
の

存
在
が
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
推
進
力
と

な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
株
式
会
社
N
O
T
E
と
全
国
各
地
の

関
連
会
社
と
の
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
。

伊
藤
氏
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ 

美
濃 

商
家
町

（
岐
阜
県
美
濃
市
）の
例
で
は
、地
元
製
紙
企
業

と
株
式
会
社
N
O
T
E
が
出
資
し
て
、み
の
ま

ち
や
株
式
会
社
と
い
う
新
た
な
組
織
を
立
ち
上

げ
、美
濃
和
紙
の
原
料
を
保
管
し
て
い
た
蔵
を

活
用
し
て
い
る
。物
件
調
達
は
美
濃
市
と
み
の

ま
ち
や
が
連
携
協
定
を
結
び
、市
所
有
の
建
物

を
定
借
契
約
の
も
と
、み
の
ま
ち
や
が
借
り
て

お
り
、賃
料
を
支
払
う
形
で
行
い
、資
金
は
地
元

銀
行
と
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
か
ら
調
達
し
て
い
る
。

初
期
コ
ス
ト
回
収
の
た
め
、一
部
、国
の
交
付
金
も

活
用
し
て
い
る
。設
計
や
工
事
、美
濃
和
紙
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
を
担
当
し
て
い
る
の
は
ほ

ぼ
地
元
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
。地
域
ご
と
に
細
か
な
違

い
は
あ
る
が
、こ
れ
が
基
本
的
な
ス
キ
ー
ム
。

　
み
の
ま
ち
や
株
式
会
社
の
よ
う
な
各
地
域
の

取
り
組
み
の
中
心
を
担
う
地
域
会
社
を
、ま
ち

づ
く
り
ビ
ー
ク
ル
と
呼
ん
で
い
る
。こ
の
ま
ち

づ
く
り
ビ
ー
ク
ル
が
、物
件
、行
政
、地
域
、金
融

機
関
、物
件
で
事
業
を
始
め
た
い
事
業
者
、工
事

を
担
う
工
務
店
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
団
体
の
間
を

取
り
持
ち
、全
て
を
調
整
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
。一
般
的
な
ス
キ
ー
ム
だ
と
、中
間
支
援
団

体
は
空
き
家
の
紹
介
を
す
る
の
み
で
、改
修
や

実
際
の
事
業
運
営
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
借
主
個

人
に
集
中
し
て
し
ま
う
。リ
ス
ク
を
一
人
で
抱

え
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
な
か
な
か
空

き
家
の
活
用
が
進
ま
ず
、本
来
残
す
べ
き
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
大
き
な
物
件
ほ
ど

活
用
が
難
し
く
な
る
。ま
ち
づ
く
り
ビ
ー
ク
ル

が
空
き
家
を
賃
貸
や
買
取
に
よ
り
取
得
し
て
事

業
者
に
貸
し
出
す
こ
と
で
、リ
ス
ク
の
一
極
集

中
を
防
い
で
い
る
。ま
た
、物
件
単
位
で
は
な
く

エ
リ
ア
単
位
の
計
画
を
策
定
し
た
う
え
で
事
業

者
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、カ
フ
ェ
ば
か
り
が
乱

立
す
る
よ
う
な
事
態
を
防
ぎ
、移
住
希
望
者
に

も
ス
ム
ー
ズ
に
提
案
が
で
き
る
。

参
加
者
…
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ど
の
よ
う
な
形

で
始
ま
る
の
か
。

　
2
0
2
0
年
12
月
4
日（
金
）、「
地
域
・
社
会

が
一
体
で
取
り
組
む
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
〜

一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
活
動
の
現
場
か
ら
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、第
20
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
現
在
、日
本
に
は
1
5
0
万
棟
ほ
ど
の
歴
史

的
な
古
民
家
、戦
前
の
建
物
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、地
域
の
暮
ら
し
が
歴
史
と

し
て
刻
み
込
ま
れ
た
そ
れ
ら
の
建
物
は
、残
念

な
が
ら
次
々
と
空
き
家
と
な
り
失
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
は
、「
な
つ
か
し
く
て
、

あ
た
ら
し
い
、日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く
る
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し

や
生
業
を
尊
重
し
な
が
ら
、歴
史
的
建
築
物
と

地
域
文
化
、そ
し
て
産
業
の
一
体
的
な
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
郷
に
い
る
こ
と
」を
大

切
に
し
て
各
地
域
の
現
場
で
事
業
に
取
り
組
む

一
方
、「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
」の
考
え
に
共
感

す
る
仲
間
を
増
や
し
、全
国
に
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
伊
藤
氏
を
お
招
き

し
、古
民
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、地
域
住
民
と
の
信

頼
関
係
の
深
め
方
、地
域
性
を
具
体
化
す
る
方

法
、
地
域
ご
と
の
事
業
体
制
、
株
式
会
社

N
O
T
E（
代
表
：
藤
原
岳
史
氏
）や
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
に
集
う
人
材
、コ
ス
ト
や
価
格
設
定

の
考
え
方
、次
に
展
開
す
る
地
域
を
決
め
る
際

の
基
準
な
ど
、多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

N
I
P
P
O
N
I
A
の
目
的

●
明
治
維
新
と
終
戦
を
契
機
に
一
気
に
増
加
し

た
日
本
の
人
口
は
、現
在
、少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
。こ
の
状
況
下
で
、江
戸
時

代
以
前
に
成
立
し
た
歴
史
地
区
と
呼
ば
れ
る
地

域
は
、多
く
の
場
合
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
が
、歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
地

域
が
一
つ
な
く
な
る
こ
と
は
、日
本
が
積
み
重

ね
て
き
た
文
化
が
丸
ご
と
一
つ
消
失
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。そ
の
こ
と
に
ノ
オ
ト
は
強
い
危

機
感
を
感
じ
、歴
史
地
区
に
残
る
空
き
家
と

な
っ
た
古
民
家
を
改
修
し
様
々
な
業
態
に
活
用

す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
の
取
り
組

伊
藤
氏
…
基
本
的
に
地
域
側
か
ら
相
談
を
受
け

る
形
で
始
ま
る
。残
し
た
い
歴
史
的
建
築
物
が

あ
る
地
域
で
も
、核
に
な
る
人
材
が
い
な
い

ケ
ー
ス
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
。ノ
オ
ト
の
ス
タ
ン
ス
は
、自
ら
が
単
独

で
地
域
に
進
出
し
利
益
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、

次
の
事
業
を
創
り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
熱

意
の
あ
る
地
域
の
人
と
一
緒
に
、運
命
共
同
体

と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
と
い
う
も
の
。不

思
議
な
こ
と
に
、そ
う
し
た
熱
意
あ
る
地
域
人

材
は
8
割
の
打
率
で
存
在
し
て
い
る
。

参
加
者
…
価
格
設
定
や
稼
働
率
の
考
え
方
に
つ

い
て
知
り
た
い
。

伊
藤
氏
…
一
般
的
な
考
え
方
と
は
逆
で
、最
初

に
稼
働
率
を
定
め
月
あ
た
り
の
販
売
可
能
室
数

を
算
出
し
、改
修
費
用
や
投
資
に
か
か
る
費
用

を
計
算
し
て
、返
済
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
客
室
単

価
を
は
じ
き
出
し
て
い
る
。シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
時
に
、1
泊
15
万
円
く
ら
い
の
単
価
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
が
、稼
働
率
を
数
％
上

乗
せ
し
た
り
、改
修
費
用
を
抑
え
た
り
と
い
う

微
調
整
を
行
う
。絵
に
描
い
た
餅
で
は
継
続
は

不
可
能
で
あ
り
、き
ち
ん
と
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

る
価
格
設
定
を
考
え
て
い
る
。

　
高
単
価
に
す
る
た
め
に
は
至
れ
り
尽
く
せ
り

の
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
が

ち
だ
が
、私
た
ち
が
提
供
し
て
い
る
の
は
、手
厚

い
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、地
域
だ
か
ら
こ
そ
体

感
で
き
る
本
物
の
暮
ら
し
。そ
の
価
値
を
理
解

し
て
お
金
を
払
う
方
は
一
定
程
度
存
在
し
て
い

る
。集
落
丸
山
の
稼
働
率
は
2
棟
で
30
％
で
あ

り
、宿
泊
者
数
に
置
き
換
え
る
と
年
間
8
0
0

人
程
度
。8
0
0
人
に
刺
さ
る
も
の
を
提
供
す

る
と
な
れ
ば
、国
内
客
だ
け
で
も
十
分
に
需
要

は
あ
る
。

参
加
者
…
各
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
は
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
進
め
て
い
る
の
か
。

伊
藤
氏
…
事
業
化
は
株
式
会
社
N
O
T
E
が
中

心
と
な
り
進
め
て
い
る
。現
地
に
エ
リ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、月
に
一
度
、全
メ
ン

バ
ー
が
篠
山
に
集
ま
っ
て
会
議
を
す
る
と
い
う

体
制
。普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
情
報
共
有
を
行
っ
て
お
り
、コ
ロ

ナ
禍
以
前
か
ら
完
全
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
仕
事

を
行
っ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
代
表
理
事
と
し
て

は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
の
現
地
で
の
事
業

説
明
を
担
当
す
る
ほ
か
、日
本
全
国
の
取
り
組

み
を
俯
瞰
し
て
各
地
域
の
情
報
共
有
を
進
め
て

い
る
。

参
加
者
…
古
民
家
再
生
の
時
代
考
証
は
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
る
か
。

伊
藤
氏
…
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
物
件
の

場
合
に
は
、時
代
考
証
の
実
施
が
義
務
と
な
っ

て
い
る
。チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
設
計
士
た
ち

は
、重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
物
件

を
手
掛
け
た
実
績
を
持
つ
方
が
多
く
、彼
ら
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
い
る
。

　
指
定
文
化
財
の
改
修
に
際
し
て
は
、可
逆
性

の
考
え
方
に
基
づ
き
、間
取
り
は
変
え
ず
改
修

後
も
元
の
姿
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。ま

た
、元
か
ら
あ
っ
た
部
分
と
新
し
く
作
っ
た
部

分
を
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、使
え
る

部
分
は
最
大
限
残
す
よ
う
に
も
し
て
い
る
。

　
指
定
文
化
財
以
外
の
物
件
に
つ
い
て
も
、棟

札
や
古
写
真
を
手
掛
か
り
に
、以
前
の
使
い
方

を
調
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。今
後
は
、建
物
の

記
憶
も
読
み
物
と
し
て
残
し
て
い
け
れ
ば
さ
ら

に
面
白
い
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
ノ
オ
ト
や
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
に
込

め
ら
れ
た
意
味
は
何
か
。

伊
藤
氏
…
ノ
オ
ト
は「
農
の
都
」と
い
う
意
味
。

元
々
は
篠
山
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
し
て
始

ま
っ
て
お
り
、篠
山
を
象
徴
す
る
も
の
は
農
業

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
名
付
け
ら
れ
た
。ま
た
、

ノ
ー
ト
パ
ッ
ド（n

o
tep

ad

）の
よ
う
に
、地
域

の
歴
史
や
文
化
を
書
き
留
め
る
役
割
で
い
た
い

と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
、篠

山
城
下
町
ホ
テ
ル
が
で
き
た
と

き
に
付
け
た
名
称
。朱
鷺
の
学

名
を
選
ん
だ
の
は
、一
度
は
絶

滅
し
て
し
ま
っ
た
朱
鷺
も
復
活

に
向
け
た
動
き
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、古
民
家
も
一
種
の

絶
滅
危
惧
種
と
捉
え
、き
ち
ん

と
再
生
し
活
用
し
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。外

国
人
に
も
伝
わ
り
や
す
い
。

お
わ
り
に

今
回
の
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e

は
、20
回
目
に
し
て
初
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

全
て
が
い
つ
も
通
り
と
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、地
方
か
ら

ご
参
加
の
方
も
多
く
、画
面
越

し
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
意
見
交

換
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
よ
り
良
い
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、今
後

さ
ら
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）
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み
を
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
と
称
し
て
い
る
。

●
歴
史
地
区
が
確
立
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、昔
の
町
並
み
や
地
元
住
民
の
生
活
や
暮
ら

し
文
化
の
中
に
滞
在
す
る
歴
史
地
区
観
光
が
主

流
。一
方
、日
本
の
場
合
、部
分
的
に
趣
の
あ
る

町
並
み
が
残
っ
て
は
い
る
も
の
の
、街
全
体
と

し
て
の
面
影
は
残
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、

こ
れ
ま
で
の
観
光
地
化
と
は
都
市
開
発
と
ほ
ぼ

同
義
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｉ
Ａ
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、日
本
の
暮
ら

し
文
化
を
体
験
で
き
る
地
方
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
見
出
し
、地
域
に
光
を
当
て
る
こ
と
。

●
日
本
に
は
約
1
5
0
万
棟
の
歴
史
的
建
築
物

が
残
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
保
存
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
も
の
は

た
っ
た
の
約
1
・
5
万
軒
に
過
ぎ
ず
、残
る

1
4
7
・
5
万
軒
は
活
用
に
困
っ
て
い
る
状
態
。

ノ
オ
ト
は
こ
れ
を
多
く
の
お
宝
が
眠
っ
て
い
る

状
態
と
捉
え
、歴
史
的
な
建
物
や
町
並
み
を
次

世
代
に
引
き
継
ぎ
、生
業
を
生
む
よ
う
な
事
業

や
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

N
I
P
P
O
N
I
A
の

活
動
経
緯

●
2
0
1
6
年
3
月
に
示
さ
れ
た「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、「
我
が
国

の
文
化
財
に
つ
い
て
、保
存
優
先
か
ら
観
光
客

目
線
で
の
理
解
促
進
、そ
し
て
活
用
へ
」と
う
た

わ
れ
、歴
史
的
建
造
物
・
建
築
物
の
活
用
が
明
確

に
示
さ
れ
た
。

●
2
0
1
6
年
9
月
に
は「
歴
史
的
資
源
を
活

用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

が
立
ち
上
が
り
、ノ
オ
ト
も
丹
波
篠
山
で
の
そ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
発
表
す
る
機
会
を
得
た
。

こ
こ
で
の
議
論
を
経
て
、2
0
2
0
年
ま
で
に

全
国
2
0
0
地
域
で
歴
史
的
建
築
物
を
活
用
し

た
事
業
づ
く
り
を
国
と
し
て
も
推
進
し
て
い
く

と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
他
、旅
館
業
法

改
正
、建
築
基
準
法
見
直
し
、文
化
財
保
護
法
改

正
に
よ
る
文
化
財
概
念
の
拡
張
な
ど
が
相
次
い

で
行
わ
れ
、こ
の
5
年
間
で
歴
史
的
建
築
物
を

活
用
し
て
い
く
機
運
が
か
な
り
高
ま
っ
た
。

●
こ
う
し
た
追
い
風
を
受
け
て
始
ま
っ
た
の
が

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
取
り
組
み
。Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
単
に
宿
泊
施
設
の
名
称
で
は
な
く
、

運
動
・
活
動
の
総
体
を
指
す
名
称
。「
な
つ
か
し

く
て
、あ
た
ら
し
い
、日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く

る
。」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、高
度
経
済
成
長

の
中
で
一
般
化
さ
れ
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

の
考
え
方
を
見
直
し
、地
域
の
ロ
ー
カ
ル
な
暮

ら
し
の
中
に
こ
そ
本
当
の
豊
か
さ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

N
I
P
P
O
N
I
A
が

大
切
に
し
て
い
る
価
値

●
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
が
大
切
に
し
て
い
る
価

値
は「
郷
に
い
る
こ
と
。」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に

凝
縮
さ
れ
る
。2
0
1
4
年
に
地
方
創
生
と
い

う
言
葉
が
誕
生
し
て
か
ら
も
、東
京
一
極
集
中

の
流
れ
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。ノ
オ

ト
は
、地
域
の
中
で
内
発
型
の
産
業
を
つ
く
る

こ
と
、地
域
の
中
で
経
済
の
循
環
を
つ
く
る
こ

と
、地
域
住
民
と
と
も
に
未
来
を
描
く
こ
と
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
地
域
単
位
の
取

り
組
み
の
上
に
、地
域
外
の
人
に
現
地
を
訪
れ

て
も
ら
い
、地
域
に
流
れ
る
時
間
を
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

●
ロ
ー
カ
ル
の
世
界
に
は
、近
代
的
な
経
済
合

理
性
に
基
づ
く
考
え
方
で
は
な
く
、純
粋
な「
好

き
」と
い
う
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
て「
な
つ
か
し

い
日
本
の
暮
ら
し
」が
残
さ
れ
て
き
た
。Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
仕
組
み
は
、ロ
ー
カ
ル
な
思
想

や
価
値
の
継
承
の
た
め
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

や
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
汎

用
性
や
持
続
性
の
あ
る
手
法
を
活
用
す
る
、と

い
う
も
の
。古
民
家
や
地
域
性
を
事
業
差
別
化

の
た
め
の
付
加
価
値
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な

く
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
は
ロ
ー
カ
ル
の
継
承

と
い
う
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
と
捉
え
、事

業
化
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
体
制

●
現
在
、Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
は
全
国

に
23
地
域
。1
年
後
に
は
30
以
上
の
地
域
に
広

が
る
予
定（
2
0
2
0
年
12
月
4
日
当
時
）。

●
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
中
心
を
担
っ
て
い
る

の
が
ノ
オ
ト
。篠
山
市（
当
時
）の
第
三
セ
ク

タ
ー
数
社
を
統
廃
合
し
、民
間
の
非
営
利
ま
ち

づ
く
り
会
社
と
し
て
、2
0
0
9
年
に
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
が
誕
生
し
た
。初
期
は
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
の
中
で
公
益
事
業
と
収
益
事
業

の
一
部
を
抱
え
て
い
た
が
、現
在
は
収
益
事
業

を
事
業
譲
渡
す
る
形
で
株
式
会
社
N
O
T
E
を

立
ち
上
げ
、2
社
体
制
を
築
い
て
い
る
。二
つ
の

法
人
形
態
を
取
り
つ
つ
も
、一
つ
の
チ
ー
ム
と

し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

●
各
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、必
ず
各
地
域

の
名
士
と
呼
ば
れ
る
方
や
地
元
の
若
い
青
年
部

な
ど
と
と
も
に
事
業
を
推
進
す
る
法
人
を
立
ち

上
げ
、ノ
オ
ト
も
常
に
一
緒
に
リ
ス
ク
を
取
り
な

が
ら
、一
心
同
体
の
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
事

業
を
つ
く
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、株
式
会
社

N
O
T
E
の
関
連
会
社
は
約
27
〜
28
社
と
多
い
。

●
集
落
丸
山
は
ノ
オ
ト
に
と
っ
て
原
点
と
も
い

え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。丸
山
は
山
に
囲
ま
れ
た

細
い
谷
筋
に
あ
り
、城
下
町
か
ら
10
分
ほ
ど
に

あ
る
小
さ
な
集
落
。2
0
0
9
年
当
時
は
12
軒

中
7
軒
が
空
き
家
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
う
ち

3
棟
を
改
修
し
、現
在
で
は
2
棟
を
1
棟
貸
し

の
宿
と
し
て
地
域
住
民
が
運
営
し
て
い
る
。

●
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、文
化
財
改
修
の
考
え

方
を
踏
襲
し
、そ
の
建
物
が
一
番
輝
い
て
い
た

時
期
に
戻
し
て
い
る
。屋
根
の
断
熱
の
た
め
に

貼
ら
れ
て
い
た
天
井
や
壁
は
丁
寧
に
直
し
つ
つ
、

必
要
以
上
の
改
修
は
行
っ
て
い
な
い
。食
事
は
、

夕
食
は
宿
泊
棟
に
隣
接
す
る
蔵
で
営
業
を
始
め

た
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、集
落
内
の
そ
ば

会
席
等
で
楽
し
め
る
。朝
食
は
地
域
の
お
母
さ

ん
方
が
提
供
し
て
い
る
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
時
、地
域
住
民
で
一
つ

の
N
P
O
を
立
ち
上
げ
、こ
の
N
P
O
と
一
般

社
団
法
人
ノ
オ
ト
が
有
限
責
任
事
業
組
合

（
L
L
P
）を
組
む
と
い
う
、非
営
利
団
体
同
士

の
L
L
P
と
い
う
珍
し
い
形
で
、宿
泊
事
業
の

運
営
を
開
始
し
た
。

●
普
通
の
暮
ら
し
を
体
験
し
た
い
と
い
う
宿
泊

客
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
て
し
め
縄
作
り
体
験

を
始
め
た
り
、結
婚
式
場
と
し
て
使
い
た
い
、水

田
で
酒
米
を
育
て
日
本
酒
を
造
り
た
い
と
い
う

申
し
出
が
あ
る
な
ど
、古
民
家
を
活
用
し
た
宿

泊
業
と
い
う
生
業
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、様
々

な
交
流
も
生
ま
れ
た
。ま
た
、U
タ
ー
ン
1
世
帯
、

I
タ
ー
ン
1
世
帯
と
人
口
も
増
え
た
。現
在
は
、

集
落
の
完
全
再
生
を
目
指
し
て
残
る
空
き
家
の

活
用
を
計
画
し
て
い
る
。

●
3
棟
の
改
修
に
は
約
7
0
0
0
万
円
を
投
資

し
、10
年
間
で
返
済
す
る
事
業
計
画
と
し
た
。宿

泊
棟
の
稼
働
率
は
30
%
と
い
う
低
水
準
に
設
定

し
て
い
る
。こ
れ
は
、地
域
住
民
自
ら
が
運
営
す

る
こ
と
で
、お
客
様
に
日
本
の
暮
ら
し
を
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
る
以

上
、地
域
住
民
に
過
度
な
負
担
を
か
け
て
し

ま
っ
て
は
継
続
し
な
い
た
め
。普
段
は
農
業
な

ど
の
他
の
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、土
日
と
繁

忙
期
に
稼
働
す
れ
ば
10
年
で
返
済
で
き
る
と
い

う
計
画
を
立
て
た
と
こ
ろ
、10
年
で
完
全
返
済

を
達
成
し
た
。現
在
は
、得
ら
れ
た
収
益
を
物
件

の
改
修
費
な
ど
に
充
て
て
い
る
。

●
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
前
代
表
理
事
で
あ

る
金
野
幸
雄
氏
は
、市
役
所
勤
務
時
代
に
景
観

条
例
や
規
制
に
よ
り
限
界
集
落
で
あ
る
丸
山
の

景
観
保
全
を
行
お
う
と
考
え
て
い
た
。し
か
し
、

実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、山
間
地
域
の

丸
山
に
都
市
開
発
が
押
し
寄
せ
る
可
能
性
は
低

く
、保
存
の
た
め
の
規
制
ル
ー
ル
を
作
っ
て
も

ル
ー
ル
を
使
う
場
面
は
な
く
、こ
の
空
間
に
何

か
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
こ
ま
な
け
れ
ば
集
落
は

守
れ
な
い
と
感
じ
た
。そ
こ
で
、人
が
行
き
交
う

仕
組
み
を
作
ろ
う
と
考
え
、地
域
を
守
る
手
段

と
し
て
宿
泊
業
と
い
う
解
決
策
を
選
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
。

●
集
落
丸
山
で
は
、1
つ
の
物
件
を
改
修
す
る

と
い
う
発
想
で
は
な
く
、集
落
全
体
の
未
来
を

考
え
て
物
件
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
学
ん
だ
。

事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
〜

集
落
丸
山
の
取
り
組
み
か
ら

●
丸
山
は「
何
も
な
い
」地
域
だ
が
、地
域
の
暮

ら
し
、文
化
と
美
し
い
景
観
が
あ
り
、そ
れ
ら
を

維
持
し
て
き
た
住
民
が
い
る
。こ
れ
ら
は「
何
も

な
い
」と
言
わ
れ
る
地
域
で
も
必
ず
あ
る
も
の

で
、こ
こ
に
人
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
価
値

が
宿
っ
て
い
る
。暮
ら
し
・
文
化
・
人
・
景
観
と
い

う
地
域
の
何
気
な
い
価
値
を
見
出
し
、奇
を
て

ら
わ
ず
に
伝
え
る
こ
と
が
事
業
化
に
お
い
て
は

非
常
に
重
要
。

●
空
き
家
と
な
っ
た
古
民
家
が
流
動
化
し
な
い

理
由
と
し
て
、様
々
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
。所

有
者
が
家
に
残
さ
れ
た
ま
ま
の
荷
物
の
処
理
を

心
配
し
て
い
る
場
合
に
は
、改
修
費
用
に
盛
り

込
ん
で
片
付
け
も
引
き
受
け
る
こ
と
で
解
決
す

る
こ
と
が
多
い
。何
か
物
を
盗
ら
れ
る
の
で
は

と
い
う
不
安
に
対
し
て
は
、一
民
間
企
業
の
も

う
け
話
で
は
な
く
、地
域
の
た
め
の
事
業
で
あ

る
こ
と
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
理
解
を
得
て
い

る
。仏
壇
が
残
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
は
、仏
壇
が

あ
る
と
分
か
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
を
し
た
う
え

で
、盆
や
正
月
に
は
所
有
者
の
方
の
優
先
利
用

権
を
設
定
す
る
こ
と
で
合
意
が
得
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。変
な
人
に
貸
す
と
地
域
の
他
の
人
に

迷
惑
が
か
か
る
と
心
配
さ
れ
る
場
合
に
は
、地

域
に
対
す
る
事
業
説
明
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
が

一
番
の
解
決
策
と
な
る
。

●
空
き
家
の
所
有
者
は
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

困
っ
て
い
る
一
方
で
、先
祖
代
々
受
け
継
い
で

き
た
資
産
を
自
分
の
代
で
潰
し
て
し
ま
う
の
は

申
し
訳
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、空
き
家
の
活
用
提
案
は
好
意
的
に

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
い
。

●
集
落
丸
山
で
学
ん
だ
こ
と
を
よ
り
大
き
な
サ

イ
ズ
で
展
開
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
の
が
、篠
山

城
下
町
ホ
テ
ル 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
。一
つ
の

小
学
校
区
の
単
位
に
開
発
の
範
囲
を
広
げ
、城

下
町
全
体
が
一
つ
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
と
い
う
構

想
を
掲
げ
た
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
時
の
旅
館
業
法
で
は
、

1
棟
ご
と
に
フ
ロ
ン
ト
を
設
置
し
ス
タ
ッ
フ
を
常

駐
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。こ
れ
で
は
人
件
費
が

嵩
ん
で
し
ま
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
成
立
は
不

可
能
で
あ
り
、複
数
棟
を
1
つ
の
ホ
テ
ル
と
し
て

フ
ロ
ン
ト
を
一
つ
に
ま
と
め
て
運
営
す
る
分
散
型

ホ
テ
ル
の
ス
キ
ー
ム
を
組
み
立
て
、許
可
を
訴
え
、

国
家
戦
略
特
区
の
枠
組
み
を
利
用
し
て

2
0
1
5
年
に
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル 

Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
開
業
に
至
っ
た
。特
区
で
の
取
り

組
み
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
旅
館
業
法

が
改
正
さ
れ
、現
在
は
全
国
ど
こ
で
も
分
散
型
ホ

テ
ル
の
運
営
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

●
ノ
オ
ト
の
取
り
組
み
は
、ス
キ
ー
ム
と
し
て

は
不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
同
じ
だ
が
、元
々

の
町
の
構
造
を
壊
し
て
再
開
発
す
る
の
で
は
な

く
、元
々
の
町
の
構
造
を
活
か
し
て
一
つ
一
つ

の
空
き
家
に
中
身
を
充
填
し
て
い
く
と
い
う
手

法
を
取
っ
て
い
る
。篠
山
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
分
散
型
開
発

の
手
法
が
地
域
に
は
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
。

●
篠
山
で
の
経
験
を
通
し
て
、他
地
域
で
も
同

様
の
手
法
に
よ
る
展
開
が
可
能
な
の
で
は
な
い

か
と
い
う
手
ご
た
え
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

志
を
同
じ
く
す
る
地
域
の
人
と
事
業
を
進
め
る

こ
と
で
、日
本
全
国
の
歴
史
的
な
町
並
み
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
、

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
活
動
が
拡
大
し
て
い
る
。

事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
〜

篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル

N
I
P
P
O
N
I
A
の

取
り
組
み
か
ら

●
元
住
居
の
物
件
を
使
う
こ
と
で
一
つ
一
つ
が

違
っ
た
部
屋
と
な
り
、単
な
る
客
室
で
は
な
い
、

町
の
暮
ら
し
文
化
を
体
験
で
き
る
場
が
生
ま
れ
る
。

●
光
を
観
る「
観
光
」で
は
な
く
光
に
関
わ
る

「
関
光
」と
い
う
発
想
を
持
ち
、地
域
住
民
と
地

域
外
の
人
が
関
わ
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り

も
重
要
。

●
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
の
場
合
、10
室
程
度
の

建
物
は
稼
働
率
50
％
に
設
定
し
て
い
る
。適
切

な
ラ
イ
ン
を
見
極
め
る
こ
と
も
、地
域
の
価
値

を
高
め
る
た
め
に
は
重
要
。

●
地
域
資
源
を
面
で
捉
え
一
体
的
な
絵
を
描
き
、

実
現
に
向
け
て
リ
ス
ク
を
取
っ
て
事
業
化
を
し

て
い
く
こ
と
が
、地
域
の
未
来
を
つ
く
る
投
資
に

つ
な
が
る
。そ
の
た
め
に
行
政
の
力
が
必
要
な
こ

と
も
あ
る
が
、民
間
主
導
の
事
業
化
は
必
須
。

●
ど
う
し
て
も
決
ま
っ
た
枠
組
み
の
中
で
考
え

が
ち
に
な
る
が
、制
度
が
現
代
社
会
に
フ
ィ
ッ

ト
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。仕
組
み
自
体

の
適
切
さ
を
疑
っ
て
、公
共
の
利
と
な
る
仕
組

み
を
考
え
る
こ
と
で
、ル
ー
ル
や
規
制
を
変
え

ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
と
め

●
N
I
P
P
O
N
I
A
の
取
組
み
で
は
、使
わ

れ
て
い
な
い
歴
史
的
建
築
物
や
古
民
家
を
改
修

し
、そ
こ
に
外
部
の
事
業
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し

て
新
た
に
活
用
す
る
こ
と
で
空
き
家
問
題
や
人

口
減
少
と
い
っ
た
課
題
解
決
に
繋
げ
て
い
る
。

ま
た
、こ
う
し
た
事
業
を
着
実
に
増
や
し
て
い

く
こ
と
で
、雇
用
と
産
業
の
創
造
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

●
今
後
は
さ
ら
に
取
り
組
む
地
域
を
増
や
し
た

い
。ま
た
、地
方
に
お
け
る
移
住
と
観
光
の
ボ
ー

ダ
ー
を
あ
い
ま
い
に
し
、「
関
光
」の
あ
り
方
を

提
示
し
て
い
き
た
い
。各
地
の
熱
意
あ
る
行
政

マ
ン
や
金
融
マ
ン
た
ち
と
一
緒
に
、面
白
い
公

民
連
携
に
よ
る
文
化
財
活
用
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

 

参
加
者
…
地
域
住
民
か
ら
反
対
意
見
や
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
反
応
は
な
か
っ
た
の
か
。

伊
藤
氏
…
も
ち
ろ
ん
反
対
意
見
が
出
る
こ
と
も

あ
る
が
、反
応
し
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
と
捉

え
て
い
る
。未
知
の
取
り
組
み
で
想
像
が
つ
か

な
い
ゆ
え
の
不
安
や
心
配
が
反
対
理
由
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、不
安
解
消
の
た
め

に
類
似
事
例
の
紹
介
も
含
め
て
丁
寧
に
説
明
を

行
う
。様
々
な
人
が
き
ち
ん
と
話
を
聞
け
る
よ

う
に
、説
明
会
を
平
日
の
夜
と
土
日
の
両
方
で

開
催
す
る
な
ど
工
夫
す
る
。既
に
実
際
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
域
の
住
民
か
ら
直
接
話
を
聞
く

こ
と
で
、不
安
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
き
い
ほ
ど
様
々
な
意
見

が
出
て
当
然
で
あ
り
、ま
ず
は
有
志
の
メ
ン

バ
ー
が
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

い
く
。最
初
は
あ
ま
り
積
極
的
で
な
か
っ
た
住

民
も
、事
業
が
進
む
過
程
で
応
援
す
る
側
に

回
っ
て
く
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

参
加
者
…
各
地
域
の
個
性
を
拾
い
上
げ
、具
体

化
す
る
た
め
の
コ
ツ
は
な
に
か
。

伊
藤
氏
…
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
期
に
、地
域
の

自
然
環
境
や
そ
こ
か
ら
う
ま
れ
た
産
業
と
い
っ

た
町
の
成
り
立
ち
を
リ
サ
ー
チ
す
る
。プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
調
べ
た
内
容
は
地
域
住
民

に
照
会
し
、ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。こ

の
や
り
取
り
を
通
し
て
、地
域
住
民
自
ら
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
実
現
し
た
い
と
思
え
る

コ
ン
セ
プ
ト
を
抽
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ノ
オ
ト
の
よ
う
な
専
門
家
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
を
訪
れ

る
客
層
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

伊
藤
氏
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
は
比
較

的
高
価
格
帯
で
あ
り
、以
前
は
40
〜
60
代
の
夫

婦
が
主
な
客
層
だ
っ
た
が
、最
近
は
様
々
な
客
層

の
利
用
が
あ
る
。集
落
丸
山
は
1
棟
貸
し
の
た
め

三
世
代
の
利
用
も
多
い
。現
代
社
会
で
は
、祖
父

母
の
家
も
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
珍
し
く
な

く
、大
所
帯
が
集
ま
っ
て
の
ん
び
り
で
き
る
場
所

へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。記
念
日
使
い
も
多
い
。

　
歴
史
建
築
に
興
味
が
あ
る
人
、ゆ
っ
く
り
過

ご
し
た
い
人
、手
仕
事
な
ど
都
会
生
活
で
は
感

じ
ら
れ
な
い
豊
か
さ
に
触
れ
た
い
人
が
、自
分

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
る
時
間
を
過
ご
す
こ

と
を
目
的
に
訪
れ
て
い
る
。

参
加
者
…
ノ
オ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う
な

人
た
ち
か
。

伊
藤
氏
…
ノ
オ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、元
銀
行
員
、

元
記
者
、元
I
T
系
、元
国
家
公
務
員
と
い
う

キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
人
、反
対
に
一
貫
し
て
地
元
で

活
動
し
て
き
た
人
な
ど
多
種
多
様
。地
域
と
一
緒

に
な
っ
て
汗
を
か
く
プ
レ
イ
ヤ
ー
側
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
で
集
ま
っ
て
き
た
人
が
多
い
。

　
ノ
オ
ト
の
活
動
は
地
域
側
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
連
携
し
て
進
め
る
が
、そ
の
中
に
行
政

と
金
融
機
関
は
必
ず
含
ま
れ
る
。行
政
や
金
融

機
関
の
職
員
が
、前
例
に
な
い
こ
と
は
で
き
な

い
と
突
っ
ぱ
ね
て
し
ま
う
タ
イ
プ
だ
と
、事
業

は
う
ま
く
進
ま
な
い
。こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｉ
Ａ
に
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
で
は
、型
に

と
ら
わ
れ
な
い
行
政
マ
ン
や
、自
ら
リ
ス
ク
を

取
り
職
員
を
出
向
さ
せ
る
よ
う
な
金
融
機
関
の

存
在
が
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
推
進
力
と

な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
株
式
会
社
N
O
T
E
と
全
国
各
地
の

関
連
会
社
と
の
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
。

伊
藤
氏
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ 

美
濃 

商
家
町

（
岐
阜
県
美
濃
市
）の
例
で
は
、地
元
製
紙
企
業

と
株
式
会
社
N
O
T
E
が
出
資
し
て
、み
の
ま

ち
や
株
式
会
社
と
い
う
新
た
な
組
織
を
立
ち
上

げ
、美
濃
和
紙
の
原
料
を
保
管
し
て
い
た
蔵
を

活
用
し
て
い
る
。物
件
調
達
は
美
濃
市
と
み
の

ま
ち
や
が
連
携
協
定
を
結
び
、市
所
有
の
建
物

を
定
借
契
約
の
も
と
、み
の
ま
ち
や
が
借
り
て

お
り
、賃
料
を
支
払
う
形
で
行
い
、資
金
は
地
元

銀
行
と
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
か
ら
調
達
し
て
い
る
。

初
期
コ
ス
ト
回
収
の
た
め
、一
部
、国
の
交
付
金
も

活
用
し
て
い
る
。設
計
や
工
事
、美
濃
和
紙
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
を
担
当
し
て
い
る
の
は
ほ

ぼ
地
元
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
。地
域
ご
と
に
細
か
な
違

い
は
あ
る
が
、こ
れ
が
基
本
的
な
ス
キ
ー
ム
。

　
み
の
ま
ち
や
株
式
会
社
の
よ
う
な
各
地
域
の

取
り
組
み
の
中
心
を
担
う
地
域
会
社
を
、ま
ち

づ
く
り
ビ
ー
ク
ル
と
呼
ん
で
い
る
。こ
の
ま
ち

づ
く
り
ビ
ー
ク
ル
が
、物
件
、行
政
、地
域
、金
融

機
関
、物
件
で
事
業
を
始
め
た
い
事
業
者
、工
事

を
担
う
工
務
店
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
団
体
の
間
を

取
り
持
ち
、全
て
を
調
整
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
。一
般
的
な
ス
キ
ー
ム
だ
と
、中
間
支
援
団

体
は
空
き
家
の
紹
介
を
す
る
の
み
で
、改
修
や

実
際
の
事
業
運
営
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
借
主
個

人
に
集
中
し
て
し
ま
う
。リ
ス
ク
を
一
人
で
抱

え
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
な
か
な
か
空

き
家
の
活
用
が
進
ま
ず
、本
来
残
す
べ
き
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
大
き
な
物
件
ほ
ど

活
用
が
難
し
く
な
る
。ま
ち
づ
く
り
ビ
ー
ク
ル

が
空
き
家
を
賃
貸
や
買
取
に
よ
り
取
得
し
て
事

業
者
に
貸
し
出
す
こ
と
で
、リ
ス
ク
の
一
極
集

中
を
防
い
で
い
る
。ま
た
、物
件
単
位
で
は
な
く

エ
リ
ア
単
位
の
計
画
を
策
定
し
た
う
え
で
事
業

者
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、カ
フ
ェ
ば
か
り
が
乱

立
す
る
よ
う
な
事
態
を
防
ぎ
、移
住
希
望
者
に

も
ス
ム
ー
ズ
に
提
案
が
で
き
る
。

参
加
者
…
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ど
の
よ
う
な
形

で
始
ま
る
の
か
。

　
2
0
2
0
年
12
月
4
日（
金
）、「
地
域
・
社
会

が
一
体
で
取
り
組
む
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
〜

一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
活
動
の
現
場
か
ら
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、第
20
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
現
在
、日
本
に
は
1
5
0
万
棟
ほ
ど
の
歴
史

的
な
古
民
家
、戦
前
の
建
物
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、地
域
の
暮
ら
し
が
歴
史
と

し
て
刻
み
込
ま
れ
た
そ
れ
ら
の
建
物
は
、残
念

な
が
ら
次
々
と
空
き
家
と
な
り
失
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
は
、「
な
つ
か
し
く
て
、

あ
た
ら
し
い
、日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く
る
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し

や
生
業
を
尊
重
し
な
が
ら
、歴
史
的
建
築
物
と

地
域
文
化
、そ
し
て
産
業
の
一
体
的
な
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
郷
に
い
る
こ
と
」を
大

切
に
し
て
各
地
域
の
現
場
で
事
業
に
取
り
組
む

一
方
、「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
」の
考
え
に
共
感

す
る
仲
間
を
増
や
し
、全
国
に
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
伊
藤
氏
を
お
招
き

し
、古
民
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、地
域
住
民
と
の
信

頼
関
係
の
深
め
方
、地
域
性
を
具
体
化
す
る
方

法
、
地
域
ご
と
の
事
業
体
制
、
株
式
会
社

N
O
T
E（
代
表
：
藤
原
岳
史
氏
）や
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
に
集
う
人
材
、コ
ス
ト
や
価
格
設
定

の
考
え
方
、次
に
展
開
す
る
地
域
を
決
め
る
際

の
基
準
な
ど
、多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

N
I
P
P
O
N
I
A
の
目
的

●
明
治
維
新
と
終
戦
を
契
機
に
一
気
に
増
加
し

た
日
本
の
人
口
は
、現
在
、少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
。こ
の
状
況
下
で
、江
戸
時

代
以
前
に
成
立
し
た
歴
史
地
区
と
呼
ば
れ
る
地

域
は
、多
く
の
場
合
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
が
、歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
地

域
が
一
つ
な
く
な
る
こ
と
は
、日
本
が
積
み
重

ね
て
き
た
文
化
が
丸
ご
と
一
つ
消
失
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。そ
の
こ
と
に
ノ
オ
ト
は
強
い
危

機
感
を
感
じ
、歴
史
地
区
に
残
る
空
き
家
と

な
っ
た
古
民
家
を
改
修
し
様
々
な
業
態
に
活
用

す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
の
取
り
組

伊
藤
氏
…
基
本
的
に
地
域
側
か
ら
相
談
を
受
け

る
形
で
始
ま
る
。残
し
た
い
歴
史
的
建
築
物
が

あ
る
地
域
で
も
、核
に
な
る
人
材
が
い
な
い

ケ
ー
ス
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
。ノ
オ
ト
の
ス
タ
ン
ス
は
、自
ら
が
単
独

で
地
域
に
進
出
し
利
益
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、

次
の
事
業
を
創
り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
熱

意
の
あ
る
地
域
の
人
と
一
緒
に
、運
命
共
同
体

と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
と
い
う
も
の
。不

思
議
な
こ
と
に
、そ
う
し
た
熱
意
あ
る
地
域
人

材
は
8
割
の
打
率
で
存
在
し
て
い
る
。

参
加
者
…
価
格
設
定
や
稼
働
率
の
考
え
方
に
つ

い
て
知
り
た
い
。

伊
藤
氏
…
一
般
的
な
考
え
方
と
は
逆
で
、最
初

に
稼
働
率
を
定
め
月
あ
た
り
の
販
売
可
能
室
数

を
算
出
し
、改
修
費
用
や
投
資
に
か
か
る
費
用

を
計
算
し
て
、返
済
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
客
室
単

価
を
は
じ
き
出
し
て
い
る
。シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
時
に
、1
泊
15
万
円
く
ら
い
の
単
価
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
が
、稼
働
率
を
数
％
上

乗
せ
し
た
り
、改
修
費
用
を
抑
え
た
り
と
い
う

微
調
整
を
行
う
。絵
に
描
い
た
餅
で
は
継
続
は

不
可
能
で
あ
り
、き
ち
ん
と
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

る
価
格
設
定
を
考
え
て
い
る
。

　
高
単
価
に
す
る
た
め
に
は
至
れ
り
尽
く
せ
り

の
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
が

ち
だ
が
、私
た
ち
が
提
供
し
て
い
る
の
は
、手
厚

い
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、地
域
だ
か
ら
こ
そ
体

感
で
き
る
本
物
の
暮
ら
し
。そ
の
価
値
を
理
解

し
て
お
金
を
払
う
方
は
一
定
程
度
存
在
し
て
い

る
。集
落
丸
山
の
稼
働
率
は
2
棟
で
30
％
で
あ

り
、宿
泊
者
数
に
置
き
換
え
る
と
年
間
8
0
0

人
程
度
。8
0
0
人
に
刺
さ
る
も
の
を
提
供
す

る
と
な
れ
ば
、国
内
客
だ
け
で
も
十
分
に
需
要

は
あ
る
。

参
加
者
…
各
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
は
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
進
め
て
い
る
の
か
。

伊
藤
氏
…
事
業
化
は
株
式
会
社
N
O
T
E
が
中

心
と
な
り
進
め
て
い
る
。現
地
に
エ
リ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、月
に
一
度
、全
メ
ン

バ
ー
が
篠
山
に
集
ま
っ
て
会
議
を
す
る
と
い
う

体
制
。普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
情
報
共
有
を
行
っ
て
お
り
、コ
ロ

ナ
禍
以
前
か
ら
完
全
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
仕
事

を
行
っ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
代
表
理
事
と
し
て

は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
の
現
地
で
の
事
業

説
明
を
担
当
す
る
ほ
か
、日
本
全
国
の
取
り
組

み
を
俯
瞰
し
て
各
地
域
の
情
報
共
有
を
進
め
て

い
る
。

参
加
者
…
古
民
家
再
生
の
時
代
考
証
は
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
る
か
。

伊
藤
氏
…
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
物
件
の

場
合
に
は
、時
代
考
証
の
実
施
が
義
務
と
な
っ

て
い
る
。チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
設
計
士
た
ち

は
、重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
物
件

を
手
掛
け
た
実
績
を
持
つ
方
が
多
く
、彼
ら
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
い
る
。

　
指
定
文
化
財
の
改
修
に
際
し
て
は
、可
逆
性

の
考
え
方
に
基
づ
き
、間
取
り
は
変
え
ず
改
修

後
も
元
の
姿
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。ま

た
、元
か
ら
あ
っ
た
部
分
と
新
し
く
作
っ
た
部

分
を
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、使
え
る

部
分
は
最
大
限
残
す
よ
う
に
も
し
て
い
る
。

　
指
定
文
化
財
以
外
の
物
件
に
つ
い
て
も
、棟

札
や
古
写
真
を
手
掛
か
り
に
、以
前
の
使
い
方

を
調
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。今
後
は
、建
物
の

記
憶
も
読
み
物
と
し
て
残
し
て
い
け
れ
ば
さ
ら

に
面
白
い
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
ノ
オ
ト
や
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
に
込

め
ら
れ
た
意
味
は
何
か
。

伊
藤
氏
…
ノ
オ
ト
は「
農
の
都
」と
い
う
意
味
。

元
々
は
篠
山
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
し
て
始

ま
っ
て
お
り
、篠
山
を
象
徴
す
る
も
の
は
農
業

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
名
付
け
ら
れ
た
。ま
た
、

ノ
ー
ト
パ
ッ
ド（n

o
tep

ad

）の
よ
う
に
、地
域

の
歴
史
や
文
化
を
書
き
留
め
る
役
割
で
い
た
い

と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
、篠

山
城
下
町
ホ
テ
ル
が
で
き
た
と

き
に
付
け
た
名
称
。朱
鷺
の
学

名
を
選
ん
だ
の
は
、一
度
は
絶

滅
し
て
し
ま
っ
た
朱
鷺
も
復
活

に
向
け
た
動
き
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、古
民
家
も
一
種
の

絶
滅
危
惧
種
と
捉
え
、き
ち
ん

と
再
生
し
活
用
し
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。外

国
人
に
も
伝
わ
り
や
す
い
。

お
わ
り
に

今
回
の
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e

は
、20
回
目
に
し
て
初
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

全
て
が
い
つ
も
通
り
と
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、地
方
か
ら

ご
参
加
の
方
も
多
く
、画
面
越

し
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
意
見
交

換
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
よ
り
良
い
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、今
後

さ
ら
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）
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み
を
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
と
称
し
て
い
る
。

●
歴
史
地
区
が
確
立
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、昔
の
町
並
み
や
地
元
住
民
の
生
活
や
暮
ら

し
文
化
の
中
に
滞
在
す
る
歴
史
地
区
観
光
が
主

流
。一
方
、日
本
の
場
合
、部
分
的
に
趣
の
あ
る

町
並
み
が
残
っ
て
は
い
る
も
の
の
、街
全
体
と

し
て
の
面
影
は
残
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、

こ
れ
ま
で
の
観
光
地
化
と
は
都
市
開
発
と
ほ
ぼ

同
義
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｉ
Ａ
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、日
本
の
暮
ら

し
文
化
を
体
験
で
き
る
地
方
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
見
出
し
、地
域
に
光
を
当
て
る
こ
と
。

●
日
本
に
は
約
1
5
0
万
棟
の
歴
史
的
建
築
物

が
残
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
保
存
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
も
の
は

た
っ
た
の
約
1
・
5
万
軒
に
過
ぎ
ず
、残
る

1
4
7
・
5
万
軒
は
活
用
に
困
っ
て
い
る
状
態
。

ノ
オ
ト
は
こ
れ
を
多
く
の
お
宝
が
眠
っ
て
い
る

状
態
と
捉
え
、歴
史
的
な
建
物
や
町
並
み
を
次

世
代
に
引
き
継
ぎ
、生
業
を
生
む
よ
う
な
事
業

や
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

N
I
P
P
O
N
I
A
の

活
動
経
緯

●
2
0
1
6
年
3
月
に
示
さ
れ
た「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、「
我
が
国

の
文
化
財
に
つ
い
て
、保
存
優
先
か
ら
観
光
客

目
線
で
の
理
解
促
進
、そ
し
て
活
用
へ
」と
う
た

わ
れ
、歴
史
的
建
造
物
・
建
築
物
の
活
用
が
明
確

に
示
さ
れ
た
。

●
2
0
1
6
年
9
月
に
は「
歴
史
的
資
源
を
活

用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

が
立
ち
上
が
り
、ノ
オ
ト
も
丹
波
篠
山
で
の
そ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
発
表
す
る
機
会
を
得
た
。

こ
こ
で
の
議
論
を
経
て
、2
0
2
0
年
ま
で
に

全
国
2
0
0
地
域
で
歴
史
的
建
築
物
を
活
用
し

た
事
業
づ
く
り
を
国
と
し
て
も
推
進
し
て
い
く

と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
他
、旅
館
業
法

改
正
、建
築
基
準
法
見
直
し
、文
化
財
保
護
法
改

正
に
よ
る
文
化
財
概
念
の
拡
張
な
ど
が
相
次
い

で
行
わ
れ
、こ
の
5
年
間
で
歴
史
的
建
築
物
を

活
用
し
て
い
く
機
運
が
か
な
り
高
ま
っ
た
。

●
こ
う
し
た
追
い
風
を
受
け
て
始
ま
っ
た
の
が

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
取
り
組
み
。Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
単
に
宿
泊
施
設
の
名
称
で
は
な
く
、

運
動
・
活
動
の
総
体
を
指
す
名
称
。「
な
つ
か
し

く
て
、あ
た
ら
し
い
、日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く

る
。」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、高
度
経
済
成
長

の
中
で
一
般
化
さ
れ
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

の
考
え
方
を
見
直
し
、地
域
の
ロ
ー
カ
ル
な
暮

ら
し
の
中
に
こ
そ
本
当
の
豊
か
さ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

N
I
P
P
O
N
I
A
が

大
切
に
し
て
い
る
価
値

●
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
が
大
切
に
し
て
い
る
価

値
は「
郷
に
い
る
こ
と
。」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に

凝
縮
さ
れ
る
。2
0
1
4
年
に
地
方
創
生
と
い

う
言
葉
が
誕
生
し
て
か
ら
も
、東
京
一
極
集
中

の
流
れ
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。ノ
オ

ト
は
、地
域
の
中
で
内
発
型
の
産
業
を
つ
く
る

こ
と
、地
域
の
中
で
経
済
の
循
環
を
つ
く
る
こ

と
、地
域
住
民
と
と
も
に
未
来
を
描
く
こ
と
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
地
域
単
位
の
取

り
組
み
の
上
に
、地
域
外
の
人
に
現
地
を
訪
れ

て
も
ら
い
、地
域
に
流
れ
る
時
間
を
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

●
ロ
ー
カ
ル
の
世
界
に
は
、近
代
的
な
経
済
合

理
性
に
基
づ
く
考
え
方
で
は
な
く
、純
粋
な「
好

き
」と
い
う
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
て「
な
つ
か
し

い
日
本
の
暮
ら
し
」が
残
さ
れ
て
き
た
。Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
仕
組
み
は
、ロ
ー
カ
ル
な
思
想

や
価
値
の
継
承
の
た
め
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

や
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
汎

用
性
や
持
続
性
の
あ
る
手
法
を
活
用
す
る
、と

い
う
も
の
。古
民
家
や
地
域
性
を
事
業
差
別
化

の
た
め
の
付
加
価
値
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な

く
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
は
ロ
ー
カ
ル
の
継
承

と
い
う
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
と
捉
え
、事

業
化
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
体
制

●
現
在
、Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
は
全
国

に
23
地
域
。1
年
後
に
は
30
以
上
の
地
域
に
広

が
る
予
定（
2
0
2
0
年
12
月
4
日
当
時
）。

●
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
中
心
を
担
っ
て
い
る

の
が
ノ
オ
ト
。篠
山
市（
当
時
）の
第
三
セ
ク

タ
ー
数
社
を
統
廃
合
し
、民
間
の
非
営
利
ま
ち

づ
く
り
会
社
と
し
て
、2
0
0
9
年
に
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
が
誕
生
し
た
。初
期
は
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
の
中
で
公
益
事
業
と
収
益
事
業

の
一
部
を
抱
え
て
い
た
が
、現
在
は
収
益
事
業

を
事
業
譲
渡
す
る
形
で
株
式
会
社
N
O
T
E
を

立
ち
上
げ
、2
社
体
制
を
築
い
て
い
る
。二
つ
の

法
人
形
態
を
取
り
つ
つ
も
、一
つ
の
チ
ー
ム
と

し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

●
各
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、必
ず
各
地
域

の
名
士
と
呼
ば
れ
る
方
や
地
元
の
若
い
青
年
部

な
ど
と
と
も
に
事
業
を
推
進
す
る
法
人
を
立
ち

上
げ
、ノ
オ
ト
も
常
に
一
緒
に
リ
ス
ク
を
取
り
な

が
ら
、一
心
同
体
の
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
事

業
を
つ
く
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、株
式
会
社

N
O
T
E
の
関
連
会
社
は
約
27
〜
28
社
と
多
い
。

●
集
落
丸
山
は
ノ
オ
ト
に
と
っ
て
原
点
と
も
い

え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。丸
山
は
山
に
囲
ま
れ
た

細
い
谷
筋
に
あ
り
、城
下
町
か
ら
10
分
ほ
ど
に

あ
る
小
さ
な
集
落
。2
0
0
9
年
当
時
は
12
軒

中
7
軒
が
空
き
家
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
う
ち

3
棟
を
改
修
し
、現
在
で
は
2
棟
を
1
棟
貸
し

の
宿
と
し
て
地
域
住
民
が
運
営
し
て
い
る
。

●
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、文
化
財
改
修
の
考
え

方
を
踏
襲
し
、そ
の
建
物
が
一
番
輝
い
て
い
た

時
期
に
戻
し
て
い
る
。屋
根
の
断
熱
の
た
め
に

貼
ら
れ
て
い
た
天
井
や
壁
は
丁
寧
に
直
し
つ
つ
、

必
要
以
上
の
改
修
は
行
っ
て
い
な
い
。食
事
は
、

夕
食
は
宿
泊
棟
に
隣
接
す
る
蔵
で
営
業
を
始
め

た
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、集
落
内
の
そ
ば

会
席
等
で
楽
し
め
る
。朝
食
は
地
域
の
お
母
さ

ん
方
が
提
供
し
て
い
る
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
時
、地
域
住
民
で
一
つ

の
N
P
O
を
立
ち
上
げ
、こ
の
N
P
O
と
一
般

社
団
法
人
ノ
オ
ト
が
有
限
責
任
事
業
組
合

（
L
L
P
）を
組
む
と
い
う
、非
営
利
団
体
同
士

の
L
L
P
と
い
う
珍
し
い
形
で
、宿
泊
事
業
の

運
営
を
開
始
し
た
。

●
普
通
の
暮
ら
し
を
体
験
し
た
い
と
い
う
宿
泊

客
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
て
し
め
縄
作
り
体
験

を
始
め
た
り
、結
婚
式
場
と
し
て
使
い
た
い
、水

田
で
酒
米
を
育
て
日
本
酒
を
造
り
た
い
と
い
う

申
し
出
が
あ
る
な
ど
、古
民
家
を
活
用
し
た
宿

泊
業
と
い
う
生
業
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、様
々

な
交
流
も
生
ま
れ
た
。ま
た
、U
タ
ー
ン
1
世
帯
、

I
タ
ー
ン
1
世
帯
と
人
口
も
増
え
た
。現
在
は
、

集
落
の
完
全
再
生
を
目
指
し
て
残
る
空
き
家
の

活
用
を
計
画
し
て
い
る
。

●
3
棟
の
改
修
に
は
約
7
0
0
0
万
円
を
投
資

し
、10
年
間
で
返
済
す
る
事
業
計
画
と
し
た
。宿

泊
棟
の
稼
働
率
は
30
%
と
い
う
低
水
準
に
設
定

し
て
い
る
。こ
れ
は
、地
域
住
民
自
ら
が
運
営
す

る
こ
と
で
、お
客
様
に
日
本
の
暮
ら
し
を
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
る
以

上
、地
域
住
民
に
過
度
な
負
担
を
か
け
て
し

ま
っ
て
は
継
続
し
な
い
た
め
。普
段
は
農
業
な

ど
の
他
の
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、土
日
と
繁

忙
期
に
稼
働
す
れ
ば
10
年
で
返
済
で
き
る
と
い

う
計
画
を
立
て
た
と
こ
ろ
、10
年
で
完
全
返
済

を
達
成
し
た
。現
在
は
、得
ら
れ
た
収
益
を
物
件

の
改
修
費
な
ど
に
充
て
て
い
る
。

●
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
前
代
表
理
事
で
あ

る
金
野
幸
雄
氏
は
、市
役
所
勤
務
時
代
に
景
観

条
例
や
規
制
に
よ
り
限
界
集
落
で
あ
る
丸
山
の

景
観
保
全
を
行
お
う
と
考
え
て
い
た
。し
か
し
、

実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、山
間
地
域
の

丸
山
に
都
市
開
発
が
押
し
寄
せ
る
可
能
性
は
低

く
、保
存
の
た
め
の
規
制
ル
ー
ル
を
作
っ
て
も

ル
ー
ル
を
使
う
場
面
は
な
く
、こ
の
空
間
に
何

か
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
こ
ま
な
け
れ
ば
集
落
は

守
れ
な
い
と
感
じ
た
。そ
こ
で
、人
が
行
き
交
う

仕
組
み
を
作
ろ
う
と
考
え
、地
域
を
守
る
手
段

と
し
て
宿
泊
業
と
い
う
解
決
策
を
選
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
。

●
集
落
丸
山
で
は
、1
つ
の
物
件
を
改
修
す
る

と
い
う
発
想
で
は
な
く
、集
落
全
体
の
未
来
を

考
え
て
物
件
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
学
ん
だ
。

事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
〜

集
落
丸
山
の
取
り
組
み
か
ら

●
丸
山
は「
何
も
な
い
」地
域
だ
が
、地
域
の
暮

ら
し
、文
化
と
美
し
い
景
観
が
あ
り
、そ
れ
ら
を

維
持
し
て
き
た
住
民
が
い
る
。こ
れ
ら
は「
何
も

な
い
」と
言
わ
れ
る
地
域
で
も
必
ず
あ
る
も
の

で
、こ
こ
に
人
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
価
値

が
宿
っ
て
い
る
。暮
ら
し
・
文
化
・
人
・
景
観
と
い

う
地
域
の
何
気
な
い
価
値
を
見
出
し
、奇
を
て

ら
わ
ず
に
伝
え
る
こ
と
が
事
業
化
に
お
い
て
は

非
常
に
重
要
。

●
空
き
家
と
な
っ
た
古
民
家
が
流
動
化
し
な
い

理
由
と
し
て
、様
々
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
。所

有
者
が
家
に
残
さ
れ
た
ま
ま
の
荷
物
の
処
理
を

心
配
し
て
い
る
場
合
に
は
、改
修
費
用
に
盛
り

込
ん
で
片
付
け
も
引
き
受
け
る
こ
と
で
解
決
す

る
こ
と
が
多
い
。何
か
物
を
盗
ら
れ
る
の
で
は

と
い
う
不
安
に
対
し
て
は
、一
民
間
企
業
の
も

う
け
話
で
は
な
く
、地
域
の
た
め
の
事
業
で
あ

る
こ
と
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
理
解
を
得
て
い

る
。仏
壇
が
残
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
は
、仏
壇
が

あ
る
と
分
か
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
を
し
た
う
え

で
、盆
や
正
月
に
は
所
有
者
の
方
の
優
先
利
用

権
を
設
定
す
る
こ
と
で
合
意
が
得
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。変
な
人
に
貸
す
と
地
域
の
他
の
人
に

迷
惑
が
か
か
る
と
心
配
さ
れ
る
場
合
に
は
、地

域
に
対
す
る
事
業
説
明
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
が

一
番
の
解
決
策
と
な
る
。

●
空
き
家
の
所
有
者
は
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

困
っ
て
い
る
一
方
で
、先
祖
代
々
受
け
継
い
で

き
た
資
産
を
自
分
の
代
で
潰
し
て
し
ま
う
の
は

申
し
訳
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、空
き
家
の
活
用
提
案
は
好
意
的
に

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
い
。

●
集
落
丸
山
で
学
ん
だ
こ
と
を
よ
り
大
き
な
サ

イ
ズ
で
展
開
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
の
が
、篠
山

城
下
町
ホ
テ
ル 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
。一
つ
の

小
学
校
区
の
単
位
に
開
発
の
範
囲
を
広
げ
、城

下
町
全
体
が
一
つ
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
と
い
う
構

想
を
掲
げ
た
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
時
の
旅
館
業
法
で
は
、

1
棟
ご
と
に
フ
ロ
ン
ト
を
設
置
し
ス
タ
ッ
フ
を
常

駐
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。こ
れ
で
は
人
件
費
が

嵩
ん
で
し
ま
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
成
立
は
不

可
能
で
あ
り
、複
数
棟
を
1
つ
の
ホ
テ
ル
と
し
て

フ
ロ
ン
ト
を
一
つ
に
ま
と
め
て
運
営
す
る
分
散
型

ホ
テ
ル
の
ス
キ
ー
ム
を
組
み
立
て
、許
可
を
訴
え
、

国
家
戦
略
特
区
の
枠
組
み
を
利
用
し
て

2
0
1
5
年
に
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル 

Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
開
業
に
至
っ
た
。特
区
で
の
取
り

組
み
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
旅
館
業
法

が
改
正
さ
れ
、現
在
は
全
国
ど
こ
で
も
分
散
型
ホ

テ
ル
の
運
営
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

●
ノ
オ
ト
の
取
り
組
み
は
、ス
キ
ー
ム
と
し
て

は
不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
同
じ
だ
が
、元
々

の
町
の
構
造
を
壊
し
て
再
開
発
す
る
の
で
は
な

く
、元
々
の
町
の
構
造
を
活
か
し
て
一
つ
一
つ

の
空
き
家
に
中
身
を
充
填
し
て
い
く
と
い
う
手

法
を
取
っ
て
い
る
。篠
山
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
分
散
型
開
発

の
手
法
が
地
域
に
は
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
。

●
篠
山
で
の
経
験
を
通
し
て
、他
地
域
で
も
同

様
の
手
法
に
よ
る
展
開
が
可
能
な
の
で
は
な
い

か
と
い
う
手
ご
た
え
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

志
を
同
じ
く
す
る
地
域
の
人
と
事
業
を
進
め
る

こ
と
で
、日
本
全
国
の
歴
史
的
な
町
並
み
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
、

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
活
動
が
拡
大
し
て
い
る
。

事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
〜

篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル

N
I
P
P
O
N
I
A
の

取
り
組
み
か
ら

●
元
住
居
の
物
件
を
使
う
こ
と
で
一
つ
一
つ
が

違
っ
た
部
屋
と
な
り
、単
な
る
客
室
で
は
な
い
、

町
の
暮
ら
し
文
化
を
体
験
で
き
る
場
が
生
ま
れ
る
。

●
光
を
観
る「
観
光
」で
は
な
く
光
に
関
わ
る

「
関
光
」と
い
う
発
想
を
持
ち
、地
域
住
民
と
地

域
外
の
人
が
関
わ
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り

も
重
要
。

●
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
の
場
合
、10
室
程
度
の

建
物
は
稼
働
率
50
％
に
設
定
し
て
い
る
。適
切

な
ラ
イ
ン
を
見
極
め
る
こ
と
も
、地
域
の
価
値

を
高
め
る
た
め
に
は
重
要
。

●
地
域
資
源
を
面
で
捉
え
一
体
的
な
絵
を
描
き
、

実
現
に
向
け
て
リ
ス
ク
を
取
っ
て
事
業
化
を
し

て
い
く
こ
と
が
、地
域
の
未
来
を
つ
く
る
投
資
に

つ
な
が
る
。そ
の
た
め
に
行
政
の
力
が
必
要
な
こ

と
も
あ
る
が
、民
間
主
導
の
事
業
化
は
必
須
。

●
ど
う
し
て
も
決
ま
っ
た
枠
組
み
の
中
で
考
え

が
ち
に
な
る
が
、制
度
が
現
代
社
会
に
フ
ィ
ッ

ト
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。仕
組
み
自
体

の
適
切
さ
を
疑
っ
て
、公
共
の
利
と
な
る
仕
組

み
を
考
え
る
こ
と
で
、ル
ー
ル
や
規
制
を
変
え

ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
と
め

●
N
I
P
P
O
N
I
A
の
取
組
み
で
は
、使
わ

れ
て
い
な
い
歴
史
的
建
築
物
や
古
民
家
を
改
修

し
、そ
こ
に
外
部
の
事
業
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し

て
新
た
に
活
用
す
る
こ
と
で
空
き
家
問
題
や
人

口
減
少
と
い
っ
た
課
題
解
決
に
繋
げ
て
い
る
。

ま
た
、こ
う
し
た
事
業
を
着
実
に
増
や
し
て
い

く
こ
と
で
、雇
用
と
産
業
の
創
造
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

●
今
後
は
さ
ら
に
取
り
組
む
地
域
を
増
や
し
た

い
。ま
た
、地
方
に
お
け
る
移
住
と
観
光
の
ボ
ー

ダ
ー
を
あ
い
ま
い
に
し
、「
関
光
」の
あ
り
方
を

提
示
し
て
い
き
た
い
。各
地
の
熱
意
あ
る
行
政

マ
ン
や
金
融
マ
ン
た
ち
と
一
緒
に
、面
白
い
公

民
連
携
に
よ
る
文
化
財
活
用
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

 

参
加
者
…
地
域
住
民
か
ら
反
対
意
見
や
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
反
応
は
な
か
っ
た
の
か
。

伊
藤
氏
…
も
ち
ろ
ん
反
対
意
見
が
出
る
こ
と
も

あ
る
が
、反
応
し
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
と
捉

え
て
い
る
。未
知
の
取
り
組
み
で
想
像
が
つ
か

な
い
ゆ
え
の
不
安
や
心
配
が
反
対
理
由
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、不
安
解
消
の
た
め

に
類
似
事
例
の
紹
介
も
含
め
て
丁
寧
に
説
明
を

行
う
。様
々
な
人
が
き
ち
ん
と
話
を
聞
け
る
よ

う
に
、説
明
会
を
平
日
の
夜
と
土
日
の
両
方
で

開
催
す
る
な
ど
工
夫
す
る
。既
に
実
際
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
域
の
住
民
か
ら
直
接
話
を
聞
く

こ
と
で
、不
安
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
き
い
ほ
ど
様
々
な
意
見

が
出
て
当
然
で
あ
り
、ま
ず
は
有
志
の
メ
ン

バ
ー
が
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

い
く
。最
初
は
あ
ま
り
積
極
的
で
な
か
っ
た
住

民
も
、事
業
が
進
む
過
程
で
応
援
す
る
側
に

回
っ
て
く
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

参
加
者
…
各
地
域
の
個
性
を
拾
い
上
げ
、具
体

化
す
る
た
め
の
コ
ツ
は
な
に
か
。

伊
藤
氏
…
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
期
に
、地
域
の

自
然
環
境
や
そ
こ
か
ら
う
ま
れ
た
産
業
と
い
っ

た
町
の
成
り
立
ち
を
リ
サ
ー
チ
す
る
。プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
調
べ
た
内
容
は
地
域
住
民

に
照
会
し
、ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。こ

の
や
り
取
り
を
通
し
て
、地
域
住
民
自
ら
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
実
現
し
た
い
と
思
え
る

コ
ン
セ
プ
ト
を
抽
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ノ
オ
ト
の
よ
う
な
専
門
家
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
を
訪
れ

る
客
層
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

伊
藤
氏
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
は
比
較

的
高
価
格
帯
で
あ
り
、以
前
は
40
〜
60
代
の
夫

婦
が
主
な
客
層
だ
っ
た
が
、最
近
は
様
々
な
客
層

の
利
用
が
あ
る
。集
落
丸
山
は
1
棟
貸
し
の
た
め

三
世
代
の
利
用
も
多
い
。現
代
社
会
で
は
、祖
父

母
の
家
も
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
珍
し
く
な

く
、大
所
帯
が
集
ま
っ
て
の
ん
び
り
で
き
る
場
所

へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。記
念
日
使
い
も
多
い
。

　
歴
史
建
築
に
興
味
が
あ
る
人
、ゆ
っ
く
り
過

ご
し
た
い
人
、手
仕
事
な
ど
都
会
生
活
で
は
感

じ
ら
れ
な
い
豊
か
さ
に
触
れ
た
い
人
が
、自
分

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
る
時
間
を
過
ご
す
こ

と
を
目
的
に
訪
れ
て
い
る
。

参
加
者
…
ノ
オ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う
な

人
た
ち
か
。

伊
藤
氏
…
ノ
オ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、元
銀
行
員
、

元
記
者
、元
I
T
系
、元
国
家
公
務
員
と
い
う

キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
人
、反
対
に
一
貫
し
て
地
元
で

活
動
し
て
き
た
人
な
ど
多
種
多
様
。地
域
と
一
緒

に
な
っ
て
汗
を
か
く
プ
レ
イ
ヤ
ー
側
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
で
集
ま
っ
て
き
た
人
が
多
い
。

　
ノ
オ
ト
の
活
動
は
地
域
側
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
連
携
し
て
進
め
る
が
、そ
の
中
に
行
政

と
金
融
機
関
は
必
ず
含
ま
れ
る
。行
政
や
金
融

機
関
の
職
員
が
、前
例
に
な
い
こ
と
は
で
き
な

い
と
突
っ
ぱ
ね
て
し
ま
う
タ
イ
プ
だ
と
、事
業

は
う
ま
く
進
ま
な
い
。こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｉ
Ａ
に
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
で
は
、型
に

と
ら
わ
れ
な
い
行
政
マ
ン
や
、自
ら
リ
ス
ク
を

取
り
職
員
を
出
向
さ
せ
る
よ
う
な
金
融
機
関
の

存
在
が
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
推
進
力
と

な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
株
式
会
社
N
O
T
E
と
全
国
各
地
の

関
連
会
社
と
の
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
。

伊
藤
氏
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ 

美
濃 

商
家
町

（
岐
阜
県
美
濃
市
）の
例
で
は
、地
元
製
紙
企
業

と
株
式
会
社
N
O
T
E
が
出
資
し
て
、み
の
ま

ち
や
株
式
会
社
と
い
う
新
た
な
組
織
を
立
ち
上

げ
、美
濃
和
紙
の
原
料
を
保
管
し
て
い
た
蔵
を

活
用
し
て
い
る
。物
件
調
達
は
美
濃
市
と
み
の

ま
ち
や
が
連
携
協
定
を
結
び
、市
所
有
の
建
物

を
定
借
契
約
の
も
と
、み
の
ま
ち
や
が
借
り
て

お
り
、賃
料
を
支
払
う
形
で
行
い
、資
金
は
地
元

銀
行
と
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
か
ら
調
達
し
て
い
る
。

初
期
コ
ス
ト
回
収
の
た
め
、一
部
、国
の
交
付
金
も

活
用
し
て
い
る
。設
計
や
工
事
、美
濃
和
紙
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
を
担
当
し
て
い
る
の
は
ほ

ぼ
地
元
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
。地
域
ご
と
に
細
か
な
違

い
は
あ
る
が
、こ
れ
が
基
本
的
な
ス
キ
ー
ム
。

　
み
の
ま
ち
や
株
式
会
社
の
よ
う
な
各
地
域
の

取
り
組
み
の
中
心
を
担
う
地
域
会
社
を
、ま
ち

づ
く
り
ビ
ー
ク
ル
と
呼
ん
で
い
る
。こ
の
ま
ち

づ
く
り
ビ
ー
ク
ル
が
、物
件
、行
政
、地
域
、金
融

機
関
、物
件
で
事
業
を
始
め
た
い
事
業
者
、工
事

を
担
う
工
務
店
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
団
体
の
間
を

取
り
持
ち
、全
て
を
調
整
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
。一
般
的
な
ス
キ
ー
ム
だ
と
、中
間
支
援
団

体
は
空
き
家
の
紹
介
を
す
る
の
み
で
、改
修
や

実
際
の
事
業
運
営
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
借
主
個

人
に
集
中
し
て
し
ま
う
。リ
ス
ク
を
一
人
で
抱

え
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
な
か
な
か
空

き
家
の
活
用
が
進
ま
ず
、本
来
残
す
べ
き
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
大
き
な
物
件
ほ
ど

活
用
が
難
し
く
な
る
。ま
ち
づ
く
り
ビ
ー
ク
ル

が
空
き
家
を
賃
貸
や
買
取
に
よ
り
取
得
し
て
事

業
者
に
貸
し
出
す
こ
と
で
、リ
ス
ク
の
一
極
集

中
を
防
い
で
い
る
。ま
た
、物
件
単
位
で
は
な
く

エ
リ
ア
単
位
の
計
画
を
策
定
し
た
う
え
で
事
業

者
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、カ
フ
ェ
ば
か
り
が
乱

立
す
る
よ
う
な
事
態
を
防
ぎ
、移
住
希
望
者
に

も
ス
ム
ー
ズ
に
提
案
が
で
き
る
。

参
加
者
…
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ど
の
よ
う
な
形

で
始
ま
る
の
か
。

　
2
0
2
0
年
12
月
4
日（
金
）、「
地
域
・
社
会

が
一
体
で
取
り
組
む
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
〜

一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
活
動
の
現
場
か
ら
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、第
20
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
現
在
、日
本
に
は
1
5
0
万
棟
ほ
ど
の
歴
史

的
な
古
民
家
、戦
前
の
建
物
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、地
域
の
暮
ら
し
が
歴
史
と

し
て
刻
み
込
ま
れ
た
そ
れ
ら
の
建
物
は
、残
念

な
が
ら
次
々
と
空
き
家
と
な
り
失
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
は
、「
な
つ
か
し
く
て
、

あ
た
ら
し
い
、日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く
る
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し

や
生
業
を
尊
重
し
な
が
ら
、歴
史
的
建
築
物
と

地
域
文
化
、そ
し
て
産
業
の
一
体
的
な
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
郷
に
い
る
こ
と
」を
大

切
に
し
て
各
地
域
の
現
場
で
事
業
に
取
り
組
む

一
方
、「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
」の
考
え
に
共
感

す
る
仲
間
を
増
や
し
、全
国
に
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
伊
藤
氏
を
お
招
き

し
、古
民
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、地
域
住
民
と
の
信

頼
関
係
の
深
め
方
、地
域
性
を
具
体
化
す
る
方

法
、
地
域
ご
と
の
事
業
体
制
、
株
式
会
社

N
O
T
E（
代
表
：
藤
原
岳
史
氏
）や
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
に
集
う
人
材
、コ
ス
ト
や
価
格
設
定

の
考
え
方
、次
に
展
開
す
る
地
域
を
決
め
る
際

の
基
準
な
ど
、多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

N
I
P
P
O
N
I
A
の
目
的

●
明
治
維
新
と
終
戦
を
契
機
に
一
気
に
増
加
し

た
日
本
の
人
口
は
、現
在
、少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
。こ
の
状
況
下
で
、江
戸
時

代
以
前
に
成
立
し
た
歴
史
地
区
と
呼
ば
れ
る
地

域
は
、多
く
の
場
合
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
が
、歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
地

域
が
一
つ
な
く
な
る
こ
と
は
、日
本
が
積
み
重

ね
て
き
た
文
化
が
丸
ご
と
一
つ
消
失
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。そ
の
こ
と
に
ノ
オ
ト
は
強
い
危

機
感
を
感
じ
、歴
史
地
区
に
残
る
空
き
家
と

な
っ
た
古
民
家
を
改
修
し
様
々
な
業
態
に
活
用

す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
の
取
り
組

伊
藤
氏
…
基
本
的
に
地
域
側
か
ら
相
談
を
受
け

る
形
で
始
ま
る
。残
し
た
い
歴
史
的
建
築
物
が

あ
る
地
域
で
も
、核
に
な
る
人
材
が
い
な
い

ケ
ー
ス
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
。ノ
オ
ト
の
ス
タ
ン
ス
は
、自
ら
が
単
独

で
地
域
に
進
出
し
利
益
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、

次
の
事
業
を
創
り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
熱

意
の
あ
る
地
域
の
人
と
一
緒
に
、運
命
共
同
体

と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
と
い
う
も
の
。不

思
議
な
こ
と
に
、そ
う
し
た
熱
意
あ
る
地
域
人

材
は
8
割
の
打
率
で
存
在
し
て
い
る
。

参
加
者
…
価
格
設
定
や
稼
働
率
の
考
え
方
に
つ

い
て
知
り
た
い
。

伊
藤
氏
…
一
般
的
な
考
え
方
と
は
逆
で
、最
初

に
稼
働
率
を
定
め
月
あ
た
り
の
販
売
可
能
室
数

を
算
出
し
、改
修
費
用
や
投
資
に
か
か
る
費
用

を
計
算
し
て
、返
済
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
客
室
単

価
を
は
じ
き
出
し
て
い
る
。シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
時
に
、1
泊
15
万
円
く
ら
い
の
単
価
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
が
、稼
働
率
を
数
％
上

乗
せ
し
た
り
、改
修
費
用
を
抑
え
た
り
と
い
う

微
調
整
を
行
う
。絵
に
描
い
た
餅
で
は
継
続
は

不
可
能
で
あ
り
、き
ち
ん
と
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

る
価
格
設
定
を
考
え
て
い
る
。

　
高
単
価
に
す
る
た
め
に
は
至
れ
り
尽
く
せ
り

の
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
が

ち
だ
が
、私
た
ち
が
提
供
し
て
い
る
の
は
、手
厚

い
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、地
域
だ
か
ら
こ
そ
体

感
で
き
る
本
物
の
暮
ら
し
。そ
の
価
値
を
理
解

し
て
お
金
を
払
う
方
は
一
定
程
度
存
在
し
て
い

る
。集
落
丸
山
の
稼
働
率
は
2
棟
で
30
％
で
あ

り
、宿
泊
者
数
に
置
き
換
え
る
と
年
間
8
0
0

人
程
度
。8
0
0
人
に
刺
さ
る
も
の
を
提
供
す

る
と
な
れ
ば
、国
内
客
だ
け
で
も
十
分
に
需
要

は
あ
る
。

参
加
者
…
各
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
は
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
進
め
て
い
る
の
か
。

伊
藤
氏
…
事
業
化
は
株
式
会
社
N
O
T
E
が
中

心
と
な
り
進
め
て
い
る
。現
地
に
エ
リ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、月
に
一
度
、全
メ
ン

バ
ー
が
篠
山
に
集
ま
っ
て
会
議
を
す
る
と
い
う

体
制
。普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
情
報
共
有
を
行
っ
て
お
り
、コ
ロ

ナ
禍
以
前
か
ら
完
全
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
仕
事

を
行
っ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
代
表
理
事
と
し
て

は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
の
現
地
で
の
事
業

説
明
を
担
当
す
る
ほ
か
、日
本
全
国
の
取
り
組

み
を
俯
瞰
し
て
各
地
域
の
情
報
共
有
を
進
め
て

い
る
。

参
加
者
…
古
民
家
再
生
の
時
代
考
証
は
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
る
か
。

伊
藤
氏
…
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
物
件
の

場
合
に
は
、時
代
考
証
の
実
施
が
義
務
と
な
っ

て
い
る
。チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
設
計
士
た
ち

は
、重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
物
件

を
手
掛
け
た
実
績
を
持
つ
方
が
多
く
、彼
ら
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
い
る
。

　
指
定
文
化
財
の
改
修
に
際
し
て
は
、可
逆
性

の
考
え
方
に
基
づ
き
、間
取
り
は
変
え
ず
改
修

後
も
元
の
姿
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。ま

た
、元
か
ら
あ
っ
た
部
分
と
新
し
く
作
っ
た
部

分
を
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、使
え
る

部
分
は
最
大
限
残
す
よ
う
に
も
し
て
い
る
。

　
指
定
文
化
財
以
外
の
物
件
に
つ
い
て
も
、棟

札
や
古
写
真
を
手
掛
か
り
に
、以
前
の
使
い
方

を
調
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。今
後
は
、建
物
の

記
憶
も
読
み
物
と
し
て
残
し
て
い
け
れ
ば
さ
ら

に
面
白
い
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
ノ
オ
ト
や
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
に
込

め
ら
れ
た
意
味
は
何
か
。

伊
藤
氏
…
ノ
オ
ト
は「
農
の
都
」と
い
う
意
味
。

元
々
は
篠
山
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
し
て
始

ま
っ
て
お
り
、篠
山
を
象
徴
す
る
も
の
は
農
業

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
名
付
け
ら
れ
た
。ま
た
、

ノ
ー
ト
パ
ッ
ド（n

o
tep

ad

）の
よ
う
に
、地
域

の
歴
史
や
文
化
を
書
き
留
め
る
役
割
で
い
た
い

と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
、篠

山
城
下
町
ホ
テ
ル
が
で
き
た
と

き
に
付
け
た
名
称
。朱
鷺
の
学

名
を
選
ん
だ
の
は
、一
度
は
絶

滅
し
て
し
ま
っ
た
朱
鷺
も
復
活

に
向
け
た
動
き
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、古
民
家
も
一
種
の

絶
滅
危
惧
種
と
捉
え
、き
ち
ん

と
再
生
し
活
用
し
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。外

国
人
に
も
伝
わ
り
や
す
い
。

お
わ
り
に

今
回
の
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e

は
、20
回
目
に
し
て
初
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

全
て
が
い
つ
も
通
り
と
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、地
方
か
ら

ご
参
加
の
方
も
多
く
、画
面
越

し
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
意
見
交

換
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
よ
り
良
い
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、今
後

さ
ら
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）
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み
を
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
と
称
し
て
い
る
。

●
歴
史
地
区
が
確
立
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、昔
の
町
並
み
や
地
元
住
民
の
生
活
や
暮
ら

し
文
化
の
中
に
滞
在
す
る
歴
史
地
区
観
光
が
主

流
。一
方
、日
本
の
場
合
、部
分
的
に
趣
の
あ
る

町
並
み
が
残
っ
て
は
い
る
も
の
の
、街
全
体
と

し
て
の
面
影
は
残
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、

こ
れ
ま
で
の
観
光
地
化
と
は
都
市
開
発
と
ほ
ぼ

同
義
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｉ
Ａ
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、日
本
の
暮
ら

し
文
化
を
体
験
で
き
る
地
方
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
見
出
し
、地
域
に
光
を
当
て
る
こ
と
。

●
日
本
に
は
約
1
5
0
万
棟
の
歴
史
的
建
築
物

が
残
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
保
存
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
も
の
は

た
っ
た
の
約
1
・
5
万
軒
に
過
ぎ
ず
、残
る

1
4
7
・
5
万
軒
は
活
用
に
困
っ
て
い
る
状
態
。

ノ
オ
ト
は
こ
れ
を
多
く
の
お
宝
が
眠
っ
て
い
る

状
態
と
捉
え
、歴
史
的
な
建
物
や
町
並
み
を
次

世
代
に
引
き
継
ぎ
、生
業
を
生
む
よ
う
な
事
業

や
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

N
I
P
P
O
N
I
A
の

活
動
経
緯

●
2
0
1
6
年
3
月
に
示
さ
れ
た「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、「
我
が
国

の
文
化
財
に
つ
い
て
、保
存
優
先
か
ら
観
光
客

目
線
で
の
理
解
促
進
、そ
し
て
活
用
へ
」と
う
た

わ
れ
、歴
史
的
建
造
物
・
建
築
物
の
活
用
が
明
確

に
示
さ
れ
た
。

●
2
0
1
6
年
9
月
に
は「
歴
史
的
資
源
を
活

用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

が
立
ち
上
が
り
、ノ
オ
ト
も
丹
波
篠
山
で
の
そ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
発
表
す
る
機
会
を
得
た
。

こ
こ
で
の
議
論
を
経
て
、2
0
2
0
年
ま
で
に

全
国
2
0
0
地
域
で
歴
史
的
建
築
物
を
活
用
し

た
事
業
づ
く
り
を
国
と
し
て
も
推
進
し
て
い
く

と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
他
、旅
館
業
法

改
正
、建
築
基
準
法
見
直
し
、文
化
財
保
護
法
改

正
に
よ
る
文
化
財
概
念
の
拡
張
な
ど
が
相
次
い

で
行
わ
れ
、こ
の
5
年
間
で
歴
史
的
建
築
物
を

活
用
し
て
い
く
機
運
が
か
な
り
高
ま
っ
た
。

●
こ
う
し
た
追
い
風
を
受
け
て
始
ま
っ
た
の
が

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
取
り
組
み
。Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
単
に
宿
泊
施
設
の
名
称
で
は
な
く
、

運
動
・
活
動
の
総
体
を
指
す
名
称
。「
な
つ
か
し

く
て
、あ
た
ら
し
い
、日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く

る
。」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、高
度
経
済
成
長

の
中
で
一
般
化
さ
れ
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

の
考
え
方
を
見
直
し
、地
域
の
ロ
ー
カ
ル
な
暮

ら
し
の
中
に
こ
そ
本
当
の
豊
か
さ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

N
I
P
P
O
N
I
A
が

大
切
に
し
て
い
る
価
値

●
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
が
大
切
に
し
て
い
る
価

値
は「
郷
に
い
る
こ
と
。」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に

凝
縮
さ
れ
る
。2
0
1
4
年
に
地
方
創
生
と
い

う
言
葉
が
誕
生
し
て
か
ら
も
、東
京
一
極
集
中

の
流
れ
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。ノ
オ

ト
は
、地
域
の
中
で
内
発
型
の
産
業
を
つ
く
る

こ
と
、地
域
の
中
で
経
済
の
循
環
を
つ
く
る
こ

と
、地
域
住
民
と
と
も
に
未
来
を
描
く
こ
と
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
地
域
単
位
の
取

り
組
み
の
上
に
、地
域
外
の
人
に
現
地
を
訪
れ

て
も
ら
い
、地
域
に
流
れ
る
時
間
を
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

●
ロ
ー
カ
ル
の
世
界
に
は
、近
代
的
な
経
済
合

理
性
に
基
づ
く
考
え
方
で
は
な
く
、純
粋
な「
好

き
」と
い
う
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
て「
な
つ
か
し

い
日
本
の
暮
ら
し
」が
残
さ
れ
て
き
た
。Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
仕
組
み
は
、ロ
ー
カ
ル
な
思
想

や
価
値
の
継
承
の
た
め
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

や
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
汎

用
性
や
持
続
性
の
あ
る
手
法
を
活
用
す
る
、と

い
う
も
の
。古
民
家
や
地
域
性
を
事
業
差
別
化

の
た
め
の
付
加
価
値
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な

く
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
は
ロ
ー
カ
ル
の
継
承

と
い
う
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
と
捉
え
、事

業
化
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
体
制

●
現
在
、Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
は
全
国

に
23
地
域
。1
年
後
に
は
30
以
上
の
地
域
に
広

が
る
予
定（
2
0
2
0
年
12
月
4
日
当
時
）。

●
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
中
心
を
担
っ
て
い
る

の
が
ノ
オ
ト
。篠
山
市（
当
時
）の
第
三
セ
ク

タ
ー
数
社
を
統
廃
合
し
、民
間
の
非
営
利
ま
ち

づ
く
り
会
社
と
し
て
、2
0
0
9
年
に
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
が
誕
生
し
た
。初
期
は
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
の
中
で
公
益
事
業
と
収
益
事
業

の
一
部
を
抱
え
て
い
た
が
、現
在
は
収
益
事
業

を
事
業
譲
渡
す
る
形
で
株
式
会
社
N
O
T
E
を

立
ち
上
げ
、2
社
体
制
を
築
い
て
い
る
。二
つ
の

法
人
形
態
を
取
り
つ
つ
も
、一
つ
の
チ
ー
ム
と

し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

●
各
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、必
ず
各
地
域

の
名
士
と
呼
ば
れ
る
方
や
地
元
の
若
い
青
年
部

な
ど
と
と
も
に
事
業
を
推
進
す
る
法
人
を
立
ち

上
げ
、ノ
オ
ト
も
常
に
一
緒
に
リ
ス
ク
を
取
り
な

が
ら
、一
心
同
体
の
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
事

業
を
つ
く
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、株
式
会
社

N
O
T
E
の
関
連
会
社
は
約
27
〜
28
社
と
多
い
。

●
集
落
丸
山
は
ノ
オ
ト
に
と
っ
て
原
点
と
も
い

え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。丸
山
は
山
に
囲
ま
れ
た

細
い
谷
筋
に
あ
り
、城
下
町
か
ら
10
分
ほ
ど
に

あ
る
小
さ
な
集
落
。2
0
0
9
年
当
時
は
12
軒

中
7
軒
が
空
き
家
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
う
ち

3
棟
を
改
修
し
、現
在
で
は
2
棟
を
1
棟
貸
し

の
宿
と
し
て
地
域
住
民
が
運
営
し
て
い
る
。

●
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、文
化
財
改
修
の
考
え

方
を
踏
襲
し
、そ
の
建
物
が
一
番
輝
い
て
い
た

時
期
に
戻
し
て
い
る
。屋
根
の
断
熱
の
た
め
に

貼
ら
れ
て
い
た
天
井
や
壁
は
丁
寧
に
直
し
つ
つ
、

必
要
以
上
の
改
修
は
行
っ
て
い
な
い
。食
事
は
、

夕
食
は
宿
泊
棟
に
隣
接
す
る
蔵
で
営
業
を
始
め

た
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、集
落
内
の
そ
ば

会
席
等
で
楽
し
め
る
。朝
食
は
地
域
の
お
母
さ

ん
方
が
提
供
し
て
い
る
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
時
、地
域
住
民
で
一
つ

の
N
P
O
を
立
ち
上
げ
、こ
の
N
P
O
と
一
般

社
団
法
人
ノ
オ
ト
が
有
限
責
任
事
業
組
合

（
L
L
P
）を
組
む
と
い
う
、非
営
利
団
体
同
士

の
L
L
P
と
い
う
珍
し
い
形
で
、宿
泊
事
業
の

運
営
を
開
始
し
た
。

●
普
通
の
暮
ら
し
を
体
験
し
た
い
と
い
う
宿
泊

客
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
て
し
め
縄
作
り
体
験

を
始
め
た
り
、結
婚
式
場
と
し
て
使
い
た
い
、水

田
で
酒
米
を
育
て
日
本
酒
を
造
り
た
い
と
い
う

申
し
出
が
あ
る
な
ど
、古
民
家
を
活
用
し
た
宿

泊
業
と
い
う
生
業
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、様
々

な
交
流
も
生
ま
れ
た
。ま
た
、U
タ
ー
ン
1
世
帯
、

I
タ
ー
ン
1
世
帯
と
人
口
も
増
え
た
。現
在
は
、

集
落
の
完
全
再
生
を
目
指
し
て
残
る
空
き
家
の

活
用
を
計
画
し
て
い
る
。

●
3
棟
の
改
修
に
は
約
7
0
0
0
万
円
を
投
資

し
、10
年
間
で
返
済
す
る
事
業
計
画
と
し
た
。宿

泊
棟
の
稼
働
率
は
30
%
と
い
う
低
水
準
に
設
定

し
て
い
る
。こ
れ
は
、地
域
住
民
自
ら
が
運
営
す

る
こ
と
で
、お
客
様
に
日
本
の
暮
ら
し
を
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
る
以

上
、地
域
住
民
に
過
度
な
負
担
を
か
け
て
し

ま
っ
て
は
継
続
し
な
い
た
め
。普
段
は
農
業
な

ど
の
他
の
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、土
日
と
繁

忙
期
に
稼
働
す
れ
ば
10
年
で
返
済
で
き
る
と
い

う
計
画
を
立
て
た
と
こ
ろ
、10
年
で
完
全
返
済

を
達
成
し
た
。現
在
は
、得
ら
れ
た
収
益
を
物
件

の
改
修
費
な
ど
に
充
て
て
い
る
。

●
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
前
代
表
理
事
で
あ

る
金
野
幸
雄
氏
は
、市
役
所
勤
務
時
代
に
景
観

条
例
や
規
制
に
よ
り
限
界
集
落
で
あ
る
丸
山
の

景
観
保
全
を
行
お
う
と
考
え
て
い
た
。し
か
し
、

実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、山
間
地
域
の

丸
山
に
都
市
開
発
が
押
し
寄
せ
る
可
能
性
は
低

く
、保
存
の
た
め
の
規
制
ル
ー
ル
を
作
っ
て
も

ル
ー
ル
を
使
う
場
面
は
な
く
、こ
の
空
間
に
何

か
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
こ
ま
な
け
れ
ば
集
落
は

守
れ
な
い
と
感
じ
た
。そ
こ
で
、人
が
行
き
交
う

仕
組
み
を
作
ろ
う
と
考
え
、地
域
を
守
る
手
段

と
し
て
宿
泊
業
と
い
う
解
決
策
を
選
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
。

●
集
落
丸
山
で
は
、1
つ
の
物
件
を
改
修
す
る

と
い
う
発
想
で
は
な
く
、集
落
全
体
の
未
来
を

考
え
て
物
件
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
学
ん
だ
。

事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
〜

集
落
丸
山
の
取
り
組
み
か
ら

●
丸
山
は「
何
も
な
い
」地
域
だ
が
、地
域
の
暮

ら
し
、文
化
と
美
し
い
景
観
が
あ
り
、そ
れ
ら
を

維
持
し
て
き
た
住
民
が
い
る
。こ
れ
ら
は「
何
も

な
い
」と
言
わ
れ
る
地
域
で
も
必
ず
あ
る
も
の

で
、こ
こ
に
人
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
価
値

が
宿
っ
て
い
る
。暮
ら
し
・
文
化
・
人
・
景
観
と
い

う
地
域
の
何
気
な
い
価
値
を
見
出
し
、奇
を
て

ら
わ
ず
に
伝
え
る
こ
と
が
事
業
化
に
お
い
て
は

非
常
に
重
要
。

●
空
き
家
と
な
っ
た
古
民
家
が
流
動
化
し
な
い

理
由
と
し
て
、様
々
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
。所

有
者
が
家
に
残
さ
れ
た
ま
ま
の
荷
物
の
処
理
を

心
配
し
て
い
る
場
合
に
は
、改
修
費
用
に
盛
り

込
ん
で
片
付
け
も
引
き
受
け
る
こ
と
で
解
決
す

る
こ
と
が
多
い
。何
か
物
を
盗
ら
れ
る
の
で
は

と
い
う
不
安
に
対
し
て
は
、一
民
間
企
業
の
も

う
け
話
で
は
な
く
、地
域
の
た
め
の
事
業
で
あ

る
こ
と
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
理
解
を
得
て
い

る
。仏
壇
が
残
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
は
、仏
壇
が

あ
る
と
分
か
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
を
し
た
う
え

で
、盆
や
正
月
に
は
所
有
者
の
方
の
優
先
利
用

権
を
設
定
す
る
こ
と
で
合
意
が
得
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。変
な
人
に
貸
す
と
地
域
の
他
の
人
に

迷
惑
が
か
か
る
と
心
配
さ
れ
る
場
合
に
は
、地

域
に
対
す
る
事
業
説
明
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
が

一
番
の
解
決
策
と
な
る
。

●
空
き
家
の
所
有
者
は
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

困
っ
て
い
る
一
方
で
、先
祖
代
々
受
け
継
い
で

き
た
資
産
を
自
分
の
代
で
潰
し
て
し
ま
う
の
は

申
し
訳
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、空
き
家
の
活
用
提
案
は
好
意
的
に

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
い
。

●
集
落
丸
山
で
学
ん
だ
こ
と
を
よ
り
大
き
な
サ

イ
ズ
で
展
開
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
の
が
、篠
山

城
下
町
ホ
テ
ル 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
。一
つ
の

小
学
校
区
の
単
位
に
開
発
の
範
囲
を
広
げ
、城

下
町
全
体
が
一
つ
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
と
い
う
構

想
を
掲
げ
た
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
時
の
旅
館
業
法
で
は
、

1
棟
ご
と
に
フ
ロ
ン
ト
を
設
置
し
ス
タ
ッ
フ
を
常

駐
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。こ
れ
で
は
人
件
費
が

嵩
ん
で
し
ま
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
成
立
は
不

可
能
で
あ
り
、複
数
棟
を
1
つ
の
ホ
テ
ル
と
し
て

フ
ロ
ン
ト
を
一
つ
に
ま
と
め
て
運
営
す
る
分
散
型

ホ
テ
ル
の
ス
キ
ー
ム
を
組
み
立
て
、許
可
を
訴
え
、

国
家
戦
略
特
区
の
枠
組
み
を
利
用
し
て

2
0
1
5
年
に
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル 

Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
開
業
に
至
っ
た
。特
区
で
の
取
り

組
み
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
旅
館
業
法

が
改
正
さ
れ
、現
在
は
全
国
ど
こ
で
も
分
散
型
ホ

テ
ル
の
運
営
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

●
ノ
オ
ト
の
取
り
組
み
は
、ス
キ
ー
ム
と
し
て

は
不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
同
じ
だ
が
、元
々

の
町
の
構
造
を
壊
し
て
再
開
発
す
る
の
で
は
な

く
、元
々
の
町
の
構
造
を
活
か
し
て
一
つ
一
つ

の
空
き
家
に
中
身
を
充
填
し
て
い
く
と
い
う
手

法
を
取
っ
て
い
る
。篠
山
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
分
散
型
開
発

の
手
法
が
地
域
に
は
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
。

●
篠
山
で
の
経
験
を
通
し
て
、他
地
域
で
も
同

様
の
手
法
に
よ
る
展
開
が
可
能
な
の
で
は
な
い

か
と
い
う
手
ご
た
え
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

志
を
同
じ
く
す
る
地
域
の
人
と
事
業
を
進
め
る

こ
と
で
、日
本
全
国
の
歴
史
的
な
町
並
み
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
、

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
活
動
が
拡
大
し
て
い
る
。

事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
〜

篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル

N
I
P
P
O
N
I
A
の

取
り
組
み
か
ら

●
元
住
居
の
物
件
を
使
う
こ
と
で
一
つ
一
つ
が

違
っ
た
部
屋
と
な
り
、単
な
る
客
室
で
は
な
い
、

町
の
暮
ら
し
文
化
を
体
験
で
き
る
場
が
生
ま
れ
る
。

●
光
を
観
る「
観
光
」で
は
な
く
光
に
関
わ
る

「
関
光
」と
い
う
発
想
を
持
ち
、地
域
住
民
と
地

域
外
の
人
が
関
わ
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り

も
重
要
。

●
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
の
場
合
、10
室
程
度
の

建
物
は
稼
働
率
50
％
に
設
定
し
て
い
る
。適
切

な
ラ
イ
ン
を
見
極
め
る
こ
と
も
、地
域
の
価
値

を
高
め
る
た
め
に
は
重
要
。

●
地
域
資
源
を
面
で
捉
え
一
体
的
な
絵
を
描
き
、

実
現
に
向
け
て
リ
ス
ク
を
取
っ
て
事
業
化
を
し

て
い
く
こ
と
が
、地
域
の
未
来
を
つ
く
る
投
資
に

つ
な
が
る
。そ
の
た
め
に
行
政
の
力
が
必
要
な
こ

と
も
あ
る
が
、民
間
主
導
の
事
業
化
は
必
須
。

●
ど
う
し
て
も
決
ま
っ
た
枠
組
み
の
中
で
考
え

が
ち
に
な
る
が
、制
度
が
現
代
社
会
に
フ
ィ
ッ

ト
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。仕
組
み
自
体

の
適
切
さ
を
疑
っ
て
、公
共
の
利
と
な
る
仕
組

み
を
考
え
る
こ
と
で
、ル
ー
ル
や
規
制
を
変
え

ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
と
め

●
N
I
P
P
O
N
I
A
の
取
組
み
で
は
、使
わ

れ
て
い
な
い
歴
史
的
建
築
物
や
古
民
家
を
改
修

し
、そ
こ
に
外
部
の
事
業
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し

て
新
た
に
活
用
す
る
こ
と
で
空
き
家
問
題
や
人

口
減
少
と
い
っ
た
課
題
解
決
に
繋
げ
て
い
る
。

ま
た
、こ
う
し
た
事
業
を
着
実
に
増
や
し
て
い

く
こ
と
で
、雇
用
と
産
業
の
創
造
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

●
今
後
は
さ
ら
に
取
り
組
む
地
域
を
増
や
し
た

い
。ま
た
、地
方
に
お
け
る
移
住
と
観
光
の
ボ
ー

ダ
ー
を
あ
い
ま
い
に
し
、「
関
光
」の
あ
り
方
を

提
示
し
て
い
き
た
い
。各
地
の
熱
意
あ
る
行
政

マ
ン
や
金
融
マ
ン
た
ち
と
一
緒
に
、面
白
い
公

民
連
携
に
よ
る
文
化
財
活
用
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

 

参
加
者
…
地
域
住
民
か
ら
反
対
意
見
や
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
反
応
は
な
か
っ
た
の
か
。

伊
藤
氏
…
も
ち
ろ
ん
反
対
意
見
が
出
る
こ
と
も

あ
る
が
、反
応
し
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
と
捉

え
て
い
る
。未
知
の
取
り
組
み
で
想
像
が
つ
か

な
い
ゆ
え
の
不
安
や
心
配
が
反
対
理
由
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、不
安
解
消
の
た
め

に
類
似
事
例
の
紹
介
も
含
め
て
丁
寧
に
説
明
を

行
う
。様
々
な
人
が
き
ち
ん
と
話
を
聞
け
る
よ

う
に
、説
明
会
を
平
日
の
夜
と
土
日
の
両
方
で

開
催
す
る
な
ど
工
夫
す
る
。既
に
実
際
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
域
の
住
民
か
ら
直
接
話
を
聞
く

こ
と
で
、不
安
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
き
い
ほ
ど
様
々
な
意
見

が
出
て
当
然
で
あ
り
、ま
ず
は
有
志
の
メ
ン

バ
ー
が
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

い
く
。最
初
は
あ
ま
り
積
極
的
で
な
か
っ
た
住

民
も
、事
業
が
進
む
過
程
で
応
援
す
る
側
に

回
っ
て
く
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

参
加
者
…
各
地
域
の
個
性
を
拾
い
上
げ
、具
体

化
す
る
た
め
の
コ
ツ
は
な
に
か
。

伊
藤
氏
…
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
期
に
、地
域
の

自
然
環
境
や
そ
こ
か
ら
う
ま
れ
た
産
業
と
い
っ

た
町
の
成
り
立
ち
を
リ
サ
ー
チ
す
る
。プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
調
べ
た
内
容
は
地
域
住
民

に
照
会
し
、ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。こ

の
や
り
取
り
を
通
し
て
、地
域
住
民
自
ら
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
実
現
し
た
い
と
思
え
る

コ
ン
セ
プ
ト
を
抽
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ノ
オ
ト
の
よ
う
な
専
門
家
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
を
訪
れ

る
客
層
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

伊
藤
氏
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
の
施
設
は
比
較

的
高
価
格
帯
で
あ
り
、以
前
は
40
〜
60
代
の
夫

婦
が
主
な
客
層
だ
っ
た
が
、最
近
は
様
々
な
客
層

の
利
用
が
あ
る
。集
落
丸
山
は
1
棟
貸
し
の
た
め

三
世
代
の
利
用
も
多
い
。現
代
社
会
で
は
、祖
父

母
の
家
も
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
珍
し
く
な

く
、大
所
帯
が
集
ま
っ
て
の
ん
び
り
で
き
る
場
所

へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。記
念
日
使
い
も
多
い
。

　
歴
史
建
築
に
興
味
が
あ
る
人
、ゆ
っ
く
り
過

ご
し
た
い
人
、手
仕
事
な
ど
都
会
生
活
で
は
感

じ
ら
れ
な
い
豊
か
さ
に
触
れ
た
い
人
が
、自
分

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
る
時
間
を
過
ご
す
こ

と
を
目
的
に
訪
れ
て
い
る
。

参
加
者
…
ノ
オ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う
な

人
た
ち
か
。

伊
藤
氏
…
ノ
オ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、元
銀
行
員
、

元
記
者
、元
I
T
系
、元
国
家
公
務
員
と
い
う

キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
人
、反
対
に
一
貫
し
て
地
元
で

活
動
し
て
き
た
人
な
ど
多
種
多
様
。地
域
と
一
緒

に
な
っ
て
汗
を
か
く
プ
レ
イ
ヤ
ー
側
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
で
集
ま
っ
て
き
た
人
が
多
い
。

　
ノ
オ
ト
の
活
動
は
地
域
側
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
連
携
し
て
進
め
る
が
、そ
の
中
に
行
政

と
金
融
機
関
は
必
ず
含
ま
れ
る
。行
政
や
金
融

機
関
の
職
員
が
、前
例
に
な
い
こ
と
は
で
き
な

い
と
突
っ
ぱ
ね
て
し
ま
う
タ
イ
プ
だ
と
、事
業

は
う
ま
く
進
ま
な
い
。こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｉ
Ａ
に
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
で
は
、型
に

と
ら
わ
れ
な
い
行
政
マ
ン
や
、自
ら
リ
ス
ク
を

取
り
職
員
を
出
向
さ
せ
る
よ
う
な
金
融
機
関
の

存
在
が
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
推
進
力
と

な
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
株
式
会
社
N
O
T
E
と
全
国
各
地
の

関
連
会
社
と
の
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
。

伊
藤
氏
…
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ 

美
濃 

商
家
町

（
岐
阜
県
美
濃
市
）の
例
で
は
、地
元
製
紙
企
業

と
株
式
会
社
N
O
T
E
が
出
資
し
て
、み
の
ま

ち
や
株
式
会
社
と
い
う
新
た
な
組
織
を
立
ち
上

げ
、美
濃
和
紙
の
原
料
を
保
管
し
て
い
た
蔵
を

活
用
し
て
い
る
。物
件
調
達
は
美
濃
市
と
み
の

ま
ち
や
が
連
携
協
定
を
結
び
、市
所
有
の
建
物

を
定
借
契
約
の
も
と
、み
の
ま
ち
や
が
借
り
て

お
り
、賃
料
を
支
払
う
形
で
行
い
、資
金
は
地
元

銀
行
と
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
か
ら
調
達
し
て
い
る
。

初
期
コ
ス
ト
回
収
の
た
め
、一
部
、国
の
交
付
金
も

活
用
し
て
い
る
。設
計
や
工
事
、美
濃
和
紙
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
を
担
当
し
て
い
る
の
は
ほ

ぼ
地
元
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
。地
域
ご
と
に
細
か
な
違

い
は
あ
る
が
、こ
れ
が
基
本
的
な
ス
キ
ー
ム
。

　
み
の
ま
ち
や
株
式
会
社
の
よ
う
な
各
地
域
の

取
り
組
み
の
中
心
を
担
う
地
域
会
社
を
、ま
ち

づ
く
り
ビ
ー
ク
ル
と
呼
ん
で
い
る
。こ
の
ま
ち

づ
く
り
ビ
ー
ク
ル
が
、物
件
、行
政
、地
域
、金
融

機
関
、物
件
で
事
業
を
始
め
た
い
事
業
者
、工
事

を
担
う
工
務
店
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
団
体
の
間
を

取
り
持
ち
、全
て
を
調
整
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
。一
般
的
な
ス
キ
ー
ム
だ
と
、中
間
支
援
団

体
は
空
き
家
の
紹
介
を
す
る
の
み
で
、改
修
や

実
際
の
事
業
運
営
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
借
主
個

人
に
集
中
し
て
し
ま
う
。リ
ス
ク
を
一
人
で
抱

え
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
な
か
な
か
空

き
家
の
活
用
が
進
ま
ず
、本
来
残
す
べ
き
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
大
き
な
物
件
ほ
ど

活
用
が
難
し
く
な
る
。ま
ち
づ
く
り
ビ
ー
ク
ル

が
空
き
家
を
賃
貸
や
買
取
に
よ
り
取
得
し
て
事

業
者
に
貸
し
出
す
こ
と
で
、リ
ス
ク
の
一
極
集

中
を
防
い
で
い
る
。ま
た
、物
件
単
位
で
は
な
く

エ
リ
ア
単
位
の
計
画
を
策
定
し
た
う
え
で
事
業

者
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、カ
フ
ェ
ば
か
り
が
乱

立
す
る
よ
う
な
事
態
を
防
ぎ
、移
住
希
望
者
に

も
ス
ム
ー
ズ
に
提
案
が
で
き
る
。

参
加
者
…
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ど
の
よ
う
な
形

で
始
ま
る
の
か
。

　
2
0
2
0
年
12
月
4
日（
金
）、「
地
域
・
社
会

が
一
体
で
取
り
組
む
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
〜

一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
活
動
の
現
場
か
ら
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、第
20
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
現
在
、日
本
に
は
1
5
0
万
棟
ほ
ど
の
歴
史

的
な
古
民
家
、戦
前
の
建
物
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、地
域
の
暮
ら
し
が
歴
史
と

し
て
刻
み
込
ま
れ
た
そ
れ
ら
の
建
物
は
、残
念

な
が
ら
次
々
と
空
き
家
と
な
り
失
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
は
、「
な
つ
か
し
く
て
、

あ
た
ら
し
い
、日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く
る
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し

や
生
業
を
尊
重
し
な
が
ら
、歴
史
的
建
築
物
と

地
域
文
化
、そ
し
て
産
業
の
一
体
的
な
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
郷
に
い
る
こ
と
」を
大

切
に
し
て
各
地
域
の
現
場
で
事
業
に
取
り
組
む

一
方
、「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
」の
考
え
に
共
感

す
る
仲
間
を
増
や
し
、全
国
に
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
伊
藤
氏
を
お
招
き

し
、古
民
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、地
域
住
民
と
の
信

頼
関
係
の
深
め
方
、地
域
性
を
具
体
化
す
る
方

法
、
地
域
ご
と
の
事
業
体
制
、
株
式
会
社

N
O
T
E（
代
表
：
藤
原
岳
史
氏
）や
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
に
集
う
人
材
、コ
ス
ト
や
価
格
設
定

の
考
え
方
、次
に
展
開
す
る
地
域
を
決
め
る
際

の
基
準
な
ど
、多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

N
I
P
P
O
N
I
A
の
目
的

●
明
治
維
新
と
終
戦
を
契
機
に
一
気
に
増
加
し

た
日
本
の
人
口
は
、現
在
、少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
。こ
の
状
況
下
で
、江
戸
時

代
以
前
に
成
立
し
た
歴
史
地
区
と
呼
ば
れ
る
地

域
は
、多
く
の
場
合
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
が
、歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
地

域
が
一
つ
な
く
な
る
こ
と
は
、日
本
が
積
み
重

ね
て
き
た
文
化
が
丸
ご
と
一
つ
消
失
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。そ
の
こ
と
に
ノ
オ
ト
は
強
い
危

機
感
を
感
じ
、歴
史
地
区
に
残
る
空
き
家
と

な
っ
た
古
民
家
を
改
修
し
様
々
な
業
態
に
活
用

す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
の
取
り
組

伊
藤
氏
…
基
本
的
に
地
域
側
か
ら
相
談
を
受
け

る
形
で
始
ま
る
。残
し
た
い
歴
史
的
建
築
物
が

あ
る
地
域
で
も
、核
に
な
る
人
材
が
い
な
い

ケ
ー
ス
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
。ノ
オ
ト
の
ス
タ
ン
ス
は
、自
ら
が
単
独

で
地
域
に
進
出
し
利
益
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、

次
の
事
業
を
創
り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
熱

意
の
あ
る
地
域
の
人
と
一
緒
に
、運
命
共
同
体

と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
と
い
う
も
の
。不

思
議
な
こ
と
に
、そ
う
し
た
熱
意
あ
る
地
域
人

材
は
8
割
の
打
率
で
存
在
し
て
い
る
。

参
加
者
…
価
格
設
定
や
稼
働
率
の
考
え
方
に
つ

い
て
知
り
た
い
。

伊
藤
氏
…
一
般
的
な
考
え
方
と
は
逆
で
、最
初

に
稼
働
率
を
定
め
月
あ
た
り
の
販
売
可
能
室
数

を
算
出
し
、改
修
費
用
や
投
資
に
か
か
る
費
用

を
計
算
し
て
、返
済
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
客
室
単

価
を
は
じ
き
出
し
て
い
る
。シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
時
に
、1
泊
15
万
円
く
ら
い
の
単
価
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
が
、稼
働
率
を
数
％
上

乗
せ
し
た
り
、改
修
費
用
を
抑
え
た
り
と
い
う

微
調
整
を
行
う
。絵
に
描
い
た
餅
で
は
継
続
は

不
可
能
で
あ
り
、き
ち
ん
と
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

る
価
格
設
定
を
考
え
て
い
る
。

　
高
単
価
に
す
る
た
め
に
は
至
れ
り
尽
く
せ
り

の
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
が

ち
だ
が
、私
た
ち
が
提
供
し
て
い
る
の
は
、手
厚

い
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、地
域
だ
か
ら
こ
そ
体

感
で
き
る
本
物
の
暮
ら
し
。そ
の
価
値
を
理
解

し
て
お
金
を
払
う
方
は
一
定
程
度
存
在
し
て
い

る
。集
落
丸
山
の
稼
働
率
は
2
棟
で
30
％
で
あ

り
、宿
泊
者
数
に
置
き
換
え
る
と
年
間
8
0
0

人
程
度
。8
0
0
人
に
刺
さ
る
も
の
を
提
供
す

る
と
な
れ
ば
、国
内
客
だ
け
で
も
十
分
に
需
要

は
あ
る
。

参
加
者
…
各
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
は
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
進
め
て
い
る
の
か
。

伊
藤
氏
…
事
業
化
は
株
式
会
社
N
O
T
E
が
中

心
と
な
り
進
め
て
い
る
。現
地
に
エ
リ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、月
に
一
度
、全
メ
ン

バ
ー
が
篠
山
に
集
ま
っ
て
会
議
を
す
る
と
い
う

体
制
。普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
情
報
共
有
を
行
っ
て
お
り
、コ
ロ

ナ
禍
以
前
か
ら
完
全
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
仕
事

を
行
っ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
代
表
理
事
と
し
て

は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
の
現
地
で
の
事
業

説
明
を
担
当
す
る
ほ
か
、日
本
全
国
の
取
り
組

み
を
俯
瞰
し
て
各
地
域
の
情
報
共
有
を
進
め
て

い
る
。

参
加
者
…
古
民
家
再
生
の
時
代
考
証
は
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
る
か
。

伊
藤
氏
…
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
物
件
の

場
合
に
は
、時
代
考
証
の
実
施
が
義
務
と
な
っ

て
い
る
。チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
設
計
士
た
ち

は
、重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
物
件

を
手
掛
け
た
実
績
を
持
つ
方
が
多
く
、彼
ら
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
い
る
。

　
指
定
文
化
財
の
改
修
に
際
し
て
は
、可
逆
性

の
考
え
方
に
基
づ
き
、間
取
り
は
変
え
ず
改
修

後
も
元
の
姿
に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。ま

た
、元
か
ら
あ
っ
た
部
分
と
新
し
く
作
っ
た
部

分
を
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、使
え
る

部
分
は
最
大
限
残
す
よ
う
に
も
し
て
い
る
。

　
指
定
文
化
財
以
外
の
物
件
に
つ
い
て
も
、棟

札
や
古
写
真
を
手
掛
か
り
に
、以
前
の
使
い
方

を
調
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。今
後
は
、建
物
の

記
憶
も
読
み
物
と
し
て
残
し
て
い
け
れ
ば
さ
ら

に
面
白
い
だ
ろ
う
。

参
加
者
…
ノ
オ
ト
や
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
に
込

め
ら
れ
た
意
味
は
何
か
。

伊
藤
氏
…
ノ
オ
ト
は「
農
の
都
」と
い
う
意
味
。

元
々
は
篠
山
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
し
て
始

ま
っ
て
お
り
、篠
山
を
象
徴
す
る
も
の
は
農
業

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
名
付
け
ら
れ
た
。ま
た
、

ノ
ー
ト
パ
ッ
ド（n

o
tep

ad

）の
よ
う
に
、地
域

の
歴
史
や
文
化
を
書
き
留
め
る
役
割
で
い
た
い

と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
、篠

山
城
下
町
ホ
テ
ル
が
で
き
た
と

き
に
付
け
た
名
称
。朱
鷺
の
学

名
を
選
ん
だ
の
は
、一
度
は
絶

滅
し
て
し
ま
っ
た
朱
鷺
も
復
活

に
向
け
た
動
き
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、古
民
家
も
一
種
の

絶
滅
危
惧
種
と
捉
え
、き
ち
ん

と
再
生
し
活
用
し
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。外

国
人
に
も
伝
わ
り
や
す
い
。

お
わ
り
に

今
回
の
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e

は
、20
回
目
に
し
て
初
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

全
て
が
い
つ
も
通
り
と
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、地
方
か
ら

ご
参
加
の
方
も
多
く
、画
面
越

し
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
意
見
交

換
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
よ
り
良
い
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、今
後

さ
ら
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）
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　最
近
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、知
事

や
市
町
村
長
が
選
挙
の
と
き
に
、少

子
高
齢
化
と
コ
ロ
ナ
渦
の
対
策
に
取

り
組
む
と
い
う
が
、そ
れ
は
日
本
の

ど
の
市
町
村
で
も
当
然
取
り
組
む
課

題
で
あ
っ
て
、そ
の
上
に
ど
の
よ
う

な
魅
力
あ
る
ま
ち
・
地
域
を
創
造
す

る
か
に
言
及
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
あ
る
。将
来
の
ま
ち
の
あ
る
べ

き
姿
の
グ
ラ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
提
示
し

て
、そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
予
算

と
組
織
を
組
み
換
え
、そ
れ
に
向
か

っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。ト
ッ

プ
の
考
え
が
、地
域
住
民
、行
政
の
各

部
課
局
、議
員
ら
す
べ
て
に
浸
透
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　私
は
パ
リ
、ボ
ス
ト
ン
、ブ
ラ
ジ

ル
・
ク
リ
チ
バ
、フ
ラ
ン
ス
・
ナ
ン
ト

の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。

日
本
で
は
神
戸
市
と
横
浜
市
が
、見

違
え
る
よ
う
に
一
新
さ
れ
、訪
れ
た

く
な
る
ま
ち
に
変
貌
し
た
。最
近
、関

東
で
注
目
し
て
い
る
の
は
福
島
市
長

時
代
の
我
孫
子
市
、初
代
町
長
斎
藤

氏
の
考
え
を
い
ま
で
も
実
践
し
て
い

る
埼
玉
県
宮
代
町
、そ
し
て
現
在
の

流
山
市
で
あ
る
。個
々
に
詳
述
で
き

な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、い
ず
れ

も
ト
ッ
プ
に
た
つ
市
長
・
町
長
が
、ま

ち
の
方
向
を
提
示
し
、そ
の
方
向
を

実
現
す
る
た
め
に
専
門
家
を
起
用
し

た
り
、組
織
と
予
算
の
組
み
換
え
を

行
な
っ
た
り
し
て
、住
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
を
実
行
し
て
き
た
の
で
あ

る
。決
し
て
独
断
専
行
で
は
な
か
っ

た
。　こ

こ
で
紹
介
す
る「
わ
た
し
の
1

冊
」は
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
の

1
9
5
7（
昭
和
32
）年
、日
本
が
よ

う
や
く
戦
後
の
復
興
か
ら
立
ち
直
っ

た
こ
ろ
の
話
で
あ
る
。

　出
版
さ
れ
た
の
が
1
9
6
8（
昭

和
43
）年
、日
本
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
終
え
、万
国
博
へ
向
か
っ
て
い

た
経
済
が
上
向
き
の
こ
ろ
。し
か
し
、

本
を
購
入
し
読
ん
だ
の
は
1
9
7
6

（
昭
和
51
）年
、日
本
が
第
一
次
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
し
た
後
で
あ
る
。

こ
の
本
か
ら
た
い
へ
ん
な
衝
撃
を
受

け
、こ
の
よ
う
な
考
え
で
ま
ち
づ
く

り
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
た
。

　舞
台
は
沢
内
村（
現 
西
和
賀
町
）。

岩
手
県
の
西
部
に
位
置
し
周
囲
を
山

に
囲
ま
れ
た
、当
時
、極
貧
の
村
で
、

生
活
扶
助
家
庭
の
比
率
は
、貧
し
か

っ
た
岩
手
県
で
も
第
2
位
で
あ
っ
た
。

　こ
の
村
を
大
き
く
変
え
た
の
が
、

大
手
民
間
企
業
の
次
長
ま
で
勤
め
、

育
っ
た
村
に
戻
っ
て
き
て
農
業
を
営

わたしの１冊
21回第

『自分たちで
生命を守った村』

菊地武雄 著
（岩波新書・1968年）

溝
尾
良
隆（
み
ぞ
お・よ
し
た
か
）

立
教
大
学
名
誉
教
授
、コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
会
名
誉
会
長
、日
本
観
光
研

究
学
会
評
議
員
、（
公
財
）日
本
交
通
公
社
評
議
員
。理
学
博
士
。東
京
教
育
大

学
理
学
部
地
学
科
地
卒
。㈱
日
本
交
通
公
社
外
人
旅
行
部
、財
団
法
人
日
本
交

通
公
社
主
席
研
究
員
を
経
て
、立
教
大
学
社
会
学
部
観
光
学
科
教
授
、観
光
学

部
教
授
、観
光
学
部
長
。後
、帝
京
大
学
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科
教
授
等
を
経
て
現
職
。著
書
に

『
観
光
学
と
景
観
』『
観
光
学 

基
本
と
実
践
』『
観
光
ま
ち
づ
く
り 

現
場
か
ら
の
報
告 

新
治
村・佐

渡
市・琴
平
町・川
越
市
』『
風
景
百
年
史
、ご
当
地
ソ
ン
グ
』、共
著
に『
観
光
学
の
基
礎
』な
ど
。

ん
で
い
た
深
沢
晟（
ま
さ
）雄
で
あ
る
。

戻
っ
て
2
年
後
に
教
育
長
に
な
り
、

助
役
を
経
て
村
長
に
な
る
。村
長
を

1
9
5
7（
昭
和
32
）年
か
ら
二
期
目

の
最
後
の
年
1
月
に
癌
で
倒
れ
る
ま

で
、約
8
年
近
く
務
め
た
。

　村
政
に
関
わ
っ
て
か
ら
、〝
村
び
と

の
命
を
守
る
〞こ
と
を
明
言
し
続
け

た
。乏
し
い
財
政
の
な
か
で
、こ
の
時

代
に
ど
こ
で
も
な
し
得
な
か
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
と
60
歳
以
上
の
老
人
に
対
す

る
医
療
費
の
十
割
給
付
を
実
現
。行

政
の
各
部
門
を
す
べ
て
村
民
の
健
康

に
集
中
さ
せ
る
。具
体
的
に
は
、教
育

行
政
は
子
供
た
ち
の
健
康
教
育
に
力

を
注
ぐ
。道
路
行
政
は
冬
季
に
交
通

途
絶
し
た
道
路
を
7
台
の
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
で
通
行
可
能
に
し
て
、急
患
に

対
応
す
る
。農
林
行
政
は
開
田
を
進

め
、耕
地
面
積
を
2
倍
に
し
て
、食
料

の
確
保
に
注
い
だ
。保
健
行
政
は
、ま

ず
診
療
所
を
つ
く
り
、東
北
大
学
と

岩
手
医
科
大
学
に
村
の
保
健
活
動
に

対
す
る
助
言
指
導
を
依
頼
し
、親
病

院
に
横
手
市
の
病
院
を
お
願
い
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
援
助
を
得
る
約
束
を
取
り

付
け
た
。保
健
委
員
会
を
つ
く
り
、保

健
連
絡
員
が
地
区
を
ま
わ
り
住
民
に

村
の
保
健
活
動
を
浸
透
さ
せ
た
。婦

人
会
、若
妻
会
、青
年
会
な
ど
村
ぐ
る

み
で
保
健
活
動
を
担
っ
た
。

　結
果
、赤
ち
ゃ
ん
の
死
亡
率
が
、出

生
の
1
0
0
0
に
対
し
69
・
6
で
あ

っ
た
の
が
5
年
後
に
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。

村
民
が
長
生
き
を
す
る
よ
う
に
な
り

高
齢
者
の
人
口
が
増
加
し
た
。

　何
よ
り
も
大
き
か
っ
た
の
は
、村

民
だ
れ
も
が
持
っ
て
い
た
こ
の
村
に

対
す
る
諦
観
性
が
解
消
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。財
政
が
き
び
し
か
っ
た
か

ら
こ
そ
、事
業
の
選
択
と
集
中
を
徹

底
さ
せ
た
の
で
あ
る
。仙
台
か
ら
村

長
の
遺
体
が
戻
っ
て
く
る
沿
道
に
は

村
の
3
分
1
の
村
民
が
埋
め
つ
く
し

た
と
い
う
。感
動
と
涙
な
く
し
て
は

読
め
な
い
本
で
あ
る
。そ
し
て
、私
の

地
域
を
見
る
目
は
完
全
に
変
わ
っ
た
。

お
金
が
な
い
か
ら
で
き
な
い
と
ぼ
や

く
首
長
は
完
全
に
失
格
と
判
断
す
る

こ
と
に
し
た
。
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東
日
本
大
震
災
後
の

被
災
地
石
巻
市
で
の

観
光
教
育

　
平
成
23
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
か
ら
今
年
で
10
年
で
あ
る
。本

稿
は
、そ
の
最
大
の
被
災
地
の
宮
城

県
石
巻
市
に
あ
る
石
巻
専
修
大
学
の

私
の
ゼ
ミ
の
観
光
教
育
を
ご
紹
介
す

る
。本
学
は
平
成
元
年
に
学
校
法
人

専
修
大
学
が
開
学
し
た
。私
は
平
成

10
年
に
着
任
し
、ゼ
ミ
で
は
平
成
19

年
頃
か
ら
観
光
に
焦
点
を
合
わ
せ
、

学
生
に
は
経
済
発
展
と
観
光
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。

　
石
巻
市
は
1
級
河
川
の
北
上
川
河

口
の
港
町
で
、昔
か
ら
漁
港
・
舟
運
拠

点
と
し
て
栄
え
た
。石
巻
市
、西
隣
の

東
松
島
市
と
東
隣
の
女
川
町
を
合
わ

せ
た
石
巻
圏
2
市
1
町（
震
災
前
人

口
約
21
万
人
）に
お
け
る
震
災
の
死

者
・
行
方
不
明
・
関
連
死
者
数
は
約
6

千
人
を
数
え
、本
学
学
生
も
6
人
自

宅
等
で
亡
く
な
っ
た
。多
く
の
人
が

家
族
と
家
や
職
場
を
失
い
、避
難
所
、

仮
設
住
宅
等
で
暮
ら
し
、通
学
・
就
学

環
境
も
悪
化
し
た
。

　
震
災
前
、石
巻
圏
の
主
な
交
流
拠

点
は
、慶
長
使
節
復
元
船
サ
ン
・
フ
ァ

ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
と
そ
の
関
連

施
設
、そ
し
て
宮
城
県
出
身
漫
画
家

の
名
を
冠
し
た
石
ノ
森
萬
画
館
だ
っ

た
が
、津
波
で
沿
岸
部
の
建
設
物
が

ほ
ぼ
壊
滅
的
と
な
り
、通
常
の
観
光

客
の
来
訪
は
な
く
な
っ
た
。代
わ
っ

て
多
く
の
行
政
関
係
者
や
支
援
・
視

察
、復
興
事
業
に
関
わ
る
土
木
・
建
設

作
業
員
等
が
訪
れ
た
。

　
こ
の
激
変
の
中
の
10
年
間
の
私
達

の
学
び
は
、す
べ
て
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
だ
っ
た
。

語
り
部

　
例
年
よ
り
も
約
1
か
月
遅
れ
て
始

ま
っ
た
震
災
年
の
ゼ
ミ
は
学
生
の
被

災
状
況
を
聞
く
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

学
生
の
一
人
は
、市
内
沿
岸
部
の
自

家
用
車
内
で
津
波
に
襲
わ
れ
、脱
出

し
水
の
中
を
歩
き
、水
流
を
逃
れ
て

近
く
の
ビ
ル
に
た
ど
り
着
き
、寒
さ

に
耐
え
生
き
延
び
た
。事
情
を
知
っ

た
私
は
授
業
後
に
彼
を
呼
び
止
め
、

来
訪
者
に
経
験
を
話
せ
る
か
尋
ね
、

う
な
ず
く
の
を
見
て
、そ
れ
を
勧
め

た
。

　
彼
が
経
験
を
話
す
と
、来
訪
者
は

皆
そ
の
話
に
聞
き
入
っ
た
。語
り
部

の
意
義
を
自
覚
す
る
と
、彼
は
自
主

的
に
石
巻
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

と
と
も
に
活
動
を
継
続
し
、地
元
だ

け
で
な
く
東
京
等
で
も
人
前
で
話
し

た
。自
ら
被
災
地
の
最
新
情
報
を
調

べ
て
い
た
し
、話
し
方
は
す
ぐ
に
上

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

石
巻
専
修
大
学

丸
岡
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

10
回

第

い
、学
生
は
自
主
的
宴
会
も
開
い
た
。

国
ご
と
の
大
学
事
情
の
相
違
へ
の
理

解
が
進
み
、度
胸
は
付
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
私
達
は
被
災
地
来
訪

者
ら
と
行
動
を
と
も
に
し
、多
様
な

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

学
び
を
経
験
し
た
。

被
災
地
内
外
の
認
識
差

　
平
成
23
年
11
月
、被
災
地
支
援
感

謝
、情
報
発
信
、観
光
復
興
ア
ピ
ー
ル

等
を
目
的
と
す
る
宮
城
県
補
助
事
業

「
仙
台
宮
城
食
と
観
光
首
都
圏
キ
ャ

ラ
バ
ン
」が
行
わ
れ
た
。石
巻
か
ら
大

学
生
・
教
員
、石
巻
信
用
金
庫
と
料
理

店
関
係
者
等
総
勢
43
名
が
東
京
神
田

の
専
修
大
学
教
室
と
銀
座
会
場
等
に

向
か
っ
た
。

　
神
田
で
は
被
災
前
に
石
巻
で
撮
影

し
た
映
画「
エ
ク
レ
ー
ル
　
お
菓
子

放
浪
記
」上
映
と
私
の
映
画
製
作
応

援
活
動
・
被
災
地
報
告
、学
生
と
市
民

が
音
楽
に
合
わ
せ
ス
コ
ッ
プ
を
三
味

線
の
よ
う
に
鳴
ら
す
新
芸
能「
ス
コ

ッ
プ
三
味
線
」、学
生
と
信
用
金
庫
の

石
巻
の
飲
料
・
菓
子
の
紹
介
・
試
飲

食
・
販
売
、被
災
地
写
真
展
で
学
生
の

P
R
実
践
機
会
と
な
っ
た
。銀
座
で

は
料
理
店
の
創
作「
い
し
の
ま
き
丼
」

が
無
料
提
供
さ
れ
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
石
巻
を
離
れ

た
こ
と
で
、被
災
地
と
そ
の
外
の
違

い
を
知
っ
た
。当
時
の
石
巻
市
は
津

達
し
た
。N
P
O
発
行
の
機
関
誌
へ

の
寄
稿
な
ど
、目
の
前
の
学
習
機
会

を
よ
く
活
か
し
た
。

　
彼
は
４
年
時
、当
時
問
題
と
な
っ

て
い
た
自
分
の
母
校
の
門
脇
小
学
校

校
舎
の
遺
構
保
存
問
題
を
卒
業
論
文

で
取
り
上
げ
た
。津
波
の
際
の
火
災

で
焼
け
黒
く
な
っ
た
校
舎
を「
震
災

を
忘
れ
な
い
よ
う
保
存
す
べ
き
」と

い
う
来
訪
者
の
意
見
と
、「
震
災
を
忘

れ
た
い
か
ら
壊
し
て
」と
い
う
地
元

に
あ
る
意
見
の
差
を
認
識
し
、自
分

で
調
査
を
行
っ
た
。結
論
は
、可
能
な

予
算
に
応
じ
た
遺
構
の
部
分
保
存
と

い
う
、現
実
的
方
法
だ
っ
た
。私
の
教

員
生
活
で
見
た
中
で
も
っ
と
も
完
成

度
の
高
い
卒
業
論
文
だ
っ
た
。

　
震
災
前
、彼
は
目
立
た
な
か
っ
た

が
、つ
ら
い
体
験
を
経
て
積
極
的
な

学
び
の
姿
勢
と
技
術
を
身
に
付
け
、

傑
出
し
た
学
生
に
な
り
卒
業
し
て
い

っ
た
。

被
災
地
へ
の
来
訪
者

　
激
変
し
た
環
境
の
中
で
、私
達
は

目
の
前
の
新
し
い
交
流
に
接
し
、そ

の
理
解
を
目
指
し
た
。幸
い
、「
震
災

の
こ
と
を
考
え
た
く
な
い
」と
い
う

学
生
は
い
な
か
っ
た
。被
災
地
の
情

報
発
信
と
教
育
を
兼
ね
、学
生
の
記

事
を
か
わ
ら
版『
石
巻
復
興
N
E
W

S
』で
H
P
配
信
し
た
。

　
震
災
後
約
半
年
、本
学
の
グ
ラ
ン

ド
に
は
各
地
か
ら
津
波
被
災
家
屋
の

「
泥
出
し
」や「
炊
き
出
し
」に
来
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
テ
ン
ト
が
あ
り
、私

達
は
彼
ら
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
た
。

7
月
末
、旧
北
上
川
岸
に
遺
族
の
嗚

咽
が
響
く
中
、私
達
も
来
訪
諸
団
体

と
協
力
し
慰
霊
の
灯
篭
を
流
し
た
。

8
月
末
に
は
私
達
も
泥
出
し
を
手
伝

っ
た
。ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
住

民
感
情
は
感
謝
か
迷
惑
か
、在
宅
者

を
訪
問
調
査
し
、大
多
数
が
感
謝
と

い
う
結
果
を
得
た
。メ
デ
ィ
ア
と
調

査
の
相
違
を
学
生
が
実
感
し
た
。

　
こ
の
頃
私
達
は
、被
災
地
の
こ
と

を
知
り
、伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
。本

学
に
出
入
り
し
て
い
た
ピ
ー
ス
ボ
ー

ト
や
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
、

石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
ゼ
ミ

時
間
に
活
動
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、

被
災
地
と
こ
れ
ら
の
組
織
の
情
報
を

得
た
。逆
に
私
達
も
、N
P
O
法
人
の

ツ
ア
ー
「
石
巻
元
気
ト
リ
ッ
プ
」

（H
.2
4
.0
6

）の
時
間
を
借
り
、被
災

体
験
と
教
訓
、現
地
の
様
子
を
来
訪

者
に
紹
介
し
た
。

　
相
次
い
だ
教
育
機
関
の
視
察
・
支

援
活
動
等
も
被
災
地
特
有
の
学
び
を

も
た
ら
し
た
。会
津
短
大
・
近
畿
大

学
・
本
学
の
3
大
学
復
興
意
見
交
換

会
を
開
催
し
た（H

.2
3
.1
0

）。奈
良

県
立
大
学（H

.2
4
.0
5

）、明
治
大
学

（H
.2
4
.1
2

）の
来
訪
時
に
は
、私
の

ゼ
ミ
学
生
と
合
同
で
津
波
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
を
し
た
。こ
の
頃
は
学

生
と
私
は
、復
興
の
方
法
と
し
て
来

訪
者
向
け
の
防
災
研
修
を
考
え
た
。

夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
東
北（H

.2
4
.1
1

）で
学
生
が
発

表
し
た
研
修
旅
行
企
画
は
、大
き
な

拍
手
を
浴
び
た
。

　
平
成
26
年
・
27
年
に
は
、東
京
の
高

校
の
修
学
旅
行
生
が
各
年
3
0
0
人

を
超
え
る
規
模
で
石
巻
圏
に
一
日
滞

在
し
、本
学
で
の
特
別
授
業
を
受
け
、

各
年
市
内
8
ヵ
所
・
10
ヵ
所
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。教
員
ら

が
石
巻
で
の
受
け
入
れ
準
備
と
授
業

を
行
い
、来
訪
日
に
学
生
は
授
業
を

高
校
生
と
と
も
に
受
け
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
現
場
で
視
察
し
た
。こ

れ
は
、私
達
に
は
、教
育
旅
行
で
被
災

地
に
行
き
活
動
す
る
こ
と
の
教
育

的
・
経
済
的
・
社
会
的
意
義
、そ
の
継

続
性
等
に
つ
い
て
考
え
る
素
材
と
な

っ
た
。

　
異
文
化
交
流
も
活
発
化
し
た
。

U
C
L
A

（H
.2
3
.1
2
,H
.2
4
.0
3

）、パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
大
学（H

2
5
.

06

）が
被
災
地
と
本
学
を
視
察
し
た
。

後
者
の
書
道
・
折
り
鶴
等
体
験
で
私

達
も
日
本
文
化
を
意
識
し
、ま
た
、石

巻
の
被
災
状
況
と
観
光
の
説
明
を
経

験
し
て
学
生
と
私
の
英
語
の
練
習
に

な
っ
た
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大

学
の
学
生
歌
舞
伎
団
訪
問
時

（H
.2
9
.0
9

）に
は
日
豪
交
流
会
を
行

の
オ
ブ
ジ
ェ「
が
れ
き
で
作
っ
た
サ

ン
・
フ
ァ
ン
号
」の
製
作
を
発
案
し
、

市
の
許
可
を
得
て
廃
棄
物
の
仮
置
き

場
か
ら
材
木
を
調
達
し
た
。美
術
部

部
長
の
学
生
が
率
先
し
、材
木
を
組

み
い
か
だ
を
作
り
、マ
ス
ト
と
横
木

を
固
定
し
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
。ロ
ー

年
の
節
目
の
間
、学
生
か
ら
慶
長
使

節
を
活
用
し
た
展
開
企
画
の
提
案
は

出
な
か
っ
た
。

　
地
元
の
資
源
を
生
か
し
た
観
光
振

興
に
学
生
が
継
続
的
に
か
か
わ
る
た

め
、資
源
と
学
生
の
関
心
の
接
点
を

見
出
す
こ
と
が
、教
員
と
し
て
の
私

の
未
完
の
課
題
で
あ
る
。

継
続
的
交
流

　
ほ
と
ん
ど
の
来
訪
者
と
の
ご
縁
は

1
、2
度
だ
っ
た
が
、継
続
的
交
流
の

例
も
あ
る
。平
成
23
年
12
月
以
来
、日

本
計
画
行
政
学
会
の
原
田
博
夫
氏

（
専
修
大
学
教
授
＝
以
下
肩
書
は
初

来
訪
時
）、香
川
敏
幸
氏（
慶
應
義
塾

大
学
名
誉
教
授
）、泰
松
範
行
氏（
東

洋
学
園
大
学
准
教
授
）ら
は
幾
度
も

来
訪
し
、私
の
ゼ
ミ
と
交
流
し
た
。最

初
に
訪
れ
た
学
生
の
被
災
地
学
生
を

思
い
や
る
表
情
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
こ
の
一
行
は
政
治
学
的
な
方
法
論

「
熟
議
カ
フ
ェ
」の
石
巻
版
を
繰
り
返

し
開
催
し
た
。そ
の
名
称「
ほ
え
〜
る

カ
フ
ェ
」は
、牡
鹿
半
島
伝
統
漁
の
鯨

（
＝
ホ
エ
ー
ル
）と
、学
生
が
声
高
に

話
す（
＝
吠
え
る
）こ
と
へ
の
期
待
を

か
け
て
あ
る（
以
下
カ
フ
ェ
）。各
地

で
の
臨
時
合
同
ゼ
ミ
で
日
頃
の
活
動

紹
介
、4
、5
名
の
混
合
班
で
の
被
災

状
況
等
の
情
報
交
換
、新
ツ
ア
ー
企

画
の
ア
イ
デ
ア
交
換
等
を
し
た
。こ

れ
は
背
景
・
立
場
の
異
な
る
人
と
の

丸
岡 

泰（
ま
る
お
か・や
す
し
）

石
巻
専
修
大
学
経
営
学
部
教
授
。上
智
大
学
大
学
院
修
了
。博
士（
国
際
関

係
論
）。経
済
発
展
と
観
光
の
研
究
中
。論
文
に
、丸
岡
泰「
災
害
ボ
ラ
ン
ティ

ア・ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
間
組
織
の
機
能
に
関
す
る
一
考
察
―
東
日
本
大
震
災

後
の
石
巻
圏
の
経
験
か
ら
」『
経
営
学
研
究
』（
石
巻
専
修
大
学
）、23（
1
），

2
0
1
1‥

丸
岡
泰
、大
森
信
治
郎
、清
水
義
春
、庄
子
真
岐「
東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
初
期

の
石
巻
圏
へ
の
旅
行
振
興
―
旅
行
実
態
と
奥
尻
島
の
防
災
研
修
事
例
に
基
づ
く
考
察
―
」『
観
光

研
究
』24（
1
）、2
0
1
2
.

09
:
丸
岡
泰
、泰
松
範
行「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
復
興
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
－
宮
城
県
南
三
陸
町
の
事
例
か
ら
|
」『
日
本
海
水
学
会
誌
』第
70
巻
、

2
0
1
6
等
。

プ
を
連
結
す
る「
デ
ッ
ド
・
ア
イ
」の

穴
あ
け
の
際
に
彫
刻
刀
で
手
を
切
り

出
血
し
て
も
完
成
に
向
か
っ
た
彼
は
、

ゼ
ミ
の
リ
ー
ダ
ー
の
経
験
と
い
う
学

び
を
得
た
。

　
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
岸
壁
で
記
念
撮

影
の
背
景
と
な
っ
た
。来
訪
者
の
写

真
を
そ
の
場
で
2
枚
印
刷
し
て
1
枚

を
贈
呈
し
、も
う
1
枚
を
オ
ブ
ジ
ェ

の
ロ
ー
プ
に
帆
を
張
る
よ
う
に
付
け

て
い
く
、乗
客
参
加
型
ア
ー
ト
と
し

た
。地
域
性
と
復
興
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
備
え
た
企
画
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、被
災
の
た
め
、地
元
で
の

慶
長
使
節
4
0
0
年
へ
の
関
心
は
高

ま
ら
な
か
っ
た
。平
成
25
年
度
に
は

ゼ
ミ
で
使
節
史
の
文
献
を
読
み
、仙

台
の
七
夕
祭
り（H

.2
5
.0
8

）で
復
興

と
使
節
の
関
連
展
示
を
行
い
、ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
展
示
用
の
サ
ン
・
フ
ァ
ン

号
の
模
型
製
作
を
試
み
た
が
、学
生

の
動
機
が
強
ま
ら
ず
、展
示
で
き
る

作
品
は
完
成
し
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
も
市
民
と
学
生
の
興
味
を

引
こ
う
と
、慶
長
使
節
関
連
講
演

（H
.27.10

、H.28.11

、H29.06

）・

復
元
船
内
覧
会（H

.3
0
.1
1

）・
映
画

「
ハ
ポ
ン
さ
ん
」上
映
と
監
督
ラ
イ
ブ

ト
ー
ク（R

.0
1
.0
7

）等
の
企
画
を
実

施
し
、ま
た
、令
和
元
年
10
月
の
サ

ン
・
フ
ァ
ン
号
の
出
帆
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
帆
船
形
の
立
体
凧「
帆
船
凧
」の

工
作
体
験
テ
ン
ト
を
ゼ
ミ
で
開
設
し

た
。し
か
し
、残
念
な
が
ら
、4
0
0

震
災
は
不
幸
な
で
き
ご
と
だ
っ
た
が
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
た
出
会
い
と
交
流
が
あ
り
、

そ
れ
が
被
災
地
で
学
ぶ
学
生
と
私
の
励
み
と
な
り
、財
産
に
な
っ
た

波
の
傷
跡
が
生
々
し
く
、関
係
者
は

お
も
て
な
し
は
難
し
い
と
思
っ
て
い

た
の
に
対
し
、仙
台
市
関
係
者
は
す

で
に
観
光
復
興
に
積
極
的
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、銀
座
で
提
供
し
た
い
し
の

ま
き
丼
を
放
射
能
が
怖
い
と
言
っ
て

断
る
人
が
い
た
と
聞
き
、大
き
な
認

識
差
の
存
在
を
知
っ
た
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
後
の
放
射
能

の
風
評
被
害
の
問
題
は
農
業
・
民
泊

体
験
先
の
農
家
の
方
か
ら
も
聞
く
機

会
が
あ
り（H

.2
4
.1
1

）、学
生
も
私

も
、そ
の
克
服
方
法
を
考
え
る
必
要

を
リ
ア
ル
に
感
じ
た
。

慶
長
使
節
4
0
0
年

　
江
戸
時
代
初
期
、伊
達
政
宗
が
現

石
巻
市
で
大
型
木
造
帆
船
を
作
ら
せ
、

支
倉
常
長
ら
を
メ
キ
シ
コ
経
由
で
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
し
た
慶
長
使
節
は
、

出
発
が
慶
長
18
年（
1
6
1
3
）、支

倉
の
帰
国
が
元
和
6
年（
1
6
2
0
）

で
あ
る
。
平
成
25
年
‐
令
和
2
年

（
2
0
1
3
‐
2
0
2
0
）は
そ
の

4
0
0
年
後
に
相
当
し
た
。

　
市
の
誘
致
と
被
災
地
へ
の
関
心
に

よ
り
、石
巻
市
に
は
平
成
24
年
に
2

隻
、25
年
に
3
隻
の
ク
ル
ー
ズ
船
が

寄
港
し
た
。自
前
の
宿
泊
・
飲
食
施
設

を
有
す
る
船
の
た
め
、被
災
地
寄
港

も
可
能
だ
っ
た
。本
学
の
観
光
3
ゼ

ミ（
清
水
・
庄
子
・
丸
岡
）が
岸
壁
の
テ

ン
ト
で
乗
客
を
歓
迎
し
た
。こ
れ
は
、

笑
顔
を
見
せ
に
く
い
状
況
下
で
の
歓

迎
企
画
へ
の
挑
戦
だ
っ
た
。私
達
の

テ
ン
ト
の
内
容
は
震
災
語
り
部
、防

災
、『
石
巻
復
興
N
E
W
S
』拡
大
版
、

そ
し
て
慶
長
使
節
4
0
0
年
だ
っ
た
。

　
こ
の
機
に
私
の
ゼ
ミ
は
被
災
と
慶

長
使
節
を
結
び
付
け
た
等
身
大
の
船

意
見
交
換
・
発
表
と
発
想
の
訓
練
に

な
っ
た
。

　
平
成
24
年
12
月
、石
巻
の
学
生
と

私
は
訪
問
し
た
東
京
で
の
カ
フ
ェ
の

翌
日
、東
洋
学
園
大
学
学
生
が
企
画
・

案
内
し
た
復
興
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

東
京
駅
・
秋
葉
原
・
浅
草
等
を
鉄
道
・

水
上
バ
ス
等
で
移
動
し
、東
京
駅
設

置
の
石
巻
産
雄
勝
石
製
の
美
術
作
品

や
関
東
大
震
災
後
の
復
興
で
作
ら
れ

た
橋
々
を
見
た
。学
生
の
イ
ラ
ス
ト

と
解
説
付
き
案
内
冊
子
ま
で
手
渡
さ

れ
た
。石
巻
の
学
生
も
私
も
、東
京
の

賑
わ
い
が
復
興
の
成
果
だ
と
再
認
識

し
、ま
た
、温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
平
成
26
年
12
月
、宮
城
県
大
崎
市

観
光
協
会
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー「
東

北
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
同
じ
東
京
の
一
行
と
私
の
ゼ

ミ
学
生
が
参
加
し
た
。南
三
陸
町
で

の
食
事
の
際
、双
方
に
新
潟
県
出
身

学
生
が
い
た
た
め
急
に
距
離
感
が
な

く
な
り
、連
絡
先
交
換
に
至
っ
た
。同

町
で
津
波
時
の
避
難
訓
練
・
林
業
の

間
伐
体
験
・
カ
フ
ェ
・
食
事
・
宿
泊
、登

米
市
で
明
治
の
尋
常
小
学
校
舎
等
の

訪
問
・
6
次
産
業
化
成
功
企
業
の
見

学
・
食
事
と
地
元
の
観
光
関
係
者
と

の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。主
催
側
は

東
京
・
宮
城
の
学
生
の
意
見
を
歓
迎

し
、ま
た
、両
学
生
に
と
っ
て
間
伐
は

新
鮮
な
体
験
で
好
評
だ
っ
た
。

　
平
成
27
年
8
月
に
は
一
行
に
手
塚

崇
子
氏（
川
村
学
園
女
子
大
学
講
師
）

と
学
生
、本
学
の
庄
子
真
岐
氏（
准
教

授
）も
加
わ
り
、石
巻
市
の
被
災
水
産

加
工
企
業
の
見
学
、仮
設
住
宅
の
住

民
か
ら
地
域
の
震
災
前
後
の
様
子
を

聞
き
地
図
を
作
る
カ
フ
ェ
を
開
催
し

た
。被
災
企
業
の
実
態
と
牛
タ
ン
つ

く
ね
等
の
地
元
産
品
へ
の
来
訪
者
の

好
印
象
、そ
し
て
住
民
の
地
域
へ
の

思
い
を
知
る
機
会
に
な
っ
た
。

　
震
災
は
不
幸
な
で
き
ご
と
だ
っ
た

が
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
た
出
会

い
と
交
流
が
あ
り
、そ
れ
が
被
災
地

で
学
ぶ
学
生
と
私
の
励
み
と
な
り
、

財
産
に
な
っ
た
。こ
の
場
を
お
借
り

し
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

　
震
災
後
10
年
目
、令
和
2
年
度
前

期
の
授
業
の
多
く
は
、新
型
コ
ロ
ナ

禍
で
人
の
移
動
が
止
ま
る
中
、画
面

越
し
の
遠
隔
式
で
行
わ
れ
た
。ゼ
ミ

教
材
に
私
は
震
災
で
は
な
く
発
展
途

上
国
の
観
光
の
文
献
を
選
ん
だ
が
、

発
表
者
以
外
の
学
生
の
集
中
度
が
つ

か
め
ず
、理
解
が
進
ん
だ
実
感
は
乏

し
か
っ
た
。

　
後
期
、教
室
で
の
ゼ
ミ
が
復
活
し

た
が
、学
生
も
私
も
マ
ス
ク
姿
で
顔

は
一
部
し
か
見
え
な
い
。指
導
不
足

の
ま
ま
、12
月
の
日
本
観
光
研
究
学

会
東
北
支
部
大
会（
遠
隔
）で
私
の
ゼ

ミ
学
生
が
4
件
発
表
し
た
。ほ
ぼ
自

由
に
任
せ
た
中
で
学
生
が
選
ん
だ
テ

ー
マ
は
震
災
関
連
1
件
、他
は
地
域

振
興
、プ
ロ
野
球
経
営
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
だ
っ
た
。自
然
な
こ
と
に
、時

が
流
れ
、世
代
交
代
と
人
心
の
震
災

離
れ
は
進
ん
で
い
る
。

　
震
災
被
災
地
で
私
達
は
人
と
の
つ

な
が
り
と
交
流
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
そ
れ
ら
か
ら
隔

離
さ
れ
た
。友
人
や
教
員
と
の
通
常

の
対
人
関
係
、イ
ベ
ン
ト
や
旅
行
に

制
限
の
あ
る
生
活
の
中
で
観
光
を
学

ぶ
学
生
は
十
分
な
成
長
の
た
め
の
経

験
を
得
て
い
な
い
。そ
れ
は
全
世
界

的
現
象
と
し
て
も
、観
光
復
興
の
推

進
力
と
な
る
人
材
育
成
を
必
要
と
す

る
被
災
地
に
お
い
て
は
、よ
り
貴
重

な
機
会
の
喪
失
で
あ
る
。早
期
の
平

常
化
と
被
災
地
の
復
興
の
進
展
を
祈

っ
て
い
る
。
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東
日
本
大
震
災
後
の

被
災
地
石
巻
市
で
の

観
光
教
育

　
平
成
23
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
か
ら
今
年
で
10
年
で
あ
る
。本

稿
は
、そ
の
最
大
の
被
災
地
の
宮
城

県
石
巻
市
に
あ
る
石
巻
専
修
大
学
の

私
の
ゼ
ミ
の
観
光
教
育
を
ご
紹
介
す

る
。本
学
は
平
成
元
年
に
学
校
法
人

専
修
大
学
が
開
学
し
た
。私
は
平
成

10
年
に
着
任
し
、ゼ
ミ
で
は
平
成
19

年
頃
か
ら
観
光
に
焦
点
を
合
わ
せ
、

学
生
に
は
経
済
発
展
と
観
光
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。

　
石
巻
市
は
1
級
河
川
の
北
上
川
河

口
の
港
町
で
、昔
か
ら
漁
港
・
舟
運
拠

点
と
し
て
栄
え
た
。石
巻
市
、西
隣
の

東
松
島
市
と
東
隣
の
女
川
町
を
合
わ

せ
た
石
巻
圏
2
市
1
町（
震
災
前
人

口
約
21
万
人
）に
お
け
る
震
災
の
死

者
・
行
方
不
明
・
関
連
死
者
数
は
約
6

千
人
を
数
え
、本
学
学
生
も
6
人
自

宅
等
で
亡
く
な
っ
た
。多
く
の
人
が

家
族
と
家
や
職
場
を
失
い
、避
難
所
、

仮
設
住
宅
等
で
暮
ら
し
、通
学
・
就
学

環
境
も
悪
化
し
た
。

　
震
災
前
、石
巻
圏
の
主
な
交
流
拠

点
は
、慶
長
使
節
復
元
船
サ
ン
・
フ
ァ

ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
と
そ
の
関
連

施
設
、そ
し
て
宮
城
県
出
身
漫
画
家

の
名
を
冠
し
た
石
ノ
森
萬
画
館
だ
っ

た
が
、津
波
で
沿
岸
部
の
建
設
物
が

ほ
ぼ
壊
滅
的
と
な
り
、通
常
の
観
光

客
の
来
訪
は
な
く
な
っ
た
。代
わ
っ

て
多
く
の
行
政
関
係
者
や
支
援
・
視

察
、復
興
事
業
に
関
わ
る
土
木
・
建
設

作
業
員
等
が
訪
れ
た
。

　
こ
の
激
変
の
中
の
10
年
間
の
私
達

の
学
び
は
、す
べ
て
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
だ
っ
た
。

語
り
部

　
例
年
よ
り
も
約
1
か
月
遅
れ
て
始

ま
っ
た
震
災
年
の
ゼ
ミ
は
学
生
の
被

災
状
況
を
聞
く
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

学
生
の
一
人
は
、市
内
沿
岸
部
の
自

家
用
車
内
で
津
波
に
襲
わ
れ
、脱
出

し
水
の
中
を
歩
き
、水
流
を
逃
れ
て

近
く
の
ビ
ル
に
た
ど
り
着
き
、寒
さ

に
耐
え
生
き
延
び
た
。事
情
を
知
っ

た
私
は
授
業
後
に
彼
を
呼
び
止
め
、

来
訪
者
に
経
験
を
話
せ
る
か
尋
ね
、

う
な
ず
く
の
を
見
て
、そ
れ
を
勧
め

た
。

　
彼
が
経
験
を
話
す
と
、来
訪
者
は

皆
そ
の
話
に
聞
き
入
っ
た
。語
り
部

の
意
義
を
自
覚
す
る
と
、彼
は
自
主

的
に
石
巻
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

と
と
も
に
活
動
を
継
続
し
、地
元
だ

け
で
な
く
東
京
等
で
も
人
前
で
話
し

た
。自
ら
被
災
地
の
最
新
情
報
を
調

べ
て
い
た
し
、話
し
方
は
す
ぐ
に
上

い
、学
生
は
自
主
的
宴
会
も
開
い
た
。

国
ご
と
の
大
学
事
情
の
相
違
へ
の
理

解
が
進
み
、度
胸
は
付
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
私
達
は
被
災
地
来
訪

者
ら
と
行
動
を
と
も
に
し
、多
様
な

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

学
び
を
経
験
し
た
。

被
災
地
内
外
の
認
識
差

　
平
成
23
年
11
月
、被
災
地
支
援
感

謝
、情
報
発
信
、観
光
復
興
ア
ピ
ー
ル

等
を
目
的
と
す
る
宮
城
県
補
助
事
業

「
仙
台
宮
城
食
と
観
光
首
都
圏
キ
ャ

ラ
バ
ン
」が
行
わ
れ
た
。石
巻
か
ら
大

学
生
・
教
員
、石
巻
信
用
金
庫
と
料
理

店
関
係
者
等
総
勢
43
名
が
東
京
神
田

の
専
修
大
学
教
室
と
銀
座
会
場
等
に

向
か
っ
た
。

　
神
田
で
は
被
災
前
に
石
巻
で
撮
影

し
た
映
画「
エ
ク
レ
ー
ル
　
お
菓
子

放
浪
記
」上
映
と
私
の
映
画
製
作
応

援
活
動
・
被
災
地
報
告
、学
生
と
市
民

が
音
楽
に
合
わ
せ
ス
コ
ッ
プ
を
三
味

線
の
よ
う
に
鳴
ら
す
新
芸
能「
ス
コ

ッ
プ
三
味
線
」、学
生
と
信
用
金
庫
の

石
巻
の
飲
料
・
菓
子
の
紹
介
・
試
飲

食
・
販
売
、被
災
地
写
真
展
で
学
生
の

P
R
実
践
機
会
と
な
っ
た
。銀
座
で

は
料
理
店
の
創
作「
い
し
の
ま
き
丼
」

が
無
料
提
供
さ
れ
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
石
巻
を
離
れ

た
こ
と
で
、被
災
地
と
そ
の
外
の
違

い
を
知
っ
た
。当
時
の
石
巻
市
は
津

達
し
た
。N
P
O
発
行
の
機
関
誌
へ

の
寄
稿
な
ど
、目
の
前
の
学
習
機
会

を
よ
く
活
か
し
た
。

　
彼
は
４
年
時
、当
時
問
題
と
な
っ

て
い
た
自
分
の
母
校
の
門
脇
小
学
校

校
舎
の
遺
構
保
存
問
題
を
卒
業
論
文

で
取
り
上
げ
た
。津
波
の
際
の
火
災

で
焼
け
黒
く
な
っ
た
校
舎
を「
震
災

を
忘
れ
な
い
よ
う
保
存
す
べ
き
」と

い
う
来
訪
者
の
意
見
と
、「
震
災
を
忘

れ
た
い
か
ら
壊
し
て
」と
い
う
地
元

に
あ
る
意
見
の
差
を
認
識
し
、自
分

で
調
査
を
行
っ
た
。結
論
は
、可
能
な

予
算
に
応
じ
た
遺
構
の
部
分
保
存
と

い
う
、現
実
的
方
法
だ
っ
た
。私
の
教

員
生
活
で
見
た
中
で
も
っ
と
も
完
成

度
の
高
い
卒
業
論
文
だ
っ
た
。

　
震
災
前
、彼
は
目
立
た
な
か
っ
た

が
、つ
ら
い
体
験
を
経
て
積
極
的
な

学
び
の
姿
勢
と
技
術
を
身
に
付
け
、

傑
出
し
た
学
生
に
な
り
卒
業
し
て
い

っ
た
。

被
災
地
へ
の
来
訪
者

　
激
変
し
た
環
境
の
中
で
、私
達
は

目
の
前
の
新
し
い
交
流
に
接
し
、そ

の
理
解
を
目
指
し
た
。幸
い
、「
震
災

の
こ
と
を
考
え
た
く
な
い
」と
い
う

学
生
は
い
な
か
っ
た
。被
災
地
の
情

報
発
信
と
教
育
を
兼
ね
、学
生
の
記

事
を
か
わ
ら
版『
石
巻
復
興
N
E
W

S
』で
H
P
配
信
し
た
。

　
震
災
後
約
半
年
、本
学
の
グ
ラ
ン

ド
に
は
各
地
か
ら
津
波
被
災
家
屋
の

「
泥
出
し
」や「
炊
き
出
し
」に
来
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
テ
ン
ト
が
あ
り
、私

達
は
彼
ら
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
た
。

7
月
末
、旧
北
上
川
岸
に
遺
族
の
嗚

咽
が
響
く
中
、私
達
も
来
訪
諸
団
体

と
協
力
し
慰
霊
の
灯
篭
を
流
し
た
。

8
月
末
に
は
私
達
も
泥
出
し
を
手
伝

っ
た
。ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
住

民
感
情
は
感
謝
か
迷
惑
か
、在
宅
者

を
訪
問
調
査
し
、大
多
数
が
感
謝
と

い
う
結
果
を
得
た
。メ
デ
ィ
ア
と
調

査
の
相
違
を
学
生
が
実
感
し
た
。

　
こ
の
頃
私
達
は
、被
災
地
の
こ
と

を
知
り
、伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
。本

学
に
出
入
り
し
て
い
た
ピ
ー
ス
ボ
ー

ト
や
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
、

石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
ゼ
ミ

時
間
に
活
動
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、

被
災
地
と
こ
れ
ら
の
組
織
の
情
報
を

得
た
。逆
に
私
達
も
、N
P
O
法
人
の

ツ
ア
ー
「
石
巻
元
気
ト
リ
ッ
プ
」

（H
.2
4
.0
6

）の
時
間
を
借
り
、被
災

体
験
と
教
訓
、現
地
の
様
子
を
来
訪

者
に
紹
介
し
た
。

　
相
次
い
だ
教
育
機
関
の
視
察
・
支

援
活
動
等
も
被
災
地
特
有
の
学
び
を

も
た
ら
し
た
。会
津
短
大
・
近
畿
大

学
・
本
学
の
3
大
学
復
興
意
見
交
換

会
を
開
催
し
た（H

.2
3
.1
0

）。奈
良

県
立
大
学（H

.2
4
.0
5

）、明
治
大
学

（H
.2
4
.1
2

）の
来
訪
時
に
は
、私
の

ゼ
ミ
学
生
と
合
同
で
津
波
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
を
し
た
。こ
の
頃
は
学

生
と
私
は
、復
興
の
方
法
と
し
て
来

訪
者
向
け
の
防
災
研
修
を
考
え
た
。

夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
東
北（H

.2
4
.1
1

）で
学
生
が
発

表
し
た
研
修
旅
行
企
画
は
、大
き
な

拍
手
を
浴
び
た
。

　
平
成
26
年
・
27
年
に
は
、東
京
の
高

校
の
修
学
旅
行
生
が
各
年
3
0
0
人

を
超
え
る
規
模
で
石
巻
圏
に
一
日
滞

在
し
、本
学
で
の
特
別
授
業
を
受
け
、

各
年
市
内
8
ヵ
所
・
10
ヵ
所
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。教
員
ら

が
石
巻
で
の
受
け
入
れ
準
備
と
授
業

を
行
い
、来
訪
日
に
学
生
は
授
業
を

高
校
生
と
と
も
に
受
け
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
現
場
で
視
察
し
た
。こ

れ
は
、私
達
に
は
、教
育
旅
行
で
被
災

地
に
行
き
活
動
す
る
こ
と
の
教
育

的
・
経
済
的
・
社
会
的
意
義
、そ
の
継

続
性
等
に
つ
い
て
考
え
る
素
材
と
な

っ
た
。

　
異
文
化
交
流
も
活
発
化
し
た
。

U
C
L
A

（H
.2
3
.1
2
,H
.2
4
.0
3

）、パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
大
学（H

2
5
.

06

）が
被
災
地
と
本
学
を
視
察
し
た
。

後
者
の
書
道
・
折
り
鶴
等
体
験
で
私

達
も
日
本
文
化
を
意
識
し
、ま
た
、石

巻
の
被
災
状
況
と
観
光
の
説
明
を
経

験
し
て
学
生
と
私
の
英
語
の
練
習
に

な
っ
た
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大

学
の
学
生
歌
舞
伎
団
訪
問
時

（H
.2
9
.0
9

）に
は
日
豪
交
流
会
を
行

の
オ
ブ
ジ
ェ「
が
れ
き
で
作
っ
た
サ

ン
・
フ
ァ
ン
号
」の
製
作
を
発
案
し
、

市
の
許
可
を
得
て
廃
棄
物
の
仮
置
き

場
か
ら
材
木
を
調
達
し
た
。美
術
部

部
長
の
学
生
が
率
先
し
、材
木
を
組

み
い
か
だ
を
作
り
、マ
ス
ト
と
横
木

を
固
定
し
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
。ロ
ー

年
の
節
目
の
間
、学
生
か
ら
慶
長
使

節
を
活
用
し
た
展
開
企
画
の
提
案
は

出
な
か
っ
た
。

　
地
元
の
資
源
を
生
か
し
た
観
光
振

興
に
学
生
が
継
続
的
に
か
か
わ
る
た

め
、資
源
と
学
生
の
関
心
の
接
点
を

見
出
す
こ
と
が
、教
員
と
し
て
の
私

の
未
完
の
課
題
で
あ
る
。

継
続
的
交
流

　
ほ
と
ん
ど
の
来
訪
者
と
の
ご
縁
は

1
、2
度
だ
っ
た
が
、継
続
的
交
流
の

例
も
あ
る
。平
成
23
年
12
月
以
来
、日

本
計
画
行
政
学
会
の
原
田
博
夫
氏

（
専
修
大
学
教
授
＝
以
下
肩
書
は
初

来
訪
時
）、香
川
敏
幸
氏（
慶
應
義
塾

大
学
名
誉
教
授
）、泰
松
範
行
氏（
東

洋
学
園
大
学
准
教
授
）ら
は
幾
度
も

来
訪
し
、私
の
ゼ
ミ
と
交
流
し
た
。最

初
に
訪
れ
た
学
生
の
被
災
地
学
生
を

思
い
や
る
表
情
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
こ
の
一
行
は
政
治
学
的
な
方
法
論

「
熟
議
カ
フ
ェ
」の
石
巻
版
を
繰
り
返

し
開
催
し
た
。そ
の
名
称「
ほ
え
〜
る

カ
フ
ェ
」は
、牡
鹿
半
島
伝
統
漁
の
鯨

（
＝
ホ
エ
ー
ル
）と
、学
生
が
声
高
に

話
す（
＝
吠
え
る
）こ
と
へ
の
期
待
を

か
け
て
あ
る（
以
下
カ
フ
ェ
）。各
地

で
の
臨
時
合
同
ゼ
ミ
で
日
頃
の
活
動

紹
介
、4
、5
名
の
混
合
班
で
の
被
災

状
況
等
の
情
報
交
換
、新
ツ
ア
ー
企

画
の
ア
イ
デ
ア
交
換
等
を
し
た
。こ

れ
は
背
景
・
立
場
の
異
な
る
人
と
の

写真：がれきで作ったサン・ファン号

写真：泥出しボランティア（H.23.08）

プ
を
連
結
す
る「
デ
ッ
ド
・
ア
イ
」の

穴
あ
け
の
際
に
彫
刻
刀
で
手
を
切
り

出
血
し
て
も
完
成
に
向
か
っ
た
彼
は
、

ゼ
ミ
の
リ
ー
ダ
ー
の
経
験
と
い
う
学

び
を
得
た
。

　
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
岸
壁
で
記
念
撮

影
の
背
景
と
な
っ
た
。来
訪
者
の
写

真
を
そ
の
場
で
2
枚
印
刷
し
て
1
枚

を
贈
呈
し
、も
う
1
枚
を
オ
ブ
ジ
ェ

の
ロ
ー
プ
に
帆
を
張
る
よ
う
に
付
け

て
い
く
、乗
客
参
加
型
ア
ー
ト
と
し

た
。地
域
性
と
復
興
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
備
え
た
企
画
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、被
災
の
た
め
、地
元
で
の

慶
長
使
節
4
0
0
年
へ
の
関
心
は
高

ま
ら
な
か
っ
た
。平
成
25
年
度
に
は

ゼ
ミ
で
使
節
史
の
文
献
を
読
み
、仙

台
の
七
夕
祭
り（H

.2
5
.0
8

）で
復
興

と
使
節
の
関
連
展
示
を
行
い
、ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
展
示
用
の
サ
ン
・
フ
ァ
ン

号
の
模
型
製
作
を
試
み
た
が
、学
生

の
動
機
が
強
ま
ら
ず
、展
示
で
き
る

作
品
は
完
成
し
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
も
市
民
と
学
生
の
興
味
を

引
こ
う
と
、慶
長
使
節
関
連
講
演

（H
.27.10

、H.28.11

、H29.06

）・

復
元
船
内
覧
会（H

.3
0
.1
1

）・
映
画

「
ハ
ポ
ン
さ
ん
」上
映
と
監
督
ラ
イ
ブ

ト
ー
ク（R

.0
1
.0
7

）等
の
企
画
を
実

施
し
、ま
た
、令
和
元
年
10
月
の
サ

ン
・
フ
ァ
ン
号
の
出
帆
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
帆
船
形
の
立
体
凧「
帆
船
凧
」の

工
作
体
験
テ
ン
ト
を
ゼ
ミ
で
開
設
し

た
。し
か
し
、残
念
な
が
ら
、4
0
0

波
の
傷
跡
が
生
々
し
く
、関
係
者
は

お
も
て
な
し
は
難
し
い
と
思
っ
て
い

た
の
に
対
し
、仙
台
市
関
係
者
は
す

で
に
観
光
復
興
に
積
極
的
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、銀
座
で
提
供
し
た
い
し
の

ま
き
丼
を
放
射
能
が
怖
い
と
言
っ
て

断
る
人
が
い
た
と
聞
き
、大
き
な
認

識
差
の
存
在
を
知
っ
た
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
後
の
放
射
能

の
風
評
被
害
の
問
題
は
農
業
・
民
泊

体
験
先
の
農
家
の
方
か
ら
も
聞
く
機

会
が
あ
り（H

.2
4
.1
1

）、学
生
も
私

も
、そ
の
克
服
方
法
を
考
え
る
必
要

を
リ
ア
ル
に
感
じ
た
。

慶
長
使
節
4
0
0
年

　
江
戸
時
代
初
期
、伊
達
政
宗
が
現

石
巻
市
で
大
型
木
造
帆
船
を
作
ら
せ
、

支
倉
常
長
ら
を
メ
キ
シ
コ
経
由
で
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
し
た
慶
長
使
節
は
、

出
発
が
慶
長
18
年（
1
6
1
3
）、支

倉
の
帰
国
が
元
和
6
年（
1
6
2
0
）

で
あ
る
。
平
成
25
年
‐
令
和
2
年

（
2
0
1
3
‐
2
0
2
0
）は
そ
の

4
0
0
年
後
に
相
当
し
た
。

　
市
の
誘
致
と
被
災
地
へ
の
関
心
に

よ
り
、石
巻
市
に
は
平
成
24
年
に
2

隻
、25
年
に
3
隻
の
ク
ル
ー
ズ
船
が

寄
港
し
た
。自
前
の
宿
泊
・
飲
食
施
設

を
有
す
る
船
の
た
め
、被
災
地
寄
港

も
可
能
だ
っ
た
。本
学
の
観
光
3
ゼ

ミ（
清
水
・
庄
子
・
丸
岡
）が
岸
壁
の
テ

ン
ト
で
乗
客
を
歓
迎
し
た
。こ
れ
は
、

笑
顔
を
見
せ
に
く
い
状
況
下
で
の
歓

迎
企
画
へ
の
挑
戦
だ
っ
た
。私
達
の

テ
ン
ト
の
内
容
は
震
災
語
り
部
、防

災
、『
石
巻
復
興
N
E
W
S
』拡
大
版
、

そ
し
て
慶
長
使
節
4
0
0
年
だ
っ
た
。

　
こ
の
機
に
私
の
ゼ
ミ
は
被
災
と
慶

長
使
節
を
結
び
付
け
た
等
身
大
の
船

意
見
交
換
・
発
表
と
発
想
の
訓
練
に

な
っ
た
。

　
平
成
24
年
12
月
、石
巻
の
学
生
と

私
は
訪
問
し
た
東
京
で
の
カ
フ
ェ
の

翌
日
、東
洋
学
園
大
学
学
生
が
企
画
・

案
内
し
た
復
興
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

東
京
駅
・
秋
葉
原
・
浅
草
等
を
鉄
道
・

水
上
バ
ス
等
で
移
動
し
、東
京
駅
設

置
の
石
巻
産
雄
勝
石
製
の
美
術
作
品

や
関
東
大
震
災
後
の
復
興
で
作
ら
れ

た
橋
々
を
見
た
。学
生
の
イ
ラ
ス
ト

と
解
説
付
き
案
内
冊
子
ま
で
手
渡
さ

れ
た
。石
巻
の
学
生
も
私
も
、東
京
の

賑
わ
い
が
復
興
の
成
果
だ
と
再
認
識

し
、ま
た
、温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
平
成
26
年
12
月
、宮
城
県
大
崎
市

観
光
協
会
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー「
東

北
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
同
じ
東
京
の
一
行
と
私
の
ゼ

ミ
学
生
が
参
加
し
た
。南
三
陸
町
で

の
食
事
の
際
、双
方
に
新
潟
県
出
身

学
生
が
い
た
た
め
急
に
距
離
感
が
な

く
な
り
、連
絡
先
交
換
に
至
っ
た
。同

町
で
津
波
時
の
避
難
訓
練
・
林
業
の

間
伐
体
験
・
カ
フ
ェ
・
食
事
・
宿
泊
、登

米
市
で
明
治
の
尋
常
小
学
校
舎
等
の

訪
問
・
6
次
産
業
化
成
功
企
業
の
見

学
・
食
事
と
地
元
の
観
光
関
係
者
と

の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。主
催
側
は

東
京
・
宮
城
の
学
生
の
意
見
を
歓
迎

し
、ま
た
、両
学
生
に
と
っ
て
間
伐
は

新
鮮
な
体
験
で
好
評
だ
っ
た
。

　
平
成
27
年
8
月
に
は
一
行
に
手
塚

崇
子
氏（
川
村
学
園
女
子
大
学
講
師
）

と
学
生
、本
学
の
庄
子
真
岐
氏（
准
教

授
）も
加
わ
り
、石
巻
市
の
被
災
水
産

加
工
企
業
の
見
学
、仮
設
住
宅
の
住

民
か
ら
地
域
の
震
災
前
後
の
様
子
を

聞
き
地
図
を
作
る
カ
フ
ェ
を
開
催
し

た
。被
災
企
業
の
実
態
と
牛
タ
ン
つ

く
ね
等
の
地
元
産
品
へ
の
来
訪
者
の

好
印
象
、そ
し
て
住
民
の
地
域
へ
の

思
い
を
知
る
機
会
に
な
っ
た
。

　
震
災
は
不
幸
な
で
き
ご
と
だ
っ
た

が
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
た
出
会

い
と
交
流
が
あ
り
、そ
れ
が
被
災
地

で
学
ぶ
学
生
と
私
の
励
み
と
な
り
、

財
産
に
な
っ
た
。こ
の
場
を
お
借
り

し
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

　
震
災
後
10
年
目
、令
和
2
年
度
前

期
の
授
業
の
多
く
は
、新
型
コ
ロ
ナ

禍
で
人
の
移
動
が
止
ま
る
中
、画
面

越
し
の
遠
隔
式
で
行
わ
れ
た
。ゼ
ミ

教
材
に
私
は
震
災
で
は
な
く
発
展
途

上
国
の
観
光
の
文
献
を
選
ん
だ
が
、

発
表
者
以
外
の
学
生
の
集
中
度
が
つ

か
め
ず
、理
解
が
進
ん
だ
実
感
は
乏

し
か
っ
た
。

　
後
期
、教
室
で
の
ゼ
ミ
が
復
活
し

た
が
、学
生
も
私
も
マ
ス
ク
姿
で
顔

は
一
部
し
か
見
え
な
い
。指
導
不
足

の
ま
ま
、12
月
の
日
本
観
光
研
究
学

会
東
北
支
部
大
会（
遠
隔
）で
私
の
ゼ

ミ
学
生
が
4
件
発
表
し
た
。ほ
ぼ
自

由
に
任
せ
た
中
で
学
生
が
選
ん
だ
テ

ー
マ
は
震
災
関
連
1
件
、他
は
地
域

振
興
、プ
ロ
野
球
経
営
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
だ
っ
た
。自
然
な
こ
と
に
、時

が
流
れ
、世
代
交
代
と
人
心
の
震
災

離
れ
は
進
ん
で
い
る
。

　
震
災
被
災
地
で
私
達
は
人
と
の
つ

な
が
り
と
交
流
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
そ
れ
ら
か
ら
隔

離
さ
れ
た
。友
人
や
教
員
と
の
通
常

の
対
人
関
係
、イ
ベ
ン
ト
や
旅
行
に

制
限
の
あ
る
生
活
の
中
で
観
光
を
学

ぶ
学
生
は
十
分
な
成
長
の
た
め
の
経

験
を
得
て
い
な
い
。そ
れ
は
全
世
界

的
現
象
と
し
て
も
、観
光
復
興
の
推

進
力
と
な
る
人
材
育
成
を
必
要
と
す

る
被
災
地
に
お
い
て
は
、よ
り
貴
重

な
機
会
の
喪
失
で
あ
る
。早
期
の
平

常
化
と
被
災
地
の
復
興
の
進
展
を
祈

っ
て
い
る
。
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東
日
本
大
震
災
後
の

被
災
地
石
巻
市
で
の

観
光
教
育

　
平
成
23
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
か
ら
今
年
で
10
年
で
あ
る
。本

稿
は
、そ
の
最
大
の
被
災
地
の
宮
城

県
石
巻
市
に
あ
る
石
巻
専
修
大
学
の

私
の
ゼ
ミ
の
観
光
教
育
を
ご
紹
介
す

る
。本
学
は
平
成
元
年
に
学
校
法
人

専
修
大
学
が
開
学
し
た
。私
は
平
成

10
年
に
着
任
し
、ゼ
ミ
で
は
平
成
19

年
頃
か
ら
観
光
に
焦
点
を
合
わ
せ
、

学
生
に
は
経
済
発
展
と
観
光
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。

　
石
巻
市
は
1
級
河
川
の
北
上
川
河

口
の
港
町
で
、昔
か
ら
漁
港
・
舟
運
拠

点
と
し
て
栄
え
た
。石
巻
市
、西
隣
の

東
松
島
市
と
東
隣
の
女
川
町
を
合
わ

せ
た
石
巻
圏
2
市
1
町（
震
災
前
人

口
約
21
万
人
）に
お
け
る
震
災
の
死

者
・
行
方
不
明
・
関
連
死
者
数
は
約
6

千
人
を
数
え
、本
学
学
生
も
6
人
自

宅
等
で
亡
く
な
っ
た
。多
く
の
人
が

家
族
と
家
や
職
場
を
失
い
、避
難
所
、

仮
設
住
宅
等
で
暮
ら
し
、通
学
・
就
学

環
境
も
悪
化
し
た
。

　
震
災
前
、石
巻
圏
の
主
な
交
流
拠

点
は
、慶
長
使
節
復
元
船
サ
ン
・
フ
ァ

ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
と
そ
の
関
連

施
設
、そ
し
て
宮
城
県
出
身
漫
画
家

の
名
を
冠
し
た
石
ノ
森
萬
画
館
だ
っ

た
が
、津
波
で
沿
岸
部
の
建
設
物
が

ほ
ぼ
壊
滅
的
と
な
り
、通
常
の
観
光

客
の
来
訪
は
な
く
な
っ
た
。代
わ
っ

て
多
く
の
行
政
関
係
者
や
支
援
・
視

察
、復
興
事
業
に
関
わ
る
土
木
・
建
設

作
業
員
等
が
訪
れ
た
。

　
こ
の
激
変
の
中
の
10
年
間
の
私
達

の
学
び
は
、す
べ
て
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
だ
っ
た
。

語
り
部

　
例
年
よ
り
も
約
1
か
月
遅
れ
て
始

ま
っ
た
震
災
年
の
ゼ
ミ
は
学
生
の
被

災
状
況
を
聞
く
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

学
生
の
一
人
は
、市
内
沿
岸
部
の
自

家
用
車
内
で
津
波
に
襲
わ
れ
、脱
出

し
水
の
中
を
歩
き
、水
流
を
逃
れ
て

近
く
の
ビ
ル
に
た
ど
り
着
き
、寒
さ

に
耐
え
生
き
延
び
た
。事
情
を
知
っ

た
私
は
授
業
後
に
彼
を
呼
び
止
め
、

来
訪
者
に
経
験
を
話
せ
る
か
尋
ね
、

う
な
ず
く
の
を
見
て
、そ
れ
を
勧
め

た
。

　
彼
が
経
験
を
話
す
と
、来
訪
者
は

皆
そ
の
話
に
聞
き
入
っ
た
。語
り
部

の
意
義
を
自
覚
す
る
と
、彼
は
自
主

的
に
石
巻
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

と
と
も
に
活
動
を
継
続
し
、地
元
だ

け
で
な
く
東
京
等
で
も
人
前
で
話
し

た
。自
ら
被
災
地
の
最
新
情
報
を
調

べ
て
い
た
し
、話
し
方
は
す
ぐ
に
上

い
、学
生
は
自
主
的
宴
会
も
開
い
た
。

国
ご
と
の
大
学
事
情
の
相
違
へ
の
理

解
が
進
み
、度
胸
は
付
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
私
達
は
被
災
地
来
訪

者
ら
と
行
動
を
と
も
に
し
、多
様
な

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

学
び
を
経
験
し
た
。

被
災
地
内
外
の
認
識
差

　
平
成
23
年
11
月
、被
災
地
支
援
感

謝
、情
報
発
信
、観
光
復
興
ア
ピ
ー
ル

等
を
目
的
と
す
る
宮
城
県
補
助
事
業

「
仙
台
宮
城
食
と
観
光
首
都
圏
キ
ャ

ラ
バ
ン
」が
行
わ
れ
た
。石
巻
か
ら
大

学
生
・
教
員
、石
巻
信
用
金
庫
と
料
理

店
関
係
者
等
総
勢
43
名
が
東
京
神
田

の
専
修
大
学
教
室
と
銀
座
会
場
等
に

向
か
っ
た
。

　
神
田
で
は
被
災
前
に
石
巻
で
撮
影

し
た
映
画「
エ
ク
レ
ー
ル
　
お
菓
子

放
浪
記
」上
映
と
私
の
映
画
製
作
応

援
活
動
・
被
災
地
報
告
、学
生
と
市
民

が
音
楽
に
合
わ
せ
ス
コ
ッ
プ
を
三
味

線
の
よ
う
に
鳴
ら
す
新
芸
能「
ス
コ

ッ
プ
三
味
線
」、学
生
と
信
用
金
庫
の

石
巻
の
飲
料
・
菓
子
の
紹
介
・
試
飲

食
・
販
売
、被
災
地
写
真
展
で
学
生
の

P
R
実
践
機
会
と
な
っ
た
。銀
座
で

は
料
理
店
の
創
作「
い
し
の
ま
き
丼
」

が
無
料
提
供
さ
れ
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
石
巻
を
離
れ

た
こ
と
で
、被
災
地
と
そ
の
外
の
違

い
を
知
っ
た
。当
時
の
石
巻
市
は
津

達
し
た
。N
P
O
発
行
の
機
関
誌
へ

の
寄
稿
な
ど
、目
の
前
の
学
習
機
会

を
よ
く
活
か
し
た
。

　
彼
は
４
年
時
、当
時
問
題
と
な
っ

て
い
た
自
分
の
母
校
の
門
脇
小
学
校

校
舎
の
遺
構
保
存
問
題
を
卒
業
論
文

で
取
り
上
げ
た
。津
波
の
際
の
火
災

で
焼
け
黒
く
な
っ
た
校
舎
を「
震
災

を
忘
れ
な
い
よ
う
保
存
す
べ
き
」と

い
う
来
訪
者
の
意
見
と
、「
震
災
を
忘

れ
た
い
か
ら
壊
し
て
」と
い
う
地
元

に
あ
る
意
見
の
差
を
認
識
し
、自
分

で
調
査
を
行
っ
た
。結
論
は
、可
能
な

予
算
に
応
じ
た
遺
構
の
部
分
保
存
と

い
う
、現
実
的
方
法
だ
っ
た
。私
の
教

員
生
活
で
見
た
中
で
も
っ
と
も
完
成

度
の
高
い
卒
業
論
文
だ
っ
た
。

　
震
災
前
、彼
は
目
立
た
な
か
っ
た

が
、つ
ら
い
体
験
を
経
て
積
極
的
な

学
び
の
姿
勢
と
技
術
を
身
に
付
け
、

傑
出
し
た
学
生
に
な
り
卒
業
し
て
い

っ
た
。

被
災
地
へ
の
来
訪
者

　
激
変
し
た
環
境
の
中
で
、私
達
は

目
の
前
の
新
し
い
交
流
に
接
し
、そ

の
理
解
を
目
指
し
た
。幸
い
、「
震
災

の
こ
と
を
考
え
た
く
な
い
」と
い
う

学
生
は
い
な
か
っ
た
。被
災
地
の
情

報
発
信
と
教
育
を
兼
ね
、学
生
の
記

事
を
か
わ
ら
版『
石
巻
復
興
N
E
W

S
』で
H
P
配
信
し
た
。

　
震
災
後
約
半
年
、本
学
の
グ
ラ
ン

ド
に
は
各
地
か
ら
津
波
被
災
家
屋
の

「
泥
出
し
」や「
炊
き
出
し
」に
来
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
テ
ン
ト
が
あ
り
、私

達
は
彼
ら
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
た
。

7
月
末
、旧
北
上
川
岸
に
遺
族
の
嗚

咽
が
響
く
中
、私
達
も
来
訪
諸
団
体

と
協
力
し
慰
霊
の
灯
篭
を
流
し
た
。

8
月
末
に
は
私
達
も
泥
出
し
を
手
伝

っ
た
。ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
住

民
感
情
は
感
謝
か
迷
惑
か
、在
宅
者

を
訪
問
調
査
し
、大
多
数
が
感
謝
と

い
う
結
果
を
得
た
。メ
デ
ィ
ア
と
調

査
の
相
違
を
学
生
が
実
感
し
た
。

　
こ
の
頃
私
達
は
、被
災
地
の
こ
と

を
知
り
、伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
。本

学
に
出
入
り
し
て
い
た
ピ
ー
ス
ボ
ー

ト
や
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
、

石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
ゼ
ミ

時
間
に
活
動
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、

被
災
地
と
こ
れ
ら
の
組
織
の
情
報
を

得
た
。逆
に
私
達
も
、N
P
O
法
人
の

ツ
ア
ー
「
石
巻
元
気
ト
リ
ッ
プ
」

（H
.2
4
.0
6

）の
時
間
を
借
り
、被
災

体
験
と
教
訓
、現
地
の
様
子
を
来
訪

者
に
紹
介
し
た
。

　
相
次
い
だ
教
育
機
関
の
視
察
・
支

援
活
動
等
も
被
災
地
特
有
の
学
び
を

も
た
ら
し
た
。会
津
短
大
・
近
畿
大

学
・
本
学
の
3
大
学
復
興
意
見
交
換

会
を
開
催
し
た（H

.2
3
.1
0

）。奈
良

県
立
大
学（H

.2
4
.0
5

）、明
治
大
学

（H
.2
4
.1
2

）の
来
訪
時
に
は
、私
の

ゼ
ミ
学
生
と
合
同
で
津
波
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
を
し
た
。こ
の
頃
は
学

生
と
私
は
、復
興
の
方
法
と
し
て
来

訪
者
向
け
の
防
災
研
修
を
考
え
た
。

夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
東
北（H

.2
4
.1
1

）で
学
生
が
発

表
し
た
研
修
旅
行
企
画
は
、大
き
な

拍
手
を
浴
び
た
。

　
平
成
26
年
・
27
年
に
は
、東
京
の
高

校
の
修
学
旅
行
生
が
各
年
3
0
0
人

を
超
え
る
規
模
で
石
巻
圏
に
一
日
滞

在
し
、本
学
で
の
特
別
授
業
を
受
け
、

各
年
市
内
8
ヵ
所
・
10
ヵ
所
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。教
員
ら

が
石
巻
で
の
受
け
入
れ
準
備
と
授
業

を
行
い
、来
訪
日
に
学
生
は
授
業
を

高
校
生
と
と
も
に
受
け
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
現
場
で
視
察
し
た
。こ

れ
は
、私
達
に
は
、教
育
旅
行
で
被
災

地
に
行
き
活
動
す
る
こ
と
の
教
育

的
・
経
済
的
・
社
会
的
意
義
、そ
の
継

続
性
等
に
つ
い
て
考
え
る
素
材
と
な

っ
た
。

　
異
文
化
交
流
も
活
発
化
し
た
。

U
C
L
A

（H
.2
3
.1
2
,H
.2
4
.0
3

）、パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
大
学（H

2
5
.

06

）が
被
災
地
と
本
学
を
視
察
し
た
。

後
者
の
書
道
・
折
り
鶴
等
体
験
で
私

達
も
日
本
文
化
を
意
識
し
、ま
た
、石

巻
の
被
災
状
況
と
観
光
の
説
明
を
経

験
し
て
学
生
と
私
の
英
語
の
練
習
に

な
っ
た
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大

学
の
学
生
歌
舞
伎
団
訪
問
時

（H
.2
9
.0
9

）に
は
日
豪
交
流
会
を
行

の
オ
ブ
ジ
ェ「
が
れ
き
で
作
っ
た
サ

ン
・
フ
ァ
ン
号
」の
製
作
を
発
案
し
、

市
の
許
可
を
得
て
廃
棄
物
の
仮
置
き

場
か
ら
材
木
を
調
達
し
た
。美
術
部

部
長
の
学
生
が
率
先
し
、材
木
を
組

み
い
か
だ
を
作
り
、マ
ス
ト
と
横
木

を
固
定
し
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
。ロ
ー

年
の
節
目
の
間
、学
生
か
ら
慶
長
使

節
を
活
用
し
た
展
開
企
画
の
提
案
は

出
な
か
っ
た
。

　
地
元
の
資
源
を
生
か
し
た
観
光
振

興
に
学
生
が
継
続
的
に
か
か
わ
る
た

め
、資
源
と
学
生
の
関
心
の
接
点
を

見
出
す
こ
と
が
、教
員
と
し
て
の
私

の
未
完
の
課
題
で
あ
る
。

継
続
的
交
流

　
ほ
と
ん
ど
の
来
訪
者
と
の
ご
縁
は

1
、2
度
だ
っ
た
が
、継
続
的
交
流
の

例
も
あ
る
。平
成
23
年
12
月
以
来
、日

本
計
画
行
政
学
会
の
原
田
博
夫
氏

（
専
修
大
学
教
授
＝
以
下
肩
書
は
初

来
訪
時
）、香
川
敏
幸
氏（
慶
應
義
塾

大
学
名
誉
教
授
）、泰
松
範
行
氏（
東

洋
学
園
大
学
准
教
授
）ら
は
幾
度
も

来
訪
し
、私
の
ゼ
ミ
と
交
流
し
た
。最

初
に
訪
れ
た
学
生
の
被
災
地
学
生
を

思
い
や
る
表
情
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
こ
の
一
行
は
政
治
学
的
な
方
法
論

「
熟
議
カ
フ
ェ
」の
石
巻
版
を
繰
り
返

し
開
催
し
た
。そ
の
名
称「
ほ
え
〜
る

カ
フ
ェ
」は
、牡
鹿
半
島
伝
統
漁
の
鯨

（
＝
ホ
エ
ー
ル
）と
、学
生
が
声
高
に

話
す（
＝
吠
え
る
）こ
と
へ
の
期
待
を

か
け
て
あ
る（
以
下
カ
フ
ェ
）。各
地

で
の
臨
時
合
同
ゼ
ミ
で
日
頃
の
活
動

紹
介
、4
、5
名
の
混
合
班
で
の
被
災

状
況
等
の
情
報
交
換
、新
ツ
ア
ー
企

画
の
ア
イ
デ
ア
交
換
等
を
し
た
。こ

れ
は
背
景
・
立
場
の
異
な
る
人
と
の

写真：がれきで作ったサン・ファン号

写真：泥出しボランティア（H.23.08）

プ
を
連
結
す
る「
デ
ッ
ド
・
ア
イ
」の

穴
あ
け
の
際
に
彫
刻
刀
で
手
を
切
り

出
血
し
て
も
完
成
に
向
か
っ
た
彼
は
、

ゼ
ミ
の
リ
ー
ダ
ー
の
経
験
と
い
う
学

び
を
得
た
。

　
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
岸
壁
で
記
念
撮

影
の
背
景
と
な
っ
た
。来
訪
者
の
写

真
を
そ
の
場
で
2
枚
印
刷
し
て
1
枚

を
贈
呈
し
、も
う
1
枚
を
オ
ブ
ジ
ェ

の
ロ
ー
プ
に
帆
を
張
る
よ
う
に
付
け

て
い
く
、乗
客
参
加
型
ア
ー
ト
と
し

た
。地
域
性
と
復
興
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
備
え
た
企
画
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、被
災
の
た
め
、地
元
で
の

慶
長
使
節
4
0
0
年
へ
の
関
心
は
高

ま
ら
な
か
っ
た
。平
成
25
年
度
に
は

ゼ
ミ
で
使
節
史
の
文
献
を
読
み
、仙

台
の
七
夕
祭
り（H

.2
5
.0
8

）で
復
興

と
使
節
の
関
連
展
示
を
行
い
、ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
展
示
用
の
サ
ン
・
フ
ァ
ン

号
の
模
型
製
作
を
試
み
た
が
、学
生

の
動
機
が
強
ま
ら
ず
、展
示
で
き
る

作
品
は
完
成
し
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
も
市
民
と
学
生
の
興
味
を

引
こ
う
と
、慶
長
使
節
関
連
講
演

（H
.27.10

、H.28.11

、H29.06

）・

復
元
船
内
覧
会（H

.3
0
.1
1

）・
映
画

「
ハ
ポ
ン
さ
ん
」上
映
と
監
督
ラ
イ
ブ

ト
ー
ク（R

.0
1
.0
7

）等
の
企
画
を
実

施
し
、ま
た
、令
和
元
年
10
月
の
サ

ン
・
フ
ァ
ン
号
の
出
帆
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
帆
船
形
の
立
体
凧「
帆
船
凧
」の

工
作
体
験
テ
ン
ト
を
ゼ
ミ
で
開
設
し

た
。し
か
し
、残
念
な
が
ら
、4
0
0

波
の
傷
跡
が
生
々
し
く
、関
係
者
は

お
も
て
な
し
は
難
し
い
と
思
っ
て
い

た
の
に
対
し
、仙
台
市
関
係
者
は
す

で
に
観
光
復
興
に
積
極
的
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、銀
座
で
提
供
し
た
い
し
の

ま
き
丼
を
放
射
能
が
怖
い
と
言
っ
て

断
る
人
が
い
た
と
聞
き
、大
き
な
認

識
差
の
存
在
を
知
っ
た
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
後
の
放
射
能

の
風
評
被
害
の
問
題
は
農
業
・
民
泊

体
験
先
の
農
家
の
方
か
ら
も
聞
く
機

会
が
あ
り（H

.2
4
.1
1

）、学
生
も
私

も
、そ
の
克
服
方
法
を
考
え
る
必
要

を
リ
ア
ル
に
感
じ
た
。

慶
長
使
節
4
0
0
年

　
江
戸
時
代
初
期
、伊
達
政
宗
が
現

石
巻
市
で
大
型
木
造
帆
船
を
作
ら
せ
、

支
倉
常
長
ら
を
メ
キ
シ
コ
経
由
で
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
し
た
慶
長
使
節
は
、

出
発
が
慶
長
18
年（
1
6
1
3
）、支

倉
の
帰
国
が
元
和
6
年（
1
6
2
0
）

で
あ
る
。
平
成
25
年
‐
令
和
2
年

（
2
0
1
3
‐
2
0
2
0
）は
そ
の

4
0
0
年
後
に
相
当
し
た
。

　
市
の
誘
致
と
被
災
地
へ
の
関
心
に

よ
り
、石
巻
市
に
は
平
成
24
年
に
2

隻
、25
年
に
3
隻
の
ク
ル
ー
ズ
船
が

寄
港
し
た
。自
前
の
宿
泊
・
飲
食
施
設

を
有
す
る
船
の
た
め
、被
災
地
寄
港

も
可
能
だ
っ
た
。本
学
の
観
光
3
ゼ

ミ（
清
水
・
庄
子
・
丸
岡
）が
岸
壁
の
テ

ン
ト
で
乗
客
を
歓
迎
し
た
。こ
れ
は
、

笑
顔
を
見
せ
に
く
い
状
況
下
で
の
歓

迎
企
画
へ
の
挑
戦
だ
っ
た
。私
達
の

テ
ン
ト
の
内
容
は
震
災
語
り
部
、防

災
、『
石
巻
復
興
N
E
W
S
』拡
大
版
、

そ
し
て
慶
長
使
節
4
0
0
年
だ
っ
た
。

　
こ
の
機
に
私
の
ゼ
ミ
は
被
災
と
慶

長
使
節
を
結
び
付
け
た
等
身
大
の
船

意
見
交
換
・
発
表
と
発
想
の
訓
練
に

な
っ
た
。

　
平
成
24
年
12
月
、石
巻
の
学
生
と

私
は
訪
問
し
た
東
京
で
の
カ
フ
ェ
の

翌
日
、東
洋
学
園
大
学
学
生
が
企
画
・

案
内
し
た
復
興
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

東
京
駅
・
秋
葉
原
・
浅
草
等
を
鉄
道
・

水
上
バ
ス
等
で
移
動
し
、東
京
駅
設

置
の
石
巻
産
雄
勝
石
製
の
美
術
作
品

や
関
東
大
震
災
後
の
復
興
で
作
ら
れ

た
橋
々
を
見
た
。学
生
の
イ
ラ
ス
ト

と
解
説
付
き
案
内
冊
子
ま
で
手
渡
さ

れ
た
。石
巻
の
学
生
も
私
も
、東
京
の

賑
わ
い
が
復
興
の
成
果
だ
と
再
認
識

し
、ま
た
、温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
平
成
26
年
12
月
、宮
城
県
大
崎
市

観
光
協
会
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー「
東

北
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
同
じ
東
京
の
一
行
と
私
の
ゼ

ミ
学
生
が
参
加
し
た
。南
三
陸
町
で

の
食
事
の
際
、双
方
に
新
潟
県
出
身

学
生
が
い
た
た
め
急
に
距
離
感
が
な

く
な
り
、連
絡
先
交
換
に
至
っ
た
。同

町
で
津
波
時
の
避
難
訓
練
・
林
業
の

間
伐
体
験
・
カ
フ
ェ
・
食
事
・
宿
泊
、登

米
市
で
明
治
の
尋
常
小
学
校
舎
等
の

訪
問
・
6
次
産
業
化
成
功
企
業
の
見

学
・
食
事
と
地
元
の
観
光
関
係
者
と

の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。主
催
側
は

東
京
・
宮
城
の
学
生
の
意
見
を
歓
迎

し
、ま
た
、両
学
生
に
と
っ
て
間
伐
は

新
鮮
な
体
験
で
好
評
だ
っ
た
。

　
平
成
27
年
8
月
に
は
一
行
に
手
塚

崇
子
氏（
川
村
学
園
女
子
大
学
講
師
）

と
学
生
、本
学
の
庄
子
真
岐
氏（
准
教

授
）も
加
わ
り
、石
巻
市
の
被
災
水
産

加
工
企
業
の
見
学
、仮
設
住
宅
の
住

民
か
ら
地
域
の
震
災
前
後
の
様
子
を

聞
き
地
図
を
作
る
カ
フ
ェ
を
開
催
し

た
。被
災
企
業
の
実
態
と
牛
タ
ン
つ

く
ね
等
の
地
元
産
品
へ
の
来
訪
者
の

好
印
象
、そ
し
て
住
民
の
地
域
へ
の

思
い
を
知
る
機
会
に
な
っ
た
。

　
震
災
は
不
幸
な
で
き
ご
と
だ
っ
た

が
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
た
出
会

い
と
交
流
が
あ
り
、そ
れ
が
被
災
地

で
学
ぶ
学
生
と
私
の
励
み
と
な
り
、

財
産
に
な
っ
た
。こ
の
場
を
お
借
り

し
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

　
震
災
後
10
年
目
、令
和
2
年
度
前

期
の
授
業
の
多
く
は
、新
型
コ
ロ
ナ

禍
で
人
の
移
動
が
止
ま
る
中
、画
面

越
し
の
遠
隔
式
で
行
わ
れ
た
。ゼ
ミ

教
材
に
私
は
震
災
で
は
な
く
発
展
途

上
国
の
観
光
の
文
献
を
選
ん
だ
が
、

発
表
者
以
外
の
学
生
の
集
中
度
が
つ

か
め
ず
、理
解
が
進
ん
だ
実
感
は
乏

し
か
っ
た
。

　
後
期
、教
室
で
の
ゼ
ミ
が
復
活
し

た
が
、学
生
も
私
も
マ
ス
ク
姿
で
顔

は
一
部
し
か
見
え
な
い
。指
導
不
足

の
ま
ま
、12
月
の
日
本
観
光
研
究
学

会
東
北
支
部
大
会（
遠
隔
）で
私
の
ゼ

ミ
学
生
が
4
件
発
表
し
た
。ほ
ぼ
自

由
に
任
せ
た
中
で
学
生
が
選
ん
だ
テ

ー
マ
は
震
災
関
連
1
件
、他
は
地
域

振
興
、プ
ロ
野
球
経
営
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
だ
っ
た
。自
然
な
こ
と
に
、時

が
流
れ
、世
代
交
代
と
人
心
の
震
災

離
れ
は
進
ん
で
い
る
。

　
震
災
被
災
地
で
私
達
は
人
と
の
つ

な
が
り
と
交
流
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
そ
れ
ら
か
ら
隔

離
さ
れ
た
。友
人
や
教
員
と
の
通
常

の
対
人
関
係
、イ
ベ
ン
ト
や
旅
行
に

制
限
の
あ
る
生
活
の
中
で
観
光
を
学

ぶ
学
生
は
十
分
な
成
長
の
た
め
の
経

験
を
得
て
い
な
い
。そ
れ
は
全
世
界

的
現
象
と
し
て
も
、観
光
復
興
の
推

進
力
と
な
る
人
材
育
成
を
必
要
と
す

る
被
災
地
に
お
い
て
は
、よ
り
貴
重

な
機
会
の
喪
失
で
あ
る
。早
期
の
平

常
化
と
被
災
地
の
復
興
の
進
展
を
祈

っ
て
い
る
。
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東
日
本
大
震
災
後
の

被
災
地
石
巻
市
で
の

観
光
教
育

　
平
成
23
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
か
ら
今
年
で
10
年
で
あ
る
。本

稿
は
、そ
の
最
大
の
被
災
地
の
宮
城

県
石
巻
市
に
あ
る
石
巻
専
修
大
学
の

私
の
ゼ
ミ
の
観
光
教
育
を
ご
紹
介
す

る
。本
学
は
平
成
元
年
に
学
校
法
人

専
修
大
学
が
開
学
し
た
。私
は
平
成

10
年
に
着
任
し
、ゼ
ミ
で
は
平
成
19

年
頃
か
ら
観
光
に
焦
点
を
合
わ
せ
、

学
生
に
は
経
済
発
展
と
観
光
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。

　
石
巻
市
は
1
級
河
川
の
北
上
川
河

口
の
港
町
で
、昔
か
ら
漁
港
・
舟
運
拠

点
と
し
て
栄
え
た
。石
巻
市
、西
隣
の

東
松
島
市
と
東
隣
の
女
川
町
を
合
わ

せ
た
石
巻
圏
2
市
1
町（
震
災
前
人

口
約
21
万
人
）に
お
け
る
震
災
の
死

者
・
行
方
不
明
・
関
連
死
者
数
は
約
6

千
人
を
数
え
、本
学
学
生
も
6
人
自

宅
等
で
亡
く
な
っ
た
。多
く
の
人
が

家
族
と
家
や
職
場
を
失
い
、避
難
所
、

仮
設
住
宅
等
で
暮
ら
し
、通
学
・
就
学

環
境
も
悪
化
し
た
。

　
震
災
前
、石
巻
圏
の
主
な
交
流
拠

点
は
、慶
長
使
節
復
元
船
サ
ン
・
フ
ァ

ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
と
そ
の
関
連

施
設
、そ
し
て
宮
城
県
出
身
漫
画
家

の
名
を
冠
し
た
石
ノ
森
萬
画
館
だ
っ

た
が
、津
波
で
沿
岸
部
の
建
設
物
が

ほ
ぼ
壊
滅
的
と
な
り
、通
常
の
観
光

客
の
来
訪
は
な
く
な
っ
た
。代
わ
っ

て
多
く
の
行
政
関
係
者
や
支
援
・
視

察
、復
興
事
業
に
関
わ
る
土
木
・
建
設

作
業
員
等
が
訪
れ
た
。

　
こ
の
激
変
の
中
の
10
年
間
の
私
達

の
学
び
は
、す
べ
て
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
だ
っ
た
。

語
り
部

　
例
年
よ
り
も
約
1
か
月
遅
れ
て
始

ま
っ
た
震
災
年
の
ゼ
ミ
は
学
生
の
被

災
状
況
を
聞
く
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

学
生
の
一
人
は
、市
内
沿
岸
部
の
自

家
用
車
内
で
津
波
に
襲
わ
れ
、脱
出

し
水
の
中
を
歩
き
、水
流
を
逃
れ
て

近
く
の
ビ
ル
に
た
ど
り
着
き
、寒
さ

に
耐
え
生
き
延
び
た
。事
情
を
知
っ

た
私
は
授
業
後
に
彼
を
呼
び
止
め
、

来
訪
者
に
経
験
を
話
せ
る
か
尋
ね
、

う
な
ず
く
の
を
見
て
、そ
れ
を
勧
め

た
。

　
彼
が
経
験
を
話
す
と
、来
訪
者
は

皆
そ
の
話
に
聞
き
入
っ
た
。語
り
部

の
意
義
を
自
覚
す
る
と
、彼
は
自
主

的
に
石
巻
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

と
と
も
に
活
動
を
継
続
し
、地
元
だ

け
で
な
く
東
京
等
で
も
人
前
で
話
し

た
。自
ら
被
災
地
の
最
新
情
報
を
調

べ
て
い
た
し
、話
し
方
は
す
ぐ
に
上

い
、学
生
は
自
主
的
宴
会
も
開
い
た
。

国
ご
と
の
大
学
事
情
の
相
違
へ
の
理

解
が
進
み
、度
胸
は
付
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
私
達
は
被
災
地
来
訪

者
ら
と
行
動
を
と
も
に
し
、多
様
な

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

学
び
を
経
験
し
た
。

被
災
地
内
外
の
認
識
差

　
平
成
23
年
11
月
、被
災
地
支
援
感

謝
、情
報
発
信
、観
光
復
興
ア
ピ
ー
ル

等
を
目
的
と
す
る
宮
城
県
補
助
事
業

「
仙
台
宮
城
食
と
観
光
首
都
圏
キ
ャ

ラ
バ
ン
」が
行
わ
れ
た
。石
巻
か
ら
大

学
生
・
教
員
、石
巻
信
用
金
庫
と
料
理

店
関
係
者
等
総
勢
43
名
が
東
京
神
田

の
専
修
大
学
教
室
と
銀
座
会
場
等
に

向
か
っ
た
。

　
神
田
で
は
被
災
前
に
石
巻
で
撮
影

し
た
映
画「
エ
ク
レ
ー
ル
　
お
菓
子

放
浪
記
」上
映
と
私
の
映
画
製
作
応

援
活
動
・
被
災
地
報
告
、学
生
と
市
民

が
音
楽
に
合
わ
せ
ス
コ
ッ
プ
を
三
味

線
の
よ
う
に
鳴
ら
す
新
芸
能「
ス
コ

ッ
プ
三
味
線
」、学
生
と
信
用
金
庫
の

石
巻
の
飲
料
・
菓
子
の
紹
介
・
試
飲

食
・
販
売
、被
災
地
写
真
展
で
学
生
の

P
R
実
践
機
会
と
な
っ
た
。銀
座
で

は
料
理
店
の
創
作「
い
し
の
ま
き
丼
」

が
無
料
提
供
さ
れ
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
石
巻
を
離
れ

た
こ
と
で
、被
災
地
と
そ
の
外
の
違

い
を
知
っ
た
。当
時
の
石
巻
市
は
津

達
し
た
。N
P
O
発
行
の
機
関
誌
へ

の
寄
稿
な
ど
、目
の
前
の
学
習
機
会

を
よ
く
活
か
し
た
。

　
彼
は
４
年
時
、当
時
問
題
と
な
っ

て
い
た
自
分
の
母
校
の
門
脇
小
学
校

校
舎
の
遺
構
保
存
問
題
を
卒
業
論
文

で
取
り
上
げ
た
。津
波
の
際
の
火
災

で
焼
け
黒
く
な
っ
た
校
舎
を「
震
災

を
忘
れ
な
い
よ
う
保
存
す
べ
き
」と

い
う
来
訪
者
の
意
見
と
、「
震
災
を
忘

れ
た
い
か
ら
壊
し
て
」と
い
う
地
元

に
あ
る
意
見
の
差
を
認
識
し
、自
分

で
調
査
を
行
っ
た
。結
論
は
、可
能
な

予
算
に
応
じ
た
遺
構
の
部
分
保
存
と

い
う
、現
実
的
方
法
だ
っ
た
。私
の
教

員
生
活
で
見
た
中
で
も
っ
と
も
完
成

度
の
高
い
卒
業
論
文
だ
っ
た
。

　
震
災
前
、彼
は
目
立
た
な
か
っ
た

が
、つ
ら
い
体
験
を
経
て
積
極
的
な

学
び
の
姿
勢
と
技
術
を
身
に
付
け
、

傑
出
し
た
学
生
に
な
り
卒
業
し
て
い

っ
た
。

被
災
地
へ
の
来
訪
者

　
激
変
し
た
環
境
の
中
で
、私
達
は

目
の
前
の
新
し
い
交
流
に
接
し
、そ

の
理
解
を
目
指
し
た
。幸
い
、「
震
災

の
こ
と
を
考
え
た
く
な
い
」と
い
う

学
生
は
い
な
か
っ
た
。被
災
地
の
情

報
発
信
と
教
育
を
兼
ね
、学
生
の
記

事
を
か
わ
ら
版『
石
巻
復
興
N
E
W

S
』で
H
P
配
信
し
た
。

　
震
災
後
約
半
年
、本
学
の
グ
ラ
ン

ド
に
は
各
地
か
ら
津
波
被
災
家
屋
の

「
泥
出
し
」や「
炊
き
出
し
」に
来
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
テ
ン
ト
が
あ
り
、私

達
は
彼
ら
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
た
。

7
月
末
、旧
北
上
川
岸
に
遺
族
の
嗚

咽
が
響
く
中
、私
達
も
来
訪
諸
団
体

と
協
力
し
慰
霊
の
灯
篭
を
流
し
た
。

8
月
末
に
は
私
達
も
泥
出
し
を
手
伝

っ
た
。ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
住

民
感
情
は
感
謝
か
迷
惑
か
、在
宅
者

を
訪
問
調
査
し
、大
多
数
が
感
謝
と

い
う
結
果
を
得
た
。メ
デ
ィ
ア
と
調

査
の
相
違
を
学
生
が
実
感
し
た
。

　
こ
の
頃
私
達
は
、被
災
地
の
こ
と

を
知
り
、伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
。本

学
に
出
入
り
し
て
い
た
ピ
ー
ス
ボ
ー

ト
や
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
、

石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
ゼ
ミ

時
間
に
活
動
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、

被
災
地
と
こ
れ
ら
の
組
織
の
情
報
を

得
た
。逆
に
私
達
も
、N
P
O
法
人
の

ツ
ア
ー
「
石
巻
元
気
ト
リ
ッ
プ
」

（H
.2
4
.0
6

）の
時
間
を
借
り
、被
災

体
験
と
教
訓
、現
地
の
様
子
を
来
訪

者
に
紹
介
し
た
。

　
相
次
い
だ
教
育
機
関
の
視
察
・
支

援
活
動
等
も
被
災
地
特
有
の
学
び
を

も
た
ら
し
た
。会
津
短
大
・
近
畿
大

学
・
本
学
の
3
大
学
復
興
意
見
交
換

会
を
開
催
し
た（H

.2
3
.1
0

）。奈
良

県
立
大
学（H

.2
4
.0
5

）、明
治
大
学

（H
.2
4
.1
2

）の
来
訪
時
に
は
、私
の

ゼ
ミ
学
生
と
合
同
で
津
波
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
を
し
た
。こ
の
頃
は
学

生
と
私
は
、復
興
の
方
法
と
し
て
来

訪
者
向
け
の
防
災
研
修
を
考
え
た
。

夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
東
北（H

.2
4
.1
1

）で
学
生
が
発

表
し
た
研
修
旅
行
企
画
は
、大
き
な

拍
手
を
浴
び
た
。

　
平
成
26
年
・
27
年
に
は
、東
京
の
高

校
の
修
学
旅
行
生
が
各
年
3
0
0
人

を
超
え
る
規
模
で
石
巻
圏
に
一
日
滞

在
し
、本
学
で
の
特
別
授
業
を
受
け
、

各
年
市
内
8
ヵ
所
・
10
ヵ
所
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。教
員
ら

が
石
巻
で
の
受
け
入
れ
準
備
と
授
業

を
行
い
、来
訪
日
に
学
生
は
授
業
を

高
校
生
と
と
も
に
受
け
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
現
場
で
視
察
し
た
。こ

れ
は
、私
達
に
は
、教
育
旅
行
で
被
災

地
に
行
き
活
動
す
る
こ
と
の
教
育

的
・
経
済
的
・
社
会
的
意
義
、そ
の
継

続
性
等
に
つ
い
て
考
え
る
素
材
と
な

っ
た
。

　
異
文
化
交
流
も
活
発
化
し
た
。

U
C
L
A

（H
.2
3
.1
2
,H
.2
4
.0
3

）、パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
大
学（H

2
5
.

06

）が
被
災
地
と
本
学
を
視
察
し
た
。

後
者
の
書
道
・
折
り
鶴
等
体
験
で
私

達
も
日
本
文
化
を
意
識
し
、ま
た
、石

巻
の
被
災
状
況
と
観
光
の
説
明
を
経

験
し
て
学
生
と
私
の
英
語
の
練
習
に

な
っ
た
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大

学
の
学
生
歌
舞
伎
団
訪
問
時

（H
.2
9
.0
9

）に
は
日
豪
交
流
会
を
行

の
オ
ブ
ジ
ェ「
が
れ
き
で
作
っ
た
サ

ン
・
フ
ァ
ン
号
」の
製
作
を
発
案
し
、

市
の
許
可
を
得
て
廃
棄
物
の
仮
置
き

場
か
ら
材
木
を
調
達
し
た
。美
術
部

部
長
の
学
生
が
率
先
し
、材
木
を
組

み
い
か
だ
を
作
り
、マ
ス
ト
と
横
木

を
固
定
し
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
。ロ
ー

年
の
節
目
の
間
、学
生
か
ら
慶
長
使

節
を
活
用
し
た
展
開
企
画
の
提
案
は

出
な
か
っ
た
。

　
地
元
の
資
源
を
生
か
し
た
観
光
振

興
に
学
生
が
継
続
的
に
か
か
わ
る
た

め
、資
源
と
学
生
の
関
心
の
接
点
を

見
出
す
こ
と
が
、教
員
と
し
て
の
私

の
未
完
の
課
題
で
あ
る
。

継
続
的
交
流

　
ほ
と
ん
ど
の
来
訪
者
と
の
ご
縁
は

1
、2
度
だ
っ
た
が
、継
続
的
交
流
の

例
も
あ
る
。平
成
23
年
12
月
以
来
、日

本
計
画
行
政
学
会
の
原
田
博
夫
氏

（
専
修
大
学
教
授
＝
以
下
肩
書
は
初

来
訪
時
）、香
川
敏
幸
氏（
慶
應
義
塾

大
学
名
誉
教
授
）、泰
松
範
行
氏（
東

洋
学
園
大
学
准
教
授
）ら
は
幾
度
も

来
訪
し
、私
の
ゼ
ミ
と
交
流
し
た
。最

初
に
訪
れ
た
学
生
の
被
災
地
学
生
を

思
い
や
る
表
情
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
こ
の
一
行
は
政
治
学
的
な
方
法
論

「
熟
議
カ
フ
ェ
」の
石
巻
版
を
繰
り
返

し
開
催
し
た
。そ
の
名
称「
ほ
え
〜
る

カ
フ
ェ
」は
、牡
鹿
半
島
伝
統
漁
の
鯨

（
＝
ホ
エ
ー
ル
）と
、学
生
が
声
高
に

話
す（
＝
吠
え
る
）こ
と
へ
の
期
待
を

か
け
て
あ
る（
以
下
カ
フ
ェ
）。各
地

で
の
臨
時
合
同
ゼ
ミ
で
日
頃
の
活
動

紹
介
、4
、5
名
の
混
合
班
で
の
被
災

状
況
等
の
情
報
交
換
、新
ツ
ア
ー
企

画
の
ア
イ
デ
ア
交
換
等
を
し
た
。こ

れ
は
背
景
・
立
場
の
異
な
る
人
と
の

写真：南三陸町での間伐体験(H.26.12)

写真：東京復興ツアー

プ
を
連
結
す
る「
デ
ッ
ド
・
ア
イ
」の

穴
あ
け
の
際
に
彫
刻
刀
で
手
を
切
り

出
血
し
て
も
完
成
に
向
か
っ
た
彼
は
、

ゼ
ミ
の
リ
ー
ダ
ー
の
経
験
と
い
う
学

び
を
得
た
。

　
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
岸
壁
で
記
念
撮

影
の
背
景
と
な
っ
た
。来
訪
者
の
写

真
を
そ
の
場
で
2
枚
印
刷
し
て
1
枚

を
贈
呈
し
、も
う
1
枚
を
オ
ブ
ジ
ェ

の
ロ
ー
プ
に
帆
を
張
る
よ
う
に
付
け

て
い
く
、乗
客
参
加
型
ア
ー
ト
と
し

た
。地
域
性
と
復
興
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
備
え
た
企
画
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、被
災
の
た
め
、地
元
で
の

慶
長
使
節
4
0
0
年
へ
の
関
心
は
高

ま
ら
な
か
っ
た
。平
成
25
年
度
に
は

ゼ
ミ
で
使
節
史
の
文
献
を
読
み
、仙

台
の
七
夕
祭
り（H

.2
5
.0
8

）で
復
興

と
使
節
の
関
連
展
示
を
行
い
、ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
展
示
用
の
サ
ン
・
フ
ァ
ン

号
の
模
型
製
作
を
試
み
た
が
、学
生

の
動
機
が
強
ま
ら
ず
、展
示
で
き
る

作
品
は
完
成
し
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
も
市
民
と
学
生
の
興
味
を

引
こ
う
と
、慶
長
使
節
関
連
講
演

（H
.27.10

、H.28.11

、H29.06

）・

復
元
船
内
覧
会（H

.3
0
.1
1

）・
映
画

「
ハ
ポ
ン
さ
ん
」上
映
と
監
督
ラ
イ
ブ

ト
ー
ク（R

.0
1
.0
7

）等
の
企
画
を
実

施
し
、ま
た
、令
和
元
年
10
月
の
サ

ン
・
フ
ァ
ン
号
の
出
帆
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
帆
船
形
の
立
体
凧「
帆
船
凧
」の

工
作
体
験
テ
ン
ト
を
ゼ
ミ
で
開
設
し

た
。し
か
し
、残
念
な
が
ら
、4
0
0

波
の
傷
跡
が
生
々
し
く
、関
係
者
は

お
も
て
な
し
は
難
し
い
と
思
っ
て
い

た
の
に
対
し
、仙
台
市
関
係
者
は
す

で
に
観
光
復
興
に
積
極
的
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、銀
座
で
提
供
し
た
い
し
の

ま
き
丼
を
放
射
能
が
怖
い
と
言
っ
て

断
る
人
が
い
た
と
聞
き
、大
き
な
認

識
差
の
存
在
を
知
っ
た
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
後
の
放
射
能

の
風
評
被
害
の
問
題
は
農
業
・
民
泊

体
験
先
の
農
家
の
方
か
ら
も
聞
く
機

会
が
あ
り（H

.2
4
.1
1

）、学
生
も
私

も
、そ
の
克
服
方
法
を
考
え
る
必
要

を
リ
ア
ル
に
感
じ
た
。

慶
長
使
節
4
0
0
年

　
江
戸
時
代
初
期
、伊
達
政
宗
が
現

石
巻
市
で
大
型
木
造
帆
船
を
作
ら
せ
、

支
倉
常
長
ら
を
メ
キ
シ
コ
経
由
で
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
し
た
慶
長
使
節
は
、

出
発
が
慶
長
18
年（
1
6
1
3
）、支

倉
の
帰
国
が
元
和
6
年（
1
6
2
0
）

で
あ
る
。
平
成
25
年
‐
令
和
2
年

（
2
0
1
3
‐
2
0
2
0
）は
そ
の

4
0
0
年
後
に
相
当
し
た
。

　
市
の
誘
致
と
被
災
地
へ
の
関
心
に

よ
り
、石
巻
市
に
は
平
成
24
年
に
2

隻
、25
年
に
3
隻
の
ク
ル
ー
ズ
船
が

寄
港
し
た
。自
前
の
宿
泊
・
飲
食
施
設

を
有
す
る
船
の
た
め
、被
災
地
寄
港

も
可
能
だ
っ
た
。本
学
の
観
光
3
ゼ

ミ（
清
水
・
庄
子
・
丸
岡
）が
岸
壁
の
テ

ン
ト
で
乗
客
を
歓
迎
し
た
。こ
れ
は
、

笑
顔
を
見
せ
に
く
い
状
況
下
で
の
歓

迎
企
画
へ
の
挑
戦
だ
っ
た
。私
達
の

テ
ン
ト
の
内
容
は
震
災
語
り
部
、防

災
、『
石
巻
復
興
N
E
W
S
』拡
大
版
、

そ
し
て
慶
長
使
節
4
0
0
年
だ
っ
た
。

　
こ
の
機
に
私
の
ゼ
ミ
は
被
災
と
慶

長
使
節
を
結
び
付
け
た
等
身
大
の
船

意
見
交
換
・
発
表
と
発
想
の
訓
練
に

な
っ
た
。

　
平
成
24
年
12
月
、石
巻
の
学
生
と

私
は
訪
問
し
た
東
京
で
の
カ
フ
ェ
の

翌
日
、東
洋
学
園
大
学
学
生
が
企
画
・

案
内
し
た
復
興
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

東
京
駅
・
秋
葉
原
・
浅
草
等
を
鉄
道
・

水
上
バ
ス
等
で
移
動
し
、東
京
駅
設

置
の
石
巻
産
雄
勝
石
製
の
美
術
作
品

や
関
東
大
震
災
後
の
復
興
で
作
ら
れ

た
橋
々
を
見
た
。学
生
の
イ
ラ
ス
ト

と
解
説
付
き
案
内
冊
子
ま
で
手
渡
さ

れ
た
。石
巻
の
学
生
も
私
も
、東
京
の

賑
わ
い
が
復
興
の
成
果
だ
と
再
認
識

し
、ま
た
、温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
平
成
26
年
12
月
、宮
城
県
大
崎
市

観
光
協
会
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー「
東

北
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
同
じ
東
京
の
一
行
と
私
の
ゼ

ミ
学
生
が
参
加
し
た
。南
三
陸
町
で

の
食
事
の
際
、双
方
に
新
潟
県
出
身

学
生
が
い
た
た
め
急
に
距
離
感
が
な

く
な
り
、連
絡
先
交
換
に
至
っ
た
。同

町
で
津
波
時
の
避
難
訓
練
・
林
業
の

間
伐
体
験
・
カ
フ
ェ
・
食
事
・
宿
泊
、登

米
市
で
明
治
の
尋
常
小
学
校
舎
等
の

訪
問
・
6
次
産
業
化
成
功
企
業
の
見

学
・
食
事
と
地
元
の
観
光
関
係
者
と

の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。主
催
側
は

東
京
・
宮
城
の
学
生
の
意
見
を
歓
迎

し
、ま
た
、両
学
生
に
と
っ
て
間
伐
は

新
鮮
な
体
験
で
好
評
だ
っ
た
。

　
平
成
27
年
8
月
に
は
一
行
に
手
塚

崇
子
氏（
川
村
学
園
女
子
大
学
講
師
）

と
学
生
、本
学
の
庄
子
真
岐
氏（
准
教

授
）も
加
わ
り
、石
巻
市
の
被
災
水
産

加
工
企
業
の
見
学
、仮
設
住
宅
の
住

民
か
ら
地
域
の
震
災
前
後
の
様
子
を

聞
き
地
図
を
作
る
カ
フ
ェ
を
開
催
し

た
。被
災
企
業
の
実
態
と
牛
タ
ン
つ

く
ね
等
の
地
元
産
品
へ
の
来
訪
者
の

好
印
象
、そ
し
て
住
民
の
地
域
へ
の

思
い
を
知
る
機
会
に
な
っ
た
。

　
震
災
は
不
幸
な
で
き
ご
と
だ
っ
た

が
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
た
出
会

い
と
交
流
が
あ
り
、そ
れ
が
被
災
地

で
学
ぶ
学
生
と
私
の
励
み
と
な
り
、

財
産
に
な
っ
た
。こ
の
場
を
お
借
り

し
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

　
震
災
後
10
年
目
、令
和
2
年
度
前

期
の
授
業
の
多
く
は
、新
型
コ
ロ
ナ

禍
で
人
の
移
動
が
止
ま
る
中
、画
面

越
し
の
遠
隔
式
で
行
わ
れ
た
。ゼ
ミ

教
材
に
私
は
震
災
で
は
な
く
発
展
途

上
国
の
観
光
の
文
献
を
選
ん
だ
が
、

発
表
者
以
外
の
学
生
の
集
中
度
が
つ

か
め
ず
、理
解
が
進
ん
だ
実
感
は
乏

し
か
っ
た
。

　
後
期
、教
室
で
の
ゼ
ミ
が
復
活
し

た
が
、学
生
も
私
も
マ
ス
ク
姿
で
顔

は
一
部
し
か
見
え
な
い
。指
導
不
足

の
ま
ま
、12
月
の
日
本
観
光
研
究
学

会
東
北
支
部
大
会（
遠
隔
）で
私
の
ゼ

ミ
学
生
が
4
件
発
表
し
た
。ほ
ぼ
自

由
に
任
せ
た
中
で
学
生
が
選
ん
だ
テ

ー
マ
は
震
災
関
連
1
件
、他
は
地
域

振
興
、プ
ロ
野
球
経
営
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
だ
っ
た
。自
然
な
こ
と
に
、時

が
流
れ
、世
代
交
代
と
人
心
の
震
災

離
れ
は
進
ん
で
い
る
。

　
震
災
被
災
地
で
私
達
は
人
と
の
つ

な
が
り
と
交
流
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
そ
れ
ら
か
ら
隔

離
さ
れ
た
。友
人
や
教
員
と
の
通
常

の
対
人
関
係
、イ
ベ
ン
ト
や
旅
行
に

制
限
の
あ
る
生
活
の
中
で
観
光
を
学

ぶ
学
生
は
十
分
な
成
長
の
た
め
の
経

験
を
得
て
い
な
い
。そ
れ
は
全
世
界

的
現
象
と
し
て
も
、観
光
復
興
の
推

進
力
と
な
る
人
材
育
成
を
必
要
と
す

る
被
災
地
に
お
い
て
は
、よ
り
貴
重

な
機
会
の
喪
失
で
あ
る
。早
期
の
平

常
化
と
被
災
地
の
復
興
の
進
展
を
祈

っ
て
い
る
。
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書名 著者 規格出版社・出版年月

「旅の図書館」では、被災した地域の復興への歩みを、
様々な記録や関連図書からたどることができます。

当財団の調査研究活動における震災関連資料も併せて紹介します。
また2021年初夏まで、東日本大震災の関連図書展示コーナーを設けていますので、是非ご来館ください。

「旅の図書館」へのアクセス、開館時間等はP101をご覧ください。

【選】旅の図書館副館長 大隅一志
特集関連の蔵書紹介

五百旗頭真、御厨貴、
飯尾潤 監修 ひょうご震災
記念21世紀研究機構 編

A5判376頁岩波書店
2021年2月

総合検証 東日本大震災からの復興

風来堂 編 A5判240頁イースト･プレス
2017年9月

ダークツーリズム入門
日本と世界の「負の遺産」を巡礼する旅

長谷川明彦 著 A5判188頁大阪大学出版会
2017年3月

データで読み解く被災地観光の可能性

川島秀一 著 B6判296頁冨山房インターナショナル
2017年3月

海と生きる作法 漁師から学ぶ災害観

災害と観光
1

【全般】

災害文化の
継承と創造
橋本裕之、林勲男 編／臨川書店／
2016年2月／A5判322頁

災害からの復興過程において地域文化はどのような役
割を果たすのか。「防災文化」に特化しがちであった災害
に関わる従来の文化研究の視野を拡張し、「災害文化」
に対する新しい視座を提供する。

東日本大震災
復興への地域戦略
中村研二、寺崎友芳 著／エネルギーフォーラム／
2011年10月／新書判259頁

被災地の特性を活かした復興まちづくり会社とは？デー
タでみる被災状況と主な論点。創造的復興に向けた新し
い手法で新しい分野を切り開いていくための地域への
提言。観光にもふれる。

自然災害復興における観光創造
（CATS叢書 第9号）
西山徳明、西川克之ほか 編／
北海道大学観光学高等研究センター／
2016年3月／B5判157頁
自然災害が発生する度に豊かな自然環境や地域文化
が多大な影響を受けてきた災害大国・日本。国内外の事
例から、被災地とその周辺地域の災害からの復興に観
光が果たしうる役割と可能性を考える。

東日本大震災 神社･祭り
被災の記録と復興
本編 神社新報創刊70周年記念出版
神社新報社 編／神社新報社／
2016年7月／A4判386頁
神社新報創刊七十周年記念出版として、東日本大震災
によって神社や祭りがどうなったのかをまとめた貴重な
記録。
本編のほか、写真編、資料編がある。

震災後の地域文化と被災者の民俗誌
フィールド災害人文学の構築

（東北アジア研究専書）
高倉浩樹、山口睦 編／新泉社／
2018年1月／A5判288頁
被災後の人びとと地域社会はどのような変化を遂げてき
たのか。祭礼や民俗芸能の復興、慰霊と記念碑・行事、被
災者支援と地域社会……災害からの再生と減災に果た
す生活文化の役割を考える。

復興ツーリズム
観光学からのメッセージ 
総合観光学会／同文舘出版／
2013年3月／B6判265頁

被災地の復興に観光が果たす役割、震災後の新しい観
光とは？「災害と観光」「震災から学ぶ」「震災を記憶す
る」「地域復興のツーリズム」「絆を求めて」で構成された
学会からの復興メッセージ。

「復興のエンジン」
としての観光
 「自然災害に強い観光地」とは
室崎益輝 監修・著 橋本俊哉 編著／創成社／
2021年1月／A5判192頁
観光及び防災・減災研究の第一人者らが「災害」と「観
光」に正面から向き合った研究成果。自然災害からの復
興と持続的な発展に必要な条件を探り、“災害に強い観
光地”のあり方を考える。

継承される地域文化 
災害復興から社会創発へ
日髙真吾 編／臨川書店／
2021年3月／A5判380頁

豊かな社会を築くための基盤であり、災害からの復興の
原動力となる地域文化。その継承を目的として、民俗文
化財に焦点をあてた地域文化の再発見と保存、活用の
在り方を論じる。実践事例も紹介。
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書名 著者 規格出版社・出版年月

特集テーマ・論文 著者 学術誌名・出典出版社・出版年月

書名 著者 規格出版社・出版年月

関西大学社会安全学部
編 A5判380頁ミネルヴァ書房

2016年3月
東日本大震災 復興5年目の検証
復興の実態と防災・減災・縮災の展望

芦原伸 著 四六判306頁講談社
2014年7月

被災鉄道 復興への道

森 誠一 編 B6判241頁東北出版企画
2012年9月

天恵と天災の文化誌 三陸大震災の現場から

イカロス出版 A4変形判130頁イカロス出版
2012年4月

走り出せ!東北の鉄道 東日本大震災からの復活
（イカロスMOOK）

朝日新聞出版 A4判160頁朝日新聞出版
2012年2月

大津波、原発事故、復興への歩み 震災1年全記録

朝日新聞出版 A4変形判156頁朝日新聞出版
2011年8月

震災と鉄道 全記録（AERA Mook）

観光研究 Vol.24 No.1日本観光研究学会
2012年9月

特集：東日本大震災と観光

佐藤太陽、山本清龍
日本観光研究学会
全国大会学術論文集31
pp.369-372

日本観光研究学会
2016年12月

津波防災教育の特徴と観光への展開可能性の検討

千葉千枝子
日本観光研究学会
全国大会学術論文集31
pp.389-392　

日本観光研究学会
2016年12月

被災地域の観光復興ならびに振興における発展段階

樋口葵
日本観光研究学会
全国大会学術論文集31
pp.393-396

日本観光研究学会
2016年12月

地域復興における観光推進役が
市民レベルに及ぼす影響分析

島川崇
日本国際観光学会
論文集　No.21
pp.47-52

日本国際観光学会
2014年5月

東日本大震災の被災地における惨禍の保存と
観光に関する地元住民の意識

石塚裕子
日本観光研究学会
全国大会学術論文集28
pp.225-228

日本観光研究学会
2013年12月

被災地ツーリズムの新たな可能性を探る
－福島県いわき市での取り組み紹介－

丸岡泰
日本観光研究学会
全国大会学術論文集28
pp.233-236

日本観光研究学会
2013年12月

東日本大震災後の宮城県石巻圏における
来訪者向け教育プログラムの開発

矢野英昭
日本観光研究学会
全国大会学術論文集27
pp.285-288

日本観光研究学会
2012年12月

観光による震災復興への取組み
－東日本大震災における冨県宮城をめざして－

高崎恵子、梅川智也、
大野正人

日本観光研究学会
全国大会学術論文集27
pp.297-300

日本観光研究学会
2012年12月

東北の観光復興に向けた地域の取り組みに関する研究

清野隆、山田耕生、
嵩和雄、三浦知子

日本観光研究学会
全国大会学術論文集26
pp.333-336

日本観光研究学会
2011年11月

東日本大震災後の漁村集落の震災復興プロセスにみる
観光の役割

依田真美
日本観光研究学会
全国大会学術論文集26
pp.337-340

日本観光研究学会
2011年11月

被災地復興を目的とした支援基盤構築手段としての
ボランティアツーリズムの可能性

山下祐介 著 四六判284頁岩波書店
2017年2月

｢復興｣が奪う地域の未来
東日本大震災・原発事故の検証と提言

立教大学コミュニティ福祉学部
東日本大震災復興支援推進室 A5判256頁本の泉社

2016年3月
復興支援ってなんだろう?
人とコミュニティによりそった5年間

橋本裕之 著 B6判271頁追手門学院大学出版会
2015年3月

震災と芸能 地域再生の原動力

三菱総合研究所 編 A5変形判128頁丸善プラネット
2013年3月

震災復興と日本の未来 （Phronesis「フロネシス」09）

佐藤滋 編 四六判320頁大月書店
2011年12月

東日本大震災からの復興まちづくり

震災の記録・復興のあゆみ
2

【公益財団法人日本交通公社の刊行物・研究報告書】

【学術誌（論文等）】
【被災地（岩手・宮城・福島3県）】

【全般】

津波を乗り越えた町々
東日本大震災、十年の足跡
谷口雅彦 著／双葉社／
2021年3月／B5判224頁

「3.11を忘れない写真家の会」代表を務める谷口雅彦
氏が10年間にわたり記録し続けた写真から厳選したド
キュメンタリー写真集。被災から町が生まれ変わるプロ
セス、そして現在が収められている。

三陸海岸大津波
（文春文庫）
吉村昭 著／文藝春秋／
2004年3月／文庫判192頁

大津波の歴史と切り離せない三陸沿岸地域。明治29年、
昭和8年、昭和35年に三陸を襲った大津波について、前
兆、被害、救援の様子を体験者の貴重な証言をもとにし
た記録は、東日本大震災とも重なる。

三陸再興 いわて震災10年の歩み
特別報道記録集 保存版

（2011･3･11東日本大震災 岩手の記録）
岩手日報社／岩手日報社／
2021年2月／A4判148頁

『岩手日報』に掲載された膨大な東日本大震災関連の
写真約600枚をもとに、岩手県沿岸12市町村の「まち再
生」を写真でたどる。2011年からの約3600日に及ぶ復
興の足跡が年表にまとめられている。

大津波を生きる
巨大防潮堤と
田老100年のいとなみ
髙山文彦 著／新潮社／
2012年11月／B6判205頁

明治期から大地震・大津波によってたびたび甚大な被
害を出した田老。「万里の長城」ともいわれる巨大防潮堤
を築きつつも、必敗の覚悟を持って自然の脅威と対峙し
続けてきた人びとの逞しさを描く。

みやぎ･復興の歩み10
Now is. ～「いま」を見つめて～ 
2011.3.11-2021.3.11
宮城県震災復興本部／宮城県／
2021年3月／A4判38頁

2011年から毎年取りまとめられている復興のあゆみ。
「宮城県震災復興計画」の最終年を迎え、東日本大震災
発災から復興に向けた10年間の各地の取組とその経過、
現在の復興状況等を取りまとめ紹介。

津波とクジラとペンギンと
東日本大震災10年,
牡鹿半島・鮎川の地域文化
加藤幸治 著／社会評論社／
2021年1月／四六判304頁

復興を支える地域文化を〝くじらまち〟牡鹿半島から考え
る。「被災地」という渇いた語感とはかけ離れた、生活の
営みを浮き彫りに。『復興キュレーション 語りのオーナー
シップで作り伝える“くじらまち”』続編。

女川 復幸の教科書
（東北アジア研究専書）
｢女川 復幸の教科書｣編集委員会 編／
プレスアート／
2019年3月／A4変形判96頁

東日本大震災を機にゼロからの復興まちづくりが進む
女川町。単なる復興にとどまらない「チーム女川のまちづ
くり」は、新たな価値を創出する復興・まちづくりのあり方
へ多くの示唆を与えてくれる。

高校生が伝える
ふくしま食べる通信
第23号
編集部／あすびと福島／
2021年冬／A4判18頁

東北地方太平洋沖地震と第一原子力発電所事故により
今なお多くの問題を抱え、風評被害の影響を強く受けて
いる福島の食の魅力を、地元の高校生たちが伝えようと
2015年4月に創刊、現在まで引き継がれている情報誌。

東北地方太平洋沖地震後の
陸中海岸地域における
観光資源の状況把握調査報告書

（財）日本交通公社／（財）日本交通公社／
2011年6月／A4判66頁

当財団が東日本大震災の発生から間もない時期に実施
した自主研究調査。陸中海岸国立公園（現三陸復興国
立公園）を有する陸中海岸地域を対象に、観光資源の
震災後の状況把握及び課題を整理。

観光文化
第229号

（観光文化 第40巻2号通巻第229号）
（公財）日本交通公社／（公財）日本交通公社／
2016年4月／A4判74頁

特集：東日本大震災からの復興に観光は何を果たした
か―5年間のふりかえりと今後への期待

観光文化
第209号

（観光文化 第35巻5号通巻第209号） 
（財）日本交通公社／（財）日本交通公社／
2011年9月／B5判36頁

特集：東日本大震災からの復興に向けて、人の動き、ツ
ーリズムを創造する―東北の持つ潜在的な「文化の力」
を探る
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書名 著者 規格出版社・出版年月

特集テーマ・論文 著者 学術誌名・出典出版社・出版年月

書名 著者 規格出版社・出版年月

関西大学社会安全学部
編 A5判380頁ミネルヴァ書房

2016年3月
東日本大震災 復興5年目の検証
復興の実態と防災・減災・縮災の展望

芦原伸 著 四六判306頁講談社
2014年7月

被災鉄道 復興への道

森 誠一 編 B6判241頁東北出版企画
2012年9月

天恵と天災の文化誌 三陸大震災の現場から

イカロス出版 A4変形判130頁イカロス出版
2012年4月

走り出せ!東北の鉄道 東日本大震災からの復活
（イカロスMOOK）

朝日新聞出版 A4判160頁朝日新聞出版
2012年2月

大津波、原発事故、復興への歩み 震災1年全記録

朝日新聞出版 A4変形判156頁朝日新聞出版
2011年8月

震災と鉄道 全記録（AERA Mook）

観光研究 Vol.24 No.1日本観光研究学会
2012年9月

特集：東日本大震災と観光

佐藤太陽、山本清龍
日本観光研究学会
全国大会学術論文集31
pp.369-372

日本観光研究学会
2016年12月

津波防災教育の特徴と観光への展開可能性の検討

千葉千枝子
日本観光研究学会
全国大会学術論文集31
pp.389-392　

日本観光研究学会
2016年12月

被災地域の観光復興ならびに振興における発展段階

樋口葵
日本観光研究学会
全国大会学術論文集31
pp.393-396

日本観光研究学会
2016年12月

地域復興における観光推進役が
市民レベルに及ぼす影響分析

島川崇
日本国際観光学会
論文集　No.21
pp.47-52

日本国際観光学会
2014年5月

東日本大震災の被災地における惨禍の保存と
観光に関する地元住民の意識

石塚裕子
日本観光研究学会
全国大会学術論文集28
pp.225-228

日本観光研究学会
2013年12月

被災地ツーリズムの新たな可能性を探る
－福島県いわき市での取り組み紹介－

丸岡泰
日本観光研究学会
全国大会学術論文集28
pp.233-236

日本観光研究学会
2013年12月

東日本大震災後の宮城県石巻圏における
来訪者向け教育プログラムの開発

矢野英昭
日本観光研究学会
全国大会学術論文集27
pp.285-288

日本観光研究学会
2012年12月

観光による震災復興への取組み
－東日本大震災における冨県宮城をめざして－

高崎恵子、梅川智也、
大野正人

日本観光研究学会
全国大会学術論文集27
pp.297-300

日本観光研究学会
2012年12月

東北の観光復興に向けた地域の取り組みに関する研究

清野隆、山田耕生、
嵩和雄、三浦知子

日本観光研究学会
全国大会学術論文集26
pp.333-336

日本観光研究学会
2011年11月

東日本大震災後の漁村集落の震災復興プロセスにみる
観光の役割

依田真美
日本観光研究学会
全国大会学術論文集26
pp.337-340

日本観光研究学会
2011年11月

被災地復興を目的とした支援基盤構築手段としての
ボランティアツーリズムの可能性

山下祐介 著 四六判284頁岩波書店
2017年2月

｢復興｣が奪う地域の未来
東日本大震災・原発事故の検証と提言

立教大学コミュニティ福祉学部
東日本大震災復興支援推進室 A5判256頁本の泉社

2016年3月
復興支援ってなんだろう?
人とコミュニティによりそった5年間

橋本裕之 著 B6判271頁追手門学院大学出版会
2015年3月

震災と芸能 地域再生の原動力

三菱総合研究所 編 A5変形判128頁丸善プラネット
2013年3月

震災復興と日本の未来 （Phronesis「フロネシス」09）

佐藤滋 編 四六判320頁大月書店
2011年12月

東日本大震災からの復興まちづくり

震災の記録・復興のあゆみ
2

【公益財団法人日本交通公社の刊行物・研究報告書】

【学術誌（論文等）】
【被災地（岩手・宮城・福島3県）】

【全般】

津波を乗り越えた町々
東日本大震災、十年の足跡
谷口雅彦 著／双葉社／
2021年3月／B5判224頁

「3.11を忘れない写真家の会」代表を務める谷口雅彦
氏が10年間にわたり記録し続けた写真から厳選したド
キュメンタリー写真集。被災から町が生まれ変わるプロ
セス、そして現在が収められている。

三陸海岸大津波
（文春文庫）
吉村昭 著／文藝春秋／
2004年3月／文庫判192頁

大津波の歴史と切り離せない三陸沿岸地域。明治29年、
昭和8年、昭和35年に三陸を襲った大津波について、前
兆、被害、救援の様子を体験者の貴重な証言をもとにし
た記録は、東日本大震災とも重なる。

三陸再興 いわて震災10年の歩み
特別報道記録集 保存版

（2011･3･11東日本大震災 岩手の記録）
岩手日報社／岩手日報社／
2021年2月／A4判148頁

『岩手日報』に掲載された膨大な東日本大震災関連の
写真約600枚をもとに、岩手県沿岸12市町村の「まち再
生」を写真でたどる。2011年からの約3600日に及ぶ復
興の足跡が年表にまとめられている。

大津波を生きる
巨大防潮堤と
田老100年のいとなみ
髙山文彦 著／新潮社／
2012年11月／B6判205頁

明治期から大地震・大津波によってたびたび甚大な被
害を出した田老。「万里の長城」ともいわれる巨大防潮堤
を築きつつも、必敗の覚悟を持って自然の脅威と対峙し
続けてきた人びとの逞しさを描く。

みやぎ･復興の歩み10
Now is. ～「いま」を見つめて～ 
2011.3.11-2021.3.11
宮城県震災復興本部／宮城県／
2021年3月／A4判38頁

2011年から毎年取りまとめられている復興のあゆみ。
「宮城県震災復興計画」の最終年を迎え、東日本大震災
発災から復興に向けた10年間の各地の取組とその経過、
現在の復興状況等を取りまとめ紹介。

津波とクジラとペンギンと
東日本大震災10年,
牡鹿半島・鮎川の地域文化
加藤幸治 著／社会評論社／
2021年1月／四六判304頁

復興を支える地域文化を〝くじらまち〟牡鹿半島から考え
る。「被災地」という渇いた語感とはかけ離れた、生活の
営みを浮き彫りに。『復興キュレーション 語りのオーナー
シップで作り伝える“くじらまち”』続編。

女川 復幸の教科書
（東北アジア研究専書）
｢女川 復幸の教科書｣編集委員会 編／
プレスアート／
2019年3月／A4変形判96頁

東日本大震災を機にゼロからの復興まちづくりが進む
女川町。単なる復興にとどまらない「チーム女川のまちづ
くり」は、新たな価値を創出する復興・まちづくりのあり方
へ多くの示唆を与えてくれる。

高校生が伝える
ふくしま食べる通信
第23号
編集部／あすびと福島／
2021年冬／A4判18頁

東北地方太平洋沖地震と第一原子力発電所事故により
今なお多くの問題を抱え、風評被害の影響を強く受けて
いる福島の食の魅力を、地元の高校生たちが伝えようと
2015年4月に創刊、現在まで引き継がれている情報誌。

東北地方太平洋沖地震後の
陸中海岸地域における
観光資源の状況把握調査報告書

（財）日本交通公社／（財）日本交通公社／
2011年6月／A4判66頁

当財団が東日本大震災の発生から間もない時期に実施
した自主研究調査。陸中海岸国立公園（現三陸復興国
立公園）を有する陸中海岸地域を対象に、観光資源の
震災後の状況把握及び課題を整理。

観光文化
第229号

（観光文化 第40巻2号通巻第229号）
（公財）日本交通公社／（公財）日本交通公社／
2016年4月／A4判74頁

特集：東日本大震災からの復興に観光は何を果たした
か―5年間のふりかえりと今後への期待

観光文化
第209号

（観光文化 第35巻5号通巻第209号） 
（財）日本交通公社／（財）日本交通公社／
2011年9月／B5判36頁

特集：東日本大震災からの復興に向けて、人の動き、ツ
ーリズムを創造する―東北の持つ潜在的な「文化の力」
を探る
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書名 著者 規格出版社・出版年月

雑誌名 著者 特集テーマ出版社・出版年月

岩手日報社 A4判184頁岩手日報社
2016年1月

軌跡 大津波からの5年 報道写真集
2011.3.11東日本大震災 岩手の記録3

西城戸誠、宮内泰介ほか
編著 四六判378頁法政大学出版局

2016年2月
震災と地域再生 石巻市北上町に生きる人びと

伝津館・山田町大震災
記念誌編集委員会 A4判160頁

伝津館・山田町大震災
記念誌編集委員会
2013年3月

あの日から明日に向かって 東日本大震災山田の記録

矢野陽子 著 B6判292頁はる書房
2017年1月

震災があっても続ける 三陸・山田祭を追って

高倉浩樹、滝澤克彦 編 A5判320頁新泉社
2014年1月

無形民俗文化財が被災するということ
東日本大震災と宮城県沿岸部地域社会の民俗誌

早田宰、加藤基樹、
沼田真一、阿部俊彦
著

A5判140頁早稲田大学出版部
2013年8月

ともに創る！まちの新しい未来 -気仙沼復興塾の挑戦
（早稲田大学ブックレット「震災後」に考えるシリーズ32）

日本修学旅行協会
特集：東日本大震災から10年
東北各県の新しい教育旅行
プログラム

日本修学旅行協会
2021年3月

月刊教育旅行（2021年3月）

第一法規（文化庁監修） 特集：
東日本大震災から10年

第一法規
2021年4月

月刊文化財（2021年3月）

ぎょうせい 特集：東日本大震災10年
－復興の到達点と課題

ぎょうせい
2021年3月

月刊ガバナンス　No.239（2021年3月号）

国土計画協会 特集：
東日本大震災から10年

国土計画協会
2021年3月

人と国土21　第46巻第6号（2021年3月）

都市計画協会
特集：東日本大震災から10年
～復興まちづくりの軌跡と
これから～

都市計画協会
2021年3月

新都市　第75巻 第3号（2021年3月）

高速道路調査会 特集：
東日本大震災から10年

高速道路調査会
2021年3月

高速道路と自動車　Vol.64 No.3（2021年3月）

福島県 企画調整部
復興･総合計画課 A4判23頁

福島県 企画調整部
復興･総合計画課
2020年12月

復興･再生のあゆみ 第3版 ふくしまの現在

寺島英弥 著 四六判312頁明石書店
2014年2月

海よ里よ、いつの日に還る　東日本大震災3年目の記録

東浩紀 編 B5判192頁ゲンロン
2013年11月

福島第一原発観光地化計画

【雑誌（最近の東日本大震災特集）】

TRAVEL JOURNAL
（週刊トラベルジャーナル）
2021年3月8日号
トラベルジャーナル／トラベルジャーナル／
2021年3月
特集：復興とツーリズム　東日本大震災から10年

國立公園
No.791
自然公園財団／自然公園財団／
2021年3月

特集：東日本大震災から10年
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この一年間に発行した『観光文化』を紹介します。
バックナンバーの紹介

観光文化
機関誌

「コロナ禍における観光
地 の 現 状と課 題 」の
part3。『観光文化』は2
号続けて「コロナ禍にお
ける観光地の現状と課
題」を特集し、春、夏の
観光地の現場と向き合
ってきました。秋、観光地
では政府の「Go To トラ
ベルキャンペーン」等が
効を奏したこともあって、
旅行者が回復傾向にあ
る地域も見られるように
なってきましが、冬本番
に向かってコロナ感染
者の急増で、また人の動
きを制限せざるを得な

い状況になっています。そんな中でも、登山・トレッキングやグラン
ピング、分散型ホテルなど、３密を回避しながら楽しむ旅行スタイ
ルやレジャーが注目を集めています。オンラインツアーやワーケ
ーション、ホテルステイなども認知されるようになってきました。今
号では、コロナ禍で注目を集める新たな市場、旅行スタイルやレ
ジャーを取り上げ、その現状と課題、今後の展望などを、地域や
関係事業者の方々への取材を踏まえて取りまとめました。

248号（2021年3月発行） 

特集 現場に問う、新たな市場の展望
～コロナ禍での現状と課題 Part3 ～

2019年、中国・武漢市
で報告された原因不明
の肺炎は、「COVID-19」

（新型コロナウイルス感
染症）と名付けられ、世
界中に拡散。我が国で
も3月下旬以降の感染
者が急増し、世界的な
大流行にあって「東京オ
リンピック・パラリンピッ
ク」も延期、4月には「緊
急事態宣言」が出され、
外出自粛などの徹底が
呼びかけられました。今
回のコロナ禍の発生に
伴い、多くの観光地がか
つてない甚大な被害を

受けることになりましたが、大型連休が明けた頃から、世間では
「With／Postコロナ時代の観光」が盛んに言われるようになって
きました。今号は「現場で語る、持続可能な観光の本質－コロナ
禍における観光地の現状と課題」を特集のテーマとしています。そ
の中で、強く意識したのは「現場」。こうした時期だからこそ、まず
観光地の現場、第一線で活躍されている我が国を代表する観光
事業者の声に真摯に耳を傾け、持続可能な観光について探究を
試みています。 A4判1色72ページ／1,000円+税

246号（2020年8月発行） 

特集 現場で語る、持続可能な観光の本質
～コロナ禍での現状と課題 Part1～

2010年代以降、海外の
観光研究分野における
観光地を捉える概念は、

「マネジメント」から「ガ
バナンス」へ移行してい
ます。これは行動原理の
異なる多様な主体の集
合体として捉える必要性
がある観光地において、
従来の「マネジメント」概
念のみでは対応に限界
があるためですが、我が
国では、自然観光地（保
護地域）・中山間地域の
観光地において、ガバナ
ンス概念に着目し実践
を模索する動きはあるも

のの、その取り組みは緒に就いたばかりです。本特集では、観光
地におけるガバナンス概念について、国内外の研究動向を概観
し、その実践の様子を、国内外の自然観光地（保護地域）・中山
間地域の事例を通して確認します。 A4判1色48ページ／1,000
円+税

245号（2020年4月発行） 

特集 デスティネーション・ガバナンス

前号246号では、我が
国を代表する観光事業
者の方々からコロナ禍
の厳しい時期に考えた
ことや学んだことを伺
い、議論し、持続可能な
観光の本質について考
えました。日本の社会・
経済構造、国民生活は
大きな変化と向き合うこ
とになりましたが、いわゆ
る「新しい生活様式」で
の暮らしも定着し、夏以
降、国、地方自治体によ
る各種の復興支援策が
講じられると、人々の往
来も徐々に増え、観光地

によっては復調の兆しを見せるところも出始めました。今号では、
コロナ禍における観光の実態、特に夏季を中心とした地域の実
情と課題を、当事者である行政、DMO、民間事業者のみなさまに
語っていただき、丁寧に意見交換を行いました。コロナ禍を生き
抜くにあたり大切にしたい視点について探っています。 A4判1色
76ページ／1,000円+税

247号（2020年11月発行） 

特集 現場に学ぶ、コロナ禍を生き抜く視点
～コロナ禍での現状と課題 Part2 ～

第249号 May 202199
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機関誌『観光文化』について
「観光文化」は1976年12月の創刊。その時代の観光に関するトピックを特集テーマに据えてきました。
215号（2012年10月）からは、当財団の調査研究活動と観光動向に基づいて特集テーマを設定し、
外部の研究者や地域の実践者などにご協力いただきながら財団の論考・提言を発信しています。季刊誌として年４回の発行です。
〇全文公開（PDF版、WEB版）
180号（2006年11月発行）以降のものは、当財団ホームページで全文公開しています。また、241号（2019年4月発行）からは、
PDF版に加えてweb版での全文公開も開始。スマートフォンなど小さな画面でも快適に閲覧していただけるようにしました。
https://www.jtb.or.jp/publication-symposium/book/tourism-culture/
〇定期購読のご案内
当財団ホームページで全文公開している「観光文化」ですが、「続けて冊子で読みたい」という要望をいただくことも多いため、
定期購読のお申込を承っております。

当財団ホームページからお申込ください。
https://www.jtb.or.jp/publication-symposium/book/tourism-culture/subscription-2/

１年間（4冊。4月、7月、10月、1月予定）
※お申し込み時点の最新号から４回分をお送りします。開始号については変更可能です。

3,080円（税込、1冊あたり700円＋税＝定価の30％off。送料込）
※途中キャンセルはできませんこと、予め了承ください。
※お申込の確認がとれ次第、請求書をお送りいたします。

銀行振込のみとなります。※振込手数料はご負担をお願いいたします。
自動継続としておりません。4冊分お送りした後、次号発行の1か月ほど前を目安に、

メール継続の意思確認をさせていただきます。返信いただかなければ自動解約となります。
〇単号販売のご案内
単号での販売も行っています。オンデマンド印刷版として、創刊号（1976年）から最新号まで、全ての号を購入いただけます。
アマゾン、楽天ブックス、三省堂書店オンデマンドでお買い求めください。定価1,100円（税込。169号～214号は1,540円）。
〇お問い合わせは観光文化情報センター編集室までお願いいたします。
TEL:03‒5770-8364　FAX:03‒5770‒8359　E‒mail:jtbfbook@jtb.or.jp

公益財団法人 日本交通公社 発行の出版物のご案内
○当財団発行の最近の書籍の紹介です。 
○ここで紹介している本は、全ページをホームページで
　公開しています。
○印刷版は、アマゾン（amazon.co.jp）にて、
　オン・デマンド印刷で販売しています。

　各種統計資料や、当財団が実施した独自の
調査結果をもとに、2019年度（2019年4月～
2020年3月、一部2020年6月までのデータを
取り込み）の動向を解説しています。「日本人の
旅行市場」「訪日外国人の旅行市場」「観光産
業」「観光地」 「観光政策」の5編と、付記（観光
研究）、資料編（統計資料と年表）で 構成。今年
は「日本人の旅行市場」編に「新型コロナウイル
ス感染症流行が日本人の旅行意識に与えた影
響」の項を追加。A4判1色224ページ／2000

円＋税。『旅行年報』は2006年版以降のものはアマゾンのオンデマンド
印刷版を発行、2014年版からはホームページで全文公開しています。

　本書は、2020年7月14日（火）・21日（火）
の2日間にわたりオンラインで開催した『観
光地経営講座』の中から5つの講義内容と
グループワークの内容をまとめた講義録で
す。本講座は、半世紀にわたる当財団の調
査・研究事業で培ってきた経験とノウハウを

「観光地経営」という視点で整理した『観光
地経営の視点と実践』（2013年初版発行、
2019年第2版発行、丸善出版）をテキストに
用いつつ、毎年、時季に合ったテーマを設定
し、最前線で実践されている外部講師を招

聘し、当財団の研究員が講師の方々の知見を引き出しながら受講者の
皆様とも議論して、より理解を深めるスタイルで開催しています。
　今回は「観光地マネジメントとしての危機管理 ～新型コロナウイルスへ
の対応とポストコロナにおける観光地のあり方を考える～」をテーマとしま
した。ポストコロナに向けて、よりいっそう重要性が増す観光地のリスクマ
ネジメントの考え方をはじめ、旅行やライフスタイルに対する価値観の変
化等を見据えた現在進行形のハワイ、沖縄、由布院の取り組みを共有す
るとともに、新型コロナウイルスをきっかけにさらに注目が集まるデジタル
トランスフォーメーションなど、固定観念に捉われずに今後の観光地のあ
り方を多角的に考える内容としました。これまで経験したことがないリスク
に直面した時に、地域では何が起こっていたのか、それに対して何を考え
て、どのように行動したのかという記録としてはもちろん、リスクをチャンス
に転換するしなやかな観光地経営のヒントが得られる一冊です。A4判1
色72ページ／1,000円+税。※『観光地経営講座 講義録』は2013年度
版からホームページで全ページを公開しています。

『2020年度 観光地経営講座 講義録 
観光地マネジメントとしての危機管理』
（発行：2020年11月）

『旅行年報2020』（発行：2020年10月）

『温泉まちづくり
～2019年度 温泉まちづくり研究会総括レポート』
（発行：2020年3月）

　本書は2019年度の「温泉まちづくり研究会」
での議論をとりまとめたもの。「温泉まちづくり研
究会」は、7つの温泉地（北海道阿寒湖温泉、群
馬県草津温泉、三重県鳥羽温泉郷、兵庫県有
馬温泉、愛媛県道後温泉、大分県由布院温泉、
熊本県黒川温泉）が集い、日本の温泉地と温泉
旅館が抱える課題について、解決の方向性を探
り、活性化に資することを目指す研究会です。よ
りよい温泉まちづくりに向け、全国の温泉地の
方々が具体的なアクションを起こすヒントにな

ればと願っています。本書では①各温泉地が伝えたい「温泉バカンス経
験」とは？、②永年にわたる阿寒湖温泉の観光まちづくりの歩みに学ぶ、
③「温泉バカンス経験」の姿をイメージし、共有する／温泉地における新
たなコンテンツ開発に向けて、の３つのテーマを紹介しています。A4判1色
84ページ／1,500円+税。※『温泉まちづくり』は2011年度版からホーム
ページで全文公開しています。

お届け期間

料金

お支払い方法

継続

お申し込み方法
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嬉
し
い
」

三
上
忠
文（
唐
桑
町
観
光
協
会
）×

三
浦
正
和（
唐
桑
観
光
ガ
イ
ド
の
会
）×

熊
谷 

羊（
唐
桑
町
観
光
協
会
）

み
ん
な
同
じ
方
向
性
が
見
え
てい
た
・
阿
部
喜
英（
女
川
み
ら
い
創
造
）

こ
う
す
れ
ば
良
かった
と
い
う
後
悔
は
ない
・
青
山
貴
博（
女
川
町
）

人
がつ
な
がって
活
力
が
生
み
出
さ
れ
ていった
・
新
田 

太（
女
川
町
）

次
の
世
代
に
渡
し
て
や
り
た
い
町
が
で
き
た
・
遠
藤
琢
磨（
女
川
町
観
光
協
会
）

復
興
は
終
わ
り
、次
の
局
面
を
迎
え
た
・
磯
部
哲
也（
女
川
町
商
工
会
）

寺
崎
竜
雄（
J
T
B
F
）

震
災
後
10
年
間
の

東
北
に
お
け
る
観
光
復
興
の
取
組
と

コロ
ナ
後
の
観
光
振
興
の
方
向
性

国
立
公
園
か
ら
臨
む
震
災
復
興

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
記
録
、将
来
展
望

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
・
相
澤
久
美（
み
ち
の
く
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
）

浦
戸
諸
島
・
遠
藤
勝（
遠
藤
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

櫻
庭
佑
輔（
環
境
省
）

亀
山
秀
一（
国
土
交
通
省
）

紺
野
純
一

（
東
北
観
光
推
進
機
構
）

東
日
本
大
震
災 

三
陸
鉄
道
の
10
年

宮
古
市
の
観
光
復
興

「
女
将
の
お
話
の
時
間
」か
ら

「
女
将
と
の
対
話
の
時
間
」へ

「
人
と
人
が
出
会
う
場
を

作
る
こ
と
が
僕
の
仕
事
で
す
」

楠
田
拓
郎（
た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
） 

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、

震
災
復
興
か
ら
学
ん
だ
教
訓
、

被
災
地
が
得
た
も
の
と
は

広
田
純
一（
岩
手
大
学
）

中
村
一
郎（
三
陸
鉄
道
）

松
浦
宏
隆（
宮
古
市
）

岩
崎
昭
子（
宝
来
館
） 

「
地
域
・社
会
が
一
体
で
取
り
組
む

歴
史
的
建
築
物
の
活
用
」
伊
藤
清
花（
ノ
オ
ト
） 

『
自
分
た
ち
で
生
命
を
守
った
村
』
菊
地
武
雄 

著

溝
尾
良
隆（
立
教
大
学
） 

わ
た
し
の
１
冊

【
活
動
報
告
】た
び
と
し
ょ
Ca
f
é

❶ ❶

❶❷❸❹❺

❷ ❷❸ ❸❹ コ
ラ
ム
コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

機関誌

Tourism Culture

May
2021

249

年
10

か
ら

大
震
災

東
日
本

宮
城
県

福
島
県

岩
手
県

2
0
1
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‐ 

2
0
2
1

2
0
1
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‐ 

2
0
2
1

2
0
1
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‐ 

2
0
2
1
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6.

【
特
集
】

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

M
ay 2021

号

機
関
誌

2
4
9
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